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これからの京都観光
～観光課題・
社会課題解決先進都市へ～
門川大作（京都市長）

活動報告

訪日
インバウンド市場の
本格的な
再始動に向けて
柿島あかね（JTBF）

諸外国の「国外からの
入国に関する規制」の
動向

第27回
たびとしょCafe
「和のスキーリゾート
野沢温泉と
スポーツイベント」を
開催
森 晃（野沢温泉スキークラブ）

文：門脇茉海（JTBF）
ゲスト

巻頭言

特集 1

特集 2

コロナ禍における
地域の取り組み
【事例1】 沖縄県
量と質が両立する
「エシカル」な観光地への
転換を目指す
下地芳郎（沖縄観光コンベンションビューロー）
【事例2】 京都市
コロナ禍にとらわれず
DMOが本来すべきことを着実に実行
堀江卓矢（京都市観光協会）
【事例3】 倶知安町
住民の信頼を
重視した
各種事業を展開
鈴木紀彦（倶知安観光協会）

特集 3

観光政策の動向
齊藤敬一郎（観光庁）

特集 4 視座

観光の「バージョンチェック」と
「更新（アップデート）」への期待

菅野正洋（JTBF）

水野恭一（風の旅行社）
文：仲七重（JTBF）
ゲスト

活動報告
第28回
たびとしょCafe
「『気づき』が
旅のカギ～渋谷で
ダイチを感じる旅～」を
開催

連載
観光を学ぶということ
第15回
獨協大学 外国語学部
山口ゼミ
山口誠（獨協大学）

わたしの1冊
第27回
『クレイジーパワー』
ジョン・エルキントン 著
パメラ・ハーティガン 著
関根智美 翻訳
英治出版
『劣化国家』
ニーアル・ファーガソン 著
櫻井祐子 翻訳
東洋経済新報社
鶴田浩一郎
（一般社団法人オンパク）

特
集

菅野正洋
（JTBF）

○インタビュー
ユッタサック・
スパソーン
（タイ国政府観光庁）
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　2
0
1
9
年
末
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（C

O
V
ID
-19

）
の
ま
ん
延
に
よ
り
、
観
光
全
般
の

活
動
が
一
種
の
「
フ
リ
ー
ズ
」
状
態
に
陥
っ
た
。

　本
誌
で
は
、
観
光
地
や
観
光
産
業
の
現
状
や
対
応
に
つ

い
て
、
過
去
3
号
（
2
4
6
〜
2
4
8
号
）
に
わ
た
っ
て

特
集
を
組
ん
で
い
る
。

　2
4
8
号
（
2
0
2
1
年
2
月
）
の
発
刊
か
ら
約
1
年

半
が
経
過
し
た
現
在
ま
で
に
、
世
界
的
に
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
展
し
、
直
近
で
は
よ
り
踏
み
込
ん
で
観
光
活
動
を

再
開
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
。

　我
が
国
に
お
い
て
も
、
今
後
の
本
格
的
な
観
光
の
「
再

起
動
」
に
向
け
て
、
そ
の
可
能
性
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。

　今
号
で
は
、「
海
外
旅
行
市
場
」「
入
国
制
限
と
緩
和
」「
観

光
地
」「
観
光
政
策
」の
各
視
点
か
ら
2
0
2
1
年
以
降
の
1

年
半
ほ
ど
の
動
向
を
俯
瞰
し
つ
つ
整
理
す
る
こ
と
で
、コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
フ
リ
ー
ズ
状
態
か
ら
の
再
起
動
に
つ
い
て
考
え
た
。



　
コ
ロ
ナ
禍
前
、
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い
、
ま
ち

が
活
性
化
す
る
一
方
で
、
一
部
観
光
地
の
混
雑
等
の

課
題
が
生
じ
、
市
民
生
活
に
も
影
響
が
出
て
い
た
京

都
観
光
。
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
客
が
激
減
し
、
観
光
が

い
か
に
幅
広
く
京
都
の
経
済
や
雇
用
を
支
え
て
き
た

か
を
、
多
く
の
方
が
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
そ
ん
な
京
都
観
光
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
は
、
安

心
・
安
全
の
確
保
を
前
提
に
、
市
民
生
活
と
観
光
が

調
和
し
、
市
民
の
皆
様
が
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
持

続
可
能
な
観
光
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し

た
考
え
で
、
京
都
市
で
は
「
京
都
観
光
振
興
計
画

2
0
2
5
」
を
策
定
。
将
来
を
見
据
え
た
観
光
政
策

を
推
進
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
混
雑
を
避
け
た

快
適
な
観
光
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
観
光
客
の

分
散
化
に
も
繋
が
る
事
前
予
約
制
や
朝
夜
観
光
な
ど

「
密
」
を
避
け
た
観
光
、
先
端
技
術
を
活
用
し
た
混

雑
状
況
の
見
え
る
化
、
安
心
・
安
全
の
取
組
を
推
進
。

さ
ら
に
こ
れ
ら
を
多
言
語
化
し
て
発
信
す
る
な
ど
の

施
策
を
強
力
に
進
め
て
き
た
。

　
ま
た
、
持
続
可
能
な
観
光
に
向
け
て
、
市
民
、
観

光
客
、
観
光
事
業
者
・
従
事
者
等
が
お
互
い
に
尊
重

し
合
い
、
三
者
に
と
っ
て
よ
り
質
（
満
足
度
）
の
高

い
観
光
、
地
域
を
よ
り
尊
重
し
た
観
光
を
実
現
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
京
都
観
光
に
お
い
て

巻頭言

大
切
に
し
て
い
き
た
い
事
項
を
示
し
た
「
京
都
観
光

行
動
基
準
（
京
都
観
光
モ
ラ
ル
）」
を
2
0
2
0
年

11
月
に
策
定
。
さ
ら
に
昨
年
11
月
に
は
、Ｄ
Ｍ
Ｏ 

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ（
京
都
市
観
光
協
会
）
を
は
じ
め
25
の

観
光
関
連
団
体
の
方
々
と
共
に
、
新
し
い
京
都
観
光

の
実
現
に
向
け
た
共
同
宣
言
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
京
都
で
は
今
、
持
続
可
能
な
観
光
を
推
進
し
て

い
こ
う
と
い
う
動
き
が
、
事
業
者
も
主
体
と
な
っ
て

活
発
化
し
て
い
る
。

　
世
界
的
に
も
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
レ

ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
考
え
方
が

益
々
重
要
と
な
る
中
、
観
光
の
力
を
い
か
し
た
地
域

や
社
会
の
課
題
解
決
、
環
境
問
題
に
も
配
慮
し
た
観

光
の
実
現
は
、
京
都
の
責
務
。
観
光
課
題
、
そ
し
て

社
会
課
題
解
決
先
進
都
市
と
し
て
、
京
都
か
ら
持
続

可
能
な
観
光
の
モ
デ
ル
を
示
し
て
い
き
た
い
。

　
今
後
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
本
格
的

な
回
復
が
期
待
さ
れ
る
。
観
光
は
人
々
の
暮
ら
し
や

心
、
人
生
の
豊
か
さ
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
相
互

交
流
を
通
じ
て
世
界
平
和
・
国
際
親
善
に
も
寄
与
す

る
も
の
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
は
じ

め
不
安
定
な
状
況
が
続
く
今
こ
そ
、
キ
ー
ウ
市
の
姉

妹
都
市
で
も
あ
る
京
都
市
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い

と
考
え
る
。
万
全
の
体
制
の
下
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

受
入
再
開
を
心
か
ら
歓
迎
し
、
新
た
な
京
都
観
光
に

共
感
い
た
だ
く
皆
様
を
温
か
く
お
迎
え
し
た
い
。

門川 大作
（京都市長）

京都市出身。京都市教育長を経て2008年2月に第26代京都市長
に就任。文化を基軸とした都市経営を実践しており、2019年12
月に日本で初開催された「国連 観光・文化京都会議」において、観
光、文化、地域コミュニティの関係を適切にマネジメントする「京都
モデル」について特別講演を行い、その理念が今後の各国・地域に

おける観光と文化に関する取組指針となる「観光・文化京都宣言」に盛り込まれる。
文化と経済の融合、文化で京都・日本を元気にすることを目指している。

これからの京都観光
～ 観 光 課 題 ・ 社 会 課 題 解 決 先 進 都 市 へ ～

第255号 October 20221



訪
日
インバウン
ド
市
場
の

本
格
的
な

再
始
動
に
向
け
て

諸
外
国
の

「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関
す
る

規
制
」の
動
向

コロナ
禍
に
お
け
る

地
域
の
取
り
組
み

フリーズ状態からの
再起動を目指して

～コロナ禍での現状と課題～
Part4

機関誌

目次

第 号255

観
光
の「
バー
ジョン
チェッ
ク
」と

「
更
新（
アップ
デ
ー
ト
）」への
期
待

ゲスト
森 晃
（野沢温泉スキークラブ 理事長／
旅館さかや 代表取締役） 

文：門脇茉海
（公益財団法人日本交通公社  観光政策研究部 
社会・マネジメント室 副主任研究員）

「和のスキーリゾート 野沢温泉と
スポーツイベント」を開催

第27回
たびとしょCafe
活動報告

観光を学ぶということ

わたしの1冊

第15回

連載

連載

第27回

山口 誠
（獨協大学 外国語学部 交流文化学科 教授）

門川大作
（京都市長）

鶴田浩一郎
（ホテルニューツルタ代表取締役社長／
NPO法人ハットウ・オンパク理事／
一般社団法人オンパク相談役）

導かれる書物
『クレイジーパワー』

『劣化国家』

ジョン・エルキントン 著、
パメラ・ハーティガン 著、
関根智美 翻訳／英治出版

ニーアル・ファーガソン 著、
櫻井祐子 翻訳／東洋経済新報社

獨協大学外国語学部

～よりよい観光は
「まち」や「ひと」をつくり、
そして「せかい」をつくる。
ツーリストのリテラシーを
実践し、
「観る」ことを探究する
ゼミ～

山口ゼミ

これからの京都観光
～観光課題・社会課題解決先進都市へ～

【巻頭言】

特集

柿
島
あ
か
ね
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
政
策
研
究
部 

活
性
化
推
進
室 

主
任
研
究
員
）

菅
野
正
洋
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
政
策
研
究
部 

社
会
・
マ
ネ
ジメ
ン
ト
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員
）

【
イ
ン
タ
ビュー
】

ユッ
タ
サッ
ク
・
ス
パソ
ーン（
タイ
国
政
府
観
光
庁 

総
裁
）

【
事
例
1
】 

沖
縄
県 

量
と
質
が
両
立
す
る「
エシ
カル
」な
観
光
地への
転
換
を
目
指
す

下
地
芳
郎
（
一
般
財
団
法
人
沖
縄
観
光
コンベン
ション
ビューロ
ー 

会
長
）

【
事
例
2
】 

京
都
市 

コロナ
禍
に
と
ら
わ
れ
ず
D
M
O
が
本
来
すべき
こ
と
を
着
実
に
実
行

堀
江
卓
矢
（
公
益
社
団
法
人
京
都
市
観
光
協
会 

企
画
推
進
課
／
D
M
O
企
画
・
マ
ー
ケ
ティン
グ
専
門
官
）

【
事
例
3
】 

倶
知
安
町 

住
民
の
信
頼
を
重
視
し
た
各
種
事
業
を
展
開

鈴
木
紀
彦
（
一
般
社
団
法
人
倶
知
安
観
光
協
会 

事
務
局
長
）

菅
野
正
洋
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
政
策
研
究
部 

社
会
・
マ
ネ
ジメ
ン
ト
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員
）

観
光
政
策
の
動
向

齊
藤
敬
一
郎
（
観
光
庁 

国
際
観
光
部 

国
際
観
光
課
長
）

水野恭一
（株式会社風の旅行社
風カルチャークラブ 企画担当）

文：仲 七重
（公益財団法人日本交通公社
観光文化振興部 企画室 研究員）

「『気づき』が旅のカギ
～渋谷でダイチを感じる旅～」
を開催

第28回
たびとしょCafe
活動報告

ゲスト

特
集
3

P

24

視
座

P

38

特
集
4

P

35

特
集
1

P

4

特
集
2

P

15

P

1

P

21
P

24
P

27
P

31

P43

P49

P56

P61

※表紙写真（中央）：バス（一般社団法人倶知安観光協会）
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O
が
本
来
すべき
こ
と
を
着
実
に
実
行

堀
江
卓
矢
（
公
益
社
団
法
人
京
都
市
観
光
協
会 

企
画
推
進
課
／
D
M
O
企
画
・
マ
ー
ケ
ティン
グ
専
門
官
）

【
事
例
3
】 

倶
知
安
町 

住
民
の
信
頼
を
重
視
し
た
各
種
事
業
を
展
開

鈴
木
紀
彦
（
一
般
社
団
法
人
倶
知
安
観
光
協
会 

事
務
局
長
）

菅
野
正
洋
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
政
策
研
究
部 

社
会
・
マ
ネ
ジメ
ン
ト
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員
）

観
光
政
策
の
動
向

齊
藤
敬
一
郎
（
観
光
庁 

国
際
観
光
部 

国
際
観
光
課
長
）

水野恭一
（株式会社風の旅行社
風カルチャークラブ 企画担当）

文：仲 七重
（公益財団法人日本交通公社
観光文化振興部 企画室 研究員）

「『気づき』が旅のカギ
～渋谷でダイチを感じる旅～」
を開催
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欧米豪
居住者

（n=372）

図 2 アメリカ人出国者の方面別構成比（2022年6月）

出典：U.S. Department of Commerce　Tourism Industries U.S. 
International Air Travel StatisticsよりJTBF作成

出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪 
訪日外国人旅行者の意向調査
2022年度版
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図
2021年7月～
2022年6月に
海外旅行をした人

3
過去1年※1
海外旅行先の訪問経験
（欧米豪）

図 1 海外渡航者数の回復状況 ※1
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月 海外渡航者数回復状況（対2019年同月比）  
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※1:「DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査」の調査対象地域12地域のうち、月単位で出国者数を公表している地域を
対象に、2022年9月末日現在で公表されている2022年の最新月の出国者数について、 2019年同月の出国者数を100としたときの回復状
況を示している。 
※2:メキシコやカナダへの陸路による出国者数を除いた数字 ※3:1年未満の海外滞在者の帰国者数
出典：各国の統計資料よりJTBF作成（各国の統計資料についてはデータ出処を参照） データ出処
韓国：한국관광공사　한국관광통계／台湾：中華民國交通部觀光局　出國旅客按目的地統計／香港：香港特別行政區 政府統計處　香
港統計月刊／シンガポール：Government of Singapore　Outbound Departures of Singapore Residents／アメリカ：U.S. 
Department of Commerce　Tourism Industries U.S. International Air Travel Statistics／オーストラリア：Australian Bureau 
of Statistics　Overseas Arrivals and Departures/Australia July 2022／イギリス：Office for National Statistics　Overseas 
travel and tourism, monthly

表 1 本稿で取り上げる調査と調査実施時期
調査名 本稿での表現 調査実施時期

2019年6月25日～7月8日2019年度調査

2022年度調査

2020年6月2日～6月12日第1回調査 

2020年12月1日～12月12日第2回調査

DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査   2019年度版
DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査
 （2020年度 新型コロナ影響度 特別調査） 
DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査
 （第2回 新型コロナ影響度 特別調査）  

2021年10月5日～10月19日

2022年6月21日～7月4日

第3回調査 DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査 
（第3回 新型コロナ影響度 特別調査） 
DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査   2022年度版

に実施した

訪
日
インバウン
ド
市
場
の

本
格
的
な

再
始
動
に
向
け
て

観
光
政
策
研
究
部 

活
性
化
推
進
室

主
任
研
究
員

　

柿
島 

あ
か
ね

し
、
日
本
は
そ
の
旅
行
先
候
補
の
一
つ
に
な

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
デ
ー
タ
（
図
10
）
が
示

す
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
の
旅
行
者
も
欧
米
豪
と

同
様
、
海
外
旅
行
は
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら

再
開
す
る
可
能
性
が
高
く
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
機
会
を
着
実
に
獲
得
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
外
国
人
旅
行
者
の

嗜
好
や
消
費
環
境
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化

し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
受
入
準
備
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
旅
行
者
の

嗜
好
変
化
の
例
と
し
て
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

旅
行
へ
の
関
心
の
高
ま
り
」「
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
」、

消
費
環
境
の
変
化
の
例
と
し
て
「
ア
ジ
ア
に

お
け
る
日
本
の
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と

質
向
上
」
の
3
点
を
紹
介
す
る
。

　昨
今
、コ
ロ
ナ
禍
で
急
速
に
広
ま
っ
た「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
」
な
取
組
に
対
す
る
意
識
は
海

外
旅
行
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
背
景

に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
、
個
人

の
些
細
な
行
動
が
、
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
を
実
感
す
る
機
会
と
な
り
、
地
球
環
境

や
社
会
問
題
を
他
人
事
で
は
な
く
、
自
分
事

と
捉
え
る
価
値
観
が
急
速
に
広
が
っ
た
こ
と

も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
旅
行
※
6

に
対
す
る
意
識
は
、
地

域
で
は
欧
米
豪
、世
代
で
は「
Z
世
代
」や「
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
若
年
層
（
図

11
）、
高
収
入
者
層
で
特
に
高
い
（
図
12
）。

　海
外
の
旅
行
会
社
で
は
、
こ
う
し
た
ニ
ー

ズ
を
反
映
し
た
商
品
を
販
売
し
て
い
る
※
7

。

Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
を
含
む
18
〜
35

歳
を
対
象
と
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

C
o
n
tiki T

ravel

社
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
に
感
度
の
高
い
若
年
層
の
嗜
好
を
捉

え
た
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
2
0
2
2
年
1
月
以
降
、

販
売
す
る
全
て
の
商
品
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
対
応
し
て
い
る
※
8

。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
で
働
く
ホ
ー
ム
レ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
商
品
や
、
ペ
ル
ー
で
は
あ
る
地
域
に
伝
わ

る
伝
統
的
な
織
物
を
織
る
職
工
と
交
流
で
き

る
商
品
等
※
9

を
販
売
し
て
い
る
。

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
旅
行
会
社D

yn
asty 

T
ravel

社
で
は
、
北
海
道
の
利
尻
島
を
舞

台
に
「
気
候
変
動
が
食
料
供
給
に
及
ぼ
す
影

響
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ツ
ア
ー
を
販
売
し
た
。

ツ
ア
ー
は
漁
業
体
験
を
通
じ
て
エ
ゾ
バ
フ
ン

ウ
ニ
が
地
球
温
暖
化
を
解
決
す
る
効
果
的
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
や
、
利
尻
島
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
こ
れ
ま
で
で
ど
の
よ
う
に
維
持
さ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
イ
タ
リ
ア
が

同
水
準
を
維
持
す
る
中
で
、
日
本
は
7
ポ
イ

ン
ト
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
（
図
8
）。
調
査

対
象
地
域
別
に
み
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
そ

の
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、
海
外
旅
行
先
と
し

て
の
日
本
の
選
択
率
は
第
3
回
調
査
と
比
較

す
る
と
12
ポ
イ
ン
ト
マ
イ
ナ
ス
な
っ
た
（
図

9
）。　こ

の
理
由
の
1
点
目
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
、
欧
米
豪
市
場
で
は
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル

か
ら
海
外
旅
行
が
再
開
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完
全
に
収
束
し

て
い
な
い
状
況
に
お
け
る
海
外
旅
行
は
、
先

述
の
通
り
、「
近
場
」
で
「
来
訪
経
験
の
あ
る

場
所
」
を
選
択
す
る
傾
向
が
あ
る
。
欧
米
豪

各
国
に
と
っ
て
日
本
は
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
該

当
し
、
ア
ジ
ア
に
比
べ
て
訪
日
経
験
割
合
は

低
い
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完

全
に
収
束
し
て
い
な
い
現
段
階
で
は
、
近
隣

の
国
・
地
域
が
現
実
的
な
選
択
肢
と
し
て
浮

上
し
、
相
対
的
に
日
本
の
選
択
率
が
低
下
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
2
点
目
は
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
い
た
我
が
国
の
水
際
対
策
で

あ
る
。
世
界
各
国
で
水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
前
と
同
様
に
海
外
旅
行

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
国
・
地
域
が
増
え

て
き
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
我
が
国

で
は
一
日
あ
た
り
の
入
国
者
数
の
上
限
を
設

け
、
ビ
ザ
の
取
得
や
旅
行
会
社
の
利
用
を
求

め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
と

同
様
の
旅
行
が
難
し
い
と
捉
え
ら
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。
当
財
団
が
2
0
2
2
年
8
〜
9

月
に
タ
イ
の
旅
行
会
社
を
対
象
に
実
施
し
た

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
※
5

に
お
い
て
も
、
タ
イ

人
の
訪
日
意
向
は
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る

も
の
の
、
ビ
ザ
取
得
に
要
す
る
コ
ス
ト
を
敬

遠
し
、
金
銭
的
・
時
間
的
余
裕
が
あ
る
人
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
特
に
ス
イ
ス
が
人
気
）
を
、

　欧
米
豪
に
お
け
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
自
国
・
地
域
で
の
実
施
率
と
訪
日

旅
行
で
の
体
験
意
向
の
関
係
を
み
る
と
、
自

国
・
地
域
で
実
施
し
て
い
る
活
動
を
訪
日
旅

行
で
も
体
験
し
た
い
傾
向
が
み
て
と
れ
る
。

ま
た
、
訪
日
旅
行
で
の
体
験
意
向
は「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」「
ハ
イ
キ
ン
グ
」「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」

「
登
山
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」等
、

山
岳
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る（
図
15
）。

　訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
を
支
え
て
い
た

ア
ジ
ア
で
は
、
高
い
訪
日
意
向
を
維
持
し
て

い
る
も
の
の
、
本
格
的
な
海
外
旅
行
需
要
の

回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
特
に
訪
日
リ
ピ

ー
タ
ー
割
合
、
訪
日
意
向
が
高
い
台
湾
や
香

港
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
で
は
日
本
に
行

け
な
く
て
も
現
地
で
日
本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
を
消
費
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

日
本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
が
拡
充
さ

れ
た
。

　モ
ノ
の
販
売
で
は
、
香
港
の
旅
行
会
社
の

E
コ
マ
ー
ス
へ
の
参
入
が
相
次
い
だ（
表
2
）。

旅
行
業
で
築
い
た
日
本
国
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、
日
本
各
地
の
生
鮮
食
品
、
日

本
の
メ
ー
カ
ー
の
菓
子
類
、
生
活
雑
貨
を
仕

入
れ
て
販
売
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
E
C
サ

イ
ト
の
商
品
は
山
梨
県
産
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
、
岡
山
県
産
の
白
桃
、
北
海
道
産
の

夕
張
メ
ロ
ン
等
、
現
地
で
も
人
気
が
高
い
日

本
各
地
の
果
物
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
当
財
団
が
タ
イ
の
旅
行
会
社
を
対
象
に

実
施
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
調
査
対

象
の
5
社
中
2
社
が
コ
ロ
ナ
禍
で
旅
行
業
以

外
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
開
始
し
て
い
た
。
う
ち
1

社
は
香
港
の
例
と
同
様
、
旅
行
業
で
築
い
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
日
本
の
調
味
料
を
仕
入

れ
、
一
般
消
費
者
だ
け
で
な
く
、
バ
ン
コ
ク

市
内
の
飲
食
店
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
等

に
も
卸
し
て
い
る
。
食
品
輸
入
業
を
開
始
し

た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
国
内
の
事
業
者
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、

職
員
の
日
本
食
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る
機

会
に
も
な
っ
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
今
後
は
こ

の
知
識
を
旅
行
業
に
お
い
て
日
本
の
食
体
験

れ
て
き
た
か
等
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
商
品
は

一
般
的
な
訪
日
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
が
平
均

1
5
0
0
〜
2
5
0
0
S
G
D  

に
対
し
、

1
0
6
0
0
S
G
D
（
約
1
0
7
万
円
程
度
）

〜
と
な
っ
て
お
り
、
高
収
入
者
層
に
も
訴
求

す
る
商
品
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン

ス
の
P
O
N
A
N
T
社
で
は
、
北
前
船
の
航

路
を
辿
る
ク
ル
ー
ズ
ツ
ア
ー
を
販
売
し
た
。

同
社
で
は
、
こ
の
ツ
ア
ー
に
お
い
て
窒
素
酸

化
物
排
出
量
の
削
減
、
速
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

等
に
よ
る
C
O
2

排
出
量
の
削
減
、
船
内
で

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
使
用
禁
止
、
廃
棄
物
の

再
利
用
等
を
実
施
し
て
い
る
。D

yn
asty 

T
ravel

社
やP

O
N
A
N
T

社
の
例
の
よ
う

に
、
ま
だ
商
品
数
は
多
く
な
い
も
の
の
、
訪

日
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
で
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
旅
行
を
扱
う
商
品
が
徐
々
に
増
え
て
き
て

い
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
密

を
避
け
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。

図
13
は
コ
ロ
ナ
禍
に
実
施
し
た
第
3
回
調
査

の
結
果
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に

ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
実
施
経
験
、

実
施
意
向
と
も
に
選
択
率
が
高
い
。
ま
た
、

当
財
団
が
タ
イ
で
旅
行
会
社
を
対
象
に
実
施

し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
で
も
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
現
在
で
は
バ
ン
コ
ク
郊
外
の
キ
ャ

ン
プ
場
が
人
気
を
集
め
て
い
る
と
い
う
。
こ

れ
ら
の
調
査
結
果
を
受
け
、
2
0
2
2
年
度

調
査
で
は
、
25
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
つ
い
て
自
国
・
地
域
で
の
実
施
経
験

と
訪
日
時
の
体
験
意
向
を
尋
ね
た
。

　ア
ジ
ア
で
は
、
自
国
・
地
域
で
の
実
施
率

は
低
い
が
、
訪
日
旅
行
で
の
体
験
意
向
が
高

い
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て

「
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
」
や
「
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
・
雪
遊
び
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
の
国
・
地
域
別
選
択
率
を
み
る
と
、

年
間
を
通
じ
て
気
温
が
高
く
降
雪
が
無
い
地

域
の
体
験
意
向
が
高
い
（
図
14
）。
こ
れ
ら

の
活
動
は
自
国
・
地
域
で
は
で
き
な
い
か
ら

こ
そ
、
訪
日
時
に
実
施
し
た
い
と
い
う
旅
行

者
の
希
望
が
伺
え
る
。
ま
た
、「
フ
ル
ー
ツ

狩
り
」、「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」、「
動
物
観
察
・

ふ
れ
あ
い
」、「
星
空
観
察
・
天
体
観
測
」
等
、

重
装
備
を
必
要
と
せ
ず
手
軽
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
体
験
意
向
も

高
い
。

環
境
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
コ

ン
テ
ン
ツ
を
準
備
し
、
発
信
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　そ
の
一
つ
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
旅
行
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
取
り

上
げ
た
。
欧
米
豪
の
旅
行
者
を
中
心
に
、
旅

行
先
や
利
用
す
る
事
業
者
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
を
行
っ
て
い
る
か
を
重
視
し
て
い
る

（
図
11
・
図
12
）
こ
と
は
先
述
の
通
り
だ
が
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す
る
旅
行
者

が
旅
行
先
で
実
施
し
た
い
取
組
は
、ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
と
も
に
「
ゴ
ミ
の
削
減
」（
ア
ジ
ア
で

は
33
%
、
欧
米
豪
で
は
23
%
）、
ア
ジ
ア
で
は
、

「
地
域
の
特
産
品
の
購
入
」（
25
%
）「
環
境
へ

の
影
響
を
考
慮
し
た
C
O
2

排
出
量
が
少
な

い
移
動
手
段
の
選
択
」（
22
%
）、
欧
米
豪
で

は
「
地
域
の
事
業
者
が
販
売
す
る
商
品
、
サ

ー
ビ
ス
を
適
正
価
格
で
購
入
」（
20
%
）、「
地

域
の
特
産
品
の
購
入
」（
20
%
）
と
続
く
（
図

16
）。
地
域
や
事
業
者
は
、
観
光
に
よ
っ
て

生
じ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
負
の
イ
ン
パ
ク

ト
を
軽
減
す
る
取
組
だ
け
で
な
く
、「
地
域

の
特
産
品
の
購
入
」、「
地
元
資
本
の
利
用
」、

「
適
正
価
格
で
の
購
入
」
等
、
旅
行
者
が
地

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
役
立
て
る
べ
く
準
備
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
会
社
で
は
、
食
品
輸
入

業
の
利
益
率
は
低
い
も
の
の
、
本
業
で
あ
る

旅
行
業
へ
の
好
影
響
を
も
た
ら
す
事
業
と
し

て
捉
え
、
今
後
も
し
ば
ら
く
は
継
続
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

　サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
よ

り
小
売
業
や
飲
食
業
界
の
日
系
企
業
が
積
極

的
に
香
港
へ
進
出
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
需
要
が
増
大
し
た
こ
と
か
ら
日
本
体
験
の

種
類
が
増
え
、
日
本
の
自
治
体
と
の
連
携
も

活
発
化
し
た
（
表
3
）。
例
え
ば
、
昨
年
の

夏
に
香
港
で
オ
ー
プ
ン
し
た
沖
縄
県
の
泡
盛

専
門
バ
ー
「
A
W
A 

A
W
A
」
で
は
、
沖
縄

県
内
の
複
数
の
酒
造
メ
ー
カ
ー
が
沖
縄
の
泡

盛
文
化
を
海
外
に
広
げ
よ
う
と
、
海
外
向
け

に
開
発
し
た
商
品
を
使
っ
た
カ
ク
テ
ル
を
提

供
し
て
い
る
。
ま
た
、
A
W
A 

A
W
A
で

は
日
本
国
内
の
店
舗
に
も
引
け
を
取
ら
な
い

数
の
銘
柄
を
取
り
揃
え
て
お
り
、
こ
の
点
に

お
い
て
も
現
地
の
人
か
ら
の
人
気
を
集
め
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
日
本

を
訪
問
せ
ず
と
も
、
日
本
の
食
を
は
じ
め
と

し
て
、
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
手
軽
に
体
験

で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
た
。

　2
0
2
2
年
に
入
り
、
欧
米
で
先
行
し
て

海
外
旅
行
需
要
が
回
復
し
た
こ
と
に
伴
い
、

欧
米
で
は
、
海
外
旅
行
先
と
し
て
の
日
本
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
要
因
の
一
つ

と
し
て
挙
げ
た
水
際
対
策
は
10
月
に
解
除
さ

れ
、
折
か
ら
の
円
安
も
追
い
風
に
な
り
、
本

格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
に

期
待
が
高
ま
る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
、

日
本
が
現
実
的
な
海
外
旅
行
先
の
一
つ
に
な

っ
た
と
伝
え
る
こ
と
に
加
え
、
魅
力
の
発
信

を
強
化
し
て
い
く
重
要
な
フ
ェ
ー
ズ
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
の
際
、引
き
続
き
、

外
国
人
旅
行
者
が
変
わ
ら
ず
期
待
す
る
日
本

の
魅
力 

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
、
外
国
人
旅
行
者
の
嗜
好
や
消
費

域
文
化
や
経
済
へ
の
貢
献
意
識
が
高
い
こ
と

も
踏
ま
え
、
観
光
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
プ
ラ

ス
に
作
用
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
取
組

が
必
要
な
の
か
、
旅
行
者
に
観
光
を
通
じ
て

ど
の
よ
う
に
協
力
し
て
も
ら
う
か
を
検
討
し

た
上
で
、
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　次
に
取
り
上
げ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
は
、
地
方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、

誘
客
に
つ
な
げ
る
チ
ャ
ン
ス
と
も
捉
え
ら
れ

る
。
ア
ジ
ア
で
訪
日
時
の
実
施
意
向
が
高
い

「
フ
ル
ー
ツ
狩
り
」「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」「
動

物
観
察
・
ふ
れ
あ
い
」「
星
空
観
察
・
天
体

観
測
」
は
、
特
定
の
地
域
に
依
ら
ず
日
本
各

地
で
実
施
可
能
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
の

特
色
を
打
ち
出
し
や
す
い
（
例
：「
フ
ル
ー

ツ
狩
り
」
は
日
本
全
国
で
可
能
だ
が
、
地
域

に
よ
っ
て
収
穫
で
き
る
果
物
は
異
な
る
）。

一
方
で
、
だ
か
ら
こ
そ
、
同
じ
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
っ
て
も
他
地
域
と
の

差
別
化
を
意
識
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
、

発
信
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
日

本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
で
き
る
環
境

が
以
前
に
も
増
し
て
充
実
し
、
商
品
の
質
が

向
上
し
て
い
る
。
今
後
、
本
格
的
に
ア
ジ
ア

か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
に
あ

た
っ
て
は
、
既
に
現
地
で
高
品
質
の
モ
ノ
、

サ
ー
ビ
ス
を
体
験
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、

日
本
だ
か
ら
こ
そ
購
入
で
き
る
、
体
験
で
き

る
価
値
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

　今
後
の
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
順
調
に
回

復
す
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
当
財
団
で
は
引

き
続
き
各
種
調
査
を
実
施
し
、
政
策
立
案
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
に
有
用
な
デ
ー
タ
を
発

信
し
て
い
き
た
い
。

（
か
き
し
ま 

あ
か
ね
）

向
が
顕
著
で
あ
る
（
図
6
）。

第
3
回
の
調
査
ま
で
は
、
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪

と
も
に
海
外
旅
行
は
興
味
・
関
心
段
階
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
長
く
海
外
旅
行
を
実
施
で

き
な
か
っ
た
分
、
通
常
よ
り
も
時
間
と
お
金

を
多
め
に
使
い
、
行
き
た
か
っ
た
場
所
を
訪

問
し
た
い
と
い
う
旅
行
者
の
純
粋
な
願
望
が

読
み
取
れ
た
が
、
2
0
2
2
年
に
入
り
、
欧

米
で
は
海
外
旅
行
が
再
開
し
、
計
画
段
階
に

移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
海
外
旅
行
に
お
け

る
予
算
も
「
近
場
で
慣
れ
親
し
ん
だ
場
所
」

の
訪
問
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

現
実
的
な
回
答
と
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
こ
う
し
た
変
化
の
中
で
、
特
に
注

目
す
べ
き
は
「
次
の
海
外
旅
行
で
行
き
た
い

国
・
地
域
」
で
あ
る
。
2
0
2
2
年
度
調
査

に
お
い
て
「
日
本
」
と
回
答
し
た
人
は
全
体

で
52
%
、
1
位
と
な
っ
た
。
ア
ジ
ア
で
は
64

%
と
第
3
回
調
査
に
引
き
続
き
1
位
と
な
り
、

他
の
国
・
地
域
を
ポ
イ
ン
ト
数
で
大
き
く
引

き
離
し
、
高
い
人
気
を
維
持
し
て
い
る
。
一

方
で
、
欧
米
豪
で
は
、
ア
メ
リ
カ
（
36
%
）

に
次
い
で
日
本
（
29
%
）
は
2
位
と
な
っ
た

（
第
3
回
調
査
で
は
37
%
で
1
位
）（
図
7
）。

第
3
回
調
査
と
比
較
す
る
と
、
海
外
旅
行
先

と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
ポ
イ
ン
ト
が
上
昇
し
、

る
人
が
増
え
、
ま
だ
海
外
旅
行
を
実
施
し
て

い
な
い
人
も
「
計
画
段
階
」
に
移
行
し
つ
つ

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　欧
米
豪
に
お
け
る
海
外
旅
行
の
再
開
に
よ

り
、
次
の
海
外
旅
行
の
予
算
、
日
程
等
の
プ

ラ
ン
に
関
し
て
も
ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
で
変
化

が
み
ら
れ
た
。「
次
の
海
外
旅
行
の
予
算
」
が

「
増
え
る
」と「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
増
え
る
」

と
回
答
し
た
割
合
は
、
ア
ジ
ア
が
64
%
、
欧

米
豪
が
46
%
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
で
は

調
査
回
を
追
う
ご
と
に
そ
の
割
合
が
増
加
し

て
い
る
の
に
対
し
、
欧
米
豪
で
は
第
3
回
調

査
ま
で
は
ア
ジ
ア
と
同
様
だ
っ
た
も
の
の
、

2
0
2
2
年
度
調
査
で
は
、
第
3
回
調
査
と

比
較
し
て
、
そ
の
割
合
が
低
下
し
て
い
る（
図

5
）。
ま
た
、「
次
の
海
外
旅
行
の
滞
在
日
数
」

は
、
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に
「
長
く
な
る
」

と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
長
く
な
る
」
と
回

答
し
た
割
合
が
第
1
回
〜
第
3
回
調
査
ま
で

増
加
し
て
い
た
も
の
の
、
2
0
2
2
年
度
調

査
で
は
低
下
し
、
特
に
欧
米
豪
で
は
そ
の
傾

　今
夏
の
海
外
旅
行
市
場
は
欧
米
を
中
心
に

回
復
し
つ
つ
あ
る
状
況
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
2
0
2
2
年
6
月
の

海
外
渡
航
者
数
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
の

2
0
1
9
年
同
月
の
93
％
ま
で
回
復
し
て
い

る
。
同
様
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
2
0
1
9
年
同

月
の
73
%
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
帰
国
者
数

は
2
0
1
9
年
同
月
の
46
%
ま
で
回
復
し
て

い
る（
図
1
）。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
国
の
海
外
旅

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
以
下

「
新
型
コ
ロ
ナ
」）の
流
行
か
ら
2
年
以
上
の
時

間
が
経
過 

し
た
が
、
訪
日
外
客
数
は
新
型
コ

ロ
ナ
流
行
前
の
対
2
0
1
9
年
8
月
93
%
※
1

と
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な
回

復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
10
月
に
は

水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今

後
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　当
財
団
で
は
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

に
つ
い
て
2
本
の
独
自
調
査
※
2
（「
D
B
J
・

J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
意
向
調
査
」、「
J
T
B
F
訪
日
旅

行
商
品
調
査
」）
や
、
海
外
の
旅
行
会
社
、
関

係
機
関
を
対
象
と
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を

実
施
し
て
き
て
い
る
（
表
1
）。
本
稿
で
は
こ

れ
ら
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
海
外
旅
行
の

実
施
状
況
や
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化
し
た
旅

行
者
の
嗜
好
や
消
費
環
境
の
変
化
等
か
ら
、

訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な
再
始

動
に
向
け
た
考
察
を
行
っ
た
。

　な
お
、
本
稿
に
記
載
し
て
い
る
内
容
は

2
0
2
2
年
9
月
30
日
現
在
の
情
報
で
あ
る
。

行
の
行
き
先
は「
近
場
」が
選
択
さ
れ
て
い
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
人
出

国
者
の
方
面
別
構
成
比
は
、
メ
キ
シ
コ（
空
路
）、

カ
リ
ブ
海
諸
国
、
カ
ナ
ダ（
空
路
）、
中
央
ア

メ
リ
カ
等
、
近
隣
諸
国
が
半
数
程
度
を
占
め

て
お
り（
図
2
）、
イ
ギ
リ
ス
人
出
国
者
の
方

面
別
構
成
比
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
80
%
※
3

を
占

め
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
渡
航

先
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
と
近
隣
国
が
上
位
と
な
っ
た
※
4

。

ま
た
、「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・
欧
米

豪
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査

（
2
0
2
2
年
度
版
）」（
以
下
、「
2
0
2
2
年

度
調
査
」）に
お
い
て
、
過
去
1
年
間
に
実
施

し
た
海
外
旅
行
先
の
訪
問
経
験
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
欧
米
豪
で
は「
訪
問
経
験
が
あ
る
場
所
」

（
図
3
）を
訪
問
し
て
い
る
割
合
が
76
%
と
高

い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
上
か
ら
、
欧

米
で
は
海
外
旅
行
が
回
復
し
つ
つ
あ
る
も
の

の
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完
全
に
収
束
し
て

い
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
近
場
の
慣

れ
親
し
ん
だ
場
所
を
訪
れ
、
安
心
し
て
海
外

旅
行
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
旅
行
者
の
意
識

が
読
み
取
れ
る
。

　一
方
、
ア
ジ
ア
で
は
本
格
的
な
海
外
旅
行

の
回
復
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
は
2
0
2
2
年
7
月
の
出
国
者
数
は

2
0
1
9
年
同
月
の
57
%
ま
で
回
復
し
て
い

る
が
、
韓
国
で
は
2
0
1
9
年
同
月
の
29
%
、

台
湾
や
香
港
に
つ
い
て
は
2
0
1
9
年
同
月

の
10
%
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
東
ア
ジ
ア

で
回
復
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（
図
1
）。

　ま
た
、
次
の
海
外
旅
行
を
再
開
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
に
つ
い
て
も
、
ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
で
は
違
い

が
見
ら
れ
た
。
過
去
1
年
間（
2
0
2
1
年
7
月

〜
2
0
2
2
年
6
月
）の
海
外
旅
行
経
験
が
な
く
、

か
つ
、
今
後
の
海
外
旅
行
意
向
が
あ
る
人
を
対

象
に
、
海
外
旅
行
を
再
開
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
ア
ジ
ア
で
は「
渡
航
希
望
先
の

入
国
条
件
や
入
国
後
の
行
動
制
限
措
置
が
緩
和

さ
れ
た
ら
」（
36
%
）が
最
も
多
く
、
次
い
で「
新

型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
消
滅
し
て
か
ら
」（
33
%
）と

続
く
。一
方
で
、
欧
米
豪
で
は「
す
で
に
検
討
を

始
め
て
い
る
」（
26
%
）が
最
も
多
い（
図
4
）。
欧

米
豪
で
は
、
昨
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た

「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
欧
米
豪
訪
日
外
国

人
旅
行
者
の
意
向
調
査（
第
3
回
新
型
コ
ロ
ナ

影
響
度
特
別
調
査
）」（
以
下
、「
第
3
回
調
査
」）

で
は「
す
で
に
検
討
を
始
め
て
い
る
」は
8
%
で
、

第
3
回
調
査
か
ら
約
8
カ
月
の
間
に
18
ポ
イ
ン

ト
ア
ッ
プ
し
た
。

　ア
ジ
ア
で
は
海
外
旅
行
を
す
る
人
は
ご
く

一
部
で
、
そ
れ
以
外
の
海
外
旅
行
意
向
が
あ

る
人
の
予
定
に
つ
い
て
も
「
い
つ
の
日
か
新

型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
収
束
し
た
ら
ま
た
海
外

旅
行
に
行
き
た
い
」
と
い
う
「
興
味
・
関
心

段
階
」
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
欧

米
で
は
数
カ
月
の
間
に
海
外
旅
行
を
実
施
す

近
場
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
人
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
を
海
外
旅
行
先
と
し
て
選
択
す
る
傾

向
が
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
状
況
は
タ
イ

の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
・
地
域
で
起

き
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
を
取
り
逃
し
て
い
た
我
が
国
に
と
っ
て

は
、
10
月
11
日
以
降
の
水
際
対
策
の
緩
和
は

本
格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復

へ
の
大
き
な
足
掛
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　今
後
、
順
調
に
海
外
旅
行
市
場
の
回
復
と
、

我
が
国
に
お
け
る
外
国
人
旅
行
者
の
受
入
が

進
め
ば
、
先
行
し
て
海
外
旅
行
を
再
開
し
て

い
た
欧
米
の
旅
行
者
が
海
外
旅
行
先
を
シ
ョ

ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
シ
フ
ト

1

1.
欧
米
で

先
行
し
て
回
復
す
る

海
外
旅
行

（
１
）ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
の

海
外
旅
行
の
回
復
状
況

訪日インバウンド市場の本格的な再始動に向けて1

4



欧米豪
居住者

（n=372）

図 2 アメリカ人出国者の方面別構成比（2022年6月）

出典：U.S. Department of Commerce　Tourism Industries U.S. 
International Air Travel StatisticsよりJTBF作成

出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪 
訪日外国人旅行者の意向調査
2022年度版

南アメリカ
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アフリカ
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ヨーロッパ
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図
2021年7月～
2022年6月に
海外旅行をした人

3
過去1年※1
海外旅行先の訪問経験
（欧米豪）

図 1 海外渡航者数の回復状況 ※1

29%

9%
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57%

93%
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韓国
台湾

香港
シンガポール

アメリカ
オーストラリア
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地域
比較
月 海外渡航者数回復状況（対2019年同月比）  

8月
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7月

6月

6月

5月

※2

※3

※1:「DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査」の調査対象地域12地域のうち、月単位で出国者数を公表している地域を
対象に、2022年9月末日現在で公表されている2022年の最新月の出国者数について、 2019年同月の出国者数を100としたときの回復状
況を示している。 
※2:メキシコやカナダへの陸路による出国者数を除いた数字 ※3:1年未満の海外滞在者の帰国者数
出典：各国の統計資料よりJTBF作成（各国の統計資料についてはデータ出処を参照） データ出処
韓国：한국관광공사　한국관광통계／台湾：中華民國交通部觀光局　出國旅客按目的地統計／香港：香港特別行政區 政府統計處　香
港統計月刊／シンガポール：Government of Singapore　Outbound Departures of Singapore Residents／アメリカ：U.S. 
Department of Commerce　Tourism Industries U.S. International Air Travel Statistics／オーストラリア：Australian Bureau 
of Statistics　Overseas Arrivals and Departures/Australia July 2022／イギリス：Office for National Statistics　Overseas 
travel and tourism, monthly

表 1 本稿で取り上げる調査と調査実施時期
調査名 本稿での表現 調査実施時期

2019年6月25日～7月8日2019年度調査

2022年度調査

2020年6月2日～6月12日第1回調査 

2020年12月1日～12月12日第2回調査

DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査   2019年度版
DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査
 （2020年度 新型コロナ影響度 特別調査） 
DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査
 （第2回 新型コロナ影響度 特別調査）  

2021年10月5日～10月19日

2022年6月21日～7月4日

第3回調査 DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査 
（第3回 新型コロナ影響度 特別調査） 
DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査   2022年度版

に実施した

訪
日
インバウン
ド
市
場
の

本
格
的
な

再
始
動
に
向
け
て

観
光
政
策
研
究
部 

活
性
化
推
進
室

主
任
研
究
員

　

柿
島 

あ
か
ね

し
、
日
本
は
そ
の
旅
行
先
候
補
の
一
つ
に
な

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
デ
ー
タ
（
図
10
）
が
示

す
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
の
旅
行
者
も
欧
米
豪
と

同
様
、
海
外
旅
行
は
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら

再
開
す
る
可
能
性
が
高
く
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
機
会
を
着
実
に
獲
得
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
外
国
人
旅
行
者
の

嗜
好
や
消
費
環
境
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化

し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
受
入
準
備
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
旅
行
者
の

嗜
好
変
化
の
例
と
し
て
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

旅
行
へ
の
関
心
の
高
ま
り
」「
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
」、

消
費
環
境
の
変
化
の
例
と
し
て
「
ア
ジ
ア
に

お
け
る
日
本
の
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と

質
向
上
」
の
3
点
を
紹
介
す
る
。

　昨
今
、コ
ロ
ナ
禍
で
急
速
に
広
ま
っ
た「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
」
な
取
組
に
対
す
る
意
識
は
海

外
旅
行
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
背
景

に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
、
個
人

の
些
細
な
行
動
が
、
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
を
実
感
す
る
機
会
と
な
り
、
地
球
環
境

や
社
会
問
題
を
他
人
事
で
は
な
く
、
自
分
事

と
捉
え
る
価
値
観
が
急
速
に
広
が
っ
た
こ
と

も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
旅
行
※
6

に
対
す
る
意
識
は
、
地

域
で
は
欧
米
豪
、世
代
で
は「
Z
世
代
」や「
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
若
年
層
（
図

11
）、
高
収
入
者
層
で
特
に
高
い
（
図
12
）。

　海
外
の
旅
行
会
社
で
は
、
こ
う
し
た
ニ
ー

ズ
を
反
映
し
た
商
品
を
販
売
し
て
い
る
※
7

。

Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
を
含
む
18
〜
35

歳
を
対
象
と
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

C
o
n
tiki T

ravel

社
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
に
感
度
の
高
い
若
年
層
の
嗜
好
を
捉

え
た
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
2
0
2
2
年
1
月
以
降
、

販
売
す
る
全
て
の
商
品
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
対
応
し
て
い
る
※
8

。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
で
働
く
ホ
ー
ム
レ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
商
品
や
、
ペ
ル
ー
で
は
あ
る
地
域
に
伝
わ

る
伝
統
的
な
織
物
を
織
る
職
工
と
交
流
で
き

る
商
品
等
※
9

を
販
売
し
て
い
る
。

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
旅
行
会
社D

yn
asty 

T
ravel

社
で
は
、
北
海
道
の
利
尻
島
を
舞

台
に
「
気
候
変
動
が
食
料
供
給
に
及
ぼ
す
影

響
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ツ
ア
ー
を
販
売
し
た
。

ツ
ア
ー
は
漁
業
体
験
を
通
じ
て
エ
ゾ
バ
フ
ン

ウ
ニ
が
地
球
温
暖
化
を
解
決
す
る
効
果
的
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
や
、
利
尻
島
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
こ
れ
ま
で
で
ど
の
よ
う
に
維
持
さ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
イ
タ
リ
ア
が

同
水
準
を
維
持
す
る
中
で
、
日
本
は
7
ポ
イ

ン
ト
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
（
図
8
）。
調
査

対
象
地
域
別
に
み
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
そ

の
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、
海
外
旅
行
先
と
し

て
の
日
本
の
選
択
率
は
第
3
回
調
査
と
比
較

す
る
と
12
ポ
イ
ン
ト
マ
イ
ナ
ス
な
っ
た
（
図

9
）。　こ

の
理
由
の
1
点
目
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
、
欧
米
豪
市
場
で
は
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル

か
ら
海
外
旅
行
が
再
開
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完
全
に
収
束
し

て
い
な
い
状
況
に
お
け
る
海
外
旅
行
は
、
先

述
の
通
り
、「
近
場
」
で
「
来
訪
経
験
の
あ
る

場
所
」
を
選
択
す
る
傾
向
が
あ
る
。
欧
米
豪

各
国
に
と
っ
て
日
本
は
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
該

当
し
、
ア
ジ
ア
に
比
べ
て
訪
日
経
験
割
合
は

低
い
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完

全
に
収
束
し
て
い
な
い
現
段
階
で
は
、
近
隣

の
国
・
地
域
が
現
実
的
な
選
択
肢
と
し
て
浮

上
し
、
相
対
的
に
日
本
の
選
択
率
が
低
下
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
2
点
目
は
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
い
た
我
が
国
の
水
際
対
策
で

あ
る
。
世
界
各
国
で
水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
前
と
同
様
に
海
外
旅
行

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
国
・
地
域
が
増
え

て
き
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
我
が
国

で
は
一
日
あ
た
り
の
入
国
者
数
の
上
限
を
設

け
、
ビ
ザ
の
取
得
や
旅
行
会
社
の
利
用
を
求

め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
と

同
様
の
旅
行
が
難
し
い
と
捉
え
ら
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。
当
財
団
が
2
0
2
2
年
8
〜
9

月
に
タ
イ
の
旅
行
会
社
を
対
象
に
実
施
し
た

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
※
5

に
お
い
て
も
、
タ
イ

人
の
訪
日
意
向
は
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る

も
の
の
、
ビ
ザ
取
得
に
要
す
る
コ
ス
ト
を
敬

遠
し
、
金
銭
的
・
時
間
的
余
裕
が
あ
る
人
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
特
に
ス
イ
ス
が
人
気
）
を
、

　欧
米
豪
に
お
け
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
自
国
・
地
域
で
の
実
施
率
と
訪
日

旅
行
で
の
体
験
意
向
の
関
係
を
み
る
と
、
自

国
・
地
域
で
実
施
し
て
い
る
活
動
を
訪
日
旅

行
で
も
体
験
し
た
い
傾
向
が
み
て
と
れ
る
。

ま
た
、
訪
日
旅
行
で
の
体
験
意
向
は「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」「
ハ
イ
キ
ン
グ
」「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」

「
登
山
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」等
、

山
岳
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る（
図
15
）。

　訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
を
支
え
て
い
た

ア
ジ
ア
で
は
、
高
い
訪
日
意
向
を
維
持
し
て

い
る
も
の
の
、
本
格
的
な
海
外
旅
行
需
要
の

回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
特
に
訪
日
リ
ピ

ー
タ
ー
割
合
、
訪
日
意
向
が
高
い
台
湾
や
香

港
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
で
は
日
本
に
行

け
な
く
て
も
現
地
で
日
本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
を
消
費
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

日
本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
が
拡
充
さ

れ
た
。

　モ
ノ
の
販
売
で
は
、
香
港
の
旅
行
会
社
の

E
コ
マ
ー
ス
へ
の
参
入
が
相
次
い
だ（
表
2
）。

旅
行
業
で
築
い
た
日
本
国
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、
日
本
各
地
の
生
鮮
食
品
、
日

本
の
メ
ー
カ
ー
の
菓
子
類
、
生
活
雑
貨
を
仕

入
れ
て
販
売
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
E
C
サ

イ
ト
の
商
品
は
山
梨
県
産
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
、
岡
山
県
産
の
白
桃
、
北
海
道
産
の

夕
張
メ
ロ
ン
等
、
現
地
で
も
人
気
が
高
い
日

本
各
地
の
果
物
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
当
財
団
が
タ
イ
の
旅
行
会
社
を
対
象
に

実
施
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
調
査
対

象
の
5
社
中
2
社
が
コ
ロ
ナ
禍
で
旅
行
業
以

外
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
開
始
し
て
い
た
。
う
ち
1

社
は
香
港
の
例
と
同
様
、
旅
行
業
で
築
い
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
日
本
の
調
味
料
を
仕
入

れ
、
一
般
消
費
者
だ
け
で
な
く
、
バ
ン
コ
ク

市
内
の
飲
食
店
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
等

に
も
卸
し
て
い
る
。
食
品
輸
入
業
を
開
始
し

た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
国
内
の
事
業
者
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、

職
員
の
日
本
食
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る
機

会
に
も
な
っ
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
今
後
は
こ

の
知
識
を
旅
行
業
に
お
い
て
日
本
の
食
体
験

れ
て
き
た
か
等
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
商
品
は

一
般
的
な
訪
日
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
が
平
均

1
5
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0
〜
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0
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D  

に
対
し
、

1
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S
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約
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0
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万
円
程
度
）

〜
と
な
っ
て
お
り
、
高
収
入
者
層
に
も
訴
求

す
る
商
品
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン

ス
の
P
O
N
A
N
T
社
で
は
、
北
前
船
の
航

路
を
辿
る
ク
ル
ー
ズ
ツ
ア
ー
を
販
売
し
た
。

同
社
で
は
、
こ
の
ツ
ア
ー
に
お
い
て
窒
素
酸

化
物
排
出
量
の
削
減
、
速
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

等
に
よ
る
C
O
2

排
出
量
の
削
減
、
船
内
で

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
使
用
禁
止
、
廃
棄
物
の

再
利
用
等
を
実
施
し
て
い
る
。D

yn
asty 

T
ravel

社
やP

O
N
A
N
T

社
の
例
の
よ
う

に
、
ま
だ
商
品
数
は
多
く
な
い
も
の
の
、
訪

日
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
で
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
旅
行
を
扱
う
商
品
が
徐
々
に
増
え
て
き
て

い
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
密

を
避
け
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。

図
13
は
コ
ロ
ナ
禍
に
実
施
し
た
第
3
回
調
査

の
結
果
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に

ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
実
施
経
験
、

実
施
意
向
と
も
に
選
択
率
が
高
い
。
ま
た
、

当
財
団
が
タ
イ
で
旅
行
会
社
を
対
象
に
実
施

し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
で
も
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
現
在
で
は
バ
ン
コ
ク
郊
外
の
キ
ャ

ン
プ
場
が
人
気
を
集
め
て
い
る
と
い
う
。
こ

れ
ら
の
調
査
結
果
を
受
け
、
2
0
2
2
年
度

調
査
で
は
、
25
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
つ
い
て
自
国
・
地
域
で
の
実
施
経
験

と
訪
日
時
の
体
験
意
向
を
尋
ね
た
。

　ア
ジ
ア
で
は
、
自
国
・
地
域
で
の
実
施
率

は
低
い
が
、
訪
日
旅
行
で
の
体
験
意
向
が
高

い
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て

「
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
」
や
「
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
・
雪
遊
び
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
の
国
・
地
域
別
選
択
率
を
み
る
と
、

年
間
を
通
じ
て
気
温
が
高
く
降
雪
が
無
い
地

域
の
体
験
意
向
が
高
い
（
図
14
）。
こ
れ
ら

の
活
動
は
自
国
・
地
域
で
は
で
き
な
い
か
ら

こ
そ
、
訪
日
時
に
実
施
し
た
い
と
い
う
旅
行

者
の
希
望
が
伺
え
る
。
ま
た
、「
フ
ル
ー
ツ

狩
り
」、「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」、「
動
物
観
察
・

ふ
れ
あ
い
」、「
星
空
観
察
・
天
体
観
測
」
等
、

重
装
備
を
必
要
と
せ
ず
手
軽
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
体
験
意
向
も

高
い
。

環
境
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
コ

ン
テ
ン
ツ
を
準
備
し
、
発
信
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　そ
の
一
つ
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
旅
行
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
取
り

上
げ
た
。
欧
米
豪
の
旅
行
者
を
中
心
に
、
旅

行
先
や
利
用
す
る
事
業
者
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
を
行
っ
て
い
る
か
を
重
視
し
て
い
る

（
図
11
・
図
12
）
こ
と
は
先
述
の
通
り
だ
が
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す
る
旅
行
者

が
旅
行
先
で
実
施
し
た
い
取
組
は
、ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
と
も
に
「
ゴ
ミ
の
削
減
」（
ア
ジ
ア
で

は
33
%
、
欧
米
豪
で
は
23
%
）、
ア
ジ
ア
で
は
、

「
地
域
の
特
産
品
の
購
入
」（
25
%
）「
環
境
へ

の
影
響
を
考
慮
し
た
C
O
2

排
出
量
が
少
な

い
移
動
手
段
の
選
択
」（
22
%
）、
欧
米
豪
で

は
「
地
域
の
事
業
者
が
販
売
す
る
商
品
、
サ

ー
ビ
ス
を
適
正
価
格
で
購
入
」（
20
%
）、「
地

域
の
特
産
品
の
購
入
」（
20
%
）
と
続
く
（
図

16
）。
地
域
や
事
業
者
は
、
観
光
に
よ
っ
て

生
じ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
負
の
イ
ン
パ
ク

ト
を
軽
減
す
る
取
組
だ
け
で
な
く
、「
地
域

の
特
産
品
の
購
入
」、「
地
元
資
本
の
利
用
」、

「
適
正
価
格
で
の
購
入
」
等
、
旅
行
者
が
地

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
役
立
て
る
べ
く
準
備
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
会
社
で
は
、
食
品
輸
入

業
の
利
益
率
は
低
い
も
の
の
、
本
業
で
あ
る

旅
行
業
へ
の
好
影
響
を
も
た
ら
す
事
業
と
し

て
捉
え
、
今
後
も
し
ば
ら
く
は
継
続
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

　サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
よ

り
小
売
業
や
飲
食
業
界
の
日
系
企
業
が
積
極

的
に
香
港
へ
進
出
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
需
要
が
増
大
し
た
こ
と
か
ら
日
本
体
験
の

種
類
が
増
え
、
日
本
の
自
治
体
と
の
連
携
も

活
発
化
し
た
（
表
3
）。
例
え
ば
、
昨
年
の

夏
に
香
港
で
オ
ー
プ
ン
し
た
沖
縄
県
の
泡
盛

専
門
バ
ー
「
A
W
A 

A
W
A
」
で
は
、
沖
縄

県
内
の
複
数
の
酒
造
メ
ー
カ
ー
が
沖
縄
の
泡

盛
文
化
を
海
外
に
広
げ
よ
う
と
、
海
外
向
け

に
開
発
し
た
商
品
を
使
っ
た
カ
ク
テ
ル
を
提

供
し
て
い
る
。
ま
た
、
A
W
A 

A
W
A
で

は
日
本
国
内
の
店
舗
に
も
引
け
を
取
ら
な
い

数
の
銘
柄
を
取
り
揃
え
て
お
り
、
こ
の
点
に

お
い
て
も
現
地
の
人
か
ら
の
人
気
を
集
め
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
日
本

を
訪
問
せ
ず
と
も
、
日
本
の
食
を
は
じ
め
と

し
て
、
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
手
軽
に
体
験

で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
た
。

　2
0
2
2
年
に
入
り
、
欧
米
で
先
行
し
て

海
外
旅
行
需
要
が
回
復
し
た
こ
と
に
伴
い
、

欧
米
で
は
、
海
外
旅
行
先
と
し
て
の
日
本
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
要
因
の
一
つ

と
し
て
挙
げ
た
水
際
対
策
は
10
月
に
解
除
さ

れ
、
折
か
ら
の
円
安
も
追
い
風
に
な
り
、
本

格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
に

期
待
が
高
ま
る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
、

日
本
が
現
実
的
な
海
外
旅
行
先
の
一
つ
に
な

っ
た
と
伝
え
る
こ
と
に
加
え
、
魅
力
の
発
信

を
強
化
し
て
い
く
重
要
な
フ
ェ
ー
ズ
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
の
際
、引
き
続
き
、

外
国
人
旅
行
者
が
変
わ
ら
ず
期
待
す
る
日
本

の
魅
力 

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
、
外
国
人
旅
行
者
の
嗜
好
や
消
費

域
文
化
や
経
済
へ
の
貢
献
意
識
が
高
い
こ
と

も
踏
ま
え
、
観
光
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
プ
ラ

ス
に
作
用
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
取
組

が
必
要
な
の
か
、
旅
行
者
に
観
光
を
通
じ
て

ど
の
よ
う
に
協
力
し
て
も
ら
う
か
を
検
討
し

た
上
で
、
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　次
に
取
り
上
げ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
は
、
地
方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、

誘
客
に
つ
な
げ
る
チ
ャ
ン
ス
と
も
捉
え
ら
れ

る
。
ア
ジ
ア
で
訪
日
時
の
実
施
意
向
が
高
い

「
フ
ル
ー
ツ
狩
り
」「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」「
動

物
観
察
・
ふ
れ
あ
い
」「
星
空
観
察
・
天
体

観
測
」
は
、
特
定
の
地
域
に
依
ら
ず
日
本
各

地
で
実
施
可
能
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
の

特
色
を
打
ち
出
し
や
す
い
（
例
：「
フ
ル
ー

ツ
狩
り
」
は
日
本
全
国
で
可
能
だ
が
、
地
域

に
よ
っ
て
収
穫
で
き
る
果
物
は
異
な
る
）。

一
方
で
、
だ
か
ら
こ
そ
、
同
じ
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
っ
て
も
他
地
域
と
の

差
別
化
を
意
識
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
、

発
信
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
日

本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
で
き
る
環
境

が
以
前
に
も
増
し
て
充
実
し
、
商
品
の
質
が

向
上
し
て
い
る
。
今
後
、
本
格
的
に
ア
ジ
ア

か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
に
あ

た
っ
て
は
、
既
に
現
地
で
高
品
質
の
モ
ノ
、

サ
ー
ビ
ス
を
体
験
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、

日
本
だ
か
ら
こ
そ
購
入
で
き
る
、
体
験
で
き

る
価
値
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

　今
後
の
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
順
調
に
回

復
す
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
当
財
団
で
は
引

き
続
き
各
種
調
査
を
実
施
し
、
政
策
立
案
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
に
有
用
な
デ
ー
タ
を
発

信
し
て
い
き
た
い
。

（
か
き
し
ま 

あ
か
ね
）

向
が
顕
著
で
あ
る
（
図
6
）。

第
3
回
の
調
査
ま
で
は
、
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪

と
も
に
海
外
旅
行
は
興
味
・
関
心
段
階
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
長
く
海
外
旅
行
を
実
施
で

き
な
か
っ
た
分
、
通
常
よ
り
も
時
間
と
お
金

を
多
め
に
使
い
、
行
き
た
か
っ
た
場
所
を
訪

問
し
た
い
と
い
う
旅
行
者
の
純
粋
な
願
望
が

読
み
取
れ
た
が
、
2
0
2
2
年
に
入
り
、
欧

米
で
は
海
外
旅
行
が
再
開
し
、
計
画
段
階
に

移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
海
外
旅
行
に
お
け

る
予
算
も
「
近
場
で
慣
れ
親
し
ん
だ
場
所
」

の
訪
問
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

現
実
的
な
回
答
と
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
こ
う
し
た
変
化
の
中
で
、
特
に
注

目
す
べ
き
は
「
次
の
海
外
旅
行
で
行
き
た
い

国
・
地
域
」
で
あ
る
。
2
0
2
2
年
度
調
査

に
お
い
て
「
日
本
」
と
回
答
し
た
人
は
全
体

で
52
%
、
1
位
と
な
っ
た
。
ア
ジ
ア
で
は
64

%
と
第
3
回
調
査
に
引
き
続
き
1
位
と
な
り
、

他
の
国
・
地
域
を
ポ
イ
ン
ト
数
で
大
き
く
引

き
離
し
、
高
い
人
気
を
維
持
し
て
い
る
。
一

方
で
、
欧
米
豪
で
は
、
ア
メ
リ
カ
（
36
%
）

に
次
い
で
日
本
（
29
%
）
は
2
位
と
な
っ
た

（
第
3
回
調
査
で
は
37
%
で
1
位
）（
図
7
）。

第
3
回
調
査
と
比
較
す
る
と
、
海
外
旅
行
先

と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
ポ
イ
ン
ト
が
上
昇
し
、

る
人
が
増
え
、
ま
だ
海
外
旅
行
を
実
施
し
て

い
な
い
人
も
「
計
画
段
階
」
に
移
行
し
つ
つ

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　欧
米
豪
に
お
け
る
海
外
旅
行
の
再
開
に
よ

り
、
次
の
海
外
旅
行
の
予
算
、
日
程
等
の
プ

ラ
ン
に
関
し
て
も
ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
で
変
化

が
み
ら
れ
た
。「
次
の
海
外
旅
行
の
予
算
」
が

「
増
え
る
」と「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
増
え
る
」

と
回
答
し
た
割
合
は
、
ア
ジ
ア
が
64
%
、
欧

米
豪
が
46
%
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
で
は

調
査
回
を
追
う
ご
と
に
そ
の
割
合
が
増
加
し

て
い
る
の
に
対
し
、
欧
米
豪
で
は
第
3
回
調

査
ま
で
は
ア
ジ
ア
と
同
様
だ
っ
た
も
の
の
、

2
0
2
2
年
度
調
査
で
は
、
第
3
回
調
査
と

比
較
し
て
、
そ
の
割
合
が
低
下
し
て
い
る（
図

5
）。
ま
た
、「
次
の
海
外
旅
行
の
滞
在
日
数
」

は
、
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に
「
長
く
な
る
」

と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
長
く
な
る
」
と
回

答
し
た
割
合
が
第
1
回
〜
第
3
回
調
査
ま
で

増
加
し
て
い
た
も
の
の
、
2
0
2
2
年
度
調

査
で
は
低
下
し
、
特
に
欧
米
豪
で
は
そ
の
傾

　今
夏
の
海
外
旅
行
市
場
は
欧
米
を
中
心
に

回
復
し
つ
つ
あ
る
状
況
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
2
0
2
2
年
6
月
の

海
外
渡
航
者
数
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
の

2
0
1
9
年
同
月
の
93
％
ま
で
回
復
し
て
い

る
。
同
様
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
2
0
1
9
年
同

月
の
73
%
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
帰
国
者
数

は
2
0
1
9
年
同
月
の
46
%
ま
で
回
復
し
て

い
る（
図
1
）。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
国
の
海
外
旅

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
以
下

「
新
型
コ
ロ
ナ
」）の
流
行
か
ら
2
年
以
上
の
時

間
が
経
過 

し
た
が
、
訪
日
外
客
数
は
新
型
コ

ロ
ナ
流
行
前
の
対
2
0
1
9
年
8
月
93
%
※
1

と
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な
回

復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
10
月
に
は

水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今

後
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　当
財
団
で
は
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

に
つ
い
て
2
本
の
独
自
調
査
※
2
（「
D
B
J
・

J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
意
向
調
査
」、「
J
T
B
F
訪
日
旅

行
商
品
調
査
」）
や
、
海
外
の
旅
行
会
社
、
関

係
機
関
を
対
象
と
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を

実
施
し
て
き
て
い
る
（
表
1
）。
本
稿
で
は
こ

れ
ら
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
海
外
旅
行
の

実
施
状
況
や
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化
し
た
旅

行
者
の
嗜
好
や
消
費
環
境
の
変
化
等
か
ら
、

訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な
再
始

動
に
向
け
た
考
察
を
行
っ
た
。

　な
お
、
本
稿
に
記
載
し
て
い
る
内
容
は

2
0
2
2
年
9
月
30
日
現
在
の
情
報
で
あ
る
。

行
の
行
き
先
は「
近
場
」が
選
択
さ
れ
て
い
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
人
出

国
者
の
方
面
別
構
成
比
は
、
メ
キ
シ
コ（
空
路
）、

カ
リ
ブ
海
諸
国
、
カ
ナ
ダ（
空
路
）、
中
央
ア

メ
リ
カ
等
、
近
隣
諸
国
が
半
数
程
度
を
占
め

て
お
り（
図
2
）、
イ
ギ
リ
ス
人
出
国
者
の
方

面
別
構
成
比
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
80
%
※
3

を
占

め
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
渡
航

先
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
と
近
隣
国
が
上
位
と
な
っ
た
※
4

。

ま
た
、「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・
欧
米

豪
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査

（
2
0
2
2
年
度
版
）」（
以
下
、「
2
0
2
2
年

度
調
査
」）に
お
い
て
、
過
去
1
年
間
に
実
施

し
た
海
外
旅
行
先
の
訪
問
経
験
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
欧
米
豪
で
は「
訪
問
経
験
が
あ
る
場
所
」

（
図
3
）を
訪
問
し
て
い
る
割
合
が
76
%
と
高

い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
上
か
ら
、
欧

米
で
は
海
外
旅
行
が
回
復
し
つ
つ
あ
る
も
の

の
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完
全
に
収
束
し
て

い
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
近
場
の
慣

れ
親
し
ん
だ
場
所
を
訪
れ
、
安
心
し
て
海
外

旅
行
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
旅
行
者
の
意
識

が
読
み
取
れ
る
。

　一
方
、
ア
ジ
ア
で
は
本
格
的
な
海
外
旅
行

の
回
復
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
は
2
0
2
2
年
7
月
の
出
国
者
数
は

2
0
1
9
年
同
月
の
57
%
ま
で
回
復
し
て
い

る
が
、
韓
国
で
は
2
0
1
9
年
同
月
の
29
%
、

台
湾
や
香
港
に
つ
い
て
は
2
0
1
9
年
同
月

の
10
%
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
東
ア
ジ
ア

で
回
復
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（
図
1
）。

　ま
た
、
次
の
海
外
旅
行
を
再
開
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
に
つ
い
て
も
、
ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
で
は
違
い

が
見
ら
れ
た
。
過
去
1
年
間（
2
0
2
1
年
7
月

〜
2
0
2
2
年
6
月
）の
海
外
旅
行
経
験
が
な
く
、

か
つ
、
今
後
の
海
外
旅
行
意
向
が
あ
る
人
を
対

象
に
、
海
外
旅
行
を
再
開
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
ア
ジ
ア
で
は「
渡
航
希
望
先
の

入
国
条
件
や
入
国
後
の
行
動
制
限
措
置
が
緩
和

さ
れ
た
ら
」（
36
%
）が
最
も
多
く
、
次
い
で「
新

型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
消
滅
し
て
か
ら
」（
33
%
）と

続
く
。一
方
で
、
欧
米
豪
で
は「
す
で
に
検
討
を

始
め
て
い
る
」（
26
%
）が
最
も
多
い（
図
4
）。
欧

米
豪
で
は
、
昨
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た

「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
欧
米
豪
訪
日
外
国

人
旅
行
者
の
意
向
調
査（
第
3
回
新
型
コ
ロ
ナ

影
響
度
特
別
調
査
）」（
以
下
、「
第
3
回
調
査
」）

で
は「
す
で
に
検
討
を
始
め
て
い
る
」は
8
%
で
、

第
3
回
調
査
か
ら
約
8
カ
月
の
間
に
18
ポ
イ
ン

ト
ア
ッ
プ
し
た
。

　ア
ジ
ア
で
は
海
外
旅
行
を
す
る
人
は
ご
く

一
部
で
、
そ
れ
以
外
の
海
外
旅
行
意
向
が
あ

る
人
の
予
定
に
つ
い
て
も
「
い
つ
の
日
か
新

型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
収
束
し
た
ら
ま
た
海
外

旅
行
に
行
き
た
い
」
と
い
う
「
興
味
・
関
心

段
階
」
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
欧

米
で
は
数
カ
月
の
間
に
海
外
旅
行
を
実
施
す

近
場
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
人
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
を
海
外
旅
行
先
と
し
て
選
択
す
る
傾

向
が
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
状
況
は
タ
イ

の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
・
地
域
で
起

き
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
を
取
り
逃
し
て
い
た
我
が
国
に
と
っ
て

は
、
10
月
11
日
以
降
の
水
際
対
策
の
緩
和
は

本
格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復

へ
の
大
き
な
足
掛
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　今
後
、
順
調
に
海
外
旅
行
市
場
の
回
復
と
、

我
が
国
に
お
け
る
外
国
人
旅
行
者
の
受
入
が

進
め
ば
、
先
行
し
て
海
外
旅
行
を
再
開
し
て

い
た
欧
米
の
旅
行
者
が
海
外
旅
行
先
を
シ
ョ

ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
シ
フ
ト

1

1.
欧
米
で

先
行
し
て
回
復
す
る

海
外
旅
行

（
１
）ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
の

海
外
旅
行
の
回
復
状
況

訪日インバウンド市場の本格的な再始動に向けて1
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20%

30%20%10%

30%

40%

40%20%10%

渡航希望先の入国条件や入国後
の行動制限措置が緩和されたら

新型コロナの脅威が消滅してから

自国の出国条件や行動制限が
緩和されたら

世界情勢が安定したら

WHOのパンデミック収束宣言後

0%

36%

欧米豪居住者（n=844）

24%

27%

31%

33%

すでに検討を始めている

世界情勢が安定したら

新型コロナの脅威が消滅してから

渡航希望先の入国条件や入国後の行動
制限措置が緩和されたら

パンデミックにより減少した自身また
は家族の仕事・収入が回復してから

0%

26%

15%

16%

19%

22%

（
上
位
5
項
目
）

（
上
位
5
項
目
）

20% 40% 60% 80%

※1:第1回調査～第3回調査は海外旅行をしたいと思わない人を除く全員、2022年度調査は2021年7月から2022年6月に海外旅行を実施しておらず、かつ、今後
の海外旅行実施意向がある人

図 海外旅行希望者※15 次の海外旅行の予算（回答は1つ）

図 海外旅行希望者※16 次の海外旅行の滞在日数（回答は1つ）

第1回調査
（n=3,819）

第2回調査
（n=3,839）

第3回調査
（n=3,972）

2022年度調査
（n=2,594）

アジア居住者

19% 27% 37% 12% 4%

21% 33% 35% 9% 2%

24% 37% 30% 7% 1%

29% 35% 28% 6%1%

欧米豪居住者

アジア居住者 欧米豪居住者

長くなる どちらかと
いえば長くなる

変わら
ない

どちかと
いえば短くなる 短くなる

※1:第1回調査～第3回調査は海外旅行をしたいと思わない人を除く全員、2022年度調査は2021年7月から2022年6月に海外旅行を実施しておらず、かつ、今後
の海外旅行実施意向がある人　 出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査   2022年度版

出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査   2022年度版

60%40%20% 60%40%20%

図 全員7 次に海外旅行したい国・地域（回答は最大5つまで）

日本
韓国
タイ

オーストラリア
台湾

シンガポール
ニュージーランド

スイス
中国本土
イギリス

0%

64%

42%

28%

27%

27%

25%

22%

20%

17%

16%

アジア居住者（n=4,201）　

アメリカ
日本

オーストラリア
カナダ
イタリア
イギリス

ニュージーランド
フランス
タイ
ハワイ

0%

36%

29%

29%

27%

25%

25%

23%

21%

20%

20%

欧米豪居住者（n=2,106）　

46

図 9 フランス居住者が次に海外旅行したい国・地域（2022年度調査上位5カ国の推移）

図 8 欧米豪居住者が次に海外旅行したい国・地域（2022年度調査上位5カ国の推移）
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2019年度
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（n=2,106）
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アメリカ カナダ オーストラリア タイ 日本

アメリカ 日本 オーストラリア カナダ イタリア
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第1回調査
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第2回調査
（n=1,803）

第3回調査
（n=1,927）
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（n=844）
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第1回調査
（n=1,705）

第2回調査
（n=1,803）

第3回調査
（n=1,927）
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（n=844）
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位
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カ
国・地
域
）

※1 2019年度と2022年度調査の回答対象者は全員、第1回～第3回調査の回答対象者は新型コロナウイ
ルス収束後の海外旅行について「（したいと）思わない」を選択した対象者及び次に海外旅行の検討を再開す
るタイミングについて「現在の状況からは海外旅行の検討再開は考えられない」と回答した対象者を除く全員
※2 2022年度調査および第1回～第3回調査については、「次に観光旅行したい国・地域」の選択肢から、
回答者の国・地域及び近隣の国・地域（中国-香港-マカオ、マレーシア-シンガポール、タイ-マレーシア、ア
メリカ-カナダ・メキシコ・ハワイ・グアム、オーストラリア-ニュージーランド、イギリス・フランス-欧州各国）
を除いている。
※3 2019年度調査については、「次に観光旅行したい国・地域」の選択肢から、回答者の国・地域を除いている。

増える どちらかと
いえば増える

変わら
ない

どちかと
いえば減る 減る

し
、
日
本
は
そ
の
旅
行
先
候
補
の
一
つ
に
な

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
デ
ー
タ
（
図
10
）
が
示

す
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
の
旅
行
者
も
欧
米
豪
と

同
様
、
海
外
旅
行
は
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら

再
開
す
る
可
能
性
が
高
く
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
機
会
を
着
実
に
獲
得
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
外
国
人
旅
行
者
の

嗜
好
や
消
費
環
境
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化

し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
受
入
準
備
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
旅
行
者
の

嗜
好
変
化
の
例
と
し
て
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

旅
行
へ
の
関
心
の
高
ま
り
」「
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
」、

消
費
環
境
の
変
化
の
例
と
し
て
「
ア
ジ
ア
に

お
け
る
日
本
の
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と

質
向
上
」
の
3
点
を
紹
介
す
る
。

　昨
今
、コ
ロ
ナ
禍
で
急
速
に
広
ま
っ
た「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
」
な
取
組
に
対
す
る
意
識
は
海

外
旅
行
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
背
景

に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
、
個
人

の
些
細
な
行
動
が
、
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
を
実
感
す
る
機
会
と
な
り
、
地
球
環
境

や
社
会
問
題
を
他
人
事
で
は
な
く
、
自
分
事

と
捉
え
る
価
値
観
が
急
速
に
広
が
っ
た
こ
と

も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
旅
行
※
6

に
対
す
る
意
識
は
、
地

域
で
は
欧
米
豪
、世
代
で
は「
Z
世
代
」や「
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
若
年
層
（
図

11
）、
高
収
入
者
層
で
特
に
高
い
（
図
12
）。

　海
外
の
旅
行
会
社
で
は
、
こ
う
し
た
ニ
ー

ズ
を
反
映
し
た
商
品
を
販
売
し
て
い
る
※
7

。

Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
を
含
む
18
〜
35

歳
を
対
象
と
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

C
o
n
tiki T

ravel

社
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
に
感
度
の
高
い
若
年
層
の
嗜
好
を
捉

え
た
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
2
0
2
2
年
1
月
以
降
、

販
売
す
る
全
て
の
商
品
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
対
応
し
て
い
る
※
8

。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
で
働
く
ホ
ー
ム
レ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
商
品
や
、
ペ
ル
ー
で
は
あ
る
地
域
に
伝
わ

る
伝
統
的
な
織
物
を
織
る
職
工
と
交
流
で
き

る
商
品
等
※
9

を
販
売
し
て
い
る
。

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
旅
行
会
社D

yn
asty 

T
ravel

社
で
は
、
北
海
道
の
利
尻
島
を
舞

台
に
「
気
候
変
動
が
食
料
供
給
に
及
ぼ
す
影

響
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ツ
ア
ー
を
販
売
し
た
。

ツ
ア
ー
は
漁
業
体
験
を
通
じ
て
エ
ゾ
バ
フ
ン

ウ
ニ
が
地
球
温
暖
化
を
解
決
す
る
効
果
的
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
や
、
利
尻
島
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
こ
れ
ま
で
で
ど
の
よ
う
に
維
持
さ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
イ
タ
リ
ア
が

同
水
準
を
維
持
す
る
中
で
、
日
本
は
7
ポ
イ

ン
ト
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
（
図
8
）。
調
査

対
象
地
域
別
に
み
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
そ

の
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、
海
外
旅
行
先
と
し

て
の
日
本
の
選
択
率
は
第
3
回
調
査
と
比
較

す
る
と
12
ポ
イ
ン
ト
マ
イ
ナ
ス
な
っ
た
（
図

9
）。　こ

の
理
由
の
1
点
目
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
、
欧
米
豪
市
場
で
は
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル

か
ら
海
外
旅
行
が
再
開
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完
全
に
収
束
し

て
い
な
い
状
況
に
お
け
る
海
外
旅
行
は
、
先

述
の
通
り
、「
近
場
」
で
「
来
訪
経
験
の
あ
る

場
所
」
を
選
択
す
る
傾
向
が
あ
る
。
欧
米
豪

各
国
に
と
っ
て
日
本
は
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
該

当
し
、
ア
ジ
ア
に
比
べ
て
訪
日
経
験
割
合
は

低
い
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完

全
に
収
束
し
て
い
な
い
現
段
階
で
は
、
近
隣

の
国
・
地
域
が
現
実
的
な
選
択
肢
と
し
て
浮

上
し
、
相
対
的
に
日
本
の
選
択
率
が
低
下
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
2
点
目
は
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
い
た
我
が
国
の
水
際
対
策
で

あ
る
。
世
界
各
国
で
水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
前
と
同
様
に
海
外
旅
行

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
国
・
地
域
が
増
え

て
き
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
我
が
国

で
は
一
日
あ
た
り
の
入
国
者
数
の
上
限
を
設

け
、
ビ
ザ
の
取
得
や
旅
行
会
社
の
利
用
を
求

め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
と

同
様
の
旅
行
が
難
し
い
と
捉
え
ら
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。
当
財
団
が
2
0
2
2
年
8
〜
9

月
に
タ
イ
の
旅
行
会
社
を
対
象
に
実
施
し
た

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
※
5

に
お
い
て
も
、
タ
イ

人
の
訪
日
意
向
は
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る

も
の
の
、
ビ
ザ
取
得
に
要
す
る
コ
ス
ト
を
敬

遠
し
、
金
銭
的
・
時
間
的
余
裕
が
あ
る
人
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
特
に
ス
イ
ス
が
人
気
）
を
、

　欧
米
豪
に
お
け
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
自
国
・
地
域
で
の
実
施
率
と
訪
日

旅
行
で
の
体
験
意
向
の
関
係
を
み
る
と
、
自

国
・
地
域
で
実
施
し
て
い
る
活
動
を
訪
日
旅

行
で
も
体
験
し
た
い
傾
向
が
み
て
と
れ
る
。

ま
た
、
訪
日
旅
行
で
の
体
験
意
向
は「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」「
ハ
イ
キ
ン
グ
」「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」

「
登
山
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」等
、

山
岳
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る（
図
15
）。

　訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
を
支
え
て
い
た

ア
ジ
ア
で
は
、
高
い
訪
日
意
向
を
維
持
し
て

い
る
も
の
の
、
本
格
的
な
海
外
旅
行
需
要
の

回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
特
に
訪
日
リ
ピ

ー
タ
ー
割
合
、
訪
日
意
向
が
高
い
台
湾
や
香

港
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
で
は
日
本
に
行

け
な
く
て
も
現
地
で
日
本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
を
消
費
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

日
本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
が
拡
充
さ

れ
た
。

　モ
ノ
の
販
売
で
は
、
香
港
の
旅
行
会
社
の

E
コ
マ
ー
ス
へ
の
参
入
が
相
次
い
だ（
表
2
）。

旅
行
業
で
築
い
た
日
本
国
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、
日
本
各
地
の
生
鮮
食
品
、
日

本
の
メ
ー
カ
ー
の
菓
子
類
、
生
活
雑
貨
を
仕

入
れ
て
販
売
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
E
C
サ

イ
ト
の
商
品
は
山
梨
県
産
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
、
岡
山
県
産
の
白
桃
、
北
海
道
産
の

夕
張
メ
ロ
ン
等
、
現
地
で
も
人
気
が
高
い
日

本
各
地
の
果
物
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
当
財
団
が
タ
イ
の
旅
行
会
社
を
対
象
に

実
施
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
調
査
対

象
の
5
社
中
2
社
が
コ
ロ
ナ
禍
で
旅
行
業
以

外
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
開
始
し
て
い
た
。
う
ち
1

社
は
香
港
の
例
と
同
様
、
旅
行
業
で
築
い
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
日
本
の
調
味
料
を
仕
入

れ
、
一
般
消
費
者
だ
け
で
な
く
、
バ
ン
コ
ク

市
内
の
飲
食
店
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
等

に
も
卸
し
て
い
る
。
食
品
輸
入
業
を
開
始
し

た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
国
内
の
事
業
者
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、

職
員
の
日
本
食
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る
機

会
に
も
な
っ
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
今
後
は
こ

の
知
識
を
旅
行
業
に
お
い
て
日
本
の
食
体
験

れ
て
き
た
か
等
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
商
品
は

一
般
的
な
訪
日
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
が
平
均

1
5
0
0
〜
2
5
0
0
S
G
D  

に
対
し
、

1
0
6
0
0
S
G
D
（
約
1
0
7
万
円
程
度
）

〜
と
な
っ
て
お
り
、
高
収
入
者
層
に
も
訴
求

す
る
商
品
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン

ス
の
P
O
N
A
N
T
社
で
は
、
北
前
船
の
航

路
を
辿
る
ク
ル
ー
ズ
ツ
ア
ー
を
販
売
し
た
。

同
社
で
は
、
こ
の
ツ
ア
ー
に
お
い
て
窒
素
酸

化
物
排
出
量
の
削
減
、
速
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

等
に
よ
る
C
O
2

排
出
量
の
削
減
、
船
内
で

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
使
用
禁
止
、
廃
棄
物
の

再
利
用
等
を
実
施
し
て
い
る
。D

yn
asty 

T
ravel

社
やP

O
N
A
N
T

社
の
例
の
よ
う

に
、
ま
だ
商
品
数
は
多
く
な
い
も
の
の
、
訪

日
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
で
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
旅
行
を
扱
う
商
品
が
徐
々
に
増
え
て
き
て

い
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
密

を
避
け
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。

図
13
は
コ
ロ
ナ
禍
に
実
施
し
た
第
3
回
調
査

の
結
果
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に

ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
実
施
経
験
、

実
施
意
向
と
も
に
選
択
率
が
高
い
。
ま
た
、

当
財
団
が
タ
イ
で
旅
行
会
社
を
対
象
に
実
施

し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
で
も
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
現
在
で
は
バ
ン
コ
ク
郊
外
の
キ
ャ

ン
プ
場
が
人
気
を
集
め
て
い
る
と
い
う
。
こ

れ
ら
の
調
査
結
果
を
受
け
、
2
0
2
2
年
度

調
査
で
は
、
25
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
つ
い
て
自
国
・
地
域
で
の
実
施
経
験

と
訪
日
時
の
体
験
意
向
を
尋
ね
た
。

　ア
ジ
ア
で
は
、
自
国
・
地
域
で
の
実
施
率

は
低
い
が
、
訪
日
旅
行
で
の
体
験
意
向
が
高

い
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て

「
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
」
や
「
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
・
雪
遊
び
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
の
国
・
地
域
別
選
択
率
を
み
る
と
、

年
間
を
通
じ
て
気
温
が
高
く
降
雪
が
無
い
地

域
の
体
験
意
向
が
高
い
（
図
14
）。
こ
れ
ら

の
活
動
は
自
国
・
地
域
で
は
で
き
な
い
か
ら

こ
そ
、
訪
日
時
に
実
施
し
た
い
と
い
う
旅
行

者
の
希
望
が
伺
え
る
。
ま
た
、「
フ
ル
ー
ツ

狩
り
」、「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」、「
動
物
観
察
・

ふ
れ
あ
い
」、「
星
空
観
察
・
天
体
観
測
」
等
、

重
装
備
を
必
要
と
せ
ず
手
軽
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
体
験
意
向
も

高
い
。

環
境
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
コ

ン
テ
ン
ツ
を
準
備
し
、
発
信
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　そ
の
一
つ
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
旅
行
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
取
り

上
げ
た
。
欧
米
豪
の
旅
行
者
を
中
心
に
、
旅

行
先
や
利
用
す
る
事
業
者
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
を
行
っ
て
い
る
か
を
重
視
し
て
い
る

（
図
11
・
図
12
）
こ
と
は
先
述
の
通
り
だ
が
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す
る
旅
行
者

が
旅
行
先
で
実
施
し
た
い
取
組
は
、ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
と
も
に
「
ゴ
ミ
の
削
減
」（
ア
ジ
ア
で

は
33
%
、
欧
米
豪
で
は
23
%
）、
ア
ジ
ア
で
は
、

「
地
域
の
特
産
品
の
購
入
」（
25
%
）「
環
境
へ

の
影
響
を
考
慮
し
た
C
O
2

排
出
量
が
少
な

い
移
動
手
段
の
選
択
」（
22
%
）、
欧
米
豪
で

は
「
地
域
の
事
業
者
が
販
売
す
る
商
品
、
サ

ー
ビ
ス
を
適
正
価
格
で
購
入
」（
20
%
）、「
地

域
の
特
産
品
の
購
入
」（
20
%
）
と
続
く
（
図

16
）。
地
域
や
事
業
者
は
、
観
光
に
よ
っ
て

生
じ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
負
の
イ
ン
パ
ク

ト
を
軽
減
す
る
取
組
だ
け
で
な
く
、「
地
域

の
特
産
品
の
購
入
」、「
地
元
資
本
の
利
用
」、

「
適
正
価
格
で
の
購
入
」
等
、
旅
行
者
が
地

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
役
立
て
る
べ
く
準
備
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
会
社
で
は
、
食
品
輸
入

業
の
利
益
率
は
低
い
も
の
の
、
本
業
で
あ
る

旅
行
業
へ
の
好
影
響
を
も
た
ら
す
事
業
と
し

て
捉
え
、
今
後
も
し
ば
ら
く
は
継
続
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

　サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
よ

り
小
売
業
や
飲
食
業
界
の
日
系
企
業
が
積
極

的
に
香
港
へ
進
出
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
需
要
が
増
大
し
た
こ
と
か
ら
日
本
体
験
の

種
類
が
増
え
、
日
本
の
自
治
体
と
の
連
携
も

活
発
化
し
た
（
表
3
）。
例
え
ば
、
昨
年
の

夏
に
香
港
で
オ
ー
プ
ン
し
た
沖
縄
県
の
泡
盛

専
門
バ
ー
「
A
W
A 

A
W
A
」
で
は
、
沖
縄

県
内
の
複
数
の
酒
造
メ
ー
カ
ー
が
沖
縄
の
泡

盛
文
化
を
海
外
に
広
げ
よ
う
と
、
海
外
向
け

に
開
発
し
た
商
品
を
使
っ
た
カ
ク
テ
ル
を
提

供
し
て
い
る
。
ま
た
、
A
W
A 

A
W
A
で

は
日
本
国
内
の
店
舗
に
も
引
け
を
取
ら
な
い

数
の
銘
柄
を
取
り
揃
え
て
お
り
、
こ
の
点
に

お
い
て
も
現
地
の
人
か
ら
の
人
気
を
集
め
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
日
本

を
訪
問
せ
ず
と
も
、
日
本
の
食
を
は
じ
め
と

し
て
、
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
手
軽
に
体
験

で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
た
。

　2
0
2
2
年
に
入
り
、
欧
米
で
先
行
し
て

海
外
旅
行
需
要
が
回
復
し
た
こ
と
に
伴
い
、

欧
米
で
は
、
海
外
旅
行
先
と
し
て
の
日
本
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
要
因
の
一
つ

と
し
て
挙
げ
た
水
際
対
策
は
10
月
に
解
除
さ

れ
、
折
か
ら
の
円
安
も
追
い
風
に
な
り
、
本

格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
に

期
待
が
高
ま
る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
、

日
本
が
現
実
的
な
海
外
旅
行
先
の
一
つ
に
な

っ
た
と
伝
え
る
こ
と
に
加
え
、
魅
力
の
発
信

を
強
化
し
て
い
く
重
要
な
フ
ェ
ー
ズ
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
の
際
、引
き
続
き
、

外
国
人
旅
行
者
が
変
わ
ら
ず
期
待
す
る
日
本

の
魅
力 

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
、
外
国
人
旅
行
者
の
嗜
好
や
消
費

域
文
化
や
経
済
へ
の
貢
献
意
識
が
高
い
こ
と

も
踏
ま
え
、
観
光
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
プ
ラ

ス
に
作
用
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
取
組

が
必
要
な
の
か
、
旅
行
者
に
観
光
を
通
じ
て

ど
の
よ
う
に
協
力
し
て
も
ら
う
か
を
検
討
し

た
上
で
、
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　次
に
取
り
上
げ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
は
、
地
方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、

誘
客
に
つ
な
げ
る
チ
ャ
ン
ス
と
も
捉
え
ら
れ

る
。
ア
ジ
ア
で
訪
日
時
の
実
施
意
向
が
高
い

「
フ
ル
ー
ツ
狩
り
」「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」「
動

物
観
察
・
ふ
れ
あ
い
」「
星
空
観
察
・
天
体

観
測
」
は
、
特
定
の
地
域
に
依
ら
ず
日
本
各

地
で
実
施
可
能
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
の

特
色
を
打
ち
出
し
や
す
い
（
例
：「
フ
ル
ー

ツ
狩
り
」
は
日
本
全
国
で
可
能
だ
が
、
地
域

に
よ
っ
て
収
穫
で
き
る
果
物
は
異
な
る
）。

一
方
で
、
だ
か
ら
こ
そ
、
同
じ
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
っ
て
も
他
地
域
と
の

差
別
化
を
意
識
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
、

発
信
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
日

本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
で
き
る
環
境

が
以
前
に
も
増
し
て
充
実
し
、
商
品
の
質
が

向
上
し
て
い
る
。
今
後
、
本
格
的
に
ア
ジ
ア

か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
に
あ

た
っ
て
は
、
既
に
現
地
で
高
品
質
の
モ
ノ
、

サ
ー
ビ
ス
を
体
験
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、

日
本
だ
か
ら
こ
そ
購
入
で
き
る
、
体
験
で
き

る
価
値
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

　今
後
の
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
順
調
に
回

復
す
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
当
財
団
で
は
引

き
続
き
各
種
調
査
を
実
施
し
、
政
策
立
案
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
に
有
用
な
デ
ー
タ
を
発

信
し
て
い
き
た
い
。

（
か
き
し
ま 

あ
か
ね
）

向
が
顕
著
で
あ
る
（
図
6
）。

第
3
回
の
調
査
ま
で
は
、
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪

と
も
に
海
外
旅
行
は
興
味
・
関
心
段
階
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
長
く
海
外
旅
行
を
実
施
で

き
な
か
っ
た
分
、
通
常
よ
り
も
時
間
と
お
金

を
多
め
に
使
い
、
行
き
た
か
っ
た
場
所
を
訪

問
し
た
い
と
い
う
旅
行
者
の
純
粋
な
願
望
が

読
み
取
れ
た
が
、
2
0
2
2
年
に
入
り
、
欧

米
で
は
海
外
旅
行
が
再
開
し
、
計
画
段
階
に

移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
海
外
旅
行
に
お
け

る
予
算
も
「
近
場
で
慣
れ
親
し
ん
だ
場
所
」

の
訪
問
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

現
実
的
な
回
答
と
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
こ
う
し
た
変
化
の
中
で
、
特
に
注

目
す
べ
き
は
「
次
の
海
外
旅
行
で
行
き
た
い

国
・
地
域
」
で
あ
る
。
2
0
2
2
年
度
調
査

に
お
い
て
「
日
本
」
と
回
答
し
た
人
は
全
体

で
52
%
、
1
位
と
な
っ
た
。
ア
ジ
ア
で
は
64

%
と
第
3
回
調
査
に
引
き
続
き
1
位
と
な
り
、

他
の
国
・
地
域
を
ポ
イ
ン
ト
数
で
大
き
く
引

き
離
し
、
高
い
人
気
を
維
持
し
て
い
る
。
一

方
で
、
欧
米
豪
で
は
、
ア
メ
リ
カ
（
36
%
）

に
次
い
で
日
本
（
29
%
）
は
2
位
と
な
っ
た

（
第
3
回
調
査
で
は
37
%
で
1
位
）（
図
7
）。

第
3
回
調
査
と
比
較
す
る
と
、
海
外
旅
行
先

と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
ポ
イ
ン
ト
が
上
昇
し
、

る
人
が
増
え
、
ま
だ
海
外
旅
行
を
実
施
し
て

い
な
い
人
も
「
計
画
段
階
」
に
移
行
し
つ
つ

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　欧
米
豪
に
お
け
る
海
外
旅
行
の
再
開
に
よ

り
、
次
の
海
外
旅
行
の
予
算
、
日
程
等
の
プ

ラ
ン
に
関
し
て
も
ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
で
変
化

が
み
ら
れ
た
。「
次
の
海
外
旅
行
の
予
算
」
が

「
増
え
る
」と「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
増
え
る
」

と
回
答
し
た
割
合
は
、
ア
ジ
ア
が
64
%
、
欧

米
豪
が
46
%
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
で
は

調
査
回
を
追
う
ご
と
に
そ
の
割
合
が
増
加
し

て
い
る
の
に
対
し
、
欧
米
豪
で
は
第
3
回
調

査
ま
で
は
ア
ジ
ア
と
同
様
だ
っ
た
も
の
の
、

2
0
2
2
年
度
調
査
で
は
、
第
3
回
調
査
と

比
較
し
て
、
そ
の
割
合
が
低
下
し
て
い
る（
図

5
）。
ま
た
、「
次
の
海
外
旅
行
の
滞
在
日
数
」

は
、
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に
「
長
く
な
る
」

と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
長
く
な
る
」
と
回

答
し
た
割
合
が
第
1
回
〜
第
3
回
調
査
ま
で

増
加
し
て
い
た
も
の
の
、
2
0
2
2
年
度
調

査
で
は
低
下
し
、
特
に
欧
米
豪
で
は
そ
の
傾

　今
夏
の
海
外
旅
行
市
場
は
欧
米
を
中
心
に

回
復
し
つ
つ
あ
る
状
況
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
2
0
2
2
年
6
月
の

海
外
渡
航
者
数
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
の

2
0
1
9
年
同
月
の
93
％
ま
で
回
復
し
て
い

る
。
同
様
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
2
0
1
9
年
同

月
の
73
%
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
帰
国
者
数

は
2
0
1
9
年
同
月
の
46
%
ま
で
回
復
し
て

い
る（
図
1
）。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
国
の
海
外
旅

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
以
下

「
新
型
コ
ロ
ナ
」）の
流
行
か
ら
2
年
以
上
の
時

間
が
経
過 

し
た
が
、
訪
日
外
客
数
は
新
型
コ

ロ
ナ
流
行
前
の
対
2
0
1
9
年
8
月
93
%
※
1

と
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な
回

復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
10
月
に
は

水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今

後
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　当
財
団
で
は
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

に
つ
い
て
2
本
の
独
自
調
査
※
2
（「
D
B
J
・

J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
意
向
調
査
」、「
J
T
B
F
訪
日
旅

行
商
品
調
査
」）
や
、
海
外
の
旅
行
会
社
、
関

係
機
関
を
対
象
と
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を

実
施
し
て
き
て
い
る
（
表
1
）。
本
稿
で
は
こ

れ
ら
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
海
外
旅
行
の

実
施
状
況
や
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化
し
た
旅

行
者
の
嗜
好
や
消
費
環
境
の
変
化
等
か
ら
、

訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な
再
始

動
に
向
け
た
考
察
を
行
っ
た
。

　な
お
、
本
稿
に
記
載
し
て
い
る
内
容
は

2
0
2
2
年
9
月
30
日
現
在
の
情
報
で
あ
る
。

※1:2021年7月から2022年6月に海外旅行を実施しておらず、かつ、
今後の海外旅行実施意向がある人

出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査   2022年度版

図8・9共通 出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査   2019年度版
DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査 （2020年度 新型コロナ影響度 特別調査）
DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査 （第2回 新型コロナ影響度 特別調査）
DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査 （第3回 新型コロナ影響度 特別調査）
DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査   2022年度版

行
の
行
き
先
は「
近
場
」が
選
択
さ
れ
て
い
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
人
出

国
者
の
方
面
別
構
成
比
は
、
メ
キ
シ
コ（
空
路
）、

カ
リ
ブ
海
諸
国
、
カ
ナ
ダ（
空
路
）、
中
央
ア

メ
リ
カ
等
、
近
隣
諸
国
が
半
数
程
度
を
占
め

て
お
り（
図
2
）、
イ
ギ
リ
ス
人
出
国
者
の
方

面
別
構
成
比
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
80
%
※
3

を
占

め
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
渡
航

先
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
と
近
隣
国
が
上
位
と
な
っ
た
※
4

。

ま
た
、「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・
欧
米

豪
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査

（
2
0
2
2
年
度
版
）」（
以
下
、「
2
0
2
2
年

度
調
査
」）に
お
い
て
、
過
去
1
年
間
に
実
施

し
た
海
外
旅
行
先
の
訪
問
経
験
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
欧
米
豪
で
は「
訪
問
経
験
が
あ
る
場
所
」

（
図
3
）を
訪
問
し
て
い
る
割
合
が
76
%
と
高

い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
上
か
ら
、
欧

米
で
は
海
外
旅
行
が
回
復
し
つ
つ
あ
る
も
の

の
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完
全
に
収
束
し
て

い
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
近
場
の
慣

れ
親
し
ん
だ
場
所
を
訪
れ
、
安
心
し
て
海
外

旅
行
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
旅
行
者
の
意
識

が
読
み
取
れ
る
。

　一
方
、
ア
ジ
ア
で
は
本
格
的
な
海
外
旅
行

の
回
復
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
は
2
0
2
2
年
7
月
の
出
国
者
数
は

2
0
1
9
年
同
月
の
57
%
ま
で
回
復
し
て
い

る
が
、
韓
国
で
は
2
0
1
9
年
同
月
の
29
%
、

台
湾
や
香
港
に
つ
い
て
は
2
0
1
9
年
同
月

の
10
%
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
東
ア
ジ
ア

で
回
復
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（
図
1
）。

　ま
た
、
次
の
海
外
旅
行
を
再
開
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
に
つ
い
て
も
、
ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
で
は
違
い

が
見
ら
れ
た
。
過
去
1
年
間（
2
0
2
1
年
7
月

〜
2
0
2
2
年
6
月
）の
海
外
旅
行
経
験
が
な
く
、

か
つ
、
今
後
の
海
外
旅
行
意
向
が
あ
る
人
を
対

象
に
、
海
外
旅
行
を
再
開
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
ア
ジ
ア
で
は「
渡
航
希
望
先
の

入
国
条
件
や
入
国
後
の
行
動
制
限
措
置
が
緩
和

さ
れ
た
ら
」（
36
%
）が
最
も
多
く
、
次
い
で「
新

型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
消
滅
し
て
か
ら
」（
33
%
）と

続
く
。一
方
で
、
欧
米
豪
で
は「
す
で
に
検
討
を

始
め
て
い
る
」（
26
%
）が
最
も
多
い（
図
4
）。
欧

米
豪
で
は
、
昨
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た

「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
欧
米
豪
訪
日
外
国

人
旅
行
者
の
意
向
調
査（
第
3
回
新
型
コ
ロ
ナ

影
響
度
特
別
調
査
）」（
以
下
、「
第
3
回
調
査
」）

で
は「
す
で
に
検
討
を
始
め
て
い
る
」は
8
%
で
、

第
3
回
調
査
か
ら
約
8
カ
月
の
間
に
18
ポ
イ
ン

ト
ア
ッ
プ
し
た
。

　ア
ジ
ア
で
は
海
外
旅
行
を
す
る
人
は
ご
く

一
部
で
、
そ
れ
以
外
の
海
外
旅
行
意
向
が
あ

る
人
の
予
定
に
つ
い
て
も
「
い
つ
の
日
か
新

型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
収
束
し
た
ら
ま
た
海
外

旅
行
に
行
き
た
い
」
と
い
う
「
興
味
・
関
心

段
階
」
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
欧

米
で
は
数
カ
月
の
間
に
海
外
旅
行
を
実
施
す

図 海外旅行
希望者※14 海外旅行を再開するタイミング（回答は最大３つまで）

アジア居住者（n=2,594）

近
場
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
人
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
を
海
外
旅
行
先
と
し
て
選
択
す
る
傾

向
が
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
状
況
は
タ
イ

の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
・
地
域
で
起

き
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
を
取
り
逃
し
て
い
た
我
が
国
に
と
っ
て

は
、
10
月
11
日
以
降
の
水
際
対
策
の
緩
和
は

本
格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復

へ
の
大
き
な
足
掛
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　今
後
、
順
調
に
海
外
旅
行
市
場
の
回
復
と
、

我
が
国
に
お
け
る
外
国
人
旅
行
者
の
受
入
が

進
め
ば
、
先
行
し
て
海
外
旅
行
を
再
開
し
て

い
た
欧
米
の
旅
行
者
が
海
外
旅
行
先
を
シ
ョ

ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
シ
フ
ト

（
2
）ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
で
異
な
る

次
回
の
海
外
旅
行
の
プ
ラ
ン

（
3
）欧
米
豪
で
の
海
外
旅
行
の
再
開
で

変
化
し
は
じ
め
た
海
外
旅
行
先

と
し
て
の
「
日
本
」
の
地
位

出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査 2022年度版

訪日インバウンド市場の本格的な再始動に向けて1

6
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渡航希望先の入国条件や入国後
の行動制限措置が緩和されたら

新型コロナの脅威が消滅してから

自国の出国条件や行動制限が
緩和されたら

世界情勢が安定したら

WHOのパンデミック収束宣言後

0%

36%

欧米豪居住者（n=844）

24%

27%

31%

33%

すでに検討を始めている

世界情勢が安定したら

新型コロナの脅威が消滅してから

渡航希望先の入国条件や入国後の行動
制限措置が緩和されたら

パンデミックにより減少した自身また
は家族の仕事・収入が回復してから

0%

26%

15%

16%

19%

22%

（
上
位
5
項
目
）

（
上
位
5
項
目
）

20% 40% 60% 80%

※1:第1回調査～第3回調査は海外旅行をしたいと思わない人を除く全員、2022年度調査は2021年7月から2022年6月に海外旅行を実施しておらず、かつ、今後
の海外旅行実施意向がある人

図 海外旅行希望者※15 次の海外旅行の予算（回答は1つ）

図 海外旅行希望者※16 次の海外旅行の滞在日数（回答は1つ）

第1回調査
（n=3,819）
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（n=3,972）
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欧米豪居住者

アジア居住者 欧米豪居住者

長くなる どちらかと
いえば長くなる

変わら
ない

どちかと
いえば短くなる 短くなる

※1:第1回調査～第3回調査は海外旅行をしたいと思わない人を除く全員、2022年度調査は2021年7月から2022年6月に海外旅行を実施しておらず、かつ、今後
の海外旅行実施意向がある人　 出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査   2022年度版

出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査   2022年度版
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図 全員7 次に海外旅行したい国・地域（回答は最大5つまで）

日本
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日本
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フランス
タイ
ハワイ

0%

36%

29%

29%

27%

25%

25%

23%

21%

20%

20%

欧米豪居住者（n=2,106）　

46

図 9 フランス居住者が次に海外旅行したい国・地域（2022年度調査上位5カ国の推移）

図 8 欧米豪居住者が次に海外旅行したい国・地域（2022年度調査上位5カ国の推移）
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（
上
位
10
カ
国・地
域
）

※1 2019年度と2022年度調査の回答対象者は全員、第1回～第3回調査の回答対象者は新型コロナウイ
ルス収束後の海外旅行について「（したいと）思わない」を選択した対象者及び次に海外旅行の検討を再開す
るタイミングについて「現在の状況からは海外旅行の検討再開は考えられない」と回答した対象者を除く全員
※2 2022年度調査および第1回～第3回調査については、「次に観光旅行したい国・地域」の選択肢から、
回答者の国・地域及び近隣の国・地域（中国-香港-マカオ、マレーシア-シンガポール、タイ-マレーシア、ア
メリカ-カナダ・メキシコ・ハワイ・グアム、オーストラリア-ニュージーランド、イギリス・フランス-欧州各国）
を除いている。
※3 2019年度調査については、「次に観光旅行したい国・地域」の選択肢から、回答者の国・地域を除いている。

増える どちらかと
いえば増える

変わら
ない

どちかと
いえば減る 減る

し
、
日
本
は
そ
の
旅
行
先
候
補
の
一
つ
に
な

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
デ
ー
タ
（
図
10
）
が
示

す
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
の
旅
行
者
も
欧
米
豪
と

同
様
、
海
外
旅
行
は
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら

再
開
す
る
可
能
性
が
高
く
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
機
会
を
着
実
に
獲
得
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
外
国
人
旅
行
者
の

嗜
好
や
消
費
環
境
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化

し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
受
入
準
備
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
旅
行
者
の

嗜
好
変
化
の
例
と
し
て
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

旅
行
へ
の
関
心
の
高
ま
り
」「
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
」、

消
費
環
境
の
変
化
の
例
と
し
て
「
ア
ジ
ア
に

お
け
る
日
本
の
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と

質
向
上
」
の
3
点
を
紹
介
す
る
。

　昨
今
、コ
ロ
ナ
禍
で
急
速
に
広
ま
っ
た「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
」
な
取
組
に
対
す
る
意
識
は
海

外
旅
行
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
背
景

に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
、
個
人

の
些
細
な
行
動
が
、
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
を
実
感
す
る
機
会
と
な
り
、
地
球
環
境

や
社
会
問
題
を
他
人
事
で
は
な
く
、
自
分
事

と
捉
え
る
価
値
観
が
急
速
に
広
が
っ
た
こ
と

も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
旅
行
※
6

に
対
す
る
意
識
は
、
地

域
で
は
欧
米
豪
、世
代
で
は「
Z
世
代
」や「
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
若
年
層
（
図

11
）、
高
収
入
者
層
で
特
に
高
い
（
図
12
）。

　海
外
の
旅
行
会
社
で
は
、
こ
う
し
た
ニ
ー

ズ
を
反
映
し
た
商
品
を
販
売
し
て
い
る
※
7

。

Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
を
含
む
18
〜
35

歳
を
対
象
と
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

C
o
n
tiki T

ravel

社
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
に
感
度
の
高
い
若
年
層
の
嗜
好
を
捉

え
た
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
2
0
2
2
年
1
月
以
降
、

販
売
す
る
全
て
の
商
品
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
対
応
し
て
い
る
※
8

。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
で
働
く
ホ
ー
ム
レ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
商
品
や
、
ペ
ル
ー
で
は
あ
る
地
域
に
伝
わ

る
伝
統
的
な
織
物
を
織
る
職
工
と
交
流
で
き

る
商
品
等
※
9

を
販
売
し
て
い
る
。

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
旅
行
会
社D

yn
asty 

T
ravel

社
で
は
、
北
海
道
の
利
尻
島
を
舞

台
に
「
気
候
変
動
が
食
料
供
給
に
及
ぼ
す
影

響
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ツ
ア
ー
を
販
売
し
た
。

ツ
ア
ー
は
漁
業
体
験
を
通
じ
て
エ
ゾ
バ
フ
ン

ウ
ニ
が
地
球
温
暖
化
を
解
決
す
る
効
果
的
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
や
、
利
尻
島
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
こ
れ
ま
で
で
ど
の
よ
う
に
維
持
さ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
イ
タ
リ
ア
が

同
水
準
を
維
持
す
る
中
で
、
日
本
は
7
ポ
イ

ン
ト
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
（
図
8
）。
調
査

対
象
地
域
別
に
み
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
そ

の
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、
海
外
旅
行
先
と
し

て
の
日
本
の
選
択
率
は
第
3
回
調
査
と
比
較

す
る
と
12
ポ
イ
ン
ト
マ
イ
ナ
ス
な
っ
た
（
図

9
）。　こ

の
理
由
の
1
点
目
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
、
欧
米
豪
市
場
で
は
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル

か
ら
海
外
旅
行
が
再
開
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完
全
に
収
束
し

て
い
な
い
状
況
に
お
け
る
海
外
旅
行
は
、
先

述
の
通
り
、「
近
場
」
で
「
来
訪
経
験
の
あ
る

場
所
」
を
選
択
す
る
傾
向
が
あ
る
。
欧
米
豪

各
国
に
と
っ
て
日
本
は
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
該

当
し
、
ア
ジ
ア
に
比
べ
て
訪
日
経
験
割
合
は

低
い
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完

全
に
収
束
し
て
い
な
い
現
段
階
で
は
、
近
隣

の
国
・
地
域
が
現
実
的
な
選
択
肢
と
し
て
浮

上
し
、
相
対
的
に
日
本
の
選
択
率
が
低
下
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
2
点
目
は
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
い
た
我
が
国
の
水
際
対
策
で

あ
る
。
世
界
各
国
で
水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
前
と
同
様
に
海
外
旅
行

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
国
・
地
域
が
増
え

て
き
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
我
が
国

で
は
一
日
あ
た
り
の
入
国
者
数
の
上
限
を
設

け
、
ビ
ザ
の
取
得
や
旅
行
会
社
の
利
用
を
求

め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
と

同
様
の
旅
行
が
難
し
い
と
捉
え
ら
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。
当
財
団
が
2
0
2
2
年
8
〜
9

月
に
タ
イ
の
旅
行
会
社
を
対
象
に
実
施
し
た

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
※
5

に
お
い
て
も
、
タ
イ

人
の
訪
日
意
向
は
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る

も
の
の
、
ビ
ザ
取
得
に
要
す
る
コ
ス
ト
を
敬

遠
し
、
金
銭
的
・
時
間
的
余
裕
が
あ
る
人
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
特
に
ス
イ
ス
が
人
気
）
を
、

　欧
米
豪
に
お
け
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
自
国
・
地
域
で
の
実
施
率
と
訪
日

旅
行
で
の
体
験
意
向
の
関
係
を
み
る
と
、
自

国
・
地
域
で
実
施
し
て
い
る
活
動
を
訪
日
旅

行
で
も
体
験
し
た
い
傾
向
が
み
て
と
れ
る
。

ま
た
、
訪
日
旅
行
で
の
体
験
意
向
は「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」「
ハ
イ
キ
ン
グ
」「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」

「
登
山
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」等
、

山
岳
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る（
図
15
）。

　訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
を
支
え
て
い
た

ア
ジ
ア
で
は
、
高
い
訪
日
意
向
を
維
持
し
て

い
る
も
の
の
、
本
格
的
な
海
外
旅
行
需
要
の

回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
特
に
訪
日
リ
ピ

ー
タ
ー
割
合
、
訪
日
意
向
が
高
い
台
湾
や
香

港
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
で
は
日
本
に
行

け
な
く
て
も
現
地
で
日
本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
を
消
費
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

日
本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
が
拡
充
さ

れ
た
。

　モ
ノ
の
販
売
で
は
、
香
港
の
旅
行
会
社
の

E
コ
マ
ー
ス
へ
の
参
入
が
相
次
い
だ（
表
2
）。

旅
行
業
で
築
い
た
日
本
国
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、
日
本
各
地
の
生
鮮
食
品
、
日

本
の
メ
ー
カ
ー
の
菓
子
類
、
生
活
雑
貨
を
仕

入
れ
て
販
売
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
E
C
サ

イ
ト
の
商
品
は
山
梨
県
産
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
、
岡
山
県
産
の
白
桃
、
北
海
道
産
の

夕
張
メ
ロ
ン
等
、
現
地
で
も
人
気
が
高
い
日

本
各
地
の
果
物
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
当
財
団
が
タ
イ
の
旅
行
会
社
を
対
象
に

実
施
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
調
査
対

象
の
5
社
中
2
社
が
コ
ロ
ナ
禍
で
旅
行
業
以

外
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
開
始
し
て
い
た
。
う
ち
1

社
は
香
港
の
例
と
同
様
、
旅
行
業
で
築
い
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
日
本
の
調
味
料
を
仕
入

れ
、
一
般
消
費
者
だ
け
で
な
く
、
バ
ン
コ
ク

市
内
の
飲
食
店
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
等

に
も
卸
し
て
い
る
。
食
品
輸
入
業
を
開
始
し

た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
国
内
の
事
業
者
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、

職
員
の
日
本
食
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る
機

会
に
も
な
っ
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
今
後
は
こ

の
知
識
を
旅
行
業
に
お
い
て
日
本
の
食
体
験

れ
て
き
た
か
等
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
商
品
は

一
般
的
な
訪
日
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
が
平
均

1
5
0
0
〜
2
5
0
0
S
G
D  

に
対
し
、

1
0
6
0
0
S
G
D
（
約
1
0
7
万
円
程
度
）

〜
と
な
っ
て
お
り
、
高
収
入
者
層
に
も
訴
求

す
る
商
品
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン

ス
の
P
O
N
A
N
T
社
で
は
、
北
前
船
の
航

路
を
辿
る
ク
ル
ー
ズ
ツ
ア
ー
を
販
売
し
た
。

同
社
で
は
、
こ
の
ツ
ア
ー
に
お
い
て
窒
素
酸

化
物
排
出
量
の
削
減
、
速
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

等
に
よ
る
C
O
2

排
出
量
の
削
減
、
船
内
で

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
使
用
禁
止
、
廃
棄
物
の

再
利
用
等
を
実
施
し
て
い
る
。D

yn
asty 

T
ravel

社
やP

O
N
A
N
T

社
の
例
の
よ
う

に
、
ま
だ
商
品
数
は
多
く
な
い
も
の
の
、
訪

日
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
で
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
旅
行
を
扱
う
商
品
が
徐
々
に
増
え
て
き
て

い
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
密

を
避
け
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。

図
13
は
コ
ロ
ナ
禍
に
実
施
し
た
第
3
回
調
査

の
結
果
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に

ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
実
施
経
験
、

実
施
意
向
と
も
に
選
択
率
が
高
い
。
ま
た
、

当
財
団
が
タ
イ
で
旅
行
会
社
を
対
象
に
実
施

し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
で
も
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
現
在
で
は
バ
ン
コ
ク
郊
外
の
キ
ャ

ン
プ
場
が
人
気
を
集
め
て
い
る
と
い
う
。
こ

れ
ら
の
調
査
結
果
を
受
け
、
2
0
2
2
年
度

調
査
で
は
、
25
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
つ
い
て
自
国
・
地
域
で
の
実
施
経
験

と
訪
日
時
の
体
験
意
向
を
尋
ね
た
。

　ア
ジ
ア
で
は
、
自
国
・
地
域
で
の
実
施
率

は
低
い
が
、
訪
日
旅
行
で
の
体
験
意
向
が
高

い
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て

「
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
」
や
「
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
・
雪
遊
び
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
の
国
・
地
域
別
選
択
率
を
み
る
と
、

年
間
を
通
じ
て
気
温
が
高
く
降
雪
が
無
い
地

域
の
体
験
意
向
が
高
い
（
図
14
）。
こ
れ
ら

の
活
動
は
自
国
・
地
域
で
は
で
き
な
い
か
ら

こ
そ
、
訪
日
時
に
実
施
し
た
い
と
い
う
旅
行

者
の
希
望
が
伺
え
る
。
ま
た
、「
フ
ル
ー
ツ

狩
り
」、「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」、「
動
物
観
察
・

ふ
れ
あ
い
」、「
星
空
観
察
・
天
体
観
測
」
等
、

重
装
備
を
必
要
と
せ
ず
手
軽
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
体
験
意
向
も

高
い
。

環
境
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
コ

ン
テ
ン
ツ
を
準
備
し
、
発
信
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　そ
の
一
つ
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
旅
行
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
取
り

上
げ
た
。
欧
米
豪
の
旅
行
者
を
中
心
に
、
旅

行
先
や
利
用
す
る
事
業
者
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
を
行
っ
て
い
る
か
を
重
視
し
て
い
る

（
図
11
・
図
12
）
こ
と
は
先
述
の
通
り
だ
が
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す
る
旅
行
者

が
旅
行
先
で
実
施
し
た
い
取
組
は
、ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
と
も
に
「
ゴ
ミ
の
削
減
」（
ア
ジ
ア
で

は
33
%
、
欧
米
豪
で
は
23
%
）、
ア
ジ
ア
で
は
、

「
地
域
の
特
産
品
の
購
入
」（
25
%
）「
環
境
へ

の
影
響
を
考
慮
し
た
C
O
2

排
出
量
が
少
な

い
移
動
手
段
の
選
択
」（
22
%
）、
欧
米
豪
で

は
「
地
域
の
事
業
者
が
販
売
す
る
商
品
、
サ

ー
ビ
ス
を
適
正
価
格
で
購
入
」（
20
%
）、「
地

域
の
特
産
品
の
購
入
」（
20
%
）
と
続
く
（
図

16
）。
地
域
や
事
業
者
は
、
観
光
に
よ
っ
て

生
じ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
負
の
イ
ン
パ
ク

ト
を
軽
減
す
る
取
組
だ
け
で
な
く
、「
地
域

の
特
産
品
の
購
入
」、「
地
元
資
本
の
利
用
」、

「
適
正
価
格
で
の
購
入
」
等
、
旅
行
者
が
地

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
役
立
て
る
べ
く
準
備
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
会
社
で
は
、
食
品
輸
入

業
の
利
益
率
は
低
い
も
の
の
、
本
業
で
あ
る

旅
行
業
へ
の
好
影
響
を
も
た
ら
す
事
業
と
し

て
捉
え
、
今
後
も
し
ば
ら
く
は
継
続
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

　サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
よ

り
小
売
業
や
飲
食
業
界
の
日
系
企
業
が
積
極

的
に
香
港
へ
進
出
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
需
要
が
増
大
し
た
こ
と
か
ら
日
本
体
験
の

種
類
が
増
え
、
日
本
の
自
治
体
と
の
連
携
も

活
発
化
し
た
（
表
3
）。
例
え
ば
、
昨
年
の

夏
に
香
港
で
オ
ー
プ
ン
し
た
沖
縄
県
の
泡
盛

専
門
バ
ー
「
A
W
A 

A
W
A
」
で
は
、
沖
縄

県
内
の
複
数
の
酒
造
メ
ー
カ
ー
が
沖
縄
の
泡

盛
文
化
を
海
外
に
広
げ
よ
う
と
、
海
外
向
け

に
開
発
し
た
商
品
を
使
っ
た
カ
ク
テ
ル
を
提

供
し
て
い
る
。
ま
た
、
A
W
A 

A
W
A
で

は
日
本
国
内
の
店
舗
に
も
引
け
を
取
ら
な
い

数
の
銘
柄
を
取
り
揃
え
て
お
り
、
こ
の
点
に

お
い
て
も
現
地
の
人
か
ら
の
人
気
を
集
め
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
日
本

を
訪
問
せ
ず
と
も
、
日
本
の
食
を
は
じ
め
と

し
て
、
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
手
軽
に
体
験

で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
た
。

　2
0
2
2
年
に
入
り
、
欧
米
で
先
行
し
て

海
外
旅
行
需
要
が
回
復
し
た
こ
と
に
伴
い
、

欧
米
で
は
、
海
外
旅
行
先
と
し
て
の
日
本
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
要
因
の
一
つ

と
し
て
挙
げ
た
水
際
対
策
は
10
月
に
解
除
さ

れ
、
折
か
ら
の
円
安
も
追
い
風
に
な
り
、
本

格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
に

期
待
が
高
ま
る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
、

日
本
が
現
実
的
な
海
外
旅
行
先
の
一
つ
に
な

っ
た
と
伝
え
る
こ
と
に
加
え
、
魅
力
の
発
信

を
強
化
し
て
い
く
重
要
な
フ
ェ
ー
ズ
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
の
際
、引
き
続
き
、

外
国
人
旅
行
者
が
変
わ
ら
ず
期
待
す
る
日
本

の
魅
力 

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
、
外
国
人
旅
行
者
の
嗜
好
や
消
費

域
文
化
や
経
済
へ
の
貢
献
意
識
が
高
い
こ
と

も
踏
ま
え
、
観
光
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
プ
ラ

ス
に
作
用
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
取
組

が
必
要
な
の
か
、
旅
行
者
に
観
光
を
通
じ
て

ど
の
よ
う
に
協
力
し
て
も
ら
う
か
を
検
討
し

た
上
で
、
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　次
に
取
り
上
げ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
は
、
地
方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、

誘
客
に
つ
な
げ
る
チ
ャ
ン
ス
と
も
捉
え
ら
れ

る
。
ア
ジ
ア
で
訪
日
時
の
実
施
意
向
が
高
い

「
フ
ル
ー
ツ
狩
り
」「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」「
動

物
観
察
・
ふ
れ
あ
い
」「
星
空
観
察
・
天
体

観
測
」
は
、
特
定
の
地
域
に
依
ら
ず
日
本
各

地
で
実
施
可
能
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
の

特
色
を
打
ち
出
し
や
す
い
（
例
：「
フ
ル
ー

ツ
狩
り
」
は
日
本
全
国
で
可
能
だ
が
、
地
域

に
よ
っ
て
収
穫
で
き
る
果
物
は
異
な
る
）。

一
方
で
、
だ
か
ら
こ
そ
、
同
じ
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
っ
て
も
他
地
域
と
の

差
別
化
を
意
識
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
、

発
信
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
日

本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
で
き
る
環
境

が
以
前
に
も
増
し
て
充
実
し
、
商
品
の
質
が

向
上
し
て
い
る
。
今
後
、
本
格
的
に
ア
ジ
ア

か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
に
あ

た
っ
て
は
、
既
に
現
地
で
高
品
質
の
モ
ノ
、

サ
ー
ビ
ス
を
体
験
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、

日
本
だ
か
ら
こ
そ
購
入
で
き
る
、
体
験
で
き

る
価
値
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

　今
後
の
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
順
調
に
回

復
す
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
当
財
団
で
は
引

き
続
き
各
種
調
査
を
実
施
し
、
政
策
立
案
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
に
有
用
な
デ
ー
タ
を
発

信
し
て
い
き
た
い
。

（
か
き
し
ま 

あ
か
ね
）

向
が
顕
著
で
あ
る
（
図
6
）。

第
3
回
の
調
査
ま
で
は
、
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪

と
も
に
海
外
旅
行
は
興
味
・
関
心
段
階
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
長
く
海
外
旅
行
を
実
施
で

き
な
か
っ
た
分
、
通
常
よ
り
も
時
間
と
お
金

を
多
め
に
使
い
、
行
き
た
か
っ
た
場
所
を
訪

問
し
た
い
と
い
う
旅
行
者
の
純
粋
な
願
望
が

読
み
取
れ
た
が
、
2
0
2
2
年
に
入
り
、
欧

米
で
は
海
外
旅
行
が
再
開
し
、
計
画
段
階
に

移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
海
外
旅
行
に
お
け

る
予
算
も
「
近
場
で
慣
れ
親
し
ん
だ
場
所
」

の
訪
問
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

現
実
的
な
回
答
と
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
こ
う
し
た
変
化
の
中
で
、
特
に
注

目
す
べ
き
は
「
次
の
海
外
旅
行
で
行
き
た
い

国
・
地
域
」
で
あ
る
。
2
0
2
2
年
度
調
査

に
お
い
て
「
日
本
」
と
回
答
し
た
人
は
全
体

で
52
%
、
1
位
と
な
っ
た
。
ア
ジ
ア
で
は
64

%
と
第
3
回
調
査
に
引
き
続
き
1
位
と
な
り
、

他
の
国
・
地
域
を
ポ
イ
ン
ト
数
で
大
き
く
引

き
離
し
、
高
い
人
気
を
維
持
し
て
い
る
。
一

方
で
、
欧
米
豪
で
は
、
ア
メ
リ
カ
（
36
%
）

に
次
い
で
日
本
（
29
%
）
は
2
位
と
な
っ
た

（
第
3
回
調
査
で
は
37
%
で
1
位
）（
図
7
）。

第
3
回
調
査
と
比
較
す
る
と
、
海
外
旅
行
先

と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
ポ
イ
ン
ト
が
上
昇
し
、

る
人
が
増
え
、
ま
だ
海
外
旅
行
を
実
施
し
て

い
な
い
人
も
「
計
画
段
階
」
に
移
行
し
つ
つ

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　欧
米
豪
に
お
け
る
海
外
旅
行
の
再
開
に
よ

り
、
次
の
海
外
旅
行
の
予
算
、
日
程
等
の
プ

ラ
ン
に
関
し
て
も
ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
で
変
化

が
み
ら
れ
た
。「
次
の
海
外
旅
行
の
予
算
」
が

「
増
え
る
」と「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
増
え
る
」

と
回
答
し
た
割
合
は
、
ア
ジ
ア
が
64
%
、
欧

米
豪
が
46
%
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
で
は

調
査
回
を
追
う
ご
と
に
そ
の
割
合
が
増
加
し

て
い
る
の
に
対
し
、
欧
米
豪
で
は
第
3
回
調

査
ま
で
は
ア
ジ
ア
と
同
様
だ
っ
た
も
の
の
、

2
0
2
2
年
度
調
査
で
は
、
第
3
回
調
査
と

比
較
し
て
、
そ
の
割
合
が
低
下
し
て
い
る（
図

5
）。
ま
た
、「
次
の
海
外
旅
行
の
滞
在
日
数
」

は
、
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に
「
長
く
な
る
」

と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
長
く
な
る
」
と
回

答
し
た
割
合
が
第
1
回
〜
第
3
回
調
査
ま
で

増
加
し
て
い
た
も
の
の
、
2
0
2
2
年
度
調

査
で
は
低
下
し
、
特
に
欧
米
豪
で
は
そ
の
傾

　今
夏
の
海
外
旅
行
市
場
は
欧
米
を
中
心
に

回
復
し
つ
つ
あ
る
状
況
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
2
0
2
2
年
6
月
の

海
外
渡
航
者
数
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
の

2
0
1
9
年
同
月
の
93
％
ま
で
回
復
し
て
い

る
。
同
様
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
2
0
1
9
年
同

月
の
73
%
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
帰
国
者
数

は
2
0
1
9
年
同
月
の
46
%
ま
で
回
復
し
て

い
る（
図
1
）。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
国
の
海
外
旅

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
以
下

「
新
型
コ
ロ
ナ
」）の
流
行
か
ら
2
年
以
上
の
時

間
が
経
過 

し
た
が
、
訪
日
外
客
数
は
新
型
コ

ロ
ナ
流
行
前
の
対
2
0
1
9
年
8
月
93
%
※
1

と
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な
回

復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
10
月
に
は

水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今

後
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　当
財
団
で
は
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

に
つ
い
て
2
本
の
独
自
調
査
※
2
（「
D
B
J
・

J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
意
向
調
査
」、「
J
T
B
F
訪
日
旅

行
商
品
調
査
」）
や
、
海
外
の
旅
行
会
社
、
関

係
機
関
を
対
象
と
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を

実
施
し
て
き
て
い
る
（
表
1
）。
本
稿
で
は
こ

れ
ら
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
海
外
旅
行
の

実
施
状
況
や
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化
し
た
旅

行
者
の
嗜
好
や
消
費
環
境
の
変
化
等
か
ら
、

訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な
再
始

動
に
向
け
た
考
察
を
行
っ
た
。

　な
お
、
本
稿
に
記
載
し
て
い
る
内
容
は

2
0
2
2
年
9
月
30
日
現
在
の
情
報
で
あ
る
。

※1:2021年7月から2022年6月に海外旅行を実施しておらず、かつ、
今後の海外旅行実施意向がある人

出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査   2022年度版

図8・9共通 出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査   2019年度版
DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査 （2020年度 新型コロナ影響度 特別調査）
DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査 （第2回 新型コロナ影響度 特別調査）
DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査 （第3回 新型コロナ影響度 特別調査）
DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査   2022年度版

行
の
行
き
先
は「
近
場
」が
選
択
さ
れ
て
い
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
人
出

国
者
の
方
面
別
構
成
比
は
、
メ
キ
シ
コ（
空
路
）、

カ
リ
ブ
海
諸
国
、
カ
ナ
ダ（
空
路
）、
中
央
ア

メ
リ
カ
等
、
近
隣
諸
国
が
半
数
程
度
を
占
め

て
お
り（
図
2
）、
イ
ギ
リ
ス
人
出
国
者
の
方

面
別
構
成
比
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
80
%
※
3

を
占

め
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
渡
航

先
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
と
近
隣
国
が
上
位
と
な
っ
た
※
4

。

ま
た
、「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・
欧
米

豪
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査

（
2
0
2
2
年
度
版
）」（
以
下
、「
2
0
2
2
年

度
調
査
」）に
お
い
て
、
過
去
1
年
間
に
実
施

し
た
海
外
旅
行
先
の
訪
問
経
験
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
欧
米
豪
で
は「
訪
問
経
験
が
あ
る
場
所
」

（
図
3
）を
訪
問
し
て
い
る
割
合
が
76
%
と
高

い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
上
か
ら
、
欧

米
で
は
海
外
旅
行
が
回
復
し
つ
つ
あ
る
も
の

の
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完
全
に
収
束
し
て

い
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
近
場
の
慣

れ
親
し
ん
だ
場
所
を
訪
れ
、
安
心
し
て
海
外

旅
行
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
旅
行
者
の
意
識

が
読
み
取
れ
る
。

　一
方
、
ア
ジ
ア
で
は
本
格
的
な
海
外
旅
行

の
回
復
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
は
2
0
2
2
年
7
月
の
出
国
者
数
は

2
0
1
9
年
同
月
の
57
%
ま
で
回
復
し
て
い

る
が
、
韓
国
で
は
2
0
1
9
年
同
月
の
29
%
、

台
湾
や
香
港
に
つ
い
て
は
2
0
1
9
年
同
月

の
10
%
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
東
ア
ジ
ア

で
回
復
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（
図
1
）。

　ま
た
、
次
の
海
外
旅
行
を
再
開
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
に
つ
い
て
も
、
ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
で
は
違
い

が
見
ら
れ
た
。
過
去
1
年
間（
2
0
2
1
年
7
月

〜
2
0
2
2
年
6
月
）の
海
外
旅
行
経
験
が
な
く
、

か
つ
、
今
後
の
海
外
旅
行
意
向
が
あ
る
人
を
対

象
に
、
海
外
旅
行
を
再
開
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
ア
ジ
ア
で
は「
渡
航
希
望
先
の

入
国
条
件
や
入
国
後
の
行
動
制
限
措
置
が
緩
和

さ
れ
た
ら
」（
36
%
）が
最
も
多
く
、
次
い
で「
新

型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
消
滅
し
て
か
ら
」（
33
%
）と

続
く
。一
方
で
、
欧
米
豪
で
は「
す
で
に
検
討
を

始
め
て
い
る
」（
26
%
）が
最
も
多
い（
図
4
）。
欧

米
豪
で
は
、
昨
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た

「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
欧
米
豪
訪
日
外
国

人
旅
行
者
の
意
向
調
査（
第
3
回
新
型
コ
ロ
ナ

影
響
度
特
別
調
査
）」（
以
下
、「
第
3
回
調
査
」）

で
は「
す
で
に
検
討
を
始
め
て
い
る
」は
8
%
で
、

第
3
回
調
査
か
ら
約
8
カ
月
の
間
に
18
ポ
イ
ン

ト
ア
ッ
プ
し
た
。

　ア
ジ
ア
で
は
海
外
旅
行
を
す
る
人
は
ご
く

一
部
で
、
そ
れ
以
外
の
海
外
旅
行
意
向
が
あ

る
人
の
予
定
に
つ
い
て
も
「
い
つ
の
日
か
新

型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
収
束
し
た
ら
ま
た
海
外

旅
行
に
行
き
た
い
」
と
い
う
「
興
味
・
関
心

段
階
」
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
欧

米
で
は
数
カ
月
の
間
に
海
外
旅
行
を
実
施
す

図 海外旅行
希望者※14 海外旅行を再開するタイミング（回答は最大３つまで）

アジア居住者（n=2,594）

近
場
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
人
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
を
海
外
旅
行
先
と
し
て
選
択
す
る
傾

向
が
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
状
況
は
タ
イ

の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
・
地
域
で
起

き
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
を
取
り
逃
し
て
い
た
我
が
国
に
と
っ
て

は
、
10
月
11
日
以
降
の
水
際
対
策
の
緩
和
は

本
格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復

へ
の
大
き
な
足
掛
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　今
後
、
順
調
に
海
外
旅
行
市
場
の
回
復
と
、

我
が
国
に
お
け
る
外
国
人
旅
行
者
の
受
入
が

進
め
ば
、
先
行
し
て
海
外
旅
行
を
再
開
し
て

い
た
欧
米
の
旅
行
者
が
海
外
旅
行
先
を
シ
ョ

ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
シ
フ
ト

（
2
）ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
で
異
な
る

次
回
の
海
外
旅
行
の
プ
ラ
ン

（
3
）欧
米
豪
で
の
海
外
旅
行
の
再
開
で

変
化
し
は
じ
め
た
海
外
旅
行
先

と
し
て
の
「
日
本
」
の
地
位

出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査 2022年度版

訪日インバウンド市場の本格的な再始動に向けて1
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図10 今後6カ月以内の旅行の実施意向※1、2

アジア居住者

宿泊国内旅行

日帰り国内旅行

海外旅行
（飛行機で5時間未満の距離）

海外旅行
（飛行機で5時間以上～

9時間未満の距離）

海外旅行
（飛行機で9時間以上の距離）

0%

51%
71%

73%

56%
71%
72%

28%
42%

49%

23%
36%

42%

20%
33%

37%

欧米豪居住者

宿泊国内旅行

日帰り国内旅行

海外旅行
（飛行機で5時間未満の距離）

海外旅行
（飛行機で5時間以上～

9時間未満の距離）

海外旅行
（飛行機で9時間以上の距離）

0%

63%
68%

75%

56%
65%

72%

33%
46%

50%

28%
42%

47%

28%
41%

44%

第1回
（n=2,072）

第2回
（n=2,012）

第3回
（n=2,105）

第1回
（n=4,194）

第2回
（n=4,127）

第3回
（n=4,189）20% 40% 60% 80% 20% 40% 60% 80%

20% 40% 60% 80% 20% 40% 60% 80%

※1 「サステナブルな取組」とは、地域の「自然や生物多様性の保全等」、「伝統・文化の保存・継承」、「地域経済の活性化や地域づくり」の保護と貢献への取組とする。
※2 本調査における世代区分 Ｚ世代（20～24歳）、ミレニアル（25～39歳）、Ｘ世代（40～54歳）、ベビーブーマー（55～59歳）

出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査 （第3回 新型コロナ影響度 特別調査）

図 全員11 海外旅行先や宿泊施設を検討する際の
サステナブルな取組の重視度（世代別）（回答は1つ）※1、2

図 全員12 海外旅行先や宿泊施設を検討する際の
サステナブルな取組の重視度（収入別）（回答は1つ）※1

Z世代
（n=383）

ミレニアル
（n=1,716）

X世代
（n=1,687）

ベビーブーマー
（n=403）

Z世代
（n=212）

ミレニアル
（n=856）

X世代
（n=782）

ベビーブーマー
（n=255）

アジア居住者
0%

35%

39%

35%

32%

0%

33%

31%

24%

16%

欧米豪居住者
100% 100%

重視
する

どちらかと
いえば
重視する

どちらでも
ない

どちらかと
いえば
重視しない

全く
重視しない

低収入層
（n=1,310）

中収入層
（n=1,450）

高収入層
（n=1,441）

アジア居住者
0%

34%

35%

36%

低収入層
（n=696）

中収入層
（n=766）

高収入層
（n=644）

0%

24%

25%

33%

欧米豪居住者
100% 100%

重視
する

どちらかと
いえば
重視する

どちらでも
ない

どちらかと
いえば
重視しない

全く
重視しない

16%

17%

21%

25%

45%

41%

40%

39%

46%

36%

34%

30%

19%

25%

33%

39%

41%

44%

41%

20%

19%

20%

35%

38%

34%

32%

28%

24%

                

※1　第1回調査～第3回調査まで聴取していた「今後6ヶ月以内にするであろうレジャー」の
選択肢から旅行に関する選択肢のみを抜き出している。
※2　「実施する」または「おそらく実施する」と回答した対象者の割合
第3回調査における割合で降順ソート
出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査（2020年度 新型コロナ影響度特別調査）
DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査 （第2回 新型コロナ影響度 特別調査）
DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査 （第3回 新型コロナ影響度 特別調査）

※1 「サステナブルな取組」とは、地域の「自然や生物多様性の保全等」、「伝統・文化の保存・継承」、「地域経済の活性化や地域づくり」の保護と貢献への取組とする。

（項目毎に回答。
回答は5段階の中から1つ選択）

し
、
日
本
は
そ
の
旅
行
先
候
補
の
一
つ
に
な

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
デ
ー
タ
（
図
10
）
が
示

す
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
の
旅
行
者
も
欧
米
豪
と

同
様
、
海
外
旅
行
は
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら

再
開
す
る
可
能
性
が
高
く
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
機
会
を
着
実
に
獲
得
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
外
国
人
旅
行
者
の

嗜
好
や
消
費
環
境
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化

し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
受
入
準
備
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
旅
行
者
の

嗜
好
変
化
の
例
と
し
て
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

旅
行
へ
の
関
心
の
高
ま
り
」「
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
」、

消
費
環
境
の
変
化
の
例
と
し
て
「
ア
ジ
ア
に

お
け
る
日
本
の
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と

質
向
上
」
の
3
点
を
紹
介
す
る
。

　昨
今
、コ
ロ
ナ
禍
で
急
速
に
広
ま
っ
た「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
」
な
取
組
に
対
す
る
意
識
は
海

外
旅
行
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
背
景

に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
、
個
人

の
些
細
な
行
動
が
、
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
を
実
感
す
る
機
会
と
な
り
、
地
球
環
境

や
社
会
問
題
を
他
人
事
で
は
な
く
、
自
分
事

と
捉
え
る
価
値
観
が
急
速
に
広
が
っ
た
こ
と

も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
旅
行
※
6

に
対
す
る
意
識
は
、
地

域
で
は
欧
米
豪
、世
代
で
は「
Z
世
代
」や「
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
若
年
層
（
図

11
）、
高
収
入
者
層
で
特
に
高
い
（
図
12
）。

　海
外
の
旅
行
会
社
で
は
、
こ
う
し
た
ニ
ー

ズ
を
反
映
し
た
商
品
を
販
売
し
て
い
る
※
7

。

Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
を
含
む
18
〜
35

歳
を
対
象
と
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

C
o
n
tiki T

ravel

社
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
に
感
度
の
高
い
若
年
層
の
嗜
好
を
捉

え
た
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
2
0
2
2
年
1
月
以
降
、

販
売
す
る
全
て
の
商
品
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
対
応
し
て
い
る
※
8

。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
で
働
く
ホ
ー
ム
レ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
商
品
や
、
ペ
ル
ー
で
は
あ
る
地
域
に
伝
わ

る
伝
統
的
な
織
物
を
織
る
職
工
と
交
流
で
き

る
商
品
等
※
9

を
販
売
し
て
い
る
。

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
旅
行
会
社D

yn
asty 

T
ravel

社
で
は
、
北
海
道
の
利
尻
島
を
舞

台
に
「
気
候
変
動
が
食
料
供
給
に
及
ぼ
す
影

響
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ツ
ア
ー
を
販
売
し
た
。

ツ
ア
ー
は
漁
業
体
験
を
通
じ
て
エ
ゾ
バ
フ
ン

ウ
ニ
が
地
球
温
暖
化
を
解
決
す
る
効
果
的
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
や
、
利
尻
島
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
こ
れ
ま
で
で
ど
の
よ
う
に
維
持
さ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
イ
タ
リ
ア
が

同
水
準
を
維
持
す
る
中
で
、
日
本
は
7
ポ
イ

ン
ト
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
（
図
8
）。
調
査

対
象
地
域
別
に
み
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
そ

の
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、
海
外
旅
行
先
と
し

て
の
日
本
の
選
択
率
は
第
3
回
調
査
と
比
較

す
る
と
12
ポ
イ
ン
ト
マ
イ
ナ
ス
な
っ
た
（
図

9
）。　こ

の
理
由
の
1
点
目
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
、
欧
米
豪
市
場
で
は
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル

か
ら
海
外
旅
行
が
再
開
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完
全
に
収
束
し

て
い
な
い
状
況
に
お
け
る
海
外
旅
行
は
、
先

述
の
通
り
、「
近
場
」
で
「
来
訪
経
験
の
あ
る

場
所
」
を
選
択
す
る
傾
向
が
あ
る
。
欧
米
豪

各
国
に
と
っ
て
日
本
は
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
該

当
し
、
ア
ジ
ア
に
比
べ
て
訪
日
経
験
割
合
は

低
い
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完

全
に
収
束
し
て
い
な
い
現
段
階
で
は
、
近
隣

の
国
・
地
域
が
現
実
的
な
選
択
肢
と
し
て
浮

上
し
、
相
対
的
に
日
本
の
選
択
率
が
低
下
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
2
点
目
は
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
い
た
我
が
国
の
水
際
対
策
で

あ
る
。
世
界
各
国
で
水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
前
と
同
様
に
海
外
旅
行

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
国
・
地
域
が
増
え

て
き
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
我
が
国

で
は
一
日
あ
た
り
の
入
国
者
数
の
上
限
を
設

け
、
ビ
ザ
の
取
得
や
旅
行
会
社
の
利
用
を
求

め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
と

同
様
の
旅
行
が
難
し
い
と
捉
え
ら
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。
当
財
団
が
2
0
2
2
年
8
〜
9

月
に
タ
イ
の
旅
行
会
社
を
対
象
に
実
施
し
た

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
※
5

に
お
い
て
も
、
タ
イ

人
の
訪
日
意
向
は
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る

も
の
の
、
ビ
ザ
取
得
に
要
す
る
コ
ス
ト
を
敬

遠
し
、
金
銭
的
・
時
間
的
余
裕
が
あ
る
人
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
特
に
ス
イ
ス
が
人
気
）
を
、

　欧
米
豪
に
お
け
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
自
国
・
地
域
で
の
実
施
率
と
訪
日

旅
行
で
の
体
験
意
向
の
関
係
を
み
る
と
、
自

国
・
地
域
で
実
施
し
て
い
る
活
動
を
訪
日
旅

行
で
も
体
験
し
た
い
傾
向
が
み
て
と
れ
る
。

ま
た
、
訪
日
旅
行
で
の
体
験
意
向
は「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」「
ハ
イ
キ
ン
グ
」「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」

「
登
山
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」等
、

山
岳
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る（
図
15
）。

　訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
を
支
え
て
い
た

ア
ジ
ア
で
は
、
高
い
訪
日
意
向
を
維
持
し
て

い
る
も
の
の
、
本
格
的
な
海
外
旅
行
需
要
の

回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
特
に
訪
日
リ
ピ

ー
タ
ー
割
合
、
訪
日
意
向
が
高
い
台
湾
や
香

港
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
で
は
日
本
に
行

け
な
く
て
も
現
地
で
日
本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
を
消
費
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

日
本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
が
拡
充
さ

れ
た
。

　モ
ノ
の
販
売
で
は
、
香
港
の
旅
行
会
社
の

E
コ
マ
ー
ス
へ
の
参
入
が
相
次
い
だ（
表
2
）。

旅
行
業
で
築
い
た
日
本
国
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、
日
本
各
地
の
生
鮮
食
品
、
日

本
の
メ
ー
カ
ー
の
菓
子
類
、
生
活
雑
貨
を
仕

入
れ
て
販
売
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
E
C
サ

イ
ト
の
商
品
は
山
梨
県
産
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
、
岡
山
県
産
の
白
桃
、
北
海
道
産
の

夕
張
メ
ロ
ン
等
、
現
地
で
も
人
気
が
高
い
日

本
各
地
の
果
物
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
当
財
団
が
タ
イ
の
旅
行
会
社
を
対
象
に

実
施
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
調
査
対

象
の
5
社
中
2
社
が
コ
ロ
ナ
禍
で
旅
行
業
以

外
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
開
始
し
て
い
た
。
う
ち
1

社
は
香
港
の
例
と
同
様
、
旅
行
業
で
築
い
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
日
本
の
調
味
料
を
仕
入

れ
、
一
般
消
費
者
だ
け
で
な
く
、
バ
ン
コ
ク

市
内
の
飲
食
店
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
等

に
も
卸
し
て
い
る
。
食
品
輸
入
業
を
開
始
し

た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
国
内
の
事
業
者
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、

職
員
の
日
本
食
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る
機

会
に
も
な
っ
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
今
後
は
こ

の
知
識
を
旅
行
業
に
お
い
て
日
本
の
食
体
験

れ
て
き
た
か
等
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
商
品
は

一
般
的
な
訪
日
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
が
平
均

1
5
0
0
〜
2
5
0
0
S
G
D  

に
対
し
、

1
0
6
0
0
S
G
D
（
約
1
0
7
万
円
程
度
）

〜
と
な
っ
て
お
り
、
高
収
入
者
層
に
も
訴
求

す
る
商
品
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン

ス
の
P
O
N
A
N
T
社
で
は
、
北
前
船
の
航

路
を
辿
る
ク
ル
ー
ズ
ツ
ア
ー
を
販
売
し
た
。

同
社
で
は
、
こ
の
ツ
ア
ー
に
お
い
て
窒
素
酸

化
物
排
出
量
の
削
減
、
速
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

等
に
よ
る
C
O
2

排
出
量
の
削
減
、
船
内
で

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
使
用
禁
止
、
廃
棄
物
の

再
利
用
等
を
実
施
し
て
い
る
。D

yn
asty 

T
ravel

社
やP

O
N
A
N
T

社
の
例
の
よ
う

に
、
ま
だ
商
品
数
は
多
く
な
い
も
の
の
、
訪

日
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
で
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
旅
行
を
扱
う
商
品
が
徐
々
に
増
え
て
き
て

い
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
密

を
避
け
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。

図
13
は
コ
ロ
ナ
禍
に
実
施
し
た
第
3
回
調
査

の
結
果
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に

ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
実
施
経
験
、

実
施
意
向
と
も
に
選
択
率
が
高
い
。
ま
た
、

当
財
団
が
タ
イ
で
旅
行
会
社
を
対
象
に
実
施

し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
で
も
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
現
在
で
は
バ
ン
コ
ク
郊
外
の
キ
ャ

ン
プ
場
が
人
気
を
集
め
て
い
る
と
い
う
。
こ

れ
ら
の
調
査
結
果
を
受
け
、
2
0
2
2
年
度

調
査
で
は
、
25
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
つ
い
て
自
国
・
地
域
で
の
実
施
経
験

と
訪
日
時
の
体
験
意
向
を
尋
ね
た
。

　ア
ジ
ア
で
は
、
自
国
・
地
域
で
の
実
施
率

は
低
い
が
、
訪
日
旅
行
で
の
体
験
意
向
が
高

い
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て

「
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
」
や
「
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
・
雪
遊
び
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
の
国
・
地
域
別
選
択
率
を
み
る
と
、

年
間
を
通
じ
て
気
温
が
高
く
降
雪
が
無
い
地

域
の
体
験
意
向
が
高
い
（
図
14
）。
こ
れ
ら

の
活
動
は
自
国
・
地
域
で
は
で
き
な
い
か
ら

こ
そ
、
訪
日
時
に
実
施
し
た
い
と
い
う
旅
行

者
の
希
望
が
伺
え
る
。
ま
た
、「
フ
ル
ー
ツ

狩
り
」、「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」、「
動
物
観
察
・

ふ
れ
あ
い
」、「
星
空
観
察
・
天
体
観
測
」
等
、

重
装
備
を
必
要
と
せ
ず
手
軽
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
体
験
意
向
も

高
い
。

環
境
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
コ

ン
テ
ン
ツ
を
準
備
し
、
発
信
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　そ
の
一
つ
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
旅
行
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
取
り

上
げ
た
。
欧
米
豪
の
旅
行
者
を
中
心
に
、
旅

行
先
や
利
用
す
る
事
業
者
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
を
行
っ
て
い
る
か
を
重
視
し
て
い
る

（
図
11
・
図
12
）
こ
と
は
先
述
の
通
り
だ
が
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す
る
旅
行
者

が
旅
行
先
で
実
施
し
た
い
取
組
は
、ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
と
も
に
「
ゴ
ミ
の
削
減
」（
ア
ジ
ア
で

は
33
%
、
欧
米
豪
で
は
23
%
）、
ア
ジ
ア
で
は
、

「
地
域
の
特
産
品
の
購
入
」（
25
%
）「
環
境
へ

の
影
響
を
考
慮
し
た
C
O
2

排
出
量
が
少
な

い
移
動
手
段
の
選
択
」（
22
%
）、
欧
米
豪
で

は
「
地
域
の
事
業
者
が
販
売
す
る
商
品
、
サ

ー
ビ
ス
を
適
正
価
格
で
購
入
」（
20
%
）、「
地

域
の
特
産
品
の
購
入
」（
20
%
）
と
続
く
（
図

16
）。
地
域
や
事
業
者
は
、
観
光
に
よ
っ
て

生
じ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
負
の
イ
ン
パ
ク

ト
を
軽
減
す
る
取
組
だ
け
で
な
く
、「
地
域

の
特
産
品
の
購
入
」、「
地
元
資
本
の
利
用
」、

「
適
正
価
格
で
の
購
入
」
等
、
旅
行
者
が
地

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
役
立
て
る
べ
く
準
備
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
会
社
で
は
、
食
品
輸
入

業
の
利
益
率
は
低
い
も
の
の
、
本
業
で
あ
る

旅
行
業
へ
の
好
影
響
を
も
た
ら
す
事
業
と
し

て
捉
え
、
今
後
も
し
ば
ら
く
は
継
続
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

　サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
よ

り
小
売
業
や
飲
食
業
界
の
日
系
企
業
が
積
極

的
に
香
港
へ
進
出
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
需
要
が
増
大
し
た
こ
と
か
ら
日
本
体
験
の

種
類
が
増
え
、
日
本
の
自
治
体
と
の
連
携
も

活
発
化
し
た
（
表
3
）。
例
え
ば
、
昨
年
の

夏
に
香
港
で
オ
ー
プ
ン
し
た
沖
縄
県
の
泡
盛

専
門
バ
ー
「
A
W
A 

A
W
A
」
で
は
、
沖
縄

県
内
の
複
数
の
酒
造
メ
ー
カ
ー
が
沖
縄
の
泡

盛
文
化
を
海
外
に
広
げ
よ
う
と
、
海
外
向
け

に
開
発
し
た
商
品
を
使
っ
た
カ
ク
テ
ル
を
提

供
し
て
い
る
。
ま
た
、
A
W
A 

A
W
A
で

は
日
本
国
内
の
店
舗
に
も
引
け
を
取
ら
な
い

数
の
銘
柄
を
取
り
揃
え
て
お
り
、
こ
の
点
に

お
い
て
も
現
地
の
人
か
ら
の
人
気
を
集
め
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
日
本

を
訪
問
せ
ず
と
も
、
日
本
の
食
を
は
じ
め
と

し
て
、
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
手
軽
に
体
験

で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
た
。

　2
0
2
2
年
に
入
り
、
欧
米
で
先
行
し
て

海
外
旅
行
需
要
が
回
復
し
た
こ
と
に
伴
い
、

欧
米
で
は
、
海
外
旅
行
先
と
し
て
の
日
本
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
要
因
の
一
つ

と
し
て
挙
げ
た
水
際
対
策
は
10
月
に
解
除
さ

れ
、
折
か
ら
の
円
安
も
追
い
風
に
な
り
、
本

格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
に

期
待
が
高
ま
る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
、

日
本
が
現
実
的
な
海
外
旅
行
先
の
一
つ
に
な

っ
た
と
伝
え
る
こ
と
に
加
え
、
魅
力
の
発
信

を
強
化
し
て
い
く
重
要
な
フ
ェ
ー
ズ
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
の
際
、引
き
続
き
、

外
国
人
旅
行
者
が
変
わ
ら
ず
期
待
す
る
日
本

の
魅
力 

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
、
外
国
人
旅
行
者
の
嗜
好
や
消
費

域
文
化
や
経
済
へ
の
貢
献
意
識
が
高
い
こ
と

も
踏
ま
え
、
観
光
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
プ
ラ

ス
に
作
用
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
取
組

が
必
要
な
の
か
、
旅
行
者
に
観
光
を
通
じ
て

ど
の
よ
う
に
協
力
し
て
も
ら
う
か
を
検
討
し

た
上
で
、
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　次
に
取
り
上
げ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
は
、
地
方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、

誘
客
に
つ
な
げ
る
チ
ャ
ン
ス
と
も
捉
え
ら
れ

る
。
ア
ジ
ア
で
訪
日
時
の
実
施
意
向
が
高
い

「
フ
ル
ー
ツ
狩
り
」「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」「
動

物
観
察
・
ふ
れ
あ
い
」「
星
空
観
察
・
天
体

観
測
」
は
、
特
定
の
地
域
に
依
ら
ず
日
本
各

地
で
実
施
可
能
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
の

特
色
を
打
ち
出
し
や
す
い
（
例
：「
フ
ル
ー

ツ
狩
り
」
は
日
本
全
国
で
可
能
だ
が
、
地
域

に
よ
っ
て
収
穫
で
き
る
果
物
は
異
な
る
）。

一
方
で
、
だ
か
ら
こ
そ
、
同
じ
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
っ
て
も
他
地
域
と
の

差
別
化
を
意
識
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
、

発
信
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
日

本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
で
き
る
環
境

が
以
前
に
も
増
し
て
充
実
し
、
商
品
の
質
が

向
上
し
て
い
る
。
今
後
、
本
格
的
に
ア
ジ
ア

か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
に
あ

た
っ
て
は
、
既
に
現
地
で
高
品
質
の
モ
ノ
、

サ
ー
ビ
ス
を
体
験
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、

日
本
だ
か
ら
こ
そ
購
入
で
き
る
、
体
験
で
き

る
価
値
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

　今
後
の
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
順
調
に
回

復
す
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
当
財
団
で
は
引

き
続
き
各
種
調
査
を
実
施
し
、
政
策
立
案
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
に
有
用
な
デ
ー
タ
を
発

信
し
て
い
き
た
い
。

（
か
き
し
ま 

あ
か
ね
）

向
が
顕
著
で
あ
る
（
図
6
）。

第
3
回
の
調
査
ま
で
は
、
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪

と
も
に
海
外
旅
行
は
興
味
・
関
心
段
階
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
長
く
海
外
旅
行
を
実
施
で

き
な
か
っ
た
分
、
通
常
よ
り
も
時
間
と
お
金

を
多
め
に
使
い
、
行
き
た
か
っ
た
場
所
を
訪

問
し
た
い
と
い
う
旅
行
者
の
純
粋
な
願
望
が

読
み
取
れ
た
が
、
2
0
2
2
年
に
入
り
、
欧

米
で
は
海
外
旅
行
が
再
開
し
、
計
画
段
階
に

移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
海
外
旅
行
に
お
け

る
予
算
も
「
近
場
で
慣
れ
親
し
ん
だ
場
所
」

の
訪
問
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

現
実
的
な
回
答
と
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
こ
う
し
た
変
化
の
中
で
、
特
に
注

目
す
べ
き
は
「
次
の
海
外
旅
行
で
行
き
た
い

国
・
地
域
」
で
あ
る
。
2
0
2
2
年
度
調
査

に
お
い
て
「
日
本
」
と
回
答
し
た
人
は
全
体

で
52
%
、
1
位
と
な
っ
た
。
ア
ジ
ア
で
は
64

%
と
第
3
回
調
査
に
引
き
続
き
1
位
と
な
り
、

他
の
国
・
地
域
を
ポ
イ
ン
ト
数
で
大
き
く
引

き
離
し
、
高
い
人
気
を
維
持
し
て
い
る
。
一

方
で
、
欧
米
豪
で
は
、
ア
メ
リ
カ
（
36
%
）

に
次
い
で
日
本
（
29
%
）
は
2
位
と
な
っ
た

（
第
3
回
調
査
で
は
37
%
で
1
位
）（
図
7
）。

第
3
回
調
査
と
比
較
す
る
と
、
海
外
旅
行
先

と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
ポ
イ
ン
ト
が
上
昇
し
、

る
人
が
増
え
、
ま
だ
海
外
旅
行
を
実
施
し
て

い
な
い
人
も
「
計
画
段
階
」
に
移
行
し
つ
つ

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　欧
米
豪
に
お
け
る
海
外
旅
行
の
再
開
に
よ

り
、
次
の
海
外
旅
行
の
予
算
、
日
程
等
の
プ

ラ
ン
に
関
し
て
も
ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
で
変
化

が
み
ら
れ
た
。「
次
の
海
外
旅
行
の
予
算
」
が

「
増
え
る
」と「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
増
え
る
」

と
回
答
し
た
割
合
は
、
ア
ジ
ア
が
64
%
、
欧

米
豪
が
46
%
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
で
は

調
査
回
を
追
う
ご
と
に
そ
の
割
合
が
増
加
し

て
い
る
の
に
対
し
、
欧
米
豪
で
は
第
3
回
調

査
ま
で
は
ア
ジ
ア
と
同
様
だ
っ
た
も
の
の
、

2
0
2
2
年
度
調
査
で
は
、
第
3
回
調
査
と

比
較
し
て
、
そ
の
割
合
が
低
下
し
て
い
る（
図

5
）。
ま
た
、「
次
の
海
外
旅
行
の
滞
在
日
数
」

は
、
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に
「
長
く
な
る
」

と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
長
く
な
る
」
と
回

答
し
た
割
合
が
第
1
回
〜
第
3
回
調
査
ま
で

増
加
し
て
い
た
も
の
の
、
2
0
2
2
年
度
調

査
で
は
低
下
し
、
特
に
欧
米
豪
で
は
そ
の
傾

　今
夏
の
海
外
旅
行
市
場
は
欧
米
を
中
心
に

回
復
し
つ
つ
あ
る
状
況
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
2
0
2
2
年
6
月
の

海
外
渡
航
者
数
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
の

2
0
1
9
年
同
月
の
93
％
ま
で
回
復
し
て
い

る
。
同
様
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
2
0
1
9
年
同

月
の
73
%
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
帰
国
者
数

は
2
0
1
9
年
同
月
の
46
%
ま
で
回
復
し
て

い
る（
図
1
）。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
国
の
海
外
旅

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
以
下

「
新
型
コ
ロ
ナ
」）の
流
行
か
ら
2
年
以
上
の
時

間
が
経
過 

し
た
が
、
訪
日
外
客
数
は
新
型
コ

ロ
ナ
流
行
前
の
対
2
0
1
9
年
8
月
93
%
※
1

と
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な
回

復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
10
月
に
は

水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今

後
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　当
財
団
で
は
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

に
つ
い
て
2
本
の
独
自
調
査
※
2
（「
D
B
J
・

J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
意
向
調
査
」、「
J
T
B
F
訪
日
旅

行
商
品
調
査
」）
や
、
海
外
の
旅
行
会
社
、
関

係
機
関
を
対
象
と
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を

実
施
し
て
き
て
い
る
（
表
1
）。
本
稿
で
は
こ

れ
ら
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
海
外
旅
行
の

実
施
状
況
や
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化
し
た
旅

行
者
の
嗜
好
や
消
費
環
境
の
変
化
等
か
ら
、

訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な
再
始

動
に
向
け
た
考
察
を
行
っ
た
。

　な
お
、
本
稿
に
記
載
し
て
い
る
内
容
は

2
0
2
2
年
9
月
30
日
現
在
の
情
報
で
あ
る
。
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行
の
行
き
先
は「
近
場
」が
選
択
さ
れ
て
い
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
人
出

国
者
の
方
面
別
構
成
比
は
、
メ
キ
シ
コ（
空
路
）、

カ
リ
ブ
海
諸
国
、
カ
ナ
ダ（
空
路
）、
中
央
ア

メ
リ
カ
等
、
近
隣
諸
国
が
半
数
程
度
を
占
め

て
お
り（
図
2
）、
イ
ギ
リ
ス
人
出
国
者
の
方

面
別
構
成
比
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
80
%
※
3

を
占

め
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
渡
航

先
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
と
近
隣
国
が
上
位
と
な
っ
た
※
4

。

ま
た
、「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・
欧
米

豪
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査

（
2
0
2
2
年
度
版
）」（
以
下
、「
2
0
2
2
年

度
調
査
」）に
お
い
て
、
過
去
1
年
間
に
実
施

し
た
海
外
旅
行
先
の
訪
問
経
験
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
欧
米
豪
で
は「
訪
問
経
験
が
あ
る
場
所
」

（
図
3
）を
訪
問
し
て
い
る
割
合
が
76
%
と
高

い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
上
か
ら
、
欧

米
で
は
海
外
旅
行
が
回
復
し
つ
つ
あ
る
も
の

の
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完
全
に
収
束
し
て

い
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
近
場
の
慣

れ
親
し
ん
だ
場
所
を
訪
れ
、
安
心
し
て
海
外

旅
行
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
旅
行
者
の
意
識

が
読
み
取
れ
る
。

　一
方
、
ア
ジ
ア
で
は
本
格
的
な
海
外
旅
行

の
回
復
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
は
2
0
2
2
年
7
月
の
出
国
者
数
は

2
0
1
9
年
同
月
の
57
%
ま
で
回
復
し
て
い

る
が
、
韓
国
で
は
2
0
1
9
年
同
月
の
29
%
、

台
湾
や
香
港
に
つ
い
て
は
2
0
1
9
年
同
月

の
10
%
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
東
ア
ジ
ア

で
回
復
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（
図
1
）。

　ま
た
、
次
の
海
外
旅
行
を
再
開
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
に
つ
い
て
も
、
ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
で
は
違
い

が
見
ら
れ
た
。
過
去
1
年
間（
2
0
2
1
年
7
月

〜
2
0
2
2
年
6
月
）の
海
外
旅
行
経
験
が
な
く
、

か
つ
、
今
後
の
海
外
旅
行
意
向
が
あ
る
人
を
対

象
に
、
海
外
旅
行
を
再
開
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
ア
ジ
ア
で
は「
渡
航
希
望
先
の

入
国
条
件
や
入
国
後
の
行
動
制
限
措
置
が
緩
和

さ
れ
た
ら
」（
36
%
）が
最
も
多
く
、
次
い
で「
新

型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
消
滅
し
て
か
ら
」（
33
%
）と

続
く
。一
方
で
、
欧
米
豪
で
は「
す
で
に
検
討
を

始
め
て
い
る
」（
26
%
）が
最
も
多
い（
図
4
）。
欧

米
豪
で
は
、
昨
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た

「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
欧
米
豪
訪
日
外
国

人
旅
行
者
の
意
向
調
査（
第
3
回
新
型
コ
ロ
ナ

影
響
度
特
別
調
査
）」（
以
下
、「
第
3
回
調
査
」）

で
は「
す
で
に
検
討
を
始
め
て
い
る
」は
8
%
で
、

第
3
回
調
査
か
ら
約
8
カ
月
の
間
に
18
ポ
イ
ン

ト
ア
ッ
プ
し
た
。

　ア
ジ
ア
で
は
海
外
旅
行
を
す
る
人
は
ご
く

一
部
で
、
そ
れ
以
外
の
海
外
旅
行
意
向
が
あ

る
人
の
予
定
に
つ
い
て
も
「
い
つ
の
日
か
新

型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
収
束
し
た
ら
ま
た
海
外

旅
行
に
行
き
た
い
」
と
い
う
「
興
味
・
関
心

段
階
」
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
欧

米
で
は
数
カ
月
の
間
に
海
外
旅
行
を
実
施
す

近
場
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
人
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
を
海
外
旅
行
先
と
し
て
選
択
す
る
傾

向
が
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
状
況
は
タ
イ

の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
・
地
域
で
起

き
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
を
取
り
逃
し
て
い
た
我
が
国
に
と
っ
て

は
、
10
月
11
日
以
降
の
水
際
対
策
の
緩
和
は

本
格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復

へ
の
大
き
な
足
掛
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　今
後
、
順
調
に
海
外
旅
行
市
場
の
回
復
と
、

我
が
国
に
お
け
る
外
国
人
旅
行
者
の
受
入
が

進
め
ば
、
先
行
し
て
海
外
旅
行
を
再
開
し
て

い
た
欧
米
の
旅
行
者
が
海
外
旅
行
先
を
シ
ョ

ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
シ
フ
ト

2.
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

変
化
し
た
旅
行
者
の

嗜
好
や
消
費
環
境

（
１
）サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
旅
行
へ
の

関
心
の
高
ま
り

訪日インバウンド市場の本格的な再始動に向けて1

8
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図10 今後6カ月以内の旅行の実施意向※1、2

アジア居住者

宿泊国内旅行

日帰り国内旅行

海外旅行
（飛行機で5時間未満の距離）

海外旅行
（飛行機で5時間以上～

9時間未満の距離）

海外旅行
（飛行機で9時間以上の距離）
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72%
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33%

37%

欧米豪居住者

宿泊国内旅行

日帰り国内旅行

海外旅行
（飛行機で5時間未満の距離）

海外旅行
（飛行機で5時間以上～

9時間未満の距離）

海外旅行
（飛行機で9時間以上の距離）

0%

63%
68%

75%

56%
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42%

47%
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第1回
（n=2,072）

第2回
（n=2,012）

第3回
（n=2,105）

第1回
（n=4,194）

第2回
（n=4,127）

第3回
（n=4,189）20% 40% 60% 80% 20% 40% 60% 80%

20% 40% 60% 80% 20% 40% 60% 80%

※1 「サステナブルな取組」とは、地域の「自然や生物多様性の保全等」、「伝統・文化の保存・継承」、「地域経済の活性化や地域づくり」の保護と貢献への取組とする。
※2 本調査における世代区分 Ｚ世代（20～24歳）、ミレニアル（25～39歳）、Ｘ世代（40～54歳）、ベビーブーマー（55～59歳）

出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査 （第3回 新型コロナ影響度 特別調査）

図 全員11 海外旅行先や宿泊施設を検討する際の
サステナブルな取組の重視度（世代別）（回答は1つ）※1、2

図 全員12 海外旅行先や宿泊施設を検討する際の
サステナブルな取組の重視度（収入別）（回答は1つ）※1
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ベビーブーマー
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（n=1,310）

中収入層
（n=1,450）

高収入層
（n=1,441）

アジア居住者
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34%

35%

36%

低収入層
（n=696）

中収入層
（n=766）

高収入層
（n=644）

0%

24%

25%

33%

欧米豪居住者
100% 100%

重視
する

どちらかと
いえば
重視する

どちらでも
ない

どちらかと
いえば
重視しない

全く
重視しない
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41%

44%

41%

20%

19%
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35%

38%
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※1　第1回調査～第3回調査まで聴取していた「今後6ヶ月以内にするであろうレジャー」の
選択肢から旅行に関する選択肢のみを抜き出している。
※2　「実施する」または「おそらく実施する」と回答した対象者の割合
第3回調査における割合で降順ソート
出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査（2020年度 新型コロナ影響度特別調査）
DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査 （第2回 新型コロナ影響度 特別調査）
DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査 （第3回 新型コロナ影響度 特別調査）

※1 「サステナブルな取組」とは、地域の「自然や生物多様性の保全等」、「伝統・文化の保存・継承」、「地域経済の活性化や地域づくり」の保護と貢献への取組とする。

（項目毎に回答。
回答は5段階の中から1つ選択）

し
、
日
本
は
そ
の
旅
行
先
候
補
の
一
つ
に
な

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
デ
ー
タ
（
図
10
）
が
示

す
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
の
旅
行
者
も
欧
米
豪
と

同
様
、
海
外
旅
行
は
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら

再
開
す
る
可
能
性
が
高
く
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
機
会
を
着
実
に
獲
得
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
外
国
人
旅
行
者
の

嗜
好
や
消
費
環
境
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化

し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
受
入
準
備
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
旅
行
者
の

嗜
好
変
化
の
例
と
し
て
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

旅
行
へ
の
関
心
の
高
ま
り
」「
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
」、

消
費
環
境
の
変
化
の
例
と
し
て
「
ア
ジ
ア
に

お
け
る
日
本
の
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と

質
向
上
」
の
3
点
を
紹
介
す
る
。

　昨
今
、コ
ロ
ナ
禍
で
急
速
に
広
ま
っ
た「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
」
な
取
組
に
対
す
る
意
識
は
海

外
旅
行
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
背
景

に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
、
個
人

の
些
細
な
行
動
が
、
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
を
実
感
す
る
機
会
と
な
り
、
地
球
環
境

や
社
会
問
題
を
他
人
事
で
は
な
く
、
自
分
事

と
捉
え
る
価
値
観
が
急
速
に
広
が
っ
た
こ
と

も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
旅
行
※
6

に
対
す
る
意
識
は
、
地

域
で
は
欧
米
豪
、世
代
で
は「
Z
世
代
」や「
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
若
年
層
（
図

11
）、
高
収
入
者
層
で
特
に
高
い
（
図
12
）。

　海
外
の
旅
行
会
社
で
は
、
こ
う
し
た
ニ
ー

ズ
を
反
映
し
た
商
品
を
販
売
し
て
い
る
※
7

。

Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
を
含
む
18
〜
35

歳
を
対
象
と
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

C
o
n
tiki T

ravel

社
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
に
感
度
の
高
い
若
年
層
の
嗜
好
を
捉

え
た
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
2
0
2
2
年
1
月
以
降
、

販
売
す
る
全
て
の
商
品
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
対
応
し
て
い
る
※
8

。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
で
働
く
ホ
ー
ム
レ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
商
品
や
、
ペ
ル
ー
で
は
あ
る
地
域
に
伝
わ

る
伝
統
的
な
織
物
を
織
る
職
工
と
交
流
で
き

る
商
品
等
※
9

を
販
売
し
て
い
る
。

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
旅
行
会
社D

yn
asty 

T
ravel

社
で
は
、
北
海
道
の
利
尻
島
を
舞

台
に
「
気
候
変
動
が
食
料
供
給
に
及
ぼ
す
影

響
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ツ
ア
ー
を
販
売
し
た
。

ツ
ア
ー
は
漁
業
体
験
を
通
じ
て
エ
ゾ
バ
フ
ン

ウ
ニ
が
地
球
温
暖
化
を
解
決
す
る
効
果
的
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
や
、
利
尻
島
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
こ
れ
ま
で
で
ど
の
よ
う
に
維
持
さ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
イ
タ
リ
ア
が

同
水
準
を
維
持
す
る
中
で
、
日
本
は
7
ポ
イ

ン
ト
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
（
図
8
）。
調
査

対
象
地
域
別
に
み
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
そ

の
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、
海
外
旅
行
先
と
し

て
の
日
本
の
選
択
率
は
第
3
回
調
査
と
比
較

す
る
と
12
ポ
イ
ン
ト
マ
イ
ナ
ス
な
っ
た
（
図

9
）。　こ

の
理
由
の
1
点
目
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
、
欧
米
豪
市
場
で
は
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル

か
ら
海
外
旅
行
が
再
開
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完
全
に
収
束
し

て
い
な
い
状
況
に
お
け
る
海
外
旅
行
は
、
先

述
の
通
り
、「
近
場
」
で
「
来
訪
経
験
の
あ
る

場
所
」
を
選
択
す
る
傾
向
が
あ
る
。
欧
米
豪

各
国
に
と
っ
て
日
本
は
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
該

当
し
、
ア
ジ
ア
に
比
べ
て
訪
日
経
験
割
合
は

低
い
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完

全
に
収
束
し
て
い
な
い
現
段
階
で
は
、
近
隣

の
国
・
地
域
が
現
実
的
な
選
択
肢
と
し
て
浮

上
し
、
相
対
的
に
日
本
の
選
択
率
が
低
下
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
2
点
目
は
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
い
た
我
が
国
の
水
際
対
策
で

あ
る
。
世
界
各
国
で
水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
前
と
同
様
に
海
外
旅
行

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
国
・
地
域
が
増
え

て
き
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
我
が
国

で
は
一
日
あ
た
り
の
入
国
者
数
の
上
限
を
設

け
、
ビ
ザ
の
取
得
や
旅
行
会
社
の
利
用
を
求

め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
と

同
様
の
旅
行
が
難
し
い
と
捉
え
ら
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。
当
財
団
が
2
0
2
2
年
8
〜
9

月
に
タ
イ
の
旅
行
会
社
を
対
象
に
実
施
し
た

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
※
5

に
お
い
て
も
、
タ
イ

人
の
訪
日
意
向
は
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る

も
の
の
、
ビ
ザ
取
得
に
要
す
る
コ
ス
ト
を
敬

遠
し
、
金
銭
的
・
時
間
的
余
裕
が
あ
る
人
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
特
に
ス
イ
ス
が
人
気
）
を
、

　欧
米
豪
に
お
け
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
自
国
・
地
域
で
の
実
施
率
と
訪
日

旅
行
で
の
体
験
意
向
の
関
係
を
み
る
と
、
自

国
・
地
域
で
実
施
し
て
い
る
活
動
を
訪
日
旅

行
で
も
体
験
し
た
い
傾
向
が
み
て
と
れ
る
。

ま
た
、
訪
日
旅
行
で
の
体
験
意
向
は「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」「
ハ
イ
キ
ン
グ
」「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」

「
登
山
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」等
、

山
岳
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る（
図
15
）。

　訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
を
支
え
て
い
た

ア
ジ
ア
で
は
、
高
い
訪
日
意
向
を
維
持
し
て

い
る
も
の
の
、
本
格
的
な
海
外
旅
行
需
要
の

回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
特
に
訪
日
リ
ピ

ー
タ
ー
割
合
、
訪
日
意
向
が
高
い
台
湾
や
香

港
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
で
は
日
本
に
行

け
な
く
て
も
現
地
で
日
本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
を
消
費
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

日
本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
が
拡
充
さ

れ
た
。

　モ
ノ
の
販
売
で
は
、
香
港
の
旅
行
会
社
の

E
コ
マ
ー
ス
へ
の
参
入
が
相
次
い
だ（
表
2
）。

旅
行
業
で
築
い
た
日
本
国
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、
日
本
各
地
の
生
鮮
食
品
、
日

本
の
メ
ー
カ
ー
の
菓
子
類
、
生
活
雑
貨
を
仕

入
れ
て
販
売
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
E
C
サ

イ
ト
の
商
品
は
山
梨
県
産
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
、
岡
山
県
産
の
白
桃
、
北
海
道
産
の

夕
張
メ
ロ
ン
等
、
現
地
で
も
人
気
が
高
い
日

本
各
地
の
果
物
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
当
財
団
が
タ
イ
の
旅
行
会
社
を
対
象
に

実
施
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
調
査
対

象
の
5
社
中
2
社
が
コ
ロ
ナ
禍
で
旅
行
業
以

外
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
開
始
し
て
い
た
。
う
ち
1

社
は
香
港
の
例
と
同
様
、
旅
行
業
で
築
い
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
日
本
の
調
味
料
を
仕
入

れ
、
一
般
消
費
者
だ
け
で
な
く
、
バ
ン
コ
ク

市
内
の
飲
食
店
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
等

に
も
卸
し
て
い
る
。
食
品
輸
入
業
を
開
始
し

た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
国
内
の
事
業
者
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、

職
員
の
日
本
食
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る
機

会
に
も
な
っ
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
今
後
は
こ

の
知
識
を
旅
行
業
に
お
い
て
日
本
の
食
体
験

れ
て
き
た
か
等
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
商
品
は

一
般
的
な
訪
日
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
が
平
均

1
5
0
0
〜
2
5
0
0
S
G
D  

に
対
し
、

1
0
6
0
0
S
G
D
（
約
1
0
7
万
円
程
度
）

〜
と
な
っ
て
お
り
、
高
収
入
者
層
に
も
訴
求

す
る
商
品
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン

ス
の
P
O
N
A
N
T
社
で
は
、
北
前
船
の
航

路
を
辿
る
ク
ル
ー
ズ
ツ
ア
ー
を
販
売
し
た
。

同
社
で
は
、
こ
の
ツ
ア
ー
に
お
い
て
窒
素
酸

化
物
排
出
量
の
削
減
、
速
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

等
に
よ
る
C
O
2

排
出
量
の
削
減
、
船
内
で

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
使
用
禁
止
、
廃
棄
物
の

再
利
用
等
を
実
施
し
て
い
る
。D

yn
asty 

T
ravel

社
やP

O
N
A
N
T

社
の
例
の
よ
う

に
、
ま
だ
商
品
数
は
多
く
な
い
も
の
の
、
訪

日
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
で
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
旅
行
を
扱
う
商
品
が
徐
々
に
増
え
て
き
て

い
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
密

を
避
け
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。

図
13
は
コ
ロ
ナ
禍
に
実
施
し
た
第
3
回
調
査

の
結
果
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に

ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
実
施
経
験
、

実
施
意
向
と
も
に
選
択
率
が
高
い
。
ま
た
、

当
財
団
が
タ
イ
で
旅
行
会
社
を
対
象
に
実
施

し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
で
も
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
現
在
で
は
バ
ン
コ
ク
郊
外
の
キ
ャ

ン
プ
場
が
人
気
を
集
め
て
い
る
と
い
う
。
こ

れ
ら
の
調
査
結
果
を
受
け
、
2
0
2
2
年
度

調
査
で
は
、
25
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
つ
い
て
自
国
・
地
域
で
の
実
施
経
験

と
訪
日
時
の
体
験
意
向
を
尋
ね
た
。

　ア
ジ
ア
で
は
、
自
国
・
地
域
で
の
実
施
率

は
低
い
が
、
訪
日
旅
行
で
の
体
験
意
向
が
高

い
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て

「
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
」
や
「
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
・
雪
遊
び
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
の
国
・
地
域
別
選
択
率
を
み
る
と
、

年
間
を
通
じ
て
気
温
が
高
く
降
雪
が
無
い
地

域
の
体
験
意
向
が
高
い
（
図
14
）。
こ
れ
ら

の
活
動
は
自
国
・
地
域
で
は
で
き
な
い
か
ら

こ
そ
、
訪
日
時
に
実
施
し
た
い
と
い
う
旅
行

者
の
希
望
が
伺
え
る
。
ま
た
、「
フ
ル
ー
ツ

狩
り
」、「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」、「
動
物
観
察
・

ふ
れ
あ
い
」、「
星
空
観
察
・
天
体
観
測
」
等
、

重
装
備
を
必
要
と
せ
ず
手
軽
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
体
験
意
向
も

高
い
。

環
境
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
コ

ン
テ
ン
ツ
を
準
備
し
、
発
信
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　そ
の
一
つ
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
旅
行
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
取
り

上
げ
た
。
欧
米
豪
の
旅
行
者
を
中
心
に
、
旅

行
先
や
利
用
す
る
事
業
者
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
を
行
っ
て
い
る
か
を
重
視
し
て
い
る

（
図
11
・
図
12
）
こ
と
は
先
述
の
通
り
だ
が
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す
る
旅
行
者

が
旅
行
先
で
実
施
し
た
い
取
組
は
、ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
と
も
に
「
ゴ
ミ
の
削
減
」（
ア
ジ
ア
で

は
33
%
、
欧
米
豪
で
は
23
%
）、
ア
ジ
ア
で
は
、

「
地
域
の
特
産
品
の
購
入
」（
25
%
）「
環
境
へ

の
影
響
を
考
慮
し
た
C
O
2

排
出
量
が
少
な

い
移
動
手
段
の
選
択
」（
22
%
）、
欧
米
豪
で

は
「
地
域
の
事
業
者
が
販
売
す
る
商
品
、
サ

ー
ビ
ス
を
適
正
価
格
で
購
入
」（
20
%
）、「
地

域
の
特
産
品
の
購
入
」（
20
%
）
と
続
く
（
図

16
）。
地
域
や
事
業
者
は
、
観
光
に
よ
っ
て

生
じ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
負
の
イ
ン
パ
ク

ト
を
軽
減
す
る
取
組
だ
け
で
な
く
、「
地
域

の
特
産
品
の
購
入
」、「
地
元
資
本
の
利
用
」、

「
適
正
価
格
で
の
購
入
」
等
、
旅
行
者
が
地

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
役
立
て
る
べ
く
準
備
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
会
社
で
は
、
食
品
輸
入

業
の
利
益
率
は
低
い
も
の
の
、
本
業
で
あ
る

旅
行
業
へ
の
好
影
響
を
も
た
ら
す
事
業
と
し

て
捉
え
、
今
後
も
し
ば
ら
く
は
継
続
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

　サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
よ

り
小
売
業
や
飲
食
業
界
の
日
系
企
業
が
積
極

的
に
香
港
へ
進
出
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
需
要
が
増
大
し
た
こ
と
か
ら
日
本
体
験
の

種
類
が
増
え
、
日
本
の
自
治
体
と
の
連
携
も

活
発
化
し
た
（
表
3
）。
例
え
ば
、
昨
年
の

夏
に
香
港
で
オ
ー
プ
ン
し
た
沖
縄
県
の
泡
盛

専
門
バ
ー
「
A
W
A 

A
W
A
」
で
は
、
沖
縄

県
内
の
複
数
の
酒
造
メ
ー
カ
ー
が
沖
縄
の
泡

盛
文
化
を
海
外
に
広
げ
よ
う
と
、
海
外
向
け

に
開
発
し
た
商
品
を
使
っ
た
カ
ク
テ
ル
を
提

供
し
て
い
る
。
ま
た
、
A
W
A 

A
W
A
で

は
日
本
国
内
の
店
舗
に
も
引
け
を
取
ら
な
い

数
の
銘
柄
を
取
り
揃
え
て
お
り
、
こ
の
点
に

お
い
て
も
現
地
の
人
か
ら
の
人
気
を
集
め
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
日
本

を
訪
問
せ
ず
と
も
、
日
本
の
食
を
は
じ
め
と

し
て
、
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
手
軽
に
体
験

で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
た
。

　2
0
2
2
年
に
入
り
、
欧
米
で
先
行
し
て

海
外
旅
行
需
要
が
回
復
し
た
こ
と
に
伴
い
、

欧
米
で
は
、
海
外
旅
行
先
と
し
て
の
日
本
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
要
因
の
一
つ

と
し
て
挙
げ
た
水
際
対
策
は
10
月
に
解
除
さ

れ
、
折
か
ら
の
円
安
も
追
い
風
に
な
り
、
本

格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
に

期
待
が
高
ま
る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
、

日
本
が
現
実
的
な
海
外
旅
行
先
の
一
つ
に
な

っ
た
と
伝
え
る
こ
と
に
加
え
、
魅
力
の
発
信

を
強
化
し
て
い
く
重
要
な
フ
ェ
ー
ズ
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
の
際
、引
き
続
き
、

外
国
人
旅
行
者
が
変
わ
ら
ず
期
待
す
る
日
本

の
魅
力 

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
、
外
国
人
旅
行
者
の
嗜
好
や
消
費

域
文
化
や
経
済
へ
の
貢
献
意
識
が
高
い
こ
と

も
踏
ま
え
、
観
光
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
プ
ラ

ス
に
作
用
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
取
組

が
必
要
な
の
か
、
旅
行
者
に
観
光
を
通
じ
て

ど
の
よ
う
に
協
力
し
て
も
ら
う
か
を
検
討
し

た
上
で
、
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　次
に
取
り
上
げ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
は
、
地
方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、

誘
客
に
つ
な
げ
る
チ
ャ
ン
ス
と
も
捉
え
ら
れ

る
。
ア
ジ
ア
で
訪
日
時
の
実
施
意
向
が
高
い

「
フ
ル
ー
ツ
狩
り
」「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」「
動

物
観
察
・
ふ
れ
あ
い
」「
星
空
観
察
・
天
体

観
測
」
は
、
特
定
の
地
域
に
依
ら
ず
日
本
各

地
で
実
施
可
能
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
の

特
色
を
打
ち
出
し
や
す
い
（
例
：「
フ
ル
ー

ツ
狩
り
」
は
日
本
全
国
で
可
能
だ
が
、
地
域

に
よ
っ
て
収
穫
で
き
る
果
物
は
異
な
る
）。

一
方
で
、
だ
か
ら
こ
そ
、
同
じ
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
っ
て
も
他
地
域
と
の

差
別
化
を
意
識
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
、

発
信
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
日

本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
で
き
る
環
境

が
以
前
に
も
増
し
て
充
実
し
、
商
品
の
質
が

向
上
し
て
い
る
。
今
後
、
本
格
的
に
ア
ジ
ア

か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
に
あ

た
っ
て
は
、
既
に
現
地
で
高
品
質
の
モ
ノ
、

サ
ー
ビ
ス
を
体
験
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、

日
本
だ
か
ら
こ
そ
購
入
で
き
る
、
体
験
で
き

る
価
値
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

　今
後
の
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
順
調
に
回

復
す
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
当
財
団
で
は
引

き
続
き
各
種
調
査
を
実
施
し
、
政
策
立
案
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
に
有
用
な
デ
ー
タ
を
発

信
し
て
い
き
た
い
。

（
か
き
し
ま 

あ
か
ね
）

向
が
顕
著
で
あ
る
（
図
6
）。

第
3
回
の
調
査
ま
で
は
、
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪

と
も
に
海
外
旅
行
は
興
味
・
関
心
段
階
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
長
く
海
外
旅
行
を
実
施
で

き
な
か
っ
た
分
、
通
常
よ
り
も
時
間
と
お
金

を
多
め
に
使
い
、
行
き
た
か
っ
た
場
所
を
訪

問
し
た
い
と
い
う
旅
行
者
の
純
粋
な
願
望
が

読
み
取
れ
た
が
、
2
0
2
2
年
に
入
り
、
欧

米
で
は
海
外
旅
行
が
再
開
し
、
計
画
段
階
に

移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
海
外
旅
行
に
お
け

る
予
算
も
「
近
場
で
慣
れ
親
し
ん
だ
場
所
」

の
訪
問
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

現
実
的
な
回
答
と
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
こ
う
し
た
変
化
の
中
で
、
特
に
注

目
す
べ
き
は
「
次
の
海
外
旅
行
で
行
き
た
い

国
・
地
域
」
で
あ
る
。
2
0
2
2
年
度
調
査

に
お
い
て
「
日
本
」
と
回
答
し
た
人
は
全
体

で
52
%
、
1
位
と
な
っ
た
。
ア
ジ
ア
で
は
64

%
と
第
3
回
調
査
に
引
き
続
き
1
位
と
な
り
、

他
の
国
・
地
域
を
ポ
イ
ン
ト
数
で
大
き
く
引

き
離
し
、
高
い
人
気
を
維
持
し
て
い
る
。
一

方
で
、
欧
米
豪
で
は
、
ア
メ
リ
カ
（
36
%
）

に
次
い
で
日
本
（
29
%
）
は
2
位
と
な
っ
た

（
第
3
回
調
査
で
は
37
%
で
1
位
）（
図
7
）。

第
3
回
調
査
と
比
較
す
る
と
、
海
外
旅
行
先

と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
ポ
イ
ン
ト
が
上
昇
し
、

る
人
が
増
え
、
ま
だ
海
外
旅
行
を
実
施
し
て

い
な
い
人
も
「
計
画
段
階
」
に
移
行
し
つ
つ

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　欧
米
豪
に
お
け
る
海
外
旅
行
の
再
開
に
よ

り
、
次
の
海
外
旅
行
の
予
算
、
日
程
等
の
プ

ラ
ン
に
関
し
て
も
ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
で
変
化

が
み
ら
れ
た
。「
次
の
海
外
旅
行
の
予
算
」
が

「
増
え
る
」と「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
増
え
る
」

と
回
答
し
た
割
合
は
、
ア
ジ
ア
が
64
%
、
欧

米
豪
が
46
%
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
で
は

調
査
回
を
追
う
ご
と
に
そ
の
割
合
が
増
加
し

て
い
る
の
に
対
し
、
欧
米
豪
で
は
第
3
回
調

査
ま
で
は
ア
ジ
ア
と
同
様
だ
っ
た
も
の
の
、

2
0
2
2
年
度
調
査
で
は
、
第
3
回
調
査
と

比
較
し
て
、
そ
の
割
合
が
低
下
し
て
い
る（
図

5
）。
ま
た
、「
次
の
海
外
旅
行
の
滞
在
日
数
」

は
、
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に
「
長
く
な
る
」

と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
長
く
な
る
」
と
回

答
し
た
割
合
が
第
1
回
〜
第
3
回
調
査
ま
で

増
加
し
て
い
た
も
の
の
、
2
0
2
2
年
度
調

査
で
は
低
下
し
、
特
に
欧
米
豪
で
は
そ
の
傾

　今
夏
の
海
外
旅
行
市
場
は
欧
米
を
中
心
に

回
復
し
つ
つ
あ
る
状
況
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
2
0
2
2
年
6
月
の

海
外
渡
航
者
数
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
の

2
0
1
9
年
同
月
の
93
％
ま
で
回
復
し
て
い

る
。
同
様
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
2
0
1
9
年
同

月
の
73
%
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
帰
国
者
数

は
2
0
1
9
年
同
月
の
46
%
ま
で
回
復
し
て

い
る（
図
1
）。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
国
の
海
外
旅

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
以
下

「
新
型
コ
ロ
ナ
」）の
流
行
か
ら
2
年
以
上
の
時

間
が
経
過 

し
た
が
、
訪
日
外
客
数
は
新
型
コ

ロ
ナ
流
行
前
の
対
2
0
1
9
年
8
月
93
%
※
1

と
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な
回

復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
10
月
に
は

水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今

後
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　当
財
団
で
は
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

に
つ
い
て
2
本
の
独
自
調
査
※
2
（「
D
B
J
・

J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
意
向
調
査
」、「
J
T
B
F
訪
日
旅

行
商
品
調
査
」）
や
、
海
外
の
旅
行
会
社
、
関

係
機
関
を
対
象
と
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を

実
施
し
て
き
て
い
る
（
表
1
）。
本
稿
で
は
こ

れ
ら
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
海
外
旅
行
の

実
施
状
況
や
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化
し
た
旅

行
者
の
嗜
好
や
消
費
環
境
の
変
化
等
か
ら
、

訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な
再
始

動
に
向
け
た
考
察
を
行
っ
た
。

　な
お
、
本
稿
に
記
載
し
て
い
る
内
容
は

2
0
2
2
年
9
月
30
日
現
在
の
情
報
で
あ
る
。
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行
の
行
き
先
は「
近
場
」が
選
択
さ
れ
て
い
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
人
出

国
者
の
方
面
別
構
成
比
は
、
メ
キ
シ
コ（
空
路
）、

カ
リ
ブ
海
諸
国
、
カ
ナ
ダ（
空
路
）、
中
央
ア

メ
リ
カ
等
、
近
隣
諸
国
が
半
数
程
度
を
占
め

て
お
り（
図
2
）、
イ
ギ
リ
ス
人
出
国
者
の
方

面
別
構
成
比
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
80
%
※
3

を
占

め
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
渡
航

先
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
と
近
隣
国
が
上
位
と
な
っ
た
※
4

。

ま
た
、「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・
欧
米

豪
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査

（
2
0
2
2
年
度
版
）」（
以
下
、「
2
0
2
2
年

度
調
査
」）に
お
い
て
、
過
去
1
年
間
に
実
施

し
た
海
外
旅
行
先
の
訪
問
経
験
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
欧
米
豪
で
は「
訪
問
経
験
が
あ
る
場
所
」

（
図
3
）を
訪
問
し
て
い
る
割
合
が
76
%
と
高

い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
上
か
ら
、
欧

米
で
は
海
外
旅
行
が
回
復
し
つ
つ
あ
る
も
の

の
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完
全
に
収
束
し
て

い
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
近
場
の
慣

れ
親
し
ん
だ
場
所
を
訪
れ
、
安
心
し
て
海
外

旅
行
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
旅
行
者
の
意
識

が
読
み
取
れ
る
。

　一
方
、
ア
ジ
ア
で
は
本
格
的
な
海
外
旅
行

の
回
復
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
は
2
0
2
2
年
7
月
の
出
国
者
数
は

2
0
1
9
年
同
月
の
57
%
ま
で
回
復
し
て
い

る
が
、
韓
国
で
は
2
0
1
9
年
同
月
の
29
%
、

台
湾
や
香
港
に
つ
い
て
は
2
0
1
9
年
同
月

の
10
%
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
東
ア
ジ
ア

で
回
復
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（
図
1
）。

　ま
た
、
次
の
海
外
旅
行
を
再
開
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
に
つ
い
て
も
、
ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
で
は
違
い

が
見
ら
れ
た
。
過
去
1
年
間（
2
0
2
1
年
7
月

〜
2
0
2
2
年
6
月
）の
海
外
旅
行
経
験
が
な
く
、

か
つ
、
今
後
の
海
外
旅
行
意
向
が
あ
る
人
を
対

象
に
、
海
外
旅
行
を
再
開
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
ア
ジ
ア
で
は「
渡
航
希
望
先
の

入
国
条
件
や
入
国
後
の
行
動
制
限
措
置
が
緩
和

さ
れ
た
ら
」（
36
%
）が
最
も
多
く
、
次
い
で「
新

型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
消
滅
し
て
か
ら
」（
33
%
）と

続
く
。一
方
で
、
欧
米
豪
で
は「
す
で
に
検
討
を

始
め
て
い
る
」（
26
%
）が
最
も
多
い（
図
4
）。
欧

米
豪
で
は
、
昨
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た

「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
欧
米
豪
訪
日
外
国

人
旅
行
者
の
意
向
調
査（
第
3
回
新
型
コ
ロ
ナ

影
響
度
特
別
調
査
）」（
以
下
、「
第
3
回
調
査
」）

で
は「
す
で
に
検
討
を
始
め
て
い
る
」は
8
%
で
、

第
3
回
調
査
か
ら
約
8
カ
月
の
間
に
18
ポ
イ
ン

ト
ア
ッ
プ
し
た
。

　ア
ジ
ア
で
は
海
外
旅
行
を
す
る
人
は
ご
く

一
部
で
、
そ
れ
以
外
の
海
外
旅
行
意
向
が
あ

る
人
の
予
定
に
つ
い
て
も
「
い
つ
の
日
か
新

型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
収
束
し
た
ら
ま
た
海
外

旅
行
に
行
き
た
い
」
と
い
う
「
興
味
・
関
心

段
階
」
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
欧

米
で
は
数
カ
月
の
間
に
海
外
旅
行
を
実
施
す

近
場
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
人
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
を
海
外
旅
行
先
と
し
て
選
択
す
る
傾

向
が
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
状
況
は
タ
イ

の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
・
地
域
で
起

き
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
を
取
り
逃
し
て
い
た
我
が
国
に
と
っ
て

は
、
10
月
11
日
以
降
の
水
際
対
策
の
緩
和
は

本
格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復

へ
の
大
き
な
足
掛
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　今
後
、
順
調
に
海
外
旅
行
市
場
の
回
復
と
、

我
が
国
に
お
け
る
外
国
人
旅
行
者
の
受
入
が

進
め
ば
、
先
行
し
て
海
外
旅
行
を
再
開
し
て

い
た
欧
米
の
旅
行
者
が
海
外
旅
行
先
を
シ
ョ

ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
シ
フ
ト

2.
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

変
化
し
た
旅
行
者
の

嗜
好
や
消
費
環
境

（
１
）サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
旅
行
へ
の

関
心
の
高
ま
り

訪日インバウンド市場の本格的な再始動に向けて1
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自国・地域で
実施している
活動

※1　韓国（n=179）中国（n=346）台湾（n=404）香港（n=437）タイ（n=379）シンガポール（n=305）マレーシア（n=314）
インドネシア（n=322）アメリカ（n=161）オーストラリア（n=160）イギリス（n=163）フランス（n=121）
※2　韓国（n=517）中国（n=543）台湾（n=512ｚ） 香港（n=527）タイ（n=518）シンガポール（n=521）マレーシア（n=527）
インドネシア（n=536）アメリカ（n=524）オーストラリア（n=526）イギリス（n=529）フランス（n=527）
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図 全員14 スキー・スノーボードとスノーシュー・雪遊びの日本での体験意向※1と自国・地域での実施率※2（回答はあてはまるものすべて）
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表 2 Eコマースに参入した
香港の旅行会社

日本メーカーの
菓子類、
日本産の果物、
海産物等

日本のメーカーの
菓子類、
生活雑貨等

日本産の果物等

日本メーカーの
菓子類、
日本産の果物等

旅行会社名 ECサイト名 主な取扱い商品

EGL EGL
Market

永安旅遊 生活館

縱橫遊
WWPKG 網上購物

康泰旅行社 HT Mall
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図 全員13 今後実施したいもの※1（回答はあてはまるものすべて）

欧米豪居住者（n=2,105）　

アジア居住者（n=4,189）　

民泊

キャンプ

ブリージャー

オンラインツアー

ワクチンツーリズム

バーチャル旅行

ワーケーション
航空機で自国周辺を

飛行する旅行

マイクロ
ツーリズム

グランピング

ワクチンツーリズム

バーチャル旅行

ブリージャー ワーケーション

オンラインツアー

グランピング マイクロツーリズム
ステイケーション キャンプ

航空機で自国周辺を
飛行する旅行 民泊

アウトドアアクティビティ

ドライブ

※1:オンラインツアー：観光地を実際に訪れなくても自宅にいながらオンラインで現地の案内を受ける旅
行
バーチャル旅行：バーチャルリアリティ（VR）技術を駆使した旅行
アウトドアアクティビティ：カヌー、ラフティング、乗馬等、自然の中で楽しむスポーツ・体験活動
ワーケーション：テレワークの活用等により、リゾート地や地方等の普段の職場と異なる場所で仕事もし
ながら休暇取得等も行う旅行
ブリージャー：業務での出張の際に旅行日数を延長して、業務の前後の休暇で楽しむ旅行
ステイケーション：近場のホテルでの滞在
マイクロツーリズム：自宅から片道2時間圏内の地元または近隣地域を訪れる宿泊旅行や日帰り旅行
ワクチンツーリズム：ワクチン接種を目的とした旅行
グランピング：あらかじめキャンプ用品や食材・食事が用意されている施設で高級なキャンプの雰囲気を
味わう活動
キャンプ：グランピング以外のキャンプ
民泊：1軒を貸切っての宿泊
航空機で自国周辺を飛行する旅行：飛行機で自国周辺を旋回し、どこにも着陸せず、出発地に戻る遊覧
飛行
出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査 （第3回 新型コロナ影響度 特別調査）

ステイケーション

アウトドアアクティビティ

し
、
日
本
は
そ
の
旅
行
先
候
補
の
一
つ
に
な

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
デ
ー
タ
（
図
10
）
が
示

す
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
の
旅
行
者
も
欧
米
豪
と

同
様
、
海
外
旅
行
は
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら

再
開
す
る
可
能
性
が
高
く
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
機
会
を
着
実
に
獲
得
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
外
国
人
旅
行
者
の

嗜
好
や
消
費
環
境
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化

し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
受
入
準
備
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
旅
行
者
の

嗜
好
変
化
の
例
と
し
て
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

旅
行
へ
の
関
心
の
高
ま
り
」「
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
」、

消
費
環
境
の
変
化
の
例
と
し
て
「
ア
ジ
ア
に

お
け
る
日
本
の
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と

質
向
上
」
の
3
点
を
紹
介
す
る
。

　昨
今
、コ
ロ
ナ
禍
で
急
速
に
広
ま
っ
た「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
」
な
取
組
に
対
す
る
意
識
は
海

外
旅
行
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
背
景

に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
、
個
人

の
些
細
な
行
動
が
、
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
を
実
感
す
る
機
会
と
な
り
、
地
球
環
境

や
社
会
問
題
を
他
人
事
で
は
な
く
、
自
分
事

と
捉
え
る
価
値
観
が
急
速
に
広
が
っ
た
こ
と

も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
旅
行
※
6

に
対
す
る
意
識
は
、
地

域
で
は
欧
米
豪
、世
代
で
は「
Z
世
代
」や「
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
若
年
層
（
図

11
）、
高
収
入
者
層
で
特
に
高
い
（
図
12
）。

　海
外
の
旅
行
会
社
で
は
、
こ
う
し
た
ニ
ー

ズ
を
反
映
し
た
商
品
を
販
売
し
て
い
る
※
7

。

Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
を
含
む
18
〜
35

歳
を
対
象
と
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

C
o
n
tiki T

ravel

社
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
に
感
度
の
高
い
若
年
層
の
嗜
好
を
捉

え
た
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
2
0
2
2
年
1
月
以
降
、

販
売
す
る
全
て
の
商
品
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
対
応
し
て
い
る
※
8

。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
で
働
く
ホ
ー
ム
レ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
商
品
や
、
ペ
ル
ー
で
は
あ
る
地
域
に
伝
わ

る
伝
統
的
な
織
物
を
織
る
職
工
と
交
流
で
き

る
商
品
等
※
9

を
販
売
し
て
い
る
。

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
旅
行
会
社D

yn
asty 

T
ravel

社
で
は
、
北
海
道
の
利
尻
島
を
舞

台
に
「
気
候
変
動
が
食
料
供
給
に
及
ぼ
す
影

響
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ツ
ア
ー
を
販
売
し
た
。

ツ
ア
ー
は
漁
業
体
験
を
通
じ
て
エ
ゾ
バ
フ
ン

ウ
ニ
が
地
球
温
暖
化
を
解
決
す
る
効
果
的
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
や
、
利
尻
島
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
こ
れ
ま
で
で
ど
の
よ
う
に
維
持
さ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
イ
タ
リ
ア
が

同
水
準
を
維
持
す
る
中
で
、
日
本
は
7
ポ
イ

ン
ト
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
（
図
8
）。
調
査

対
象
地
域
別
に
み
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
そ

の
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、
海
外
旅
行
先
と
し

て
の
日
本
の
選
択
率
は
第
3
回
調
査
と
比
較

す
る
と
12
ポ
イ
ン
ト
マ
イ
ナ
ス
な
っ
た
（
図

9
）。　こ

の
理
由
の
1
点
目
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
、
欧
米
豪
市
場
で
は
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル

か
ら
海
外
旅
行
が
再
開
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完
全
に
収
束
し

て
い
な
い
状
況
に
お
け
る
海
外
旅
行
は
、
先

述
の
通
り
、「
近
場
」
で
「
来
訪
経
験
の
あ
る

場
所
」
を
選
択
す
る
傾
向
が
あ
る
。
欧
米
豪

各
国
に
と
っ
て
日
本
は
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
該

当
し
、
ア
ジ
ア
に
比
べ
て
訪
日
経
験
割
合
は

低
い
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完

全
に
収
束
し
て
い
な
い
現
段
階
で
は
、
近
隣

の
国
・
地
域
が
現
実
的
な
選
択
肢
と
し
て
浮

上
し
、
相
対
的
に
日
本
の
選
択
率
が
低
下
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
2
点
目
は
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
い
た
我
が
国
の
水
際
対
策
で

あ
る
。
世
界
各
国
で
水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
前
と
同
様
に
海
外
旅
行

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
国
・
地
域
が
増
え

て
き
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
我
が
国

で
は
一
日
あ
た
り
の
入
国
者
数
の
上
限
を
設

け
、
ビ
ザ
の
取
得
や
旅
行
会
社
の
利
用
を
求

め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
と

同
様
の
旅
行
が
難
し
い
と
捉
え
ら
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。
当
財
団
が
2
0
2
2
年
8
〜
9

月
に
タ
イ
の
旅
行
会
社
を
対
象
に
実
施
し
た

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
※
5

に
お
い
て
も
、
タ
イ

人
の
訪
日
意
向
は
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る

も
の
の
、
ビ
ザ
取
得
に
要
す
る
コ
ス
ト
を
敬

遠
し
、
金
銭
的
・
時
間
的
余
裕
が
あ
る
人
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
特
に
ス
イ
ス
が
人
気
）
を
、

　欧
米
豪
に
お
け
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
自
国
・
地
域
で
の
実
施
率
と
訪
日

旅
行
で
の
体
験
意
向
の
関
係
を
み
る
と
、
自

国
・
地
域
で
実
施
し
て
い
る
活
動
を
訪
日
旅

行
で
も
体
験
し
た
い
傾
向
が
み
て
と
れ
る
。

ま
た
、
訪
日
旅
行
で
の
体
験
意
向
は「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」「
ハ
イ
キ
ン
グ
」「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」

「
登
山
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」等
、

山
岳
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る（
図
15
）。

　訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
を
支
え
て
い
た

ア
ジ
ア
で
は
、
高
い
訪
日
意
向
を
維
持
し
て

い
る
も
の
の
、
本
格
的
な
海
外
旅
行
需
要
の

回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
特
に
訪
日
リ
ピ

ー
タ
ー
割
合
、
訪
日
意
向
が
高
い
台
湾
や
香

港
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
で
は
日
本
に
行

け
な
く
て
も
現
地
で
日
本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
を
消
費
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

日
本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
が
拡
充
さ

れ
た
。

　モ
ノ
の
販
売
で
は
、
香
港
の
旅
行
会
社
の

E
コ
マ
ー
ス
へ
の
参
入
が
相
次
い
だ（
表
2
）。

旅
行
業
で
築
い
た
日
本
国
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、
日
本
各
地
の
生
鮮
食
品
、
日

本
の
メ
ー
カ
ー
の
菓
子
類
、
生
活
雑
貨
を
仕

入
れ
て
販
売
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
E
C
サ

イ
ト
の
商
品
は
山
梨
県
産
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
、
岡
山
県
産
の
白
桃
、
北
海
道
産
の

夕
張
メ
ロ
ン
等
、
現
地
で
も
人
気
が
高
い
日

本
各
地
の
果
物
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
当
財
団
が
タ
イ
の
旅
行
会
社
を
対
象
に

実
施
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
調
査
対

象
の
5
社
中
2
社
が
コ
ロ
ナ
禍
で
旅
行
業
以

外
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
開
始
し
て
い
た
。
う
ち
1

社
は
香
港
の
例
と
同
様
、
旅
行
業
で
築
い
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
日
本
の
調
味
料
を
仕
入

れ
、
一
般
消
費
者
だ
け
で
な
く
、
バ
ン
コ
ク

市
内
の
飲
食
店
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
等

に
も
卸
し
て
い
る
。
食
品
輸
入
業
を
開
始
し

た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
国
内
の
事
業
者
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、

職
員
の
日
本
食
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る
機

会
に
も
な
っ
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
今
後
は
こ

の
知
識
を
旅
行
業
に
お
い
て
日
本
の
食
体
験

れ
て
き
た
か
等
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
商
品
は

一
般
的
な
訪
日
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
が
平
均

1
5
0
0
〜
2
5
0
0
S
G
D  

に
対
し
、

1
0
6
0
0
S
G
D
（
約
1
0
7
万
円
程
度
）

〜
と
な
っ
て
お
り
、
高
収
入
者
層
に
も
訴
求

す
る
商
品
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン

ス
の
P
O
N
A
N
T
社
で
は
、
北
前
船
の
航

路
を
辿
る
ク
ル
ー
ズ
ツ
ア
ー
を
販
売
し
た
。

同
社
で
は
、
こ
の
ツ
ア
ー
に
お
い
て
窒
素
酸

化
物
排
出
量
の
削
減
、
速
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

等
に
よ
る
C
O
2

排
出
量
の
削
減
、
船
内
で

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
使
用
禁
止
、
廃
棄
物
の

再
利
用
等
を
実
施
し
て
い
る
。D

yn
asty 

T
ravel

社
やP

O
N
A
N
T

社
の
例
の
よ
う

に
、
ま
だ
商
品
数
は
多
く
な
い
も
の
の
、
訪

日
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
で
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
旅
行
を
扱
う
商
品
が
徐
々
に
増
え
て
き
て

い
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
密

を
避
け
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。

図
13
は
コ
ロ
ナ
禍
に
実
施
し
た
第
3
回
調
査

の
結
果
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に

ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
実
施
経
験
、

実
施
意
向
と
も
に
選
択
率
が
高
い
。
ま
た
、

当
財
団
が
タ
イ
で
旅
行
会
社
を
対
象
に
実
施

し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
で
も
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
現
在
で
は
バ
ン
コ
ク
郊
外
の
キ
ャ

ン
プ
場
が
人
気
を
集
め
て
い
る
と
い
う
。
こ

れ
ら
の
調
査
結
果
を
受
け
、
2
0
2
2
年
度

調
査
で
は
、
25
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
つ
い
て
自
国
・
地
域
で
の
実
施
経
験

と
訪
日
時
の
体
験
意
向
を
尋
ね
た
。

　ア
ジ
ア
で
は
、
自
国
・
地
域
で
の
実
施
率

は
低
い
が
、
訪
日
旅
行
で
の
体
験
意
向
が
高

い
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て

「
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
」
や
「
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
・
雪
遊
び
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
の
国
・
地
域
別
選
択
率
を
み
る
と
、

年
間
を
通
じ
て
気
温
が
高
く
降
雪
が
無
い
地

域
の
体
験
意
向
が
高
い
（
図
14
）。
こ
れ
ら

の
活
動
は
自
国
・
地
域
で
は
で
き
な
い
か
ら

こ
そ
、
訪
日
時
に
実
施
し
た
い
と
い
う
旅
行

者
の
希
望
が
伺
え
る
。
ま
た
、「
フ
ル
ー
ツ

狩
り
」、「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」、「
動
物
観
察
・

ふ
れ
あ
い
」、「
星
空
観
察
・
天
体
観
測
」
等
、

重
装
備
を
必
要
と
せ
ず
手
軽
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
体
験
意
向
も

高
い
。

環
境
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
コ

ン
テ
ン
ツ
を
準
備
し
、
発
信
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　そ
の
一
つ
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
旅
行
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
取
り

上
げ
た
。
欧
米
豪
の
旅
行
者
を
中
心
に
、
旅

行
先
や
利
用
す
る
事
業
者
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
を
行
っ
て
い
る
か
を
重
視
し
て
い
る

（
図
11
・
図
12
）
こ
と
は
先
述
の
通
り
だ
が
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す
る
旅
行
者

が
旅
行
先
で
実
施
し
た
い
取
組
は
、ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
と
も
に
「
ゴ
ミ
の
削
減
」（
ア
ジ
ア
で

は
33
%
、
欧
米
豪
で
は
23
%
）、
ア
ジ
ア
で
は
、

「
地
域
の
特
産
品
の
購
入
」（
25
%
）「
環
境
へ

の
影
響
を
考
慮
し
た
C
O
2

排
出
量
が
少
な

い
移
動
手
段
の
選
択
」（
22
%
）、
欧
米
豪
で

は
「
地
域
の
事
業
者
が
販
売
す
る
商
品
、
サ

ー
ビ
ス
を
適
正
価
格
で
購
入
」（
20
%
）、「
地

域
の
特
産
品
の
購
入
」（
20
%
）
と
続
く
（
図

16
）。
地
域
や
事
業
者
は
、
観
光
に
よ
っ
て

生
じ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
負
の
イ
ン
パ
ク

ト
を
軽
減
す
る
取
組
だ
け
で
な
く
、「
地
域

の
特
産
品
の
購
入
」、「
地
元
資
本
の
利
用
」、

「
適
正
価
格
で
の
購
入
」
等
、
旅
行
者
が
地

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
役
立
て
る
べ
く
準
備
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
会
社
で
は
、
食
品
輸
入

業
の
利
益
率
は
低
い
も
の
の
、
本
業
で
あ
る

旅
行
業
へ
の
好
影
響
を
も
た
ら
す
事
業
と
し

て
捉
え
、
今
後
も
し
ば
ら
く
は
継
続
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

　サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
よ

り
小
売
業
や
飲
食
業
界
の
日
系
企
業
が
積
極

的
に
香
港
へ
進
出
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
需
要
が
増
大
し
た
こ
と
か
ら
日
本
体
験
の

種
類
が
増
え
、
日
本
の
自
治
体
と
の
連
携
も

活
発
化
し
た
（
表
3
）。
例
え
ば
、
昨
年
の

夏
に
香
港
で
オ
ー
プ
ン
し
た
沖
縄
県
の
泡
盛

専
門
バ
ー
「
A
W
A 

A
W
A
」
で
は
、
沖
縄

県
内
の
複
数
の
酒
造
メ
ー
カ
ー
が
沖
縄
の
泡

盛
文
化
を
海
外
に
広
げ
よ
う
と
、
海
外
向
け

に
開
発
し
た
商
品
を
使
っ
た
カ
ク
テ
ル
を
提

供
し
て
い
る
。
ま
た
、
A
W
A 

A
W
A
で

は
日
本
国
内
の
店
舗
に
も
引
け
を
取
ら
な
い

数
の
銘
柄
を
取
り
揃
え
て
お
り
、
こ
の
点
に

お
い
て
も
現
地
の
人
か
ら
の
人
気
を
集
め
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
日
本

を
訪
問
せ
ず
と
も
、
日
本
の
食
を
は
じ
め
と

し
て
、
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
手
軽
に
体
験

で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
た
。

　2
0
2
2
年
に
入
り
、
欧
米
で
先
行
し
て

海
外
旅
行
需
要
が
回
復
し
た
こ
と
に
伴
い
、

欧
米
で
は
、
海
外
旅
行
先
と
し
て
の
日
本
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
要
因
の
一
つ

と
し
て
挙
げ
た
水
際
対
策
は
10
月
に
解
除
さ

れ
、
折
か
ら
の
円
安
も
追
い
風
に
な
り
、
本

格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
に

期
待
が
高
ま
る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
、

日
本
が
現
実
的
な
海
外
旅
行
先
の
一
つ
に
な

っ
た
と
伝
え
る
こ
と
に
加
え
、
魅
力
の
発
信

を
強
化
し
て
い
く
重
要
な
フ
ェ
ー
ズ
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
の
際
、引
き
続
き
、

外
国
人
旅
行
者
が
変
わ
ら
ず
期
待
す
る
日
本

の
魅
力 

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
、
外
国
人
旅
行
者
の
嗜
好
や
消
費

域
文
化
や
経
済
へ
の
貢
献
意
識
が
高
い
こ
と

も
踏
ま
え
、
観
光
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
プ
ラ

ス
に
作
用
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
取
組

が
必
要
な
の
か
、
旅
行
者
に
観
光
を
通
じ
て

ど
の
よ
う
に
協
力
し
て
も
ら
う
か
を
検
討
し

た
上
で
、
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　次
に
取
り
上
げ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
は
、
地
方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、

誘
客
に
つ
な
げ
る
チ
ャ
ン
ス
と
も
捉
え
ら
れ

る
。
ア
ジ
ア
で
訪
日
時
の
実
施
意
向
が
高
い

「
フ
ル
ー
ツ
狩
り
」「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」「
動

物
観
察
・
ふ
れ
あ
い
」「
星
空
観
察
・
天
体

観
測
」
は
、
特
定
の
地
域
に
依
ら
ず
日
本
各

地
で
実
施
可
能
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
の

特
色
を
打
ち
出
し
や
す
い
（
例
：「
フ
ル
ー

ツ
狩
り
」
は
日
本
全
国
で
可
能
だ
が
、
地
域

に
よ
っ
て
収
穫
で
き
る
果
物
は
異
な
る
）。

一
方
で
、
だ
か
ら
こ
そ
、
同
じ
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
っ
て
も
他
地
域
と
の

差
別
化
を
意
識
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
、

発
信
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
日

本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
で
き
る
環
境

が
以
前
に
も
増
し
て
充
実
し
、
商
品
の
質
が

向
上
し
て
い
る
。
今
後
、
本
格
的
に
ア
ジ
ア

か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
に
あ

た
っ
て
は
、
既
に
現
地
で
高
品
質
の
モ
ノ
、

サ
ー
ビ
ス
を
体
験
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、

日
本
だ
か
ら
こ
そ
購
入
で
き
る
、
体
験
で
き

る
価
値
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

　今
後
の
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
順
調
に
回

復
す
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
当
財
団
で
は
引

き
続
き
各
種
調
査
を
実
施
し
、
政
策
立
案
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
に
有
用
な
デ
ー
タ
を
発

信
し
て
い
き
た
い
。

（
か
き
し
ま 

あ
か
ね
）

向
が
顕
著
で
あ
る
（
図
6
）。

第
3
回
の
調
査
ま
で
は
、
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪

と
も
に
海
外
旅
行
は
興
味
・
関
心
段
階
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
長
く
海
外
旅
行
を
実
施
で

き
な
か
っ
た
分
、
通
常
よ
り
も
時
間
と
お
金

を
多
め
に
使
い
、
行
き
た
か
っ
た
場
所
を
訪

問
し
た
い
と
い
う
旅
行
者
の
純
粋
な
願
望
が

読
み
取
れ
た
が
、
2
0
2
2
年
に
入
り
、
欧

米
で
は
海
外
旅
行
が
再
開
し
、
計
画
段
階
に

移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
海
外
旅
行
に
お
け

る
予
算
も
「
近
場
で
慣
れ
親
し
ん
だ
場
所
」

の
訪
問
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

現
実
的
な
回
答
と
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
こ
う
し
た
変
化
の
中
で
、
特
に
注

目
す
べ
き
は
「
次
の
海
外
旅
行
で
行
き
た
い

国
・
地
域
」
で
あ
る
。
2
0
2
2
年
度
調
査

に
お
い
て
「
日
本
」
と
回
答
し
た
人
は
全
体

で
52
%
、
1
位
と
な
っ
た
。
ア
ジ
ア
で
は
64

%
と
第
3
回
調
査
に
引
き
続
き
1
位
と
な
り
、

他
の
国
・
地
域
を
ポ
イ
ン
ト
数
で
大
き
く
引

き
離
し
、
高
い
人
気
を
維
持
し
て
い
る
。
一

方
で
、
欧
米
豪
で
は
、
ア
メ
リ
カ
（
36
%
）

に
次
い
で
日
本
（
29
%
）
は
2
位
と
な
っ
た

（
第
3
回
調
査
で
は
37
%
で
1
位
）（
図
7
）。

第
3
回
調
査
と
比
較
す
る
と
、
海
外
旅
行
先

と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
ポ
イ
ン
ト
が
上
昇
し
、

る
人
が
増
え
、
ま
だ
海
外
旅
行
を
実
施
し
て

い
な
い
人
も
「
計
画
段
階
」
に
移
行
し
つ
つ

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　欧
米
豪
に
お
け
る
海
外
旅
行
の
再
開
に
よ

り
、
次
の
海
外
旅
行
の
予
算
、
日
程
等
の
プ

ラ
ン
に
関
し
て
も
ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
で
変
化

が
み
ら
れ
た
。「
次
の
海
外
旅
行
の
予
算
」
が

「
増
え
る
」と「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
増
え
る
」

と
回
答
し
た
割
合
は
、
ア
ジ
ア
が
64
%
、
欧

米
豪
が
46
%
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
で
は

調
査
回
を
追
う
ご
と
に
そ
の
割
合
が
増
加
し

て
い
る
の
に
対
し
、
欧
米
豪
で
は
第
3
回
調

査
ま
で
は
ア
ジ
ア
と
同
様
だ
っ
た
も
の
の
、

2
0
2
2
年
度
調
査
で
は
、
第
3
回
調
査
と

比
較
し
て
、
そ
の
割
合
が
低
下
し
て
い
る（
図

5
）。
ま
た
、「
次
の
海
外
旅
行
の
滞
在
日
数
」

は
、
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に
「
長
く
な
る
」

と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
長
く
な
る
」
と
回

答
し
た
割
合
が
第
1
回
〜
第
3
回
調
査
ま
で

増
加
し
て
い
た
も
の
の
、
2
0
2
2
年
度
調

査
で
は
低
下
し
、
特
に
欧
米
豪
で
は
そ
の
傾

　今
夏
の
海
外
旅
行
市
場
は
欧
米
を
中
心
に

回
復
し
つ
つ
あ
る
状
況
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
2
0
2
2
年
6
月
の

海
外
渡
航
者
数
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
の

2
0
1
9
年
同
月
の
93
％
ま
で
回
復
し
て
い

る
。
同
様
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
2
0
1
9
年
同

月
の
73
%
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
帰
国
者
数

は
2
0
1
9
年
同
月
の
46
%
ま
で
回
復
し
て

い
る（
図
1
）。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
国
の
海
外
旅

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
以
下

「
新
型
コ
ロ
ナ
」）の
流
行
か
ら
2
年
以
上
の
時

間
が
経
過 

し
た
が
、
訪
日
外
客
数
は
新
型
コ

ロ
ナ
流
行
前
の
対
2
0
1
9
年
8
月
93
%
※
1

と
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な
回

復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
10
月
に
は

水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今

後
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　当
財
団
で
は
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

に
つ
い
て
2
本
の
独
自
調
査
※
2
（「
D
B
J
・

J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
意
向
調
査
」、「
J
T
B
F
訪
日
旅

行
商
品
調
査
」）
や
、
海
外
の
旅
行
会
社
、
関

係
機
関
を
対
象
と
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を

実
施
し
て
き
て
い
る
（
表
1
）。
本
稿
で
は
こ

れ
ら
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
海
外
旅
行
の

実
施
状
況
や
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化
し
た
旅

行
者
の
嗜
好
や
消
費
環
境
の
変
化
等
か
ら
、

訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な
再
始

動
に
向
け
た
考
察
を
行
っ
た
。

　な
お
、
本
稿
に
記
載
し
て
い
る
内
容
は

2
0
2
2
年
9
月
30
日
現
在
の
情
報
で
あ
る
。

行
の
行
き
先
は「
近
場
」が
選
択
さ
れ
て
い
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
人
出

国
者
の
方
面
別
構
成
比
は
、
メ
キ
シ
コ（
空
路
）、

カ
リ
ブ
海
諸
国
、
カ
ナ
ダ（
空
路
）、
中
央
ア

メ
リ
カ
等
、
近
隣
諸
国
が
半
数
程
度
を
占
め

て
お
り（
図
2
）、
イ
ギ
リ
ス
人
出
国
者
の
方

面
別
構
成
比
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
80
%
※
3

を
占

め
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
渡
航

先
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
と
近
隣
国
が
上
位
と
な
っ
た
※
4

。

ま
た
、「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・
欧
米

豪
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査

（
2
0
2
2
年
度
版
）」（
以
下
、「
2
0
2
2
年

度
調
査
」）に
お
い
て
、
過
去
1
年
間
に
実
施

し
た
海
外
旅
行
先
の
訪
問
経
験
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
欧
米
豪
で
は「
訪
問
経
験
が
あ
る
場
所
」

（
図
3
）を
訪
問
し
て
い
る
割
合
が
76
%
と
高

い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
上
か
ら
、
欧

米
で
は
海
外
旅
行
が
回
復
し
つ
つ
あ
る
も
の

の
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完
全
に
収
束
し
て

い
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
近
場
の
慣

れ
親
し
ん
だ
場
所
を
訪
れ
、
安
心
し
て
海
外

旅
行
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
旅
行
者
の
意
識

が
読
み
取
れ
る
。

　一
方
、
ア
ジ
ア
で
は
本
格
的
な
海
外
旅
行

の
回
復
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
は
2
0
2
2
年
7
月
の
出
国
者
数
は

2
0
1
9
年
同
月
の
57
%
ま
で
回
復
し
て
い

る
が
、
韓
国
で
は
2
0
1
9
年
同
月
の
29
%
、

台
湾
や
香
港
に
つ
い
て
は
2
0
1
9
年
同
月

の
10
%
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
東
ア
ジ
ア

で
回
復
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（
図
1
）。

　ま
た
、
次
の
海
外
旅
行
を
再
開
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
に
つ
い
て
も
、
ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
で
は
違
い

が
見
ら
れ
た
。
過
去
1
年
間（
2
0
2
1
年
7
月

〜
2
0
2
2
年
6
月
）の
海
外
旅
行
経
験
が
な
く
、

か
つ
、
今
後
の
海
外
旅
行
意
向
が
あ
る
人
を
対

象
に
、
海
外
旅
行
を
再
開
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
ア
ジ
ア
で
は「
渡
航
希
望
先
の

入
国
条
件
や
入
国
後
の
行
動
制
限
措
置
が
緩
和

さ
れ
た
ら
」（
36
%
）が
最
も
多
く
、
次
い
で「
新

型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
消
滅
し
て
か
ら
」（
33
%
）と

続
く
。一
方
で
、
欧
米
豪
で
は「
す
で
に
検
討
を

始
め
て
い
る
」（
26
%
）が
最
も
多
い（
図
4
）。
欧

米
豪
で
は
、
昨
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た

「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
欧
米
豪
訪
日
外
国

人
旅
行
者
の
意
向
調
査（
第
3
回
新
型
コ
ロ
ナ

影
響
度
特
別
調
査
）」（
以
下
、「
第
3
回
調
査
」）

で
は「
す
で
に
検
討
を
始
め
て
い
る
」は
8
%
で
、

第
3
回
調
査
か
ら
約
8
カ
月
の
間
に
18
ポ
イ
ン

ト
ア
ッ
プ
し
た
。

　ア
ジ
ア
で
は
海
外
旅
行
を
す
る
人
は
ご
く

一
部
で
、
そ
れ
以
外
の
海
外
旅
行
意
向
が
あ

る
人
の
予
定
に
つ
い
て
も
「
い
つ
の
日
か
新

型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
収
束
し
た
ら
ま
た
海
外

旅
行
に
行
き
た
い
」
と
い
う
「
興
味
・
関
心

段
階
」
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
欧

米
で
は
数
カ
月
の
間
に
海
外
旅
行
を
実
施
す

近
場
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
人
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
を
海
外
旅
行
先
と
し
て
選
択
す
る
傾

向
が
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
状
況
は
タ
イ

の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
・
地
域
で
起

き
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
を
取
り
逃
し
て
い
た
我
が
国
に
と
っ
て

は
、
10
月
11
日
以
降
の
水
際
対
策
の
緩
和
は

本
格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復

へ
の
大
き
な
足
掛
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　今
後
、
順
調
に
海
外
旅
行
市
場
の
回
復
と
、

我
が
国
に
お
け
る
外
国
人
旅
行
者
の
受
入
が

進
め
ば
、
先
行
し
て
海
外
旅
行
を
再
開
し
て

い
た
欧
米
の
旅
行
者
が
海
外
旅
行
先
を
シ
ョ

ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
シ
フ
ト

（
2
）ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

へ
の
関
心
の
高
ま
り

（
3
）ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の

モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と
質
の
向
上

訪日インバウンド市場の本格的な再始動に向けて1

※
10

ドライブ

10



20% 40% 60% 20% 40% 60%

自国・地域で
実施している
活動

※1　韓国（n=179）中国（n=346）台湾（n=404）香港（n=437）タイ（n=379）シンガポール（n=305）マレーシア（n=314）
インドネシア（n=322）アメリカ（n=161）オーストラリア（n=160）イギリス（n=163）フランス（n=121）
※2　韓国（n=517）中国（n=543）台湾（n=512ｚ） 香港（n=527）タイ（n=518）シンガポール（n=521）マレーシア（n=527）
インドネシア（n=536）アメリカ（n=524）オーストラリア（n=526）イギリス（n=529）フランス（n=527）

出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査   2022年度版

図 全員14 スキー・スノーボードとスノーシュー・雪遊びの日本での体験意向※1と自国・地域での実施率※2（回答はあてはまるものすべて）

インドネシア

マレーシア

台湾

タイ

香港

シンガポール

中国

オーストラリア

アメリカ

韓国

イギリス

フランス

スキー・スノーボード
0%

68%
7%

62%
9%

56%
8%

55%
11%

46%
7%

43%
9%

40%
29%

34%
19%

34%
27%

21%
37%

18%
12%

12%
30%

スノーシュー・雪遊び
80%

インドネシア

マレーシア

タイ

台湾

シンガポール

香港

オーストラリア

中国

アメリカ

イギリス

韓国

フランス

0%

71%
9%

66%
8%

64%
10%

60%
7%

46%
8%

39%
6%

33%
18%

27%
19%

22%
27%

20%
17%

15%
16%

13%
21%

80%

日本で
体験したい
活動

表 2 Eコマースに参入した
香港の旅行会社

日本メーカーの
菓子類、
日本産の果物、
海産物等

日本のメーカーの
菓子類、
生活雑貨等

日本産の果物等

日本メーカーの
菓子類、
日本産の果物等

旅行会社名 ECサイト名 主な取扱い商品

EGL EGL
Market

永安旅遊 生活館

縱橫遊
WWPKG 網上購物

康泰旅行社 HT Mall

0% 5%

40%

35%

30%

25%

20%

15%

10%

5%

0%
10% 15% 25%20% 30% 35% 45%40%

実
施
意
向

実施経験

0% 5%

45%

40%

35%

30%

25%

20%

15%

10%

5%

0%
10% 15% 25%20% 30% 35% 40%

実
施
意
向

実施経験

図 全員13 今後実施したいもの※1（回答はあてはまるものすべて）

欧米豪居住者（n=2,105）　

アジア居住者（n=4,189）　

民泊

キャンプ

ブリージャー

オンラインツアー

ワクチンツーリズム

バーチャル旅行

ワーケーション
航空機で自国周辺を

飛行する旅行

マイクロ
ツーリズム

グランピング

ワクチンツーリズム

バーチャル旅行

ブリージャー ワーケーション

オンラインツアー

グランピング マイクロツーリズム
ステイケーション キャンプ

航空機で自国周辺を
飛行する旅行 民泊

アウトドアアクティビティ

ドライブ

※1:オンラインツアー：観光地を実際に訪れなくても自宅にいながらオンラインで現地の案内を受ける旅
行
バーチャル旅行：バーチャルリアリティ（VR）技術を駆使した旅行
アウトドアアクティビティ：カヌー、ラフティング、乗馬等、自然の中で楽しむスポーツ・体験活動
ワーケーション：テレワークの活用等により、リゾート地や地方等の普段の職場と異なる場所で仕事もし
ながら休暇取得等も行う旅行
ブリージャー：業務での出張の際に旅行日数を延長して、業務の前後の休暇で楽しむ旅行
ステイケーション：近場のホテルでの滞在
マイクロツーリズム：自宅から片道2時間圏内の地元または近隣地域を訪れる宿泊旅行や日帰り旅行
ワクチンツーリズム：ワクチン接種を目的とした旅行
グランピング：あらかじめキャンプ用品や食材・食事が用意されている施設で高級なキャンプの雰囲気を
味わう活動
キャンプ：グランピング以外のキャンプ
民泊：1軒を貸切っての宿泊
航空機で自国周辺を飛行する旅行：飛行機で自国周辺を旋回し、どこにも着陸せず、出発地に戻る遊覧
飛行
出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査 （第3回 新型コロナ影響度 特別調査）

ステイケーション

アウトドアアクティビティ

し
、
日
本
は
そ
の
旅
行
先
候
補
の
一
つ
に
な

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
デ
ー
タ
（
図
10
）
が
示

す
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
の
旅
行
者
も
欧
米
豪
と

同
様
、
海
外
旅
行
は
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら

再
開
す
る
可
能
性
が
高
く
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
機
会
を
着
実
に
獲
得
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
外
国
人
旅
行
者
の

嗜
好
や
消
費
環
境
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化

し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
受
入
準
備
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
旅
行
者
の

嗜
好
変
化
の
例
と
し
て
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

旅
行
へ
の
関
心
の
高
ま
り
」「
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
」、

消
費
環
境
の
変
化
の
例
と
し
て
「
ア
ジ
ア
に

お
け
る
日
本
の
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と

質
向
上
」
の
3
点
を
紹
介
す
る
。

　昨
今
、コ
ロ
ナ
禍
で
急
速
に
広
ま
っ
た「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
」
な
取
組
に
対
す
る
意
識
は
海

外
旅
行
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
背
景

に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
、
個
人

の
些
細
な
行
動
が
、
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
を
実
感
す
る
機
会
と
な
り
、
地
球
環
境

や
社
会
問
題
を
他
人
事
で
は
な
く
、
自
分
事

と
捉
え
る
価
値
観
が
急
速
に
広
が
っ
た
こ
と

も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
旅
行
※
6

に
対
す
る
意
識
は
、
地

域
で
は
欧
米
豪
、世
代
で
は「
Z
世
代
」や「
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
若
年
層
（
図

11
）、
高
収
入
者
層
で
特
に
高
い
（
図
12
）。

　海
外
の
旅
行
会
社
で
は
、
こ
う
し
た
ニ
ー

ズ
を
反
映
し
た
商
品
を
販
売
し
て
い
る
※
7

。

Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
を
含
む
18
〜
35

歳
を
対
象
と
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

C
o
n
tiki T

ravel

社
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
に
感
度
の
高
い
若
年
層
の
嗜
好
を
捉

え
た
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
2
0
2
2
年
1
月
以
降
、

販
売
す
る
全
て
の
商
品
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
対
応
し
て
い
る
※
8

。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
で
働
く
ホ
ー
ム
レ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
商
品
や
、
ペ
ル
ー
で
は
あ
る
地
域
に
伝
わ

る
伝
統
的
な
織
物
を
織
る
職
工
と
交
流
で
き

る
商
品
等
※
9

を
販
売
し
て
い
る
。

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
旅
行
会
社D

yn
asty 

T
ravel

社
で
は
、
北
海
道
の
利
尻
島
を
舞

台
に
「
気
候
変
動
が
食
料
供
給
に
及
ぼ
す
影

響
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ツ
ア
ー
を
販
売
し
た
。

ツ
ア
ー
は
漁
業
体
験
を
通
じ
て
エ
ゾ
バ
フ
ン

ウ
ニ
が
地
球
温
暖
化
を
解
決
す
る
効
果
的
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
や
、
利
尻
島
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
こ
れ
ま
で
で
ど
の
よ
う
に
維
持
さ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
イ
タ
リ
ア
が

同
水
準
を
維
持
す
る
中
で
、
日
本
は
7
ポ
イ

ン
ト
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
（
図
8
）。
調
査

対
象
地
域
別
に
み
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
そ

の
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、
海
外
旅
行
先
と
し

て
の
日
本
の
選
択
率
は
第
3
回
調
査
と
比
較

す
る
と
12
ポ
イ
ン
ト
マ
イ
ナ
ス
な
っ
た
（
図

9
）。　こ

の
理
由
の
1
点
目
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
、
欧
米
豪
市
場
で
は
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル

か
ら
海
外
旅
行
が
再
開
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完
全
に
収
束
し

て
い
な
い
状
況
に
お
け
る
海
外
旅
行
は
、
先

述
の
通
り
、「
近
場
」
で
「
来
訪
経
験
の
あ
る

場
所
」
を
選
択
す
る
傾
向
が
あ
る
。
欧
米
豪

各
国
に
と
っ
て
日
本
は
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
該

当
し
、
ア
ジ
ア
に
比
べ
て
訪
日
経
験
割
合
は

低
い
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完

全
に
収
束
し
て
い
な
い
現
段
階
で
は
、
近
隣

の
国
・
地
域
が
現
実
的
な
選
択
肢
と
し
て
浮

上
し
、
相
対
的
に
日
本
の
選
択
率
が
低
下
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
2
点
目
は
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
い
た
我
が
国
の
水
際
対
策
で

あ
る
。
世
界
各
国
で
水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
前
と
同
様
に
海
外
旅
行

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
国
・
地
域
が
増
え

て
き
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
我
が
国

で
は
一
日
あ
た
り
の
入
国
者
数
の
上
限
を
設

け
、
ビ
ザ
の
取
得
や
旅
行
会
社
の
利
用
を
求

め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
と

同
様
の
旅
行
が
難
し
い
と
捉
え
ら
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。
当
財
団
が
2
0
2
2
年
8
〜
9

月
に
タ
イ
の
旅
行
会
社
を
対
象
に
実
施
し
た

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
※
5

に
お
い
て
も
、
タ
イ

人
の
訪
日
意
向
は
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る

も
の
の
、
ビ
ザ
取
得
に
要
す
る
コ
ス
ト
を
敬

遠
し
、
金
銭
的
・
時
間
的
余
裕
が
あ
る
人
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
特
に
ス
イ
ス
が
人
気
）
を
、

　欧
米
豪
に
お
け
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
自
国
・
地
域
で
の
実
施
率
と
訪
日

旅
行
で
の
体
験
意
向
の
関
係
を
み
る
と
、
自

国
・
地
域
で
実
施
し
て
い
る
活
動
を
訪
日
旅

行
で
も
体
験
し
た
い
傾
向
が
み
て
と
れ
る
。

ま
た
、
訪
日
旅
行
で
の
体
験
意
向
は「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」「
ハ
イ
キ
ン
グ
」「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」

「
登
山
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」等
、

山
岳
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る（
図
15
）。

　訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
を
支
え
て
い
た

ア
ジ
ア
で
は
、
高
い
訪
日
意
向
を
維
持
し
て

い
る
も
の
の
、
本
格
的
な
海
外
旅
行
需
要
の

回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
特
に
訪
日
リ
ピ

ー
タ
ー
割
合
、
訪
日
意
向
が
高
い
台
湾
や
香

港
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
で
は
日
本
に
行

け
な
く
て
も
現
地
で
日
本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
を
消
費
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

日
本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
が
拡
充
さ

れ
た
。

　モ
ノ
の
販
売
で
は
、
香
港
の
旅
行
会
社
の

E
コ
マ
ー
ス
へ
の
参
入
が
相
次
い
だ（
表
2
）。

旅
行
業
で
築
い
た
日
本
国
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、
日
本
各
地
の
生
鮮
食
品
、
日

本
の
メ
ー
カ
ー
の
菓
子
類
、
生
活
雑
貨
を
仕

入
れ
て
販
売
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
E
C
サ

イ
ト
の
商
品
は
山
梨
県
産
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
、
岡
山
県
産
の
白
桃
、
北
海
道
産
の

夕
張
メ
ロ
ン
等
、
現
地
で
も
人
気
が
高
い
日

本
各
地
の
果
物
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
当
財
団
が
タ
イ
の
旅
行
会
社
を
対
象
に

実
施
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
調
査
対

象
の
5
社
中
2
社
が
コ
ロ
ナ
禍
で
旅
行
業
以

外
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
開
始
し
て
い
た
。
う
ち
1

社
は
香
港
の
例
と
同
様
、
旅
行
業
で
築
い
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
日
本
の
調
味
料
を
仕
入

れ
、
一
般
消
費
者
だ
け
で
な
く
、
バ
ン
コ
ク

市
内
の
飲
食
店
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
等

に
も
卸
し
て
い
る
。
食
品
輸
入
業
を
開
始
し

た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
国
内
の
事
業
者
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、

職
員
の
日
本
食
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る
機

会
に
も
な
っ
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
今
後
は
こ

の
知
識
を
旅
行
業
に
お
い
て
日
本
の
食
体
験

れ
て
き
た
か
等
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
商
品
は

一
般
的
な
訪
日
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
が
平
均

1
5
0
0
〜
2
5
0
0
S
G
D  

に
対
し
、

1
0
6
0
0
S
G
D
（
約
1
0
7
万
円
程
度
）

〜
と
な
っ
て
お
り
、
高
収
入
者
層
に
も
訴
求

す
る
商
品
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン

ス
の
P
O
N
A
N
T
社
で
は
、
北
前
船
の
航

路
を
辿
る
ク
ル
ー
ズ
ツ
ア
ー
を
販
売
し
た
。

同
社
で
は
、
こ
の
ツ
ア
ー
に
お
い
て
窒
素
酸

化
物
排
出
量
の
削
減
、
速
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

等
に
よ
る
C
O
2

排
出
量
の
削
減
、
船
内
で

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
使
用
禁
止
、
廃
棄
物
の

再
利
用
等
を
実
施
し
て
い
る
。D

yn
asty 

T
ravel

社
やP

O
N
A
N
T

社
の
例
の
よ
う

に
、
ま
だ
商
品
数
は
多
く
な
い
も
の
の
、
訪

日
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
で
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
旅
行
を
扱
う
商
品
が
徐
々
に
増
え
て
き
て

い
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
密

を
避
け
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。

図
13
は
コ
ロ
ナ
禍
に
実
施
し
た
第
3
回
調
査

の
結
果
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に

ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
実
施
経
験
、

実
施
意
向
と
も
に
選
択
率
が
高
い
。
ま
た
、

当
財
団
が
タ
イ
で
旅
行
会
社
を
対
象
に
実
施

し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
で
も
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
現
在
で
は
バ
ン
コ
ク
郊
外
の
キ
ャ

ン
プ
場
が
人
気
を
集
め
て
い
る
と
い
う
。
こ

れ
ら
の
調
査
結
果
を
受
け
、
2
0
2
2
年
度

調
査
で
は
、
25
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
つ
い
て
自
国
・
地
域
で
の
実
施
経
験

と
訪
日
時
の
体
験
意
向
を
尋
ね
た
。

　ア
ジ
ア
で
は
、
自
国
・
地
域
で
の
実
施
率

は
低
い
が
、
訪
日
旅
行
で
の
体
験
意
向
が
高

い
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て

「
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
」
や
「
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
・
雪
遊
び
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
の
国
・
地
域
別
選
択
率
を
み
る
と
、

年
間
を
通
じ
て
気
温
が
高
く
降
雪
が
無
い
地

域
の
体
験
意
向
が
高
い
（
図
14
）。
こ
れ
ら

の
活
動
は
自
国
・
地
域
で
は
で
き
な
い
か
ら

こ
そ
、
訪
日
時
に
実
施
し
た
い
と
い
う
旅
行

者
の
希
望
が
伺
え
る
。
ま
た
、「
フ
ル
ー
ツ

狩
り
」、「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」、「
動
物
観
察
・

ふ
れ
あ
い
」、「
星
空
観
察
・
天
体
観
測
」
等
、

重
装
備
を
必
要
と
せ
ず
手
軽
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
体
験
意
向
も

高
い
。

環
境
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
コ

ン
テ
ン
ツ
を
準
備
し
、
発
信
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　そ
の
一
つ
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
旅
行
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
取
り

上
げ
た
。
欧
米
豪
の
旅
行
者
を
中
心
に
、
旅

行
先
や
利
用
す
る
事
業
者
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
を
行
っ
て
い
る
か
を
重
視
し
て
い
る

（
図
11
・
図
12
）
こ
と
は
先
述
の
通
り
だ
が
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す
る
旅
行
者

が
旅
行
先
で
実
施
し
た
い
取
組
は
、ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
と
も
に
「
ゴ
ミ
の
削
減
」（
ア
ジ
ア
で

は
33
%
、
欧
米
豪
で
は
23
%
）、
ア
ジ
ア
で
は
、

「
地
域
の
特
産
品
の
購
入
」（
25
%
）「
環
境
へ

の
影
響
を
考
慮
し
た
C
O
2

排
出
量
が
少
な

い
移
動
手
段
の
選
択
」（
22
%
）、
欧
米
豪
で

は
「
地
域
の
事
業
者
が
販
売
す
る
商
品
、
サ

ー
ビ
ス
を
適
正
価
格
で
購
入
」（
20
%
）、「
地

域
の
特
産
品
の
購
入
」（
20
%
）
と
続
く
（
図

16
）。
地
域
や
事
業
者
は
、
観
光
に
よ
っ
て

生
じ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
負
の
イ
ン
パ
ク

ト
を
軽
減
す
る
取
組
だ
け
で
な
く
、「
地
域

の
特
産
品
の
購
入
」、「
地
元
資
本
の
利
用
」、

「
適
正
価
格
で
の
購
入
」
等
、
旅
行
者
が
地

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
役
立
て
る
べ
く
準
備
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
会
社
で
は
、
食
品
輸
入

業
の
利
益
率
は
低
い
も
の
の
、
本
業
で
あ
る

旅
行
業
へ
の
好
影
響
を
も
た
ら
す
事
業
と
し

て
捉
え
、
今
後
も
し
ば
ら
く
は
継
続
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

　サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
よ

り
小
売
業
や
飲
食
業
界
の
日
系
企
業
が
積
極

的
に
香
港
へ
進
出
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
需
要
が
増
大
し
た
こ
と
か
ら
日
本
体
験
の

種
類
が
増
え
、
日
本
の
自
治
体
と
の
連
携
も

活
発
化
し
た
（
表
3
）。
例
え
ば
、
昨
年
の

夏
に
香
港
で
オ
ー
プ
ン
し
た
沖
縄
県
の
泡
盛

専
門
バ
ー
「
A
W
A 

A
W
A
」
で
は
、
沖
縄

県
内
の
複
数
の
酒
造
メ
ー
カ
ー
が
沖
縄
の
泡

盛
文
化
を
海
外
に
広
げ
よ
う
と
、
海
外
向
け

に
開
発
し
た
商
品
を
使
っ
た
カ
ク
テ
ル
を
提

供
し
て
い
る
。
ま
た
、
A
W
A 

A
W
A
で

は
日
本
国
内
の
店
舗
に
も
引
け
を
取
ら
な
い

数
の
銘
柄
を
取
り
揃
え
て
お
り
、
こ
の
点
に

お
い
て
も
現
地
の
人
か
ら
の
人
気
を
集
め
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
日
本

を
訪
問
せ
ず
と
も
、
日
本
の
食
を
は
じ
め
と

し
て
、
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
手
軽
に
体
験

で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
た
。

　2
0
2
2
年
に
入
り
、
欧
米
で
先
行
し
て

海
外
旅
行
需
要
が
回
復
し
た
こ
と
に
伴
い
、

欧
米
で
は
、
海
外
旅
行
先
と
し
て
の
日
本
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
要
因
の
一
つ

と
し
て
挙
げ
た
水
際
対
策
は
10
月
に
解
除
さ

れ
、
折
か
ら
の
円
安
も
追
い
風
に
な
り
、
本

格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
に

期
待
が
高
ま
る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
、

日
本
が
現
実
的
な
海
外
旅
行
先
の
一
つ
に
な

っ
た
と
伝
え
る
こ
と
に
加
え
、
魅
力
の
発
信

を
強
化
し
て
い
く
重
要
な
フ
ェ
ー
ズ
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
の
際
、引
き
続
き
、

外
国
人
旅
行
者
が
変
わ
ら
ず
期
待
す
る
日
本

の
魅
力 

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
、
外
国
人
旅
行
者
の
嗜
好
や
消
費

域
文
化
や
経
済
へ
の
貢
献
意
識
が
高
い
こ
と

も
踏
ま
え
、
観
光
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
プ
ラ

ス
に
作
用
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
取
組

が
必
要
な
の
か
、
旅
行
者
に
観
光
を
通
じ
て

ど
の
よ
う
に
協
力
し
て
も
ら
う
か
を
検
討
し

た
上
で
、
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　次
に
取
り
上
げ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
は
、
地
方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、

誘
客
に
つ
な
げ
る
チ
ャ
ン
ス
と
も
捉
え
ら
れ

る
。
ア
ジ
ア
で
訪
日
時
の
実
施
意
向
が
高
い

「
フ
ル
ー
ツ
狩
り
」「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」「
動

物
観
察
・
ふ
れ
あ
い
」「
星
空
観
察
・
天
体

観
測
」
は
、
特
定
の
地
域
に
依
ら
ず
日
本
各

地
で
実
施
可
能
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
の

特
色
を
打
ち
出
し
や
す
い
（
例
：「
フ
ル
ー

ツ
狩
り
」
は
日
本
全
国
で
可
能
だ
が
、
地
域

に
よ
っ
て
収
穫
で
き
る
果
物
は
異
な
る
）。

一
方
で
、
だ
か
ら
こ
そ
、
同
じ
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
っ
て
も
他
地
域
と
の

差
別
化
を
意
識
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
、

発
信
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
日

本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
で
き
る
環
境

が
以
前
に
も
増
し
て
充
実
し
、
商
品
の
質
が

向
上
し
て
い
る
。
今
後
、
本
格
的
に
ア
ジ
ア

か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
に
あ

た
っ
て
は
、
既
に
現
地
で
高
品
質
の
モ
ノ
、

サ
ー
ビ
ス
を
体
験
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、

日
本
だ
か
ら
こ
そ
購
入
で
き
る
、
体
験
で
き

る
価
値
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

　今
後
の
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
順
調
に
回

復
す
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
当
財
団
で
は
引

き
続
き
各
種
調
査
を
実
施
し
、
政
策
立
案
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
に
有
用
な
デ
ー
タ
を
発

信
し
て
い
き
た
い
。

（
か
き
し
ま 

あ
か
ね
）

向
が
顕
著
で
あ
る
（
図
6
）。

第
3
回
の
調
査
ま
で
は
、
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪

と
も
に
海
外
旅
行
は
興
味
・
関
心
段
階
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
長
く
海
外
旅
行
を
実
施
で

き
な
か
っ
た
分
、
通
常
よ
り
も
時
間
と
お
金

を
多
め
に
使
い
、
行
き
た
か
っ
た
場
所
を
訪

問
し
た
い
と
い
う
旅
行
者
の
純
粋
な
願
望
が

読
み
取
れ
た
が
、
2
0
2
2
年
に
入
り
、
欧

米
で
は
海
外
旅
行
が
再
開
し
、
計
画
段
階
に

移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
海
外
旅
行
に
お
け

る
予
算
も
「
近
場
で
慣
れ
親
し
ん
だ
場
所
」

の
訪
問
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

現
実
的
な
回
答
と
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
こ
う
し
た
変
化
の
中
で
、
特
に
注

目
す
べ
き
は
「
次
の
海
外
旅
行
で
行
き
た
い

国
・
地
域
」
で
あ
る
。
2
0
2
2
年
度
調
査

に
お
い
て
「
日
本
」
と
回
答
し
た
人
は
全
体

で
52
%
、
1
位
と
な
っ
た
。
ア
ジ
ア
で
は
64

%
と
第
3
回
調
査
に
引
き
続
き
1
位
と
な
り
、

他
の
国
・
地
域
を
ポ
イ
ン
ト
数
で
大
き
く
引

き
離
し
、
高
い
人
気
を
維
持
し
て
い
る
。
一

方
で
、
欧
米
豪
で
は
、
ア
メ
リ
カ
（
36
%
）

に
次
い
で
日
本
（
29
%
）
は
2
位
と
な
っ
た

（
第
3
回
調
査
で
は
37
%
で
1
位
）（
図
7
）。

第
3
回
調
査
と
比
較
す
る
と
、
海
外
旅
行
先

と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
ポ
イ
ン
ト
が
上
昇
し
、

る
人
が
増
え
、
ま
だ
海
外
旅
行
を
実
施
し
て

い
な
い
人
も
「
計
画
段
階
」
に
移
行
し
つ
つ

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　欧
米
豪
に
お
け
る
海
外
旅
行
の
再
開
に
よ

り
、
次
の
海
外
旅
行
の
予
算
、
日
程
等
の
プ

ラ
ン
に
関
し
て
も
ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
で
変
化

が
み
ら
れ
た
。「
次
の
海
外
旅
行
の
予
算
」
が

「
増
え
る
」と「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
増
え
る
」

と
回
答
し
た
割
合
は
、
ア
ジ
ア
が
64
%
、
欧

米
豪
が
46
%
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
で
は

調
査
回
を
追
う
ご
と
に
そ
の
割
合
が
増
加
し

て
い
る
の
に
対
し
、
欧
米
豪
で
は
第
3
回
調

査
ま
で
は
ア
ジ
ア
と
同
様
だ
っ
た
も
の
の
、

2
0
2
2
年
度
調
査
で
は
、
第
3
回
調
査
と

比
較
し
て
、
そ
の
割
合
が
低
下
し
て
い
る（
図

5
）。
ま
た
、「
次
の
海
外
旅
行
の
滞
在
日
数
」

は
、
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に
「
長
く
な
る
」

と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
長
く
な
る
」
と
回

答
し
た
割
合
が
第
1
回
〜
第
3
回
調
査
ま
で

増
加
し
て
い
た
も
の
の
、
2
0
2
2
年
度
調

査
で
は
低
下
し
、
特
に
欧
米
豪
で
は
そ
の
傾

　今
夏
の
海
外
旅
行
市
場
は
欧
米
を
中
心
に

回
復
し
つ
つ
あ
る
状
況
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
2
0
2
2
年
6
月
の

海
外
渡
航
者
数
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
の

2
0
1
9
年
同
月
の
93
％
ま
で
回
復
し
て
い

る
。
同
様
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
2
0
1
9
年
同

月
の
73
%
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
帰
国
者
数

は
2
0
1
9
年
同
月
の
46
%
ま
で
回
復
し
て

い
る（
図
1
）。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
国
の
海
外
旅

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
以
下

「
新
型
コ
ロ
ナ
」）の
流
行
か
ら
2
年
以
上
の
時

間
が
経
過 

し
た
が
、
訪
日
外
客
数
は
新
型
コ

ロ
ナ
流
行
前
の
対
2
0
1
9
年
8
月
93
%
※
1

と
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な
回

復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
10
月
に
は

水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今

後
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　当
財
団
で
は
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

に
つ
い
て
2
本
の
独
自
調
査
※
2
（「
D
B
J
・

J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
意
向
調
査
」、「
J
T
B
F
訪
日
旅

行
商
品
調
査
」）
や
、
海
外
の
旅
行
会
社
、
関

係
機
関
を
対
象
と
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を

実
施
し
て
き
て
い
る
（
表
1
）。
本
稿
で
は
こ

れ
ら
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
海
外
旅
行
の

実
施
状
況
や
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化
し
た
旅

行
者
の
嗜
好
や
消
費
環
境
の
変
化
等
か
ら
、

訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な
再
始

動
に
向
け
た
考
察
を
行
っ
た
。

　な
お
、
本
稿
に
記
載
し
て
い
る
内
容
は

2
0
2
2
年
9
月
30
日
現
在
の
情
報
で
あ
る
。

行
の
行
き
先
は「
近
場
」が
選
択
さ
れ
て
い
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
人
出

国
者
の
方
面
別
構
成
比
は
、
メ
キ
シ
コ（
空
路
）、

カ
リ
ブ
海
諸
国
、
カ
ナ
ダ（
空
路
）、
中
央
ア

メ
リ
カ
等
、
近
隣
諸
国
が
半
数
程
度
を
占
め

て
お
り（
図
2
）、
イ
ギ
リ
ス
人
出
国
者
の
方

面
別
構
成
比
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
80
%
※
3

を
占

め
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
渡
航

先
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
と
近
隣
国
が
上
位
と
な
っ
た
※
4

。

ま
た
、「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・
欧
米

豪
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査

（
2
0
2
2
年
度
版
）」（
以
下
、「
2
0
2
2
年

度
調
査
」）に
お
い
て
、
過
去
1
年
間
に
実
施

し
た
海
外
旅
行
先
の
訪
問
経
験
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
欧
米
豪
で
は「
訪
問
経
験
が
あ
る
場
所
」

（
図
3
）を
訪
問
し
て
い
る
割
合
が
76
%
と
高

い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
上
か
ら
、
欧

米
で
は
海
外
旅
行
が
回
復
し
つ
つ
あ
る
も
の

の
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完
全
に
収
束
し
て

い
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
近
場
の
慣

れ
親
し
ん
だ
場
所
を
訪
れ
、
安
心
し
て
海
外

旅
行
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
旅
行
者
の
意
識

が
読
み
取
れ
る
。

　一
方
、
ア
ジ
ア
で
は
本
格
的
な
海
外
旅
行

の
回
復
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
は
2
0
2
2
年
7
月
の
出
国
者
数
は

2
0
1
9
年
同
月
の
57
%
ま
で
回
復
し
て
い

る
が
、
韓
国
で
は
2
0
1
9
年
同
月
の
29
%
、

台
湾
や
香
港
に
つ
い
て
は
2
0
1
9
年
同
月

の
10
%
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
東
ア
ジ
ア

で
回
復
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（
図
1
）。

　ま
た
、
次
の
海
外
旅
行
を
再
開
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
に
つ
い
て
も
、
ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
で
は
違
い

が
見
ら
れ
た
。
過
去
1
年
間（
2
0
2
1
年
7
月

〜
2
0
2
2
年
6
月
）の
海
外
旅
行
経
験
が
な
く
、

か
つ
、
今
後
の
海
外
旅
行
意
向
が
あ
る
人
を
対

象
に
、
海
外
旅
行
を
再
開
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
ア
ジ
ア
で
は「
渡
航
希
望
先
の

入
国
条
件
や
入
国
後
の
行
動
制
限
措
置
が
緩
和

さ
れ
た
ら
」（
36
%
）が
最
も
多
く
、
次
い
で「
新

型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
消
滅
し
て
か
ら
」（
33
%
）と

続
く
。一
方
で
、
欧
米
豪
で
は「
す
で
に
検
討
を

始
め
て
い
る
」（
26
%
）が
最
も
多
い（
図
4
）。
欧

米
豪
で
は
、
昨
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た

「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
欧
米
豪
訪
日
外
国

人
旅
行
者
の
意
向
調
査（
第
3
回
新
型
コ
ロ
ナ

影
響
度
特
別
調
査
）」（
以
下
、「
第
3
回
調
査
」）

で
は「
す
で
に
検
討
を
始
め
て
い
る
」は
8
%
で
、

第
3
回
調
査
か
ら
約
8
カ
月
の
間
に
18
ポ
イ
ン

ト
ア
ッ
プ
し
た
。

　ア
ジ
ア
で
は
海
外
旅
行
を
す
る
人
は
ご
く

一
部
で
、
そ
れ
以
外
の
海
外
旅
行
意
向
が
あ

る
人
の
予
定
に
つ
い
て
も
「
い
つ
の
日
か
新

型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
収
束
し
た
ら
ま
た
海
外

旅
行
に
行
き
た
い
」
と
い
う
「
興
味
・
関
心

段
階
」
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
欧

米
で
は
数
カ
月
の
間
に
海
外
旅
行
を
実
施
す

近
場
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
人
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
を
海
外
旅
行
先
と
し
て
選
択
す
る
傾

向
が
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
状
況
は
タ
イ

の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
・
地
域
で
起

き
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
を
取
り
逃
し
て
い
た
我
が
国
に
と
っ
て

は
、
10
月
11
日
以
降
の
水
際
対
策
の
緩
和
は

本
格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復

へ
の
大
き
な
足
掛
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　今
後
、
順
調
に
海
外
旅
行
市
場
の
回
復
と
、

我
が
国
に
お
け
る
外
国
人
旅
行
者
の
受
入
が

進
め
ば
、
先
行
し
て
海
外
旅
行
を
再
開
し
て

い
た
欧
米
の
旅
行
者
が
海
外
旅
行
先
を
シ
ョ

ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
シ
フ
ト

（
2
）ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

へ
の
関
心
の
高
ま
り

（
3
）ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の

モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と
質
の
向
上

訪日インバウンド市場の本格的な再始動に向けて1

※
10
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表 3 香港で提供されている日本体験の例

鹿児島県の現地の
高級フランス料理店でのプロモーション

岡山県の現地カフェでのプロモーション

沖縄の泡盛を扱う専門バー
「AWA AWA」のオープン

Grand Hyatt Hong Kongにおける
「青森ルーム」の販売

ショッピングモールHarbour Northでの
藤棚とあじさいの庭園

ショッピングモールPark Centralにおける
長崎県キャンペーン

飲食
業種 内容

宿泊

小売

35%30%25%20%15%10%5%0%

35%30%25%20%15%10%5%0%

出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査   2022年度版

図 全員16 海外旅行の訪問先で実践したい「サステナブルな取組」（回答は5つまで）

ゴミの削減
地域の特産品の購入

環境への影響を考慮したCO2排出量が少ない移動手段の選択
地域の事業者が販売する商品、サービスを適正価格で購入

地域の祭りや行事等への参加
地域の伝統工芸の体験

地域の食材やオーガニック食材を使った食事を提供している店の利用
混雑を回避するための空いている時間帯の訪問
混雑を回避するための観光施設等の事前予約

省エネルギーや再生可能エネルギーの利用を促進している観光施設の利用
観光施設等の混雑時間帯を避けた利用

環境負荷が少ない自然体験プログラムへの参加
地域の生態系の保全に貢献できる体験やアクティビティへの参加

古民家をリノベーションした宿泊施設への宿泊
その地域で許可・認可されているツアーガイドの選択

地域ガイドによる野生動物ウォッチングツアーへの参加
収益の一部を野生動物保護に充てる体験プログラムへの参加

カーボンオフセット商品の利用
伝統工芸品等の模造品を購入しない
宿泊施設におけるリネン類の交換辞退
資源保護のための協力金等の支払い

宿泊施設におけるアメニティグッズの辞退
ハラスメント対策を講じている企業の利用

アジア居住者（n=4,201）

33%

25%

22%

21%

20%

20%

20%

18%

18%

18%

17%

17%

15%

15%

13%

12%

12%

11%

10%

10%

9%

9%

6%

ゴミの削減
地域の事業者が販売する商品、サービスを適正価格で購入

地域の特産品の購入
地域の食材やオーガニック食材を使った食事を提供している店の利用

地域の祭りや行事等への参加
伝統工芸品等の模造品を購入しない

その地域で許可・認可されているツアーガイドの選択
混雑を回避するための空いている時間帯の訪問

環境への影響を考慮したCO2排出量が少ない移動手段の選択
地域ガイドによる野生動物ウォッチングツアーへの参加

省エネルギーや再生可能エネルギーの利用を促進している観光施設の利用
観光施設等の混雑時間帯を避けた利用
宿泊施設におけるリネン類の交換辞退

混雑を回避するための観光施設等の事前予約
環境負荷が少ない自然体験プログラムへの参加
古民家をリノベーションした宿泊施設への宿泊

地域の生態系の保全に貢献できる体験やアクティビティへの参加
収益の一部を野生動物保護に充てる体験プログラムへの参加

地域の伝統工芸の体験
カーボンオフセット商品の利用

資源保護のための協力金等の支払い
宿泊施設におけるアメニティグッズの辞退
ハラスメント対策を講じている企業の利用

欧米豪居住者（n=2,106）　

23%

20%

20%

17%

17%

17%

16%

16%

16%

14%

14%

13%

13%

12%

12%

12%

11%

11%

11%

10%

9%

8%

8%

0% 5%

40%

65%

60%

55%

50%

45%

35%

30%

25%

20%

15%

10%

5%

0%
10% 15% 25%20% 30% 35% 65%40% 45% 50% 55% 60%

自
国・地
域
で
の
実
施
率

訪日旅行希望者の日本での体験希望

0% 5%

40%

65%

60%

55%

50%

45%

35%

30%

25%

20%

15%

10%

5%

0%
10% 15% 25%20% 30% 35% 65%40% 45% 50% 55% 60%

自
国・地
域
で
の
実
施
率

訪日旅行希望者の日本での体験希望

※1 アジア居住者（n=2,686） 欧米豪居住者（n=605）
※2 アジア居住者（n=4,201） 欧米豪居住者（n=2,106）

図 訪日旅行希望者※1
全員※215 日本で体験したい野外活動※1と自国・地域で

実施している野外活動※2（回答はあてはまるものすべて）

欧米豪居住者

アジア居住者
（
日
本
で
の
体
験
希
望
上
位
20
項
目
）

（
日
本
で
の
体
験
希
望
上
位
20
項
目
）

ウォーキング

スキー・スノーボード

植物観察・森林浴

フルーツ狩り

登山・トレッキング・トレイルラン

海水浴・シュノーケリング
キャンプ・グランピング

スノーシュー・雪遊び

動物観察・ふれあい

星空観察・天体観測

スカイスポーツ

サイクリング

ファームステイ

ハイキングランニング

バンジージャンプ

ヨット、セーリング
乗馬

カヌー・カヤック

ダイビング

ウォーキング

出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査   2022年度版

ハイキング

海水浴・シュノーケリング
サイクリング

キャンプ・グランピングランニング

スノーシュー・雪遊び
ダイビング

乗馬

サーフィン

スカイスポーツ バンジージャンプ
ジェットスキー、水上バイク、バナナボート
フルーツ狩り

星空観察・天体観測

スキー・
スノーボード

カヌー・カヤック 動物観察・ふれあい
植物観察・森林浴

登山・トレッキング・トレイルラン

し
、
日
本
は
そ
の
旅
行
先
候
補
の
一
つ
に
な

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
デ
ー
タ
（
図
10
）
が
示

す
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
の
旅
行
者
も
欧
米
豪
と

同
様
、
海
外
旅
行
は
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら

再
開
す
る
可
能
性
が
高
く
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
機
会
を
着
実
に
獲
得
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
外
国
人
旅
行
者
の

嗜
好
や
消
費
環
境
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化

し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
受
入
準
備
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
旅
行
者
の

嗜
好
変
化
の
例
と
し
て
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

旅
行
へ
の
関
心
の
高
ま
り
」「
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
」、

消
費
環
境
の
変
化
の
例
と
し
て
「
ア
ジ
ア
に

お
け
る
日
本
の
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と

質
向
上
」
の
3
点
を
紹
介
す
る
。

　昨
今
、コ
ロ
ナ
禍
で
急
速
に
広
ま
っ
た「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
」
な
取
組
に
対
す
る
意
識
は
海

外
旅
行
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
背
景

に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
、
個
人

の
些
細
な
行
動
が
、
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
を
実
感
す
る
機
会
と
な
り
、
地
球
環
境

や
社
会
問
題
を
他
人
事
で
は
な
く
、
自
分
事

と
捉
え
る
価
値
観
が
急
速
に
広
が
っ
た
こ
と

も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
旅
行
※
6

に
対
す
る
意
識
は
、
地

域
で
は
欧
米
豪
、世
代
で
は「
Z
世
代
」や「
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
若
年
層
（
図

11
）、
高
収
入
者
層
で
特
に
高
い
（
図
12
）。

　海
外
の
旅
行
会
社
で
は
、
こ
う
し
た
ニ
ー

ズ
を
反
映
し
た
商
品
を
販
売
し
て
い
る
※
7

。

Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
を
含
む
18
〜
35

歳
を
対
象
と
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

C
o
n
tiki T

ravel

社
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
に
感
度
の
高
い
若
年
層
の
嗜
好
を
捉

え
た
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
2
0
2
2
年
1
月
以
降
、

販
売
す
る
全
て
の
商
品
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
対
応
し
て
い
る
※
8

。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
で
働
く
ホ
ー
ム
レ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
商
品
や
、
ペ
ル
ー
で
は
あ
る
地
域
に
伝
わ

る
伝
統
的
な
織
物
を
織
る
職
工
と
交
流
で
き

る
商
品
等
※
9

を
販
売
し
て
い
る
。

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
旅
行
会
社D

yn
asty 

T
ravel

社
で
は
、
北
海
道
の
利
尻
島
を
舞

台
に
「
気
候
変
動
が
食
料
供
給
に
及
ぼ
す
影

響
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ツ
ア
ー
を
販
売
し
た
。

ツ
ア
ー
は
漁
業
体
験
を
通
じ
て
エ
ゾ
バ
フ
ン

ウ
ニ
が
地
球
温
暖
化
を
解
決
す
る
効
果
的
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
や
、
利
尻
島
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
こ
れ
ま
で
で
ど
の
よ
う
に
維
持
さ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
イ
タ
リ
ア
が

同
水
準
を
維
持
す
る
中
で
、
日
本
は
7
ポ
イ

ン
ト
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
（
図
8
）。
調
査

対
象
地
域
別
に
み
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
そ

の
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、
海
外
旅
行
先
と
し

て
の
日
本
の
選
択
率
は
第
3
回
調
査
と
比
較

す
る
と
12
ポ
イ
ン
ト
マ
イ
ナ
ス
な
っ
た
（
図

9
）。　こ

の
理
由
の
1
点
目
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
、
欧
米
豪
市
場
で
は
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル

か
ら
海
外
旅
行
が
再
開
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完
全
に
収
束
し

て
い
な
い
状
況
に
お
け
る
海
外
旅
行
は
、
先

述
の
通
り
、「
近
場
」
で
「
来
訪
経
験
の
あ
る

場
所
」
を
選
択
す
る
傾
向
が
あ
る
。
欧
米
豪

各
国
に
と
っ
て
日
本
は
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
該

当
し
、
ア
ジ
ア
に
比
べ
て
訪
日
経
験
割
合
は

低
い
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完

全
に
収
束
し
て
い
な
い
現
段
階
で
は
、
近
隣

の
国
・
地
域
が
現
実
的
な
選
択
肢
と
し
て
浮

上
し
、
相
対
的
に
日
本
の
選
択
率
が
低
下
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
2
点
目
は
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
い
た
我
が
国
の
水
際
対
策
で

あ
る
。
世
界
各
国
で
水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
前
と
同
様
に
海
外
旅
行

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
国
・
地
域
が
増
え

て
き
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
我
が
国

で
は
一
日
あ
た
り
の
入
国
者
数
の
上
限
を
設

け
、
ビ
ザ
の
取
得
や
旅
行
会
社
の
利
用
を
求

め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
と

同
様
の
旅
行
が
難
し
い
と
捉
え
ら
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。
当
財
団
が
2
0
2
2
年
8
〜
9

月
に
タ
イ
の
旅
行
会
社
を
対
象
に
実
施
し
た

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
※
5

に
お
い
て
も
、
タ
イ

人
の
訪
日
意
向
は
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る

も
の
の
、
ビ
ザ
取
得
に
要
す
る
コ
ス
ト
を
敬

遠
し
、
金
銭
的
・
時
間
的
余
裕
が
あ
る
人
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
特
に
ス
イ
ス
が
人
気
）
を
、

　欧
米
豪
に
お
け
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
自
国
・
地
域
で
の
実
施
率
と
訪
日

旅
行
で
の
体
験
意
向
の
関
係
を
み
る
と
、
自

国
・
地
域
で
実
施
し
て
い
る
活
動
を
訪
日
旅

行
で
も
体
験
し
た
い
傾
向
が
み
て
と
れ
る
。

ま
た
、
訪
日
旅
行
で
の
体
験
意
向
は「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」「
ハ
イ
キ
ン
グ
」「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」

「
登
山
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」等
、

山
岳
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る（
図
15
）。

　訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
を
支
え
て
い
た

ア
ジ
ア
で
は
、
高
い
訪
日
意
向
を
維
持
し
て

い
る
も
の
の
、
本
格
的
な
海
外
旅
行
需
要
の

回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
特
に
訪
日
リ
ピ

ー
タ
ー
割
合
、
訪
日
意
向
が
高
い
台
湾
や
香

港
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
で
は
日
本
に
行

け
な
く
て
も
現
地
で
日
本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
を
消
費
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

日
本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
が
拡
充
さ

れ
た
。

　モ
ノ
の
販
売
で
は
、
香
港
の
旅
行
会
社
の

E
コ
マ
ー
ス
へ
の
参
入
が
相
次
い
だ（
表
2
）。

旅
行
業
で
築
い
た
日
本
国
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、
日
本
各
地
の
生
鮮
食
品
、
日

本
の
メ
ー
カ
ー
の
菓
子
類
、
生
活
雑
貨
を
仕

入
れ
て
販
売
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
E
C
サ

イ
ト
の
商
品
は
山
梨
県
産
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
、
岡
山
県
産
の
白
桃
、
北
海
道
産
の

夕
張
メ
ロ
ン
等
、
現
地
で
も
人
気
が
高
い
日

本
各
地
の
果
物
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
当
財
団
が
タ
イ
の
旅
行
会
社
を
対
象
に

実
施
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
調
査
対

象
の
5
社
中
2
社
が
コ
ロ
ナ
禍
で
旅
行
業
以

外
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
開
始
し
て
い
た
。
う
ち
1

社
は
香
港
の
例
と
同
様
、
旅
行
業
で
築
い
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
日
本
の
調
味
料
を
仕
入

れ
、
一
般
消
費
者
だ
け
で
な
く
、
バ
ン
コ
ク

市
内
の
飲
食
店
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
等

に
も
卸
し
て
い
る
。
食
品
輸
入
業
を
開
始
し

た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
国
内
の
事
業
者
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、

職
員
の
日
本
食
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る
機

会
に
も
な
っ
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
今
後
は
こ

の
知
識
を
旅
行
業
に
お
い
て
日
本
の
食
体
験

れ
て
き
た
か
等
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
商
品
は

一
般
的
な
訪
日
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
が
平
均

1
5
0
0
〜
2
5
0
0
S
G
D  

に
対
し
、

1
0
6
0
0
S
G
D
（
約
1
0
7
万
円
程
度
）

〜
と
な
っ
て
お
り
、
高
収
入
者
層
に
も
訴
求

す
る
商
品
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン

ス
の
P
O
N
A
N
T
社
で
は
、
北
前
船
の
航

路
を
辿
る
ク
ル
ー
ズ
ツ
ア
ー
を
販
売
し
た
。

同
社
で
は
、
こ
の
ツ
ア
ー
に
お
い
て
窒
素
酸

化
物
排
出
量
の
削
減
、
速
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

等
に
よ
る
C
O
2

排
出
量
の
削
減
、
船
内
で

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
使
用
禁
止
、
廃
棄
物
の

再
利
用
等
を
実
施
し
て
い
る
。D

yn
asty 

T
ravel

社
やP

O
N
A
N
T

社
の
例
の
よ
う

に
、
ま
だ
商
品
数
は
多
く
な
い
も
の
の
、
訪

日
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
で
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
旅
行
を
扱
う
商
品
が
徐
々
に
増
え
て
き
て

い
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
密

を
避
け
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。

図
13
は
コ
ロ
ナ
禍
に
実
施
し
た
第
3
回
調
査

の
結
果
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に

ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
実
施
経
験
、

実
施
意
向
と
も
に
選
択
率
が
高
い
。
ま
た
、

当
財
団
が
タ
イ
で
旅
行
会
社
を
対
象
に
実
施

し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
で
も
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
現
在
で
は
バ
ン
コ
ク
郊
外
の
キ
ャ

ン
プ
場
が
人
気
を
集
め
て
い
る
と
い
う
。
こ

れ
ら
の
調
査
結
果
を
受
け
、
2
0
2
2
年
度

調
査
で
は
、
25
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
つ
い
て
自
国
・
地
域
で
の
実
施
経
験

と
訪
日
時
の
体
験
意
向
を
尋
ね
た
。

　ア
ジ
ア
で
は
、
自
国
・
地
域
で
の
実
施
率

は
低
い
が
、
訪
日
旅
行
で
の
体
験
意
向
が
高

い
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て

「
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
」
や
「
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
・
雪
遊
び
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
の
国
・
地
域
別
選
択
率
を
み
る
と
、

年
間
を
通
じ
て
気
温
が
高
く
降
雪
が
無
い
地

域
の
体
験
意
向
が
高
い
（
図
14
）。
こ
れ
ら

の
活
動
は
自
国
・
地
域
で
は
で
き
な
い
か
ら

こ
そ
、
訪
日
時
に
実
施
し
た
い
と
い
う
旅
行

者
の
希
望
が
伺
え
る
。
ま
た
、「
フ
ル
ー
ツ

狩
り
」、「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」、「
動
物
観
察
・

ふ
れ
あ
い
」、「
星
空
観
察
・
天
体
観
測
」
等
、

重
装
備
を
必
要
と
せ
ず
手
軽
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
体
験
意
向
も

高
い
。

環
境
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
コ

ン
テ
ン
ツ
を
準
備
し
、
発
信
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　そ
の
一
つ
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
旅
行
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
取
り

上
げ
た
。
欧
米
豪
の
旅
行
者
を
中
心
に
、
旅

行
先
や
利
用
す
る
事
業
者
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
を
行
っ
て
い
る
か
を
重
視
し
て
い
る

（
図
11
・
図
12
）
こ
と
は
先
述
の
通
り
だ
が
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す
る
旅
行
者

が
旅
行
先
で
実
施
し
た
い
取
組
は
、ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
と
も
に
「
ゴ
ミ
の
削
減
」（
ア
ジ
ア
で

は
33
%
、
欧
米
豪
で
は
23
%
）、
ア
ジ
ア
で
は
、

「
地
域
の
特
産
品
の
購
入
」（
25
%
）「
環
境
へ

の
影
響
を
考
慮
し
た
C
O
2

排
出
量
が
少
な

い
移
動
手
段
の
選
択
」（
22
%
）、
欧
米
豪
で

は
「
地
域
の
事
業
者
が
販
売
す
る
商
品
、
サ

ー
ビ
ス
を
適
正
価
格
で
購
入
」（
20
%
）、「
地

域
の
特
産
品
の
購
入
」（
20
%
）
と
続
く
（
図

16
）。
地
域
や
事
業
者
は
、
観
光
に
よ
っ
て

生
じ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
負
の
イ
ン
パ
ク

ト
を
軽
減
す
る
取
組
だ
け
で
な
く
、「
地
域

の
特
産
品
の
購
入
」、「
地
元
資
本
の
利
用
」、

「
適
正
価
格
で
の
購
入
」
等
、
旅
行
者
が
地

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
役
立
て
る
べ
く
準
備
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
会
社
で
は
、
食
品
輸
入

業
の
利
益
率
は
低
い
も
の
の
、
本
業
で
あ
る

旅
行
業
へ
の
好
影
響
を
も
た
ら
す
事
業
と
し

て
捉
え
、
今
後
も
し
ば
ら
く
は
継
続
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

　サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
よ

り
小
売
業
や
飲
食
業
界
の
日
系
企
業
が
積
極

的
に
香
港
へ
進
出
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
需
要
が
増
大
し
た
こ
と
か
ら
日
本
体
験
の

種
類
が
増
え
、
日
本
の
自
治
体
と
の
連
携
も

活
発
化
し
た
（
表
3
）。
例
え
ば
、
昨
年
の

夏
に
香
港
で
オ
ー
プ
ン
し
た
沖
縄
県
の
泡
盛

専
門
バ
ー
「
A
W
A 

A
W
A
」
で
は
、
沖
縄

県
内
の
複
数
の
酒
造
メ
ー
カ
ー
が
沖
縄
の
泡

盛
文
化
を
海
外
に
広
げ
よ
う
と
、
海
外
向
け

に
開
発
し
た
商
品
を
使
っ
た
カ
ク
テ
ル
を
提

供
し
て
い
る
。
ま
た
、
A
W
A 

A
W
A
で

は
日
本
国
内
の
店
舗
に
も
引
け
を
取
ら
な
い

数
の
銘
柄
を
取
り
揃
え
て
お
り
、
こ
の
点
に

お
い
て
も
現
地
の
人
か
ら
の
人
気
を
集
め
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
日
本

を
訪
問
せ
ず
と
も
、
日
本
の
食
を
は
じ
め
と

し
て
、
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
手
軽
に
体
験

で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
た
。

　2
0
2
2
年
に
入
り
、
欧
米
で
先
行
し
て

海
外
旅
行
需
要
が
回
復
し
た
こ
と
に
伴
い
、

欧
米
で
は
、
海
外
旅
行
先
と
し
て
の
日
本
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
要
因
の
一
つ

と
し
て
挙
げ
た
水
際
対
策
は
10
月
に
解
除
さ

れ
、
折
か
ら
の
円
安
も
追
い
風
に
な
り
、
本

格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
に

期
待
が
高
ま
る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
、

日
本
が
現
実
的
な
海
外
旅
行
先
の
一
つ
に
な

っ
た
と
伝
え
る
こ
と
に
加
え
、
魅
力
の
発
信

を
強
化
し
て
い
く
重
要
な
フ
ェ
ー
ズ
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
の
際
、引
き
続
き
、

外
国
人
旅
行
者
が
変
わ
ら
ず
期
待
す
る
日
本

の
魅
力 

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
、
外
国
人
旅
行
者
の
嗜
好
や
消
費

域
文
化
や
経
済
へ
の
貢
献
意
識
が
高
い
こ
と

も
踏
ま
え
、
観
光
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
プ
ラ

ス
に
作
用
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
取
組

が
必
要
な
の
か
、
旅
行
者
に
観
光
を
通
じ
て

ど
の
よ
う
に
協
力
し
て
も
ら
う
か
を
検
討
し

た
上
で
、
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　次
に
取
り
上
げ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
は
、
地
方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、

誘
客
に
つ
な
げ
る
チ
ャ
ン
ス
と
も
捉
え
ら
れ

る
。
ア
ジ
ア
で
訪
日
時
の
実
施
意
向
が
高
い

「
フ
ル
ー
ツ
狩
り
」「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」「
動

物
観
察
・
ふ
れ
あ
い
」「
星
空
観
察
・
天
体

観
測
」
は
、
特
定
の
地
域
に
依
ら
ず
日
本
各

地
で
実
施
可
能
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
の

特
色
を
打
ち
出
し
や
す
い
（
例
：「
フ
ル
ー

ツ
狩
り
」
は
日
本
全
国
で
可
能
だ
が
、
地
域

に
よ
っ
て
収
穫
で
き
る
果
物
は
異
な
る
）。

一
方
で
、
だ
か
ら
こ
そ
、
同
じ
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
っ
て
も
他
地
域
と
の

差
別
化
を
意
識
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
、

発
信
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
日

本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
で
き
る
環
境

が
以
前
に
も
増
し
て
充
実
し
、
商
品
の
質
が

向
上
し
て
い
る
。
今
後
、
本
格
的
に
ア
ジ
ア

か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
に
あ

た
っ
て
は
、
既
に
現
地
で
高
品
質
の
モ
ノ
、

サ
ー
ビ
ス
を
体
験
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、

日
本
だ
か
ら
こ
そ
購
入
で
き
る
、
体
験
で
き

る
価
値
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

　今
後
の
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
順
調
に
回

復
す
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
当
財
団
で
は
引

き
続
き
各
種
調
査
を
実
施
し
、
政
策
立
案
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
に
有
用
な
デ
ー
タ
を
発

信
し
て
い
き
た
い
。

（
か
き
し
ま 

あ
か
ね
）

向
が
顕
著
で
あ
る
（
図
6
）。

第
3
回
の
調
査
ま
で
は
、
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪

と
も
に
海
外
旅
行
は
興
味
・
関
心
段
階
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
長
く
海
外
旅
行
を
実
施
で

き
な
か
っ
た
分
、
通
常
よ
り
も
時
間
と
お
金

を
多
め
に
使
い
、
行
き
た
か
っ
た
場
所
を
訪

問
し
た
い
と
い
う
旅
行
者
の
純
粋
な
願
望
が

読
み
取
れ
た
が
、
2
0
2
2
年
に
入
り
、
欧

米
で
は
海
外
旅
行
が
再
開
し
、
計
画
段
階
に

移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
海
外
旅
行
に
お
け

る
予
算
も
「
近
場
で
慣
れ
親
し
ん
だ
場
所
」

の
訪
問
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

現
実
的
な
回
答
と
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
こ
う
し
た
変
化
の
中
で
、
特
に
注

目
す
べ
き
は
「
次
の
海
外
旅
行
で
行
き
た
い

国
・
地
域
」
で
あ
る
。
2
0
2
2
年
度
調
査

に
お
い
て
「
日
本
」
と
回
答
し
た
人
は
全
体

で
52
%
、
1
位
と
な
っ
た
。
ア
ジ
ア
で
は
64

%
と
第
3
回
調
査
に
引
き
続
き
1
位
と
な
り
、

他
の
国
・
地
域
を
ポ
イ
ン
ト
数
で
大
き
く
引

き
離
し
、
高
い
人
気
を
維
持
し
て
い
る
。
一

方
で
、
欧
米
豪
で
は
、
ア
メ
リ
カ
（
36
%
）

に
次
い
で
日
本
（
29
%
）
は
2
位
と
な
っ
た

（
第
3
回
調
査
で
は
37
%
で
1
位
）（
図
7
）。

第
3
回
調
査
と
比
較
す
る
と
、
海
外
旅
行
先

と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
ポ
イ
ン
ト
が
上
昇
し
、

る
人
が
増
え
、
ま
だ
海
外
旅
行
を
実
施
し
て

い
な
い
人
も
「
計
画
段
階
」
に
移
行
し
つ
つ

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　欧
米
豪
に
お
け
る
海
外
旅
行
の
再
開
に
よ

り
、
次
の
海
外
旅
行
の
予
算
、
日
程
等
の
プ

ラ
ン
に
関
し
て
も
ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
で
変
化

が
み
ら
れ
た
。「
次
の
海
外
旅
行
の
予
算
」
が

「
増
え
る
」と「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
増
え
る
」

と
回
答
し
た
割
合
は
、
ア
ジ
ア
が
64
%
、
欧

米
豪
が
46
%
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
で
は

調
査
回
を
追
う
ご
と
に
そ
の
割
合
が
増
加
し

て
い
る
の
に
対
し
、
欧
米
豪
で
は
第
3
回
調

査
ま
で
は
ア
ジ
ア
と
同
様
だ
っ
た
も
の
の
、

2
0
2
2
年
度
調
査
で
は
、
第
3
回
調
査
と

比
較
し
て
、
そ
の
割
合
が
低
下
し
て
い
る（
図

5
）。
ま
た
、「
次
の
海
外
旅
行
の
滞
在
日
数
」

は
、
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に
「
長
く
な
る
」

と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
長
く
な
る
」
と
回

答
し
た
割
合
が
第
1
回
〜
第
3
回
調
査
ま
で

増
加
し
て
い
た
も
の
の
、
2
0
2
2
年
度
調

査
で
は
低
下
し
、
特
に
欧
米
豪
で
は
そ
の
傾

　今
夏
の
海
外
旅
行
市
場
は
欧
米
を
中
心
に

回
復
し
つ
つ
あ
る
状
況
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
2
0
2
2
年
6
月
の

海
外
渡
航
者
数
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
の

2
0
1
9
年
同
月
の
93
％
ま
で
回
復
し
て
い

る
。
同
様
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
2
0
1
9
年
同

月
の
73
%
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
帰
国
者
数

は
2
0
1
9
年
同
月
の
46
%
ま
で
回
復
し
て

い
る（
図
1
）。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
国
の
海
外
旅

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
以
下

「
新
型
コ
ロ
ナ
」）の
流
行
か
ら
2
年
以
上
の
時

間
が
経
過 

し
た
が
、
訪
日
外
客
数
は
新
型
コ

ロ
ナ
流
行
前
の
対
2
0
1
9
年
8
月
93
%
※
1

と
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な
回

復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
10
月
に
は

水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今

後
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　当
財
団
で
は
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

に
つ
い
て
2
本
の
独
自
調
査
※
2
（「
D
B
J
・

J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
意
向
調
査
」、「
J
T
B
F
訪
日
旅

行
商
品
調
査
」）
や
、
海
外
の
旅
行
会
社
、
関

係
機
関
を
対
象
と
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を

実
施
し
て
き
て
い
る
（
表
1
）。
本
稿
で
は
こ

れ
ら
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
海
外
旅
行
の

実
施
状
況
や
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化
し
た
旅

行
者
の
嗜
好
や
消
費
環
境
の
変
化
等
か
ら
、

訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な
再
始

動
に
向
け
た
考
察
を
行
っ
た
。

　な
お
、
本
稿
に
記
載
し
て
い
る
内
容
は

2
0
2
2
年
9
月
30
日
現
在
の
情
報
で
あ
る
。

行
の
行
き
先
は「
近
場
」が
選
択
さ
れ
て
い
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
人
出

国
者
の
方
面
別
構
成
比
は
、
メ
キ
シ
コ（
空
路
）、

カ
リ
ブ
海
諸
国
、
カ
ナ
ダ（
空
路
）、
中
央
ア

メ
リ
カ
等
、
近
隣
諸
国
が
半
数
程
度
を
占
め

て
お
り（
図
2
）、
イ
ギ
リ
ス
人
出
国
者
の
方

面
別
構
成
比
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
80
%
※
3

を
占

め
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
渡
航

先
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
と
近
隣
国
が
上
位
と
な
っ
た
※
4

。

ま
た
、「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・
欧
米

豪
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査

（
2
0
2
2
年
度
版
）」（
以
下
、「
2
0
2
2
年

度
調
査
」）に
お
い
て
、
過
去
1
年
間
に
実
施

し
た
海
外
旅
行
先
の
訪
問
経
験
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
欧
米
豪
で
は「
訪
問
経
験
が
あ
る
場
所
」

（
図
3
）を
訪
問
し
て
い
る
割
合
が
76
%
と
高

い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
上
か
ら
、
欧

米
で
は
海
外
旅
行
が
回
復
し
つ
つ
あ
る
も
の

の
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完
全
に
収
束
し
て

い
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
近
場
の
慣

れ
親
し
ん
だ
場
所
を
訪
れ
、
安
心
し
て
海
外

旅
行
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
旅
行
者
の
意
識

が
読
み
取
れ
る
。

　一
方
、
ア
ジ
ア
で
は
本
格
的
な
海
外
旅
行

の
回
復
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
は
2
0
2
2
年
7
月
の
出
国
者
数
は

2
0
1
9
年
同
月
の
57
%
ま
で
回
復
し
て
い

る
が
、
韓
国
で
は
2
0
1
9
年
同
月
の
29
%
、

台
湾
や
香
港
に
つ
い
て
は
2
0
1
9
年
同
月

の
10
%
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
東
ア
ジ
ア

で
回
復
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（
図
1
）。

　ま
た
、
次
の
海
外
旅
行
を
再
開
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
に
つ
い
て
も
、
ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
で
は
違
い

が
見
ら
れ
た
。
過
去
1
年
間（
2
0
2
1
年
7
月

〜
2
0
2
2
年
6
月
）の
海
外
旅
行
経
験
が
な
く
、

か
つ
、
今
後
の
海
外
旅
行
意
向
が
あ
る
人
を
対

象
に
、
海
外
旅
行
を
再
開
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
ア
ジ
ア
で
は「
渡
航
希
望
先
の

入
国
条
件
や
入
国
後
の
行
動
制
限
措
置
が
緩
和

さ
れ
た
ら
」（
36
%
）が
最
も
多
く
、
次
い
で「
新

型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
消
滅
し
て
か
ら
」（
33
%
）と

続
く
。一
方
で
、
欧
米
豪
で
は「
す
で
に
検
討
を

始
め
て
い
る
」（
26
%
）が
最
も
多
い（
図
4
）。
欧

米
豪
で
は
、
昨
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た

「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
欧
米
豪
訪
日
外
国

人
旅
行
者
の
意
向
調
査（
第
3
回
新
型
コ
ロ
ナ

影
響
度
特
別
調
査
）」（
以
下
、「
第
3
回
調
査
」）

で
は「
す
で
に
検
討
を
始
め
て
い
る
」は
8
%
で
、

第
3
回
調
査
か
ら
約
8
カ
月
の
間
に
18
ポ
イ
ン

ト
ア
ッ
プ
し
た
。

　ア
ジ
ア
で
は
海
外
旅
行
を
す
る
人
は
ご
く

一
部
で
、
そ
れ
以
外
の
海
外
旅
行
意
向
が
あ

る
人
の
予
定
に
つ
い
て
も
「
い
つ
の
日
か
新

型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
収
束
し
た
ら
ま
た
海
外

旅
行
に
行
き
た
い
」
と
い
う
「
興
味
・
関
心

段
階
」
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
欧

米
で
は
数
カ
月
の
間
に
海
外
旅
行
を
実
施
す

近
場
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
人
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
を
海
外
旅
行
先
と
し
て
選
択
す
る
傾

向
が
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
状
況
は
タ
イ

の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
・
地
域
で
起

き
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
を
取
り
逃
し
て
い
た
我
が
国
に
と
っ
て

は
、
10
月
11
日
以
降
の
水
際
対
策
の
緩
和
は

本
格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復

へ
の
大
き
な
足
掛
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　今
後
、
順
調
に
海
外
旅
行
市
場
の
回
復
と
、

我
が
国
に
お
け
る
外
国
人
旅
行
者
の
受
入
が

進
め
ば
、
先
行
し
て
海
外
旅
行
を
再
開
し
て

い
た
欧
米
の
旅
行
者
が
海
外
旅
行
先
を
シ
ョ

ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
シ
フ
ト

3.
今
後
、

訪
日
外
国
人
を
受
け

入
れ
る
に
あ
た
っ
て

訪日インバウンド市場の本格的な再始動に向けて1
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表 3 香港で提供されている日本体験の例

鹿児島県の現地の
高級フランス料理店でのプロモーション

岡山県の現地カフェでのプロモーション

沖縄の泡盛を扱う専門バー
「AWA AWA」のオープン

Grand Hyatt Hong Kongにおける
「青森ルーム」の販売

ショッピングモールHarbour Northでの
藤棚とあじさいの庭園

ショッピングモールPark Centralにおける
長崎県キャンペーン

飲食
業種 内容

宿泊

小売

35%30%25%20%15%10%5%0%

35%30%25%20%15%10%5%0%

出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査   2022年度版

図 全員16 海外旅行の訪問先で実践したい「サステナブルな取組」（回答は5つまで）

ゴミの削減
地域の特産品の購入

環境への影響を考慮したCO2排出量が少ない移動手段の選択
地域の事業者が販売する商品、サービスを適正価格で購入

地域の祭りや行事等への参加
地域の伝統工芸の体験

地域の食材やオーガニック食材を使った食事を提供している店の利用
混雑を回避するための空いている時間帯の訪問
混雑を回避するための観光施設等の事前予約

省エネルギーや再生可能エネルギーの利用を促進している観光施設の利用
観光施設等の混雑時間帯を避けた利用

環境負荷が少ない自然体験プログラムへの参加
地域の生態系の保全に貢献できる体験やアクティビティへの参加

古民家をリノベーションした宿泊施設への宿泊
その地域で許可・認可されているツアーガイドの選択

地域ガイドによる野生動物ウォッチングツアーへの参加
収益の一部を野生動物保護に充てる体験プログラムへの参加

カーボンオフセット商品の利用
伝統工芸品等の模造品を購入しない
宿泊施設におけるリネン類の交換辞退
資源保護のための協力金等の支払い

宿泊施設におけるアメニティグッズの辞退
ハラスメント対策を講じている企業の利用

アジア居住者（n=4,201）

33%

25%

22%

21%

20%

20%

20%

18%

18%

18%

17%

17%

15%

15%

13%

12%

12%

11%

10%

10%

9%

9%

6%

ゴミの削減
地域の事業者が販売する商品、サービスを適正価格で購入

地域の特産品の購入
地域の食材やオーガニック食材を使った食事を提供している店の利用

地域の祭りや行事等への参加
伝統工芸品等の模造品を購入しない

その地域で許可・認可されているツアーガイドの選択
混雑を回避するための空いている時間帯の訪問

環境への影響を考慮したCO2排出量が少ない移動手段の選択
地域ガイドによる野生動物ウォッチングツアーへの参加

省エネルギーや再生可能エネルギーの利用を促進している観光施設の利用
観光施設等の混雑時間帯を避けた利用
宿泊施設におけるリネン類の交換辞退

混雑を回避するための観光施設等の事前予約
環境負荷が少ない自然体験プログラムへの参加
古民家をリノベーションした宿泊施設への宿泊

地域の生態系の保全に貢献できる体験やアクティビティへの参加
収益の一部を野生動物保護に充てる体験プログラムへの参加

地域の伝統工芸の体験
カーボンオフセット商品の利用

資源保護のための協力金等の支払い
宿泊施設におけるアメニティグッズの辞退
ハラスメント対策を講じている企業の利用

欧米豪居住者（n=2,106）　

23%

20%

20%

17%

17%

17%

16%

16%

16%

14%

14%

13%

13%

12%

12%

12%

11%

11%

11%

10%

9%

8%

8%

0% 5%

40%

65%

60%

55%

50%

45%

35%

30%

25%

20%

15%

10%

5%

0%
10% 15% 25%20% 30% 35% 65%40% 45% 50% 55% 60%

自
国・地
域
で
の
実
施
率

訪日旅行希望者の日本での体験希望

0% 5%

40%

65%

60%

55%

50%

45%

35%

30%

25%

20%

15%

10%

5%

0%
10% 15% 25%20% 30% 35% 65%40% 45% 50% 55% 60%

自
国・地
域
で
の
実
施
率

訪日旅行希望者の日本での体験希望

※1 アジア居住者（n=2,686） 欧米豪居住者（n=605）
※2 アジア居住者（n=4,201） 欧米豪居住者（n=2,106）

図 訪日旅行希望者※1
全員※215 日本で体験したい野外活動※1と自国・地域で

実施している野外活動※2（回答はあてはまるものすべて）

欧米豪居住者

アジア居住者
（
日
本
で
の
体
験
希
望
上
位
20
項
目
）

（
日
本
で
の
体
験
希
望
上
位
20
項
目
）

ウォーキング

スキー・スノーボード

植物観察・森林浴

フルーツ狩り

登山・トレッキング・トレイルラン

海水浴・シュノーケリング
キャンプ・グランピング

スノーシュー・雪遊び

動物観察・ふれあい

星空観察・天体観測

スカイスポーツ

サイクリング

ファームステイ

ハイキングランニング

バンジージャンプ

ヨット、セーリング
乗馬

カヌー・カヤック

ダイビング

ウォーキング

出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査   2022年度版

ハイキング

海水浴・シュノーケリング
サイクリング

キャンプ・グランピングランニング

スノーシュー・雪遊び
ダイビング

乗馬

サーフィン

スカイスポーツ バンジージャンプ
ジェットスキー、水上バイク、バナナボート
フルーツ狩り

星空観察・天体観測

スキー・
スノーボード

カヌー・カヤック 動物観察・ふれあい
植物観察・森林浴

登山・トレッキング・トレイルラン

し
、
日
本
は
そ
の
旅
行
先
候
補
の
一
つ
に
な

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
デ
ー
タ
（
図
10
）
が
示

す
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
の
旅
行
者
も
欧
米
豪
と

同
様
、
海
外
旅
行
は
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら

再
開
す
る
可
能
性
が
高
く
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
機
会
を
着
実
に
獲
得
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
外
国
人
旅
行
者
の

嗜
好
や
消
費
環
境
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化

し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
受
入
準
備
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
旅
行
者
の

嗜
好
変
化
の
例
と
し
て
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

旅
行
へ
の
関
心
の
高
ま
り
」「
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
」、

消
費
環
境
の
変
化
の
例
と
し
て
「
ア
ジ
ア
に

お
け
る
日
本
の
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と

質
向
上
」
の
3
点
を
紹
介
す
る
。

　昨
今
、コ
ロ
ナ
禍
で
急
速
に
広
ま
っ
た「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
」
な
取
組
に
対
す
る
意
識
は
海

外
旅
行
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
背
景

に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
、
個
人

の
些
細
な
行
動
が
、
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
を
実
感
す
る
機
会
と
な
り
、
地
球
環
境

や
社
会
問
題
を
他
人
事
で
は
な
く
、
自
分
事

と
捉
え
る
価
値
観
が
急
速
に
広
が
っ
た
こ
と

も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
旅
行
※
6

に
対
す
る
意
識
は
、
地

域
で
は
欧
米
豪
、世
代
で
は「
Z
世
代
」や「
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
若
年
層
（
図

11
）、
高
収
入
者
層
で
特
に
高
い
（
図
12
）。

　海
外
の
旅
行
会
社
で
は
、
こ
う
し
た
ニ
ー

ズ
を
反
映
し
た
商
品
を
販
売
し
て
い
る
※
7

。

Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
を
含
む
18
〜
35

歳
を
対
象
と
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

C
o
n
tiki T

ravel

社
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
に
感
度
の
高
い
若
年
層
の
嗜
好
を
捉

え
た
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
2
0
2
2
年
1
月
以
降
、

販
売
す
る
全
て
の
商
品
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
対
応
し
て
い
る
※
8

。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
で
働
く
ホ
ー
ム
レ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
商
品
や
、
ペ
ル
ー
で
は
あ
る
地
域
に
伝
わ

る
伝
統
的
な
織
物
を
織
る
職
工
と
交
流
で
き

る
商
品
等
※
9

を
販
売
し
て
い
る
。

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
旅
行
会
社D

yn
asty 

T
ravel

社
で
は
、
北
海
道
の
利
尻
島
を
舞

台
に
「
気
候
変
動
が
食
料
供
給
に
及
ぼ
す
影

響
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ツ
ア
ー
を
販
売
し
た
。

ツ
ア
ー
は
漁
業
体
験
を
通
じ
て
エ
ゾ
バ
フ
ン

ウ
ニ
が
地
球
温
暖
化
を
解
決
す
る
効
果
的
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
や
、
利
尻
島
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
こ
れ
ま
で
で
ど
の
よ
う
に
維
持
さ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
イ
タ
リ
ア
が

同
水
準
を
維
持
す
る
中
で
、
日
本
は
7
ポ
イ

ン
ト
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
（
図
8
）。
調
査

対
象
地
域
別
に
み
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
そ

の
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、
海
外
旅
行
先
と
し

て
の
日
本
の
選
択
率
は
第
3
回
調
査
と
比
較

す
る
と
12
ポ
イ
ン
ト
マ
イ
ナ
ス
な
っ
た
（
図

9
）。　こ

の
理
由
の
1
点
目
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
、
欧
米
豪
市
場
で
は
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル

か
ら
海
外
旅
行
が
再
開
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完
全
に
収
束
し

て
い
な
い
状
況
に
お
け
る
海
外
旅
行
は
、
先

述
の
通
り
、「
近
場
」
で
「
来
訪
経
験
の
あ
る

場
所
」
を
選
択
す
る
傾
向
が
あ
る
。
欧
米
豪

各
国
に
と
っ
て
日
本
は
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
該

当
し
、
ア
ジ
ア
に
比
べ
て
訪
日
経
験
割
合
は

低
い
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完

全
に
収
束
し
て
い
な
い
現
段
階
で
は
、
近
隣

の
国
・
地
域
が
現
実
的
な
選
択
肢
と
し
て
浮

上
し
、
相
対
的
に
日
本
の
選
択
率
が
低
下
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
2
点
目
は
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
い
た
我
が
国
の
水
際
対
策
で

あ
る
。
世
界
各
国
で
水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
前
と
同
様
に
海
外
旅
行

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
国
・
地
域
が
増
え

て
き
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
我
が
国

で
は
一
日
あ
た
り
の
入
国
者
数
の
上
限
を
設

け
、
ビ
ザ
の
取
得
や
旅
行
会
社
の
利
用
を
求

め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
と

同
様
の
旅
行
が
難
し
い
と
捉
え
ら
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。
当
財
団
が
2
0
2
2
年
8
〜
9

月
に
タ
イ
の
旅
行
会
社
を
対
象
に
実
施
し
た

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
※
5

に
お
い
て
も
、
タ
イ

人
の
訪
日
意
向
は
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る

も
の
の
、
ビ
ザ
取
得
に
要
す
る
コ
ス
ト
を
敬

遠
し
、
金
銭
的
・
時
間
的
余
裕
が
あ
る
人
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
特
に
ス
イ
ス
が
人
気
）
を
、

　欧
米
豪
に
お
け
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
自
国
・
地
域
で
の
実
施
率
と
訪
日

旅
行
で
の
体
験
意
向
の
関
係
を
み
る
と
、
自

国
・
地
域
で
実
施
し
て
い
る
活
動
を
訪
日
旅

行
で
も
体
験
し
た
い
傾
向
が
み
て
と
れ
る
。

ま
た
、
訪
日
旅
行
で
の
体
験
意
向
は「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」「
ハ
イ
キ
ン
グ
」「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」

「
登
山
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」等
、

山
岳
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る（
図
15
）。

　訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
を
支
え
て
い
た

ア
ジ
ア
で
は
、
高
い
訪
日
意
向
を
維
持
し
て

い
る
も
の
の
、
本
格
的
な
海
外
旅
行
需
要
の

回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
特
に
訪
日
リ
ピ

ー
タ
ー
割
合
、
訪
日
意
向
が
高
い
台
湾
や
香

港
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
で
は
日
本
に
行

け
な
く
て
も
現
地
で
日
本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
を
消
費
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

日
本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
が
拡
充
さ

れ
た
。

　モ
ノ
の
販
売
で
は
、
香
港
の
旅
行
会
社
の

E
コ
マ
ー
ス
へ
の
参
入
が
相
次
い
だ（
表
2
）。

旅
行
業
で
築
い
た
日
本
国
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、
日
本
各
地
の
生
鮮
食
品
、
日

本
の
メ
ー
カ
ー
の
菓
子
類
、
生
活
雑
貨
を
仕

入
れ
て
販
売
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
E
C
サ

イ
ト
の
商
品
は
山
梨
県
産
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
、
岡
山
県
産
の
白
桃
、
北
海
道
産
の

夕
張
メ
ロ
ン
等
、
現
地
で
も
人
気
が
高
い
日

本
各
地
の
果
物
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
当
財
団
が
タ
イ
の
旅
行
会
社
を
対
象
に

実
施
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
調
査
対

象
の
5
社
中
2
社
が
コ
ロ
ナ
禍
で
旅
行
業
以

外
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
開
始
し
て
い
た
。
う
ち
1

社
は
香
港
の
例
と
同
様
、
旅
行
業
で
築
い
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
日
本
の
調
味
料
を
仕
入

れ
、
一
般
消
費
者
だ
け
で
な
く
、
バ
ン
コ
ク

市
内
の
飲
食
店
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
等

に
も
卸
し
て
い
る
。
食
品
輸
入
業
を
開
始
し

た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
国
内
の
事
業
者
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、

職
員
の
日
本
食
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る
機

会
に
も
な
っ
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
今
後
は
こ

の
知
識
を
旅
行
業
に
お
い
て
日
本
の
食
体
験

れ
て
き
た
か
等
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
商
品
は

一
般
的
な
訪
日
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
が
平
均

1
5
0
0
〜
2
5
0
0
S
G
D  

に
対
し
、

1
0
6
0
0
S
G
D
（
約
1
0
7
万
円
程
度
）

〜
と
な
っ
て
お
り
、
高
収
入
者
層
に
も
訴
求

す
る
商
品
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン

ス
の
P
O
N
A
N
T
社
で
は
、
北
前
船
の
航

路
を
辿
る
ク
ル
ー
ズ
ツ
ア
ー
を
販
売
し
た
。

同
社
で
は
、
こ
の
ツ
ア
ー
に
お
い
て
窒
素
酸

化
物
排
出
量
の
削
減
、
速
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

等
に
よ
る
C
O
2

排
出
量
の
削
減
、
船
内
で

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
使
用
禁
止
、
廃
棄
物
の

再
利
用
等
を
実
施
し
て
い
る
。D

yn
asty 

T
ravel

社
やP

O
N
A
N
T

社
の
例
の
よ
う

に
、
ま
だ
商
品
数
は
多
く
な
い
も
の
の
、
訪

日
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
で
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
旅
行
を
扱
う
商
品
が
徐
々
に
増
え
て
き
て

い
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
密

を
避
け
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。

図
13
は
コ
ロ
ナ
禍
に
実
施
し
た
第
3
回
調
査

の
結
果
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に

ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
実
施
経
験
、

実
施
意
向
と
も
に
選
択
率
が
高
い
。
ま
た
、

当
財
団
が
タ
イ
で
旅
行
会
社
を
対
象
に
実
施

し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
で
も
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
現
在
で
は
バ
ン
コ
ク
郊
外
の
キ
ャ

ン
プ
場
が
人
気
を
集
め
て
い
る
と
い
う
。
こ

れ
ら
の
調
査
結
果
を
受
け
、
2
0
2
2
年
度

調
査
で
は
、
25
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
つ
い
て
自
国
・
地
域
で
の
実
施
経
験

と
訪
日
時
の
体
験
意
向
を
尋
ね
た
。

　ア
ジ
ア
で
は
、
自
国
・
地
域
で
の
実
施
率

は
低
い
が
、
訪
日
旅
行
で
の
体
験
意
向
が
高

い
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て

「
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
」
や
「
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
・
雪
遊
び
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
の
国
・
地
域
別
選
択
率
を
み
る
と
、

年
間
を
通
じ
て
気
温
が
高
く
降
雪
が
無
い
地

域
の
体
験
意
向
が
高
い
（
図
14
）。
こ
れ
ら

の
活
動
は
自
国
・
地
域
で
は
で
き
な
い
か
ら

こ
そ
、
訪
日
時
に
実
施
し
た
い
と
い
う
旅
行

者
の
希
望
が
伺
え
る
。
ま
た
、「
フ
ル
ー
ツ

狩
り
」、「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」、「
動
物
観
察
・

ふ
れ
あ
い
」、「
星
空
観
察
・
天
体
観
測
」
等
、

重
装
備
を
必
要
と
せ
ず
手
軽
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
体
験
意
向
も

高
い
。

環
境
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
コ

ン
テ
ン
ツ
を
準
備
し
、
発
信
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　そ
の
一
つ
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
旅
行
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
取
り

上
げ
た
。
欧
米
豪
の
旅
行
者
を
中
心
に
、
旅

行
先
や
利
用
す
る
事
業
者
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
を
行
っ
て
い
る
か
を
重
視
し
て
い
る

（
図
11
・
図
12
）
こ
と
は
先
述
の
通
り
だ
が
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す
る
旅
行
者

が
旅
行
先
で
実
施
し
た
い
取
組
は
、ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
と
も
に
「
ゴ
ミ
の
削
減
」（
ア
ジ
ア
で

は
33
%
、
欧
米
豪
で
は
23
%
）、
ア
ジ
ア
で
は
、

「
地
域
の
特
産
品
の
購
入
」（
25
%
）「
環
境
へ

の
影
響
を
考
慮
し
た
C
O
2

排
出
量
が
少
な

い
移
動
手
段
の
選
択
」（
22
%
）、
欧
米
豪
で

は
「
地
域
の
事
業
者
が
販
売
す
る
商
品
、
サ

ー
ビ
ス
を
適
正
価
格
で
購
入
」（
20
%
）、「
地

域
の
特
産
品
の
購
入
」（
20
%
）
と
続
く
（
図

16
）。
地
域
や
事
業
者
は
、
観
光
に
よ
っ
て

生
じ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
負
の
イ
ン
パ
ク

ト
を
軽
減
す
る
取
組
だ
け
で
な
く
、「
地
域

の
特
産
品
の
購
入
」、「
地
元
資
本
の
利
用
」、

「
適
正
価
格
で
の
購
入
」
等
、
旅
行
者
が
地

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
役
立
て
る
べ
く
準
備
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
会
社
で
は
、
食
品
輸
入

業
の
利
益
率
は
低
い
も
の
の
、
本
業
で
あ
る

旅
行
業
へ
の
好
影
響
を
も
た
ら
す
事
業
と
し

て
捉
え
、
今
後
も
し
ば
ら
く
は
継
続
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

　サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
よ

り
小
売
業
や
飲
食
業
界
の
日
系
企
業
が
積
極

的
に
香
港
へ
進
出
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
需
要
が
増
大
し
た
こ
と
か
ら
日
本
体
験
の

種
類
が
増
え
、
日
本
の
自
治
体
と
の
連
携
も

活
発
化
し
た
（
表
3
）。
例
え
ば
、
昨
年
の

夏
に
香
港
で
オ
ー
プ
ン
し
た
沖
縄
県
の
泡
盛

専
門
バ
ー
「
A
W
A 

A
W
A
」
で
は
、
沖
縄

県
内
の
複
数
の
酒
造
メ
ー
カ
ー
が
沖
縄
の
泡

盛
文
化
を
海
外
に
広
げ
よ
う
と
、
海
外
向
け

に
開
発
し
た
商
品
を
使
っ
た
カ
ク
テ
ル
を
提

供
し
て
い
る
。
ま
た
、
A
W
A 

A
W
A
で

は
日
本
国
内
の
店
舗
に
も
引
け
を
取
ら
な
い

数
の
銘
柄
を
取
り
揃
え
て
お
り
、
こ
の
点
に

お
い
て
も
現
地
の
人
か
ら
の
人
気
を
集
め
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
日
本

を
訪
問
せ
ず
と
も
、
日
本
の
食
を
は
じ
め
と

し
て
、
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
手
軽
に
体
験

で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
た
。

　2
0
2
2
年
に
入
り
、
欧
米
で
先
行
し
て

海
外
旅
行
需
要
が
回
復
し
た
こ
と
に
伴
い
、

欧
米
で
は
、
海
外
旅
行
先
と
し
て
の
日
本
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
要
因
の
一
つ

と
し
て
挙
げ
た
水
際
対
策
は
10
月
に
解
除
さ

れ
、
折
か
ら
の
円
安
も
追
い
風
に
な
り
、
本

格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
に

期
待
が
高
ま
る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
、

日
本
が
現
実
的
な
海
外
旅
行
先
の
一
つ
に
な

っ
た
と
伝
え
る
こ
と
に
加
え
、
魅
力
の
発
信

を
強
化
し
て
い
く
重
要
な
フ
ェ
ー
ズ
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
の
際
、引
き
続
き
、

外
国
人
旅
行
者
が
変
わ
ら
ず
期
待
す
る
日
本

の
魅
力 

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
、
外
国
人
旅
行
者
の
嗜
好
や
消
費

域
文
化
や
経
済
へ
の
貢
献
意
識
が
高
い
こ
と

も
踏
ま
え
、
観
光
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
プ
ラ

ス
に
作
用
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
取
組

が
必
要
な
の
か
、
旅
行
者
に
観
光
を
通
じ
て

ど
の
よ
う
に
協
力
し
て
も
ら
う
か
を
検
討
し

た
上
で
、
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　次
に
取
り
上
げ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
は
、
地
方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、

誘
客
に
つ
な
げ
る
チ
ャ
ン
ス
と
も
捉
え
ら
れ

る
。
ア
ジ
ア
で
訪
日
時
の
実
施
意
向
が
高
い

「
フ
ル
ー
ツ
狩
り
」「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」「
動

物
観
察
・
ふ
れ
あ
い
」「
星
空
観
察
・
天
体

観
測
」
は
、
特
定
の
地
域
に
依
ら
ず
日
本
各

地
で
実
施
可
能
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
の

特
色
を
打
ち
出
し
や
す
い
（
例
：「
フ
ル
ー

ツ
狩
り
」
は
日
本
全
国
で
可
能
だ
が
、
地
域

に
よ
っ
て
収
穫
で
き
る
果
物
は
異
な
る
）。

一
方
で
、
だ
か
ら
こ
そ
、
同
じ
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
っ
て
も
他
地
域
と
の

差
別
化
を
意
識
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
、

発
信
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
日

本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
で
き
る
環
境

が
以
前
に
も
増
し
て
充
実
し
、
商
品
の
質
が

向
上
し
て
い
る
。
今
後
、
本
格
的
に
ア
ジ
ア

か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
に
あ

た
っ
て
は
、
既
に
現
地
で
高
品
質
の
モ
ノ
、

サ
ー
ビ
ス
を
体
験
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、

日
本
だ
か
ら
こ
そ
購
入
で
き
る
、
体
験
で
き

る
価
値
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

　今
後
の
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
順
調
に
回

復
す
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
当
財
団
で
は
引

き
続
き
各
種
調
査
を
実
施
し
、
政
策
立
案
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
に
有
用
な
デ
ー
タ
を
発

信
し
て
い
き
た
い
。

（
か
き
し
ま 

あ
か
ね
）

向
が
顕
著
で
あ
る
（
図
6
）。

第
3
回
の
調
査
ま
で
は
、
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪

と
も
に
海
外
旅
行
は
興
味
・
関
心
段
階
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
長
く
海
外
旅
行
を
実
施
で

き
な
か
っ
た
分
、
通
常
よ
り
も
時
間
と
お
金

を
多
め
に
使
い
、
行
き
た
か
っ
た
場
所
を
訪

問
し
た
い
と
い
う
旅
行
者
の
純
粋
な
願
望
が

読
み
取
れ
た
が
、
2
0
2
2
年
に
入
り
、
欧

米
で
は
海
外
旅
行
が
再
開
し
、
計
画
段
階
に

移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
海
外
旅
行
に
お
け

る
予
算
も
「
近
場
で
慣
れ
親
し
ん
だ
場
所
」

の
訪
問
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

現
実
的
な
回
答
と
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
こ
う
し
た
変
化
の
中
で
、
特
に
注

目
す
べ
き
は
「
次
の
海
外
旅
行
で
行
き
た
い

国
・
地
域
」
で
あ
る
。
2
0
2
2
年
度
調
査

に
お
い
て
「
日
本
」
と
回
答
し
た
人
は
全
体

で
52
%
、
1
位
と
な
っ
た
。
ア
ジ
ア
で
は
64

%
と
第
3
回
調
査
に
引
き
続
き
1
位
と
な
り
、

他
の
国
・
地
域
を
ポ
イ
ン
ト
数
で
大
き
く
引

き
離
し
、
高
い
人
気
を
維
持
し
て
い
る
。
一

方
で
、
欧
米
豪
で
は
、
ア
メ
リ
カ
（
36
%
）

に
次
い
で
日
本
（
29
%
）
は
2
位
と
な
っ
た

（
第
3
回
調
査
で
は
37
%
で
1
位
）（
図
7
）。

第
3
回
調
査
と
比
較
す
る
と
、
海
外
旅
行
先

と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
ポ
イ
ン
ト
が
上
昇
し
、

る
人
が
増
え
、
ま
だ
海
外
旅
行
を
実
施
し
て

い
な
い
人
も
「
計
画
段
階
」
に
移
行
し
つ
つ

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　欧
米
豪
に
お
け
る
海
外
旅
行
の
再
開
に
よ

り
、
次
の
海
外
旅
行
の
予
算
、
日
程
等
の
プ

ラ
ン
に
関
し
て
も
ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
で
変
化

が
み
ら
れ
た
。「
次
の
海
外
旅
行
の
予
算
」
が

「
増
え
る
」と「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
増
え
る
」

と
回
答
し
た
割
合
は
、
ア
ジ
ア
が
64
%
、
欧

米
豪
が
46
%
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
で
は

調
査
回
を
追
う
ご
と
に
そ
の
割
合
が
増
加
し

て
い
る
の
に
対
し
、
欧
米
豪
で
は
第
3
回
調

査
ま
で
は
ア
ジ
ア
と
同
様
だ
っ
た
も
の
の
、

2
0
2
2
年
度
調
査
で
は
、
第
3
回
調
査
と

比
較
し
て
、
そ
の
割
合
が
低
下
し
て
い
る（
図

5
）。
ま
た
、「
次
の
海
外
旅
行
の
滞
在
日
数
」

は
、
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に
「
長
く
な
る
」

と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
長
く
な
る
」
と
回

答
し
た
割
合
が
第
1
回
〜
第
3
回
調
査
ま
で

増
加
し
て
い
た
も
の
の
、
2
0
2
2
年
度
調

査
で
は
低
下
し
、
特
に
欧
米
豪
で
は
そ
の
傾

　今
夏
の
海
外
旅
行
市
場
は
欧
米
を
中
心
に

回
復
し
つ
つ
あ
る
状
況
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
2
0
2
2
年
6
月
の

海
外
渡
航
者
数
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
の

2
0
1
9
年
同
月
の
93
％
ま
で
回
復
し
て
い

る
。
同
様
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
2
0
1
9
年
同

月
の
73
%
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
帰
国
者
数

は
2
0
1
9
年
同
月
の
46
%
ま
で
回
復
し
て

い
る（
図
1
）。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
国
の
海
外
旅

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
以
下

「
新
型
コ
ロ
ナ
」）の
流
行
か
ら
2
年
以
上
の
時

間
が
経
過 

し
た
が
、
訪
日
外
客
数
は
新
型
コ

ロ
ナ
流
行
前
の
対
2
0
1
9
年
8
月
93
%
※
1

と
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な
回

復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
10
月
に
は

水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今

後
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　当
財
団
で
は
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

に
つ
い
て
2
本
の
独
自
調
査
※
2
（「
D
B
J
・

J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
意
向
調
査
」、「
J
T
B
F
訪
日
旅

行
商
品
調
査
」）
や
、
海
外
の
旅
行
会
社
、
関

係
機
関
を
対
象
と
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を

実
施
し
て
き
て
い
る
（
表
1
）。
本
稿
で
は
こ

れ
ら
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
海
外
旅
行
の

実
施
状
況
や
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化
し
た
旅

行
者
の
嗜
好
や
消
費
環
境
の
変
化
等
か
ら
、

訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な
再
始

動
に
向
け
た
考
察
を
行
っ
た
。

　な
お
、
本
稿
に
記
載
し
て
い
る
内
容
は

2
0
2
2
年
9
月
30
日
現
在
の
情
報
で
あ
る
。

行
の
行
き
先
は「
近
場
」が
選
択
さ
れ
て
い
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
人
出

国
者
の
方
面
別
構
成
比
は
、
メ
キ
シ
コ（
空
路
）、

カ
リ
ブ
海
諸
国
、
カ
ナ
ダ（
空
路
）、
中
央
ア

メ
リ
カ
等
、
近
隣
諸
国
が
半
数
程
度
を
占
め

て
お
り（
図
2
）、
イ
ギ
リ
ス
人
出
国
者
の
方

面
別
構
成
比
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
80
%
※
3

を
占

め
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
渡
航

先
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
と
近
隣
国
が
上
位
と
な
っ
た
※
4

。

ま
た
、「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・
欧
米

豪
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査

（
2
0
2
2
年
度
版
）」（
以
下
、「
2
0
2
2
年

度
調
査
」）に
お
い
て
、
過
去
1
年
間
に
実
施

し
た
海
外
旅
行
先
の
訪
問
経
験
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
欧
米
豪
で
は「
訪
問
経
験
が
あ
る
場
所
」

（
図
3
）を
訪
問
し
て
い
る
割
合
が
76
%
と
高

い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
上
か
ら
、
欧

米
で
は
海
外
旅
行
が
回
復
し
つ
つ
あ
る
も
の

の
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完
全
に
収
束
し
て

い
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
近
場
の
慣

れ
親
し
ん
だ
場
所
を
訪
れ
、
安
心
し
て
海
外

旅
行
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
旅
行
者
の
意
識

が
読
み
取
れ
る
。

　一
方
、
ア
ジ
ア
で
は
本
格
的
な
海
外
旅
行

の
回
復
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
は
2
0
2
2
年
7
月
の
出
国
者
数
は

2
0
1
9
年
同
月
の
57
%
ま
で
回
復
し
て
い

る
が
、
韓
国
で
は
2
0
1
9
年
同
月
の
29
%
、

台
湾
や
香
港
に
つ
い
て
は
2
0
1
9
年
同
月

の
10
%
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
東
ア
ジ
ア

で
回
復
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（
図
1
）。

　ま
た
、
次
の
海
外
旅
行
を
再
開
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
に
つ
い
て
も
、
ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
で
は
違
い

が
見
ら
れ
た
。
過
去
1
年
間（
2
0
2
1
年
7
月

〜
2
0
2
2
年
6
月
）の
海
外
旅
行
経
験
が
な
く
、

か
つ
、
今
後
の
海
外
旅
行
意
向
が
あ
る
人
を
対

象
に
、
海
外
旅
行
を
再
開
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
ア
ジ
ア
で
は「
渡
航
希
望
先
の

入
国
条
件
や
入
国
後
の
行
動
制
限
措
置
が
緩
和

さ
れ
た
ら
」（
36
%
）が
最
も
多
く
、
次
い
で「
新

型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
消
滅
し
て
か
ら
」（
33
%
）と

続
く
。一
方
で
、
欧
米
豪
で
は「
す
で
に
検
討
を

始
め
て
い
る
」（
26
%
）が
最
も
多
い（
図
4
）。
欧

米
豪
で
は
、
昨
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た

「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
欧
米
豪
訪
日
外
国

人
旅
行
者
の
意
向
調
査（
第
3
回
新
型
コ
ロ
ナ

影
響
度
特
別
調
査
）」（
以
下
、「
第
3
回
調
査
」）

で
は「
す
で
に
検
討
を
始
め
て
い
る
」は
8
%
で
、

第
3
回
調
査
か
ら
約
8
カ
月
の
間
に
18
ポ
イ
ン

ト
ア
ッ
プ
し
た
。

　ア
ジ
ア
で
は
海
外
旅
行
を
す
る
人
は
ご
く

一
部
で
、
そ
れ
以
外
の
海
外
旅
行
意
向
が
あ

る
人
の
予
定
に
つ
い
て
も
「
い
つ
の
日
か
新

型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
収
束
し
た
ら
ま
た
海
外

旅
行
に
行
き
た
い
」
と
い
う
「
興
味
・
関
心

段
階
」
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
欧

米
で
は
数
カ
月
の
間
に
海
外
旅
行
を
実
施
す

近
場
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
人
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
を
海
外
旅
行
先
と
し
て
選
択
す
る
傾

向
が
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
状
況
は
タ
イ

の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
・
地
域
で
起

き
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
を
取
り
逃
し
て
い
た
我
が
国
に
と
っ
て

は
、
10
月
11
日
以
降
の
水
際
対
策
の
緩
和
は

本
格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復

へ
の
大
き
な
足
掛
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　今
後
、
順
調
に
海
外
旅
行
市
場
の
回
復
と
、

我
が
国
に
お
け
る
外
国
人
旅
行
者
の
受
入
が

進
め
ば
、
先
行
し
て
海
外
旅
行
を
再
開
し
て

い
た
欧
米
の
旅
行
者
が
海
外
旅
行
先
を
シ
ョ

ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
シ
フ
ト

3.
今
後
、

訪
日
外
国
人
を
受
け

入
れ
る
に
あ
た
っ
て

訪日インバウンド市場の本格的な再始動に向けて1
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3,147

3,145

15

6,307

2,089

2,105

7

4,201

254

262

1

517

韓国
271

272

0

543

中国
253

259

0

512

台湾
263

264

0

527

香港
258

254

6

518

タイ
258

263

0

521

シンガポール
264

263

0

527

マレーシア
268

268

0

536

インドネシア
アジア全体

260

260

4

524

アメリカ
268

257

1

526

オーストラリア
267

261

1

529

イギリス
263

262

2

527

フランス
1,058

1,040

8

2,106

欧米豪全体項目 全体

男性
女性
その他
総計

有効回答者数

し
、
日
本
は
そ
の
旅
行
先
候
補
の
一
つ
に
な

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
デ
ー
タ
（
図
10
）
が
示

す
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
の
旅
行
者
も
欧
米
豪
と

同
様
、
海
外
旅
行
は
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら

再
開
す
る
可
能
性
が
高
く
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
機
会
を
着
実
に
獲
得
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
外
国
人
旅
行
者
の

嗜
好
や
消
費
環
境
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化

し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
受
入
準
備
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
旅
行
者
の

嗜
好
変
化
の
例
と
し
て
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

旅
行
へ
の
関
心
の
高
ま
り
」「
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
」、

消
費
環
境
の
変
化
の
例
と
し
て
「
ア
ジ
ア
に

お
け
る
日
本
の
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と

質
向
上
」
の
3
点
を
紹
介
す
る
。

　昨
今
、コ
ロ
ナ
禍
で
急
速
に
広
ま
っ
た「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
」
な
取
組
に
対
す
る
意
識
は
海

外
旅
行
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
背
景

に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
、
個
人

の
些
細
な
行
動
が
、
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
を
実
感
す
る
機
会
と
な
り
、
地
球
環
境

や
社
会
問
題
を
他
人
事
で
は
な
く
、
自
分
事

と
捉
え
る
価
値
観
が
急
速
に
広
が
っ
た
こ
と

も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
旅
行
※
6

に
対
す
る
意
識
は
、
地

域
で
は
欧
米
豪
、世
代
で
は「
Z
世
代
」や「
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
若
年
層
（
図

11
）、
高
収
入
者
層
で
特
に
高
い
（
図
12
）。

　海
外
の
旅
行
会
社
で
は
、
こ
う
し
た
ニ
ー

ズ
を
反
映
し
た
商
品
を
販
売
し
て
い
る
※
7

。

Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
を
含
む
18
〜
35

歳
を
対
象
と
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

C
o
n
tiki T

ravel

社
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
に
感
度
の
高
い
若
年
層
の
嗜
好
を
捉

え
た
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
2
0
2
2
年
1
月
以
降
、

販
売
す
る
全
て
の
商
品
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
対
応
し
て
い
る
※
8

。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
で
働
く
ホ
ー
ム
レ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
商
品
や
、
ペ
ル
ー
で
は
あ
る
地
域
に
伝
わ

る
伝
統
的
な
織
物
を
織
る
職
工
と
交
流
で
き

る
商
品
等
※
9

を
販
売
し
て
い
る
。

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
旅
行
会
社D

yn
asty 

T
ravel

社
で
は
、
北
海
道
の
利
尻
島
を
舞

台
に
「
気
候
変
動
が
食
料
供
給
に
及
ぼ
す
影

響
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ツ
ア
ー
を
販
売
し
た
。

ツ
ア
ー
は
漁
業
体
験
を
通
じ
て
エ
ゾ
バ
フ
ン

ウ
ニ
が
地
球
温
暖
化
を
解
決
す
る
効
果
的
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
や
、
利
尻
島
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
こ
れ
ま
で
で
ど
の
よ
う
に
維
持
さ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
イ
タ
リ
ア
が

同
水
準
を
維
持
す
る
中
で
、
日
本
は
7
ポ
イ

ン
ト
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
（
図
8
）。
調
査

対
象
地
域
別
に
み
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
そ

の
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、
海
外
旅
行
先
と
し

て
の
日
本
の
選
択
率
は
第
3
回
調
査
と
比
較

す
る
と
12
ポ
イ
ン
ト
マ
イ
ナ
ス
な
っ
た
（
図

9
）。　こ

の
理
由
の
1
点
目
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
、
欧
米
豪
市
場
で
は
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル

か
ら
海
外
旅
行
が
再
開
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完
全
に
収
束
し

て
い
な
い
状
況
に
お
け
る
海
外
旅
行
は
、
先

述
の
通
り
、「
近
場
」
で
「
来
訪
経
験
の
あ
る

場
所
」
を
選
択
す
る
傾
向
が
あ
る
。
欧
米
豪

各
国
に
と
っ
て
日
本
は
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
該

当
し
、
ア
ジ
ア
に
比
べ
て
訪
日
経
験
割
合
は

低
い
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完

全
に
収
束
し
て
い
な
い
現
段
階
で
は
、
近
隣

の
国
・
地
域
が
現
実
的
な
選
択
肢
と
し
て
浮

上
し
、
相
対
的
に
日
本
の
選
択
率
が
低
下
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
2
点
目
は
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
い
た
我
が
国
の
水
際
対
策
で

あ
る
。
世
界
各
国
で
水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
前
と
同
様
に
海
外
旅
行

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
国
・
地
域
が
増
え

て
き
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
我
が
国

で
は
一
日
あ
た
り
の
入
国
者
数
の
上
限
を
設

け
、
ビ
ザ
の
取
得
や
旅
行
会
社
の
利
用
を
求

め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
と

同
様
の
旅
行
が
難
し
い
と
捉
え
ら
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。
当
財
団
が
2
0
2
2
年
8
〜
9

月
に
タ
イ
の
旅
行
会
社
を
対
象
に
実
施
し
た

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
※
5

に
お
い
て
も
、
タ
イ

人
の
訪
日
意
向
は
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る

も
の
の
、
ビ
ザ
取
得
に
要
す
る
コ
ス
ト
を
敬

遠
し
、
金
銭
的
・
時
間
的
余
裕
が
あ
る
人
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
特
に
ス
イ
ス
が
人
気
）
を
、

　欧
米
豪
に
お
け
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
自
国
・
地
域
で
の
実
施
率
と
訪
日

旅
行
で
の
体
験
意
向
の
関
係
を
み
る
と
、
自

国
・
地
域
で
実
施
し
て
い
る
活
動
を
訪
日
旅

行
で
も
体
験
し
た
い
傾
向
が
み
て
と
れ
る
。

ま
た
、
訪
日
旅
行
で
の
体
験
意
向
は「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」「
ハ
イ
キ
ン
グ
」「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」

「
登
山
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」等
、

山
岳
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る（
図
15
）。

　訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
を
支
え
て
い
た

ア
ジ
ア
で
は
、
高
い
訪
日
意
向
を
維
持
し
て

い
る
も
の
の
、
本
格
的
な
海
外
旅
行
需
要
の

回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
特
に
訪
日
リ
ピ

ー
タ
ー
割
合
、
訪
日
意
向
が
高
い
台
湾
や
香

港
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
で
は
日
本
に
行

け
な
く
て
も
現
地
で
日
本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
を
消
費
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

日
本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
が
拡
充
さ

れ
た
。

　モ
ノ
の
販
売
で
は
、
香
港
の
旅
行
会
社
の

E
コ
マ
ー
ス
へ
の
参
入
が
相
次
い
だ（
表
2
）。

旅
行
業
で
築
い
た
日
本
国
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、
日
本
各
地
の
生
鮮
食
品
、
日

本
の
メ
ー
カ
ー
の
菓
子
類
、
生
活
雑
貨
を
仕

入
れ
て
販
売
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
E
C
サ

イ
ト
の
商
品
は
山
梨
県
産
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
、
岡
山
県
産
の
白
桃
、
北
海
道
産
の

夕
張
メ
ロ
ン
等
、
現
地
で
も
人
気
が
高
い
日

本
各
地
の
果
物
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
当
財
団
が
タ
イ
の
旅
行
会
社
を
対
象
に

実
施
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
調
査
対

象
の
5
社
中
2
社
が
コ
ロ
ナ
禍
で
旅
行
業
以

外
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
開
始
し
て
い
た
。
う
ち
1

社
は
香
港
の
例
と
同
様
、
旅
行
業
で
築
い
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
日
本
の
調
味
料
を
仕
入

れ
、
一
般
消
費
者
だ
け
で
な
く
、
バ
ン
コ
ク

市
内
の
飲
食
店
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
等

に
も
卸
し
て
い
る
。
食
品
輸
入
業
を
開
始
し

た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
国
内
の
事
業
者
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、

職
員
の
日
本
食
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る
機

会
に
も
な
っ
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
今
後
は
こ

の
知
識
を
旅
行
業
に
お
い
て
日
本
の
食
体
験

れ
て
き
た
か
等
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
商
品
は

一
般
的
な
訪
日
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
が
平
均

1
5
0
0
〜
2
5
0
0
S
G
D  

に
対
し
、

1
0
6
0
0
S
G
D
（
約
1
0
7
万
円
程
度
）

〜
と
な
っ
て
お
り
、
高
収
入
者
層
に
も
訴
求

す
る
商
品
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン

ス
の
P
O
N
A
N
T
社
で
は
、
北
前
船
の
航

路
を
辿
る
ク
ル
ー
ズ
ツ
ア
ー
を
販
売
し
た
。

同
社
で
は
、
こ
の
ツ
ア
ー
に
お
い
て
窒
素
酸

化
物
排
出
量
の
削
減
、
速
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

等
に
よ
る
C
O
2

排
出
量
の
削
減
、
船
内
で

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
使
用
禁
止
、
廃
棄
物
の

再
利
用
等
を
実
施
し
て
い
る
。D

yn
asty 

T
ravel

社
やP

O
N
A
N
T

社
の
例
の
よ
う

に
、
ま
だ
商
品
数
は
多
く
な
い
も
の
の
、
訪

日
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
で
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
旅
行
を
扱
う
商
品
が
徐
々
に
増
え
て
き
て

い
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
密

を
避
け
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。

図
13
は
コ
ロ
ナ
禍
に
実
施
し
た
第
3
回
調
査

の
結
果
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に

ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
実
施
経
験
、

実
施
意
向
と
も
に
選
択
率
が
高
い
。
ま
た
、

当
財
団
が
タ
イ
で
旅
行
会
社
を
対
象
に
実
施

し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
で
も
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
現
在
で
は
バ
ン
コ
ク
郊
外
の
キ
ャ

ン
プ
場
が
人
気
を
集
め
て
い
る
と
い
う
。
こ

れ
ら
の
調
査
結
果
を
受
け
、
2
0
2
2
年
度

調
査
で
は
、
25
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
つ
い
て
自
国
・
地
域
で
の
実
施
経
験

と
訪
日
時
の
体
験
意
向
を
尋
ね
た
。

　ア
ジ
ア
で
は
、
自
国
・
地
域
で
の
実
施
率

は
低
い
が
、
訪
日
旅
行
で
の
体
験
意
向
が
高

い
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て

「
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
」
や
「
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
・
雪
遊
び
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
の
国
・
地
域
別
選
択
率
を
み
る
と
、

年
間
を
通
じ
て
気
温
が
高
く
降
雪
が
無
い
地

域
の
体
験
意
向
が
高
い
（
図
14
）。
こ
れ
ら

の
活
動
は
自
国
・
地
域
で
は
で
き
な
い
か
ら

こ
そ
、
訪
日
時
に
実
施
し
た
い
と
い
う
旅
行

者
の
希
望
が
伺
え
る
。
ま
た
、「
フ
ル
ー
ツ

狩
り
」、「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」、「
動
物
観
察
・

ふ
れ
あ
い
」、「
星
空
観
察
・
天
体
観
測
」
等
、

重
装
備
を
必
要
と
せ
ず
手
軽
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
体
験
意
向
も

高
い
。

環
境
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
コ

ン
テ
ン
ツ
を
準
備
し
、
発
信
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　そ
の
一
つ
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
旅
行
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
取
り

上
げ
た
。
欧
米
豪
の
旅
行
者
を
中
心
に
、
旅

行
先
や
利
用
す
る
事
業
者
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
を
行
っ
て
い
る
か
を
重
視
し
て
い
る

（
図
11
・
図
12
）
こ
と
は
先
述
の
通
り
だ
が
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す
る
旅
行
者

が
旅
行
先
で
実
施
し
た
い
取
組
は
、ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
と
も
に
「
ゴ
ミ
の
削
減
」（
ア
ジ
ア
で

は
33
%
、
欧
米
豪
で
は
23
%
）、
ア
ジ
ア
で
は
、

「
地
域
の
特
産
品
の
購
入
」（
25
%
）「
環
境
へ

の
影
響
を
考
慮
し
た
C
O
2

排
出
量
が
少
な

い
移
動
手
段
の
選
択
」（
22
%
）、
欧
米
豪
で

は
「
地
域
の
事
業
者
が
販
売
す
る
商
品
、
サ

ー
ビ
ス
を
適
正
価
格
で
購
入
」（
20
%
）、「
地

域
の
特
産
品
の
購
入
」（
20
%
）
と
続
く
（
図

16
）。
地
域
や
事
業
者
は
、
観
光
に
よ
っ
て

生
じ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
負
の
イ
ン
パ
ク

ト
を
軽
減
す
る
取
組
だ
け
で
な
く
、「
地
域

の
特
産
品
の
購
入
」、「
地
元
資
本
の
利
用
」、

「
適
正
価
格
で
の
購
入
」
等
、
旅
行
者
が
地

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
役
立
て
る
べ
く
準
備
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
会
社
で
は
、
食
品
輸
入

業
の
利
益
率
は
低
い
も
の
の
、
本
業
で
あ
る

旅
行
業
へ
の
好
影
響
を
も
た
ら
す
事
業
と
し

て
捉
え
、
今
後
も
し
ば
ら
く
は
継
続
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

　サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
よ

り
小
売
業
や
飲
食
業
界
の
日
系
企
業
が
積
極

的
に
香
港
へ
進
出
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
需
要
が
増
大
し
た
こ
と
か
ら
日
本
体
験
の

種
類
が
増
え
、
日
本
の
自
治
体
と
の
連
携
も

活
発
化
し
た
（
表
3
）。
例
え
ば
、
昨
年
の

夏
に
香
港
で
オ
ー
プ
ン
し
た
沖
縄
県
の
泡
盛

専
門
バ
ー
「
A
W
A 

A
W
A
」
で
は
、
沖
縄

県
内
の
複
数
の
酒
造
メ
ー
カ
ー
が
沖
縄
の
泡

盛
文
化
を
海
外
に
広
げ
よ
う
と
、
海
外
向
け

に
開
発
し
た
商
品
を
使
っ
た
カ
ク
テ
ル
を
提

供
し
て
い
る
。
ま
た
、
A
W
A 

A
W
A
で

は
日
本
国
内
の
店
舗
に
も
引
け
を
取
ら
な
い

数
の
銘
柄
を
取
り
揃
え
て
お
り
、
こ
の
点
に

お
い
て
も
現
地
の
人
か
ら
の
人
気
を
集
め
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
日
本

を
訪
問
せ
ず
と
も
、
日
本
の
食
を
は
じ
め
と

し
て
、
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
手
軽
に
体
験

で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
た
。

　2
0
2
2
年
に
入
り
、
欧
米
で
先
行
し
て

海
外
旅
行
需
要
が
回
復
し
た
こ
と
に
伴
い
、

欧
米
で
は
、
海
外
旅
行
先
と
し
て
の
日
本
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
要
因
の
一
つ

と
し
て
挙
げ
た
水
際
対
策
は
10
月
に
解
除
さ

れ
、
折
か
ら
の
円
安
も
追
い
風
に
な
り
、
本

格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
に

期
待
が
高
ま
る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
、

日
本
が
現
実
的
な
海
外
旅
行
先
の
一
つ
に
な

っ
た
と
伝
え
る
こ
と
に
加
え
、
魅
力
の
発
信

を
強
化
し
て
い
く
重
要
な
フ
ェ
ー
ズ
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
の
際
、引
き
続
き
、

外
国
人
旅
行
者
が
変
わ
ら
ず
期
待
す
る
日
本

の
魅
力 

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
、
外
国
人
旅
行
者
の
嗜
好
や
消
費

域
文
化
や
経
済
へ
の
貢
献
意
識
が
高
い
こ
と

も
踏
ま
え
、
観
光
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
プ
ラ

ス
に
作
用
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
取
組

が
必
要
な
の
か
、
旅
行
者
に
観
光
を
通
じ
て

ど
の
よ
う
に
協
力
し
て
も
ら
う
か
を
検
討
し

た
上
で
、
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　次
に
取
り
上
げ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
は
、
地
方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、

誘
客
に
つ
な
げ
る
チ
ャ
ン
ス
と
も
捉
え
ら
れ

る
。
ア
ジ
ア
で
訪
日
時
の
実
施
意
向
が
高
い

「
フ
ル
ー
ツ
狩
り
」「
植
物
観
察
・
森
林
浴
」「
動

物
観
察
・
ふ
れ
あ
い
」「
星
空
観
察
・
天
体

観
測
」
は
、
特
定
の
地
域
に
依
ら
ず
日
本
各

地
で
実
施
可
能
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
の

特
色
を
打
ち
出
し
や
す
い
（
例
：「
フ
ル
ー

ツ
狩
り
」
は
日
本
全
国
で
可
能
だ
が
、
地
域

に
よ
っ
て
収
穫
で
き
る
果
物
は
異
な
る
）。

一
方
で
、
だ
か
ら
こ
そ
、
同
じ
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
っ
て
も
他
地
域
と
の

差
別
化
を
意
識
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
、

発
信
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
日

本
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
で
き
る
環
境

が
以
前
に
も
増
し
て
充
実
し
、
商
品
の
質
が

向
上
し
て
い
る
。
今
後
、
本
格
的
に
ア
ジ
ア

か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
に
あ

た
っ
て
は
、
既
に
現
地
で
高
品
質
の
モ
ノ
、

サ
ー
ビ
ス
を
体
験
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、

日
本
だ
か
ら
こ
そ
購
入
で
き
る
、
体
験
で
き

る
価
値
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

　今
後
の
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
順
調
に
回

復
す
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
当
財
団
で
は
引

き
続
き
各
種
調
査
を
実
施
し
、
政
策
立
案
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
に
有
用
な
デ
ー
タ
を
発

信
し
て
い
き
た
い
。

（
か
き
し
ま 

あ
か
ね
）

向
が
顕
著
で
あ
る
（
図
6
）。

第
3
回
の
調
査
ま
で
は
、
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪

と
も
に
海
外
旅
行
は
興
味
・
関
心
段
階
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
長
く
海
外
旅
行
を
実
施
で

き
な
か
っ
た
分
、
通
常
よ
り
も
時
間
と
お
金

を
多
め
に
使
い
、
行
き
た
か
っ
た
場
所
を
訪

問
し
た
い
と
い
う
旅
行
者
の
純
粋
な
願
望
が

読
み
取
れ
た
が
、
2
0
2
2
年
に
入
り
、
欧

米
で
は
海
外
旅
行
が
再
開
し
、
計
画
段
階
に

移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
海
外
旅
行
に
お
け

る
予
算
も
「
近
場
で
慣
れ
親
し
ん
だ
場
所
」

の
訪
問
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

現
実
的
な
回
答
と
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
こ
う
し
た
変
化
の
中
で
、
特
に
注

目
す
べ
き
は
「
次
の
海
外
旅
行
で
行
き
た
い

国
・
地
域
」
で
あ
る
。
2
0
2
2
年
度
調
査

に
お
い
て
「
日
本
」
と
回
答
し
た
人
は
全
体

で
52
%
、
1
位
と
な
っ
た
。
ア
ジ
ア
で
は
64

%
と
第
3
回
調
査
に
引
き
続
き
1
位
と
な
り
、

他
の
国
・
地
域
を
ポ
イ
ン
ト
数
で
大
き
く
引

き
離
し
、
高
い
人
気
を
維
持
し
て
い
る
。
一

方
で
、
欧
米
豪
で
は
、
ア
メ
リ
カ
（
36
%
）

に
次
い
で
日
本
（
29
%
）
は
2
位
と
な
っ
た

（
第
3
回
調
査
で
は
37
%
で
1
位
）（
図
7
）。

第
3
回
調
査
と
比
較
す
る
と
、
海
外
旅
行
先

と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
ポ
イ
ン
ト
が
上
昇
し
、

る
人
が
増
え
、
ま
だ
海
外
旅
行
を
実
施
し
て

い
な
い
人
も
「
計
画
段
階
」
に
移
行
し
つ
つ

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　欧
米
豪
に
お
け
る
海
外
旅
行
の
再
開
に
よ

り
、
次
の
海
外
旅
行
の
予
算
、
日
程
等
の
プ

ラ
ン
に
関
し
て
も
ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
で
変
化

が
み
ら
れ
た
。「
次
の
海
外
旅
行
の
予
算
」
が

「
増
え
る
」と「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
増
え
る
」

と
回
答
し
た
割
合
は
、
ア
ジ
ア
が
64
%
、
欧

米
豪
が
46
%
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
で
は

調
査
回
を
追
う
ご
と
に
そ
の
割
合
が
増
加
し

て
い
る
の
に
対
し
、
欧
米
豪
で
は
第
3
回
調

査
ま
で
は
ア
ジ
ア
と
同
様
だ
っ
た
も
の
の
、

2
0
2
2
年
度
調
査
で
は
、
第
3
回
調
査
と

比
較
し
て
、
そ
の
割
合
が
低
下
し
て
い
る（
図

5
）。
ま
た
、「
次
の
海
外
旅
行
の
滞
在
日
数
」

は
、
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
に
「
長
く
な
る
」

と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
長
く
な
る
」
と
回

答
し
た
割
合
が
第
1
回
〜
第
3
回
調
査
ま
で

増
加
し
て
い
た
も
の
の
、
2
0
2
2
年
度
調

査
で
は
低
下
し
、
特
に
欧
米
豪
で
は
そ
の
傾

　今
夏
の
海
外
旅
行
市
場
は
欧
米
を
中
心
に

回
復
し
つ
つ
あ
る
状
況
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
2
0
2
2
年
6
月
の

海
外
渡
航
者
数
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
の

2
0
1
9
年
同
月
の
93
％
ま
で
回
復
し
て
い

る
。
同
様
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
2
0
1
9
年
同

月
の
73
%
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
帰
国
者
数

は
2
0
1
9
年
同
月
の
46
%
ま
で
回
復
し
て

い
る（
図
1
）。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
国
の
海
外
旅

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
以
下

「
新
型
コ
ロ
ナ
」）の
流
行
か
ら
2
年
以
上
の
時

間
が
経
過 

し
た
が
、
訪
日
外
客
数
は
新
型
コ

ロ
ナ
流
行
前
の
対
2
0
1
9
年
8
月
93
%
※
1

と
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な
回

復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
10
月
に
は

水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今

後
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　当
財
団
で
は
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

に
つ
い
て
2
本
の
独
自
調
査
※
2
（「
D
B
J
・

J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
意
向
調
査
」、「
J
T
B
F
訪
日
旅

行
商
品
調
査
」）
や
、
海
外
の
旅
行
会
社
、
関

係
機
関
を
対
象
と
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を

実
施
し
て
き
て
い
る
（
表
1
）。
本
稿
で
は
こ

れ
ら
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
海
外
旅
行
の

実
施
状
況
や
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化
し
た
旅

行
者
の
嗜
好
や
消
費
環
境
の
変
化
等
か
ら
、

訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な
再
始

動
に
向
け
た
考
察
を
行
っ
た
。

　な
お
、
本
稿
に
記
載
し
て
い
る
内
容
は

2
0
2
2
年
9
月
30
日
現
在
の
情
報
で
あ
る
。

行
の
行
き
先
は「
近
場
」が
選
択
さ
れ
て
い
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
人
出

国
者
の
方
面
別
構
成
比
は
、
メ
キ
シ
コ（
空
路
）、

カ
リ
ブ
海
諸
国
、
カ
ナ
ダ（
空
路
）、
中
央
ア

メ
リ
カ
等
、
近
隣
諸
国
が
半
数
程
度
を
占
め

て
お
り（
図
2
）、
イ
ギ
リ
ス
人
出
国
者
の
方

面
別
構
成
比
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
80
%
※
3

を
占

め
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
渡
航

先
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
と
近
隣
国
が
上
位
と
な
っ
た
※
4

。

ま
た
、「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・
欧
米

豪
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査

（
2
0
2
2
年
度
版
）」（
以
下
、「
2
0
2
2
年

度
調
査
」）に
お
い
て
、
過
去
1
年
間
に
実
施

し
た
海
外
旅
行
先
の
訪
問
経
験
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
欧
米
豪
で
は「
訪
問
経
験
が
あ
る
場
所
」

（
図
3
）を
訪
問
し
て
い
る
割
合
が
76
%
と
高

い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
上
か
ら
、
欧

米
で
は
海
外
旅
行
が
回
復
し
つ
つ
あ
る
も
の

の
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
完
全
に
収
束
し
て

い
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
近
場
の
慣

れ
親
し
ん
だ
場
所
を
訪
れ
、
安
心
し
て
海
外

旅
行
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
旅
行
者
の
意
識

が
読
み
取
れ
る
。

　一
方
、
ア
ジ
ア
で
は
本
格
的
な
海
外
旅
行

の
回
復
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
は
2
0
2
2
年
7
月
の
出
国
者
数
は

2
0
1
9
年
同
月
の
57
%
ま
で
回
復
し
て
い

る
が
、
韓
国
で
は
2
0
1
9
年
同
月
の
29
%
、

台
湾
や
香
港
に
つ
い
て
は
2
0
1
9
年
同
月

の
10
%
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
東
ア
ジ
ア

で
回
復
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（
図
1
）。

　ま
た
、
次
の
海
外
旅
行
を
再
開
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
に
つ
い
て
も
、
ア
ジ
ア
と
欧
米
豪
で
は
違
い

が
見
ら
れ
た
。
過
去
1
年
間（
2
0
2
1
年
7
月

〜
2
0
2
2
年
6
月
）の
海
外
旅
行
経
験
が
な
く
、

か
つ
、
今
後
の
海
外
旅
行
意
向
が
あ
る
人
を
対

象
に
、
海
外
旅
行
を
再
開
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
ア
ジ
ア
で
は「
渡
航
希
望
先
の

入
国
条
件
や
入
国
後
の
行
動
制
限
措
置
が
緩
和

さ
れ
た
ら
」（
36
%
）が
最
も
多
く
、
次
い
で「
新

型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
消
滅
し
て
か
ら
」（
33
%
）と

続
く
。一
方
で
、
欧
米
豪
で
は「
す
で
に
検
討
を

始
め
て
い
る
」（
26
%
）が
最
も
多
い（
図
4
）。
欧

米
豪
で
は
、
昨
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た

「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
欧
米
豪
訪
日
外
国

人
旅
行
者
の
意
向
調
査（
第
3
回
新
型
コ
ロ
ナ

影
響
度
特
別
調
査
）」（
以
下
、「
第
3
回
調
査
」）

で
は「
す
で
に
検
討
を
始
め
て
い
る
」は
8
%
で
、

第
3
回
調
査
か
ら
約
8
カ
月
の
間
に
18
ポ
イ
ン

ト
ア
ッ
プ
し
た
。

　ア
ジ
ア
で
は
海
外
旅
行
を
す
る
人
は
ご
く

一
部
で
、
そ
れ
以
外
の
海
外
旅
行
意
向
が
あ

る
人
の
予
定
に
つ
い
て
も
「
い
つ
の
日
か
新

型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
収
束
し
た
ら
ま
た
海
外

旅
行
に
行
き
た
い
」
と
い
う
「
興
味
・
関
心

段
階
」
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
欧

米
で
は
数
カ
月
の
間
に
海
外
旅
行
を
実
施
す

●調査方法
●調査実施時期
●調査地域

●調査対象者

●有効回答者数
●協力実査会社

調査概要
インターネットによる調査
2022年6月21日～7月4日
韓国、中国、台湾、香港、タイ、シンガポール、
マレーシアインドネシア、アメリカ、オーストラリア、
イギリス、フランス（12地域）
（注）中国は北京および上海在住者のみ
（割合は北京50%：上海50%）
（注）アメリカ、オーストラリア、イギリス、
フランスは2016年度調査から追加
20歳～59歳の男女、かつ、海外旅行経験者
（注）中国-香港-マカオ間、
マレーシア-シンガポール間、タイ-マレーシア間、
アメリカ-カナダ・メキシコ・ハワイ・グアム間、
オーストラリア-ニュージーランド間、
イギリス・フランス-欧州各国間の旅行は、海外旅行経験から除く
上記各地域に居住する住民計7,355人
楽天インサイト株式会社

近
場
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
人
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
を
海
外
旅
行
先
と
し
て
選
択
す
る
傾

向
が
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
状
況
は
タ
イ

の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
・
地
域
で
起

き
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
を
取
り
逃
し
て
い
た
我
が
国
に
と
っ
て

は
、
10
月
11
日
以
降
の
水
際
対
策
の
緩
和
は

本
格
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復

へ
の
大
き
な
足
掛
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　今
後
、
順
調
に
海
外
旅
行
市
場
の
回
復
と
、

我
が
国
に
お
け
る
外
国
人
旅
行
者
の
受
入
が

進
め
ば
、
先
行
し
て
海
外
旅
行
を
再
開
し
て

い
た
欧
米
の
旅
行
者
が
海
外
旅
行
先
を
シ
ョ

ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
シ
フ
ト

※1 2019年は2,520,134人（確定値）、2022年は169,800人（推計値）
※2 これまでの調査結果の詳細についてはhttps://www.jtb.or.jp/research/inbound-trend/を参照のこと
※3 Office for National Statistics “Overseas travel and tourism, monthly”よりデータを引用。 2022年5月イギリス人出国者における方面別構成比
※4 Australian Bureau of Statistics, “Overseas Arrivals and Departures, Australia July 2022”のデータを参照。
※5 訪日旅行商品を販売するタイの旅行会社5社を対象に2022年8月29日～30日にかけてヒアリング調査を実施した。
※6 本稿ではUNWTO（国連世界観光機関）の定義にならいサステナブルな旅行を「訪問客、産業、環境、受け入れ地域の需要に適合しつつ、現在と未来の環境、

社会文化、経済への影響に十分配慮した観光」とする。
※7 調査を実施した6月13日時点。調査時点において販売されているものであり、催行を保証するものではない。
※8 https://www.contiki.com/en-us/about/contiki-cares/carbon-neutral
※9 https://www.contiki.com/en-sg/about/contiki-cares/mtm-experiences
※10 JNTO（2021）「JNTO訪日旅行誘致ハンドブック2021（東南・南アジア7市場編）」p161
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2

諸
外
国
の

「
国
外
か
ら
の

入
国
に
関
す
る

規
制
」の
動
向

や
背
景
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
単

独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
タ

イ
が
早
い
段
階
か
ら
規
制
の
緩
和
・
撤
廃
に

踏
み
切
っ
た
背
景
と
し
て
、「
経
済
や
雇
用
の

面
で
観
光
の
重
要
度
が
高
い
こ
と
」と「
国
民

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
十
分
進
ん
だ
こ
と
」と

い
っ
た
要
因
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
詳
細
は
本
稿
後
半
で

紹
介
）。

　こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
2
0
1
9

年
の
国
際
観
光
旅
客
の
到
着
数
の
上
位
9
カ

国（
対
象
国
は
図
1
と
同
様
だ
が
、
中
国
の
み

2
0
2
1
年
8
月
1
日
の
数
値
が
取
得
で
き

な
い
た
め
除
外
）と
日
本
に
つ
い
て
、「
観
光

分
野
の
対
G
D
P
貢
献
率
」と「
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
の
増
分
」の
関
係
を
見
て
み
よ
う
。

　「観
光
分
野
の
対
G
D
P
貢
献
率
」に
つ
い

て
は
、
世
界
旅
行
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

（
W
T
T
C
）が
公
開
し
て
い
る「
経
済
影
響
調

査（E
con
om
ic Im

pact R
eport

）」を
参

照
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
年
次
調
査
ハ
イ
ラ

イ

ト
（A

n
n
u
a
l R
e
se
a
rc
h
: K
e
y
 

H
ighligh

ts

）」資
料
に
お
け
る
2
0
1
9
年

の
数
値
を
活
用
し
た
。
ま
た「
ワ
ク
チ
ン
接
種

率
の
増
分
」に
つ
い
て
は
、OxC

G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
収
集
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の

数
値
の
2
0
2
1
年
8
月
1
日
、
2
0
2
2
年

5
月
1
日
時
点
の
差
分
を
取
っ
た
。

　両
者
に
つ
い
て
散
布
図
を
作
成
し
て
み
る

と
、
タ
イ
は「
観
光
分
野
の
対
G
D
P
貢
献
率
」

と「
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
増
分
」の
い
ず
れ
も

突
出
し
て
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る（
図
5
）。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、「
経
済

や
雇
用
の
面
で
観
光
の
重
要
度
が
高
い
こ
と
」

と「
国
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
十
分
進
ん
だ
こ

と
」が
規
制
を
緩
和
・
撤
廃
す
る
に
当
た
っ
て

の
影
響
要
因
と
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

フ
リ
カ
」（
同
2
・
8
％
）と
い
っ
た
地
域
と
比

較
し
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
欧
州
」

で
は
、「
4

全
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し

く
は
国
境
封
鎖
」の
対
応
を
取
っ
て
い
る
国
は

存
在
し
な
い
。

　ま
た
、
感
染
力
は
高
い
が
重
症
化
リ
ス
ク

は
相
対
的
に
低
い「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」に
置
き

換
わ
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
2
0
2
2
年

5
月
1
日
時
点
で
は
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」で

「
4

全
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国

境
封
鎖
」と
な
っ
て
い
る
国
が
9
・
1
％
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
の
地
域
は
な
い
。
そ
の
一
方
で「
0

制
限
な
し
」の
国
は「
欧
州
」で
40
・
9
％
、「
中

東
」で
26
・
7
％
で
あ
る
の
に
対
し
、「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」で
は
0
％
と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
こ
と
か
ら
、「
国
際
的
な
渡
航
に
関
す

る
規
制
」指
標
は
地
域

に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、

全
体
と
し
て「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」の
国
は
そ
れ

以
外
の
国
と
比
較
し
て

「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関

す
る
規
制
」に
つ
い
て
、

よ
り
厳
格
に
対
応
し
て

い
る
傾
向
が
あ
る
こ
と

が
改
め
て
確
認
で
き
る
。

　参

考

ま

で

に
、

O
xC
G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
対
象
国
1
8
7

カ
国
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
区
分（
5

地
域
）の
中
で「
国
際
的

な
渡
航
に
関
す
る
規
制
」

指
標
が「
0

規
制
な

し
」で
あ
る
国
の
割
合

の
2
0
2
2
年
に
入
っ

て
か
ら
の
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
を
見
て
み

よ
う（
図
4
）。

　こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
も
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」

地
域
以
外
で
は
、「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関
す

る
規
制
」を
撤
廃
す
る
国（
指
標
が「
0

規

制
な
し
」で
あ
る
国
）が
2
0
2
2
年
2
月
頃

か
ら
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」地
域
で
は
増
加
し
始
め
る
時
期
が
5

月
頃
と
相
対
的
に
遅
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
そ
の
後
も
低
位
で
推
移
し
て
お
り
、
世

界
的
に
見
て
も
よ
り
厳
格
な（
入
国
制
限
の

撤
廃
に
慎
重
な
）対
応
を
取
る
国
の
割
合
が

高
い
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。

　前
項
ま
で
で
見
て
き
た
よ
う
に
、「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」地
域
の
国
は
そ
れ
以
外
の
国
と
比

較
し
て「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関
す
る
規
制
」

に
つ
い
て
、
よ
り
厳
格
に
対
応
し
て
い
る
傾

向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　一
方
、
こ
こ
で
図
1
に
立
ち
戻
る
と
、
タ
イ

は
日
本
と
同
じ
ア
ジ
ア
地
域
に
属
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
比
較
的
早
い
段
階
か
ら

入
国
に
関
す
る
規
制
を
緩
和
し
、
直
近
で
は

「
0

規
制
な
し
」と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
く
だ
ろ
う
。

　こ
の
点
に
つ
い
て
、
タ
イ
の
観
光
政
策
の

決
定
や
推
進
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果

た
す
政
府
機
関
で
あ
る
タ
イ
国
政
府
観
光
庁

（T
o
u
rism

 A
u
th
o
rity o

f T
h
ailan

d

、

以
下T

A
T

）に
対
し
、「
国
外
か
ら
の
入
国
に

関
す
る
規
制
」に
関
す
る
政
策
決
定
の
過
程

 

　T
A
T
に
対
し
て
実
施
し
た
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
、
タ
イ
の「
国
外
か
ら
の
入
国
に

関
す
る
規
制
」の
緩
和
・
撤
廃
に
影
響
を
与
え

た
要
因
と
し
て
、「
国
民
自
身
が
観
光
産
業
の

経
済
に
お
け
る
重
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、

そ
の
危
機
が
自
分
の
生
活
に
も
直
接
影
響
を

及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
こ

と
」も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　中
長
期
的
に
見
て
、
今
回
のC

O
V
ID
-19

、

あ
る
い
は
未
知
の
感
染
症
の
世
界
的
な
流
行

の
よ
う
な
事
態
に
限
ら
ず
、
自
然
災
害
や
戦

争
と
い
っ
た
世
界
的
な
非
常
事
態
を
受
け
て
、

一
時
的
に
観
光
が
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
は
今
後
も
起
こ
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　仮
に
そ
う
い
っ
た
事
態
が
起
こ
る
と
、
一
定

の「
復
旧
」期
間
を
経
て
国
の
経
済
を「
復
興
・

回
復
」さ
せ
る
べ
き
段
階
が
訪
れ
る
。
そ
の
際

に
、
迅
速
か
つ
柔
軟
な
対
応
を
取
る
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
、
観
光
活
動
に
よ
っ
て
社
会

が
得
る
べ
き
利
益
を
逸
失
す
る
こ
と
に
繋
が

り
か
ね
な
い
。そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、「
観

光
を
い
ち
早
く
動
か
す
こ
と
が
国
の
経
済
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
」と
い
う
点
を
社

会
的
な
共
通
認
識
と
し
て
形
成
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　そ
の
た
め
に
は
、
観
光
産
業
の
経
済
に
お

け
る
重
要
度
等
を
客
観
的
な
指
標
や
視
覚
的

な
表
現
等
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く
示
し
て

い
く
べ
き
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
観
光
産
業

の
動
向
が
国
全
体
の
経
済
の
動
向
に
も
大
き

く
影
響
す
る
こ
と
、
ま
た
、
だ
か
ら
こ
そ
観

光
活
動
の
柔
軟
か
つ
早
期
の
再
開
が
必
要
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
共
通
理
解
を
、
中
長

期
的
に
形
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

※
本
稿
は
当
財
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
中

の
研
究
員
コ
ラ
ム「
国
際
的
な
往
来
の
開
放
に

影
響
す
る
要
因
と
は
？V

ol.473

」の
内
容
に

新
た
な
分
析
や
考
察
を
加
え
、
再
構
成
し
た

も
の
で
あ
る
。

（
か
ん
の 

ま
さ
ひ
ろ
）

に
は
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
、
米
国
、
中
国
、
イ
タ

リ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、
英
国
と
い
っ
た
国
で
は
、

最
も
厳
格
な
対
応
で
あ
る「
4

全
地
域
か
ら

の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」を
行
っ
て

い
た
と
し
て
評
価
さ
れ
た
期
間
は
な
い
。
ま
た
、

ス
ペ
イ
ン
、
ト
ル
コ
、
タ
イ
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
初
期
な
ど
に
お
い
て「
4

全

地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」

と
な
っ
た
期
間
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
期
間
は

比
較
的
短
く
、
基
本
的
に
は「
3

一
部
地
域

か
ら
の
来
訪
禁
止
」よ
り
も
緩
い
規
制
と
な
っ

て
い
る
。

　ま
た
、
多
く
の
国
に
お
い
て
は
特
に

2
0
2
1
年
以
降
に
、
規
制
の
程
度
を
下
げ

る
動
き
が
見
ら
れ
、
直
近
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
、

ス
ペ
イ
ン
、中
国
、イ
タ
リ
ア
、ト
ル
コ
、タ
イ
、

ド
イ
ツ
、
英
国
と
い
っ
た
国
で
は「
0

規
制

な
し
」と
な
っ
て
い
る
。

　一
方
、
日
本
を
見
て
み
る
と
、
2
0
2
2
年

6
月
10
日
か
ら
添
乗
員
付
き
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ツ
ア
ー
で
の
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
が

開
始
さ
れ
た
こ
と
で
、
直
近
で
は「
1

来
訪

者
に
対
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」と
な
っ
て
い

る
以
外
、
2
0
2
1
年
1
月
頃
か
ら
以
降
は
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
期
間
で「
4

全
地
域
か
ら
の

来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」と
し
て
評

価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
諸
外
国
と

比
較
し
て
も
、
極
め
て
慎
重
な
姿
勢
を
取
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　次
に
、
各
国
が
属
す
る「
地
域
」に
着
目
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
傾
向
を
確
認
し
て
い
く
。

　一
般
的
に
欧
米
の
国
は
個
人
の
自
由
を
重

ん
じ
る「
個
人
主
義
」が
強
い
の
に
対
し
、
ア

ジ
ア
の
国
は
、
た
と
え
個
人
の
自
由
が
抑
制

さ
れ
た
と
し
て
も
、
社
会
全
体
の
安
定
や
安

全
を
重
ん
じ
る「
集
団
主
義
」の
傾
向
が
よ
り

強
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（H

ofsted
e

ほ
か,2

013
 

な
ど
）。

　こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
、
ア
ジ
ア
諸

国
で
は
、
入
国
時
の
制
限
を
厳
格
化
す
る
方

向
に
対
応
が
偏
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ

の
点
を
、
前
述
のO

xC
G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の「
国
際
的
な
渡
航
に
関
す
る
規
制
」指
標
を

用
い
て
検
証
し
た
。

　「地
域
」に
つ
い
て
は
、
国
際
航
空
運
送
協

会（
I
A
T
A
）の
地
域
区
分
を
参
考
に「
中

東
」「
欧
州
」「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」「
ア
メ
リ
カ
」

「
ア
フ
リ
カ
」の
5
区
分
と
し
た
。

　ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株

の
特
徴
と
そ
の
出
現
状
況（
図
2
）を
踏
ま
え
、

政
策
面
で
一
定
の
配
慮
が
働
く
と
想
定
さ
れ

る
下
記
の
2
つ
の
時
点
に
着
目
し
た
。

①
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い「
デ
ル
タ
株
」が
猛

威
を
奮
っ
て
い
た
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ズ
ン

（
2
0
2
1
年
8
月
1
日
時
点
）

②
感
染
力
は
高
い
が
重
症
化
リ
ス
ク
は
相
対

的
に
低
い「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」に
置
き
換
わ
っ

た
タ
イ
ミ
ン
グ（
2
0
2
2
年
5
月
1
日
時
点
）

　前
述
の
各
時
点
に
お
け
る「
国
際
的
な
渡

航
に
関
す
る
規
制
」指
標
と「
地
域
区
分
」に

つ
い
て
、
デ
ー
タ
欠
損
の
な
い
1
6
1
カ
国

を
対
象
に
ク
ロ
ス
集
計
を
行
っ
た（
図
3
）。

  

※
い
ず
れ
も
カ
イ
二
乗
検
定
・
5
％
水
準
で

有
意
差
あ
り

　そ
の
結
果
、
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い「
デ
ル

タ
株
」が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
2
0
2
1
年

8
月
1
日
時
点
で
は
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」

地
域
に
お
い
て
、「
4

全
地
域
か
ら
の
来
訪

禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」の
割
合
が
30
・

3
％
と
な
っ
て
お
り
、「
ア
メ
リ
カ
」（「
4

全

地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」

が
12
・
1
％
）、「
中
東
」（
同
6
・
7
％
）、「
ア

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（C

O
V
ID
-

19

）が
世
界
的
に
ま
ん
延
し
た
こ
と
で
、
観
光

が
前
提
と
し
て
い
る
人
の
移
動
・
接
触
、
交
流

は
大
き
な
制
限
を
受
け
、
停
滞
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。

　そ
の
後
現
在
ま
で
に
、
世
界
的
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
進
展
し
た
こ
と
で
、
段
階
的
に
各

種
制
限
を
緩
和
・
撤
廃
し
、
観
光
活
動
を
再

開
さ
せ
る
動
き
が
見
ら
れ
て
い
る
。

　そ
の
よ
う
な
諸
外
国
の
制
限
緩
和
の
動
向

と
、
そ
の
背
後
に
あ
る
要
因
を
把
握
す
る
こ
と

は
、
我
が
国
の
今
後
の
コ
ロ
ナ
対
応
、
あ
る
い

は
将
来
到
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
別
の
感
染

症
の
流
行
と
い
っ
た
状
況
を
想
定
し
た
際
に

も
、
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　そ
こ
で
本
稿
で
は
、
諸
外
国
のC

O
V
ID
-19

に
関
す
る
政
策
の
う
ち
、
特
に「
国
外
か
ら
の

入
国
に
関
す
る
規
制
」に
着
目
し
、
そ
の
動
向

に
つ
い
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、
背
景
と
な
る

要
因
に
つ
い
て
も
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。

　ま
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
国
外
か
ら
比
較
的

多
く
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
い
た
諸
外
国

の
動
向
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

　英
国
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
は

「O
xfo
rd
 C
O
V
ID
-1
9
 G
o
vern

m
en
t 

R
esponse T

racker

（
以
下
、OxC

G
R
T

）」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
世
界
1
8
7
カ
国
の

C
O
V
ID
-19

に
対
す
る
政
策
対
応
を
各
種
の
指

標
と
し
て
記
録
し
日
単
位
で
公
開
し
て
い
る
。

　そ
の
指
標
の
一
つ
が「
国
際
的
な
渡
航
に
関

す
る
規
制
」指
標（C

8

：R
estriction

s on
 

in
tern
ation

al travel

）で
あ
る
。

　こ
れ
は
各
国
の「
国
際
的
な
渡
航
に
関
す

る
規
制
」の
程
度
を
、
次
の
5
段
階
に
区
分
し

て
評
価
し
て
い
る
も
の
で
あ
る（
す
な
わ
ち
、

0
が
最
も
規
制
が
緩
く
、
数
値
が
1
か
ら
4

ま
で
増
え
る
に
つ
れ
て
対
応
が
厳
格
化
す
る

と
い
う
一
種
の
順
序
尺
度
と
な
っ
て
い
る
）。

0

 規
制
な
し

1

 来
訪
者
に
対
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

2

 高
リ
ス
ク
地
域
か
ら
の

 
来
訪
者
に
対
す
る
検
疫
実
施

3

 一部
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止

4

 全
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止

 
も
し
く
は
国
境
封
鎖

　こ
の
指
標
に
つ
い
て
、
2
0
1
9
年
の
国

際
観
光
旅
客
の
到
着
数
の
上
位
10
カ
国（
フ

ラ
ン
ス
、ス
ペ
イ
ン
、米
国
、中
国
、イ
タ
リ
ア
、

ト
ル
コ
、
メ
キ
シ
コ
、
タ
イ
、
ド
イ
ツ
、
英
国
）

と
日
本（
2
0
1
9
年
の
順
位
は
12
位
）に
つ

い
て
、
2
0
2
0
年
1
月
か
ら
2
0
2
2
年

8
月
末
ま
で
の
推
移
を
比
較
し
た
グ
ラ
フ
が

図
1
で
あ
る
。

　こ
の
図
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
国
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
い
た
、
い
わ

ば〝
観
光
立
国
〞と
い
え
る
国
々
の
間
で
も
、

そ
の
規
制
の
程
度
や
厳
格
化
・
緩
和
の
時
期

観
光
政
策
研
究
部

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
長
／

上
席
主
任
研
究
員

　

菅
野
正
洋

1.
は
じ
め
に

2.
コ
ロ
ナ
禍
前

（
2
0
1
9
年
）の
国
際

観
光
旅
客
の
到
着
数

上
位
10
カ
国
の
動
向

諸外国の「国外からの入国に関する規制」の動向2
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図 1「国外からの
入国に関する規制」の
程度の推移
（2019年の国際観光旅客の
到着数の上位10カ国と日本、
2020年1月1日～
2022年8月31日）

出所：Oxford COVID-19
Government Response
Tracker（OxCGRT）データより
（公財）日本交通公社作成
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図 2 世界の「デルタ株系統」
（上）と「オミクロン株系統」（下）のゲノム出現頻度の推移
（2020年10月～2022年9月）

や
背
景
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
単

独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
タ

イ
が
早
い
段
階
か
ら
規
制
の
緩
和
・
撤
廃
に

踏
み
切
っ
た
背
景
と
し
て
、「
経
済
や
雇
用
の

面
で
観
光
の
重
要
度
が
高
い
こ
と
」と「
国
民

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
十
分
進
ん
だ
こ
と
」と

い
っ
た
要
因
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
詳
細
は
本
稿
後
半
で

紹
介
）。

　こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
2
0
1
9

年
の
国
際
観
光
旅
客
の
到
着
数
の
上
位
9
カ

国（
対
象
国
は
図
1
と
同
様
だ
が
、
中
国
の
み

2
0
2
1
年
8
月
1
日
の
数
値
が
取
得
で
き

な
い
た
め
除
外
）と
日
本
に
つ
い
て
、「
観
光

分
野
の
対
G
D
P
貢
献
率
」と「
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
の
増
分
」の
関
係
を
見
て
み
よ
う
。

　「観
光
分
野
の
対
G
D
P
貢
献
率
」に
つ
い

て
は
、
世
界
旅
行
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

（
W
T
T
C
）が
公
開
し
て
い
る「
経
済
影
響
調

査（E
con
om
ic Im

pact R
eport

）」を
参

照
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
年
次
調
査
ハ
イ
ラ

イ

ト
（A

n
n
u
a
l R
e
se
a
rc
h
: K
e
y
 

H
ighligh

ts

）」資
料
に
お
け
る
2
0
1
9
年

の
数
値
を
活
用
し
た
。
ま
た「
ワ
ク
チ
ン
接
種

率
の
増
分
」に
つ
い
て
は
、OxC

G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
収
集
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の

数
値
の
2
0
2
1
年
8
月
1
日
、
2
0
2
2
年

5
月
1
日
時
点
の
差
分
を
取
っ
た
。

　両
者
に
つ
い
て
散
布
図
を
作
成
し
て
み
る

と
、
タ
イ
は「
観
光
分
野
の
対
G
D
P
貢
献
率
」

と「
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
増
分
」の
い
ず
れ
も

突
出
し
て
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る（
図
5
）。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、「
経
済

や
雇
用
の
面
で
観
光
の
重
要
度
が
高
い
こ
と
」

と「
国
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
十
分
進
ん
だ
こ

と
」が
規
制
を
緩
和
・
撤
廃
す
る
に
当
た
っ
て

の
影
響
要
因
と
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

フ
リ
カ
」（
同
2
・
8
％
）と
い
っ
た
地
域
と
比

較
し
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
欧
州
」

で
は
、「
4

全
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し

く
は
国
境
封
鎖
」の
対
応
を
取
っ
て
い
る
国
は

存
在
し
な
い
。

　ま
た
、
感
染
力
は
高
い
が
重
症
化
リ
ス
ク

は
相
対
的
に
低
い「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」に
置
き

換
わ
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
2
0
2
2
年

5
月
1
日
時
点
で
は
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」で

「
4

全
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国

境
封
鎖
」と
な
っ
て
い
る
国
が
9
・
1
％
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
の
地
域
は
な
い
。
そ
の
一
方
で「
0

制
限
な
し
」の
国
は「
欧
州
」で
40
・
9
％
、「
中

東
」で
26
・
7
％
で
あ
る
の
に
対
し
、「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」で
は
0
％
と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
こ
と
か
ら
、「
国
際
的
な
渡
航
に
関
す

る
規
制
」指
標
は
地
域

に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、

全
体
と
し
て「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」の
国
は
そ
れ

以
外
の
国
と
比
較
し
て

「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関

す
る
規
制
」に
つ
い
て
、

よ
り
厳
格
に
対
応
し
て

い
る
傾
向
が
あ
る
こ
と

が
改
め
て
確
認
で
き
る
。

　参

考

ま

で

に
、

O
xC
G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
対
象
国
1
8
7

カ
国
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
区
分（
5

地
域
）の
中
で「
国
際
的

な
渡
航
に
関
す
る
規
制
」

指
標
が「
0

規
制
な

し
」で
あ
る
国
の
割
合

の
2
0
2
2
年
に
入
っ

て
か
ら
の
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
を
見
て
み

よ
う（
図
4
）。

　こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
も
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」

地
域
以
外
で
は
、「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関
す

る
規
制
」を
撤
廃
す
る
国（
指
標
が「
0

規

制
な
し
」で
あ
る
国
）が
2
0
2
2
年
2
月
頃

か
ら
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」地
域
で
は
増
加
し
始
め
る
時
期
が
5

月
頃
と
相
対
的
に
遅
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
そ
の
後
も
低
位
で
推
移
し
て
お
り
、
世

界
的
に
見
て
も
よ
り
厳
格
な（
入
国
制
限
の

撤
廃
に
慎
重
な
）対
応
を
取
る
国
の
割
合
が

高
い
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。

　前
項
ま
で
で
見
て
き
た
よ
う
に
、「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」地
域
の
国
は
そ
れ
以
外
の
国
と
比

較
し
て「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関
す
る
規
制
」

に
つ
い
て
、
よ
り
厳
格
に
対
応
し
て
い
る
傾

向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　一
方
、
こ
こ
で
図
1
に
立
ち
戻
る
と
、
タ
イ

は
日
本
と
同
じ
ア
ジ
ア
地
域
に
属
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
比
較
的
早
い
段
階
か
ら

入
国
に
関
す
る
規
制
を
緩
和
し
、
直
近
で
は

「
0

規
制
な
し
」と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
く
だ
ろ
う
。

　こ
の
点
に
つ
い
て
、
タ
イ
の
観
光
政
策
の

決
定
や
推
進
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果

た
す
政
府
機
関
で
あ
る
タ
イ
国
政
府
観
光
庁

（T
o
u
rism

 A
u
th
o
rity o

f T
h
ailan

d

、

以
下T

A
T

）に
対
し
、「
国
外
か
ら
の
入
国
に

関
す
る
規
制
」に
関
す
る
政
策
決
定
の
過
程

 

　T
A
T
に
対
し
て
実
施
し
た
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
、
タ
イ
の「
国
外
か
ら
の
入
国
に

関
す
る
規
制
」の
緩
和
・
撤
廃
に
影
響
を
与
え

た
要
因
と
し
て
、「
国
民
自
身
が
観
光
産
業
の

経
済
に
お
け
る
重
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、

そ
の
危
機
が
自
分
の
生
活
に
も
直
接
影
響
を

及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
こ

と
」も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　中
長
期
的
に
見
て
、
今
回
のC

O
V
ID
-19

、

あ
る
い
は
未
知
の
感
染
症
の
世
界
的
な
流
行

の
よ
う
な
事
態
に
限
ら
ず
、
自
然
災
害
や
戦

争
と
い
っ
た
世
界
的
な
非
常
事
態
を
受
け
て
、

一
時
的
に
観
光
が
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
は
今
後
も
起
こ
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　仮
に
そ
う
い
っ
た
事
態
が
起
こ
る
と
、
一
定

の「
復
旧
」期
間
を
経
て
国
の
経
済
を「
復
興
・

回
復
」さ
せ
る
べ
き
段
階
が
訪
れ
る
。
そ
の
際

に
、
迅
速
か
つ
柔
軟
な
対
応
を
取
る
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
、
観
光
活
動
に
よ
っ
て
社
会

が
得
る
べ
き
利
益
を
逸
失
す
る
こ
と
に
繋
が

り
か
ね
な
い
。そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、「
観

光
を
い
ち
早
く
動
か
す
こ
と
が
国
の
経
済
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
」と
い
う
点
を
社

会
的
な
共
通
認
識
と
し
て
形
成
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　そ
の
た
め
に
は
、
観
光
産
業
の
経
済
に
お

け
る
重
要
度
等
を
客
観
的
な
指
標
や
視
覚
的

な
表
現
等
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く
示
し
て

い
く
べ
き
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
観
光
産
業

の
動
向
が
国
全
体
の
経
済
の
動
向
に
も
大
き

く
影
響
す
る
こ
と
、
ま
た
、
だ
か
ら
こ
そ
観

光
活
動
の
柔
軟
か
つ
早
期
の
再
開
が
必
要
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
共
通
理
解
を
、
中
長

期
的
に
形
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

※
本
稿
は
当
財
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
中

の
研
究
員
コ
ラ
ム「
国
際
的
な
往
来
の
開
放
に

影
響
す
る
要
因
と
は
？V

ol.473

」の
内
容
に

新
た
な
分
析
や
考
察
を
加
え
、
再
構
成
し
た

も
の
で
あ
る
。

（
か
ん
の 

ま
さ
ひ
ろ
）

に
は
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
、
米
国
、
中
国
、
イ
タ

リ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、
英
国
と
い
っ
た
国
で
は
、

最
も
厳
格
な
対
応
で
あ
る「
4

全
地
域
か
ら

の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」を
行
っ
て

い
た
と
し
て
評
価
さ
れ
た
期
間
は
な
い
。
ま
た
、

ス
ペ
イ
ン
、
ト
ル
コ
、
タ
イ
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
初
期
な
ど
に
お
い
て「
4

全

地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」

と
な
っ
た
期
間
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
期
間
は

比
較
的
短
く
、
基
本
的
に
は「
3

一
部
地
域

か
ら
の
来
訪
禁
止
」よ
り
も
緩
い
規
制
と
な
っ

て
い
る
。

　ま
た
、
多
く
の
国
に
お
い
て
は
特
に

2
0
2
1
年
以
降
に
、
規
制
の
程
度
を
下
げ

る
動
き
が
見
ら
れ
、
直
近
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
、

ス
ペ
イ
ン
、中
国
、イ
タ
リ
ア
、ト
ル
コ
、タ
イ
、

ド
イ
ツ
、
英
国
と
い
っ
た
国
で
は「
0

規
制

な
し
」と
な
っ
て
い
る
。

　一
方
、
日
本
を
見
て
み
る
と
、
2
0
2
2
年

6
月
10
日
か
ら
添
乗
員
付
き
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ツ
ア
ー
で
の
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
が

開
始
さ
れ
た
こ
と
で
、
直
近
で
は「
1

来
訪

者
に
対
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」と
な
っ
て
い

る
以
外
、
2
0
2
1
年
1
月
頃
か
ら
以
降
は
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
期
間
で「
4

全
地
域
か
ら
の

来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」と
し
て
評

価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
諸
外
国
と

比
較
し
て
も
、
極
め
て
慎
重
な
姿
勢
を
取
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　次
に
、
各
国
が
属
す
る「
地
域
」に
着
目
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
傾
向
を
確
認
し
て
い
く
。

　一
般
的
に
欧
米
の
国
は
個
人
の
自
由
を
重

ん
じ
る「
個
人
主
義
」が
強
い
の
に
対
し
、
ア

ジ
ア
の
国
は
、
た
と
え
個
人
の
自
由
が
抑
制

さ
れ
た
と
し
て
も
、
社
会
全
体
の
安
定
や
安

全
を
重
ん
じ
る「
集
団
主
義
」の
傾
向
が
よ
り

強
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（H

ofsted
e

ほ
か,2

013
 

な
ど
）。

　こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
、
ア
ジ
ア
諸

国
で
は
、
入
国
時
の
制
限
を
厳
格
化
す
る
方

向
に
対
応
が
偏
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ

の
点
を
、
前
述
のO

xC
G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の「
国
際
的
な
渡
航
に
関
す
る
規
制
」指
標
を

用
い
て
検
証
し
た
。

　「地
域
」に
つ
い
て
は
、
国
際
航
空
運
送
協

会（
I
A
T
A
）の
地
域
区
分
を
参
考
に「
中

東
」「
欧
州
」「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」「
ア
メ
リ
カ
」

「
ア
フ
リ
カ
」の
5
区
分
と
し
た
。

　ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株

の
特
徴
と
そ
の
出
現
状
況（
図
2
）を
踏
ま
え
、

政
策
面
で
一
定
の
配
慮
が
働
く
と
想
定
さ
れ

る
下
記
の
2
つ
の
時
点
に
着
目
し
た
。

①
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い「
デ
ル
タ
株
」が
猛

威
を
奮
っ
て
い
た
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ズ
ン

（
2
0
2
1
年
8
月
1
日
時
点
）

②
感
染
力
は
高
い
が
重
症
化
リ
ス
ク
は
相
対

的
に
低
い「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」に
置
き
換
わ
っ

た
タ
イ
ミ
ン
グ（
2
0
2
2
年
5
月
1
日
時
点
）

　前
述
の
各
時
点
に
お
け
る「
国
際
的
な
渡

航
に
関
す
る
規
制
」指
標
と「
地
域
区
分
」に

つ
い
て
、
デ
ー
タ
欠
損
の
な
い
1
6
1
カ
国

を
対
象
に
ク
ロ
ス
集
計
を
行
っ
た（
図
3
）。

  

※
い
ず
れ
も
カ
イ
二
乗
検
定
・
5
％
水
準
で

有
意
差
あ
り

　そ
の
結
果
、
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い「
デ
ル

タ
株
」が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
2
0
2
1
年

8
月
1
日
時
点
で
は
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」

地
域
に
お
い
て
、「
4

全
地
域
か
ら
の
来
訪

禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」の
割
合
が
30
・

3
％
と
な
っ
て
お
り
、「
ア
メ
リ
カ
」（「
4

全

地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」

が
12
・
1
％
）、「
中
東
」（
同
6
・
7
％
）、「
ア

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（C

O
V
ID
-

19

）が
世
界
的
に
ま
ん
延
し
た
こ
と
で
、
観
光

が
前
提
と
し
て
い
る
人
の
移
動
・
接
触
、
交
流

は
大
き
な
制
限
を
受
け
、
停
滞
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。

　そ
の
後
現
在
ま
で
に
、
世
界
的
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
進
展
し
た
こ
と
で
、
段
階
的
に
各

種
制
限
を
緩
和
・
撤
廃
し
、
観
光
活
動
を
再

開
さ
せ
る
動
き
が
見
ら
れ
て
い
る
。

　そ
の
よ
う
な
諸
外
国
の
制
限
緩
和
の
動
向

と
、
そ
の
背
後
に
あ
る
要
因
を
把
握
す
る
こ
と

は
、
我
が
国
の
今
後
の
コ
ロ
ナ
対
応
、
あ
る
い

は
将
来
到
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
別
の
感
染

症
の
流
行
と
い
っ
た
状
況
を
想
定
し
た
際
に

も
、
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　そ
こ
で
本
稿
で
は
、
諸
外
国
のC

O
V
ID
-19

に
関
す
る
政
策
の
う
ち
、
特
に「
国
外
か
ら
の

入
国
に
関
す
る
規
制
」に
着
目
し
、
そ
の
動
向

に
つ
い
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、
背
景
と
な
る

要
因
に
つ
い
て
も
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。

　ま
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
国
外
か
ら
比
較
的

多
く
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
い
た
諸
外
国

の
動
向
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

　英
国
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
は

「O
xfo
rd
 C
O
V
ID
-1
9
 G
o
vern

m
en
t 

R
esponse T

racker

（
以
下
、OxC

G
R
T

）」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
世
界
1
8
7
カ
国
の

C
O
V
ID
-19

に
対
す
る
政
策
対
応
を
各
種
の
指

標
と
し
て
記
録
し
日
単
位
で
公
開
し
て
い
る
。

　そ
の
指
標
の
一
つ
が「
国
際
的
な
渡
航
に
関

す
る
規
制
」指
標（C

8

：R
estriction

s on
 

in
tern
ation

al travel

）で
あ
る
。

　こ
れ
は
各
国
の「
国
際
的
な
渡
航
に
関
す

る
規
制
」の
程
度
を
、
次
の
5
段
階
に
区
分
し

て
評
価
し
て
い
る
も
の
で
あ
る（
す
な
わ
ち
、

0
が
最
も
規
制
が
緩
く
、
数
値
が
1
か
ら
4

ま
で
増
え
る
に
つ
れ
て
対
応
が
厳
格
化
す
る

と
い
う
一
種
の
順
序
尺
度
と
な
っ
て
い
る
）。

0

 規
制
な
し

1

 来
訪
者
に
対
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

2

 高
リ
ス
ク
地
域
か
ら
の

 
来
訪
者
に
対
す
る
検
疫
実
施

3

 一部
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止

4

 全
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止

 
も
し
く
は
国
境
封
鎖

　こ
の
指
標
に
つ
い
て
、
2
0
1
9
年
の
国

際
観
光
旅
客
の
到
着
数
の
上
位
10
カ
国（
フ

ラ
ン
ス
、ス
ペ
イ
ン
、米
国
、中
国
、イ
タ
リ
ア
、

ト
ル
コ
、
メ
キ
シ
コ
、
タ
イ
、
ド
イ
ツ
、
英
国
）

と
日
本（
2
0
1
9
年
の
順
位
は
12
位
）に
つ

い
て
、
2
0
2
0
年
1
月
か
ら
2
0
2
2
年

8
月
末
ま
で
の
推
移
を
比
較
し
た
グ
ラ
フ
が

図
1
で
あ
る
。

　こ
の
図
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
国
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
い
た
、
い
わ

ば〝
観
光
立
国
〞と
い
え
る
国
々
の
間
で
も
、

そ
の
規
制
の
程
度
や
厳
格
化
・
緩
和
の
時
期出所：GISAID Initiative

3.
地
域
に
よ
る
違
い

諸外国の「国外からの入国に関する規制」の動向2
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図 1「国外からの
入国に関する規制」の
程度の推移
（2019年の国際観光旅客の
到着数の上位10カ国と日本、
2020年1月1日～
2022年8月31日）

出所：Oxford COVID-19
Government Response
Tracker（OxCGRT）データより
（公財）日本交通公社作成
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全地域からの来訪禁止
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来訪者に対する検疫実施
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スクリーニング

規制なし

図 2 世界の「デルタ株系統」
（上）と「オミクロン株系統」（下）のゲノム出現頻度の推移
（2020年10月～2022年9月）

や
背
景
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
単

独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
タ

イ
が
早
い
段
階
か
ら
規
制
の
緩
和
・
撤
廃
に

踏
み
切
っ
た
背
景
と
し
て
、「
経
済
や
雇
用
の

面
で
観
光
の
重
要
度
が
高
い
こ
と
」と「
国
民

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
十
分
進
ん
だ
こ
と
」と

い
っ
た
要
因
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
詳
細
は
本
稿
後
半
で

紹
介
）。

　こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
2
0
1
9

年
の
国
際
観
光
旅
客
の
到
着
数
の
上
位
9
カ

国（
対
象
国
は
図
1
と
同
様
だ
が
、
中
国
の
み

2
0
2
1
年
8
月
1
日
の
数
値
が
取
得
で
き

な
い
た
め
除
外
）と
日
本
に
つ
い
て
、「
観
光

分
野
の
対
G
D
P
貢
献
率
」と「
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
の
増
分
」の
関
係
を
見
て
み
よ
う
。

　「観
光
分
野
の
対
G
D
P
貢
献
率
」に
つ
い

て
は
、
世
界
旅
行
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

（
W
T
T
C
）が
公
開
し
て
い
る「
経
済
影
響
調

査（E
con
om
ic Im

pact R
eport

）」を
参

照
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
年
次
調
査
ハ
イ
ラ

イ

ト
（A

n
n
u
a
l R
e
se
a
rc
h
: K
e
y
 

H
ighligh

ts

）」資
料
に
お
け
る
2
0
1
9
年

の
数
値
を
活
用
し
た
。
ま
た「
ワ
ク
チ
ン
接
種

率
の
増
分
」に
つ
い
て
は
、OxC

G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
収
集
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の

数
値
の
2
0
2
1
年
8
月
1
日
、
2
0
2
2
年

5
月
1
日
時
点
の
差
分
を
取
っ
た
。

　両
者
に
つ
い
て
散
布
図
を
作
成
し
て
み
る

と
、
タ
イ
は「
観
光
分
野
の
対
G
D
P
貢
献
率
」

と「
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
増
分
」の
い
ず
れ
も

突
出
し
て
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る（
図
5
）。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、「
経
済

や
雇
用
の
面
で
観
光
の
重
要
度
が
高
い
こ
と
」

と「
国
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
十
分
進
ん
だ
こ

と
」が
規
制
を
緩
和
・
撤
廃
す
る
に
当
た
っ
て

の
影
響
要
因
と
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

フ
リ
カ
」（
同
2
・
8
％
）と
い
っ
た
地
域
と
比

較
し
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
欧
州
」

で
は
、「
4

全
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し

く
は
国
境
封
鎖
」の
対
応
を
取
っ
て
い
る
国
は

存
在
し
な
い
。

　ま
た
、
感
染
力
は
高
い
が
重
症
化
リ
ス
ク

は
相
対
的
に
低
い「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」に
置
き

換
わ
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
2
0
2
2
年

5
月
1
日
時
点
で
は
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」で

「
4

全
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国

境
封
鎖
」と
な
っ
て
い
る
国
が
9
・
1
％
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
の
地
域
は
な
い
。
そ
の
一
方
で「
0

制
限
な
し
」の
国
は「
欧
州
」で
40
・
9
％
、「
中

東
」で
26
・
7
％
で
あ
る
の
に
対
し
、「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」で
は
0
％
と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
こ
と
か
ら
、「
国
際
的
な
渡
航
に
関
す

る
規
制
」指
標
は
地
域

に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、

全
体
と
し
て「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」の
国
は
そ
れ

以
外
の
国
と
比
較
し
て

「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関

す
る
規
制
」に
つ
い
て
、

よ
り
厳
格
に
対
応
し
て

い
る
傾
向
が
あ
る
こ
と

が
改
め
て
確
認
で
き
る
。

　参

考

ま

で

に
、

O
xC
G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
対
象
国
1
8
7

カ
国
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
区
分（
5

地
域
）の
中
で「
国
際
的

な
渡
航
に
関
す
る
規
制
」

指
標
が「
0

規
制
な

し
」で
あ
る
国
の
割
合

の
2
0
2
2
年
に
入
っ

て
か
ら
の
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
を
見
て
み

よ
う（
図
4
）。

　こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
も
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」

地
域
以
外
で
は
、「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関
す

る
規
制
」を
撤
廃
す
る
国（
指
標
が「
0

規

制
な
し
」で
あ
る
国
）が
2
0
2
2
年
2
月
頃

か
ら
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」地
域
で
は
増
加
し
始
め
る
時
期
が
5

月
頃
と
相
対
的
に
遅
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
そ
の
後
も
低
位
で
推
移
し
て
お
り
、
世

界
的
に
見
て
も
よ
り
厳
格
な（
入
国
制
限
の

撤
廃
に
慎
重
な
）対
応
を
取
る
国
の
割
合
が

高
い
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。

　前
項
ま
で
で
見
て
き
た
よ
う
に
、「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」地
域
の
国
は
そ
れ
以
外
の
国
と
比

較
し
て「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関
す
る
規
制
」

に
つ
い
て
、
よ
り
厳
格
に
対
応
し
て
い
る
傾

向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　一
方
、
こ
こ
で
図
1
に
立
ち
戻
る
と
、
タ
イ

は
日
本
と
同
じ
ア
ジ
ア
地
域
に
属
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
比
較
的
早
い
段
階
か
ら

入
国
に
関
す
る
規
制
を
緩
和
し
、
直
近
で
は

「
0

規
制
な
し
」と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
く
だ
ろ
う
。

　こ
の
点
に
つ
い
て
、
タ
イ
の
観
光
政
策
の

決
定
や
推
進
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果

た
す
政
府
機
関
で
あ
る
タ
イ
国
政
府
観
光
庁

（T
o
u
rism

 A
u
th
o
rity o

f T
h
ailan

d

、

以
下T

A
T

）に
対
し
、「
国
外
か
ら
の
入
国
に

関
す
る
規
制
」に
関
す
る
政
策
決
定
の
過
程

 

　T
A
T
に
対
し
て
実
施
し
た
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
、
タ
イ
の「
国
外
か
ら
の
入
国
に

関
す
る
規
制
」の
緩
和
・
撤
廃
に
影
響
を
与
え

た
要
因
と
し
て
、「
国
民
自
身
が
観
光
産
業
の

経
済
に
お
け
る
重
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、

そ
の
危
機
が
自
分
の
生
活
に
も
直
接
影
響
を

及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
こ

と
」も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　中
長
期
的
に
見
て
、
今
回
のC

O
V
ID
-19

、

あ
る
い
は
未
知
の
感
染
症
の
世
界
的
な
流
行

の
よ
う
な
事
態
に
限
ら
ず
、
自
然
災
害
や
戦

争
と
い
っ
た
世
界
的
な
非
常
事
態
を
受
け
て
、

一
時
的
に
観
光
が
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
は
今
後
も
起
こ
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　仮
に
そ
う
い
っ
た
事
態
が
起
こ
る
と
、
一
定

の「
復
旧
」期
間
を
経
て
国
の
経
済
を「
復
興
・

回
復
」さ
せ
る
べ
き
段
階
が
訪
れ
る
。
そ
の
際

に
、
迅
速
か
つ
柔
軟
な
対
応
を
取
る
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
、
観
光
活
動
に
よ
っ
て
社
会

が
得
る
べ
き
利
益
を
逸
失
す
る
こ
と
に
繋
が

り
か
ね
な
い
。そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、「
観

光
を
い
ち
早
く
動
か
す
こ
と
が
国
の
経
済
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
」と
い
う
点
を
社

会
的
な
共
通
認
識
と
し
て
形
成
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　そ
の
た
め
に
は
、
観
光
産
業
の
経
済
に
お

け
る
重
要
度
等
を
客
観
的
な
指
標
や
視
覚
的

な
表
現
等
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く
示
し
て

い
く
べ
き
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
観
光
産
業

の
動
向
が
国
全
体
の
経
済
の
動
向
に
も
大
き

く
影
響
す
る
こ
と
、
ま
た
、
だ
か
ら
こ
そ
観

光
活
動
の
柔
軟
か
つ
早
期
の
再
開
が
必
要
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
共
通
理
解
を
、
中
長

期
的
に
形
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

※
本
稿
は
当
財
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
中

の
研
究
員
コ
ラ
ム「
国
際
的
な
往
来
の
開
放
に

影
響
す
る
要
因
と
は
？V

ol.473

」の
内
容
に

新
た
な
分
析
や
考
察
を
加
え
、
再
構
成
し
た

も
の
で
あ
る
。

（
か
ん
の 

ま
さ
ひ
ろ
）

に
は
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
、
米
国
、
中
国
、
イ
タ

リ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、
英
国
と
い
っ
た
国
で
は
、

最
も
厳
格
な
対
応
で
あ
る「
4

全
地
域
か
ら

の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」を
行
っ
て

い
た
と
し
て
評
価
さ
れ
た
期
間
は
な
い
。
ま
た
、

ス
ペ
イ
ン
、
ト
ル
コ
、
タ
イ
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
初
期
な
ど
に
お
い
て「
4

全

地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」

と
な
っ
た
期
間
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
期
間
は

比
較
的
短
く
、
基
本
的
に
は「
3

一
部
地
域

か
ら
の
来
訪
禁
止
」よ
り
も
緩
い
規
制
と
な
っ

て
い
る
。

　ま
た
、
多
く
の
国
に
お
い
て
は
特
に

2
0
2
1
年
以
降
に
、
規
制
の
程
度
を
下
げ

る
動
き
が
見
ら
れ
、
直
近
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
、

ス
ペ
イ
ン
、中
国
、イ
タ
リ
ア
、ト
ル
コ
、タ
イ
、

ド
イ
ツ
、
英
国
と
い
っ
た
国
で
は「
0

規
制

な
し
」と
な
っ
て
い
る
。

　一
方
、
日
本
を
見
て
み
る
と
、
2
0
2
2
年

6
月
10
日
か
ら
添
乗
員
付
き
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ツ
ア
ー
で
の
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
が

開
始
さ
れ
た
こ
と
で
、
直
近
で
は「
1

来
訪

者
に
対
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」と
な
っ
て
い

る
以
外
、
2
0
2
1
年
1
月
頃
か
ら
以
降
は
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
期
間
で「
4

全
地
域
か
ら
の

来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」と
し
て
評

価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
諸
外
国
と

比
較
し
て
も
、
極
め
て
慎
重
な
姿
勢
を
取
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　次
に
、
各
国
が
属
す
る「
地
域
」に
着
目
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
傾
向
を
確
認
し
て
い
く
。

　一
般
的
に
欧
米
の
国
は
個
人
の
自
由
を
重

ん
じ
る「
個
人
主
義
」が
強
い
の
に
対
し
、
ア

ジ
ア
の
国
は
、
た
と
え
個
人
の
自
由
が
抑
制

さ
れ
た
と
し
て
も
、
社
会
全
体
の
安
定
や
安

全
を
重
ん
じ
る「
集
団
主
義
」の
傾
向
が
よ
り

強
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（H

ofsted
e

ほ
か,2

013
 
な
ど
）。

　こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
、
ア
ジ
ア
諸

国
で
は
、
入
国
時
の
制
限
を
厳
格
化
す
る
方

向
に
対
応
が
偏
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ

の
点
を
、
前
述
のO

xC
G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の「
国
際
的
な
渡
航
に
関
す
る
規
制
」指
標
を

用
い
て
検
証
し
た
。

　「地
域
」に
つ
い
て
は
、
国
際
航
空
運
送
協

会（
I
A
T
A
）の
地
域
区
分
を
参
考
に「
中

東
」「
欧
州
」「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」「
ア
メ
リ
カ
」

「
ア
フ
リ
カ
」の
5
区
分
と
し
た
。

　ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株

の
特
徴
と
そ
の
出
現
状
況（
図
2
）を
踏
ま
え
、

政
策
面
で
一
定
の
配
慮
が
働
く
と
想
定
さ
れ

る
下
記
の
2
つ
の
時
点
に
着
目
し
た
。

①
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い「
デ
ル
タ
株
」が
猛

威
を
奮
っ
て
い
た
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ズ
ン

（
2
0
2
1
年
8
月
1
日
時
点
）

②
感
染
力
は
高
い
が
重
症
化
リ
ス
ク
は
相
対

的
に
低
い「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」に
置
き
換
わ
っ

た
タ
イ
ミ
ン
グ（
2
0
2
2
年
5
月
1
日
時
点
）

　前
述
の
各
時
点
に
お
け
る「
国
際
的
な
渡

航
に
関
す
る
規
制
」指
標
と「
地
域
区
分
」に

つ
い
て
、
デ
ー
タ
欠
損
の
な
い
1
6
1
カ
国

を
対
象
に
ク
ロ
ス
集
計
を
行
っ
た（
図
3
）。

  

※
い
ず
れ
も
カ
イ
二
乗
検
定
・
5
％
水
準
で

有
意
差
あ
り

　そ
の
結
果
、
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い「
デ
ル

タ
株
」が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
2
0
2
1
年

8
月
1
日
時
点
で
は
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」

地
域
に
お
い
て
、「
4

全
地
域
か
ら
の
来
訪

禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」の
割
合
が
30
・

3
％
と
な
っ
て
お
り
、「
ア
メ
リ
カ
」（「
4

全

地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」

が
12
・
1
％
）、「
中
東
」（
同
6
・
7
％
）、「
ア

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（C

O
V
ID
-

19

）が
世
界
的
に
ま
ん
延
し
た
こ
と
で
、
観
光

が
前
提
と
し
て
い
る
人
の
移
動
・
接
触
、
交
流

は
大
き
な
制
限
を
受
け
、
停
滞
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。

　そ
の
後
現
在
ま
で
に
、
世
界
的
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
進
展
し
た
こ
と
で
、
段
階
的
に
各

種
制
限
を
緩
和
・
撤
廃
し
、
観
光
活
動
を
再

開
さ
せ
る
動
き
が
見
ら
れ
て
い
る
。

　そ
の
よ
う
な
諸
外
国
の
制
限
緩
和
の
動
向

と
、
そ
の
背
後
に
あ
る
要
因
を
把
握
す
る
こ
と

は
、
我
が
国
の
今
後
の
コ
ロ
ナ
対
応
、
あ
る
い

は
将
来
到
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
別
の
感
染

症
の
流
行
と
い
っ
た
状
況
を
想
定
し
た
際
に

も
、
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　そ
こ
で
本
稿
で
は
、
諸
外
国
のC

O
V
ID
-19

に
関
す
る
政
策
の
う
ち
、
特
に「
国
外
か
ら
の

入
国
に
関
す
る
規
制
」に
着
目
し
、
そ
の
動
向

に
つ
い
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、
背
景
と
な
る

要
因
に
つ
い
て
も
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。

　ま
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
国
外
か
ら
比
較
的

多
く
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
い
た
諸
外
国

の
動
向
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

　英
国
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
は

「O
xfo
rd
 C
O
V
ID
-1
9
 G
o
vern

m
en
t 

R
esponse T

racker

（
以
下
、OxC

G
R
T

）」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
世
界
1
8
7
カ
国
の

C
O
V
ID
-19

に
対
す
る
政
策
対
応
を
各
種
の
指

標
と
し
て
記
録
し
日
単
位
で
公
開
し
て
い
る
。

　そ
の
指
標
の
一
つ
が「
国
際
的
な
渡
航
に
関

す
る
規
制
」指
標（C

8

：R
estriction

s on
 

in
tern
ation

al travel

）で
あ
る
。

　こ
れ
は
各
国
の「
国
際
的
な
渡
航
に
関
す

る
規
制
」の
程
度
を
、
次
の
5
段
階
に
区
分
し

て
評
価
し
て
い
る
も
の
で
あ
る（
す
な
わ
ち
、

0
が
最
も
規
制
が
緩
く
、
数
値
が
1
か
ら
4

ま
で
増
え
る
に
つ
れ
て
対
応
が
厳
格
化
す
る

と
い
う
一
種
の
順
序
尺
度
と
な
っ
て
い
る
）。

0

 規
制
な
し

1

 来
訪
者
に
対
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

2

 高
リ
ス
ク
地
域
か
ら
の

 
来
訪
者
に
対
す
る
検
疫
実
施

3

 一部
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止

4

 全
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止

 
も
し
く
は
国
境
封
鎖

　こ
の
指
標
に
つ
い
て
、
2
0
1
9
年
の
国

際
観
光
旅
客
の
到
着
数
の
上
位
10
カ
国（
フ

ラ
ン
ス
、ス
ペ
イ
ン
、米
国
、中
国
、イ
タ
リ
ア
、

ト
ル
コ
、
メ
キ
シ
コ
、
タ
イ
、
ド
イ
ツ
、
英
国
）

と
日
本（
2
0
1
9
年
の
順
位
は
12
位
）に
つ

い
て
、
2
0
2
0
年
1
月
か
ら
2
0
2
2
年

8
月
末
ま
で
の
推
移
を
比
較
し
た
グ
ラ
フ
が

図
1
で
あ
る
。

　こ
の
図
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
国
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
い
た
、
い
わ

ば〝
観
光
立
国
〞と
い
え
る
国
々
の
間
で
も
、

そ
の
規
制
の
程
度
や
厳
格
化
・
緩
和
の
時
期出所：GISAID Initiative

3.
地
域
に
よ
る
違
い

諸外国の「国外からの入国に関する規制」の動向2
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図 3「国際的な渡航に関する規制」指標と「地域区分」の関係
（上：2021年8月1日、下：2022年5月1日）

※いずれもカイ二乗検定：5％水準で有意差あり

中東
（n=15）

欧州
（n=44）

アジア・太平洋
（n=33）

アメリカ
（n=33）

アフリカ
（n=36）
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100%

中東
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18.2%69.7% 3.0% 9.1%

18.2% 78.8% 3.0%

2.8% 94.4% 2.8%

100%

4 全地域からの来訪禁止もしくは国境封鎖

3 一部地域からの来訪禁止

2 高リスク地域からの来訪者に対する検疫実施

1 来訪者に対するスクリーニング

0 規制なし
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図 5「ワクチン接種率の増分（2021年8月1日→2022年5月1日）」と
「観光分野の対GDP貢献率（2019年）」の関係
（2019年の国際観光旅客の到着数の上位9カ国と日本）

観
光
の
対
G
D
P
貢
献
率（
％
、2
0
1
9
年
）

ワクチン接種率の増分（ポイント）
※2021年8月1日→2022年5月1日

日本
フランス

ドイツ英国

米国

イタリア トルコ

スペイン
メキシコ

図 4「国際的な渡航に関する管理」が「制限なし」である国の割合の推移（地域別、2022年1月1日～8月31日）

アメリカ 中東アジア・太平洋 欧州アフリカ

や
背
景
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
単

独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
タ

イ
が
早
い
段
階
か
ら
規
制
の
緩
和
・
撤
廃
に

踏
み
切
っ
た
背
景
と
し
て
、「
経
済
や
雇
用
の

面
で
観
光
の
重
要
度
が
高
い
こ
と
」と「
国
民

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
十
分
進
ん
だ
こ
と
」と

い
っ
た
要
因
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
詳
細
は
本
稿
後
半
で

紹
介
）。

　こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
2
0
1
9

年
の
国
際
観
光
旅
客
の
到
着
数
の
上
位
9
カ

国（
対
象
国
は
図
1
と
同
様
だ
が
、
中
国
の
み

2
0
2
1
年
8
月
1
日
の
数
値
が
取
得
で
き

な
い
た
め
除
外
）と
日
本
に
つ
い
て
、「
観
光

分
野
の
対
G
D
P
貢
献
率
」と「
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
の
増
分
」の
関
係
を
見
て
み
よ
う
。

　「観
光
分
野
の
対
G
D
P
貢
献
率
」に
つ
い

て
は
、
世
界
旅
行
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

（
W
T
T
C
）が
公
開
し
て
い
る「
経
済
影
響
調

査（E
con
om
ic Im

pact R
eport

）」を
参

照
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
年
次
調
査
ハ
イ
ラ

イ

ト
（A

n
n
u
a
l R
e
se
a
rc
h
: K
e
y
 

H
ighligh

ts

）」資
料
に
お
け
る
2
0
1
9
年

の
数
値
を
活
用
し
た
。
ま
た「
ワ
ク
チ
ン
接
種

率
の
増
分
」に
つ
い
て
は
、OxC

G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
収
集
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の

数
値
の
2
0
2
1
年
8
月
1
日
、
2
0
2
2
年

5
月
1
日
時
点
の
差
分
を
取
っ
た
。

　両
者
に
つ
い
て
散
布
図
を
作
成
し
て
み
る

と
、
タ
イ
は「
観
光
分
野
の
対
G
D
P
貢
献
率
」

と「
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
増
分
」の
い
ず
れ
も

突
出
し
て
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る（
図
5
）。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、「
経
済

や
雇
用
の
面
で
観
光
の
重
要
度
が
高
い
こ
と
」

と「
国
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
十
分
進
ん
だ
こ

と
」が
規
制
を
緩
和
・
撤
廃
す
る
に
当
た
っ
て

の
影
響
要
因
と
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

フ
リ
カ
」（
同
2
・
8
％
）と
い
っ
た
地
域
と
比

較
し
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
欧
州
」

で
は
、「
4

全
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し

く
は
国
境
封
鎖
」の
対
応
を
取
っ
て
い
る
国
は

存
在
し
な
い
。

　ま
た
、
感
染
力
は
高
い
が
重
症
化
リ
ス
ク

は
相
対
的
に
低
い「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」に
置
き

換
わ
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
2
0
2
2
年

5
月
1
日
時
点
で
は
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」で

「
4

全
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国

境
封
鎖
」と
な
っ
て
い
る
国
が
9
・
1
％
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
の
地
域
は
な
い
。
そ
の
一
方
で「
0

制
限
な
し
」の
国
は「
欧
州
」で
40
・
9
％
、「
中

東
」で
26
・
7
％
で
あ
る
の
に
対
し
、「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」で
は
0
％
と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
こ
と
か
ら
、「
国
際
的
な
渡
航
に
関
す

る
規
制
」指
標
は
地
域

に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、

全
体
と
し
て「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」の
国
は
そ
れ

以
外
の
国
と
比
較
し
て

「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関

す
る
規
制
」に
つ
い
て
、

よ
り
厳
格
に
対
応
し
て

い
る
傾
向
が
あ
る
こ
と

が
改
め
て
確
認
で
き
る
。

　参

考

ま

で

に
、

O
xC
G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
対
象
国
1
8
7

カ
国
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
区
分（
5

地
域
）の
中
で「
国
際
的

な
渡
航
に
関
す
る
規
制
」

指
標
が「
0

規
制
な

し
」で
あ
る
国
の
割
合

の
2
0
2
2
年
に
入
っ

て
か
ら
の
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
を
見
て
み

よ
う（
図
4
）。

　こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
も
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」

地
域
以
外
で
は
、「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関
す

る
規
制
」を
撤
廃
す
る
国（
指
標
が「
0

規

制
な
し
」で
あ
る
国
）が
2
0
2
2
年
2
月
頃

か
ら
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」地
域
で
は
増
加
し
始
め
る
時
期
が
5

月
頃
と
相
対
的
に
遅
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
そ
の
後
も
低
位
で
推
移
し
て
お
り
、
世

界
的
に
見
て
も
よ
り
厳
格
な（
入
国
制
限
の

撤
廃
に
慎
重
な
）対
応
を
取
る
国
の
割
合
が

高
い
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。

　前
項
ま
で
で
見
て
き
た
よ
う
に
、「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」地
域
の
国
は
そ
れ
以
外
の
国
と
比

較
し
て「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関
す
る
規
制
」

に
つ
い
て
、
よ
り
厳
格
に
対
応
し
て
い
る
傾

向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　一
方
、
こ
こ
で
図
1
に
立
ち
戻
る
と
、
タ
イ

は
日
本
と
同
じ
ア
ジ
ア
地
域
に
属
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
比
較
的
早
い
段
階
か
ら

入
国
に
関
す
る
規
制
を
緩
和
し
、
直
近
で
は

「
0

規
制
な
し
」と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
く
だ
ろ
う
。

　こ
の
点
に
つ
い
て
、
タ
イ
の
観
光
政
策
の

決
定
や
推
進
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果

た
す
政
府
機
関
で
あ
る
タ
イ
国
政
府
観
光
庁

（T
o
u
rism

 A
u
th
o
rity o

f T
h
ailan

d

、

以
下T

A
T

）に
対
し
、「
国
外
か
ら
の
入
国
に

関
す
る
規
制
」に
関
す
る
政
策
決
定
の
過
程

 

　T
A
T
に
対
し
て
実
施
し
た
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
、
タ
イ
の「
国
外
か
ら
の
入
国
に

関
す
る
規
制
」の
緩
和
・
撤
廃
に
影
響
を
与
え

た
要
因
と
し
て
、「
国
民
自
身
が
観
光
産
業
の

経
済
に
お
け
る
重
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、

そ
の
危
機
が
自
分
の
生
活
に
も
直
接
影
響
を

及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
こ

と
」も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　中
長
期
的
に
見
て
、
今
回
のC

O
V
ID
-19

、

あ
る
い
は
未
知
の
感
染
症
の
世
界
的
な
流
行

の
よ
う
な
事
態
に
限
ら
ず
、
自
然
災
害
や
戦

争
と
い
っ
た
世
界
的
な
非
常
事
態
を
受
け
て
、

一
時
的
に
観
光
が
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
は
今
後
も
起
こ
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　仮
に
そ
う
い
っ
た
事
態
が
起
こ
る
と
、
一
定

の「
復
旧
」期
間
を
経
て
国
の
経
済
を「
復
興
・

回
復
」さ
せ
る
べ
き
段
階
が
訪
れ
る
。
そ
の
際

に
、
迅
速
か
つ
柔
軟
な
対
応
を
取
る
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
、
観
光
活
動
に
よ
っ
て
社
会

が
得
る
べ
き
利
益
を
逸
失
す
る
こ
と
に
繋
が

り
か
ね
な
い
。そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、「
観

光
を
い
ち
早
く
動
か
す
こ
と
が
国
の
経
済
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
」と
い
う
点
を
社

会
的
な
共
通
認
識
と
し
て
形
成
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　そ
の
た
め
に
は
、
観
光
産
業
の
経
済
に
お

け
る
重
要
度
等
を
客
観
的
な
指
標
や
視
覚
的

な
表
現
等
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く
示
し
て

い
く
べ
き
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
観
光
産
業

の
動
向
が
国
全
体
の
経
済
の
動
向
に
も
大
き

く
影
響
す
る
こ
と
、
ま
た
、
だ
か
ら
こ
そ
観

光
活
動
の
柔
軟
か
つ
早
期
の
再
開
が
必
要
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
共
通
理
解
を
、
中
長

期
的
に
形
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

※
本
稿
は
当
財
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
中

の
研
究
員
コ
ラ
ム「
国
際
的
な
往
来
の
開
放
に

影
響
す
る
要
因
と
は
？V

ol.473

」の
内
容
に

新
た
な
分
析
や
考
察
を
加
え
、
再
構
成
し
た

も
の
で
あ
る
。

（
か
ん
の 

ま
さ
ひ
ろ
）

に
は
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
、
米
国
、
中
国
、
イ
タ

リ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、
英
国
と
い
っ
た
国
で
は
、

最
も
厳
格
な
対
応
で
あ
る「
4

全
地
域
か
ら

の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」を
行
っ
て

い
た
と
し
て
評
価
さ
れ
た
期
間
は
な
い
。
ま
た
、

ス
ペ
イ
ン
、
ト
ル
コ
、
タ
イ
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
初
期
な
ど
に
お
い
て「
4

全

地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」

と
な
っ
た
期
間
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
期
間
は

比
較
的
短
く
、
基
本
的
に
は「
3

一
部
地
域

か
ら
の
来
訪
禁
止
」よ
り
も
緩
い
規
制
と
な
っ

て
い
る
。

　ま
た
、
多
く
の
国
に
お
い
て
は
特
に

2
0
2
1
年
以
降
に
、
規
制
の
程
度
を
下
げ

る
動
き
が
見
ら
れ
、
直
近
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
、

ス
ペ
イ
ン
、中
国
、イ
タ
リ
ア
、ト
ル
コ
、タ
イ
、

ド
イ
ツ
、
英
国
と
い
っ
た
国
で
は「
0

規
制

な
し
」と
な
っ
て
い
る
。

　一
方
、
日
本
を
見
て
み
る
と
、
2
0
2
2
年

6
月
10
日
か
ら
添
乗
員
付
き
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ツ
ア
ー
で
の
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
が

開
始
さ
れ
た
こ
と
で
、
直
近
で
は「
1

来
訪

者
に
対
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」と
な
っ
て
い

る
以
外
、
2
0
2
1
年
1
月
頃
か
ら
以
降
は
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
期
間
で「
4

全
地
域
か
ら
の

来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」と
し
て
評

価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
諸
外
国
と

比
較
し
て
も
、
極
め
て
慎
重
な
姿
勢
を
取
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　次
に
、
各
国
が
属
す
る「
地
域
」に
着
目
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
傾
向
を
確
認
し
て
い
く
。

　一
般
的
に
欧
米
の
国
は
個
人
の
自
由
を
重

ん
じ
る「
個
人
主
義
」が
強
い
の
に
対
し
、
ア

ジ
ア
の
国
は
、
た
と
え
個
人
の
自
由
が
抑
制

さ
れ
た
と
し
て
も
、
社
会
全
体
の
安
定
や
安

全
を
重
ん
じ
る「
集
団
主
義
」の
傾
向
が
よ
り

強
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（H

ofsted
e

ほ
か,2

013
 

な
ど
）。

　こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
、
ア
ジ
ア
諸

国
で
は
、
入
国
時
の
制
限
を
厳
格
化
す
る
方

向
に
対
応
が
偏
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ

の
点
を
、
前
述
のO

xC
G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の「
国
際
的
な
渡
航
に
関
す
る
規
制
」指
標
を

用
い
て
検
証
し
た
。

　「地
域
」に
つ
い
て
は
、
国
際
航
空
運
送
協

会（
I
A
T
A
）の
地
域
区
分
を
参
考
に「
中

東
」「
欧
州
」「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」「
ア
メ
リ
カ
」

「
ア
フ
リ
カ
」の
5
区
分
と
し
た
。

　ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株

の
特
徴
と
そ
の
出
現
状
況（
図
2
）を
踏
ま
え
、

政
策
面
で
一
定
の
配
慮
が
働
く
と
想
定
さ
れ

る
下
記
の
2
つ
の
時
点
に
着
目
し
た
。

①
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い「
デ
ル
タ
株
」が
猛

威
を
奮
っ
て
い
た
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ズ
ン

（
2
0
2
1
年
8
月
1
日
時
点
）

②
感
染
力
は
高
い
が
重
症
化
リ
ス
ク
は
相
対

的
に
低
い「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」に
置
き
換
わ
っ

た
タ
イ
ミ
ン
グ（
2
0
2
2
年
5
月
1
日
時
点
）

　前
述
の
各
時
点
に
お
け
る「
国
際
的
な
渡

航
に
関
す
る
規
制
」指
標
と「
地
域
区
分
」に

つ
い
て
、
デ
ー
タ
欠
損
の
な
い
1
6
1
カ
国

を
対
象
に
ク
ロ
ス
集
計
を
行
っ
た（
図
3
）。

  

※
い
ず
れ
も
カ
イ
二
乗
検
定
・
5
％
水
準
で

有
意
差
あ
り

　そ
の
結
果
、
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い「
デ
ル

タ
株
」が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
2
0
2
1
年

8
月
1
日
時
点
で
は
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」

地
域
に
お
い
て
、「
4

全
地
域
か
ら
の
来
訪

禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」の
割
合
が
30
・

3
％
と
な
っ
て
お
り
、「
ア
メ
リ
カ
」（「
4

全

地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」

が
12
・
1
％
）、「
中
東
」（
同
6
・
7
％
）、「
ア

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（C

O
V
ID
-

19

）が
世
界
的
に
ま
ん
延
し
た
こ
と
で
、
観
光

が
前
提
と
し
て
い
る
人
の
移
動
・
接
触
、
交
流

は
大
き
な
制
限
を
受
け
、
停
滞
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。

　そ
の
後
現
在
ま
で
に
、
世
界
的
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
進
展
し
た
こ
と
で
、
段
階
的
に
各

種
制
限
を
緩
和
・
撤
廃
し
、
観
光
活
動
を
再

開
さ
せ
る
動
き
が
見
ら
れ
て
い
る
。

　そ
の
よ
う
な
諸
外
国
の
制
限
緩
和
の
動
向

と
、
そ
の
背
後
に
あ
る
要
因
を
把
握
す
る
こ
と

は
、
我
が
国
の
今
後
の
コ
ロ
ナ
対
応
、
あ
る
い

は
将
来
到
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
別
の
感
染

症
の
流
行
と
い
っ
た
状
況
を
想
定
し
た
際
に

も
、
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　そ
こ
で
本
稿
で
は
、
諸
外
国
のC

O
V
ID
-19

に
関
す
る
政
策
の
う
ち
、
特
に「
国
外
か
ら
の

入
国
に
関
す
る
規
制
」に
着
目
し
、
そ
の
動
向

に
つ
い
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、
背
景
と
な
る

要
因
に
つ
い
て
も
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。

　ま
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
国
外
か
ら
比
較
的

多
く
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
い
た
諸
外
国

の
動
向
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

　英
国
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
は

「O
xfo
rd
 C
O
V
ID
-1
9
 G
o
vern

m
en
t 

R
esponse T

racker

（
以
下
、OxC

G
R
T

）」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
世
界
1
8
7
カ
国
の

C
O
V
ID
-19

に
対
す
る
政
策
対
応
を
各
種
の
指

標
と
し
て
記
録
し
日
単
位
で
公
開
し
て
い
る
。

　そ
の
指
標
の
一
つ
が「
国
際
的
な
渡
航
に
関

す
る
規
制
」指
標（C

8

：R
estriction

s on
 

in
tern
ation

al travel

）で
あ
る
。

　こ
れ
は
各
国
の「
国
際
的
な
渡
航
に
関
す

る
規
制
」の
程
度
を
、
次
の
5
段
階
に
区
分
し

て
評
価
し
て
い
る
も
の
で
あ
る（
す
な
わ
ち
、

0
が
最
も
規
制
が
緩
く
、
数
値
が
1
か
ら
4

ま
で
増
え
る
に
つ
れ
て
対
応
が
厳
格
化
す
る

と
い
う
一
種
の
順
序
尺
度
と
な
っ
て
い
る
）。

0

 規
制
な
し

1

 来
訪
者
に
対
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

2

 高
リ
ス
ク
地
域
か
ら
の

 
来
訪
者
に
対
す
る
検
疫
実
施

3

 一部
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止

4

 全
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止

 
も
し
く
は
国
境
封
鎖

　こ
の
指
標
に
つ
い
て
、
2
0
1
9
年
の
国

際
観
光
旅
客
の
到
着
数
の
上
位
10
カ
国（
フ

ラ
ン
ス
、ス
ペ
イ
ン
、米
国
、中
国
、イ
タ
リ
ア
、

ト
ル
コ
、
メ
キ
シ
コ
、
タ
イ
、
ド
イ
ツ
、
英
国
）

と
日
本（
2
0
1
9
年
の
順
位
は
12
位
）に
つ

い
て
、
2
0
2
0
年
1
月
か
ら
2
0
2
2
年

8
月
末
ま
で
の
推
移
を
比
較
し
た
グ
ラ
フ
が

図
1
で
あ
る
。

　こ
の
図
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
国
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
い
た
、
い
わ

ば〝
観
光
立
国
〞と
い
え
る
国
々
の
間
で
も
、

そ
の
規
制
の
程
度
や
厳
格
化
・
緩
和
の
時
期

4.
「
国
外
か
ら
の

入
国
に
関
す
る
規
制
」

の
動
向
に
関
係
す
る

そ
の
他
の
要
因

諸外国の「国外からの入国に関する規制」の動向2

18



100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

20
22/

1/1

20
22/

2/
1

20
22/

3/
1

20
22/

4/
1

20
22/

5/
1

20
22/

6/
1

20
22/

7/1

20
22/

8/
1

20% 40% 60% 80%

20% 40% 60% 80%

図 3「国際的な渡航に関する規制」指標と「地域区分」の関係
（上：2021年8月1日、下：2022年5月1日）

※いずれもカイ二乗検定：5％水準で有意差あり

中東
（n=15）

欧州
（n=44）

アジア・太平洋
（n=33）

アメリカ
（n=33）

アフリカ
（n=36）

入国に関する制限（地域別、2021年8月）　
0%

33.3% 20.0% 40.0% 6.7%

2.3% 43.2% 29.5% 25.0%

9.1% 27.3% 33.3% 30.3%

42.4% 24.2% 21.2% 12.1%

47.2% 33.3% 16.7% 2.8%

100%

中東
（n=15）

欧州
（n=44）

アジア・太平洋
（n=33）

アメリカ
（n=33）

アフリカ
（n=36）

入国に関する制限（地域別、2022年5月）　
0%

26.7% 60.0% 6.7% 6.7%

40.9% 52.3% 6.8%

18.2%69.7% 3.0% 9.1%

18.2% 78.8% 3.0%

2.8% 94.4% 2.8%

100%

4 全地域からの来訪禁止もしくは国境封鎖

3 一部地域からの来訪禁止

2 高リスク地域からの来訪者に対する検疫実施

1 来訪者に対するスクリーニング

0 規制なし

0%

25%

20%

15%

10%

5%

0%
10% 20% 30% 70%40% 50% 60%

タイ

図 5「ワクチン接種率の増分（2021年8月1日→2022年5月1日）」と
「観光分野の対GDP貢献率（2019年）」の関係
（2019年の国際観光旅客の到着数の上位9カ国と日本）

観
光
の
対
G
D
P
貢
献
率（
％
、2
0
1
9
年
）

ワクチン接種率の増分（ポイント）
※2021年8月1日→2022年5月1日

日本
フランス

ドイツ英国

米国

イタリア トルコ

スペイン
メキシコ

図 4「国際的な渡航に関する管理」が「制限なし」である国の割合の推移（地域別、2022年1月1日～8月31日）

アメリカ 中東アジア・太平洋 欧州アフリカ

や
背
景
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
単

独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
タ

イ
が
早
い
段
階
か
ら
規
制
の
緩
和
・
撤
廃
に

踏
み
切
っ
た
背
景
と
し
て
、「
経
済
や
雇
用
の

面
で
観
光
の
重
要
度
が
高
い
こ
と
」と「
国
民

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
十
分
進
ん
だ
こ
と
」と

い
っ
た
要
因
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
詳
細
は
本
稿
後
半
で

紹
介
）。

　こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
2
0
1
9

年
の
国
際
観
光
旅
客
の
到
着
数
の
上
位
9
カ

国（
対
象
国
は
図
1
と
同
様
だ
が
、
中
国
の
み

2
0
2
1
年
8
月
1
日
の
数
値
が
取
得
で
き

な
い
た
め
除
外
）と
日
本
に
つ
い
て
、「
観
光

分
野
の
対
G
D
P
貢
献
率
」と「
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
の
増
分
」の
関
係
を
見
て
み
よ
う
。

　「観
光
分
野
の
対
G
D
P
貢
献
率
」に
つ
い

て
は
、
世
界
旅
行
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

（
W
T
T
C
）が
公
開
し
て
い
る「
経
済
影
響
調

査（E
con
om
ic Im

pact R
eport

）」を
参

照
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
年
次
調
査
ハ
イ
ラ

イ

ト
（A

n
n
u
a
l R
e
se
a
rc
h
: K
e
y
 

H
ighligh

ts

）」資
料
に
お
け
る
2
0
1
9
年

の
数
値
を
活
用
し
た
。
ま
た「
ワ
ク
チ
ン
接
種

率
の
増
分
」に
つ
い
て
は
、OxC

G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
収
集
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の

数
値
の
2
0
2
1
年
8
月
1
日
、
2
0
2
2
年

5
月
1
日
時
点
の
差
分
を
取
っ
た
。

　両
者
に
つ
い
て
散
布
図
を
作
成
し
て
み
る

と
、
タ
イ
は「
観
光
分
野
の
対
G
D
P
貢
献
率
」

と「
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
増
分
」の
い
ず
れ
も

突
出
し
て
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る（
図
5
）。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、「
経
済

や
雇
用
の
面
で
観
光
の
重
要
度
が
高
い
こ
と
」

と「
国
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
十
分
進
ん
だ
こ

と
」が
規
制
を
緩
和
・
撤
廃
す
る
に
当
た
っ
て

の
影
響
要
因
と
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

フ
リ
カ
」（
同
2
・
8
％
）と
い
っ
た
地
域
と
比

較
し
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
欧
州
」

で
は
、「
4

全
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し

く
は
国
境
封
鎖
」の
対
応
を
取
っ
て
い
る
国
は

存
在
し
な
い
。

　ま
た
、
感
染
力
は
高
い
が
重
症
化
リ
ス
ク

は
相
対
的
に
低
い「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」に
置
き

換
わ
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
2
0
2
2
年

5
月
1
日
時
点
で
は
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」で

「
4

全
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国

境
封
鎖
」と
な
っ
て
い
る
国
が
9
・
1
％
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
の
地
域
は
な
い
。
そ
の
一
方
で「
0

制
限
な
し
」の
国
は「
欧
州
」で
40
・
9
％
、「
中

東
」で
26
・
7
％
で
あ
る
の
に
対
し
、「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」で
は
0
％
と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
こ
と
か
ら
、「
国
際
的
な
渡
航
に
関
す

る
規
制
」指
標
は
地
域

に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、

全
体
と
し
て「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」の
国
は
そ
れ

以
外
の
国
と
比
較
し
て

「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関

す
る
規
制
」に
つ
い
て
、

よ
り
厳
格
に
対
応
し
て

い
る
傾
向
が
あ
る
こ
と

が
改
め
て
確
認
で
き
る
。

　参

考

ま

で

に
、

O
xC
G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
対
象
国
1
8
7

カ
国
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
区
分（
5

地
域
）の
中
で「
国
際
的

な
渡
航
に
関
す
る
規
制
」

指
標
が「
0

規
制
な

し
」で
あ
る
国
の
割
合

の
2
0
2
2
年
に
入
っ

て
か
ら
の
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
を
見
て
み

よ
う（
図
4
）。

　こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
も
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」

地
域
以
外
で
は
、「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関
す

る
規
制
」を
撤
廃
す
る
国（
指
標
が「
0

規

制
な
し
」で
あ
る
国
）が
2
0
2
2
年
2
月
頃

か
ら
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」地
域
で
は
増
加
し
始
め
る
時
期
が
5

月
頃
と
相
対
的
に
遅
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
そ
の
後
も
低
位
で
推
移
し
て
お
り
、
世

界
的
に
見
て
も
よ
り
厳
格
な（
入
国
制
限
の

撤
廃
に
慎
重
な
）対
応
を
取
る
国
の
割
合
が

高
い
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。

　前
項
ま
で
で
見
て
き
た
よ
う
に
、「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」地
域
の
国
は
そ
れ
以
外
の
国
と
比

較
し
て「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関
す
る
規
制
」

に
つ
い
て
、
よ
り
厳
格
に
対
応
し
て
い
る
傾

向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　一
方
、
こ
こ
で
図
1
に
立
ち
戻
る
と
、
タ
イ

は
日
本
と
同
じ
ア
ジ
ア
地
域
に
属
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
比
較
的
早
い
段
階
か
ら

入
国
に
関
す
る
規
制
を
緩
和
し
、
直
近
で
は

「
0

規
制
な
し
」と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
く
だ
ろ
う
。

　こ
の
点
に
つ
い
て
、
タ
イ
の
観
光
政
策
の

決
定
や
推
進
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果

た
す
政
府
機
関
で
あ
る
タ
イ
国
政
府
観
光
庁

（T
o
u
rism

 A
u
th
o
rity o

f T
h
ailan

d

、

以
下T

A
T

）に
対
し
、「
国
外
か
ら
の
入
国
に

関
す
る
規
制
」に
関
す
る
政
策
決
定
の
過
程

 

　T
A
T
に
対
し
て
実
施
し
た
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
、
タ
イ
の「
国
外
か
ら
の
入
国
に

関
す
る
規
制
」の
緩
和
・
撤
廃
に
影
響
を
与
え

た
要
因
と
し
て
、「
国
民
自
身
が
観
光
産
業
の

経
済
に
お
け
る
重
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、

そ
の
危
機
が
自
分
の
生
活
に
も
直
接
影
響
を

及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
こ

と
」も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　中
長
期
的
に
見
て
、
今
回
のC

O
V
ID
-19

、

あ
る
い
は
未
知
の
感
染
症
の
世
界
的
な
流
行

の
よ
う
な
事
態
に
限
ら
ず
、
自
然
災
害
や
戦

争
と
い
っ
た
世
界
的
な
非
常
事
態
を
受
け
て
、

一
時
的
に
観
光
が
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
は
今
後
も
起
こ
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　仮
に
そ
う
い
っ
た
事
態
が
起
こ
る
と
、
一
定

の「
復
旧
」期
間
を
経
て
国
の
経
済
を「
復
興
・

回
復
」さ
せ
る
べ
き
段
階
が
訪
れ
る
。
そ
の
際

に
、
迅
速
か
つ
柔
軟
な
対
応
を
取
る
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
、
観
光
活
動
に
よ
っ
て
社
会

が
得
る
べ
き
利
益
を
逸
失
す
る
こ
と
に
繋
が

り
か
ね
な
い
。そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、「
観

光
を
い
ち
早
く
動
か
す
こ
と
が
国
の
経
済
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
」と
い
う
点
を
社

会
的
な
共
通
認
識
と
し
て
形
成
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　そ
の
た
め
に
は
、
観
光
産
業
の
経
済
に
お

け
る
重
要
度
等
を
客
観
的
な
指
標
や
視
覚
的

な
表
現
等
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く
示
し
て

い
く
べ
き
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
観
光
産
業

の
動
向
が
国
全
体
の
経
済
の
動
向
に
も
大
き

く
影
響
す
る
こ
と
、
ま
た
、
だ
か
ら
こ
そ
観

光
活
動
の
柔
軟
か
つ
早
期
の
再
開
が
必
要
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
共
通
理
解
を
、
中
長

期
的
に
形
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

※
本
稿
は
当
財
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
中

の
研
究
員
コ
ラ
ム「
国
際
的
な
往
来
の
開
放
に

影
響
す
る
要
因
と
は
？V

ol.473

」の
内
容
に

新
た
な
分
析
や
考
察
を
加
え
、
再
構
成
し
た

も
の
で
あ
る
。

（
か
ん
の 

ま
さ
ひ
ろ
）

に
は
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
、
米
国
、
中
国
、
イ
タ

リ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、
英
国
と
い
っ
た
国
で
は
、

最
も
厳
格
な
対
応
で
あ
る「
4

全
地
域
か
ら

の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」を
行
っ
て

い
た
と
し
て
評
価
さ
れ
た
期
間
は
な
い
。
ま
た
、

ス
ペ
イ
ン
、
ト
ル
コ
、
タ
イ
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
初
期
な
ど
に
お
い
て「
4

全

地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」

と
な
っ
た
期
間
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
期
間
は

比
較
的
短
く
、
基
本
的
に
は「
3

一
部
地
域

か
ら
の
来
訪
禁
止
」よ
り
も
緩
い
規
制
と
な
っ

て
い
る
。

　ま
た
、
多
く
の
国
に
お
い
て
は
特
に

2
0
2
1
年
以
降
に
、
規
制
の
程
度
を
下
げ

る
動
き
が
見
ら
れ
、
直
近
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
、

ス
ペ
イ
ン
、中
国
、イ
タ
リ
ア
、ト
ル
コ
、タ
イ
、

ド
イ
ツ
、
英
国
と
い
っ
た
国
で
は「
0

規
制

な
し
」と
な
っ
て
い
る
。

　一
方
、
日
本
を
見
て
み
る
と
、
2
0
2
2
年

6
月
10
日
か
ら
添
乗
員
付
き
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ツ
ア
ー
で
の
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
が

開
始
さ
れ
た
こ
と
で
、
直
近
で
は「
1

来
訪

者
に
対
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」と
な
っ
て
い

る
以
外
、
2
0
2
1
年
1
月
頃
か
ら
以
降
は
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
期
間
で「
4

全
地
域
か
ら
の

来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」と
し
て
評

価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
諸
外
国
と

比
較
し
て
も
、
極
め
て
慎
重
な
姿
勢
を
取
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　次
に
、
各
国
が
属
す
る「
地
域
」に
着
目
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
傾
向
を
確
認
し
て
い
く
。

　一
般
的
に
欧
米
の
国
は
個
人
の
自
由
を
重

ん
じ
る「
個
人
主
義
」が
強
い
の
に
対
し
、
ア

ジ
ア
の
国
は
、
た
と
え
個
人
の
自
由
が
抑
制

さ
れ
た
と
し
て
も
、
社
会
全
体
の
安
定
や
安

全
を
重
ん
じ
る「
集
団
主
義
」の
傾
向
が
よ
り

強
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（H

ofsted
e

ほ
か,2

013
 

な
ど
）。

　こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
、
ア
ジ
ア
諸

国
で
は
、
入
国
時
の
制
限
を
厳
格
化
す
る
方

向
に
対
応
が
偏
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ

の
点
を
、
前
述
のO

xC
G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の「
国
際
的
な
渡
航
に
関
す
る
規
制
」指
標
を

用
い
て
検
証
し
た
。

　「地
域
」に
つ
い
て
は
、
国
際
航
空
運
送
協

会（
I
A
T
A
）の
地
域
区
分
を
参
考
に「
中

東
」「
欧
州
」「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」「
ア
メ
リ
カ
」

「
ア
フ
リ
カ
」の
5
区
分
と
し
た
。

　ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株

の
特
徴
と
そ
の
出
現
状
況（
図
2
）を
踏
ま
え
、

政
策
面
で
一
定
の
配
慮
が
働
く
と
想
定
さ
れ

る
下
記
の
2
つ
の
時
点
に
着
目
し
た
。

①
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い「
デ
ル
タ
株
」が
猛

威
を
奮
っ
て
い
た
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ズ
ン

（
2
0
2
1
年
8
月
1
日
時
点
）

②
感
染
力
は
高
い
が
重
症
化
リ
ス
ク
は
相
対

的
に
低
い「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」に
置
き
換
わ
っ

た
タ
イ
ミ
ン
グ（
2
0
2
2
年
5
月
1
日
時
点
）

　前
述
の
各
時
点
に
お
け
る「
国
際
的
な
渡

航
に
関
す
る
規
制
」指
標
と「
地
域
区
分
」に

つ
い
て
、
デ
ー
タ
欠
損
の
な
い
1
6
1
カ
国

を
対
象
に
ク
ロ
ス
集
計
を
行
っ
た（
図
3
）。

  

※
い
ず
れ
も
カ
イ
二
乗
検
定
・
5
％
水
準
で

有
意
差
あ
り

　そ
の
結
果
、
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い「
デ
ル

タ
株
」が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
2
0
2
1
年

8
月
1
日
時
点
で
は
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」

地
域
に
お
い
て
、「
4

全
地
域
か
ら
の
来
訪

禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」の
割
合
が
30
・

3
％
と
な
っ
て
お
り
、「
ア
メ
リ
カ
」（「
4

全

地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」

が
12
・
1
％
）、「
中
東
」（
同
6
・
7
％
）、「
ア

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（C

O
V
ID
-

19

）が
世
界
的
に
ま
ん
延
し
た
こ
と
で
、
観
光

が
前
提
と
し
て
い
る
人
の
移
動
・
接
触
、
交
流

は
大
き
な
制
限
を
受
け
、
停
滞
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。

　そ
の
後
現
在
ま
で
に
、
世
界
的
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
進
展
し
た
こ
と
で
、
段
階
的
に
各

種
制
限
を
緩
和
・
撤
廃
し
、
観
光
活
動
を
再

開
さ
せ
る
動
き
が
見
ら
れ
て
い
る
。

　そ
の
よ
う
な
諸
外
国
の
制
限
緩
和
の
動
向

と
、
そ
の
背
後
に
あ
る
要
因
を
把
握
す
る
こ
と

は
、
我
が
国
の
今
後
の
コ
ロ
ナ
対
応
、
あ
る
い

は
将
来
到
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
別
の
感
染

症
の
流
行
と
い
っ
た
状
況
を
想
定
し
た
際
に

も
、
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　そ
こ
で
本
稿
で
は
、
諸
外
国
のC

O
V
ID
-19

に
関
す
る
政
策
の
う
ち
、
特
に「
国
外
か
ら
の

入
国
に
関
す
る
規
制
」に
着
目
し
、
そ
の
動
向

に
つ
い
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、
背
景
と
な
る

要
因
に
つ
い
て
も
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。

　ま
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
国
外
か
ら
比
較
的

多
く
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
い
た
諸
外
国

の
動
向
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

　英
国
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
は

「O
xfo
rd
 C
O
V
ID
-1
9
 G
o
vern

m
en
t 

R
esponse T

racker

（
以
下
、OxC

G
R
T

）」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
世
界
1
8
7
カ
国
の

C
O
V
ID
-19

に
対
す
る
政
策
対
応
を
各
種
の
指

標
と
し
て
記
録
し
日
単
位
で
公
開
し
て
い
る
。

　そ
の
指
標
の
一
つ
が「
国
際
的
な
渡
航
に
関

す
る
規
制
」指
標（C

8

：R
estriction

s on
 

in
tern
ation

al travel

）で
あ
る
。

　こ
れ
は
各
国
の「
国
際
的
な
渡
航
に
関
す

る
規
制
」の
程
度
を
、
次
の
5
段
階
に
区
分
し

て
評
価
し
て
い
る
も
の
で
あ
る（
す
な
わ
ち
、

0
が
最
も
規
制
が
緩
く
、
数
値
が
1
か
ら
4

ま
で
増
え
る
に
つ
れ
て
対
応
が
厳
格
化
す
る

と
い
う
一
種
の
順
序
尺
度
と
な
っ
て
い
る
）。

0

 規
制
な
し

1

 来
訪
者
に
対
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

2

 高
リ
ス
ク
地
域
か
ら
の

 
来
訪
者
に
対
す
る
検
疫
実
施

3

 一部
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止

4

 全
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止

 
も
し
く
は
国
境
封
鎖

　こ
の
指
標
に
つ
い
て
、
2
0
1
9
年
の
国

際
観
光
旅
客
の
到
着
数
の
上
位
10
カ
国（
フ

ラ
ン
ス
、ス
ペ
イ
ン
、米
国
、中
国
、イ
タ
リ
ア
、

ト
ル
コ
、
メ
キ
シ
コ
、
タ
イ
、
ド
イ
ツ
、
英
国
）

と
日
本（
2
0
1
9
年
の
順
位
は
12
位
）に
つ

い
て
、
2
0
2
0
年
1
月
か
ら
2
0
2
2
年

8
月
末
ま
で
の
推
移
を
比
較
し
た
グ
ラ
フ
が

図
1
で
あ
る
。

　こ
の
図
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
国
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
い
た
、
い
わ

ば〝
観
光
立
国
〞と
い
え
る
国
々
の
間
で
も
、

そ
の
規
制
の
程
度
や
厳
格
化
・
緩
和
の
時
期

4.
「
国
外
か
ら
の

入
国
に
関
す
る
規
制
」

の
動
向
に
関
係
す
る

そ
の
他
の
要
因

諸外国の「国外からの入国に関する規制」の動向2
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や
背
景
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
単

独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
タ

イ
が
早
い
段
階
か
ら
規
制
の
緩
和
・
撤
廃
に

踏
み
切
っ
た
背
景
と
し
て
、「
経
済
や
雇
用
の

面
で
観
光
の
重
要
度
が
高
い
こ
と
」と「
国
民

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
十
分
進
ん
だ
こ
と
」と

い
っ
た
要
因
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
詳
細
は
本
稿
後
半
で

紹
介
）。

　こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
2
0
1
9

年
の
国
際
観
光
旅
客
の
到
着
数
の
上
位
9
カ

国（
対
象
国
は
図
1
と
同
様
だ
が
、
中
国
の
み

2
0
2
1
年
8
月
1
日
の
数
値
が
取
得
で
き

な
い
た
め
除
外
）と
日
本
に
つ
い
て
、「
観
光

分
野
の
対
G
D
P
貢
献
率
」と「
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
の
増
分
」の
関
係
を
見
て
み
よ
う
。

　「観
光
分
野
の
対
G
D
P
貢
献
率
」に
つ
い

て
は
、
世
界
旅
行
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

（
W
T
T
C
）が
公
開
し
て
い
る「
経
済
影
響
調

査（E
con
om
ic Im

pact R
eport

）」を
参

照
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
年
次
調
査
ハ
イ
ラ

イ

ト
（A

n
n
u
a
l R
e
se
a
rc
h
: K
e
y
 

H
ighligh

ts

）」資
料
に
お
け
る
2
0
1
9
年

の
数
値
を
活
用
し
た
。
ま
た「
ワ
ク
チ
ン
接
種

率
の
増
分
」に
つ
い
て
は
、OxC

G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
収
集
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の

数
値
の
2
0
2
1
年
8
月
1
日
、
2
0
2
2
年

5
月
1
日
時
点
の
差
分
を
取
っ
た
。

　両
者
に
つ
い
て
散
布
図
を
作
成
し
て
み
る

と
、
タ
イ
は「
観
光
分
野
の
対
G
D
P
貢
献
率
」

と「
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
増
分
」の
い
ず
れ
も

突
出
し
て
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る（
図
5
）。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、「
経
済

や
雇
用
の
面
で
観
光
の
重
要
度
が
高
い
こ
と
」

と「
国
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
十
分
進
ん
だ
こ

と
」が
規
制
を
緩
和
・
撤
廃
す
る
に
当
た
っ
て

の
影
響
要
因
と
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

フ
リ
カ
」（
同
2
・
8
％
）と
い
っ
た
地
域
と
比

較
し
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
欧
州
」

で
は
、「
4

全
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し

く
は
国
境
封
鎖
」の
対
応
を
取
っ
て
い
る
国
は

存
在
し
な
い
。

　ま
た
、
感
染
力
は
高
い
が
重
症
化
リ
ス
ク

は
相
対
的
に
低
い「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」に
置
き

換
わ
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
2
0
2
2
年

5
月
1
日
時
点
で
は
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」で

「
4

全
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国

境
封
鎖
」と
な
っ
て
い
る
国
が
9
・
1
％
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
の
地
域
は
な
い
。
そ
の
一
方
で「
0

制
限
な
し
」の
国
は「
欧
州
」で
40
・
9
％
、「
中

東
」で
26
・
7
％
で
あ
る
の
に
対
し
、「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」で
は
0
％
と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
こ
と
か
ら
、「
国
際
的
な
渡
航
に
関
す

る
規
制
」指
標
は
地
域

に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、

全
体
と
し
て「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」の
国
は
そ
れ

以
外
の
国
と
比
較
し
て

「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関

す
る
規
制
」に
つ
い
て
、

よ
り
厳
格
に
対
応
し
て

い
る
傾
向
が
あ
る
こ
と

が
改
め
て
確
認
で
き
る
。

　参

考

ま

で

に
、

O
xC
G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
対
象
国
1
8
7

カ
国
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
区
分（
5

地
域
）の
中
で「
国
際
的

な
渡
航
に
関
す
る
規
制
」

指
標
が「
0

規
制
な

し
」で
あ
る
国
の
割
合

の
2
0
2
2
年
に
入
っ

て
か
ら
の
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
を
見
て
み

よ
う（
図
4
）。

　こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
も
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」

地
域
以
外
で
は
、「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関
す

る
規
制
」を
撤
廃
す
る
国（
指
標
が「
0

規

制
な
し
」で
あ
る
国
）が
2
0
2
2
年
2
月
頃

か
ら
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」地
域
で
は
増
加
し
始
め
る
時
期
が
5

月
頃
と
相
対
的
に
遅
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
そ
の
後
も
低
位
で
推
移
し
て
お
り
、
世

界
的
に
見
て
も
よ
り
厳
格
な（
入
国
制
限
の

撤
廃
に
慎
重
な
）対
応
を
取
る
国
の
割
合
が

高
い
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。

　前
項
ま
で
で
見
て
き
た
よ
う
に
、「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」地
域
の
国
は
そ
れ
以
外
の
国
と
比

較
し
て「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関
す
る
規
制
」

に
つ
い
て
、
よ
り
厳
格
に
対
応
し
て
い
る
傾

向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　一
方
、
こ
こ
で
図
1
に
立
ち
戻
る
と
、
タ
イ

は
日
本
と
同
じ
ア
ジ
ア
地
域
に
属
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
比
較
的
早
い
段
階
か
ら

入
国
に
関
す
る
規
制
を
緩
和
し
、
直
近
で
は

「
0

規
制
な
し
」と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
く
だ
ろ
う
。

　こ
の
点
に
つ
い
て
、
タ
イ
の
観
光
政
策
の

決
定
や
推
進
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果

た
す
政
府
機
関
で
あ
る
タ
イ
国
政
府
観
光
庁

（T
o
u
rism

 A
u
th
o
rity o

f T
h
ailan

d

、

以
下T

A
T

）に
対
し
、「
国
外
か
ら
の
入
国
に

関
す
る
規
制
」に
関
す
る
政
策
決
定
の
過
程

 
　T
A
T
に
対
し
て
実
施
し
た
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
、
タ
イ
の「
国
外
か
ら
の
入
国
に

関
す
る
規
制
」の
緩
和
・
撤
廃
に
影
響
を
与
え

た
要
因
と
し
て
、「
国
民
自
身
が
観
光
産
業
の

経
済
に
お
け
る
重
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、

そ
の
危
機
が
自
分
の
生
活
に
も
直
接
影
響
を

及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
こ

と
」も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　中
長
期
的
に
見
て
、
今
回
のC

O
V
ID
-19

、

あ
る
い
は
未
知
の
感
染
症
の
世
界
的
な
流
行

の
よ
う
な
事
態
に
限
ら
ず
、
自
然
災
害
や
戦

争
と
い
っ
た
世
界
的
な
非
常
事
態
を
受
け
て
、

一
時
的
に
観
光
が
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
は
今
後
も
起
こ
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　仮
に
そ
う
い
っ
た
事
態
が
起
こ
る
と
、
一
定

の「
復
旧
」期
間
を
経
て
国
の
経
済
を「
復
興
・

回
復
」さ
せ
る
べ
き
段
階
が
訪
れ
る
。
そ
の
際

に
、
迅
速
か
つ
柔
軟
な
対
応
を
取
る
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
、
観
光
活
動
に
よ
っ
て
社
会

が
得
る
べ
き
利
益
を
逸
失
す
る
こ
と
に
繋
が

り
か
ね
な
い
。そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、「
観

光
を
い
ち
早
く
動
か
す
こ
と
が
国
の
経
済
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
」と
い
う
点
を
社

会
的
な
共
通
認
識
と
し
て
形
成
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　そ
の
た
め
に
は
、
観
光
産
業
の
経
済
に
お

け
る
重
要
度
等
を
客
観
的
な
指
標
や
視
覚
的

な
表
現
等
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く
示
し
て

い
く
べ
き
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
観
光
産
業

の
動
向
が
国
全
体
の
経
済
の
動
向
に
も
大
き

く
影
響
す
る
こ
と
、
ま
た
、
だ
か
ら
こ
そ
観

光
活
動
の
柔
軟
か
つ
早
期
の
再
開
が
必
要
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
共
通
理
解
を
、
中
長

期
的
に
形
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

※
本
稿
は
当
財
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
中

の
研
究
員
コ
ラ
ム「
国
際
的
な
往
来
の
開
放
に

影
響
す
る
要
因
と
は
？V
ol.473

」の
内
容
に

新
た
な
分
析
や
考
察
を
加
え
、
再
構
成
し
た

も
の
で
あ
る
。

（
か
ん
の 

ま
さ
ひ
ろ
）

に
は
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
、
米
国
、
中
国
、
イ
タ

リ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、
英
国
と
い
っ
た
国
で
は
、

最
も
厳
格
な
対
応
で
あ
る「
4

全
地
域
か
ら

の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」を
行
っ
て

い
た
と
し
て
評
価
さ
れ
た
期
間
は
な
い
。
ま
た
、

ス
ペ
イ
ン
、
ト
ル
コ
、
タ
イ
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
初
期
な
ど
に
お
い
て「
4

全

地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」

と
な
っ
た
期
間
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
期
間
は

比
較
的
短
く
、
基
本
的
に
は「
3

一
部
地
域

か
ら
の
来
訪
禁
止
」よ
り
も
緩
い
規
制
と
な
っ

て
い
る
。

　ま
た
、
多
く
の
国
に
お
い
て
は
特
に

2
0
2
1
年
以
降
に
、
規
制
の
程
度
を
下
げ

る
動
き
が
見
ら
れ
、
直
近
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
、

ス
ペ
イ
ン
、中
国
、イ
タ
リ
ア
、ト
ル
コ
、タ
イ
、

ド
イ
ツ
、
英
国
と
い
っ
た
国
で
は「
0

規
制

な
し
」と
な
っ
て
い
る
。

　一
方
、
日
本
を
見
て
み
る
と
、
2
0
2
2
年

6
月
10
日
か
ら
添
乗
員
付
き
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ツ
ア
ー
で
の
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
が

開
始
さ
れ
た
こ
と
で
、
直
近
で
は「
1

来
訪

者
に
対
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」と
な
っ
て
い

る
以
外
、
2
0
2
1
年
1
月
頃
か
ら
以
降
は
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
期
間
で「
4

全
地
域
か
ら
の

来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」と
し
て
評

価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
諸
外
国
と

比
較
し
て
も
、
極
め
て
慎
重
な
姿
勢
を
取
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　次
に
、
各
国
が
属
す
る「
地
域
」に
着
目
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
傾
向
を
確
認
し
て
い
く
。

　一
般
的
に
欧
米
の
国
は
個
人
の
自
由
を
重

ん
じ
る「
個
人
主
義
」が
強
い
の
に
対
し
、
ア

ジ
ア
の
国
は
、
た
と
え
個
人
の
自
由
が
抑
制

さ
れ
た
と
し
て
も
、
社
会
全
体
の
安
定
や
安

全
を
重
ん
じ
る「
集
団
主
義
」の
傾
向
が
よ
り

強
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（H

ofsted
e

ほ
か,2

013
 

な
ど
）。

　こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
、
ア
ジ
ア
諸

国
で
は
、
入
国
時
の
制
限
を
厳
格
化
す
る
方

向
に
対
応
が
偏
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ

の
点
を
、
前
述
のO

xC
G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の「
国
際
的
な
渡
航
に
関
す
る
規
制
」指
標
を

用
い
て
検
証
し
た
。

　「地
域
」に
つ
い
て
は
、
国
際
航
空
運
送
協

会（
I
A
T
A
）の
地
域
区
分
を
参
考
に「
中

東
」「
欧
州
」「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」「
ア
メ
リ
カ
」

「
ア
フ
リ
カ
」の
5
区
分
と
し
た
。

　ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株

の
特
徴
と
そ
の
出
現
状
況（
図
2
）を
踏
ま
え
、

政
策
面
で
一
定
の
配
慮
が
働
く
と
想
定
さ
れ

る
下
記
の
2
つ
の
時
点
に
着
目
し
た
。

①
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い「
デ
ル
タ
株
」が
猛

威
を
奮
っ
て
い
た
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ズ
ン

（
2
0
2
1
年
8
月
1
日
時
点
）

②
感
染
力
は
高
い
が
重
症
化
リ
ス
ク
は
相
対

的
に
低
い「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」に
置
き
換
わ
っ

た
タ
イ
ミ
ン
グ（
2
0
2
2
年
5
月
1
日
時
点
）

　前
述
の
各
時
点
に
お
け
る「
国
際
的
な
渡

航
に
関
す
る
規
制
」指
標
と「
地
域
区
分
」に

つ
い
て
、
デ
ー
タ
欠
損
の
な
い
1
6
1
カ
国

を
対
象
に
ク
ロ
ス
集
計
を
行
っ
た（
図
3
）。

  

※
い
ず
れ
も
カ
イ
二
乗
検
定
・
5
％
水
準
で

有
意
差
あ
り

　そ
の
結
果
、
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い「
デ
ル

タ
株
」が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
2
0
2
1
年

8
月
1
日
時
点
で
は
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」

地
域
に
お
い
て
、「
4

全
地
域
か
ら
の
来
訪

禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」の
割
合
が
30
・

3
％
と
な
っ
て
お
り
、「
ア
メ
リ
カ
」（「
4

全

地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」

が
12
・
1
％
）、「
中
東
」（
同
6
・
7
％
）、「
ア

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（C

O
V
ID
-

19

）が
世
界
的
に
ま
ん
延
し
た
こ
と
で
、
観
光

が
前
提
と
し
て
い
る
人
の
移
動
・
接
触
、
交
流

は
大
き
な
制
限
を
受
け
、
停
滞
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。

　そ
の
後
現
在
ま
で
に
、
世
界
的
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
進
展
し
た
こ
と
で
、
段
階
的
に
各

種
制
限
を
緩
和
・
撤
廃
し
、
観
光
活
動
を
再

開
さ
せ
る
動
き
が
見
ら
れ
て
い
る
。

　そ
の
よ
う
な
諸
外
国
の
制
限
緩
和
の
動
向

と
、
そ
の
背
後
に
あ
る
要
因
を
把
握
す
る
こ
と

は
、
我
が
国
の
今
後
の
コ
ロ
ナ
対
応
、
あ
る
い

は
将
来
到
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
別
の
感
染

症
の
流
行
と
い
っ
た
状
況
を
想
定
し
た
際
に

も
、
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　そ
こ
で
本
稿
で
は
、
諸
外
国
のC

O
V
ID
-19

に
関
す
る
政
策
の
う
ち
、
特
に「
国
外
か
ら
の

入
国
に
関
す
る
規
制
」に
着
目
し
、
そ
の
動
向

に
つ
い
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、
背
景
と
な
る

要
因
に
つ
い
て
も
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。

　ま
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
国
外
か
ら
比
較
的

多
く
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
い
た
諸
外
国

の
動
向
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

　英
国
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
は

「O
xfo
rd
 C
O
V
ID
-1
9
 G
o
vern

m
en
t 

R
esponse T

racker

（
以
下
、OxC

G
R
T

）」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
世
界
1
8
7
カ
国
の

C
O
V
ID
-19

に
対
す
る
政
策
対
応
を
各
種
の
指

標
と
し
て
記
録
し
日
単
位
で
公
開
し
て
い
る
。

　そ
の
指
標
の
一
つ
が「
国
際
的
な
渡
航
に
関

す
る
規
制
」指
標（C

8

：R
estriction

s on
 

in
tern
ation

al travel

）で
あ
る
。

　こ
れ
は
各
国
の「
国
際
的
な
渡
航
に
関
す

る
規
制
」の
程
度
を
、
次
の
5
段
階
に
区
分
し

て
評
価
し
て
い
る
も
の
で
あ
る（
す
な
わ
ち
、

0
が
最
も
規
制
が
緩
く
、
数
値
が
1
か
ら
4

ま
で
増
え
る
に
つ
れ
て
対
応
が
厳
格
化
す
る

と
い
う
一
種
の
順
序
尺
度
と
な
っ
て
い
る
）。

0

 規
制
な
し

1

 来
訪
者
に
対
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

2

 高
リ
ス
ク
地
域
か
ら
の

 
来
訪
者
に
対
す
る
検
疫
実
施

3

 一部
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止

4

 全
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止

 
も
し
く
は
国
境
封
鎖

　こ
の
指
標
に
つ
い
て
、
2
0
1
9
年
の
国

際
観
光
旅
客
の
到
着
数
の
上
位
10
カ
国（
フ

ラ
ン
ス
、ス
ペ
イ
ン
、米
国
、中
国
、イ
タ
リ
ア
、

ト
ル
コ
、
メ
キ
シ
コ
、
タ
イ
、
ド
イ
ツ
、
英
国
）

と
日
本（
2
0
1
9
年
の
順
位
は
12
位
）に
つ

い
て
、
2
0
2
0
年
1
月
か
ら
2
0
2
2
年

8
月
末
ま
で
の
推
移
を
比
較
し
た
グ
ラ
フ
が

図
1
で
あ
る
。

　こ
の
図
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
国
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
い
た
、
い
わ

ば〝
観
光
立
国
〞と
い
え
る
国
々
の
間
で
も
、

そ
の
規
制
の
程
度
や
厳
格
化
・
緩
和
の
時
期

|
観
光
活
動
・
入
国
に
関
す
る
規
制
の
導

入
、
撤
廃
は
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
進
め

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　タ
イ
は
2
0
1
9
年
に
は
年
間
約
4
0
0

0
万
人
の
海
外
か
ら
の
観
光
客
を
迎
え
て
い

ま
し
た
が
、
2
0
2
0
年
4
月
以
降
、
実
質

的
な
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
行
わ
れ
、
観
光
客
の

移
動
も
大
き
く
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
航
空
便
の
運
休
が
増
え
た
こ
と
で
急

激
に
観
光
客
が
減
り
、
2
0
2
1
年
に
迎
え

た
海
外
か
ら
の
来
訪
客
は
40
万
人
程
で
し
た
。

　そ
の
中
で
、
タ
イ
で
は
何
段
階
か
の
ス

テ
ッ
プ
を
踏
み
な
が
ら
、
観
光
客
の
受
け
入

れ
再
開
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　ま
ず
、
2
0
2
0
年
10
月
に
90
日
間
の
滞

在
が
可
能
と
な
る
「S

pecial T
ourist 

V
isa

」（
以
下
、
S
T
V
）
の
発
行
を
開
始
し

ま
し
た
。そ
の
後
2
0
2
1
年
7
月
か
ら
は
、

海
外
の
観
光
客
に
人
気
の
あ
る
プ
ー
ケ
ッ
ト

に
限
定
す
る
形
で
、
地
域
内
で
自
由
に
観
光

客
が
往
来
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
プ
ー
ケ
ッ

ト
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
徐
々
に
そ
の
対
象
と
な
る
エ
リ

ア
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
到
着
前
後
の
検
査

結
果
が
陰
性
で
あ
れ
ば
自
由
に
国
内
の
旅
行

が
で
き
る
「T

E
S
T
&
G
O

」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

開
始
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
各
県
や
郡
を
旅
行
の
受
け
入
れ
可

否
の
程
度
で
ラ
ン
ク
分
け
し
ま
し
た
。「
地

域
住
民
の
70
％
以
上
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
完

了
」「
病
床
数
が
確
保
さ
れ
て
い
る
」「
感
染

率
が
基
準
以
下
で
あ
る
」と
い
う
地
域
を「
ブ

ル
ー
ゾ
ー
ン
」
と
し
て
優
先
的
に
観
光
客
を

受
け
入
れ
る
地
域
と
す
る
も
の
で
す
。
非
常

に
リ
ス
ク
の
高
い
地
域
は
濃
い
赤
、
そ
の
次

は
赤
、オ
レ
ン
ジ
、黄
色
、緑
、ブ
ル
ー
と
い
っ

た
色
分
け
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
観
光

地
と
し
て
の
取
り
組
み
に
関
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
、
つ
ま
り
「
ま
ず
は
緑
を
、
さ

ら
に
は
ブ
ル
ー
を
」
と
上
の
水
準
を
目
指
し

て
も
ら
う
と
い
う
意
図
も
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
タ
イ
を
訪
れ
る
観
光
客
に
安
全
と

安
心
を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
タ
イ
国
政

府
観
光
庁
（
以
下
、
T
A
T
）
は
保
健
省
と
共

同
で
事
業
者
の
健
康
安
全
基
準
「S

afety &
 

H
ealth A

dm
inistration

」（
通
称
S
H
A
：

シ
ャ
ー
）
を
設
け
ま
し
た
。
S
H
A
に
つ
い

て
は
段
階
的
に
充
実
を
図
っ
て
お
り
、
ま
ず
、

S
H
A
の
認
証
取
得
を
進
め
た
後
、
従
業
員

の
70
％
以
上
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
完
了
し
て

い
る
事
業
者
に
対
し
て
は
「S

H
A
 P
lu
s

」
と

い
う
、
よ
り
上
位
の
認
証
を
与
え
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　医
療
機
関
と
の
連
携
体
制
を
構
築
し
、
万

が
一
の
感
染
者
発
生
時
に
迅
速
に
対
象
者
を

移
送
で
き
る
ホ
テ
ル
に
は
、「S

H
A
 E
xtra 

P
lu
s

」
と
い
う
さ
ら
に
上
位
の
認
証
を
与
え

て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
様
々
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
中

で
、
確
実
に
観
光
客
の
人
数
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
2
0
2
2
年
に
入
っ

て
か
ら
は
状
況
が
か
な
り
良
い
方
向
へ
向

か
っ
て
お
り
、
2
0
2
2
年
の
1
月
か
ら
8

月
の
期
間
で
約
4
5
0
万
人
が
タ
イ
に
入
国

し
て
い
ま
す
（
注
：
9
月
20
日
時
点
で
は

6
0
0
万
人
を
超
え
て
い
る
）。
私
た
ち

T
A
T
を
統
括
す
る
観
光
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
と

は
、
今
後
の
航
空
便
の
運
航
増
加
を
見
据
え

て
1
0
0
0
万
人
を
目
指
す
と
い
う
話
も
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
タ
イ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、
他

の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
比
較
し
て
、
早
い
時

期
に
条
件
付
き
の
観
光
活
動
を
再
開
し
、
入

国
に
関
す
る
規
制
を
緩
和
、
撤
廃
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
の
背
景
に
あ
っ
た

主
な
要
因
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　コ
ロ
ナ
感
染
が
進
む
中
で
私
た
ち
が
開
国

に
踏
み
切
っ
た
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
全
て

の
観
光
業
界
の
収
入
が
、
国
全
体
の
G
D
P

の
お
よ
そ
20
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
、
ま
た

観
光
に
従
事
す
る
方
々
が
お
よ
そ
1
0
0
0

万
人
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
経
済
や
雇
用
に
お
け
る
観
光
の
重
要
性

が
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　こ
こ
2
〜
3
年
間
は
ほ
と
ん
ど
海
外
旅
行

へ
は
行
け
ず
、
常
に
世
界
中
の
多
く
の
人
々

が
「
今
ど
こ
に
行
け
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
と

も
代
表
者
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
本
来
、
保

健
省
や
内
務
省
な
ど
の
所
管
で
し
た
が
、
実

際
に
は
観
光
客
の
需
要
側
の
事
情
も
考
慮
し

て
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
T
A
T

が
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
も
と
も
と
の
T
A
T
の
業
務
は
国
家
の

観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
及
び
P
R
活
動
で

す
。
そ
の
中
で
こ
の
2
〜
3
年
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
本
来
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
以
外
の
仕
事

を
任
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
お
か
げ
さ

ま
で
良
い
方
向
に
物
事
が
動
い
て
き
て
お

り
、
私
た
ち
も
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　観
光
活
動
・
入
国
に
関
す
る
規
制
の
緩
和

や
撤
廃
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
は
、
責
任

を
持
っ
て
物
事
を
進
め
ら
れ
る
人
物
が
い
る

か
ど
う
か
が
、
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
タ
イ
で
も
S
N
S

等
を
通
じ
て
、
感
染
リ
ス
ク
を
憂
慮
す
る
一

部
の
医
療
専
門
家
か
ら
規
制
緩
和
を
進
め
よ

う
と
す
る
立
場
の
T
A
T
が
批
判
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
私
た
ち
は
広
い

視
点
で
国
の
経
済
を
死
な
せ
ず
に
ど
の
よ
う

に
動
か
し
て
い
く
の
か
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
首
相
も
非
常

に
難
し
い
決
断
を
迫
ら
れ
る
中
で
、
常
に
私

た
ち
と
一
緒
に
考
え
て
き
た
わ
け
で
す
。

　指
揮
を
執
る
首
相
や
観
光
ス
ポ
ー
ツ
大
臣

に
対
し
て
、
T
A
T
も
直
接
意
見
を
具
申
す

る
形
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
対
応
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
プ
ー
ケ
ッ
ト
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
の

例
で
は
、
2
0
2
1
年
10
月
か
ら
の
当
初
の

予
定
を
早
め
、
7
月
か
ら
運
用
す
る
こ
と
を

要
求
し
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
同
時
に
プ
ー

ケ
ッ
ト
県
知
事
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、
地
域
の
観
光
業
者
も
要
求
を
政
府
に
出

し
て
き
ま
し
た
。
住
民
も
積
極
的
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
進
め
、
協
力
的
な
面
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

|
国
外
か
ら
の
来
訪
に
関
す
る
規
制
を
ほ

ぼ
撤
廃
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
国
民
の
反
応

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

＊

　直
接
観
光
に
携
わ
っ
て
い
な
く
て
も
、
多

く
の
タ
イ
国
民
は
観
光
業
の
危
機
と
は
即
ち

国
家
経
済
の
危
機
を
意
味
し
、
そ
れ
は
明
ら

か
に
自
分
の
生
活
に
も
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す

で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
皆
さ
ん
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
大
き
な
反
対
意
見
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　も
ち
ろ
ん
人
の
移
動
が
増
え
れ
ば
、
感
染

の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま

し
た
が
、
前
述
の
通
り
、
エ
リ
ア
別
に
細
か

く
規
制
の
色
分
け
を
し
、
対
策
を
講
じ
ま
し

た
。
初
期
段
階
で
は
感
染
者
が
見
つ
か
る
と
、

差
別
的
な
扱
い
を
す
る
よ
う
な
状
況
も
見
ら

れ
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
こ
と
を
繰
り
返
す

中
で
、
実
は
そ
こ
ま
で
大
き
な
影
響
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
国
民
全
体
が
経
験
と
し
て
学

ん
で
、
国
民
的
な
意
識
と
し
てC

O
V
ID
-1
9

は
他
の
感
染
症
と
同
程
度
の
感
覚
に
な
り
つ

つ
あ
る
よ
う
で
す
。

|
日
本
の
観
光
の
現
状
を
ご
覧
に
な
っ
て

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

＊

　私
た
ち
は
今
後
、
日
本
政
府
が
ど
の
よ
う

に
規
制
緩
和
を
し
て
い
く
の
か
を
注
視
し
て

い
ま
す
。
日
本
は
水
際
対
策
と
し
て
、
人
数

制
限
を
設
け
、
観
光
客
は
ビ
ザ
取
得
が
必
要

な
状
態
に
戻
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
多

く
の
タ
イ
人
が
日
本
へ
行
き
た
く
て
仕
方
な

い
状
態
で
す
。
実
際
に
先
に
開
国
し
た
韓
国

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
に
は
、
タ
イ
人
の
富
裕

層
が
旅
行
を
し
始
め
て
い
ま
す
。
日
本
が
い

つ
無
条
件
で
受
け
入
れ
を
開
始
す
る
の
か
を

心
待
ち
に
し
て
い
る
の
で
す
。
一
律
に
水
際

対
策
を
緩
和
す
る
の
で
は
な
く
、
タ
イ
の

プ
ー
ケ
ッ
ト
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
の
よ
う
な

地
域
を
区
切
っ
た
段
階
的
な
対
策
、
例
え
ば

あ
る
条
件
で
一
定
期
間
規
制
を
緩
和
し
、
そ

の
結
果
を
評
価
し
つ
つ
、
大
丈
夫
な
ら
も
う

少
し
緩
め
て
み
よ
う
、
と
い
っ
た
段
階
を
踏

め
る
と
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　私
た
ち
の
取
り
組
み
で
皆
さ
ん
の
参
考
に

な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
今
後
も
ぜ
ひ
情
報
提

供
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
29
日

聞
き
手
：
観
光
政
策
研
究
部
・

　菅
野
正
洋
、
柿
島
あ
か
ね
）

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
探
し
を
し
て
い
る
と

い
う
状
態
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
理

解
し
た
上
で
タ
イ
は
、「
一
歩
先
に
開
国
を

す
べ
き
だ
」
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

|
観
光
活
動
・
入
国
に
関
す
る
規
制
の
緩

和
、
撤
廃
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
重
視
し
た

の
は
ど
の
よ
う
な
点
で
し
ょ
う
か
。

＊

　開
国
に
お
け
る
防
疫
対
策
を
検
討
す
る
に

当
た
り
、
当
初
の
観
光
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
の
考

え
と
し
て
は
、「
お
客
様
を
空
港
で
30
分
以

上
留
め
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
政
府
側
で
一
方
的

に
決
め
る
の
で
は
な
く
、
海
外
か
ら
訪
れ
る

お
客
様
が
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
や
意
識
を

持
っ
て
い
る
か
を
重
視
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
点
が
特
徴
で
す
。

　外
国
人
の
受
け
入
れ
再
開
に
つ
い
て
は
、

「
3
P
」す
な
わ
ちP

ublic

、Private

、People

の
各
視
点
を
重
視
し
ま
し
た
。

　ま
ずP

u
b
lic

の
視
点
と
し
て
は
、
特
に

地
方
自
治
体
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
安
全
を

確
保
し
、
防
疫
対
策
を
取
る
か
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　次
のP

rivate

は
、
観
光
関
連
事
業
者
が

観
光
客
の
安
全
を
守
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な

協
力
体
制
を
取
り
う
る
の
か
と
い
う
点
で
あ

り
、
す
な
わ
ち
前
述
の
健
康
安
全
基
準

S
H
A
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　そ
し
て
、
一
番
大
切
な
視
点
が
3
番
目
の

P
eo
p
le

で
す
。
観
光
地
で
外
国
人
か
ら
観

光
客
を
受
け
入
れ
る
に
当
た
っ
て
、
地
域
住

民
が
自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
に
も
、
ワ
ク

チ
ン
を
積
極
的
に
接
種
し
準
備
を
整
え
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　最
初
に
S
T
V
を
始
め
た
と
き
は
、
様
々

な
観
光
地
や
地
方
自
治
体
か
ら
「
住
民
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
十
分
に
行
き
届
い
て
い
な
い

状
態
で
外
国
人
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
こ
と

に
は
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
」
と
い
う

声
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
りP

eo
p
le

の
視

点
が
充
実
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
よ
う
な
厳
し
い
条
件
の
中
で
タ
イ
政
府

は
、
で
き
る
だ
け
迅
速
に
ワ
ク
チ
ン
を
提
供

し
て
き
ま
し
た
。
国
民
も
観
光
再
開
の
必
要

性
を
理
解
し
協
力
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　防
疫
対
策
に
関
係
す
る
事
業
者
や
機
関
が

安
全
性
を
信
頼
で
き
る
か
と
い
う
点
に
一
番

気
を
付
け
て
き
ま
し
た
。
前
述
の
ブ
ル
ー

ゾ
ー
ン
を
設
け
て
、
観
光
客
を
受
け
入
れ
て

本
当
に
安
全
だ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
い
の
声

も
出
ま
し
た
が
、
入
国
前
と
到
着
後
す
ぐ
の

陰
性
確
認
や
、
所
定
エ
リ
ア
で
の
14
日
間
の

隔
離
措
置
な
ど
に
よ
り
、
ブ
ル
ー
ゾ
ー
ン
で

は
感
染
率
が
目
立
っ
て
高
ま
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　タ
イ
で
は
様
々
な
規
制
を
政
府
が
決
め
、

民
間
事
業
者
が
そ
れ
に
従
う
と
い
う
形
で
す

が
、
民
間
事
業
者
に
対
す
る
規
制
が
強
過
ぎ

る
と
経
営
に
大
き
な
影
響
が
出
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
い
か
に
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら

進
め
る
か
と
い
う
点
に
注
意
を
払
っ
て
き
ま

し
た
。

　例
え
ば
、「
デ
ー
タ
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

と
し
て
デ
ー
タ
を
重
視
し
た
取
り
組
み
を
進

め
た
こ
と
も
特
徴
で
す
。

　プ
ー
ケ
ッ
ト
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
で
は
、

外
国
人
観
光
客
数
と
そ
の
陽
性
者
数
、
住
民

の
陽
性
者
数
な
ど
を
プ
ー
ケ
ッ
ト
各
地
の
保

健
所
が
把
握
し
、
政
府
に
レ
ポ
ー
ト
と
し
て

提
出
し
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
ホ
テ
ル
の
予
約
状
況
や
航
空
会
社

の
今
後
の
運
航
予
想
か
ら
、
今
後
の
観
光
客

数
や
必
要
な
受
け
入
れ
態
勢
を
検
討
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
滞
在
日

数
が
短
い
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
観
光

客
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
た
上
に
、
観
光
客
か
ら
確
認
さ
れ
る
陽
性

者
数
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
開
国
に

伴
う
イ
ン
パ
ク
ト
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
状
況
を

常
に
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
わ
け
で

す
。　感

染
状
況
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、
保
健
省

の
医
療
専
門
家
チ
ー
ム
が
作
成
し
て
い
ま

す
。
T
A
T
と
し
て
は
海
外
に
29
カ
所
の
事

務
所
を
構
え
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
々
で

の
国
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
や
、
海
外
旅
行

に
対
す
る
需
要
の
高
ま
り
、
出
国
に
関
す
る

規
制
の
状
況
等
を
把
握
し
、
政
府
内
で
報
告

し
て
き
ま
し
た
。
T
A
T
は
開
国
に
向
け
て

準
備
を
し
つ
つ
、
保
健
省
の
医
療
専
門
家
た

ち
は
リ
ス
ク
を
前
提
と
し
た
規
制
を
主
張
す

る
中
で
い
か
に
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
く

か
、
非
常
に
難
し
い
部
分
は
あ
り
ま
し
た
。

|
観
光
活
動
・
入
国
に
関
す
る
規
制
の
緩

和
、
撤
廃
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
政
策
決

定
を
主
導
す
る
の
は
ど
の
よ
う
な
主
体
な
の

で
し
ょ
う
か
。

＊

　タ
イ
で
は
、
国
レ
ベ
ル
の
防
疫
対
策
の
方

針
を
決
定
す
る
組
織
と
し
て
C
C
S
A

（C
en
tre fo

r C
O
V
ID
-1
9
 S
itu
atio
n
 

A
d
m
in
istratio

n

）
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
ト
ッ
プ
が
首
相
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
一
連
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て
も
最
高
責

任
者
と
し
て
首
相
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

　C
C
S
A
に
は
医
師
会
や
関
係
省
庁
か
ら

参考資料
Geert Hofstede, Gert Jan Hofstede, 
and Michael Minkov. （2013）. 
Cultures and Organizations: 
Software of the Mind （3rd ed.）.
『多文化世界 [原書第３版] 違いを学び未来への道を探る』.
岩井八郎・岩井紀子 訳．有斐閣．

GISAID Initiative
https://gisaid.org/hcov19-variants/

Oxford COVID-19 Government Response 
Tracker（OxCGRT）
https://www.bsg.ox.ac.uk/research/research-projects/
covid-19-government-response-tracker

World Travel & Tourism Council　
Economic Impact Reports
https://wttc.org/Research/Economic-Impact
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5.
お
わ
り
に

（
略
歴
）タ
イ
国
工
業
省
国
立
食

品
研
究
所
所
長
、同
工
業
省
中

央
振
興
局
長
、公
共
セ
ク
タ
ー

開
発
委
員
会
上
級
顧
問
、

M
COT Public Com

pany 
Lim
ited

（
タ
イ
の
政
府
系
メ
デ

ィ
ア
企
業
）上
級
副
社
長
等
を
経
て
現
職
。チ
ュ
ラ
ロ

ン
コ
ン
大
学
卒
業
。日
本
の
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
へ

の
留
学
経
験
を
有
す
る
。
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や
背
景
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
単

独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
タ

イ
が
早
い
段
階
か
ら
規
制
の
緩
和
・
撤
廃
に

踏
み
切
っ
た
背
景
と
し
て
、「
経
済
や
雇
用
の

面
で
観
光
の
重
要
度
が
高
い
こ
と
」と「
国
民

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
十
分
進
ん
だ
こ
と
」と

い
っ
た
要
因
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
詳
細
は
本
稿
後
半
で

紹
介
）。

　こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
2
0
1
9

年
の
国
際
観
光
旅
客
の
到
着
数
の
上
位
9
カ

国（
対
象
国
は
図
1
と
同
様
だ
が
、
中
国
の
み

2
0
2
1
年
8
月
1
日
の
数
値
が
取
得
で
き

な
い
た
め
除
外
）と
日
本
に
つ
い
て
、「
観
光

分
野
の
対
G
D
P
貢
献
率
」と「
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
の
増
分
」の
関
係
を
見
て
み
よ
う
。

　「観
光
分
野
の
対
G
D
P
貢
献
率
」に
つ
い

て
は
、
世
界
旅
行
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

（
W
T
T
C
）が
公
開
し
て
い
る「
経
済
影
響
調

査（E
con
om
ic Im

pact R
eport

）」を
参

照
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
年
次
調
査
ハ
イ
ラ

イ

ト
（A

n
n
u
a
l R
e
se
a
rc
h
: K
e
y
 

H
ighligh

ts

）」資
料
に
お
け
る
2
0
1
9
年

の
数
値
を
活
用
し
た
。
ま
た「
ワ
ク
チ
ン
接
種

率
の
増
分
」に
つ
い
て
は
、OxC

G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
収
集
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の

数
値
の
2
0
2
1
年
8
月
1
日
、
2
0
2
2
年

5
月
1
日
時
点
の
差
分
を
取
っ
た
。

　両
者
に
つ
い
て
散
布
図
を
作
成
し
て
み
る

と
、
タ
イ
は「
観
光
分
野
の
対
G
D
P
貢
献
率
」

と「
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
増
分
」の
い
ず
れ
も

突
出
し
て
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る（
図
5
）。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、「
経
済

や
雇
用
の
面
で
観
光
の
重
要
度
が
高
い
こ
と
」

と「
国
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
十
分
進
ん
だ
こ

と
」が
規
制
を
緩
和
・
撤
廃
す
る
に
当
た
っ
て

の
影
響
要
因
と
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

フ
リ
カ
」（
同
2
・
8
％
）と
い
っ
た
地
域
と
比

較
し
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
欧
州
」

で
は
、「
4

全
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し

く
は
国
境
封
鎖
」の
対
応
を
取
っ
て
い
る
国
は

存
在
し
な
い
。

　ま
た
、
感
染
力
は
高
い
が
重
症
化
リ
ス
ク

は
相
対
的
に
低
い「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」に
置
き

換
わ
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
2
0
2
2
年

5
月
1
日
時
点
で
は
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」で

「
4

全
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国

境
封
鎖
」と
な
っ
て
い
る
国
が
9
・
1
％
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
の
地
域
は
な
い
。
そ
の
一
方
で「
0

制
限
な
し
」の
国
は「
欧
州
」で
40
・
9
％
、「
中

東
」で
26
・
7
％
で
あ
る
の
に
対
し
、「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」で
は
0
％
と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
こ
と
か
ら
、「
国
際
的
な
渡
航
に
関
す

る
規
制
」指
標
は
地
域

に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、

全
体
と
し
て「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」の
国
は
そ
れ

以
外
の
国
と
比
較
し
て

「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関

す
る
規
制
」に
つ
い
て
、

よ
り
厳
格
に
対
応
し
て

い
る
傾
向
が
あ
る
こ
と

が
改
め
て
確
認
で
き
る
。

　参

考

ま

で

に
、

O
xC
G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
対
象
国
1
8
7

カ
国
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
区
分（
5

地
域
）の
中
で「
国
際
的

な
渡
航
に
関
す
る
規
制
」

指
標
が「
0

規
制
な

し
」で
あ
る
国
の
割
合

の
2
0
2
2
年
に
入
っ

て
か
ら
の
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
を
見
て
み

よ
う（
図
4
）。

　こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
も
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」

地
域
以
外
で
は
、「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関
す

る
規
制
」を
撤
廃
す
る
国（
指
標
が「
0

規

制
な
し
」で
あ
る
国
）が
2
0
2
2
年
2
月
頃

か
ら
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」地
域
で
は
増
加
し
始
め
る
時
期
が
5

月
頃
と
相
対
的
に
遅
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
そ
の
後
も
低
位
で
推
移
し
て
お
り
、
世

界
的
に
見
て
も
よ
り
厳
格
な（
入
国
制
限
の

撤
廃
に
慎
重
な
）対
応
を
取
る
国
の
割
合
が

高
い
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。

　前
項
ま
で
で
見
て
き
た
よ
う
に
、「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
」地
域
の
国
は
そ
れ
以
外
の
国
と
比

較
し
て「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関
す
る
規
制
」

に
つ
い
て
、
よ
り
厳
格
に
対
応
し
て
い
る
傾

向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　一
方
、
こ
こ
で
図
1
に
立
ち
戻
る
と
、
タ
イ

は
日
本
と
同
じ
ア
ジ
ア
地
域
に
属
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
比
較
的
早
い
段
階
か
ら

入
国
に
関
す
る
規
制
を
緩
和
し
、
直
近
で
は

「
0

規
制
な
し
」と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
く
だ
ろ
う
。

　こ
の
点
に
つ
い
て
、
タ
イ
の
観
光
政
策
の

決
定
や
推
進
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果

た
す
政
府
機
関
で
あ
る
タ
イ
国
政
府
観
光
庁

（T
o
u
rism

 A
u
th
o
rity o

f T
h
ailan

d

、

以
下T

A
T

）に
対
し
、「
国
外
か
ら
の
入
国
に

関
す
る
規
制
」に
関
す
る
政
策
決
定
の
過
程

 

　T
A
T
に
対
し
て
実
施
し
た
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
、
タ
イ
の「
国
外
か
ら
の
入
国
に

関
す
る
規
制
」の
緩
和
・
撤
廃
に
影
響
を
与
え

た
要
因
と
し
て
、「
国
民
自
身
が
観
光
産
業
の

経
済
に
お
け
る
重
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、

そ
の
危
機
が
自
分
の
生
活
に
も
直
接
影
響
を

及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
こ

と
」も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　中
長
期
的
に
見
て
、
今
回
のC

O
V
ID
-19

、

あ
る
い
は
未
知
の
感
染
症
の
世
界
的
な
流
行

の
よ
う
な
事
態
に
限
ら
ず
、
自
然
災
害
や
戦

争
と
い
っ
た
世
界
的
な
非
常
事
態
を
受
け
て
、

一
時
的
に
観
光
が
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
は
今
後
も
起
こ
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　仮
に
そ
う
い
っ
た
事
態
が
起
こ
る
と
、
一
定

の「
復
旧
」期
間
を
経
て
国
の
経
済
を「
復
興
・

回
復
」さ
せ
る
べ
き
段
階
が
訪
れ
る
。
そ
の
際

に
、
迅
速
か
つ
柔
軟
な
対
応
を
取
る
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
、
観
光
活
動
に
よ
っ
て
社
会

が
得
る
べ
き
利
益
を
逸
失
す
る
こ
と
に
繋
が

り
か
ね
な
い
。そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、「
観

光
を
い
ち
早
く
動
か
す
こ
と
が
国
の
経
済
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
」と
い
う
点
を
社

会
的
な
共
通
認
識
と
し
て
形
成
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　そ
の
た
め
に
は
、
観
光
産
業
の
経
済
に
お

け
る
重
要
度
等
を
客
観
的
な
指
標
や
視
覚
的

な
表
現
等
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く
示
し
て

い
く
べ
き
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
観
光
産
業

の
動
向
が
国
全
体
の
経
済
の
動
向
に
も
大
き

く
影
響
す
る
こ
と
、
ま
た
、
だ
か
ら
こ
そ
観

光
活
動
の
柔
軟
か
つ
早
期
の
再
開
が
必
要
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
共
通
理
解
を
、
中
長

期
的
に
形
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

※
本
稿
は
当
財
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
中

の
研
究
員
コ
ラ
ム「
国
際
的
な
往
来
の
開
放
に

影
響
す
る
要
因
と
は
？V

ol.473

」の
内
容
に

新
た
な
分
析
や
考
察
を
加
え
、
再
構
成
し
た

も
の
で
あ
る
。

（
か
ん
の 

ま
さ
ひ
ろ
）

に
は
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
、
米
国
、
中
国
、
イ
タ

リ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、
英
国
と
い
っ
た
国
で
は
、

最
も
厳
格
な
対
応
で
あ
る「
4

全
地
域
か
ら

の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」を
行
っ
て

い
た
と
し
て
評
価
さ
れ
た
期
間
は
な
い
。
ま
た
、

ス
ペ
イ
ン
、
ト
ル
コ
、
タ
イ
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
初
期
な
ど
に
お
い
て「
4

全

地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」

と
な
っ
た
期
間
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
期
間
は

比
較
的
短
く
、
基
本
的
に
は「
3

一
部
地
域

か
ら
の
来
訪
禁
止
」よ
り
も
緩
い
規
制
と
な
っ

て
い
る
。

　ま
た
、
多
く
の
国
に
お
い
て
は
特
に

2
0
2
1
年
以
降
に
、
規
制
の
程
度
を
下
げ

る
動
き
が
見
ら
れ
、
直
近
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
、

ス
ペ
イ
ン
、中
国
、イ
タ
リ
ア
、ト
ル
コ
、タ
イ
、

ド
イ
ツ
、
英
国
と
い
っ
た
国
で
は「
0

規
制

な
し
」と
な
っ
て
い
る
。

　一
方
、
日
本
を
見
て
み
る
と
、
2
0
2
2
年

6
月
10
日
か
ら
添
乗
員
付
き
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ツ
ア
ー
で
の
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
が

開
始
さ
れ
た
こ
と
で
、
直
近
で
は「
1

来
訪

者
に
対
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」と
な
っ
て
い

る
以
外
、
2
0
2
1
年
1
月
頃
か
ら
以
降
は
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
期
間
で「
4

全
地
域
か
ら
の

来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」と
し
て
評

価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
諸
外
国
と

比
較
し
て
も
、
極
め
て
慎
重
な
姿
勢
を
取
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　次
に
、
各
国
が
属
す
る「
地
域
」に
着
目
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
傾
向
を
確
認
し
て
い
く
。

　一
般
的
に
欧
米
の
国
は
個
人
の
自
由
を
重

ん
じ
る「
個
人
主
義
」が
強
い
の
に
対
し
、
ア

ジ
ア
の
国
は
、
た
と
え
個
人
の
自
由
が
抑
制

さ
れ
た
と
し
て
も
、
社
会
全
体
の
安
定
や
安

全
を
重
ん
じ
る「
集
団
主
義
」の
傾
向
が
よ
り

強
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（H

ofsted
e

ほ
か,2

013
 

な
ど
）。

　こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
、
ア
ジ
ア
諸

国
で
は
、
入
国
時
の
制
限
を
厳
格
化
す
る
方

向
に
対
応
が
偏
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ

の
点
を
、
前
述
のO

xC
G
R
T

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の「
国
際
的
な
渡
航
に
関
す
る
規
制
」指
標
を

用
い
て
検
証
し
た
。

　「地
域
」に
つ
い
て
は
、
国
際
航
空
運
送
協

会（
I
A
T
A
）の
地
域
区
分
を
参
考
に「
中

東
」「
欧
州
」「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」「
ア
メ
リ
カ
」

「
ア
フ
リ
カ
」の
5
区
分
と
し
た
。

　ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株

の
特
徴
と
そ
の
出
現
状
況（
図
2
）を
踏
ま
え
、

政
策
面
で
一
定
の
配
慮
が
働
く
と
想
定
さ
れ

る
下
記
の
2
つ
の
時
点
に
着
目
し
た
。

①
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い「
デ
ル
タ
株
」が
猛

威
を
奮
っ
て
い
た
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ズ
ン

（
2
0
2
1
年
8
月
1
日
時
点
）

②
感
染
力
は
高
い
が
重
症
化
リ
ス
ク
は
相
対

的
に
低
い「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」に
置
き
換
わ
っ

た
タ
イ
ミ
ン
グ（
2
0
2
2
年
5
月
1
日
時
点
）

　前
述
の
各
時
点
に
お
け
る「
国
際
的
な
渡

航
に
関
す
る
規
制
」指
標
と「
地
域
区
分
」に

つ
い
て
、
デ
ー
タ
欠
損
の
な
い
1
6
1
カ
国

を
対
象
に
ク
ロ
ス
集
計
を
行
っ
た（
図
3
）。

  

※
い
ず
れ
も
カ
イ
二
乗
検
定
・
5
％
水
準
で

有
意
差
あ
り

　そ
の
結
果
、
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い「
デ
ル

タ
株
」が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
2
0
2
1
年

8
月
1
日
時
点
で
は
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」

地
域
に
お
い
て
、「
4

全
地
域
か
ら
の
来
訪

禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」の
割
合
が
30
・

3
％
と
な
っ
て
お
り
、「
ア
メ
リ
カ
」（「
4

全

地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止
も
し
く
は
国
境
封
鎖
」

が
12
・
1
％
）、「
中
東
」（
同
6
・
7
％
）、「
ア

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（C

O
V
ID
-

19

）が
世
界
的
に
ま
ん
延
し
た
こ
と
で
、
観
光

が
前
提
と
し
て
い
る
人
の
移
動
・
接
触
、
交
流

は
大
き
な
制
限
を
受
け
、
停
滞
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。

　そ
の
後
現
在
ま
で
に
、
世
界
的
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
進
展
し
た
こ
と
で
、
段
階
的
に
各

種
制
限
を
緩
和
・
撤
廃
し
、
観
光
活
動
を
再

開
さ
せ
る
動
き
が
見
ら
れ
て
い
る
。

　そ
の
よ
う
な
諸
外
国
の
制
限
緩
和
の
動
向

と
、
そ
の
背
後
に
あ
る
要
因
を
把
握
す
る
こ
と

は
、
我
が
国
の
今
後
の
コ
ロ
ナ
対
応
、
あ
る
い

は
将
来
到
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
別
の
感
染

症
の
流
行
と
い
っ
た
状
況
を
想
定
し
た
際
に

も
、
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　そ
こ
で
本
稿
で
は
、
諸
外
国
のC

O
V
ID
-19

に
関
す
る
政
策
の
う
ち
、
特
に「
国
外
か
ら
の

入
国
に
関
す
る
規
制
」に
着
目
し
、
そ
の
動
向

に
つ
い
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、
背
景
と
な
る

要
因
に
つ
い
て
も
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。

　ま
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
国
外
か
ら
比
較
的

多
く
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
い
た
諸
外
国

の
動
向
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

　英
国
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
は

「O
xfo
rd
 C
O
V
ID
-1
9
 G
o
vern

m
en
t 

R
esponse T

racker

（
以
下
、OxC

G
R
T

）」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
世
界
1
8
7
カ
国
の

C
O
V
ID
-19

に
対
す
る
政
策
対
応
を
各
種
の
指

標
と
し
て
記
録
し
日
単
位
で
公
開
し
て
い
る
。

　そ
の
指
標
の
一
つ
が「
国
際
的
な
渡
航
に
関

す
る
規
制
」指
標（C

8

：R
estriction

s on
 

in
tern
ation

al travel

）で
あ
る
。

　こ
れ
は
各
国
の「
国
際
的
な
渡
航
に
関
す

る
規
制
」の
程
度
を
、
次
の
5
段
階
に
区
分
し

て
評
価
し
て
い
る
も
の
で
あ
る（
す
な
わ
ち
、

0
が
最
も
規
制
が
緩
く
、
数
値
が
1
か
ら
4

ま
で
増
え
る
に
つ
れ
て
対
応
が
厳
格
化
す
る

と
い
う
一
種
の
順
序
尺
度
と
な
っ
て
い
る
）。

0

 規
制
な
し

1

 来
訪
者
に
対
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

2

 高
リ
ス
ク
地
域
か
ら
の

 
来
訪
者
に
対
す
る
検
疫
実
施

3

 一部
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止

4

 全
地
域
か
ら
の
来
訪
禁
止

 
も
し
く
は
国
境
封
鎖

　こ
の
指
標
に
つ
い
て
、
2
0
1
9
年
の
国

際
観
光
旅
客
の
到
着
数
の
上
位
10
カ
国（
フ

ラ
ン
ス
、ス
ペ
イ
ン
、米
国
、中
国
、イ
タ
リ
ア
、

ト
ル
コ
、
メ
キ
シ
コ
、
タ
イ
、
ド
イ
ツ
、
英
国
）

と
日
本（
2
0
1
9
年
の
順
位
は
12
位
）に
つ

い
て
、
2
0
2
0
年
1
月
か
ら
2
0
2
2
年

8
月
末
ま
で
の
推
移
を
比
較
し
た
グ
ラ
フ
が

図
1
で
あ
る
。

　こ
の
図
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
国
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
い
た
、
い
わ

ば〝
観
光
立
国
〞と
い
え
る
国
々
の
間
で
も
、

そ
の
規
制
の
程
度
や
厳
格
化
・
緩
和
の
時
期

|
観
光
活
動
・
入
国
に
関
す
る
規
制
の
導

入
、
撤
廃
は
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
進
め

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　タ
イ
は
2
0
1
9
年
に
は
年
間
約
4
0
0

0
万
人
の
海
外
か
ら
の
観
光
客
を
迎
え
て
い

ま
し
た
が
、
2
0
2
0
年
4
月
以
降
、
実
質

的
な
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
行
わ
れ
、
観
光
客
の

移
動
も
大
き
く
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
航
空
便
の
運
休
が
増
え
た
こ
と
で
急

激
に
観
光
客
が
減
り
、
2
0
2
1
年
に
迎
え

た
海
外
か
ら
の
来
訪
客
は
40
万
人
程
で
し
た
。

　そ
の
中
で
、
タ
イ
で
は
何
段
階
か
の
ス

テ
ッ
プ
を
踏
み
な
が
ら
、
観
光
客
の
受
け
入

れ
再
開
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　ま
ず
、
2
0
2
0
年
10
月
に
90
日
間
の
滞

在
が
可
能
と
な
る
「S

pecial T
ourist 

V
isa

」（
以
下
、
S
T
V
）
の
発
行
を
開
始
し

ま
し
た
。そ
の
後
2
0
2
1
年
7
月
か
ら
は
、

海
外
の
観
光
客
に
人
気
の
あ
る
プ
ー
ケ
ッ
ト

に
限
定
す
る
形
で
、
地
域
内
で
自
由
に
観
光

客
が
往
来
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
プ
ー
ケ
ッ

ト
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
徐
々
に
そ
の
対
象
と
な
る
エ
リ

ア
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
到
着
前
後
の
検
査

結
果
が
陰
性
で
あ
れ
ば
自
由
に
国
内
の
旅
行

が
で
き
る
「T

E
S
T
&
G
O

」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

開
始
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
各
県
や
郡
を
旅
行
の
受
け
入
れ
可

否
の
程
度
で
ラ
ン
ク
分
け
し
ま
し
た
。「
地

域
住
民
の
70
％
以
上
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
完

了
」「
病
床
数
が
確
保
さ
れ
て
い
る
」「
感
染

率
が
基
準
以
下
で
あ
る
」と
い
う
地
域
を「
ブ

ル
ー
ゾ
ー
ン
」
と
し
て
優
先
的
に
観
光
客
を

受
け
入
れ
る
地
域
と
す
る
も
の
で
す
。
非
常

に
リ
ス
ク
の
高
い
地
域
は
濃
い
赤
、
そ
の
次

は
赤
、オ
レ
ン
ジ
、黄
色
、緑
、ブ
ル
ー
と
い
っ

た
色
分
け
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
観
光

地
と
し
て
の
取
り
組
み
に
関
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
、
つ
ま
り
「
ま
ず
は
緑
を
、
さ

ら
に
は
ブ
ル
ー
を
」
と
上
の
水
準
を
目
指
し

て
も
ら
う
と
い
う
意
図
も
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
タ
イ
を
訪
れ
る
観
光
客
に
安
全
と

安
心
を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
タ
イ
国
政

府
観
光
庁
（
以
下
、
T
A
T
）
は
保
健
省
と
共

同
で
事
業
者
の
健
康
安
全
基
準
「S

afety &
 

H
ealth A

dm
inistration

」（
通
称
S
H
A
：

シ
ャ
ー
）
を
設
け
ま
し
た
。
S
H
A
に
つ
い

て
は
段
階
的
に
充
実
を
図
っ
て
お
り
、
ま
ず
、

S
H
A
の
認
証
取
得
を
進
め
た
後
、
従
業
員

の
70
％
以
上
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
完
了
し
て

い
る
事
業
者
に
対
し
て
は
「S

H
A
 P
lu
s

」
と

い
う
、
よ
り
上
位
の
認
証
を
与
え
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　医
療
機
関
と
の
連
携
体
制
を
構
築
し
、
万

が
一
の
感
染
者
発
生
時
に
迅
速
に
対
象
者
を

移
送
で
き
る
ホ
テ
ル
に
は
、「S

H
A
 E
xtra 

P
lu
s

」
と
い
う
さ
ら
に
上
位
の
認
証
を
与
え

て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
様
々
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
中

で
、
確
実
に
観
光
客
の
人
数
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
2
0
2
2
年
に
入
っ

て
か
ら
は
状
況
が
か
な
り
良
い
方
向
へ
向

か
っ
て
お
り
、
2
0
2
2
年
の
1
月
か
ら
8

月
の
期
間
で
約
4
5
0
万
人
が
タ
イ
に
入
国

し
て
い
ま
す
（
注
：
9
月
20
日
時
点
で
は

6
0
0
万
人
を
超
え
て
い
る
）。
私
た
ち

T
A
T
を
統
括
す
る
観
光
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
と

は
、
今
後
の
航
空
便
の
運
航
増
加
を
見
据
え

て
1
0
0
0
万
人
を
目
指
す
と
い
う
話
も
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
タ
イ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、
他

の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
比
較
し
て
、
早
い
時

期
に
条
件
付
き
の
観
光
活
動
を
再
開
し
、
入

国
に
関
す
る
規
制
を
緩
和
、
撤
廃
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
の
背
景
に
あ
っ
た

主
な
要
因
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　コ
ロ
ナ
感
染
が
進
む
中
で
私
た
ち
が
開
国

に
踏
み
切
っ
た
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
全
て

の
観
光
業
界
の
収
入
が
、
国
全
体
の
G
D
P

の
お
よ
そ
20
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
、
ま
た

観
光
に
従
事
す
る
方
々
が
お
よ
そ
1
0
0
0

万
人
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
経
済
や
雇
用
に
お
け
る
観
光
の
重
要
性

が
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　こ
こ
2
〜
3
年
間
は
ほ
と
ん
ど
海
外
旅
行

へ
は
行
け
ず
、
常
に
世
界
中
の
多
く
の
人
々

が
「
今
ど
こ
に
行
け
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
と

も
代
表
者
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
本
来
、
保

健
省
や
内
務
省
な
ど
の
所
管
で
し
た
が
、
実

際
に
は
観
光
客
の
需
要
側
の
事
情
も
考
慮
し

て
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
T
A
T

が
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
も
と
も
と
の
T
A
T
の
業
務
は
国
家
の

観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
及
び
P
R
活
動
で

す
。
そ
の
中
で
こ
の
2
〜
3
年
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
本
来
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
以
外
の
仕
事

を
任
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
お
か
げ
さ

ま
で
良
い
方
向
に
物
事
が
動
い
て
き
て
お

り
、
私
た
ち
も
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　観
光
活
動
・
入
国
に
関
す
る
規
制
の
緩
和

や
撤
廃
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
は
、
責
任

を
持
っ
て
物
事
を
進
め
ら
れ
る
人
物
が
い
る

か
ど
う
か
が
、
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
タ
イ
で
も
S
N
S

等
を
通
じ
て
、
感
染
リ
ス
ク
を
憂
慮
す
る
一

部
の
医
療
専
門
家
か
ら
規
制
緩
和
を
進
め
よ

う
と
す
る
立
場
の
T
A
T
が
批
判
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
私
た
ち
は
広
い

視
点
で
国
の
経
済
を
死
な
せ
ず
に
ど
の
よ
う

に
動
か
し
て
い
く
の
か
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
首
相
も
非
常

に
難
し
い
決
断
を
迫
ら
れ
る
中
で
、
常
に
私

た
ち
と
一
緒
に
考
え
て
き
た
わ
け
で
す
。

　指
揮
を
執
る
首
相
や
観
光
ス
ポ
ー
ツ
大
臣

に
対
し
て
、
T
A
T
も
直
接
意
見
を
具
申
す

る
形
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
対
応
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
プ
ー
ケ
ッ
ト
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
の

例
で
は
、
2
0
2
1
年
10
月
か
ら
の
当
初
の

予
定
を
早
め
、
7
月
か
ら
運
用
す
る
こ
と
を

要
求
し
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
同
時
に
プ
ー

ケ
ッ
ト
県
知
事
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、
地
域
の
観
光
業
者
も
要
求
を
政
府
に
出

し
て
き
ま
し
た
。
住
民
も
積
極
的
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
進
め
、
協
力
的
な
面
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

|
国
外
か
ら
の
来
訪
に
関
す
る
規
制
を
ほ

ぼ
撤
廃
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
国
民
の
反
応

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

＊

　直
接
観
光
に
携
わ
っ
て
い
な
く
て
も
、
多

く
の
タ
イ
国
民
は
観
光
業
の
危
機
と
は
即
ち

国
家
経
済
の
危
機
を
意
味
し
、
そ
れ
は
明
ら

か
に
自
分
の
生
活
に
も
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す

で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
皆
さ
ん
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
大
き
な
反
対
意
見
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　も
ち
ろ
ん
人
の
移
動
が
増
え
れ
ば
、
感
染

の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま

し
た
が
、
前
述
の
通
り
、
エ
リ
ア
別
に
細
か

く
規
制
の
色
分
け
を
し
、
対
策
を
講
じ
ま
し

た
。
初
期
段
階
で
は
感
染
者
が
見
つ
か
る
と
、

差
別
的
な
扱
い
を
す
る
よ
う
な
状
況
も
見
ら

れ
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
こ
と
を
繰
り
返
す

中
で
、
実
は
そ
こ
ま
で
大
き
な
影
響
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
国
民
全
体
が
経
験
と
し
て
学

ん
で
、
国
民
的
な
意
識
と
し
てC

O
V
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9

は
他
の
感
染
症
と
同
程
度
の
感
覚
に
な
り
つ

つ
あ
る
よ
う
で
す
。

|
日
本
の
観
光
の
現
状
を
ご
覧
に
な
っ
て

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

＊

　私
た
ち
は
今
後
、
日
本
政
府
が
ど
の
よ
う

に
規
制
緩
和
を
し
て
い
く
の
か
を
注
視
し
て

い
ま
す
。
日
本
は
水
際
対
策
と
し
て
、
人
数

制
限
を
設
け
、
観
光
客
は
ビ
ザ
取
得
が
必
要

な
状
態
に
戻
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
多

く
の
タ
イ
人
が
日
本
へ
行
き
た
く
て
仕
方
な

い
状
態
で
す
。
実
際
に
先
に
開
国
し
た
韓
国

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
に
は
、
タ
イ
人
の
富
裕

層
が
旅
行
を
し
始
め
て
い
ま
す
。
日
本
が
い

つ
無
条
件
で
受
け
入
れ
を
開
始
す
る
の
か
を

心
待
ち
に
し
て
い
る
の
で
す
。
一
律
に
水
際

対
策
を
緩
和
す
る
の
で
は
な
く
、
タ
イ
の

プ
ー
ケ
ッ
ト
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
の
よ
う
な

地
域
を
区
切
っ
た
段
階
的
な
対
策
、
例
え
ば

あ
る
条
件
で
一
定
期
間
規
制
を
緩
和
し
、
そ

の
結
果
を
評
価
し
つ
つ
、
大
丈
夫
な
ら
も
う

少
し
緩
め
て
み
よ
う
、
と
い
っ
た
段
階
を
踏

め
る
と
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　私
た
ち
の
取
り
組
み
で
皆
さ
ん
の
参
考
に

な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
今
後
も
ぜ
ひ
情
報
提

供
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
29
日

聞
き
手
：
観
光
政
策
研
究
部
・

　菅
野
正
洋
、
柿
島
あ
か
ね
）

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
探
し
を
し
て
い
る
と

い
う
状
態
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
理

解
し
た
上
で
タ
イ
は
、「
一
歩
先
に
開
国
を

す
べ
き
だ
」
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

|
観
光
活
動
・
入
国
に
関
す
る
規
制
の
緩

和
、
撤
廃
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
重
視
し
た

の
は
ど
の
よ
う
な
点
で
し
ょ
う
か
。

＊

　開
国
に
お
け
る
防
疫
対
策
を
検
討
す
る
に

当
た
り
、
当
初
の
観
光
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
の
考

え
と
し
て
は
、「
お
客
様
を
空
港
で
30
分
以

上
留
め
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
政
府
側
で
一
方
的

に
決
め
る
の
で
は
な
く
、
海
外
か
ら
訪
れ
る

お
客
様
が
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
や
意
識
を

持
っ
て
い
る
か
を
重
視
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
点
が
特
徴
で
す
。

　外
国
人
の
受
け
入
れ
再
開
に
つ
い
て
は
、

「
3
P
」す
な
わ
ちP

ublic

、Private

、People

の
各
視
点
を
重
視
し
ま
し
た
。

　ま
ずP

u
b
lic

の
視
点
と
し
て
は
、
特
に

地
方
自
治
体
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
安
全
を

確
保
し
、
防
疫
対
策
を
取
る
か
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　次
のP

rivate

は
、
観
光
関
連
事
業
者
が

観
光
客
の
安
全
を
守
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な

協
力
体
制
を
取
り
う
る
の
か
と
い
う
点
で
あ

り
、
す
な
わ
ち
前
述
の
健
康
安
全
基
準

S
H
A
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　そ
し
て
、
一
番
大
切
な
視
点
が
3
番
目
の

P
eo
p
le

で
す
。
観
光
地
で
外
国
人
か
ら
観

光
客
を
受
け
入
れ
る
に
当
た
っ
て
、
地
域
住

民
が
自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
に
も
、
ワ
ク

チ
ン
を
積
極
的
に
接
種
し
準
備
を
整
え
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　最
初
に
S
T
V
を
始
め
た
と
き
は
、
様
々

な
観
光
地
や
地
方
自
治
体
か
ら
「
住
民
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
十
分
に
行
き
届
い
て
い
な
い

状
態
で
外
国
人
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
こ
と

に
は
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
」
と
い
う

声
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
りP

eo
p
le

の
視

点
が
充
実
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
よ
う
な
厳
し
い
条
件
の
中
で
タ
イ
政
府

は
、
で
き
る
だ
け
迅
速
に
ワ
ク
チ
ン
を
提
供

し
て
き
ま
し
た
。
国
民
も
観
光
再
開
の
必
要

性
を
理
解
し
協
力
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　防
疫
対
策
に
関
係
す
る
事
業
者
や
機
関
が

安
全
性
を
信
頼
で
き
る
か
と
い
う
点
に
一
番

気
を
付
け
て
き
ま
し
た
。
前
述
の
ブ
ル
ー

ゾ
ー
ン
を
設
け
て
、
観
光
客
を
受
け
入
れ
て

本
当
に
安
全
だ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
い
の
声

も
出
ま
し
た
が
、
入
国
前
と
到
着
後
す
ぐ
の

陰
性
確
認
や
、
所
定
エ
リ
ア
で
の
14
日
間
の

隔
離
措
置
な
ど
に
よ
り
、
ブ
ル
ー
ゾ
ー
ン
で

は
感
染
率
が
目
立
っ
て
高
ま
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　タ
イ
で
は
様
々
な
規
制
を
政
府
が
決
め
、

民
間
事
業
者
が
そ
れ
に
従
う
と
い
う
形
で
す

が
、
民
間
事
業
者
に
対
す
る
規
制
が
強
過
ぎ

る
と
経
営
に
大
き
な
影
響
が
出
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
い
か
に
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら

進
め
る
か
と
い
う
点
に
注
意
を
払
っ
て
き
ま

し
た
。

　例
え
ば
、「
デ
ー
タ
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

と
し
て
デ
ー
タ
を
重
視
し
た
取
り
組
み
を
進

め
た
こ
と
も
特
徴
で
す
。

　プ
ー
ケ
ッ
ト
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
で
は
、

外
国
人
観
光
客
数
と
そ
の
陽
性
者
数
、
住
民

の
陽
性
者
数
な
ど
を
プ
ー
ケ
ッ
ト
各
地
の
保

健
所
が
把
握
し
、
政
府
に
レ
ポ
ー
ト
と
し
て

提
出
し
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
ホ
テ
ル
の
予
約
状
況
や
航
空
会
社

の
今
後
の
運
航
予
想
か
ら
、
今
後
の
観
光
客

数
や
必
要
な
受
け
入
れ
態
勢
を
検
討
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
滞
在
日

数
が
短
い
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
観
光

客
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
た
上
に
、
観
光
客
か
ら
確
認
さ
れ
る
陽
性

者
数
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
開
国
に

伴
う
イ
ン
パ
ク
ト
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
状
況
を

常
に
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
わ
け
で

す
。　感

染
状
況
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、
保
健
省

の
医
療
専
門
家
チ
ー
ム
が
作
成
し
て
い
ま

す
。
T
A
T
と
し
て
は
海
外
に
29
カ
所
の
事

務
所
を
構
え
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
々
で

の
国
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
や
、
海
外
旅
行

に
対
す
る
需
要
の
高
ま
り
、
出
国
に
関
す
る

規
制
の
状
況
等
を
把
握
し
、
政
府
内
で
報
告

し
て
き
ま
し
た
。
T
A
T
は
開
国
に
向
け
て

準
備
を
し
つ
つ
、
保
健
省
の
医
療
専
門
家
た

ち
は
リ
ス
ク
を
前
提
と
し
た
規
制
を
主
張
す

る
中
で
い
か
に
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
く

か
、
非
常
に
難
し
い
部
分
は
あ
り
ま
し
た
。

|
観
光
活
動
・
入
国
に
関
す
る
規
制
の
緩

和
、
撤
廃
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
政
策
決

定
を
主
導
す
る
の
は
ど
の
よ
う
な
主
体
な
の

で
し
ょ
う
か
。

＊

　タ
イ
で
は
、
国
レ
ベ
ル
の
防
疫
対
策
の
方

針
を
決
定
す
る
組
織
と
し
て
C
C
S
A

（C
en
tre fo

r C
O
V
ID
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 S
itu
atio
n
 

A
d
m
in
istratio

n

）
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
ト
ッ
プ
が
首
相
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
一
連
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て
も
最
高
責

任
者
と
し
て
首
相
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

　C
C
S
A
に
は
医
師
会
や
関
係
省
庁
か
ら
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5.
お
わ
り
に

（
略
歴
）タ
イ
国
工
業
省
国
立
食

品
研
究
所
所
長
、同
工
業
省
中

央
振
興
局
長
、公
共
セ
ク
タ
ー

開
発
委
員
会
上
級
顧
問
、

M
COT Public Com

pany 
Lim
ited

（
タ
イ
の
政
府
系
メ
デ

ィ
ア
企
業
）上
級
副
社
長
等
を
経
て
現
職
。チ
ュ
ラ
ロ

ン
コ
ン
大
学
卒
業
。日
本
の
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
へ

の
留
学
経
験
を
有
す
る
。
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|
観
光
活
動
・
入
国
に
関
す
る
規
制
の
導

入
、
撤
廃
は
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
進
め

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　タ
イ
は
2
0
1
9
年
に
は
年
間
約
4
0
0

0
万
人
の
海
外
か
ら
の
観
光
客
を
迎
え
て
い

ま
し
た
が
、
2
0
2
0
年
4
月
以
降
、
実
質

的
な
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
行
わ
れ
、
観
光
客
の

移
動
も
大
き
く
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
航
空
便
の
運
休
が
増
え
た
こ
と
で
急

激
に
観
光
客
が
減
り
、
2
0
2
1
年
に
迎
え

た
海
外
か
ら
の
来
訪
客
は
40
万
人
程
で
し
た
。

　そ
の
中
で
、
タ
イ
で
は
何
段
階
か
の
ス

テ
ッ
プ
を
踏
み
な
が
ら
、
観
光
客
の
受
け
入

れ
再
開
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　ま
ず
、
2
0
2
0
年
10
月
に
90
日
間
の
滞

在
が
可
能
と
な
る
「S

pecial T
ourist 

V
isa

」（
以
下
、
S
T
V
）
の
発
行
を
開
始
し

ま
し
た
。そ
の
後
2
0
2
1
年
7
月
か
ら
は
、

海
外
の
観
光
客
に
人
気
の
あ
る
プ
ー
ケ
ッ
ト

に
限
定
す
る
形
で
、
地
域
内
で
自
由
に
観
光

客
が
往
来
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
プ
ー
ケ
ッ

ト
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
徐
々
に
そ
の
対
象
と
な
る
エ
リ

ア
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
到
着
前
後
の
検
査

結
果
が
陰
性
で
あ
れ
ば
自
由
に
国
内
の
旅
行

が
で
き
る
「T

E
S
T
&
G
O

」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

開
始
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
各
県
や
郡
を
旅
行
の
受
け
入
れ
可

否
の
程
度
で
ラ
ン
ク
分
け
し
ま
し
た
。「
地

域
住
民
の
70
％
以
上
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
完

了
」「
病
床
数
が
確
保
さ
れ
て
い
る
」「
感
染

率
が
基
準
以
下
で
あ
る
」と
い
う
地
域
を「
ブ

ル
ー
ゾ
ー
ン
」
と
し
て
優
先
的
に
観
光
客
を

受
け
入
れ
る
地
域
と
す
る
も
の
で
す
。
非
常

に
リ
ス
ク
の
高
い
地
域
は
濃
い
赤
、
そ
の
次

は
赤
、オ
レ
ン
ジ
、黄
色
、緑
、ブ
ル
ー
と
い
っ

た
色
分
け
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
観
光

地
と
し
て
の
取
り
組
み
に
関
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
、
つ
ま
り
「
ま
ず
は
緑
を
、
さ

ら
に
は
ブ
ル
ー
を
」
と
上
の
水
準
を
目
指
し

て
も
ら
う
と
い
う
意
図
も
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
タ
イ
を
訪
れ
る
観
光
客
に
安
全
と

安
心
を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
タ
イ
国
政

府
観
光
庁
（
以
下
、
T
A
T
）
は
保
健
省
と
共

同
で
事
業
者
の
健
康
安
全
基
準
「S

afety &
 

H
ealth A

dm
inistration

」（
通
称
S
H
A
：

シ
ャ
ー
）
を
設
け
ま
し
た
。
S
H
A
に
つ
い

て
は
段
階
的
に
充
実
を
図
っ
て
お
り
、
ま
ず
、

S
H
A
の
認
証
取
得
を
進
め
た
後
、
従
業
員

の
70
％
以
上
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
完
了
し
て

い
る
事
業
者
に
対
し
て
は
「S

H
A
 P
lu
s

」
と

い
う
、
よ
り
上
位
の
認
証
を
与
え
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　医
療
機
関
と
の
連
携
体
制
を
構
築
し
、
万

が
一
の
感
染
者
発
生
時
に
迅
速
に
対
象
者
を

移
送
で
き
る
ホ
テ
ル
に
は
、「S

H
A
 E
xtra 

P
lu
s

」
と
い
う
さ
ら
に
上
位
の
認
証
を
与
え

て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
様
々
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
中

で
、
確
実
に
観
光
客
の
人
数
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
2
0
2
2
年
に
入
っ

て
か
ら
は
状
況
が
か
な
り
良
い
方
向
へ
向

か
っ
て
お
り
、
2
0
2
2
年
の
1
月
か
ら
8

月
の
期
間
で
約
4
5
0
万
人
が
タ
イ
に
入
国

し
て
い
ま
す
（
注
：
9
月
20
日
時
点
で
は

6
0
0
万
人
を
超
え
て
い
る
）。
私
た
ち

T
A
T
を
統
括
す
る
観
光
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
と

は
、
今
後
の
航
空
便
の
運
航
増
加
を
見
据
え

て
1
0
0
0
万
人
を
目
指
す
と
い
う
話
も
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
タ
イ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、
他

の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
比
較
し
て
、
早
い
時

期
に
条
件
付
き
の
観
光
活
動
を
再
開
し
、
入

国
に
関
す
る
規
制
を
緩
和
、
撤
廃
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
の
背
景
に
あ
っ
た

主
な
要
因
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　コ
ロ
ナ
感
染
が
進
む
中
で
私
た
ち
が
開
国

に
踏
み
切
っ
た
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
全
て

の
観
光
業
界
の
収
入
が
、
国
全
体
の
G
D
P

の
お
よ
そ
20
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
、
ま
た

観
光
に
従
事
す
る
方
々
が
お
よ
そ
1
0
0
0

万
人
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
経
済
や
雇
用
に
お
け
る
観
光
の
重
要
性

が
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　こ
こ
2
〜
3
年
間
は
ほ
と
ん
ど
海
外
旅
行

へ
は
行
け
ず
、
常
に
世
界
中
の
多
く
の
人
々

が
「
今
ど
こ
に
行
け
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
と

も
代
表
者
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
本
来
、
保

健
省
や
内
務
省
な
ど
の
所
管
で
し
た
が
、
実

際
に
は
観
光
客
の
需
要
側
の
事
情
も
考
慮
し

て
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
T
A
T

が
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
も
と
も
と
の
T
A
T
の
業
務
は
国
家
の

観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
及
び
P
R
活
動
で

す
。
そ
の
中
で
こ
の
2
〜
3
年
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
本
来
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
以
外
の
仕
事

を
任
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
お
か
げ
さ

ま
で
良
い
方
向
に
物
事
が
動
い
て
き
て
お

り
、
私
た
ち
も
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　観
光
活
動
・
入
国
に
関
す
る
規
制
の
緩
和

や
撤
廃
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
は
、
責
任

を
持
っ
て
物
事
を
進
め
ら
れ
る
人
物
が
い
る

か
ど
う
か
が
、
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
タ
イ
で
も
S
N
S

等
を
通
じ
て
、
感
染
リ
ス
ク
を
憂
慮
す
る
一

部
の
医
療
専
門
家
か
ら
規
制
緩
和
を
進
め
よ

う
と
す
る
立
場
の
T
A
T
が
批
判
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
私
た
ち
は
広
い

視
点
で
国
の
経
済
を
死
な
せ
ず
に
ど
の
よ
う

に
動
か
し
て
い
く
の
か
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
首
相
も
非
常

に
難
し
い
決
断
を
迫
ら
れ
る
中
で
、
常
に
私

た
ち
と
一
緒
に
考
え
て
き
た
わ
け
で
す
。

　指
揮
を
執
る
首
相
や
観
光
ス
ポ
ー
ツ
大
臣

に
対
し
て
、
T
A
T
も
直
接
意
見
を
具
申
す

る
形
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
対
応
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
プ
ー
ケ
ッ
ト
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
の

例
で
は
、
2
0
2
1
年
10
月
か
ら
の
当
初
の

予
定
を
早
め
、
7
月
か
ら
運
用
す
る
こ
と
を

要
求
し
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
同
時
に
プ
ー

ケ
ッ
ト
県
知
事
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、
地
域
の
観
光
業
者
も
要
求
を
政
府
に
出

し
て
き
ま
し
た
。
住
民
も
積
極
的
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
進
め
、
協
力
的
な
面
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

|
国
外
か
ら
の
来
訪
に
関
す
る
規
制
を
ほ

ぼ
撤
廃
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
国
民
の
反
応

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

＊

　直
接
観
光
に
携
わ
っ
て
い
な
く
て
も
、
多

く
の
タ
イ
国
民
は
観
光
業
の
危
機
と
は
即
ち

国
家
経
済
の
危
機
を
意
味
し
、
そ
れ
は
明
ら

か
に
自
分
の
生
活
に
も
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す

で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
皆
さ
ん
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
大
き
な
反
対
意
見
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　も
ち
ろ
ん
人
の
移
動
が
増
え
れ
ば
、
感
染

の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま

し
た
が
、
前
述
の
通
り
、
エ
リ
ア
別
に
細
か

く
規
制
の
色
分
け
を
し
、
対
策
を
講
じ
ま
し

た
。
初
期
段
階
で
は
感
染
者
が
見
つ
か
る
と
、

差
別
的
な
扱
い
を
す
る
よ
う
な
状
況
も
見
ら

れ
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
こ
と
を
繰
り
返
す

中
で
、
実
は
そ
こ
ま
で
大
き
な
影
響
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
国
民
全
体
が
経
験
と
し
て
学

ん
で
、
国
民
的
な
意
識
と
し
てC

O
V
ID
-1
9

は
他
の
感
染
症
と
同
程
度
の
感
覚
に
な
り
つ

つ
あ
る
よ
う
で
す
。

|
日
本
の
観
光
の
現
状
を
ご
覧
に
な
っ
て

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

＊

　私
た
ち
は
今
後
、
日
本
政
府
が
ど
の
よ
う

に
規
制
緩
和
を
し
て
い
く
の
か
を
注
視
し
て

い
ま
す
。
日
本
は
水
際
対
策
と
し
て
、
人
数

制
限
を
設
け
、
観
光
客
は
ビ
ザ
取
得
が
必
要

な
状
態
に
戻
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
多

く
の
タ
イ
人
が
日
本
へ
行
き
た
く
て
仕
方
な

い
状
態
で
す
。
実
際
に
先
に
開
国
し
た
韓
国

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
に
は
、
タ
イ
人
の
富
裕

層
が
旅
行
を
し
始
め
て
い
ま
す
。
日
本
が
い

つ
無
条
件
で
受
け
入
れ
を
開
始
す
る
の
か
を

心
待
ち
に
し
て
い
る
の
で
す
。
一
律
に
水
際

対
策
を
緩
和
す
る
の
で
は
な
く
、
タ
イ
の

プ
ー
ケ
ッ
ト
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
の
よ
う
な

地
域
を
区
切
っ
た
段
階
的
な
対
策
、
例
え
ば

あ
る
条
件
で
一
定
期
間
規
制
を
緩
和
し
、
そ

の
結
果
を
評
価
し
つ
つ
、
大
丈
夫
な
ら
も
う

少
し
緩
め
て
み
よ
う
、
と
い
っ
た
段
階
を
踏

め
る
と
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　私
た
ち
の
取
り
組
み
で
皆
さ
ん
の
参
考
に

な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
今
後
も
ぜ
ひ
情
報
提

供
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
29
日

聞
き
手
：
観
光
政
策
研
究
部
・

　菅
野
正
洋
、
柿
島
あ
か
ね
）

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
探
し
を
し
て
い
る
と

い
う
状
態
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
理

解
し
た
上
で
タ
イ
は
、「
一
歩
先
に
開
国
を

す
べ
き
だ
」
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

|
観
光
活
動
・
入
国
に
関
す
る
規
制
の
緩

和
、
撤
廃
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
重
視
し
た

の
は
ど
の
よ
う
な
点
で
し
ょ
う
か
。

＊

　開
国
に
お
け
る
防
疫
対
策
を
検
討
す
る
に

当
た
り
、
当
初
の
観
光
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
の
考

え
と
し
て
は
、「
お
客
様
を
空
港
で
30
分
以

上
留
め
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
政
府
側
で
一
方
的

に
決
め
る
の
で
は
な
く
、
海
外
か
ら
訪
れ
る

お
客
様
が
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
や
意
識
を

持
っ
て
い
る
か
を
重
視
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
点
が
特
徴
で
す
。

　外
国
人
の
受
け
入
れ
再
開
に
つ
い
て
は
、

「
3
P
」す
な
わ
ちP

ublic

、Private

、People

の
各
視
点
を
重
視
し
ま
し
た
。

　ま
ずP

u
b
lic

の
視
点
と
し
て
は
、
特
に

地
方
自
治
体
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
安
全
を

確
保
し
、
防
疫
対
策
を
取
る
か
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　次
のP

rivate

は
、
観
光
関
連
事
業
者
が

観
光
客
の
安
全
を
守
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な

協
力
体
制
を
取
り
う
る
の
か
と
い
う
点
で
あ

り
、
す
な
わ
ち
前
述
の
健
康
安
全
基
準

S
H
A
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　そ
し
て
、
一
番
大
切
な
視
点
が
3
番
目
の

P
eo
p
le

で
す
。
観
光
地
で
外
国
人
か
ら
観

光
客
を
受
け
入
れ
る
に
当
た
っ
て
、
地
域
住

民
が
自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
に
も
、
ワ
ク

チ
ン
を
積
極
的
に
接
種
し
準
備
を
整
え
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　最
初
に
S
T
V
を
始
め
た
と
き
は
、
様
々

な
観
光
地
や
地
方
自
治
体
か
ら
「
住
民
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
十
分
に
行
き
届
い
て
い
な
い

状
態
で
外
国
人
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
こ
と

に
は
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
」
と
い
う

声
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
りP

eo
p
le

の
視

点
が
充
実
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
よ
う
な
厳
し
い
条
件
の
中
で
タ
イ
政
府

は
、
で
き
る
だ
け
迅
速
に
ワ
ク
チ
ン
を
提
供

し
て
き
ま
し
た
。
国
民
も
観
光
再
開
の
必
要

性
を
理
解
し
協
力
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　防
疫
対
策
に
関
係
す
る
事
業
者
や
機
関
が

安
全
性
を
信
頼
で
き
る
か
と
い
う
点
に
一
番

気
を
付
け
て
き
ま
し
た
。
前
述
の
ブ
ル
ー

ゾ
ー
ン
を
設
け
て
、
観
光
客
を
受
け
入
れ
て

本
当
に
安
全
だ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
い
の
声

も
出
ま
し
た
が
、
入
国
前
と
到
着
後
す
ぐ
の

陰
性
確
認
や
、
所
定
エ
リ
ア
で
の
14
日
間
の

隔
離
措
置
な
ど
に
よ
り
、
ブ
ル
ー
ゾ
ー
ン
で

は
感
染
率
が
目
立
っ
て
高
ま
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　タ
イ
で
は
様
々
な
規
制
を
政
府
が
決
め
、

民
間
事
業
者
が
そ
れ
に
従
う
と
い
う
形
で
す

が
、
民
間
事
業
者
に
対
す
る
規
制
が
強
過
ぎ

る
と
経
営
に
大
き
な
影
響
が
出
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
い
か
に
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら

進
め
る
か
と
い
う
点
に
注
意
を
払
っ
て
き
ま

し
た
。

　例
え
ば
、「
デ
ー
タ
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

と
し
て
デ
ー
タ
を
重
視
し
た
取
り
組
み
を
進

め
た
こ
と
も
特
徴
で
す
。

　プ
ー
ケ
ッ
ト
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
で
は
、

外
国
人
観
光
客
数
と
そ
の
陽
性
者
数
、
住
民

の
陽
性
者
数
な
ど
を
プ
ー
ケ
ッ
ト
各
地
の
保

健
所
が
把
握
し
、
政
府
に
レ
ポ
ー
ト
と
し
て

提
出
し
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
ホ
テ
ル
の
予
約
状
況
や
航
空
会
社

の
今
後
の
運
航
予
想
か
ら
、
今
後
の
観
光
客

数
や
必
要
な
受
け
入
れ
態
勢
を
検
討
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
滞
在
日

数
が
短
い
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
観
光

客
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
た
上
に
、
観
光
客
か
ら
確
認
さ
れ
る
陽
性

者
数
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
開
国
に

伴
う
イ
ン
パ
ク
ト
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
状
況
を

常
に
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
わ
け
で

す
。　感

染
状
況
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、
保
健
省

の
医
療
専
門
家
チ
ー
ム
が
作
成
し
て
い
ま

す
。
T
A
T
と
し
て
は
海
外
に
29
カ
所
の
事

務
所
を
構
え
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
々
で

の
国
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
や
、
海
外
旅
行

に
対
す
る
需
要
の
高
ま
り
、
出
国
に
関
す
る

規
制
の
状
況
等
を
把
握
し
、
政
府
内
で
報
告

し
て
き
ま
し
た
。
T
A
T
は
開
国
に
向
け
て

準
備
を
し
つ
つ
、
保
健
省
の
医
療
専
門
家
た

ち
は
リ
ス
ク
を
前
提
と
し
た
規
制
を
主
張
す

る
中
で
い
か
に
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
く

か
、
非
常
に
難
し
い
部
分
は
あ
り
ま
し
た
。

|
観
光
活
動
・
入
国
に
関
す
る
規
制
の
緩

和
、
撤
廃
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
政
策
決

定
を
主
導
す
る
の
は
ど
の
よ
う
な
主
体
な
の

で
し
ょ
う
か
。

＊

　タ
イ
で
は
、
国
レ
ベ
ル
の
防
疫
対
策
の
方

針
を
決
定
す
る
組
織
と
し
て
C
C
S
A

（C
en
tre fo

r C
O
V
ID
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 S
itu
atio
n
 

A
d
m
in
istratio

n

）
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
ト
ッ
プ
が
首
相
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
一
連
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て
も
最
高
責

任
者
と
し
て
首
相
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

　C
C
S
A
に
は
医
師
会
や
関
係
省
庁
か
ら

諸外国の「国外からの入国に関する規制」の動向2
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|
観
光
活
動
・
入
国
に
関
す
る
規
制
の
導

入
、
撤
廃
は
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
進
め

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　タ
イ
は
2
0
1
9
年
に
は
年
間
約
4
0
0

0
万
人
の
海
外
か
ら
の
観
光
客
を
迎
え
て
い

ま
し
た
が
、
2
0
2
0
年
4
月
以
降
、
実
質

的
な
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
行
わ
れ
、
観
光
客
の

移
動
も
大
き
く
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
航
空
便
の
運
休
が
増
え
た
こ
と
で
急

激
に
観
光
客
が
減
り
、
2
0
2
1
年
に
迎
え

た
海
外
か
ら
の
来
訪
客
は
40
万
人
程
で
し
た
。

　そ
の
中
で
、
タ
イ
で
は
何
段
階
か
の
ス

テ
ッ
プ
を
踏
み
な
が
ら
、
観
光
客
の
受
け
入

れ
再
開
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　ま
ず
、
2
0
2
0
年
10
月
に
90
日
間
の
滞

在
が
可
能
と
な
る
「S

pecial T
ourist 

V
isa

」（
以
下
、
S
T
V
）
の
発
行
を
開
始
し

ま
し
た
。そ
の
後
2
0
2
1
年
7
月
か
ら
は
、

海
外
の
観
光
客
に
人
気
の
あ
る
プ
ー
ケ
ッ
ト

に
限
定
す
る
形
で
、
地
域
内
で
自
由
に
観
光

客
が
往
来
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
プ
ー
ケ
ッ

ト
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
徐
々
に
そ
の
対
象
と
な
る
エ
リ

ア
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
到
着
前
後
の
検
査

結
果
が
陰
性
で
あ
れ
ば
自
由
に
国
内
の
旅
行

が
で
き
る
「T

E
S
T
&
G
O

」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

開
始
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
各
県
や
郡
を
旅
行
の
受
け
入
れ
可

否
の
程
度
で
ラ
ン
ク
分
け
し
ま
し
た
。「
地

域
住
民
の
70
％
以
上
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
完

了
」「
病
床
数
が
確
保
さ
れ
て
い
る
」「
感
染

率
が
基
準
以
下
で
あ
る
」と
い
う
地
域
を「
ブ

ル
ー
ゾ
ー
ン
」
と
し
て
優
先
的
に
観
光
客
を

受
け
入
れ
る
地
域
と
す
る
も
の
で
す
。
非
常

に
リ
ス
ク
の
高
い
地
域
は
濃
い
赤
、
そ
の
次

は
赤
、オ
レ
ン
ジ
、黄
色
、緑
、ブ
ル
ー
と
い
っ

た
色
分
け
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
観
光

地
と
し
て
の
取
り
組
み
に
関
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
、
つ
ま
り
「
ま
ず
は
緑
を
、
さ

ら
に
は
ブ
ル
ー
を
」
と
上
の
水
準
を
目
指
し

て
も
ら
う
と
い
う
意
図
も
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
タ
イ
を
訪
れ
る
観
光
客
に
安
全
と

安
心
を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
タ
イ
国
政

府
観
光
庁
（
以
下
、
T
A
T
）
は
保
健
省
と
共

同
で
事
業
者
の
健
康
安
全
基
準
「S

afety &
 

H
ealth A

dm
inistration

」（
通
称
S
H
A
：

シ
ャ
ー
）
を
設
け
ま
し
た
。
S
H
A
に
つ
い

て
は
段
階
的
に
充
実
を
図
っ
て
お
り
、
ま
ず
、

S
H
A
の
認
証
取
得
を
進
め
た
後
、
従
業
員

の
70
％
以
上
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
完
了
し
て

い
る
事
業
者
に
対
し
て
は
「S

H
A
 P
lu
s

」
と

い
う
、
よ
り
上
位
の
認
証
を
与
え
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　医
療
機
関
と
の
連
携
体
制
を
構
築
し
、
万

が
一
の
感
染
者
発
生
時
に
迅
速
に
対
象
者
を

移
送
で
き
る
ホ
テ
ル
に
は
、「S

H
A
 E
xtra 

P
lu
s

」
と
い
う
さ
ら
に
上
位
の
認
証
を
与
え

て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
様
々
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
中

で
、
確
実
に
観
光
客
の
人
数
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
2
0
2
2
年
に
入
っ

て
か
ら
は
状
況
が
か
な
り
良
い
方
向
へ
向

か
っ
て
お
り
、
2
0
2
2
年
の
1
月
か
ら
8

月
の
期
間
で
約
4
5
0
万
人
が
タ
イ
に
入
国

し
て
い
ま
す
（
注
：
9
月
20
日
時
点
で
は

6
0
0
万
人
を
超
え
て
い
る
）。
私
た
ち

T
A
T
を
統
括
す
る
観
光
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
と

は
、
今
後
の
航
空
便
の
運
航
増
加
を
見
据
え

て
1
0
0
0
万
人
を
目
指
す
と
い
う
話
も
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
タ
イ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、
他

の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
比
較
し
て
、
早
い
時

期
に
条
件
付
き
の
観
光
活
動
を
再
開
し
、
入

国
に
関
す
る
規
制
を
緩
和
、
撤
廃
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
の
背
景
に
あ
っ
た

主
な
要
因
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　コ
ロ
ナ
感
染
が
進
む
中
で
私
た
ち
が
開
国

に
踏
み
切
っ
た
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
全
て

の
観
光
業
界
の
収
入
が
、
国
全
体
の
G
D
P

の
お
よ
そ
20
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
、
ま
た

観
光
に
従
事
す
る
方
々
が
お
よ
そ
1
0
0
0

万
人
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
経
済
や
雇
用
に
お
け
る
観
光
の
重
要
性

が
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　こ
こ
2
〜
3
年
間
は
ほ
と
ん
ど
海
外
旅
行

へ
は
行
け
ず
、
常
に
世
界
中
の
多
く
の
人
々

が
「
今
ど
こ
に
行
け
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
と

も
代
表
者
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
本
来
、
保

健
省
や
内
務
省
な
ど
の
所
管
で
し
た
が
、
実

際
に
は
観
光
客
の
需
要
側
の
事
情
も
考
慮
し

て
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
T
A
T

が
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
も
と
も
と
の
T
A
T
の
業
務
は
国
家
の

観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
及
び
P
R
活
動
で

す
。
そ
の
中
で
こ
の
2
〜
3
年
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
本
来
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
以
外
の
仕
事

を
任
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
お
か
げ
さ

ま
で
良
い
方
向
に
物
事
が
動
い
て
き
て
お

り
、
私
た
ち
も
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　観
光
活
動
・
入
国
に
関
す
る
規
制
の
緩
和

や
撤
廃
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
は
、
責
任

を
持
っ
て
物
事
を
進
め
ら
れ
る
人
物
が
い
る

か
ど
う
か
が
、
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
タ
イ
で
も
S
N
S

等
を
通
じ
て
、
感
染
リ
ス
ク
を
憂
慮
す
る
一

部
の
医
療
専
門
家
か
ら
規
制
緩
和
を
進
め
よ

う
と
す
る
立
場
の
T
A
T
が
批
判
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
私
た
ち
は
広
い

視
点
で
国
の
経
済
を
死
な
せ
ず
に
ど
の
よ
う

に
動
か
し
て
い
く
の
か
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
首
相
も
非
常

に
難
し
い
決
断
を
迫
ら
れ
る
中
で
、
常
に
私

た
ち
と
一
緒
に
考
え
て
き
た
わ
け
で
す
。

　指
揮
を
執
る
首
相
や
観
光
ス
ポ
ー
ツ
大
臣

に
対
し
て
、
T
A
T
も
直
接
意
見
を
具
申
す

る
形
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
対
応
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
プ
ー
ケ
ッ
ト
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
の

例
で
は
、
2
0
2
1
年
10
月
か
ら
の
当
初
の

予
定
を
早
め
、
7
月
か
ら
運
用
す
る
こ
と
を

要
求
し
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
同
時
に
プ
ー

ケ
ッ
ト
県
知
事
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、
地
域
の
観
光
業
者
も
要
求
を
政
府
に
出

し
て
き
ま
し
た
。
住
民
も
積
極
的
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
進
め
、
協
力
的
な
面
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

|
国
外
か
ら
の
来
訪
に
関
す
る
規
制
を
ほ

ぼ
撤
廃
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
国
民
の
反
応

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

＊

　直
接
観
光
に
携
わ
っ
て
い
な
く
て
も
、
多

く
の
タ
イ
国
民
は
観
光
業
の
危
機
と
は
即
ち

国
家
経
済
の
危
機
を
意
味
し
、
そ
れ
は
明
ら

か
に
自
分
の
生
活
に
も
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す

で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
皆
さ
ん
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
大
き
な
反
対
意
見
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　も
ち
ろ
ん
人
の
移
動
が
増
え
れ
ば
、
感
染

の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま

し
た
が
、
前
述
の
通
り
、
エ
リ
ア
別
に
細
か

く
規
制
の
色
分
け
を
し
、
対
策
を
講
じ
ま
し

た
。
初
期
段
階
で
は
感
染
者
が
見
つ
か
る
と
、

差
別
的
な
扱
い
を
す
る
よ
う
な
状
況
も
見
ら

れ
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
こ
と
を
繰
り
返
す

中
で
、
実
は
そ
こ
ま
で
大
き
な
影
響
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
国
民
全
体
が
経
験
と
し
て
学

ん
で
、
国
民
的
な
意
識
と
し
てC

O
V
ID
-1
9

は
他
の
感
染
症
と
同
程
度
の
感
覚
に
な
り
つ

つ
あ
る
よ
う
で
す
。

|
日
本
の
観
光
の
現
状
を
ご
覧
に
な
っ
て

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

＊

　私
た
ち
は
今
後
、
日
本
政
府
が
ど
の
よ
う

に
規
制
緩
和
を
し
て
い
く
の
か
を
注
視
し
て

い
ま
す
。
日
本
は
水
際
対
策
と
し
て
、
人
数

制
限
を
設
け
、
観
光
客
は
ビ
ザ
取
得
が
必
要

な
状
態
に
戻
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
多

く
の
タ
イ
人
が
日
本
へ
行
き
た
く
て
仕
方
な

い
状
態
で
す
。
実
際
に
先
に
開
国
し
た
韓
国

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
に
は
、
タ
イ
人
の
富
裕

層
が
旅
行
を
し
始
め
て
い
ま
す
。
日
本
が
い

つ
無
条
件
で
受
け
入
れ
を
開
始
す
る
の
か
を

心
待
ち
に
し
て
い
る
の
で
す
。
一
律
に
水
際

対
策
を
緩
和
す
る
の
で
は
な
く
、
タ
イ
の

プ
ー
ケ
ッ
ト
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
の
よ
う
な

地
域
を
区
切
っ
た
段
階
的
な
対
策
、
例
え
ば

あ
る
条
件
で
一
定
期
間
規
制
を
緩
和
し
、
そ

の
結
果
を
評
価
し
つ
つ
、
大
丈
夫
な
ら
も
う

少
し
緩
め
て
み
よ
う
、
と
い
っ
た
段
階
を
踏

め
る
と
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　私
た
ち
の
取
り
組
み
で
皆
さ
ん
の
参
考
に

な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
今
後
も
ぜ
ひ
情
報
提

供
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
29
日

聞
き
手
：
観
光
政
策
研
究
部
・

　菅
野
正
洋
、
柿
島
あ
か
ね
）

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
探
し
を
し
て
い
る
と

い
う
状
態
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
理

解
し
た
上
で
タ
イ
は
、「
一
歩
先
に
開
国
を

す
べ
き
だ
」
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

|
観
光
活
動
・
入
国
に
関
す
る
規
制
の
緩

和
、
撤
廃
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
重
視
し
た

の
は
ど
の
よ
う
な
点
で
し
ょ
う
か
。

＊

　開
国
に
お
け
る
防
疫
対
策
を
検
討
す
る
に

当
た
り
、
当
初
の
観
光
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
の
考

え
と
し
て
は
、「
お
客
様
を
空
港
で
30
分
以

上
留
め
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
政
府
側
で
一
方
的

に
決
め
る
の
で
は
な
く
、
海
外
か
ら
訪
れ
る

お
客
様
が
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
や
意
識
を

持
っ
て
い
る
か
を
重
視
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
点
が
特
徴
で
す
。

　外
国
人
の
受
け
入
れ
再
開
に
つ
い
て
は
、

「
3
P
」す
な
わ
ちP

ublic

、Private

、People

の
各
視
点
を
重
視
し
ま
し
た
。

　ま
ずP

u
b
lic

の
視
点
と
し
て
は
、
特
に

地
方
自
治
体
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
安
全
を

確
保
し
、
防
疫
対
策
を
取
る
か
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　次
のP

rivate

は
、
観
光
関
連
事
業
者
が

観
光
客
の
安
全
を
守
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な

協
力
体
制
を
取
り
う
る
の
か
と
い
う
点
で
あ

り
、
す
な
わ
ち
前
述
の
健
康
安
全
基
準

S
H
A
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　そ
し
て
、
一
番
大
切
な
視
点
が
3
番
目
の

P
eo
p
le

で
す
。
観
光
地
で
外
国
人
か
ら
観

光
客
を
受
け
入
れ
る
に
当
た
っ
て
、
地
域
住

民
が
自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
に
も
、
ワ
ク

チ
ン
を
積
極
的
に
接
種
し
準
備
を
整
え
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　最
初
に
S
T
V
を
始
め
た
と
き
は
、
様
々

な
観
光
地
や
地
方
自
治
体
か
ら
「
住
民
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
十
分
に
行
き
届
い
て
い
な
い

状
態
で
外
国
人
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
こ
と

に
は
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
」
と
い
う

声
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
りP

eo
p
le

の
視

点
が
充
実
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
よ
う
な
厳
し
い
条
件
の
中
で
タ
イ
政
府

は
、
で
き
る
だ
け
迅
速
に
ワ
ク
チ
ン
を
提
供

し
て
き
ま
し
た
。
国
民
も
観
光
再
開
の
必
要

性
を
理
解
し
協
力
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　防
疫
対
策
に
関
係
す
る
事
業
者
や
機
関
が

安
全
性
を
信
頼
で
き
る
か
と
い
う
点
に
一
番

気
を
付
け
て
き
ま
し
た
。
前
述
の
ブ
ル
ー

ゾ
ー
ン
を
設
け
て
、
観
光
客
を
受
け
入
れ
て

本
当
に
安
全
だ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
い
の
声

も
出
ま
し
た
が
、
入
国
前
と
到
着
後
す
ぐ
の

陰
性
確
認
や
、
所
定
エ
リ
ア
で
の
14
日
間
の

隔
離
措
置
な
ど
に
よ
り
、
ブ
ル
ー
ゾ
ー
ン
で

は
感
染
率
が
目
立
っ
て
高
ま
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　タ
イ
で
は
様
々
な
規
制
を
政
府
が
決
め
、

民
間
事
業
者
が
そ
れ
に
従
う
と
い
う
形
で
す

が
、
民
間
事
業
者
に
対
す
る
規
制
が
強
過
ぎ

る
と
経
営
に
大
き
な
影
響
が
出
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
い
か
に
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら

進
め
る
か
と
い
う
点
に
注
意
を
払
っ
て
き
ま

し
た
。

　例
え
ば
、「
デ
ー
タ
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

と
し
て
デ
ー
タ
を
重
視
し
た
取
り
組
み
を
進

め
た
こ
と
も
特
徴
で
す
。

　プ
ー
ケ
ッ
ト
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
で
は
、

外
国
人
観
光
客
数
と
そ
の
陽
性
者
数
、
住
民

の
陽
性
者
数
な
ど
を
プ
ー
ケ
ッ
ト
各
地
の
保

健
所
が
把
握
し
、
政
府
に
レ
ポ
ー
ト
と
し
て

提
出
し
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
ホ
テ
ル
の
予
約
状
況
や
航
空
会
社

の
今
後
の
運
航
予
想
か
ら
、
今
後
の
観
光
客

数
や
必
要
な
受
け
入
れ
態
勢
を
検
討
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
滞
在
日

数
が
短
い
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
観
光

客
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
た
上
に
、
観
光
客
か
ら
確
認
さ
れ
る
陽
性

者
数
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
開
国
に

伴
う
イ
ン
パ
ク
ト
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
状
況
を

常
に
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
わ
け
で

す
。　感

染
状
況
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、
保
健
省

の
医
療
専
門
家
チ
ー
ム
が
作
成
し
て
い
ま

す
。
T
A
T
と
し
て
は
海
外
に
29
カ
所
の
事

務
所
を
構
え
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
々
で

の
国
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
や
、
海
外
旅
行

に
対
す
る
需
要
の
高
ま
り
、
出
国
に
関
す
る

規
制
の
状
況
等
を
把
握
し
、
政
府
内
で
報
告

し
て
き
ま
し
た
。
T
A
T
は
開
国
に
向
け
て

準
備
を
し
つ
つ
、
保
健
省
の
医
療
専
門
家
た

ち
は
リ
ス
ク
を
前
提
と
し
た
規
制
を
主
張
す

る
中
で
い
か
に
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
く

か
、
非
常
に
難
し
い
部
分
は
あ
り
ま
し
た
。

|
観
光
活
動
・
入
国
に
関
す
る
規
制
の
緩

和
、
撤
廃
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
政
策
決

定
を
主
導
す
る
の
は
ど
の
よ
う
な
主
体
な
の

で
し
ょ
う
か
。

＊

　タ
イ
で
は
、
国
レ
ベ
ル
の
防
疫
対
策
の
方

針
を
決
定
す
る
組
織
と
し
て
C
C
S
A

（C
en
tre fo

r C
O
V
ID
-1
9
 S
itu
atio
n
 

A
d
m
in
istratio

n

）
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
ト
ッ
プ
が
首
相
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
一
連
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て
も
最
高
責

任
者
と
し
て
首
相
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

　C
C
S
A
に
は
医
師
会
や
関
係
省
庁
か
ら

諸外国の「国外からの入国に関する規制」の動向2
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3

（
略
歴
）一
般
財
団
法
人
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

（
O
C
V
B
）会
長
。
1
9
8
1
年
明
治
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、

沖
縄
県
庁
入
庁
。
初
代
香
港
事
務
所
長
と
し
て
、
香
港
を
中
心
に
ア
ジ
ア
全
般
の
観
光
客

誘
致
な
ど
を
担
う
。
観
光
振
興
課
長
、
観
光
企
画
課
長
、
観
光
政
策
統
括
監
な
ど
を
歴
任
、

2
0
0
1
年
の
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
、
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
等
の
影
響
で

落
ち
込
ん
だ
沖
縄
観
光
の
立
て
直
し
を
担
う
。
2
0
1
3
年
琉
球
大
学
観
光
産
業
科
学
部

教
授
に
就
任
。
学
部
長
、
研
究
科
長
を
経
て
、
2
0
1
9
年
6
月
か
ら
現
職
。

下
地
芳
郎
氏

一
般
財
団
法
人
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
会
長

量
と
質
が
両
立
す
る

「エシ
カル
」な
観
光
地への

転
換
を
目
指
す

事
例
❶ 

沖
縄
県

風
や
、
低
賃
金
や
雇
用
の
不
安
定
さ
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
観
光
業
界
で
は
人
材
確

保
が
難
し
い
と
い
う
課
題
を
解
消
す
る
た
め

に
、
2
0
1
8
年
に
導
入
が
始
ま
っ
た
宿
泊

税
を
財
源
に
し
て
、
従
業
員
向
け
の
研
修
事

業
に
注
力
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
3
月
に
刷
新
さ
れ
た
「
京
都
観

光
振
興
計
画
」
で
は
、
以
前
の
計
画
に
は
な

か
っ
た
「
担
い
手
の
活
躍
支
援
」
が
5
本
の

柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
よ
り
一
層

強
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
新
た
に
打
ち
出
し

た
り
、
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
を
し
た
部
分
は
あ

る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
近
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
京
都
観
光
を
持

続
可
能
に
し
て
い
く
た
め
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
し
っ

か
り
と
打
ち
出
し
て
、
そ
れ
に
合
っ
た
商
品

開
発
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
回
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
、
準
備
期
間
が
あ
る
な
か
で
、
改
め
て
自

分
た
ち
の
や
っ
て
き
た
こ
と
を
見
つ
め
直
そ

う
と
い
う
動
き
で
す
。

　し
か
し
、
事
業
者
さ
ん
か
ら
は
「
京
都
は

昔
か
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
こ
と
を
や
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
」
と
い
う
反
応
が
多
い
で
す
。

「
一
見
さ
ん
お
断
り
」
と
い
う
言
葉
の
印
象

が
強
く
、
閉
鎖
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る

こ
と
が
多
い
京
都
の
街
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一
方
で
ず
っ
と
多
く
の
観
光
客
に
訪
れ
て
い

た
だ
け
た
こ
と
で
、
L
G
B
T
Q
や
ベ
ジ
タ

リ
ア
ン
、
ム
ス
リ
ム
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
お
持
ち
の
方
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
々
を
受

け
入
れ
て
い
く
こ
と
が
当
然
の
も
の
と
し
て

根
付
い
て
い
る
街
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
京
都
人

の
気
質
と
し
て
「
自
分
た
ち
は
昔
か
ら
や
っ

て
い
る
の
で
、
流
行
に
乗
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
た
く
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
外
国
人

に
対
し
て
は
、
そ
う
い
う
気
概
は
分
か
り
や

す
く
発
信
し
な
け
れ
ば
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
変

に
安
っ
ぽ
く
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
な
が

ら
も
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
に
改
め
て

き
ち
ん
と
光
を
当
て
直
す
、
と
い
う
ス
タ
ン

ス
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
会
員
向
け
の
情
報
発
信
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
市
内
主
要
ホ
テ
ル

の
ご
協
力
の
も
と
、
過
去
数
年
分
の
予
約
状

況
や
実
際
の
稼
働
率
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
3

カ
月
先
ま
で
の
稼
働
率
の
予
測
値
の
発
表
を

始
め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
こ
れ
か

ら
ど
う
な
る
か
不
安
だ
と
い
う
お
声
に
応
え

る
た
め
に
は
、
将
来
的
な
見
通
し
を
示
す
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
た
た
め
で
す
。最
近
は
、

こ
れ
ま
で
の
月
単
位
の
調
査
に
加
え
て
、
ほ

ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
日
単
位
の
調
査
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

直
近
の
状
況
の
把
握
や
、
曜
日
別
の
分
析
が

可
能
と
な
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
精
度
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
始
動
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　当
協
会
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
分
野
の

取
り
組
み
は
海
外
メ
デ
ィ
ア
へ
の
対
応
が
中

心
で
あ
り
、
多
い
と
き
に
は
世
界
13
都
市
に

レ
ッ
プ
を
置
き
、
海
外
現
地
の
メ
デ
ィ
ア
に

情
報
提
供
し
た
り
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
京
都

取
材
を
す
る
際
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
旅

行
需
要
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
後
も
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
協
会
の

中
心
業
務
の
一
つ
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
で
は

事
業
者
が
開
発
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
後

追
い
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
た
め
、
こ
れ

か
ら
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
先
回
り
し
て

察
知
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　そ
こ
で
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
京
都
」
と
い
う
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
観

子
見
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

　一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
外
国
人
の
比

率
が
4
〜
5
割
程
度
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
日
本
人
の
需
要
は
か
な
り
回
復
し
た

と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、G

o
 

T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は
じ
め
、
様
々
な
需

要
喚
起
策
で
恩
恵
を
受
け
た
の
は
価
格
帯
の

高
い
施
設
や
リ
ゾ
ー
ト
観
光
地
が
中
心
で

す
。
海
外
旅
行
に
行
け
な
い
代
わ
り
に

ち
ょ
っ
と
リ
ッ
チ
な
宿
に
泊
ま
り
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

街
中
の
旅
館
や
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
な
ど
は
ま

だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
か
な
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
京
都
に
と
っ
て
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
あ
る
修
学
旅
行
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
強
く
受
け
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年
は
壊

滅
的
、
2
0
2
1
年
は
多
少
回
復
し
た
も
の

の
、
例
年
の
8
割
減
と
い
う
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
ま
し
た
。
2
0
2
2
年
は
、
京
都

の
修
学
旅
行
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
5
〜

6
月
に
感
染
者
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
予

定
通
り
催
行
が
進
ん
だ
こ
と
で
一
部
の
施
設

の
稼
働
率
は
90
〜
1
0
0
％
に
達
し
て
お

り
、
も
と
も
と
激
し
か
っ
た
景
気
の
浮
き
沈

み
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
後
に
京
都
へ
進
出
す
る
宿
泊

施
設
の
動
き
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
は
将
来
的
な
回
復
を
見
越
し
て
の
投
資

と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　特
に
外
資
系
の
世
界
的
ブ
ラ
ン
ド
で
高
価

格
帯
の
施
設
に
よ
る
進
出
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
彼
ら
は
20
年
30
年
と
い
う
長
期
ス
パ

ン
で
経
営
戦
略
を
立
て
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
は
あ
く
ま
で
短
期
間
の
ブ
レ
と
捉
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
国
内
資
本
で
も
高
単

価
で
ユ
ニ
ー
ク
な
宿
が
増
え
て
お
り
、
京
都

市
内
の
宿
泊
施
設
の
多
様
性
は
格
段
に
向
上

し
て
い
ま
す
。

　一
方
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
の
簡
易
宿
所

は
、
駄
目
だ
と
思
っ
た
ら
早
々
に
見
切
り
を

つ
け
て
撤
退
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
将
来

的
に
需
要
が
回
復
す
れ
ば
再
び
参
入
す
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
柔
軟
性
が

高
い
こ
と
が
、
小
規
模
な
業
態
の
良
さ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

|
利
用
の
集
中
を
防
ぐ
分
散
化
へ
の
取
り

組
み
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ

た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　分
散
化
は
観
光
業
界
全
て
に
と
っ
て
永
遠

の
テ
ー
マ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
ろ
う
と
な
か

ろ
う
と
必
ず
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
三
密
回
避
に

資
す
る
も
の
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
と
し
て
も
必
要
な
取
り
組
み
で
し
た
。

　一
方
、
事
前
予
約
制
の
導
入
は
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
始
め
た
も
の
で
す
。以
前
ま
で
は
、

人
の
量
を
動
か
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え

の
も
と
、
基
本
は
予
約
な
し
で
O
K
と
い
う

旅
行
商
品
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
ま
た
、
京

都
の
主
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
寺
社
は
、
全

て
の
人
に
対
し
て
開
か
れ
た
場
所
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
の
も
と
、
特
定
の
人
し
か
受
け

入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
相
容
れ
な
い

立
場
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
宗
教
行
為
に

ま
つ
わ
る
個
人
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
信

教
の
自
由
に
触
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

議
論
も
あ
り
、
予
約
制
度
の
導
入
に
は
慎
重

な
判
断
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
で
、

密
を
避
け
な
が
ら
拝
観
い
た
だ
け
る
環
境
を

用
意
す
る
こ
と
や
、
感
染
者
が
出
た
場
合
の

連
絡
先
を
把
握
す
る
と
い
う
必
要
に
迫
ら
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
事
前
予
約
制

の
導
入
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
き
ま
し
た
。

|
以
前
か
ら
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
た
ま
た
ま
実
施
時
期
が
コ
ロ

ナ
禍
と
重
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
以
外
に
も
、
コ
ロ
ナ

禍
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

2
0
1
9
年
12
月
に
京
都
で
開
か
れ
た
「
第

4
回 

観
光
と
文
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際

会
議
」（
主
催
：
U
N
W
T
O
／
ユ
ネ
ス
コ
）

に
お
い
て
、
観
光
が
地
域
と
文
化
を
つ
な
ぎ

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
、
と

い
う
考
え
方
が
「
観
光
・
文
化
京
都
宣
言
」

と
し
て
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、

京
都
市
と
京
都
市
観
光
協
会
で
は
、
従
来
の

観
光
客
向
け
の
マ
ナ
ー
啓
発
だ
け
で
な
く
、

事
業
者
や
市
民
と
一
緒
に
持
続
可
能
な
観
光

を
実
現
す
る
た
め
の
行
動
を
定
め
た
も
の
と

し
て
「
京
都
観
光
行
動
基
準
（
京
都
観
光
モ

ラ
ル
）」
を
発
表
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
の

生
活
に
配
慮
し
た
行
動
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
指

す
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
に
お
い
て
も

重
要
な
観
点
で
あ
る
た
め
、積
極
的
な
周
知
・

啓
発
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
休
業
や
テ
レ
ワ
ー
ク

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
観
光
業
界
の
従
業
員
向

け
に
、
各
地
で
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
増
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
も

当
協
会
で
は
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
分
野
で
す
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

コ
ロ
ナ
禍
と
い
っ
た
観
光
業
界
に
対
す
る
逆

|
そ
の
中
で
、
観
光
協
会
と
し
て
す
べ
き

こ
と
は
何
だ
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
も
大
切
な
こ
と
は
、
各
事
業
者
が
個
々

の
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス

を
開
発
・
提
供
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

で
す
。
昔
と
比
べ
て
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
し
て
い
る
た
め
、
事
業
者
を
枠
に
は
め

て
画
一
的
な
商
品
づ
く
り
を
促
す
の
で
は
な

く
、
切
磋
琢
磨
を
促
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
サ
ー

ビ
ス
を
増
や
し
、
観
光
客
に
と
っ
て
の
選
択

肢
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

観
光
協
会
に
相
談
す
れ
ば
解
決
に
つ
な
が
る

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
つ
く

り
、
協
会
が
各
事
業
者
の
特
徴
を
把
握
し
た

う
え
で
差
別
化
や
協
業
の
支
援
を
し
て
い
く

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
に
と
ら
わ
れ
ず
、
や
る
べ
き

こ
と
を
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
着
実
に
実
行
し
て

い
る
と
い
う
お
話
に
非
常
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
9
日
／
聞
き
手
：

観
光
政
策
研
究
部
・
門
脇
茉
海
、
菅
野
正
洋
）

|
コ
ロ
ナ
禍
も
3
年
目
を
迎
え
、
段
階
的

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
解
禁
が
少
し
ず
つ
進
ん

で
い
る
中
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
訪
日

外
国
人
旅
行
者
の
主
要
な
目
的
地
と
な
っ
て

い
た
ニ
セ
コ
地
域
（
倶
知
安
町
）
に
お
け
る

D
M
O
（
観
光
推
進
組
織
）
の
お
立
場
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
取
り
組
ん
だ
事
項
等
に
つ

い
て
お
伺
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　ま
ず
は
私
自
身
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
、
2
0
2
1
年
の
6
月
に
倶
知
安
観

光
協
会
の
事
務
局
長
に
就
任
す
る
前
は
、
10

年
間
、
J
T
B
ハ
ワ
イ
で
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。
最
初
の
5
年
は
M
I
C
E
の
誘
致
・
受

入
事
業
に
従
事
し
、そ
の
後
、地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
関
わ
る
地
域
交
流
ビ
ジ
ネ
ス
の

役
割
を
担
い
、
最
後
の
3
年
間
は
、
ホ
ノ
ル

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
財
団
に
出
向
し
、
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
・
運
営
を
担
い
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
の
帰
国
後
に
ご
縁
を
い
た
だ

き
、
現
在
の
ポ
ス
ト
に
い
る
状
況
で
す
。

　2
0
2
1
年
6
月
1
日
に
着
任
し
、
最
初

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
観
光
協
会
に
よ
る

ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種
で
し
た
。
会
員
向
け

に
接
種
希
望
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と

こ
ろ
、
当
初
は
1
5
0
0
人
が
接
種
を
希
望

し
ま
し
た
が
、
接
種
直
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
希
望
者
は
2
6
0
0
人
程
度
ま
で
増
加
し

ま
し
た
。
す
で
に
ワ
ク
チ
ン
は
発
注
済
み
で

あ
っ
た
た
め
、厚
労
省
と
や
り
と
り
を
行
い
、

何
と
か
追
加
分
の
ワ
ク
チ
ン
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
、
1
回
目
の
接
種
が
終
わ
る
ま
で

9
月
頃
ま
で
か
か
り
ま
し
た
。

　こ
の
間
、
他
の
業
務
は
一
切
で
き
な
い
状

況
で
し
た
が
、
住
民
か
ら
観
光
関
連
事
業
者

へ
の
信
頼
を
得
る
と
い
う
面
で
、
ニ
セ
コ
の

観
光
関
連
事
業
者
全
体
が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
し
た
。
当
時
、

ニ
セ
コ
で
は
居
住
の
外
国
人
を
含
め
た
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
最

終
的
に
は
観
光
協
会
の
会
員
で
な
く
と
も
、

家
族
や
取
引
先
、
ま
た
、
町
内
在
住
ま
た
は

勤
務
で
あ
れ
ば
外
国
人
も
接
種
可
能
と
し
、

地
域
一
体
で
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
注
力

し
ま
し
た
。
観
光
政
策
の
最
も
重
要
な
根
幹

は
住
民
の
理
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
ふ
ま

え
、
そ
の
土
台
づ
く
り
を
進
め
た
形
で
す
。

|
住
民
の
目
線
に
寄
り
添
う
と
い
っ
た
視

点
は
、
ハ
ワ
イ
で
の
経
験
に
基
づ
い
た
も
の

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
。
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
逆
の
視
点
で
す
ね
。
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
旅
行
者
視
点
に
よ
る
ハ
ワ
イ

の
住
民
に
対
し
て
の
責
任
と
い
う
考
え
で
す

が
、
今
回
の
ニ
セ
コ
で
は
、
同
じ
地
域
に
存

在
す
る
住
民
に
対
し
て
観
光
事
業
者
が
責
任

光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立

ち
上
げ
ま
し
た（
図
①
）。こ
の
事
業
で
は「
地

元
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」、

「
日
本
人
観
光
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
融

合
」、「
混
雑
を
避
け
つ
つ
高
い
知
的
欲
求
を

満
た
せ
る
体
験
の
提
供
」
を
目
的
に
、
京
都

市
の
認
定
を
受
け
た
ガ
イ
ド
団
体
で
あ
る

「
京
都
市
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ホ
ス
ト
」
や
、
京
都

市
内
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
の
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
で
構
成
さ
れ
る
「
京
都
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
研
究
会
」
と
い
っ
た
、
京
都
の

文
化
に
精
通
し
た
目
利
き
の
ア
ド
バ
イ
ス
の

も
と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
本
当
に
響
く
商

品
造
成
を
支
援
し
ま
す
。
地
元
金
融
機
関
で

も
あ
る
京
都
信
用
金
庫
と
の
連
携
事
業
で
も

あ
る
た
め
、
専
門
家
に
よ
る
事
業
の
採
算
性

に
係
る
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
付
帯
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
の
あ

り
方
を
考
え
る
業
界
交
流
会
「
京
都
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
カ
フ
ェ
」
も
定
期
開
催
し
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
切
れ
て
し
ま
っ
た
事
業
者
同
士

の
交
流
の
場
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

  

|
I
C
T
を
活
用
し
た
取
り
組
み
は
あ
る

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
発
を
回
避
す

る
た
め
に
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
開
発
の
手
法
を

確
立
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

京
都
へ
の
関
心
が
高
い
方
々
と
の
関
係
を
可

視
化
し
、
こ
れ
を
分
析
し
て
、
さ
ら
に
関
係

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
日
本

人
観
光
客
に
対
し
て
は
、
事
前
予
約
で
旅
行

商
品
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
方
を
対
象
に

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
配
信
し
、
再
来
訪
率
を

向
上
さ
せ
る
手
法
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
や

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
対
象
に
、
同
様
の
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
京
都
は
非
常
に
多
様
な
客
層
が
訪
れ
る

観
光
地
だ
と
思
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
絞
り
込
ん
で
い
く
と
い

う
考
え
で
し
ょ
う
か
。
京
都
を
よ
り
深
く
理

解
し
て
く
れ
る
人
を
呼
び
た
い
と
い
う
意
識

が
う
か
が
え
ま
し
た
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　物
見
遊
山
の
初
心
者
も
い
れ
ば
、
地
元
民

よ
り
京
都
に
詳
し
い
方
ま
で
様
々
で
す
が
、

誰
し
も
最
初
は
初
心
者
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

そ
ん
な
初
心
者
が
京
都
の
奥
深
い
魅
力
に
気

づ
く
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
て
い
る
の

は
、
知
的
好
奇
心
が
高
く
、
地
元
文
化
を
理

解
し
て
尊
重
し
て
く
れ
る
、
文
化
度
の
高
い

人
た
ち
で
す
。
財
政
的
に
も
労
力
的
に
も
資

源
が
限
ら
れ
る
な
か
で
は
、
こ
う
い
っ
た

方
々
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
い
く
こ
と

で
、
効
果
的
に
京
都
へ
の
関
心
を
高
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
今
後
、
Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と

い
わ
れ
る
層
が
旅
行
の
中
心
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
若
者
に
対
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　神
社
仏
閣
を
は
じ
め
、
年
齢
や
経
験
を
重

ね
な
け
れ
ば
価
値
を
理
解
し
に
く
い
観
光
地

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
京
都
は
特
に
国
内
市
場

に
お
い
て
半
世
紀
以
上
前
か
ら
シ
ニ
ア
層
に

支
持
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、

誰
し
も
修
学
旅
行
で
一
度
は
京
都
を
訪
れ
、

大
学
時
代
を
京
都
で
過
ご
し
た
こ
と
が
あ
る

人
が
多
い
と
い
う
一
面
も
あ
り
ま
す
。「
京

都
国
際
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
フ
ェ
ア
」
や
「
京

都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
な
ど
の
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
も
発
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
若
年
層
向
け
の
取
り
組
み
は
成
果
を
上

げ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
問
題
な
の
は
、
そ

の
後
の
世
代
で
す
。
京
都
は
子
連
れ
の
観
光

地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
弱
い
た
め
、
ど
う

し
て
も
子
持
ち
世
代
の
旅
行
先
と
し
て
選
ば

れ
に
く
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

京
都
観
光
に
と
っ
て
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
上

の
最
重
要
課
題
は
、
若
年
層
と
い
う
よ
り
も

次
世
代
の
子
供
た
ち
が
含
ま
れ
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
へ
の
対
応
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
こ
が
欠
落
し
て
い
る
と
、
長
い
人
生

の
な
か
で
の
京
都
と
の
つ
な
が
り
が
一
度
全
て

リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
い
、
シ
ニ
ア
に
な
っ
て

京
都
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
と
き
に
は
ま
た

初
心
者
に
戻
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　こ
の
場
合
、
地
域
が
取
り
う
る
戦
略
は
大

き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
得

意
な
市
場
で
あ
る
シ
ニ
ア
に
特
化
す
る
、
い

わ
ゆ
る
「
選
択
と
集
中
」
の
考
え
方
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
苦
手
な
市
場
を
補
い
「
オ
ー

ル
マ
イ
テ
ィ
ー
」
な
状
態
を
作
る
と
い
う
考

え
方
で
す
。
一
般
的
に
、
競
争
の
激
し
い
市

場
に
お
い
て
は
「
選
択
と
集
中
」
が
妥
当
な

戦
略
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
持

続
可
能
な
国
際
観
光
都
市
を
標
榜
す
る
京
都

と
し
て
は
、
誰
が
来
て
も
対
応
で
き
る
懐
の

深
い
観
光
地
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
い
つ
来
て
も
ど
の
年
代
で

も
楽
し
め
る
と
い
う
状
況
を
生
み
出
す
こ
と

が
、
観
光
客
の
再
来
訪
に
つ
な
が
り
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。特
定
の
世
代
へ
の
対
応
と
い
う
よ
り
も
、

世
代
を
超
え
て
京
都
と
の
関
係
を
維
持
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　今
年
に
入
っ
て
か
ら
補
助
金
の
申
請
を
7

〜
8
本
出
し
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
採
択
さ

れ
て
い
ま
す
。
補
助
金
の
情
報
で
す
が
、
行

政
か
ら
入
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
の
と
、
こ

の
エ
リ
ア
が
重
点
支
援
D
M
O
に
選
ば
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
観
光
庁
や
北
海
道
運
輸
局

か
ら
頻
繁
に
情
報
が
入
っ
て
き
ま
す
。
個
人

と
し
て
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広
げ
て
い
る

の
で
、
こ
の
筋
か
ら
も
情
報
を
得
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
ね
。

　一
方
、
地
域
や
観
光
協
会
の
収
入
の
仕
組

み
構
築
も
考
え
て
い
ま
す
。
倶
知
安
町
で
は

宿
泊
税
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
は

別
に
旅
先
納
税
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。
旅
先
納
税
と
は
、
倶
知
安
町
に
訪
れ
た

際
に
そ
の
場
で
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
行
え

る
仕
組
み
で
、
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
な
く
返

礼
品
が
も
ら
え
る
従
来
の
ふ
る
さ
と
納
税
と

は
異
な
り
、
倶
知
安
町
に
訪
れ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
納
税
が
で
き
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
使
え

る
電
子
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
コ
ト
消
費
で
あ
り

外
貨
の
獲
得
に
も
あ
た
る
た
め
、
D
M
O
と

し
て
着
手
し
が
い
の
あ
る
事
業
で
す
。
こ
の

よ
う
に
収
入
源
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、

で
き
る
事
業
を
増
や
し
て
い
き
、
D
M
O
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
併
せ
て
強
化
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
倶
知
安
町
に
は
全
国
か
ら
視
察
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
が
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア

の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
が
視
察
時
に
登
壇
す

る
際
の
有
料
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
不
動
産
投
資
や
観
光
地
開
発
等
と
い
っ

た
ジ
ャ
ン
ル
別
で
ス
ピ
ー
カ
ー
を
揃
え
、
各

ス
ピ
ー
カ
ー
を
商
材
化
し
テ
ン
プ
レ
ー
ト
に

ま
と
め
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
と
顧
客
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
D
M
O
が
行
い
、
講
演
料
を

折
半
し
観
光
協
会
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
い

ま
す
。
別
途
、
会
場
費
や
資
料
費
等
も
用
意

し
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
て
お
り
、
こ
れ
も

観
光
協
会
の
収
益
の
柱
に
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　観
光
協
会
の
事
業
収
入
は
職
員
の
待
遇
改

善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
北
海
道
に
は
暖
房

手
当
の
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
が
、
町
役
場
や

役
場
に
準
じ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
観
光

協
会
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
で
は
、
手
当
の
額
に

差
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
仕
事
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
採
用
面
に
も
影
響
が
出
ま
す

の
で
、
観
光
協
会
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
待
遇

の
改
善
に
向
け
た
財
源
と
し
て
も
、「
地
域

で
稼
ぐ
D
M
O
」
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
は
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
各
事
業
は
観
光
協
会
内
で
ど
の
よ
う
に

決
定
し
、実
行
さ
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　観
光
協
会
内
の
事
業
体
制
（
図
①
）
と
し

て
、
7
つ
の
部
会
を
組
成
し
て
お
り
、
各
部

を
果
た
す
こ
と
が
、
住
民
と
の
共
存
に
は
必

要
と
い
う
考
え
で
す
。
こ
れ
を
な
い
が
し
ろ

に
し
て
観
光
事
業
を
実
施
す
る
と
、「
こ
ん

な
時
期
に
何
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
住
民

か
ら
批
判
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　ま
た
、
職
域
接
種
の
会
場
に
行
け
ば
地
域

内
の
住
民
や
観
光
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
会
え

ま
す
の
で
、
こ
こ
で
関
係
性
を
強
化
し
て
い

き
ま
し
た
。
な
お
、
職
域
接
種
会
場
で
は
、

非
常
に
多
く
の
方
に
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
外
国
人
は
言
葉
の
障
害
も

あ
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会
が
乏
し
く
、
有

難
い
と
い
っ
た
ご
様
子
で
し
た
。
外
国
人
を

含
め
た
職
域
接
種
を
観
光
協
会
で
実
施
し
た

こ
と
は
先
駆
的
で
あ
り
、
そ
の
後
、
定
山
渓

や
登
別
、
洞
爺
す
す
き
の
等
、
と
い
っ
た
道

内
の
観
光
地
で
も
同
様
の
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
土
台
づ
く
り
を
ふ
ま
え
、
昨

年
10
月
か
ら
は
、
令
和
4
年
度
の
補
助
金
獲

得
に
向
け
た
準
備
を
行
い
ま
し
た
。
観
光
協

会
の
活
動
原
資
で
あ
る
倶
知
安
町
の
宿
泊
税

が
減
る
こ
と
は
確
実
で
し
た
の
で
、
活
用
可

能
な
補
助
金
を
す
べ
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、

公
示
が
出
る
前
の
事
業
を
含
め
、
早
々
に
情

報
を
収
集
し
申
請
書
を
書
き
始
め
ま
し
た
。

特
に
重
視
し
た
の
は
、①
二
次
交
通
、②
倶
知

安
町
と
ニ
セ
コ
町
の
圏
域
を
ま
た
が
る
連
携

事
業
、③
M
I
C
E
で
す
。①
二
次
交
通
は
、

ひ
ら
ふ
エ
リ
ア
の
循
環
車
両
を
ス
キ
ー
シ
ー

ズ
ン
に
運
行
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
①
と
②

に
ま
た
が
り
ま
す
が
、
北
海
道
観
光
振
興
機

構
の
D
M
O
向
け
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
用

い
、
令
和
4
年
度
の
夏
場
に
倶
知
安
町
と
ニ

セ
コ
町
を
循
環
す
る
オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
バ
ス

（
ス
カ
イ
バ
ス
）
を
運
行
し
ま
し
た
。
ス
カ

イ
バ
ス
は
、
屋
根
の
な
い
バ
ス
で
移
動
を
し

な
が
ら
、
G
P
S
と
連
動
し
た
自
動
音
声
と

地
元
の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
案
内
を
行
い
な
が

ら
運
行
す
る
も
の
で
、
自
動
音
声
は
日
本
語

と
英
語
を
用
意
し
、
合
間
で
地
域
の
ト
ピ
ッ

ク
を
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が
話
す
形
態
の
二
次
交

通
兼
、
ニ
セ
コ
を
楽
し
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
で

す
。
赤
色
の
車
両
で
運
行
し
て
お
り
、
運
行

前
は
ニ
セ
コ
の
景
色
に
合
う
か
不
透
明
で
し

た
が
、運
行
開
始
後
は
、「
街
が
明
る
く
な
り
、

わ
か
り
や
す
く
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
」
と
地
域

や
観
光
客
か
ら
非
常
に
評
判
が
良
か
っ
た
で

す
。
ス
カ
イ
バ
ス
は
い
ず
れ
宿
泊
税
を
原
資

に
し
て
運
行
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い

ま
す
。
宿
泊
事
業
者
か
ら
す
れ
ば
、
税
を
代

理
徴
収
さ
せ
ら
れ
て
い
る
中
で
、
こ
の
よ
う

な
シ
ン
ボ
ル
の
存
在
は
、
税
が
何
に
使
わ
れ

て
い
る
か
が
わ
か
り
や
す
く
可
視
化
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
今
回
の
運
行
で
は
住
民
の
利
用

比
率
が
3
割
程
度
あ
り
ま
し
た
。
観
光
事
業

の
実
施
や
宿
泊
税
の
徴
収
の
結
果
、
公
共
交

通
を
担
う
住
民
の
移
動
の
足
と
し
て
も
貢
献

す
る
と
い
っ
た
仕
組
み
づ
く
り
に
も
な
り
得

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、③
M
I
C
E
で
す
が
、
水
際
対
策

に
よ
っ
て
昨
年
の
私
の
就
任
当
初
の
時
期
か

ら
、
企
業
等
か
ら
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
訪
問

の
問
い
合
わ
せ
が
非
常
に
多
く
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
ニ
セ
コ
に
は
特
に
グ
リ
ー
ン

シ
ー
ズ
ン
の
M
I
C
E
商
材
が
な
い
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。ニ
セ
コ
は
パ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ

ト
等
、
最
近
オ
ー
プ
ン
し
た
ホ
テ
ル
が
多
々

あ
る
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
大
々
的
に
で
き
て
お
ら

ず
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
の
様
子
と

い
っ
た
、
人
が
賑
わ
っ
て
い
る
「
絵
」
が
な
い

状
況
で
し
た
。
商
材
化
の
た
め
に
は
こ
れ
が

必
要
な
た
め
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
や
ホ
テ
ル
、

ヴ
ィ
ラ
を
活
用
し
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
コ
ン

テ
ン
ツ
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
造

成
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
売
り
出
す
た

め
の
画
像
や
映
像
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
商
材
と
し
、
来

年
の
誘
客
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
補
助
金
を
非
常
に
効
果
的
に
、
戦
略
的

に
活
用
し
て
い
る
の
だ
、
と
お
聞
き
し
て
実

感
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
補
助
金
の
情
報
と

い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
に
入
手
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
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催
す
る
業
務
執
行
理
事
会
に
諮
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
現
在
の
事
業
は
す
べ
て
、
令
和

元
年
度
に
策
定
し
た
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
2
0
2
0
〜
2
0
3
1
）
に

紐
づ
け
て
い
ま
す
。部
会
ご
と
に
事
業
計
画
・

評
価
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
位
置
づ
け
と
の
関
係
を
明
確
に
す
る
と
と

も
に
、
目
的
や
概
要
、
実
施
方
法
、
年
度
ご

と
の
予
算
、
用
い
る
財
源
を
見
え
る
化
す
る

こ
と
で
、
事
業
の
評
価
を
わ
か
り
や
す
く
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
策
定
し
た
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
紐
づ
け
て
事
業
を
行
う
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
す
。
各
年
の
ト
レ
ン
ド
を

追
う
ば
か
り
で
は
、
D
M
O
と
し
て
の
役
割

が
ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
事
業
も
絵
に
描

い
た
餅
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。ま
た
、

観
光
協
会
内
部
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
入
れ
替

わ
っ
て
も
、
組
織
と
し
て
し
っ
か
り
機
能
す

る
う
え
で
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
、
日
本
で
は

徐
々
に
水
際
対
策
を
緩
和
し
、
近
い
将
来
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
本
格
的
に
来
客
さ
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
来
る

べ
き
時
期
に
向
け
て
、
地
域
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
や
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　今
お
話
し
し
て
き
た
ス
カ
イ
バ
ス
や

M
I
C
E
コ
ン
テ
ン
ツ
の
取
り
組
み
は
国
内

向
け
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
実
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
客
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ス
カ
イ
バ
ス
で
い
え
ば
、
来
年
度

は
英
語
に
加
え
て
ス
ペ
イ
ン
語
や
タ
イ
語
、

中
国
語
な
ど
も
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
グ

リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
は

ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
大
き
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
M
I
C
E
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
に
焼
き
直
し
が
で
き
る
よ
う
に

造
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　個
人
的
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入

れ
は
徐
々
に
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
い
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
急
に
大
量
の
受
け
入
れ
を

行
う
と
、
供
給
側
の
人
材
確
保
が
追
い
付
か

ず
、
こ
れ
が
質
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
後
々

の
観
光
客
の
満
足
度
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
段
階
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ

る
こ
と
で
、
供
給
を
慣
れ
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
観
光
協
会
に
と
っ
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

の
昨
年
や
今
年
の
取
り
組
み
は
、
再
び
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、
ど
の

よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　就
任
し
て
す
ぐ
に
行
っ
た
職
域
接
種
が
、

再
起
動
に
向
け
た
「
最
初
の
準
備
」
で
し
た
。

そ
こ
か
ら
去
年
は
色
ん
な
事
業
の
タ
マ
を
仕

込
み
、現
在
は
そ
の「
仕
込
み
」が
実
り
、様
々

な
「
事
業
」
が
動
き
出
し
て
い
る
状
況
で
す
。

仕
込
み
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
カ
イ
バ

ス
事
業
で
の
ニ
セ
コ
町
と
の
地
域
連
携
も
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
で
す
。
そ

れ
ほ
ど
、
地
域
連
携
と
い
う
の
は
時
間
や
労

力
を
要
す
る
も
の
で
、
通
常
で
あ
れ
ば
実
施

は
困
難
な
も
の
で
す
。
実
は
こ
れ
ま
で
は
ニ

セ
コ
町
と
倶
知
安
町
の
連
携
は
あ
ま
り
多
く

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ス
カ
イ
バ
ス
事
業
の

前
段
で
今
年
3
月
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
日

本
観
光
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
ブ
ー
ス
に
両
町
共

同
で
出
展
を
行
い
、D

isco
ver N

iseko

と
い
う
名
前
で
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
あ
り
、
今
回
の
ス
カ
イ
バ
ス

事
業
で
、
旅
行
者
に
見
え
る
形
で
の
連
携
も

深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
意
識
し
て
い
る
地
域

は
、
コ
ロ
ナ
禍
中
も
、
旅
行
者
と
の
関
係
性

を
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
や
情
報
発
信
に
注
力
し
が
ち
の
よ
う
に
思

い
ま
す
が
、
本
日
の
お
話
を
伺
い
、
コ
ン
テ

ン
ツ
を
し
っ
か
り
つ
く
る
こ
と
を
特
に
意
識

さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
印
象
的
で
し
た
。

お
考
え
と
し
て
は
、ニ
セ
コ
の
特
性
と
し
て
、

開
国
し
た
際
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
お
の
ず
と

来
客
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
際
に
し
っ
か
り
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
夏
、
冬
含

め
て
、
今
し
っ
か
り
準
備
さ
れ
て
い
る
っ
て

い
う
ご
認
識
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
ね
。
い
い
意
味
で
、
旅
行
者
視

点
で
ト
レ
ン
ド
を
捉
え
た
企
画
を
つ
く
れ

ば
、
ど
ん
な
国
籍
や
人
種
の
方
で
も
横
展
開

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
外
国
人
が
楽
し
む
風

景
も
イ
メ
ー
ジ
に
入
れ
な
が
ら
、
コ
ン
テ
ン

ツ
を
ど
ん
ど
ん
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

|
職
域
接
種
と
い
う
住
民
の
信
頼
を
意
識

し
た
取
り
組
み
で
土
台
を
作
り
、
コ
ロ
ナ
禍

だ
か
ら
こ
そ
実
施
で
き
た
様
々
な
取
り
組
み

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
日
は
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
16
日
／
聞
き

手
：
観
光
政
策
研
究
部
・
江
﨑
貴
昭
、
菅
野

正
洋
）

い
と
い
う
特
徴
も
あ
り
、
良
い
方
向
に
変
化

す
る
沖
縄
観
光
を
目
指
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の
懸
念
点
は
人
材
流
出

で
す
。
O
C
V
B
で
も
二
つ
の
事
業
所
を

持
っ
て
お
り
、
プ
ロ
パ
ー
職
員
だ
け
で
は
手

が
回
ら
な
い
た
め
、
非
常
勤
職
員
を
採
用
し

て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
応
募
者
が
集
ま
ら

な
い
状
況
で
す
。

　ホ
テ
ル
や
観
光
施
設
も
同
じ
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
沖
縄
に
と
っ
て
観
光
が
重
要
な

産
業
だ
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、

人
材
を
い
か
に
確
保
し
て
い
く
か
が
重
要
で

す
。夢
の
あ
る
仕
事
と
い
う
共
通
認
識
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
中
長
期
的
に
は
デ
ジ
タ
ル

化
、
観
光
D
X
を
進
め
て
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
視
点
と
な
り
ま

す
。
I
T
系
事
業
者
が
入
居
す
る
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
中
に
ホ
テ
ル
を
整
備

し
、
実
際
に
顧
客
を
受
け
入
れ
て
、
ロ
ボ
ッ

ト
化
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
な
ど
の
様
々
な

実
証
実
験
を
実
施
す
る
計
画
が
あ
り
、
観
光

D
X
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
観
光
に
お
け
る
実
践
教
育
を
強
化

し
て
現
場
に
人
材
を
輩
出
す
る
取
り
組
み
も

進
ん
で
い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
、
沖
縄
高
専

に
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
5
年
間
で
、
機
械
、
情
報
、

環
境
技
術
な
ど
を
学
ぶ
と
と
も
に
観
光
に
つ

い
て
も
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
理
系
の
学

生
が
観
光
を
学
び
、
観
光
関
連
企
業
に
入
社

し
て
く
れ
れ
ば
、
質
の
高
い
観
光
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　当
面
は
国
内
観
光
を
中
心
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
将
来
的

に
は
や
は
り
国
際
観
光
を
大
き
く
伸
ば
し
て

い
く
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
非
常
に
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
前
述
の
通
り
、
そ
の
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
済
ん
で
い
ま
す
し
、
数
年
後

に
は
新
し
い
魅
力
を
持
っ
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク

開
業
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
沖
縄
観
光
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
く
評
価
し
た
県
外
、
国
外

か
ら
の
投
資
の
動
き
が
あ
る
の
も
事
実
で

す
。
そ
の
意
味
で
は
、
沖
縄
観
光
の
未
来
は

非
常
に
明
る
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
が
あ
っ
た
か
ら
、
も
う
観
光
の

可
能
性
が
な
く
な
っ
た
と
見
て
い
る
人
は
誰

も
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
観
光

客
が
久
し
ぶ
り
に
沖
縄
に
旅
行
に
い
ら
し
た

際
に
、
満
足
し
て
頂
け
る
対
応
を
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
の
で
、
今
が
頑
張
り
ど
こ
ろ
と

考
え
て
い
ま
す
。

|
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
4
日
／
聞
き

手
：
観
光
政
策
研
究
部
・
菅
野
正
洋
）

|
2
0
2
1
年
度
か
ら
2
0
2
2
年
度
に

か
け
て
の
京
都
観
光
は
ど
の
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
発
令
時
に
は
、
市

内
主
要
ホ
テ
ル
に
お
け
る
客
室
稼
働
率
は

5
・
8
％
ま
で
下
が
り
底
を
打
ち
ま
し
た
。

現
在
は
50
%
く
ら
い
ま
で
戻
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
80
%
を
超
え
て

当
た
り
前
、
高
い
時
に
は
95
%
に
達
し
て
い

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
ま
だ
ま
だ
足
り
ま
せ

ん
。
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
を
見
据
え

て
京
都
に
進
出
し
て
き
た
事
業
者
の
み
な
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
物
足
り
な
い
数
字
と
評
価

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
入
国
が
団
体
客

に
制
限
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
、
京
都
観
光

へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
だ
ま
だ
様

き
た
と
い
う
状
況
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
2
年
間
、
直
行
便
が
な
く
な
っ
た
こ

と
で
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
一
方
で
、
国

内
に
い
る
外
国
人
が
旅
行
に
来
て
い
る
状
況

も
あ
り
、
大
使
館
な
ど
、
国
内
に
立
地
し
て

い
る
海
外
の
機
関
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を

し
っ
か
り
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
各
国
に
駐
在
員
を
置
い
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
2
年
間
は
そ
う
い
っ
た
現
地
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
現

地
で
開
催
さ
れ
る
観
光
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
駐

在
員
が
参
加
す
る
と
い
っ
た
活
動
を
オ
ン
ラ

イ
ン
と
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　も
と
も
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、

沖
縄
の
訪
日
外
国
人
の
8
割
は
個
人
客
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
の
よ
う
に
団
体

限
定
で
、
ビ
ザ
が
必
要
な
現
状
で
は
、
す
ぐ

に
観
光
客
が
戻
る
と
い
う
状
況
は
現
実
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　沖
縄
は
台
湾
か
ら
の
来
訪
が
一
番
多
い
状

況
で
し
た
の
で
、
経
済
界
も
台
湾
と
の
早
期

の
交
流
再
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
日
本
政

府
と
台
湾
政
府
の
双
方
の
規
制
緩
和
の
状
況

を
見
な
が
ら
、
す
ぐ
に
連
携
で
き
る
態
勢
を

取
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　国
際
ク
ル
ー
ズ
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
よ

う
に
買
い
物
の
た
め
だ
け
に
寄
港
し
て
数
時

間
滞
在
し
て
い
く
よ
う
な
形
は
県
民
の
理
解

を
得
に
く
い
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中

で
、
ク
ル
ー
ズ
船
を
受
け
入
れ
て
い
た
市
町

村
と
O
C
V
B
と
地
域
の
観
光
協
会
が
一
緒

に
な
っ
て
、
国
際
ク
ル
ー
ズ
の
再
開
を
目
的

と
し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

|
コ
ロ
ナ
禍
は
未
曾
有
の
危
機
と
も
い
え

ま
す
が
、
危
機
管
理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
2
年
余
り
、
地
震
や
津
波
等
を
含
め

た
基
本
的
な
危
機
管
理
に
つ
い
て
訓
練
等
を

通
じ
て
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
十
分
に
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
や
は
り
基
本
的

な
意
識
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と

で
、
危
機
管
理
体
制
運
用
の
た
め
の
図
上
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　こ
こ
に
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を
ど
う
盛
り
込

む
の
か
と
い
う
点
は
、
観
光
の
分
野
を
超
え

る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　危
機
管
理
は
観
光
地
と
し
て
の
質
の
高
さ

を
示
す
一
つ
の
側
面
で
す
か
ら
、
も
う
少
し

状
況
が
落
ち
着
い
た
ら
、
こ
の
間
の
コ
ロ
ナ

対
策
を
検
証
し
て
、
感
染
症
対
策
も
含
め
て

危
機
管
理
体
制
を
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
で
期
待
さ
れ
る
新
た
な
市
場

と
し
て
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
意
味
全
国
ど
こ

で
も
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
の
た
め
、
沖
縄

と
し
て
の
優
位
性
を
ど
う
作
れ
る
か
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
「
沖
縄
リ
ゾ
ー
ト
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

観
光
は
観
光
業
界
だ
け
で
取
り
組
む
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
大
学
、
行
政
、
医
療
、
金
融

機
関
と
の
連
携
が
大
事
だ
と
考
え
て
議
論
に

加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
と
、
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
持
っ
て
仕
事
を
し
、
あ
と
は
プ
ー

ル
サ
イ
ド
で
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
…
…
み
た
い

な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
ね
。
確
か
に
そ
れ

は
リ
ゾ
ー
ト
型
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ

の
形
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
学
は
ス
タ

デ
ィ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り
学
び
と
滞
在

と
い
う
視
点
で
、
ま
た
金
融
機
関
は
商
談
会

や
企
業
誘
致
に
代
表
さ
れ
る
産
業
振
興
の
視

点
で
考
え
て
も
ら
う
と
す
れ
ば
議
論
と
し
て

は
面
白
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　沖
縄
に
お
け
る
滞
在
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
増
や
す
取
り
組
み
の
結
果
の
一
つ
の
形
が

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
り
す
る
わ
け
で
す
。

|
改
め
て
振
り
返
る
と
、
こ
の
1
年
半
は

ど
う
い
っ
た
期
間
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
今
後
の
見
通
し
は
捉
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
1
年
半
は
、
原
点
に
立
ち
戻
り
、
本

来
沖
縄
が
目
指
し
て
い
た
も
の
を
見
つ
め
直

す
期
間
に
な
っ
た
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
勢
の
人
に
来
て
も
ら
う
こ
と
以
上
に
、
質

の
充
実
を
図
ら
な
い
と
観
光
地
と
し
て
選
ば

れ
な
い
と
い
う
認
識
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
生
じ
た
観
光
ス
タ
イ
ル
の
変
化

と
い
う
の
は
、
様
々
な
方
が
指
摘
し
て
い
ま

す
が
、
人
間
は
そ
こ
ま
で
急
に
は
変
わ
れ
な

い
部
分
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　イ
ベ
ン
ト
で
人
を
集
め
、
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
な
が
ら
楽
し
ん
で
も
ら
い
つ
つ
、
新

し
い
滞
在
の
形
と
し
て
環
境
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
つ
く
っ
て
い
く
方
向
性
を
目
指
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

　一
気
に
量
を
追
求
す
る
取
り
組
み
を
や
め

て
し
ま
う
と
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

極
端
な
方
向
に
振
れ
が
ち
で
す
。
沖
縄
は

島と
う

嶼し
ょ

型
の
経
済
圏
と
し
て
、
そ
う
い
っ
た
変

化
が
顕
著
に
出
や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
統
計
的
な
数
値
は
整
備
し
や
す

だ
け
で
な
く
、
質
の
高
い
観
光
地
を
も
目
指

す
中
で
は
、
量
的
な
拡
大
、
回
復
を
目
指
す

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
る
程
度
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

|
数
だ
け
で
な
く
質
も
と
い
う
の
は
、
前

回
の
本
誌
取
材
（
2
4
7
号
：
2
0
2
0
年

11
月
発
刊
）
の
際
に
も
言
及
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
そ
の
後
の
取
り
組
み
に
も
色
濃

く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
の
通
り
で
す
。
た
だ
そ
の
一
方
で
ま
だ

十
分
で
な
い
の
が
、
他
産
業
と
の
連
携
強
化

に
よ
る
地
域
経
済
循
環
率
の
向
上
で
す
。
観

光
は
総
合
産
業
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
農

業
や
製
造
業
と
の
連
携
を
深
め
て
観
光
を
伸

ば
す
こ
と
で
、
産
業
連
関
の
中
で
波
及
効
果

が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
地
元
産
品
の

利
用
頻
度
を
高
め
る
な
ど
、
地
域
に
お
金
が

落
ち
る
仕
組
み
を
重
視
す
る
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
は
、
観
光
統
計
の
質
的
向
上

も
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
沖
縄
の

統
計
指
標
は
那
覇
空
港
を
拠
点
と
し
た
圏

域
、
宮
古
圏
域
、
八
重
山
圏
域
と
い
う
三
つ

の
圏
域
で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
指
標
を
迅
速
に
把
握
し
、
提
供
で

き
る
か
は
ま
だ
ま
だ
課
題
で
す
。

　2
0
2
0
年
度
の
沖
縄
県
の
G
D
P
は
前

年
度
比
マ
イ
ナ
ス
9
・
6
％
で
し
た
。
全
国

的
に
は
マ
イ
ナ
ス
4
％
台
で
し
た
が
、
な
ぜ

沖
縄
県
が
こ
れ
だ
け
落
ち
込
み
が
大
き
い
か

と
い
え
ば
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
観
光
へ
の
打

撃
が
大
き
か
っ
た
か
ら
で
す
。
沖
縄
観
光
の

重
要
性
を
様
々
な
視
点
で
数
字
で
示
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

|
O
C
V
B
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

「
エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
」
も
、
質
の
高
い
観
光

地
と
し
て
目
指
す
旅
行
の
姿
の
ひ
と
つ
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
は
環
境
と
地
域
を
意

識
し
た
取
り
組
み
で
、
大
き
な
く
く
り
で
い

え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
。

必
ず
し
も
新
し
い
発
想
で
は
な
く
、
沖
縄
の
よ

う
な
観
光
地
で
は
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可

能
な
観
光
は
、
当
た
り
前
の
基
本
方
針
で
す
。

　地
域
の
資
源
が
有
限
で
あ
る
以
上
、
環
境

に
配
慮
し
、地
域
文
化
も
理
解
す
る
こ
と
で
、

観
光
客
と
地
域
住
民
の
双
方
が
満
足
で
き
る

結
果
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　量
的
な
拡
大
を
図
る
べ
き
と
い
う
意
見

と
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換
を
意
識
す
べ
き
と

い
う
意
見
が
あ
り
、
県
民
か
ら
も
、
観
光
推

進
は
大
事
だ
が
必
ず
し
も
自
分
た
ち
の
生
活

の
豊
か
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
意

見
が
徐
々
に
出
て
き
て
い
ま
す
。

　ハ
ワ
イ
州
観
光
局
（H

aw
aii T

o
u
rism

 

A
u
th
o
rity

：H
T
A

）
で
は
毎
年
住
民
に
対

し
て
感
情
調
査
を
行
い
、
観
光
を
支
持
す
る

住
民
の
比
率
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク

時
で
8
割
が
観
光
を
支
持
し
て
い
た
も
の

が
、
最
新
の
調
査
結
果
で
は
地
域
に
よ
っ
て

6
割
程
度
ま
で
落
ち
て
い
ま
す
。
地
元
住
民

に
支
持
さ
れ
な
い
観
光
に
持
続
性
が
あ
る
の

か
と
い
う
話
で
す
。

　マ
ー
ケ
ッ
ト
側
の
変
化
に
対
応
す
る
際
に

も
、
沖
縄
の
自
然
と
文
化
を
大
事
に
す
べ
き

と
す
る
立
ち
位
置
に
戻
る
と
い
う
の
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
、
あ
る
意
味
必
然
性
が
あ
り
ま
し
た
。

　沖
縄
県
で
は
、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て「B

e.O
kinaw

a

」

を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
、
美
し
い

自
然
と
優
し
い
人
に
囲
ま
れ
て
、
本
来
の
自

分
を
取
り
戻
し
て
い
く
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
に
と
っ
て
、
今
再
び
立

ち
返
る
べ
き
考
え
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

|
一
般
的
に
、
若
い
世
代
の
方
は
こ
う

い
っ
た
エ
シ
カ
ル
さ
を
有
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
観
光
産
業
が
厳
し
い
状
況
に

あ
る
中
で
は
、
消
費
単
価
が
高
い
客
層
を
誘

客
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　産
業
の
事
業
者
に
も
そ
う
い
っ
た
意
識
は

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
経
営
面
の
体
力
に

よ
っ
て
優
先
順
位
に
差
が
生
じ
る
こ
と
が
問

題
で
す
。
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、

単
価
の
高
い
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
事
業
者
が
あ
る
一
方
で
、
ま
ず
観
光

客
に
来
て
も
ら
う
こ
と
に
注
力
せ
ざ
る
を
得

な
い
事
業
者
も
い
ま
す
。

　だ
か
ら
と
い
っ
て
、
単
価
を
大
幅
に
下
げ

て
顧
客
を
取
り
込
む
ス
タ
イ
ル
は
、
沖
縄
観

光
の
ブ
ラ
ン
ド
を
毀
損
し
ま
す
。
宿
泊
施
設

を
例
に
と
る
と
、
沖
縄
は
民
宿
や
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
か
ら
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
ま
で
幅
が
広
い

の
が
特
徴
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
中
で
単
価
を
維
持
も
し
く
は
向
上

さ
せ
、
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
ら
れ
る
と
よ

い
と
思
い
ま
す
。

　質
の
高
い
体
験
を
し
た
い
、
地
域
の
環
境

保
全
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
傾
向
は
、
確
か

に
若
い
人
た
ち
に
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す

が
、ま
だ
デ
ー
タ
で
示
し
切
れ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
、
エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
に
適
応
す
る
事

業
者
側
か
ら
そ
の
状
況
を
数
値
化
で
き
な
い

か
、
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入
れ
に
向
け
て

は
、
海
外
と
繋
い
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
を
行
っ
て

|
2
0
2
1
年
度
か
ら
2
0
2
2
年
度
に

か
け
て
の
沖
縄
観
光
は
ど
の
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　2
0
2
1
年
度
の
入
域
観
光
客
数
は

3
2
8
万
9
7
0
0
人
で
し
た
。
2
0
2
0

年
度
が
2
5
8
万
人
で
し
た
の
で
、
一
部
回

復
し
て
は
い
ま
す
が
、
や
は
り
緊
急
事
態
宣

言
な
ど
の
期
間
が
長
く
、
実
績
と
し
て
国
内

が
前
年
度
比
45
％
、
国
内
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
合
わ
せ
た
全
体
だ
と
33
％
と
本
当
に
厳
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
以
前
の
よ
う
な
急
激
に
旅
行
マ
イ

ン
ド
が
下
が
る
よ
う
な
状
況
に
は
な
ら
な
い

と
見
て
お
り
、
現
時
点
で
は
国
内
の
観
光
客

は
2
0
1
9
年
度
比
で
8
割
ほ
ど
ま
で
戻
っ

て
き
て
い
る
と
見
て
い
ま
す
。
た
だ
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
は
ゼ
ロ
の
状
況
で
す
の
で
、
現
時
点

で
は
国
内
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　2
0
2
2
年
度
の
入
域
観
光
客
数
は
、
国

内
は
約
5
8
0
万
人
を
目
標
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。
前
年
度
の
倍
と
ま
で
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
着
実
に
回
復
を
目
指
す
目
標
と
し
て

設
定
し
て
い
ま
す
。

　国
際
線
の
再
開
も
視
野
に
入
れ
、
海
外
の

観
光
客
は
20
万
人
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

あ
る
程
度
の
量
の
回
復
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
の
一
定
の
数
字
が
必
要
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
、
国
内
と
海
外
含
め
て
6
0
0
万
人
を

目
標
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　2
0
2
2
年
9
月
ま
で
の
上
半
期
で

2
9
0
万
人
と
い
う
状
況
な
の
で
、
あ
な
が

ち
こ
の
目
標
達
成
は
不
可
能
で
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
海
外
か
ら
の
観
光

客
20
万
人
は
ま
だ
見
通
せ
な
い
状
況
で
す
。

も
と
も
と
ビ
ジ
ネ
ス
や
留
学
生
の
需
要
が
少

な
い
沖
縄
に
と
っ
て
は
、
今
の
制
約
の
中
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
本
格
回
復
は
難
し
い
と

い
う
の
が
現
状
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　沖
縄
で
は
2
0
2
0
年
に
那
覇
空
港
の
第

二
滑
走
路
が
整
備
さ
れ
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
第

二
バ
ー
ス
も
完
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
玄
関
口
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

十
分
整
っ
て
い
ま
す
し
、
宿
泊
施
設
の
客
室

数
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
右
肩
上
が
り
の
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
単
に
観
光
客
数
が
戻
る

コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
主
要
な
目
的
地
と
な
っ
て
い
た
国
内
観
光
地
の
観
光
推
進
組
織
（
D
M
O
）
を
対
象
と
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
（
特
に
2
0
2
1
年
以
降
）
で
の
観
光
産
業
の
状
況
や
、
観
光
需
要
が
消
失
し
て
い
た
中
で
「
観
光
の
再
起
動
」
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
事
項
等
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

会
に
業
務
執
行
理
事
を
配
置
し
、
部
会
ご
と

に
事
業
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
事
業
の
企
画

も
各
部
会
で
検
討
し
、
年
間
約
10
回
程
度
開

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地
域
の
取
り
組
み

コロナ禍における地域の取り組み3
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3

（
略
歴
）一
般
財
団
法
人
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

（
O
C
V
B
）会
長
。
1
9
8
1
年
明
治
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、

沖
縄
県
庁
入
庁
。
初
代
香
港
事
務
所
長
と
し
て
、
香
港
を
中
心
に
ア
ジ
ア
全
般
の
観
光
客

誘
致
な
ど
を
担
う
。
観
光
振
興
課
長
、
観
光
企
画
課
長
、
観
光
政
策
統
括
監
な
ど
を
歴
任
、

2
0
0
1
年
の
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
、
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
等
の
影
響
で

落
ち
込
ん
だ
沖
縄
観
光
の
立
て
直
し
を
担
う
。
2
0
1
3
年
琉
球
大
学
観
光
産
業
科
学
部

教
授
に
就
任
。
学
部
長
、
研
究
科
長
を
経
て
、
2
0
1
9
年
6
月
か
ら
現
職
。

下
地
芳
郎
氏

一
般
財
団
法
人
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
会
長

量
と
質
が
両
立
す
る

「エシ
カル
」な
観
光
地への

転
換
を
目
指
す

事
例
❶ 

沖
縄
県

風
や
、
低
賃
金
や
雇
用
の
不
安
定
さ
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
観
光
業
界
で
は
人
材
確

保
が
難
し
い
と
い
う
課
題
を
解
消
す
る
た
め

に
、
2
0
1
8
年
に
導
入
が
始
ま
っ
た
宿
泊

税
を
財
源
に
し
て
、
従
業
員
向
け
の
研
修
事

業
に
注
力
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
3
月
に
刷
新
さ
れ
た
「
京
都
観

光
振
興
計
画
」
で
は
、
以
前
の
計
画
に
は
な

か
っ
た
「
担
い
手
の
活
躍
支
援
」
が
5
本
の

柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
よ
り
一
層

強
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
新
た
に
打
ち
出
し

た
り
、
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
を
し
た
部
分
は
あ

る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
近
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
京
都
観
光
を
持

続
可
能
に
し
て
い
く
た
め
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
し
っ

か
り
と
打
ち
出
し
て
、
そ
れ
に
合
っ
た
商
品

開
発
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
回
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
、
準
備
期
間
が
あ
る
な
か
で
、
改
め
て
自

分
た
ち
の
や
っ
て
き
た
こ
と
を
見
つ
め
直
そ

う
と
い
う
動
き
で
す
。

　し
か
し
、
事
業
者
さ
ん
か
ら
は
「
京
都
は

昔
か
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
こ
と
を
や
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
」
と
い
う
反
応
が
多
い
で
す
。

「
一
見
さ
ん
お
断
り
」
と
い
う
言
葉
の
印
象

が
強
く
、
閉
鎖
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る

こ
と
が
多
い
京
都
の
街
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一
方
で
ず
っ
と
多
く
の
観
光
客
に
訪
れ
て
い

た
だ
け
た
こ
と
で
、
L
G
B
T
Q
や
ベ
ジ
タ

リ
ア
ン
、
ム
ス
リ
ム
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
お
持
ち
の
方
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
々
を
受

け
入
れ
て
い
く
こ
と
が
当
然
の
も
の
と
し
て

根
付
い
て
い
る
街
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
京
都
人

の
気
質
と
し
て
「
自
分
た
ち
は
昔
か
ら
や
っ

て
い
る
の
で
、
流
行
に
乗
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
た
く
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
外
国
人

に
対
し
て
は
、
そ
う
い
う
気
概
は
分
か
り
や

す
く
発
信
し
な
け
れ
ば
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
変

に
安
っ
ぽ
く
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
な
が

ら
も
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
に
改
め
て

き
ち
ん
と
光
を
当
て
直
す
、
と
い
う
ス
タ
ン

ス
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
会
員
向
け
の
情
報
発
信
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
市
内
主
要
ホ
テ
ル

の
ご
協
力
の
も
と
、
過
去
数
年
分
の
予
約
状

況
や
実
際
の
稼
働
率
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
3

カ
月
先
ま
で
の
稼
働
率
の
予
測
値
の
発
表
を

始
め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
こ
れ
か

ら
ど
う
な
る
か
不
安
だ
と
い
う
お
声
に
応
え

る
た
め
に
は
、
将
来
的
な
見
通
し
を
示
す
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
た
た
め
で
す
。最
近
は
、

こ
れ
ま
で
の
月
単
位
の
調
査
に
加
え
て
、
ほ

ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
日
単
位
の
調
査
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

直
近
の
状
況
の
把
握
や
、
曜
日
別
の
分
析
が

可
能
と
な
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
精
度
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
始
動
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　当
協
会
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
分
野
の

取
り
組
み
は
海
外
メ
デ
ィ
ア
へ
の
対
応
が
中

心
で
あ
り
、
多
い
と
き
に
は
世
界
13
都
市
に

レ
ッ
プ
を
置
き
、
海
外
現
地
の
メ
デ
ィ
ア
に

情
報
提
供
し
た
り
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
京
都

取
材
を
す
る
際
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
旅

行
需
要
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
後
も
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
協
会
の

中
心
業
務
の
一
つ
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
で
は

事
業
者
が
開
発
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
後

追
い
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
た
め
、
こ
れ

か
ら
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
先
回
り
し
て

察
知
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　そ
こ
で
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
京
都
」
と
い
う
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
観

子
見
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

　一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
外
国
人
の
比

率
が
4
〜
5
割
程
度
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
日
本
人
の
需
要
は
か
な
り
回
復
し
た

と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、G

o
 

T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は
じ
め
、
様
々
な
需

要
喚
起
策
で
恩
恵
を
受
け
た
の
は
価
格
帯
の

高
い
施
設
や
リ
ゾ
ー
ト
観
光
地
が
中
心
で

す
。
海
外
旅
行
に
行
け
な
い
代
わ
り
に

ち
ょ
っ
と
リ
ッ
チ
な
宿
に
泊
ま
り
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

街
中
の
旅
館
や
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
な
ど
は
ま

だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
か
な
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
京
都
に
と
っ
て
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
あ
る
修
学
旅
行
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
強
く
受
け
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年
は
壊

滅
的
、
2
0
2
1
年
は
多
少
回
復
し
た
も
の

の
、
例
年
の
8
割
減
と
い
う
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
ま
し
た
。
2
0
2
2
年
は
、
京
都

の
修
学
旅
行
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
5
〜

6
月
に
感
染
者
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
予

定
通
り
催
行
が
進
ん
だ
こ
と
で
一
部
の
施
設

の
稼
働
率
は
90
〜
1
0
0
％
に
達
し
て
お

り
、
も
と
も
と
激
し
か
っ
た
景
気
の
浮
き
沈

み
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
後
に
京
都
へ
進
出
す
る
宿
泊

施
設
の
動
き
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
は
将
来
的
な
回
復
を
見
越
し
て
の
投
資

と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　特
に
外
資
系
の
世
界
的
ブ
ラ
ン
ド
で
高
価

格
帯
の
施
設
に
よ
る
進
出
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
彼
ら
は
20
年
30
年
と
い
う
長
期
ス
パ

ン
で
経
営
戦
略
を
立
て
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
は
あ
く
ま
で
短
期
間
の
ブ
レ
と
捉
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
国
内
資
本
で
も
高
単

価
で
ユ
ニ
ー
ク
な
宿
が
増
え
て
お
り
、
京
都

市
内
の
宿
泊
施
設
の
多
様
性
は
格
段
に
向
上

し
て
い
ま
す
。

　一
方
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
の
簡
易
宿
所

は
、
駄
目
だ
と
思
っ
た
ら
早
々
に
見
切
り
を

つ
け
て
撤
退
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
将
来

的
に
需
要
が
回
復
す
れ
ば
再
び
参
入
す
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
柔
軟
性
が

高
い
こ
と
が
、
小
規
模
な
業
態
の
良
さ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

|
利
用
の
集
中
を
防
ぐ
分
散
化
へ
の
取
り

組
み
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ

た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　分
散
化
は
観
光
業
界
全
て
に
と
っ
て
永
遠

の
テ
ー
マ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
ろ
う
と
な
か

ろ
う
と
必
ず
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
三
密
回
避
に

資
す
る
も
の
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
と
し
て
も
必
要
な
取
り
組
み
で
し
た
。

　一
方
、
事
前
予
約
制
の
導
入
は
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
始
め
た
も
の
で
す
。以
前
ま
で
は
、

人
の
量
を
動
か
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え

の
も
と
、
基
本
は
予
約
な
し
で
O
K
と
い
う

旅
行
商
品
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
ま
た
、
京

都
の
主
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
寺
社
は
、
全

て
の
人
に
対
し
て
開
か
れ
た
場
所
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
の
も
と
、
特
定
の
人
し
か
受
け

入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
相
容
れ
な
い

立
場
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
宗
教
行
為
に

ま
つ
わ
る
個
人
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
信

教
の
自
由
に
触
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

議
論
も
あ
り
、
予
約
制
度
の
導
入
に
は
慎
重

な
判
断
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
で
、

密
を
避
け
な
が
ら
拝
観
い
た
だ
け
る
環
境
を

用
意
す
る
こ
と
や
、
感
染
者
が
出
た
場
合
の

連
絡
先
を
把
握
す
る
と
い
う
必
要
に
迫
ら
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
事
前
予
約
制

の
導
入
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
き
ま
し
た
。

|
以
前
か
ら
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
た
ま
た
ま
実
施
時
期
が
コ
ロ

ナ
禍
と
重
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
以
外
に
も
、
コ
ロ
ナ

禍
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

2
0
1
9
年
12
月
に
京
都
で
開
か
れ
た
「
第

4
回 

観
光
と
文
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際

会
議
」（
主
催
：
U
N
W
T
O
／
ユ
ネ
ス
コ
）

に
お
い
て
、
観
光
が
地
域
と
文
化
を
つ
な
ぎ

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
、
と

い
う
考
え
方
が
「
観
光
・
文
化
京
都
宣
言
」

と
し
て
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、

京
都
市
と
京
都
市
観
光
協
会
で
は
、
従
来
の

観
光
客
向
け
の
マ
ナ
ー
啓
発
だ
け
で
な
く
、

事
業
者
や
市
民
と
一
緒
に
持
続
可
能
な
観
光

を
実
現
す
る
た
め
の
行
動
を
定
め
た
も
の
と

し
て
「
京
都
観
光
行
動
基
準
（
京
都
観
光
モ

ラ
ル
）」
を
発
表
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
の

生
活
に
配
慮
し
た
行
動
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
指

す
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
に
お
い
て
も

重
要
な
観
点
で
あ
る
た
め
、積
極
的
な
周
知
・

啓
発
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
休
業
や
テ
レ
ワ
ー
ク

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
観
光
業
界
の
従
業
員
向

け
に
、
各
地
で
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
増
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
も

当
協
会
で
は
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
分
野
で
す
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

コ
ロ
ナ
禍
と
い
っ
た
観
光
業
界
に
対
す
る
逆

|
そ
の
中
で
、
観
光
協
会
と
し
て
す
べ
き

こ
と
は
何
だ
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
も
大
切
な
こ
と
は
、
各
事
業
者
が
個
々

の
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス

を
開
発
・
提
供
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

で
す
。
昔
と
比
べ
て
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
し
て
い
る
た
め
、
事
業
者
を
枠
に
は
め

て
画
一
的
な
商
品
づ
く
り
を
促
す
の
で
は
な

く
、
切
磋
琢
磨
を
促
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
サ
ー

ビ
ス
を
増
や
し
、
観
光
客
に
と
っ
て
の
選
択

肢
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

観
光
協
会
に
相
談
す
れ
ば
解
決
に
つ
な
が
る

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
つ
く

り
、
協
会
が
各
事
業
者
の
特
徴
を
把
握
し
た

う
え
で
差
別
化
や
協
業
の
支
援
を
し
て
い
く

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
に
と
ら
わ
れ
ず
、
や
る
べ
き

こ
と
を
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
着
実
に
実
行
し
て

い
る
と
い
う
お
話
に
非
常
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
9
日
／
聞
き
手
：

観
光
政
策
研
究
部
・
門
脇
茉
海
、
菅
野
正
洋
）

|
コ
ロ
ナ
禍
も
3
年
目
を
迎
え
、
段
階
的

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
解
禁
が
少
し
ず
つ
進
ん

で
い
る
中
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
訪
日

外
国
人
旅
行
者
の
主
要
な
目
的
地
と
な
っ
て

い
た
ニ
セ
コ
地
域
（
倶
知
安
町
）
に
お
け
る

D
M
O
（
観
光
推
進
組
織
）
の
お
立
場
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
取
り
組
ん
だ
事
項
等
に
つ

い
て
お
伺
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　ま
ず
は
私
自
身
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
、
2
0
2
1
年
の
6
月
に
倶
知
安
観

光
協
会
の
事
務
局
長
に
就
任
す
る
前
は
、
10

年
間
、
J
T
B
ハ
ワ
イ
で
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。
最
初
の
5
年
は
M
I
C
E
の
誘
致
・
受

入
事
業
に
従
事
し
、そ
の
後
、地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
関
わ
る
地
域
交
流
ビ
ジ
ネ
ス
の

役
割
を
担
い
、
最
後
の
3
年
間
は
、
ホ
ノ
ル

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
財
団
に
出
向
し
、
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
・
運
営
を
担
い
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
の
帰
国
後
に
ご
縁
を
い
た
だ

き
、
現
在
の
ポ
ス
ト
に
い
る
状
況
で
す
。

　2
0
2
1
年
6
月
1
日
に
着
任
し
、
最
初

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
観
光
協
会
に
よ
る

ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種
で
し
た
。
会
員
向
け

に
接
種
希
望
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と

こ
ろ
、
当
初
は
1
5
0
0
人
が
接
種
を
希
望

し
ま
し
た
が
、
接
種
直
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
希
望
者
は
2
6
0
0
人
程
度
ま
で
増
加
し

ま
し
た
。
す
で
に
ワ
ク
チ
ン
は
発
注
済
み
で

あ
っ
た
た
め
、厚
労
省
と
や
り
と
り
を
行
い
、

何
と
か
追
加
分
の
ワ
ク
チ
ン
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
、
1
回
目
の
接
種
が
終
わ
る
ま
で

9
月
頃
ま
で
か
か
り
ま
し
た
。

　こ
の
間
、
他
の
業
務
は
一
切
で
き
な
い
状

況
で
し
た
が
、
住
民
か
ら
観
光
関
連
事
業
者

へ
の
信
頼
を
得
る
と
い
う
面
で
、
ニ
セ
コ
の

観
光
関
連
事
業
者
全
体
が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
し
た
。
当
時
、

ニ
セ
コ
で
は
居
住
の
外
国
人
を
含
め
た
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
最

終
的
に
は
観
光
協
会
の
会
員
で
な
く
と
も
、

家
族
や
取
引
先
、
ま
た
、
町
内
在
住
ま
た
は

勤
務
で
あ
れ
ば
外
国
人
も
接
種
可
能
と
し
、

地
域
一
体
で
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
注
力

し
ま
し
た
。
観
光
政
策
の
最
も
重
要
な
根
幹

は
住
民
の
理
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
ふ
ま

え
、
そ
の
土
台
づ
く
り
を
進
め
た
形
で
す
。

|
住
民
の
目
線
に
寄
り
添
う
と
い
っ
た
視

点
は
、
ハ
ワ
イ
で
の
経
験
に
基
づ
い
た
も
の

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
。
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
逆
の
視
点
で
す
ね
。
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
旅
行
者
視
点
に
よ
る
ハ
ワ
イ

の
住
民
に
対
し
て
の
責
任
と
い
う
考
え
で
す

が
、
今
回
の
ニ
セ
コ
で
は
、
同
じ
地
域
に
存

在
す
る
住
民
に
対
し
て
観
光
事
業
者
が
責
任

光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立

ち
上
げ
ま
し
た（
図
①
）。こ
の
事
業
で
は「
地

元
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」、

「
日
本
人
観
光
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
融

合
」、「
混
雑
を
避
け
つ
つ
高
い
知
的
欲
求
を

満
た
せ
る
体
験
の
提
供
」
を
目
的
に
、
京
都

市
の
認
定
を
受
け
た
ガ
イ
ド
団
体
で
あ
る

「
京
都
市
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ホ
ス
ト
」
や
、
京
都

市
内
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
の
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
で
構
成
さ
れ
る
「
京
都
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
研
究
会
」
と
い
っ
た
、
京
都
の

文
化
に
精
通
し
た
目
利
き
の
ア
ド
バ
イ
ス
の

も
と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
本
当
に
響
く
商

品
造
成
を
支
援
し
ま
す
。
地
元
金
融
機
関
で

も
あ
る
京
都
信
用
金
庫
と
の
連
携
事
業
で
も

あ
る
た
め
、
専
門
家
に
よ
る
事
業
の
採
算
性

に
係
る
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
付
帯
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
の
あ

り
方
を
考
え
る
業
界
交
流
会
「
京
都
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
カ
フ
ェ
」
も
定
期
開
催
し
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
切
れ
て
し
ま
っ
た
事
業
者
同
士

の
交
流
の
場
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

  

|
I
C
T
を
活
用
し
た
取
り
組
み
は
あ
る

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
発
を
回
避
す

る
た
め
に
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
開
発
の
手
法
を

確
立
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

京
都
へ
の
関
心
が
高
い
方
々
と
の
関
係
を
可

視
化
し
、
こ
れ
を
分
析
し
て
、
さ
ら
に
関
係

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
日
本

人
観
光
客
に
対
し
て
は
、
事
前
予
約
で
旅
行

商
品
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
方
を
対
象
に

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
配
信
し
、
再
来
訪
率
を

向
上
さ
せ
る
手
法
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
や

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
対
象
に
、
同
様
の
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
京
都
は
非
常
に
多
様
な
客
層
が
訪
れ
る

観
光
地
だ
と
思
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
絞
り
込
ん
で
い
く
と
い

う
考
え
で
し
ょ
う
か
。
京
都
を
よ
り
深
く
理

解
し
て
く
れ
る
人
を
呼
び
た
い
と
い
う
意
識

が
う
か
が
え
ま
し
た
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　物
見
遊
山
の
初
心
者
も
い
れ
ば
、
地
元
民

よ
り
京
都
に
詳
し
い
方
ま
で
様
々
で
す
が
、

誰
し
も
最
初
は
初
心
者
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

そ
ん
な
初
心
者
が
京
都
の
奥
深
い
魅
力
に
気

づ
く
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
て
い
る
の

は
、
知
的
好
奇
心
が
高
く
、
地
元
文
化
を
理

解
し
て
尊
重
し
て
く
れ
る
、
文
化
度
の
高
い

人
た
ち
で
す
。
財
政
的
に
も
労
力
的
に
も
資

源
が
限
ら
れ
る
な
か
で
は
、
こ
う
い
っ
た

方
々
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
い
く
こ
と

で
、
効
果
的
に
京
都
へ
の
関
心
を
高
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
今
後
、
Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と

い
わ
れ
る
層
が
旅
行
の
中
心
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
若
者
に
対
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　神
社
仏
閣
を
は
じ
め
、
年
齢
や
経
験
を
重

ね
な
け
れ
ば
価
値
を
理
解
し
に
く
い
観
光
地

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
京
都
は
特
に
国
内
市
場

に
お
い
て
半
世
紀
以
上
前
か
ら
シ
ニ
ア
層
に

支
持
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、

誰
し
も
修
学
旅
行
で
一
度
は
京
都
を
訪
れ
、

大
学
時
代
を
京
都
で
過
ご
し
た
こ
と
が
あ
る

人
が
多
い
と
い
う
一
面
も
あ
り
ま
す
。「
京

都
国
際
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
フ
ェ
ア
」
や
「
京

都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
な
ど
の
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
も
発
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
若
年
層
向
け
の
取
り
組
み
は
成
果
を
上

げ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
問
題
な
の
は
、
そ

の
後
の
世
代
で
す
。
京
都
は
子
連
れ
の
観
光

地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
弱
い
た
め
、
ど
う

し
て
も
子
持
ち
世
代
の
旅
行
先
と
し
て
選
ば

れ
に
く
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

京
都
観
光
に
と
っ
て
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
上

の
最
重
要
課
題
は
、
若
年
層
と
い
う
よ
り
も

次
世
代
の
子
供
た
ち
が
含
ま
れ
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
へ
の
対
応
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
こ
が
欠
落
し
て
い
る
と
、
長
い
人
生

の
な
か
で
の
京
都
と
の
つ
な
が
り
が
一
度
全
て

リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
い
、
シ
ニ
ア
に
な
っ
て

京
都
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
と
き
に
は
ま
た

初
心
者
に
戻
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　こ
の
場
合
、
地
域
が
取
り
う
る
戦
略
は
大

き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
得

意
な
市
場
で
あ
る
シ
ニ
ア
に
特
化
す
る
、
い

わ
ゆ
る
「
選
択
と
集
中
」
の
考
え
方
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
苦
手
な
市
場
を
補
い
「
オ
ー

ル
マ
イ
テ
ィ
ー
」
な
状
態
を
作
る
と
い
う
考

え
方
で
す
。
一
般
的
に
、
競
争
の
激
し
い
市

場
に
お
い
て
は
「
選
択
と
集
中
」
が
妥
当
な

戦
略
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
持

続
可
能
な
国
際
観
光
都
市
を
標
榜
す
る
京
都

と
し
て
は
、
誰
が
来
て
も
対
応
で
き
る
懐
の

深
い
観
光
地
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
い
つ
来
て
も
ど
の
年
代
で

も
楽
し
め
る
と
い
う
状
況
を
生
み
出
す
こ
と

が
、
観
光
客
の
再
来
訪
に
つ
な
が
り
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。特
定
の
世
代
へ
の
対
応
と
い
う
よ
り
も
、

世
代
を
超
え
て
京
都
と
の
関
係
を
維
持
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　今
年
に
入
っ
て
か
ら
補
助
金
の
申
請
を
7

〜
8
本
出
し
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
採
択
さ

れ
て
い
ま
す
。
補
助
金
の
情
報
で
す
が
、
行

政
か
ら
入
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
の
と
、
こ

の
エ
リ
ア
が
重
点
支
援
D
M
O
に
選
ば
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
観
光
庁
や
北
海
道
運
輸
局

か
ら
頻
繁
に
情
報
が
入
っ
て
き
ま
す
。
個
人

と
し
て
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広
げ
て
い
る

の
で
、
こ
の
筋
か
ら
も
情
報
を
得
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
ね
。

　一
方
、
地
域
や
観
光
協
会
の
収
入
の
仕
組

み
構
築
も
考
え
て
い
ま
す
。
倶
知
安
町
で
は

宿
泊
税
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
は

別
に
旅
先
納
税
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。
旅
先
納
税
と
は
、
倶
知
安
町
に
訪
れ
た

際
に
そ
の
場
で
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
行
え

る
仕
組
み
で
、
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
な
く
返

礼
品
が
も
ら
え
る
従
来
の
ふ
る
さ
と
納
税
と

は
異
な
り
、
倶
知
安
町
に
訪
れ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
納
税
が
で
き
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
使
え

る
電
子
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
コ
ト
消
費
で
あ
り

外
貨
の
獲
得
に
も
あ
た
る
た
め
、
D
M
O
と

し
て
着
手
し
が
い
の
あ
る
事
業
で
す
。
こ
の

よ
う
に
収
入
源
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、

で
き
る
事
業
を
増
や
し
て
い
き
、
D
M
O
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
併
せ
て
強
化
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
倶
知
安
町
に
は
全
国
か
ら
視
察
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
が
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア

の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
が
視
察
時
に
登
壇
す

る
際
の
有
料
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
不
動
産
投
資
や
観
光
地
開
発
等
と
い
っ

た
ジ
ャ
ン
ル
別
で
ス
ピ
ー
カ
ー
を
揃
え
、
各

ス
ピ
ー
カ
ー
を
商
材
化
し
テ
ン
プ
レ
ー
ト
に

ま
と
め
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
と
顧
客
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
D
M
O
が
行
い
、
講
演
料
を

折
半
し
観
光
協
会
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
い

ま
す
。
別
途
、
会
場
費
や
資
料
費
等
も
用
意

し
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
て
お
り
、
こ
れ
も

観
光
協
会
の
収
益
の
柱
に
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　観
光
協
会
の
事
業
収
入
は
職
員
の
待
遇
改

善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
北
海
道
に
は
暖
房

手
当
の
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
が
、
町
役
場
や

役
場
に
準
じ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
観
光

協
会
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
で
は
、
手
当
の
額
に

差
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
仕
事
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
採
用
面
に
も
影
響
が
出
ま
す

の
で
、
観
光
協
会
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
待
遇

の
改
善
に
向
け
た
財
源
と
し
て
も
、「
地
域

で
稼
ぐ
D
M
O
」
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
は
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
各
事
業
は
観
光
協
会
内
で
ど
の
よ
う
に

決
定
し
、実
行
さ
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　観
光
協
会
内
の
事
業
体
制
（
図
①
）
と
し

て
、
7
つ
の
部
会
を
組
成
し
て
お
り
、
各
部

を
果
た
す
こ
と
が
、
住
民
と
の
共
存
に
は
必

要
と
い
う
考
え
で
す
。
こ
れ
を
な
い
が
し
ろ

に
し
て
観
光
事
業
を
実
施
す
る
と
、「
こ
ん

な
時
期
に
何
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
住
民

か
ら
批
判
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　ま
た
、
職
域
接
種
の
会
場
に
行
け
ば
地
域

内
の
住
民
や
観
光
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
会
え

ま
す
の
で
、
こ
こ
で
関
係
性
を
強
化
し
て
い

き
ま
し
た
。
な
お
、
職
域
接
種
会
場
で
は
、

非
常
に
多
く
の
方
に
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
外
国
人
は
言
葉
の
障
害
も

あ
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会
が
乏
し
く
、
有

難
い
と
い
っ
た
ご
様
子
で
し
た
。
外
国
人
を

含
め
た
職
域
接
種
を
観
光
協
会
で
実
施
し
た

こ
と
は
先
駆
的
で
あ
り
、
そ
の
後
、
定
山
渓

や
登
別
、
洞
爺
す
す
き
の
等
、
と
い
っ
た
道

内
の
観
光
地
で
も
同
様
の
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
土
台
づ
く
り
を
ふ
ま
え
、
昨

年
10
月
か
ら
は
、
令
和
4
年
度
の
補
助
金
獲

得
に
向
け
た
準
備
を
行
い
ま
し
た
。
観
光
協

会
の
活
動
原
資
で
あ
る
倶
知
安
町
の
宿
泊
税

が
減
る
こ
と
は
確
実
で
し
た
の
で
、
活
用
可

能
な
補
助
金
を
す
べ
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、

公
示
が
出
る
前
の
事
業
を
含
め
、
早
々
に
情

報
を
収
集
し
申
請
書
を
書
き
始
め
ま
し
た
。

特
に
重
視
し
た
の
は
、①
二
次
交
通
、②
倶
知

安
町
と
ニ
セ
コ
町
の
圏
域
を
ま
た
が
る
連
携

事
業
、③
M
I
C
E
で
す
。①
二
次
交
通
は
、

ひ
ら
ふ
エ
リ
ア
の
循
環
車
両
を
ス
キ
ー
シ
ー

ズ
ン
に
運
行
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
①
と
②

に
ま
た
が
り
ま
す
が
、
北
海
道
観
光
振
興
機

構
の
D
M
O
向
け
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
用

い
、
令
和
4
年
度
の
夏
場
に
倶
知
安
町
と
ニ

セ
コ
町
を
循
環
す
る
オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
バ
ス

（
ス
カ
イ
バ
ス
）
を
運
行
し
ま
し
た
。
ス
カ

イ
バ
ス
は
、
屋
根
の
な
い
バ
ス
で
移
動
を
し

な
が
ら
、
G
P
S
と
連
動
し
た
自
動
音
声
と

地
元
の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
案
内
を
行
い
な
が

ら
運
行
す
る
も
の
で
、
自
動
音
声
は
日
本
語

と
英
語
を
用
意
し
、
合
間
で
地
域
の
ト
ピ
ッ

ク
を
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が
話
す
形
態
の
二
次
交

通
兼
、
ニ
セ
コ
を
楽
し
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
で

す
。
赤
色
の
車
両
で
運
行
し
て
お
り
、
運
行

前
は
ニ
セ
コ
の
景
色
に
合
う
か
不
透
明
で
し

た
が
、運
行
開
始
後
は
、「
街
が
明
る
く
な
り
、

わ
か
り
や
す
く
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
」
と
地
域

や
観
光
客
か
ら
非
常
に
評
判
が
良
か
っ
た
で

す
。
ス
カ
イ
バ
ス
は
い
ず
れ
宿
泊
税
を
原
資

に
し
て
運
行
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い

ま
す
。
宿
泊
事
業
者
か
ら
す
れ
ば
、
税
を
代

理
徴
収
さ
せ
ら
れ
て
い
る
中
で
、
こ
の
よ
う

な
シ
ン
ボ
ル
の
存
在
は
、
税
が
何
に
使
わ
れ

て
い
る
か
が
わ
か
り
や
す
く
可
視
化
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
今
回
の
運
行
で
は
住
民
の
利
用

比
率
が
3
割
程
度
あ
り
ま
し
た
。
観
光
事
業

の
実
施
や
宿
泊
税
の
徴
収
の
結
果
、
公
共
交

通
を
担
う
住
民
の
移
動
の
足
と
し
て
も
貢
献

す
る
と
い
っ
た
仕
組
み
づ
く
り
に
も
な
り
得

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、③
M
I
C
E
で
す
が
、
水
際
対
策

に
よ
っ
て
昨
年
の
私
の
就
任
当
初
の
時
期
か

ら
、
企
業
等
か
ら
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
訪
問

の
問
い
合
わ
せ
が
非
常
に
多
く
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
ニ
セ
コ
に
は
特
に
グ
リ
ー
ン

シ
ー
ズ
ン
の
M
I
C
E
商
材
が
な
い
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。ニ
セ
コ
は
パ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ

ト
等
、
最
近
オ
ー
プ
ン
し
た
ホ
テ
ル
が
多
々

あ
る
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
大
々
的
に
で
き
て
お
ら

ず
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
の
様
子
と

い
っ
た
、
人
が
賑
わ
っ
て
い
る
「
絵
」
が
な
い

状
況
で
し
た
。
商
材
化
の
た
め
に
は
こ
れ
が

必
要
な
た
め
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
や
ホ
テ
ル
、

ヴ
ィ
ラ
を
活
用
し
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
コ
ン

テ
ン
ツ
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
造

成
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
売
り
出
す
た

め
の
画
像
や
映
像
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
商
材
と
し
、
来

年
の
誘
客
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
補
助
金
を
非
常
に
効
果
的
に
、
戦
略
的

に
活
用
し
て
い
る
の
だ
、
と
お
聞
き
し
て
実

感
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
補
助
金
の
情
報
と

い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
に
入
手
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

催
す
る
業
務
執
行
理
事
会
に
諮
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
現
在
の
事
業
は
す
べ
て
、
令
和

元
年
度
に
策
定
し
た
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
2
0
2
0
〜
2
0
3
1
）
に

紐
づ
け
て
い
ま
す
。部
会
ご
と
に
事
業
計
画
・

評
価
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
位
置
づ
け
と
の
関
係
を
明
確
に
す
る
と
と

も
に
、
目
的
や
概
要
、
実
施
方
法
、
年
度
ご

と
の
予
算
、
用
い
る
財
源
を
見
え
る
化
す
る

こ
と
で
、
事
業
の
評
価
を
わ
か
り
や
す
く
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
策
定
し
た
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
紐
づ
け
て
事
業
を
行
う
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
す
。
各
年
の
ト
レ
ン
ド
を

追
う
ば
か
り
で
は
、
D
M
O
と
し
て
の
役
割

が
ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
事
業
も
絵
に
描

い
た
餅
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。ま
た
、

観
光
協
会
内
部
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
入
れ
替

わ
っ
て
も
、
組
織
と
し
て
し
っ
か
り
機
能
す

る
う
え
で
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
、
日
本
で
は

徐
々
に
水
際
対
策
を
緩
和
し
、
近
い
将
来
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
本
格
的
に
来
客
さ
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
来
る

べ
き
時
期
に
向
け
て
、
地
域
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
や
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　今
お
話
し
し
て
き
た
ス
カ
イ
バ
ス
や

M
I
C
E
コ
ン
テ
ン
ツ
の
取
り
組
み
は
国
内

向
け
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
実
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
客
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ス
カ
イ
バ
ス
で
い
え
ば
、
来
年
度

は
英
語
に
加
え
て
ス
ペ
イ
ン
語
や
タ
イ
語
、

中
国
語
な
ど
も
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
グ

リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
は

ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
大
き
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
M
I
C
E
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
に
焼
き
直
し
が
で
き
る
よ
う
に

造
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　個
人
的
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入

れ
は
徐
々
に
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
い
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
急
に
大
量
の
受
け
入
れ
を

行
う
と
、
供
給
側
の
人
材
確
保
が
追
い
付
か

ず
、
こ
れ
が
質
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
後
々

の
観
光
客
の
満
足
度
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
段
階
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ

る
こ
と
で
、
供
給
を
慣
れ
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
観
光
協
会
に
と
っ
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

の
昨
年
や
今
年
の
取
り
組
み
は
、
再
び
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、
ど
の

よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　就
任
し
て
す
ぐ
に
行
っ
た
職
域
接
種
が
、

再
起
動
に
向
け
た
「
最
初
の
準
備
」
で
し
た
。

そ
こ
か
ら
去
年
は
色
ん
な
事
業
の
タ
マ
を
仕

込
み
、現
在
は
そ
の「
仕
込
み
」が
実
り
、様
々

な
「
事
業
」
が
動
き
出
し
て
い
る
状
況
で
す
。

仕
込
み
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
カ
イ
バ

ス
事
業
で
の
ニ
セ
コ
町
と
の
地
域
連
携
も
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
で
す
。
そ

れ
ほ
ど
、
地
域
連
携
と
い
う
の
は
時
間
や
労

力
を
要
す
る
も
の
で
、
通
常
で
あ
れ
ば
実
施

は
困
難
な
も
の
で
す
。
実
は
こ
れ
ま
で
は
ニ

セ
コ
町
と
倶
知
安
町
の
連
携
は
あ
ま
り
多
く

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ス
カ
イ
バ
ス
事
業
の

前
段
で
今
年
3
月
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
日

本
観
光
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
ブ
ー
ス
に
両
町
共

同
で
出
展
を
行
い
、D

isco
ver N

iseko

と
い
う
名
前
で
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
あ
り
、
今
回
の
ス
カ
イ
バ
ス

事
業
で
、
旅
行
者
に
見
え
る
形
で
の
連
携
も

深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
意
識
し
て
い
る
地
域

は
、
コ
ロ
ナ
禍
中
も
、
旅
行
者
と
の
関
係
性

を
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
や
情
報
発
信
に
注
力
し
が
ち
の
よ
う
に
思

い
ま
す
が
、
本
日
の
お
話
を
伺
い
、
コ
ン
テ

ン
ツ
を
し
っ
か
り
つ
く
る
こ
と
を
特
に
意
識

さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
印
象
的
で
し
た
。

お
考
え
と
し
て
は
、ニ
セ
コ
の
特
性
と
し
て
、

開
国
し
た
際
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
お
の
ず
と

来
客
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
際
に
し
っ
か
り
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
夏
、
冬
含

め
て
、
今
し
っ
か
り
準
備
さ
れ
て
い
る
っ
て

い
う
ご
認
識
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
ね
。
い
い
意
味
で
、
旅
行
者
視

点
で
ト
レ
ン
ド
を
捉
え
た
企
画
を
つ
く
れ

ば
、
ど
ん
な
国
籍
や
人
種
の
方
で
も
横
展
開

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
外
国
人
が
楽
し
む
風

景
も
イ
メ
ー
ジ
に
入
れ
な
が
ら
、
コ
ン
テ
ン

ツ
を
ど
ん
ど
ん
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

|
職
域
接
種
と
い
う
住
民
の
信
頼
を
意
識

し
た
取
り
組
み
で
土
台
を
作
り
、
コ
ロ
ナ
禍

だ
か
ら
こ
そ
実
施
で
き
た
様
々
な
取
り
組
み

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
日
は
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
16
日
／
聞
き

手
：
観
光
政
策
研
究
部
・
江
﨑
貴
昭
、
菅
野

正
洋
）

い
と
い
う
特
徴
も
あ
り
、
良
い
方
向
に
変
化

す
る
沖
縄
観
光
を
目
指
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の
懸
念
点
は
人
材
流
出

で
す
。
O
C
V
B
で
も
二
つ
の
事
業
所
を

持
っ
て
お
り
、
プ
ロ
パ
ー
職
員
だ
け
で
は
手

が
回
ら
な
い
た
め
、
非
常
勤
職
員
を
採
用
し

て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
応
募
者
が
集
ま
ら

な
い
状
況
で
す
。

　ホ
テ
ル
や
観
光
施
設
も
同
じ
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
沖
縄
に
と
っ
て
観
光
が
重
要
な

産
業
だ
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、

人
材
を
い
か
に
確
保
し
て
い
く
か
が
重
要
で

す
。夢
の
あ
る
仕
事
と
い
う
共
通
認
識
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
中
長
期
的
に
は
デ
ジ
タ
ル

化
、
観
光
D
X
を
進
め
て
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
視
点
と
な
り
ま

す
。
I
T
系
事
業
者
が
入
居
す
る
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
中
に
ホ
テ
ル
を
整
備

し
、
実
際
に
顧
客
を
受
け
入
れ
て
、
ロ
ボ
ッ

ト
化
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
な
ど
の
様
々
な

実
証
実
験
を
実
施
す
る
計
画
が
あ
り
、
観
光

D
X
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
観
光
に
お
け
る
実
践
教
育
を
強
化

し
て
現
場
に
人
材
を
輩
出
す
る
取
り
組
み
も

進
ん
で
い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
、
沖
縄
高
専

に
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
5
年
間
で
、
機
械
、
情
報
、

環
境
技
術
な
ど
を
学
ぶ
と
と
も
に
観
光
に
つ

い
て
も
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
理
系
の
学

生
が
観
光
を
学
び
、
観
光
関
連
企
業
に
入
社

し
て
く
れ
れ
ば
、
質
の
高
い
観
光
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　当
面
は
国
内
観
光
を
中
心
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
将
来
的

に
は
や
は
り
国
際
観
光
を
大
き
く
伸
ば
し
て

い
く
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
非
常
に
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
前
述
の
通
り
、
そ
の
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
済
ん
で
い
ま
す
し
、
数
年
後

に
は
新
し
い
魅
力
を
持
っ
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク

開
業
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
沖
縄
観
光
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
く
評
価
し
た
県
外
、
国
外

か
ら
の
投
資
の
動
き
が
あ
る
の
も
事
実
で

す
。
そ
の
意
味
で
は
、
沖
縄
観
光
の
未
来
は

非
常
に
明
る
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
が
あ
っ
た
か
ら
、
も
う
観
光
の

可
能
性
が
な
く
な
っ
た
と
見
て
い
る
人
は
誰

も
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
観
光

客
が
久
し
ぶ
り
に
沖
縄
に
旅
行
に
い
ら
し
た

際
に
、
満
足
し
て
頂
け
る
対
応
を
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
の
で
、
今
が
頑
張
り
ど
こ
ろ
と

考
え
て
い
ま
す
。

|
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
4
日
／
聞
き

手
：
観
光
政
策
研
究
部
・
菅
野
正
洋
）

|
2
0
2
1
年
度
か
ら
2
0
2
2
年
度
に

か
け
て
の
京
都
観
光
は
ど
の
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
発
令
時
に
は
、
市

内
主
要
ホ
テ
ル
に
お
け
る
客
室
稼
働
率
は

5
・
8
％
ま
で
下
が
り
底
を
打
ち
ま
し
た
。

現
在
は
50
%
く
ら
い
ま
で
戻
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
80
%
を
超
え
て

当
た
り
前
、
高
い
時
に
は
95
%
に
達
し
て
い

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
ま
だ
ま
だ
足
り
ま
せ

ん
。
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
を
見
据
え

て
京
都
に
進
出
し
て
き
た
事
業
者
の
み
な
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
物
足
り
な
い
数
字
と
評
価

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
入
国
が
団
体
客

に
制
限
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
、
京
都
観
光

へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
だ
ま
だ
様

き
た
と
い
う
状
況
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
2
年
間
、
直
行
便
が
な
く
な
っ
た
こ

と
で
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
一
方
で
、
国

内
に
い
る
外
国
人
が
旅
行
に
来
て
い
る
状
況

も
あ
り
、
大
使
館
な
ど
、
国
内
に
立
地
し
て

い
る
海
外
の
機
関
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を

し
っ
か
り
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
各
国
に
駐
在
員
を
置
い
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
2
年
間
は
そ
う
い
っ
た
現
地
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
現

地
で
開
催
さ
れ
る
観
光
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
駐

在
員
が
参
加
す
る
と
い
っ
た
活
動
を
オ
ン
ラ

イ
ン
と
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　も
と
も
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、

沖
縄
の
訪
日
外
国
人
の
8
割
は
個
人
客
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
の
よ
う
に
団
体

限
定
で
、
ビ
ザ
が
必
要
な
現
状
で
は
、
す
ぐ

に
観
光
客
が
戻
る
と
い
う
状
況
は
現
実
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　沖
縄
は
台
湾
か
ら
の
来
訪
が
一
番
多
い
状

況
で
し
た
の
で
、
経
済
界
も
台
湾
と
の
早
期

の
交
流
再
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
日
本
政

府
と
台
湾
政
府
の
双
方
の
規
制
緩
和
の
状
況

を
見
な
が
ら
、
す
ぐ
に
連
携
で
き
る
態
勢
を

取
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　国
際
ク
ル
ー
ズ
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
よ

う
に
買
い
物
の
た
め
だ
け
に
寄
港
し
て
数
時

間
滞
在
し
て
い
く
よ
う
な
形
は
県
民
の
理
解

を
得
に
く
い
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中

で
、
ク
ル
ー
ズ
船
を
受
け
入
れ
て
い
た
市
町

村
と
O
C
V
B
と
地
域
の
観
光
協
会
が
一
緒

に
な
っ
て
、
国
際
ク
ル
ー
ズ
の
再
開
を
目
的

と
し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

|
コ
ロ
ナ
禍
は
未
曾
有
の
危
機
と
も
い
え

ま
す
が
、
危
機
管
理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
2
年
余
り
、
地
震
や
津
波
等
を
含
め

た
基
本
的
な
危
機
管
理
に
つ
い
て
訓
練
等
を

通
じ
て
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
十
分
に
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
や
は
り
基
本
的

な
意
識
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と

で
、
危
機
管
理
体
制
運
用
の
た
め
の
図
上
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　こ
こ
に
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を
ど
う
盛
り
込

む
の
か
と
い
う
点
は
、
観
光
の
分
野
を
超
え

る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　危
機
管
理
は
観
光
地
と
し
て
の
質
の
高
さ

を
示
す
一
つ
の
側
面
で
す
か
ら
、
も
う
少
し

状
況
が
落
ち
着
い
た
ら
、
こ
の
間
の
コ
ロ
ナ

対
策
を
検
証
し
て
、
感
染
症
対
策
も
含
め
て

危
機
管
理
体
制
を
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
で
期
待
さ
れ
る
新
た
な
市
場

と
し
て
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
意
味
全
国
ど
こ

で
も
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
の
た
め
、
沖
縄

と
し
て
の
優
位
性
を
ど
う
作
れ
る
か
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
「
沖
縄
リ
ゾ
ー
ト
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

観
光
は
観
光
業
界
だ
け
で
取
り
組
む
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
大
学
、
行
政
、
医
療
、
金
融

機
関
と
の
連
携
が
大
事
だ
と
考
え
て
議
論
に

加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
と
、
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
持
っ
て
仕
事
を
し
、
あ
と
は
プ
ー

ル
サ
イ
ド
で
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
…
…
み
た
い

な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
ね
。
確
か
に
そ
れ

は
リ
ゾ
ー
ト
型
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ

の
形
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
学
は
ス
タ

デ
ィ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り
学
び
と
滞
在

と
い
う
視
点
で
、
ま
た
金
融
機
関
は
商
談
会

や
企
業
誘
致
に
代
表
さ
れ
る
産
業
振
興
の
視

点
で
考
え
て
も
ら
う
と
す
れ
ば
議
論
と
し
て

は
面
白
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　沖
縄
に
お
け
る
滞
在
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
増
や
す
取
り
組
み
の
結
果
の
一
つ
の
形
が

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
り
す
る
わ
け
で
す
。

|
改
め
て
振
り
返
る
と
、
こ
の
1
年
半
は

ど
う
い
っ
た
期
間
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
今
後
の
見
通
し
は
捉
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
1
年
半
は
、
原
点
に
立
ち
戻
り
、
本

来
沖
縄
が
目
指
し
て
い
た
も
の
を
見
つ
め
直

す
期
間
に
な
っ
た
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
勢
の
人
に
来
て
も
ら
う
こ
と
以
上
に
、
質

の
充
実
を
図
ら
な
い
と
観
光
地
と
し
て
選
ば

れ
な
い
と
い
う
認
識
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
生
じ
た
観
光
ス
タ
イ
ル
の
変
化

と
い
う
の
は
、
様
々
な
方
が
指
摘
し
て
い
ま

す
が
、
人
間
は
そ
こ
ま
で
急
に
は
変
わ
れ
な

い
部
分
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　イ
ベ
ン
ト
で
人
を
集
め
、
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
な
が
ら
楽
し
ん
で
も
ら
い
つ
つ
、
新

し
い
滞
在
の
形
と
し
て
環
境
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
つ
く
っ
て
い
く
方
向
性
を
目
指
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

　一
気
に
量
を
追
求
す
る
取
り
組
み
を
や
め

て
し
ま
う
と
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

極
端
な
方
向
に
振
れ
が
ち
で
す
。
沖
縄
は

島と
う

嶼し
ょ

型
の
経
済
圏
と
し
て
、
そ
う
い
っ
た
変

化
が
顕
著
に
出
や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
統
計
的
な
数
値
は
整
備
し
や
す

だ
け
で
な
く
、
質
の
高
い
観
光
地
を
も
目
指

す
中
で
は
、
量
的
な
拡
大
、
回
復
を
目
指
す

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
る
程
度
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

|
数
だ
け
で
な
く
質
も
と
い
う
の
は
、
前

回
の
本
誌
取
材
（
2
4
7
号
：
2
0
2
0
年

11
月
発
刊
）
の
際
に
も
言
及
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
そ
の
後
の
取
り
組
み
に
も
色
濃

く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
の
通
り
で
す
。
た
だ
そ
の
一
方
で
ま
だ

十
分
で
な
い
の
が
、
他
産
業
と
の
連
携
強
化

に
よ
る
地
域
経
済
循
環
率
の
向
上
で
す
。
観

光
は
総
合
産
業
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
農

業
や
製
造
業
と
の
連
携
を
深
め
て
観
光
を
伸

ば
す
こ
と
で
、
産
業
連
関
の
中
で
波
及
効
果

が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
地
元
産
品
の

利
用
頻
度
を
高
め
る
な
ど
、
地
域
に
お
金
が

落
ち
る
仕
組
み
を
重
視
す
る
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
は
、
観
光
統
計
の
質
的
向
上

も
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
沖
縄
の

統
計
指
標
は
那
覇
空
港
を
拠
点
と
し
た
圏

域
、
宮
古
圏
域
、
八
重
山
圏
域
と
い
う
三
つ

の
圏
域
で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
指
標
を
迅
速
に
把
握
し
、
提
供
で

き
る
か
は
ま
だ
ま
だ
課
題
で
す
。

　2
0
2
0
年
度
の
沖
縄
県
の
G
D
P
は
前

年
度
比
マ
イ
ナ
ス
9
・
6
％
で
し
た
。
全
国

的
に
は
マ
イ
ナ
ス
4
％
台
で
し
た
が
、
な
ぜ

沖
縄
県
が
こ
れ
だ
け
落
ち
込
み
が
大
き
い
か

と
い
え
ば
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
観
光
へ
の
打

撃
が
大
き
か
っ
た
か
ら
で
す
。
沖
縄
観
光
の

重
要
性
を
様
々
な
視
点
で
数
字
で
示
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

|
O
C
V
B
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

「
エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
」
も
、
質
の
高
い
観
光

地
と
し
て
目
指
す
旅
行
の
姿
の
ひ
と
つ
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
は
環
境
と
地
域
を
意

識
し
た
取
り
組
み
で
、
大
き
な
く
く
り
で
い

え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
。

必
ず
し
も
新
し
い
発
想
で
は
な
く
、
沖
縄
の
よ

う
な
観
光
地
で
は
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可

能
な
観
光
は
、
当
た
り
前
の
基
本
方
針
で
す
。

　地
域
の
資
源
が
有
限
で
あ
る
以
上
、
環
境

に
配
慮
し
、地
域
文
化
も
理
解
す
る
こ
と
で
、

観
光
客
と
地
域
住
民
の
双
方
が
満
足
で
き
る

結
果
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　量
的
な
拡
大
を
図
る
べ
き
と
い
う
意
見

と
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換
を
意
識
す
べ
き
と

い
う
意
見
が
あ
り
、
県
民
か
ら
も
、
観
光
推

進
は
大
事
だ
が
必
ず
し
も
自
分
た
ち
の
生
活

の
豊
か
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
意

見
が
徐
々
に
出
て
き
て
い
ま
す
。

　ハ
ワ
イ
州
観
光
局
（H

aw
aii T

o
u
rism

 

A
u
th
o
rity

：H
T
A

）
で
は
毎
年
住
民
に
対

し
て
感
情
調
査
を
行
い
、
観
光
を
支
持
す
る

住
民
の
比
率
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク

時
で
8
割
が
観
光
を
支
持
し
て
い
た
も
の

が
、
最
新
の
調
査
結
果
で
は
地
域
に
よ
っ
て

6
割
程
度
ま
で
落
ち
て
い
ま
す
。
地
元
住
民

に
支
持
さ
れ
な
い
観
光
に
持
続
性
が
あ
る
の

か
と
い
う
話
で
す
。

　マ
ー
ケ
ッ
ト
側
の
変
化
に
対
応
す
る
際
に

も
、
沖
縄
の
自
然
と
文
化
を
大
事
に
す
べ
き

と
す
る
立
ち
位
置
に
戻
る
と
い
う
の
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
、
あ
る
意
味
必
然
性
が
あ
り
ま
し
た
。

　沖
縄
県
で
は
、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て「B

e.O
kinaw

a

」

を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
、
美
し
い

自
然
と
優
し
い
人
に
囲
ま
れ
て
、
本
来
の
自

分
を
取
り
戻
し
て
い
く
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
に
と
っ
て
、
今
再
び
立

ち
返
る
べ
き
考
え
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

|
一
般
的
に
、
若
い
世
代
の
方
は
こ
う

い
っ
た
エ
シ
カ
ル
さ
を
有
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
観
光
産
業
が
厳
し
い
状
況
に

あ
る
中
で
は
、
消
費
単
価
が
高
い
客
層
を
誘

客
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　産
業
の
事
業
者
に
も
そ
う
い
っ
た
意
識
は

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
経
営
面
の
体
力
に

よ
っ
て
優
先
順
位
に
差
が
生
じ
る
こ
と
が
問

題
で
す
。
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、

単
価
の
高
い
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
事
業
者
が
あ
る
一
方
で
、
ま
ず
観
光

客
に
来
て
も
ら
う
こ
と
に
注
力
せ
ざ
る
を
得

な
い
事
業
者
も
い
ま
す
。

　だ
か
ら
と
い
っ
て
、
単
価
を
大
幅
に
下
げ

て
顧
客
を
取
り
込
む
ス
タ
イ
ル
は
、
沖
縄
観

光
の
ブ
ラ
ン
ド
を
毀
損
し
ま
す
。
宿
泊
施
設

を
例
に
と
る
と
、
沖
縄
は
民
宿
や
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
か
ら
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
ま
で
幅
が
広
い

の
が
特
徴
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
中
で
単
価
を
維
持
も
し
く
は
向
上

さ
せ
、
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
ら
れ
る
と
よ

い
と
思
い
ま
す
。

　質
の
高
い
体
験
を
し
た
い
、
地
域
の
環
境

保
全
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
傾
向
は
、
確
か

に
若
い
人
た
ち
に
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す

が
、ま
だ
デ
ー
タ
で
示
し
切
れ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
、
エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
に
適
応
す
る
事

業
者
側
か
ら
そ
の
状
況
を
数
値
化
で
き
な
い

か
、
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入
れ
に
向
け
て

は
、
海
外
と
繋
い
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
を
行
っ
て

|
2
0
2
1
年
度
か
ら
2
0
2
2
年
度
に

か
け
て
の
沖
縄
観
光
は
ど
の
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　2
0
2
1
年
度
の
入
域
観
光
客
数
は

3
2
8
万
9
7
0
0
人
で
し
た
。
2
0
2
0

年
度
が
2
5
8
万
人
で
し
た
の
で
、
一
部
回

復
し
て
は
い
ま
す
が
、
や
は
り
緊
急
事
態
宣

言
な
ど
の
期
間
が
長
く
、
実
績
と
し
て
国
内

が
前
年
度
比
45
％
、
国
内
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
合
わ
せ
た
全
体
だ
と
33
％
と
本
当
に
厳
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
以
前
の
よ
う
な
急
激
に
旅
行
マ
イ

ン
ド
が
下
が
る
よ
う
な
状
況
に
は
な
ら
な
い

と
見
て
お
り
、
現
時
点
で
は
国
内
の
観
光
客

は
2
0
1
9
年
度
比
で
8
割
ほ
ど
ま
で
戻
っ

て
き
て
い
る
と
見
て
い
ま
す
。
た
だ
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
は
ゼ
ロ
の
状
況
で
す
の
で
、
現
時
点

で
は
国
内
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　2
0
2
2
年
度
の
入
域
観
光
客
数
は
、
国

内
は
約
5
8
0
万
人
を
目
標
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。
前
年
度
の
倍
と
ま
で
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
着
実
に
回
復
を
目
指
す
目
標
と
し
て

設
定
し
て
い
ま
す
。

　国
際
線
の
再
開
も
視
野
に
入
れ
、
海
外
の

観
光
客
は
20
万
人
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

あ
る
程
度
の
量
の
回
復
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
の
一
定
の
数
字
が
必
要
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
、
国
内
と
海
外
含
め
て
6
0
0
万
人
を

目
標
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　2
0
2
2
年
9
月
ま
で
の
上
半
期
で

2
9
0
万
人
と
い
う
状
況
な
の
で
、
あ
な
が

ち
こ
の
目
標
達
成
は
不
可
能
で
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
海
外
か
ら
の
観
光

客
20
万
人
は
ま
だ
見
通
せ
な
い
状
況
で
す
。

も
と
も
と
ビ
ジ
ネ
ス
や
留
学
生
の
需
要
が
少

な
い
沖
縄
に
と
っ
て
は
、
今
の
制
約
の
中
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
本
格
回
復
は
難
し
い
と

い
う
の
が
現
状
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　沖
縄
で
は
2
0
2
0
年
に
那
覇
空
港
の
第

二
滑
走
路
が
整
備
さ
れ
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
第

二
バ
ー
ス
も
完
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
玄
関
口
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

十
分
整
っ
て
い
ま
す
し
、
宿
泊
施
設
の
客
室

数
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
右
肩
上
が
り
の
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
単
に
観
光
客
数
が
戻
る

コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
主
要
な
目
的
地
と
な
っ
て
い
た
国
内
観
光
地
の
観
光
推
進
組
織
（
D
M
O
）
を
対
象
と
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
（
特
に
2
0
2
1
年
以
降
）
で
の
観
光
産
業
の
状
況
や
、
観
光
需
要
が
消
失
し
て
い
た
中
で
「
観
光
の
再
起
動
」
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
事
項
等
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

会
に
業
務
執
行
理
事
を
配
置
し
、
部
会
ご
と

に
事
業
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
事
業
の
企
画

も
各
部
会
で
検
討
し
、
年
間
約
10
回
程
度
開

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地
域
の
取
り
組
み

コロナ禍における地域の取り組み3
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（
略
歴
）京
都
市
出
身
。
京
都
大
学
大
学

院
農
学
研
究
科
修
了
後
、
株
式
会
社
三

菱
総
合
研
究
所
に
入
社
。
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
、
官
公
庁
事
業

の
公
共
政
策
評
価
や
、
航
空
業
界
に
お
け
る
経
済
効
果
分
析
、
東

京
都
を
始
め
と
し
た
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
務
に
従
事
。

2
0
1
6
年
、
京
都
市
に
お
け
る
D
M
O
立
ち
上
げ
を
機
に
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
責
任
者
と
し
て
京
都
市
観
光
協
会
へ
転
職
。
経
営
戦
略

の
策
定
、
法
人
サ
イ
ト
の
刷
新
な
ど
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
、
統
計
デ
ー
タ
分
析
、
メ
デ
ィ
ア
運
営
設
計
な
ど
を
手
が
け
る
。

堀
江
卓
矢
氏

公
益
社
団
法
人
京
都
市
観
光
協
会

企
画
推
進
課 

D
M
O
企
画
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
専
門
官

コロナ
禍
に
と
ら
わ
れ
ず

D
M
O
が
本
来
すべき
こ
と
を

　
　
　
　
　着
実
に
実
行

事
例
❷ 

京
都
市

風
や
、
低
賃
金
や
雇
用
の
不
安
定
さ
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
観
光
業
界
で
は
人
材
確

保
が
難
し
い
と
い
う
課
題
を
解
消
す
る
た
め

に
、
2
0
1
8
年
に
導
入
が
始
ま
っ
た
宿
泊

税
を
財
源
に
し
て
、
従
業
員
向
け
の
研
修
事

業
に
注
力
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
3
月
に
刷
新
さ
れ
た
「
京
都
観

光
振
興
計
画
」
で
は
、
以
前
の
計
画
に
は
な

か
っ
た
「
担
い
手
の
活
躍
支
援
」
が
5
本
の

柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
よ
り
一
層

強
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
新
た
に
打
ち
出
し

た
り
、
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
を
し
た
部
分
は
あ

る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
近
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
京
都
観
光
を
持

続
可
能
に
し
て
い
く
た
め
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
し
っ

か
り
と
打
ち
出
し
て
、
そ
れ
に
合
っ
た
商
品

開
発
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
回
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
、
準
備
期
間
が
あ
る
な
か
で
、
改
め
て
自

分
た
ち
の
や
っ
て
き
た
こ
と
を
見
つ
め
直
そ

う
と
い
う
動
き
で
す
。

　し
か
し
、
事
業
者
さ
ん
か
ら
は
「
京
都
は

昔
か
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
こ
と
を
や
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
」
と
い
う
反
応
が
多
い
で
す
。

「
一
見
さ
ん
お
断
り
」
と
い
う
言
葉
の
印
象

が
強
く
、
閉
鎖
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る

こ
と
が
多
い
京
都
の
街
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一
方
で
ず
っ
と
多
く
の
観
光
客
に
訪
れ
て
い

た
だ
け
た
こ
と
で
、
L
G
B
T
Q
や
ベ
ジ
タ

リ
ア
ン
、
ム
ス
リ
ム
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
お
持
ち
の
方
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
々
を
受

け
入
れ
て
い
く
こ
と
が
当
然
の
も
の
と
し
て

根
付
い
て
い
る
街
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
京
都
人

の
気
質
と
し
て
「
自
分
た
ち
は
昔
か
ら
や
っ

て
い
る
の
で
、
流
行
に
乗
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
た
く
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
外
国
人

に
対
し
て
は
、
そ
う
い
う
気
概
は
分
か
り
や

す
く
発
信
し
な
け
れ
ば
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
変

に
安
っ
ぽ
く
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
な
が

ら
も
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
に
改
め
て

き
ち
ん
と
光
を
当
て
直
す
、
と
い
う
ス
タ
ン

ス
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
会
員
向
け
の
情
報
発
信
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
市
内
主
要
ホ
テ
ル

の
ご
協
力
の
も
と
、
過
去
数
年
分
の
予
約
状

況
や
実
際
の
稼
働
率
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
3

カ
月
先
ま
で
の
稼
働
率
の
予
測
値
の
発
表
を

始
め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
こ
れ
か

ら
ど
う
な
る
か
不
安
だ
と
い
う
お
声
に
応
え

る
た
め
に
は
、
将
来
的
な
見
通
し
を
示
す
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
た
た
め
で
す
。最
近
は
、

こ
れ
ま
で
の
月
単
位
の
調
査
に
加
え
て
、
ほ

ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
日
単
位
の
調
査
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

直
近
の
状
況
の
把
握
や
、
曜
日
別
の
分
析
が

可
能
と
な
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
精
度
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
始
動
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　当
協
会
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
分
野
の

取
り
組
み
は
海
外
メ
デ
ィ
ア
へ
の
対
応
が
中

心
で
あ
り
、
多
い
と
き
に
は
世
界
13
都
市
に

レ
ッ
プ
を
置
き
、
海
外
現
地
の
メ
デ
ィ
ア
に

情
報
提
供
し
た
り
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
京
都

取
材
を
す
る
際
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
旅

行
需
要
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
後
も
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
協
会
の

中
心
業
務
の
一
つ
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
で
は

事
業
者
が
開
発
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
後

追
い
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
た
め
、
こ
れ

か
ら
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
先
回
り
し
て

察
知
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　そ
こ
で
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
京
都
」
と
い
う
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
観

子
見
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

　一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
外
国
人
の
比

率
が
4
〜
5
割
程
度
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
日
本
人
の
需
要
は
か
な
り
回
復
し
た

と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、G

o
 

T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は
じ
め
、
様
々
な
需

要
喚
起
策
で
恩
恵
を
受
け
た
の
は
価
格
帯
の

高
い
施
設
や
リ
ゾ
ー
ト
観
光
地
が
中
心
で

す
。
海
外
旅
行
に
行
け
な
い
代
わ
り
に

ち
ょ
っ
と
リ
ッ
チ
な
宿
に
泊
ま
り
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

街
中
の
旅
館
や
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
な
ど
は
ま

だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
か
な
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
京
都
に
と
っ
て
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
あ
る
修
学
旅
行
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
強
く
受
け
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年
は
壊

滅
的
、
2
0
2
1
年
は
多
少
回
復
し
た
も
の

の
、
例
年
の
8
割
減
と
い
う
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
ま
し
た
。
2
0
2
2
年
は
、
京
都

の
修
学
旅
行
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
5
〜

6
月
に
感
染
者
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
予

定
通
り
催
行
が
進
ん
だ
こ
と
で
一
部
の
施
設

の
稼
働
率
は
90
〜
1
0
0
％
に
達
し
て
お

り
、
も
と
も
と
激
し
か
っ
た
景
気
の
浮
き
沈

み
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
後
に
京
都
へ
進
出
す
る
宿
泊

施
設
の
動
き
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
は
将
来
的
な
回
復
を
見
越
し
て
の
投
資

と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　特
に
外
資
系
の
世
界
的
ブ
ラ
ン
ド
で
高
価

格
帯
の
施
設
に
よ
る
進
出
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
彼
ら
は
20
年
30
年
と
い
う
長
期
ス
パ

ン
で
経
営
戦
略
を
立
て
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
は
あ
く
ま
で
短
期
間
の
ブ
レ
と
捉
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
国
内
資
本
で
も
高
単

価
で
ユ
ニ
ー
ク
な
宿
が
増
え
て
お
り
、
京
都

市
内
の
宿
泊
施
設
の
多
様
性
は
格
段
に
向
上

し
て
い
ま
す
。

　一
方
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
の
簡
易
宿
所

は
、
駄
目
だ
と
思
っ
た
ら
早
々
に
見
切
り
を

つ
け
て
撤
退
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
将
来

的
に
需
要
が
回
復
す
れ
ば
再
び
参
入
す
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
柔
軟
性
が

高
い
こ
と
が
、
小
規
模
な
業
態
の
良
さ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

|
利
用
の
集
中
を
防
ぐ
分
散
化
へ
の
取
り

組
み
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ

た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　分
散
化
は
観
光
業
界
全
て
に
と
っ
て
永
遠

の
テ
ー
マ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
ろ
う
と
な
か

ろ
う
と
必
ず
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
三
密
回
避
に

資
す
る
も
の
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
と
し
て
も
必
要
な
取
り
組
み
で
し
た
。

　一
方
、
事
前
予
約
制
の
導
入
は
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
始
め
た
も
の
で
す
。以
前
ま
で
は
、

人
の
量
を
動
か
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え

の
も
と
、
基
本
は
予
約
な
し
で
O
K
と
い
う

旅
行
商
品
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
ま
た
、
京

都
の
主
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
寺
社
は
、
全

て
の
人
に
対
し
て
開
か
れ
た
場
所
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
の
も
と
、
特
定
の
人
し
か
受
け

入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
相
容
れ
な
い

立
場
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
宗
教
行
為
に

ま
つ
わ
る
個
人
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
信

教
の
自
由
に
触
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

議
論
も
あ
り
、
予
約
制
度
の
導
入
に
は
慎
重

な
判
断
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
で
、

密
を
避
け
な
が
ら
拝
観
い
た
だ
け
る
環
境
を

用
意
す
る
こ
と
や
、
感
染
者
が
出
た
場
合
の

連
絡
先
を
把
握
す
る
と
い
う
必
要
に
迫
ら
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
事
前
予
約
制

の
導
入
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
き
ま
し
た
。

|
以
前
か
ら
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
た
ま
た
ま
実
施
時
期
が
コ
ロ

ナ
禍
と
重
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
以
外
に
も
、
コ
ロ
ナ

禍
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

2
0
1
9
年
12
月
に
京
都
で
開
か
れ
た
「
第

4
回 

観
光
と
文
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際

会
議
」（
主
催
：
U
N
W
T
O
／
ユ
ネ
ス
コ
）

に
お
い
て
、
観
光
が
地
域
と
文
化
を
つ
な
ぎ

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
、
と

い
う
考
え
方
が
「
観
光
・
文
化
京
都
宣
言
」

と
し
て
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、

京
都
市
と
京
都
市
観
光
協
会
で
は
、
従
来
の

観
光
客
向
け
の
マ
ナ
ー
啓
発
だ
け
で
な
く
、

事
業
者
や
市
民
と
一
緒
に
持
続
可
能
な
観
光

を
実
現
す
る
た
め
の
行
動
を
定
め
た
も
の
と

し
て
「
京
都
観
光
行
動
基
準
（
京
都
観
光
モ

ラ
ル
）」
を
発
表
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
の

生
活
に
配
慮
し
た
行
動
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
指

す
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
に
お
い
て
も

重
要
な
観
点
で
あ
る
た
め
、積
極
的
な
周
知
・

啓
発
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
休
業
や
テ
レ
ワ
ー
ク

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
観
光
業
界
の
従
業
員
向

け
に
、
各
地
で
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
増
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
も

当
協
会
で
は
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
分
野
で
す
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

コ
ロ
ナ
禍
と
い
っ
た
観
光
業
界
に
対
す
る
逆

|
そ
の
中
で
、
観
光
協
会
と
し
て
す
べ
き

こ
と
は
何
だ
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
も
大
切
な
こ
と
は
、
各
事
業
者
が
個
々

の
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス

を
開
発
・
提
供
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

で
す
。
昔
と
比
べ
て
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
し
て
い
る
た
め
、
事
業
者
を
枠
に
は
め

て
画
一
的
な
商
品
づ
く
り
を
促
す
の
で
は
な

く
、
切
磋
琢
磨
を
促
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
サ
ー

ビ
ス
を
増
や
し
、
観
光
客
に
と
っ
て
の
選
択

肢
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

観
光
協
会
に
相
談
す
れ
ば
解
決
に
つ
な
が
る

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
つ
く

り
、
協
会
が
各
事
業
者
の
特
徴
を
把
握
し
た

う
え
で
差
別
化
や
協
業
の
支
援
を
し
て
い
く

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
に
と
ら
わ
れ
ず
、
や
る
べ
き

こ
と
を
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
着
実
に
実
行
し
て

い
る
と
い
う
お
話
に
非
常
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
9
日
／
聞
き
手
：

観
光
政
策
研
究
部
・
門
脇
茉
海
、
菅
野
正
洋
）

|
コ
ロ
ナ
禍
も
3
年
目
を
迎
え
、
段
階
的

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
解
禁
が
少
し
ず
つ
進
ん

で
い
る
中
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
訪
日

外
国
人
旅
行
者
の
主
要
な
目
的
地
と
な
っ
て

い
た
ニ
セ
コ
地
域
（
倶
知
安
町
）
に
お
け
る

D
M
O
（
観
光
推
進
組
織
）
の
お
立
場
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
取
り
組
ん
だ
事
項
等
に
つ

い
て
お
伺
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　ま
ず
は
私
自
身
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
、
2
0
2
1
年
の
6
月
に
倶
知
安
観

光
協
会
の
事
務
局
長
に
就
任
す
る
前
は
、
10

年
間
、
J
T
B
ハ
ワ
イ
で
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。
最
初
の
5
年
は
M
I
C
E
の
誘
致
・
受

入
事
業
に
従
事
し
、そ
の
後
、地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
関
わ
る
地
域
交
流
ビ
ジ
ネ
ス
の

役
割
を
担
い
、
最
後
の
3
年
間
は
、
ホ
ノ
ル

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
財
団
に
出
向
し
、
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
・
運
営
を
担
い
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
の
帰
国
後
に
ご
縁
を
い
た
だ

き
、
現
在
の
ポ
ス
ト
に
い
る
状
況
で
す
。

　2
0
2
1
年
6
月
1
日
に
着
任
し
、
最
初

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
観
光
協
会
に
よ
る

ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種
で
し
た
。
会
員
向
け

に
接
種
希
望
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と

こ
ろ
、
当
初
は
1
5
0
0
人
が
接
種
を
希
望

し
ま
し
た
が
、
接
種
直
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
希
望
者
は
2
6
0
0
人
程
度
ま
で
増
加
し

ま
し
た
。
す
で
に
ワ
ク
チ
ン
は
発
注
済
み
で

あ
っ
た
た
め
、厚
労
省
と
や
り
と
り
を
行
い
、

何
と
か
追
加
分
の
ワ
ク
チ
ン
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
、
1
回
目
の
接
種
が
終
わ
る
ま
で

9
月
頃
ま
で
か
か
り
ま
し
た
。

　こ
の
間
、
他
の
業
務
は
一
切
で
き
な
い
状

況
で
し
た
が
、
住
民
か
ら
観
光
関
連
事
業
者

へ
の
信
頼
を
得
る
と
い
う
面
で
、
ニ
セ
コ
の

観
光
関
連
事
業
者
全
体
が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
し
た
。
当
時
、

ニ
セ
コ
で
は
居
住
の
外
国
人
を
含
め
た
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
最

終
的
に
は
観
光
協
会
の
会
員
で
な
く
と
も
、

家
族
や
取
引
先
、
ま
た
、
町
内
在
住
ま
た
は

勤
務
で
あ
れ
ば
外
国
人
も
接
種
可
能
と
し
、

地
域
一
体
で
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
注
力

し
ま
し
た
。
観
光
政
策
の
最
も
重
要
な
根
幹

は
住
民
の
理
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
ふ
ま

え
、
そ
の
土
台
づ
く
り
を
進
め
た
形
で
す
。

|
住
民
の
目
線
に
寄
り
添
う
と
い
っ
た
視

点
は
、
ハ
ワ
イ
で
の
経
験
に
基
づ
い
た
も
の

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
。
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
逆
の
視
点
で
す
ね
。
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
旅
行
者
視
点
に
よ
る
ハ
ワ
イ

の
住
民
に
対
し
て
の
責
任
と
い
う
考
え
で
す

が
、
今
回
の
ニ
セ
コ
で
は
、
同
じ
地
域
に
存

在
す
る
住
民
に
対
し
て
観
光
事
業
者
が
責
任

光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立

ち
上
げ
ま
し
た（
図
①
）。こ
の
事
業
で
は「
地

元
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」、

「
日
本
人
観
光
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
融

合
」、「
混
雑
を
避
け
つ
つ
高
い
知
的
欲
求
を

満
た
せ
る
体
験
の
提
供
」
を
目
的
に
、
京
都

市
の
認
定
を
受
け
た
ガ
イ
ド
団
体
で
あ
る

「
京
都
市
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ホ
ス
ト
」
や
、
京
都

市
内
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
の
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
で
構
成
さ
れ
る
「
京
都
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
研
究
会
」
と
い
っ
た
、
京
都
の

文
化
に
精
通
し
た
目
利
き
の
ア
ド
バ
イ
ス
の

も
と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
本
当
に
響
く
商

品
造
成
を
支
援
し
ま
す
。
地
元
金
融
機
関
で

も
あ
る
京
都
信
用
金
庫
と
の
連
携
事
業
で
も

あ
る
た
め
、
専
門
家
に
よ
る
事
業
の
採
算
性

に
係
る
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
付
帯
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
の
あ

り
方
を
考
え
る
業
界
交
流
会
「
京
都
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
カ
フ
ェ
」
も
定
期
開
催
し
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
切
れ
て
し
ま
っ
た
事
業
者
同
士

の
交
流
の
場
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

  

|
I
C
T
を
活
用
し
た
取
り
組
み
は
あ
る

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
発
を
回
避
す

る
た
め
に
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
開
発
の
手
法
を

確
立
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

京
都
へ
の
関
心
が
高
い
方
々
と
の
関
係
を
可

視
化
し
、
こ
れ
を
分
析
し
て
、
さ
ら
に
関
係

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
日
本

人
観
光
客
に
対
し
て
は
、
事
前
予
約
で
旅
行

商
品
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
方
を
対
象
に

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
配
信
し
、
再
来
訪
率
を

向
上
さ
せ
る
手
法
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
や

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
対
象
に
、
同
様
の
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
京
都
は
非
常
に
多
様
な
客
層
が
訪
れ
る

観
光
地
だ
と
思
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
絞
り
込
ん
で
い
く
と
い

う
考
え
で
し
ょ
う
か
。
京
都
を
よ
り
深
く
理

解
し
て
く
れ
る
人
を
呼
び
た
い
と
い
う
意
識

が
う
か
が
え
ま
し
た
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　物
見
遊
山
の
初
心
者
も
い
れ
ば
、
地
元
民

よ
り
京
都
に
詳
し
い
方
ま
で
様
々
で
す
が
、

誰
し
も
最
初
は
初
心
者
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

そ
ん
な
初
心
者
が
京
都
の
奥
深
い
魅
力
に
気

づ
く
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
て
い
る
の

は
、
知
的
好
奇
心
が
高
く
、
地
元
文
化
を
理

解
し
て
尊
重
し
て
く
れ
る
、
文
化
度
の
高
い

人
た
ち
で
す
。
財
政
的
に
も
労
力
的
に
も
資

源
が
限
ら
れ
る
な
か
で
は
、
こ
う
い
っ
た

方
々
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
い
く
こ
と

で
、
効
果
的
に
京
都
へ
の
関
心
を
高
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
今
後
、
Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と

い
わ
れ
る
層
が
旅
行
の
中
心
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
若
者
に
対
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　神
社
仏
閣
を
は
じ
め
、
年
齢
や
経
験
を
重

ね
な
け
れ
ば
価
値
を
理
解
し
に
く
い
観
光
地

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
京
都
は
特
に
国
内
市
場

に
お
い
て
半
世
紀
以
上
前
か
ら
シ
ニ
ア
層
に

支
持
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、

誰
し
も
修
学
旅
行
で
一
度
は
京
都
を
訪
れ
、

大
学
時
代
を
京
都
で
過
ご
し
た
こ
と
が
あ
る

人
が
多
い
と
い
う
一
面
も
あ
り
ま
す
。「
京

都
国
際
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
フ
ェ
ア
」
や
「
京

都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
な
ど
の
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
も
発
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
若
年
層
向
け
の
取
り
組
み
は
成
果
を
上

げ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
問
題
な
の
は
、
そ

の
後
の
世
代
で
す
。
京
都
は
子
連
れ
の
観
光

地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
弱
い
た
め
、
ど
う

し
て
も
子
持
ち
世
代
の
旅
行
先
と
し
て
選
ば

れ
に
く
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

京
都
観
光
に
と
っ
て
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
上

の
最
重
要
課
題
は
、
若
年
層
と
い
う
よ
り
も

次
世
代
の
子
供
た
ち
が
含
ま
れ
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
へ
の
対
応
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
こ
が
欠
落
し
て
い
る
と
、
長
い
人
生

の
な
か
で
の
京
都
と
の
つ
な
が
り
が
一
度
全
て

リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
い
、
シ
ニ
ア
に
な
っ
て

京
都
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
と
き
に
は
ま
た

初
心
者
に
戻
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　こ
の
場
合
、
地
域
が
取
り
う
る
戦
略
は
大

き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
得

意
な
市
場
で
あ
る
シ
ニ
ア
に
特
化
す
る
、
い

わ
ゆ
る
「
選
択
と
集
中
」
の
考
え
方
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
苦
手
な
市
場
を
補
い
「
オ
ー

ル
マ
イ
テ
ィ
ー
」
な
状
態
を
作
る
と
い
う
考

え
方
で
す
。
一
般
的
に
、
競
争
の
激
し
い
市

場
に
お
い
て
は
「
選
択
と
集
中
」
が
妥
当
な

戦
略
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
持

続
可
能
な
国
際
観
光
都
市
を
標
榜
す
る
京
都

と
し
て
は
、
誰
が
来
て
も
対
応
で
き
る
懐
の

深
い
観
光
地
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
い
つ
来
て
も
ど
の
年
代
で

も
楽
し
め
る
と
い
う
状
況
を
生
み
出
す
こ
と

が
、
観
光
客
の
再
来
訪
に
つ
な
が
り
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。特
定
の
世
代
へ
の
対
応
と
い
う
よ
り
も
、

世
代
を
超
え
て
京
都
と
の
関
係
を
維
持
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　今
年
に
入
っ
て
か
ら
補
助
金
の
申
請
を
7

〜
8
本
出
し
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
採
択
さ

れ
て
い
ま
す
。
補
助
金
の
情
報
で
す
が
、
行

政
か
ら
入
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
の
と
、
こ

の
エ
リ
ア
が
重
点
支
援
D
M
O
に
選
ば
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
観
光
庁
や
北
海
道
運
輸
局

か
ら
頻
繁
に
情
報
が
入
っ
て
き
ま
す
。
個
人

と
し
て
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広
げ
て
い
る

の
で
、
こ
の
筋
か
ら
も
情
報
を
得
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
ね
。

　一
方
、
地
域
や
観
光
協
会
の
収
入
の
仕
組

み
構
築
も
考
え
て
い
ま
す
。
倶
知
安
町
で
は

宿
泊
税
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
は

別
に
旅
先
納
税
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。
旅
先
納
税
と
は
、
倶
知
安
町
に
訪
れ
た

際
に
そ
の
場
で
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
行
え

る
仕
組
み
で
、
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
な
く
返

礼
品
が
も
ら
え
る
従
来
の
ふ
る
さ
と
納
税
と

は
異
な
り
、
倶
知
安
町
に
訪
れ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
納
税
が
で
き
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
使
え

る
電
子
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
コ
ト
消
費
で
あ
り

外
貨
の
獲
得
に
も
あ
た
る
た
め
、
D
M
O
と

し
て
着
手
し
が
い
の
あ
る
事
業
で
す
。
こ
の

よ
う
に
収
入
源
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、

で
き
る
事
業
を
増
や
し
て
い
き
、
D
M
O
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
併
せ
て
強
化
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
倶
知
安
町
に
は
全
国
か
ら
視
察
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
が
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア

の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
が
視
察
時
に
登
壇
す

る
際
の
有
料
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
不
動
産
投
資
や
観
光
地
開
発
等
と
い
っ

た
ジ
ャ
ン
ル
別
で
ス
ピ
ー
カ
ー
を
揃
え
、
各

ス
ピ
ー
カ
ー
を
商
材
化
し
テ
ン
プ
レ
ー
ト
に

ま
と
め
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
と
顧
客
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
D
M
O
が
行
い
、
講
演
料
を

折
半
し
観
光
協
会
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
い

ま
す
。
別
途
、
会
場
費
や
資
料
費
等
も
用
意

し
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
て
お
り
、
こ
れ
も

観
光
協
会
の
収
益
の
柱
に
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　観
光
協
会
の
事
業
収
入
は
職
員
の
待
遇
改

善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
北
海
道
に
は
暖
房

手
当
の
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
が
、
町
役
場
や

役
場
に
準
じ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
観
光

協
会
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
で
は
、
手
当
の
額
に

差
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
仕
事
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
採
用
面
に
も
影
響
が
出
ま
す

の
で
、
観
光
協
会
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
待
遇

の
改
善
に
向
け
た
財
源
と
し
て
も
、「
地
域

で
稼
ぐ
D
M
O
」
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
は
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
各
事
業
は
観
光
協
会
内
で
ど
の
よ
う
に

決
定
し
、実
行
さ
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　観
光
協
会
内
の
事
業
体
制
（
図
①
）
と
し

て
、
7
つ
の
部
会
を
組
成
し
て
お
り
、
各
部

を
果
た
す
こ
と
が
、
住
民
と
の
共
存
に
は
必

要
と
い
う
考
え
で
す
。
こ
れ
を
な
い
が
し
ろ

に
し
て
観
光
事
業
を
実
施
す
る
と
、「
こ
ん

な
時
期
に
何
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
住
民

か
ら
批
判
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　ま
た
、
職
域
接
種
の
会
場
に
行
け
ば
地
域

内
の
住
民
や
観
光
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
会
え

ま
す
の
で
、
こ
こ
で
関
係
性
を
強
化
し
て
い

き
ま
し
た
。
な
お
、
職
域
接
種
会
場
で
は
、

非
常
に
多
く
の
方
に
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
外
国
人
は
言
葉
の
障
害
も

あ
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会
が
乏
し
く
、
有

難
い
と
い
っ
た
ご
様
子
で
し
た
。
外
国
人
を

含
め
た
職
域
接
種
を
観
光
協
会
で
実
施
し
た

こ
と
は
先
駆
的
で
あ
り
、
そ
の
後
、
定
山
渓

や
登
別
、
洞
爺
す
す
き
の
等
、
と
い
っ
た
道

内
の
観
光
地
で
も
同
様
の
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
土
台
づ
く
り
を
ふ
ま
え
、
昨

年
10
月
か
ら
は
、
令
和
4
年
度
の
補
助
金
獲

得
に
向
け
た
準
備
を
行
い
ま
し
た
。
観
光
協

会
の
活
動
原
資
で
あ
る
倶
知
安
町
の
宿
泊
税

が
減
る
こ
と
は
確
実
で
し
た
の
で
、
活
用
可

能
な
補
助
金
を
す
べ
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、

公
示
が
出
る
前
の
事
業
を
含
め
、
早
々
に
情

報
を
収
集
し
申
請
書
を
書
き
始
め
ま
し
た
。

特
に
重
視
し
た
の
は
、①
二
次
交
通
、②
倶
知

安
町
と
ニ
セ
コ
町
の
圏
域
を
ま
た
が
る
連
携

事
業
、③
M
I
C
E
で
す
。①
二
次
交
通
は
、

ひ
ら
ふ
エ
リ
ア
の
循
環
車
両
を
ス
キ
ー
シ
ー

ズ
ン
に
運
行
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
①
と
②

に
ま
た
が
り
ま
す
が
、
北
海
道
観
光
振
興
機

構
の
D
M
O
向
け
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
用

い
、
令
和
4
年
度
の
夏
場
に
倶
知
安
町
と
ニ

セ
コ
町
を
循
環
す
る
オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
バ
ス

（
ス
カ
イ
バ
ス
）
を
運
行
し
ま
し
た
。
ス
カ

イ
バ
ス
は
、
屋
根
の
な
い
バ
ス
で
移
動
を
し

な
が
ら
、
G
P
S
と
連
動
し
た
自
動
音
声
と

地
元
の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
案
内
を
行
い
な
が

ら
運
行
す
る
も
の
で
、
自
動
音
声
は
日
本
語

と
英
語
を
用
意
し
、
合
間
で
地
域
の
ト
ピ
ッ

ク
を
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が
話
す
形
態
の
二
次
交

通
兼
、
ニ
セ
コ
を
楽
し
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
で

す
。
赤
色
の
車
両
で
運
行
し
て
お
り
、
運
行

前
は
ニ
セ
コ
の
景
色
に
合
う
か
不
透
明
で
し

た
が
、運
行
開
始
後
は
、「
街
が
明
る
く
な
り
、

わ
か
り
や
す
く
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
」
と
地
域

や
観
光
客
か
ら
非
常
に
評
判
が
良
か
っ
た
で

す
。
ス
カ
イ
バ
ス
は
い
ず
れ
宿
泊
税
を
原
資

に
し
て
運
行
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い

ま
す
。
宿
泊
事
業
者
か
ら
す
れ
ば
、
税
を
代

理
徴
収
さ
せ
ら
れ
て
い
る
中
で
、
こ
の
よ
う

な
シ
ン
ボ
ル
の
存
在
は
、
税
が
何
に
使
わ
れ

て
い
る
か
が
わ
か
り
や
す
く
可
視
化
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
今
回
の
運
行
で
は
住
民
の
利
用

比
率
が
3
割
程
度
あ
り
ま
し
た
。
観
光
事
業

の
実
施
や
宿
泊
税
の
徴
収
の
結
果
、
公
共
交

通
を
担
う
住
民
の
移
動
の
足
と
し
て
も
貢
献

す
る
と
い
っ
た
仕
組
み
づ
く
り
に
も
な
り
得

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、③
M
I
C
E
で
す
が
、
水
際
対
策

に
よ
っ
て
昨
年
の
私
の
就
任
当
初
の
時
期
か

ら
、
企
業
等
か
ら
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
訪
問

の
問
い
合
わ
せ
が
非
常
に
多
く
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
ニ
セ
コ
に
は
特
に
グ
リ
ー
ン

シ
ー
ズ
ン
の
M
I
C
E
商
材
が
な
い
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。ニ
セ
コ
は
パ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ

ト
等
、
最
近
オ
ー
プ
ン
し
た
ホ
テ
ル
が
多
々

あ
る
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
大
々
的
に
で
き
て
お
ら

ず
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
の
様
子
と

い
っ
た
、
人
が
賑
わ
っ
て
い
る
「
絵
」
が
な
い

状
況
で
し
た
。
商
材
化
の
た
め
に
は
こ
れ
が

必
要
な
た
め
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
や
ホ
テ
ル
、

ヴ
ィ
ラ
を
活
用
し
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
コ
ン

テ
ン
ツ
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
造

成
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
売
り
出
す
た

め
の
画
像
や
映
像
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
商
材
と
し
、
来

年
の
誘
客
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
補
助
金
を
非
常
に
効
果
的
に
、
戦
略
的

に
活
用
し
て
い
る
の
だ
、
と
お
聞
き
し
て
実

感
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
補
助
金
の
情
報
と

い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
に
入
手
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
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催
す
る
業
務
執
行
理
事
会
に
諮
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
現
在
の
事
業
は
す
べ
て
、
令
和

元
年
度
に
策
定
し
た
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
2
0
2
0
〜
2
0
3
1
）
に

紐
づ
け
て
い
ま
す
。部
会
ご
と
に
事
業
計
画
・

評
価
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
位
置
づ
け
と
の
関
係
を
明
確
に
す
る
と
と

も
に
、
目
的
や
概
要
、
実
施
方
法
、
年
度
ご

と
の
予
算
、
用
い
る
財
源
を
見
え
る
化
す
る

こ
と
で
、
事
業
の
評
価
を
わ
か
り
や
す
く
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
策
定
し
た
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
紐
づ
け
て
事
業
を
行
う
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
す
。
各
年
の
ト
レ
ン
ド
を

追
う
ば
か
り
で
は
、
D
M
O
と
し
て
の
役
割

が
ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
事
業
も
絵
に
描

い
た
餅
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。ま
た
、

観
光
協
会
内
部
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
入
れ
替

わ
っ
て
も
、
組
織
と
し
て
し
っ
か
り
機
能
す

る
う
え
で
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
、
日
本
で
は

徐
々
に
水
際
対
策
を
緩
和
し
、
近
い
将
来
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
本
格
的
に
来
客
さ
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
来
る

べ
き
時
期
に
向
け
て
、
地
域
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
や
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　今
お
話
し
し
て
き
た
ス
カ
イ
バ
ス
や

M
I
C
E
コ
ン
テ
ン
ツ
の
取
り
組
み
は
国
内

向
け
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
実
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
客
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ス
カ
イ
バ
ス
で
い
え
ば
、
来
年
度

は
英
語
に
加
え
て
ス
ペ
イ
ン
語
や
タ
イ
語
、

中
国
語
な
ど
も
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
グ

リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
は

ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
大
き
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
M
I
C
E
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
に
焼
き
直
し
が
で
き
る
よ
う
に

造
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　個
人
的
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入

れ
は
徐
々
に
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
い
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
急
に
大
量
の
受
け
入
れ
を

行
う
と
、
供
給
側
の
人
材
確
保
が
追
い
付
か

ず
、
こ
れ
が
質
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
後
々

の
観
光
客
の
満
足
度
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
段
階
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ

る
こ
と
で
、
供
給
を
慣
れ
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
観
光
協
会
に
と
っ
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

の
昨
年
や
今
年
の
取
り
組
み
は
、
再
び
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、
ど
の

よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　就
任
し
て
す
ぐ
に
行
っ
た
職
域
接
種
が
、

再
起
動
に
向
け
た
「
最
初
の
準
備
」
で
し
た
。

そ
こ
か
ら
去
年
は
色
ん
な
事
業
の
タ
マ
を
仕

込
み
、現
在
は
そ
の「
仕
込
み
」が
実
り
、様
々

な
「
事
業
」
が
動
き
出
し
て
い
る
状
況
で
す
。

仕
込
み
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
カ
イ
バ

ス
事
業
で
の
ニ
セ
コ
町
と
の
地
域
連
携
も
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
で
す
。
そ

れ
ほ
ど
、
地
域
連
携
と
い
う
の
は
時
間
や
労

力
を
要
す
る
も
の
で
、
通
常
で
あ
れ
ば
実
施

は
困
難
な
も
の
で
す
。
実
は
こ
れ
ま
で
は
ニ

セ
コ
町
と
倶
知
安
町
の
連
携
は
あ
ま
り
多
く

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ス
カ
イ
バ
ス
事
業
の

前
段
で
今
年
3
月
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
日

本
観
光
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
ブ
ー
ス
に
両
町
共

同
で
出
展
を
行
い
、D

isco
ver N

iseko

と
い
う
名
前
で
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
あ
り
、
今
回
の
ス
カ
イ
バ
ス

事
業
で
、
旅
行
者
に
見
え
る
形
で
の
連
携
も

深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
意
識
し
て
い
る
地
域

は
、
コ
ロ
ナ
禍
中
も
、
旅
行
者
と
の
関
係
性

を
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
や
情
報
発
信
に
注
力
し
が
ち
の
よ
う
に
思

い
ま
す
が
、
本
日
の
お
話
を
伺
い
、
コ
ン
テ

ン
ツ
を
し
っ
か
り
つ
く
る
こ
と
を
特
に
意
識

さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
印
象
的
で
し
た
。

お
考
え
と
し
て
は
、ニ
セ
コ
の
特
性
と
し
て
、

開
国
し
た
際
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
お
の
ず
と

来
客
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
際
に
し
っ
か
り
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
夏
、
冬
含

め
て
、
今
し
っ
か
り
準
備
さ
れ
て
い
る
っ
て

い
う
ご
認
識
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
ね
。
い
い
意
味
で
、
旅
行
者
視

点
で
ト
レ
ン
ド
を
捉
え
た
企
画
を
つ
く
れ

ば
、
ど
ん
な
国
籍
や
人
種
の
方
で
も
横
展
開

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
外
国
人
が
楽
し
む
風

景
も
イ
メ
ー
ジ
に
入
れ
な
が
ら
、
コ
ン
テ
ン

ツ
を
ど
ん
ど
ん
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

|
職
域
接
種
と
い
う
住
民
の
信
頼
を
意
識

し
た
取
り
組
み
で
土
台
を
作
り
、
コ
ロ
ナ
禍

だ
か
ら
こ
そ
実
施
で
き
た
様
々
な
取
り
組
み

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
日
は
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
16
日
／
聞
き

手
：
観
光
政
策
研
究
部
・
江
﨑
貴
昭
、
菅
野

正
洋
）

い
と
い
う
特
徴
も
あ
り
、
良
い
方
向
に
変
化

す
る
沖
縄
観
光
を
目
指
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の
懸
念
点
は
人
材
流
出

で
す
。
O
C
V
B
で
も
二
つ
の
事
業
所
を

持
っ
て
お
り
、
プ
ロ
パ
ー
職
員
だ
け
で
は
手

が
回
ら
な
い
た
め
、
非
常
勤
職
員
を
採
用
し

て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
応
募
者
が
集
ま
ら

な
い
状
況
で
す
。

　ホ
テ
ル
や
観
光
施
設
も
同
じ
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
沖
縄
に
と
っ
て
観
光
が
重
要
な

産
業
だ
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、

人
材
を
い
か
に
確
保
し
て
い
く
か
が
重
要
で

す
。夢
の
あ
る
仕
事
と
い
う
共
通
認
識
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
中
長
期
的
に
は
デ
ジ
タ
ル

化
、
観
光
D
X
を
進
め
て
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
視
点
と
な
り
ま

す
。
I
T
系
事
業
者
が
入
居
す
る
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
中
に
ホ
テ
ル
を
整
備

し
、
実
際
に
顧
客
を
受
け
入
れ
て
、
ロ
ボ
ッ

ト
化
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
な
ど
の
様
々
な

実
証
実
験
を
実
施
す
る
計
画
が
あ
り
、
観
光

D
X
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
観
光
に
お
け
る
実
践
教
育
を
強
化

し
て
現
場
に
人
材
を
輩
出
す
る
取
り
組
み
も

進
ん
で
い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
、
沖
縄
高
専

に
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
5
年
間
で
、
機
械
、
情
報
、

環
境
技
術
な
ど
を
学
ぶ
と
と
も
に
観
光
に
つ

い
て
も
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
理
系
の
学

生
が
観
光
を
学
び
、
観
光
関
連
企
業
に
入
社

し
て
く
れ
れ
ば
、
質
の
高
い
観
光
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　当
面
は
国
内
観
光
を
中
心
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
将
来
的

に
は
や
は
り
国
際
観
光
を
大
き
く
伸
ば
し
て

い
く
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
非
常
に
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
前
述
の
通
り
、
そ
の
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
済
ん
で
い
ま
す
し
、
数
年
後

に
は
新
し
い
魅
力
を
持
っ
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク

開
業
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
沖
縄
観
光
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
く
評
価
し
た
県
外
、
国
外

か
ら
の
投
資
の
動
き
が
あ
る
の
も
事
実
で

す
。
そ
の
意
味
で
は
、
沖
縄
観
光
の
未
来
は

非
常
に
明
る
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
が
あ
っ
た
か
ら
、
も
う
観
光
の

可
能
性
が
な
く
な
っ
た
と
見
て
い
る
人
は
誰

も
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
観
光

客
が
久
し
ぶ
り
に
沖
縄
に
旅
行
に
い
ら
し
た

際
に
、
満
足
し
て
頂
け
る
対
応
を
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
の
で
、
今
が
頑
張
り
ど
こ
ろ
と

考
え
て
い
ま
す
。

|
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
4
日
／
聞
き

手
：
観
光
政
策
研
究
部
・
菅
野
正
洋
）

|
2
0
2
1
年
度
か
ら
2
0
2
2
年
度
に

か
け
て
の
京
都
観
光
は
ど
の
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
発
令
時
に
は
、
市

内
主
要
ホ
テ
ル
に
お
け
る
客
室
稼
働
率
は

5
・
8
％
ま
で
下
が
り
底
を
打
ち
ま
し
た
。

現
在
は
50
%
く
ら
い
ま
で
戻
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
80
%
を
超
え
て

当
た
り
前
、
高
い
時
に
は
95
%
に
達
し
て
い

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
ま
だ
ま
だ
足
り
ま
せ

ん
。
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
を
見
据
え

て
京
都
に
進
出
し
て
き
た
事
業
者
の
み
な
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
物
足
り
な
い
数
字
と
評
価

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
入
国
が
団
体
客

に
制
限
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
、
京
都
観
光

へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
だ
ま
だ
様

き
た
と
い
う
状
況
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
2
年
間
、
直
行
便
が
な
く
な
っ
た
こ

と
で
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
一
方
で
、
国

内
に
い
る
外
国
人
が
旅
行
に
来
て
い
る
状
況

も
あ
り
、
大
使
館
な
ど
、
国
内
に
立
地
し
て

い
る
海
外
の
機
関
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を

し
っ
か
り
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
各
国
に
駐
在
員
を
置
い
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
2
年
間
は
そ
う
い
っ
た
現
地
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
現

地
で
開
催
さ
れ
る
観
光
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
駐

在
員
が
参
加
す
る
と
い
っ
た
活
動
を
オ
ン
ラ

イ
ン
と
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　も
と
も
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、

沖
縄
の
訪
日
外
国
人
の
8
割
は
個
人
客
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
の
よ
う
に
団
体

限
定
で
、
ビ
ザ
が
必
要
な
現
状
で
は
、
す
ぐ

に
観
光
客
が
戻
る
と
い
う
状
況
は
現
実
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　沖
縄
は
台
湾
か
ら
の
来
訪
が
一
番
多
い
状

況
で
し
た
の
で
、
経
済
界
も
台
湾
と
の
早
期

の
交
流
再
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
日
本
政

府
と
台
湾
政
府
の
双
方
の
規
制
緩
和
の
状
況

を
見
な
が
ら
、
す
ぐ
に
連
携
で
き
る
態
勢
を

取
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　国
際
ク
ル
ー
ズ
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
よ

う
に
買
い
物
の
た
め
だ
け
に
寄
港
し
て
数
時

間
滞
在
し
て
い
く
よ
う
な
形
は
県
民
の
理
解

を
得
に
く
い
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中

で
、
ク
ル
ー
ズ
船
を
受
け
入
れ
て
い
た
市
町

村
と
O
C
V
B
と
地
域
の
観
光
協
会
が
一
緒

に
な
っ
て
、
国
際
ク
ル
ー
ズ
の
再
開
を
目
的

と
し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

|
コ
ロ
ナ
禍
は
未
曾
有
の
危
機
と
も
い
え

ま
す
が
、
危
機
管
理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
2
年
余
り
、
地
震
や
津
波
等
を
含
め

た
基
本
的
な
危
機
管
理
に
つ
い
て
訓
練
等
を

通
じ
て
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
十
分
に
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
や
は
り
基
本
的

な
意
識
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と

で
、
危
機
管
理
体
制
運
用
の
た
め
の
図
上
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　こ
こ
に
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を
ど
う
盛
り
込

む
の
か
と
い
う
点
は
、
観
光
の
分
野
を
超
え

る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　危
機
管
理
は
観
光
地
と
し
て
の
質
の
高
さ

を
示
す
一
つ
の
側
面
で
す
か
ら
、
も
う
少
し

状
況
が
落
ち
着
い
た
ら
、
こ
の
間
の
コ
ロ
ナ

対
策
を
検
証
し
て
、
感
染
症
対
策
も
含
め
て

危
機
管
理
体
制
を
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
で
期
待
さ
れ
る
新
た
な
市
場

と
し
て
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
意
味
全
国
ど
こ

で
も
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
の
た
め
、
沖
縄

と
し
て
の
優
位
性
を
ど
う
作
れ
る
か
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
「
沖
縄
リ
ゾ
ー
ト
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

観
光
は
観
光
業
界
だ
け
で
取
り
組
む
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
大
学
、
行
政
、
医
療
、
金
融

機
関
と
の
連
携
が
大
事
だ
と
考
え
て
議
論
に

加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
と
、
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
持
っ
て
仕
事
を
し
、
あ
と
は
プ
ー

ル
サ
イ
ド
で
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
…
…
み
た
い

な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
ね
。
確
か
に
そ
れ

は
リ
ゾ
ー
ト
型
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ

の
形
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
学
は
ス
タ

デ
ィ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り
学
び
と
滞
在

と
い
う
視
点
で
、
ま
た
金
融
機
関
は
商
談
会

や
企
業
誘
致
に
代
表
さ
れ
る
産
業
振
興
の
視

点
で
考
え
て
も
ら
う
と
す
れ
ば
議
論
と
し
て

は
面
白
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　沖
縄
に
お
け
る
滞
在
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
増
や
す
取
り
組
み
の
結
果
の
一
つ
の
形
が

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
り
す
る
わ
け
で
す
。

|
改
め
て
振
り
返
る
と
、
こ
の
1
年
半
は

ど
う
い
っ
た
期
間
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
今
後
の
見
通
し
は
捉
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
1
年
半
は
、
原
点
に
立
ち
戻
り
、
本

来
沖
縄
が
目
指
し
て
い
た
も
の
を
見
つ
め
直

す
期
間
に
な
っ
た
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
勢
の
人
に
来
て
も
ら
う
こ
と
以
上
に
、
質

の
充
実
を
図
ら
な
い
と
観
光
地
と
し
て
選
ば

れ
な
い
と
い
う
認
識
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
生
じ
た
観
光
ス
タ
イ
ル
の
変
化

と
い
う
の
は
、
様
々
な
方
が
指
摘
し
て
い
ま

す
が
、
人
間
は
そ
こ
ま
で
急
に
は
変
わ
れ
な

い
部
分
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　イ
ベ
ン
ト
で
人
を
集
め
、
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
な
が
ら
楽
し
ん
で
も
ら
い
つ
つ
、
新

し
い
滞
在
の
形
と
し
て
環
境
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
つ
く
っ
て
い
く
方
向
性
を
目
指
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

　一
気
に
量
を
追
求
す
る
取
り
組
み
を
や
め

て
し
ま
う
と
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

極
端
な
方
向
に
振
れ
が
ち
で
す
。
沖
縄
は

島と
う

嶼し
ょ

型
の
経
済
圏
と
し
て
、
そ
う
い
っ
た
変

化
が
顕
著
に
出
や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
統
計
的
な
数
値
は
整
備
し
や
す

だ
け
で
な
く
、
質
の
高
い
観
光
地
を
も
目
指

す
中
で
は
、
量
的
な
拡
大
、
回
復
を
目
指
す

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
る
程
度
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

|
数
だ
け
で
な
く
質
も
と
い
う
の
は
、
前

回
の
本
誌
取
材
（
2
4
7
号
：
2
0
2
0
年

11
月
発
刊
）
の
際
に
も
言
及
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
そ
の
後
の
取
り
組
み
に
も
色
濃

く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
の
通
り
で
す
。
た
だ
そ
の
一
方
で
ま
だ

十
分
で
な
い
の
が
、
他
産
業
と
の
連
携
強
化

に
よ
る
地
域
経
済
循
環
率
の
向
上
で
す
。
観

光
は
総
合
産
業
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
農

業
や
製
造
業
と
の
連
携
を
深
め
て
観
光
を
伸

ば
す
こ
と
で
、
産
業
連
関
の
中
で
波
及
効
果

が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
地
元
産
品
の

利
用
頻
度
を
高
め
る
な
ど
、
地
域
に
お
金
が

落
ち
る
仕
組
み
を
重
視
す
る
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
は
、
観
光
統
計
の
質
的
向
上

も
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
沖
縄
の

統
計
指
標
は
那
覇
空
港
を
拠
点
と
し
た
圏

域
、
宮
古
圏
域
、
八
重
山
圏
域
と
い
う
三
つ

の
圏
域
で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
指
標
を
迅
速
に
把
握
し
、
提
供
で

き
る
か
は
ま
だ
ま
だ
課
題
で
す
。

　2
0
2
0
年
度
の
沖
縄
県
の
G
D
P
は
前

年
度
比
マ
イ
ナ
ス
9
・
6
％
で
し
た
。
全
国

的
に
は
マ
イ
ナ
ス
4
％
台
で
し
た
が
、
な
ぜ

沖
縄
県
が
こ
れ
だ
け
落
ち
込
み
が
大
き
い
か

と
い
え
ば
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
観
光
へ
の
打

撃
が
大
き
か
っ
た
か
ら
で
す
。
沖
縄
観
光
の

重
要
性
を
様
々
な
視
点
で
数
字
で
示
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

|
O
C
V
B
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

「
エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
」
も
、
質
の
高
い
観
光

地
と
し
て
目
指
す
旅
行
の
姿
の
ひ
と
つ
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
は
環
境
と
地
域
を
意

識
し
た
取
り
組
み
で
、
大
き
な
く
く
り
で
い

え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
。

必
ず
し
も
新
し
い
発
想
で
は
な
く
、
沖
縄
の
よ

う
な
観
光
地
で
は
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可

能
な
観
光
は
、
当
た
り
前
の
基
本
方
針
で
す
。

　地
域
の
資
源
が
有
限
で
あ
る
以
上
、
環
境

に
配
慮
し
、地
域
文
化
も
理
解
す
る
こ
と
で
、

観
光
客
と
地
域
住
民
の
双
方
が
満
足
で
き
る

結
果
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　量
的
な
拡
大
を
図
る
べ
き
と
い
う
意
見

と
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換
を
意
識
す
べ
き
と

い
う
意
見
が
あ
り
、
県
民
か
ら
も
、
観
光
推

進
は
大
事
だ
が
必
ず
し
も
自
分
た
ち
の
生
活

の
豊
か
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
意

見
が
徐
々
に
出
て
き
て
い
ま
す
。

　ハ
ワ
イ
州
観
光
局
（H

aw
aii T

o
u
rism

 

A
u
th
o
rity

：H
T
A

）
で
は
毎
年
住
民
に
対

し
て
感
情
調
査
を
行
い
、
観
光
を
支
持
す
る

住
民
の
比
率
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク

時
で
8
割
が
観
光
を
支
持
し
て
い
た
も
の

が
、
最
新
の
調
査
結
果
で
は
地
域
に
よ
っ
て

6
割
程
度
ま
で
落
ち
て
い
ま
す
。
地
元
住
民

に
支
持
さ
れ
な
い
観
光
に
持
続
性
が
あ
る
の

か
と
い
う
話
で
す
。

　マ
ー
ケ
ッ
ト
側
の
変
化
に
対
応
す
る
際
に

も
、
沖
縄
の
自
然
と
文
化
を
大
事
に
す
べ
き

と
す
る
立
ち
位
置
に
戻
る
と
い
う
の
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
、
あ
る
意
味
必
然
性
が
あ
り
ま
し
た
。

　沖
縄
県
で
は
、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て「B

e.O
kinaw

a

」

を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
、
美
し
い

自
然
と
優
し
い
人
に
囲
ま
れ
て
、
本
来
の
自

分
を
取
り
戻
し
て
い
く
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
に
と
っ
て
、
今
再
び
立

ち
返
る
べ
き
考
え
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

|
一
般
的
に
、
若
い
世
代
の
方
は
こ
う

い
っ
た
エ
シ
カ
ル
さ
を
有
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
観
光
産
業
が
厳
し
い
状
況
に

あ
る
中
で
は
、
消
費
単
価
が
高
い
客
層
を
誘

客
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　産
業
の
事
業
者
に
も
そ
う
い
っ
た
意
識
は

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
経
営
面
の
体
力
に

よ
っ
て
優
先
順
位
に
差
が
生
じ
る
こ
と
が
問

題
で
す
。
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、

単
価
の
高
い
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
事
業
者
が
あ
る
一
方
で
、
ま
ず
観
光

客
に
来
て
も
ら
う
こ
と
に
注
力
せ
ざ
る
を
得

な
い
事
業
者
も
い
ま
す
。

　だ
か
ら
と
い
っ
て
、
単
価
を
大
幅
に
下
げ

て
顧
客
を
取
り
込
む
ス
タ
イ
ル
は
、
沖
縄
観

光
の
ブ
ラ
ン
ド
を
毀
損
し
ま
す
。
宿
泊
施
設

を
例
に
と
る
と
、
沖
縄
は
民
宿
や
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
か
ら
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
ま
で
幅
が
広
い

の
が
特
徴
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
中
で
単
価
を
維
持
も
し
く
は
向
上

さ
せ
、
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
ら
れ
る
と
よ

い
と
思
い
ま
す
。

　質
の
高
い
体
験
を
し
た
い
、
地
域
の
環
境

保
全
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
傾
向
は
、
確
か

に
若
い
人
た
ち
に
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す

が
、ま
だ
デ
ー
タ
で
示
し
切
れ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
、
エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
に
適
応
す
る
事

業
者
側
か
ら
そ
の
状
況
を
数
値
化
で
き
な
い

か
、
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入
れ
に
向
け
て

は
、
海
外
と
繋
い
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
を
行
っ
て

|
2
0
2
1
年
度
か
ら
2
0
2
2
年
度
に

か
け
て
の
沖
縄
観
光
は
ど
の
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　2
0
2
1
年
度
の
入
域
観
光
客
数
は

3
2
8
万
9
7
0
0
人
で
し
た
。
2
0
2
0

年
度
が
2
5
8
万
人
で
し
た
の
で
、
一
部
回

復
し
て
は
い
ま
す
が
、
や
は
り
緊
急
事
態
宣

言
な
ど
の
期
間
が
長
く
、
実
績
と
し
て
国
内

が
前
年
度
比
45
％
、
国
内
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
合
わ
せ
た
全
体
だ
と
33
％
と
本
当
に
厳
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
以
前
の
よ
う
な
急
激
に
旅
行
マ
イ

ン
ド
が
下
が
る
よ
う
な
状
況
に
は
な
ら
な
い

と
見
て
お
り
、
現
時
点
で
は
国
内
の
観
光
客

は
2
0
1
9
年
度
比
で
8
割
ほ
ど
ま
で
戻
っ

て
き
て
い
る
と
見
て
い
ま
す
。
た
だ
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
は
ゼ
ロ
の
状
況
で
す
の
で
、
現
時
点

で
は
国
内
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　2
0
2
2
年
度
の
入
域
観
光
客
数
は
、
国

内
は
約
5
8
0
万
人
を
目
標
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。
前
年
度
の
倍
と
ま
で
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
着
実
に
回
復
を
目
指
す
目
標
と
し
て

設
定
し
て
い
ま
す
。

　国
際
線
の
再
開
も
視
野
に
入
れ
、
海
外
の

観
光
客
は
20
万
人
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

あ
る
程
度
の
量
の
回
復
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
の
一
定
の
数
字
が
必
要
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
、
国
内
と
海
外
含
め
て
6
0
0
万
人
を

目
標
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　2
0
2
2
年
9
月
ま
で
の
上
半
期
で

2
9
0
万
人
と
い
う
状
況
な
の
で
、
あ
な
が

ち
こ
の
目
標
達
成
は
不
可
能
で
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
海
外
か
ら
の
観
光

客
20
万
人
は
ま
だ
見
通
せ
な
い
状
況
で
す
。

も
と
も
と
ビ
ジ
ネ
ス
や
留
学
生
の
需
要
が
少

な
い
沖
縄
に
と
っ
て
は
、
今
の
制
約
の
中
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
本
格
回
復
は
難
し
い
と

い
う
の
が
現
状
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　沖
縄
で
は
2
0
2
0
年
に
那
覇
空
港
の
第

二
滑
走
路
が
整
備
さ
れ
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
第

二
バ
ー
ス
も
完
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
玄
関
口
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

十
分
整
っ
て
い
ま
す
し
、
宿
泊
施
設
の
客
室

数
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
右
肩
上
が
り
の
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
単
に
観
光
客
数
が
戻
る

会
に
業
務
執
行
理
事
を
配
置
し
、
部
会
ご
と

に
事
業
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
事
業
の
企
画

も
各
部
会
で
検
討
し
、
年
間
約
10
回
程
度
開

コロナ禍における地域の取り組み3
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（
略
歴
）京
都
市
出
身
。
京
都
大
学
大
学

院
農
学
研
究
科
修
了
後
、
株
式
会
社
三

菱
総
合
研
究
所
に
入
社
。
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
、
官
公
庁
事
業

の
公
共
政
策
評
価
や
、
航
空
業
界
に
お
け
る
経
済
効
果
分
析
、
東

京
都
を
始
め
と
し
た
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
務
に
従
事
。

2
0
1
6
年
、
京
都
市
に
お
け
る
D
M
O
立
ち
上
げ
を
機
に
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
責
任
者
と
し
て
京
都
市
観
光
協
会
へ
転
職
。
経
営
戦
略

の
策
定
、
法
人
サ
イ
ト
の
刷
新
な
ど
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
、
統
計
デ
ー
タ
分
析
、
メ
デ
ィ
ア
運
営
設
計
な
ど
を
手
が
け
る
。

堀
江
卓
矢
氏

公
益
社
団
法
人
京
都
市
観
光
協
会

企
画
推
進
課 

D
M
O
企
画
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
専
門
官

コロナ
禍
に
と
ら
わ
れ
ず

D
M
O
が
本
来
すべき
こ
と
を

　
　
　
　
　着
実
に
実
行

事
例
❷ 

京
都
市

風
や
、
低
賃
金
や
雇
用
の
不
安
定
さ
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
観
光
業
界
で
は
人
材
確

保
が
難
し
い
と
い
う
課
題
を
解
消
す
る
た
め

に
、
2
0
1
8
年
に
導
入
が
始
ま
っ
た
宿
泊

税
を
財
源
に
し
て
、
従
業
員
向
け
の
研
修
事

業
に
注
力
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
3
月
に
刷
新
さ
れ
た
「
京
都
観

光
振
興
計
画
」
で
は
、
以
前
の
計
画
に
は
な

か
っ
た
「
担
い
手
の
活
躍
支
援
」
が
5
本
の

柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
よ
り
一
層

強
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
新
た
に
打
ち
出
し

た
り
、
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
を
し
た
部
分
は
あ

る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
近
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
京
都
観
光
を
持

続
可
能
に
し
て
い
く
た
め
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
し
っ

か
り
と
打
ち
出
し
て
、
そ
れ
に
合
っ
た
商
品

開
発
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
回
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
、
準
備
期
間
が
あ
る
な
か
で
、
改
め
て
自

分
た
ち
の
や
っ
て
き
た
こ
と
を
見
つ
め
直
そ

う
と
い
う
動
き
で
す
。

　し
か
し
、
事
業
者
さ
ん
か
ら
は
「
京
都
は

昔
か
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
こ
と
を
や
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
」
と
い
う
反
応
が
多
い
で
す
。

「
一
見
さ
ん
お
断
り
」
と
い
う
言
葉
の
印
象

が
強
く
、
閉
鎖
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る

こ
と
が
多
い
京
都
の
街
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一
方
で
ず
っ
と
多
く
の
観
光
客
に
訪
れ
て
い

た
だ
け
た
こ
と
で
、
L
G
B
T
Q
や
ベ
ジ
タ

リ
ア
ン
、
ム
ス
リ
ム
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
お
持
ち
の
方
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
々
を
受

け
入
れ
て
い
く
こ
と
が
当
然
の
も
の
と
し
て

根
付
い
て
い
る
街
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
京
都
人

の
気
質
と
し
て
「
自
分
た
ち
は
昔
か
ら
や
っ

て
い
る
の
で
、
流
行
に
乗
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
た
く
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
外
国
人

に
対
し
て
は
、
そ
う
い
う
気
概
は
分
か
り
や

す
く
発
信
し
な
け
れ
ば
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
変

に
安
っ
ぽ
く
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
な
が

ら
も
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
に
改
め
て

き
ち
ん
と
光
を
当
て
直
す
、
と
い
う
ス
タ
ン

ス
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
会
員
向
け
の
情
報
発
信
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
市
内
主
要
ホ
テ
ル

の
ご
協
力
の
も
と
、
過
去
数
年
分
の
予
約
状

況
や
実
際
の
稼
働
率
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
3

カ
月
先
ま
で
の
稼
働
率
の
予
測
値
の
発
表
を

始
め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
こ
れ
か

ら
ど
う
な
る
か
不
安
だ
と
い
う
お
声
に
応
え

る
た
め
に
は
、
将
来
的
な
見
通
し
を
示
す
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
た
た
め
で
す
。最
近
は
、

こ
れ
ま
で
の
月
単
位
の
調
査
に
加
え
て
、
ほ

ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
日
単
位
の
調
査
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

直
近
の
状
況
の
把
握
や
、
曜
日
別
の
分
析
が

可
能
と
な
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
精
度
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
始
動
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　当
協
会
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
分
野
の

取
り
組
み
は
海
外
メ
デ
ィ
ア
へ
の
対
応
が
中

心
で
あ
り
、
多
い
と
き
に
は
世
界
13
都
市
に

レ
ッ
プ
を
置
き
、
海
外
現
地
の
メ
デ
ィ
ア
に

情
報
提
供
し
た
り
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
京
都

取
材
を
す
る
際
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
旅

行
需
要
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
後
も
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
協
会
の

中
心
業
務
の
一
つ
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
で
は

事
業
者
が
開
発
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
後

追
い
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
た
め
、
こ
れ

か
ら
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
先
回
り
し
て

察
知
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　そ
こ
で
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
京
都
」
と
い
う
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
観

子
見
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

　一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
外
国
人
の
比

率
が
4
〜
5
割
程
度
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
日
本
人
の
需
要
は
か
な
り
回
復
し
た

と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、G

o
 

T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は
じ
め
、
様
々
な
需

要
喚
起
策
で
恩
恵
を
受
け
た
の
は
価
格
帯
の

高
い
施
設
や
リ
ゾ
ー
ト
観
光
地
が
中
心
で

す
。
海
外
旅
行
に
行
け
な
い
代
わ
り
に

ち
ょ
っ
と
リ
ッ
チ
な
宿
に
泊
ま
り
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

街
中
の
旅
館
や
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
な
ど
は
ま

だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
か
な
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
京
都
に
と
っ
て
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
あ
る
修
学
旅
行
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
強
く
受
け
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年
は
壊

滅
的
、
2
0
2
1
年
は
多
少
回
復
し
た
も
の

の
、
例
年
の
8
割
減
と
い
う
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
ま
し
た
。
2
0
2
2
年
は
、
京
都

の
修
学
旅
行
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
5
〜

6
月
に
感
染
者
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
予

定
通
り
催
行
が
進
ん
だ
こ
と
で
一
部
の
施
設

の
稼
働
率
は
90
〜
1
0
0
％
に
達
し
て
お

り
、
も
と
も
と
激
し
か
っ
た
景
気
の
浮
き
沈

み
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
後
に
京
都
へ
進
出
す
る
宿
泊

施
設
の
動
き
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
は
将
来
的
な
回
復
を
見
越
し
て
の
投
資

と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　特
に
外
資
系
の
世
界
的
ブ
ラ
ン
ド
で
高
価

格
帯
の
施
設
に
よ
る
進
出
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
彼
ら
は
20
年
30
年
と
い
う
長
期
ス
パ

ン
で
経
営
戦
略
を
立
て
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
は
あ
く
ま
で
短
期
間
の
ブ
レ
と
捉
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
国
内
資
本
で
も
高
単

価
で
ユ
ニ
ー
ク
な
宿
が
増
え
て
お
り
、
京
都

市
内
の
宿
泊
施
設
の
多
様
性
は
格
段
に
向
上

し
て
い
ま
す
。

　一
方
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
の
簡
易
宿
所

は
、
駄
目
だ
と
思
っ
た
ら
早
々
に
見
切
り
を

つ
け
て
撤
退
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
将
来

的
に
需
要
が
回
復
す
れ
ば
再
び
参
入
す
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
柔
軟
性
が

高
い
こ
と
が
、
小
規
模
な
業
態
の
良
さ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

|
利
用
の
集
中
を
防
ぐ
分
散
化
へ
の
取
り

組
み
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ

た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　分
散
化
は
観
光
業
界
全
て
に
と
っ
て
永
遠

の
テ
ー
マ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
ろ
う
と
な
か

ろ
う
と
必
ず
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
三
密
回
避
に

資
す
る
も
の
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
と
し
て
も
必
要
な
取
り
組
み
で
し
た
。

　一
方
、
事
前
予
約
制
の
導
入
は
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
始
め
た
も
の
で
す
。以
前
ま
で
は
、

人
の
量
を
動
か
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え

の
も
と
、
基
本
は
予
約
な
し
で
O
K
と
い
う

旅
行
商
品
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
ま
た
、
京

都
の
主
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
寺
社
は
、
全

て
の
人
に
対
し
て
開
か
れ
た
場
所
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
の
も
と
、
特
定
の
人
し
か
受
け

入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
相
容
れ
な
い

立
場
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
宗
教
行
為
に

ま
つ
わ
る
個
人
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
信

教
の
自
由
に
触
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

議
論
も
あ
り
、
予
約
制
度
の
導
入
に
は
慎
重

な
判
断
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
で
、

密
を
避
け
な
が
ら
拝
観
い
た
だ
け
る
環
境
を

用
意
す
る
こ
と
や
、
感
染
者
が
出
た
場
合
の

連
絡
先
を
把
握
す
る
と
い
う
必
要
に
迫
ら
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
事
前
予
約
制

の
導
入
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
き
ま
し
た
。

|
以
前
か
ら
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
た
ま
た
ま
実
施
時
期
が
コ
ロ

ナ
禍
と
重
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
以
外
に
も
、
コ
ロ
ナ

禍
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

2
0
1
9
年
12
月
に
京
都
で
開
か
れ
た
「
第

4
回 

観
光
と
文
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際

会
議
」（
主
催
：
U
N
W
T
O
／
ユ
ネ
ス
コ
）

に
お
い
て
、
観
光
が
地
域
と
文
化
を
つ
な
ぎ

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
、
と

い
う
考
え
方
が
「
観
光
・
文
化
京
都
宣
言
」

と
し
て
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、

京
都
市
と
京
都
市
観
光
協
会
で
は
、
従
来
の

観
光
客
向
け
の
マ
ナ
ー
啓
発
だ
け
で
な
く
、

事
業
者
や
市
民
と
一
緒
に
持
続
可
能
な
観
光

を
実
現
す
る
た
め
の
行
動
を
定
め
た
も
の
と

し
て
「
京
都
観
光
行
動
基
準
（
京
都
観
光
モ

ラ
ル
）」
を
発
表
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
の

生
活
に
配
慮
し
た
行
動
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
指

す
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
に
お
い
て
も

重
要
な
観
点
で
あ
る
た
め
、積
極
的
な
周
知
・

啓
発
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
休
業
や
テ
レ
ワ
ー
ク

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
観
光
業
界
の
従
業
員
向

け
に
、
各
地
で
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
増
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
も

当
協
会
で
は
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
分
野
で
す
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

コ
ロ
ナ
禍
と
い
っ
た
観
光
業
界
に
対
す
る
逆

|
そ
の
中
で
、
観
光
協
会
と
し
て
す
べ
き

こ
と
は
何
だ
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
も
大
切
な
こ
と
は
、
各
事
業
者
が
個
々

の
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス

を
開
発
・
提
供
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

で
す
。
昔
と
比
べ
て
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
し
て
い
る
た
め
、
事
業
者
を
枠
に
は
め

て
画
一
的
な
商
品
づ
く
り
を
促
す
の
で
は
な

く
、
切
磋
琢
磨
を
促
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
サ
ー

ビ
ス
を
増
や
し
、
観
光
客
に
と
っ
て
の
選
択

肢
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

観
光
協
会
に
相
談
す
れ
ば
解
決
に
つ
な
が
る

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
つ
く

り
、
協
会
が
各
事
業
者
の
特
徴
を
把
握
し
た

う
え
で
差
別
化
や
協
業
の
支
援
を
し
て
い
く

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
に
と
ら
わ
れ
ず
、
や
る
べ
き

こ
と
を
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
着
実
に
実
行
し
て

い
る
と
い
う
お
話
に
非
常
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
9
日
／
聞
き
手
：

観
光
政
策
研
究
部
・
門
脇
茉
海
、
菅
野
正
洋
）

|
コ
ロ
ナ
禍
も
3
年
目
を
迎
え
、
段
階
的

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
解
禁
が
少
し
ず
つ
進
ん

で
い
る
中
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
訪
日

外
国
人
旅
行
者
の
主
要
な
目
的
地
と
な
っ
て

い
た
ニ
セ
コ
地
域
（
倶
知
安
町
）
に
お
け
る

D
M
O
（
観
光
推
進
組
織
）
の
お
立
場
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
取
り
組
ん
だ
事
項
等
に
つ

い
て
お
伺
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　ま
ず
は
私
自
身
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
、
2
0
2
1
年
の
6
月
に
倶
知
安
観

光
協
会
の
事
務
局
長
に
就
任
す
る
前
は
、
10

年
間
、
J
T
B
ハ
ワ
イ
で
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。
最
初
の
5
年
は
M
I
C
E
の
誘
致
・
受

入
事
業
に
従
事
し
、そ
の
後
、地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
関
わ
る
地
域
交
流
ビ
ジ
ネ
ス
の

役
割
を
担
い
、
最
後
の
3
年
間
は
、
ホ
ノ
ル

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
財
団
に
出
向
し
、
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
・
運
営
を
担
い
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
の
帰
国
後
に
ご
縁
を
い
た
だ

き
、
現
在
の
ポ
ス
ト
に
い
る
状
況
で
す
。

　2
0
2
1
年
6
月
1
日
に
着
任
し
、
最
初

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
観
光
協
会
に
よ
る

ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種
で
し
た
。
会
員
向
け

に
接
種
希
望
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と

こ
ろ
、
当
初
は
1
5
0
0
人
が
接
種
を
希
望

し
ま
し
た
が
、
接
種
直
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
希
望
者
は
2
6
0
0
人
程
度
ま
で
増
加
し

ま
し
た
。
す
で
に
ワ
ク
チ
ン
は
発
注
済
み
で

あ
っ
た
た
め
、厚
労
省
と
や
り
と
り
を
行
い
、

何
と
か
追
加
分
の
ワ
ク
チ
ン
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
、
1
回
目
の
接
種
が
終
わ
る
ま
で

9
月
頃
ま
で
か
か
り
ま
し
た
。

　こ
の
間
、
他
の
業
務
は
一
切
で
き
な
い
状

況
で
し
た
が
、
住
民
か
ら
観
光
関
連
事
業
者

へ
の
信
頼
を
得
る
と
い
う
面
で
、
ニ
セ
コ
の

観
光
関
連
事
業
者
全
体
が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
し
た
。
当
時
、

ニ
セ
コ
で
は
居
住
の
外
国
人
を
含
め
た
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
最

終
的
に
は
観
光
協
会
の
会
員
で
な
く
と
も
、

家
族
や
取
引
先
、
ま
た
、
町
内
在
住
ま
た
は

勤
務
で
あ
れ
ば
外
国
人
も
接
種
可
能
と
し
、

地
域
一
体
で
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
注
力

し
ま
し
た
。
観
光
政
策
の
最
も
重
要
な
根
幹

は
住
民
の
理
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
ふ
ま

え
、
そ
の
土
台
づ
く
り
を
進
め
た
形
で
す
。

|
住
民
の
目
線
に
寄
り
添
う
と
い
っ
た
視

点
は
、
ハ
ワ
イ
で
の
経
験
に
基
づ
い
た
も
の

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
。
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
逆
の
視
点
で
す
ね
。
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
旅
行
者
視
点
に
よ
る
ハ
ワ
イ

の
住
民
に
対
し
て
の
責
任
と
い
う
考
え
で
す

が
、
今
回
の
ニ
セ
コ
で
は
、
同
じ
地
域
に
存

在
す
る
住
民
に
対
し
て
観
光
事
業
者
が
責
任

光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立

ち
上
げ
ま
し
た（
図
①
）。こ
の
事
業
で
は「
地

元
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」、

「
日
本
人
観
光
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
融

合
」、「
混
雑
を
避
け
つ
つ
高
い
知
的
欲
求
を

満
た
せ
る
体
験
の
提
供
」
を
目
的
に
、
京
都

市
の
認
定
を
受
け
た
ガ
イ
ド
団
体
で
あ
る

「
京
都
市
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ホ
ス
ト
」
や
、
京
都

市
内
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
の
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
で
構
成
さ
れ
る
「
京
都
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
研
究
会
」
と
い
っ
た
、
京
都
の

文
化
に
精
通
し
た
目
利
き
の
ア
ド
バ
イ
ス
の

も
と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
本
当
に
響
く
商

品
造
成
を
支
援
し
ま
す
。
地
元
金
融
機
関
で

も
あ
る
京
都
信
用
金
庫
と
の
連
携
事
業
で
も

あ
る
た
め
、
専
門
家
に
よ
る
事
業
の
採
算
性

に
係
る
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
付
帯
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
の
あ

り
方
を
考
え
る
業
界
交
流
会
「
京
都
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
カ
フ
ェ
」
も
定
期
開
催
し
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
切
れ
て
し
ま
っ
た
事
業
者
同
士

の
交
流
の
場
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

  

|
I
C
T
を
活
用
し
た
取
り
組
み
は
あ
る

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
発
を
回
避
す

る
た
め
に
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
開
発
の
手
法
を

確
立
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

京
都
へ
の
関
心
が
高
い
方
々
と
の
関
係
を
可

視
化
し
、
こ
れ
を
分
析
し
て
、
さ
ら
に
関
係

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
日
本

人
観
光
客
に
対
し
て
は
、
事
前
予
約
で
旅
行

商
品
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
方
を
対
象
に

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
配
信
し
、
再
来
訪
率
を

向
上
さ
せ
る
手
法
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
や

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
対
象
に
、
同
様
の
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
京
都
は
非
常
に
多
様
な
客
層
が
訪
れ
る

観
光
地
だ
と
思
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
絞
り
込
ん
で
い
く
と
い

う
考
え
で
し
ょ
う
か
。
京
都
を
よ
り
深
く
理

解
し
て
く
れ
る
人
を
呼
び
た
い
と
い
う
意
識

が
う
か
が
え
ま
し
た
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　物
見
遊
山
の
初
心
者
も
い
れ
ば
、
地
元
民

よ
り
京
都
に
詳
し
い
方
ま
で
様
々
で
す
が
、

誰
し
も
最
初
は
初
心
者
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

そ
ん
な
初
心
者
が
京
都
の
奥
深
い
魅
力
に
気

づ
く
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
て
い
る
の

は
、
知
的
好
奇
心
が
高
く
、
地
元
文
化
を
理

解
し
て
尊
重
し
て
く
れ
る
、
文
化
度
の
高
い

人
た
ち
で
す
。
財
政
的
に
も
労
力
的
に
も
資

源
が
限
ら
れ
る
な
か
で
は
、
こ
う
い
っ
た

方
々
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
い
く
こ
と

で
、
効
果
的
に
京
都
へ
の
関
心
を
高
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
今
後
、
Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と

い
わ
れ
る
層
が
旅
行
の
中
心
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
若
者
に
対
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　神
社
仏
閣
を
は
じ
め
、
年
齢
や
経
験
を
重

ね
な
け
れ
ば
価
値
を
理
解
し
に
く
い
観
光
地

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
京
都
は
特
に
国
内
市
場

に
お
い
て
半
世
紀
以
上
前
か
ら
シ
ニ
ア
層
に

支
持
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、

誰
し
も
修
学
旅
行
で
一
度
は
京
都
を
訪
れ
、

大
学
時
代
を
京
都
で
過
ご
し
た
こ
と
が
あ
る

人
が
多
い
と
い
う
一
面
も
あ
り
ま
す
。「
京

都
国
際
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
フ
ェ
ア
」
や
「
京

都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
な
ど
の
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
も
発
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
若
年
層
向
け
の
取
り
組
み
は
成
果
を
上

げ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
問
題
な
の
は
、
そ

の
後
の
世
代
で
す
。
京
都
は
子
連
れ
の
観
光

地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
弱
い
た
め
、
ど
う

し
て
も
子
持
ち
世
代
の
旅
行
先
と
し
て
選
ば

れ
に
く
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

京
都
観
光
に
と
っ
て
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
上

の
最
重
要
課
題
は
、
若
年
層
と
い
う
よ
り
も

次
世
代
の
子
供
た
ち
が
含
ま
れ
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
へ
の
対
応
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
こ
が
欠
落
し
て
い
る
と
、
長
い
人
生

の
な
か
で
の
京
都
と
の
つ
な
が
り
が
一
度
全
て

リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
い
、
シ
ニ
ア
に
な
っ
て

京
都
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
と
き
に
は
ま
た

初
心
者
に
戻
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　こ
の
場
合
、
地
域
が
取
り
う
る
戦
略
は
大

き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
得

意
な
市
場
で
あ
る
シ
ニ
ア
に
特
化
す
る
、
い

わ
ゆ
る
「
選
択
と
集
中
」
の
考
え
方
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
苦
手
な
市
場
を
補
い
「
オ
ー

ル
マ
イ
テ
ィ
ー
」
な
状
態
を
作
る
と
い
う
考

え
方
で
す
。
一
般
的
に
、
競
争
の
激
し
い
市

場
に
お
い
て
は
「
選
択
と
集
中
」
が
妥
当
な

戦
略
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
持

続
可
能
な
国
際
観
光
都
市
を
標
榜
す
る
京
都

と
し
て
は
、
誰
が
来
て
も
対
応
で
き
る
懐
の

深
い
観
光
地
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
い
つ
来
て
も
ど
の
年
代
で

も
楽
し
め
る
と
い
う
状
況
を
生
み
出
す
こ
と

が
、
観
光
客
の
再
来
訪
に
つ
な
が
り
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。特
定
の
世
代
へ
の
対
応
と
い
う
よ
り
も
、

世
代
を
超
え
て
京
都
と
の
関
係
を
維
持
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　今
年
に
入
っ
て
か
ら
補
助
金
の
申
請
を
7

〜
8
本
出
し
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
採
択
さ

れ
て
い
ま
す
。
補
助
金
の
情
報
で
す
が
、
行

政
か
ら
入
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
の
と
、
こ

の
エ
リ
ア
が
重
点
支
援
D
M
O
に
選
ば
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
観
光
庁
や
北
海
道
運
輸
局

か
ら
頻
繁
に
情
報
が
入
っ
て
き
ま
す
。
個
人

と
し
て
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広
げ
て
い
る

の
で
、
こ
の
筋
か
ら
も
情
報
を
得
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
ね
。

　一
方
、
地
域
や
観
光
協
会
の
収
入
の
仕
組

み
構
築
も
考
え
て
い
ま
す
。
倶
知
安
町
で
は

宿
泊
税
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
は

別
に
旅
先
納
税
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。
旅
先
納
税
と
は
、
倶
知
安
町
に
訪
れ
た

際
に
そ
の
場
で
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
行
え

る
仕
組
み
で
、
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
な
く
返

礼
品
が
も
ら
え
る
従
来
の
ふ
る
さ
と
納
税
と

は
異
な
り
、
倶
知
安
町
に
訪
れ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
納
税
が
で
き
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
使
え

る
電
子
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
コ
ト
消
費
で
あ
り

外
貨
の
獲
得
に
も
あ
た
る
た
め
、
D
M
O
と

し
て
着
手
し
が
い
の
あ
る
事
業
で
す
。
こ
の

よ
う
に
収
入
源
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、

で
き
る
事
業
を
増
や
し
て
い
き
、
D
M
O
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
併
せ
て
強
化
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
倶
知
安
町
に
は
全
国
か
ら
視
察
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
が
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア

の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
が
視
察
時
に
登
壇
す

る
際
の
有
料
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
不
動
産
投
資
や
観
光
地
開
発
等
と
い
っ

た
ジ
ャ
ン
ル
別
で
ス
ピ
ー
カ
ー
を
揃
え
、
各

ス
ピ
ー
カ
ー
を
商
材
化
し
テ
ン
プ
レ
ー
ト
に

ま
と
め
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
と
顧
客
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
D
M
O
が
行
い
、
講
演
料
を

折
半
し
観
光
協
会
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
い

ま
す
。
別
途
、
会
場
費
や
資
料
費
等
も
用
意

し
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
て
お
り
、
こ
れ
も

観
光
協
会
の
収
益
の
柱
に
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　観
光
協
会
の
事
業
収
入
は
職
員
の
待
遇
改

善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
北
海
道
に
は
暖
房

手
当
の
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
が
、
町
役
場
や

役
場
に
準
じ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
観
光

協
会
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
で
は
、
手
当
の
額
に

差
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
仕
事
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
採
用
面
に
も
影
響
が
出
ま
す

の
で
、
観
光
協
会
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
待
遇

の
改
善
に
向
け
た
財
源
と
し
て
も
、「
地
域

で
稼
ぐ
D
M
O
」
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
は
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
各
事
業
は
観
光
協
会
内
で
ど
の
よ
う
に

決
定
し
、実
行
さ
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　観
光
協
会
内
の
事
業
体
制
（
図
①
）
と
し

て
、
7
つ
の
部
会
を
組
成
し
て
お
り
、
各
部

を
果
た
す
こ
と
が
、
住
民
と
の
共
存
に
は
必

要
と
い
う
考
え
で
す
。
こ
れ
を
な
い
が
し
ろ

に
し
て
観
光
事
業
を
実
施
す
る
と
、「
こ
ん

な
時
期
に
何
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
住
民

か
ら
批
判
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　ま
た
、
職
域
接
種
の
会
場
に
行
け
ば
地
域

内
の
住
民
や
観
光
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
会
え

ま
す
の
で
、
こ
こ
で
関
係
性
を
強
化
し
て
い

き
ま
し
た
。
な
お
、
職
域
接
種
会
場
で
は
、

非
常
に
多
く
の
方
に
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
外
国
人
は
言
葉
の
障
害
も

あ
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会
が
乏
し
く
、
有

難
い
と
い
っ
た
ご
様
子
で
し
た
。
外
国
人
を

含
め
た
職
域
接
種
を
観
光
協
会
で
実
施
し
た

こ
と
は
先
駆
的
で
あ
り
、
そ
の
後
、
定
山
渓

や
登
別
、
洞
爺
す
す
き
の
等
、
と
い
っ
た
道

内
の
観
光
地
で
も
同
様
の
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
土
台
づ
く
り
を
ふ
ま
え
、
昨

年
10
月
か
ら
は
、
令
和
4
年
度
の
補
助
金
獲

得
に
向
け
た
準
備
を
行
い
ま
し
た
。
観
光
協

会
の
活
動
原
資
で
あ
る
倶
知
安
町
の
宿
泊
税

が
減
る
こ
と
は
確
実
で
し
た
の
で
、
活
用
可

能
な
補
助
金
を
す
べ
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、

公
示
が
出
る
前
の
事
業
を
含
め
、
早
々
に
情

報
を
収
集
し
申
請
書
を
書
き
始
め
ま
し
た
。

特
に
重
視
し
た
の
は
、①
二
次
交
通
、②
倶
知

安
町
と
ニ
セ
コ
町
の
圏
域
を
ま
た
が
る
連
携

事
業
、③
M
I
C
E
で
す
。①
二
次
交
通
は
、

ひ
ら
ふ
エ
リ
ア
の
循
環
車
両
を
ス
キ
ー
シ
ー

ズ
ン
に
運
行
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
①
と
②

に
ま
た
が
り
ま
す
が
、
北
海
道
観
光
振
興
機

構
の
D
M
O
向
け
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
用

い
、
令
和
4
年
度
の
夏
場
に
倶
知
安
町
と
ニ

セ
コ
町
を
循
環
す
る
オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
バ
ス

（
ス
カ
イ
バ
ス
）
を
運
行
し
ま
し
た
。
ス
カ

イ
バ
ス
は
、
屋
根
の
な
い
バ
ス
で
移
動
を
し

な
が
ら
、
G
P
S
と
連
動
し
た
自
動
音
声
と

地
元
の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
案
内
を
行
い
な
が

ら
運
行
す
る
も
の
で
、
自
動
音
声
は
日
本
語

と
英
語
を
用
意
し
、
合
間
で
地
域
の
ト
ピ
ッ

ク
を
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が
話
す
形
態
の
二
次
交

通
兼
、
ニ
セ
コ
を
楽
し
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
で

す
。
赤
色
の
車
両
で
運
行
し
て
お
り
、
運
行

前
は
ニ
セ
コ
の
景
色
に
合
う
か
不
透
明
で
し

た
が
、運
行
開
始
後
は
、「
街
が
明
る
く
な
り
、

わ
か
り
や
す
く
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
」
と
地
域

や
観
光
客
か
ら
非
常
に
評
判
が
良
か
っ
た
で

す
。
ス
カ
イ
バ
ス
は
い
ず
れ
宿
泊
税
を
原
資

に
し
て
運
行
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い

ま
す
。
宿
泊
事
業
者
か
ら
す
れ
ば
、
税
を
代

理
徴
収
さ
せ
ら
れ
て
い
る
中
で
、
こ
の
よ
う

な
シ
ン
ボ
ル
の
存
在
は
、
税
が
何
に
使
わ
れ

て
い
る
か
が
わ
か
り
や
す
く
可
視
化
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
今
回
の
運
行
で
は
住
民
の
利
用

比
率
が
3
割
程
度
あ
り
ま
し
た
。
観
光
事
業

の
実
施
や
宿
泊
税
の
徴
収
の
結
果
、
公
共
交

通
を
担
う
住
民
の
移
動
の
足
と
し
て
も
貢
献

す
る
と
い
っ
た
仕
組
み
づ
く
り
に
も
な
り
得

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、③
M
I
C
E
で
す
が
、
水
際
対
策

に
よ
っ
て
昨
年
の
私
の
就
任
当
初
の
時
期
か

ら
、
企
業
等
か
ら
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
訪
問

の
問
い
合
わ
せ
が
非
常
に
多
く
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
ニ
セ
コ
に
は
特
に
グ
リ
ー
ン

シ
ー
ズ
ン
の
M
I
C
E
商
材
が
な
い
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。ニ
セ
コ
は
パ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ

ト
等
、
最
近
オ
ー
プ
ン
し
た
ホ
テ
ル
が
多
々

あ
る
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
大
々
的
に
で
き
て
お
ら

ず
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
の
様
子
と

い
っ
た
、
人
が
賑
わ
っ
て
い
る
「
絵
」
が
な
い

状
況
で
し
た
。
商
材
化
の
た
め
に
は
こ
れ
が

必
要
な
た
め
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
や
ホ
テ
ル
、

ヴ
ィ
ラ
を
活
用
し
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
コ
ン

テ
ン
ツ
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
造

成
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
売
り
出
す
た

め
の
画
像
や
映
像
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
商
材
と
し
、
来

年
の
誘
客
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
補
助
金
を
非
常
に
効
果
的
に
、
戦
略
的

に
活
用
し
て
い
る
の
だ
、
と
お
聞
き
し
て
実

感
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
補
助
金
の
情
報
と

い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
に
入
手
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

催
す
る
業
務
執
行
理
事
会
に
諮
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
現
在
の
事
業
は
す
べ
て
、
令
和

元
年
度
に
策
定
し
た
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
2
0
2
0
〜
2
0
3
1
）
に

紐
づ
け
て
い
ま
す
。部
会
ご
と
に
事
業
計
画
・

評
価
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
位
置
づ
け
と
の
関
係
を
明
確
に
す
る
と
と

も
に
、
目
的
や
概
要
、
実
施
方
法
、
年
度
ご

と
の
予
算
、
用
い
る
財
源
を
見
え
る
化
す
る

こ
と
で
、
事
業
の
評
価
を
わ
か
り
や
す
く
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
策
定
し
た
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
紐
づ
け
て
事
業
を
行
う
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
す
。
各
年
の
ト
レ
ン
ド
を

追
う
ば
か
り
で
は
、
D
M
O
と
し
て
の
役
割

が
ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
事
業
も
絵
に
描

い
た
餅
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。ま
た
、

観
光
協
会
内
部
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
入
れ
替

わ
っ
て
も
、
組
織
と
し
て
し
っ
か
り
機
能
す

る
う
え
で
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
、
日
本
で
は

徐
々
に
水
際
対
策
を
緩
和
し
、
近
い
将
来
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
本
格
的
に
来
客
さ
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
来
る

べ
き
時
期
に
向
け
て
、
地
域
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
や
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　今
お
話
し
し
て
き
た
ス
カ
イ
バ
ス
や

M
I
C
E
コ
ン
テ
ン
ツ
の
取
り
組
み
は
国
内

向
け
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
実
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
客
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ス
カ
イ
バ
ス
で
い
え
ば
、
来
年
度

は
英
語
に
加
え
て
ス
ペ
イ
ン
語
や
タ
イ
語
、

中
国
語
な
ど
も
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
グ

リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
は

ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
大
き
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
M
I
C
E
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
に
焼
き
直
し
が
で
き
る
よ
う
に

造
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　個
人
的
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入

れ
は
徐
々
に
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
い
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
急
に
大
量
の
受
け
入
れ
を

行
う
と
、
供
給
側
の
人
材
確
保
が
追
い
付
か

ず
、
こ
れ
が
質
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
後
々

の
観
光
客
の
満
足
度
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
段
階
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ

る
こ
と
で
、
供
給
を
慣
れ
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
観
光
協
会
に
と
っ
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

の
昨
年
や
今
年
の
取
り
組
み
は
、
再
び
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、
ど
の

よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　就
任
し
て
す
ぐ
に
行
っ
た
職
域
接
種
が
、

再
起
動
に
向
け
た
「
最
初
の
準
備
」
で
し
た
。

そ
こ
か
ら
去
年
は
色
ん
な
事
業
の
タ
マ
を
仕

込
み
、現
在
は
そ
の「
仕
込
み
」が
実
り
、様
々

な
「
事
業
」
が
動
き
出
し
て
い
る
状
況
で
す
。

仕
込
み
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
カ
イ
バ

ス
事
業
で
の
ニ
セ
コ
町
と
の
地
域
連
携
も
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
で
す
。
そ

れ
ほ
ど
、
地
域
連
携
と
い
う
の
は
時
間
や
労

力
を
要
す
る
も
の
で
、
通
常
で
あ
れ
ば
実
施

は
困
難
な
も
の
で
す
。
実
は
こ
れ
ま
で
は
ニ

セ
コ
町
と
倶
知
安
町
の
連
携
は
あ
ま
り
多
く

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ス
カ
イ
バ
ス
事
業
の

前
段
で
今
年
3
月
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
日

本
観
光
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
ブ
ー
ス
に
両
町
共

同
で
出
展
を
行
い
、D

isco
ver N

iseko

と
い
う
名
前
で
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
あ
り
、
今
回
の
ス
カ
イ
バ
ス

事
業
で
、
旅
行
者
に
見
え
る
形
で
の
連
携
も

深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
意
識
し
て
い
る
地
域

は
、
コ
ロ
ナ
禍
中
も
、
旅
行
者
と
の
関
係
性

を
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
や
情
報
発
信
に
注
力
し
が
ち
の
よ
う
に
思

い
ま
す
が
、
本
日
の
お
話
を
伺
い
、
コ
ン
テ

ン
ツ
を
し
っ
か
り
つ
く
る
こ
と
を
特
に
意
識

さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
印
象
的
で
し
た
。

お
考
え
と
し
て
は
、ニ
セ
コ
の
特
性
と
し
て
、

開
国
し
た
際
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
お
の
ず
と

来
客
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
際
に
し
っ
か
り
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
夏
、
冬
含

め
て
、
今
し
っ
か
り
準
備
さ
れ
て
い
る
っ
て

い
う
ご
認
識
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
ね
。
い
い
意
味
で
、
旅
行
者
視

点
で
ト
レ
ン
ド
を
捉
え
た
企
画
を
つ
く
れ

ば
、
ど
ん
な
国
籍
や
人
種
の
方
で
も
横
展
開

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
外
国
人
が
楽
し
む
風

景
も
イ
メ
ー
ジ
に
入
れ
な
が
ら
、
コ
ン
テ
ン

ツ
を
ど
ん
ど
ん
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

|
職
域
接
種
と
い
う
住
民
の
信
頼
を
意
識

し
た
取
り
組
み
で
土
台
を
作
り
、
コ
ロ
ナ
禍

だ
か
ら
こ
そ
実
施
で
き
た
様
々
な
取
り
組
み

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
日
は
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
16
日
／
聞
き

手
：
観
光
政
策
研
究
部
・
江
﨑
貴
昭
、
菅
野

正
洋
）

い
と
い
う
特
徴
も
あ
り
、
良
い
方
向
に
変
化

す
る
沖
縄
観
光
を
目
指
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の
懸
念
点
は
人
材
流
出

で
す
。
O
C
V
B
で
も
二
つ
の
事
業
所
を

持
っ
て
お
り
、
プ
ロ
パ
ー
職
員
だ
け
で
は
手

が
回
ら
な
い
た
め
、
非
常
勤
職
員
を
採
用
し

て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
応
募
者
が
集
ま
ら

な
い
状
況
で
す
。

　ホ
テ
ル
や
観
光
施
設
も
同
じ
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
沖
縄
に
と
っ
て
観
光
が
重
要
な

産
業
だ
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、

人
材
を
い
か
に
確
保
し
て
い
く
か
が
重
要
で

す
。夢
の
あ
る
仕
事
と
い
う
共
通
認
識
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
中
長
期
的
に
は
デ
ジ
タ
ル

化
、
観
光
D
X
を
進
め
て
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
視
点
と
な
り
ま

す
。
I
T
系
事
業
者
が
入
居
す
る
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
中
に
ホ
テ
ル
を
整
備

し
、
実
際
に
顧
客
を
受
け
入
れ
て
、
ロ
ボ
ッ

ト
化
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
な
ど
の
様
々
な

実
証
実
験
を
実
施
す
る
計
画
が
あ
り
、
観
光

D
X
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
観
光
に
お
け
る
実
践
教
育
を
強
化

し
て
現
場
に
人
材
を
輩
出
す
る
取
り
組
み
も

進
ん
で
い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
、
沖
縄
高
専

に
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
5
年
間
で
、
機
械
、
情
報
、

環
境
技
術
な
ど
を
学
ぶ
と
と
も
に
観
光
に
つ

い
て
も
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
理
系
の
学

生
が
観
光
を
学
び
、
観
光
関
連
企
業
に
入
社

し
て
く
れ
れ
ば
、
質
の
高
い
観
光
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　当
面
は
国
内
観
光
を
中
心
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
将
来
的

に
は
や
は
り
国
際
観
光
を
大
き
く
伸
ば
し
て

い
く
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
非
常
に
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
前
述
の
通
り
、
そ
の
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
済
ん
で
い
ま
す
し
、
数
年
後

に
は
新
し
い
魅
力
を
持
っ
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク

開
業
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
沖
縄
観
光
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
く
評
価
し
た
県
外
、
国
外

か
ら
の
投
資
の
動
き
が
あ
る
の
も
事
実
で

す
。
そ
の
意
味
で
は
、
沖
縄
観
光
の
未
来
は

非
常
に
明
る
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
が
あ
っ
た
か
ら
、
も
う
観
光
の

可
能
性
が
な
く
な
っ
た
と
見
て
い
る
人
は
誰

も
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
観
光

客
が
久
し
ぶ
り
に
沖
縄
に
旅
行
に
い
ら
し
た

際
に
、
満
足
し
て
頂
け
る
対
応
を
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
の
で
、
今
が
頑
張
り
ど
こ
ろ
と

考
え
て
い
ま
す
。

|
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
4
日
／
聞
き

手
：
観
光
政
策
研
究
部
・
菅
野
正
洋
）

|
2
0
2
1
年
度
か
ら
2
0
2
2
年
度
に

か
け
て
の
京
都
観
光
は
ど
の
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
発
令
時
に
は
、
市

内
主
要
ホ
テ
ル
に
お
け
る
客
室
稼
働
率
は

5
・
8
％
ま
で
下
が
り
底
を
打
ち
ま
し
た
。

現
在
は
50
%
く
ら
い
ま
で
戻
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
80
%
を
超
え
て

当
た
り
前
、
高
い
時
に
は
95
%
に
達
し
て
い

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
ま
だ
ま
だ
足
り
ま
せ

ん
。
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
を
見
据
え

て
京
都
に
進
出
し
て
き
た
事
業
者
の
み
な
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
物
足
り
な
い
数
字
と
評
価

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
入
国
が
団
体
客

に
制
限
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
、
京
都
観
光

へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
だ
ま
だ
様

き
た
と
い
う
状
況
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
2
年
間
、
直
行
便
が
な
く
な
っ
た
こ

と
で
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
一
方
で
、
国

内
に
い
る
外
国
人
が
旅
行
に
来
て
い
る
状
況

も
あ
り
、
大
使
館
な
ど
、
国
内
に
立
地
し
て

い
る
海
外
の
機
関
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を

し
っ
か
り
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
各
国
に
駐
在
員
を
置
い
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
2
年
間
は
そ
う
い
っ
た
現
地
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
現

地
で
開
催
さ
れ
る
観
光
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
駐

在
員
が
参
加
す
る
と
い
っ
た
活
動
を
オ
ン
ラ

イ
ン
と
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　も
と
も
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、

沖
縄
の
訪
日
外
国
人
の
8
割
は
個
人
客
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
の
よ
う
に
団
体

限
定
で
、
ビ
ザ
が
必
要
な
現
状
で
は
、
す
ぐ

に
観
光
客
が
戻
る
と
い
う
状
況
は
現
実
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　沖
縄
は
台
湾
か
ら
の
来
訪
が
一
番
多
い
状

況
で
し
た
の
で
、
経
済
界
も
台
湾
と
の
早
期

の
交
流
再
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
日
本
政

府
と
台
湾
政
府
の
双
方
の
規
制
緩
和
の
状
況

を
見
な
が
ら
、
す
ぐ
に
連
携
で
き
る
態
勢
を

取
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　国
際
ク
ル
ー
ズ
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
よ

う
に
買
い
物
の
た
め
だ
け
に
寄
港
し
て
数
時

間
滞
在
し
て
い
く
よ
う
な
形
は
県
民
の
理
解

を
得
に
く
い
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中

で
、
ク
ル
ー
ズ
船
を
受
け
入
れ
て
い
た
市
町

村
と
O
C
V
B
と
地
域
の
観
光
協
会
が
一
緒

に
な
っ
て
、
国
際
ク
ル
ー
ズ
の
再
開
を
目
的

と
し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

|
コ
ロ
ナ
禍
は
未
曾
有
の
危
機
と
も
い
え

ま
す
が
、
危
機
管
理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
2
年
余
り
、
地
震
や
津
波
等
を
含
め

た
基
本
的
な
危
機
管
理
に
つ
い
て
訓
練
等
を

通
じ
て
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
十
分
に
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
や
は
り
基
本
的

な
意
識
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と

で
、
危
機
管
理
体
制
運
用
の
た
め
の
図
上
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　こ
こ
に
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を
ど
う
盛
り
込

む
の
か
と
い
う
点
は
、
観
光
の
分
野
を
超
え

る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　危
機
管
理
は
観
光
地
と
し
て
の
質
の
高
さ

を
示
す
一
つ
の
側
面
で
す
か
ら
、
も
う
少
し

状
況
が
落
ち
着
い
た
ら
、
こ
の
間
の
コ
ロ
ナ

対
策
を
検
証
し
て
、
感
染
症
対
策
も
含
め
て

危
機
管
理
体
制
を
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
で
期
待
さ
れ
る
新
た
な
市
場

と
し
て
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
意
味
全
国
ど
こ

で
も
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
の
た
め
、
沖
縄

と
し
て
の
優
位
性
を
ど
う
作
れ
る
か
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
「
沖
縄
リ
ゾ
ー
ト
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

観
光
は
観
光
業
界
だ
け
で
取
り
組
む
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
大
学
、
行
政
、
医
療
、
金
融

機
関
と
の
連
携
が
大
事
だ
と
考
え
て
議
論
に

加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
と
、
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
持
っ
て
仕
事
を
し
、
あ
と
は
プ
ー

ル
サ
イ
ド
で
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
…
…
み
た
い

な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
ね
。
確
か
に
そ
れ

は
リ
ゾ
ー
ト
型
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ

の
形
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
学
は
ス
タ

デ
ィ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り
学
び
と
滞
在

と
い
う
視
点
で
、
ま
た
金
融
機
関
は
商
談
会

や
企
業
誘
致
に
代
表
さ
れ
る
産
業
振
興
の
視

点
で
考
え
て
も
ら
う
と
す
れ
ば
議
論
と
し
て

は
面
白
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　沖
縄
に
お
け
る
滞
在
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
増
や
す
取
り
組
み
の
結
果
の
一
つ
の
形
が

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
り
す
る
わ
け
で
す
。

|
改
め
て
振
り
返
る
と
、
こ
の
1
年
半
は

ど
う
い
っ
た
期
間
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
今
後
の
見
通
し
は
捉
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
1
年
半
は
、
原
点
に
立
ち
戻
り
、
本

来
沖
縄
が
目
指
し
て
い
た
も
の
を
見
つ
め
直

す
期
間
に
な
っ
た
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
勢
の
人
に
来
て
も
ら
う
こ
と
以
上
に
、
質

の
充
実
を
図
ら
な
い
と
観
光
地
と
し
て
選
ば

れ
な
い
と
い
う
認
識
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
生
じ
た
観
光
ス
タ
イ
ル
の
変
化

と
い
う
の
は
、
様
々
な
方
が
指
摘
し
て
い
ま

す
が
、
人
間
は
そ
こ
ま
で
急
に
は
変
わ
れ
な

い
部
分
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　イ
ベ
ン
ト
で
人
を
集
め
、
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
な
が
ら
楽
し
ん
で
も
ら
い
つ
つ
、
新

し
い
滞
在
の
形
と
し
て
環
境
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
つ
く
っ
て
い
く
方
向
性
を
目
指
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

　一
気
に
量
を
追
求
す
る
取
り
組
み
を
や
め

て
し
ま
う
と
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

極
端
な
方
向
に
振
れ
が
ち
で
す
。
沖
縄
は

島と
う

嶼し
ょ

型
の
経
済
圏
と
し
て
、
そ
う
い
っ
た
変

化
が
顕
著
に
出
や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
統
計
的
な
数
値
は
整
備
し
や
す

だ
け
で
な
く
、
質
の
高
い
観
光
地
を
も
目
指

す
中
で
は
、
量
的
な
拡
大
、
回
復
を
目
指
す

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
る
程
度
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

|
数
だ
け
で
な
く
質
も
と
い
う
の
は
、
前

回
の
本
誌
取
材
（
2
4
7
号
：
2
0
2
0
年

11
月
発
刊
）
の
際
に
も
言
及
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
そ
の
後
の
取
り
組
み
に
も
色
濃

く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
の
通
り
で
す
。
た
だ
そ
の
一
方
で
ま
だ

十
分
で
な
い
の
が
、
他
産
業
と
の
連
携
強
化

に
よ
る
地
域
経
済
循
環
率
の
向
上
で
す
。
観

光
は
総
合
産
業
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
農

業
や
製
造
業
と
の
連
携
を
深
め
て
観
光
を
伸

ば
す
こ
と
で
、
産
業
連
関
の
中
で
波
及
効
果

が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
地
元
産
品
の

利
用
頻
度
を
高
め
る
な
ど
、
地
域
に
お
金
が

落
ち
る
仕
組
み
を
重
視
す
る
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
は
、
観
光
統
計
の
質
的
向
上

も
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
沖
縄
の

統
計
指
標
は
那
覇
空
港
を
拠
点
と
し
た
圏

域
、
宮
古
圏
域
、
八
重
山
圏
域
と
い
う
三
つ

の
圏
域
で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
指
標
を
迅
速
に
把
握
し
、
提
供
で

き
る
か
は
ま
だ
ま
だ
課
題
で
す
。

　2
0
2
0
年
度
の
沖
縄
県
の
G
D
P
は
前

年
度
比
マ
イ
ナ
ス
9
・
6
％
で
し
た
。
全
国

的
に
は
マ
イ
ナ
ス
4
％
台
で
し
た
が
、
な
ぜ

沖
縄
県
が
こ
れ
だ
け
落
ち
込
み
が
大
き
い
か

と
い
え
ば
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
観
光
へ
の
打

撃
が
大
き
か
っ
た
か
ら
で
す
。
沖
縄
観
光
の

重
要
性
を
様
々
な
視
点
で
数
字
で
示
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

|
O
C
V
B
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

「
エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
」
も
、
質
の
高
い
観
光

地
と
し
て
目
指
す
旅
行
の
姿
の
ひ
と
つ
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
は
環
境
と
地
域
を
意

識
し
た
取
り
組
み
で
、
大
き
な
く
く
り
で
い

え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
。

必
ず
し
も
新
し
い
発
想
で
は
な
く
、
沖
縄
の
よ

う
な
観
光
地
で
は
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可

能
な
観
光
は
、
当
た
り
前
の
基
本
方
針
で
す
。

　地
域
の
資
源
が
有
限
で
あ
る
以
上
、
環
境

に
配
慮
し
、地
域
文
化
も
理
解
す
る
こ
と
で
、

観
光
客
と
地
域
住
民
の
双
方
が
満
足
で
き
る

結
果
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　量
的
な
拡
大
を
図
る
べ
き
と
い
う
意
見

と
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換
を
意
識
す
べ
き
と

い
う
意
見
が
あ
り
、
県
民
か
ら
も
、
観
光
推

進
は
大
事
だ
が
必
ず
し
も
自
分
た
ち
の
生
活

の
豊
か
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
意

見
が
徐
々
に
出
て
き
て
い
ま
す
。

　ハ
ワ
イ
州
観
光
局
（H

aw
aii T

o
u
rism

 

A
u
th
o
rity

：H
T
A

）
で
は
毎
年
住
民
に
対

し
て
感
情
調
査
を
行
い
、
観
光
を
支
持
す
る

住
民
の
比
率
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク

時
で
8
割
が
観
光
を
支
持
し
て
い
た
も
の

が
、
最
新
の
調
査
結
果
で
は
地
域
に
よ
っ
て

6
割
程
度
ま
で
落
ち
て
い
ま
す
。
地
元
住
民

に
支
持
さ
れ
な
い
観
光
に
持
続
性
が
あ
る
の

か
と
い
う
話
で
す
。

　マ
ー
ケ
ッ
ト
側
の
変
化
に
対
応
す
る
際
に

も
、
沖
縄
の
自
然
と
文
化
を
大
事
に
す
べ
き

と
す
る
立
ち
位
置
に
戻
る
と
い
う
の
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
、
あ
る
意
味
必
然
性
が
あ
り
ま
し
た
。

　沖
縄
県
で
は
、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て「B

e.O
kinaw

a

」

を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
、
美
し
い

自
然
と
優
し
い
人
に
囲
ま
れ
て
、
本
来
の
自

分
を
取
り
戻
し
て
い
く
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
に
と
っ
て
、
今
再
び
立

ち
返
る
べ
き
考
え
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

|
一
般
的
に
、
若
い
世
代
の
方
は
こ
う

い
っ
た
エ
シ
カ
ル
さ
を
有
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
観
光
産
業
が
厳
し
い
状
況
に

あ
る
中
で
は
、
消
費
単
価
が
高
い
客
層
を
誘

客
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　産
業
の
事
業
者
に
も
そ
う
い
っ
た
意
識
は

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
経
営
面
の
体
力
に

よ
っ
て
優
先
順
位
に
差
が
生
じ
る
こ
と
が
問

題
で
す
。
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、

単
価
の
高
い
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
事
業
者
が
あ
る
一
方
で
、
ま
ず
観
光

客
に
来
て
も
ら
う
こ
と
に
注
力
せ
ざ
る
を
得

な
い
事
業
者
も
い
ま
す
。

　だ
か
ら
と
い
っ
て
、
単
価
を
大
幅
に
下
げ

て
顧
客
を
取
り
込
む
ス
タ
イ
ル
は
、
沖
縄
観

光
の
ブ
ラ
ン
ド
を
毀
損
し
ま
す
。
宿
泊
施
設

を
例
に
と
る
と
、
沖
縄
は
民
宿
や
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
か
ら
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
ま
で
幅
が
広
い

の
が
特
徴
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
中
で
単
価
を
維
持
も
し
く
は
向
上

さ
せ
、
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
ら
れ
る
と
よ

い
と
思
い
ま
す
。

　質
の
高
い
体
験
を
し
た
い
、
地
域
の
環
境

保
全
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
傾
向
は
、
確
か

に
若
い
人
た
ち
に
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す

が
、ま
だ
デ
ー
タ
で
示
し
切
れ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
、
エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
に
適
応
す
る
事

業
者
側
か
ら
そ
の
状
況
を
数
値
化
で
き
な
い

か
、
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入
れ
に
向
け
て

は
、
海
外
と
繋
い
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
を
行
っ
て

|
2
0
2
1
年
度
か
ら
2
0
2
2
年
度
に

か
け
て
の
沖
縄
観
光
は
ど
の
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　2
0
2
1
年
度
の
入
域
観
光
客
数
は

3
2
8
万
9
7
0
0
人
で
し
た
。
2
0
2
0

年
度
が
2
5
8
万
人
で
し
た
の
で
、
一
部
回

復
し
て
は
い
ま
す
が
、
や
は
り
緊
急
事
態
宣

言
な
ど
の
期
間
が
長
く
、
実
績
と
し
て
国
内

が
前
年
度
比
45
％
、
国
内
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
合
わ
せ
た
全
体
だ
と
33
％
と
本
当
に
厳
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
以
前
の
よ
う
な
急
激
に
旅
行
マ
イ

ン
ド
が
下
が
る
よ
う
な
状
況
に
は
な
ら
な
い

と
見
て
お
り
、
現
時
点
で
は
国
内
の
観
光
客

は
2
0
1
9
年
度
比
で
8
割
ほ
ど
ま
で
戻
っ

て
き
て
い
る
と
見
て
い
ま
す
。
た
だ
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
は
ゼ
ロ
の
状
況
で
す
の
で
、
現
時
点

で
は
国
内
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　2
0
2
2
年
度
の
入
域
観
光
客
数
は
、
国

内
は
約
5
8
0
万
人
を
目
標
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。
前
年
度
の
倍
と
ま
で
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
着
実
に
回
復
を
目
指
す
目
標
と
し
て

設
定
し
て
い
ま
す
。

　国
際
線
の
再
開
も
視
野
に
入
れ
、
海
外
の

観
光
客
は
20
万
人
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

あ
る
程
度
の
量
の
回
復
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
の
一
定
の
数
字
が
必
要
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
、
国
内
と
海
外
含
め
て
6
0
0
万
人
を

目
標
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　2
0
2
2
年
9
月
ま
で
の
上
半
期
で

2
9
0
万
人
と
い
う
状
況
な
の
で
、
あ
な
が

ち
こ
の
目
標
達
成
は
不
可
能
で
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
海
外
か
ら
の
観
光

客
20
万
人
は
ま
だ
見
通
せ
な
い
状
況
で
す
。

も
と
も
と
ビ
ジ
ネ
ス
や
留
学
生
の
需
要
が
少

な
い
沖
縄
に
と
っ
て
は
、
今
の
制
約
の
中
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
本
格
回
復
は
難
し
い
と

い
う
の
が
現
状
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　沖
縄
で
は
2
0
2
0
年
に
那
覇
空
港
の
第

二
滑
走
路
が
整
備
さ
れ
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
第

二
バ
ー
ス
も
完
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
玄
関
口
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

十
分
整
っ
て
い
ま
す
し
、
宿
泊
施
設
の
客
室

数
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
右
肩
上
が
り
の
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
単
に
観
光
客
数
が
戻
る

会
に
業
務
執
行
理
事
を
配
置
し
、
部
会
ご
と

に
事
業
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
事
業
の
企
画

も
各
部
会
で
検
討
し
、
年
間
約
10
回
程
度
開

コロナ禍における地域の取り組み3
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図 1「インバウンドイノベーション京都」事業の概要

風
や
、
低
賃
金
や
雇
用
の
不
安
定
さ
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
観
光
業
界
で
は
人
材
確

保
が
難
し
い
と
い
う
課
題
を
解
消
す
る
た
め

に
、
2
0
1
8
年
に
導
入
が
始
ま
っ
た
宿
泊

税
を
財
源
に
し
て
、
従
業
員
向
け
の
研
修
事

業
に
注
力
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
3
月
に
刷
新
さ
れ
た
「
京
都
観

光
振
興
計
画
」
で
は
、
以
前
の
計
画
に
は
な

か
っ
た
「
担
い
手
の
活
躍
支
援
」
が
5
本
の

柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
よ
り
一
層

強
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
新
た
に
打
ち
出
し

た
り
、
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
を
し
た
部
分
は
あ

る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
近
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
京
都
観
光
を
持

続
可
能
に
し
て
い
く
た
め
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
し
っ

か
り
と
打
ち
出
し
て
、
そ
れ
に
合
っ
た
商
品

開
発
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
回
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
、
準
備
期
間
が
あ
る
な
か
で
、
改
め
て
自

分
た
ち
の
や
っ
て
き
た
こ
と
を
見
つ
め
直
そ

う
と
い
う
動
き
で
す
。

　し
か
し
、
事
業
者
さ
ん
か
ら
は
「
京
都
は

昔
か
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
こ
と
を
や
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
」
と
い
う
反
応
が
多
い
で
す
。

「
一
見
さ
ん
お
断
り
」
と
い
う
言
葉
の
印
象

が
強
く
、
閉
鎖
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る

こ
と
が
多
い
京
都
の
街
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一
方
で
ず
っ
と
多
く
の
観
光
客
に
訪
れ
て
い

た
だ
け
た
こ
と
で
、
L
G
B
T
Q
や
ベ
ジ
タ

リ
ア
ン
、
ム
ス
リ
ム
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
お
持
ち
の
方
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
々
を
受

け
入
れ
て
い
く
こ
と
が
当
然
の
も
の
と
し
て

根
付
い
て
い
る
街
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
京
都
人

の
気
質
と
し
て
「
自
分
た
ち
は
昔
か
ら
や
っ

て
い
る
の
で
、
流
行
に
乗
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
た
く
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
外
国
人

に
対
し
て
は
、
そ
う
い
う
気
概
は
分
か
り
や

す
く
発
信
し
な
け
れ
ば
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
変

に
安
っ
ぽ
く
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
な
が

ら
も
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
に
改
め
て

き
ち
ん
と
光
を
当
て
直
す
、
と
い
う
ス
タ
ン

ス
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
会
員
向
け
の
情
報
発
信
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
市
内
主
要
ホ
テ
ル

の
ご
協
力
の
も
と
、
過
去
数
年
分
の
予
約
状

況
や
実
際
の
稼
働
率
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
3

カ
月
先
ま
で
の
稼
働
率
の
予
測
値
の
発
表
を

始
め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
こ
れ
か

ら
ど
う
な
る
か
不
安
だ
と
い
う
お
声
に
応
え

る
た
め
に
は
、
将
来
的
な
見
通
し
を
示
す
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
た
た
め
で
す
。最
近
は
、

こ
れ
ま
で
の
月
単
位
の
調
査
に
加
え
て
、
ほ

ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
日
単
位
の
調
査
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

直
近
の
状
況
の
把
握
や
、
曜
日
別
の
分
析
が

可
能
と
な
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
精
度
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
始
動
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　当
協
会
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
分
野
の

取
り
組
み
は
海
外
メ
デ
ィ
ア
へ
の
対
応
が
中

心
で
あ
り
、
多
い
と
き
に
は
世
界
13
都
市
に

レ
ッ
プ
を
置
き
、
海
外
現
地
の
メ
デ
ィ
ア
に

情
報
提
供
し
た
り
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
京
都

取
材
を
す
る
際
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
旅

行
需
要
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
後
も
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
協
会
の

中
心
業
務
の
一
つ
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
で
は

事
業
者
が
開
発
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
後

追
い
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
た
め
、
こ
れ

か
ら
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
先
回
り
し
て

察
知
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　そ
こ
で
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
京
都
」
と
い
う
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
観

子
見
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

　一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
外
国
人
の
比

率
が
4
〜
5
割
程
度
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
日
本
人
の
需
要
は
か
な
り
回
復
し
た

と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、G

o
 

T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は
じ
め
、
様
々
な
需

要
喚
起
策
で
恩
恵
を
受
け
た
の
は
価
格
帯
の

高
い
施
設
や
リ
ゾ
ー
ト
観
光
地
が
中
心
で

す
。
海
外
旅
行
に
行
け
な
い
代
わ
り
に

ち
ょ
っ
と
リ
ッ
チ
な
宿
に
泊
ま
り
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

街
中
の
旅
館
や
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
な
ど
は
ま

だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
か
な
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
京
都
に
と
っ
て
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
あ
る
修
学
旅
行
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
強
く
受
け
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年
は
壊

滅
的
、
2
0
2
1
年
は
多
少
回
復
し
た
も
の

の
、
例
年
の
8
割
減
と
い
う
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
ま
し
た
。
2
0
2
2
年
は
、
京
都

の
修
学
旅
行
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
5
〜

6
月
に
感
染
者
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
予

定
通
り
催
行
が
進
ん
だ
こ
と
で
一
部
の
施
設

の
稼
働
率
は
90
〜
1
0
0
％
に
達
し
て
お

り
、
も
と
も
と
激
し
か
っ
た
景
気
の
浮
き
沈

み
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
後
に
京
都
へ
進
出
す
る
宿
泊

施
設
の
動
き
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
は
将
来
的
な
回
復
を
見
越
し
て
の
投
資

と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　特
に
外
資
系
の
世
界
的
ブ
ラ
ン
ド
で
高
価

格
帯
の
施
設
に
よ
る
進
出
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
彼
ら
は
20
年
30
年
と
い
う
長
期
ス
パ

ン
で
経
営
戦
略
を
立
て
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
は
あ
く
ま
で
短
期
間
の
ブ
レ
と
捉
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
国
内
資
本
で
も
高
単

価
で
ユ
ニ
ー
ク
な
宿
が
増
え
て
お
り
、
京
都

市
内
の
宿
泊
施
設
の
多
様
性
は
格
段
に
向
上

し
て
い
ま
す
。

　一
方
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
の
簡
易
宿
所

は
、
駄
目
だ
と
思
っ
た
ら
早
々
に
見
切
り
を

つ
け
て
撤
退
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
将
来

的
に
需
要
が
回
復
す
れ
ば
再
び
参
入
す
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
柔
軟
性
が

高
い
こ
と
が
、
小
規
模
な
業
態
の
良
さ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

|
利
用
の
集
中
を
防
ぐ
分
散
化
へ
の
取
り

組
み
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ

た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　分
散
化
は
観
光
業
界
全
て
に
と
っ
て
永
遠

の
テ
ー
マ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
ろ
う
と
な
か

ろ
う
と
必
ず
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
三
密
回
避
に

資
す
る
も
の
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
と
し
て
も
必
要
な
取
り
組
み
で
し
た
。

　一
方
、
事
前
予
約
制
の
導
入
は
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
始
め
た
も
の
で
す
。以
前
ま
で
は
、

人
の
量
を
動
か
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え

の
も
と
、
基
本
は
予
約
な
し
で
O
K
と
い
う

旅
行
商
品
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
ま
た
、
京

都
の
主
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
寺
社
は
、
全

て
の
人
に
対
し
て
開
か
れ
た
場
所
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
の
も
と
、
特
定
の
人
し
か
受
け

入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
相
容
れ
な
い

立
場
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
宗
教
行
為
に

ま
つ
わ
る
個
人
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
信

教
の
自
由
に
触
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

議
論
も
あ
り
、
予
約
制
度
の
導
入
に
は
慎
重

な
判
断
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
で
、

密
を
避
け
な
が
ら
拝
観
い
た
だ
け
る
環
境
を

用
意
す
る
こ
と
や
、
感
染
者
が
出
た
場
合
の

連
絡
先
を
把
握
す
る
と
い
う
必
要
に
迫
ら
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
事
前
予
約
制

の
導
入
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
き
ま
し
た
。

|
以
前
か
ら
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
た
ま
た
ま
実
施
時
期
が
コ
ロ

ナ
禍
と
重
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
以
外
に
も
、
コ
ロ
ナ

禍
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

2
0
1
9
年
12
月
に
京
都
で
開
か
れ
た
「
第

4
回 

観
光
と
文
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際

会
議
」（
主
催
：
U
N
W
T
O
／
ユ
ネ
ス
コ
）

に
お
い
て
、
観
光
が
地
域
と
文
化
を
つ
な
ぎ

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
、
と

い
う
考
え
方
が
「
観
光
・
文
化
京
都
宣
言
」

と
し
て
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、

京
都
市
と
京
都
市
観
光
協
会
で
は
、
従
来
の

観
光
客
向
け
の
マ
ナ
ー
啓
発
だ
け
で
な
く
、

事
業
者
や
市
民
と
一
緒
に
持
続
可
能
な
観
光

を
実
現
す
る
た
め
の
行
動
を
定
め
た
も
の
と

し
て
「
京
都
観
光
行
動
基
準
（
京
都
観
光
モ

ラ
ル
）」
を
発
表
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
の

生
活
に
配
慮
し
た
行
動
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
指

す
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
に
お
い
て
も

重
要
な
観
点
で
あ
る
た
め
、積
極
的
な
周
知
・

啓
発
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
休
業
や
テ
レ
ワ
ー
ク

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
観
光
業
界
の
従
業
員
向

け
に
、
各
地
で
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
増
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
も

当
協
会
で
は
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
分
野
で
す
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

コ
ロ
ナ
禍
と
い
っ
た
観
光
業
界
に
対
す
る
逆

|
そ
の
中
で
、
観
光
協
会
と
し
て
す
べ
き

こ
と
は
何
だ
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
も
大
切
な
こ
と
は
、
各
事
業
者
が
個
々

の
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス

を
開
発
・
提
供
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

で
す
。
昔
と
比
べ
て
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
し
て
い
る
た
め
、
事
業
者
を
枠
に
は
め

て
画
一
的
な
商
品
づ
く
り
を
促
す
の
で
は
な

く
、
切
磋
琢
磨
を
促
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
サ
ー

ビ
ス
を
増
や
し
、
観
光
客
に
と
っ
て
の
選
択

肢
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

観
光
協
会
に
相
談
す
れ
ば
解
決
に
つ
な
が
る

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
つ
く

り
、
協
会
が
各
事
業
者
の
特
徴
を
把
握
し
た

う
え
で
差
別
化
や
協
業
の
支
援
を
し
て
い
く

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
に
と
ら
わ
れ
ず
、
や
る
べ
き

こ
と
を
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
着
実
に
実
行
し
て

い
る
と
い
う
お
話
に
非
常
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
9
日
／
聞
き
手
：

観
光
政
策
研
究
部
・
門
脇
茉
海
、
菅
野
正
洋
）

|
コ
ロ
ナ
禍
も
3
年
目
を
迎
え
、
段
階
的

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
解
禁
が
少
し
ず
つ
進
ん

で
い
る
中
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
訪
日

外
国
人
旅
行
者
の
主
要
な
目
的
地
と
な
っ
て

い
た
ニ
セ
コ
地
域
（
倶
知
安
町
）
に
お
け
る

D
M
O
（
観
光
推
進
組
織
）
の
お
立
場
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
取
り
組
ん
だ
事
項
等
に
つ

い
て
お
伺
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　ま
ず
は
私
自
身
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
、
2
0
2
1
年
の
6
月
に
倶
知
安
観

光
協
会
の
事
務
局
長
に
就
任
す
る
前
は
、
10

年
間
、
J
T
B
ハ
ワ
イ
で
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。
最
初
の
5
年
は
M
I
C
E
の
誘
致
・
受

入
事
業
に
従
事
し
、そ
の
後
、地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
関
わ
る
地
域
交
流
ビ
ジ
ネ
ス
の

役
割
を
担
い
、
最
後
の
3
年
間
は
、
ホ
ノ
ル

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
財
団
に
出
向
し
、
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
・
運
営
を
担
い
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
の
帰
国
後
に
ご
縁
を
い
た
だ

き
、
現
在
の
ポ
ス
ト
に
い
る
状
況
で
す
。

　2
0
2
1
年
6
月
1
日
に
着
任
し
、
最
初

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
観
光
協
会
に
よ
る

ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種
で
し
た
。
会
員
向
け

に
接
種
希
望
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と

こ
ろ
、
当
初
は
1
5
0
0
人
が
接
種
を
希
望

し
ま
し
た
が
、
接
種
直
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
希
望
者
は
2
6
0
0
人
程
度
ま
で
増
加
し

ま
し
た
。
す
で
に
ワ
ク
チ
ン
は
発
注
済
み
で

あ
っ
た
た
め
、厚
労
省
と
や
り
と
り
を
行
い
、

何
と
か
追
加
分
の
ワ
ク
チ
ン
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
、
1
回
目
の
接
種
が
終
わ
る
ま
で

9
月
頃
ま
で
か
か
り
ま
し
た
。

　こ
の
間
、
他
の
業
務
は
一
切
で
き
な
い
状

況
で
し
た
が
、
住
民
か
ら
観
光
関
連
事
業
者

へ
の
信
頼
を
得
る
と
い
う
面
で
、
ニ
セ
コ
の

観
光
関
連
事
業
者
全
体
が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
し
た
。
当
時
、

ニ
セ
コ
で
は
居
住
の
外
国
人
を
含
め
た
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
最

終
的
に
は
観
光
協
会
の
会
員
で
な
く
と
も
、

家
族
や
取
引
先
、
ま
た
、
町
内
在
住
ま
た
は

勤
務
で
あ
れ
ば
外
国
人
も
接
種
可
能
と
し
、

地
域
一
体
で
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
注
力

し
ま
し
た
。
観
光
政
策
の
最
も
重
要
な
根
幹

は
住
民
の
理
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
ふ
ま

え
、
そ
の
土
台
づ
く
り
を
進
め
た
形
で
す
。

|
住
民
の
目
線
に
寄
り
添
う
と
い
っ
た
視

点
は
、
ハ
ワ
イ
で
の
経
験
に
基
づ
い
た
も
の

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
。
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
逆
の
視
点
で
す
ね
。
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
旅
行
者
視
点
に
よ
る
ハ
ワ
イ

の
住
民
に
対
し
て
の
責
任
と
い
う
考
え
で
す

が
、
今
回
の
ニ
セ
コ
で
は
、
同
じ
地
域
に
存

在
す
る
住
民
に
対
し
て
観
光
事
業
者
が
責
任

光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立

ち
上
げ
ま
し
た（
図
①
）。こ
の
事
業
で
は「
地

元
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」、

「
日
本
人
観
光
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
融

合
」、「
混
雑
を
避
け
つ
つ
高
い
知
的
欲
求
を

満
た
せ
る
体
験
の
提
供
」
を
目
的
に
、
京
都

市
の
認
定
を
受
け
た
ガ
イ
ド
団
体
で
あ
る

「
京
都
市
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ホ
ス
ト
」
や
、
京
都

市
内
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
の
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
で
構
成
さ
れ
る
「
京
都
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
研
究
会
」
と
い
っ
た
、
京
都
の

文
化
に
精
通
し
た
目
利
き
の
ア
ド
バ
イ
ス
の

も
と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
本
当
に
響
く
商

品
造
成
を
支
援
し
ま
す
。
地
元
金
融
機
関
で

も
あ
る
京
都
信
用
金
庫
と
の
連
携
事
業
で
も

あ
る
た
め
、
専
門
家
に
よ
る
事
業
の
採
算
性

に
係
る
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
付
帯
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
の
あ

り
方
を
考
え
る
業
界
交
流
会
「
京
都
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
カ
フ
ェ
」
も
定
期
開
催
し
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
切
れ
て
し
ま
っ
た
事
業
者
同
士

の
交
流
の
場
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

  

|
I
C
T
を
活
用
し
た
取
り
組
み
は
あ
る

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
発
を
回
避
す

る
た
め
に
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
開
発
の
手
法
を

確
立
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

京
都
へ
の
関
心
が
高
い
方
々
と
の
関
係
を
可

視
化
し
、
こ
れ
を
分
析
し
て
、
さ
ら
に
関
係

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
日
本

人
観
光
客
に
対
し
て
は
、
事
前
予
約
で
旅
行

商
品
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
方
を
対
象
に

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
配
信
し
、
再
来
訪
率
を

向
上
さ
せ
る
手
法
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
や

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
対
象
に
、
同
様
の
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
京
都
は
非
常
に
多
様
な
客
層
が
訪
れ
る

観
光
地
だ
と
思
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
絞
り
込
ん
で
い
く
と
い

う
考
え
で
し
ょ
う
か
。
京
都
を
よ
り
深
く
理

解
し
て
く
れ
る
人
を
呼
び
た
い
と
い
う
意
識

が
う
か
が
え
ま
し
た
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　物
見
遊
山
の
初
心
者
も
い
れ
ば
、
地
元
民

よ
り
京
都
に
詳
し
い
方
ま
で
様
々
で
す
が
、

誰
し
も
最
初
は
初
心
者
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

そ
ん
な
初
心
者
が
京
都
の
奥
深
い
魅
力
に
気

づ
く
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
て
い
る
の

は
、
知
的
好
奇
心
が
高
く
、
地
元
文
化
を
理

解
し
て
尊
重
し
て
く
れ
る
、
文
化
度
の
高
い

人
た
ち
で
す
。
財
政
的
に
も
労
力
的
に
も
資

源
が
限
ら
れ
る
な
か
で
は
、
こ
う
い
っ
た

方
々
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
い
く
こ
と

で
、
効
果
的
に
京
都
へ
の
関
心
を
高
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
今
後
、
Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と

い
わ
れ
る
層
が
旅
行
の
中
心
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
若
者
に
対
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　神
社
仏
閣
を
は
じ
め
、
年
齢
や
経
験
を
重

ね
な
け
れ
ば
価
値
を
理
解
し
に
く
い
観
光
地

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
京
都
は
特
に
国
内
市
場

に
お
い
て
半
世
紀
以
上
前
か
ら
シ
ニ
ア
層
に

支
持
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、

誰
し
も
修
学
旅
行
で
一
度
は
京
都
を
訪
れ
、

大
学
時
代
を
京
都
で
過
ご
し
た
こ
と
が
あ
る

人
が
多
い
と
い
う
一
面
も
あ
り
ま
す
。「
京

都
国
際
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
フ
ェ
ア
」
や
「
京

都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
な
ど
の
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
も
発
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
若
年
層
向
け
の
取
り
組
み
は
成
果
を
上

げ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
問
題
な
の
は
、
そ

の
後
の
世
代
で
す
。
京
都
は
子
連
れ
の
観
光

地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
弱
い
た
め
、
ど
う

し
て
も
子
持
ち
世
代
の
旅
行
先
と
し
て
選
ば

れ
に
く
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

京
都
観
光
に
と
っ
て
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
上

の
最
重
要
課
題
は
、
若
年
層
と
い
う
よ
り
も

次
世
代
の
子
供
た
ち
が
含
ま
れ
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
へ
の
対
応
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
こ
が
欠
落
し
て
い
る
と
、
長
い
人
生

の
な
か
で
の
京
都
と
の
つ
な
が
り
が
一
度
全
て

リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
い
、
シ
ニ
ア
に
な
っ
て

京
都
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
と
き
に
は
ま
た

初
心
者
に
戻
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　こ
の
場
合
、
地
域
が
取
り
う
る
戦
略
は
大

き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
得

意
な
市
場
で
あ
る
シ
ニ
ア
に
特
化
す
る
、
い

わ
ゆ
る
「
選
択
と
集
中
」
の
考
え
方
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
苦
手
な
市
場
を
補
い
「
オ
ー

ル
マ
イ
テ
ィ
ー
」
な
状
態
を
作
る
と
い
う
考

え
方
で
す
。
一
般
的
に
、
競
争
の
激
し
い
市

場
に
お
い
て
は
「
選
択
と
集
中
」
が
妥
当
な

戦
略
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
持

続
可
能
な
国
際
観
光
都
市
を
標
榜
す
る
京
都

と
し
て
は
、
誰
が
来
て
も
対
応
で
き
る
懐
の

深
い
観
光
地
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
い
つ
来
て
も
ど
の
年
代
で

も
楽
し
め
る
と
い
う
状
況
を
生
み
出
す
こ
と

が
、
観
光
客
の
再
来
訪
に
つ
な
が
り
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。特
定
の
世
代
へ
の
対
応
と
い
う
よ
り
も
、

世
代
を
超
え
て
京
都
と
の
関
係
を
維
持
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　今
年
に
入
っ
て
か
ら
補
助
金
の
申
請
を
7

〜
8
本
出
し
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
採
択
さ

れ
て
い
ま
す
。
補
助
金
の
情
報
で
す
が
、
行

政
か
ら
入
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
の
と
、
こ

の
エ
リ
ア
が
重
点
支
援
D
M
O
に
選
ば
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
観
光
庁
や
北
海
道
運
輸
局

か
ら
頻
繁
に
情
報
が
入
っ
て
き
ま
す
。
個
人

と
し
て
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広
げ
て
い
る

の
で
、
こ
の
筋
か
ら
も
情
報
を
得
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
ね
。

　一
方
、
地
域
や
観
光
協
会
の
収
入
の
仕
組

み
構
築
も
考
え
て
い
ま
す
。
倶
知
安
町
で
は

宿
泊
税
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
は

別
に
旅
先
納
税
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。
旅
先
納
税
と
は
、
倶
知
安
町
に
訪
れ
た

際
に
そ
の
場
で
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
行
え

る
仕
組
み
で
、
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
な
く
返

礼
品
が
も
ら
え
る
従
来
の
ふ
る
さ
と
納
税
と

は
異
な
り
、
倶
知
安
町
に
訪
れ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
納
税
が
で
き
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
使
え

る
電
子
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
コ
ト
消
費
で
あ
り

外
貨
の
獲
得
に
も
あ
た
る
た
め
、
D
M
O
と

し
て
着
手
し
が
い
の
あ
る
事
業
で
す
。
こ
の

よ
う
に
収
入
源
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、

で
き
る
事
業
を
増
や
し
て
い
き
、
D
M
O
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
併
せ
て
強
化
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
倶
知
安
町
に
は
全
国
か
ら
視
察
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
が
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア

の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
が
視
察
時
に
登
壇
す

る
際
の
有
料
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
不
動
産
投
資
や
観
光
地
開
発
等
と
い
っ

た
ジ
ャ
ン
ル
別
で
ス
ピ
ー
カ
ー
を
揃
え
、
各

ス
ピ
ー
カ
ー
を
商
材
化
し
テ
ン
プ
レ
ー
ト
に

ま
と
め
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
と
顧
客
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
D
M
O
が
行
い
、
講
演
料
を

折
半
し
観
光
協
会
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
い

ま
す
。
別
途
、
会
場
費
や
資
料
費
等
も
用
意

し
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
て
お
り
、
こ
れ
も

観
光
協
会
の
収
益
の
柱
に
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　観
光
協
会
の
事
業
収
入
は
職
員
の
待
遇
改

善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
北
海
道
に
は
暖
房

手
当
の
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
が
、
町
役
場
や

役
場
に
準
じ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
観
光

協
会
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
で
は
、
手
当
の
額
に

差
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
仕
事
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
採
用
面
に
も
影
響
が
出
ま
す

の
で
、
観
光
協
会
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
待
遇

の
改
善
に
向
け
た
財
源
と
し
て
も
、「
地
域

で
稼
ぐ
D
M
O
」
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
は
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
各
事
業
は
観
光
協
会
内
で
ど
の
よ
う
に

決
定
し
、実
行
さ
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
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　観
光
協
会
内
の
事
業
体
制
（
図
①
）
と
し

て
、
7
つ
の
部
会
を
組
成
し
て
お
り
、
各
部

を
果
た
す
こ
と
が
、
住
民
と
の
共
存
に
は
必

要
と
い
う
考
え
で
す
。
こ
れ
を
な
い
が
し
ろ

に
し
て
観
光
事
業
を
実
施
す
る
と
、「
こ
ん

な
時
期
に
何
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
住
民

か
ら
批
判
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　ま
た
、
職
域
接
種
の
会
場
に
行
け
ば
地
域

内
の
住
民
や
観
光
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
会
え

ま
す
の
で
、
こ
こ
で
関
係
性
を
強
化
し
て
い

き
ま
し
た
。
な
お
、
職
域
接
種
会
場
で
は
、

非
常
に
多
く
の
方
に
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
外
国
人
は
言
葉
の
障
害
も

あ
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会
が
乏
し
く
、
有

難
い
と
い
っ
た
ご
様
子
で
し
た
。
外
国
人
を

含
め
た
職
域
接
種
を
観
光
協
会
で
実
施
し
た

こ
と
は
先
駆
的
で
あ
り
、
そ
の
後
、
定
山
渓

や
登
別
、
洞
爺
す
す
き
の
等
、
と
い
っ
た
道

内
の
観
光
地
で
も
同
様
の
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
土
台
づ
く
り
を
ふ
ま
え
、
昨

年
10
月
か
ら
は
、
令
和
4
年
度
の
補
助
金
獲

得
に
向
け
た
準
備
を
行
い
ま
し
た
。
観
光
協

会
の
活
動
原
資
で
あ
る
倶
知
安
町
の
宿
泊
税

が
減
る
こ
と
は
確
実
で
し
た
の
で
、
活
用
可

能
な
補
助
金
を
す
べ
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、

公
示
が
出
る
前
の
事
業
を
含
め
、
早
々
に
情

報
を
収
集
し
申
請
書
を
書
き
始
め
ま
し
た
。

特
に
重
視
し
た
の
は
、①
二
次
交
通
、②
倶
知

安
町
と
ニ
セ
コ
町
の
圏
域
を
ま
た
が
る
連
携

事
業
、③
M
I
C
E
で
す
。①
二
次
交
通
は
、

ひ
ら
ふ
エ
リ
ア
の
循
環
車
両
を
ス
キ
ー
シ
ー

ズ
ン
に
運
行
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
①
と
②

に
ま
た
が
り
ま
す
が
、
北
海
道
観
光
振
興
機

構
の
D
M
O
向
け
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
用

い
、
令
和
4
年
度
の
夏
場
に
倶
知
安
町
と
ニ

セ
コ
町
を
循
環
す
る
オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
バ
ス

（
ス
カ
イ
バ
ス
）
を
運
行
し
ま
し
た
。
ス
カ

イ
バ
ス
は
、
屋
根
の
な
い
バ
ス
で
移
動
を
し

な
が
ら
、
G
P
S
と
連
動
し
た
自
動
音
声
と

地
元
の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
案
内
を
行
い
な
が

ら
運
行
す
る
も
の
で
、
自
動
音
声
は
日
本
語

と
英
語
を
用
意
し
、
合
間
で
地
域
の
ト
ピ
ッ

ク
を
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が
話
す
形
態
の
二
次
交

通
兼
、
ニ
セ
コ
を
楽
し
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
で

す
。
赤
色
の
車
両
で
運
行
し
て
お
り
、
運
行

前
は
ニ
セ
コ
の
景
色
に
合
う
か
不
透
明
で
し

た
が
、運
行
開
始
後
は
、「
街
が
明
る
く
な
り
、

わ
か
り
や
す
く
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
」
と
地
域

や
観
光
客
か
ら
非
常
に
評
判
が
良
か
っ
た
で

す
。
ス
カ
イ
バ
ス
は
い
ず
れ
宿
泊
税
を
原
資

に
し
て
運
行
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い

ま
す
。
宿
泊
事
業
者
か
ら
す
れ
ば
、
税
を
代

理
徴
収
さ
せ
ら
れ
て
い
る
中
で
、
こ
の
よ
う

な
シ
ン
ボ
ル
の
存
在
は
、
税
が
何
に
使
わ
れ

て
い
る
か
が
わ
か
り
や
す
く
可
視
化
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
今
回
の
運
行
で
は
住
民
の
利
用

比
率
が
3
割
程
度
あ
り
ま
し
た
。
観
光
事
業

の
実
施
や
宿
泊
税
の
徴
収
の
結
果
、
公
共
交

通
を
担
う
住
民
の
移
動
の
足
と
し
て
も
貢
献

す
る
と
い
っ
た
仕
組
み
づ
く
り
に
も
な
り
得

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、③
M
I
C
E
で
す
が
、
水
際
対
策

に
よ
っ
て
昨
年
の
私
の
就
任
当
初
の
時
期
か

ら
、
企
業
等
か
ら
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
訪
問

の
問
い
合
わ
せ
が
非
常
に
多
く
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
ニ
セ
コ
に
は
特
に
グ
リ
ー
ン

シ
ー
ズ
ン
の
M
I
C
E
商
材
が
な
い
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。ニ
セ
コ
は
パ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ

ト
等
、
最
近
オ
ー
プ
ン
し
た
ホ
テ
ル
が
多
々

あ
る
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
大
々
的
に
で
き
て
お
ら

ず
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
の
様
子
と

い
っ
た
、
人
が
賑
わ
っ
て
い
る
「
絵
」
が
な
い

状
況
で
し
た
。
商
材
化
の
た
め
に
は
こ
れ
が

必
要
な
た
め
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
や
ホ
テ
ル
、

ヴ
ィ
ラ
を
活
用
し
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
コ
ン

テ
ン
ツ
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
造

成
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
売
り
出
す
た

め
の
画
像
や
映
像
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
商
材
と
し
、
来

年
の
誘
客
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
補
助
金
を
非
常
に
効
果
的
に
、
戦
略
的

に
活
用
し
て
い
る
の
だ
、
と
お
聞
き
し
て
実

感
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
補
助
金
の
情
報
と

い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
に
入
手
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
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催
す
る
業
務
執
行
理
事
会
に
諮
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
現
在
の
事
業
は
す
べ
て
、
令
和

元
年
度
に
策
定
し
た
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
2
0
2
0
〜
2
0
3
1
）
に

紐
づ
け
て
い
ま
す
。部
会
ご
と
に
事
業
計
画
・

評
価
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
位
置
づ
け
と
の
関
係
を
明
確
に
す
る
と
と

も
に
、
目
的
や
概
要
、
実
施
方
法
、
年
度
ご

と
の
予
算
、
用
い
る
財
源
を
見
え
る
化
す
る

こ
と
で
、
事
業
の
評
価
を
わ
か
り
や
す
く
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
策
定
し
た
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
紐
づ
け
て
事
業
を
行
う
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
す
。
各
年
の
ト
レ
ン
ド
を

追
う
ば
か
り
で
は
、
D
M
O
と
し
て
の
役
割

が
ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
事
業
も
絵
に
描

い
た
餅
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。ま
た
、

観
光
協
会
内
部
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
入
れ
替

わ
っ
て
も
、
組
織
と
し
て
し
っ
か
り
機
能
す

る
う
え
で
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
、
日
本
で
は

徐
々
に
水
際
対
策
を
緩
和
し
、
近
い
将
来
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
本
格
的
に
来
客
さ
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
来
る

べ
き
時
期
に
向
け
て
、
地
域
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
や
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

あ
る
で
し
ょ
う
か
。
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　今
お
話
し
し
て
き
た
ス
カ
イ
バ
ス
や

M
I
C
E
コ
ン
テ
ン
ツ
の
取
り
組
み
は
国
内

向
け
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
実
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
客
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ス
カ
イ
バ
ス
で
い
え
ば
、
来
年
度

は
英
語
に
加
え
て
ス
ペ
イ
ン
語
や
タ
イ
語
、

中
国
語
な
ど
も
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
グ

リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
は

ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
大
き
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
M
I
C
E
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
に
焼
き
直
し
が
で
き
る
よ
う
に

造
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　個
人
的
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入

れ
は
徐
々
に
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
い
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
急
に
大
量
の
受
け
入
れ
を

行
う
と
、
供
給
側
の
人
材
確
保
が
追
い
付
か

ず
、
こ
れ
が
質
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
後
々

の
観
光
客
の
満
足
度
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
段
階
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ

る
こ
と
で
、
供
給
を
慣
れ
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
観
光
協
会
に
と
っ
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

の
昨
年
や
今
年
の
取
り
組
み
は
、
再
び
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、
ど
の

よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　就
任
し
て
す
ぐ
に
行
っ
た
職
域
接
種
が
、

再
起
動
に
向
け
た
「
最
初
の
準
備
」
で
し
た
。

そ
こ
か
ら
去
年
は
色
ん
な
事
業
の
タ
マ
を
仕

込
み
、現
在
は
そ
の「
仕
込
み
」が
実
り
、様
々

な
「
事
業
」
が
動
き
出
し
て
い
る
状
況
で
す
。

仕
込
み
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
カ
イ
バ

ス
事
業
で
の
ニ
セ
コ
町
と
の
地
域
連
携
も
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
で
す
。
そ

れ
ほ
ど
、
地
域
連
携
と
い
う
の
は
時
間
や
労

力
を
要
す
る
も
の
で
、
通
常
で
あ
れ
ば
実
施

は
困
難
な
も
の
で
す
。
実
は
こ
れ
ま
で
は
ニ

セ
コ
町
と
倶
知
安
町
の
連
携
は
あ
ま
り
多
く

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ス
カ
イ
バ
ス
事
業
の

前
段
で
今
年
3
月
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
日

本
観
光
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
ブ
ー
ス
に
両
町
共

同
で
出
展
を
行
い
、D

isco
ver N

iseko

と
い
う
名
前
で
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
あ
り
、
今
回
の
ス
カ
イ
バ
ス

事
業
で
、
旅
行
者
に
見
え
る
形
で
の
連
携
も

深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
意
識
し
て
い
る
地
域

は
、
コ
ロ
ナ
禍
中
も
、
旅
行
者
と
の
関
係
性

を
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
や
情
報
発
信
に
注
力
し
が
ち
の
よ
う
に
思

い
ま
す
が
、
本
日
の
お
話
を
伺
い
、
コ
ン
テ

ン
ツ
を
し
っ
か
り
つ
く
る
こ
と
を
特
に
意
識

さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
印
象
的
で
し
た
。

お
考
え
と
し
て
は
、ニ
セ
コ
の
特
性
と
し
て
、

開
国
し
た
際
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
お
の
ず
と

来
客
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
際
に
し
っ
か
り
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
夏
、
冬
含

め
て
、
今
し
っ
か
り
準
備
さ
れ
て
い
る
っ
て

い
う
ご
認
識
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
ね
。
い
い
意
味
で
、
旅
行
者
視

点
で
ト
レ
ン
ド
を
捉
え
た
企
画
を
つ
く
れ

ば
、
ど
ん
な
国
籍
や
人
種
の
方
で
も
横
展
開

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
外
国
人
が
楽
し
む
風

景
も
イ
メ
ー
ジ
に
入
れ
な
が
ら
、
コ
ン
テ
ン

ツ
を
ど
ん
ど
ん
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

|
職
域
接
種
と
い
う
住
民
の
信
頼
を
意
識

し
た
取
り
組
み
で
土
台
を
作
り
、
コ
ロ
ナ
禍

だ
か
ら
こ
そ
実
施
で
き
た
様
々
な
取
り
組
み

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
日
は
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
16
日
／
聞
き

手
：
観
光
政
策
研
究
部
・
江
﨑
貴
昭
、
菅
野

正
洋
）

い
と
い
う
特
徴
も
あ
り
、
良
い
方
向
に
変
化

す
る
沖
縄
観
光
を
目
指
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の
懸
念
点
は
人
材
流
出

で
す
。
O
C
V
B
で
も
二
つ
の
事
業
所
を

持
っ
て
お
り
、
プ
ロ
パ
ー
職
員
だ
け
で
は
手

が
回
ら
な
い
た
め
、
非
常
勤
職
員
を
採
用
し

て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
応
募
者
が
集
ま
ら

な
い
状
況
で
す
。

　ホ
テ
ル
や
観
光
施
設
も
同
じ
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
沖
縄
に
と
っ
て
観
光
が
重
要
な

産
業
だ
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、

人
材
を
い
か
に
確
保
し
て
い
く
か
が
重
要
で

す
。夢
の
あ
る
仕
事
と
い
う
共
通
認
識
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
中
長
期
的
に
は
デ
ジ
タ
ル

化
、
観
光
D
X
を
進
め
て
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
視
点
と
な
り
ま

す
。
I
T
系
事
業
者
が
入
居
す
る
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
中
に
ホ
テ
ル
を
整
備

し
、
実
際
に
顧
客
を
受
け
入
れ
て
、
ロ
ボ
ッ

ト
化
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
な
ど
の
様
々
な

実
証
実
験
を
実
施
す
る
計
画
が
あ
り
、
観
光

D
X
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
観
光
に
お
け
る
実
践
教
育
を
強
化

し
て
現
場
に
人
材
を
輩
出
す
る
取
り
組
み
も

進
ん
で
い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
、
沖
縄
高
専

に
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
5
年
間
で
、
機
械
、
情
報
、

環
境
技
術
な
ど
を
学
ぶ
と
と
も
に
観
光
に
つ

い
て
も
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
理
系
の
学

生
が
観
光
を
学
び
、
観
光
関
連
企
業
に
入
社

し
て
く
れ
れ
ば
、
質
の
高
い
観
光
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　当
面
は
国
内
観
光
を
中
心
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
将
来
的

に
は
や
は
り
国
際
観
光
を
大
き
く
伸
ば
し
て

い
く
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
非
常
に
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
前
述
の
通
り
、
そ
の
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
済
ん
で
い
ま
す
し
、
数
年
後

に
は
新
し
い
魅
力
を
持
っ
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク

開
業
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
沖
縄
観
光
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
く
評
価
し
た
県
外
、
国
外

か
ら
の
投
資
の
動
き
が
あ
る
の
も
事
実
で

す
。
そ
の
意
味
で
は
、
沖
縄
観
光
の
未
来
は

非
常
に
明
る
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
が
あ
っ
た
か
ら
、
も
う
観
光
の

可
能
性
が
な
く
な
っ
た
と
見
て
い
る
人
は
誰

も
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
観
光

客
が
久
し
ぶ
り
に
沖
縄
に
旅
行
に
い
ら
し
た

際
に
、
満
足
し
て
頂
け
る
対
応
を
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
の
で
、
今
が
頑
張
り
ど
こ
ろ
と

考
え
て
い
ま
す
。

|
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
4
日
／
聞
き

手
：
観
光
政
策
研
究
部
・
菅
野
正
洋
）

|
2
0
2
1
年
度
か
ら
2
0
2
2
年
度
に

か
け
て
の
京
都
観
光
は
ど
の
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
発
令
時
に
は
、
市

内
主
要
ホ
テ
ル
に
お
け
る
客
室
稼
働
率
は

5
・
8
％
ま
で
下
が
り
底
を
打
ち
ま
し
た
。

現
在
は
50
%
く
ら
い
ま
で
戻
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
80
%
を
超
え
て

当
た
り
前
、
高
い
時
に
は
95
%
に
達
し
て
い

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
ま
だ
ま
だ
足
り
ま
せ

ん
。
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
を
見
据
え

て
京
都
に
進
出
し
て
き
た
事
業
者
の
み
な
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
物
足
り
な
い
数
字
と
評
価

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
入
国
が
団
体
客

に
制
限
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
、
京
都
観
光

へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
だ
ま
だ
様

き
た
と
い
う
状
況
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
2
年
間
、
直
行
便
が
な
く
な
っ
た
こ

と
で
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
一
方
で
、
国

内
に
い
る
外
国
人
が
旅
行
に
来
て
い
る
状
況

も
あ
り
、
大
使
館
な
ど
、
国
内
に
立
地
し
て

い
る
海
外
の
機
関
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を

し
っ
か
り
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
各
国
に
駐
在
員
を
置
い
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
2
年
間
は
そ
う
い
っ
た
現
地
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
現

地
で
開
催
さ
れ
る
観
光
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
駐

在
員
が
参
加
す
る
と
い
っ
た
活
動
を
オ
ン
ラ

イ
ン
と
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　も
と
も
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、

沖
縄
の
訪
日
外
国
人
の
8
割
は
個
人
客
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
の
よ
う
に
団
体

限
定
で
、
ビ
ザ
が
必
要
な
現
状
で
は
、
す
ぐ

に
観
光
客
が
戻
る
と
い
う
状
況
は
現
実
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　沖
縄
は
台
湾
か
ら
の
来
訪
が
一
番
多
い
状

況
で
し
た
の
で
、
経
済
界
も
台
湾
と
の
早
期

の
交
流
再
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
日
本
政

府
と
台
湾
政
府
の
双
方
の
規
制
緩
和
の
状
況

を
見
な
が
ら
、
す
ぐ
に
連
携
で
き
る
態
勢
を

取
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　国
際
ク
ル
ー
ズ
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
よ

う
に
買
い
物
の
た
め
だ
け
に
寄
港
し
て
数
時

間
滞
在
し
て
い
く
よ
う
な
形
は
県
民
の
理
解

を
得
に
く
い
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中

で
、
ク
ル
ー
ズ
船
を
受
け
入
れ
て
い
た
市
町

村
と
O
C
V
B
と
地
域
の
観
光
協
会
が
一
緒

に
な
っ
て
、
国
際
ク
ル
ー
ズ
の
再
開
を
目
的

と
し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

|
コ
ロ
ナ
禍
は
未
曾
有
の
危
機
と
も
い
え

ま
す
が
、
危
機
管
理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
2
年
余
り
、
地
震
や
津
波
等
を
含
め

た
基
本
的
な
危
機
管
理
に
つ
い
て
訓
練
等
を

通
じ
て
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
十
分
に
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
や
は
り
基
本
的

な
意
識
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と

で
、
危
機
管
理
体
制
運
用
の
た
め
の
図
上
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　こ
こ
に
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を
ど
う
盛
り
込

む
の
か
と
い
う
点
は
、
観
光
の
分
野
を
超
え

る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　危
機
管
理
は
観
光
地
と
し
て
の
質
の
高
さ

を
示
す
一
つ
の
側
面
で
す
か
ら
、
も
う
少
し

状
況
が
落
ち
着
い
た
ら
、
こ
の
間
の
コ
ロ
ナ

対
策
を
検
証
し
て
、
感
染
症
対
策
も
含
め
て

危
機
管
理
体
制
を
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
で
期
待
さ
れ
る
新
た
な
市
場

と
し
て
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
意
味
全
国
ど
こ

で
も
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
の
た
め
、
沖
縄

と
し
て
の
優
位
性
を
ど
う
作
れ
る
か
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
「
沖
縄
リ
ゾ
ー
ト
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

観
光
は
観
光
業
界
だ
け
で
取
り
組
む
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
大
学
、
行
政
、
医
療
、
金
融

機
関
と
の
連
携
が
大
事
だ
と
考
え
て
議
論
に

加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
と
、
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
持
っ
て
仕
事
を
し
、
あ
と
は
プ
ー

ル
サ
イ
ド
で
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
…
…
み
た
い

な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
ね
。
確
か
に
そ
れ

は
リ
ゾ
ー
ト
型
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ

の
形
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
学
は
ス
タ

デ
ィ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り
学
び
と
滞
在

と
い
う
視
点
で
、
ま
た
金
融
機
関
は
商
談
会

や
企
業
誘
致
に
代
表
さ
れ
る
産
業
振
興
の
視

点
で
考
え
て
も
ら
う
と
す
れ
ば
議
論
と
し
て

は
面
白
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　沖
縄
に
お
け
る
滞
在
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
増
や
す
取
り
組
み
の
結
果
の
一
つ
の
形
が

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
り
す
る
わ
け
で
す
。

|
改
め
て
振
り
返
る
と
、
こ
の
1
年
半
は

ど
う
い
っ
た
期
間
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
今
後
の
見
通
し
は
捉
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
1
年
半
は
、
原
点
に
立
ち
戻
り
、
本

来
沖
縄
が
目
指
し
て
い
た
も
の
を
見
つ
め
直

す
期
間
に
な
っ
た
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
勢
の
人
に
来
て
も
ら
う
こ
と
以
上
に
、
質

の
充
実
を
図
ら
な
い
と
観
光
地
と
し
て
選
ば

れ
な
い
と
い
う
認
識
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
生
じ
た
観
光
ス
タ
イ
ル
の
変
化

と
い
う
の
は
、
様
々
な
方
が
指
摘
し
て
い
ま

す
が
、
人
間
は
そ
こ
ま
で
急
に
は
変
わ
れ
な

い
部
分
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　イ
ベ
ン
ト
で
人
を
集
め
、
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
な
が
ら
楽
し
ん
で
も
ら
い
つ
つ
、
新

し
い
滞
在
の
形
と
し
て
環
境
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
つ
く
っ
て
い
く
方
向
性
を
目
指
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

　一
気
に
量
を
追
求
す
る
取
り
組
み
を
や
め

て
し
ま
う
と
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

極
端
な
方
向
に
振
れ
が
ち
で
す
。
沖
縄
は

島と
う

嶼し
ょ

型
の
経
済
圏
と
し
て
、
そ
う
い
っ
た
変

化
が
顕
著
に
出
や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
統
計
的
な
数
値
は
整
備
し
や
す

だ
け
で
な
く
、
質
の
高
い
観
光
地
を
も
目
指

す
中
で
は
、
量
的
な
拡
大
、
回
復
を
目
指
す

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
る
程
度
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

|
数
だ
け
で
な
く
質
も
と
い
う
の
は
、
前

回
の
本
誌
取
材
（
2
4
7
号
：
2
0
2
0
年

11
月
発
刊
）
の
際
に
も
言
及
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
そ
の
後
の
取
り
組
み
に
も
色
濃

く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
の
通
り
で
す
。
た
だ
そ
の
一
方
で
ま
だ

十
分
で
な
い
の
が
、
他
産
業
と
の
連
携
強
化

に
よ
る
地
域
経
済
循
環
率
の
向
上
で
す
。
観

光
は
総
合
産
業
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
農

業
や
製
造
業
と
の
連
携
を
深
め
て
観
光
を
伸

ば
す
こ
と
で
、
産
業
連
関
の
中
で
波
及
効
果

が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
地
元
産
品
の

利
用
頻
度
を
高
め
る
な
ど
、
地
域
に
お
金
が

落
ち
る
仕
組
み
を
重
視
す
る
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
は
、
観
光
統
計
の
質
的
向
上

も
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
沖
縄
の

統
計
指
標
は
那
覇
空
港
を
拠
点
と
し
た
圏

域
、
宮
古
圏
域
、
八
重
山
圏
域
と
い
う
三
つ

の
圏
域
で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
指
標
を
迅
速
に
把
握
し
、
提
供
で

き
る
か
は
ま
だ
ま
だ
課
題
で
す
。

　2
0
2
0
年
度
の
沖
縄
県
の
G
D
P
は
前

年
度
比
マ
イ
ナ
ス
9
・
6
％
で
し
た
。
全
国

的
に
は
マ
イ
ナ
ス
4
％
台
で
し
た
が
、
な
ぜ

沖
縄
県
が
こ
れ
だ
け
落
ち
込
み
が
大
き
い
か

と
い
え
ば
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
観
光
へ
の
打

撃
が
大
き
か
っ
た
か
ら
で
す
。
沖
縄
観
光
の

重
要
性
を
様
々
な
視
点
で
数
字
で
示
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

|
O
C
V
B
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

「
エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
」
も
、
質
の
高
い
観
光

地
と
し
て
目
指
す
旅
行
の
姿
の
ひ
と
つ
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
は
環
境
と
地
域
を
意

識
し
た
取
り
組
み
で
、
大
き
な
く
く
り
で
い

え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
。

必
ず
し
も
新
し
い
発
想
で
は
な
く
、
沖
縄
の
よ

う
な
観
光
地
で
は
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可

能
な
観
光
は
、
当
た
り
前
の
基
本
方
針
で
す
。

　地
域
の
資
源
が
有
限
で
あ
る
以
上
、
環
境

に
配
慮
し
、地
域
文
化
も
理
解
す
る
こ
と
で
、

観
光
客
と
地
域
住
民
の
双
方
が
満
足
で
き
る

結
果
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　量
的
な
拡
大
を
図
る
べ
き
と
い
う
意
見

と
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換
を
意
識
す
べ
き
と

い
う
意
見
が
あ
り
、
県
民
か
ら
も
、
観
光
推

進
は
大
事
だ
が
必
ず
し
も
自
分
た
ち
の
生
活

の
豊
か
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
意

見
が
徐
々
に
出
て
き
て
い
ま
す
。

　ハ
ワ
イ
州
観
光
局
（H

aw
aii T

o
u
rism

 

A
u
th
o
rity

：H
T
A

）
で
は
毎
年
住
民
に
対

し
て
感
情
調
査
を
行
い
、
観
光
を
支
持
す
る

住
民
の
比
率
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク

時
で
8
割
が
観
光
を
支
持
し
て
い
た
も
の

が
、
最
新
の
調
査
結
果
で
は
地
域
に
よ
っ
て

6
割
程
度
ま
で
落
ち
て
い
ま
す
。
地
元
住
民

に
支
持
さ
れ
な
い
観
光
に
持
続
性
が
あ
る
の

か
と
い
う
話
で
す
。

　マ
ー
ケ
ッ
ト
側
の
変
化
に
対
応
す
る
際
に

も
、
沖
縄
の
自
然
と
文
化
を
大
事
に
す
べ
き

と
す
る
立
ち
位
置
に
戻
る
と
い
う
の
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
、
あ
る
意
味
必
然
性
が
あ
り
ま
し
た
。

　沖
縄
県
で
は
、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て「B

e.O
kinaw

a

」

を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
、
美
し
い

自
然
と
優
し
い
人
に
囲
ま
れ
て
、
本
来
の
自

分
を
取
り
戻
し
て
い
く
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
に
と
っ
て
、
今
再
び
立

ち
返
る
べ
き
考
え
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

|
一
般
的
に
、
若
い
世
代
の
方
は
こ
う

い
っ
た
エ
シ
カ
ル
さ
を
有
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
観
光
産
業
が
厳
し
い
状
況
に

あ
る
中
で
は
、
消
費
単
価
が
高
い
客
層
を
誘

客
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　産
業
の
事
業
者
に
も
そ
う
い
っ
た
意
識
は

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
経
営
面
の
体
力
に

よ
っ
て
優
先
順
位
に
差
が
生
じ
る
こ
と
が
問

題
で
す
。
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、

単
価
の
高
い
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
事
業
者
が
あ
る
一
方
で
、
ま
ず
観
光

客
に
来
て
も
ら
う
こ
と
に
注
力
せ
ざ
る
を
得

な
い
事
業
者
も
い
ま
す
。

　だ
か
ら
と
い
っ
て
、
単
価
を
大
幅
に
下
げ

て
顧
客
を
取
り
込
む
ス
タ
イ
ル
は
、
沖
縄
観

光
の
ブ
ラ
ン
ド
を
毀
損
し
ま
す
。
宿
泊
施
設

を
例
に
と
る
と
、
沖
縄
は
民
宿
や
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
か
ら
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
ま
で
幅
が
広
い

の
が
特
徴
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
中
で
単
価
を
維
持
も
し
く
は
向
上

さ
せ
、
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
ら
れ
る
と
よ

い
と
思
い
ま
す
。

　質
の
高
い
体
験
を
し
た
い
、
地
域
の
環
境

保
全
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
傾
向
は
、
確
か

に
若
い
人
た
ち
に
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す

が
、ま
だ
デ
ー
タ
で
示
し
切
れ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
、
エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
に
適
応
す
る
事

業
者
側
か
ら
そ
の
状
況
を
数
値
化
で
き
な
い

か
、
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入
れ
に
向
け
て

は
、
海
外
と
繋
い
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
を
行
っ
て

|
2
0
2
1
年
度
か
ら
2
0
2
2
年
度
に

か
け
て
の
沖
縄
観
光
は
ど
の
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　2
0
2
1
年
度
の
入
域
観
光
客
数
は

3
2
8
万
9
7
0
0
人
で
し
た
。
2
0
2
0

年
度
が
2
5
8
万
人
で
し
た
の
で
、
一
部
回

復
し
て
は
い
ま
す
が
、
や
は
り
緊
急
事
態
宣

言
な
ど
の
期
間
が
長
く
、
実
績
と
し
て
国
内

が
前
年
度
比
45
％
、
国
内
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
合
わ
せ
た
全
体
だ
と
33
％
と
本
当
に
厳
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
以
前
の
よ
う
な
急
激
に
旅
行
マ
イ

ン
ド
が
下
が
る
よ
う
な
状
況
に
は
な
ら
な
い

と
見
て
お
り
、
現
時
点
で
は
国
内
の
観
光
客

は
2
0
1
9
年
度
比
で
8
割
ほ
ど
ま
で
戻
っ

て
き
て
い
る
と
見
て
い
ま
す
。
た
だ
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
は
ゼ
ロ
の
状
況
で
す
の
で
、
現
時
点

で
は
国
内
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　2
0
2
2
年
度
の
入
域
観
光
客
数
は
、
国

内
は
約
5
8
0
万
人
を
目
標
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。
前
年
度
の
倍
と
ま
で
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
着
実
に
回
復
を
目
指
す
目
標
と
し
て

設
定
し
て
い
ま
す
。

　国
際
線
の
再
開
も
視
野
に
入
れ
、
海
外
の

観
光
客
は
20
万
人
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

あ
る
程
度
の
量
の
回
復
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
の
一
定
の
数
字
が
必
要
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
、
国
内
と
海
外
含
め
て
6
0
0
万
人
を

目
標
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　2
0
2
2
年
9
月
ま
で
の
上
半
期
で

2
9
0
万
人
と
い
う
状
況
な
の
で
、
あ
な
が

ち
こ
の
目
標
達
成
は
不
可
能
で
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
海
外
か
ら
の
観
光

客
20
万
人
は
ま
だ
見
通
せ
な
い
状
況
で
す
。

も
と
も
と
ビ
ジ
ネ
ス
や
留
学
生
の
需
要
が
少

な
い
沖
縄
に
と
っ
て
は
、
今
の
制
約
の
中
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
本
格
回
復
は
難
し
い
と

い
う
の
が
現
状
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　沖
縄
で
は
2
0
2
0
年
に
那
覇
空
港
の
第

二
滑
走
路
が
整
備
さ
れ
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
第

二
バ
ー
ス
も
完
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
玄
関
口
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

十
分
整
っ
て
い
ま
す
し
、
宿
泊
施
設
の
客
室

数
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
右
肩
上
が
り
の
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
単
に
観
光
客
数
が
戻
る

※
1

会
に
業
務
執
行
理
事
を
配
置
し
、
部
会
ご
と

に
事
業
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
事
業
の
企
画

も
各
部
会
で
検
討
し
、
年
間
約
10
回
程
度
開

21

6

コロナ禍における地域の取り組み3
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図 1「インバウンドイノベーション京都」事業の概要

風
や
、
低
賃
金
や
雇
用
の
不
安
定
さ
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
観
光
業
界
で
は
人
材
確

保
が
難
し
い
と
い
う
課
題
を
解
消
す
る
た
め

に
、
2
0
1
8
年
に
導
入
が
始
ま
っ
た
宿
泊

税
を
財
源
に
し
て
、
従
業
員
向
け
の
研
修
事

業
に
注
力
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
3
月
に
刷
新
さ
れ
た
「
京
都
観

光
振
興
計
画
」
で
は
、
以
前
の
計
画
に
は
な

か
っ
た
「
担
い
手
の
活
躍
支
援
」
が
5
本
の

柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
よ
り
一
層

強
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
新
た
に
打
ち
出
し

た
り
、
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
を
し
た
部
分
は
あ

る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
近
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
京
都
観
光
を
持

続
可
能
に
し
て
い
く
た
め
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
し
っ

か
り
と
打
ち
出
し
て
、
そ
れ
に
合
っ
た
商
品

開
発
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
回
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
、
準
備
期
間
が
あ
る
な
か
で
、
改
め
て
自

分
た
ち
の
や
っ
て
き
た
こ
と
を
見
つ
め
直
そ

う
と
い
う
動
き
で
す
。

　し
か
し
、
事
業
者
さ
ん
か
ら
は
「
京
都
は

昔
か
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
こ
と
を
や
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
」
と
い
う
反
応
が
多
い
で
す
。

「
一
見
さ
ん
お
断
り
」
と
い
う
言
葉
の
印
象

が
強
く
、
閉
鎖
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る

こ
と
が
多
い
京
都
の
街
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一
方
で
ず
っ
と
多
く
の
観
光
客
に
訪
れ
て
い

た
だ
け
た
こ
と
で
、
L
G
B
T
Q
や
ベ
ジ
タ

リ
ア
ン
、
ム
ス
リ
ム
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
お
持
ち
の
方
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
々
を
受

け
入
れ
て
い
く
こ
と
が
当
然
の
も
の
と
し
て

根
付
い
て
い
る
街
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
京
都
人

の
気
質
と
し
て
「
自
分
た
ち
は
昔
か
ら
や
っ

て
い
る
の
で
、
流
行
に
乗
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
た
く
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
外
国
人

に
対
し
て
は
、
そ
う
い
う
気
概
は
分
か
り
や

す
く
発
信
し
な
け
れ
ば
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
変

に
安
っ
ぽ
く
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
な
が

ら
も
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
に
改
め
て

き
ち
ん
と
光
を
当
て
直
す
、
と
い
う
ス
タ
ン

ス
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
会
員
向
け
の
情
報
発
信
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
市
内
主
要
ホ
テ
ル

の
ご
協
力
の
も
と
、
過
去
数
年
分
の
予
約
状

況
や
実
際
の
稼
働
率
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
3

カ
月
先
ま
で
の
稼
働
率
の
予
測
値
の
発
表
を

始
め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
こ
れ
か

ら
ど
う
な
る
か
不
安
だ
と
い
う
お
声
に
応
え

る
た
め
に
は
、
将
来
的
な
見
通
し
を
示
す
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
た
た
め
で
す
。最
近
は
、

こ
れ
ま
で
の
月
単
位
の
調
査
に
加
え
て
、
ほ

ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
日
単
位
の
調
査
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

直
近
の
状
況
の
把
握
や
、
曜
日
別
の
分
析
が

可
能
と
な
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
精
度
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
始
動
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　当
協
会
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
分
野
の

取
り
組
み
は
海
外
メ
デ
ィ
ア
へ
の
対
応
が
中

心
で
あ
り
、
多
い
と
き
に
は
世
界
13
都
市
に

レ
ッ
プ
を
置
き
、
海
外
現
地
の
メ
デ
ィ
ア
に

情
報
提
供
し
た
り
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
京
都

取
材
を
す
る
際
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
旅

行
需
要
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
後
も
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
協
会
の

中
心
業
務
の
一
つ
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
で
は

事
業
者
が
開
発
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
後

追
い
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
た
め
、
こ
れ

か
ら
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
先
回
り
し
て

察
知
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　そ
こ
で
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
京
都
」
と
い
う
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
観

子
見
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

　一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
外
国
人
の
比

率
が
4
〜
5
割
程
度
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
日
本
人
の
需
要
は
か
な
り
回
復
し
た

と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、G

o
 

T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は
じ
め
、
様
々
な
需

要
喚
起
策
で
恩
恵
を
受
け
た
の
は
価
格
帯
の

高
い
施
設
や
リ
ゾ
ー
ト
観
光
地
が
中
心
で

す
。
海
外
旅
行
に
行
け
な
い
代
わ
り
に

ち
ょ
っ
と
リ
ッ
チ
な
宿
に
泊
ま
り
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

街
中
の
旅
館
や
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
な
ど
は
ま

だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
か
な
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
京
都
に
と
っ
て
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
あ
る
修
学
旅
行
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
強
く
受
け
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年
は
壊

滅
的
、
2
0
2
1
年
は
多
少
回
復
し
た
も
の

の
、
例
年
の
8
割
減
と
い
う
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
ま
し
た
。
2
0
2
2
年
は
、
京
都

の
修
学
旅
行
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
5
〜

6
月
に
感
染
者
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
予

定
通
り
催
行
が
進
ん
だ
こ
と
で
一
部
の
施
設

の
稼
働
率
は
90
〜
1
0
0
％
に
達
し
て
お

り
、
も
と
も
と
激
し
か
っ
た
景
気
の
浮
き
沈

み
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
後
に
京
都
へ
進
出
す
る
宿
泊

施
設
の
動
き
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
は
将
来
的
な
回
復
を
見
越
し
て
の
投
資

と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　特
に
外
資
系
の
世
界
的
ブ
ラ
ン
ド
で
高
価

格
帯
の
施
設
に
よ
る
進
出
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
彼
ら
は
20
年
30
年
と
い
う
長
期
ス
パ

ン
で
経
営
戦
略
を
立
て
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
は
あ
く
ま
で
短
期
間
の
ブ
レ
と
捉
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
国
内
資
本
で
も
高
単

価
で
ユ
ニ
ー
ク
な
宿
が
増
え
て
お
り
、
京
都

市
内
の
宿
泊
施
設
の
多
様
性
は
格
段
に
向
上

し
て
い
ま
す
。

　一
方
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
の
簡
易
宿
所

は
、
駄
目
だ
と
思
っ
た
ら
早
々
に
見
切
り
を

つ
け
て
撤
退
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
将
来

的
に
需
要
が
回
復
す
れ
ば
再
び
参
入
す
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
柔
軟
性
が

高
い
こ
と
が
、
小
規
模
な
業
態
の
良
さ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

|
利
用
の
集
中
を
防
ぐ
分
散
化
へ
の
取
り

組
み
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ

た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　分
散
化
は
観
光
業
界
全
て
に
と
っ
て
永
遠

の
テ
ー
マ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
ろ
う
と
な
か

ろ
う
と
必
ず
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
三
密
回
避
に

資
す
る
も
の
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
と
し
て
も
必
要
な
取
り
組
み
で
し
た
。

　一
方
、
事
前
予
約
制
の
導
入
は
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
始
め
た
も
の
で
す
。以
前
ま
で
は
、

人
の
量
を
動
か
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え

の
も
と
、
基
本
は
予
約
な
し
で
O
K
と
い
う

旅
行
商
品
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
ま
た
、
京

都
の
主
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
寺
社
は
、
全

て
の
人
に
対
し
て
開
か
れ
た
場
所
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
の
も
と
、
特
定
の
人
し
か
受
け

入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
相
容
れ
な
い

立
場
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
宗
教
行
為
に

ま
つ
わ
る
個
人
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
信

教
の
自
由
に
触
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

議
論
も
あ
り
、
予
約
制
度
の
導
入
に
は
慎
重

な
判
断
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
で
、

密
を
避
け
な
が
ら
拝
観
い
た
だ
け
る
環
境
を

用
意
す
る
こ
と
や
、
感
染
者
が
出
た
場
合
の

連
絡
先
を
把
握
す
る
と
い
う
必
要
に
迫
ら
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
事
前
予
約
制

の
導
入
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
き
ま
し
た
。

|
以
前
か
ら
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
た
ま
た
ま
実
施
時
期
が
コ
ロ

ナ
禍
と
重
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
以
外
に
も
、
コ
ロ
ナ

禍
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

2
0
1
9
年
12
月
に
京
都
で
開
か
れ
た
「
第

4
回 

観
光
と
文
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際

会
議
」（
主
催
：
U
N
W
T
O
／
ユ
ネ
ス
コ
）

に
お
い
て
、
観
光
が
地
域
と
文
化
を
つ
な
ぎ

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
、
と

い
う
考
え
方
が
「
観
光
・
文
化
京
都
宣
言
」

と
し
て
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、

京
都
市
と
京
都
市
観
光
協
会
で
は
、
従
来
の

観
光
客
向
け
の
マ
ナ
ー
啓
発
だ
け
で
な
く
、

事
業
者
や
市
民
と
一
緒
に
持
続
可
能
な
観
光

を
実
現
す
る
た
め
の
行
動
を
定
め
た
も
の
と

し
て
「
京
都
観
光
行
動
基
準
（
京
都
観
光
モ

ラ
ル
）」
を
発
表
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
の

生
活
に
配
慮
し
た
行
動
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
指

す
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
に
お
い
て
も

重
要
な
観
点
で
あ
る
た
め
、積
極
的
な
周
知
・

啓
発
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
休
業
や
テ
レ
ワ
ー
ク

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
観
光
業
界
の
従
業
員
向

け
に
、
各
地
で
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
増
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
も

当
協
会
で
は
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
分
野
で
す
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

コ
ロ
ナ
禍
と
い
っ
た
観
光
業
界
に
対
す
る
逆

|
そ
の
中
で
、
観
光
協
会
と
し
て
す
べ
き

こ
と
は
何
だ
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
も
大
切
な
こ
と
は
、
各
事
業
者
が
個
々

の
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス

を
開
発
・
提
供
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

で
す
。
昔
と
比
べ
て
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
し
て
い
る
た
め
、
事
業
者
を
枠
に
は
め

て
画
一
的
な
商
品
づ
く
り
を
促
す
の
で
は
な

く
、
切
磋
琢
磨
を
促
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
サ
ー

ビ
ス
を
増
や
し
、
観
光
客
に
と
っ
て
の
選
択

肢
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

観
光
協
会
に
相
談
す
れ
ば
解
決
に
つ
な
が
る

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
つ
く

り
、
協
会
が
各
事
業
者
の
特
徴
を
把
握
し
た

う
え
で
差
別
化
や
協
業
の
支
援
を
し
て
い
く

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
に
と
ら
わ
れ
ず
、
や
る
べ
き

こ
と
を
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
着
実
に
実
行
し
て

い
る
と
い
う
お
話
に
非
常
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
9
日
／
聞
き
手
：

観
光
政
策
研
究
部
・
門
脇
茉
海
、
菅
野
正
洋
）

|
コ
ロ
ナ
禍
も
3
年
目
を
迎
え
、
段
階
的

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
解
禁
が
少
し
ず
つ
進
ん

で
い
る
中
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
訪
日

外
国
人
旅
行
者
の
主
要
な
目
的
地
と
な
っ
て

い
た
ニ
セ
コ
地
域
（
倶
知
安
町
）
に
お
け
る

D
M
O
（
観
光
推
進
組
織
）
の
お
立
場
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
取
り
組
ん
だ
事
項
等
に
つ

い
て
お
伺
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　ま
ず
は
私
自
身
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
、
2
0
2
1
年
の
6
月
に
倶
知
安
観

光
協
会
の
事
務
局
長
に
就
任
す
る
前
は
、
10

年
間
、
J
T
B
ハ
ワ
イ
で
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。
最
初
の
5
年
は
M
I
C
E
の
誘
致
・
受

入
事
業
に
従
事
し
、そ
の
後
、地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
関
わ
る
地
域
交
流
ビ
ジ
ネ
ス
の

役
割
を
担
い
、
最
後
の
3
年
間
は
、
ホ
ノ
ル

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
財
団
に
出
向
し
、
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
・
運
営
を
担
い
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
の
帰
国
後
に
ご
縁
を
い
た
だ

き
、
現
在
の
ポ
ス
ト
に
い
る
状
況
で
す
。

　2
0
2
1
年
6
月
1
日
に
着
任
し
、
最
初

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
観
光
協
会
に
よ
る

ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種
で
し
た
。
会
員
向
け

に
接
種
希
望
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と

こ
ろ
、
当
初
は
1
5
0
0
人
が
接
種
を
希
望

し
ま
し
た
が
、
接
種
直
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
希
望
者
は
2
6
0
0
人
程
度
ま
で
増
加
し

ま
し
た
。
す
で
に
ワ
ク
チ
ン
は
発
注
済
み
で

あ
っ
た
た
め
、厚
労
省
と
や
り
と
り
を
行
い
、

何
と
か
追
加
分
の
ワ
ク
チ
ン
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
、
1
回
目
の
接
種
が
終
わ
る
ま
で

9
月
頃
ま
で
か
か
り
ま
し
た
。

　こ
の
間
、
他
の
業
務
は
一
切
で
き
な
い
状

況
で
し
た
が
、
住
民
か
ら
観
光
関
連
事
業
者

へ
の
信
頼
を
得
る
と
い
う
面
で
、
ニ
セ
コ
の

観
光
関
連
事
業
者
全
体
が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
し
た
。
当
時
、

ニ
セ
コ
で
は
居
住
の
外
国
人
を
含
め
た
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
最

終
的
に
は
観
光
協
会
の
会
員
で
な
く
と
も
、

家
族
や
取
引
先
、
ま
た
、
町
内
在
住
ま
た
は

勤
務
で
あ
れ
ば
外
国
人
も
接
種
可
能
と
し
、

地
域
一
体
で
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
注
力

し
ま
し
た
。
観
光
政
策
の
最
も
重
要
な
根
幹

は
住
民
の
理
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
ふ
ま

え
、
そ
の
土
台
づ
く
り
を
進
め
た
形
で
す
。

|
住
民
の
目
線
に
寄
り
添
う
と
い
っ
た
視

点
は
、
ハ
ワ
イ
で
の
経
験
に
基
づ
い
た
も
の

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
。
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
逆
の
視
点
で
す
ね
。
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
旅
行
者
視
点
に
よ
る
ハ
ワ
イ

の
住
民
に
対
し
て
の
責
任
と
い
う
考
え
で
す

が
、
今
回
の
ニ
セ
コ
で
は
、
同
じ
地
域
に
存

在
す
る
住
民
に
対
し
て
観
光
事
業
者
が
責
任

光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立

ち
上
げ
ま
し
た（
図
①
）。こ
の
事
業
で
は「
地

元
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」、

「
日
本
人
観
光
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
融

合
」、「
混
雑
を
避
け
つ
つ
高
い
知
的
欲
求
を

満
た
せ
る
体
験
の
提
供
」
を
目
的
に
、
京
都

市
の
認
定
を
受
け
た
ガ
イ
ド
団
体
で
あ
る

「
京
都
市
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ホ
ス
ト
」
や
、
京
都

市
内
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
の
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
で
構
成
さ
れ
る
「
京
都
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
研
究
会
」
と
い
っ
た
、
京
都
の

文
化
に
精
通
し
た
目
利
き
の
ア
ド
バ
イ
ス
の

も
と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
本
当
に
響
く
商

品
造
成
を
支
援
し
ま
す
。
地
元
金
融
機
関
で

も
あ
る
京
都
信
用
金
庫
と
の
連
携
事
業
で
も

あ
る
た
め
、
専
門
家
に
よ
る
事
業
の
採
算
性

に
係
る
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
付
帯
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
の
あ

り
方
を
考
え
る
業
界
交
流
会
「
京
都
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
カ
フ
ェ
」
も
定
期
開
催
し
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
切
れ
て
し
ま
っ
た
事
業
者
同
士

の
交
流
の
場
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

  

|
I
C
T
を
活
用
し
た
取
り
組
み
は
あ
る

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
発
を
回
避
す

る
た
め
に
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
開
発
の
手
法
を

確
立
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

京
都
へ
の
関
心
が
高
い
方
々
と
の
関
係
を
可

視
化
し
、
こ
れ
を
分
析
し
て
、
さ
ら
に
関
係

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
日
本

人
観
光
客
に
対
し
て
は
、
事
前
予
約
で
旅
行

商
品
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
方
を
対
象
に

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
配
信
し
、
再
来
訪
率
を

向
上
さ
せ
る
手
法
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
や

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
対
象
に
、
同
様
の
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
京
都
は
非
常
に
多
様
な
客
層
が
訪
れ
る

観
光
地
だ
と
思
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
絞
り
込
ん
で
い
く
と
い

う
考
え
で
し
ょ
う
か
。
京
都
を
よ
り
深
く
理

解
し
て
く
れ
る
人
を
呼
び
た
い
と
い
う
意
識

が
う
か
が
え
ま
し
た
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　物
見
遊
山
の
初
心
者
も
い
れ
ば
、
地
元
民

よ
り
京
都
に
詳
し
い
方
ま
で
様
々
で
す
が
、

誰
し
も
最
初
は
初
心
者
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

そ
ん
な
初
心
者
が
京
都
の
奥
深
い
魅
力
に
気

づ
く
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
て
い
る
の

は
、
知
的
好
奇
心
が
高
く
、
地
元
文
化
を
理

解
し
て
尊
重
し
て
く
れ
る
、
文
化
度
の
高
い

人
た
ち
で
す
。
財
政
的
に
も
労
力
的
に
も
資

源
が
限
ら
れ
る
な
か
で
は
、
こ
う
い
っ
た

方
々
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
い
く
こ
と

で
、
効
果
的
に
京
都
へ
の
関
心
を
高
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
今
後
、
Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と

い
わ
れ
る
層
が
旅
行
の
中
心
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
若
者
に
対
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　神
社
仏
閣
を
は
じ
め
、
年
齢
や
経
験
を
重

ね
な
け
れ
ば
価
値
を
理
解
し
に
く
い
観
光
地

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
京
都
は
特
に
国
内
市
場

に
お
い
て
半
世
紀
以
上
前
か
ら
シ
ニ
ア
層
に

支
持
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、

誰
し
も
修
学
旅
行
で
一
度
は
京
都
を
訪
れ
、

大
学
時
代
を
京
都
で
過
ご
し
た
こ
と
が
あ
る

人
が
多
い
と
い
う
一
面
も
あ
り
ま
す
。「
京

都
国
際
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
フ
ェ
ア
」
や
「
京

都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
な
ど
の
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
も
発
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
若
年
層
向
け
の
取
り
組
み
は
成
果
を
上

げ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
問
題
な
の
は
、
そ

の
後
の
世
代
で
す
。
京
都
は
子
連
れ
の
観
光

地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
弱
い
た
め
、
ど
う

し
て
も
子
持
ち
世
代
の
旅
行
先
と
し
て
選
ば

れ
に
く
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

京
都
観
光
に
と
っ
て
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
上

の
最
重
要
課
題
は
、
若
年
層
と
い
う
よ
り
も

次
世
代
の
子
供
た
ち
が
含
ま
れ
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
へ
の
対
応
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
こ
が
欠
落
し
て
い
る
と
、
長
い
人
生

の
な
か
で
の
京
都
と
の
つ
な
が
り
が
一
度
全
て

リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
い
、
シ
ニ
ア
に
な
っ
て

京
都
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
と
き
に
は
ま
た

初
心
者
に
戻
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　こ
の
場
合
、
地
域
が
取
り
う
る
戦
略
は
大

き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
得

意
な
市
場
で
あ
る
シ
ニ
ア
に
特
化
す
る
、
い

わ
ゆ
る
「
選
択
と
集
中
」
の
考
え
方
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
苦
手
な
市
場
を
補
い
「
オ
ー

ル
マ
イ
テ
ィ
ー
」
な
状
態
を
作
る
と
い
う
考

え
方
で
す
。
一
般
的
に
、
競
争
の
激
し
い
市

場
に
お
い
て
は
「
選
択
と
集
中
」
が
妥
当
な

戦
略
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
持

続
可
能
な
国
際
観
光
都
市
を
標
榜
す
る
京
都

と
し
て
は
、
誰
が
来
て
も
対
応
で
き
る
懐
の

深
い
観
光
地
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
い
つ
来
て
も
ど
の
年
代
で

も
楽
し
め
る
と
い
う
状
況
を
生
み
出
す
こ
と

が
、
観
光
客
の
再
来
訪
に
つ
な
が
り
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。特
定
の
世
代
へ
の
対
応
と
い
う
よ
り
も
、

世
代
を
超
え
て
京
都
と
の
関
係
を
維
持
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　今
年
に
入
っ
て
か
ら
補
助
金
の
申
請
を
7

〜
8
本
出
し
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
採
択
さ

れ
て
い
ま
す
。
補
助
金
の
情
報
で
す
が
、
行

政
か
ら
入
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
の
と
、
こ

の
エ
リ
ア
が
重
点
支
援
D
M
O
に
選
ば
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
観
光
庁
や
北
海
道
運
輸
局

か
ら
頻
繁
に
情
報
が
入
っ
て
き
ま
す
。
個
人

と
し
て
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広
げ
て
い
る

の
で
、
こ
の
筋
か
ら
も
情
報
を
得
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
ね
。

　一
方
、
地
域
や
観
光
協
会
の
収
入
の
仕
組

み
構
築
も
考
え
て
い
ま
す
。
倶
知
安
町
で
は

宿
泊
税
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
は

別
に
旅
先
納
税
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。
旅
先
納
税
と
は
、
倶
知
安
町
に
訪
れ
た

際
に
そ
の
場
で
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
行
え

る
仕
組
み
で
、
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
な
く
返

礼
品
が
も
ら
え
る
従
来
の
ふ
る
さ
と
納
税
と

は
異
な
り
、
倶
知
安
町
に
訪
れ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
納
税
が
で
き
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
使
え

る
電
子
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
コ
ト
消
費
で
あ
り

外
貨
の
獲
得
に
も
あ
た
る
た
め
、
D
M
O
と

し
て
着
手
し
が
い
の
あ
る
事
業
で
す
。
こ
の

よ
う
に
収
入
源
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、

で
き
る
事
業
を
増
や
し
て
い
き
、
D
M
O
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
併
せ
て
強
化
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
倶
知
安
町
に
は
全
国
か
ら
視
察
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
が
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア

の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
が
視
察
時
に
登
壇
す

る
際
の
有
料
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
不
動
産
投
資
や
観
光
地
開
発
等
と
い
っ

た
ジ
ャ
ン
ル
別
で
ス
ピ
ー
カ
ー
を
揃
え
、
各

ス
ピ
ー
カ
ー
を
商
材
化
し
テ
ン
プ
レ
ー
ト
に

ま
と
め
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
と
顧
客
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
D
M
O
が
行
い
、
講
演
料
を

折
半
し
観
光
協
会
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
い

ま
す
。
別
途
、
会
場
費
や
資
料
費
等
も
用
意

し
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
て
お
り
、
こ
れ
も

観
光
協
会
の
収
益
の
柱
に
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　観
光
協
会
の
事
業
収
入
は
職
員
の
待
遇
改

善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
北
海
道
に
は
暖
房

手
当
の
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
が
、
町
役
場
や

役
場
に
準
じ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
観
光

協
会
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
で
は
、
手
当
の
額
に

差
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
仕
事
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
採
用
面
に
も
影
響
が
出
ま
す

の
で
、
観
光
協
会
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
待
遇

の
改
善
に
向
け
た
財
源
と
し
て
も
、「
地
域

で
稼
ぐ
D
M
O
」
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
は
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
各
事
業
は
観
光
協
会
内
で
ど
の
よ
う
に

決
定
し
、実
行
さ
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　観
光
協
会
内
の
事
業
体
制
（
図
①
）
と
し

て
、
7
つ
の
部
会
を
組
成
し
て
お
り
、
各
部

を
果
た
す
こ
と
が
、
住
民
と
の
共
存
に
は
必

要
と
い
う
考
え
で
す
。
こ
れ
を
な
い
が
し
ろ

に
し
て
観
光
事
業
を
実
施
す
る
と
、「
こ
ん

な
時
期
に
何
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
住
民

か
ら
批
判
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　ま
た
、
職
域
接
種
の
会
場
に
行
け
ば
地
域

内
の
住
民
や
観
光
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
会
え

ま
す
の
で
、
こ
こ
で
関
係
性
を
強
化
し
て
い

き
ま
し
た
。
な
お
、
職
域
接
種
会
場
で
は
、

非
常
に
多
く
の
方
に
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
外
国
人
は
言
葉
の
障
害
も

あ
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会
が
乏
し
く
、
有

難
い
と
い
っ
た
ご
様
子
で
し
た
。
外
国
人
を

含
め
た
職
域
接
種
を
観
光
協
会
で
実
施
し
た

こ
と
は
先
駆
的
で
あ
り
、
そ
の
後
、
定
山
渓

や
登
別
、
洞
爺
す
す
き
の
等
、
と
い
っ
た
道

内
の
観
光
地
で
も
同
様
の
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
土
台
づ
く
り
を
ふ
ま
え
、
昨

年
10
月
か
ら
は
、
令
和
4
年
度
の
補
助
金
獲

得
に
向
け
た
準
備
を
行
い
ま
し
た
。
観
光
協

会
の
活
動
原
資
で
あ
る
倶
知
安
町
の
宿
泊
税

が
減
る
こ
と
は
確
実
で
し
た
の
で
、
活
用
可

能
な
補
助
金
を
す
べ
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、

公
示
が
出
る
前
の
事
業
を
含
め
、
早
々
に
情

報
を
収
集
し
申
請
書
を
書
き
始
め
ま
し
た
。

特
に
重
視
し
た
の
は
、①
二
次
交
通
、②
倶
知

安
町
と
ニ
セ
コ
町
の
圏
域
を
ま
た
が
る
連
携

事
業
、③
M
I
C
E
で
す
。①
二
次
交
通
は
、

ひ
ら
ふ
エ
リ
ア
の
循
環
車
両
を
ス
キ
ー
シ
ー

ズ
ン
に
運
行
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
①
と
②

に
ま
た
が
り
ま
す
が
、
北
海
道
観
光
振
興
機

構
の
D
M
O
向
け
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
用

い
、
令
和
4
年
度
の
夏
場
に
倶
知
安
町
と
ニ

セ
コ
町
を
循
環
す
る
オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
バ
ス

（
ス
カ
イ
バ
ス
）
を
運
行
し
ま
し
た
。
ス
カ

イ
バ
ス
は
、
屋
根
の
な
い
バ
ス
で
移
動
を
し

な
が
ら
、
G
P
S
と
連
動
し
た
自
動
音
声
と

地
元
の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
案
内
を
行
い
な
が

ら
運
行
す
る
も
の
で
、
自
動
音
声
は
日
本
語

と
英
語
を
用
意
し
、
合
間
で
地
域
の
ト
ピ
ッ

ク
を
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が
話
す
形
態
の
二
次
交

通
兼
、
ニ
セ
コ
を
楽
し
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
で

す
。
赤
色
の
車
両
で
運
行
し
て
お
り
、
運
行

前
は
ニ
セ
コ
の
景
色
に
合
う
か
不
透
明
で
し

た
が
、運
行
開
始
後
は
、「
街
が
明
る
く
な
り
、

わ
か
り
や
す
く
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
」
と
地
域

や
観
光
客
か
ら
非
常
に
評
判
が
良
か
っ
た
で

す
。
ス
カ
イ
バ
ス
は
い
ず
れ
宿
泊
税
を
原
資

に
し
て
運
行
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い

ま
す
。
宿
泊
事
業
者
か
ら
す
れ
ば
、
税
を
代

理
徴
収
さ
せ
ら
れ
て
い
る
中
で
、
こ
の
よ
う

な
シ
ン
ボ
ル
の
存
在
は
、
税
が
何
に
使
わ
れ

て
い
る
か
が
わ
か
り
や
す
く
可
視
化
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
今
回
の
運
行
で
は
住
民
の
利
用

比
率
が
3
割
程
度
あ
り
ま
し
た
。
観
光
事
業

の
実
施
や
宿
泊
税
の
徴
収
の
結
果
、
公
共
交

通
を
担
う
住
民
の
移
動
の
足
と
し
て
も
貢
献

す
る
と
い
っ
た
仕
組
み
づ
く
り
に
も
な
り
得

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、③
M
I
C
E
で
す
が
、
水
際
対
策

に
よ
っ
て
昨
年
の
私
の
就
任
当
初
の
時
期
か

ら
、
企
業
等
か
ら
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
訪
問

の
問
い
合
わ
せ
が
非
常
に
多
く
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
ニ
セ
コ
に
は
特
に
グ
リ
ー
ン

シ
ー
ズ
ン
の
M
I
C
E
商
材
が
な
い
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。ニ
セ
コ
は
パ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ

ト
等
、
最
近
オ
ー
プ
ン
し
た
ホ
テ
ル
が
多
々

あ
る
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
大
々
的
に
で
き
て
お
ら

ず
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
の
様
子
と

い
っ
た
、
人
が
賑
わ
っ
て
い
る
「
絵
」
が
な
い

状
況
で
し
た
。
商
材
化
の
た
め
に
は
こ
れ
が

必
要
な
た
め
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
や
ホ
テ
ル
、

ヴ
ィ
ラ
を
活
用
し
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
コ
ン

テ
ン
ツ
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
造

成
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
売
り
出
す
た

め
の
画
像
や
映
像
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
商
材
と
し
、
来

年
の
誘
客
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
補
助
金
を
非
常
に
効
果
的
に
、
戦
略
的

に
活
用
し
て
い
る
の
だ
、
と
お
聞
き
し
て
実

感
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
補
助
金
の
情
報
と

い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
に
入
手
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

催
す
る
業
務
執
行
理
事
会
に
諮
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
現
在
の
事
業
は
す
べ
て
、
令
和

元
年
度
に
策
定
し
た
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
2
0
2
0
〜
2
0
3
1
）
に

紐
づ
け
て
い
ま
す
。部
会
ご
と
に
事
業
計
画
・

評
価
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
位
置
づ
け
と
の
関
係
を
明
確
に
す
る
と
と

も
に
、
目
的
や
概
要
、
実
施
方
法
、
年
度
ご

と
の
予
算
、
用
い
る
財
源
を
見
え
る
化
す
る

こ
と
で
、
事
業
の
評
価
を
わ
か
り
や
す
く
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
策
定
し
た
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
紐
づ
け
て
事
業
を
行
う
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
す
。
各
年
の
ト
レ
ン
ド
を

追
う
ば
か
り
で
は
、
D
M
O
と
し
て
の
役
割

が
ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
事
業
も
絵
に
描

い
た
餅
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。ま
た
、

観
光
協
会
内
部
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
入
れ
替

わ
っ
て
も
、
組
織
と
し
て
し
っ
か
り
機
能
す

る
う
え
で
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
、
日
本
で
は

徐
々
に
水
際
対
策
を
緩
和
し
、
近
い
将
来
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
本
格
的
に
来
客
さ
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
来
る

べ
き
時
期
に
向
け
て
、
地
域
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
や
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　今
お
話
し
し
て
き
た
ス
カ
イ
バ
ス
や

M
I
C
E
コ
ン
テ
ン
ツ
の
取
り
組
み
は
国
内

向
け
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
実
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
客
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ス
カ
イ
バ
ス
で
い
え
ば
、
来
年
度

は
英
語
に
加
え
て
ス
ペ
イ
ン
語
や
タ
イ
語
、

中
国
語
な
ど
も
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
グ

リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
は

ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
大
き
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
M
I
C
E
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
に
焼
き
直
し
が
で
き
る
よ
う
に

造
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　個
人
的
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入

れ
は
徐
々
に
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
い
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
急
に
大
量
の
受
け
入
れ
を

行
う
と
、
供
給
側
の
人
材
確
保
が
追
い
付
か

ず
、
こ
れ
が
質
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
後
々

の
観
光
客
の
満
足
度
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
段
階
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ

る
こ
と
で
、
供
給
を
慣
れ
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
観
光
協
会
に
と
っ
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

の
昨
年
や
今
年
の
取
り
組
み
は
、
再
び
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、
ど
の

よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　就
任
し
て
す
ぐ
に
行
っ
た
職
域
接
種
が
、

再
起
動
に
向
け
た
「
最
初
の
準
備
」
で
し
た
。

そ
こ
か
ら
去
年
は
色
ん
な
事
業
の
タ
マ
を
仕

込
み
、現
在
は
そ
の「
仕
込
み
」が
実
り
、様
々

な
「
事
業
」
が
動
き
出
し
て
い
る
状
況
で
す
。

仕
込
み
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
カ
イ
バ

ス
事
業
で
の
ニ
セ
コ
町
と
の
地
域
連
携
も
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
で
す
。
そ

れ
ほ
ど
、
地
域
連
携
と
い
う
の
は
時
間
や
労

力
を
要
す
る
も
の
で
、
通
常
で
あ
れ
ば
実
施

は
困
難
な
も
の
で
す
。
実
は
こ
れ
ま
で
は
ニ

セ
コ
町
と
倶
知
安
町
の
連
携
は
あ
ま
り
多
く

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ス
カ
イ
バ
ス
事
業
の

前
段
で
今
年
3
月
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
日

本
観
光
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
ブ
ー
ス
に
両
町
共

同
で
出
展
を
行
い
、D

isco
ver N

iseko

と
い
う
名
前
で
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
あ
り
、
今
回
の
ス
カ
イ
バ
ス

事
業
で
、
旅
行
者
に
見
え
る
形
で
の
連
携
も

深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
意
識
し
て
い
る
地
域

は
、
コ
ロ
ナ
禍
中
も
、
旅
行
者
と
の
関
係
性

を
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
や
情
報
発
信
に
注
力
し
が
ち
の
よ
う
に
思

い
ま
す
が
、
本
日
の
お
話
を
伺
い
、
コ
ン
テ

ン
ツ
を
し
っ
か
り
つ
く
る
こ
と
を
特
に
意
識

さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
印
象
的
で
し
た
。

お
考
え
と
し
て
は
、ニ
セ
コ
の
特
性
と
し
て
、

開
国
し
た
際
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
お
の
ず
と

来
客
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
際
に
し
っ
か
り
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
夏
、
冬
含

め
て
、
今
し
っ
か
り
準
備
さ
れ
て
い
る
っ
て

い
う
ご
認
識
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
ね
。
い
い
意
味
で
、
旅
行
者
視

点
で
ト
レ
ン
ド
を
捉
え
た
企
画
を
つ
く
れ

ば
、
ど
ん
な
国
籍
や
人
種
の
方
で
も
横
展
開

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
外
国
人
が
楽
し
む
風

景
も
イ
メ
ー
ジ
に
入
れ
な
が
ら
、
コ
ン
テ
ン

ツ
を
ど
ん
ど
ん
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

|
職
域
接
種
と
い
う
住
民
の
信
頼
を
意
識

し
た
取
り
組
み
で
土
台
を
作
り
、
コ
ロ
ナ
禍

だ
か
ら
こ
そ
実
施
で
き
た
様
々
な
取
り
組
み

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
日
は
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
16
日
／
聞
き

手
：
観
光
政
策
研
究
部
・
江
﨑
貴
昭
、
菅
野

正
洋
）

い
と
い
う
特
徴
も
あ
り
、
良
い
方
向
に
変
化

す
る
沖
縄
観
光
を
目
指
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の
懸
念
点
は
人
材
流
出

で
す
。
O
C
V
B
で
も
二
つ
の
事
業
所
を

持
っ
て
お
り
、
プ
ロ
パ
ー
職
員
だ
け
で
は
手

が
回
ら
な
い
た
め
、
非
常
勤
職
員
を
採
用
し

て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
応
募
者
が
集
ま
ら

な
い
状
況
で
す
。

　ホ
テ
ル
や
観
光
施
設
も
同
じ
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
沖
縄
に
と
っ
て
観
光
が
重
要
な

産
業
だ
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、

人
材
を
い
か
に
確
保
し
て
い
く
か
が
重
要
で

す
。夢
の
あ
る
仕
事
と
い
う
共
通
認
識
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
中
長
期
的
に
は
デ
ジ
タ
ル

化
、
観
光
D
X
を
進
め
て
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
視
点
と
な
り
ま

す
。
I
T
系
事
業
者
が
入
居
す
る
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
中
に
ホ
テ
ル
を
整
備

し
、
実
際
に
顧
客
を
受
け
入
れ
て
、
ロ
ボ
ッ

ト
化
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
な
ど
の
様
々
な

実
証
実
験
を
実
施
す
る
計
画
が
あ
り
、
観
光

D
X
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
観
光
に
お
け
る
実
践
教
育
を
強
化

し
て
現
場
に
人
材
を
輩
出
す
る
取
り
組
み
も

進
ん
で
い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
、
沖
縄
高
専

に
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
5
年
間
で
、
機
械
、
情
報
、

環
境
技
術
な
ど
を
学
ぶ
と
と
も
に
観
光
に
つ

い
て
も
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
理
系
の
学

生
が
観
光
を
学
び
、
観
光
関
連
企
業
に
入
社

し
て
く
れ
れ
ば
、
質
の
高
い
観
光
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　当
面
は
国
内
観
光
を
中
心
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
将
来
的

に
は
や
は
り
国
際
観
光
を
大
き
く
伸
ば
し
て

い
く
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
非
常
に
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
前
述
の
通
り
、
そ
の
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
済
ん
で
い
ま
す
し
、
数
年
後

に
は
新
し
い
魅
力
を
持
っ
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク

開
業
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
沖
縄
観
光
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
く
評
価
し
た
県
外
、
国
外

か
ら
の
投
資
の
動
き
が
あ
る
の
も
事
実
で

す
。
そ
の
意
味
で
は
、
沖
縄
観
光
の
未
来
は

非
常
に
明
る
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
が
あ
っ
た
か
ら
、
も
う
観
光
の

可
能
性
が
な
く
な
っ
た
と
見
て
い
る
人
は
誰

も
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
観
光

客
が
久
し
ぶ
り
に
沖
縄
に
旅
行
に
い
ら
し
た

際
に
、
満
足
し
て
頂
け
る
対
応
を
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
の
で
、
今
が
頑
張
り
ど
こ
ろ
と

考
え
て
い
ま
す
。

|
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
4
日
／
聞
き

手
：
観
光
政
策
研
究
部
・
菅
野
正
洋
）

|
2
0
2
1
年
度
か
ら
2
0
2
2
年
度
に

か
け
て
の
京
都
観
光
は
ど
の
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
発
令
時
に
は
、
市

内
主
要
ホ
テ
ル
に
お
け
る
客
室
稼
働
率
は

5
・
8
％
ま
で
下
が
り
底
を
打
ち
ま
し
た
。

現
在
は
50
%
く
ら
い
ま
で
戻
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
80
%
を
超
え
て

当
た
り
前
、
高
い
時
に
は
95
%
に
達
し
て
い

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
ま
だ
ま
だ
足
り
ま
せ

ん
。
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
を
見
据
え

て
京
都
に
進
出
し
て
き
た
事
業
者
の
み
な
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
物
足
り
な
い
数
字
と
評
価

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
入
国
が
団
体
客

に
制
限
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
、
京
都
観
光

へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
だ
ま
だ
様

き
た
と
い
う
状
況
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
2
年
間
、
直
行
便
が
な
く
な
っ
た
こ

と
で
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
一
方
で
、
国

内
に
い
る
外
国
人
が
旅
行
に
来
て
い
る
状
況

も
あ
り
、
大
使
館
な
ど
、
国
内
に
立
地
し
て

い
る
海
外
の
機
関
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を

し
っ
か
り
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
各
国
に
駐
在
員
を
置
い
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
2
年
間
は
そ
う
い
っ
た
現
地
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
現

地
で
開
催
さ
れ
る
観
光
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
駐

在
員
が
参
加
す
る
と
い
っ
た
活
動
を
オ
ン
ラ

イ
ン
と
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　も
と
も
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、

沖
縄
の
訪
日
外
国
人
の
8
割
は
個
人
客
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
の
よ
う
に
団
体

限
定
で
、
ビ
ザ
が
必
要
な
現
状
で
は
、
す
ぐ

に
観
光
客
が
戻
る
と
い
う
状
況
は
現
実
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　沖
縄
は
台
湾
か
ら
の
来
訪
が
一
番
多
い
状

況
で
し
た
の
で
、
経
済
界
も
台
湾
と
の
早
期

の
交
流
再
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
日
本
政

府
と
台
湾
政
府
の
双
方
の
規
制
緩
和
の
状
況

を
見
な
が
ら
、
す
ぐ
に
連
携
で
き
る
態
勢
を

取
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　国
際
ク
ル
ー
ズ
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
よ

う
に
買
い
物
の
た
め
だ
け
に
寄
港
し
て
数
時

間
滞
在
し
て
い
く
よ
う
な
形
は
県
民
の
理
解

を
得
に
く
い
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中

で
、
ク
ル
ー
ズ
船
を
受
け
入
れ
て
い
た
市
町

村
と
O
C
V
B
と
地
域
の
観
光
協
会
が
一
緒

に
な
っ
て
、
国
際
ク
ル
ー
ズ
の
再
開
を
目
的

と
し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

|
コ
ロ
ナ
禍
は
未
曾
有
の
危
機
と
も
い
え

ま
す
が
、
危
機
管
理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
2
年
余
り
、
地
震
や
津
波
等
を
含
め

た
基
本
的
な
危
機
管
理
に
つ
い
て
訓
練
等
を

通
じ
て
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
十
分
に
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
や
は
り
基
本
的

な
意
識
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と

で
、
危
機
管
理
体
制
運
用
の
た
め
の
図
上
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　こ
こ
に
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を
ど
う
盛
り
込

む
の
か
と
い
う
点
は
、
観
光
の
分
野
を
超
え

る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　危
機
管
理
は
観
光
地
と
し
て
の
質
の
高
さ

を
示
す
一
つ
の
側
面
で
す
か
ら
、
も
う
少
し

状
況
が
落
ち
着
い
た
ら
、
こ
の
間
の
コ
ロ
ナ

対
策
を
検
証
し
て
、
感
染
症
対
策
も
含
め
て

危
機
管
理
体
制
を
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
で
期
待
さ
れ
る
新
た
な
市
場

と
し
て
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
意
味
全
国
ど
こ

で
も
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
の
た
め
、
沖
縄

と
し
て
の
優
位
性
を
ど
う
作
れ
る
か
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
「
沖
縄
リ
ゾ
ー
ト
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

観
光
は
観
光
業
界
だ
け
で
取
り
組
む
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
大
学
、
行
政
、
医
療
、
金
融

機
関
と
の
連
携
が
大
事
だ
と
考
え
て
議
論
に

加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
と
、
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
持
っ
て
仕
事
を
し
、
あ
と
は
プ
ー

ル
サ
イ
ド
で
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
…
…
み
た
い

な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
ね
。
確
か
に
そ
れ

は
リ
ゾ
ー
ト
型
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ

の
形
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
学
は
ス
タ

デ
ィ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り
学
び
と
滞
在

と
い
う
視
点
で
、
ま
た
金
融
機
関
は
商
談
会

や
企
業
誘
致
に
代
表
さ
れ
る
産
業
振
興
の
視

点
で
考
え
て
も
ら
う
と
す
れ
ば
議
論
と
し
て

は
面
白
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　沖
縄
に
お
け
る
滞
在
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
増
や
す
取
り
組
み
の
結
果
の
一
つ
の
形
が

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
り
す
る
わ
け
で
す
。

|
改
め
て
振
り
返
る
と
、
こ
の
1
年
半
は

ど
う
い
っ
た
期
間
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
今
後
の
見
通
し
は
捉
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
1
年
半
は
、
原
点
に
立
ち
戻
り
、
本

来
沖
縄
が
目
指
し
て
い
た
も
の
を
見
つ
め
直

す
期
間
に
な
っ
た
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
勢
の
人
に
来
て
も
ら
う
こ
と
以
上
に
、
質

の
充
実
を
図
ら
な
い
と
観
光
地
と
し
て
選
ば

れ
な
い
と
い
う
認
識
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
生
じ
た
観
光
ス
タ
イ
ル
の
変
化

と
い
う
の
は
、
様
々
な
方
が
指
摘
し
て
い
ま

す
が
、
人
間
は
そ
こ
ま
で
急
に
は
変
わ
れ
な

い
部
分
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　イ
ベ
ン
ト
で
人
を
集
め
、
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
な
が
ら
楽
し
ん
で
も
ら
い
つ
つ
、
新

し
い
滞
在
の
形
と
し
て
環
境
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
つ
く
っ
て
い
く
方
向
性
を
目
指
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

　一
気
に
量
を
追
求
す
る
取
り
組
み
を
や
め

て
し
ま
う
と
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

極
端
な
方
向
に
振
れ
が
ち
で
す
。
沖
縄
は

島と
う

嶼し
ょ

型
の
経
済
圏
と
し
て
、
そ
う
い
っ
た
変

化
が
顕
著
に
出
や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
統
計
的
な
数
値
は
整
備
し
や
す

だ
け
で
な
く
、
質
の
高
い
観
光
地
を
も
目
指

す
中
で
は
、
量
的
な
拡
大
、
回
復
を
目
指
す

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
る
程
度
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

|
数
だ
け
で
な
く
質
も
と
い
う
の
は
、
前

回
の
本
誌
取
材
（
2
4
7
号
：
2
0
2
0
年

11
月
発
刊
）
の
際
に
も
言
及
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
そ
の
後
の
取
り
組
み
に
も
色
濃

く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
の
通
り
で
す
。
た
だ
そ
の
一
方
で
ま
だ

十
分
で
な
い
の
が
、
他
産
業
と
の
連
携
強
化

に
よ
る
地
域
経
済
循
環
率
の
向
上
で
す
。
観

光
は
総
合
産
業
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
農

業
や
製
造
業
と
の
連
携
を
深
め
て
観
光
を
伸

ば
す
こ
と
で
、
産
業
連
関
の
中
で
波
及
効
果

が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
地
元
産
品
の

利
用
頻
度
を
高
め
る
な
ど
、
地
域
に
お
金
が

落
ち
る
仕
組
み
を
重
視
す
る
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
は
、
観
光
統
計
の
質
的
向
上

も
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
沖
縄
の

統
計
指
標
は
那
覇
空
港
を
拠
点
と
し
た
圏

域
、
宮
古
圏
域
、
八
重
山
圏
域
と
い
う
三
つ

の
圏
域
で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
指
標
を
迅
速
に
把
握
し
、
提
供
で

き
る
か
は
ま
だ
ま
だ
課
題
で
す
。

　2
0
2
0
年
度
の
沖
縄
県
の
G
D
P
は
前

年
度
比
マ
イ
ナ
ス
9
・
6
％
で
し
た
。
全
国

的
に
は
マ
イ
ナ
ス
4
％
台
で
し
た
が
、
な
ぜ

沖
縄
県
が
こ
れ
だ
け
落
ち
込
み
が
大
き
い
か

と
い
え
ば
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
観
光
へ
の
打

撃
が
大
き
か
っ
た
か
ら
で
す
。
沖
縄
観
光
の

重
要
性
を
様
々
な
視
点
で
数
字
で
示
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

|
O
C
V
B
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

「
エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
」
も
、
質
の
高
い
観
光

地
と
し
て
目
指
す
旅
行
の
姿
の
ひ
と
つ
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
は
環
境
と
地
域
を
意

識
し
た
取
り
組
み
で
、
大
き
な
く
く
り
で
い

え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
。

必
ず
し
も
新
し
い
発
想
で
は
な
く
、
沖
縄
の
よ

う
な
観
光
地
で
は
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可

能
な
観
光
は
、
当
た
り
前
の
基
本
方
針
で
す
。

　地
域
の
資
源
が
有
限
で
あ
る
以
上
、
環
境

に
配
慮
し
、地
域
文
化
も
理
解
す
る
こ
と
で
、

観
光
客
と
地
域
住
民
の
双
方
が
満
足
で
き
る

結
果
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　量
的
な
拡
大
を
図
る
べ
き
と
い
う
意
見

と
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換
を
意
識
す
べ
き
と

い
う
意
見
が
あ
り
、
県
民
か
ら
も
、
観
光
推

進
は
大
事
だ
が
必
ず
し
も
自
分
た
ち
の
生
活

の
豊
か
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
意

見
が
徐
々
に
出
て
き
て
い
ま
す
。

　ハ
ワ
イ
州
観
光
局
（H

aw
aii T

o
u
rism

 

A
u
th
o
rity

：H
T
A

）
で
は
毎
年
住
民
に
対

し
て
感
情
調
査
を
行
い
、
観
光
を
支
持
す
る

住
民
の
比
率
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク

時
で
8
割
が
観
光
を
支
持
し
て
い
た
も
の

が
、
最
新
の
調
査
結
果
で
は
地
域
に
よ
っ
て

6
割
程
度
ま
で
落
ち
て
い
ま
す
。
地
元
住
民

に
支
持
さ
れ
な
い
観
光
に
持
続
性
が
あ
る
の

か
と
い
う
話
で
す
。

　マ
ー
ケ
ッ
ト
側
の
変
化
に
対
応
す
る
際
に

も
、
沖
縄
の
自
然
と
文
化
を
大
事
に
す
べ
き

と
す
る
立
ち
位
置
に
戻
る
と
い
う
の
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
、
あ
る
意
味
必
然
性
が
あ
り
ま
し
た
。

　沖
縄
県
で
は
、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て「B

e.O
kinaw

a

」

を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
、
美
し
い

自
然
と
優
し
い
人
に
囲
ま
れ
て
、
本
来
の
自

分
を
取
り
戻
し
て
い
く
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
に
と
っ
て
、
今
再
び
立

ち
返
る
べ
き
考
え
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

|
一
般
的
に
、
若
い
世
代
の
方
は
こ
う

い
っ
た
エ
シ
カ
ル
さ
を
有
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
観
光
産
業
が
厳
し
い
状
況
に

あ
る
中
で
は
、
消
費
単
価
が
高
い
客
層
を
誘

客
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　産
業
の
事
業
者
に
も
そ
う
い
っ
た
意
識
は

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
経
営
面
の
体
力
に

よ
っ
て
優
先
順
位
に
差
が
生
じ
る
こ
と
が
問

題
で
す
。
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、

単
価
の
高
い
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
事
業
者
が
あ
る
一
方
で
、
ま
ず
観
光

客
に
来
て
も
ら
う
こ
と
に
注
力
せ
ざ
る
を
得

な
い
事
業
者
も
い
ま
す
。

　だ
か
ら
と
い
っ
て
、
単
価
を
大
幅
に
下
げ

て
顧
客
を
取
り
込
む
ス
タ
イ
ル
は
、
沖
縄
観

光
の
ブ
ラ
ン
ド
を
毀
損
し
ま
す
。
宿
泊
施
設

を
例
に
と
る
と
、
沖
縄
は
民
宿
や
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
か
ら
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
ま
で
幅
が
広
い

の
が
特
徴
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
中
で
単
価
を
維
持
も
し
く
は
向
上

さ
せ
、
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
ら
れ
る
と
よ

い
と
思
い
ま
す
。

　質
の
高
い
体
験
を
し
た
い
、
地
域
の
環
境

保
全
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
傾
向
は
、
確
か

に
若
い
人
た
ち
に
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す

が
、ま
だ
デ
ー
タ
で
示
し
切
れ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
、
エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
に
適
応
す
る
事

業
者
側
か
ら
そ
の
状
況
を
数
値
化
で
き
な
い

か
、
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入
れ
に
向
け
て

は
、
海
外
と
繋
い
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
を
行
っ
て

|
2
0
2
1
年
度
か
ら
2
0
2
2
年
度
に

か
け
て
の
沖
縄
観
光
は
ど
の
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　2
0
2
1
年
度
の
入
域
観
光
客
数
は

3
2
8
万
9
7
0
0
人
で
し
た
。
2
0
2
0

年
度
が
2
5
8
万
人
で
し
た
の
で
、
一
部
回

復
し
て
は
い
ま
す
が
、
や
は
り
緊
急
事
態
宣

言
な
ど
の
期
間
が
長
く
、
実
績
と
し
て
国
内

が
前
年
度
比
45
％
、
国
内
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
合
わ
せ
た
全
体
だ
と
33
％
と
本
当
に
厳
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
以
前
の
よ
う
な
急
激
に
旅
行
マ
イ

ン
ド
が
下
が
る
よ
う
な
状
況
に
は
な
ら
な
い

と
見
て
お
り
、
現
時
点
で
は
国
内
の
観
光
客

は
2
0
1
9
年
度
比
で
8
割
ほ
ど
ま
で
戻
っ

て
き
て
い
る
と
見
て
い
ま
す
。
た
だ
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
は
ゼ
ロ
の
状
況
で
す
の
で
、
現
時
点

で
は
国
内
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　2
0
2
2
年
度
の
入
域
観
光
客
数
は
、
国

内
は
約
5
8
0
万
人
を
目
標
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。
前
年
度
の
倍
と
ま
で
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
着
実
に
回
復
を
目
指
す
目
標
と
し
て

設
定
し
て
い
ま
す
。

　国
際
線
の
再
開
も
視
野
に
入
れ
、
海
外
の

観
光
客
は
20
万
人
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

あ
る
程
度
の
量
の
回
復
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
の
一
定
の
数
字
が
必
要
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
、
国
内
と
海
外
含
め
て
6
0
0
万
人
を

目
標
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　2
0
2
2
年
9
月
ま
で
の
上
半
期
で

2
9
0
万
人
と
い
う
状
況
な
の
で
、
あ
な
が

ち
こ
の
目
標
達
成
は
不
可
能
で
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
海
外
か
ら
の
観
光

客
20
万
人
は
ま
だ
見
通
せ
な
い
状
況
で
す
。

も
と
も
と
ビ
ジ
ネ
ス
や
留
学
生
の
需
要
が
少

な
い
沖
縄
に
と
っ
て
は
、
今
の
制
約
の
中
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
本
格
回
復
は
難
し
い
と

い
う
の
が
現
状
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　沖
縄
で
は
2
0
2
0
年
に
那
覇
空
港
の
第

二
滑
走
路
が
整
備
さ
れ
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
第

二
バ
ー
ス
も
完
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
玄
関
口
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

十
分
整
っ
て
い
ま
す
し
、
宿
泊
施
設
の
客
室

数
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
右
肩
上
が
り
の
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
単
に
観
光
客
数
が
戻
る

※
1

会
に
業
務
執
行
理
事
を
配
置
し
、
部
会
ご
と

に
事
業
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
事
業
の
企
画

も
各
部
会
で
検
討
し
、
年
間
約
10
回
程
度
開

21
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（
略
歴
）1
9
9
0
年
J
T
B
北
海
道
入
社
、
岩
見
沢
支
店
、
滝

川
支
店
、
苫
小
牧
支
店
、
釧
路
支
店
、
北
海
道
国
内
商
品
事
業
部
、

本
社
市
場
開
発
室
に
勤
務
す
る
。
2
0
0
6
年
よ
り
2
年
間
白
老
町
観
光
戦
略
室
長
と
し
て

行
政
出
向
し
、
観
光
振
興
、
地
域
づ
く
り
に
携
わ
る
。
2
0
1
2
年
にJTB H

aw
aii,Inc.

へ
転
籍
。M

ICE

、Com
m
unity Relations

、
ホ
ノ
ル
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
財
団
に
従
事
。

2
0
2
1
年
5
月
に
帰
国
し
、
現
職
。

鈴
木
紀
彦
氏

一
般
社
団
法
人
倶
知
安
観
光
協
会 

事
務
局
長

住
民
の
信
頼
を
重
視
し
た

各
種
事
業
を
展
開

事
例
❸ 

倶
知
安
町

風
や
、
低
賃
金
や
雇
用
の
不
安
定
さ
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
観
光
業
界
で
は
人
材
確

保
が
難
し
い
と
い
う
課
題
を
解
消
す
る
た
め

に
、
2
0
1
8
年
に
導
入
が
始
ま
っ
た
宿
泊

税
を
財
源
に
し
て
、
従
業
員
向
け
の
研
修
事

業
に
注
力
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
3
月
に
刷
新
さ
れ
た
「
京
都
観

光
振
興
計
画
」
で
は
、
以
前
の
計
画
に
は
な

か
っ
た
「
担
い
手
の
活
躍
支
援
」
が
5
本
の

柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
よ
り
一
層

強
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
新
た
に
打
ち
出
し

た
り
、
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
を
し
た
部
分
は
あ

る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
近
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
京
都
観
光
を
持

続
可
能
に
し
て
い
く
た
め
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
し
っ

か
り
と
打
ち
出
し
て
、
そ
れ
に
合
っ
た
商
品

開
発
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
回
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
、
準
備
期
間
が
あ
る
な
か
で
、
改
め
て
自

分
た
ち
の
や
っ
て
き
た
こ
と
を
見
つ
め
直
そ

う
と
い
う
動
き
で
す
。

　し
か
し
、
事
業
者
さ
ん
か
ら
は
「
京
都
は

昔
か
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
こ
と
を
や
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
」
と
い
う
反
応
が
多
い
で
す
。

「
一
見
さ
ん
お
断
り
」
と
い
う
言
葉
の
印
象

が
強
く
、
閉
鎖
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る

こ
と
が
多
い
京
都
の
街
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一
方
で
ず
っ
と
多
く
の
観
光
客
に
訪
れ
て
い

た
だ
け
た
こ
と
で
、
L
G
B
T
Q
や
ベ
ジ
タ

リ
ア
ン
、
ム
ス
リ
ム
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
お
持
ち
の
方
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
々
を
受

け
入
れ
て
い
く
こ
と
が
当
然
の
も
の
と
し
て

根
付
い
て
い
る
街
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
京
都
人

の
気
質
と
し
て
「
自
分
た
ち
は
昔
か
ら
や
っ

て
い
る
の
で
、
流
行
に
乗
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
た
く
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
外
国
人

に
対
し
て
は
、
そ
う
い
う
気
概
は
分
か
り
や

す
く
発
信
し
な
け
れ
ば
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
変

に
安
っ
ぽ
く
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
な
が

ら
も
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
に
改
め
て

き
ち
ん
と
光
を
当
て
直
す
、
と
い
う
ス
タ
ン

ス
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
会
員
向
け
の
情
報
発
信
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
市
内
主
要
ホ
テ
ル

の
ご
協
力
の
も
と
、
過
去
数
年
分
の
予
約
状

況
や
実
際
の
稼
働
率
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
3

カ
月
先
ま
で
の
稼
働
率
の
予
測
値
の
発
表
を

始
め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
こ
れ
か

ら
ど
う
な
る
か
不
安
だ
と
い
う
お
声
に
応
え

る
た
め
に
は
、
将
来
的
な
見
通
し
を
示
す
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
た
た
め
で
す
。最
近
は
、

こ
れ
ま
で
の
月
単
位
の
調
査
に
加
え
て
、
ほ

ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
日
単
位
の
調
査
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

直
近
の
状
況
の
把
握
や
、
曜
日
別
の
分
析
が

可
能
と
な
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
精
度
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
始
動
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　当
協
会
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
分
野
の

取
り
組
み
は
海
外
メ
デ
ィ
ア
へ
の
対
応
が
中

心
で
あ
り
、
多
い
と
き
に
は
世
界
13
都
市
に

レ
ッ
プ
を
置
き
、
海
外
現
地
の
メ
デ
ィ
ア
に

情
報
提
供
し
た
り
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
京
都

取
材
を
す
る
際
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
旅

行
需
要
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
後
も
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
協
会
の

中
心
業
務
の
一
つ
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
で
は

事
業
者
が
開
発
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
後

追
い
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
た
め
、
こ
れ

か
ら
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
先
回
り
し
て

察
知
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　そ
こ
で
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
京
都
」
と
い
う
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
観

子
見
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

　一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
外
国
人
の
比

率
が
4
〜
5
割
程
度
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
日
本
人
の
需
要
は
か
な
り
回
復
し
た

と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、G

o
 

T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は
じ
め
、
様
々
な
需

要
喚
起
策
で
恩
恵
を
受
け
た
の
は
価
格
帯
の

高
い
施
設
や
リ
ゾ
ー
ト
観
光
地
が
中
心
で

す
。
海
外
旅
行
に
行
け
な
い
代
わ
り
に

ち
ょ
っ
と
リ
ッ
チ
な
宿
に
泊
ま
り
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

街
中
の
旅
館
や
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
な
ど
は
ま

だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
か
な
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
京
都
に
と
っ
て
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
あ
る
修
学
旅
行
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
強
く
受
け
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年
は
壊

滅
的
、
2
0
2
1
年
は
多
少
回
復
し
た
も
の

の
、
例
年
の
8
割
減
と
い
う
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
ま
し
た
。
2
0
2
2
年
は
、
京
都

の
修
学
旅
行
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
5
〜

6
月
に
感
染
者
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
予

定
通
り
催
行
が
進
ん
だ
こ
と
で
一
部
の
施
設

の
稼
働
率
は
90
〜
1
0
0
％
に
達
し
て
お

り
、
も
と
も
と
激
し
か
っ
た
景
気
の
浮
き
沈

み
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
後
に
京
都
へ
進
出
す
る
宿
泊

施
設
の
動
き
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
は
将
来
的
な
回
復
を
見
越
し
て
の
投
資

と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　特
に
外
資
系
の
世
界
的
ブ
ラ
ン
ド
で
高
価

格
帯
の
施
設
に
よ
る
進
出
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
彼
ら
は
20
年
30
年
と
い
う
長
期
ス
パ

ン
で
経
営
戦
略
を
立
て
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
は
あ
く
ま
で
短
期
間
の
ブ
レ
と
捉
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
国
内
資
本
で
も
高
単

価
で
ユ
ニ
ー
ク
な
宿
が
増
え
て
お
り
、
京
都

市
内
の
宿
泊
施
設
の
多
様
性
は
格
段
に
向
上

し
て
い
ま
す
。

　一
方
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
の
簡
易
宿
所

は
、
駄
目
だ
と
思
っ
た
ら
早
々
に
見
切
り
を

つ
け
て
撤
退
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
将
来

的
に
需
要
が
回
復
す
れ
ば
再
び
参
入
す
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
柔
軟
性
が

高
い
こ
と
が
、
小
規
模
な
業
態
の
良
さ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

|
利
用
の
集
中
を
防
ぐ
分
散
化
へ
の
取
り

組
み
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ

た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　分
散
化
は
観
光
業
界
全
て
に
と
っ
て
永
遠

の
テ
ー
マ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
ろ
う
と
な
か

ろ
う
と
必
ず
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
三
密
回
避
に

資
す
る
も
の
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
と
し
て
も
必
要
な
取
り
組
み
で
し
た
。

　一
方
、
事
前
予
約
制
の
導
入
は
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
始
め
た
も
の
で
す
。以
前
ま
で
は
、

人
の
量
を
動
か
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え

の
も
と
、
基
本
は
予
約
な
し
で
O
K
と
い
う

旅
行
商
品
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
ま
た
、
京

都
の
主
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
寺
社
は
、
全

て
の
人
に
対
し
て
開
か
れ
た
場
所
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
の
も
と
、
特
定
の
人
し
か
受
け

入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
相
容
れ
な
い

立
場
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
宗
教
行
為
に

ま
つ
わ
る
個
人
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
信

教
の
自
由
に
触
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

議
論
も
あ
り
、
予
約
制
度
の
導
入
に
は
慎
重

な
判
断
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
で
、

密
を
避
け
な
が
ら
拝
観
い
た
だ
け
る
環
境
を

用
意
す
る
こ
と
や
、
感
染
者
が
出
た
場
合
の

連
絡
先
を
把
握
す
る
と
い
う
必
要
に
迫
ら
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
事
前
予
約
制

の
導
入
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
き
ま
し
た
。

|
以
前
か
ら
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
た
ま
た
ま
実
施
時
期
が
コ
ロ

ナ
禍
と
重
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
以
外
に
も
、
コ
ロ
ナ

禍
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

2
0
1
9
年
12
月
に
京
都
で
開
か
れ
た
「
第

4
回 

観
光
と
文
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際

会
議
」（
主
催
：
U
N
W
T
O
／
ユ
ネ
ス
コ
）

に
お
い
て
、
観
光
が
地
域
と
文
化
を
つ
な
ぎ

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
、
と

い
う
考
え
方
が
「
観
光
・
文
化
京
都
宣
言
」

と
し
て
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、

京
都
市
と
京
都
市
観
光
協
会
で
は
、
従
来
の

観
光
客
向
け
の
マ
ナ
ー
啓
発
だ
け
で
な
く
、

事
業
者
や
市
民
と
一
緒
に
持
続
可
能
な
観
光

を
実
現
す
る
た
め
の
行
動
を
定
め
た
も
の
と

し
て
「
京
都
観
光
行
動
基
準
（
京
都
観
光
モ

ラ
ル
）」
を
発
表
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
の

生
活
に
配
慮
し
た
行
動
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
指

す
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
に
お
い
て
も

重
要
な
観
点
で
あ
る
た
め
、積
極
的
な
周
知
・

啓
発
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
休
業
や
テ
レ
ワ
ー
ク

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
観
光
業
界
の
従
業
員
向

け
に
、
各
地
で
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
増
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
も

当
協
会
で
は
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
分
野
で
す
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

コ
ロ
ナ
禍
と
い
っ
た
観
光
業
界
に
対
す
る
逆

|
そ
の
中
で
、
観
光
協
会
と
し
て
す
べ
き

こ
と
は
何
だ
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
も
大
切
な
こ
と
は
、
各
事
業
者
が
個
々

の
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス

を
開
発
・
提
供
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

で
す
。
昔
と
比
べ
て
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
し
て
い
る
た
め
、
事
業
者
を
枠
に
は
め

て
画
一
的
な
商
品
づ
く
り
を
促
す
の
で
は
な

く
、
切
磋
琢
磨
を
促
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
サ
ー

ビ
ス
を
増
や
し
、
観
光
客
に
と
っ
て
の
選
択

肢
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

観
光
協
会
に
相
談
す
れ
ば
解
決
に
つ
な
が
る

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
つ
く

り
、
協
会
が
各
事
業
者
の
特
徴
を
把
握
し
た

う
え
で
差
別
化
や
協
業
の
支
援
を
し
て
い
く

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
に
と
ら
わ
れ
ず
、
や
る
べ
き

こ
と
を
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
着
実
に
実
行
し
て

い
る
と
い
う
お
話
に
非
常
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
9
日
／
聞
き
手
：

観
光
政
策
研
究
部
・
門
脇
茉
海
、
菅
野
正
洋
）

|
コ
ロ
ナ
禍
も
3
年
目
を
迎
え
、
段
階
的

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
解
禁
が
少
し
ず
つ
進
ん

で
い
る
中
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
訪
日

外
国
人
旅
行
者
の
主
要
な
目
的
地
と
な
っ
て

い
た
ニ
セ
コ
地
域
（
倶
知
安
町
）
に
お
け
る

D
M
O
（
観
光
推
進
組
織
）
の
お
立
場
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
取
り
組
ん
だ
事
項
等
に
つ

い
て
お
伺
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　ま
ず
は
私
自
身
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
、
2
0
2
1
年
の
6
月
に
倶
知
安
観

光
協
会
の
事
務
局
長
に
就
任
す
る
前
は
、
10

年
間
、
J
T
B
ハ
ワ
イ
で
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。
最
初
の
5
年
は
M
I
C
E
の
誘
致
・
受

入
事
業
に
従
事
し
、そ
の
後
、地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
関
わ
る
地
域
交
流
ビ
ジ
ネ
ス
の

役
割
を
担
い
、
最
後
の
3
年
間
は
、
ホ
ノ
ル

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
財
団
に
出
向
し
、
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
・
運
営
を
担
い
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
の
帰
国
後
に
ご
縁
を
い
た
だ

き
、
現
在
の
ポ
ス
ト
に
い
る
状
況
で
す
。

　2
0
2
1
年
6
月
1
日
に
着
任
し
、
最
初

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
観
光
協
会
に
よ
る

ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種
で
し
た
。
会
員
向
け

に
接
種
希
望
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と

こ
ろ
、
当
初
は
1
5
0
0
人
が
接
種
を
希
望

し
ま
し
た
が
、
接
種
直
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
希
望
者
は
2
6
0
0
人
程
度
ま
で
増
加
し

ま
し
た
。
す
で
に
ワ
ク
チ
ン
は
発
注
済
み
で

あ
っ
た
た
め
、厚
労
省
と
や
り
と
り
を
行
い
、

何
と
か
追
加
分
の
ワ
ク
チ
ン
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
、
1
回
目
の
接
種
が
終
わ
る
ま
で

9
月
頃
ま
で
か
か
り
ま
し
た
。

　こ
の
間
、
他
の
業
務
は
一
切
で
き
な
い
状

況
で
し
た
が
、
住
民
か
ら
観
光
関
連
事
業
者

へ
の
信
頼
を
得
る
と
い
う
面
で
、
ニ
セ
コ
の

観
光
関
連
事
業
者
全
体
が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
し
た
。
当
時
、

ニ
セ
コ
で
は
居
住
の
外
国
人
を
含
め
た
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
最

終
的
に
は
観
光
協
会
の
会
員
で
な
く
と
も
、

家
族
や
取
引
先
、
ま
た
、
町
内
在
住
ま
た
は

勤
務
で
あ
れ
ば
外
国
人
も
接
種
可
能
と
し
、

地
域
一
体
で
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
注
力

し
ま
し
た
。
観
光
政
策
の
最
も
重
要
な
根
幹

は
住
民
の
理
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
ふ
ま

え
、
そ
の
土
台
づ
く
り
を
進
め
た
形
で
す
。

|
住
民
の
目
線
に
寄
り
添
う
と
い
っ
た
視

点
は
、
ハ
ワ
イ
で
の
経
験
に
基
づ
い
た
も
の

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
。
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
逆
の
視
点
で
す
ね
。
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
旅
行
者
視
点
に
よ
る
ハ
ワ
イ

の
住
民
に
対
し
て
の
責
任
と
い
う
考
え
で
す

が
、
今
回
の
ニ
セ
コ
で
は
、
同
じ
地
域
に
存

在
す
る
住
民
に
対
し
て
観
光
事
業
者
が
責
任

光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立

ち
上
げ
ま
し
た（
図
①
）。こ
の
事
業
で
は「
地

元
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」、

「
日
本
人
観
光
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
融

合
」、「
混
雑
を
避
け
つ
つ
高
い
知
的
欲
求
を

満
た
せ
る
体
験
の
提
供
」
を
目
的
に
、
京
都

市
の
認
定
を
受
け
た
ガ
イ
ド
団
体
で
あ
る

「
京
都
市
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ホ
ス
ト
」
や
、
京
都

市
内
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
の
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
で
構
成
さ
れ
る
「
京
都
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
研
究
会
」
と
い
っ
た
、
京
都
の

文
化
に
精
通
し
た
目
利
き
の
ア
ド
バ
イ
ス
の

も
と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
本
当
に
響
く
商

品
造
成
を
支
援
し
ま
す
。
地
元
金
融
機
関
で

も
あ
る
京
都
信
用
金
庫
と
の
連
携
事
業
で
も

あ
る
た
め
、
専
門
家
に
よ
る
事
業
の
採
算
性

に
係
る
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
付
帯
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
の
あ

り
方
を
考
え
る
業
界
交
流
会
「
京
都
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
カ
フ
ェ
」
も
定
期
開
催
し
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
切
れ
て
し
ま
っ
た
事
業
者
同
士

の
交
流
の
場
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

  

|
I
C
T
を
活
用
し
た
取
り
組
み
は
あ
る

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
発
を
回
避
す

る
た
め
に
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
開
発
の
手
法
を

確
立
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

京
都
へ
の
関
心
が
高
い
方
々
と
の
関
係
を
可

視
化
し
、
こ
れ
を
分
析
し
て
、
さ
ら
に
関
係

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
日
本

人
観
光
客
に
対
し
て
は
、
事
前
予
約
で
旅
行

商
品
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
方
を
対
象
に

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
配
信
し
、
再
来
訪
率
を

向
上
さ
せ
る
手
法
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
や

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
対
象
に
、
同
様
の
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
京
都
は
非
常
に
多
様
な
客
層
が
訪
れ
る

観
光
地
だ
と
思
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
絞
り
込
ん
で
い
く
と
い

う
考
え
で
し
ょ
う
か
。
京
都
を
よ
り
深
く
理

解
し
て
く
れ
る
人
を
呼
び
た
い
と
い
う
意
識

が
う
か
が
え
ま
し
た
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　物
見
遊
山
の
初
心
者
も
い
れ
ば
、
地
元
民

よ
り
京
都
に
詳
し
い
方
ま
で
様
々
で
す
が
、

誰
し
も
最
初
は
初
心
者
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

そ
ん
な
初
心
者
が
京
都
の
奥
深
い
魅
力
に
気

づ
く
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
て
い
る
の

は
、
知
的
好
奇
心
が
高
く
、
地
元
文
化
を
理

解
し
て
尊
重
し
て
く
れ
る
、
文
化
度
の
高
い

人
た
ち
で
す
。
財
政
的
に
も
労
力
的
に
も
資

源
が
限
ら
れ
る
な
か
で
は
、
こ
う
い
っ
た

方
々
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
い
く
こ
と

で
、
効
果
的
に
京
都
へ
の
関
心
を
高
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
今
後
、
Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と

い
わ
れ
る
層
が
旅
行
の
中
心
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
若
者
に
対
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　神
社
仏
閣
を
は
じ
め
、
年
齢
や
経
験
を
重

ね
な
け
れ
ば
価
値
を
理
解
し
に
く
い
観
光
地

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
京
都
は
特
に
国
内
市
場

に
お
い
て
半
世
紀
以
上
前
か
ら
シ
ニ
ア
層
に

支
持
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、

誰
し
も
修
学
旅
行
で
一
度
は
京
都
を
訪
れ
、

大
学
時
代
を
京
都
で
過
ご
し
た
こ
と
が
あ
る

人
が
多
い
と
い
う
一
面
も
あ
り
ま
す
。「
京

都
国
際
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
フ
ェ
ア
」
や
「
京

都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
な
ど
の
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
も
発
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
若
年
層
向
け
の
取
り
組
み
は
成
果
を
上

げ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
問
題
な
の
は
、
そ

の
後
の
世
代
で
す
。
京
都
は
子
連
れ
の
観
光

地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
弱
い
た
め
、
ど
う

し
て
も
子
持
ち
世
代
の
旅
行
先
と
し
て
選
ば

れ
に
く
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

京
都
観
光
に
と
っ
て
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
上

の
最
重
要
課
題
は
、
若
年
層
と
い
う
よ
り
も

次
世
代
の
子
供
た
ち
が
含
ま
れ
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
へ
の
対
応
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
こ
が
欠
落
し
て
い
る
と
、
長
い
人
生

の
な
か
で
の
京
都
と
の
つ
な
が
り
が
一
度
全
て

リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
い
、
シ
ニ
ア
に
な
っ
て

京
都
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
と
き
に
は
ま
た

初
心
者
に
戻
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　こ
の
場
合
、
地
域
が
取
り
う
る
戦
略
は
大

き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
得

意
な
市
場
で
あ
る
シ
ニ
ア
に
特
化
す
る
、
い

わ
ゆ
る
「
選
択
と
集
中
」
の
考
え
方
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
苦
手
な
市
場
を
補
い
「
オ
ー

ル
マ
イ
テ
ィ
ー
」
な
状
態
を
作
る
と
い
う
考

え
方
で
す
。
一
般
的
に
、
競
争
の
激
し
い
市

場
に
お
い
て
は
「
選
択
と
集
中
」
が
妥
当
な

戦
略
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
持

続
可
能
な
国
際
観
光
都
市
を
標
榜
す
る
京
都

と
し
て
は
、
誰
が
来
て
も
対
応
で
き
る
懐
の

深
い
観
光
地
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
い
つ
来
て
も
ど
の
年
代
で

も
楽
し
め
る
と
い
う
状
況
を
生
み
出
す
こ
と

が
、
観
光
客
の
再
来
訪
に
つ
な
が
り
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。特
定
の
世
代
へ
の
対
応
と
い
う
よ
り
も
、

世
代
を
超
え
て
京
都
と
の
関
係
を
維
持
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　今
年
に
入
っ
て
か
ら
補
助
金
の
申
請
を
7

〜
8
本
出
し
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
採
択
さ

れ
て
い
ま
す
。
補
助
金
の
情
報
で
す
が
、
行

政
か
ら
入
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
の
と
、
こ

の
エ
リ
ア
が
重
点
支
援
D
M
O
に
選
ば
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
観
光
庁
や
北
海
道
運
輸
局

か
ら
頻
繁
に
情
報
が
入
っ
て
き
ま
す
。
個
人

と
し
て
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広
げ
て
い
る

の
で
、
こ
の
筋
か
ら
も
情
報
を
得
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
ね
。

　一
方
、
地
域
や
観
光
協
会
の
収
入
の
仕
組

み
構
築
も
考
え
て
い
ま
す
。
倶
知
安
町
で
は

宿
泊
税
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
は

別
に
旅
先
納
税
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。
旅
先
納
税
と
は
、
倶
知
安
町
に
訪
れ
た

際
に
そ
の
場
で
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
行
え

る
仕
組
み
で
、
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
な
く
返

礼
品
が
も
ら
え
る
従
来
の
ふ
る
さ
と
納
税
と

は
異
な
り
、
倶
知
安
町
に
訪
れ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
納
税
が
で
き
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
使
え

る
電
子
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
コ
ト
消
費
で
あ
り

外
貨
の
獲
得
に
も
あ
た
る
た
め
、
D
M
O
と

し
て
着
手
し
が
い
の
あ
る
事
業
で
す
。
こ
の

よ
う
に
収
入
源
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、

で
き
る
事
業
を
増
や
し
て
い
き
、
D
M
O
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
併
せ
て
強
化
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
倶
知
安
町
に
は
全
国
か
ら
視
察
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
が
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア

の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
が
視
察
時
に
登
壇
す

る
際
の
有
料
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
不
動
産
投
資
や
観
光
地
開
発
等
と
い
っ

た
ジ
ャ
ン
ル
別
で
ス
ピ
ー
カ
ー
を
揃
え
、
各

ス
ピ
ー
カ
ー
を
商
材
化
し
テ
ン
プ
レ
ー
ト
に

ま
と
め
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
と
顧
客
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
D
M
O
が
行
い
、
講
演
料
を

折
半
し
観
光
協
会
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
い

ま
す
。
別
途
、
会
場
費
や
資
料
費
等
も
用
意

し
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
て
お
り
、
こ
れ
も

観
光
協
会
の
収
益
の
柱
に
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　観
光
協
会
の
事
業
収
入
は
職
員
の
待
遇
改

善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
北
海
道
に
は
暖
房

手
当
の
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
が
、
町
役
場
や

役
場
に
準
じ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
観
光

協
会
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
で
は
、
手
当
の
額
に

差
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
仕
事
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
採
用
面
に
も
影
響
が
出
ま
す

の
で
、
観
光
協
会
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
待
遇

の
改
善
に
向
け
た
財
源
と
し
て
も
、「
地
域

で
稼
ぐ
D
M
O
」
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
は
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
各
事
業
は
観
光
協
会
内
で
ど
の
よ
う
に

決
定
し
、実
行
さ
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　観
光
協
会
内
の
事
業
体
制
（
図
①
）
と
し

て
、
7
つ
の
部
会
を
組
成
し
て
お
り
、
各
部

を
果
た
す
こ
と
が
、
住
民
と
の
共
存
に
は
必

要
と
い
う
考
え
で
す
。
こ
れ
を
な
い
が
し
ろ

に
し
て
観
光
事
業
を
実
施
す
る
と
、「
こ
ん

な
時
期
に
何
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
住
民

か
ら
批
判
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　ま
た
、
職
域
接
種
の
会
場
に
行
け
ば
地
域

内
の
住
民
や
観
光
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
会
え

ま
す
の
で
、
こ
こ
で
関
係
性
を
強
化
し
て
い

き
ま
し
た
。
な
お
、
職
域
接
種
会
場
で
は
、

非
常
に
多
く
の
方
に
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
外
国
人
は
言
葉
の
障
害
も

あ
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会
が
乏
し
く
、
有

難
い
と
い
っ
た
ご
様
子
で
し
た
。
外
国
人
を

含
め
た
職
域
接
種
を
観
光
協
会
で
実
施
し
た

こ
と
は
先
駆
的
で
あ
り
、
そ
の
後
、
定
山
渓

や
登
別
、
洞
爺
す
す
き
の
等
、
と
い
っ
た
道

内
の
観
光
地
で
も
同
様
の
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
土
台
づ
く
り
を
ふ
ま
え
、
昨

年
10
月
か
ら
は
、
令
和
4
年
度
の
補
助
金
獲

得
に
向
け
た
準
備
を
行
い
ま
し
た
。
観
光
協

会
の
活
動
原
資
で
あ
る
倶
知
安
町
の
宿
泊
税

が
減
る
こ
と
は
確
実
で
し
た
の
で
、
活
用
可

能
な
補
助
金
を
す
べ
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、

公
示
が
出
る
前
の
事
業
を
含
め
、
早
々
に
情

報
を
収
集
し
申
請
書
を
書
き
始
め
ま
し
た
。

特
に
重
視
し
た
の
は
、①
二
次
交
通
、②
倶
知

安
町
と
ニ
セ
コ
町
の
圏
域
を
ま
た
が
る
連
携

事
業
、③
M
I
C
E
で
す
。①
二
次
交
通
は
、

ひ
ら
ふ
エ
リ
ア
の
循
環
車
両
を
ス
キ
ー
シ
ー

ズ
ン
に
運
行
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
①
と
②

に
ま
た
が
り
ま
す
が
、
北
海
道
観
光
振
興
機

構
の
D
M
O
向
け
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
用

い
、
令
和
4
年
度
の
夏
場
に
倶
知
安
町
と
ニ

セ
コ
町
を
循
環
す
る
オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
バ
ス

（
ス
カ
イ
バ
ス
）
を
運
行
し
ま
し
た
。
ス
カ

イ
バ
ス
は
、
屋
根
の
な
い
バ
ス
で
移
動
を
し

な
が
ら
、
G
P
S
と
連
動
し
た
自
動
音
声
と

地
元
の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
案
内
を
行
い
な
が

ら
運
行
す
る
も
の
で
、
自
動
音
声
は
日
本
語

と
英
語
を
用
意
し
、
合
間
で
地
域
の
ト
ピ
ッ

ク
を
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が
話
す
形
態
の
二
次
交

通
兼
、
ニ
セ
コ
を
楽
し
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
で

す
。
赤
色
の
車
両
で
運
行
し
て
お
り
、
運
行

前
は
ニ
セ
コ
の
景
色
に
合
う
か
不
透
明
で
し

た
が
、運
行
開
始
後
は
、「
街
が
明
る
く
な
り
、

わ
か
り
や
す
く
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
」
と
地
域

や
観
光
客
か
ら
非
常
に
評
判
が
良
か
っ
た
で

す
。
ス
カ
イ
バ
ス
は
い
ず
れ
宿
泊
税
を
原
資

に
し
て
運
行
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い

ま
す
。
宿
泊
事
業
者
か
ら
す
れ
ば
、
税
を
代

理
徴
収
さ
せ
ら
れ
て
い
る
中
で
、
こ
の
よ
う

な
シ
ン
ボ
ル
の
存
在
は
、
税
が
何
に
使
わ
れ

て
い
る
か
が
わ
か
り
や
す
く
可
視
化
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
今
回
の
運
行
で
は
住
民
の
利
用

比
率
が
3
割
程
度
あ
り
ま
し
た
。
観
光
事
業

の
実
施
や
宿
泊
税
の
徴
収
の
結
果
、
公
共
交

通
を
担
う
住
民
の
移
動
の
足
と
し
て
も
貢
献

す
る
と
い
っ
た
仕
組
み
づ
く
り
に
も
な
り
得

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、③
M
I
C
E
で
す
が
、
水
際
対
策

に
よ
っ
て
昨
年
の
私
の
就
任
当
初
の
時
期
か

ら
、
企
業
等
か
ら
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
訪
問

の
問
い
合
わ
せ
が
非
常
に
多
く
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
ニ
セ
コ
に
は
特
に
グ
リ
ー
ン

シ
ー
ズ
ン
の
M
I
C
E
商
材
が
な
い
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。ニ
セ
コ
は
パ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ

ト
等
、
最
近
オ
ー
プ
ン
し
た
ホ
テ
ル
が
多
々

あ
る
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
大
々
的
に
で
き
て
お
ら

ず
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
の
様
子
と

い
っ
た
、
人
が
賑
わ
っ
て
い
る
「
絵
」
が
な
い

状
況
で
し
た
。
商
材
化
の
た
め
に
は
こ
れ
が

必
要
な
た
め
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
や
ホ
テ
ル
、

ヴ
ィ
ラ
を
活
用
し
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
コ
ン

テ
ン
ツ
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
造

成
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
売
り
出
す
た

め
の
画
像
や
映
像
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
商
材
と
し
、
来

年
の
誘
客
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
補
助
金
を
非
常
に
効
果
的
に
、
戦
略
的

に
活
用
し
て
い
る
の
だ
、
と
お
聞
き
し
て
実

感
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
補
助
金
の
情
報
と

い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
に
入
手
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

催
す
る
業
務
執
行
理
事
会
に
諮
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
現
在
の
事
業
は
す
べ
て
、
令
和

元
年
度
に
策
定
し
た
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
2
0
2
0
〜
2
0
3
1
）
に

紐
づ
け
て
い
ま
す
。部
会
ご
と
に
事
業
計
画
・

評
価
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
位
置
づ
け
と
の
関
係
を
明
確
に
す
る
と
と

も
に
、
目
的
や
概
要
、
実
施
方
法
、
年
度
ご

と
の
予
算
、
用
い
る
財
源
を
見
え
る
化
す
る

こ
と
で
、
事
業
の
評
価
を
わ
か
り
や
す
く
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
策
定
し
た
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
紐
づ
け
て
事
業
を
行
う
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
す
。
各
年
の
ト
レ
ン
ド
を

追
う
ば
か
り
で
は
、
D
M
O
と
し
て
の
役
割

が
ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
事
業
も
絵
に
描

い
た
餅
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。ま
た
、

観
光
協
会
内
部
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
入
れ
替

わ
っ
て
も
、
組
織
と
し
て
し
っ
か
り
機
能
す

る
う
え
で
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
、
日
本
で
は

徐
々
に
水
際
対
策
を
緩
和
し
、
近
い
将
来
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
本
格
的
に
来
客
さ
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
来
る

べ
き
時
期
に
向
け
て
、
地
域
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
や
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　今
お
話
し
し
て
き
た
ス
カ
イ
バ
ス
や

M
I
C
E
コ
ン
テ
ン
ツ
の
取
り
組
み
は
国
内

向
け
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
実
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
客
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ス
カ
イ
バ
ス
で
い
え
ば
、
来
年
度

は
英
語
に
加
え
て
ス
ペ
イ
ン
語
や
タ
イ
語
、

中
国
語
な
ど
も
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
グ

リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
は

ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
大
き
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
M
I
C
E
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
に
焼
き
直
し
が
で
き
る
よ
う
に

造
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　個
人
的
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入

れ
は
徐
々
に
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
い
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
急
に
大
量
の
受
け
入
れ
を

行
う
と
、
供
給
側
の
人
材
確
保
が
追
い
付
か

ず
、
こ
れ
が
質
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
後
々

の
観
光
客
の
満
足
度
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
段
階
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ

る
こ
と
で
、
供
給
を
慣
れ
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
観
光
協
会
に
と
っ
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

の
昨
年
や
今
年
の
取
り
組
み
は
、
再
び
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、
ど
の

よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　就
任
し
て
す
ぐ
に
行
っ
た
職
域
接
種
が
、

再
起
動
に
向
け
た
「
最
初
の
準
備
」
で
し
た
。

そ
こ
か
ら
去
年
は
色
ん
な
事
業
の
タ
マ
を
仕

込
み
、現
在
は
そ
の「
仕
込
み
」が
実
り
、様
々

な
「
事
業
」
が
動
き
出
し
て
い
る
状
況
で
す
。

仕
込
み
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
カ
イ
バ

ス
事
業
で
の
ニ
セ
コ
町
と
の
地
域
連
携
も
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
で
す
。
そ

れ
ほ
ど
、
地
域
連
携
と
い
う
の
は
時
間
や
労

力
を
要
す
る
も
の
で
、
通
常
で
あ
れ
ば
実
施

は
困
難
な
も
の
で
す
。
実
は
こ
れ
ま
で
は
ニ

セ
コ
町
と
倶
知
安
町
の
連
携
は
あ
ま
り
多
く

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ス
カ
イ
バ
ス
事
業
の

前
段
で
今
年
3
月
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
日

本
観
光
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
ブ
ー
ス
に
両
町
共

同
で
出
展
を
行
い
、D

isco
ver N

iseko

と
い
う
名
前
で
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
あ
り
、
今
回
の
ス
カ
イ
バ
ス

事
業
で
、
旅
行
者
に
見
え
る
形
で
の
連
携
も

深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
意
識
し
て
い
る
地
域

は
、
コ
ロ
ナ
禍
中
も
、
旅
行
者
と
の
関
係
性

を
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
や
情
報
発
信
に
注
力
し
が
ち
の
よ
う
に
思

い
ま
す
が
、
本
日
の
お
話
を
伺
い
、
コ
ン
テ

ン
ツ
を
し
っ
か
り
つ
く
る
こ
と
を
特
に
意
識

さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
印
象
的
で
し
た
。

お
考
え
と
し
て
は
、ニ
セ
コ
の
特
性
と
し
て
、

開
国
し
た
際
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
お
の
ず
と

来
客
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
際
に
し
っ
か
り
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
夏
、
冬
含

め
て
、
今
し
っ
か
り
準
備
さ
れ
て
い
る
っ
て

い
う
ご
認
識
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
ね
。
い
い
意
味
で
、
旅
行
者
視

点
で
ト
レ
ン
ド
を
捉
え
た
企
画
を
つ
く
れ

ば
、
ど
ん
な
国
籍
や
人
種
の
方
で
も
横
展
開

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
外
国
人
が
楽
し
む
風

景
も
イ
メ
ー
ジ
に
入
れ
な
が
ら
、
コ
ン
テ
ン

ツ
を
ど
ん
ど
ん
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

|
職
域
接
種
と
い
う
住
民
の
信
頼
を
意
識

し
た
取
り
組
み
で
土
台
を
作
り
、
コ
ロ
ナ
禍

だ
か
ら
こ
そ
実
施
で
き
た
様
々
な
取
り
組
み

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
日
は
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
16
日
／
聞
き

手
：
観
光
政
策
研
究
部
・
江
﨑
貴
昭
、
菅
野

正
洋
）

い
と
い
う
特
徴
も
あ
り
、
良
い
方
向
に
変
化

す
る
沖
縄
観
光
を
目
指
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の
懸
念
点
は
人
材
流
出

で
す
。
O
C
V
B
で
も
二
つ
の
事
業
所
を

持
っ
て
お
り
、
プ
ロ
パ
ー
職
員
だ
け
で
は
手

が
回
ら
な
い
た
め
、
非
常
勤
職
員
を
採
用
し

て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
応
募
者
が
集
ま
ら

な
い
状
況
で
す
。

　ホ
テ
ル
や
観
光
施
設
も
同
じ
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
沖
縄
に
と
っ
て
観
光
が
重
要
な

産
業
だ
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、

人
材
を
い
か
に
確
保
し
て
い
く
か
が
重
要
で

す
。夢
の
あ
る
仕
事
と
い
う
共
通
認
識
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
中
長
期
的
に
は
デ
ジ
タ
ル

化
、
観
光
D
X
を
進
め
て
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
視
点
と
な
り
ま

す
。
I
T
系
事
業
者
が
入
居
す
る
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
中
に
ホ
テ
ル
を
整
備

し
、
実
際
に
顧
客
を
受
け
入
れ
て
、
ロ
ボ
ッ

ト
化
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
な
ど
の
様
々
な

実
証
実
験
を
実
施
す
る
計
画
が
あ
り
、
観
光

D
X
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
観
光
に
お
け
る
実
践
教
育
を
強
化

し
て
現
場
に
人
材
を
輩
出
す
る
取
り
組
み
も

進
ん
で
い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
、
沖
縄
高
専

に
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
5
年
間
で
、
機
械
、
情
報
、

環
境
技
術
な
ど
を
学
ぶ
と
と
も
に
観
光
に
つ

い
て
も
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
理
系
の
学

生
が
観
光
を
学
び
、
観
光
関
連
企
業
に
入
社

し
て
く
れ
れ
ば
、
質
の
高
い
観
光
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　当
面
は
国
内
観
光
を
中
心
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
将
来
的

に
は
や
は
り
国
際
観
光
を
大
き
く
伸
ば
し
て

い
く
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
非
常
に
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
前
述
の
通
り
、
そ
の
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
済
ん
で
い
ま
す
し
、
数
年
後

に
は
新
し
い
魅
力
を
持
っ
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク

開
業
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
沖
縄
観
光
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
く
評
価
し
た
県
外
、
国
外

か
ら
の
投
資
の
動
き
が
あ
る
の
も
事
実
で

す
。
そ
の
意
味
で
は
、
沖
縄
観
光
の
未
来
は

非
常
に
明
る
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
が
あ
っ
た
か
ら
、
も
う
観
光
の

可
能
性
が
な
く
な
っ
た
と
見
て
い
る
人
は
誰

も
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
観
光

客
が
久
し
ぶ
り
に
沖
縄
に
旅
行
に
い
ら
し
た

際
に
、
満
足
し
て
頂
け
る
対
応
を
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
の
で
、
今
が
頑
張
り
ど
こ
ろ
と

考
え
て
い
ま
す
。

|
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
4
日
／
聞
き

手
：
観
光
政
策
研
究
部
・
菅
野
正
洋
）

|
2
0
2
1
年
度
か
ら
2
0
2
2
年
度
に

か
け
て
の
京
都
観
光
は
ど
の
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
発
令
時
に
は
、
市

内
主
要
ホ
テ
ル
に
お
け
る
客
室
稼
働
率
は

5
・
8
％
ま
で
下
が
り
底
を
打
ち
ま
し
た
。

現
在
は
50
%
く
ら
い
ま
で
戻
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
80
%
を
超
え
て

当
た
り
前
、
高
い
時
に
は
95
%
に
達
し
て
い

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
ま
だ
ま
だ
足
り
ま
せ

ん
。
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
を
見
据
え

て
京
都
に
進
出
し
て
き
た
事
業
者
の
み
な
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
物
足
り
な
い
数
字
と
評
価

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
入
国
が
団
体
客

に
制
限
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
、
京
都
観
光

へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
だ
ま
だ
様

き
た
と
い
う
状
況
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
2
年
間
、
直
行
便
が
な
く
な
っ
た
こ

と
で
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
一
方
で
、
国

内
に
い
る
外
国
人
が
旅
行
に
来
て
い
る
状
況

も
あ
り
、
大
使
館
な
ど
、
国
内
に
立
地
し
て

い
る
海
外
の
機
関
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を

し
っ
か
り
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
各
国
に
駐
在
員
を
置
い
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
2
年
間
は
そ
う
い
っ
た
現
地
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
現

地
で
開
催
さ
れ
る
観
光
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
駐

在
員
が
参
加
す
る
と
い
っ
た
活
動
を
オ
ン
ラ

イ
ン
と
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　も
と
も
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、

沖
縄
の
訪
日
外
国
人
の
8
割
は
個
人
客
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
の
よ
う
に
団
体

限
定
で
、
ビ
ザ
が
必
要
な
現
状
で
は
、
す
ぐ

に
観
光
客
が
戻
る
と
い
う
状
況
は
現
実
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　沖
縄
は
台
湾
か
ら
の
来
訪
が
一
番
多
い
状

況
で
し
た
の
で
、
経
済
界
も
台
湾
と
の
早
期

の
交
流
再
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
日
本
政

府
と
台
湾
政
府
の
双
方
の
規
制
緩
和
の
状
況

を
見
な
が
ら
、
す
ぐ
に
連
携
で
き
る
態
勢
を

取
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　国
際
ク
ル
ー
ズ
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
よ

う
に
買
い
物
の
た
め
だ
け
に
寄
港
し
て
数
時

間
滞
在
し
て
い
く
よ
う
な
形
は
県
民
の
理
解

を
得
に
く
い
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中

で
、
ク
ル
ー
ズ
船
を
受
け
入
れ
て
い
た
市
町

村
と
O
C
V
B
と
地
域
の
観
光
協
会
が
一
緒

に
な
っ
て
、
国
際
ク
ル
ー
ズ
の
再
開
を
目
的

と
し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

|
コ
ロ
ナ
禍
は
未
曾
有
の
危
機
と
も
い
え

ま
す
が
、
危
機
管
理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
2
年
余
り
、
地
震
や
津
波
等
を
含
め

た
基
本
的
な
危
機
管
理
に
つ
い
て
訓
練
等
を

通
じ
て
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
十
分
に
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
や
は
り
基
本
的

な
意
識
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と

で
、
危
機
管
理
体
制
運
用
の
た
め
の
図
上
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　こ
こ
に
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を
ど
う
盛
り
込

む
の
か
と
い
う
点
は
、
観
光
の
分
野
を
超
え

る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　危
機
管
理
は
観
光
地
と
し
て
の
質
の
高
さ

を
示
す
一
つ
の
側
面
で
す
か
ら
、
も
う
少
し

状
況
が
落
ち
着
い
た
ら
、
こ
の
間
の
コ
ロ
ナ

対
策
を
検
証
し
て
、
感
染
症
対
策
も
含
め
て

危
機
管
理
体
制
を
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
で
期
待
さ
れ
る
新
た
な
市
場

と
し
て
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
意
味
全
国
ど
こ

で
も
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
の
た
め
、
沖
縄

と
し
て
の
優
位
性
を
ど
う
作
れ
る
か
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
「
沖
縄
リ
ゾ
ー
ト
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

観
光
は
観
光
業
界
だ
け
で
取
り
組
む
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
大
学
、
行
政
、
医
療
、
金
融

機
関
と
の
連
携
が
大
事
だ
と
考
え
て
議
論
に

加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
と
、
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
持
っ
て
仕
事
を
し
、
あ
と
は
プ
ー

ル
サ
イ
ド
で
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
…
…
み
た
い

な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
ね
。
確
か
に
そ
れ

は
リ
ゾ
ー
ト
型
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ

の
形
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
学
は
ス
タ

デ
ィ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り
学
び
と
滞
在

と
い
う
視
点
で
、
ま
た
金
融
機
関
は
商
談
会

や
企
業
誘
致
に
代
表
さ
れ
る
産
業
振
興
の
視

点
で
考
え
て
も
ら
う
と
す
れ
ば
議
論
と
し
て

は
面
白
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　沖
縄
に
お
け
る
滞
在
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
増
や
す
取
り
組
み
の
結
果
の
一
つ
の
形
が

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
り
す
る
わ
け
で
す
。

|
改
め
て
振
り
返
る
と
、
こ
の
1
年
半
は

ど
う
い
っ
た
期
間
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
今
後
の
見
通
し
は
捉
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
1
年
半
は
、
原
点
に
立
ち
戻
り
、
本

来
沖
縄
が
目
指
し
て
い
た
も
の
を
見
つ
め
直

す
期
間
に
な
っ
た
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
勢
の
人
に
来
て
も
ら
う
こ
と
以
上
に
、
質

の
充
実
を
図
ら
な
い
と
観
光
地
と
し
て
選
ば

れ
な
い
と
い
う
認
識
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
生
じ
た
観
光
ス
タ
イ
ル
の
変
化

と
い
う
の
は
、
様
々
な
方
が
指
摘
し
て
い
ま

す
が
、
人
間
は
そ
こ
ま
で
急
に
は
変
わ
れ
な

い
部
分
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　イ
ベ
ン
ト
で
人
を
集
め
、
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
な
が
ら
楽
し
ん
で
も
ら
い
つ
つ
、
新

し
い
滞
在
の
形
と
し
て
環
境
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
つ
く
っ
て
い
く
方
向
性
を
目
指
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

　一
気
に
量
を
追
求
す
る
取
り
組
み
を
や
め

て
し
ま
う
と
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

極
端
な
方
向
に
振
れ
が
ち
で
す
。
沖
縄
は

島と
う

嶼し
ょ

型
の
経
済
圏
と
し
て
、
そ
う
い
っ
た
変

化
が
顕
著
に
出
や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
統
計
的
な
数
値
は
整
備
し
や
す

だ
け
で
な
く
、
質
の
高
い
観
光
地
を
も
目
指

す
中
で
は
、
量
的
な
拡
大
、
回
復
を
目
指
す

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
る
程
度
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

|
数
だ
け
で
な
く
質
も
と
い
う
の
は
、
前

回
の
本
誌
取
材
（
2
4
7
号
：
2
0
2
0
年

11
月
発
刊
）
の
際
に
も
言
及
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
そ
の
後
の
取
り
組
み
に
も
色
濃

く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
の
通
り
で
す
。
た
だ
そ
の
一
方
で
ま
だ

十
分
で
な
い
の
が
、
他
産
業
と
の
連
携
強
化

に
よ
る
地
域
経
済
循
環
率
の
向
上
で
す
。
観

光
は
総
合
産
業
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
農

業
や
製
造
業
と
の
連
携
を
深
め
て
観
光
を
伸

ば
す
こ
と
で
、
産
業
連
関
の
中
で
波
及
効
果

が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
地
元
産
品
の

利
用
頻
度
を
高
め
る
な
ど
、
地
域
に
お
金
が

落
ち
る
仕
組
み
を
重
視
す
る
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
は
、
観
光
統
計
の
質
的
向
上

も
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
沖
縄
の

統
計
指
標
は
那
覇
空
港
を
拠
点
と
し
た
圏

域
、
宮
古
圏
域
、
八
重
山
圏
域
と
い
う
三
つ

の
圏
域
で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
指
標
を
迅
速
に
把
握
し
、
提
供
で

き
る
か
は
ま
だ
ま
だ
課
題
で
す
。

　2
0
2
0
年
度
の
沖
縄
県
の
G
D
P
は
前

年
度
比
マ
イ
ナ
ス
9
・
6
％
で
し
た
。
全
国

的
に
は
マ
イ
ナ
ス
4
％
台
で
し
た
が
、
な
ぜ

沖
縄
県
が
こ
れ
だ
け
落
ち
込
み
が
大
き
い
か

と
い
え
ば
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
観
光
へ
の
打

撃
が
大
き
か
っ
た
か
ら
で
す
。
沖
縄
観
光
の

重
要
性
を
様
々
な
視
点
で
数
字
で
示
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

|
O
C
V
B
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

「
エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
」
も
、
質
の
高
い
観
光

地
と
し
て
目
指
す
旅
行
の
姿
の
ひ
と
つ
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
は
環
境
と
地
域
を
意

識
し
た
取
り
組
み
で
、
大
き
な
く
く
り
で
い

え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
。

必
ず
し
も
新
し
い
発
想
で
は
な
く
、
沖
縄
の
よ

う
な
観
光
地
で
は
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可

能
な
観
光
は
、
当
た
り
前
の
基
本
方
針
で
す
。

　地
域
の
資
源
が
有
限
で
あ
る
以
上
、
環
境

に
配
慮
し
、地
域
文
化
も
理
解
す
る
こ
と
で
、

観
光
客
と
地
域
住
民
の
双
方
が
満
足
で
き
る

結
果
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　量
的
な
拡
大
を
図
る
べ
き
と
い
う
意
見

と
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換
を
意
識
す
べ
き
と

い
う
意
見
が
あ
り
、
県
民
か
ら
も
、
観
光
推

進
は
大
事
だ
が
必
ず
し
も
自
分
た
ち
の
生
活

の
豊
か
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
意

見
が
徐
々
に
出
て
き
て
い
ま
す
。

　ハ
ワ
イ
州
観
光
局
（H

aw
aii T

o
u
rism

 

A
u
th
o
rity

：H
T
A

）
で
は
毎
年
住
民
に
対

し
て
感
情
調
査
を
行
い
、
観
光
を
支
持
す
る

住
民
の
比
率
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク

時
で
8
割
が
観
光
を
支
持
し
て
い
た
も
の

が
、
最
新
の
調
査
結
果
で
は
地
域
に
よ
っ
て

6
割
程
度
ま
で
落
ち
て
い
ま
す
。
地
元
住
民

に
支
持
さ
れ
な
い
観
光
に
持
続
性
が
あ
る
の

か
と
い
う
話
で
す
。

　マ
ー
ケ
ッ
ト
側
の
変
化
に
対
応
す
る
際
に

も
、
沖
縄
の
自
然
と
文
化
を
大
事
に
す
べ
き

と
す
る
立
ち
位
置
に
戻
る
と
い
う
の
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
、
あ
る
意
味
必
然
性
が
あ
り
ま
し
た
。

　沖
縄
県
で
は
、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て「B

e.O
kinaw

a

」

を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
、
美
し
い

自
然
と
優
し
い
人
に
囲
ま
れ
て
、
本
来
の
自

分
を
取
り
戻
し
て
い
く
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
に
と
っ
て
、
今
再
び
立

ち
返
る
べ
き
考
え
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

|
一
般
的
に
、
若
い
世
代
の
方
は
こ
う

い
っ
た
エ
シ
カ
ル
さ
を
有
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
観
光
産
業
が
厳
し
い
状
況
に

あ
る
中
で
は
、
消
費
単
価
が
高
い
客
層
を
誘

客
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　産
業
の
事
業
者
に
も
そ
う
い
っ
た
意
識
は

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
経
営
面
の
体
力
に

よ
っ
て
優
先
順
位
に
差
が
生
じ
る
こ
と
が
問

題
で
す
。
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、

単
価
の
高
い
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
事
業
者
が
あ
る
一
方
で
、
ま
ず
観
光

客
に
来
て
も
ら
う
こ
と
に
注
力
せ
ざ
る
を
得

な
い
事
業
者
も
い
ま
す
。

　だ
か
ら
と
い
っ
て
、
単
価
を
大
幅
に
下
げ

て
顧
客
を
取
り
込
む
ス
タ
イ
ル
は
、
沖
縄
観

光
の
ブ
ラ
ン
ド
を
毀
損
し
ま
す
。
宿
泊
施
設

を
例
に
と
る
と
、
沖
縄
は
民
宿
や
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
か
ら
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
ま
で
幅
が
広
い

の
が
特
徴
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
中
で
単
価
を
維
持
も
し
く
は
向
上

さ
せ
、
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
ら
れ
る
と
よ

い
と
思
い
ま
す
。

　質
の
高
い
体
験
を
し
た
い
、
地
域
の
環
境

保
全
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
傾
向
は
、
確
か

に
若
い
人
た
ち
に
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す

が
、ま
だ
デ
ー
タ
で
示
し
切
れ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
、
エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
に
適
応
す
る
事

業
者
側
か
ら
そ
の
状
況
を
数
値
化
で
き
な
い

か
、
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入
れ
に
向
け
て

は
、
海
外
と
繋
い
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
を
行
っ
て

|
2
0
2
1
年
度
か
ら
2
0
2
2
年
度
に

か
け
て
の
沖
縄
観
光
は
ど
の
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　2
0
2
1
年
度
の
入
域
観
光
客
数
は

3
2
8
万
9
7
0
0
人
で
し
た
。
2
0
2
0

年
度
が
2
5
8
万
人
で
し
た
の
で
、
一
部
回

復
し
て
は
い
ま
す
が
、
や
は
り
緊
急
事
態
宣

言
な
ど
の
期
間
が
長
く
、
実
績
と
し
て
国
内

が
前
年
度
比
45
％
、
国
内
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
合
わ
せ
た
全
体
だ
と
33
％
と
本
当
に
厳
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
以
前
の
よ
う
な
急
激
に
旅
行
マ
イ

ン
ド
が
下
が
る
よ
う
な
状
況
に
は
な
ら
な
い

と
見
て
お
り
、
現
時
点
で
は
国
内
の
観
光
客

は
2
0
1
9
年
度
比
で
8
割
ほ
ど
ま
で
戻
っ

て
き
て
い
る
と
見
て
い
ま
す
。
た
だ
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
は
ゼ
ロ
の
状
況
で
す
の
で
、
現
時
点

で
は
国
内
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　2
0
2
2
年
度
の
入
域
観
光
客
数
は
、
国

内
は
約
5
8
0
万
人
を
目
標
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。
前
年
度
の
倍
と
ま
で
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
着
実
に
回
復
を
目
指
す
目
標
と
し
て

設
定
し
て
い
ま
す
。

　国
際
線
の
再
開
も
視
野
に
入
れ
、
海
外
の

観
光
客
は
20
万
人
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

あ
る
程
度
の
量
の
回
復
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
の
一
定
の
数
字
が
必
要
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
、
国
内
と
海
外
含
め
て
6
0
0
万
人
を

目
標
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　2
0
2
2
年
9
月
ま
で
の
上
半
期
で

2
9
0
万
人
と
い
う
状
況
な
の
で
、
あ
な
が

ち
こ
の
目
標
達
成
は
不
可
能
で
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
海
外
か
ら
の
観
光

客
20
万
人
は
ま
だ
見
通
せ
な
い
状
況
で
す
。

も
と
も
と
ビ
ジ
ネ
ス
や
留
学
生
の
需
要
が
少

な
い
沖
縄
に
と
っ
て
は
、
今
の
制
約
の
中
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
本
格
回
復
は
難
し
い
と

い
う
の
が
現
状
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　沖
縄
で
は
2
0
2
0
年
に
那
覇
空
港
の
第

二
滑
走
路
が
整
備
さ
れ
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
第

二
バ
ー
ス
も
完
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
玄
関
口
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

十
分
整
っ
て
い
ま
す
し
、
宿
泊
施
設
の
客
室

数
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
右
肩
上
が
り
の
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
単
に
観
光
客
数
が
戻
る

※
1
）Rep

resen
tative

の
略
。自
治
体
等
の
代
理
と
し
て
、旅

行
会
社
や
メ
デ
ィ
ア
へ
の
対
応
等
を
行
う
現
地
事
業
者

会
に
業
務
執
行
理
事
を
配
置
し
、
部
会
ご
と

に
事
業
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
事
業
の
企
画

も
各
部
会
で
検
討
し
、
年
間
約
10
回
程
度
開

く
っ
ち
ゃ
ん
ち
ょ
う

コロナ禍における地域の取り組み3

30



（
略
歴
）1
9
9
0
年
J
T
B
北
海
道
入
社
、
岩
見
沢
支
店
、
滝

川
支
店
、
苫
小
牧
支
店
、
釧
路
支
店
、
北
海
道
国
内
商
品
事
業
部
、

本
社
市
場
開
発
室
に
勤
務
す
る
。
2
0
0
6
年
よ
り
2
年
間
白
老
町
観
光
戦
略
室
長
と
し
て

行
政
出
向
し
、
観
光
振
興
、
地
域
づ
く
り
に
携
わ
る
。
2
0
1
2
年
にJTB H

aw
aii,Inc.

へ
転
籍
。M

ICE

、Com
m
unity Relations

、
ホ
ノ
ル
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
財
団
に
従
事
。

2
0
2
1
年
5
月
に
帰
国
し
、
現
職
。

鈴
木
紀
彦
氏

一
般
社
団
法
人
倶
知
安
観
光
協
会 

事
務
局
長

住
民
の
信
頼
を
重
視
し
た

各
種
事
業
を
展
開

事
例
❸ 

倶
知
安
町

風
や
、
低
賃
金
や
雇
用
の
不
安
定
さ
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
観
光
業
界
で
は
人
材
確

保
が
難
し
い
と
い
う
課
題
を
解
消
す
る
た
め

に
、
2
0
1
8
年
に
導
入
が
始
ま
っ
た
宿
泊

税
を
財
源
に
し
て
、
従
業
員
向
け
の
研
修
事

業
に
注
力
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
3
月
に
刷
新
さ
れ
た
「
京
都
観

光
振
興
計
画
」
で
は
、
以
前
の
計
画
に
は
な

か
っ
た
「
担
い
手
の
活
躍
支
援
」
が
5
本
の

柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
よ
り
一
層

強
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
新
た
に
打
ち
出
し

た
り
、
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
を
し
た
部
分
は
あ

る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
近
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
京
都
観
光
を
持

続
可
能
に
し
て
い
く
た
め
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
し
っ

か
り
と
打
ち
出
し
て
、
そ
れ
に
合
っ
た
商
品

開
発
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
回
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
、
準
備
期
間
が
あ
る
な
か
で
、
改
め
て
自

分
た
ち
の
や
っ
て
き
た
こ
と
を
見
つ
め
直
そ

う
と
い
う
動
き
で
す
。

　し
か
し
、
事
業
者
さ
ん
か
ら
は
「
京
都
は

昔
か
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
こ
と
を
や
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
」
と
い
う
反
応
が
多
い
で
す
。

「
一
見
さ
ん
お
断
り
」
と
い
う
言
葉
の
印
象

が
強
く
、
閉
鎖
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る

こ
と
が
多
い
京
都
の
街
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一
方
で
ず
っ
と
多
く
の
観
光
客
に
訪
れ
て
い

た
だ
け
た
こ
と
で
、
L
G
B
T
Q
や
ベ
ジ
タ

リ
ア
ン
、
ム
ス
リ
ム
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
お
持
ち
の
方
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
々
を
受

け
入
れ
て
い
く
こ
と
が
当
然
の
も
の
と
し
て

根
付
い
て
い
る
街
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
京
都
人

の
気
質
と
し
て
「
自
分
た
ち
は
昔
か
ら
や
っ

て
い
る
の
で
、
流
行
に
乗
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
た
く
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
外
国
人

に
対
し
て
は
、
そ
う
い
う
気
概
は
分
か
り
や

す
く
発
信
し
な
け
れ
ば
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
変

に
安
っ
ぽ
く
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
な
が

ら
も
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
に
改
め
て

き
ち
ん
と
光
を
当
て
直
す
、
と
い
う
ス
タ
ン

ス
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
会
員
向
け
の
情
報
発
信
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
市
内
主
要
ホ
テ
ル

の
ご
協
力
の
も
と
、
過
去
数
年
分
の
予
約
状

況
や
実
際
の
稼
働
率
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
3

カ
月
先
ま
で
の
稼
働
率
の
予
測
値
の
発
表
を

始
め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
こ
れ
か

ら
ど
う
な
る
か
不
安
だ
と
い
う
お
声
に
応
え

る
た
め
に
は
、
将
来
的
な
見
通
し
を
示
す
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
た
た
め
で
す
。最
近
は
、

こ
れ
ま
で
の
月
単
位
の
調
査
に
加
え
て
、
ほ

ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
日
単
位
の
調
査
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

直
近
の
状
況
の
把
握
や
、
曜
日
別
の
分
析
が

可
能
と
な
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
精
度
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
始
動
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　当
協
会
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
分
野
の

取
り
組
み
は
海
外
メ
デ
ィ
ア
へ
の
対
応
が
中

心
で
あ
り
、
多
い
と
き
に
は
世
界
13
都
市
に

レ
ッ
プ
を
置
き
、
海
外
現
地
の
メ
デ
ィ
ア
に

情
報
提
供
し
た
り
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
京
都

取
材
を
す
る
際
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
旅

行
需
要
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
後
も
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
協
会
の

中
心
業
務
の
一
つ
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
で
は

事
業
者
が
開
発
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
後

追
い
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
た
め
、
こ
れ

か
ら
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
先
回
り
し
て

察
知
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　そ
こ
で
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
京
都
」
と
い
う
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
観

子
見
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

　一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
外
国
人
の
比

率
が
4
〜
5
割
程
度
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
日
本
人
の
需
要
は
か
な
り
回
復
し
た

と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、G

o
 

T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は
じ
め
、
様
々
な
需

要
喚
起
策
で
恩
恵
を
受
け
た
の
は
価
格
帯
の

高
い
施
設
や
リ
ゾ
ー
ト
観
光
地
が
中
心
で

す
。
海
外
旅
行
に
行
け
な
い
代
わ
り
に

ち
ょ
っ
と
リ
ッ
チ
な
宿
に
泊
ま
り
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

街
中
の
旅
館
や
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
な
ど
は
ま

だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
か
な
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
京
都
に
と
っ
て
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
あ
る
修
学
旅
行
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
強
く
受
け
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年
は
壊

滅
的
、
2
0
2
1
年
は
多
少
回
復
し
た
も
の

の
、
例
年
の
8
割
減
と
い
う
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
ま
し
た
。
2
0
2
2
年
は
、
京
都

の
修
学
旅
行
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
5
〜

6
月
に
感
染
者
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
予

定
通
り
催
行
が
進
ん
だ
こ
と
で
一
部
の
施
設

の
稼
働
率
は
90
〜
1
0
0
％
に
達
し
て
お

り
、
も
と
も
と
激
し
か
っ
た
景
気
の
浮
き
沈

み
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
後
に
京
都
へ
進
出
す
る
宿
泊

施
設
の
動
き
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
は
将
来
的
な
回
復
を
見
越
し
て
の
投
資

と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　特
に
外
資
系
の
世
界
的
ブ
ラ
ン
ド
で
高
価

格
帯
の
施
設
に
よ
る
進
出
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
彼
ら
は
20
年
30
年
と
い
う
長
期
ス
パ

ン
で
経
営
戦
略
を
立
て
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
は
あ
く
ま
で
短
期
間
の
ブ
レ
と
捉
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
国
内
資
本
で
も
高
単

価
で
ユ
ニ
ー
ク
な
宿
が
増
え
て
お
り
、
京
都

市
内
の
宿
泊
施
設
の
多
様
性
は
格
段
に
向
上

し
て
い
ま
す
。

　一
方
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
の
簡
易
宿
所

は
、
駄
目
だ
と
思
っ
た
ら
早
々
に
見
切
り
を

つ
け
て
撤
退
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
将
来

的
に
需
要
が
回
復
す
れ
ば
再
び
参
入
す
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
柔
軟
性
が

高
い
こ
と
が
、
小
規
模
な
業
態
の
良
さ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

|
利
用
の
集
中
を
防
ぐ
分
散
化
へ
の
取
り

組
み
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ

た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　分
散
化
は
観
光
業
界
全
て
に
と
っ
て
永
遠

の
テ
ー
マ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
ろ
う
と
な
か

ろ
う
と
必
ず
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
三
密
回
避
に

資
す
る
も
の
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
と
し
て
も
必
要
な
取
り
組
み
で
し
た
。

　一
方
、
事
前
予
約
制
の
導
入
は
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
始
め
た
も
の
で
す
。以
前
ま
で
は
、

人
の
量
を
動
か
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え

の
も
と
、
基
本
は
予
約
な
し
で
O
K
と
い
う

旅
行
商
品
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
ま
た
、
京

都
の
主
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
寺
社
は
、
全

て
の
人
に
対
し
て
開
か
れ
た
場
所
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
の
も
と
、
特
定
の
人
し
か
受
け

入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
相
容
れ
な
い

立
場
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
宗
教
行
為
に

ま
つ
わ
る
個
人
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
信

教
の
自
由
に
触
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

議
論
も
あ
り
、
予
約
制
度
の
導
入
に
は
慎
重

な
判
断
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
で
、

密
を
避
け
な
が
ら
拝
観
い
た
だ
け
る
環
境
を

用
意
す
る
こ
と
や
、
感
染
者
が
出
た
場
合
の

連
絡
先
を
把
握
す
る
と
い
う
必
要
に
迫
ら
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
事
前
予
約
制

の
導
入
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
き
ま
し
た
。

|
以
前
か
ら
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
た
ま
た
ま
実
施
時
期
が
コ
ロ

ナ
禍
と
重
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
以
外
に
も
、
コ
ロ
ナ

禍
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

2
0
1
9
年
12
月
に
京
都
で
開
か
れ
た
「
第

4
回 

観
光
と
文
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際

会
議
」（
主
催
：
U
N
W
T
O
／
ユ
ネ
ス
コ
）

に
お
い
て
、
観
光
が
地
域
と
文
化
を
つ
な
ぎ

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
、
と

い
う
考
え
方
が
「
観
光
・
文
化
京
都
宣
言
」

と
し
て
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、

京
都
市
と
京
都
市
観
光
協
会
で
は
、
従
来
の

観
光
客
向
け
の
マ
ナ
ー
啓
発
だ
け
で
な
く
、

事
業
者
や
市
民
と
一
緒
に
持
続
可
能
な
観
光

を
実
現
す
る
た
め
の
行
動
を
定
め
た
も
の
と

し
て
「
京
都
観
光
行
動
基
準
（
京
都
観
光
モ

ラ
ル
）」
を
発
表
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
の

生
活
に
配
慮
し
た
行
動
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
指

す
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
に
お
い
て
も

重
要
な
観
点
で
あ
る
た
め
、積
極
的
な
周
知
・

啓
発
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
休
業
や
テ
レ
ワ
ー
ク

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
観
光
業
界
の
従
業
員
向

け
に
、
各
地
で
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
増
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
も

当
協
会
で
は
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
分
野
で
す
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

コ
ロ
ナ
禍
と
い
っ
た
観
光
業
界
に
対
す
る
逆

|
そ
の
中
で
、
観
光
協
会
と
し
て
す
べ
き

こ
と
は
何
だ
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
も
大
切
な
こ
と
は
、
各
事
業
者
が
個
々

の
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス

を
開
発
・
提
供
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

で
す
。
昔
と
比
べ
て
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
し
て
い
る
た
め
、
事
業
者
を
枠
に
は
め

て
画
一
的
な
商
品
づ
く
り
を
促
す
の
で
は
な

く
、
切
磋
琢
磨
を
促
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
サ
ー

ビ
ス
を
増
や
し
、
観
光
客
に
と
っ
て
の
選
択

肢
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

観
光
協
会
に
相
談
す
れ
ば
解
決
に
つ
な
が
る

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
つ
く

り
、
協
会
が
各
事
業
者
の
特
徴
を
把
握
し
た

う
え
で
差
別
化
や
協
業
の
支
援
を
し
て
い
く

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
に
と
ら
わ
れ
ず
、
や
る
べ
き

こ
と
を
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
着
実
に
実
行
し
て

い
る
と
い
う
お
話
に
非
常
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
9
日
／
聞
き
手
：

観
光
政
策
研
究
部
・
門
脇
茉
海
、
菅
野
正
洋
）

|
コ
ロ
ナ
禍
も
3
年
目
を
迎
え
、
段
階
的

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
解
禁
が
少
し
ず
つ
進
ん

で
い
る
中
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
訪
日

外
国
人
旅
行
者
の
主
要
な
目
的
地
と
な
っ
て

い
た
ニ
セ
コ
地
域
（
倶
知
安
町
）
に
お
け
る

D
M
O
（
観
光
推
進
組
織
）
の
お
立
場
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
取
り
組
ん
だ
事
項
等
に
つ

い
て
お
伺
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　ま
ず
は
私
自
身
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
、
2
0
2
1
年
の
6
月
に
倶
知
安
観

光
協
会
の
事
務
局
長
に
就
任
す
る
前
は
、
10

年
間
、
J
T
B
ハ
ワ
イ
で
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。
最
初
の
5
年
は
M
I
C
E
の
誘
致
・
受

入
事
業
に
従
事
し
、そ
の
後
、地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
関
わ
る
地
域
交
流
ビ
ジ
ネ
ス
の

役
割
を
担
い
、
最
後
の
3
年
間
は
、
ホ
ノ
ル

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
財
団
に
出
向
し
、
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
・
運
営
を
担
い
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
の
帰
国
後
に
ご
縁
を
い
た
だ

き
、
現
在
の
ポ
ス
ト
に
い
る
状
況
で
す
。

　2
0
2
1
年
6
月
1
日
に
着
任
し
、
最
初

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
観
光
協
会
に
よ
る

ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種
で
し
た
。
会
員
向
け

に
接
種
希
望
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と

こ
ろ
、
当
初
は
1
5
0
0
人
が
接
種
を
希
望

し
ま
し
た
が
、
接
種
直
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
希
望
者
は
2
6
0
0
人
程
度
ま
で
増
加
し

ま
し
た
。
す
で
に
ワ
ク
チ
ン
は
発
注
済
み
で

あ
っ
た
た
め
、厚
労
省
と
や
り
と
り
を
行
い
、

何
と
か
追
加
分
の
ワ
ク
チ
ン
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
、
1
回
目
の
接
種
が
終
わ
る
ま
で

9
月
頃
ま
で
か
か
り
ま
し
た
。

　こ
の
間
、
他
の
業
務
は
一
切
で
き
な
い
状

況
で
し
た
が
、
住
民
か
ら
観
光
関
連
事
業
者

へ
の
信
頼
を
得
る
と
い
う
面
で
、
ニ
セ
コ
の

観
光
関
連
事
業
者
全
体
が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
し
た
。
当
時
、

ニ
セ
コ
で
は
居
住
の
外
国
人
を
含
め
た
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
最

終
的
に
は
観
光
協
会
の
会
員
で
な
く
と
も
、

家
族
や
取
引
先
、
ま
た
、
町
内
在
住
ま
た
は

勤
務
で
あ
れ
ば
外
国
人
も
接
種
可
能
と
し
、

地
域
一
体
で
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
注
力

し
ま
し
た
。
観
光
政
策
の
最
も
重
要
な
根
幹

は
住
民
の
理
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
ふ
ま

え
、
そ
の
土
台
づ
く
り
を
進
め
た
形
で
す
。

|
住
民
の
目
線
に
寄
り
添
う
と
い
っ
た
視

点
は
、
ハ
ワ
イ
で
の
経
験
に
基
づ
い
た
も
の

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
。
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
逆
の
視
点
で
す
ね
。
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
旅
行
者
視
点
に
よ
る
ハ
ワ
イ

の
住
民
に
対
し
て
の
責
任
と
い
う
考
え
で
す

が
、
今
回
の
ニ
セ
コ
で
は
、
同
じ
地
域
に
存

在
す
る
住
民
に
対
し
て
観
光
事
業
者
が
責
任

光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立

ち
上
げ
ま
し
た（
図
①
）。こ
の
事
業
で
は「
地

元
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」、

「
日
本
人
観
光
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
融

合
」、「
混
雑
を
避
け
つ
つ
高
い
知
的
欲
求
を

満
た
せ
る
体
験
の
提
供
」
を
目
的
に
、
京
都

市
の
認
定
を
受
け
た
ガ
イ
ド
団
体
で
あ
る

「
京
都
市
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ホ
ス
ト
」
や
、
京
都

市
内
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
の
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
で
構
成
さ
れ
る
「
京
都
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
研
究
会
」
と
い
っ
た
、
京
都
の

文
化
に
精
通
し
た
目
利
き
の
ア
ド
バ
イ
ス
の

も
と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
本
当
に
響
く
商

品
造
成
を
支
援
し
ま
す
。
地
元
金
融
機
関
で

も
あ
る
京
都
信
用
金
庫
と
の
連
携
事
業
で
も

あ
る
た
め
、
専
門
家
に
よ
る
事
業
の
採
算
性

に
係
る
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
付
帯
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
の
あ

り
方
を
考
え
る
業
界
交
流
会
「
京
都
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
カ
フ
ェ
」
も
定
期
開
催
し
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
切
れ
て
し
ま
っ
た
事
業
者
同
士

の
交
流
の
場
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

  

|
I
C
T
を
活
用
し
た
取
り
組
み
は
あ
る

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
発
を
回
避
す

る
た
め
に
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
開
発
の
手
法
を

確
立
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

京
都
へ
の
関
心
が
高
い
方
々
と
の
関
係
を
可

視
化
し
、
こ
れ
を
分
析
し
て
、
さ
ら
に
関
係

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
日
本

人
観
光
客
に
対
し
て
は
、
事
前
予
約
で
旅
行

商
品
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
方
を
対
象
に

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
配
信
し
、
再
来
訪
率
を

向
上
さ
せ
る
手
法
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
や

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
対
象
に
、
同
様
の
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
京
都
は
非
常
に
多
様
な
客
層
が
訪
れ
る

観
光
地
だ
と
思
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
絞
り
込
ん
で
い
く
と
い

う
考
え
で
し
ょ
う
か
。
京
都
を
よ
り
深
く
理

解
し
て
く
れ
る
人
を
呼
び
た
い
と
い
う
意
識

が
う
か
が
え
ま
し
た
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　物
見
遊
山
の
初
心
者
も
い
れ
ば
、
地
元
民

よ
り
京
都
に
詳
し
い
方
ま
で
様
々
で
す
が
、

誰
し
も
最
初
は
初
心
者
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

そ
ん
な
初
心
者
が
京
都
の
奥
深
い
魅
力
に
気

づ
く
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
て
い
る
の

は
、
知
的
好
奇
心
が
高
く
、
地
元
文
化
を
理

解
し
て
尊
重
し
て
く
れ
る
、
文
化
度
の
高
い

人
た
ち
で
す
。
財
政
的
に
も
労
力
的
に
も
資

源
が
限
ら
れ
る
な
か
で
は
、
こ
う
い
っ
た

方
々
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
い
く
こ
と

で
、
効
果
的
に
京
都
へ
の
関
心
を
高
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
今
後
、
Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と

い
わ
れ
る
層
が
旅
行
の
中
心
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
若
者
に
対
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　神
社
仏
閣
を
は
じ
め
、
年
齢
や
経
験
を
重

ね
な
け
れ
ば
価
値
を
理
解
し
に
く
い
観
光
地

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
京
都
は
特
に
国
内
市
場

に
お
い
て
半
世
紀
以
上
前
か
ら
シ
ニ
ア
層
に

支
持
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、

誰
し
も
修
学
旅
行
で
一
度
は
京
都
を
訪
れ
、

大
学
時
代
を
京
都
で
過
ご
し
た
こ
と
が
あ
る

人
が
多
い
と
い
う
一
面
も
あ
り
ま
す
。「
京

都
国
際
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
フ
ェ
ア
」
や
「
京

都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
な
ど
の
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
も
発
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
若
年
層
向
け
の
取
り
組
み
は
成
果
を
上

げ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
問
題
な
の
は
、
そ

の
後
の
世
代
で
す
。
京
都
は
子
連
れ
の
観
光

地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
弱
い
た
め
、
ど
う

し
て
も
子
持
ち
世
代
の
旅
行
先
と
し
て
選
ば

れ
に
く
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

京
都
観
光
に
と
っ
て
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
上

の
最
重
要
課
題
は
、
若
年
層
と
い
う
よ
り
も

次
世
代
の
子
供
た
ち
が
含
ま
れ
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
へ
の
対
応
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
こ
が
欠
落
し
て
い
る
と
、
長
い
人
生

の
な
か
で
の
京
都
と
の
つ
な
が
り
が
一
度
全
て

リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
い
、
シ
ニ
ア
に
な
っ
て

京
都
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
と
き
に
は
ま
た

初
心
者
に
戻
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　こ
の
場
合
、
地
域
が
取
り
う
る
戦
略
は
大

き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
得

意
な
市
場
で
あ
る
シ
ニ
ア
に
特
化
す
る
、
い

わ
ゆ
る
「
選
択
と
集
中
」
の
考
え
方
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
苦
手
な
市
場
を
補
い
「
オ
ー

ル
マ
イ
テ
ィ
ー
」
な
状
態
を
作
る
と
い
う
考

え
方
で
す
。
一
般
的
に
、
競
争
の
激
し
い
市

場
に
お
い
て
は
「
選
択
と
集
中
」
が
妥
当
な

戦
略
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
持

続
可
能
な
国
際
観
光
都
市
を
標
榜
す
る
京
都

と
し
て
は
、
誰
が
来
て
も
対
応
で
き
る
懐
の

深
い
観
光
地
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
い
つ
来
て
も
ど
の
年
代
で

も
楽
し
め
る
と
い
う
状
況
を
生
み
出
す
こ
と

が
、
観
光
客
の
再
来
訪
に
つ
な
が
り
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。特
定
の
世
代
へ
の
対
応
と
い
う
よ
り
も
、

世
代
を
超
え
て
京
都
と
の
関
係
を
維
持
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　今
年
に
入
っ
て
か
ら
補
助
金
の
申
請
を
7

〜
8
本
出
し
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
採
択
さ

れ
て
い
ま
す
。
補
助
金
の
情
報
で
す
が
、
行

政
か
ら
入
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
の
と
、
こ

の
エ
リ
ア
が
重
点
支
援
D
M
O
に
選
ば
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
観
光
庁
や
北
海
道
運
輸
局

か
ら
頻
繁
に
情
報
が
入
っ
て
き
ま
す
。
個
人

と
し
て
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広
げ
て
い
る

の
で
、
こ
の
筋
か
ら
も
情
報
を
得
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
ね
。

　一
方
、
地
域
や
観
光
協
会
の
収
入
の
仕
組

み
構
築
も
考
え
て
い
ま
す
。
倶
知
安
町
で
は

宿
泊
税
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
は

別
に
旅
先
納
税
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。
旅
先
納
税
と
は
、
倶
知
安
町
に
訪
れ
た

際
に
そ
の
場
で
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
行
え

る
仕
組
み
で
、
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
な
く
返

礼
品
が
も
ら
え
る
従
来
の
ふ
る
さ
と
納
税
と

は
異
な
り
、
倶
知
安
町
に
訪
れ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
納
税
が
で
き
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
使
え

る
電
子
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
コ
ト
消
費
で
あ
り

外
貨
の
獲
得
に
も
あ
た
る
た
め
、
D
M
O
と

し
て
着
手
し
が
い
の
あ
る
事
業
で
す
。
こ
の

よ
う
に
収
入
源
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、

で
き
る
事
業
を
増
や
し
て
い
き
、
D
M
O
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
併
せ
て
強
化
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
倶
知
安
町
に
は
全
国
か
ら
視
察
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
が
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア

の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
が
視
察
時
に
登
壇
す

る
際
の
有
料
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
不
動
産
投
資
や
観
光
地
開
発
等
と
い
っ

た
ジ
ャ
ン
ル
別
で
ス
ピ
ー
カ
ー
を
揃
え
、
各

ス
ピ
ー
カ
ー
を
商
材
化
し
テ
ン
プ
レ
ー
ト
に

ま
と
め
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
と
顧
客
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
D
M
O
が
行
い
、
講
演
料
を

折
半
し
観
光
協
会
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
い

ま
す
。
別
途
、
会
場
費
や
資
料
費
等
も
用
意

し
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
て
お
り
、
こ
れ
も

観
光
協
会
の
収
益
の
柱
に
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　観
光
協
会
の
事
業
収
入
は
職
員
の
待
遇
改

善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
北
海
道
に
は
暖
房

手
当
の
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
が
、
町
役
場
や

役
場
に
準
じ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
観
光

協
会
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
で
は
、
手
当
の
額
に

差
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
仕
事
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
採
用
面
に
も
影
響
が
出
ま
す

の
で
、
観
光
協
会
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
待
遇

の
改
善
に
向
け
た
財
源
と
し
て
も
、「
地
域

で
稼
ぐ
D
M
O
」
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
は
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
各
事
業
は
観
光
協
会
内
で
ど
の
よ
う
に

決
定
し
、実
行
さ
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　観
光
協
会
内
の
事
業
体
制
（
図
①
）
と
し

て
、
7
つ
の
部
会
を
組
成
し
て
お
り
、
各
部

を
果
た
す
こ
と
が
、
住
民
と
の
共
存
に
は
必

要
と
い
う
考
え
で
す
。
こ
れ
を
な
い
が
し
ろ

に
し
て
観
光
事
業
を
実
施
す
る
と
、「
こ
ん

な
時
期
に
何
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
住
民

か
ら
批
判
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　ま
た
、
職
域
接
種
の
会
場
に
行
け
ば
地
域

内
の
住
民
や
観
光
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
会
え

ま
す
の
で
、
こ
こ
で
関
係
性
を
強
化
し
て
い

き
ま
し
た
。
な
お
、
職
域
接
種
会
場
で
は
、

非
常
に
多
く
の
方
に
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
外
国
人
は
言
葉
の
障
害
も

あ
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会
が
乏
し
く
、
有

難
い
と
い
っ
た
ご
様
子
で
し
た
。
外
国
人
を

含
め
た
職
域
接
種
を
観
光
協
会
で
実
施
し
た

こ
と
は
先
駆
的
で
あ
り
、
そ
の
後
、
定
山
渓

や
登
別
、
洞
爺
す
す
き
の
等
、
と
い
っ
た
道

内
の
観
光
地
で
も
同
様
の
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
土
台
づ
く
り
を
ふ
ま
え
、
昨

年
10
月
か
ら
は
、
令
和
4
年
度
の
補
助
金
獲

得
に
向
け
た
準
備
を
行
い
ま
し
た
。
観
光
協

会
の
活
動
原
資
で
あ
る
倶
知
安
町
の
宿
泊
税

が
減
る
こ
と
は
確
実
で
し
た
の
で
、
活
用
可

能
な
補
助
金
を
す
べ
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、

公
示
が
出
る
前
の
事
業
を
含
め
、
早
々
に
情

報
を
収
集
し
申
請
書
を
書
き
始
め
ま
し
た
。

特
に
重
視
し
た
の
は
、①
二
次
交
通
、②
倶
知

安
町
と
ニ
セ
コ
町
の
圏
域
を
ま
た
が
る
連
携

事
業
、③
M
I
C
E
で
す
。①
二
次
交
通
は
、

ひ
ら
ふ
エ
リ
ア
の
循
環
車
両
を
ス
キ
ー
シ
ー

ズ
ン
に
運
行
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
①
と
②

に
ま
た
が
り
ま
す
が
、
北
海
道
観
光
振
興
機

構
の
D
M
O
向
け
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
用

い
、
令
和
4
年
度
の
夏
場
に
倶
知
安
町
と
ニ

セ
コ
町
を
循
環
す
る
オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
バ
ス

（
ス
カ
イ
バ
ス
）
を
運
行
し
ま
し
た
。
ス
カ

イ
バ
ス
は
、
屋
根
の
な
い
バ
ス
で
移
動
を
し

な
が
ら
、
G
P
S
と
連
動
し
た
自
動
音
声
と

地
元
の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
案
内
を
行
い
な
が

ら
運
行
す
る
も
の
で
、
自
動
音
声
は
日
本
語

と
英
語
を
用
意
し
、
合
間
で
地
域
の
ト
ピ
ッ

ク
を
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が
話
す
形
態
の
二
次
交

通
兼
、
ニ
セ
コ
を
楽
し
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
で

す
。
赤
色
の
車
両
で
運
行
し
て
お
り
、
運
行

前
は
ニ
セ
コ
の
景
色
に
合
う
か
不
透
明
で
し

た
が
、運
行
開
始
後
は
、「
街
が
明
る
く
な
り
、

わ
か
り
や
す
く
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
」
と
地
域

や
観
光
客
か
ら
非
常
に
評
判
が
良
か
っ
た
で

す
。
ス
カ
イ
バ
ス
は
い
ず
れ
宿
泊
税
を
原
資

に
し
て
運
行
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い

ま
す
。
宿
泊
事
業
者
か
ら
す
れ
ば
、
税
を
代

理
徴
収
さ
せ
ら
れ
て
い
る
中
で
、
こ
の
よ
う

な
シ
ン
ボ
ル
の
存
在
は
、
税
が
何
に
使
わ
れ

て
い
る
か
が
わ
か
り
や
す
く
可
視
化
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
今
回
の
運
行
で
は
住
民
の
利
用

比
率
が
3
割
程
度
あ
り
ま
し
た
。
観
光
事
業

の
実
施
や
宿
泊
税
の
徴
収
の
結
果
、
公
共
交

通
を
担
う
住
民
の
移
動
の
足
と
し
て
も
貢
献

す
る
と
い
っ
た
仕
組
み
づ
く
り
に
も
な
り
得

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、③
M
I
C
E
で
す
が
、
水
際
対
策

に
よ
っ
て
昨
年
の
私
の
就
任
当
初
の
時
期
か

ら
、
企
業
等
か
ら
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
訪
問

の
問
い
合
わ
せ
が
非
常
に
多
く
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
ニ
セ
コ
に
は
特
に
グ
リ
ー
ン

シ
ー
ズ
ン
の
M
I
C
E
商
材
が
な
い
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。ニ
セ
コ
は
パ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ

ト
等
、
最
近
オ
ー
プ
ン
し
た
ホ
テ
ル
が
多
々

あ
る
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
大
々
的
に
で
き
て
お
ら

ず
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
の
様
子
と

い
っ
た
、
人
が
賑
わ
っ
て
い
る
「
絵
」
が
な
い

状
況
で
し
た
。
商
材
化
の
た
め
に
は
こ
れ
が

必
要
な
た
め
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
や
ホ
テ
ル
、

ヴ
ィ
ラ
を
活
用
し
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
コ
ン

テ
ン
ツ
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
造

成
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
売
り
出
す
た

め
の
画
像
や
映
像
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
商
材
と
し
、
来

年
の
誘
客
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
補
助
金
を
非
常
に
効
果
的
に
、
戦
略
的

に
活
用
し
て
い
る
の
だ
、
と
お
聞
き
し
て
実

感
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
補
助
金
の
情
報
と

い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
に
入
手
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

催
す
る
業
務
執
行
理
事
会
に
諮
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
現
在
の
事
業
は
す
べ
て
、
令
和

元
年
度
に
策
定
し
た
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
2
0
2
0
〜
2
0
3
1
）
に

紐
づ
け
て
い
ま
す
。部
会
ご
と
に
事
業
計
画
・

評
価
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
位
置
づ
け
と
の
関
係
を
明
確
に
す
る
と
と

も
に
、
目
的
や
概
要
、
実
施
方
法
、
年
度
ご

と
の
予
算
、
用
い
る
財
源
を
見
え
る
化
す
る

こ
と
で
、
事
業
の
評
価
を
わ
か
り
や
す
く
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
策
定
し
た
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
紐
づ
け
て
事
業
を
行
う
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
す
。
各
年
の
ト
レ
ン
ド
を

追
う
ば
か
り
で
は
、
D
M
O
と
し
て
の
役
割

が
ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
事
業
も
絵
に
描

い
た
餅
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。ま
た
、

観
光
協
会
内
部
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
入
れ
替

わ
っ
て
も
、
組
織
と
し
て
し
っ
か
り
機
能
す

る
う
え
で
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
、
日
本
で
は

徐
々
に
水
際
対
策
を
緩
和
し
、
近
い
将
来
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
本
格
的
に
来
客
さ
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
来
る

べ
き
時
期
に
向
け
て
、
地
域
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
や
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　今
お
話
し
し
て
き
た
ス
カ
イ
バ
ス
や

M
I
C
E
コ
ン
テ
ン
ツ
の
取
り
組
み
は
国
内

向
け
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
実
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
客
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ス
カ
イ
バ
ス
で
い
え
ば
、
来
年
度

は
英
語
に
加
え
て
ス
ペ
イ
ン
語
や
タ
イ
語
、

中
国
語
な
ど
も
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
グ

リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
は

ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
大
き
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
M
I
C
E
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
に
焼
き
直
し
が
で
き
る
よ
う
に

造
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　個
人
的
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入

れ
は
徐
々
に
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
い
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
急
に
大
量
の
受
け
入
れ
を

行
う
と
、
供
給
側
の
人
材
確
保
が
追
い
付
か

ず
、
こ
れ
が
質
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
後
々

の
観
光
客
の
満
足
度
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
段
階
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ

る
こ
と
で
、
供
給
を
慣
れ
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
観
光
協
会
に
と
っ
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

の
昨
年
や
今
年
の
取
り
組
み
は
、
再
び
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、
ど
の

よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　就
任
し
て
す
ぐ
に
行
っ
た
職
域
接
種
が
、

再
起
動
に
向
け
た
「
最
初
の
準
備
」
で
し
た
。

そ
こ
か
ら
去
年
は
色
ん
な
事
業
の
タ
マ
を
仕

込
み
、現
在
は
そ
の「
仕
込
み
」が
実
り
、様
々

な
「
事
業
」
が
動
き
出
し
て
い
る
状
況
で
す
。

仕
込
み
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
カ
イ
バ

ス
事
業
で
の
ニ
セ
コ
町
と
の
地
域
連
携
も
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
で
す
。
そ

れ
ほ
ど
、
地
域
連
携
と
い
う
の
は
時
間
や
労

力
を
要
す
る
も
の
で
、
通
常
で
あ
れ
ば
実
施

は
困
難
な
も
の
で
す
。
実
は
こ
れ
ま
で
は
ニ

セ
コ
町
と
倶
知
安
町
の
連
携
は
あ
ま
り
多
く

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ス
カ
イ
バ
ス
事
業
の

前
段
で
今
年
3
月
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
日

本
観
光
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
ブ
ー
ス
に
両
町
共

同
で
出
展
を
行
い
、D

isco
ver N

iseko

と
い
う
名
前
で
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
あ
り
、
今
回
の
ス
カ
イ
バ
ス

事
業
で
、
旅
行
者
に
見
え
る
形
で
の
連
携
も

深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
意
識
し
て
い
る
地
域

は
、
コ
ロ
ナ
禍
中
も
、
旅
行
者
と
の
関
係
性

を
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
や
情
報
発
信
に
注
力
し
が
ち
の
よ
う
に
思

い
ま
す
が
、
本
日
の
お
話
を
伺
い
、
コ
ン
テ

ン
ツ
を
し
っ
か
り
つ
く
る
こ
と
を
特
に
意
識

さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
印
象
的
で
し
た
。

お
考
え
と
し
て
は
、ニ
セ
コ
の
特
性
と
し
て
、

開
国
し
た
際
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
お
の
ず
と

来
客
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
際
に
し
っ
か
り
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
夏
、
冬
含

め
て
、
今
し
っ
か
り
準
備
さ
れ
て
い
る
っ
て

い
う
ご
認
識
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
ね
。
い
い
意
味
で
、
旅
行
者
視

点
で
ト
レ
ン
ド
を
捉
え
た
企
画
を
つ
く
れ

ば
、
ど
ん
な
国
籍
や
人
種
の
方
で
も
横
展
開

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
外
国
人
が
楽
し
む
風

景
も
イ
メ
ー
ジ
に
入
れ
な
が
ら
、
コ
ン
テ
ン

ツ
を
ど
ん
ど
ん
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

|
職
域
接
種
と
い
う
住
民
の
信
頼
を
意
識

し
た
取
り
組
み
で
土
台
を
作
り
、
コ
ロ
ナ
禍

だ
か
ら
こ
そ
実
施
で
き
た
様
々
な
取
り
組
み

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
日
は
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
16
日
／
聞
き

手
：
観
光
政
策
研
究
部
・
江
﨑
貴
昭
、
菅
野

正
洋
）

い
と
い
う
特
徴
も
あ
り
、
良
い
方
向
に
変
化

す
る
沖
縄
観
光
を
目
指
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の
懸
念
点
は
人
材
流
出

で
す
。
O
C
V
B
で
も
二
つ
の
事
業
所
を

持
っ
て
お
り
、
プ
ロ
パ
ー
職
員
だ
け
で
は
手

が
回
ら
な
い
た
め
、
非
常
勤
職
員
を
採
用
し

て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
応
募
者
が
集
ま
ら

な
い
状
況
で
す
。

　ホ
テ
ル
や
観
光
施
設
も
同
じ
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
沖
縄
に
と
っ
て
観
光
が
重
要
な

産
業
だ
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、

人
材
を
い
か
に
確
保
し
て
い
く
か
が
重
要
で

す
。夢
の
あ
る
仕
事
と
い
う
共
通
認
識
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
中
長
期
的
に
は
デ
ジ
タ
ル

化
、
観
光
D
X
を
進
め
て
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
視
点
と
な
り
ま

す
。
I
T
系
事
業
者
が
入
居
す
る
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
中
に
ホ
テ
ル
を
整
備

し
、
実
際
に
顧
客
を
受
け
入
れ
て
、
ロ
ボ
ッ

ト
化
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
な
ど
の
様
々
な

実
証
実
験
を
実
施
す
る
計
画
が
あ
り
、
観
光

D
X
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
観
光
に
お
け
る
実
践
教
育
を
強
化

し
て
現
場
に
人
材
を
輩
出
す
る
取
り
組
み
も

進
ん
で
い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
、
沖
縄
高
専

に
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
5
年
間
で
、
機
械
、
情
報
、

環
境
技
術
な
ど
を
学
ぶ
と
と
も
に
観
光
に
つ

い
て
も
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
理
系
の
学

生
が
観
光
を
学
び
、
観
光
関
連
企
業
に
入
社

し
て
く
れ
れ
ば
、
質
の
高
い
観
光
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　当
面
は
国
内
観
光
を
中
心
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
将
来
的

に
は
や
は
り
国
際
観
光
を
大
き
く
伸
ば
し
て

い
く
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
非
常
に
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
前
述
の
通
り
、
そ
の
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
済
ん
で
い
ま
す
し
、
数
年
後

に
は
新
し
い
魅
力
を
持
っ
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク

開
業
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
沖
縄
観
光
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
く
評
価
し
た
県
外
、
国
外

か
ら
の
投
資
の
動
き
が
あ
る
の
も
事
実
で

す
。
そ
の
意
味
で
は
、
沖
縄
観
光
の
未
来
は

非
常
に
明
る
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
が
あ
っ
た
か
ら
、
も
う
観
光
の

可
能
性
が
な
く
な
っ
た
と
見
て
い
る
人
は
誰

も
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
観
光

客
が
久
し
ぶ
り
に
沖
縄
に
旅
行
に
い
ら
し
た

際
に
、
満
足
し
て
頂
け
る
対
応
を
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
の
で
、
今
が
頑
張
り
ど
こ
ろ
と

考
え
て
い
ま
す
。

|
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
4
日
／
聞
き

手
：
観
光
政
策
研
究
部
・
菅
野
正
洋
）

|
2
0
2
1
年
度
か
ら
2
0
2
2
年
度
に

か
け
て
の
京
都
観
光
は
ど
の
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
発
令
時
に
は
、
市

内
主
要
ホ
テ
ル
に
お
け
る
客
室
稼
働
率
は

5
・
8
％
ま
で
下
が
り
底
を
打
ち
ま
し
た
。

現
在
は
50
%
く
ら
い
ま
で
戻
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
80
%
を
超
え
て

当
た
り
前
、
高
い
時
に
は
95
%
に
達
し
て
い

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
ま
だ
ま
だ
足
り
ま
せ

ん
。
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
を
見
据
え

て
京
都
に
進
出
し
て
き
た
事
業
者
の
み
な
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
物
足
り
な
い
数
字
と
評
価

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
入
国
が
団
体
客

に
制
限
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
、
京
都
観
光

へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
だ
ま
だ
様

き
た
と
い
う
状
況
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
2
年
間
、
直
行
便
が
な
く
な
っ
た
こ

と
で
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
一
方
で
、
国

内
に
い
る
外
国
人
が
旅
行
に
来
て
い
る
状
況

も
あ
り
、
大
使
館
な
ど
、
国
内
に
立
地
し
て

い
る
海
外
の
機
関
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を

し
っ
か
り
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
各
国
に
駐
在
員
を
置
い
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
2
年
間
は
そ
う
い
っ
た
現
地
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
現

地
で
開
催
さ
れ
る
観
光
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
駐

在
員
が
参
加
す
る
と
い
っ
た
活
動
を
オ
ン
ラ

イ
ン
と
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　も
と
も
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、

沖
縄
の
訪
日
外
国
人
の
8
割
は
個
人
客
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
の
よ
う
に
団
体

限
定
で
、
ビ
ザ
が
必
要
な
現
状
で
は
、
す
ぐ

に
観
光
客
が
戻
る
と
い
う
状
況
は
現
実
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　沖
縄
は
台
湾
か
ら
の
来
訪
が
一
番
多
い
状

況
で
し
た
の
で
、
経
済
界
も
台
湾
と
の
早
期

の
交
流
再
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
日
本
政

府
と
台
湾
政
府
の
双
方
の
規
制
緩
和
の
状
況

を
見
な
が
ら
、
す
ぐ
に
連
携
で
き
る
態
勢
を

取
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　国
際
ク
ル
ー
ズ
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
よ

う
に
買
い
物
の
た
め
だ
け
に
寄
港
し
て
数
時

間
滞
在
し
て
い
く
よ
う
な
形
は
県
民
の
理
解

を
得
に
く
い
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中

で
、
ク
ル
ー
ズ
船
を
受
け
入
れ
て
い
た
市
町

村
と
O
C
V
B
と
地
域
の
観
光
協
会
が
一
緒

に
な
っ
て
、
国
際
ク
ル
ー
ズ
の
再
開
を
目
的

と
し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

|
コ
ロ
ナ
禍
は
未
曾
有
の
危
機
と
も
い
え

ま
す
が
、
危
機
管
理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
2
年
余
り
、
地
震
や
津
波
等
を
含
め

た
基
本
的
な
危
機
管
理
に
つ
い
て
訓
練
等
を

通
じ
て
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
十
分
に
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
や
は
り
基
本
的

な
意
識
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と

で
、
危
機
管
理
体
制
運
用
の
た
め
の
図
上
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　こ
こ
に
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を
ど
う
盛
り
込

む
の
か
と
い
う
点
は
、
観
光
の
分
野
を
超
え

る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　危
機
管
理
は
観
光
地
と
し
て
の
質
の
高
さ

を
示
す
一
つ
の
側
面
で
す
か
ら
、
も
う
少
し

状
況
が
落
ち
着
い
た
ら
、
こ
の
間
の
コ
ロ
ナ

対
策
を
検
証
し
て
、
感
染
症
対
策
も
含
め
て

危
機
管
理
体
制
を
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
で
期
待
さ
れ
る
新
た
な
市
場

と
し
て
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
意
味
全
国
ど
こ

で
も
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
の
た
め
、
沖
縄

と
し
て
の
優
位
性
を
ど
う
作
れ
る
か
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
「
沖
縄
リ
ゾ
ー
ト
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

観
光
は
観
光
業
界
だ
け
で
取
り
組
む
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
大
学
、
行
政
、
医
療
、
金
融

機
関
と
の
連
携
が
大
事
だ
と
考
え
て
議
論
に

加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
と
、
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
持
っ
て
仕
事
を
し
、
あ
と
は
プ
ー

ル
サ
イ
ド
で
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
…
…
み
た
い

な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
ね
。
確
か
に
そ
れ

は
リ
ゾ
ー
ト
型
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ

の
形
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
学
は
ス
タ

デ
ィ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り
学
び
と
滞
在

と
い
う
視
点
で
、
ま
た
金
融
機
関
は
商
談
会

や
企
業
誘
致
に
代
表
さ
れ
る
産
業
振
興
の
視

点
で
考
え
て
も
ら
う
と
す
れ
ば
議
論
と
し
て

は
面
白
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　沖
縄
に
お
け
る
滞
在
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
増
や
す
取
り
組
み
の
結
果
の
一
つ
の
形
が

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
り
す
る
わ
け
で
す
。

|
改
め
て
振
り
返
る
と
、
こ
の
1
年
半
は

ど
う
い
っ
た
期
間
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
今
後
の
見
通
し
は
捉
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
1
年
半
は
、
原
点
に
立
ち
戻
り
、
本

来
沖
縄
が
目
指
し
て
い
た
も
の
を
見
つ
め
直

す
期
間
に
な
っ
た
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
勢
の
人
に
来
て
も
ら
う
こ
と
以
上
に
、
質

の
充
実
を
図
ら
な
い
と
観
光
地
と
し
て
選
ば

れ
な
い
と
い
う
認
識
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
生
じ
た
観
光
ス
タ
イ
ル
の
変
化

と
い
う
の
は
、
様
々
な
方
が
指
摘
し
て
い
ま

す
が
、
人
間
は
そ
こ
ま
で
急
に
は
変
わ
れ
な

い
部
分
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　イ
ベ
ン
ト
で
人
を
集
め
、
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
な
が
ら
楽
し
ん
で
も
ら
い
つ
つ
、
新

し
い
滞
在
の
形
と
し
て
環
境
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
つ
く
っ
て
い
く
方
向
性
を
目
指
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

　一
気
に
量
を
追
求
す
る
取
り
組
み
を
や
め

て
し
ま
う
と
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

極
端
な
方
向
に
振
れ
が
ち
で
す
。
沖
縄
は

島と
う

嶼し
ょ

型
の
経
済
圏
と
し
て
、
そ
う
い
っ
た
変

化
が
顕
著
に
出
や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
統
計
的
な
数
値
は
整
備
し
や
す

だ
け
で
な
く
、
質
の
高
い
観
光
地
を
も
目
指

す
中
で
は
、
量
的
な
拡
大
、
回
復
を
目
指
す

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
る
程
度
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

|
数
だ
け
で
な
く
質
も
と
い
う
の
は
、
前

回
の
本
誌
取
材
（
2
4
7
号
：
2
0
2
0
年

11
月
発
刊
）
の
際
に
も
言
及
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
そ
の
後
の
取
り
組
み
に
も
色
濃

く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
の
通
り
で
す
。
た
だ
そ
の
一
方
で
ま
だ

十
分
で
な
い
の
が
、
他
産
業
と
の
連
携
強
化

に
よ
る
地
域
経
済
循
環
率
の
向
上
で
す
。
観

光
は
総
合
産
業
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
農

業
や
製
造
業
と
の
連
携
を
深
め
て
観
光
を
伸

ば
す
こ
と
で
、
産
業
連
関
の
中
で
波
及
効
果

が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
地
元
産
品
の

利
用
頻
度
を
高
め
る
な
ど
、
地
域
に
お
金
が

落
ち
る
仕
組
み
を
重
視
す
る
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
は
、
観
光
統
計
の
質
的
向
上

も
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
沖
縄
の

統
計
指
標
は
那
覇
空
港
を
拠
点
と
し
た
圏

域
、
宮
古
圏
域
、
八
重
山
圏
域
と
い
う
三
つ

の
圏
域
で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
指
標
を
迅
速
に
把
握
し
、
提
供
で

き
る
か
は
ま
だ
ま
だ
課
題
で
す
。

　2
0
2
0
年
度
の
沖
縄
県
の
G
D
P
は
前

年
度
比
マ
イ
ナ
ス
9
・
6
％
で
し
た
。
全
国

的
に
は
マ
イ
ナ
ス
4
％
台
で
し
た
が
、
な
ぜ

沖
縄
県
が
こ
れ
だ
け
落
ち
込
み
が
大
き
い
か

と
い
え
ば
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
観
光
へ
の
打

撃
が
大
き
か
っ
た
か
ら
で
す
。
沖
縄
観
光
の

重
要
性
を
様
々
な
視
点
で
数
字
で
示
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

|
O
C
V
B
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

「
エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
」
も
、
質
の
高
い
観
光

地
と
し
て
目
指
す
旅
行
の
姿
の
ひ
と
つ
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
は
環
境
と
地
域
を
意

識
し
た
取
り
組
み
で
、
大
き
な
く
く
り
で
い

え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
。

必
ず
し
も
新
し
い
発
想
で
は
な
く
、
沖
縄
の
よ

う
な
観
光
地
で
は
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可

能
な
観
光
は
、
当
た
り
前
の
基
本
方
針
で
す
。

　地
域
の
資
源
が
有
限
で
あ
る
以
上
、
環
境

に
配
慮
し
、地
域
文
化
も
理
解
す
る
こ
と
で
、

観
光
客
と
地
域
住
民
の
双
方
が
満
足
で
き
る

結
果
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　量
的
な
拡
大
を
図
る
べ
き
と
い
う
意
見

と
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換
を
意
識
す
べ
き
と

い
う
意
見
が
あ
り
、
県
民
か
ら
も
、
観
光
推

進
は
大
事
だ
が
必
ず
し
も
自
分
た
ち
の
生
活

の
豊
か
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
意

見
が
徐
々
に
出
て
き
て
い
ま
す
。

　ハ
ワ
イ
州
観
光
局
（H

aw
aii T

o
u
rism

 

A
u
th
o
rity

：H
T
A

）
で
は
毎
年
住
民
に
対

し
て
感
情
調
査
を
行
い
、
観
光
を
支
持
す
る

住
民
の
比
率
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク

時
で
8
割
が
観
光
を
支
持
し
て
い
た
も
の

が
、
最
新
の
調
査
結
果
で
は
地
域
に
よ
っ
て

6
割
程
度
ま
で
落
ち
て
い
ま
す
。
地
元
住
民

に
支
持
さ
れ
な
い
観
光
に
持
続
性
が
あ
る
の

か
と
い
う
話
で
す
。

　マ
ー
ケ
ッ
ト
側
の
変
化
に
対
応
す
る
際
に

も
、
沖
縄
の
自
然
と
文
化
を
大
事
に
す
べ
き

と
す
る
立
ち
位
置
に
戻
る
と
い
う
の
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
、
あ
る
意
味
必
然
性
が
あ
り
ま
し
た
。

　沖
縄
県
で
は
、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て「B

e.O
kinaw

a

」

を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
、
美
し
い

自
然
と
優
し
い
人
に
囲
ま
れ
て
、
本
来
の
自

分
を
取
り
戻
し
て
い
く
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
に
と
っ
て
、
今
再
び
立

ち
返
る
べ
き
考
え
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

|
一
般
的
に
、
若
い
世
代
の
方
は
こ
う

い
っ
た
エ
シ
カ
ル
さ
を
有
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
観
光
産
業
が
厳
し
い
状
況
に

あ
る
中
で
は
、
消
費
単
価
が
高
い
客
層
を
誘

客
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　産
業
の
事
業
者
に
も
そ
う
い
っ
た
意
識
は

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
経
営
面
の
体
力
に

よ
っ
て
優
先
順
位
に
差
が
生
じ
る
こ
と
が
問

題
で
す
。
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、

単
価
の
高
い
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
事
業
者
が
あ
る
一
方
で
、
ま
ず
観
光

客
に
来
て
も
ら
う
こ
と
に
注
力
せ
ざ
る
を
得

な
い
事
業
者
も
い
ま
す
。

　だ
か
ら
と
い
っ
て
、
単
価
を
大
幅
に
下
げ

て
顧
客
を
取
り
込
む
ス
タ
イ
ル
は
、
沖
縄
観

光
の
ブ
ラ
ン
ド
を
毀
損
し
ま
す
。
宿
泊
施
設

を
例
に
と
る
と
、
沖
縄
は
民
宿
や
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
か
ら
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
ま
で
幅
が
広
い

の
が
特
徴
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
中
で
単
価
を
維
持
も
し
く
は
向
上

さ
せ
、
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
ら
れ
る
と
よ

い
と
思
い
ま
す
。

　質
の
高
い
体
験
を
し
た
い
、
地
域
の
環
境

保
全
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
傾
向
は
、
確
か

に
若
い
人
た
ち
に
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す

が
、ま
だ
デ
ー
タ
で
示
し
切
れ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
、
エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
に
適
応
す
る
事

業
者
側
か
ら
そ
の
状
況
を
数
値
化
で
き
な
い

か
、
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入
れ
に
向
け
て

は
、
海
外
と
繋
い
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
を
行
っ
て

|
2
0
2
1
年
度
か
ら
2
0
2
2
年
度
に

か
け
て
の
沖
縄
観
光
は
ど
の
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　2
0
2
1
年
度
の
入
域
観
光
客
数
は

3
2
8
万
9
7
0
0
人
で
し
た
。
2
0
2
0

年
度
が
2
5
8
万
人
で
し
た
の
で
、
一
部
回

復
し
て
は
い
ま
す
が
、
や
は
り
緊
急
事
態
宣

言
な
ど
の
期
間
が
長
く
、
実
績
と
し
て
国
内

が
前
年
度
比
45
％
、
国
内
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
合
わ
せ
た
全
体
だ
と
33
％
と
本
当
に
厳
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
以
前
の
よ
う
な
急
激
に
旅
行
マ
イ

ン
ド
が
下
が
る
よ
う
な
状
況
に
は
な
ら
な
い

と
見
て
お
り
、
現
時
点
で
は
国
内
の
観
光
客

は
2
0
1
9
年
度
比
で
8
割
ほ
ど
ま
で
戻
っ

て
き
て
い
る
と
見
て
い
ま
す
。
た
だ
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
は
ゼ
ロ
の
状
況
で
す
の
で
、
現
時
点

で
は
国
内
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　2
0
2
2
年
度
の
入
域
観
光
客
数
は
、
国

内
は
約
5
8
0
万
人
を
目
標
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。
前
年
度
の
倍
と
ま
で
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
着
実
に
回
復
を
目
指
す
目
標
と
し
て

設
定
し
て
い
ま
す
。

　国
際
線
の
再
開
も
視
野
に
入
れ
、
海
外
の

観
光
客
は
20
万
人
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

あ
る
程
度
の
量
の
回
復
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
の
一
定
の
数
字
が
必
要
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
、
国
内
と
海
外
含
め
て
6
0
0
万
人
を

目
標
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　2
0
2
2
年
9
月
ま
で
の
上
半
期
で

2
9
0
万
人
と
い
う
状
況
な
の
で
、
あ
な
が

ち
こ
の
目
標
達
成
は
不
可
能
で
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
海
外
か
ら
の
観
光

客
20
万
人
は
ま
だ
見
通
せ
な
い
状
況
で
す
。

も
と
も
と
ビ
ジ
ネ
ス
や
留
学
生
の
需
要
が
少

な
い
沖
縄
に
と
っ
て
は
、
今
の
制
約
の
中
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
本
格
回
復
は
難
し
い
と

い
う
の
が
現
状
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　沖
縄
で
は
2
0
2
0
年
に
那
覇
空
港
の
第

二
滑
走
路
が
整
備
さ
れ
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
第

二
バ
ー
ス
も
完
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
玄
関
口
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

十
分
整
っ
て
い
ま
す
し
、
宿
泊
施
設
の
客
室

数
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
右
肩
上
が
り
の
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
単
に
観
光
客
数
が
戻
る

※
1
）Rep

resen
tative

の
略
。自
治
体
等
の
代
理
と
し
て
、旅

行
会
社
や
メ
デ
ィ
ア
へ
の
対
応
等
を
行
う
現
地
事
業
者

会
に
業
務
執
行
理
事
を
配
置
し
、
部
会
ご
と

に
事
業
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
事
業
の
企
画

も
各
部
会
で
検
討
し
、
年
間
約
10
回
程
度
開

く
っ
ち
ゃ
ん
ち
ょ
う

コロナ禍における地域の取り組み3
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図 1（一社）俱知安観光協会の事業体制（2022年度）

風
や
、
低
賃
金
や
雇
用
の
不
安
定
さ
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
観
光
業
界
で
は
人
材
確

保
が
難
し
い
と
い
う
課
題
を
解
消
す
る
た
め

に
、
2
0
1
8
年
に
導
入
が
始
ま
っ
た
宿
泊

税
を
財
源
に
し
て
、
従
業
員
向
け
の
研
修
事

業
に
注
力
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
3
月
に
刷
新
さ
れ
た
「
京
都
観

光
振
興
計
画
」
で
は
、
以
前
の
計
画
に
は
な

か
っ
た
「
担
い
手
の
活
躍
支
援
」
が
5
本
の

柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
よ
り
一
層

強
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
新
た
に
打
ち
出
し

た
り
、
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
を
し
た
部
分
は
あ

る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
近
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
京
都
観
光
を
持

続
可
能
に
し
て
い
く
た
め
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
し
っ

か
り
と
打
ち
出
し
て
、
そ
れ
に
合
っ
た
商
品

開
発
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
回
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
、
準
備
期
間
が
あ
る
な
か
で
、
改
め
て
自

分
た
ち
の
や
っ
て
き
た
こ
と
を
見
つ
め
直
そ

う
と
い
う
動
き
で
す
。

　し
か
し
、
事
業
者
さ
ん
か
ら
は
「
京
都
は

昔
か
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
こ
と
を
や
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
」
と
い
う
反
応
が
多
い
で
す
。

「
一
見
さ
ん
お
断
り
」
と
い
う
言
葉
の
印
象

が
強
く
、
閉
鎖
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る

こ
と
が
多
い
京
都
の
街
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一
方
で
ず
っ
と
多
く
の
観
光
客
に
訪
れ
て
い

た
だ
け
た
こ
と
で
、
L
G
B
T
Q
や
ベ
ジ
タ

リ
ア
ン
、
ム
ス
リ
ム
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
お
持
ち
の
方
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
々
を
受

け
入
れ
て
い
く
こ
と
が
当
然
の
も
の
と
し
て

根
付
い
て
い
る
街
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
京
都
人

の
気
質
と
し
て
「
自
分
た
ち
は
昔
か
ら
や
っ

て
い
る
の
で
、
流
行
に
乗
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
た
く
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
外
国
人

に
対
し
て
は
、
そ
う
い
う
気
概
は
分
か
り
や

す
く
発
信
し
な
け
れ
ば
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
変

に
安
っ
ぽ
く
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
な
が

ら
も
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
に
改
め
て

き
ち
ん
と
光
を
当
て
直
す
、
と
い
う
ス
タ
ン

ス
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
会
員
向
け
の
情
報
発
信
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
市
内
主
要
ホ
テ
ル

の
ご
協
力
の
も
と
、
過
去
数
年
分
の
予
約
状

況
や
実
際
の
稼
働
率
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
3

カ
月
先
ま
で
の
稼
働
率
の
予
測
値
の
発
表
を

始
め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
こ
れ
か

ら
ど
う
な
る
か
不
安
だ
と
い
う
お
声
に
応
え

る
た
め
に
は
、
将
来
的
な
見
通
し
を
示
す
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
た
た
め
で
す
。最
近
は
、

こ
れ
ま
で
の
月
単
位
の
調
査
に
加
え
て
、
ほ

ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
日
単
位
の
調
査
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

直
近
の
状
況
の
把
握
や
、
曜
日
別
の
分
析
が

可
能
と
な
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
精
度
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
始
動
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　当
協
会
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
分
野
の

取
り
組
み
は
海
外
メ
デ
ィ
ア
へ
の
対
応
が
中

心
で
あ
り
、
多
い
と
き
に
は
世
界
13
都
市
に

レ
ッ
プ
を
置
き
、
海
外
現
地
の
メ
デ
ィ
ア
に

情
報
提
供
し
た
り
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
京
都

取
材
を
す
る
際
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
旅

行
需
要
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
後
も
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
協
会
の

中
心
業
務
の
一
つ
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
で
は

事
業
者
が
開
発
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
後

追
い
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
た
め
、
こ
れ

か
ら
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
先
回
り
し
て

察
知
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　そ
こ
で
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
京
都
」
と
い
う
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
観

子
見
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

　一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
外
国
人
の
比

率
が
4
〜
5
割
程
度
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
日
本
人
の
需
要
は
か
な
り
回
復
し
た

と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、G

o
 

T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は
じ
め
、
様
々
な
需

要
喚
起
策
で
恩
恵
を
受
け
た
の
は
価
格
帯
の

高
い
施
設
や
リ
ゾ
ー
ト
観
光
地
が
中
心
で

す
。
海
外
旅
行
に
行
け
な
い
代
わ
り
に

ち
ょ
っ
と
リ
ッ
チ
な
宿
に
泊
ま
り
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

街
中
の
旅
館
や
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
な
ど
は
ま

だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
か
な
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
京
都
に
と
っ
て
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
あ
る
修
学
旅
行
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
強
く
受
け
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年
は
壊

滅
的
、
2
0
2
1
年
は
多
少
回
復
し
た
も
の

の
、
例
年
の
8
割
減
と
い
う
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
ま
し
た
。
2
0
2
2
年
は
、
京
都

の
修
学
旅
行
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
5
〜

6
月
に
感
染
者
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
予

定
通
り
催
行
が
進
ん
だ
こ
と
で
一
部
の
施
設

の
稼
働
率
は
90
〜
1
0
0
％
に
達
し
て
お

り
、
も
と
も
と
激
し
か
っ
た
景
気
の
浮
き
沈

み
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
後
に
京
都
へ
進
出
す
る
宿
泊

施
設
の
動
き
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
は
将
来
的
な
回
復
を
見
越
し
て
の
投
資

と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　特
に
外
資
系
の
世
界
的
ブ
ラ
ン
ド
で
高
価

格
帯
の
施
設
に
よ
る
進
出
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
彼
ら
は
20
年
30
年
と
い
う
長
期
ス
パ

ン
で
経
営
戦
略
を
立
て
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
は
あ
く
ま
で
短
期
間
の
ブ
レ
と
捉
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
国
内
資
本
で
も
高
単

価
で
ユ
ニ
ー
ク
な
宿
が
増
え
て
お
り
、
京
都

市
内
の
宿
泊
施
設
の
多
様
性
は
格
段
に
向
上

し
て
い
ま
す
。

　一
方
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
の
簡
易
宿
所

は
、
駄
目
だ
と
思
っ
た
ら
早
々
に
見
切
り
を

つ
け
て
撤
退
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
将
来

的
に
需
要
が
回
復
す
れ
ば
再
び
参
入
す
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
柔
軟
性
が

高
い
こ
と
が
、
小
規
模
な
業
態
の
良
さ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

|
利
用
の
集
中
を
防
ぐ
分
散
化
へ
の
取
り

組
み
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ

た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　分
散
化
は
観
光
業
界
全
て
に
と
っ
て
永
遠

の
テ
ー
マ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
ろ
う
と
な
か

ろ
う
と
必
ず
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
三
密
回
避
に

資
す
る
も
の
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
と
し
て
も
必
要
な
取
り
組
み
で
し
た
。

　一
方
、
事
前
予
約
制
の
導
入
は
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
始
め
た
も
の
で
す
。以
前
ま
で
は
、

人
の
量
を
動
か
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え

の
も
と
、
基
本
は
予
約
な
し
で
O
K
と
い
う

旅
行
商
品
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
ま
た
、
京

都
の
主
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
寺
社
は
、
全

て
の
人
に
対
し
て
開
か
れ
た
場
所
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
の
も
と
、
特
定
の
人
し
か
受
け

入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
相
容
れ
な
い

立
場
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
宗
教
行
為
に

ま
つ
わ
る
個
人
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
信

教
の
自
由
に
触
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

議
論
も
あ
り
、
予
約
制
度
の
導
入
に
は
慎
重

な
判
断
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
で
、

密
を
避
け
な
が
ら
拝
観
い
た
だ
け
る
環
境
を

用
意
す
る
こ
と
や
、
感
染
者
が
出
た
場
合
の

連
絡
先
を
把
握
す
る
と
い
う
必
要
に
迫
ら
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
事
前
予
約
制

の
導
入
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
き
ま
し
た
。

|
以
前
か
ら
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
た
ま
た
ま
実
施
時
期
が
コ
ロ

ナ
禍
と
重
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
以
外
に
も
、
コ
ロ
ナ

禍
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

2
0
1
9
年
12
月
に
京
都
で
開
か
れ
た
「
第

4
回 

観
光
と
文
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際

会
議
」（
主
催
：
U
N
W
T
O
／
ユ
ネ
ス
コ
）

に
お
い
て
、
観
光
が
地
域
と
文
化
を
つ
な
ぎ

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
、
と

い
う
考
え
方
が
「
観
光
・
文
化
京
都
宣
言
」

と
し
て
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、

京
都
市
と
京
都
市
観
光
協
会
で
は
、
従
来
の

観
光
客
向
け
の
マ
ナ
ー
啓
発
だ
け
で
な
く
、

事
業
者
や
市
民
と
一
緒
に
持
続
可
能
な
観
光

を
実
現
す
る
た
め
の
行
動
を
定
め
た
も
の
と

し
て
「
京
都
観
光
行
動
基
準
（
京
都
観
光
モ

ラ
ル
）」
を
発
表
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
の

生
活
に
配
慮
し
た
行
動
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
指

す
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
に
お
い
て
も

重
要
な
観
点
で
あ
る
た
め
、積
極
的
な
周
知
・

啓
発
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
休
業
や
テ
レ
ワ
ー
ク

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
観
光
業
界
の
従
業
員
向

け
に
、
各
地
で
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
増
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
も

当
協
会
で
は
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
分
野
で
す
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

コ
ロ
ナ
禍
と
い
っ
た
観
光
業
界
に
対
す
る
逆

|
そ
の
中
で
、
観
光
協
会
と
し
て
す
べ
き

こ
と
は
何
だ
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
も
大
切
な
こ
と
は
、
各
事
業
者
が
個
々

の
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス

を
開
発
・
提
供
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

で
す
。
昔
と
比
べ
て
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
し
て
い
る
た
め
、
事
業
者
を
枠
に
は
め

て
画
一
的
な
商
品
づ
く
り
を
促
す
の
で
は
な

く
、
切
磋
琢
磨
を
促
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
サ
ー

ビ
ス
を
増
や
し
、
観
光
客
に
と
っ
て
の
選
択

肢
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

観
光
協
会
に
相
談
す
れ
ば
解
決
に
つ
な
が
る

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
つ
く

り
、
協
会
が
各
事
業
者
の
特
徴
を
把
握
し
た

う
え
で
差
別
化
や
協
業
の
支
援
を
し
て
い
く

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
に
と
ら
わ
れ
ず
、
や
る
べ
き

こ
と
を
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
着
実
に
実
行
し
て

い
る
と
い
う
お
話
に
非
常
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
9
日
／
聞
き
手
：

観
光
政
策
研
究
部
・
門
脇
茉
海
、
菅
野
正
洋
）

|
コ
ロ
ナ
禍
も
3
年
目
を
迎
え
、
段
階
的

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
解
禁
が
少
し
ず
つ
進
ん

で
い
る
中
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
訪
日

外
国
人
旅
行
者
の
主
要
な
目
的
地
と
な
っ
て

い
た
ニ
セ
コ
地
域
（
倶
知
安
町
）
に
お
け
る

D
M
O
（
観
光
推
進
組
織
）
の
お
立
場
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
取
り
組
ん
だ
事
項
等
に
つ

い
て
お
伺
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　ま
ず
は
私
自
身
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
、
2
0
2
1
年
の
6
月
に
倶
知
安
観

光
協
会
の
事
務
局
長
に
就
任
す
る
前
は
、
10

年
間
、
J
T
B
ハ
ワ
イ
で
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。
最
初
の
5
年
は
M
I
C
E
の
誘
致
・
受

入
事
業
に
従
事
し
、そ
の
後
、地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
関
わ
る
地
域
交
流
ビ
ジ
ネ
ス
の

役
割
を
担
い
、
最
後
の
3
年
間
は
、
ホ
ノ
ル

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
財
団
に
出
向
し
、
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
・
運
営
を
担
い
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
の
帰
国
後
に
ご
縁
を
い
た
だ

き
、
現
在
の
ポ
ス
ト
に
い
る
状
況
で
す
。

　2
0
2
1
年
6
月
1
日
に
着
任
し
、
最
初

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
観
光
協
会
に
よ
る

ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種
で
し
た
。
会
員
向
け

に
接
種
希
望
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と

こ
ろ
、
当
初
は
1
5
0
0
人
が
接
種
を
希
望

し
ま
し
た
が
、
接
種
直
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
希
望
者
は
2
6
0
0
人
程
度
ま
で
増
加
し

ま
し
た
。
す
で
に
ワ
ク
チ
ン
は
発
注
済
み
で

あ
っ
た
た
め
、厚
労
省
と
や
り
と
り
を
行
い
、

何
と
か
追
加
分
の
ワ
ク
チ
ン
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
、
1
回
目
の
接
種
が
終
わ
る
ま
で

9
月
頃
ま
で
か
か
り
ま
し
た
。

　こ
の
間
、
他
の
業
務
は
一
切
で
き
な
い
状

況
で
し
た
が
、
住
民
か
ら
観
光
関
連
事
業
者

へ
の
信
頼
を
得
る
と
い
う
面
で
、
ニ
セ
コ
の

観
光
関
連
事
業
者
全
体
が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
し
た
。
当
時
、

ニ
セ
コ
で
は
居
住
の
外
国
人
を
含
め
た
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
最

終
的
に
は
観
光
協
会
の
会
員
で
な
く
と
も
、

家
族
や
取
引
先
、
ま
た
、
町
内
在
住
ま
た
は

勤
務
で
あ
れ
ば
外
国
人
も
接
種
可
能
と
し
、

地
域
一
体
で
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
注
力

し
ま
し
た
。
観
光
政
策
の
最
も
重
要
な
根
幹

は
住
民
の
理
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
ふ
ま

え
、
そ
の
土
台
づ
く
り
を
進
め
た
形
で
す
。

|
住
民
の
目
線
に
寄
り
添
う
と
い
っ
た
視

点
は
、
ハ
ワ
イ
で
の
経
験
に
基
づ
い
た
も
の

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
。
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
逆
の
視
点
で
す
ね
。
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
旅
行
者
視
点
に
よ
る
ハ
ワ
イ

の
住
民
に
対
し
て
の
責
任
と
い
う
考
え
で
す

が
、
今
回
の
ニ
セ
コ
で
は
、
同
じ
地
域
に
存

在
す
る
住
民
に
対
し
て
観
光
事
業
者
が
責
任

光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立

ち
上
げ
ま
し
た（
図
①
）。こ
の
事
業
で
は「
地

元
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」、

「
日
本
人
観
光
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
融

合
」、「
混
雑
を
避
け
つ
つ
高
い
知
的
欲
求
を

満
た
せ
る
体
験
の
提
供
」
を
目
的
に
、
京
都

市
の
認
定
を
受
け
た
ガ
イ
ド
団
体
で
あ
る

「
京
都
市
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ホ
ス
ト
」
や
、
京
都

市
内
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
の
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
で
構
成
さ
れ
る
「
京
都
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
研
究
会
」
と
い
っ
た
、
京
都
の

文
化
に
精
通
し
た
目
利
き
の
ア
ド
バ
イ
ス
の

も
と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
本
当
に
響
く
商

品
造
成
を
支
援
し
ま
す
。
地
元
金
融
機
関
で

も
あ
る
京
都
信
用
金
庫
と
の
連
携
事
業
で
も

あ
る
た
め
、
専
門
家
に
よ
る
事
業
の
採
算
性

に
係
る
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
付
帯
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
の
あ

り
方
を
考
え
る
業
界
交
流
会
「
京
都
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
カ
フ
ェ
」
も
定
期
開
催
し
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
切
れ
て
し
ま
っ
た
事
業
者
同
士

の
交
流
の
場
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

  

|
I
C
T
を
活
用
し
た
取
り
組
み
は
あ
る

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
発
を
回
避
す

る
た
め
に
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
開
発
の
手
法
を

確
立
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

京
都
へ
の
関
心
が
高
い
方
々
と
の
関
係
を
可

視
化
し
、
こ
れ
を
分
析
し
て
、
さ
ら
に
関
係

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
日
本

人
観
光
客
に
対
し
て
は
、
事
前
予
約
で
旅
行

商
品
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
方
を
対
象
に

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
配
信
し
、
再
来
訪
率
を

向
上
さ
せ
る
手
法
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
や

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
対
象
に
、
同
様
の
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
京
都
は
非
常
に
多
様
な
客
層
が
訪
れ
る

観
光
地
だ
と
思
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
絞
り
込
ん
で
い
く
と
い

う
考
え
で
し
ょ
う
か
。
京
都
を
よ
り
深
く
理

解
し
て
く
れ
る
人
を
呼
び
た
い
と
い
う
意
識

が
う
か
が
え
ま
し
た
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　物
見
遊
山
の
初
心
者
も
い
れ
ば
、
地
元
民

よ
り
京
都
に
詳
し
い
方
ま
で
様
々
で
す
が
、

誰
し
も
最
初
は
初
心
者
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

そ
ん
な
初
心
者
が
京
都
の
奥
深
い
魅
力
に
気

づ
く
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
て
い
る
の

は
、
知
的
好
奇
心
が
高
く
、
地
元
文
化
を
理

解
し
て
尊
重
し
て
く
れ
る
、
文
化
度
の
高
い

人
た
ち
で
す
。
財
政
的
に
も
労
力
的
に
も
資

源
が
限
ら
れ
る
な
か
で
は
、
こ
う
い
っ
た

方
々
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
い
く
こ
と

で
、
効
果
的
に
京
都
へ
の
関
心
を
高
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
今
後
、
Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と

い
わ
れ
る
層
が
旅
行
の
中
心
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
若
者
に
対
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　神
社
仏
閣
を
は
じ
め
、
年
齢
や
経
験
を
重

ね
な
け
れ
ば
価
値
を
理
解
し
に
く
い
観
光
地

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
京
都
は
特
に
国
内
市
場

に
お
い
て
半
世
紀
以
上
前
か
ら
シ
ニ
ア
層
に

支
持
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、

誰
し
も
修
学
旅
行
で
一
度
は
京
都
を
訪
れ
、

大
学
時
代
を
京
都
で
過
ご
し
た
こ
と
が
あ
る

人
が
多
い
と
い
う
一
面
も
あ
り
ま
す
。「
京

都
国
際
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
フ
ェ
ア
」
や
「
京

都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
な
ど
の
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
も
発
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
若
年
層
向
け
の
取
り
組
み
は
成
果
を
上

げ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
問
題
な
の
は
、
そ

の
後
の
世
代
で
す
。
京
都
は
子
連
れ
の
観
光

地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
弱
い
た
め
、
ど
う

し
て
も
子
持
ち
世
代
の
旅
行
先
と
し
て
選
ば

れ
に
く
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

京
都
観
光
に
と
っ
て
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
上

の
最
重
要
課
題
は
、
若
年
層
と
い
う
よ
り
も

次
世
代
の
子
供
た
ち
が
含
ま
れ
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
へ
の
対
応
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
こ
が
欠
落
し
て
い
る
と
、
長
い
人
生

の
な
か
で
の
京
都
と
の
つ
な
が
り
が
一
度
全
て

リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
い
、
シ
ニ
ア
に
な
っ
て

京
都
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
と
き
に
は
ま
た

初
心
者
に
戻
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　こ
の
場
合
、
地
域
が
取
り
う
る
戦
略
は
大

き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
得

意
な
市
場
で
あ
る
シ
ニ
ア
に
特
化
す
る
、
い

わ
ゆ
る
「
選
択
と
集
中
」
の
考
え
方
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
苦
手
な
市
場
を
補
い
「
オ
ー

ル
マ
イ
テ
ィ
ー
」
な
状
態
を
作
る
と
い
う
考

え
方
で
す
。
一
般
的
に
、
競
争
の
激
し
い
市

場
に
お
い
て
は
「
選
択
と
集
中
」
が
妥
当
な

戦
略
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
持

続
可
能
な
国
際
観
光
都
市
を
標
榜
す
る
京
都

と
し
て
は
、
誰
が
来
て
も
対
応
で
き
る
懐
の

深
い
観
光
地
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
い
つ
来
て
も
ど
の
年
代
で

も
楽
し
め
る
と
い
う
状
況
を
生
み
出
す
こ
と

が
、
観
光
客
の
再
来
訪
に
つ
な
が
り
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。特
定
の
世
代
へ
の
対
応
と
い
う
よ
り
も
、

世
代
を
超
え
て
京
都
と
の
関
係
を
維
持
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　今
年
に
入
っ
て
か
ら
補
助
金
の
申
請
を
7

〜
8
本
出
し
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
採
択
さ

れ
て
い
ま
す
。
補
助
金
の
情
報
で
す
が
、
行

政
か
ら
入
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
の
と
、
こ

の
エ
リ
ア
が
重
点
支
援
D
M
O
に
選
ば
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
観
光
庁
や
北
海
道
運
輸
局

か
ら
頻
繁
に
情
報
が
入
っ
て
き
ま
す
。
個
人

と
し
て
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広
げ
て
い
る

の
で
、
こ
の
筋
か
ら
も
情
報
を
得
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
ね
。

　一
方
、
地
域
や
観
光
協
会
の
収
入
の
仕
組

み
構
築
も
考
え
て
い
ま
す
。
倶
知
安
町
で
は

宿
泊
税
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
は

別
に
旅
先
納
税
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。
旅
先
納
税
と
は
、
倶
知
安
町
に
訪
れ
た

際
に
そ
の
場
で
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
行
え

る
仕
組
み
で
、
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
な
く
返

礼
品
が
も
ら
え
る
従
来
の
ふ
る
さ
と
納
税
と

は
異
な
り
、
倶
知
安
町
に
訪
れ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
納
税
が
で
き
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
使
え

る
電
子
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
コ
ト
消
費
で
あ
り

外
貨
の
獲
得
に
も
あ
た
る
た
め
、
D
M
O
と

し
て
着
手
し
が
い
の
あ
る
事
業
で
す
。
こ
の

よ
う
に
収
入
源
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、

で
き
る
事
業
を
増
や
し
て
い
き
、
D
M
O
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
併
せ
て
強
化
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
倶
知
安
町
に
は
全
国
か
ら
視
察
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
が
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア

の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
が
視
察
時
に
登
壇
す

る
際
の
有
料
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
不
動
産
投
資
や
観
光
地
開
発
等
と
い
っ

た
ジ
ャ
ン
ル
別
で
ス
ピ
ー
カ
ー
を
揃
え
、
各

ス
ピ
ー
カ
ー
を
商
材
化
し
テ
ン
プ
レ
ー
ト
に

ま
と
め
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
と
顧
客
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
D
M
O
が
行
い
、
講
演
料
を

折
半
し
観
光
協
会
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
い

ま
す
。
別
途
、
会
場
費
や
資
料
費
等
も
用
意

し
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
て
お
り
、
こ
れ
も

観
光
協
会
の
収
益
の
柱
に
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　観
光
協
会
の
事
業
収
入
は
職
員
の
待
遇
改

善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
北
海
道
に
は
暖
房

手
当
の
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
が
、
町
役
場
や

役
場
に
準
じ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
観
光

協
会
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
で
は
、
手
当
の
額
に

差
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
仕
事
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
採
用
面
に
も
影
響
が
出
ま
す

の
で
、
観
光
協
会
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
待
遇

の
改
善
に
向
け
た
財
源
と
し
て
も
、「
地
域

で
稼
ぐ
D
M
O
」
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
は
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
各
事
業
は
観
光
協
会
内
で
ど
の
よ
う
に

決
定
し
、実
行
さ
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　観
光
協
会
内
の
事
業
体
制
（
図
①
）
と
し

て
、
7
つ
の
部
会
を
組
成
し
て
お
り
、
各
部

を
果
た
す
こ
と
が
、
住
民
と
の
共
存
に
は
必

要
と
い
う
考
え
で
す
。
こ
れ
を
な
い
が
し
ろ

に
し
て
観
光
事
業
を
実
施
す
る
と
、「
こ
ん

な
時
期
に
何
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
住
民

か
ら
批
判
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　ま
た
、
職
域
接
種
の
会
場
に
行
け
ば
地
域

内
の
住
民
や
観
光
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
会
え

ま
す
の
で
、
こ
こ
で
関
係
性
を
強
化
し
て
い

き
ま
し
た
。
な
お
、
職
域
接
種
会
場
で
は
、

非
常
に
多
く
の
方
に
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
外
国
人
は
言
葉
の
障
害
も

あ
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会
が
乏
し
く
、
有

難
い
と
い
っ
た
ご
様
子
で
し
た
。
外
国
人
を

含
め
た
職
域
接
種
を
観
光
協
会
で
実
施
し
た

こ
と
は
先
駆
的
で
あ
り
、
そ
の
後
、
定
山
渓

や
登
別
、
洞
爺
す
す
き
の
等
、
と
い
っ
た
道

内
の
観
光
地
で
も
同
様
の
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
土
台
づ
く
り
を
ふ
ま
え
、
昨

年
10
月
か
ら
は
、
令
和
4
年
度
の
補
助
金
獲

得
に
向
け
た
準
備
を
行
い
ま
し
た
。
観
光
協

会
の
活
動
原
資
で
あ
る
倶
知
安
町
の
宿
泊
税

が
減
る
こ
と
は
確
実
で
し
た
の
で
、
活
用
可

能
な
補
助
金
を
す
べ
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、

公
示
が
出
る
前
の
事
業
を
含
め
、
早
々
に
情

報
を
収
集
し
申
請
書
を
書
き
始
め
ま
し
た
。

特
に
重
視
し
た
の
は
、①
二
次
交
通
、②
倶
知

安
町
と
ニ
セ
コ
町
の
圏
域
を
ま
た
が
る
連
携

事
業
、③
M
I
C
E
で
す
。①
二
次
交
通
は
、

ひ
ら
ふ
エ
リ
ア
の
循
環
車
両
を
ス
キ
ー
シ
ー

ズ
ン
に
運
行
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
①
と
②

に
ま
た
が
り
ま
す
が
、
北
海
道
観
光
振
興
機

構
の
D
M
O
向
け
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
用

い
、
令
和
4
年
度
の
夏
場
に
倶
知
安
町
と
ニ

セ
コ
町
を
循
環
す
る
オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
バ
ス

（
ス
カ
イ
バ
ス
）
を
運
行
し
ま
し
た
。
ス
カ

イ
バ
ス
は
、
屋
根
の
な
い
バ
ス
で
移
動
を
し

な
が
ら
、
G
P
S
と
連
動
し
た
自
動
音
声
と

地
元
の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
案
内
を
行
い
な
が

ら
運
行
す
る
も
の
で
、
自
動
音
声
は
日
本
語

と
英
語
を
用
意
し
、
合
間
で
地
域
の
ト
ピ
ッ

ク
を
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が
話
す
形
態
の
二
次
交

通
兼
、
ニ
セ
コ
を
楽
し
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
で

す
。
赤
色
の
車
両
で
運
行
し
て
お
り
、
運
行

前
は
ニ
セ
コ
の
景
色
に
合
う
か
不
透
明
で
し

た
が
、運
行
開
始
後
は
、「
街
が
明
る
く
な
り
、

わ
か
り
や
す
く
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
」
と
地
域

や
観
光
客
か
ら
非
常
に
評
判
が
良
か
っ
た
で

す
。
ス
カ
イ
バ
ス
は
い
ず
れ
宿
泊
税
を
原
資

に
し
て
運
行
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い

ま
す
。
宿
泊
事
業
者
か
ら
す
れ
ば
、
税
を
代

理
徴
収
さ
せ
ら
れ
て
い
る
中
で
、
こ
の
よ
う

な
シ
ン
ボ
ル
の
存
在
は
、
税
が
何
に
使
わ
れ

て
い
る
か
が
わ
か
り
や
す
く
可
視
化
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
今
回
の
運
行
で
は
住
民
の
利
用

比
率
が
3
割
程
度
あ
り
ま
し
た
。
観
光
事
業

の
実
施
や
宿
泊
税
の
徴
収
の
結
果
、
公
共
交

通
を
担
う
住
民
の
移
動
の
足
と
し
て
も
貢
献

す
る
と
い
っ
た
仕
組
み
づ
く
り
に
も
な
り
得

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、③
M
I
C
E
で
す
が
、
水
際
対
策

に
よ
っ
て
昨
年
の
私
の
就
任
当
初
の
時
期
か

ら
、
企
業
等
か
ら
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
訪
問

の
問
い
合
わ
せ
が
非
常
に
多
く
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
ニ
セ
コ
に
は
特
に
グ
リ
ー
ン

シ
ー
ズ
ン
の
M
I
C
E
商
材
が
な
い
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。ニ
セ
コ
は
パ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ

ト
等
、
最
近
オ
ー
プ
ン
し
た
ホ
テ
ル
が
多
々

あ
る
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
大
々
的
に
で
き
て
お
ら

ず
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
の
様
子
と

い
っ
た
、
人
が
賑
わ
っ
て
い
る
「
絵
」
が
な
い

状
況
で
し
た
。
商
材
化
の
た
め
に
は
こ
れ
が

必
要
な
た
め
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
や
ホ
テ
ル
、

ヴ
ィ
ラ
を
活
用
し
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
コ
ン

テ
ン
ツ
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
造

成
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
売
り
出
す
た

め
の
画
像
や
映
像
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
商
材
と
し
、
来

年
の
誘
客
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
補
助
金
を
非
常
に
効
果
的
に
、
戦
略
的

に
活
用
し
て
い
る
の
だ
、
と
お
聞
き
し
て
実

感
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
補
助
金
の
情
報
と

い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
に
入
手
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

催
す
る
業
務
執
行
理
事
会
に
諮
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
現
在
の
事
業
は
す
べ
て
、
令
和

元
年
度
に
策
定
し
た
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
2
0
2
0
〜
2
0
3
1
）
に

紐
づ
け
て
い
ま
す
。部
会
ご
と
に
事
業
計
画
・

評
価
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
位
置
づ
け
と
の
関
係
を
明
確
に
す
る
と
と

も
に
、
目
的
や
概
要
、
実
施
方
法
、
年
度
ご

と
の
予
算
、
用
い
る
財
源
を
見
え
る
化
す
る

こ
と
で
、
事
業
の
評
価
を
わ
か
り
や
す
く
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
策
定
し
た
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
紐
づ
け
て
事
業
を
行
う
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
す
。
各
年
の
ト
レ
ン
ド
を

追
う
ば
か
り
で
は
、
D
M
O
と
し
て
の
役
割

が
ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
事
業
も
絵
に
描

い
た
餅
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。ま
た
、

観
光
協
会
内
部
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
入
れ
替

わ
っ
て
も
、
組
織
と
し
て
し
っ
か
り
機
能
す

る
う
え
で
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
、
日
本
で
は

徐
々
に
水
際
対
策
を
緩
和
し
、
近
い
将
来
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
本
格
的
に
来
客
さ
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
来
る

べ
き
時
期
に
向
け
て
、
地
域
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
や
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　今
お
話
し
し
て
き
た
ス
カ
イ
バ
ス
や

M
I
C
E
コ
ン
テ
ン
ツ
の
取
り
組
み
は
国
内

向
け
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
実
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
客
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ス
カ
イ
バ
ス
で
い
え
ば
、
来
年
度

は
英
語
に
加
え
て
ス
ペ
イ
ン
語
や
タ
イ
語
、

中
国
語
な
ど
も
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
グ

リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
は

ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
大
き
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
M
I
C
E
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
に
焼
き
直
し
が
で
き
る
よ
う
に

造
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　個
人
的
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入

れ
は
徐
々
に
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
い
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
急
に
大
量
の
受
け
入
れ
を

行
う
と
、
供
給
側
の
人
材
確
保
が
追
い
付
か

ず
、
こ
れ
が
質
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
後
々

の
観
光
客
の
満
足
度
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
段
階
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ

る
こ
と
で
、
供
給
を
慣
れ
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
観
光
協
会
に
と
っ
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

の
昨
年
や
今
年
の
取
り
組
み
は
、
再
び
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、
ど
の

よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　就
任
し
て
す
ぐ
に
行
っ
た
職
域
接
種
が
、

再
起
動
に
向
け
た
「
最
初
の
準
備
」
で
し
た
。

そ
こ
か
ら
去
年
は
色
ん
な
事
業
の
タ
マ
を
仕

込
み
、現
在
は
そ
の「
仕
込
み
」が
実
り
、様
々

な
「
事
業
」
が
動
き
出
し
て
い
る
状
況
で
す
。

仕
込
み
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
カ
イ
バ

ス
事
業
で
の
ニ
セ
コ
町
と
の
地
域
連
携
も
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
で
す
。
そ

れ
ほ
ど
、
地
域
連
携
と
い
う
の
は
時
間
や
労

力
を
要
す
る
も
の
で
、
通
常
で
あ
れ
ば
実
施

は
困
難
な
も
の
で
す
。
実
は
こ
れ
ま
で
は
ニ

セ
コ
町
と
倶
知
安
町
の
連
携
は
あ
ま
り
多
く

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ス
カ
イ
バ
ス
事
業
の

前
段
で
今
年
3
月
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
日

本
観
光
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
ブ
ー
ス
に
両
町
共

同
で
出
展
を
行
い
、D

isco
ver N

iseko

と
い
う
名
前
で
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
あ
り
、
今
回
の
ス
カ
イ
バ
ス

事
業
で
、
旅
行
者
に
見
え
る
形
で
の
連
携
も

深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
意
識
し
て
い
る
地
域

は
、
コ
ロ
ナ
禍
中
も
、
旅
行
者
と
の
関
係
性

を
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
や
情
報
発
信
に
注
力
し
が
ち
の
よ
う
に
思

い
ま
す
が
、
本
日
の
お
話
を
伺
い
、
コ
ン
テ

ン
ツ
を
し
っ
か
り
つ
く
る
こ
と
を
特
に
意
識

さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
印
象
的
で
し
た
。

お
考
え
と
し
て
は
、ニ
セ
コ
の
特
性
と
し
て
、

開
国
し
た
際
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
お
の
ず
と

来
客
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
際
に
し
っ
か
り
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
夏
、
冬
含

め
て
、
今
し
っ
か
り
準
備
さ
れ
て
い
る
っ
て

い
う
ご
認
識
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
ね
。
い
い
意
味
で
、
旅
行
者
視

点
で
ト
レ
ン
ド
を
捉
え
た
企
画
を
つ
く
れ

ば
、
ど
ん
な
国
籍
や
人
種
の
方
で
も
横
展
開

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
外
国
人
が
楽
し
む
風

景
も
イ
メ
ー
ジ
に
入
れ
な
が
ら
、
コ
ン
テ
ン

ツ
を
ど
ん
ど
ん
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

|
職
域
接
種
と
い
う
住
民
の
信
頼
を
意
識

し
た
取
り
組
み
で
土
台
を
作
り
、
コ
ロ
ナ
禍

だ
か
ら
こ
そ
実
施
で
き
た
様
々
な
取
り
組
み

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
日
は
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
16
日
／
聞
き

手
：
観
光
政
策
研
究
部
・
江
﨑
貴
昭
、
菅
野

正
洋
）

い
と
い
う
特
徴
も
あ
り
、
良
い
方
向
に
変
化

す
る
沖
縄
観
光
を
目
指
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の
懸
念
点
は
人
材
流
出

で
す
。
O
C
V
B
で
も
二
つ
の
事
業
所
を

持
っ
て
お
り
、
プ
ロ
パ
ー
職
員
だ
け
で
は
手

が
回
ら
な
い
た
め
、
非
常
勤
職
員
を
採
用
し

て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
応
募
者
が
集
ま
ら

な
い
状
況
で
す
。

　ホ
テ
ル
や
観
光
施
設
も
同
じ
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
沖
縄
に
と
っ
て
観
光
が
重
要
な

産
業
だ
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、

人
材
を
い
か
に
確
保
し
て
い
く
か
が
重
要
で

す
。夢
の
あ
る
仕
事
と
い
う
共
通
認
識
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
中
長
期
的
に
は
デ
ジ
タ
ル

化
、
観
光
D
X
を
進
め
て
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
視
点
と
な
り
ま

す
。
I
T
系
事
業
者
が
入
居
す
る
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
中
に
ホ
テ
ル
を
整
備

し
、
実
際
に
顧
客
を
受
け
入
れ
て
、
ロ
ボ
ッ

ト
化
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
な
ど
の
様
々
な

実
証
実
験
を
実
施
す
る
計
画
が
あ
り
、
観
光

D
X
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
観
光
に
お
け
る
実
践
教
育
を
強
化

し
て
現
場
に
人
材
を
輩
出
す
る
取
り
組
み
も

進
ん
で
い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
、
沖
縄
高
専

に
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
5
年
間
で
、
機
械
、
情
報
、

環
境
技
術
な
ど
を
学
ぶ
と
と
も
に
観
光
に
つ

い
て
も
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
理
系
の
学

生
が
観
光
を
学
び
、
観
光
関
連
企
業
に
入
社

し
て
く
れ
れ
ば
、
質
の
高
い
観
光
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　当
面
は
国
内
観
光
を
中
心
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
将
来
的

に
は
や
は
り
国
際
観
光
を
大
き
く
伸
ば
し
て

い
く
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
非
常
に
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
前
述
の
通
り
、
そ
の
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
済
ん
で
い
ま
す
し
、
数
年
後

に
は
新
し
い
魅
力
を
持
っ
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク

開
業
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
沖
縄
観
光
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
く
評
価
し
た
県
外
、
国
外

か
ら
の
投
資
の
動
き
が
あ
る
の
も
事
実
で

す
。
そ
の
意
味
で
は
、
沖
縄
観
光
の
未
来
は

非
常
に
明
る
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
が
あ
っ
た
か
ら
、
も
う
観
光
の

可
能
性
が
な
く
な
っ
た
と
見
て
い
る
人
は
誰

も
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
観
光

客
が
久
し
ぶ
り
に
沖
縄
に
旅
行
に
い
ら
し
た

際
に
、
満
足
し
て
頂
け
る
対
応
を
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
の
で
、
今
が
頑
張
り
ど
こ
ろ
と

考
え
て
い
ま
す
。

|
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
4
日
／
聞
き

手
：
観
光
政
策
研
究
部
・
菅
野
正
洋
）

|
2
0
2
1
年
度
か
ら
2
0
2
2
年
度
に

か
け
て
の
京
都
観
光
は
ど
の
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
発
令
時
に
は
、
市

内
主
要
ホ
テ
ル
に
お
け
る
客
室
稼
働
率
は

5
・
8
％
ま
で
下
が
り
底
を
打
ち
ま
し
た
。

現
在
は
50
%
く
ら
い
ま
で
戻
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
80
%
を
超
え
て

当
た
り
前
、
高
い
時
に
は
95
%
に
達
し
て
い

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
ま
だ
ま
だ
足
り
ま
せ

ん
。
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
を
見
据
え

て
京
都
に
進
出
し
て
き
た
事
業
者
の
み
な
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
物
足
り
な
い
数
字
と
評
価

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
入
国
が
団
体
客

に
制
限
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
、
京
都
観
光

へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
だ
ま
だ
様

き
た
と
い
う
状
況
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
2
年
間
、
直
行
便
が
な
く
な
っ
た
こ

と
で
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
一
方
で
、
国

内
に
い
る
外
国
人
が
旅
行
に
来
て
い
る
状
況

も
あ
り
、
大
使
館
な
ど
、
国
内
に
立
地
し
て

い
る
海
外
の
機
関
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を

し
っ
か
り
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
各
国
に
駐
在
員
を
置
い
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
2
年
間
は
そ
う
い
っ
た
現
地
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
現

地
で
開
催
さ
れ
る
観
光
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
駐

在
員
が
参
加
す
る
と
い
っ
た
活
動
を
オ
ン
ラ

イ
ン
と
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　も
と
も
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、

沖
縄
の
訪
日
外
国
人
の
8
割
は
個
人
客
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
の
よ
う
に
団
体

限
定
で
、
ビ
ザ
が
必
要
な
現
状
で
は
、
す
ぐ

に
観
光
客
が
戻
る
と
い
う
状
況
は
現
実
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　沖
縄
は
台
湾
か
ら
の
来
訪
が
一
番
多
い
状

況
で
し
た
の
で
、
経
済
界
も
台
湾
と
の
早
期

の
交
流
再
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
日
本
政

府
と
台
湾
政
府
の
双
方
の
規
制
緩
和
の
状
況

を
見
な
が
ら
、
す
ぐ
に
連
携
で
き
る
態
勢
を

取
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　国
際
ク
ル
ー
ズ
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
よ

う
に
買
い
物
の
た
め
だ
け
に
寄
港
し
て
数
時

間
滞
在
し
て
い
く
よ
う
な
形
は
県
民
の
理
解

を
得
に
く
い
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中

で
、
ク
ル
ー
ズ
船
を
受
け
入
れ
て
い
た
市
町

村
と
O
C
V
B
と
地
域
の
観
光
協
会
が
一
緒

に
な
っ
て
、
国
際
ク
ル
ー
ズ
の
再
開
を
目
的

と
し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

|
コ
ロ
ナ
禍
は
未
曾
有
の
危
機
と
も
い
え

ま
す
が
、
危
機
管
理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
2
年
余
り
、
地
震
や
津
波
等
を
含
め

た
基
本
的
な
危
機
管
理
に
つ
い
て
訓
練
等
を

通
じ
て
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
十
分
に
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
や
は
り
基
本
的

な
意
識
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と

で
、
危
機
管
理
体
制
運
用
の
た
め
の
図
上
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　こ
こ
に
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を
ど
う
盛
り
込

む
の
か
と
い
う
点
は
、
観
光
の
分
野
を
超
え

る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　危
機
管
理
は
観
光
地
と
し
て
の
質
の
高
さ

を
示
す
一
つ
の
側
面
で
す
か
ら
、
も
う
少
し

状
況
が
落
ち
着
い
た
ら
、
こ
の
間
の
コ
ロ
ナ

対
策
を
検
証
し
て
、
感
染
症
対
策
も
含
め
て

危
機
管
理
体
制
を
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
で
期
待
さ
れ
る
新
た
な
市
場

と
し
て
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
意
味
全
国
ど
こ

で
も
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
の
た
め
、
沖
縄

と
し
て
の
優
位
性
を
ど
う
作
れ
る
か
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
「
沖
縄
リ
ゾ
ー
ト
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

観
光
は
観
光
業
界
だ
け
で
取
り
組
む
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
大
学
、
行
政
、
医
療
、
金
融

機
関
と
の
連
携
が
大
事
だ
と
考
え
て
議
論
に

加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
と
、
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
持
っ
て
仕
事
を
し
、
あ
と
は
プ
ー

ル
サ
イ
ド
で
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
…
…
み
た
い

な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
ね
。
確
か
に
そ
れ

は
リ
ゾ
ー
ト
型
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ

の
形
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
学
は
ス
タ

デ
ィ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り
学
び
と
滞
在

と
い
う
視
点
で
、
ま
た
金
融
機
関
は
商
談
会

や
企
業
誘
致
に
代
表
さ
れ
る
産
業
振
興
の
視

点
で
考
え
て
も
ら
う
と
す
れ
ば
議
論
と
し
て

は
面
白
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　沖
縄
に
お
け
る
滞
在
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
増
や
す
取
り
組
み
の
結
果
の
一
つ
の
形
が

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
り
す
る
わ
け
で
す
。

|
改
め
て
振
り
返
る
と
、
こ
の
1
年
半
は

ど
う
い
っ
た
期
間
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
今
後
の
見
通
し
は
捉
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
1
年
半
は
、
原
点
に
立
ち
戻
り
、
本

来
沖
縄
が
目
指
し
て
い
た
も
の
を
見
つ
め
直

す
期
間
に
な
っ
た
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
勢
の
人
に
来
て
も
ら
う
こ
と
以
上
に
、
質

の
充
実
を
図
ら
な
い
と
観
光
地
と
し
て
選
ば

れ
な
い
と
い
う
認
識
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
生
じ
た
観
光
ス
タ
イ
ル
の
変
化

と
い
う
の
は
、
様
々
な
方
が
指
摘
し
て
い
ま

す
が
、
人
間
は
そ
こ
ま
で
急
に
は
変
わ
れ
な

い
部
分
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　イ
ベ
ン
ト
で
人
を
集
め
、
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
な
が
ら
楽
し
ん
で
も
ら
い
つ
つ
、
新

し
い
滞
在
の
形
と
し
て
環
境
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
つ
く
っ
て
い
く
方
向
性
を
目
指
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

　一
気
に
量
を
追
求
す
る
取
り
組
み
を
や
め

て
し
ま
う
と
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

極
端
な
方
向
に
振
れ
が
ち
で
す
。
沖
縄
は

島と
う

嶼し
ょ

型
の
経
済
圏
と
し
て
、
そ
う
い
っ
た
変

化
が
顕
著
に
出
や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
統
計
的
な
数
値
は
整
備
し
や
す

だ
け
で
な
く
、
質
の
高
い
観
光
地
を
も
目
指

す
中
で
は
、
量
的
な
拡
大
、
回
復
を
目
指
す

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
る
程
度
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

|
数
だ
け
で
な
く
質
も
と
い
う
の
は
、
前

回
の
本
誌
取
材
（
2
4
7
号
：
2
0
2
0
年

11
月
発
刊
）
の
際
に
も
言
及
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
そ
の
後
の
取
り
組
み
に
も
色
濃

く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
の
通
り
で
す
。
た
だ
そ
の
一
方
で
ま
だ

十
分
で
な
い
の
が
、
他
産
業
と
の
連
携
強
化

に
よ
る
地
域
経
済
循
環
率
の
向
上
で
す
。
観

光
は
総
合
産
業
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
農

業
や
製
造
業
と
の
連
携
を
深
め
て
観
光
を
伸

ば
す
こ
と
で
、
産
業
連
関
の
中
で
波
及
効
果

が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
地
元
産
品
の

利
用
頻
度
を
高
め
る
な
ど
、
地
域
に
お
金
が

落
ち
る
仕
組
み
を
重
視
す
る
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
は
、
観
光
統
計
の
質
的
向
上

も
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
沖
縄
の

統
計
指
標
は
那
覇
空
港
を
拠
点
と
し
た
圏

域
、
宮
古
圏
域
、
八
重
山
圏
域
と
い
う
三
つ

の
圏
域
で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
指
標
を
迅
速
に
把
握
し
、
提
供
で

き
る
か
は
ま
だ
ま
だ
課
題
で
す
。

　2
0
2
0
年
度
の
沖
縄
県
の
G
D
P
は
前

年
度
比
マ
イ
ナ
ス
9
・
6
％
で
し
た
。
全
国

的
に
は
マ
イ
ナ
ス
4
％
台
で
し
た
が
、
な
ぜ

沖
縄
県
が
こ
れ
だ
け
落
ち
込
み
が
大
き
い
か

と
い
え
ば
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
観
光
へ
の
打

撃
が
大
き
か
っ
た
か
ら
で
す
。
沖
縄
観
光
の

重
要
性
を
様
々
な
視
点
で
数
字
で
示
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

|
O
C
V
B
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

「
エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
」
も
、
質
の
高
い
観
光

地
と
し
て
目
指
す
旅
行
の
姿
の
ひ
と
つ
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
は
環
境
と
地
域
を
意

識
し
た
取
り
組
み
で
、
大
き
な
く
く
り
で
い

え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
。

必
ず
し
も
新
し
い
発
想
で
は
な
く
、
沖
縄
の
よ

う
な
観
光
地
で
は
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可

能
な
観
光
は
、
当
た
り
前
の
基
本
方
針
で
す
。

　地
域
の
資
源
が
有
限
で
あ
る
以
上
、
環
境

に
配
慮
し
、地
域
文
化
も
理
解
す
る
こ
と
で
、

観
光
客
と
地
域
住
民
の
双
方
が
満
足
で
き
る

結
果
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　量
的
な
拡
大
を
図
る
べ
き
と
い
う
意
見

と
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換
を
意
識
す
べ
き
と

い
う
意
見
が
あ
り
、
県
民
か
ら
も
、
観
光
推

進
は
大
事
だ
が
必
ず
し
も
自
分
た
ち
の
生
活

の
豊
か
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
意

見
が
徐
々
に
出
て
き
て
い
ま
す
。

　ハ
ワ
イ
州
観
光
局
（H

aw
aii T

o
u
rism

 

A
u
th
o
rity

：H
T
A

）
で
は
毎
年
住
民
に
対

し
て
感
情
調
査
を
行
い
、
観
光
を
支
持
す
る

住
民
の
比
率
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク

時
で
8
割
が
観
光
を
支
持
し
て
い
た
も
の

が
、
最
新
の
調
査
結
果
で
は
地
域
に
よ
っ
て

6
割
程
度
ま
で
落
ち
て
い
ま
す
。
地
元
住
民

に
支
持
さ
れ
な
い
観
光
に
持
続
性
が
あ
る
の

か
と
い
う
話
で
す
。

　マ
ー
ケ
ッ
ト
側
の
変
化
に
対
応
す
る
際
に

も
、
沖
縄
の
自
然
と
文
化
を
大
事
に
す
べ
き

と
す
る
立
ち
位
置
に
戻
る
と
い
う
の
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
、
あ
る
意
味
必
然
性
が
あ
り
ま
し
た
。

　沖
縄
県
で
は
、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て「B

e.O
kinaw

a

」

を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
、
美
し
い

自
然
と
優
し
い
人
に
囲
ま
れ
て
、
本
来
の
自

分
を
取
り
戻
し
て
い
く
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
に
と
っ
て
、
今
再
び
立

ち
返
る
べ
き
考
え
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

|
一
般
的
に
、
若
い
世
代
の
方
は
こ
う

い
っ
た
エ
シ
カ
ル
さ
を
有
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
観
光
産
業
が
厳
し
い
状
況
に

あ
る
中
で
は
、
消
費
単
価
が
高
い
客
層
を
誘

客
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　産
業
の
事
業
者
に
も
そ
う
い
っ
た
意
識
は

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
経
営
面
の
体
力
に

よ
っ
て
優
先
順
位
に
差
が
生
じ
る
こ
と
が
問

題
で
す
。
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、

単
価
の
高
い
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
事
業
者
が
あ
る
一
方
で
、
ま
ず
観
光

客
に
来
て
も
ら
う
こ
と
に
注
力
せ
ざ
る
を
得

な
い
事
業
者
も
い
ま
す
。

　だ
か
ら
と
い
っ
て
、
単
価
を
大
幅
に
下
げ

て
顧
客
を
取
り
込
む
ス
タ
イ
ル
は
、
沖
縄
観

光
の
ブ
ラ
ン
ド
を
毀
損
し
ま
す
。
宿
泊
施
設

を
例
に
と
る
と
、
沖
縄
は
民
宿
や
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
か
ら
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
ま
で
幅
が
広
い

の
が
特
徴
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
中
で
単
価
を
維
持
も
し
く
は
向
上

さ
せ
、
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
ら
れ
る
と
よ

い
と
思
い
ま
す
。

　質
の
高
い
体
験
を
し
た
い
、
地
域
の
環
境

保
全
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
傾
向
は
、
確
か

に
若
い
人
た
ち
に
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す

が
、ま
だ
デ
ー
タ
で
示
し
切
れ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
、
エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
に
適
応
す
る
事

業
者
側
か
ら
そ
の
状
況
を
数
値
化
で
き
な
い

か
、
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入
れ
に
向
け
て

は
、
海
外
と
繋
い
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
を
行
っ
て

|
2
0
2
1
年
度
か
ら
2
0
2
2
年
度
に

か
け
て
の
沖
縄
観
光
は
ど
の
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　2
0
2
1
年
度
の
入
域
観
光
客
数
は

3
2
8
万
9
7
0
0
人
で
し
た
。
2
0
2
0

年
度
が
2
5
8
万
人
で
し
た
の
で
、
一
部
回

復
し
て
は
い
ま
す
が
、
や
は
り
緊
急
事
態
宣

言
な
ど
の
期
間
が
長
く
、
実
績
と
し
て
国
内

が
前
年
度
比
45
％
、
国
内
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
合
わ
せ
た
全
体
だ
と
33
％
と
本
当
に
厳
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
以
前
の
よ
う
な
急
激
に
旅
行
マ
イ

ン
ド
が
下
が
る
よ
う
な
状
況
に
は
な
ら
な
い

と
見
て
お
り
、
現
時
点
で
は
国
内
の
観
光
客

は
2
0
1
9
年
度
比
で
8
割
ほ
ど
ま
で
戻
っ

て
き
て
い
る
と
見
て
い
ま
す
。
た
だ
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
は
ゼ
ロ
の
状
況
で
す
の
で
、
現
時
点

で
は
国
内
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　2
0
2
2
年
度
の
入
域
観
光
客
数
は
、
国

内
は
約
5
8
0
万
人
を
目
標
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。
前
年
度
の
倍
と
ま
で
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
着
実
に
回
復
を
目
指
す
目
標
と
し
て

設
定
し
て
い
ま
す
。

　国
際
線
の
再
開
も
視
野
に
入
れ
、
海
外
の

観
光
客
は
20
万
人
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

あ
る
程
度
の
量
の
回
復
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
の
一
定
の
数
字
が
必
要
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
、
国
内
と
海
外
含
め
て
6
0
0
万
人
を

目
標
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　2
0
2
2
年
9
月
ま
で
の
上
半
期
で

2
9
0
万
人
と
い
う
状
況
な
の
で
、
あ
な
が

ち
こ
の
目
標
達
成
は
不
可
能
で
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
海
外
か
ら
の
観
光

客
20
万
人
は
ま
だ
見
通
せ
な
い
状
況
で
す
。

も
と
も
と
ビ
ジ
ネ
ス
や
留
学
生
の
需
要
が
少

な
い
沖
縄
に
と
っ
て
は
、
今
の
制
約
の
中
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
本
格
回
復
は
難
し
い
と

い
う
の
が
現
状
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　沖
縄
で
は
2
0
2
0
年
に
那
覇
空
港
の
第

二
滑
走
路
が
整
備
さ
れ
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
第

二
バ
ー
ス
も
完
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
玄
関
口
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

十
分
整
っ
て
い
ま
す
し
、
宿
泊
施
設
の
客
室

数
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
右
肩
上
が
り
の
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
単
に
観
光
客
数
が
戻
る

写真提供（左右）：一般社団法人倶知安観光協会

会
に
業
務
執
行
理
事
を
配
置
し
、
部
会
ご
と

に
事
業
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
事
業
の
企
画

も
各
部
会
で
検
討
し
、
年
間
約
10
回
程
度
開

コロナ禍における地域の取り組み3

32



図 1（一社）俱知安観光協会の事業体制（2022年度）

風
や
、
低
賃
金
や
雇
用
の
不
安
定
さ
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
観
光
業
界
で
は
人
材
確

保
が
難
し
い
と
い
う
課
題
を
解
消
す
る
た
め

に
、
2
0
1
8
年
に
導
入
が
始
ま
っ
た
宿
泊

税
を
財
源
に
し
て
、
従
業
員
向
け
の
研
修
事

業
に
注
力
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
3
月
に
刷
新
さ
れ
た
「
京
都
観

光
振
興
計
画
」
で
は
、
以
前
の
計
画
に
は
な

か
っ
た
「
担
い
手
の
活
躍
支
援
」
が
5
本
の

柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
よ
り
一
層

強
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
新
た
に
打
ち
出
し

た
り
、
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
を
し
た
部
分
は
あ

る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
近
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
京
都
観
光
を
持

続
可
能
に
し
て
い
く
た
め
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
し
っ

か
り
と
打
ち
出
し
て
、
そ
れ
に
合
っ
た
商
品

開
発
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
回
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
、
準
備
期
間
が
あ
る
な
か
で
、
改
め
て
自

分
た
ち
の
や
っ
て
き
た
こ
と
を
見
つ
め
直
そ

う
と
い
う
動
き
で
す
。

　し
か
し
、
事
業
者
さ
ん
か
ら
は
「
京
都
は

昔
か
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
こ
と
を
や
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
」
と
い
う
反
応
が
多
い
で
す
。

「
一
見
さ
ん
お
断
り
」
と
い
う
言
葉
の
印
象

が
強
く
、
閉
鎖
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る

こ
と
が
多
い
京
都
の
街
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一
方
で
ず
っ
と
多
く
の
観
光
客
に
訪
れ
て
い

た
だ
け
た
こ
と
で
、
L
G
B
T
Q
や
ベ
ジ
タ

リ
ア
ン
、
ム
ス
リ
ム
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
お
持
ち
の
方
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
々
を
受

け
入
れ
て
い
く
こ
と
が
当
然
の
も
の
と
し
て

根
付
い
て
い
る
街
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
京
都
人

の
気
質
と
し
て
「
自
分
た
ち
は
昔
か
ら
や
っ

て
い
る
の
で
、
流
行
に
乗
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
た
く
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
外
国
人

に
対
し
て
は
、
そ
う
い
う
気
概
は
分
か
り
や

す
く
発
信
し
な
け
れ
ば
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
変

に
安
っ
ぽ
く
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
な
が

ら
も
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
に
改
め
て

き
ち
ん
と
光
を
当
て
直
す
、
と
い
う
ス
タ
ン

ス
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
会
員
向
け
の
情
報
発
信
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
市
内
主
要
ホ
テ
ル

の
ご
協
力
の
も
と
、
過
去
数
年
分
の
予
約
状

況
や
実
際
の
稼
働
率
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
3

カ
月
先
ま
で
の
稼
働
率
の
予
測
値
の
発
表
を

始
め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
こ
れ
か

ら
ど
う
な
る
か
不
安
だ
と
い
う
お
声
に
応
え

る
た
め
に
は
、
将
来
的
な
見
通
し
を
示
す
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
た
た
め
で
す
。最
近
は
、

こ
れ
ま
で
の
月
単
位
の
調
査
に
加
え
て
、
ほ

ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
日
単
位
の
調
査
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

直
近
の
状
況
の
把
握
や
、
曜
日
別
の
分
析
が

可
能
と
な
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
精
度
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
始
動
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　当
協
会
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
分
野
の

取
り
組
み
は
海
外
メ
デ
ィ
ア
へ
の
対
応
が
中

心
で
あ
り
、
多
い
と
き
に
は
世
界
13
都
市
に

レ
ッ
プ
を
置
き
、
海
外
現
地
の
メ
デ
ィ
ア
に

情
報
提
供
し
た
り
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
京
都

取
材
を
す
る
際
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
旅

行
需
要
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
後
も
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
協
会
の

中
心
業
務
の
一
つ
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
で
は

事
業
者
が
開
発
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
後

追
い
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
た
め
、
こ
れ

か
ら
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
先
回
り
し
て

察
知
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　そ
こ
で
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
京
都
」
と
い
う
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
観

子
見
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

　一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
外
国
人
の
比

率
が
4
〜
5
割
程
度
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
日
本
人
の
需
要
は
か
な
り
回
復
し
た

と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、G

o
 

T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は
じ
め
、
様
々
な
需

要
喚
起
策
で
恩
恵
を
受
け
た
の
は
価
格
帯
の

高
い
施
設
や
リ
ゾ
ー
ト
観
光
地
が
中
心
で

す
。
海
外
旅
行
に
行
け
な
い
代
わ
り
に

ち
ょ
っ
と
リ
ッ
チ
な
宿
に
泊
ま
り
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

街
中
の
旅
館
や
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
な
ど
は
ま

だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
か
な
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
京
都
に
と
っ
て
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
あ
る
修
学
旅
行
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
強
く
受
け
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年
は
壊

滅
的
、
2
0
2
1
年
は
多
少
回
復
し
た
も
の

の
、
例
年
の
8
割
減
と
い
う
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
ま
し
た
。
2
0
2
2
年
は
、
京
都

の
修
学
旅
行
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
5
〜

6
月
に
感
染
者
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
予

定
通
り
催
行
が
進
ん
だ
こ
と
で
一
部
の
施
設

の
稼
働
率
は
90
〜
1
0
0
％
に
達
し
て
お

り
、
も
と
も
と
激
し
か
っ
た
景
気
の
浮
き
沈

み
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
後
に
京
都
へ
進
出
す
る
宿
泊

施
設
の
動
き
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
は
将
来
的
な
回
復
を
見
越
し
て
の
投
資

と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　特
に
外
資
系
の
世
界
的
ブ
ラ
ン
ド
で
高
価

格
帯
の
施
設
に
よ
る
進
出
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
彼
ら
は
20
年
30
年
と
い
う
長
期
ス
パ

ン
で
経
営
戦
略
を
立
て
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
は
あ
く
ま
で
短
期
間
の
ブ
レ
と
捉
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
国
内
資
本
で
も
高
単

価
で
ユ
ニ
ー
ク
な
宿
が
増
え
て
お
り
、
京
都

市
内
の
宿
泊
施
設
の
多
様
性
は
格
段
に
向
上

し
て
い
ま
す
。

　一
方
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
の
簡
易
宿
所

は
、
駄
目
だ
と
思
っ
た
ら
早
々
に
見
切
り
を

つ
け
て
撤
退
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
将
来

的
に
需
要
が
回
復
す
れ
ば
再
び
参
入
す
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
柔
軟
性
が

高
い
こ
と
が
、
小
規
模
な
業
態
の
良
さ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

|
利
用
の
集
中
を
防
ぐ
分
散
化
へ
の
取
り

組
み
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ

た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　分
散
化
は
観
光
業
界
全
て
に
と
っ
て
永
遠

の
テ
ー
マ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
ろ
う
と
な
か

ろ
う
と
必
ず
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
三
密
回
避
に

資
す
る
も
の
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
と
し
て
も
必
要
な
取
り
組
み
で
し
た
。

　一
方
、
事
前
予
約
制
の
導
入
は
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
始
め
た
も
の
で
す
。以
前
ま
で
は
、

人
の
量
を
動
か
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え

の
も
と
、
基
本
は
予
約
な
し
で
O
K
と
い
う

旅
行
商
品
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
ま
た
、
京

都
の
主
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
寺
社
は
、
全

て
の
人
に
対
し
て
開
か
れ
た
場
所
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
の
も
と
、
特
定
の
人
し
か
受
け

入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
相
容
れ
な
い

立
場
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
宗
教
行
為
に

ま
つ
わ
る
個
人
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
信

教
の
自
由
に
触
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

議
論
も
あ
り
、
予
約
制
度
の
導
入
に
は
慎
重

な
判
断
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
で
、

密
を
避
け
な
が
ら
拝
観
い
た
だ
け
る
環
境
を

用
意
す
る
こ
と
や
、
感
染
者
が
出
た
場
合
の

連
絡
先
を
把
握
す
る
と
い
う
必
要
に
迫
ら
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
事
前
予
約
制

の
導
入
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
き
ま
し
た
。

|
以
前
か
ら
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
た
ま
た
ま
実
施
時
期
が
コ
ロ

ナ
禍
と
重
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
以
外
に
も
、
コ
ロ
ナ

禍
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

2
0
1
9
年
12
月
に
京
都
で
開
か
れ
た
「
第

4
回 

観
光
と
文
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際

会
議
」（
主
催
：
U
N
W
T
O
／
ユ
ネ
ス
コ
）

に
お
い
て
、
観
光
が
地
域
と
文
化
を
つ
な
ぎ

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
、
と

い
う
考
え
方
が
「
観
光
・
文
化
京
都
宣
言
」

と
し
て
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、

京
都
市
と
京
都
市
観
光
協
会
で
は
、
従
来
の

観
光
客
向
け
の
マ
ナ
ー
啓
発
だ
け
で
な
く
、

事
業
者
や
市
民
と
一
緒
に
持
続
可
能
な
観
光

を
実
現
す
る
た
め
の
行
動
を
定
め
た
も
の
と

し
て
「
京
都
観
光
行
動
基
準
（
京
都
観
光
モ

ラ
ル
）」
を
発
表
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
の

生
活
に
配
慮
し
た
行
動
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
指

す
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
に
お
い
て
も

重
要
な
観
点
で
あ
る
た
め
、積
極
的
な
周
知
・

啓
発
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
休
業
や
テ
レ
ワ
ー
ク

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
観
光
業
界
の
従
業
員
向

け
に
、
各
地
で
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
増
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
も

当
協
会
で
は
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
分
野
で
す
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

コ
ロ
ナ
禍
と
い
っ
た
観
光
業
界
に
対
す
る
逆

|
そ
の
中
で
、
観
光
協
会
と
し
て
す
べ
き

こ
と
は
何
だ
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
も
大
切
な
こ
と
は
、
各
事
業
者
が
個
々

の
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス

を
開
発
・
提
供
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

で
す
。
昔
と
比
べ
て
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
し
て
い
る
た
め
、
事
業
者
を
枠
に
は
め

て
画
一
的
な
商
品
づ
く
り
を
促
す
の
で
は
な

く
、
切
磋
琢
磨
を
促
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
サ
ー

ビ
ス
を
増
や
し
、
観
光
客
に
と
っ
て
の
選
択

肢
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

観
光
協
会
に
相
談
す
れ
ば
解
決
に
つ
な
が
る

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
つ
く

り
、
協
会
が
各
事
業
者
の
特
徴
を
把
握
し
た

う
え
で
差
別
化
や
協
業
の
支
援
を
し
て
い
く

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
に
と
ら
わ
れ
ず
、
や
る
べ
き

こ
と
を
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
着
実
に
実
行
し
て

い
る
と
い
う
お
話
に
非
常
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
9
日
／
聞
き
手
：

観
光
政
策
研
究
部
・
門
脇
茉
海
、
菅
野
正
洋
）

|
コ
ロ
ナ
禍
も
3
年
目
を
迎
え
、
段
階
的

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
解
禁
が
少
し
ず
つ
進
ん

で
い
る
中
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
訪
日

外
国
人
旅
行
者
の
主
要
な
目
的
地
と
な
っ
て

い
た
ニ
セ
コ
地
域
（
倶
知
安
町
）
に
お
け
る

D
M
O
（
観
光
推
進
組
織
）
の
お
立
場
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
取
り
組
ん
だ
事
項
等
に
つ

い
て
お
伺
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　ま
ず
は
私
自
身
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
、
2
0
2
1
年
の
6
月
に
倶
知
安
観

光
協
会
の
事
務
局
長
に
就
任
す
る
前
は
、
10

年
間
、
J
T
B
ハ
ワ
イ
で
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。
最
初
の
5
年
は
M
I
C
E
の
誘
致
・
受

入
事
業
に
従
事
し
、そ
の
後
、地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
関
わ
る
地
域
交
流
ビ
ジ
ネ
ス
の

役
割
を
担
い
、
最
後
の
3
年
間
は
、
ホ
ノ
ル

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
財
団
に
出
向
し
、
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
・
運
営
を
担
い
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
の
帰
国
後
に
ご
縁
を
い
た
だ

き
、
現
在
の
ポ
ス
ト
に
い
る
状
況
で
す
。

　2
0
2
1
年
6
月
1
日
に
着
任
し
、
最
初

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
観
光
協
会
に
よ
る

ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種
で
し
た
。
会
員
向
け

に
接
種
希
望
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と

こ
ろ
、
当
初
は
1
5
0
0
人
が
接
種
を
希
望

し
ま
し
た
が
、
接
種
直
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
希
望
者
は
2
6
0
0
人
程
度
ま
で
増
加
し

ま
し
た
。
す
で
に
ワ
ク
チ
ン
は
発
注
済
み
で

あ
っ
た
た
め
、厚
労
省
と
や
り
と
り
を
行
い
、

何
と
か
追
加
分
の
ワ
ク
チ
ン
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
、
1
回
目
の
接
種
が
終
わ
る
ま
で

9
月
頃
ま
で
か
か
り
ま
し
た
。

　こ
の
間
、
他
の
業
務
は
一
切
で
き
な
い
状

況
で
し
た
が
、
住
民
か
ら
観
光
関
連
事
業
者

へ
の
信
頼
を
得
る
と
い
う
面
で
、
ニ
セ
コ
の

観
光
関
連
事
業
者
全
体
が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
し
た
。
当
時
、

ニ
セ
コ
で
は
居
住
の
外
国
人
を
含
め
た
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
最

終
的
に
は
観
光
協
会
の
会
員
で
な
く
と
も
、

家
族
や
取
引
先
、
ま
た
、
町
内
在
住
ま
た
は

勤
務
で
あ
れ
ば
外
国
人
も
接
種
可
能
と
し
、

地
域
一
体
で
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
注
力

し
ま
し
た
。
観
光
政
策
の
最
も
重
要
な
根
幹

は
住
民
の
理
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
ふ
ま

え
、
そ
の
土
台
づ
く
り
を
進
め
た
形
で
す
。

|
住
民
の
目
線
に
寄
り
添
う
と
い
っ
た
視

点
は
、
ハ
ワ
イ
で
の
経
験
に
基
づ
い
た
も
の

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
。
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
逆
の
視
点
で
す
ね
。
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
旅
行
者
視
点
に
よ
る
ハ
ワ
イ

の
住
民
に
対
し
て
の
責
任
と
い
う
考
え
で
す

が
、
今
回
の
ニ
セ
コ
で
は
、
同
じ
地
域
に
存

在
す
る
住
民
に
対
し
て
観
光
事
業
者
が
責
任

光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立

ち
上
げ
ま
し
た（
図
①
）。こ
の
事
業
で
は「
地

元
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」、

「
日
本
人
観
光
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
融

合
」、「
混
雑
を
避
け
つ
つ
高
い
知
的
欲
求
を

満
た
せ
る
体
験
の
提
供
」
を
目
的
に
、
京
都

市
の
認
定
を
受
け
た
ガ
イ
ド
団
体
で
あ
る

「
京
都
市
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ホ
ス
ト
」
や
、
京
都

市
内
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
の
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
で
構
成
さ
れ
る
「
京
都
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
研
究
会
」
と
い
っ
た
、
京
都
の

文
化
に
精
通
し
た
目
利
き
の
ア
ド
バ
イ
ス
の

も
と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
本
当
に
響
く
商

品
造
成
を
支
援
し
ま
す
。
地
元
金
融
機
関
で

も
あ
る
京
都
信
用
金
庫
と
の
連
携
事
業
で
も

あ
る
た
め
、
専
門
家
に
よ
る
事
業
の
採
算
性

に
係
る
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
付
帯
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
の
あ

り
方
を
考
え
る
業
界
交
流
会
「
京
都
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
カ
フ
ェ
」
も
定
期
開
催
し
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
切
れ
て
し
ま
っ
た
事
業
者
同
士

の
交
流
の
場
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

  

|
I
C
T
を
活
用
し
た
取
り
組
み
は
あ
る

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
発
を
回
避
す

る
た
め
に
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
開
発
の
手
法
を

確
立
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

京
都
へ
の
関
心
が
高
い
方
々
と
の
関
係
を
可

視
化
し
、
こ
れ
を
分
析
し
て
、
さ
ら
に
関
係

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
日
本

人
観
光
客
に
対
し
て
は
、
事
前
予
約
で
旅
行

商
品
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
方
を
対
象
に

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
配
信
し
、
再
来
訪
率
を

向
上
さ
せ
る
手
法
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
や

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
対
象
に
、
同
様
の
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
京
都
は
非
常
に
多
様
な
客
層
が
訪
れ
る

観
光
地
だ
と
思
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
絞
り
込
ん
で
い
く
と
い

う
考
え
で
し
ょ
う
か
。
京
都
を
よ
り
深
く
理

解
し
て
く
れ
る
人
を
呼
び
た
い
と
い
う
意
識

が
う
か
が
え
ま
し
た
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　物
見
遊
山
の
初
心
者
も
い
れ
ば
、
地
元
民

よ
り
京
都
に
詳
し
い
方
ま
で
様
々
で
す
が
、

誰
し
も
最
初
は
初
心
者
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

そ
ん
な
初
心
者
が
京
都
の
奥
深
い
魅
力
に
気

づ
く
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
て
い
る
の

は
、
知
的
好
奇
心
が
高
く
、
地
元
文
化
を
理

解
し
て
尊
重
し
て
く
れ
る
、
文
化
度
の
高
い

人
た
ち
で
す
。
財
政
的
に
も
労
力
的
に
も
資

源
が
限
ら
れ
る
な
か
で
は
、
こ
う
い
っ
た

方
々
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
い
く
こ
と

で
、
効
果
的
に
京
都
へ
の
関
心
を
高
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
今
後
、
Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と

い
わ
れ
る
層
が
旅
行
の
中
心
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
若
者
に
対
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　神
社
仏
閣
を
は
じ
め
、
年
齢
や
経
験
を
重

ね
な
け
れ
ば
価
値
を
理
解
し
に
く
い
観
光
地

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
京
都
は
特
に
国
内
市
場

に
お
い
て
半
世
紀
以
上
前
か
ら
シ
ニ
ア
層
に

支
持
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、

誰
し
も
修
学
旅
行
で
一
度
は
京
都
を
訪
れ
、

大
学
時
代
を
京
都
で
過
ご
し
た
こ
と
が
あ
る

人
が
多
い
と
い
う
一
面
も
あ
り
ま
す
。「
京

都
国
際
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
フ
ェ
ア
」
や
「
京

都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
な
ど
の
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
も
発
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
若
年
層
向
け
の
取
り
組
み
は
成
果
を
上

げ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
問
題
な
の
は
、
そ

の
後
の
世
代
で
す
。
京
都
は
子
連
れ
の
観
光

地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
弱
い
た
め
、
ど
う

し
て
も
子
持
ち
世
代
の
旅
行
先
と
し
て
選
ば

れ
に
く
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

京
都
観
光
に
と
っ
て
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
上

の
最
重
要
課
題
は
、
若
年
層
と
い
う
よ
り
も

次
世
代
の
子
供
た
ち
が
含
ま
れ
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
へ
の
対
応
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
こ
が
欠
落
し
て
い
る
と
、
長
い
人
生

の
な
か
で
の
京
都
と
の
つ
な
が
り
が
一
度
全
て

リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
い
、
シ
ニ
ア
に
な
っ
て

京
都
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
と
き
に
は
ま
た

初
心
者
に
戻
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　こ
の
場
合
、
地
域
が
取
り
う
る
戦
略
は
大

き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
得

意
な
市
場
で
あ
る
シ
ニ
ア
に
特
化
す
る
、
い

わ
ゆ
る
「
選
択
と
集
中
」
の
考
え
方
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
苦
手
な
市
場
を
補
い
「
オ
ー

ル
マ
イ
テ
ィ
ー
」
な
状
態
を
作
る
と
い
う
考

え
方
で
す
。
一
般
的
に
、
競
争
の
激
し
い
市

場
に
お
い
て
は
「
選
択
と
集
中
」
が
妥
当
な

戦
略
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
持

続
可
能
な
国
際
観
光
都
市
を
標
榜
す
る
京
都

と
し
て
は
、
誰
が
来
て
も
対
応
で
き
る
懐
の

深
い
観
光
地
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
い
つ
来
て
も
ど
の
年
代
で

も
楽
し
め
る
と
い
う
状
況
を
生
み
出
す
こ
と

が
、
観
光
客
の
再
来
訪
に
つ
な
が
り
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。特
定
の
世
代
へ
の
対
応
と
い
う
よ
り
も
、

世
代
を
超
え
て
京
都
と
の
関
係
を
維
持
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　今
年
に
入
っ
て
か
ら
補
助
金
の
申
請
を
7

〜
8
本
出
し
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
採
択
さ

れ
て
い
ま
す
。
補
助
金
の
情
報
で
す
が
、
行

政
か
ら
入
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
の
と
、
こ

の
エ
リ
ア
が
重
点
支
援
D
M
O
に
選
ば
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
観
光
庁
や
北
海
道
運
輸
局

か
ら
頻
繁
に
情
報
が
入
っ
て
き
ま
す
。
個
人

と
し
て
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広
げ
て
い
る

の
で
、
こ
の
筋
か
ら
も
情
報
を
得
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
ね
。

　一
方
、
地
域
や
観
光
協
会
の
収
入
の
仕
組

み
構
築
も
考
え
て
い
ま
す
。
倶
知
安
町
で
は

宿
泊
税
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
は

別
に
旅
先
納
税
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。
旅
先
納
税
と
は
、
倶
知
安
町
に
訪
れ
た

際
に
そ
の
場
で
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
行
え

る
仕
組
み
で
、
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
な
く
返

礼
品
が
も
ら
え
る
従
来
の
ふ
る
さ
と
納
税
と

は
異
な
り
、
倶
知
安
町
に
訪
れ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
納
税
が
で
き
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
使
え

る
電
子
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
コ
ト
消
費
で
あ
り

外
貨
の
獲
得
に
も
あ
た
る
た
め
、
D
M
O
と

し
て
着
手
し
が
い
の
あ
る
事
業
で
す
。
こ
の

よ
う
に
収
入
源
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、

で
き
る
事
業
を
増
や
し
て
い
き
、
D
M
O
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
併
せ
て
強
化
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
倶
知
安
町
に
は
全
国
か
ら
視
察
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
が
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア

の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
が
視
察
時
に
登
壇
す

る
際
の
有
料
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
不
動
産
投
資
や
観
光
地
開
発
等
と
い
っ

た
ジ
ャ
ン
ル
別
で
ス
ピ
ー
カ
ー
を
揃
え
、
各

ス
ピ
ー
カ
ー
を
商
材
化
し
テ
ン
プ
レ
ー
ト
に

ま
と
め
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
と
顧
客
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
D
M
O
が
行
い
、
講
演
料
を

折
半
し
観
光
協
会
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
い

ま
す
。
別
途
、
会
場
費
や
資
料
費
等
も
用
意

し
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
て
お
り
、
こ
れ
も

観
光
協
会
の
収
益
の
柱
に
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　観
光
協
会
の
事
業
収
入
は
職
員
の
待
遇
改

善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
北
海
道
に
は
暖
房

手
当
の
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
が
、
町
役
場
や

役
場
に
準
じ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
観
光

協
会
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
で
は
、
手
当
の
額
に

差
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
仕
事
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
採
用
面
に
も
影
響
が
出
ま
す

の
で
、
観
光
協
会
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
待
遇

の
改
善
に
向
け
た
財
源
と
し
て
も
、「
地
域

で
稼
ぐ
D
M
O
」
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
は
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
各
事
業
は
観
光
協
会
内
で
ど
の
よ
う
に

決
定
し
、実
行
さ
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
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　観
光
協
会
内
の
事
業
体
制
（
図
①
）
と
し

て
、
7
つ
の
部
会
を
組
成
し
て
お
り
、
各
部

を
果
た
す
こ
と
が
、
住
民
と
の
共
存
に
は
必

要
と
い
う
考
え
で
す
。
こ
れ
を
な
い
が
し
ろ

に
し
て
観
光
事
業
を
実
施
す
る
と
、「
こ
ん

な
時
期
に
何
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
住
民

か
ら
批
判
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　ま
た
、
職
域
接
種
の
会
場
に
行
け
ば
地
域

内
の
住
民
や
観
光
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
会
え

ま
す
の
で
、
こ
こ
で
関
係
性
を
強
化
し
て
い

き
ま
し
た
。
な
お
、
職
域
接
種
会
場
で
は
、

非
常
に
多
く
の
方
に
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
外
国
人
は
言
葉
の
障
害
も

あ
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会
が
乏
し
く
、
有

難
い
と
い
っ
た
ご
様
子
で
し
た
。
外
国
人
を

含
め
た
職
域
接
種
を
観
光
協
会
で
実
施
し
た

こ
と
は
先
駆
的
で
あ
り
、
そ
の
後
、
定
山
渓

や
登
別
、
洞
爺
す
す
き
の
等
、
と
い
っ
た
道

内
の
観
光
地
で
も
同
様
の
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
土
台
づ
く
り
を
ふ
ま
え
、
昨

年
10
月
か
ら
は
、
令
和
4
年
度
の
補
助
金
獲

得
に
向
け
た
準
備
を
行
い
ま
し
た
。
観
光
協

会
の
活
動
原
資
で
あ
る
倶
知
安
町
の
宿
泊
税

が
減
る
こ
と
は
確
実
で
し
た
の
で
、
活
用
可

能
な
補
助
金
を
す
べ
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、

公
示
が
出
る
前
の
事
業
を
含
め
、
早
々
に
情

報
を
収
集
し
申
請
書
を
書
き
始
め
ま
し
た
。

特
に
重
視
し
た
の
は
、①
二
次
交
通
、②
倶
知

安
町
と
ニ
セ
コ
町
の
圏
域
を
ま
た
が
る
連
携

事
業
、③
M
I
C
E
で
す
。①
二
次
交
通
は
、

ひ
ら
ふ
エ
リ
ア
の
循
環
車
両
を
ス
キ
ー
シ
ー

ズ
ン
に
運
行
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
①
と
②

に
ま
た
が
り
ま
す
が
、
北
海
道
観
光
振
興
機

構
の
D
M
O
向
け
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
用

い
、
令
和
4
年
度
の
夏
場
に
倶
知
安
町
と
ニ

セ
コ
町
を
循
環
す
る
オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
バ
ス

（
ス
カ
イ
バ
ス
）
を
運
行
し
ま
し
た
。
ス
カ

イ
バ
ス
は
、
屋
根
の
な
い
バ
ス
で
移
動
を
し

な
が
ら
、
G
P
S
と
連
動
し
た
自
動
音
声
と

地
元
の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
案
内
を
行
い
な
が

ら
運
行
す
る
も
の
で
、
自
動
音
声
は
日
本
語

と
英
語
を
用
意
し
、
合
間
で
地
域
の
ト
ピ
ッ

ク
を
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が
話
す
形
態
の
二
次
交

通
兼
、
ニ
セ
コ
を
楽
し
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
で

す
。
赤
色
の
車
両
で
運
行
し
て
お
り
、
運
行

前
は
ニ
セ
コ
の
景
色
に
合
う
か
不
透
明
で
し

た
が
、運
行
開
始
後
は
、「
街
が
明
る
く
な
り
、

わ
か
り
や
す
く
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
」
と
地
域

や
観
光
客
か
ら
非
常
に
評
判
が
良
か
っ
た
で

す
。
ス
カ
イ
バ
ス
は
い
ず
れ
宿
泊
税
を
原
資

に
し
て
運
行
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い

ま
す
。
宿
泊
事
業
者
か
ら
す
れ
ば
、
税
を
代

理
徴
収
さ
せ
ら
れ
て
い
る
中
で
、
こ
の
よ
う

な
シ
ン
ボ
ル
の
存
在
は
、
税
が
何
に
使
わ
れ

て
い
る
か
が
わ
か
り
や
す
く
可
視
化
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
今
回
の
運
行
で
は
住
民
の
利
用

比
率
が
3
割
程
度
あ
り
ま
し
た
。
観
光
事
業

の
実
施
や
宿
泊
税
の
徴
収
の
結
果
、
公
共
交

通
を
担
う
住
民
の
移
動
の
足
と
し
て
も
貢
献

す
る
と
い
っ
た
仕
組
み
づ
く
り
に
も
な
り
得

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、③
M
I
C
E
で
す
が
、
水
際
対
策

に
よ
っ
て
昨
年
の
私
の
就
任
当
初
の
時
期
か

ら
、
企
業
等
か
ら
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
訪
問

の
問
い
合
わ
せ
が
非
常
に
多
く
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
ニ
セ
コ
に
は
特
に
グ
リ
ー
ン

シ
ー
ズ
ン
の
M
I
C
E
商
材
が
な
い
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。ニ
セ
コ
は
パ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ

ト
等
、
最
近
オ
ー
プ
ン
し
た
ホ
テ
ル
が
多
々

あ
る
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
大
々
的
に
で
き
て
お
ら

ず
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
の
様
子
と

い
っ
た
、
人
が
賑
わ
っ
て
い
る
「
絵
」
が
な
い

状
況
で
し
た
。
商
材
化
の
た
め
に
は
こ
れ
が

必
要
な
た
め
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
や
ホ
テ
ル
、

ヴ
ィ
ラ
を
活
用
し
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
コ
ン

テ
ン
ツ
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
造

成
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
売
り
出
す
た

め
の
画
像
や
映
像
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
商
材
と
し
、
来

年
の
誘
客
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
補
助
金
を
非
常
に
効
果
的
に
、
戦
略
的

に
活
用
し
て
い
る
の
だ
、
と
お
聞
き
し
て
実

感
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
補
助
金
の
情
報
と

い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
に
入
手
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
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催
す
る
業
務
執
行
理
事
会
に
諮
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
現
在
の
事
業
は
す
べ
て
、
令
和

元
年
度
に
策
定
し
た
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
2
0
2
0
〜
2
0
3
1
）
に

紐
づ
け
て
い
ま
す
。部
会
ご
と
に
事
業
計
画
・

評
価
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
位
置
づ
け
と
の
関
係
を
明
確
に
す
る
と
と

も
に
、
目
的
や
概
要
、
実
施
方
法
、
年
度
ご

と
の
予
算
、
用
い
る
財
源
を
見
え
る
化
す
る

こ
と
で
、
事
業
の
評
価
を
わ
か
り
や
す
く
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
策
定
し
た
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
紐
づ
け
て
事
業
を
行
う
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
す
。
各
年
の
ト
レ
ン
ド
を

追
う
ば
か
り
で
は
、
D
M
O
と
し
て
の
役
割

が
ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
事
業
も
絵
に
描

い
た
餅
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。ま
た
、

観
光
協
会
内
部
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
入
れ
替

わ
っ
て
も
、
組
織
と
し
て
し
っ
か
り
機
能
す

る
う
え
で
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
、
日
本
で
は

徐
々
に
水
際
対
策
を
緩
和
し
、
近
い
将
来
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
本
格
的
に
来
客
さ
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
来
る

べ
き
時
期
に
向
け
て
、
地
域
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
や
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

あ
る
で
し
ょ
う
か
。
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　今
お
話
し
し
て
き
た
ス
カ
イ
バ
ス
や

M
I
C
E
コ
ン
テ
ン
ツ
の
取
り
組
み
は
国
内

向
け
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
実
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
客
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ス
カ
イ
バ
ス
で
い
え
ば
、
来
年
度

は
英
語
に
加
え
て
ス
ペ
イ
ン
語
や
タ
イ
語
、

中
国
語
な
ど
も
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
グ

リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
は

ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
大
き
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
M
I
C
E
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
に
焼
き
直
し
が
で
き
る
よ
う
に

造
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　個
人
的
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入

れ
は
徐
々
に
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
い
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
急
に
大
量
の
受
け
入
れ
を

行
う
と
、
供
給
側
の
人
材
確
保
が
追
い
付
か

ず
、
こ
れ
が
質
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
後
々

の
観
光
客
の
満
足
度
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
段
階
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ

る
こ
と
で
、
供
給
を
慣
れ
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
観
光
協
会
に
と
っ
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

の
昨
年
や
今
年
の
取
り
組
み
は
、
再
び
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、
ど
の

よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　就
任
し
て
す
ぐ
に
行
っ
た
職
域
接
種
が
、

再
起
動
に
向
け
た
「
最
初
の
準
備
」
で
し
た
。

そ
こ
か
ら
去
年
は
色
ん
な
事
業
の
タ
マ
を
仕

込
み
、現
在
は
そ
の「
仕
込
み
」が
実
り
、様
々

な
「
事
業
」
が
動
き
出
し
て
い
る
状
況
で
す
。

仕
込
み
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
カ
イ
バ

ス
事
業
で
の
ニ
セ
コ
町
と
の
地
域
連
携
も
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
で
す
。
そ

れ
ほ
ど
、
地
域
連
携
と
い
う
の
は
時
間
や
労

力
を
要
す
る
も
の
で
、
通
常
で
あ
れ
ば
実
施

は
困
難
な
も
の
で
す
。
実
は
こ
れ
ま
で
は
ニ

セ
コ
町
と
倶
知
安
町
の
連
携
は
あ
ま
り
多
く

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ス
カ
イ
バ
ス
事
業
の

前
段
で
今
年
3
月
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
日

本
観
光
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
ブ
ー
ス
に
両
町
共

同
で
出
展
を
行
い
、D

isco
ver N

iseko

と
い
う
名
前
で
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
あ
り
、
今
回
の
ス
カ
イ
バ
ス

事
業
で
、
旅
行
者
に
見
え
る
形
で
の
連
携
も

深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
意
識
し
て
い
る
地
域

は
、
コ
ロ
ナ
禍
中
も
、
旅
行
者
と
の
関
係
性

を
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
や
情
報
発
信
に
注
力
し
が
ち
の
よ
う
に
思

い
ま
す
が
、
本
日
の
お
話
を
伺
い
、
コ
ン
テ

ン
ツ
を
し
っ
か
り
つ
く
る
こ
と
を
特
に
意
識

さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
印
象
的
で
し
た
。

お
考
え
と
し
て
は
、ニ
セ
コ
の
特
性
と
し
て
、

開
国
し
た
際
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
お
の
ず
と

来
客
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
際
に
し
っ
か
り
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
夏
、
冬
含

め
て
、
今
し
っ
か
り
準
備
さ
れ
て
い
る
っ
て

い
う
ご
認
識
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
ね
。
い
い
意
味
で
、
旅
行
者
視

点
で
ト
レ
ン
ド
を
捉
え
た
企
画
を
つ
く
れ

ば
、
ど
ん
な
国
籍
や
人
種
の
方
で
も
横
展
開

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
外
国
人
が
楽
し
む
風

景
も
イ
メ
ー
ジ
に
入
れ
な
が
ら
、
コ
ン
テ
ン

ツ
を
ど
ん
ど
ん
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

|
職
域
接
種
と
い
う
住
民
の
信
頼
を
意
識

し
た
取
り
組
み
で
土
台
を
作
り
、
コ
ロ
ナ
禍

だ
か
ら
こ
そ
実
施
で
き
た
様
々
な
取
り
組
み

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
日
は
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
16
日
／
聞
き

手
：
観
光
政
策
研
究
部
・
江
﨑
貴
昭
、
菅
野

正
洋
）

い
と
い
う
特
徴
も
あ
り
、
良
い
方
向
に
変
化

す
る
沖
縄
観
光
を
目
指
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の
懸
念
点
は
人
材
流
出

で
す
。
O
C
V
B
で
も
二
つ
の
事
業
所
を

持
っ
て
お
り
、
プ
ロ
パ
ー
職
員
だ
け
で
は
手

が
回
ら
な
い
た
め
、
非
常
勤
職
員
を
採
用
し

て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
応
募
者
が
集
ま
ら

な
い
状
況
で
す
。

　ホ
テ
ル
や
観
光
施
設
も
同
じ
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
沖
縄
に
と
っ
て
観
光
が
重
要
な

産
業
だ
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、

人
材
を
い
か
に
確
保
し
て
い
く
か
が
重
要
で

す
。夢
の
あ
る
仕
事
と
い
う
共
通
認
識
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
中
長
期
的
に
は
デ
ジ
タ
ル

化
、
観
光
D
X
を
進
め
て
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
視
点
と
な
り
ま

す
。
I
T
系
事
業
者
が
入
居
す
る
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
中
に
ホ
テ
ル
を
整
備

し
、
実
際
に
顧
客
を
受
け
入
れ
て
、
ロ
ボ
ッ

ト
化
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
な
ど
の
様
々
な

実
証
実
験
を
実
施
す
る
計
画
が
あ
り
、
観
光

D
X
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
観
光
に
お
け
る
実
践
教
育
を
強
化

し
て
現
場
に
人
材
を
輩
出
す
る
取
り
組
み
も

進
ん
で
い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
、
沖
縄
高
専

に
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
5
年
間
で
、
機
械
、
情
報
、

環
境
技
術
な
ど
を
学
ぶ
と
と
も
に
観
光
に
つ

い
て
も
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
理
系
の
学

生
が
観
光
を
学
び
、
観
光
関
連
企
業
に
入
社

し
て
く
れ
れ
ば
、
質
の
高
い
観
光
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　当
面
は
国
内
観
光
を
中
心
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
将
来
的

に
は
や
は
り
国
際
観
光
を
大
き
く
伸
ば
し
て

い
く
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
非
常
に
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
前
述
の
通
り
、
そ
の
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
済
ん
で
い
ま
す
し
、
数
年
後

に
は
新
し
い
魅
力
を
持
っ
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク

開
業
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
沖
縄
観
光
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
く
評
価
し
た
県
外
、
国
外

か
ら
の
投
資
の
動
き
が
あ
る
の
も
事
実
で

す
。
そ
の
意
味
で
は
、
沖
縄
観
光
の
未
来
は

非
常
に
明
る
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
が
あ
っ
た
か
ら
、
も
う
観
光
の

可
能
性
が
な
く
な
っ
た
と
見
て
い
る
人
は
誰

も
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
観
光

客
が
久
し
ぶ
り
に
沖
縄
に
旅
行
に
い
ら
し
た

際
に
、
満
足
し
て
頂
け
る
対
応
を
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
の
で
、
今
が
頑
張
り
ど
こ
ろ
と

考
え
て
い
ま
す
。

|
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
4
日
／
聞
き

手
：
観
光
政
策
研
究
部
・
菅
野
正
洋
）

|
2
0
2
1
年
度
か
ら
2
0
2
2
年
度
に

か
け
て
の
京
都
観
光
は
ど
の
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
発
令
時
に
は
、
市

内
主
要
ホ
テ
ル
に
お
け
る
客
室
稼
働
率
は

5
・
8
％
ま
で
下
が
り
底
を
打
ち
ま
し
た
。

現
在
は
50
%
く
ら
い
ま
で
戻
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
80
%
を
超
え
て

当
た
り
前
、
高
い
時
に
は
95
%
に
達
し
て
い

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
ま
だ
ま
だ
足
り
ま
せ

ん
。
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
を
見
据
え

て
京
都
に
進
出
し
て
き
た
事
業
者
の
み
な
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
物
足
り
な
い
数
字
と
評
価

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
入
国
が
団
体
客

に
制
限
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
、
京
都
観
光

へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
だ
ま
だ
様

き
た
と
い
う
状
況
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
2
年
間
、
直
行
便
が
な
く
な
っ
た
こ

と
で
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
一
方
で
、
国

内
に
い
る
外
国
人
が
旅
行
に
来
て
い
る
状
況

も
あ
り
、
大
使
館
な
ど
、
国
内
に
立
地
し
て

い
る
海
外
の
機
関
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を

し
っ
か
り
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
各
国
に
駐
在
員
を
置
い
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
2
年
間
は
そ
う
い
っ
た
現
地
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
現

地
で
開
催
さ
れ
る
観
光
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
駐

在
員
が
参
加
す
る
と
い
っ
た
活
動
を
オ
ン
ラ

イ
ン
と
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　も
と
も
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、

沖
縄
の
訪
日
外
国
人
の
8
割
は
個
人
客
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
の
よ
う
に
団
体

限
定
で
、
ビ
ザ
が
必
要
な
現
状
で
は
、
す
ぐ

に
観
光
客
が
戻
る
と
い
う
状
況
は
現
実
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　沖
縄
は
台
湾
か
ら
の
来
訪
が
一
番
多
い
状

況
で
し
た
の
で
、
経
済
界
も
台
湾
と
の
早
期

の
交
流
再
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
日
本
政

府
と
台
湾
政
府
の
双
方
の
規
制
緩
和
の
状
況

を
見
な
が
ら
、
す
ぐ
に
連
携
で
き
る
態
勢
を

取
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　国
際
ク
ル
ー
ズ
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
よ

う
に
買
い
物
の
た
め
だ
け
に
寄
港
し
て
数
時

間
滞
在
し
て
い
く
よ
う
な
形
は
県
民
の
理
解

を
得
に
く
い
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中

で
、
ク
ル
ー
ズ
船
を
受
け
入
れ
て
い
た
市
町

村
と
O
C
V
B
と
地
域
の
観
光
協
会
が
一
緒

に
な
っ
て
、
国
際
ク
ル
ー
ズ
の
再
開
を
目
的

と
し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

|
コ
ロ
ナ
禍
は
未
曾
有
の
危
機
と
も
い
え

ま
す
が
、
危
機
管
理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
2
年
余
り
、
地
震
や
津
波
等
を
含
め

た
基
本
的
な
危
機
管
理
に
つ
い
て
訓
練
等
を

通
じ
て
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
十
分
に
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
や
は
り
基
本
的

な
意
識
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と

で
、
危
機
管
理
体
制
運
用
の
た
め
の
図
上
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　こ
こ
に
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を
ど
う
盛
り
込

む
の
か
と
い
う
点
は
、
観
光
の
分
野
を
超
え

る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　危
機
管
理
は
観
光
地
と
し
て
の
質
の
高
さ

を
示
す
一
つ
の
側
面
で
す
か
ら
、
も
う
少
し

状
況
が
落
ち
着
い
た
ら
、
こ
の
間
の
コ
ロ
ナ

対
策
を
検
証
し
て
、
感
染
症
対
策
も
含
め
て

危
機
管
理
体
制
を
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
で
期
待
さ
れ
る
新
た
な
市
場

と
し
て
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
意
味
全
国
ど
こ

で
も
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
の
た
め
、
沖
縄

と
し
て
の
優
位
性
を
ど
う
作
れ
る
か
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
「
沖
縄
リ
ゾ
ー
ト
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

観
光
は
観
光
業
界
だ
け
で
取
り
組
む
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
大
学
、
行
政
、
医
療
、
金
融

機
関
と
の
連
携
が
大
事
だ
と
考
え
て
議
論
に

加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
と
、
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
持
っ
て
仕
事
を
し
、
あ
と
は
プ
ー

ル
サ
イ
ド
で
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
…
…
み
た
い

な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
ね
。
確
か
に
そ
れ

は
リ
ゾ
ー
ト
型
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ

の
形
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
学
は
ス
タ

デ
ィ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り
学
び
と
滞
在

と
い
う
視
点
で
、
ま
た
金
融
機
関
は
商
談
会

や
企
業
誘
致
に
代
表
さ
れ
る
産
業
振
興
の
視

点
で
考
え
て
も
ら
う
と
す
れ
ば
議
論
と
し
て

は
面
白
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　沖
縄
に
お
け
る
滞
在
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
増
や
す
取
り
組
み
の
結
果
の
一
つ
の
形
が

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
り
す
る
わ
け
で
す
。

|
改
め
て
振
り
返
る
と
、
こ
の
1
年
半
は

ど
う
い
っ
た
期
間
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
今
後
の
見
通
し
は
捉
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
1
年
半
は
、
原
点
に
立
ち
戻
り
、
本

来
沖
縄
が
目
指
し
て
い
た
も
の
を
見
つ
め
直

す
期
間
に
な
っ
た
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
勢
の
人
に
来
て
も
ら
う
こ
と
以
上
に
、
質

の
充
実
を
図
ら
な
い
と
観
光
地
と
し
て
選
ば

れ
な
い
と
い
う
認
識
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
生
じ
た
観
光
ス
タ
イ
ル
の
変
化

と
い
う
の
は
、
様
々
な
方
が
指
摘
し
て
い
ま

す
が
、
人
間
は
そ
こ
ま
で
急
に
は
変
わ
れ
な

い
部
分
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　イ
ベ
ン
ト
で
人
を
集
め
、
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
な
が
ら
楽
し
ん
で
も
ら
い
つ
つ
、
新

し
い
滞
在
の
形
と
し
て
環
境
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
つ
く
っ
て
い
く
方
向
性
を
目
指
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

　一
気
に
量
を
追
求
す
る
取
り
組
み
を
や
め

て
し
ま
う
と
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

極
端
な
方
向
に
振
れ
が
ち
で
す
。
沖
縄
は

島と
う

嶼し
ょ

型
の
経
済
圏
と
し
て
、
そ
う
い
っ
た
変

化
が
顕
著
に
出
や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
統
計
的
な
数
値
は
整
備
し
や
す

だ
け
で
な
く
、
質
の
高
い
観
光
地
を
も
目
指

す
中
で
は
、
量
的
な
拡
大
、
回
復
を
目
指
す

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
る
程
度
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

|
数
だ
け
で
な
く
質
も
と
い
う
の
は
、
前

回
の
本
誌
取
材
（
2
4
7
号
：
2
0
2
0
年

11
月
発
刊
）
の
際
に
も
言
及
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
そ
の
後
の
取
り
組
み
に
も
色
濃

く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
の
通
り
で
す
。
た
だ
そ
の
一
方
で
ま
だ

十
分
で
な
い
の
が
、
他
産
業
と
の
連
携
強
化

に
よ
る
地
域
経
済
循
環
率
の
向
上
で
す
。
観

光
は
総
合
産
業
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
農

業
や
製
造
業
と
の
連
携
を
深
め
て
観
光
を
伸

ば
す
こ
と
で
、
産
業
連
関
の
中
で
波
及
効
果

が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
地
元
産
品
の

利
用
頻
度
を
高
め
る
な
ど
、
地
域
に
お
金
が

落
ち
る
仕
組
み
を
重
視
す
る
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
は
、
観
光
統
計
の
質
的
向
上

も
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
沖
縄
の

統
計
指
標
は
那
覇
空
港
を
拠
点
と
し
た
圏

域
、
宮
古
圏
域
、
八
重
山
圏
域
と
い
う
三
つ

の
圏
域
で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
指
標
を
迅
速
に
把
握
し
、
提
供
で

き
る
か
は
ま
だ
ま
だ
課
題
で
す
。

　2
0
2
0
年
度
の
沖
縄
県
の
G
D
P
は
前

年
度
比
マ
イ
ナ
ス
9
・
6
％
で
し
た
。
全
国

的
に
は
マ
イ
ナ
ス
4
％
台
で
し
た
が
、
な
ぜ

沖
縄
県
が
こ
れ
だ
け
落
ち
込
み
が
大
き
い
か

と
い
え
ば
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
観
光
へ
の
打

撃
が
大
き
か
っ
た
か
ら
で
す
。
沖
縄
観
光
の

重
要
性
を
様
々
な
視
点
で
数
字
で
示
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

|
O
C
V
B
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

「
エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
」
も
、
質
の
高
い
観
光

地
と
し
て
目
指
す
旅
行
の
姿
の
ひ
と
つ
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
は
環
境
と
地
域
を
意

識
し
た
取
り
組
み
で
、
大
き
な
く
く
り
で
い

え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
。

必
ず
し
も
新
し
い
発
想
で
は
な
く
、
沖
縄
の
よ

う
な
観
光
地
で
は
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可

能
な
観
光
は
、
当
た
り
前
の
基
本
方
針
で
す
。

　地
域
の
資
源
が
有
限
で
あ
る
以
上
、
環
境

に
配
慮
し
、地
域
文
化
も
理
解
す
る
こ
と
で
、

観
光
客
と
地
域
住
民
の
双
方
が
満
足
で
き
る

結
果
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　量
的
な
拡
大
を
図
る
べ
き
と
い
う
意
見

と
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換
を
意
識
す
べ
き
と

い
う
意
見
が
あ
り
、
県
民
か
ら
も
、
観
光
推

進
は
大
事
だ
が
必
ず
し
も
自
分
た
ち
の
生
活

の
豊
か
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
意

見
が
徐
々
に
出
て
き
て
い
ま
す
。

　ハ
ワ
イ
州
観
光
局
（H

aw
aii T

o
u
rism

 

A
u
th
o
rity

：H
T
A

）
で
は
毎
年
住
民
に
対

し
て
感
情
調
査
を
行
い
、
観
光
を
支
持
す
る

住
民
の
比
率
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク

時
で
8
割
が
観
光
を
支
持
し
て
い
た
も
の

が
、
最
新
の
調
査
結
果
で
は
地
域
に
よ
っ
て

6
割
程
度
ま
で
落
ち
て
い
ま
す
。
地
元
住
民

に
支
持
さ
れ
な
い
観
光
に
持
続
性
が
あ
る
の

か
と
い
う
話
で
す
。

　マ
ー
ケ
ッ
ト
側
の
変
化
に
対
応
す
る
際
に

も
、
沖
縄
の
自
然
と
文
化
を
大
事
に
す
べ
き

と
す
る
立
ち
位
置
に
戻
る
と
い
う
の
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
、
あ
る
意
味
必
然
性
が
あ
り
ま
し
た
。

　沖
縄
県
で
は
、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て「B

e.O
kinaw

a

」

を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
、
美
し
い

自
然
と
優
し
い
人
に
囲
ま
れ
て
、
本
来
の
自

分
を
取
り
戻
し
て
い
く
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
に
と
っ
て
、
今
再
び
立

ち
返
る
べ
き
考
え
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

|
一
般
的
に
、
若
い
世
代
の
方
は
こ
う

い
っ
た
エ
シ
カ
ル
さ
を
有
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
観
光
産
業
が
厳
し
い
状
況
に

あ
る
中
で
は
、
消
費
単
価
が
高
い
客
層
を
誘

客
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　産
業
の
事
業
者
に
も
そ
う
い
っ
た
意
識
は

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
経
営
面
の
体
力
に

よ
っ
て
優
先
順
位
に
差
が
生
じ
る
こ
と
が
問

題
で
す
。
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、

単
価
の
高
い
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
事
業
者
が
あ
る
一
方
で
、
ま
ず
観
光

客
に
来
て
も
ら
う
こ
と
に
注
力
せ
ざ
る
を
得

な
い
事
業
者
も
い
ま
す
。

　だ
か
ら
と
い
っ
て
、
単
価
を
大
幅
に
下
げ

て
顧
客
を
取
り
込
む
ス
タ
イ
ル
は
、
沖
縄
観

光
の
ブ
ラ
ン
ド
を
毀
損
し
ま
す
。
宿
泊
施
設

を
例
に
と
る
と
、
沖
縄
は
民
宿
や
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
か
ら
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
ま
で
幅
が
広
い

の
が
特
徴
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
中
で
単
価
を
維
持
も
し
く
は
向
上

さ
せ
、
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
ら
れ
る
と
よ

い
と
思
い
ま
す
。

　質
の
高
い
体
験
を
し
た
い
、
地
域
の
環
境

保
全
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
傾
向
は
、
確
か

に
若
い
人
た
ち
に
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す

が
、ま
だ
デ
ー
タ
で
示
し
切
れ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
、
エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
に
適
応
す
る
事

業
者
側
か
ら
そ
の
状
況
を
数
値
化
で
き
な
い

か
、
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入
れ
に
向
け
て

は
、
海
外
と
繋
い
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
を
行
っ
て

|
2
0
2
1
年
度
か
ら
2
0
2
2
年
度
に

か
け
て
の
沖
縄
観
光
は
ど
の
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　2
0
2
1
年
度
の
入
域
観
光
客
数
は

3
2
8
万
9
7
0
0
人
で
し
た
。
2
0
2
0

年
度
が
2
5
8
万
人
で
し
た
の
で
、
一
部
回

復
し
て
は
い
ま
す
が
、
や
は
り
緊
急
事
態
宣

言
な
ど
の
期
間
が
長
く
、
実
績
と
し
て
国
内

が
前
年
度
比
45
％
、
国
内
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
合
わ
せ
た
全
体
だ
と
33
％
と
本
当
に
厳
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
以
前
の
よ
う
な
急
激
に
旅
行
マ
イ

ン
ド
が
下
が
る
よ
う
な
状
況
に
は
な
ら
な
い

と
見
て
お
り
、
現
時
点
で
は
国
内
の
観
光
客

は
2
0
1
9
年
度
比
で
8
割
ほ
ど
ま
で
戻
っ

て
き
て
い
る
と
見
て
い
ま
す
。
た
だ
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
は
ゼ
ロ
の
状
況
で
す
の
で
、
現
時
点

で
は
国
内
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　2
0
2
2
年
度
の
入
域
観
光
客
数
は
、
国

内
は
約
5
8
0
万
人
を
目
標
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。
前
年
度
の
倍
と
ま
で
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
着
実
に
回
復
を
目
指
す
目
標
と
し
て

設
定
し
て
い
ま
す
。

　国
際
線
の
再
開
も
視
野
に
入
れ
、
海
外
の

観
光
客
は
20
万
人
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

あ
る
程
度
の
量
の
回
復
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
の
一
定
の
数
字
が
必
要
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
、
国
内
と
海
外
含
め
て
6
0
0
万
人
を

目
標
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　2
0
2
2
年
9
月
ま
で
の
上
半
期
で

2
9
0
万
人
と
い
う
状
況
な
の
で
、
あ
な
が

ち
こ
の
目
標
達
成
は
不
可
能
で
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
海
外
か
ら
の
観
光

客
20
万
人
は
ま
だ
見
通
せ
な
い
状
況
で
す
。

も
と
も
と
ビ
ジ
ネ
ス
や
留
学
生
の
需
要
が
少

な
い
沖
縄
に
と
っ
て
は
、
今
の
制
約
の
中
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
本
格
回
復
は
難
し
い
と

い
う
の
が
現
状
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　沖
縄
で
は
2
0
2
0
年
に
那
覇
空
港
の
第

二
滑
走
路
が
整
備
さ
れ
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
第

二
バ
ー
ス
も
完
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
玄
関
口
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

十
分
整
っ
て
い
ま
す
し
、
宿
泊
施
設
の
客
室

数
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
右
肩
上
が
り
の
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
単
に
観
光
客
数
が
戻
る

写真提供（左右）：一般社団法人倶知安観光協会

会
に
業
務
執
行
理
事
を
配
置
し
、
部
会
ご
と

に
事
業
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
事
業
の
企
画

も
各
部
会
で
検
討
し
、
年
間
約
10
回
程
度
開

コロナ禍における地域の取り組み3
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風
や
、
低
賃
金
や
雇
用
の
不
安
定
さ
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
観
光
業
界
で
は
人
材
確

保
が
難
し
い
と
い
う
課
題
を
解
消
す
る
た
め

に
、
2
0
1
8
年
に
導
入
が
始
ま
っ
た
宿
泊

税
を
財
源
に
し
て
、
従
業
員
向
け
の
研
修
事

業
に
注
力
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
3
月
に
刷
新
さ
れ
た
「
京
都
観

光
振
興
計
画
」
で
は
、
以
前
の
計
画
に
は
な

か
っ
た
「
担
い
手
の
活
躍
支
援
」
が
5
本
の

柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
よ
り
一
層

強
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
新
た
に
打
ち
出
し

た
り
、
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
を
し
た
部
分
は
あ

る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
近
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
京
都
観
光
を
持

続
可
能
に
し
て
い
く
た
め
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
し
っ

か
り
と
打
ち
出
し
て
、
そ
れ
に
合
っ
た
商
品

開
発
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
回
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
、
準
備
期
間
が
あ
る
な
か
で
、
改
め
て
自

分
た
ち
の
や
っ
て
き
た
こ
と
を
見
つ
め
直
そ

う
と
い
う
動
き
で
す
。

　し
か
し
、
事
業
者
さ
ん
か
ら
は
「
京
都
は

昔
か
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
こ
と
を
や
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
」
と
い
う
反
応
が
多
い
で
す
。

「
一
見
さ
ん
お
断
り
」
と
い
う
言
葉
の
印
象

が
強
く
、
閉
鎖
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る

こ
と
が
多
い
京
都
の
街
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一
方
で
ず
っ
と
多
く
の
観
光
客
に
訪
れ
て
い

た
だ
け
た
こ
と
で
、
L
G
B
T
Q
や
ベ
ジ
タ

リ
ア
ン
、
ム
ス
リ
ム
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
お
持
ち
の
方
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
々
を
受

け
入
れ
て
い
く
こ
と
が
当
然
の
も
の
と
し
て

根
付
い
て
い
る
街
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
京
都
人

の
気
質
と
し
て
「
自
分
た
ち
は
昔
か
ら
や
っ

て
い
る
の
で
、
流
行
に
乗
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
た
く
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
外
国
人

に
対
し
て
は
、
そ
う
い
う
気
概
は
分
か
り
や

す
く
発
信
し
な
け
れ
ば
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
変

に
安
っ
ぽ
く
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
な
が

ら
も
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
に
改
め
て

き
ち
ん
と
光
を
当
て
直
す
、
と
い
う
ス
タ
ン

ス
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
会
員
向
け
の
情
報
発
信
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
市
内
主
要
ホ
テ
ル

の
ご
協
力
の
も
と
、
過
去
数
年
分
の
予
約
状

況
や
実
際
の
稼
働
率
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
3

カ
月
先
ま
で
の
稼
働
率
の
予
測
値
の
発
表
を

始
め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
こ
れ
か

ら
ど
う
な
る
か
不
安
だ
と
い
う
お
声
に
応
え

る
た
め
に
は
、
将
来
的
な
見
通
し
を
示
す
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
た
た
め
で
す
。最
近
は
、

こ
れ
ま
で
の
月
単
位
の
調
査
に
加
え
て
、
ほ

ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
日
単
位
の
調
査
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

直
近
の
状
況
の
把
握
や
、
曜
日
別
の
分
析
が

可
能
と
な
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
精
度
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
始
動
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　当
協
会
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
分
野
の

取
り
組
み
は
海
外
メ
デ
ィ
ア
へ
の
対
応
が
中

心
で
あ
り
、
多
い
と
き
に
は
世
界
13
都
市
に

レ
ッ
プ
を
置
き
、
海
外
現
地
の
メ
デ
ィ
ア
に

情
報
提
供
し
た
り
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
京
都

取
材
を
す
る
際
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
旅

行
需
要
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
後
も
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
協
会
の

中
心
業
務
の
一
つ
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
で
は

事
業
者
が
開
発
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
後

追
い
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
た
め
、
こ
れ

か
ら
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
先
回
り
し
て

察
知
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　そ
こ
で
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
京
都
」
と
い
う
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
観

子
見
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

　一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
外
国
人
の
比

率
が
4
〜
5
割
程
度
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
日
本
人
の
需
要
は
か
な
り
回
復
し
た

と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、G

o
 

T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は
じ
め
、
様
々
な
需

要
喚
起
策
で
恩
恵
を
受
け
た
の
は
価
格
帯
の

高
い
施
設
や
リ
ゾ
ー
ト
観
光
地
が
中
心
で

す
。
海
外
旅
行
に
行
け
な
い
代
わ
り
に

ち
ょ
っ
と
リ
ッ
チ
な
宿
に
泊
ま
り
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

街
中
の
旅
館
や
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
な
ど
は
ま

だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
か
な
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
京
都
に
と
っ
て
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
あ
る
修
学
旅
行
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
強
く
受
け
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年
は
壊

滅
的
、
2
0
2
1
年
は
多
少
回
復
し
た
も
の

の
、
例
年
の
8
割
減
と
い
う
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
ま
し
た
。
2
0
2
2
年
は
、
京
都

の
修
学
旅
行
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
5
〜

6
月
に
感
染
者
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
予

定
通
り
催
行
が
進
ん
だ
こ
と
で
一
部
の
施
設

の
稼
働
率
は
90
〜
1
0
0
％
に
達
し
て
お

り
、
も
と
も
と
激
し
か
っ
た
景
気
の
浮
き
沈

み
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
後
に
京
都
へ
進
出
す
る
宿
泊

施
設
の
動
き
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
は
将
来
的
な
回
復
を
見
越
し
て
の
投
資

と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　特
に
外
資
系
の
世
界
的
ブ
ラ
ン
ド
で
高
価

格
帯
の
施
設
に
よ
る
進
出
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
彼
ら
は
20
年
30
年
と
い
う
長
期
ス
パ

ン
で
経
営
戦
略
を
立
て
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
は
あ
く
ま
で
短
期
間
の
ブ
レ
と
捉
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
国
内
資
本
で
も
高
単

価
で
ユ
ニ
ー
ク
な
宿
が
増
え
て
お
り
、
京
都

市
内
の
宿
泊
施
設
の
多
様
性
は
格
段
に
向
上

し
て
い
ま
す
。

　一
方
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
の
簡
易
宿
所

は
、
駄
目
だ
と
思
っ
た
ら
早
々
に
見
切
り
を

つ
け
て
撤
退
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
将
来

的
に
需
要
が
回
復
す
れ
ば
再
び
参
入
す
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
柔
軟
性
が

高
い
こ
と
が
、
小
規
模
な
業
態
の
良
さ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

|
利
用
の
集
中
を
防
ぐ
分
散
化
へ
の
取
り

組
み
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ

た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　分
散
化
は
観
光
業
界
全
て
に
と
っ
て
永
遠

の
テ
ー
マ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
ろ
う
と
な
か

ろ
う
と
必
ず
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
三
密
回
避
に

資
す
る
も
の
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
と
し
て
も
必
要
な
取
り
組
み
で
し
た
。

　一
方
、
事
前
予
約
制
の
導
入
は
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
始
め
た
も
の
で
す
。以
前
ま
で
は
、

人
の
量
を
動
か
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え

の
も
と
、
基
本
は
予
約
な
し
で
O
K
と
い
う

旅
行
商
品
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
ま
た
、
京

都
の
主
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
寺
社
は
、
全

て
の
人
に
対
し
て
開
か
れ
た
場
所
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
の
も
と
、
特
定
の
人
し
か
受
け

入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
相
容
れ
な
い

立
場
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
宗
教
行
為
に

ま
つ
わ
る
個
人
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
信

教
の
自
由
に
触
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

議
論
も
あ
り
、
予
約
制
度
の
導
入
に
は
慎
重

な
判
断
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
で
、

密
を
避
け
な
が
ら
拝
観
い
た
だ
け
る
環
境
を

用
意
す
る
こ
と
や
、
感
染
者
が
出
た
場
合
の

連
絡
先
を
把
握
す
る
と
い
う
必
要
に
迫
ら
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
事
前
予
約
制

の
導
入
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
き
ま
し
た
。

|
以
前
か
ら
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
た
ま
た
ま
実
施
時
期
が
コ
ロ

ナ
禍
と
重
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
以
外
に
も
、
コ
ロ
ナ

禍
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

2
0
1
9
年
12
月
に
京
都
で
開
か
れ
た
「
第

4
回 

観
光
と
文
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際

会
議
」（
主
催
：
U
N
W
T
O
／
ユ
ネ
ス
コ
）

に
お
い
て
、
観
光
が
地
域
と
文
化
を
つ
な
ぎ

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
、
と

い
う
考
え
方
が
「
観
光
・
文
化
京
都
宣
言
」

と
し
て
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、

京
都
市
と
京
都
市
観
光
協
会
で
は
、
従
来
の

観
光
客
向
け
の
マ
ナ
ー
啓
発
だ
け
で
な
く
、

事
業
者
や
市
民
と
一
緒
に
持
続
可
能
な
観
光

を
実
現
す
る
た
め
の
行
動
を
定
め
た
も
の
と

し
て
「
京
都
観
光
行
動
基
準
（
京
都
観
光
モ

ラ
ル
）」
を
発
表
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
の

生
活
に
配
慮
し
た
行
動
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
指

す
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
に
お
い
て
も

重
要
な
観
点
で
あ
る
た
め
、積
極
的
な
周
知
・

啓
発
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
休
業
や
テ
レ
ワ
ー
ク

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
観
光
業
界
の
従
業
員
向

け
に
、
各
地
で
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
増
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
も

当
協
会
で
は
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
分
野
で
す
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

コ
ロ
ナ
禍
と
い
っ
た
観
光
業
界
に
対
す
る
逆

|
そ
の
中
で
、
観
光
協
会
と
し
て
す
べ
き

こ
と
は
何
だ
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
も
大
切
な
こ
と
は
、
各
事
業
者
が
個
々

の
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス

を
開
発
・
提
供
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

で
す
。
昔
と
比
べ
て
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
し
て
い
る
た
め
、
事
業
者
を
枠
に
は
め

て
画
一
的
な
商
品
づ
く
り
を
促
す
の
で
は
な

く
、
切
磋
琢
磨
を
促
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
サ
ー

ビ
ス
を
増
や
し
、
観
光
客
に
と
っ
て
の
選
択

肢
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

観
光
協
会
に
相
談
す
れ
ば
解
決
に
つ
な
が
る

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
つ
く

り
、
協
会
が
各
事
業
者
の
特
徴
を
把
握
し
た

う
え
で
差
別
化
や
協
業
の
支
援
を
し
て
い
く

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
に
と
ら
わ
れ
ず
、
や
る
べ
き

こ
と
を
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
着
実
に
実
行
し
て

い
る
と
い
う
お
話
に
非
常
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
9
日
／
聞
き
手
：

観
光
政
策
研
究
部
・
門
脇
茉
海
、
菅
野
正
洋
）

|
コ
ロ
ナ
禍
も
3
年
目
を
迎
え
、
段
階
的

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
解
禁
が
少
し
ず
つ
進
ん

で
い
る
中
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
訪
日

外
国
人
旅
行
者
の
主
要
な
目
的
地
と
な
っ
て

い
た
ニ
セ
コ
地
域
（
倶
知
安
町
）
に
お
け
る

D
M
O
（
観
光
推
進
組
織
）
の
お
立
場
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
取
り
組
ん
だ
事
項
等
に
つ

い
て
お
伺
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　ま
ず
は
私
自
身
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
、
2
0
2
1
年
の
6
月
に
倶
知
安
観

光
協
会
の
事
務
局
長
に
就
任
す
る
前
は
、
10

年
間
、
J
T
B
ハ
ワ
イ
で
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。
最
初
の
5
年
は
M
I
C
E
の
誘
致
・
受

入
事
業
に
従
事
し
、そ
の
後
、地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
関
わ
る
地
域
交
流
ビ
ジ
ネ
ス
の

役
割
を
担
い
、
最
後
の
3
年
間
は
、
ホ
ノ
ル

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
財
団
に
出
向
し
、
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
・
運
営
を
担
い
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
の
帰
国
後
に
ご
縁
を
い
た
だ

き
、
現
在
の
ポ
ス
ト
に
い
る
状
況
で
す
。

　2
0
2
1
年
6
月
1
日
に
着
任
し
、
最
初

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
観
光
協
会
に
よ
る

ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種
で
し
た
。
会
員
向
け

に
接
種
希
望
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と

こ
ろ
、
当
初
は
1
5
0
0
人
が
接
種
を
希
望

し
ま
し
た
が
、
接
種
直
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
希
望
者
は
2
6
0
0
人
程
度
ま
で
増
加
し

ま
し
た
。
す
で
に
ワ
ク
チ
ン
は
発
注
済
み
で

あ
っ
た
た
め
、厚
労
省
と
や
り
と
り
を
行
い
、

何
と
か
追
加
分
の
ワ
ク
チ
ン
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
、
1
回
目
の
接
種
が
終
わ
る
ま
で

9
月
頃
ま
で
か
か
り
ま
し
た
。

　こ
の
間
、
他
の
業
務
は
一
切
で
き
な
い
状

況
で
し
た
が
、
住
民
か
ら
観
光
関
連
事
業
者

へ
の
信
頼
を
得
る
と
い
う
面
で
、
ニ
セ
コ
の

観
光
関
連
事
業
者
全
体
が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
し
た
。
当
時
、

ニ
セ
コ
で
は
居
住
の
外
国
人
を
含
め
た
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
最

終
的
に
は
観
光
協
会
の
会
員
で
な
く
と
も
、

家
族
や
取
引
先
、
ま
た
、
町
内
在
住
ま
た
は

勤
務
で
あ
れ
ば
外
国
人
も
接
種
可
能
と
し
、

地
域
一
体
で
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
注
力

し
ま
し
た
。
観
光
政
策
の
最
も
重
要
な
根
幹

は
住
民
の
理
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
ふ
ま

え
、
そ
の
土
台
づ
く
り
を
進
め
た
形
で
す
。

|
住
民
の
目
線
に
寄
り
添
う
と
い
っ
た
視

点
は
、
ハ
ワ
イ
で
の
経
験
に
基
づ
い
た
も
の

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
。
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
逆
の
視
点
で
す
ね
。
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
旅
行
者
視
点
に
よ
る
ハ
ワ
イ

の
住
民
に
対
し
て
の
責
任
と
い
う
考
え
で
す

が
、
今
回
の
ニ
セ
コ
で
は
、
同
じ
地
域
に
存

在
す
る
住
民
に
対
し
て
観
光
事
業
者
が
責
任

光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立

ち
上
げ
ま
し
た（
図
①
）。こ
の
事
業
で
は「
地

元
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」、

「
日
本
人
観
光
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
融

合
」、「
混
雑
を
避
け
つ
つ
高
い
知
的
欲
求
を

満
た
せ
る
体
験
の
提
供
」
を
目
的
に
、
京
都

市
の
認
定
を
受
け
た
ガ
イ
ド
団
体
で
あ
る

「
京
都
市
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ホ
ス
ト
」
や
、
京
都

市
内
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
の
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
で
構
成
さ
れ
る
「
京
都
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
研
究
会
」
と
い
っ
た
、
京
都
の

文
化
に
精
通
し
た
目
利
き
の
ア
ド
バ
イ
ス
の

も
と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
本
当
に
響
く
商

品
造
成
を
支
援
し
ま
す
。
地
元
金
融
機
関
で

も
あ
る
京
都
信
用
金
庫
と
の
連
携
事
業
で
も

あ
る
た
め
、
専
門
家
に
よ
る
事
業
の
採
算
性

に
係
る
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
付
帯
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
の
あ

り
方
を
考
え
る
業
界
交
流
会
「
京
都
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
カ
フ
ェ
」
も
定
期
開
催
し
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
切
れ
て
し
ま
っ
た
事
業
者
同
士

の
交
流
の
場
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

  

|
I
C
T
を
活
用
し
た
取
り
組
み
は
あ
る

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
発
を
回
避
す

る
た
め
に
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
開
発
の
手
法
を

確
立
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

京
都
へ
の
関
心
が
高
い
方
々
と
の
関
係
を
可

視
化
し
、
こ
れ
を
分
析
し
て
、
さ
ら
に
関
係

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
日
本

人
観
光
客
に
対
し
て
は
、
事
前
予
約
で
旅
行

商
品
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
方
を
対
象
に

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
配
信
し
、
再
来
訪
率
を

向
上
さ
せ
る
手
法
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
や

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
対
象
に
、
同
様
の
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
京
都
は
非
常
に
多
様
な
客
層
が
訪
れ
る

観
光
地
だ
と
思
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
絞
り
込
ん
で
い
く
と
い

う
考
え
で
し
ょ
う
か
。
京
都
を
よ
り
深
く
理

解
し
て
く
れ
る
人
を
呼
び
た
い
と
い
う
意
識

が
う
か
が
え
ま
し
た
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　物
見
遊
山
の
初
心
者
も
い
れ
ば
、
地
元
民

よ
り
京
都
に
詳
し
い
方
ま
で
様
々
で
す
が
、

誰
し
も
最
初
は
初
心
者
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

そ
ん
な
初
心
者
が
京
都
の
奥
深
い
魅
力
に
気

づ
く
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
て
い
る
の

は
、
知
的
好
奇
心
が
高
く
、
地
元
文
化
を
理

解
し
て
尊
重
し
て
く
れ
る
、
文
化
度
の
高
い

人
た
ち
で
す
。
財
政
的
に
も
労
力
的
に
も
資

源
が
限
ら
れ
る
な
か
で
は
、
こ
う
い
っ
た

方
々
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
い
く
こ
と

で
、
効
果
的
に
京
都
へ
の
関
心
を
高
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
今
後
、
Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と

い
わ
れ
る
層
が
旅
行
の
中
心
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
若
者
に
対
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　神
社
仏
閣
を
は
じ
め
、
年
齢
や
経
験
を
重

ね
な
け
れ
ば
価
値
を
理
解
し
に
く
い
観
光
地

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
京
都
は
特
に
国
内
市
場

に
お
い
て
半
世
紀
以
上
前
か
ら
シ
ニ
ア
層
に

支
持
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、

誰
し
も
修
学
旅
行
で
一
度
は
京
都
を
訪
れ
、

大
学
時
代
を
京
都
で
過
ご
し
た
こ
と
が
あ
る

人
が
多
い
と
い
う
一
面
も
あ
り
ま
す
。「
京

都
国
際
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
フ
ェ
ア
」
や
「
京

都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
な
ど
の
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
も
発
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
若
年
層
向
け
の
取
り
組
み
は
成
果
を
上

げ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
問
題
な
の
は
、
そ

の
後
の
世
代
で
す
。
京
都
は
子
連
れ
の
観
光

地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
弱
い
た
め
、
ど
う

し
て
も
子
持
ち
世
代
の
旅
行
先
と
し
て
選
ば

れ
に
く
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

京
都
観
光
に
と
っ
て
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
上

の
最
重
要
課
題
は
、
若
年
層
と
い
う
よ
り
も

次
世
代
の
子
供
た
ち
が
含
ま
れ
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
へ
の
対
応
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
こ
が
欠
落
し
て
い
る
と
、
長
い
人
生

の
な
か
で
の
京
都
と
の
つ
な
が
り
が
一
度
全
て

リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
い
、
シ
ニ
ア
に
な
っ
て

京
都
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
と
き
に
は
ま
た

初
心
者
に
戻
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　こ
の
場
合
、
地
域
が
取
り
う
る
戦
略
は
大

き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
得

意
な
市
場
で
あ
る
シ
ニ
ア
に
特
化
す
る
、
い

わ
ゆ
る
「
選
択
と
集
中
」
の
考
え
方
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
苦
手
な
市
場
を
補
い
「
オ
ー

ル
マ
イ
テ
ィ
ー
」
な
状
態
を
作
る
と
い
う
考

え
方
で
す
。
一
般
的
に
、
競
争
の
激
し
い
市

場
に
お
い
て
は
「
選
択
と
集
中
」
が
妥
当
な

戦
略
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
持

続
可
能
な
国
際
観
光
都
市
を
標
榜
す
る
京
都

と
し
て
は
、
誰
が
来
て
も
対
応
で
き
る
懐
の

深
い
観
光
地
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
い
つ
来
て
も
ど
の
年
代
で

も
楽
し
め
る
と
い
う
状
況
を
生
み
出
す
こ
と

が
、
観
光
客
の
再
来
訪
に
つ
な
が
り
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。特
定
の
世
代
へ
の
対
応
と
い
う
よ
り
も
、

世
代
を
超
え
て
京
都
と
の
関
係
を
維
持
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　今
年
に
入
っ
て
か
ら
補
助
金
の
申
請
を
7

〜
8
本
出
し
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
採
択
さ

れ
て
い
ま
す
。
補
助
金
の
情
報
で
す
が
、
行

政
か
ら
入
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
の
と
、
こ

の
エ
リ
ア
が
重
点
支
援
D
M
O
に
選
ば
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
観
光
庁
や
北
海
道
運
輸
局

か
ら
頻
繁
に
情
報
が
入
っ
て
き
ま
す
。
個
人

と
し
て
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広
げ
て
い
る

の
で
、
こ
の
筋
か
ら
も
情
報
を
得
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
ね
。

　一
方
、
地
域
や
観
光
協
会
の
収
入
の
仕
組

み
構
築
も
考
え
て
い
ま
す
。
倶
知
安
町
で
は

宿
泊
税
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
は

別
に
旅
先
納
税
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。
旅
先
納
税
と
は
、
倶
知
安
町
に
訪
れ
た

際
に
そ
の
場
で
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
行
え

る
仕
組
み
で
、
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
な
く
返

礼
品
が
も
ら
え
る
従
来
の
ふ
る
さ
と
納
税
と

は
異
な
り
、
倶
知
安
町
に
訪
れ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
納
税
が
で
き
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
使
え

る
電
子
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
コ
ト
消
費
で
あ
り

外
貨
の
獲
得
に
も
あ
た
る
た
め
、
D
M
O
と

し
て
着
手
し
が
い
の
あ
る
事
業
で
す
。
こ
の

よ
う
に
収
入
源
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、

で
き
る
事
業
を
増
や
し
て
い
き
、
D
M
O
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
併
せ
て
強
化
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
倶
知
安
町
に
は
全
国
か
ら
視
察
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
が
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア

の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
が
視
察
時
に
登
壇
す

る
際
の
有
料
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
不
動
産
投
資
や
観
光
地
開
発
等
と
い
っ

た
ジ
ャ
ン
ル
別
で
ス
ピ
ー
カ
ー
を
揃
え
、
各

ス
ピ
ー
カ
ー
を
商
材
化
し
テ
ン
プ
レ
ー
ト
に

ま
と
め
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
と
顧
客
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
D
M
O
が
行
い
、
講
演
料
を

折
半
し
観
光
協
会
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
い

ま
す
。
別
途
、
会
場
費
や
資
料
費
等
も
用
意

し
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
て
お
り
、
こ
れ
も

観
光
協
会
の
収
益
の
柱
に
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　観
光
協
会
の
事
業
収
入
は
職
員
の
待
遇
改

善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
北
海
道
に
は
暖
房

手
当
の
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
が
、
町
役
場
や

役
場
に
準
じ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
観
光

協
会
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
で
は
、
手
当
の
額
に

差
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
仕
事
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
採
用
面
に
も
影
響
が
出
ま
す

の
で
、
観
光
協
会
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
待
遇

の
改
善
に
向
け
た
財
源
と
し
て
も
、「
地
域

で
稼
ぐ
D
M
O
」
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
は
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
各
事
業
は
観
光
協
会
内
で
ど
の
よ
う
に

決
定
し
、実
行
さ
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　観
光
協
会
内
の
事
業
体
制
（
図
①
）
と
し

て
、
7
つ
の
部
会
を
組
成
し
て
お
り
、
各
部

を
果
た
す
こ
と
が
、
住
民
と
の
共
存
に
は
必

要
と
い
う
考
え
で
す
。
こ
れ
を
な
い
が
し
ろ

に
し
て
観
光
事
業
を
実
施
す
る
と
、「
こ
ん

な
時
期
に
何
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
住
民

か
ら
批
判
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　ま
た
、
職
域
接
種
の
会
場
に
行
け
ば
地
域

内
の
住
民
や
観
光
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
会
え

ま
す
の
で
、
こ
こ
で
関
係
性
を
強
化
し
て
い

き
ま
し
た
。
な
お
、
職
域
接
種
会
場
で
は
、

非
常
に
多
く
の
方
に
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
外
国
人
は
言
葉
の
障
害
も

あ
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会
が
乏
し
く
、
有

難
い
と
い
っ
た
ご
様
子
で
し
た
。
外
国
人
を

含
め
た
職
域
接
種
を
観
光
協
会
で
実
施
し
た

こ
と
は
先
駆
的
で
あ
り
、
そ
の
後
、
定
山
渓

や
登
別
、
洞
爺
す
す
き
の
等
、
と
い
っ
た
道

内
の
観
光
地
で
も
同
様
の
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
土
台
づ
く
り
を
ふ
ま
え
、
昨

年
10
月
か
ら
は
、
令
和
4
年
度
の
補
助
金
獲

得
に
向
け
た
準
備
を
行
い
ま
し
た
。
観
光
協

会
の
活
動
原
資
で
あ
る
倶
知
安
町
の
宿
泊
税

が
減
る
こ
と
は
確
実
で
し
た
の
で
、
活
用
可

能
な
補
助
金
を
す
べ
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、

公
示
が
出
る
前
の
事
業
を
含
め
、
早
々
に
情

報
を
収
集
し
申
請
書
を
書
き
始
め
ま
し
た
。

特
に
重
視
し
た
の
は
、①
二
次
交
通
、②
倶
知

安
町
と
ニ
セ
コ
町
の
圏
域
を
ま
た
が
る
連
携

事
業
、③
M
I
C
E
で
す
。①
二
次
交
通
は
、

ひ
ら
ふ
エ
リ
ア
の
循
環
車
両
を
ス
キ
ー
シ
ー

ズ
ン
に
運
行
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
①
と
②

に
ま
た
が
り
ま
す
が
、
北
海
道
観
光
振
興
機

構
の
D
M
O
向
け
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
用

い
、
令
和
4
年
度
の
夏
場
に
倶
知
安
町
と
ニ

セ
コ
町
を
循
環
す
る
オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
バ
ス

（
ス
カ
イ
バ
ス
）
を
運
行
し
ま
し
た
。
ス
カ

イ
バ
ス
は
、
屋
根
の
な
い
バ
ス
で
移
動
を
し

な
が
ら
、
G
P
S
と
連
動
し
た
自
動
音
声
と

地
元
の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
案
内
を
行
い
な
が

ら
運
行
す
る
も
の
で
、
自
動
音
声
は
日
本
語

と
英
語
を
用
意
し
、
合
間
で
地
域
の
ト
ピ
ッ

ク
を
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が
話
す
形
態
の
二
次
交

通
兼
、
ニ
セ
コ
を
楽
し
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
で

す
。
赤
色
の
車
両
で
運
行
し
て
お
り
、
運
行

前
は
ニ
セ
コ
の
景
色
に
合
う
か
不
透
明
で
し

た
が
、運
行
開
始
後
は
、「
街
が
明
る
く
な
り
、

わ
か
り
や
す
く
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
」
と
地
域

や
観
光
客
か
ら
非
常
に
評
判
が
良
か
っ
た
で

す
。
ス
カ
イ
バ
ス
は
い
ず
れ
宿
泊
税
を
原
資

に
し
て
運
行
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い

ま
す
。
宿
泊
事
業
者
か
ら
す
れ
ば
、
税
を
代

理
徴
収
さ
せ
ら
れ
て
い
る
中
で
、
こ
の
よ
う

な
シ
ン
ボ
ル
の
存
在
は
、
税
が
何
に
使
わ
れ

て
い
る
か
が
わ
か
り
や
す
く
可
視
化
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
今
回
の
運
行
で
は
住
民
の
利
用

比
率
が
3
割
程
度
あ
り
ま
し
た
。
観
光
事
業

の
実
施
や
宿
泊
税
の
徴
収
の
結
果
、
公
共
交

通
を
担
う
住
民
の
移
動
の
足
と
し
て
も
貢
献

す
る
と
い
っ
た
仕
組
み
づ
く
り
に
も
な
り
得

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、③
M
I
C
E
で
す
が
、
水
際
対
策

に
よ
っ
て
昨
年
の
私
の
就
任
当
初
の
時
期
か

ら
、
企
業
等
か
ら
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
訪
問

の
問
い
合
わ
せ
が
非
常
に
多
く
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
ニ
セ
コ
に
は
特
に
グ
リ
ー
ン

シ
ー
ズ
ン
の
M
I
C
E
商
材
が
な
い
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。ニ
セ
コ
は
パ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ

ト
等
、
最
近
オ
ー
プ
ン
し
た
ホ
テ
ル
が
多
々

あ
る
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
大
々
的
に
で
き
て
お
ら

ず
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
の
様
子
と

い
っ
た
、
人
が
賑
わ
っ
て
い
る
「
絵
」
が
な
い

状
況
で
し
た
。
商
材
化
の
た
め
に
は
こ
れ
が

必
要
な
た
め
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
や
ホ
テ
ル
、

ヴ
ィ
ラ
を
活
用
し
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
コ
ン

テ
ン
ツ
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
造

成
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
売
り
出
す
た

め
の
画
像
や
映
像
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
商
材
と
し
、
来

年
の
誘
客
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
補
助
金
を
非
常
に
効
果
的
に
、
戦
略
的

に
活
用
し
て
い
る
の
だ
、
と
お
聞
き
し
て
実

感
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
補
助
金
の
情
報
と

い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
に
入
手
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

催
す
る
業
務
執
行
理
事
会
に
諮
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
現
在
の
事
業
は
す
べ
て
、
令
和

元
年
度
に
策
定
し
た
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
2
0
2
0
〜
2
0
3
1
）
に

紐
づ
け
て
い
ま
す
。部
会
ご
と
に
事
業
計
画
・

評
価
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
位
置
づ
け
と
の
関
係
を
明
確
に
す
る
と
と

も
に
、
目
的
や
概
要
、
実
施
方
法
、
年
度
ご

と
の
予
算
、
用
い
る
財
源
を
見
え
る
化
す
る

こ
と
で
、
事
業
の
評
価
を
わ
か
り
や
す
く
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
策
定
し
た
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
紐
づ
け
て
事
業
を
行
う
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
す
。
各
年
の
ト
レ
ン
ド
を

追
う
ば
か
り
で
は
、
D
M
O
と
し
て
の
役
割

が
ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
事
業
も
絵
に
描

い
た
餅
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。ま
た
、

観
光
協
会
内
部
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
入
れ
替

わ
っ
て
も
、
組
織
と
し
て
し
っ
か
り
機
能
す

る
う
え
で
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
、
日
本
で
は

徐
々
に
水
際
対
策
を
緩
和
し
、
近
い
将
来
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
本
格
的
に
来
客
さ
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
来
る

べ
き
時
期
に
向
け
て
、
地
域
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
や
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　今
お
話
し
し
て
き
た
ス
カ
イ
バ
ス
や

M
I
C
E
コ
ン
テ
ン
ツ
の
取
り
組
み
は
国
内

向
け
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
実
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
客
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ス
カ
イ
バ
ス
で
い
え
ば
、
来
年
度

は
英
語
に
加
え
て
ス
ペ
イ
ン
語
や
タ
イ
語
、

中
国
語
な
ど
も
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
グ

リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
は

ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
大
き
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
M
I
C
E
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
に
焼
き
直
し
が
で
き
る
よ
う
に

造
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　個
人
的
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入

れ
は
徐
々
に
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
い
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
急
に
大
量
の
受
け
入
れ
を

行
う
と
、
供
給
側
の
人
材
確
保
が
追
い
付
か

ず
、
こ
れ
が
質
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
後
々

の
観
光
客
の
満
足
度
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
段
階
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ

る
こ
と
で
、
供
給
を
慣
れ
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
観
光
協
会
に
と
っ
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

の
昨
年
や
今
年
の
取
り
組
み
は
、
再
び
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、
ど
の

よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　就
任
し
て
す
ぐ
に
行
っ
た
職
域
接
種
が
、

再
起
動
に
向
け
た
「
最
初
の
準
備
」
で
し
た
。

そ
こ
か
ら
去
年
は
色
ん
な
事
業
の
タ
マ
を
仕

込
み
、現
在
は
そ
の「
仕
込
み
」が
実
り
、様
々

な
「
事
業
」
が
動
き
出
し
て
い
る
状
況
で
す
。

仕
込
み
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
カ
イ
バ

ス
事
業
で
の
ニ
セ
コ
町
と
の
地
域
連
携
も
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
で
す
。
そ

れ
ほ
ど
、
地
域
連
携
と
い
う
の
は
時
間
や
労

力
を
要
す
る
も
の
で
、
通
常
で
あ
れ
ば
実
施

は
困
難
な
も
の
で
す
。
実
は
こ
れ
ま
で
は
ニ

セ
コ
町
と
倶
知
安
町
の
連
携
は
あ
ま
り
多
く

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ス
カ
イ
バ
ス
事
業
の

前
段
で
今
年
3
月
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
日

本
観
光
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
ブ
ー
ス
に
両
町
共

同
で
出
展
を
行
い
、D

isco
ver N

iseko

と
い
う
名
前
で
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
あ
り
、
今
回
の
ス
カ
イ
バ
ス

事
業
で
、
旅
行
者
に
見
え
る
形
で
の
連
携
も

深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
意
識
し
て
い
る
地
域

は
、
コ
ロ
ナ
禍
中
も
、
旅
行
者
と
の
関
係
性

を
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
や
情
報
発
信
に
注
力
し
が
ち
の
よ
う
に
思

い
ま
す
が
、
本
日
の
お
話
を
伺
い
、
コ
ン
テ

ン
ツ
を
し
っ
か
り
つ
く
る
こ
と
を
特
に
意
識

さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
印
象
的
で
し
た
。

お
考
え
と
し
て
は
、ニ
セ
コ
の
特
性
と
し
て
、

開
国
し
た
際
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
お
の
ず
と

来
客
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
際
に
し
っ
か
り
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
夏
、
冬
含

め
て
、
今
し
っ
か
り
準
備
さ
れ
て
い
る
っ
て

い
う
ご
認
識
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
う
で
す
ね
。
い
い
意
味
で
、
旅
行
者
視

点
で
ト
レ
ン
ド
を
捉
え
た
企
画
を
つ
く
れ

ば
、
ど
ん
な
国
籍
や
人
種
の
方
で
も
横
展
開

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
外
国
人
が
楽
し
む
風

景
も
イ
メ
ー
ジ
に
入
れ
な
が
ら
、
コ
ン
テ
ン

ツ
を
ど
ん
ど
ん
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

|
職
域
接
種
と
い
う
住
民
の
信
頼
を
意
識

し
た
取
り
組
み
で
土
台
を
作
り
、
コ
ロ
ナ
禍

だ
か
ら
こ
そ
実
施
で
き
た
様
々
な
取
り
組
み

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
日
は
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
16
日
／
聞
き

手
：
観
光
政
策
研
究
部
・
江
﨑
貴
昭
、
菅
野

正
洋
）

い
と
い
う
特
徴
も
あ
り
、
良
い
方
向
に
変
化

す
る
沖
縄
観
光
を
目
指
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の
懸
念
点
は
人
材
流
出

で
す
。
O
C
V
B
で
も
二
つ
の
事
業
所
を

持
っ
て
お
り
、
プ
ロ
パ
ー
職
員
だ
け
で
は
手

が
回
ら
な
い
た
め
、
非
常
勤
職
員
を
採
用
し

て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
応
募
者
が
集
ま
ら

な
い
状
況
で
す
。

　ホ
テ
ル
や
観
光
施
設
も
同
じ
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
沖
縄
に
と
っ
て
観
光
が
重
要
な

産
業
だ
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、

人
材
を
い
か
に
確
保
し
て
い
く
か
が
重
要
で

す
。夢
の
あ
る
仕
事
と
い
う
共
通
認
識
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
中
長
期
的
に
は
デ
ジ
タ
ル

化
、
観
光
D
X
を
進
め
て
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
視
点
と
な
り
ま

す
。
I
T
系
事
業
者
が
入
居
す
る
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
中
に
ホ
テ
ル
を
整
備

し
、
実
際
に
顧
客
を
受
け
入
れ
て
、
ロ
ボ
ッ

ト
化
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
な
ど
の
様
々
な

実
証
実
験
を
実
施
す
る
計
画
が
あ
り
、
観
光

D
X
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
観
光
に
お
け
る
実
践
教
育
を
強
化

し
て
現
場
に
人
材
を
輩
出
す
る
取
り
組
み
も

進
ん
で
い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
、
沖
縄
高
専

に
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
5
年
間
で
、
機
械
、
情
報
、

環
境
技
術
な
ど
を
学
ぶ
と
と
も
に
観
光
に
つ

い
て
も
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
理
系
の
学

生
が
観
光
を
学
び
、
観
光
関
連
企
業
に
入
社

し
て
く
れ
れ
ば
、
質
の
高
い
観
光
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　当
面
は
国
内
観
光
を
中
心
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
将
来
的

に
は
や
は
り
国
際
観
光
を
大
き
く
伸
ば
し
て

い
く
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
非
常
に
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
前
述
の
通
り
、
そ
の
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
済
ん
で
い
ま
す
し
、
数
年
後

に
は
新
し
い
魅
力
を
持
っ
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク

開
業
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
沖
縄
観
光
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
く
評
価
し
た
県
外
、
国
外

か
ら
の
投
資
の
動
き
が
あ
る
の
も
事
実
で

す
。
そ
の
意
味
で
は
、
沖
縄
観
光
の
未
来
は

非
常
に
明
る
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
が
あ
っ
た
か
ら
、
も
う
観
光
の

可
能
性
が
な
く
な
っ
た
と
見
て
い
る
人
は
誰

も
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
観
光

客
が
久
し
ぶ
り
に
沖
縄
に
旅
行
に
い
ら
し
た

際
に
、
満
足
し
て
頂
け
る
対
応
を
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
の
で
、
今
が
頑
張
り
ど
こ
ろ
と

考
え
て
い
ま
す
。

|
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
8
月
4
日
／
聞
き

手
：
観
光
政
策
研
究
部
・
菅
野
正
洋
）

|
2
0
2
1
年
度
か
ら
2
0
2
2
年
度
に

か
け
て
の
京
都
観
光
は
ど
の
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
発
令
時
に
は
、
市

内
主
要
ホ
テ
ル
に
お
け
る
客
室
稼
働
率
は

5
・
8
％
ま
で
下
が
り
底
を
打
ち
ま
し
た
。

現
在
は
50
%
く
ら
い
ま
で
戻
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
80
%
を
超
え
て

当
た
り
前
、
高
い
時
に
は
95
%
に
達
し
て
い

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
ま
だ
ま
だ
足
り
ま
せ

ん
。
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
を
見
据
え

て
京
都
に
進
出
し
て
き
た
事
業
者
の
み
な
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
物
足
り
な
い
数
字
と
評
価

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
入
国
が
団
体
客

に
制
限
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
、
京
都
観
光

へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
だ
ま
だ
様

き
た
と
い
う
状
況
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
2
年
間
、
直
行
便
が
な
く
な
っ
た
こ

と
で
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
一
方
で
、
国

内
に
い
る
外
国
人
が
旅
行
に
来
て
い
る
状
況

も
あ
り
、
大
使
館
な
ど
、
国
内
に
立
地
し
て

い
る
海
外
の
機
関
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を

し
っ
か
り
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
各
国
に
駐
在
員
を
置
い
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
2
年
間
は
そ
う
い
っ
た
現
地
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
現

地
で
開
催
さ
れ
る
観
光
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
駐

在
員
が
参
加
す
る
と
い
っ
た
活
動
を
オ
ン
ラ

イ
ン
と
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　も
と
も
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、

沖
縄
の
訪
日
外
国
人
の
8
割
は
個
人
客
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
の
よ
う
に
団
体

限
定
で
、
ビ
ザ
が
必
要
な
現
状
で
は
、
す
ぐ

に
観
光
客
が
戻
る
と
い
う
状
況
は
現
実
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　沖
縄
は
台
湾
か
ら
の
来
訪
が
一
番
多
い
状

況
で
し
た
の
で
、
経
済
界
も
台
湾
と
の
早
期

の
交
流
再
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
日
本
政

府
と
台
湾
政
府
の
双
方
の
規
制
緩
和
の
状
況

を
見
な
が
ら
、
す
ぐ
に
連
携
で
き
る
態
勢
を

取
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　国
際
ク
ル
ー
ズ
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
よ

う
に
買
い
物
の
た
め
だ
け
に
寄
港
し
て
数
時

間
滞
在
し
て
い
く
よ
う
な
形
は
県
民
の
理
解

を
得
に
く
い
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中

で
、
ク
ル
ー
ズ
船
を
受
け
入
れ
て
い
た
市
町

村
と
O
C
V
B
と
地
域
の
観
光
協
会
が
一
緒

に
な
っ
て
、
国
際
ク
ル
ー
ズ
の
再
開
を
目
的

と
し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

|
コ
ロ
ナ
禍
は
未
曾
有
の
危
機
と
も
い
え

ま
す
が
、
危
機
管
理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
2
年
余
り
、
地
震
や
津
波
等
を
含
め

た
基
本
的
な
危
機
管
理
に
つ
い
て
訓
練
等
を

通
じ
て
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
十
分
に
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
や
は
り
基
本
的

な
意
識
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と

で
、
危
機
管
理
体
制
運
用
の
た
め
の
図
上
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　こ
こ
に
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を
ど
う
盛
り
込

む
の
か
と
い
う
点
は
、
観
光
の
分
野
を
超
え

る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　危
機
管
理
は
観
光
地
と
し
て
の
質
の
高
さ

を
示
す
一
つ
の
側
面
で
す
か
ら
、
も
う
少
し

状
況
が
落
ち
着
い
た
ら
、
こ
の
間
の
コ
ロ
ナ

対
策
を
検
証
し
て
、
感
染
症
対
策
も
含
め
て

危
機
管
理
体
制
を
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
で
期
待
さ
れ
る
新
た
な
市
場

と
し
て
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
意
味
全
国
ど
こ

で
も
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
の
た
め
、
沖
縄

と
し
て
の
優
位
性
を
ど
う
作
れ
る
か
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
「
沖
縄
リ
ゾ
ー
ト
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

観
光
は
観
光
業
界
だ
け
で
取
り
組
む
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
大
学
、
行
政
、
医
療
、
金
融

機
関
と
の
連
携
が
大
事
だ
と
考
え
て
議
論
に

加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
と
、
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
持
っ
て
仕
事
を
し
、
あ
と
は
プ
ー

ル
サ
イ
ド
で
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
…
…
み
た
い

な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
ね
。
確
か
に
そ
れ

は
リ
ゾ
ー
ト
型
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ

の
形
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
学
は
ス
タ

デ
ィ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り
学
び
と
滞
在

と
い
う
視
点
で
、
ま
た
金
融
機
関
は
商
談
会

や
企
業
誘
致
に
代
表
さ
れ
る
産
業
振
興
の
視

点
で
考
え
て
も
ら
う
と
す
れ
ば
議
論
と
し
て

は
面
白
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　沖
縄
に
お
け
る
滞
在
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
増
や
す
取
り
組
み
の
結
果
の
一
つ
の
形
が

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
り
す
る
わ
け
で
す
。

|
改
め
て
振
り
返
る
と
、
こ
の
1
年
半
は

ど
う
い
っ
た
期
間
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
今
後
の
見
通
し
は
捉
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
の
1
年
半
は
、
原
点
に
立
ち
戻
り
、
本

来
沖
縄
が
目
指
し
て
い
た
も
の
を
見
つ
め
直

す
期
間
に
な
っ
た
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
勢
の
人
に
来
て
も
ら
う
こ
と
以
上
に
、
質

の
充
実
を
図
ら
な
い
と
観
光
地
と
し
て
選
ば

れ
な
い
と
い
う
認
識
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
生
じ
た
観
光
ス
タ
イ
ル
の
変
化

と
い
う
の
は
、
様
々
な
方
が
指
摘
し
て
い
ま

す
が
、
人
間
は
そ
こ
ま
で
急
に
は
変
わ
れ
な

い
部
分
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　イ
ベ
ン
ト
で
人
を
集
め
、
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
な
が
ら
楽
し
ん
で
も
ら
い
つ
つ
、
新

し
い
滞
在
の
形
と
し
て
環
境
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
つ
く
っ
て
い
く
方
向
性
を
目
指
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

　一
気
に
量
を
追
求
す
る
取
り
組
み
を
や
め

て
し
ま
う
と
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

極
端
な
方
向
に
振
れ
が
ち
で
す
。
沖
縄
は

島と
う

嶼し
ょ

型
の
経
済
圏
と
し
て
、
そ
う
い
っ
た
変

化
が
顕
著
に
出
や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
統
計
的
な
数
値
は
整
備
し
や
す

だ
け
で
な
く
、
質
の
高
い
観
光
地
を
も
目
指

す
中
で
は
、
量
的
な
拡
大
、
回
復
を
目
指
す

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
る
程
度
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

|
数
だ
け
で
な
く
質
も
と
い
う
の
は
、
前

回
の
本
誌
取
材
（
2
4
7
号
：
2
0
2
0
年

11
月
発
刊
）
の
際
に
も
言
及
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
そ
の
後
の
取
り
組
み
に
も
色
濃

く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　そ
の
通
り
で
す
。
た
だ
そ
の
一
方
で
ま
だ

十
分
で
な
い
の
が
、
他
産
業
と
の
連
携
強
化

に
よ
る
地
域
経
済
循
環
率
の
向
上
で
す
。
観

光
は
総
合
産
業
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
農

業
や
製
造
業
と
の
連
携
を
深
め
て
観
光
を
伸

ば
す
こ
と
で
、
産
業
連
関
の
中
で
波
及
効
果

が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
地
元
産
品
の

利
用
頻
度
を
高
め
る
な
ど
、
地
域
に
お
金
が

落
ち
る
仕
組
み
を
重
視
す
る
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
は
、
観
光
統
計
の
質
的
向
上

も
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
沖
縄
の

統
計
指
標
は
那
覇
空
港
を
拠
点
と
し
た
圏

域
、
宮
古
圏
域
、
八
重
山
圏
域
と
い
う
三
つ

の
圏
域
で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
指
標
を
迅
速
に
把
握
し
、
提
供
で

き
る
か
は
ま
だ
ま
だ
課
題
で
す
。

　2
0
2
0
年
度
の
沖
縄
県
の
G
D
P
は
前

年
度
比
マ
イ
ナ
ス
9
・
6
％
で
し
た
。
全
国

的
に
は
マ
イ
ナ
ス
4
％
台
で
し
た
が
、
な
ぜ

沖
縄
県
が
こ
れ
だ
け
落
ち
込
み
が
大
き
い
か

と
い
え
ば
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
観
光
へ
の
打

撃
が
大
き
か
っ
た
か
ら
で
す
。
沖
縄
観
光
の

重
要
性
を
様
々
な
視
点
で
数
字
で
示
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

|
O
C
V
B
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

「
エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
」
も
、
質
の
高
い
観
光

地
と
し
て
目
指
す
旅
行
の
姿
の
ひ
と
つ
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
は
環
境
と
地
域
を
意

識
し
た
取
り
組
み
で
、
大
き
な
く
く
り
で
い

え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
。

必
ず
し
も
新
し
い
発
想
で
は
な
く
、
沖
縄
の
よ

う
な
観
光
地
で
は
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可

能
な
観
光
は
、
当
た
り
前
の
基
本
方
針
で
す
。

　地
域
の
資
源
が
有
限
で
あ
る
以
上
、
環
境

に
配
慮
し
、地
域
文
化
も
理
解
す
る
こ
と
で
、

観
光
客
と
地
域
住
民
の
双
方
が
満
足
で
き
る

結
果
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　量
的
な
拡
大
を
図
る
べ
き
と
い
う
意
見

と
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換
を
意
識
す
べ
き
と

い
う
意
見
が
あ
り
、
県
民
か
ら
も
、
観
光
推

進
は
大
事
だ
が
必
ず
し
も
自
分
た
ち
の
生
活

の
豊
か
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
意

見
が
徐
々
に
出
て
き
て
い
ま
す
。

　ハ
ワ
イ
州
観
光
局
（H

aw
aii T

o
u
rism

 

A
u
th
o
rity

：H
T
A

）
で
は
毎
年
住
民
に
対

し
て
感
情
調
査
を
行
い
、
観
光
を
支
持
す
る

住
民
の
比
率
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク

時
で
8
割
が
観
光
を
支
持
し
て
い
た
も
の

が
、
最
新
の
調
査
結
果
で
は
地
域
に
よ
っ
て

6
割
程
度
ま
で
落
ち
て
い
ま
す
。
地
元
住
民

に
支
持
さ
れ
な
い
観
光
に
持
続
性
が
あ
る
の

か
と
い
う
話
で
す
。

　マ
ー
ケ
ッ
ト
側
の
変
化
に
対
応
す
る
際
に

も
、
沖
縄
の
自
然
と
文
化
を
大
事
に
す
べ
き

と
す
る
立
ち
位
置
に
戻
る
と
い
う
の
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
、
あ
る
意
味
必
然
性
が
あ
り
ま
し
た
。

　沖
縄
県
で
は
、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て「B

e.O
kinaw

a

」

を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
、
美
し
い

自
然
と
優
し
い
人
に
囲
ま
れ
て
、
本
来
の
自

分
を
取
り
戻
し
て
い
く
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
に
と
っ
て
、
今
再
び
立

ち
返
る
べ
き
考
え
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

|
一
般
的
に
、
若
い
世
代
の
方
は
こ
う

い
っ
た
エ
シ
カ
ル
さ
を
有
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
観
光
産
業
が
厳
し
い
状
況
に

あ
る
中
で
は
、
消
費
単
価
が
高
い
客
層
を
誘

客
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　産
業
の
事
業
者
に
も
そ
う
い
っ
た
意
識
は

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
経
営
面
の
体
力
に

よ
っ
て
優
先
順
位
に
差
が
生
じ
る
こ
と
が
問

題
で
す
。
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、

単
価
の
高
い
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
事
業
者
が
あ
る
一
方
で
、
ま
ず
観
光

客
に
来
て
も
ら
う
こ
と
に
注
力
せ
ざ
る
を
得

な
い
事
業
者
も
い
ま
す
。

　だ
か
ら
と
い
っ
て
、
単
価
を
大
幅
に
下
げ

て
顧
客
を
取
り
込
む
ス
タ
イ
ル
は
、
沖
縄
観

光
の
ブ
ラ
ン
ド
を
毀
損
し
ま
す
。
宿
泊
施
設

を
例
に
と
る
と
、
沖
縄
は
民
宿
や
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
か
ら
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
ま
で
幅
が
広
い

の
が
特
徴
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
中
で
単
価
を
維
持
も
し
く
は
向
上

さ
せ
、
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
ら
れ
る
と
よ

い
と
思
い
ま
す
。

　質
の
高
い
体
験
を
し
た
い
、
地
域
の
環
境

保
全
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
傾
向
は
、
確
か

に
若
い
人
た
ち
に
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す

が
、ま
だ
デ
ー
タ
で
示
し
切
れ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
、
エ
シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
に
適
応
す
る
事

業
者
側
か
ら
そ
の
状
況
を
数
値
化
で
き
な
い

か
、
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

|
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入
れ
に
向
け
て

は
、
海
外
と
繋
い
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
を
行
っ
て

|
2
0
2
1
年
度
か
ら
2
0
2
2
年
度
に

か
け
て
の
沖
縄
観
光
は
ど
の
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　2
0
2
1
年
度
の
入
域
観
光
客
数
は

3
2
8
万
9
7
0
0
人
で
し
た
。
2
0
2
0

年
度
が
2
5
8
万
人
で
し
た
の
で
、
一
部
回

復
し
て
は
い
ま
す
が
、
や
は
り
緊
急
事
態
宣

言
な
ど
の
期
間
が
長
く
、
実
績
と
し
て
国
内

が
前
年
度
比
45
％
、
国
内
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
合
わ
せ
た
全
体
だ
と
33
％
と
本
当
に
厳
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
以
前
の
よ
う
な
急
激
に
旅
行
マ
イ

ン
ド
が
下
が
る
よ
う
な
状
況
に
は
な
ら
な
い

と
見
て
お
り
、
現
時
点
で
は
国
内
の
観
光
客

は
2
0
1
9
年
度
比
で
8
割
ほ
ど
ま
で
戻
っ

て
き
て
い
る
と
見
て
い
ま
す
。
た
だ
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
は
ゼ
ロ
の
状
況
で
す
の
で
、
現
時
点

で
は
国
内
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　2
0
2
2
年
度
の
入
域
観
光
客
数
は
、
国

内
は
約
5
8
0
万
人
を
目
標
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。
前
年
度
の
倍
と
ま
で
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
着
実
に
回
復
を
目
指
す
目
標
と
し
て

設
定
し
て
い
ま
す
。

　国
際
線
の
再
開
も
視
野
に
入
れ
、
海
外
の

観
光
客
は
20
万
人
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

あ
る
程
度
の
量
の
回
復
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
の
一
定
の
数
字
が
必
要
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
、
国
内
と
海
外
含
め
て
6
0
0
万
人
を

目
標
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　2
0
2
2
年
9
月
ま
で
の
上
半
期
で

2
9
0
万
人
と
い
う
状
況
な
の
で
、
あ
な
が

ち
こ
の
目
標
達
成
は
不
可
能
で
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
海
外
か
ら
の
観
光

客
20
万
人
は
ま
だ
見
通
せ
な
い
状
況
で
す
。

も
と
も
と
ビ
ジ
ネ
ス
や
留
学
生
の
需
要
が
少

な
い
沖
縄
に
と
っ
て
は
、
今
の
制
約
の
中
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
本
格
回
復
は
難
し
い
と

い
う
の
が
現
状
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　沖
縄
で
は
2
0
2
0
年
に
那
覇
空
港
の
第

二
滑
走
路
が
整
備
さ
れ
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
第

二
バ
ー
ス
も
完
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
玄
関
口
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

十
分
整
っ
て
い
ま
す
し
、
宿
泊
施
設
の
客
室

数
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
右
肩
上
が
り
の
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
単
に
観
光
客
数
が
戻
る

会
に
業
務
執
行
理
事
を
配
置
し
、
部
会
ご
と

に
事
業
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
事
業
の
企
画

も
各
部
会
で
検
討
し
、
年
間
約
10
回
程
度
開

付
記
：
本
稿（
特
集
3
）は
J
S
P
S
科
研
費
18
K
1
1
8
6
2

の
助
成
を
受
け
た
もので
あ
る
。

コロナ禍における地域の取り組み3
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観
光
庁
国
際
観
光
部
国
際
観
光
課
長
。

1
9
9
7
年
運
輸
省
入
省
。観
光
庁

観
光
産
業
課
調
査
室
長
、国
際
観
光

振
興
機
構（
J
N
T
O
）北
京
事
務
所

長
等
を
経
て
、2
0
2
2
年
8
月
よ

り
現
職
。

齊
藤
敬
一
郎（
さ
い
と
う
・
け
い
い
ち
ろ
う
）

4

観
光
政
策
の

動
向

出
国
前
検
査
証
明
書
の
提
出
、
ビ
ザ
緩
和
等
、

今
後
の
外
国
人
観
光
客
の
受
入
れ
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
様
々
な
声
や
要
望
が
あ
っ
た
。

観
光
庁
で
は
、
こ
う
し
た
声
や
要
望
を
受
け

止
め
、
関
係
省
庁
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
外

国
人
観
光
客
の
受
入
れ
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
水
際
措
置
の
見
直
し
が

行
わ
れ
、
本
年
9
月
7
日
か
ら
は
、①
出
国

前
検
査
証
明
書
提
出
の
見
直
し
、②
外
国
人

観
光
客
の
入
国
制
限
の
見
直
し
、③
入
国
者

総
数
の
引
き
上
げ
の
3
点
に
つ
い
て
実
施
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
は
、

①
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
を
保
持
し

て
い
る
全
て
の
帰
国
者
・
入
国
者
に
つ
い
て
は
、

出
国
前
72
時
間
以
内
に
受
け
た
検
査
の
陰
性

証
明
書
の
提
出
を
求
め
な
い
こ
と
、②
旅
行
業

者
等
を
受
入
責
任
者
と
す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ

ア
ー
に
つ
い
て
、
添
乗
員
の
同
行
を
伴
わ
な

い
も
の
も
認
め
る
と
と
も
に
、
対
象
国
・
地

域
も
全
て
の
国
・
地
域
に
拡
大
す
る
こ
と
、③

入
国
者
総
数
の
上
限
に
つ
い
て
、
従
前
の
１
日

2
万
人
目
途
を
、１
日
5
万
人
目
途
に
引
き
上

げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
観
光
庁

で
は
、「
外
国
人
観
光
客
の
受
入
れ
対
応
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
改
訂
を
行
い
、

添
乗
員
を
伴
わ
な
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
に

お
い
て
も
、
感
染
拡
大
防
止
の
徹
底
や
緊
急

時
の
対
応
体
制
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
旅
行
業

者
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
関
係
者
が
と
る
べ
き

対
応
に
つ
い
て
改
め
て
整
理
を
す
る
と
と
も
に
、

関
係
者
へ
広
く
周
知
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
の
観
光
政
策

　
こ
れ
ま
で
振
り
返
っ
て
き
た
と
お
り
、
6

月
の
外
国
人
観
光
客
の
受
入
開
始
か
ら
お
よ

そ
3
ヶ
月
が
経
ち
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
回
復

に
向
け
た
取
組
を
こ
れ
ま
で
段
階
的
に
実
施

し
て
き
た
。
10
月
11
日
か
ら
は
、
外
国
人
観

光
客
の
受
入
れ
に
つ
い
て
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ

ア
ー
に
限
定
す
る
措
置
が
解
除
さ
れ
、
個
人

旅
行
が
解
禁
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、

併
せ
て
ビ
ザ
免
除
の
措
置
も
再
開
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
観
光
目
的
で
の

入
国
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
よ
り
前
と
同

様
の
体
制
と
な
る
こ
と
と
な
り
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
さ
ら
な
る
回
復
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
観
光
庁
と
し
て
は
、
国
内
外
の
感
染
状
況

や
各
国
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
開
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
他
の
観
光
先
進
国
と
の
競
争
に

乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
、
国
際
観
光
振
興
機
構

（
J
N
T
O
）
に
よ
る
国
別
・
年
代
別
の
き

め
細
か
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
を
通
じ
て
、

観
光
の
「
再
起
動
」
に
向
け
て
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

で
は
、
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
、
本
格
的
な
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
回
復
に
向
け
た
準
備
も
進
め
て

き
た
。
コ
ロ
ナ
前
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
振
り

返
る
と
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は

2
0
1
9
年
に
3
千
万
人
を
超
え
て
い
た
も

の
の
、
旅
行
消
費
額
は
4
・
8
兆
円

（
2
0
2
0
年
の
政
府
目
標
：
8
兆
円
）
で
あ

り
、
ま
た
、
外
国
人
観
光
客
の
地
方
部
へ
の

誘
客
に
向
け
た
取
組
も
十
分
と
は
言
え
な
い

状
況
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
観
光
消

費
の
旺
盛
な
、
い
わ
ゆ
る
高
付
加
価
値
旅
行

層
（
1
人
当
た
り
の
着
地
消
費
額
1
0
0
万

円
以
上
の
旅
行
者
を
指
す
）
は
、
訪
日
外
国

人
旅
行
者
全
体
の
約
1
％
（
約
29
万
人
）
に

過
ぎ
な
い
も
の
の
、
消
費
額
全
体
の
約
11
・

5
％
（
約
5
5
2
3
億
円
）
を
占
め
て
い
た
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
高
付
加
価
値
旅
行
層
は

こ
れ
ま
で
大
都
市
圏
で
の
買
物
消
費
等
が
多

く
、
地
方
で
の
消
費
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

地
方
へ
の
誘
客
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
方
創
生
へ
の
貢
献
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
観
光
庁
で
は
、
高
付
加
価
値
旅

行
層
の
誘
致
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
や
コ

ロ
ナ
前
に
政
府
目
標
の
達
成
に
向
け
た
取
組

状
況
が
不
十
分
で
あ
っ
た
訪
日
外
国
人
の
旅

行
消
費
額
の
拡
大
を
実
現
す
る
た
め
、
地
方

へ
の
誘
客
に
あ
た
っ
て
必
要
な
課
題
や
取
組

を
、
ウ
リ
（
高
付
加
価
値
旅
行
層
の
ニ
ー
ズ

を
満
た
す
滞
在
価
値
）、
ヤ
ド
、
ヒ
ト
（
地

方
へ
の
送
客
、
ガ
イ
ド
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
）、

コ
ネ
（
海
外
の
高
付
加
価
値
旅
行
層
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
情
報
発
信
）
そ
し
て
ア
シ
の

5
つ
の
観
点
か
ら
、「
地
方
に
お
け
る
高
付
加

価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
地
づ
く
り
に
向

け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
本
年
5
月
末
に

取
り
ま
と
め
た
。
現
在
は
、
高
付
加
価
値
旅

行
層
の
誘
致
に
つ
な
が
る
観
光
地
づ
く
り
に

向
け
て
、
モ
デ
ル
と
な
る
観
光
地
の
公
募
を

本
年
8
月
か
ら
開
始
し
て
お
り
、
観
光
庁
で

は
来
年
度
以
降
、
モ
デ
ル
観
光
地
を
対
象
と

し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
集
中
的
に

施
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

外
国
人
観
光
客
の

受
入
拡
大

　
本
年
6
月
の
外
国
人
観
光
客
の
受
入
再
開

以
降
、
観
光
目
的
で
の
我
が
国
へ
の
入
国
者

数
に
つ
い
て
、
6
月
は
受
入
再
開
か
ら
間
も

な
い
こ
と
も
あ
り
2
5
2
人
と
い
う
人
数
で

あ
っ
た
が
、
7
月
に
は
7
9
0
3
人
、
8
月

は
1
万
8
2
6
人
と
徐
々
に
増
加
し
て
き
て

お
り
、
引
き
続
き
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
に
向

け
た
歩
み
を
進
め
て
い
る
。
一
方
で
、
受
入

再
開
以
降
も
、
旅
行
業
界
を
は
じ
め
と
し
た

観
光
関
係
者
か
ら
は
、
入
国
者
数
の
上
限
や
、

　
本
年
6
月
か
ら
の
添
乗
員
付
き
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ツ
ア
ー
で
の
外
国
人
観
光
客
の
受
入
再

開
を
皮
切
り
に
、
政
府
と
し
て
、
観
光
の

「
再
起
動
」
に
向
け
て
様
々
な
取
組
を
実
施

し
て
き
た
。

　
現
在
も
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
復
活
に
向
け

て
様
々
な
取
組
の
可
能
性
に
つ
い
て
模
索
し

て
い
る
段
階
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
特
に

本
年
5
月
以
降
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
な
が
ら
、

今
日
に
至
る
ま
で
の
本
格
的
な
観
光
の
「
再

起
動
」
に
向
け
た
直
近
の
観
光
政
策
の
動
向

に
つ
い
て
振
り
返
る
。

　
な
お
、
本
稿
に
記
載
し
て
い
る
内
容
は

2
0
2
2
年
9
月
現
在
の
情
報
で
あ
る
。

外
国
人
観
光
客
の

受
入
再
開

　
2
0
2
0
年
3
月
以
来
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
よ
り
訪
日
観
光
は
実
質
的
に
停
止
し
て

ワ
ク
チ
ン
3
回
目
追
加
接
種
済
み
の
者

変
異
株
に
対
す
る
非
指
定
国
で
あ
り
、

か
つ
、訪
日
重
点
市
場（
米
国
、豪
州
、タ
イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

少
人
数
単
位
の
、行
程
が
予
め
決
め
ら
れ
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
形
式
で
あ
っ
て
、添
乗
員
が
同
行
す
る
も
の

緊
急
事
態
宣
言
等
が
発
令
さ
れ
て
い
な
い
地
域
／
都
道
府
県
が

同
意
し
た
地
域
の
み

民
間
医
療
保
険
へ
の
加
入 

等

①
効
果
的
な
感
染
防
止
対
策
の
遵
守
方
法

②
陽
性
者
発
生
時
を
含
む
緊
急
時
の
対
応

③
陽
性
者
の
発
生
状
況 

等 い
た
状
況
に
あ
っ
た
が
、
再
開
に
向
け
て
必

要
な
材
料
を
収
集
す
る
た
め
、
本
年
5
月
に

は
感
染
状
況
を
踏
ま
え
て
昨
年
11
月
か
ら
実

施
を
見
合
わ
せ
て
い
た
実
証
事
業
に
つ
い
て
、

国
内
旅
行
会
社
が
行
動
管
理
を
行
う
少
人
数

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
形
式
に
よ
っ
て
実
施

し
た
。
こ
の
事
業
で
は
、
外
国
人
観
光
客
の

受
入
再
開
に
あ
た
り
、
旅
行
業
者
や
宿
泊
事

業
者
等
が
留
意
す
べ
き
点
を
整
理
す
る
た
め
、

感
染
防
止
対
策
の
遵
守
方
法
や
緊
急
時
対
応

等
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
た
。
本
実
証
事
業

の
実
施
概
要
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
の
実
証
事
業
に
お
い
て
得
ら
れ
た
知
見

や
、
ツ
ア
ー
参
加
者
等
か
ら
の
様
々
な
声
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に

留
意
す
べ
き
事
項
や
、
陽
性
者
発
生
時
を
含

む
緊
急
時
の
対
応
に
関
し
、
ツ
ア
ー
の
造
成

か
ら
終
了
に
至
る
ま
で
の
各
段
階
で
、
旅
行

業
者
、
旅
行
サ
ー
ビ
ス
手
配
業
者
、
添
乗
員
、

宿
泊
事
業
者
等
の
観
光
関
係
者
が
取
る
べ
き

対
応
に
つ
い
て
、
観
光
庁
に
お
い
て
と
り
ま

と
め
を
行
い
、
本
年
6
月
10
日
か
ら
の
添
乗

員
付
き
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
受
入
開
始
に

合
わ
せ
、
同
月
7
日
に
「
外
国
人
観
光
客
の

受
入
れ
対
応
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

策
定
・
公
表
し
た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

つ
い
て
、
観
光
庁
に
お
い
て
旅
行
業
者
を
は

じ
め
と
し
た
観
光
関
係
者
へ
広
く
周
知
を
す

る
と
と
も
に
、
関
係
者
へ
内
容
の
十
分
な
理

解
と
遵
守
を
求
め
、
受
入
地
域
に
お
け
る
理

解
と
安
心
感
の
醸
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

こ
う
し
て
、
お
よ
そ
2
年
に
わ
た
っ
て
実
質

的
に
途
絶
し
て
い
た
訪
日
観
光
が
再
開
し
、

我
が
国
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
復
活
に
向
け
た

第
一
歩
を
歩
み
始
め
た
。

「
地
方
に
お
け
る

高
付
加
価
値
な

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
地
づ
く
り
に
向
け
た

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の

策
定

　
こ
の
よ
う
な
外
国
人
観
光
客
の
受
入
再
開

に
向
け
た
取
組
も
実
施
し
な
が
ら
、
観
光
庁

対
象
者 

出
発
国

旅
行
形
態

受
入
地
域

そ
の
他
要
件

検
証
項
目

訪日観光実証事業の実施概要

「観光政策の動向」4
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出
国
前
検
査
証
明
書
の
提
出
、
ビ
ザ
緩
和
等
、

今
後
の
外
国
人
観
光
客
の
受
入
れ
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
様
々
な
声
や
要
望
が
あ
っ
た
。

観
光
庁
で
は
、
こ
う
し
た
声
や
要
望
を
受
け

止
め
、
関
係
省
庁
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
外

国
人
観
光
客
の
受
入
れ
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
水
際
措
置
の
見
直
し
が

行
わ
れ
、
本
年
9
月
7
日
か
ら
は
、①
出
国

前
検
査
証
明
書
提
出
の
見
直
し
、②
外
国
人

観
光
客
の
入
国
制
限
の
見
直
し
、③
入
国
者

総
数
の
引
き
上
げ
の
3
点
に
つ
い
て
実
施
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
は
、

①
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
を
保
持
し

て
い
る
全
て
の
帰
国
者
・
入
国
者
に
つ
い
て
は
、

出
国
前
72
時
間
以
内
に
受
け
た
検
査
の
陰
性

証
明
書
の
提
出
を
求
め
な
い
こ
と
、②
旅
行
業

者
等
を
受
入
責
任
者
と
す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ

ア
ー
に
つ
い
て
、
添
乗
員
の
同
行
を
伴
わ
な

い
も
の
も
認
め
る
と
と
も
に
、
対
象
国
・
地

域
も
全
て
の
国
・
地
域
に
拡
大
す
る
こ
と
、③

入
国
者
総
数
の
上
限
に
つ
い
て
、
従
前
の
１
日

2
万
人
目
途
を
、１
日
5
万
人
目
途
に
引
き
上

げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
観
光
庁

で
は
、「
外
国
人
観
光
客
の
受
入
れ
対
応
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
改
訂
を
行
い
、

添
乗
員
を
伴
わ
な
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
に

お
い
て
も
、
感
染
拡
大
防
止
の
徹
底
や
緊
急

時
の
対
応
体
制
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
旅
行
業

者
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
関
係
者
が
と
る
べ
き

対
応
に
つ
い
て
改
め
て
整
理
を
す
る
と
と
も
に
、

関
係
者
へ
広
く
周
知
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
の
観
光
政
策

　
こ
れ
ま
で
振
り
返
っ
て
き
た
と
お
り
、
6

月
の
外
国
人
観
光
客
の
受
入
開
始
か
ら
お
よ

そ
3
ヶ
月
が
経
ち
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
回
復

に
向
け
た
取
組
を
こ
れ
ま
で
段
階
的
に
実
施

し
て
き
た
。
10
月
11
日
か
ら
は
、
外
国
人
観

光
客
の
受
入
れ
に
つ
い
て
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ

ア
ー
に
限
定
す
る
措
置
が
解
除
さ
れ
、
個
人

旅
行
が
解
禁
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、

併
せ
て
ビ
ザ
免
除
の
措
置
も
再
開
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
観
光
目
的
で
の

入
国
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
よ
り
前
と
同

様
の
体
制
と
な
る
こ
と
と
な
り
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
さ
ら
な
る
回
復
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
観
光
庁
と
し
て
は
、
国
内
外
の
感
染
状
況

や
各
国
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
開
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
他
の
観
光
先
進
国
と
の
競
争
に

乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
、
国
際
観
光
振
興
機
構

（
J
N
T
O
）
に
よ
る
国
別
・
年
代
別
の
き

め
細
か
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
を
通
じ
て
、

観
光
の
「
再
起
動
」
に
向
け
て
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

で
は
、
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
、
本
格
的
な
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
回
復
に
向
け
た
準
備
も
進
め
て

き
た
。
コ
ロ
ナ
前
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
振
り

返
る
と
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は

2
0
1
9
年
に
3
千
万
人
を
超
え
て
い
た
も

の
の
、
旅
行
消
費
額
は
4
・
8
兆
円

（
2
0
2
0
年
の
政
府
目
標
：
8
兆
円
）
で
あ

り
、
ま
た
、
外
国
人
観
光
客
の
地
方
部
へ
の

誘
客
に
向
け
た
取
組
も
十
分
と
は
言
え
な
い

状
況
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
観
光
消

費
の
旺
盛
な
、
い
わ
ゆ
る
高
付
加
価
値
旅
行

層
（
1
人
当
た
り
の
着
地
消
費
額
1
0
0
万

円
以
上
の
旅
行
者
を
指
す
）
は
、
訪
日
外
国

人
旅
行
者
全
体
の
約
1
％
（
約
29
万
人
）
に

過
ぎ
な
い
も
の
の
、
消
費
額
全
体
の
約
11
・

5
％
（
約
5
5
2
3
億
円
）
を
占
め
て
い
た
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
高
付
加
価
値
旅
行
層
は

こ
れ
ま
で
大
都
市
圏
で
の
買
物
消
費
等
が
多

く
、
地
方
で
の
消
費
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

地
方
へ
の
誘
客
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
方
創
生
へ
の
貢
献
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
観
光
庁
で
は
、
高
付
加
価
値
旅

行
層
の
誘
致
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
や
コ

ロ
ナ
前
に
政
府
目
標
の
達
成
に
向
け
た
取
組

状
況
が
不
十
分
で
あ
っ
た
訪
日
外
国
人
の
旅

行
消
費
額
の
拡
大
を
実
現
す
る
た
め
、
地
方

へ
の
誘
客
に
あ
た
っ
て
必
要
な
課
題
や
取
組

を
、
ウ
リ
（
高
付
加
価
値
旅
行
層
の
ニ
ー
ズ

を
満
た
す
滞
在
価
値
）、
ヤ
ド
、
ヒ
ト
（
地

方
へ
の
送
客
、
ガ
イ
ド
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
）、

コ
ネ
（
海
外
の
高
付
加
価
値
旅
行
層
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
情
報
発
信
）
そ
し
て
ア
シ
の

5
つ
の
観
点
か
ら
、「
地
方
に
お
け
る
高
付
加

価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
地
づ
く
り
に
向

け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
本
年
5
月
末
に

取
り
ま
と
め
た
。
現
在
は
、
高
付
加
価
値
旅

行
層
の
誘
致
に
つ
な
が
る
観
光
地
づ
く
り
に

向
け
て
、
モ
デ
ル
と
な
る
観
光
地
の
公
募
を

本
年
8
月
か
ら
開
始
し
て
お
り
、
観
光
庁
で

は
来
年
度
以
降
、
モ
デ
ル
観
光
地
を
対
象
と

し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
集
中
的
に

施
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

外
国
人
観
光
客
の

受
入
拡
大

　
本
年
6
月
の
外
国
人
観
光
客
の
受
入
再
開

以
降
、
観
光
目
的
で
の
我
が
国
へ
の
入
国
者

数
に
つ
い
て
、
6
月
は
受
入
再
開
か
ら
間
も

な
い
こ
と
も
あ
り
2
5
2
人
と
い
う
人
数
で

あ
っ
た
が
、
7
月
に
は
7
9
0
3
人
、
8
月

は
1
万
8
2
6
人
と
徐
々
に
増
加
し
て
き
て

お
り
、
引
き
続
き
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
に
向

け
た
歩
み
を
進
め
て
い
る
。
一
方
で
、
受
入

再
開
以
降
も
、
旅
行
業
界
を
は
じ
め
と
し
た

観
光
関
係
者
か
ら
は
、
入
国
者
数
の
上
限
や
、

　
本
年
6
月
か
ら
の
添
乗
員
付
き
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ツ
ア
ー
で
の
外
国
人
観
光
客
の
受
入
再

開
を
皮
切
り
に
、
政
府
と
し
て
、
観
光
の

「
再
起
動
」
に
向
け
て
様
々
な
取
組
を
実
施

し
て
き
た
。

　
現
在
も
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
復
活
に
向
け

て
様
々
な
取
組
の
可
能
性
に
つ
い
て
模
索
し

て
い
る
段
階
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
特
に

本
年
5
月
以
降
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
な
が
ら
、

今
日
に
至
る
ま
で
の
本
格
的
な
観
光
の
「
再

起
動
」
に
向
け
た
直
近
の
観
光
政
策
の
動
向

に
つ
い
て
振
り
返
る
。

　
な
お
、
本
稿
に
記
載
し
て
い
る
内
容
は

2
0
2
2
年
9
月
現
在
の
情
報
で
あ
る
。

外
国
人
観
光
客
の

受
入
再
開

　
2
0
2
0
年
3
月
以
来
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
よ
り
訪
日
観
光
は
実
質
的
に
停
止
し
て

い
た
状
況
に
あ
っ
た
が
、
再
開
に
向
け
て
必

要
な
材
料
を
収
集
す
る
た
め
、
本
年
5
月
に

は
感
染
状
況
を
踏
ま
え
て
昨
年
11
月
か
ら
実

施
を
見
合
わ
せ
て
い
た
実
証
事
業
に
つ
い
て
、

国
内
旅
行
会
社
が
行
動
管
理
を
行
う
少
人
数

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
形
式
に
よ
っ
て
実
施

し
た
。
こ
の
事
業
で
は
、
外
国
人
観
光
客
の

受
入
再
開
に
あ
た
り
、
旅
行
業
者
や
宿
泊
事

業
者
等
が
留
意
す
べ
き
点
を
整
理
す
る
た
め
、

感
染
防
止
対
策
の
遵
守
方
法
や
緊
急
時
対
応

等
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
た
。
本
実
証
事
業

の
実
施
概
要
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
の
実
証
事
業
に
お
い
て
得
ら
れ
た
知
見

や
、
ツ
ア
ー
参
加
者
等
か
ら
の
様
々
な
声
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に

留
意
す
べ
き
事
項
や
、
陽
性
者
発
生
時
を
含

む
緊
急
時
の
対
応
に
関
し
、
ツ
ア
ー
の
造
成

か
ら
終
了
に
至
る
ま
で
の
各
段
階
で
、
旅
行

業
者
、
旅
行
サ
ー
ビ
ス
手
配
業
者
、
添
乗
員
、

宿
泊
事
業
者
等
の
観
光
関
係
者
が
取
る
べ
き

対
応
に
つ
い
て
、
観
光
庁
に
お
い
て
と
り
ま

と
め
を
行
い
、
本
年
6
月
10
日
か
ら
の
添
乗

員
付
き
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
受
入
開
始
に

合
わ
せ
、
同
月
7
日
に
「
外
国
人
観
光
客
の

受
入
れ
対
応
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

策
定
・
公
表
し
た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

つ
い
て
、
観
光
庁
に
お
い
て
旅
行
業
者
を
は

じ
め
と
し
た
観
光
関
係
者
へ
広
く
周
知
を
す

る
と
と
も
に
、
関
係
者
へ
内
容
の
十
分
な
理

解
と
遵
守
を
求
め
、
受
入
地
域
に
お
け
る
理

解
と
安
心
感
の
醸
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

こ
う
し
て
、
お
よ
そ
2
年
に
わ
た
っ
て
実
質

的
に
途
絶
し
て
い
た
訪
日
観
光
が
再
開
し
、

我
が
国
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
復
活
に
向
け
た

第
一
歩
を
歩
み
始
め
た
。

「
地
方
に
お
け
る

高
付
加
価
値
な

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
地
づ
く
り
に
向
け
た

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の

策
定

　
こ
の
よ
う
な
外
国
人
観
光
客
の
受
入
再
開

に
向
け
た
取
組
も
実
施
し
な
が
ら
、
観
光
庁

「観光政策の動向」4
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出
国
前
検
査
証
明
書
の
提
出
、
ビ
ザ
緩
和
等
、

今
後
の
外
国
人
観
光
客
の
受
入
れ
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
様
々
な
声
や
要
望
が
あ
っ
た
。

観
光
庁
で
は
、
こ
う
し
た
声
や
要
望
を
受
け

止
め
、
関
係
省
庁
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
外

国
人
観
光
客
の
受
入
れ
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
水
際
措
置
の
見
直
し
が

行
わ
れ
、
本
年
9
月
7
日
か
ら
は
、①
出
国

前
検
査
証
明
書
提
出
の
見
直
し
、②
外
国
人

観
光
客
の
入
国
制
限
の
見
直
し
、③
入
国
者

総
数
の
引
き
上
げ
の
3
点
に
つ
い
て
実
施
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
は
、

①
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
を
保
持
し

て
い
る
全
て
の
帰
国
者
・
入
国
者
に
つ
い
て
は
、

出
国
前
72
時
間
以
内
に
受
け
た
検
査
の
陰
性

証
明
書
の
提
出
を
求
め
な
い
こ
と
、②
旅
行
業

者
等
を
受
入
責
任
者
と
す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ

ア
ー
に
つ
い
て
、
添
乗
員
の
同
行
を
伴
わ
な

い
も
の
も
認
め
る
と
と
も
に
、
対
象
国
・
地

域
も
全
て
の
国
・
地
域
に
拡
大
す
る
こ
と
、③

入
国
者
総
数
の
上
限
に
つ
い
て
、
従
前
の
１
日

2
万
人
目
途
を
、１
日
5
万
人
目
途
に
引
き
上

げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
観
光
庁

で
は
、「
外
国
人
観
光
客
の
受
入
れ
対
応
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
改
訂
を
行
い
、

添
乗
員
を
伴
わ
な
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
に

お
い
て
も
、
感
染
拡
大
防
止
の
徹
底
や
緊
急

時
の
対
応
体
制
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
旅
行
業

者
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
関
係
者
が
と
る
べ
き

対
応
に
つ
い
て
改
め
て
整
理
を
す
る
と
と
も
に
、

関
係
者
へ
広
く
周
知
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
の
観
光
政
策

　
こ
れ
ま
で
振
り
返
っ
て
き
た
と
お
り
、
6

月
の
外
国
人
観
光
客
の
受
入
開
始
か
ら
お
よ

そ
3
ヶ
月
が
経
ち
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
回
復

に
向
け
た
取
組
を
こ
れ
ま
で
段
階
的
に
実
施

し
て
き
た
。
10
月
11
日
か
ら
は
、
外
国
人
観

光
客
の
受
入
れ
に
つ
い
て
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ

ア
ー
に
限
定
す
る
措
置
が
解
除
さ
れ
、
個
人

旅
行
が
解
禁
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、

併
せ
て
ビ
ザ
免
除
の
措
置
も
再
開
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
観
光
目
的
で
の

入
国
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
よ
り
前
と
同

様
の
体
制
と
な
る
こ
と
と
な
り
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
さ
ら
な
る
回
復
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
観
光
庁
と
し
て
は
、
国
内
外
の
感
染
状
況

や
各
国
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
開
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
他
の
観
光
先
進
国
と
の
競
争
に

乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
、
国
際
観
光
振
興
機
構

（
J
N
T
O
）
に
よ
る
国
別
・
年
代
別
の
き

め
細
か
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
を
通
じ
て
、

観
光
の
「
再
起
動
」
に
向
け
て
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

で
は
、
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
、
本
格
的
な
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
回
復
に
向
け
た
準
備
も
進
め
て

き
た
。
コ
ロ
ナ
前
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
振
り

返
る
と
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は

2
0
1
9
年
に
3
千
万
人
を
超
え
て
い
た
も

の
の
、
旅
行
消
費
額
は
4
・
8
兆
円

（
2
0
2
0
年
の
政
府
目
標
：
8
兆
円
）
で
あ

り
、
ま
た
、
外
国
人
観
光
客
の
地
方
部
へ
の

誘
客
に
向
け
た
取
組
も
十
分
と
は
言
え
な
い

状
況
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
観
光
消

費
の
旺
盛
な
、
い
わ
ゆ
る
高
付
加
価
値
旅
行

層
（
1
人
当
た
り
の
着
地
消
費
額
1
0
0
万

円
以
上
の
旅
行
者
を
指
す
）
は
、
訪
日
外
国

人
旅
行
者
全
体
の
約
1
％
（
約
29
万
人
）
に

過
ぎ
な
い
も
の
の
、
消
費
額
全
体
の
約
11
・

5
％
（
約
5
5
2
3
億
円
）
を
占
め
て
い
た
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
高
付
加
価
値
旅
行
層
は

こ
れ
ま
で
大
都
市
圏
で
の
買
物
消
費
等
が
多

く
、
地
方
で
の
消
費
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

地
方
へ
の
誘
客
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
方
創
生
へ
の
貢
献
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
観
光
庁
で
は
、
高
付
加
価
値
旅

行
層
の
誘
致
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
や
コ

ロ
ナ
前
に
政
府
目
標
の
達
成
に
向
け
た
取
組

状
況
が
不
十
分
で
あ
っ
た
訪
日
外
国
人
の
旅

行
消
費
額
の
拡
大
を
実
現
す
る
た
め
、
地
方

へ
の
誘
客
に
あ
た
っ
て
必
要
な
課
題
や
取
組

を
、
ウ
リ
（
高
付
加
価
値
旅
行
層
の
ニ
ー
ズ

を
満
た
す
滞
在
価
値
）、
ヤ
ド
、
ヒ
ト
（
地

方
へ
の
送
客
、
ガ
イ
ド
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
）、

コ
ネ
（
海
外
の
高
付
加
価
値
旅
行
層
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
情
報
発
信
）
そ
し
て
ア
シ
の

5
つ
の
観
点
か
ら
、「
地
方
に
お
け
る
高
付
加

価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
地
づ
く
り
に
向

け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
本
年
5
月
末
に

取
り
ま
と
め
た
。
現
在
は
、
高
付
加
価
値
旅

行
層
の
誘
致
に
つ
な
が
る
観
光
地
づ
く
り
に

向
け
て
、
モ
デ
ル
と
な
る
観
光
地
の
公
募
を

本
年
8
月
か
ら
開
始
し
て
お
り
、
観
光
庁
で

は
来
年
度
以
降
、
モ
デ
ル
観
光
地
を
対
象
と

し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
集
中
的
に

施
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

外
国
人
観
光
客
の

受
入
拡
大

　
本
年
6
月
の
外
国
人
観
光
客
の
受
入
再
開

以
降
、
観
光
目
的
で
の
我
が
国
へ
の
入
国
者

数
に
つ
い
て
、
6
月
は
受
入
再
開
か
ら
間
も

な
い
こ
と
も
あ
り
2
5
2
人
と
い
う
人
数
で

あ
っ
た
が
、
7
月
に
は
7
9
0
3
人
、
8
月

は
1
万
8
2
6
人
と
徐
々
に
増
加
し
て
き
て

お
り
、
引
き
続
き
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
に
向

け
た
歩
み
を
進
め
て
い
る
。
一
方
で
、
受
入

再
開
以
降
も
、
旅
行
業
界
を
は
じ
め
と
し
た

観
光
関
係
者
か
ら
は
、
入
国
者
数
の
上
限
や
、

　
本
年
6
月
か
ら
の
添
乗
員
付
き
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ツ
ア
ー
で
の
外
国
人
観
光
客
の
受
入
再

開
を
皮
切
り
に
、
政
府
と
し
て
、
観
光
の

「
再
起
動
」
に
向
け
て
様
々
な
取
組
を
実
施

し
て
き
た
。

　
現
在
も
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
復
活
に
向
け

て
様
々
な
取
組
の
可
能
性
に
つ
い
て
模
索
し

て
い
る
段
階
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
特
に

本
年
5
月
以
降
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
な
が
ら
、

今
日
に
至
る
ま
で
の
本
格
的
な
観
光
の
「
再

起
動
」
に
向
け
た
直
近
の
観
光
政
策
の
動
向

に
つ
い
て
振
り
返
る
。

　
な
お
、
本
稿
に
記
載
し
て
い
る
内
容
は

2
0
2
2
年
9
月
現
在
の
情
報
で
あ
る
。

外
国
人
観
光
客
の

受
入
再
開

　
2
0
2
0
年
3
月
以
来
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
よ
り
訪
日
観
光
は
実
質
的
に
停
止
し
て

い
た
状
況
に
あ
っ
た
が
、
再
開
に
向
け
て
必

要
な
材
料
を
収
集
す
る
た
め
、
本
年
5
月
に

は
感
染
状
況
を
踏
ま
え
て
昨
年
11
月
か
ら
実

施
を
見
合
わ
せ
て
い
た
実
証
事
業
に
つ
い
て
、

国
内
旅
行
会
社
が
行
動
管
理
を
行
う
少
人
数

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
形
式
に
よ
っ
て
実
施

し
た
。
こ
の
事
業
で
は
、
外
国
人
観
光
客
の

受
入
再
開
に
あ
た
り
、
旅
行
業
者
や
宿
泊
事

業
者
等
が
留
意
す
べ
き
点
を
整
理
す
る
た
め
、

感
染
防
止
対
策
の
遵
守
方
法
や
緊
急
時
対
応

等
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
た
。
本
実
証
事
業

の
実
施
概
要
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
の
実
証
事
業
に
お
い
て
得
ら
れ
た
知
見

や
、
ツ
ア
ー
参
加
者
等
か
ら
の
様
々
な
声
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に

留
意
す
べ
き
事
項
や
、
陽
性
者
発
生
時
を
含

む
緊
急
時
の
対
応
に
関
し
、
ツ
ア
ー
の
造
成

か
ら
終
了
に
至
る
ま
で
の
各
段
階
で
、
旅
行

業
者
、
旅
行
サ
ー
ビ
ス
手
配
業
者
、
添
乗
員
、

宿
泊
事
業
者
等
の
観
光
関
係
者
が
取
る
べ
き

対
応
に
つ
い
て
、
観
光
庁
に
お
い
て
と
り
ま

と
め
を
行
い
、
本
年
6
月
10
日
か
ら
の
添
乗

員
付
き
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
受
入
開
始
に

合
わ
せ
、
同
月
7
日
に
「
外
国
人
観
光
客
の

受
入
れ
対
応
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

策
定
・
公
表
し
た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

つ
い
て
、
観
光
庁
に
お
い
て
旅
行
業
者
を
は

じ
め
と
し
た
観
光
関
係
者
へ
広
く
周
知
を
す

る
と
と
も
に
、
関
係
者
へ
内
容
の
十
分
な
理

解
と
遵
守
を
求
め
、
受
入
地
域
に
お
け
る
理

解
と
安
心
感
の
醸
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

こ
う
し
て
、
お
よ
そ
2
年
に
わ
た
っ
て
実
質

的
に
途
絶
し
て
い
た
訪
日
観
光
が
再
開
し
、

我
が
国
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
復
活
に
向
け
た

第
一
歩
を
歩
み
始
め
た
。

「
地
方
に
お
け
る

高
付
加
価
値
な

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
地
づ
く
り
に
向
け
た

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の

策
定

　
こ
の
よ
う
な
外
国
人
観
光
客
の
受
入
再
開

に
向
け
た
取
組
も
実
施
し
な
が
ら
、
観
光
庁

「観光政策の動向」4
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　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（C

O
V
ID
-19

）

が
世
界
的
に
ま
ん
延
し
た
こ
と
で
、
観
光
が

前
提
と
し
て
い
る
人
の
移
動
・
接
触
、
交
流

は
大
き
な
制
限
を
受
け
、
我
が
国
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
全
般
の
活
動
も
停
止
状

態
に
陥
っ
た
。

　当
誌
で
は
、
こ
の
未
曾
有
の
危
機
と
も
言

え
る
状
況
下
で
の
観
光
地
や
観
光
産
業
の
現

状
や
対
応
を
、
い
わ
ば
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て

記
録
し
て
お
く
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
の
認

識
の
も
と
、
過
去
3
号
（
2
4
6
〜
2
4
8

号
）
に
わ
た
っ
て
特
集
を
組
ん
だ
。

　3
号
の
う
ち
最
後
の
2
4
8
号（
2
0
2
1

年
2
月
）の
発
刊
か
ら
約
1
年
半
が
経
過
し
た

現
在
、
巻
頭
言
で
門
川
氏
が
言
及
す
る
よ
う

に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
M
I
C
E
の
本
格
的

な
回
復
が
期
待
さ
れ
る
局
面
と
な
っ
て
い
る
。

　本
特
集
は
、
そ
の
よ
う
な
現
時
点
に
お
い

て
、
主
と
し
て
2
0
2
1
年
以
降
の
観
光
の

動
向
を
、
特
に「
海
外
旅
行
市
場
」「
入
国
制
限

と
緩
和
」「
観
光
地
」「
観
光
政
策
」の
各
視
点

か
ら
俯
瞰
し
つ
つ
整
理
す
る
こ
と
で
、
過
去

3
号
に
続
く
第
4
段
の
コ
ロ
ナ
禍
特
集
号
と

し
て
位
置
づ
け
て
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。

　本
稿
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
本
特
集
の
発

案
主
旨
に
も
と
づ
き
、
各
特
集
を
概
観
し
、

ま
た
そ
の
他
の
情
報
に
も
触
れ
な
が
ら
、
観

光
を
取
り
巻
く
全
般
的
な
動
向
を
振
り
返
っ

て
み
た
い
。

　2
0
2
1
年
以
降
、C

O
V
ID
-1
9

を
取

り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
そ

の
主
た
る
要
因
は
大
き
く
次
の
2
点
に
集
約

で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
「
世
界
的
な
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
進
展
」
と
「
重
症
化
リ
ス
ク
が
低

い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出
現
」
で
あ
る
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
は
、
各
国
で
集
中
的
な
ワ
ク
チ

ン
開
発
と
迅
速
な
治
験
が
行
わ
れ
、
複
数
の

ワ
ク
チ
ン
が
実
用
化
さ
れ
た
結
果
、

2
0
2
1
年
初
頭
頃
か
ら
世
界
的
に
急
ピ
ッ

チ
で
接
種
が
進
め
ら
れ
た
。

　そ
の
結
果
、
2
0
2
2
年
に
入
っ
て
若
干

頭
打
ち
の
傾
向
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
ア
フ

リ
カ
地
域
を
除
く
各
地
域
に
お
い
て
、
規
定

の
回
数
を
接
種
し
た
人
数
の
割
合
（
2
回
の

接
種
が
必
要
な
ワ
ク
チ
ン
な
ら
2
回
の
接
種

を
完
了
し
た
人
数
の
割
合
）
は
概
ね
60
〜

70
％
を
達
成
し
て
い
る
。

　ま
た
、
日
本
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
1
年

7
月
頃
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
世
界
と
比
較

し
て
よ
り
速
い
ペ
ー
ス
で
接
種
が
進
み
、

2
0
2
2
年
に
入
っ
て
か
ら
は
や
は
り
頭
打

ち
の
傾
向
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
80
％
を
超

え
る
高
い
接
種
率
を
実
現
し
て
い
る（
図
1
）。

　開
発
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
は
、
当
初
流
行
し

て
い
た
ア
ル
フ
ァ
株
の
ほ
か
、
2
0
2
1
年

3
月
ご
ろ
か
ら
流
行
が
始
ま
り
、
同
年
9
月

ご
ろ
に
は
ほ
ぼ
置
き
換
わ
る
形
と
な
っ
た
デ

ル
タ
株
（
特
集
2
・
図
2
上
の
グ
ラ
フ
を
参

照
）
に
対
し
て
も
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。

　そ
の
後
、
2
0
2
1
年
の
年
末
ご
ろ
か
ら

新
た
な
変
異
株
で
あ
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
出

現
し
、
2
0
2
2
年
3
月
ご
ろ
ま
で
に
ほ
ぼ

完
全
に
置
き
換
わ
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る

（
特
集
2
・
図
2
下
の
グ
ラ
フ
を
参
照
）。

　こ
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
つ
い
て
は
、
デ
ル

タ
株
と
比
較
し
て
相
対
的
に
感
染
力
は
高
い

も
の
の
、
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
は
低
い
と
い

う
特
徴
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
特
徴
は
、
1
0
0
万
人
当
た
り
の
1

日
の
新
規
感
染
者
数
と
死
者
数
の
推
移
を
7

日
間
移
動
平
均
で
比
較
し
た
グ
ラ
フ
で
、

2
0
2
2
年
に
入
っ
て
か
ら
、
1
0
0
万
人

当
た
り
新
規
感
染
者
数
は
増
加
し
て
い
る
も

の
の
、
死
者
数
は
そ
れ
と
は
逆
に
2
0
2
1

年
よ
り
も
低
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
様
子

か
ら
も
う
か
が
い
知
る
事
が
で
き
る
（
図

2
）。

（
1
）諸
外
国
の
状
況

　特
集
1
で
は
、
当
財
団
が
こ
れ
ま
で
海
外

12
ヶ
国
を
対
象
と
し
て
継
続
的
に
実
施
し
て

き
た
独
自
調
査
の
経
年
デ
ー
タ
等
を
通
じ

て
、
各
国
の
海
外
旅
行
の
実
施
状
況
や
旅
行

者
の
嗜
好
、
消
費
環
境
等
に
つ
い
て
考
察
し

て
い
る
。

　主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
っ
た
。

●
2
0
2
2
年
夏
の
海
外
旅
行
市
場
は
欧
米

豪
を
中
心
に
回
復
傾
向
。

●
欧
米
豪
の
行
き
先
は
「
近
場
」「
訪
問
経
験

有
」
が
選
択
さ
れ
る
一
方
、
ア
ジ
ア
で
は
本
格

的
な
海
外
旅
行
の
意
向
回
復
に
は
至
ら
ず
。

●
海
外
旅
行
再
開
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア
で
は

未
だ
「
興
味
・
関
心
段
階
」
に
あ
る
一
方
で
、

欧
米
豪
で
は
よ
り
具
体
的
な
内
容
に
考
え
を

巡
ら
す
「
計
画
段
階
」
に
移
行
。

●
海
外
旅
行
で
想
定
す
る
「
予
算
」
や
「
滞
在

日
数
」
は
、
欧
米
豪
で
は
「
計
画
段
階
」
に
あ

る
こ
と
を
反
映
し
て
や
や
現
実
的
な
傾
向
。

（
2
）（
目
的
地
と
し
て
の
）日
本
の
状
況

　同
様
に
、
特
集
1
で
は
、
海
外
旅
行
の
目

的
地
と
し
て
の
日
本
に
関
し
て
も
整
理
し
て

い
る
。
主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
っ
た
。

●
日
本
は
、「
次
の
海
外
旅
行
で
行
き
た
い
国
・

地
域
」
の
1
位
。

●
た
だ
し
、
欧
米
豪
で
は
前
回
調
査
か
ら
順

位
を
下
げ
て
2
位
。
要
因
と
し
て
は
、
欧
米

豪
の
「
近
場
」
志
向
や
、
日
本
の
厳
格
な〝
水

際
対
策
〞に
よ
る
手
間
や
コ
ス
ト
の
忌
避
な
ど

が
想
定
さ
れ
る
。

●
そ
の
一
方
で
、
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、
現

地
で
e
コ
マ
ー
ス
等
を
利
用
し
て
日
本
の
モ

ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
消
費
す
る
ニ
ー
ズ
が
発
生
。

（
1
）諸
外
国
の
状
況

　特
集
2
で
は
、
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
が
公
開
し
て
い
る
、C

O
V
ID
-1
9

に

対
す
る
各
国
の
政
策
対
応
を
記
録
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（O

xC
G
R
T

）
の
公
開
デ
ー
タ
を

通
じ
て
、
諸
外
国
の
「
国
外
か
ら
の
入
国
に

関
す
る
規
制
」
の
動
向
と
そ
の
背
景
と
な
る

要
因
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

　主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
っ
た
。

●
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の〝
観
光
立
国
〞の
間
で

も
、「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関
す
る
規
制
」

の
程
度
や
導
入
・
緩
和
時
期
に
は
国
に
よ
っ

て
差
が
見
ら
れ
る
。

●「
欧
州
」
で
は
、
早
期
か
ら
規
制
の
緩
和
・

撤
廃
に
踏
み
切
る
国
が
多
い
一
方
、「
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
」
は
よ
り
厳
格
に
対
応
す
る
傾

向
が
あ
る
。

●
一
方
、
タ
イ
の
よ
う
に
、「
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
」
に
属
し
な
が
ら
「
経
済
面
で
の
観
光

の
重
要
性
」
や
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
」

を
背
景
と
し
て
、
早
い
段
階
か
ら
制
限
の
緩

和
・
撤
廃
に
踏
み
切
っ
た
国
も
見
ら
れ
る
。

　な
お
、
欧
州
連
合
（
E
U
）
で
は
、「E

U
 

D
igital C

O
V
ID
 C
ertificate

」
と
呼
ば

れ
る
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
や
陰
性
証
明
を

デ
ジ
タ
ル
情
報
と
し
て
保
存
・
活
用
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
」
が
先

行
運
用
さ
れ
て
お
り
、
2
0
2
1
年
7
月
か

ら
は
E
U
加
盟
国
の
ほ
ぼ
す
べ
て
で
利
用
可

能
と
な
っ
た
。

　特
集
2
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
、「
欧
州
」

に
お
け
る
早
い
段
階
で
の
規
制
の
緩
和
・
撤

廃
に
は
、
こ
の
よ
う
な
要
因
も
一
定
程
度
影

響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
2
）日
本
の
状
況

　特
集
2
で
は
、O

xC
G
R
T

の
公
開
デ
ー

タ
か
ら
次
の
よ
う
な
点
が
把
握
さ
れ
た
。

●
日
本
は
、
2
0
2
1
年
初
頭
か
ら
直
近
の

6
月
ま
で
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
期
間
、
最
も
厳

格
な
入
国
禁
止
と
も
言
え
る
措
置
を
取
っ
た
。

　ま
た
特
集
4
で
は
、齊
藤
氏
が
特
に
2
0
2
2

年
5
月
以
降
の
我
が
国
の
観
光
政
策
の
動
向
に

つ
い
て
整
理
し
て
い
る
。

　主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
っ
た
。

●
2
0
2
0
年
3
月
以
降
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
は
実
質
的
に
は
停
止
。

●
2
0
2
2
年
5
月
に
、
旅
行
会
社
が
添
乗

員
同
行
に
よ
り
行
動
を
管
理
す
る
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ツ
ア
ー
形
式
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の

再
開
に
向
け
て
、
実
証
事
業
を
実
施
。

●
実
証
事
業
の
結
果
も
踏
ま
え
、
同
年
6
月

10
日
よ
り
添
乗
員
付
き
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー

形
式
で
の
受
け
入
れ
を
開
始
。
併
せ
て
、
外

国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
対
応
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
・
公
表
。

●
ま
た
同
年
5
月
に
は
、「
地
方
に
お
け
る

高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
地
づ
く

り
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
取
り

ま
と
め
。

（
1
）諸
外
国
の
状
況

　海
外
の
観
光
地
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
特
集
3
で
行
っ
た
タ
イ
国
政
府
観
光

庁
（
T
A
T
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
言
及

が
あ
っ
た
、「
プ
ー
ケ
ッ
ト
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク

ス
」
の
例
が
参
考
に
な
る
。
こ
れ
は
海
外
の

観
光
客
に
限
定
す
る
形
で
、
地
域
を
限
定
し

て
行
動
制
限
を
緩
和
・
撤
廃
す
る
取
り
組
み

で
あ
る
。

　こ
の
取
り
組
み
の
成
果
も
参
考
に
、
タ
イ

で
は
全
国
の
地
域
を
、
旅
行
者
の
受
け
入
れ

可
能
性
の
程
度
で
ラ
ン
ク
分
け
（
色
分
け
）

し
て
、
制
限
緩
和
を
行
っ
て
い
る
。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
、
こ
の
こ
と
は
各
地
域
が
規
制

緩
和
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ
な
が
る
効
果
を
創
出
し

た
と
の
話
が
あ
っ
た
。

　右
記
の
例
は
地
域
を
限
定
し
た
段
階
的
な

制
限
緩
和
の
例
だ
が
、
時
期
を
区
切
っ
て
段

階
的
な
制
限
緩
和
を
行
っ
た
事
例
も
見
ら
れ

る
。　例

え
ば
、
米
国
・
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
ワ
ク

チ
ン
の
1
回
接
種
率
が
55
％
と
な
っ
た
こ
と

を
理
由
と
し
て
、
州
内
の
離
島
間
移
動
の
制

限
を
2
0
2
1
年
6
月
に
解
除
し
、
さ
ら
に

そ
の
後
の
7
月
か
ら
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

終
了
し
た
旅
行
者
に
つ
い
て
、
事
前
の
検
査

や
隔
離
な
し
で
米
国
本
土
か
ら
の
渡
航
を
可

能
と
す
る
措
置
を
取
っ
て
い
る
。
地
域
内
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
を
指
標
と
し
て
、
こ
の
よ

う
に
時
期
を
区
切
っ
て
段
階
的
に
制
限
を
緩

和
す
る
措
置
は
、カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

コ
ロ
ン
ビ
ア
州
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
な
ど
で
も
見

ら
れ
る
。

（
2
）日
本
の
状
況

　特
集
3
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
訪
日
外

国
人
旅
行
者
の
代
表
的
な
目
的
地
と
な
っ
て

い
た
国
内
観
光
地
で
あ
る
、
沖
縄
県
、
京
都

市
、
倶
知
安
町
（
ニ
セ
コ
地
区
）
の
観
光
推
進

組
織
（
D
M
O
）
を
対
象
と
し
て
、
観
光
需

要
が
消
失
し
て
い
た
中
で
取
り
組
ん
だ
事
項

等
に
つ
い
て
整
理
し
た
。

　主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
っ
た
。

（
沖
縄
県
）

●
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
自
然
と
文
化
を
重
要
視

す
る
観
光
地
と
し
て
の
本
来
の
基
本
方
針
に

立
ち
戻
り
、
環
境
と
地
域
を
意
識
し
た
「
エ

シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
」
を
掲
げ
、
質
と
量
の
両

立
を
志
向
。

●
国
内
居
住
の
外
国
人
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、

各
国
に
配
置
し
て
い
る
駐
在
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

も
併
用
し
て
の
参
加
な
ど
に
よ
り
、
海
外
向

け
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

●
県
内
市
町
村
と
連
携
し
て
、
国
際
ク
ル
ー

ズ
の
受
け
入
れ
再
開
に
向
け
た
活
動
も
開
始
。

（
京
都
市
）

●
従
前
か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
た
、
事
前
予

約
制
の
導
入
に
よ
る
利
用
分
散
化
や
、
観
光

客
向
け
に
マ
ナ
ー
啓
発
を
行
う
「
京
都
観
光

モ
ラ
ル
」の
普
及
に
取
り
組
む
。（
い
ず
れ
も
、

た
ま
た
ま
コ
ロ
ナ
禍
と
時
期
が
重
な
っ
た
と

認
識
）

●
こ
れ
ま
で
明
確
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
よ
り
鮮
明
に
打
ち
出
し
、
そ
れ
を
前
提
と

し
た
商
品
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
海
外
レ
ッ
プ
と
の
連
携
に
よ
る
現
地
メ

デ
ィ
ア
へ
の
対
応
を
継
続
し
つ
つ
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
運
用
を
開
始
す
る
な
ど
、
発
信
す

る
情
報
の
充
実
に
も
取
り
組
む
。

（
倶
知
安
町
（
ニ
セ
コ
地
区
））

●
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
、
住
民
と
観
光
（
事

業
者
）
の
共
存
の
た
め
に
必
要
な
信
頼
関
係

を
構
築
す
る
た
め
、
D
M
O
が
主
体
と
な
っ

て
非
会
員
も
対
象
と
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

推
進
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
開
も
見
据
え
、
倶
知
安

町
と
ニ
セ
コ
町
の
地
域
間
連
携
の
シ
ン
ボ
ル

と
も
な
る
地
域
内
交
通
「
ス
カ
イ
バ
ス
ニ
セ

コ
」
の
運
行
を
開
始
。

●
M
I
C
E
需
要
に
対
応
す
べ
く
、
グ
リ
ー

ン
期
も
含
め
た
情
報
発
信
コ
ン
テ
ン
ツ
（
宣

伝
用
素
材
等
）
を
整
備
。

　こ
れ
ら
の
動
向
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
主
要
な
目
的
地
と
な
っ

て
い
た
国
内
観
光
地
に
と
っ
て
、
2
0
2
1
年

以
降
が
、

●
地
域
が
目
指
し
て
い
た
本
来
の
基
本
方
針

や
取
り
組
む
べ
き
事
項
に
改
め
て
向
き
合

い
、「
エ
シ
カ
ル
」「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
と
い
っ

た
キ
ー
ワ
ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
方
向
性
を
改

め
て
確
認
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
消
失
し
て
い
た
中

で
の
海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
活
用
に
よ

る
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
メ
デ
ィ
ア
対
応
の

推
進
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

や
情
報
発
信
コ
ン
テ
ン
ツ
の
整
備
。

●
地
域
住
民
と
観
光
事
業
者
の
間
の
信
頼
関

係
構
築
や
、
地
域
間
連
携
も
意
図
し
た
地
域

内
交
通
の
整
備
な
ど
、
コ
ロ
ナ
後
の
観
光
地

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
意
識
し
た
戦
略
的
な
事

業
の
推
進
。

　と
い
っ
た
内
容
に
取
り
組
ん
だ
期
間
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　確
認
し
て
き
た
よ
う
な「
海
外
旅
行
市
場
」

「
入
国
制
限
と
緩
和
」「
観
光
地
」「
観
光
政
策
」

の
各
視
点
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
、「
諸
外

国
」
と
「
日
本
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
整

理
す
る
と
表
1
の
よ
う
に
な
る
。

　今
や
我
々
の
日
常
生
活
に
お
け
る
必
需
品

と
な
っ
た
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
（
パ
ー
ソ
ナ

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
等
）
で
あ
る
が
、
使
用
し
て
い
る

う
ち
に
時
と
し
て
不
具
合
を
生
じ
、
動
作
が

「
停
止
（
フ
リ
ー
ズ
）」
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　そ
の
際
に
ま
ず
推
奨
さ
れ
る
こ
と
は
、
機

器
の
電
源
を
い
っ
た
ん
切
っ
て
入
れ
直
す

「
再
起
動
（
リ
ブ
ー
ト
）」
で
あ
る
。
一
方
、

そ
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
は
あ
る
種

の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
O
S
）

に
よ
っ
て
作
動
し
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
り
、
通
常
再
起
動
を
行
う
際
に
は
O
S

の
「
バ
ー
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
」
と
、
場
合
に

よ
っ
て
は
自
動
的
に
「
更
新
（
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
）」
が
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
多
く
の
場
合
、

そ
の
こ
と
で
よ
り
シ
ス
テ
ム
が
最
適
化
さ

れ
、新
た
な
機
能
が
付
加
さ
れ
る
と
と
も
に
、

安
定
し
て
動
作
す
る
よ
う
に
も
な
る
。

　様
々
な
要
素
が
複
雑
に
絡
み
合
う
複
雑
系

と
も
言
え
る
観
光
を
、
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
が
線
形
に
対
応
す
る
デ
ジ
タ
ル
デ

バ
イ
ス
に
例
え
る
の
は
い
さ
さ
か
乱
暴
で
は

あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
実
質
的
に
「
停

止
（
フ
リ
ー
ズ
）」
状
態
に
あ
っ
た
観
光
（
特

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
）
を
、「
再
起
動
（
リ

ブ
ー
ト
）」
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
現

在
だ
と
言
え
る
。

　同
時
に
現
在
は
、
時
期
を
同
じ
く
し
て

様
々
な
環
境
変
化
が
生
じ
て
い
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
も
あ
る
。

　環
境
変
化
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
特
集
3

で
取
り
上
げ
た
、
沖
縄
県
が
取
り
組
む
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
等
に
代
表
さ
れ
る
働
き
方
の
変

化
の
よ
う
な
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
生
じ
た
も

の
も
あ
れ
ば
、
特
集
1
で
触
れ
た
世
代
交
代

に
よ
る
価
値
観
変
化
の
よ
う
に
、
中
長
期
的

に
生
じ
つ
つ
あ
る
も
の
も
あ
る
。

　い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
環
境
変

化
に
対
し
て
観
光
・
観
光
地
と
し
て
「
最
適

化
し
、新
た
な
機
能（
取
り
組
み
）を
付
加
し
、

安
定
的
に
（
持
続
的
に
）
存
続
」
し
て
い
く

た
め
に
は
、
観
光
（
観
光
地
）
側
の
「
O
S
」

を
「
バ
ー
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
」
し
、
必
要
に

応
じ
て
「
更
新
（
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
）」
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　今
回
、
特
集
3
で
事
例
と
し
て
挙
げ
た
沖

縄
県
、
京
都
市
、
倶
知
安
町
（
ニ
セ
コ
地
区
）

は
い
ず
れ
も
、
我
が
国
を
代
表
す
る
観
光
地

で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
地
域

に
お
い
て
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
（
む
し
ろ
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
）
自
地
域
の
観
光
地
と

し
て
目
指
す
あ
り
方
を
「
バ
ー
ジ
ョ
ン

チ
ェ
ッ
ク
」
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
把
握
さ
れ
た
が
、
同
様
の
こ
と
が
全

国
の
観
光
地
に
も
求
め
ら
れ
、
場
合
に
よ
っ

て
は
「
更
新
（
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
）」
ま
で
行
う

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　当
財
団
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
観
光
・

観
光
地
の
取
り
組
み
に
学
術
と
実
践
の
両
面

か
ら
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（か
ん
の 

ま
さ
ひ
ろ
）

観
光
の

「
バー
ジョン
チェッ
ク
」と

「
更
新（
アップ
デ
ー
ト
）」への

期
待

3.
海
外
旅
行
市
場
の

状
況

2.C
O
V
ID
-1
9

の
状
況

1.
は
じ
め
に

Daily new confirmed COVID-19 cases & deaths per million people
7-day rolling average. Limited testing and challenges in the attribution of cause of death means 
the cases and deaths counts may not be accurate.

Mar 1,2020 Aug 8,2020 Feb 24,2021 Sep 12,2021 Mar 31,2022 Oct 8,2022

Mar 1,2020 Aug 8,2020 Feb 24,2021 Sep 12,2021 Mar 31,2022

New cases(per 1M)

New cases(per 1M)

Source: Johns Hopkins University CSSE COVID-19 Data
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North
America
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Total number of people who received all doses prescribed by the initial vaccination protocol, 
divided by the total population of the country.

Source: Official data collated by Our World in Data
Note: Alternative definitions of a full vaccination, e.g. having been infected with SARS-CoV-2 and having 1 dose of a 2-dose protocol, 
are ignored to maximize comparability between countries.
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図 2

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（C

O
V
ID
-19

）

が
世
界
的
に
ま
ん
延
し
た
こ
と
で
、
観
光
が

前
提
と
し
て
い
る
人
の
移
動
・
接
触
、
交
流

は
大
き
な
制
限
を
受
け
、
我
が
国
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
全
般
の
活
動
も
停
止
状

態
に
陥
っ
た
。

　当
誌
で
は
、
こ
の
未
曾
有
の
危
機
と
も
言

え
る
状
況
下
で
の
観
光
地
や
観
光
産
業
の
現

状
や
対
応
を
、
い
わ
ば
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て

記
録
し
て
お
く
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
の
認

識
の
も
と
、
過
去
3
号
（
2
4
6
〜
2
4
8

号
）
に
わ
た
っ
て
特
集
を
組
ん
だ
。

　3
号
の
う
ち
最
後
の
2
4
8
号（
2
0
2
1

年
2
月
）の
発
刊
か
ら
約
1
年
半
が
経
過
し
た

現
在
、
巻
頭
言
で
門
川
氏
が
言
及
す
る
よ
う

に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
M
I
C
E
の
本
格
的

な
回
復
が
期
待
さ
れ
る
局
面
と
な
っ
て
い
る
。

　本
特
集
は
、
そ
の
よ
う
な
現
時
点
に
お
い

て
、
主
と
し
て
2
0
2
1
年
以
降
の
観
光
の

動
向
を
、
特
に「
海
外
旅
行
市
場
」「
入
国
制
限

と
緩
和
」「
観
光
地
」「
観
光
政
策
」の
各
視
点

か
ら
俯
瞰
し
つ
つ
整
理
す
る
こ
と
で
、
過
去

3
号
に
続
く
第
4
段
の
コ
ロ
ナ
禍
特
集
号
と

し
て
位
置
づ
け
て
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。

　本
稿
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
本
特
集
の
発

案
主
旨
に
も
と
づ
き
、
各
特
集
を
概
観
し
、

ま
た
そ
の
他
の
情
報
に
も
触
れ
な
が
ら
、
観

光
を
取
り
巻
く
全
般
的
な
動
向
を
振
り
返
っ

て
み
た
い
。

　2
0
2
1
年
以
降
、C

O
V
ID
-1
9

を
取

り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
そ

の
主
た
る
要
因
は
大
き
く
次
の
2
点
に
集
約

で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
「
世
界
的
な
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
進
展
」
と
「
重
症
化
リ
ス
ク
が
低

い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出
現
」
で
あ
る
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
は
、
各
国
で
集
中
的
な
ワ
ク
チ

ン
開
発
と
迅
速
な
治
験
が
行
わ
れ
、
複
数
の

ワ
ク
チ
ン
が
実
用
化
さ
れ
た
結
果
、

2
0
2
1
年
初
頭
頃
か
ら
世
界
的
に
急
ピ
ッ

チ
で
接
種
が
進
め
ら
れ
た
。

　そ
の
結
果
、
2
0
2
2
年
に
入
っ
て
若
干

頭
打
ち
の
傾
向
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
ア
フ

リ
カ
地
域
を
除
く
各
地
域
に
お
い
て
、
規
定

の
回
数
を
接
種
し
た
人
数
の
割
合
（
2
回
の

接
種
が
必
要
な
ワ
ク
チ
ン
な
ら
2
回
の
接
種

を
完
了
し
た
人
数
の
割
合
）
は
概
ね
60
〜

70
％
を
達
成
し
て
い
る
。

　ま
た
、
日
本
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
1
年

7
月
頃
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
世
界
と
比
較

し
て
よ
り
速
い
ペ
ー
ス
で
接
種
が
進
み
、

2
0
2
2
年
に
入
っ
て
か
ら
は
や
は
り
頭
打

ち
の
傾
向
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
80
％
を
超

え
る
高
い
接
種
率
を
実
現
し
て
い
る（
図
1
）。

　開
発
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
は
、
当
初
流
行
し

て
い
た
ア
ル
フ
ァ
株
の
ほ
か
、
2
0
2
1
年

3
月
ご
ろ
か
ら
流
行
が
始
ま
り
、
同
年
9
月

ご
ろ
に
は
ほ
ぼ
置
き
換
わ
る
形
と
な
っ
た
デ

ル
タ
株
（
特
集
2
・
図
2
上
の
グ
ラ
フ
を
参

照
）
に
対
し
て
も
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。

　そ
の
後
、
2
0
2
1
年
の
年
末
ご
ろ
か
ら

新
た
な
変
異
株
で
あ
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
出

現
し
、
2
0
2
2
年
3
月
ご
ろ
ま
で
に
ほ
ぼ

完
全
に
置
き
換
わ
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る

（
特
集
2
・
図
2
下
の
グ
ラ
フ
を
参
照
）。

　こ
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
つ
い
て
は
、
デ
ル

タ
株
と
比
較
し
て
相
対
的
に
感
染
力
は
高
い

も
の
の
、
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
は
低
い
と
い

う
特
徴
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
特
徴
は
、
1
0
0
万
人
当
た
り
の
1

日
の
新
規
感
染
者
数
と
死
者
数
の
推
移
を
7

日
間
移
動
平
均
で
比
較
し
た
グ
ラ
フ
で
、

2
0
2
2
年
に
入
っ
て
か
ら
、
1
0
0
万
人

当
た
り
新
規
感
染
者
数
は
増
加
し
て
い
る
も

の
の
、
死
者
数
は
そ
れ
と
は
逆
に
2
0
2
1

年
よ
り
も
低
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
様
子

か
ら
も
う
か
が
い
知
る
事
が
で
き
る
（
図

2
）。

（
1
）諸
外
国
の
状
況

　特
集
1
で
は
、
当
財
団
が
こ
れ
ま
で
海
外

12
ヶ
国
を
対
象
と
し
て
継
続
的
に
実
施
し
て

き
た
独
自
調
査
の
経
年
デ
ー
タ
等
を
通
じ

て
、
各
国
の
海
外
旅
行
の
実
施
状
況
や
旅
行

者
の
嗜
好
、
消
費
環
境
等
に
つ
い
て
考
察
し

て
い
る
。

　主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
っ
た
。

●
2
0
2
2
年
夏
の
海
外
旅
行
市
場
は
欧
米

豪
を
中
心
に
回
復
傾
向
。

●
欧
米
豪
の
行
き
先
は
「
近
場
」「
訪
問
経
験

有
」
が
選
択
さ
れ
る
一
方
、
ア
ジ
ア
で
は
本
格

的
な
海
外
旅
行
の
意
向
回
復
に
は
至
ら
ず
。

●
海
外
旅
行
再
開
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア
で
は

未
だ
「
興
味
・
関
心
段
階
」
に
あ
る
一
方
で
、

欧
米
豪
で
は
よ
り
具
体
的
な
内
容
に
考
え
を

巡
ら
す
「
計
画
段
階
」
に
移
行
。

●
海
外
旅
行
で
想
定
す
る
「
予
算
」
や
「
滞
在

日
数
」
は
、
欧
米
豪
で
は
「
計
画
段
階
」
に
あ

る
こ
と
を
反
映
し
て
や
や
現
実
的
な
傾
向
。

（
2
）（
目
的
地
と
し
て
の
）日
本
の
状
況

　同
様
に
、
特
集
1
で
は
、
海
外
旅
行
の
目

的
地
と
し
て
の
日
本
に
関
し
て
も
整
理
し
て

い
る
。
主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
っ
た
。

●
日
本
は
、「
次
の
海
外
旅
行
で
行
き
た
い
国
・

地
域
」
の
1
位
。

●
た
だ
し
、
欧
米
豪
で
は
前
回
調
査
か
ら
順

位
を
下
げ
て
2
位
。
要
因
と
し
て
は
、
欧
米

豪
の
「
近
場
」
志
向
や
、
日
本
の
厳
格
な〝
水

際
対
策
〞に
よ
る
手
間
や
コ
ス
ト
の
忌
避
な
ど

が
想
定
さ
れ
る
。

●
そ
の
一
方
で
、
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、
現

地
で
e
コ
マ
ー
ス
等
を
利
用
し
て
日
本
の
モ

ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
消
費
す
る
ニ
ー
ズ
が
発
生
。

（
1
）諸
外
国
の
状
況

　特
集
2
で
は
、
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
が
公
開
し
て
い
る
、C

O
V
ID
-1
9

に

対
す
る
各
国
の
政
策
対
応
を
記
録
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（O

xC
G
R
T

）
の
公
開
デ
ー
タ
を

通
じ
て
、
諸
外
国
の
「
国
外
か
ら
の
入
国
に

関
す
る
規
制
」
の
動
向
と
そ
の
背
景
と
な
る

要
因
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

　主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
っ
た
。

●
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の〝
観
光
立
国
〞の
間
で

も
、「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関
す
る
規
制
」

の
程
度
や
導
入
・
緩
和
時
期
に
は
国
に
よ
っ

て
差
が
見
ら
れ
る
。

●「
欧
州
」
で
は
、
早
期
か
ら
規
制
の
緩
和
・

撤
廃
に
踏
み
切
る
国
が
多
い
一
方
、「
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
」
は
よ
り
厳
格
に
対
応
す
る
傾

向
が
あ
る
。

●
一
方
、
タ
イ
の
よ
う
に
、「
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
」
に
属
し
な
が
ら
「
経
済
面
で
の
観
光

の
重
要
性
」
や
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
」

を
背
景
と
し
て
、
早
い
段
階
か
ら
制
限
の
緩

和
・
撤
廃
に
踏
み
切
っ
た
国
も
見
ら
れ
る
。

　な
お
、
欧
州
連
合
（
E
U
）
で
は
、「E

U
 

D
igital C

O
V
ID
 C
ertificate

」
と
呼
ば

れ
る
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
や
陰
性
証
明
を

デ
ジ
タ
ル
情
報
と
し
て
保
存
・
活
用
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
」
が
先

行
運
用
さ
れ
て
お
り
、
2
0
2
1
年
7
月
か

ら
は
E
U
加
盟
国
の
ほ
ぼ
す
べ
て
で
利
用
可

能
と
な
っ
た
。

　特
集
2
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
、「
欧
州
」

に
お
け
る
早
い
段
階
で
の
規
制
の
緩
和
・
撤

廃
に
は
、
こ
の
よ
う
な
要
因
も
一
定
程
度
影

響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
2
）日
本
の
状
況

　特
集
2
で
は
、O

xC
G
R
T

の
公
開
デ
ー

タ
か
ら
次
の
よ
う
な
点
が
把
握
さ
れ
た
。

●
日
本
は
、
2
0
2
1
年
初
頭
か
ら
直
近
の

6
月
ま
で
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
期
間
、
最
も
厳

格
な
入
国
禁
止
と
も
言
え
る
措
置
を
取
っ
た
。

　ま
た
特
集
4
で
は
、齊
藤
氏
が
特
に
2
0
2
2

年
5
月
以
降
の
我
が
国
の
観
光
政
策
の
動
向
に

つ
い
て
整
理
し
て
い
る
。

　主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
っ
た
。

●
2
0
2
0
年
3
月
以
降
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
は
実
質
的
に
は
停
止
。

●
2
0
2
2
年
5
月
に
、
旅
行
会
社
が
添
乗

員
同
行
に
よ
り
行
動
を
管
理
す
る
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ツ
ア
ー
形
式
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の

再
開
に
向
け
て
、
実
証
事
業
を
実
施
。

●
実
証
事
業
の
結
果
も
踏
ま
え
、
同
年
6
月

10
日
よ
り
添
乗
員
付
き
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー

形
式
で
の
受
け
入
れ
を
開
始
。
併
せ
て
、
外

国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
対
応
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
・
公
表
。

●
ま
た
同
年
5
月
に
は
、「
地
方
に
お
け
る

高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
地
づ
く

り
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
取
り

ま
と
め
。

（
1
）諸
外
国
の
状
況

　海
外
の
観
光
地
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
特
集
3
で
行
っ
た
タ
イ
国
政
府
観
光

庁
（
T
A
T
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
言
及

が
あ
っ
た
、「
プ
ー
ケ
ッ
ト
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク

ス
」
の
例
が
参
考
に
な
る
。
こ
れ
は
海
外
の

観
光
客
に
限
定
す
る
形
で
、
地
域
を
限
定
し

て
行
動
制
限
を
緩
和
・
撤
廃
す
る
取
り
組
み

で
あ
る
。

　こ
の
取
り
組
み
の
成
果
も
参
考
に
、
タ
イ

で
は
全
国
の
地
域
を
、
旅
行
者
の
受
け
入
れ

可
能
性
の
程
度
で
ラ
ン
ク
分
け
（
色
分
け
）

し
て
、
制
限
緩
和
を
行
っ
て
い
る
。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
、
こ
の
こ
と
は
各
地
域
が
規
制

緩
和
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ
な
が
る
効
果
を
創
出
し

た
と
の
話
が
あ
っ
た
。

　右
記
の
例
は
地
域
を
限
定
し
た
段
階
的
な

制
限
緩
和
の
例
だ
が
、
時
期
を
区
切
っ
て
段

階
的
な
制
限
緩
和
を
行
っ
た
事
例
も
見
ら
れ

る
。　例

え
ば
、
米
国
・
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
ワ
ク

チ
ン
の
1
回
接
種
率
が
55
％
と
な
っ
た
こ
と

を
理
由
と
し
て
、
州
内
の
離
島
間
移
動
の
制

限
を
2
0
2
1
年
6
月
に
解
除
し
、
さ
ら
に

そ
の
後
の
7
月
か
ら
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

終
了
し
た
旅
行
者
に
つ
い
て
、
事
前
の
検
査

や
隔
離
な
し
で
米
国
本
土
か
ら
の
渡
航
を
可

能
と
す
る
措
置
を
取
っ
て
い
る
。
地
域
内
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
を
指
標
と
し
て
、
こ
の
よ

う
に
時
期
を
区
切
っ
て
段
階
的
に
制
限
を
緩

和
す
る
措
置
は
、カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

コ
ロ
ン
ビ
ア
州
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
な
ど
で
も
見

ら
れ
る
。

（
2
）日
本
の
状
況

　特
集
3
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
訪
日
外

国
人
旅
行
者
の
代
表
的
な
目
的
地
と
な
っ
て

い
た
国
内
観
光
地
で
あ
る
、
沖
縄
県
、
京
都

市
、
倶
知
安
町
（
ニ
セ
コ
地
区
）
の
観
光
推
進

組
織
（
D
M
O
）
を
対
象
と
し
て
、
観
光
需

要
が
消
失
し
て
い
た
中
で
取
り
組
ん
だ
事
項

等
に
つ
い
て
整
理
し
た
。

　主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
っ
た
。

（
沖
縄
県
）

●
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
自
然
と
文
化
を
重
要
視

す
る
観
光
地
と
し
て
の
本
来
の
基
本
方
針
に

立
ち
戻
り
、
環
境
と
地
域
を
意
識
し
た
「
エ

シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
」
を
掲
げ
、
質
と
量
の
両

立
を
志
向
。

●
国
内
居
住
の
外
国
人
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、

各
国
に
配
置
し
て
い
る
駐
在
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

も
併
用
し
て
の
参
加
な
ど
に
よ
り
、
海
外
向

け
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

●
県
内
市
町
村
と
連
携
し
て
、
国
際
ク
ル
ー

ズ
の
受
け
入
れ
再
開
に
向
け
た
活
動
も
開
始
。

（
京
都
市
）

●
従
前
か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
た
、
事
前
予

約
制
の
導
入
に
よ
る
利
用
分
散
化
や
、
観
光

客
向
け
に
マ
ナ
ー
啓
発
を
行
う
「
京
都
観
光

モ
ラ
ル
」の
普
及
に
取
り
組
む
。（
い
ず
れ
も
、

た
ま
た
ま
コ
ロ
ナ
禍
と
時
期
が
重
な
っ
た
と

認
識
）

●
こ
れ
ま
で
明
確
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
よ
り
鮮
明
に
打
ち
出
し
、
そ
れ
を
前
提
と

し
た
商
品
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
海
外
レ
ッ
プ
と
の
連
携
に
よ
る
現
地
メ

デ
ィ
ア
へ
の
対
応
を
継
続
し
つ
つ
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
運
用
を
開
始
す
る
な
ど
、
発
信
す

る
情
報
の
充
実
に
も
取
り
組
む
。

（
倶
知
安
町
（
ニ
セ
コ
地
区
））

●
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
、
住
民
と
観
光
（
事

業
者
）
の
共
存
の
た
め
に
必
要
な
信
頼
関
係

を
構
築
す
る
た
め
、
D
M
O
が
主
体
と
な
っ

て
非
会
員
も
対
象
と
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

推
進
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
開
も
見
据
え
、
倶
知
安

町
と
ニ
セ
コ
町
の
地
域
間
連
携
の
シ
ン
ボ
ル

と
も
な
る
地
域
内
交
通
「
ス
カ
イ
バ
ス
ニ
セ

コ
」
の
運
行
を
開
始
。

●
M
I
C
E
需
要
に
対
応
す
べ
く
、
グ
リ
ー

ン
期
も
含
め
た
情
報
発
信
コ
ン
テ
ン
ツ
（
宣

伝
用
素
材
等
）
を
整
備
。

　こ
れ
ら
の
動
向
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
主
要
な
目
的
地
と
な
っ

て
い
た
国
内
観
光
地
に
と
っ
て
、
2
0
2
1
年

以
降
が
、

●
地
域
が
目
指
し
て
い
た
本
来
の
基
本
方
針

や
取
り
組
む
べ
き
事
項
に
改
め
て
向
き
合

い
、「
エ
シ
カ
ル
」「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
と
い
っ

た
キ
ー
ワ
ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
方
向
性
を
改

め
て
確
認
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
消
失
し
て
い
た
中

で
の
海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
活
用
に
よ

る
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
メ
デ
ィ
ア
対
応
の

推
進
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

や
情
報
発
信
コ
ン
テ
ン
ツ
の
整
備
。

●
地
域
住
民
と
観
光
事
業
者
の
間
の
信
頼
関

係
構
築
や
、
地
域
間
連
携
も
意
図
し
た
地
域

内
交
通
の
整
備
な
ど
、
コ
ロ
ナ
後
の
観
光
地

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
意
識
し
た
戦
略
的
な
事

業
の
推
進
。

　と
い
っ
た
内
容
に
取
り
組
ん
だ
期
間
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　確
認
し
て
き
た
よ
う
な「
海
外
旅
行
市
場
」

「
入
国
制
限
と
緩
和
」「
観
光
地
」「
観
光
政
策
」

の
各
視
点
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
、「
諸
外

国
」
と
「
日
本
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
整

理
す
る
と
表
1
の
よ
う
に
な
る
。

　今
や
我
々
の
日
常
生
活
に
お
け
る
必
需
品

と
な
っ
た
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
（
パ
ー
ソ
ナ

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
等
）
で
あ
る
が
、
使
用
し
て
い
る

う
ち
に
時
と
し
て
不
具
合
を
生
じ
、
動
作
が

「
停
止
（
フ
リ
ー
ズ
）」
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　そ
の
際
に
ま
ず
推
奨
さ
れ
る
こ
と
は
、
機

器
の
電
源
を
い
っ
た
ん
切
っ
て
入
れ
直
す

「
再
起
動
（
リ
ブ
ー
ト
）」
で
あ
る
。
一
方
、

そ
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
は
あ
る
種

の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
O
S
）

に
よ
っ
て
作
動
し
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
り
、
通
常
再
起
動
を
行
う
際
に
は
O
S

の
「
バ
ー
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
」
と
、
場
合
に

よ
っ
て
は
自
動
的
に
「
更
新
（
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
）」
が
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
多
く
の
場
合
、

そ
の
こ
と
で
よ
り
シ
ス
テ
ム
が
最
適
化
さ

れ
、新
た
な
機
能
が
付
加
さ
れ
る
と
と
も
に
、

安
定
し
て
動
作
す
る
よ
う
に
も
な
る
。

　様
々
な
要
素
が
複
雑
に
絡
み
合
う
複
雑
系

と
も
言
え
る
観
光
を
、
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
が
線
形
に
対
応
す
る
デ
ジ
タ
ル
デ

バ
イ
ス
に
例
え
る
の
は
い
さ
さ
か
乱
暴
で
は

あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
実
質
的
に
「
停

止
（
フ
リ
ー
ズ
）」
状
態
に
あ
っ
た
観
光
（
特

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
）
を
、「
再
起
動
（
リ

ブ
ー
ト
）」
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
現

在
だ
と
言
え
る
。

　同
時
に
現
在
は
、
時
期
を
同
じ
く
し
て

様
々
な
環
境
変
化
が
生
じ
て
い
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
も
あ
る
。

　環
境
変
化
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
特
集
3

で
取
り
上
げ
た
、
沖
縄
県
が
取
り
組
む
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
等
に
代
表
さ
れ
る
働
き
方
の
変

化
の
よ
う
な
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
生
じ
た
も

の
も
あ
れ
ば
、
特
集
1
で
触
れ
た
世
代
交
代

に
よ
る
価
値
観
変
化
の
よ
う
に
、
中
長
期
的

に
生
じ
つ
つ
あ
る
も
の
も
あ
る
。

　い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
環
境
変

化
に
対
し
て
観
光
・
観
光
地
と
し
て
「
最
適

化
し
、新
た
な
機
能（
取
り
組
み
）を
付
加
し
、

安
定
的
に
（
持
続
的
に
）
存
続
」
し
て
い
く

た
め
に
は
、
観
光
（
観
光
地
）
側
の
「
O
S
」

を
「
バ
ー
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
」
し
、
必
要
に

応
じ
て
「
更
新
（
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
）」
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　今
回
、
特
集
3
で
事
例
と
し
て
挙
げ
た
沖

縄
県
、
京
都
市
、
倶
知
安
町
（
ニ
セ
コ
地
区
）

は
い
ず
れ
も
、
我
が
国
を
代
表
す
る
観
光
地

で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
地
域

に
お
い
て
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
（
む
し
ろ
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
）
自
地
域
の
観
光
地
と

し
て
目
指
す
あ
り
方
を
「
バ
ー
ジ
ョ
ン

チ
ェ
ッ
ク
」
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
把
握
さ
れ
た
が
、
同
様
の
こ
と
が
全

国
の
観
光
地
に
も
求
め
ら
れ
、
場
合
に
よ
っ

て
は
「
更
新
（
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
）」
ま
で
行
う

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　当
財
団
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
観
光
・

観
光
地
の
取
り
組
み
に
学
術
と
実
践
の
両
面

か
ら
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（か
ん
の 

ま
さ
ひ
ろ
）

観
光
の

「
バー
ジョン
チェッ
ク
」と

「
更
新（
アップ
デ
ー
ト
）」への

期
待

3.
海
外
旅
行
市
場
の

状
況

2.C
O
V
ID
-1
9

の
状
況

1.
は
じ
め
に

Daily new confirmed COVID-19 cases & deaths per million people
7-day rolling average. Limited testing and challenges in the attribution of cause of death means 
the cases and deaths counts may not be accurate.

Mar 1,2020 Aug 8,2020 Feb 24,2021 Sep 12,2021 Mar 31,2022 Oct 8,2022

Mar 1,2020 Aug 8,2020 Feb 24,2021 Sep 12,2021 Mar 31,2022

New cases(per 1M)

New cases(per 1M)

Source: Johns Hopkins University CSSE COVID-19 Data
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　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（C

O
V
ID
-19

）

が
世
界
的
に
ま
ん
延
し
た
こ
と
で
、
観
光
が

前
提
と
し
て
い
る
人
の
移
動
・
接
触
、
交
流

は
大
き
な
制
限
を
受
け
、
我
が
国
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
全
般
の
活
動
も
停
止
状

態
に
陥
っ
た
。

　当
誌
で
は
、
こ
の
未
曾
有
の
危
機
と
も
言

え
る
状
況
下
で
の
観
光
地
や
観
光
産
業
の
現

状
や
対
応
を
、
い
わ
ば
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て

記
録
し
て
お
く
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
の
認

識
の
も
と
、
過
去
3
号
（
2
4
6
〜
2
4
8

号
）
に
わ
た
っ
て
特
集
を
組
ん
だ
。

　3
号
の
う
ち
最
後
の
2
4
8
号（
2
0
2
1

年
2
月
）の
発
刊
か
ら
約
1
年
半
が
経
過
し
た

現
在
、
巻
頭
言
で
門
川
氏
が
言
及
す
る
よ
う

に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
M
I
C
E
の
本
格
的

な
回
復
が
期
待
さ
れ
る
局
面
と
な
っ
て
い
る
。

　本
特
集
は
、
そ
の
よ
う
な
現
時
点
に
お
い

て
、
主
と
し
て
2
0
2
1
年
以
降
の
観
光
の

動
向
を
、
特
に「
海
外
旅
行
市
場
」「
入
国
制
限

と
緩
和
」「
観
光
地
」「
観
光
政
策
」の
各
視
点

か
ら
俯
瞰
し
つ
つ
整
理
す
る
こ
と
で
、
過
去

3
号
に
続
く
第
4
段
の
コ
ロ
ナ
禍
特
集
号
と

し
て
位
置
づ
け
て
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。

　本
稿
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
本
特
集
の
発

案
主
旨
に
も
と
づ
き
、
各
特
集
を
概
観
し
、

ま
た
そ
の
他
の
情
報
に
も
触
れ
な
が
ら
、
観

光
を
取
り
巻
く
全
般
的
な
動
向
を
振
り
返
っ

て
み
た
い
。

　2
0
2
1
年
以
降
、C
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を
取

り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
そ

の
主
た
る
要
因
は
大
き
く
次
の
2
点
に
集
約

で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
「
世
界
的
な
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
進
展
」
と
「
重
症
化
リ
ス
ク
が
低

い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出
現
」
で
あ
る
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
は
、
各
国
で
集
中
的
な
ワ
ク
チ

ン
開
発
と
迅
速
な
治
験
が
行
わ
れ
、
複
数
の

ワ
ク
チ
ン
が
実
用
化
さ
れ
た
結
果
、

2
0
2
1
年
初
頭
頃
か
ら
世
界
的
に
急
ピ
ッ

チ
で
接
種
が
進
め
ら
れ
た
。

　そ
の
結
果
、
2
0
2
2
年
に
入
っ
て
若
干

頭
打
ち
の
傾
向
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
ア
フ

リ
カ
地
域
を
除
く
各
地
域
に
お
い
て
、
規
定

の
回
数
を
接
種
し
た
人
数
の
割
合
（
2
回
の

接
種
が
必
要
な
ワ
ク
チ
ン
な
ら
2
回
の
接
種

を
完
了
し
た
人
数
の
割
合
）
は
概
ね
60
〜

70
％
を
達
成
し
て
い
る
。

　ま
た
、
日
本
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
1
年

7
月
頃
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
世
界
と
比
較

し
て
よ
り
速
い
ペ
ー
ス
で
接
種
が
進
み
、

2
0
2
2
年
に
入
っ
て
か
ら
は
や
は
り
頭
打

ち
の
傾
向
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
80
％
を
超

え
る
高
い
接
種
率
を
実
現
し
て
い
る（
図
1
）。

　開
発
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
は
、
当
初
流
行
し

て
い
た
ア
ル
フ
ァ
株
の
ほ
か
、
2
0
2
1
年

3
月
ご
ろ
か
ら
流
行
が
始
ま
り
、
同
年
9
月

ご
ろ
に
は
ほ
ぼ
置
き
換
わ
る
形
と
な
っ
た
デ

ル
タ
株
（
特
集
2
・
図
2
上
の
グ
ラ
フ
を
参

照
）
に
対
し
て
も
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。

　そ
の
後
、
2
0
2
1
年
の
年
末
ご
ろ
か
ら

新
た
な
変
異
株
で
あ
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
出

現
し
、
2
0
2
2
年
3
月
ご
ろ
ま
で
に
ほ
ぼ

完
全
に
置
き
換
わ
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る

（
特
集
2
・
図
2
下
の
グ
ラ
フ
を
参
照
）。

　こ
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
つ
い
て
は
、
デ
ル

タ
株
と
比
較
し
て
相
対
的
に
感
染
力
は
高
い

も
の
の
、
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
は
低
い
と
い

う
特
徴
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
特
徴
は
、
1
0
0
万
人
当
た
り
の
1

日
の
新
規
感
染
者
数
と
死
者
数
の
推
移
を
7

日
間
移
動
平
均
で
比
較
し
た
グ
ラ
フ
で
、

2
0
2
2
年
に
入
っ
て
か
ら
、
1
0
0
万
人

当
た
り
新
規
感
染
者
数
は
増
加
し
て
い
る
も

の
の
、
死
者
数
は
そ
れ
と
は
逆
に
2
0
2
1

年
よ
り
も
低
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
様
子

か
ら
も
う
か
が
い
知
る
事
が
で
き
る
（
図

2
）。

（
1
）諸
外
国
の
状
況

　特
集
1
で
は
、
当
財
団
が
こ
れ
ま
で
海
外

12
ヶ
国
を
対
象
と
し
て
継
続
的
に
実
施
し
て

き
た
独
自
調
査
の
経
年
デ
ー
タ
等
を
通
じ

て
、
各
国
の
海
外
旅
行
の
実
施
状
況
や
旅
行

者
の
嗜
好
、
消
費
環
境
等
に
つ
い
て
考
察
し

て
い
る
。

　主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
っ
た
。

●
2
0
2
2
年
夏
の
海
外
旅
行
市
場
は
欧
米

豪
を
中
心
に
回
復
傾
向
。

●
欧
米
豪
の
行
き
先
は
「
近
場
」「
訪
問
経
験

有
」
が
選
択
さ
れ
る
一
方
、
ア
ジ
ア
で
は
本
格

的
な
海
外
旅
行
の
意
向
回
復
に
は
至
ら
ず
。

●
海
外
旅
行
再
開
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア
で
は

未
だ
「
興
味
・
関
心
段
階
」
に
あ
る
一
方
で
、

欧
米
豪
で
は
よ
り
具
体
的
な
内
容
に
考
え
を

巡
ら
す
「
計
画
段
階
」
に
移
行
。

●
海
外
旅
行
で
想
定
す
る
「
予
算
」
や
「
滞
在

日
数
」
は
、
欧
米
豪
で
は
「
計
画
段
階
」
に
あ

る
こ
と
を
反
映
し
て
や
や
現
実
的
な
傾
向
。

（
2
）（
目
的
地
と
し
て
の
）日
本
の
状
況

　同
様
に
、
特
集
1
で
は
、
海
外
旅
行
の
目

的
地
と
し
て
の
日
本
に
関
し
て
も
整
理
し
て

い
る
。
主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
っ
た
。

●
日
本
は
、「
次
の
海
外
旅
行
で
行
き
た
い
国
・

地
域
」
の
1
位
。

●
た
だ
し
、
欧
米
豪
で
は
前
回
調
査
か
ら
順

位
を
下
げ
て
2
位
。
要
因
と
し
て
は
、
欧
米

豪
の
「
近
場
」
志
向
や
、
日
本
の
厳
格
な〝
水

際
対
策
〞に
よ
る
手
間
や
コ
ス
ト
の
忌
避
な
ど

が
想
定
さ
れ
る
。

●
そ
の
一
方
で
、
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、
現

地
で
e
コ
マ
ー
ス
等
を
利
用
し
て
日
本
の
モ

ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
消
費
す
る
ニ
ー
ズ
が
発
生
。

（
1
）諸
外
国
の
状
況

　特
集
2
で
は
、
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
が
公
開
し
て
い
る
、C

O
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に

対
す
る
各
国
の
政
策
対
応
を
記
録
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（O

xC
G
R
T

）
の
公
開
デ
ー
タ
を

通
じ
て
、
諸
外
国
の
「
国
外
か
ら
の
入
国
に

関
す
る
規
制
」
の
動
向
と
そ
の
背
景
と
な
る

要
因
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

　主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
っ
た
。

●
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の〝
観
光
立
国
〞の
間
で

も
、「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関
す
る
規
制
」

の
程
度
や
導
入
・
緩
和
時
期
に
は
国
に
よ
っ

て
差
が
見
ら
れ
る
。

●「
欧
州
」
で
は
、
早
期
か
ら
規
制
の
緩
和
・

撤
廃
に
踏
み
切
る
国
が
多
い
一
方
、「
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
」
は
よ
り
厳
格
に
対
応
す
る
傾

向
が
あ
る
。

●
一
方
、
タ
イ
の
よ
う
に
、「
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
」
に
属
し
な
が
ら
「
経
済
面
で
の
観
光

の
重
要
性
」
や
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
」

を
背
景
と
し
て
、
早
い
段
階
か
ら
制
限
の
緩

和
・
撤
廃
に
踏
み
切
っ
た
国
も
見
ら
れ
る
。

　な
お
、
欧
州
連
合
（
E
U
）
で
は
、「E

U
 

D
igital C

O
V
ID
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ertificate

」
と
呼
ば

れ
る
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
や
陰
性
証
明
を

デ
ジ
タ
ル
情
報
と
し
て
保
存
・
活
用
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
」
が
先

行
運
用
さ
れ
て
お
り
、
2
0
2
1
年
7
月
か

ら
は
E
U
加
盟
国
の
ほ
ぼ
す
べ
て
で
利
用
可

能
と
な
っ
た
。

　特
集
2
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
、「
欧
州
」

に
お
け
る
早
い
段
階
で
の
規
制
の
緩
和
・
撤

廃
に
は
、
こ
の
よ
う
な
要
因
も
一
定
程
度
影

響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
2
）日
本
の
状
況

　特
集
2
で
は
、O

xC
G
R
T

の
公
開
デ
ー

タ
か
ら
次
の
よ
う
な
点
が
把
握
さ
れ
た
。

●
日
本
は
、
2
0
2
1
年
初
頭
か
ら
直
近
の

6
月
ま
で
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
期
間
、
最
も
厳

格
な
入
国
禁
止
と
も
言
え
る
措
置
を
取
っ
た
。

　ま
た
特
集
4
で
は
、齊
藤
氏
が
特
に
2
0
2
2

年
5
月
以
降
の
我
が
国
の
観
光
政
策
の
動
向
に

つ
い
て
整
理
し
て
い
る
。

　主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
っ
た
。

●
2
0
2
0
年
3
月
以
降
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
は
実
質
的
に
は
停
止
。

●
2
0
2
2
年
5
月
に
、
旅
行
会
社
が
添
乗

員
同
行
に
よ
り
行
動
を
管
理
す
る
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ツ
ア
ー
形
式
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の

再
開
に
向
け
て
、
実
証
事
業
を
実
施
。

●
実
証
事
業
の
結
果
も
踏
ま
え
、
同
年
6
月

10
日
よ
り
添
乗
員
付
き
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー

形
式
で
の
受
け
入
れ
を
開
始
。
併
せ
て
、
外

国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
対
応
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
・
公
表
。

●
ま
た
同
年
5
月
に
は
、「
地
方
に
お
け
る

高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
地
づ
く

り
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
取
り

ま
と
め
。

（
1
）諸
外
国
の
状
況

　海
外
の
観
光
地
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
特
集
3
で
行
っ
た
タ
イ
国
政
府
観
光

庁
（
T
A
T
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
言
及

が
あ
っ
た
、「
プ
ー
ケ
ッ
ト
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク

ス
」
の
例
が
参
考
に
な
る
。
こ
れ
は
海
外
の

観
光
客
に
限
定
す
る
形
で
、
地
域
を
限
定
し

て
行
動
制
限
を
緩
和
・
撤
廃
す
る
取
り
組
み

で
あ
る
。

　こ
の
取
り
組
み
の
成
果
も
参
考
に
、
タ
イ

で
は
全
国
の
地
域
を
、
旅
行
者
の
受
け
入
れ

可
能
性
の
程
度
で
ラ
ン
ク
分
け
（
色
分
け
）

し
て
、
制
限
緩
和
を
行
っ
て
い
る
。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
、
こ
の
こ
と
は
各
地
域
が
規
制

緩
和
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ
な
が
る
効
果
を
創
出
し

た
と
の
話
が
あ
っ
た
。

　右
記
の
例
は
地
域
を
限
定
し
た
段
階
的
な

制
限
緩
和
の
例
だ
が
、
時
期
を
区
切
っ
て
段

階
的
な
制
限
緩
和
を
行
っ
た
事
例
も
見
ら
れ

る
。　例

え
ば
、
米
国
・
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
ワ
ク

チ
ン
の
1
回
接
種
率
が
55
％
と
な
っ
た
こ
と

を
理
由
と
し
て
、
州
内
の
離
島
間
移
動
の
制

限
を
2
0
2
1
年
6
月
に
解
除
し
、
さ
ら
に

そ
の
後
の
7
月
か
ら
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

終
了
し
た
旅
行
者
に
つ
い
て
、
事
前
の
検
査

や
隔
離
な
し
で
米
国
本
土
か
ら
の
渡
航
を
可

能
と
す
る
措
置
を
取
っ
て
い
る
。
地
域
内
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
を
指
標
と
し
て
、
こ
の
よ

う
に
時
期
を
区
切
っ
て
段
階
的
に
制
限
を
緩

和
す
る
措
置
は
、カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

コ
ロ
ン
ビ
ア
州
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
な
ど
で
も
見

ら
れ
る
。

（
2
）日
本
の
状
況

　特
集
3
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
訪
日
外

国
人
旅
行
者
の
代
表
的
な
目
的
地
と
な
っ
て

い
た
国
内
観
光
地
で
あ
る
、
沖
縄
県
、
京
都

市
、
倶
知
安
町
（
ニ
セ
コ
地
区
）
の
観
光
推
進

組
織
（
D
M
O
）
を
対
象
と
し
て
、
観
光
需

要
が
消
失
し
て
い
た
中
で
取
り
組
ん
だ
事
項

等
に
つ
い
て
整
理
し
た
。

　主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
っ
た
。

（
沖
縄
県
）

●
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
自
然
と
文
化
を
重
要
視

す
る
観
光
地
と
し
て
の
本
来
の
基
本
方
針
に

立
ち
戻
り
、
環
境
と
地
域
を
意
識
し
た
「
エ

シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
」
を
掲
げ
、
質
と
量
の
両

立
を
志
向
。

●
国
内
居
住
の
外
国
人
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、

各
国
に
配
置
し
て
い
る
駐
在
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

も
併
用
し
て
の
参
加
な
ど
に
よ
り
、
海
外
向

け
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

●
県
内
市
町
村
と
連
携
し
て
、
国
際
ク
ル
ー

ズ
の
受
け
入
れ
再
開
に
向
け
た
活
動
も
開
始
。

（
京
都
市
）

●
従
前
か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
た
、
事
前
予

約
制
の
導
入
に
よ
る
利
用
分
散
化
や
、
観
光

客
向
け
に
マ
ナ
ー
啓
発
を
行
う
「
京
都
観
光

モ
ラ
ル
」の
普
及
に
取
り
組
む
。（
い
ず
れ
も
、

た
ま
た
ま
コ
ロ
ナ
禍
と
時
期
が
重
な
っ
た
と

認
識
）

●
こ
れ
ま
で
明
確
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
よ
り
鮮
明
に
打
ち
出
し
、
そ
れ
を
前
提
と

し
た
商
品
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
海
外
レ
ッ
プ
と
の
連
携
に
よ
る
現
地
メ

デ
ィ
ア
へ
の
対
応
を
継
続
し
つ
つ
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
運
用
を
開
始
す
る
な
ど
、
発
信
す

る
情
報
の
充
実
に
も
取
り
組
む
。

（
倶
知
安
町
（
ニ
セ
コ
地
区
））

●
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
、
住
民
と
観
光
（
事

業
者
）
の
共
存
の
た
め
に
必
要
な
信
頼
関
係

を
構
築
す
る
た
め
、
D
M
O
が
主
体
と
な
っ

て
非
会
員
も
対
象
と
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

推
進
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
開
も
見
据
え
、
倶
知
安

町
と
ニ
セ
コ
町
の
地
域
間
連
携
の
シ
ン
ボ
ル

と
も
な
る
地
域
内
交
通
「
ス
カ
イ
バ
ス
ニ
セ

コ
」
の
運
行
を
開
始
。

●
M
I
C
E
需
要
に
対
応
す
べ
く
、
グ
リ
ー

ン
期
も
含
め
た
情
報
発
信
コ
ン
テ
ン
ツ
（
宣

伝
用
素
材
等
）
を
整
備
。

　こ
れ
ら
の
動
向
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
主
要
な
目
的
地
と
な
っ

て
い
た
国
内
観
光
地
に
と
っ
て
、
2
0
2
1
年

以
降
が
、

●
地
域
が
目
指
し
て
い
た
本
来
の
基
本
方
針

や
取
り
組
む
べ
き
事
項
に
改
め
て
向
き
合

い
、「
エ
シ
カ
ル
」「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
と
い
っ

た
キ
ー
ワ
ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
方
向
性
を
改

め
て
確
認
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
消
失
し
て
い
た
中

で
の
海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
活
用
に
よ

る
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
メ
デ
ィ
ア
対
応
の

推
進
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

や
情
報
発
信
コ
ン
テ
ン
ツ
の
整
備
。

●
地
域
住
民
と
観
光
事
業
者
の
間
の
信
頼
関

係
構
築
や
、
地
域
間
連
携
も
意
図
し
た
地
域

内
交
通
の
整
備
な
ど
、
コ
ロ
ナ
後
の
観
光
地

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
意
識
し
た
戦
略
的
な
事

業
の
推
進
。

　と
い
っ
た
内
容
に
取
り
組
ん
だ
期
間
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　確
認
し
て
き
た
よ
う
な「
海
外
旅
行
市
場
」

「
入
国
制
限
と
緩
和
」「
観
光
地
」「
観
光
政
策
」

の
各
視
点
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
、「
諸
外

国
」
と
「
日
本
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
整

理
す
る
と
表
1
の
よ
う
に
な
る
。

　今
や
我
々
の
日
常
生
活
に
お
け
る
必
需
品

と
な
っ
た
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
（
パ
ー
ソ
ナ

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
等
）
で
あ
る
が
、
使
用
し
て
い
る

う
ち
に
時
と
し
て
不
具
合
を
生
じ
、
動
作
が

「
停
止
（
フ
リ
ー
ズ
）」
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　そ
の
際
に
ま
ず
推
奨
さ
れ
る
こ
と
は
、
機

器
の
電
源
を
い
っ
た
ん
切
っ
て
入
れ
直
す

「
再
起
動
（
リ
ブ
ー
ト
）」
で
あ
る
。
一
方
、

そ
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
は
あ
る
種

の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
O
S
）

に
よ
っ
て
作
動
し
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
り
、
通
常
再
起
動
を
行
う
際
に
は
O
S

の
「
バ
ー
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
」
と
、
場
合
に

よ
っ
て
は
自
動
的
に
「
更
新
（
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
）」
が
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
多
く
の
場
合
、

そ
の
こ
と
で
よ
り
シ
ス
テ
ム
が
最
適
化
さ

れ
、新
た
な
機
能
が
付
加
さ
れ
る
と
と
も
に
、

安
定
し
て
動
作
す
る
よ
う
に
も
な
る
。

　様
々
な
要
素
が
複
雑
に
絡
み
合
う
複
雑
系

と
も
言
え
る
観
光
を
、
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
が
線
形
に
対
応
す
る
デ
ジ
タ
ル
デ

バ
イ
ス
に
例
え
る
の
は
い
さ
さ
か
乱
暴
で
は

あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
実
質
的
に
「
停

止
（
フ
リ
ー
ズ
）」
状
態
に
あ
っ
た
観
光
（
特

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
）
を
、「
再
起
動
（
リ

ブ
ー
ト
）」
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
現

在
だ
と
言
え
る
。

　同
時
に
現
在
は
、
時
期
を
同
じ
く
し
て

様
々
な
環
境
変
化
が
生
じ
て
い
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
も
あ
る
。

　環
境
変
化
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
特
集
3

で
取
り
上
げ
た
、
沖
縄
県
が
取
り
組
む
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
等
に
代
表
さ
れ
る
働
き
方
の
変

化
の
よ
う
な
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
生
じ
た
も

の
も
あ
れ
ば
、
特
集
1
で
触
れ
た
世
代
交
代

に
よ
る
価
値
観
変
化
の
よ
う
に
、
中
長
期
的

に
生
じ
つ
つ
あ
る
も
の
も
あ
る
。

　い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
環
境
変

化
に
対
し
て
観
光
・
観
光
地
と
し
て
「
最
適

化
し
、新
た
な
機
能（
取
り
組
み
）を
付
加
し
、

安
定
的
に
（
持
続
的
に
）
存
続
」
し
て
い
く

た
め
に
は
、
観
光
（
観
光
地
）
側
の
「
O
S
」

を
「
バ
ー
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
」
し
、
必
要
に

応
じ
て
「
更
新
（
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
）」
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　今
回
、
特
集
3
で
事
例
と
し
て
挙
げ
た
沖

縄
県
、
京
都
市
、
倶
知
安
町
（
ニ
セ
コ
地
区
）

は
い
ず
れ
も
、
我
が
国
を
代
表
す
る
観
光
地

で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
地
域

に
お
い
て
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
（
む
し
ろ
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
）
自
地
域
の
観
光
地
と

し
て
目
指
す
あ
り
方
を
「
バ
ー
ジ
ョ
ン

チ
ェ
ッ
ク
」
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
把
握
さ
れ
た
が
、
同
様
の
こ
と
が
全

国
の
観
光
地
に
も
求
め
ら
れ
、
場
合
に
よ
っ

て
は
「
更
新
（
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
）」
ま
で
行
う

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　当
財
団
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
観
光
・

観
光
地
の
取
り
組
み
に
学
術
と
実
践
の
両
面

か
ら
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（か
ん
の 

ま
さ
ひ
ろ
）

4.
国
レ
ベ
ル
の

入
国
制
限
と
緩
和
の

状
況

5.
観
光
地
・

地
方
自
治
体
の
状
況

6.
お
わ
り
に

観光の「バージョンチェック」と「更新（アップデート）」への期待視座
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　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（C

O
V
ID
-19

）

が
世
界
的
に
ま
ん
延
し
た
こ
と
で
、
観
光
が

前
提
と
し
て
い
る
人
の
移
動
・
接
触
、
交
流

は
大
き
な
制
限
を
受
け
、
我
が
国
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
全
般
の
活
動
も
停
止
状

態
に
陥
っ
た
。

　当
誌
で
は
、
こ
の
未
曾
有
の
危
機
と
も
言

え
る
状
況
下
で
の
観
光
地
や
観
光
産
業
の
現

状
や
対
応
を
、
い
わ
ば
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て

記
録
し
て
お
く
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
の
認

識
の
も
と
、
過
去
3
号
（
2
4
6
〜
2
4
8

号
）
に
わ
た
っ
て
特
集
を
組
ん
だ
。

　3
号
の
う
ち
最
後
の
2
4
8
号（
2
0
2
1

年
2
月
）の
発
刊
か
ら
約
1
年
半
が
経
過
し
た

現
在
、
巻
頭
言
で
門
川
氏
が
言
及
す
る
よ
う

に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
M
I
C
E
の
本
格
的

な
回
復
が
期
待
さ
れ
る
局
面
と
な
っ
て
い
る
。

　本
特
集
は
、
そ
の
よ
う
な
現
時
点
に
お
い

て
、
主
と
し
て
2
0
2
1
年
以
降
の
観
光
の

動
向
を
、
特
に「
海
外
旅
行
市
場
」「
入
国
制
限

と
緩
和
」「
観
光
地
」「
観
光
政
策
」の
各
視
点

か
ら
俯
瞰
し
つ
つ
整
理
す
る
こ
と
で
、
過
去

3
号
に
続
く
第
4
段
の
コ
ロ
ナ
禍
特
集
号
と

し
て
位
置
づ
け
て
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。

　本
稿
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
本
特
集
の
発

案
主
旨
に
も
と
づ
き
、
各
特
集
を
概
観
し
、

ま
た
そ
の
他
の
情
報
に
も
触
れ
な
が
ら
、
観

光
を
取
り
巻
く
全
般
的
な
動
向
を
振
り
返
っ

て
み
た
い
。

　2
0
2
1
年
以
降
、C

O
V
ID
-1
9

を
取

り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
そ

の
主
た
る
要
因
は
大
き
く
次
の
2
点
に
集
約

で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
「
世
界
的
な
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
進
展
」
と
「
重
症
化
リ
ス
ク
が
低

い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出
現
」
で
あ
る
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
は
、
各
国
で
集
中
的
な
ワ
ク
チ

ン
開
発
と
迅
速
な
治
験
が
行
わ
れ
、
複
数
の

ワ
ク
チ
ン
が
実
用
化
さ
れ
た
結
果
、

2
0
2
1
年
初
頭
頃
か
ら
世
界
的
に
急
ピ
ッ

チ
で
接
種
が
進
め
ら
れ
た
。

　そ
の
結
果
、
2
0
2
2
年
に
入
っ
て
若
干

頭
打
ち
の
傾
向
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
ア
フ

リ
カ
地
域
を
除
く
各
地
域
に
お
い
て
、
規
定

の
回
数
を
接
種
し
た
人
数
の
割
合
（
2
回
の

接
種
が
必
要
な
ワ
ク
チ
ン
な
ら
2
回
の
接
種

を
完
了
し
た
人
数
の
割
合
）
は
概
ね
60
〜

70
％
を
達
成
し
て
い
る
。

　ま
た
、
日
本
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
1
年

7
月
頃
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
世
界
と
比
較

し
て
よ
り
速
い
ペ
ー
ス
で
接
種
が
進
み
、

2
0
2
2
年
に
入
っ
て
か
ら
は
や
は
り
頭
打

ち
の
傾
向
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
80
％
を
超

え
る
高
い
接
種
率
を
実
現
し
て
い
る（
図
1
）。

　開
発
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
は
、
当
初
流
行
し

て
い
た
ア
ル
フ
ァ
株
の
ほ
か
、
2
0
2
1
年

3
月
ご
ろ
か
ら
流
行
が
始
ま
り
、
同
年
9
月

ご
ろ
に
は
ほ
ぼ
置
き
換
わ
る
形
と
な
っ
た
デ

ル
タ
株
（
特
集
2
・
図
2
上
の
グ
ラ
フ
を
参

照
）
に
対
し
て
も
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。

　そ
の
後
、
2
0
2
1
年
の
年
末
ご
ろ
か
ら

新
た
な
変
異
株
で
あ
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
出

現
し
、
2
0
2
2
年
3
月
ご
ろ
ま
で
に
ほ
ぼ

完
全
に
置
き
換
わ
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る

（
特
集
2
・
図
2
下
の
グ
ラ
フ
を
参
照
）。

　こ
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
つ
い
て
は
、
デ
ル

タ
株
と
比
較
し
て
相
対
的
に
感
染
力
は
高
い

も
の
の
、
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
は
低
い
と
い

う
特
徴
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
特
徴
は
、
1
0
0
万
人
当
た
り
の
1

日
の
新
規
感
染
者
数
と
死
者
数
の
推
移
を
7

日
間
移
動
平
均
で
比
較
し
た
グ
ラ
フ
で
、

2
0
2
2
年
に
入
っ
て
か
ら
、
1
0
0
万
人

当
た
り
新
規
感
染
者
数
は
増
加
し
て
い
る
も

の
の
、
死
者
数
は
そ
れ
と
は
逆
に
2
0
2
1

年
よ
り
も
低
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
様
子

か
ら
も
う
か
が
い
知
る
事
が
で
き
る
（
図

2
）。

（
1
）諸
外
国
の
状
況

　特
集
1
で
は
、
当
財
団
が
こ
れ
ま
で
海
外

12
ヶ
国
を
対
象
と
し
て
継
続
的
に
実
施
し
て

き
た
独
自
調
査
の
経
年
デ
ー
タ
等
を
通
じ

て
、
各
国
の
海
外
旅
行
の
実
施
状
況
や
旅
行

者
の
嗜
好
、
消
費
環
境
等
に
つ
い
て
考
察
し

て
い
る
。

　主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
っ
た
。

●
2
0
2
2
年
夏
の
海
外
旅
行
市
場
は
欧
米

豪
を
中
心
に
回
復
傾
向
。

●
欧
米
豪
の
行
き
先
は
「
近
場
」「
訪
問
経
験

有
」
が
選
択
さ
れ
る
一
方
、
ア
ジ
ア
で
は
本
格

的
な
海
外
旅
行
の
意
向
回
復
に
は
至
ら
ず
。

●
海
外
旅
行
再
開
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア
で
は

未
だ
「
興
味
・
関
心
段
階
」
に
あ
る
一
方
で
、

欧
米
豪
で
は
よ
り
具
体
的
な
内
容
に
考
え
を

巡
ら
す
「
計
画
段
階
」
に
移
行
。

●
海
外
旅
行
で
想
定
す
る
「
予
算
」
や
「
滞
在

日
数
」
は
、
欧
米
豪
で
は
「
計
画
段
階
」
に
あ

る
こ
と
を
反
映
し
て
や
や
現
実
的
な
傾
向
。

（
2
）（
目
的
地
と
し
て
の
）日
本
の
状
況

　同
様
に
、
特
集
1
で
は
、
海
外
旅
行
の
目

的
地
と
し
て
の
日
本
に
関
し
て
も
整
理
し
て

い
る
。
主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
っ
た
。

●
日
本
は
、「
次
の
海
外
旅
行
で
行
き
た
い
国
・

地
域
」
の
1
位
。

●
た
だ
し
、
欧
米
豪
で
は
前
回
調
査
か
ら
順

位
を
下
げ
て
2
位
。
要
因
と
し
て
は
、
欧
米

豪
の
「
近
場
」
志
向
や
、
日
本
の
厳
格
な〝
水

際
対
策
〞に
よ
る
手
間
や
コ
ス
ト
の
忌
避
な
ど

が
想
定
さ
れ
る
。

●
そ
の
一
方
で
、
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、
現

地
で
e
コ
マ
ー
ス
等
を
利
用
し
て
日
本
の
モ

ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
消
費
す
る
ニ
ー
ズ
が
発
生
。

（
1
）諸
外
国
の
状
況

　特
集
2
で
は
、
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
が
公
開
し
て
い
る
、C

O
V
ID
-1
9

に

対
す
る
各
国
の
政
策
対
応
を
記
録
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（O

xC
G
R
T

）
の
公
開
デ
ー
タ
を

通
じ
て
、
諸
外
国
の
「
国
外
か
ら
の
入
国
に

関
す
る
規
制
」
の
動
向
と
そ
の
背
景
と
な
る

要
因
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

　主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
っ
た
。

●
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の〝
観
光
立
国
〞の
間
で

も
、「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関
す
る
規
制
」

の
程
度
や
導
入
・
緩
和
時
期
に
は
国
に
よ
っ

て
差
が
見
ら
れ
る
。

●「
欧
州
」
で
は
、
早
期
か
ら
規
制
の
緩
和
・

撤
廃
に
踏
み
切
る
国
が
多
い
一
方
、「
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
」
は
よ
り
厳
格
に
対
応
す
る
傾

向
が
あ
る
。

●
一
方
、
タ
イ
の
よ
う
に
、「
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
」
に
属
し
な
が
ら
「
経
済
面
で
の
観
光

の
重
要
性
」
や
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
」

を
背
景
と
し
て
、
早
い
段
階
か
ら
制
限
の
緩

和
・
撤
廃
に
踏
み
切
っ
た
国
も
見
ら
れ
る
。

　な
お
、
欧
州
連
合
（
E
U
）
で
は
、「E

U
 

D
igital C

O
V
ID
 C
ertificate

」
と
呼
ば

れ
る
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
や
陰
性
証
明
を

デ
ジ
タ
ル
情
報
と
し
て
保
存
・
活
用
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
」
が
先

行
運
用
さ
れ
て
お
り
、
2
0
2
1
年
7
月
か

ら
は
E
U
加
盟
国
の
ほ
ぼ
す
べ
て
で
利
用
可

能
と
な
っ
た
。

　特
集
2
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
、「
欧
州
」

に
お
け
る
早
い
段
階
で
の
規
制
の
緩
和
・
撤

廃
に
は
、
こ
の
よ
う
な
要
因
も
一
定
程
度
影

響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
2
）日
本
の
状
況

　特
集
2
で
は
、O

xC
G
R
T

の
公
開
デ
ー

タ
か
ら
次
の
よ
う
な
点
が
把
握
さ
れ
た
。

●
日
本
は
、
2
0
2
1
年
初
頭
か
ら
直
近
の

6
月
ま
で
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
期
間
、
最
も
厳

格
な
入
国
禁
止
と
も
言
え
る
措
置
を
取
っ
た
。

　ま
た
特
集
4
で
は
、齊
藤
氏
が
特
に
2
0
2
2

年
5
月
以
降
の
我
が
国
の
観
光
政
策
の
動
向
に

つ
い
て
整
理
し
て
い
る
。

　主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
っ
た
。

●
2
0
2
0
年
3
月
以
降
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
は
実
質
的
に
は
停
止
。

●
2
0
2
2
年
5
月
に
、
旅
行
会
社
が
添
乗

員
同
行
に
よ
り
行
動
を
管
理
す
る
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ツ
ア
ー
形
式
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の

再
開
に
向
け
て
、
実
証
事
業
を
実
施
。

●
実
証
事
業
の
結
果
も
踏
ま
え
、
同
年
6
月

10
日
よ
り
添
乗
員
付
き
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー

形
式
で
の
受
け
入
れ
を
開
始
。
併
せ
て
、
外

国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
対
応
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
・
公
表
。

●
ま
た
同
年
5
月
に
は
、「
地
方
に
お
け
る

高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
地
づ
く

り
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
取
り

ま
と
め
。

（
1
）諸
外
国
の
状
況

　海
外
の
観
光
地
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
特
集
3
で
行
っ
た
タ
イ
国
政
府
観
光

庁
（
T
A
T
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
言
及

が
あ
っ
た
、「
プ
ー
ケ
ッ
ト
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク

ス
」
の
例
が
参
考
に
な
る
。
こ
れ
は
海
外
の

観
光
客
に
限
定
す
る
形
で
、
地
域
を
限
定
し

て
行
動
制
限
を
緩
和
・
撤
廃
す
る
取
り
組
み

で
あ
る
。

　こ
の
取
り
組
み
の
成
果
も
参
考
に
、
タ
イ

で
は
全
国
の
地
域
を
、
旅
行
者
の
受
け
入
れ

可
能
性
の
程
度
で
ラ
ン
ク
分
け
（
色
分
け
）

し
て
、
制
限
緩
和
を
行
っ
て
い
る
。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
、
こ
の
こ
と
は
各
地
域
が
規
制

緩
和
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ
な
が
る
効
果
を
創
出
し

た
と
の
話
が
あ
っ
た
。

　右
記
の
例
は
地
域
を
限
定
し
た
段
階
的
な

制
限
緩
和
の
例
だ
が
、
時
期
を
区
切
っ
て
段

階
的
な
制
限
緩
和
を
行
っ
た
事
例
も
見
ら
れ

る
。　例

え
ば
、
米
国
・
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
ワ
ク

チ
ン
の
1
回
接
種
率
が
55
％
と
な
っ
た
こ
と

を
理
由
と
し
て
、
州
内
の
離
島
間
移
動
の
制

限
を
2
0
2
1
年
6
月
に
解
除
し
、
さ
ら
に

そ
の
後
の
7
月
か
ら
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

終
了
し
た
旅
行
者
に
つ
い
て
、
事
前
の
検
査

や
隔
離
な
し
で
米
国
本
土
か
ら
の
渡
航
を
可

能
と
す
る
措
置
を
取
っ
て
い
る
。
地
域
内
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
を
指
標
と
し
て
、
こ
の
よ

う
に
時
期
を
区
切
っ
て
段
階
的
に
制
限
を
緩

和
す
る
措
置
は
、カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

コ
ロ
ン
ビ
ア
州
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
な
ど
で
も
見

ら
れ
る
。

（
2
）日
本
の
状
況

　特
集
3
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
訪
日
外

国
人
旅
行
者
の
代
表
的
な
目
的
地
と
な
っ
て

い
た
国
内
観
光
地
で
あ
る
、
沖
縄
県
、
京
都

市
、
倶
知
安
町
（
ニ
セ
コ
地
区
）
の
観
光
推
進

組
織
（
D
M
O
）
を
対
象
と
し
て
、
観
光
需

要
が
消
失
し
て
い
た
中
で
取
り
組
ん
だ
事
項

等
に
つ
い
て
整
理
し
た
。

　主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
っ
た
。

（
沖
縄
県
）

●
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
自
然
と
文
化
を
重
要
視

す
る
観
光
地
と
し
て
の
本
来
の
基
本
方
針
に

立
ち
戻
り
、
環
境
と
地
域
を
意
識
し
た
「
エ

シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
」
を
掲
げ
、
質
と
量
の
両

立
を
志
向
。

●
国
内
居
住
の
外
国
人
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、

各
国
に
配
置
し
て
い
る
駐
在
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

も
併
用
し
て
の
参
加
な
ど
に
よ
り
、
海
外
向

け
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

●
県
内
市
町
村
と
連
携
し
て
、
国
際
ク
ル
ー

ズ
の
受
け
入
れ
再
開
に
向
け
た
活
動
も
開
始
。

（
京
都
市
）

●
従
前
か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
た
、
事
前
予

約
制
の
導
入
に
よ
る
利
用
分
散
化
や
、
観
光

客
向
け
に
マ
ナ
ー
啓
発
を
行
う
「
京
都
観
光

モ
ラ
ル
」の
普
及
に
取
り
組
む
。（
い
ず
れ
も
、

た
ま
た
ま
コ
ロ
ナ
禍
と
時
期
が
重
な
っ
た
と

認
識
）

●
こ
れ
ま
で
明
確
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
よ
り
鮮
明
に
打
ち
出
し
、
そ
れ
を
前
提
と

し
た
商
品
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
海
外
レ
ッ
プ
と
の
連
携
に
よ
る
現
地
メ

デ
ィ
ア
へ
の
対
応
を
継
続
し
つ
つ
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
運
用
を
開
始
す
る
な
ど
、
発
信
す

る
情
報
の
充
実
に
も
取
り
組
む
。

（
倶
知
安
町
（
ニ
セ
コ
地
区
））

●
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
、
住
民
と
観
光
（
事

業
者
）
の
共
存
の
た
め
に
必
要
な
信
頼
関
係

を
構
築
す
る
た
め
、
D
M
O
が
主
体
と
な
っ

て
非
会
員
も
対
象
と
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

推
進
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
開
も
見
据
え
、
倶
知
安

町
と
ニ
セ
コ
町
の
地
域
間
連
携
の
シ
ン
ボ
ル

と
も
な
る
地
域
内
交
通
「
ス
カ
イ
バ
ス
ニ
セ

コ
」
の
運
行
を
開
始
。

●
M
I
C
E
需
要
に
対
応
す
べ
く
、
グ
リ
ー

ン
期
も
含
め
た
情
報
発
信
コ
ン
テ
ン
ツ
（
宣

伝
用
素
材
等
）
を
整
備
。

　こ
れ
ら
の
動
向
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
主
要
な
目
的
地
と
な
っ

て
い
た
国
内
観
光
地
に
と
っ
て
、
2
0
2
1
年

以
降
が
、

●
地
域
が
目
指
し
て
い
た
本
来
の
基
本
方
針

や
取
り
組
む
べ
き
事
項
に
改
め
て
向
き
合

い
、「
エ
シ
カ
ル
」「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
と
い
っ

た
キ
ー
ワ
ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
方
向
性
を
改

め
て
確
認
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
消
失
し
て
い
た
中

で
の
海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
活
用
に
よ

る
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
メ
デ
ィ
ア
対
応
の

推
進
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

や
情
報
発
信
コ
ン
テ
ン
ツ
の
整
備
。

●
地
域
住
民
と
観
光
事
業
者
の
間
の
信
頼
関

係
構
築
や
、
地
域
間
連
携
も
意
図
し
た
地
域

内
交
通
の
整
備
な
ど
、
コ
ロ
ナ
後
の
観
光
地

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
意
識
し
た
戦
略
的
な
事

業
の
推
進
。

　と
い
っ
た
内
容
に
取
り
組
ん
だ
期
間
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　確
認
し
て
き
た
よ
う
な「
海
外
旅
行
市
場
」

「
入
国
制
限
と
緩
和
」「
観
光
地
」「
観
光
政
策
」

の
各
視
点
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
、「
諸
外

国
」
と
「
日
本
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
整

理
す
る
と
表
1
の
よ
う
に
な
る
。

　今
や
我
々
の
日
常
生
活
に
お
け
る
必
需
品

と
な
っ
た
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
（
パ
ー
ソ
ナ

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
等
）
で
あ
る
が
、
使
用
し
て
い
る

う
ち
に
時
と
し
て
不
具
合
を
生
じ
、
動
作
が

「
停
止
（
フ
リ
ー
ズ
）」
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　そ
の
際
に
ま
ず
推
奨
さ
れ
る
こ
と
は
、
機

器
の
電
源
を
い
っ
た
ん
切
っ
て
入
れ
直
す

「
再
起
動
（
リ
ブ
ー
ト
）」
で
あ
る
。
一
方
、

そ
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
は
あ
る
種

の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
O
S
）

に
よ
っ
て
作
動
し
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
り
、
通
常
再
起
動
を
行
う
際
に
は
O
S

の
「
バ
ー
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
」
と
、
場
合
に

よ
っ
て
は
自
動
的
に
「
更
新
（
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
）」
が
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
多
く
の
場
合
、

そ
の
こ
と
で
よ
り
シ
ス
テ
ム
が
最
適
化
さ

れ
、新
た
な
機
能
が
付
加
さ
れ
る
と
と
も
に
、

安
定
し
て
動
作
す
る
よ
う
に
も
な
る
。

　様
々
な
要
素
が
複
雑
に
絡
み
合
う
複
雑
系

と
も
言
え
る
観
光
を
、
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
が
線
形
に
対
応
す
る
デ
ジ
タ
ル
デ

バ
イ
ス
に
例
え
る
の
は
い
さ
さ
か
乱
暴
で
は

あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
実
質
的
に
「
停

止
（
フ
リ
ー
ズ
）」
状
態
に
あ
っ
た
観
光
（
特

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
）
を
、「
再
起
動
（
リ

ブ
ー
ト
）」
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
現

在
だ
と
言
え
る
。

　同
時
に
現
在
は
、
時
期
を
同
じ
く
し
て

様
々
な
環
境
変
化
が
生
じ
て
い
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
も
あ
る
。

　環
境
変
化
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
特
集
3

で
取
り
上
げ
た
、
沖
縄
県
が
取
り
組
む
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
等
に
代
表
さ
れ
る
働
き
方
の
変

化
の
よ
う
な
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
生
じ
た
も

の
も
あ
れ
ば
、
特
集
1
で
触
れ
た
世
代
交
代

に
よ
る
価
値
観
変
化
の
よ
う
に
、
中
長
期
的

に
生
じ
つ
つ
あ
る
も
の
も
あ
る
。

　い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
環
境
変

化
に
対
し
て
観
光
・
観
光
地
と
し
て
「
最
適

化
し
、新
た
な
機
能（
取
り
組
み
）を
付
加
し
、

安
定
的
に
（
持
続
的
に
）
存
続
」
し
て
い
く

た
め
に
は
、
観
光
（
観
光
地
）
側
の
「
O
S
」

を
「
バ
ー
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
」
し
、
必
要
に

応
じ
て
「
更
新
（
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
）」
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　今
回
、
特
集
3
で
事
例
と
し
て
挙
げ
た
沖

縄
県
、
京
都
市
、
倶
知
安
町
（
ニ
セ
コ
地
区
）

は
い
ず
れ
も
、
我
が
国
を
代
表
す
る
観
光
地

で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
地
域

に
お
い
て
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
（
む
し
ろ
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
）
自
地
域
の
観
光
地
と

し
て
目
指
す
あ
り
方
を
「
バ
ー
ジ
ョ
ン

チ
ェ
ッ
ク
」
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
把
握
さ
れ
た
が
、
同
様
の
こ
と
が
全

国
の
観
光
地
に
も
求
め
ら
れ
、
場
合
に
よ
っ

て
は
「
更
新
（
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
）」
ま
で
行
う

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　当
財
団
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
観
光
・

観
光
地
の
取
り
組
み
に
学
術
と
実
践
の
両
面

か
ら
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（か
ん
の 

ま
さ
ひ
ろ
）

4.
国
レ
ベ
ル
の

入
国
制
限
と
緩
和
の

状
況

5.
観
光
地
・

地
方
自
治
体
の
状
況

6.
お
わ
り
に

観光の「バージョンチェック」と「更新（アップデート）」への期待視座
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表 1 2021年以降の観光動向（まとめ）
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（C

O
V
ID
-19

）

が
世
界
的
に
ま
ん
延
し
た
こ
と
で
、
観
光
が

前
提
と
し
て
い
る
人
の
移
動
・
接
触
、
交
流

は
大
き
な
制
限
を
受
け
、
我
が
国
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
全
般
の
活
動
も
停
止
状

態
に
陥
っ
た
。

　当
誌
で
は
、
こ
の
未
曾
有
の
危
機
と
も
言

え
る
状
況
下
で
の
観
光
地
や
観
光
産
業
の
現

状
や
対
応
を
、
い
わ
ば
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て

記
録
し
て
お
く
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
の
認

識
の
も
と
、
過
去
3
号
（
2
4
6
〜
2
4
8

号
）
に
わ
た
っ
て
特
集
を
組
ん
だ
。

　3
号
の
う
ち
最
後
の
2
4
8
号（
2
0
2
1

年
2
月
）の
発
刊
か
ら
約
1
年
半
が
経
過
し
た

現
在
、
巻
頭
言
で
門
川
氏
が
言
及
す
る
よ
う

に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
M
I
C
E
の
本
格
的

な
回
復
が
期
待
さ
れ
る
局
面
と
な
っ
て
い
る
。

　本
特
集
は
、
そ
の
よ
う
な
現
時
点
に
お
い

て
、
主
と
し
て
2
0
2
1
年
以
降
の
観
光
の

動
向
を
、
特
に「
海
外
旅
行
市
場
」「
入
国
制
限

と
緩
和
」「
観
光
地
」「
観
光
政
策
」の
各
視
点

か
ら
俯
瞰
し
つ
つ
整
理
す
る
こ
と
で
、
過
去

3
号
に
続
く
第
4
段
の
コ
ロ
ナ
禍
特
集
号
と

し
て
位
置
づ
け
て
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。

　本
稿
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
本
特
集
の
発

案
主
旨
に
も
と
づ
き
、
各
特
集
を
概
観
し
、

ま
た
そ
の
他
の
情
報
に
も
触
れ
な
が
ら
、
観

光
を
取
り
巻
く
全
般
的
な
動
向
を
振
り
返
っ

て
み
た
い
。

　2
0
2
1
年
以
降
、C

O
V
ID
-1
9

を
取

り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
そ

の
主
た
る
要
因
は
大
き
く
次
の
2
点
に
集
約

で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
「
世
界
的
な
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
進
展
」
と
「
重
症
化
リ
ス
ク
が
低

い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出
現
」
で
あ
る
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
は
、
各
国
で
集
中
的
な
ワ
ク
チ

ン
開
発
と
迅
速
な
治
験
が
行
わ
れ
、
複
数
の

ワ
ク
チ
ン
が
実
用
化
さ
れ
た
結
果
、

2
0
2
1
年
初
頭
頃
か
ら
世
界
的
に
急
ピ
ッ

チ
で
接
種
が
進
め
ら
れ
た
。

　そ
の
結
果
、
2
0
2
2
年
に
入
っ
て
若
干

頭
打
ち
の
傾
向
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
ア
フ

リ
カ
地
域
を
除
く
各
地
域
に
お
い
て
、
規
定

の
回
数
を
接
種
し
た
人
数
の
割
合
（
2
回
の

接
種
が
必
要
な
ワ
ク
チ
ン
な
ら
2
回
の
接
種

を
完
了
し
た
人
数
の
割
合
）
は
概
ね
60
〜

70
％
を
達
成
し
て
い
る
。

　ま
た
、
日
本
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
1
年

7
月
頃
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
世
界
と
比
較

し
て
よ
り
速
い
ペ
ー
ス
で
接
種
が
進
み
、

2
0
2
2
年
に
入
っ
て
か
ら
は
や
は
り
頭
打

ち
の
傾
向
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
80
％
を
超

え
る
高
い
接
種
率
を
実
現
し
て
い
る（
図
1
）。

　開
発
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
は
、
当
初
流
行
し

て
い
た
ア
ル
フ
ァ
株
の
ほ
か
、
2
0
2
1
年

3
月
ご
ろ
か
ら
流
行
が
始
ま
り
、
同
年
9
月

ご
ろ
に
は
ほ
ぼ
置
き
換
わ
る
形
と
な
っ
た
デ

ル
タ
株
（
特
集
2
・
図
2
上
の
グ
ラ
フ
を
参

照
）
に
対
し
て
も
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。

　そ
の
後
、
2
0
2
1
年
の
年
末
ご
ろ
か
ら

新
た
な
変
異
株
で
あ
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
出

現
し
、
2
0
2
2
年
3
月
ご
ろ
ま
で
に
ほ
ぼ

完
全
に
置
き
換
わ
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る

（
特
集
2
・
図
2
下
の
グ
ラ
フ
を
参
照
）。

　こ
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
つ
い
て
は
、
デ
ル

タ
株
と
比
較
し
て
相
対
的
に
感
染
力
は
高
い

も
の
の
、
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
は
低
い
と
い

う
特
徴
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
特
徴
は
、
1
0
0
万
人
当
た
り
の
1

日
の
新
規
感
染
者
数
と
死
者
数
の
推
移
を
7

日
間
移
動
平
均
で
比
較
し
た
グ
ラ
フ
で
、

2
0
2
2
年
に
入
っ
て
か
ら
、
1
0
0
万
人

当
た
り
新
規
感
染
者
数
は
増
加
し
て
い
る
も

の
の
、
死
者
数
は
そ
れ
と
は
逆
に
2
0
2
1

年
よ
り
も
低
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
様
子

か
ら
も
う
か
が
い
知
る
事
が
で
き
る
（
図

2
）。

（
1
）諸
外
国
の
状
況

　特
集
1
で
は
、
当
財
団
が
こ
れ
ま
で
海
外

12
ヶ
国
を
対
象
と
し
て
継
続
的
に
実
施
し
て

き
た
独
自
調
査
の
経
年
デ
ー
タ
等
を
通
じ

て
、
各
国
の
海
外
旅
行
の
実
施
状
況
や
旅
行

者
の
嗜
好
、
消
費
環
境
等
に
つ
い
て
考
察
し

て
い
る
。

　主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
っ
た
。

●
2
0
2
2
年
夏
の
海
外
旅
行
市
場
は
欧
米

豪
を
中
心
に
回
復
傾
向
。

●
欧
米
豪
の
行
き
先
は
「
近
場
」「
訪
問
経
験

有
」
が
選
択
さ
れ
る
一
方
、
ア
ジ
ア
で
は
本
格

的
な
海
外
旅
行
の
意
向
回
復
に
は
至
ら
ず
。

●
海
外
旅
行
再
開
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア
で
は

未
だ
「
興
味
・
関
心
段
階
」
に
あ
る
一
方
で
、

欧
米
豪
で
は
よ
り
具
体
的
な
内
容
に
考
え
を

巡
ら
す
「
計
画
段
階
」
に
移
行
。

●
海
外
旅
行
で
想
定
す
る
「
予
算
」
や
「
滞
在

日
数
」
は
、
欧
米
豪
で
は
「
計
画
段
階
」
に
あ

る
こ
と
を
反
映
し
て
や
や
現
実
的
な
傾
向
。

（
2
）（
目
的
地
と
し
て
の
）日
本
の
状
況

　同
様
に
、
特
集
1
で
は
、
海
外
旅
行
の
目

的
地
と
し
て
の
日
本
に
関
し
て
も
整
理
し
て

い
る
。
主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
っ
た
。

●
日
本
は
、「
次
の
海
外
旅
行
で
行
き
た
い
国
・

地
域
」
の
1
位
。

●
た
だ
し
、
欧
米
豪
で
は
前
回
調
査
か
ら
順

位
を
下
げ
て
2
位
。
要
因
と
し
て
は
、
欧
米

豪
の
「
近
場
」
志
向
や
、
日
本
の
厳
格
な〝
水

際
対
策
〞に
よ
る
手
間
や
コ
ス
ト
の
忌
避
な
ど

が
想
定
さ
れ
る
。

●
そ
の
一
方
で
、
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、
現

地
で
e
コ
マ
ー
ス
等
を
利
用
し
て
日
本
の
モ

ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
消
費
す
る
ニ
ー
ズ
が
発
生
。

（
1
）諸
外
国
の
状
況

　特
集
2
で
は
、
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
が
公
開
し
て
い
る
、C

O
V
ID
-1
9

に

対
す
る
各
国
の
政
策
対
応
を
記
録
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（O

xC
G
R
T

）
の
公
開
デ
ー
タ
を

通
じ
て
、
諸
外
国
の
「
国
外
か
ら
の
入
国
に

関
す
る
規
制
」
の
動
向
と
そ
の
背
景
と
な
る

要
因
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

　主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
っ
た
。

●
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の〝
観
光
立
国
〞の
間
で

も
、「
国
外
か
ら
の
入
国
に
関
す
る
規
制
」

の
程
度
や
導
入
・
緩
和
時
期
に
は
国
に
よ
っ

て
差
が
見
ら
れ
る
。

●「
欧
州
」
で
は
、
早
期
か
ら
規
制
の
緩
和
・

撤
廃
に
踏
み
切
る
国
が
多
い
一
方
、「
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
」
は
よ
り
厳
格
に
対
応
す
る
傾

向
が
あ
る
。

●
一
方
、
タ
イ
の
よ
う
に
、「
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
」
に
属
し
な
が
ら
「
経
済
面
で
の
観
光

の
重
要
性
」
や
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
」

を
背
景
と
し
て
、
早
い
段
階
か
ら
制
限
の
緩

和
・
撤
廃
に
踏
み
切
っ
た
国
も
見
ら
れ
る
。

　な
お
、
欧
州
連
合
（
E
U
）
で
は
、「E

U
 

D
igital C

O
V
ID
 C
ertificate

」
と
呼
ば

れ
る
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
や
陰
性
証
明
を

デ
ジ
タ
ル
情
報
と
し
て
保
存
・
活
用
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
」
が
先

行
運
用
さ
れ
て
お
り
、
2
0
2
1
年
7
月
か

ら
は
E
U
加
盟
国
の
ほ
ぼ
す
べ
て
で
利
用
可

能
と
な
っ
た
。

　特
集
2
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
、「
欧
州
」

に
お
け
る
早
い
段
階
で
の
規
制
の
緩
和
・
撤

廃
に
は
、
こ
の
よ
う
な
要
因
も
一
定
程
度
影

響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
2
）日
本
の
状
況

　特
集
2
で
は
、O

xC
G
R
T

の
公
開
デ
ー

タ
か
ら
次
の
よ
う
な
点
が
把
握
さ
れ
た
。

●
日
本
は
、
2
0
2
1
年
初
頭
か
ら
直
近
の

6
月
ま
で
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
期
間
、
最
も
厳

格
な
入
国
禁
止
と
も
言
え
る
措
置
を
取
っ
た
。

　ま
た
特
集
4
で
は
、齊
藤
氏
が
特
に
2
0
2
2

年
5
月
以
降
の
我
が
国
の
観
光
政
策
の
動
向
に

つ
い
て
整
理
し
て
い
る
。

　主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
っ
た
。

●
2
0
2
0
年
3
月
以
降
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
は
実
質
的
に
は
停
止
。

●
2
0
2
2
年
5
月
に
、
旅
行
会
社
が
添
乗

員
同
行
に
よ
り
行
動
を
管
理
す
る
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ツ
ア
ー
形
式
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の

再
開
に
向
け
て
、
実
証
事
業
を
実
施
。

●
実
証
事
業
の
結
果
も
踏
ま
え
、
同
年
6
月

10
日
よ
り
添
乗
員
付
き
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー

形
式
で
の
受
け
入
れ
を
開
始
。
併
せ
て
、
外

国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
対
応
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
・
公
表
。

●
ま
た
同
年
5
月
に
は
、「
地
方
に
お
け
る

高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
地
づ
く

り
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
取
り

ま
と
め
。

（
1
）諸
外
国
の
状
況

　海
外
の
観
光
地
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
特
集
3
で
行
っ
た
タ
イ
国
政
府
観
光

庁
（
T
A
T
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
言
及

が
あ
っ
た
、「
プ
ー
ケ
ッ
ト
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク

ス
」
の
例
が
参
考
に
な
る
。
こ
れ
は
海
外
の

観
光
客
に
限
定
す
る
形
で
、
地
域
を
限
定
し

て
行
動
制
限
を
緩
和
・
撤
廃
す
る
取
り
組
み

で
あ
る
。

　こ
の
取
り
組
み
の
成
果
も
参
考
に
、
タ
イ

で
は
全
国
の
地
域
を
、
旅
行
者
の
受
け
入
れ

可
能
性
の
程
度
で
ラ
ン
ク
分
け
（
色
分
け
）

し
て
、
制
限
緩
和
を
行
っ
て
い
る
。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
、
こ
の
こ
と
は
各
地
域
が
規
制

緩
和
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ
な
が
る
効
果
を
創
出
し

た
と
の
話
が
あ
っ
た
。

　右
記
の
例
は
地
域
を
限
定
し
た
段
階
的
な

制
限
緩
和
の
例
だ
が
、
時
期
を
区
切
っ
て
段

階
的
な
制
限
緩
和
を
行
っ
た
事
例
も
見
ら
れ

る
。　例

え
ば
、
米
国
・
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
ワ
ク

チ
ン
の
1
回
接
種
率
が
55
％
と
な
っ
た
こ
と

を
理
由
と
し
て
、
州
内
の
離
島
間
移
動
の
制

限
を
2
0
2
1
年
6
月
に
解
除
し
、
さ
ら
に

そ
の
後
の
7
月
か
ら
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

終
了
し
た
旅
行
者
に
つ
い
て
、
事
前
の
検
査

や
隔
離
な
し
で
米
国
本
土
か
ら
の
渡
航
を
可

能
と
す
る
措
置
を
取
っ
て
い
る
。
地
域
内
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
を
指
標
と
し
て
、
こ
の
よ

う
に
時
期
を
区
切
っ
て
段
階
的
に
制
限
を
緩

和
す
る
措
置
は
、カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

コ
ロ
ン
ビ
ア
州
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
な
ど
で
も
見

ら
れ
る
。

（
2
）日
本
の
状
況

　特
集
3
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
訪
日
外

国
人
旅
行
者
の
代
表
的
な
目
的
地
と
な
っ
て

い
た
国
内
観
光
地
で
あ
る
、
沖
縄
県
、
京
都

市
、
倶
知
安
町
（
ニ
セ
コ
地
区
）
の
観
光
推
進

組
織
（
D
M
O
）
を
対
象
と
し
て
、
観
光
需

要
が
消
失
し
て
い
た
中
で
取
り
組
ん
だ
事
項

等
に
つ
い
て
整
理
し
た
。

　主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
っ
た
。

（
沖
縄
県
）

●
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
自
然
と
文
化
を
重
要
視

す
る
観
光
地
と
し
て
の
本
来
の
基
本
方
針
に

立
ち
戻
り
、
環
境
と
地
域
を
意
識
し
た
「
エ

シ
カ
ル
ト
ラ
ベ
ル
」
を
掲
げ
、
質
と
量
の
両

立
を
志
向
。

●
国
内
居
住
の
外
国
人
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、

各
国
に
配
置
し
て
い
る
駐
在
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

も
併
用
し
て
の
参
加
な
ど
に
よ
り
、
海
外
向

け
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

●
県
内
市
町
村
と
連
携
し
て
、
国
際
ク
ル
ー

ズ
の
受
け
入
れ
再
開
に
向
け
た
活
動
も
開
始
。

（
京
都
市
）

●
従
前
か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
た
、
事
前
予

約
制
の
導
入
に
よ
る
利
用
分
散
化
や
、
観
光

客
向
け
に
マ
ナ
ー
啓
発
を
行
う
「
京
都
観
光

モ
ラ
ル
」の
普
及
に
取
り
組
む
。（
い
ず
れ
も
、

た
ま
た
ま
コ
ロ
ナ
禍
と
時
期
が
重
な
っ
た
と

認
識
）

●
こ
れ
ま
で
明
確
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
よ
り
鮮
明
に
打
ち
出
し
、
そ
れ
を
前
提
と

し
た
商
品
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
海
外
レ
ッ
プ
と
の
連
携
に
よ
る
現
地
メ

デ
ィ
ア
へ
の
対
応
を
継
続
し
つ
つ
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
運
用
を
開
始
す
る
な
ど
、
発
信
す

る
情
報
の
充
実
に
も
取
り
組
む
。

（
倶
知
安
町
（
ニ
セ
コ
地
区
））

●
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
、
住
民
と
観
光
（
事

業
者
）
の
共
存
の
た
め
に
必
要
な
信
頼
関
係

を
構
築
す
る
た
め
、
D
M
O
が
主
体
と
な
っ

て
非
会
員
も
対
象
と
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

推
進
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
開
も
見
据
え
、
倶
知
安

町
と
ニ
セ
コ
町
の
地
域
間
連
携
の
シ
ン
ボ
ル

と
も
な
る
地
域
内
交
通
「
ス
カ
イ
バ
ス
ニ
セ

コ
」
の
運
行
を
開
始
。

●
M
I
C
E
需
要
に
対
応
す
べ
く
、
グ
リ
ー

ン
期
も
含
め
た
情
報
発
信
コ
ン
テ
ン
ツ
（
宣

伝
用
素
材
等
）
を
整
備
。

　こ
れ
ら
の
動
向
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
主
要
な
目
的
地
と
な
っ

て
い
た
国
内
観
光
地
に
と
っ
て
、
2
0
2
1
年

以
降
が
、

●
地
域
が
目
指
し
て
い
た
本
来
の
基
本
方
針

や
取
り
組
む
べ
き
事
項
に
改
め
て
向
き
合

い
、「
エ
シ
カ
ル
」「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
と
い
っ

た
キ
ー
ワ
ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
方
向
性
を
改

め
て
確
認
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
消
失
し
て
い
た
中

で
の
海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
活
用
に
よ

る
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
メ
デ
ィ
ア
対
応
の

推
進
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

や
情
報
発
信
コ
ン
テ
ン
ツ
の
整
備
。

●
地
域
住
民
と
観
光
事
業
者
の
間
の
信
頼
関

係
構
築
や
、
地
域
間
連
携
も
意
図
し
た
地
域

内
交
通
の
整
備
な
ど
、
コ
ロ
ナ
後
の
観
光
地

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
意
識
し
た
戦
略
的
な
事

業
の
推
進
。

　と
い
っ
た
内
容
に
取
り
組
ん
だ
期
間
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　確
認
し
て
き
た
よ
う
な「
海
外
旅
行
市
場
」

「
入
国
制
限
と
緩
和
」「
観
光
地
」「
観
光
政
策
」

の
各
視
点
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
、「
諸
外

国
」
と
「
日
本
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
整

理
す
る
と
表
1
の
よ
う
に
な
る
。

　今
や
我
々
の
日
常
生
活
に
お
け
る
必
需
品

と
な
っ
た
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
（
パ
ー
ソ
ナ

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
等
）
で
あ
る
が
、
使
用
し
て
い
る

う
ち
に
時
と
し
て
不
具
合
を
生
じ
、
動
作
が

「
停
止
（
フ
リ
ー
ズ
）」
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　そ
の
際
に
ま
ず
推
奨
さ
れ
る
こ
と
は
、
機

器
の
電
源
を
い
っ
た
ん
切
っ
て
入
れ
直
す

「
再
起
動
（
リ
ブ
ー
ト
）」
で
あ
る
。
一
方
、

そ
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
は
あ
る
種

の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
O
S
）

に
よ
っ
て
作
動
し
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
り
、
通
常
再
起
動
を
行
う
際
に
は
O
S

の
「
バ
ー
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
」
と
、
場
合
に

よ
っ
て
は
自
動
的
に
「
更
新
（
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
）」
が
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
多
く
の
場
合
、

そ
の
こ
と
で
よ
り
シ
ス
テ
ム
が
最
適
化
さ

れ
、新
た
な
機
能
が
付
加
さ
れ
る
と
と
も
に
、

安
定
し
て
動
作
す
る
よ
う
に
も
な
る
。

　様
々
な
要
素
が
複
雑
に
絡
み
合
う
複
雑
系

と
も
言
え
る
観
光
を
、
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
が
線
形
に
対
応
す
る
デ
ジ
タ
ル
デ

バ
イ
ス
に
例
え
る
の
は
い
さ
さ
か
乱
暴
で
は

あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
実
質
的
に
「
停

止
（
フ
リ
ー
ズ
）」
状
態
に
あ
っ
た
観
光
（
特

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
）
を
、「
再
起
動
（
リ

ブ
ー
ト
）」
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
現

在
だ
と
言
え
る
。

　同
時
に
現
在
は
、
時
期
を
同
じ
く
し
て

様
々
な
環
境
変
化
が
生
じ
て
い
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
も
あ
る
。

　環
境
変
化
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
特
集
3

で
取
り
上
げ
た
、
沖
縄
県
が
取
り
組
む
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
等
に
代
表
さ
れ
る
働
き
方
の
変

化
の
よ
う
な
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
生
じ
た
も

の
も
あ
れ
ば
、
特
集
1
で
触
れ
た
世
代
交
代

に
よ
る
価
値
観
変
化
の
よ
う
に
、
中
長
期
的

に
生
じ
つ
つ
あ
る
も
の
も
あ
る
。

　い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
環
境
変

化
に
対
し
て
観
光
・
観
光
地
と
し
て
「
最
適

化
し
、新
た
な
機
能（
取
り
組
み
）を
付
加
し
、

安
定
的
に
（
持
続
的
に
）
存
続
」
し
て
い
く

た
め
に
は
、
観
光
（
観
光
地
）
側
の
「
O
S
」

を
「
バ
ー
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
」
し
、
必
要
に

応
じ
て
「
更
新
（
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
）」
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　今
回
、
特
集
3
で
事
例
と
し
て
挙
げ
た
沖

縄
県
、
京
都
市
、
倶
知
安
町
（
ニ
セ
コ
地
区
）

は
い
ず
れ
も
、
我
が
国
を
代
表
す
る
観
光
地

で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
地
域

に
お
い
て
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
（
む
し
ろ
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
）
自
地
域
の
観
光
地
と

し
て
目
指
す
あ
り
方
を
「
バ
ー
ジ
ョ
ン

チ
ェ
ッ
ク
」
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
把
握
さ
れ
た
が
、
同
様
の
こ
と
が
全

国
の
観
光
地
に
も
求
め
ら
れ
、
場
合
に
よ
っ

て
は
「
更
新
（
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
）」
ま
で
行
う

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　当
財
団
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
観
光
・

観
光
地
の
取
り
組
み
に
学
術
と
実
践
の
両
面

か
ら
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（か
ん
の 

ま
さ
ひ
ろ
）
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海外旅行
市場の
状況

COVID-19
の状況

○2022年夏の海外旅行市場は欧米豪を
中心に回復傾向。
○行き先は「近場」「訪問経験有」が選択
される一方、アジアでは本格的な海外旅
行の意向回復には至らず。
○海外旅行再開について、アジアでは未
だ「興味・関心段階」にある一方で、欧
米豪ではより具体的な内容に考えを巡ら
す「計画段階」に移行。
○海外旅行で想定する「予算」や「滞在
日数」は、欧米豪では「計画段階」にあ
ることを反映してやや現実的な傾向。

○「次の海外旅行で行きたい国・地域」
の1位。
○ただし、欧米豪では前回調査から順位
を下げて2位。要因としては、欧米豪の「近
場」志向や、日本の厳格な“水際対策”に
よる手間やコストの忌避などが想定され
る。
○その一方で、東アジアを中心に、自国
でeコマース等を利用して日本のモノや
サービスを消費するニーズが発生。

国レベルの
入国制限と
緩和の
状況

観光地・
地方自治体
の状況

○コロナ禍以前の“観光立国”の間でも、
「国外からの入国に関する規制」の程度や
導入・緩和時期には、国によって差が見
られる。
○「欧州」では、EU主導のワクチンパス
ポートなども活用しながら、早期から規
制の緩和・撤廃に踏み切る国が多い一方、
「アジア・太平洋」はより厳格に対応する
傾向がある。
○一方、タイのように「アジア・太平洋」
に属しながら「経済面での観光の重要性」
や「ワクチン接種の進展」を背景として、
早い段階から制限の緩和・撤廃に踏み
切った国も見られる。

○2021年初頭から直近の6月までの、
ほぼすべての期間、最も厳格な入国禁止
とも言える措置を取った。
○2022年5月に、旅行会社が添乗員同
行により行動を管理するパッケージツ
アー形式でのインバウンド観光の再開に
向けて、実証事業を実施。
○実証事業の結果も踏まえ、同年6月
10日より添乗員付きパッケージツアー形
式での受け入れを開始。併せて、外国人
観光客の受け入れ対応に関するガイドラ
インを策定・公表。
○同年5月には「地方における高付加価
値なインバウンド観光地づくりに向けたア
クションプラン」を取りまとめ。

○地域を限定した「サンドボックス」とし
ての行動制限の緩和（タイ・プーケット）や、
ワクチン接種率等を指標として時期を区
切った段階的な制限緩和に取り組んだ動
き（米国・ハワイ州など）も。

○地域が目指していた本来の基本方針や
取り組むべき事項に改めて向き合い、「エ
シカル」「サステナブル」といったキーワー
ドに代表される方向性を改めて確認。
○インバウンド需要が消失していた中でも
海外ネットワークなどの活用による、プロ
モーションやメディア対応を推進。
○インバウンド向けの観光コンテンツや情
報発信コンテンツを整備。
○地域住民と観光事業者の間の信頼関
係構築や地域間連携も意図した地域内交
通の整備など、コロナ後の観光地のマネ
ジメントを意識した戦略的な事業を推進。

○2021年初頭から世界的にワクチン接
種が進展。

○2021年3月ごろからデルタ株の流行が始まり、同年9月ごろにほぼ置き換わる。そ
の後さらにオミクロン株が出現、2022年3月ごろにほぼ置き換わった。
○重症化リスクが低いオミクロン株の特性から、2022年の人口当たり新規感染者数は
2021年と比較して高い水準にある一方、人口当たり死者数は逆に低い水準で推移。

○2021年7月から世界に比して速い
ペースでワクチン接種が進み、高い接種
率を実現。

諸外国 日本

観光の「バージョンチェック」と「更新（アップデート）」への期待視座
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来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。海

外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
例
の
紹
介

●
日
本
の
他
の
ス
キ
ー
場
で
は
、
英
語
が
話

せ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
外
国
人
に
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
せ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、

私
た
ち
は
愛
情
を
持
っ
て
自
分
た
ち
の
言
葉

で
伝
え
る
こ
と
が
効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
な
る
と
考
え
、
全
て
自
分
た
ち
で

行
っ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
香
港
、

ロ
ン
ド
ン
等
、
12
〜
13
年
の
間
に
約
40
回
の

海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
た
。

●
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
は
、
長
野
|

新
潟
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
予

算
で
実
施
し
て
い
る
。
構
成
団
体
は
、
J
R

東
日
本
、
白
馬
村
、
志
賀
高
原
の
山
ノ
内
町
、

野
沢
温
泉
村
、
妙
高
市
、
新
潟
県
、
長
野
県
。

現
地
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
海
外
の
旅
行

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や
マ
ス
コ
ミ
の
招
へ
い
、
広

告
掲
載
や
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

●
非
常
口
サ
イ
ン
の
ピ
ク
ト
サ
イ
ン
を

「M
r.E
scap

e

」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
―
な
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
に
仕
立
て
て
、
忙
し
く
て
ス
ト

レ
ス
フ
ル
なM

r.E
scap

e

が
、
野
沢
温
泉

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
元
気
に
な
っ
て
帰
っ

て
い
く
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
（
図
参
照
）
で

プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
て
い
る
。

●
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
野
沢
温
泉
は
日
本
最
大

規
模
の
ス
キ
ー
場
で
、
累
積
積
雪
量
の
年
間

平
均
が
12
m
を
超
え
る
ほ
ど
雪
が
豊
富
で
あ

る
こ
と
、
伝
統
的
な
温
泉
の
町
で
大
湯
と
呼

ば
れ
る
共
同
浴
場
や
道
祖
神
祭
り
も
あ
り
、

日
本
な
ら
で
は
の
体
験
が
で
き
る
こ
と
、
温

泉
街
は
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
か
つ
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
豊
か
な
飲
食
店
や
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り

散
策
が
楽
し
め
る
こ
と
、
宿
の
タ
イ
プ
も

様
々
で
あ
る
こ
と
、
温
泉
は
美
肌
や
若
返
り

の
湯
と
し
て
有
名
で
あ
る
こ
と
、
温
泉
街
と

ス
キ
ー
場
は
動
く
歩
道
で
結
ば
れ
て
い
る
こ

と
、
ス
ノ
ー
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
も
非
常
に
近

い
場
所
に
あ
る
こ
と
、な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

●
1
0
0
年
前
の
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
創
設
時
に

掲
げ
た
『
ス
キ
ー
普
及
心
身
ノ
錬
磨
及
当
温

泉
ノ
発
達
ヲ
図
ル
』
と
い
う
目
標
は
、
ス
キ

ー
を
利
用
し
て
お
客
様
を
誘
致
し
、
地
域
経

済
と
人
材
を
育
て
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
現

在
に
至
る
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

●
自
身
は
現
在
53
歳
だ
が
、
次
の
世
代
の
人

材
も
育
っ
て
き
て
い
る
。
き
ち
ん
と
責
任
を

持
た
せ
て
仕
事
を
さ
せ
れ
ば
、
人
は
ど
ん
ど

ん
育
つ
。
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
人

を
呼
び
、
人
材
を
育
成
し
、
次
の
世
代
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
、
を
肝
に
銘
じ
な
が
ら
活

動
し
て
い
る
。

 
参
加
者
…
野
沢
温
泉
村
の
人
口
、
宿
泊
事
業

者
の
割
合
は
ど
の
く
ら
い
か
。

森
氏
…
野
沢
温
泉
村
の
人
口
は
現
3
5
0
0

〜
3
6
0
0
人
。
世
帯
数
は
三
百
数
十
軒
あ

り
、
こ
の
う
ち
宿
が
約
2
4
0
軒
。
約
80
軒

は
海
外
の
方
の
所
有
に
な
っ
て
い
る
が
、
転

売
な
ど
大
手
企
業
に
よ
る
派
手
な
動
き
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
基
本
的
に
は
個
人
の
住
宅
や

宿
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
村
が
急
激
に

変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
様
子
は
今
の
と
こ
ろ

な
い
。

　ス
キ
ー
選
手
を
目
指
し
て
移
住
を
希
望
す

る
方
は
一
定
程
度
い
る
が
、
村
内
に
は
空
き

家
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
不
動
産
屋
さ
ん
も
な

い
た
め
、
移
住
者
の
希
望
に
添
え
ず
に
い
る

状
況
。

参
加
者
…
雪
の
な
い
夏
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
。

森
氏
…
一
般
的
に
、
温
泉
旅
館
は
冬
が
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
で
そ
れ
以
外
の
季
節
が
オ
ン
シ
ー

ズ
ン
。
野
沢
温
泉
に
は
約
25
軒
の
旅
館
が
あ

り
、
一
般
的
な
温
泉
旅
館
と
同
様
の
サ
イ
ク

ル
で
営
業
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
が
あ
り
ゴ

ン
ド
ラ
な
ど
の
設
備
も
あ
る
た
め
、
温
泉
と

に
あ
わ
せ
て
補
助
金
制
度
を
立
ち
上
げ
て
、

和
式
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
様
々
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
進
め
た
。
1
9
9
8
（
平
成
10
）

年
に
は
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
。

白
馬
と
志
賀
高
原
が
中
心
だ
っ
た
が
、
野
沢

温
泉
は
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
と
い
う
、
鉄
砲
を
か

つ
い
で
走
っ
て
打
つ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
非
常

に
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
の
会
場
と
な
っ
た
。

●
2
0
2
0
年
に
は
最
新
型
の
ゴ
ン
ド
ラ
を

導
入
し
た
。
3
6
0
度
ガ
ラ
ス
張
り
で
景
色

が
良
く
、
非
常
に
評
判
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
の
入
込
状
況

●
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
来
場
者
数
は
、

1
9
9
2
〜
93
年
あ
た
り
が
ピ
ー
ク
で
年
間

1
1
0
万
人
が
来
場
し
て
い
た
。
2
0
0
8

年
に
ピ
ー
ク
時
の
約
30
％
で
あ
る
31
万
人
ま

で
下
が
る
と
、
そ
の
後
は
様
々
な
努
力
の
甲

斐
あ
っ
て
42
万
人
ま
で
盛
り
返
し
た
。
し
か

し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
2
0
2
1
年
は
22

万
人
ま
で
落
ち
込
み
、
2
0
2
2
年
は
30
万

人
あ
た
り
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い
る
。

●
2
0
1
8
〜
2
0
1
9
年
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
は
42
万
人
の
利
用
が
あ

り
、
内
13
万
人
泊
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
だ
っ
た
。

繁
忙
期
に
は
1
日
平
均
2
0
0
0
人
を
超
え

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
訪
れ
、
8
割
位
の
方
は

宿
の
外
で
夕
食
を
食
べ
る
た
め
、
夕
方
に
な

る
と
街
中
は
外
国
の
よ
う
な
雰
囲
気
に
な
っ

た
。
野
沢
温
泉
、
白
馬
、
志
賀
高
原
、
妙
高

高
原
で
行
っ
て
い
る
共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
成
果
が
表
れ
て
い
た
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
内
訳
は
、
約
60
%
が
オ

セ
ア
ニ
ア
、
約
25
％
が
ア
ジ
ア
と
な
っ
て
い

る
。
中
国
本
土
は
約
4
%
で
、
他
の
日
本
の

観
光
地
に
比
べ
て
非
常
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
小

さ
い
。

野
沢
温
泉

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
活
動

●
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
ス
キ
ー
大

会
の
誘
致
・
開
催
、
会
費
収
入
、
補
助
金
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
収
入
源
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。
1
9
7
1
年
か
ら
2
0
2
0
年
ま
で

の
約
50
年
間
の
収
入
は
、
10
億
円
を
超
え
る
。

●
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
、
当
初
野
沢
温

泉
は
競
技
開
催
予
定
地
で
は
な
か
っ
た
た
め
、

代
わ
り
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
選
手
育

成
に
力
を
入
れ
た
。
村
か
ら
の
委
託
事
業
と

し
て
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
選
手
強
化
育
成
事
業

を
請
け
負
い
、
約
10
年
間
で
約
3
億
3
0
0
0

万
円
の
予
算
が
つ
い
た
。
そ
の
後
、
12
年
間

で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
10
名
、
世
界
選
手
権
に

12
名
が
出
場
し
、
全
日
本
選
手
権
で
は
16
名

の
選
手
が
優
勝
し
た
。
そ
の
後
、
予
算
が
大

き
く
減
っ
て
か
ら
は
、
16
年
間
で
2
名
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
し
か
出
て
い
な
い
。
つ
ま

り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る

よ
う
な
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
選
手
を
育
て
る
た
め

に
は
、
そ
れ
な
り
の
金
額
を
か
け
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
。

●
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
日
影
ゲ
レ
ン
デ
は
、

昼
間
は
一
般
客
も
滑
れ
る
が
、
夜
は
ナ
イ
タ

ー
施
設
を
完
備
し
て
地
元
選
手
専
用
に
な
る
。

海
外
遠
征
に
は
、
ま
だ
出
場
で
き
な
い
若
い

選
手
た
ち
も
応
援
に
連
れ
て
い
く
こ
と
で
、

世
界
で
戦
う
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
若
い

う
ち
か
ら
感
じ
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

環
境
を
整
え
る
こ
と
で
地
元
選
手
を
育
成
し
、

選
手
た
ち
は
「
N
O
Z
A
W
A
」
と
つ
け
た

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
身
に
着
け
て
世
界
の
舞
台

で
活
躍
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

誘
致
と
人
材
育
成

●
野
沢
温
泉
で
は
、
11
年
連
続
で
全
国
中
学

校
ス
キ
ー
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。
高
校
球

児
に
と
っ
て
の
甲
子
園
の
よ
う
に
、
全
国
の

ス
キ
ー
選
手
に
と
っ
て
野
沢
温
泉
は
憧
れ
の

聖
地
と
し
て
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

●
2
0
1
6
年
と
2
0
2
0
年
に
新
潟
県
の

苗
場
を
会
場
に
し
て
ス
キ
ー
ア
ル
ペ
ン
の
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
際
は
、
英
語

を
話
す
こ
と
が
で
き
て
国
際
レ
ベ
ル
の
大
会

運
営
が
で
き
る
手
腕
を
買
わ
れ
、
野
沢
温
泉

か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
て
一
緒
に
大
会

運
営
を
行
っ
た
。
コ
ー
ス
整
備
や
大
会
当
日

の
対
応
も
含
め
、
野
沢
温
泉
の
ス
タ
ッ
フ
が

指
揮
を
執
っ
て
対
応
し
た
。
世
界
大
会
の
運

営
を
通
し
て
、
世
界
基
準
の
コ
ー
ス
整
備
、

選
手
や
来
場
者
の
も
て
な
し
方
な
ど
、
様
々

な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

●
野
沢
温
泉
に
と
っ
て
、
ス
キ
ー
の
中
心
地

で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
。
野
沢

温
泉
＝
ス
キ
ー
の
メ
ッ
カ
で
あ
り
続
け
る
こ

と
が
お
客
様
に
対
す
る
大
き
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
と
な
る
。
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
の

開
催
は
そ
の
代
表
的
な
取
り
組
み
。
ま
た
、

野
沢
温
泉
が
ス
キ
ー
の
中
心
地
で
あ
り
、
常

に
ス
キ
ー
や
ス
キ
ー
大
会
が
身
近
に
あ
る
環

境
を
つ
く
る
こ
と
で
、
世
界
レ
ベ
ル
の
大
会
で

活
躍
で
き
る
選
手
や
世
界
レ
ベ
ル
の
大
会
運

営
を
牽
引
で
き
る
人
材
の
育
成
に
つ
な
が
る
。

●
こ
う
し
た
人
材
は
ス
キ
ー
選
手
引
退
後
も
、

海
外
留
学
を
し
た
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
観
光
局

職
員
に
な
っ
た
り
と
世
界
で
活
躍
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
人
脈
の
存
在
が
効
果
的
な
海
外
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
ス
キ
ー
人
材
の
育
成
が
、
村
の
将

和
の
滞
在
型

ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
形
成

●
自
身
が
社
長
を
務
め
る
旅
館
さ
か
や
は
明

治
時
代
の
創
業
。
2
0
0
9
年
に
は
別
の
旅

館
を
買
収
し
て
離
れ
と
し
た
。
本
館
と
離
れ

を
合
わ
せ
て
、
年
間
2
万
人
強
の
宿
泊
客
、

約
4
億
円
の
売
り
上
げ
が
あ
る
。
2
0
2
0

年
に
は
、
そ
れ
ま
で
改
修
し
て
利
用
し
て
い

た
離
れ
を
解
体
工
事
し
、
新
築
し
た
。

●
北
米
の
ス
キ
ー
場
は
、
ス
キ
ー
場
に
ふ
さ

わ
し
い
山
を
見
つ
け
、
資
本
を
投
入
し
て
ス

キ
ー
場
を
建
設
し
、
そ
の
後
に
街
を
つ
く
る
、

と
い
う
流
れ
が
主
流
。
一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

や
日
本
の
ス
キ
ー
場
は
、
最
初
に
街
が
あ
り

そ
の
裏
山
に
ス
キ
ー
場
を
建
設
す
る
と
い
う

流
れ
な
の
で
、
デ
ザ
イ
ン
が
う
ま
く
い
か
ず

不
便
で
あ
る
こ
と
も
多
い
。

●
海
外
の
ス
キ
ー
関
連
の
展
示
会
や
商
談
会

な
ど
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ

カ
な
ど
世
界
中
の
ス
キ
ー
場
が
参
戦
し
て
い

る
。
野
沢
温
泉
の
ラ
イ
バ
ル
は
こ
う
し
た
世

界
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
。

●
海
外
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
日
本
の
ス
キ

ー
リ
ゾ
ー
ト
が
負
け
な
い
た
め
に
は
、
日
本

独
自
の
ス
キ
ー
文
化
と
日
本
の
村
で
差
別
化

を
図
る
「
和
の
滞
在
型
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」

の
形
成
が
不
可
欠
。
雪
質
の
良
さ
だ
け
で
は

な
く
、
日
本
な
ら
で
は
の
温
泉
街
や
お
祭
り

も
大
き
な
魅
力
と
な
る
。
国
の
観
光
戦
略
実

行
推
進
会
議
で
発
表
し
た
後
、
ス
キ
ー
リ
ゾ

ー
ト
に
対
し
て
出
国
税
を
原
資
と
す
る
支
援

が
行
わ
れ
、
野
沢
温
泉
で
は
英
語
W
E
B
サ

イ
ト
の
一
元
化
や
人
工
降
雪
機
の
設
置
な
ど

を
行
っ
た
。

●
ア
メ
リ
カ
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
会
社
で
あ
る

V
ail R

eso
rts

が
発
行
し
て
い
る
エ
ピ
ッ

ク
パ
ス
は
、
世
界
中
で
か
な
り
大
き
な
存
在

感
を
示
し
始
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、V

ail 

R
eso
rts

が
買
収
し
た
り
連
携
し
て
い
る

世
界
中
の
ス
キ
ー
場
で
使
え
る
リ
フ
ト
券
で
、

W
E
B
サ
イ
ト
上
で
シ
ー
ズ
ン
前
に
販
売
す

る
こ
と
で
来
場
者
の
囲
い
込
み
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
得
ら
れ
た
顧
客
情

報
を
用
い
て
精
力
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

●
海
外
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
が
運
営
し
て
い
る

W
E
B
サ
イ
ト
は
販
売
が
大
き
な
目
的
に
な

っ
て
い
る
が
、
日
本
の
ス
キ
ー
場
や
観
光
地

が
運
営
し
て
い
る
W
E
B
サ
イ
ト
の
多
く
は

情
報
の
一
方
的
な
発
信
が
中
心
。
W
E
B
サ

イ
ト
内
で
お
客
様
を
誘
導
し
予
約
へ
つ
な
げ

る
と
い
う
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
顧
客
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て

し
っ
か
り
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
。
自
分
た

ち
さ
え
売
れ
れ
ば
よ
い
と
い
う
発
想
で
は
な

く
、
日
本
全
体
と
し
て
成
長
し
て
い
く
と
い

う
視
点
が
必
要
。

野
沢
温
泉
と

ス
キ
ー
の
歴
史

●
野
沢
温
泉
に
ス
キ
ー
が
伝
わ
っ
た
の
は
、

日
本
に
ス
キ
ー
が
伝
わ
っ
た
1
年
後
の

1
9
1
2
（
明
治
45
）
年
。
そ
の
約
10
年
後

に
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
倶
楽
部
が
設
立
さ
れ
た
。

設
立
時
の
会
則
に
は
『
ス
キ
ー
普
及
心
身
ノ

錬
磨
及
当
温
泉
ノ
発
達
ヲ
図
ル
』と
あ
り
、「
ス

キ
ー
人
口
を
増
や
し
心
と
身
体
を
鍛
え
る
こ

と
、
そ
し
て
野
沢
温
泉
の
発
展
を
図
る
こ
と
」

が
活
動
目
的
と
さ
れ
た
。
ス
キ
ー
客
が
大
勢

や
っ
て
く
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
ス
キ
ー
客

の
受
入
を
通
し
て
野
沢
温
泉
を
発
展
さ
せ
よ

う
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
現
在
取
り
組
ん

で
い
る〝
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
に
よ

り
地
域
経
済
と
人
材
を
育
て
る
〞と
い
う
発

想
が
1
0
0
年
前
に
既
に
生
ま
れ
て
い
た
。

●
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
設
立
後
、
大
学
の
ス
キ
ー

部
を
は
じ
め
多
く
の
ス
キ
ー
客
が
野
沢
温
泉

を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
初
年
度
に
は

3
4
5
人
泊
だ
っ
た
も
の
が
、
4
年
後
に
は

5
0
9
3
人
泊
に
急
増
し
た
。
そ
れ
ま
で
の

日
本
の
寒
村
の
冬
は
、
雪
に
閉
ざ
さ
れ
農
作

業
は
で
き
ず
内
職
を
し
た
り
出
稼
ぎ
に
出
る

し
か
な
か
っ
た
が
、
ス
キ
ー
を
き
っ
か
け
に
冬

で
も
村
内
で
商
売
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
1
9
3
0
（
昭
和
5
）
年
に
ス
キ
ー
の
全

国
大
会
を
誘
致
し
、
1
9
4
8
（
昭
和
23
）

年
に
は
国
民
体
育
大
会
の
実
質
的
に
第
1
回

目
の
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
が
開
か
れ
た
。

●
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
4
本
の
リ
フ
ト
は
、

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
中
心
と
な
り
村
民
が
お
金

を
出
し
合
っ
て
建
設
し
た
も
の
。
1
9
6
3

（
昭
和
38
）
年
、
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
の
到
来
に

よ
り
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
利
用
者
が
急
増

す
る
と
、
単
独
で
は
管
理
し
き
れ
な
い
と
判

断
し
た
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
4
つ
の
リ
フ
ト

を
無
償
で
村
に
移
管
し
た
。
そ
の
代
わ
り
、

ス
キ
ー
場
が
続
く
限
り
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
運

営
費
を
拠
出
す
る
取
り
決
め
に
な
っ
て
お
り
、

移
管
か
ら
約
60
年
が
経
つ
現
在
で
も
そ
の
関

係
は
続
い
て
い
る
。

●
野
沢
温
泉
で
は
国
際
大
会
も
多
く
手
掛
け

て
い
る
。
1
9
9
5
（
平
成
7
）
年
に
開
催

さ
れ
た
第
15
回
イ
ン
タ
ー
ス
キ
ー
（
世
界
ス

キ
ー
指
導
者
会
議
）
野
沢
温
泉
大
会
の
際
に

は
、
35
カ
国
か
ら
1
2
0
0
人
を
超
え
る
宿

泊
客
を
受
け
入
れ
た
。
こ
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

　2
0
2
2
年
3
月
22
日
（
火
）、「
和
の
ス

キ
ー
リ
ゾ
ー
ト 

野
沢
温
泉
と
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
」を
テ
ー
マ
に
、第
27
回
た
び
と
し
ょ

C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。

　2
0
2
1
年
夏
、
2
0
2
2
年
冬
と
、
二

つ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
連
続
し
て
開
催
さ
れ
、

選
手
た
ち
の
活
躍
に
多
く
の
人
が
熱
い
声
援

を
送
り
ま
し
た
。
長
野
県
の
北
東
部
に
位
置

す
る
野
沢
温
泉
村
は
、
古
く
か
ら
温
泉
と
ス

キ
ー
の
村
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
数
多
く
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
手
掛
け
る
こ
と
で
地

域
を
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
1
9
2
3
年

の
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
設
立
以
降
、

「
地
域
振
興
は
人
材
育
成
か
ら
」
を
理
念
に

掲
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て〝
人
材
〞を
育
成

し
て
い
ま
す
。
選
手
も
引
退
後
は
大
会
運
営

や
人
材
育
成
を
行
う
側
に
ま
わ
っ
て
、
地
域

の
発
展
に
貢
献
す
る
と
い
う
循
環
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
家
業
の
旅
館
経
営
と
と
も
に
、

長
年
に
わ
た
り
ス
キ
ー
大
会
の
運
営
に
携
わ

っ
て
お
ら
れ
る
、
旅
館
さ
か
や
代
表
取
締
役

で
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
理
事
長
の
森 

晃
氏
を
お
招
き
し
、
野
沢
温
泉
の
地
域
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

き
る
。

　ス
キ
ー
場
側
に
は
売
り
上
げ
の
約
7
割
が

支
払
わ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
が
、

顧
客
情
報
は
全
てV

ail R
eso
rts

に
集
約

さ
れ
て
し
ま
う
。
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
限
ら

ず
日
本
の
D
X
は
非
常
に
遅
れ
て
い
る
分
野

で
あ
り
、
世
界
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

参
加
者
…
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
客
層
に
つ

い
て
詳
し
く
知
り
た
い
。

森
氏
…
大
会
出
場
選
手
と
関
係
者
に
つ
い
て

は
受
益
者
負
担
と
し
て
1
人
3
0
0
〜
5
0
0

円
を
宿
経
由
で
徴
収
し
て
お
り
、
そ
の
収
益

か
ら
逆
算
す
る
形
で
受
入
人
数
の
把
握
は
容

易
。
ま
た
、
野
沢
温
泉
に
は
競
技
者
専
用
の

コ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
の
リ
フ
ト
利
用
人
数
も

把
握
し
て
い
る
。

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
数
は
日
本
の
ス
キ
ー
リ

ゾ
ー
ト
で
最
も
正
確
に
把
握
し
て
い
る
と
思

う
。
各
宿
に
対
し
て
、
観
光
協
会
の
ス
タ
ッ

フ
が
電
話
で
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
発
地

別
に
人
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。

　実
効
性
の
あ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の

た
め
に
は
、
人
数
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と

が
不
可
欠
。
正
確
な
人
数
や
属
性
を
把
握
す

る
た
め
に
は
、
窓
口
で
の
購
入
者
デ
ー
タ
の

積
み
上
げ
や
電
話
に
よ
る
宿
へ
の
聞
き
取
り

調
査
で
は
、
推
計
値
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
正

確
性
に
限
界
が
あ
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
あ
れ
ば
、流
入
経
路
や
居
住
地
な
ど
、様
々

な
情
報
を
正
確
に
把
握
で
き
る
。

参
加
者
…
自
身
は
白
馬
に
移
住
し
て
宿
泊
業

に
携
わ
っ
て
い
る
が
、
後
継
者
不
足
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
野
沢
で
育
っ
た
子
ど
も
の

う
ち
、
野
沢
で
仕
事
に
就
く
割
合
は
ど
の
く

ら
い
か
。

森
氏
…
後
継
者
不
足
と
い
う
問
題
に
は
、
自

業
自
得
の
部
分
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
る
。

野
沢
温
泉
で
は
、
バ
ブ
ル
期
に
1
1
0
万
の

利
用
客
が
あ
っ
た
の
が
30
万
人
ま
で
下
が
っ

て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
親
が

子
ど
も
に
対
し
て
「
ス
キ
ー
で
は
儲
か
ら
な

い
し
借
金
ば
か
り
で
大
変
だ
。
都
会
に
出
て

就
職
し
た
方
が
よ
っ
ぽ
ど
楽
だ
」
な
ど
と
話

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
自
分

の
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
は
な
い
と
聞
か
さ
れ
て
育
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
、
大
人
に
な
っ
て
も
地
元
に
帰
っ
て
こ

な
い
。
そ
の
た
め
、
自
身
の
活
動
で
は
、
い

か
に
こ
の
村
が
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
帰
っ
て
く

る
価
値
や
人
に
自
慢
す
る
価
値
が
あ
る
か
を
、

小
中
学
生
に
伝
え
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

　野
沢
温
泉
で
育
っ
た
ス
キ
ー
選
手
た
ち
は
、

ス
キ
ー
選
手
で
は
な
い
人
に
比
べ
て
U
タ
ー

ン
率
が
非
常
に
高
い
。
他
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
に
比
べ
て
も
、
ス
キ
ー
大
会
の
運
営
や
ス

キ
ー
指
導
者
と
し
て
地
元
に
戻
っ
て
く
る
人

数
が
突
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
野
沢
温
泉

が
ス
キ
ー
の
メ
ッ
カ
で
あ
り
、
そ
の
特
別
な

場
所
で
自
分
が
ス
キ
ー
を
し
て
い
る
の
だ
と

小
さ
い
頃
か
ら
実
感
し
て
育
ち
、
村
や
ス
キ

ー
場
に
対
し
て
誇
り
を
持
っ
て
い
る
か
ら
。

地
元
に
対
す
る
誇
り
を
育
む
教
育
が
重
要
。

参
加
者
…
繁
忙
期
と
閑
散
期
が
あ
る
中
で
、

ど
の
よ
う
に
人
材
確
保
を
し
て
い
る
か
。

森
氏
…
コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
、
サ
ー
ビ
ス
業
や

宿
泊
業
の
求
人
数
は
少
な
い
状
況
に
あ
る
。

野
沢
温
泉
で
求
人
を
出
し
た
と
こ
ろ
日
本
に

留
学
し
て
い
る
外
国
人
を
中
心
に
か
な
り
の

応
募
が
あ
っ
た
。
今
後
、
留
学
生
も
日
本
へ

の
入
国
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
景
気
が
回

復
す
れ
ば
他
産
業
へ
希
望
者
が
流
れ
て
し
ま

う
可
能
性
を
考
え
る
と
、
今
の
う
ち
に
少
し

無
理
を
し
て
も
人
材
を
確
保
す
る
方
が
良
い

と
考
え
て
い
る
。
将
来
的
に
、
日
本
人
人
材

が
宿
泊
業
に
流
れ
込
む
と
い
う
こ
と
は
想
定

し
に
く
く
、
外
国
人
人
材
も
積
極
的
に
採
用

す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
人
で
な
け
れ
ば
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
な
い
と
い
う
既
成
概
念

を
捨
て
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
と
思

う
。

お
わ
り
に

　参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
現
場
感
の
あ

る
お
話
で
面
白
か
っ
た
」、「
デ
ー
タ
蓄
積
の

た
め
に
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
重
要
と
い

う
部
分
が
よ
く
わ
か
っ
た
」、「
父
親
が
ス
キ

ー
好
き
で
自
身
も
ス
キ
ー
に
慣
れ
親
し
ん
で

育
っ
て
き
た
の
で
、
ス
キ
ー
集
落
の
取
り
組

み
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
勉
強
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
ご
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
ス
キ
ー
を
通
し
て
地
元
の
良
さ
に
触
れ
な

が
ら
大
き
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
大
人

に
な
っ
て
か
ら
も
地
元
に
対
す
る
誇
り
を
持

ち
、街
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
人
材
に
な
る
」

と
い
う
お
話
が
印
象
的
で
し
た
。
温
泉
地
や

ス
キ
ー
場
に
限
ら
ず
全
国
の
ど
の
地
域
で
も
、

自
分
の
地
域
に
誇
り
を
持
ち
地
域
を
愛
す
る

こ
と
が
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
基
盤
に
な
る
と

感
じ
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
政
策
研
究
部 

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室 

副
主
任
研
究
員

門
脇
茉
海
）

こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を

提
供
し
て
い
る
。
世
界
中
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
は
夏
の
集
客
に
非
常
に
苦
労
し
て
い
る
が
、

野
沢
温
泉
も
ス
キ
ー
の
印
象
が
強
い
た
め
か
、

夏
の
イ
メ
ー
ジ
が
弱
い
部
分
も
あ
る
。

参
加
者
…
国
際
大
会
の
運
営
に
か
か
る
準
備

や
ス
タ
ッ
フ
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、

ス
タ
ッ
フ
に
は
選
手
経
験
者
が
多
い
の
か
。

森
氏
…
苗
場
で
開
催
さ
れ
た
ス
キ
ー
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
は
、
2
日
間
の
レ
ー
ス
で
選
手

の
輸
送
な
ど
も
含
め
た
予
算
が
約
3
億

4
0
0
0
万
円
で
、
関
係
者
数
も
膨
大
に
な

る
。
一
方
、
全
国
大
会
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の

予
選
規
模
だ
と
、
40
〜
50
名
ほ
ど
で
回
し
て

い
る
。

　雪
上
で
の
作
業
は
あ
る
程
度
ス
キ
ー
技
術

が
な
け
れ
ば
不
可
能
。
コ
ー
ス
設
営
時
に
は
、

棒
や
旗
な
ど
を
数
十
本
抱
え
た
状
態
で
ア
イ

ス
バ
ー
ン
の
急
斜
面
を
滑
る
と
い
う
こ
と
も

必
要
だ
が
、
こ
う
し
た
作
業
は
一
般
人
に
は

難
し
く
、
元
ス
キ
ー
選
手
が
担
当
し
て
い
る
。

ま
た
、
テ
ン
ト
設
営
な
ど
、
ス
キ
ー
技
術
と

直
接
関
係
な
い
こ
と
で
も
、
伝
統
あ
る
ス
キ

ー
場
の
人
た
ち
の
方
が
熟
練
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
。

参
加
者
…
野
沢
温
泉
に
は
全
世
界
の
様
々
な

国
か
ら
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
訪
れ
て
い
る
が
、
住

民
へ
の
影
響
は
ど
の
よ
う
な
形
で
見
ら
れ
る

か
。

森
氏
…
村
の
子
ど
も
た
ち
は
、
約
10
年
間
に

わ
た
っ
て
外
国
人
が
街
に
あ
ふ
れ
て
い
る
状

態
を
当
た
り
前
の
も
の
と
し
て
見
て
お
り
、

外
国
人
を
身
近
に
感
じ
て
い
る
。
小
学
校
に

も
様
々
な
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
が
通

っ
て
い
る
。
ま
だ
英
語
が
で
き
な
い
の
で
直

接
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
完
璧
と
は
い

か
な
い
が
、
外
国
人
を
見
て
怯
ん
だ
り
気
後

れ
し
た
り
す
る
こ
と
は
非
常
に
少
な
い
。

　国
際
的
な
交
流
が
日
常
的
で
あ
る
一
方
で
、

昔
な
が
ら
の
文
化
も
残
っ
て
い
る
。
温
泉
、

道
路
、
水
路
を
管
理
し
て
い
る
「
野
澤
組
」

と
呼
ば
れ
る
組
織
は
、
昔
は
日
本
中
ど
こ
に

で
も
あ
っ
た
惣
の
一
つ
で
、
現
在
は
野
沢
に

し
か
残
っ
て
い
な
い
。

　変
え
る
と
こ
ろ
と
変
え
な
い
と
こ
ろ
、
そ

の
両
方
が
現
在
の
野
沢
温
泉
を
形
づ
く
っ
て

い
る
。

参
加
者
…
冬
に
野
沢
温
泉
を
訪
れ
る
日
本
人

客
は
、
ス
キ
ー
客
が
ほ
ぼ
1
0
0
％
な
の
か
。

温
泉
目
的
の
方
も
い
る
の
か
。

森
氏
…
ス
キ
ー
を
し
な
い
宿
泊
客
も
も
ち
ろ

ん
い
る
。
た
と
え
ば
、
昨
日
の
宿
泊
客
は
3

世
代
家
族
7
名
で
宿
泊
さ
れ
、
祖
母
と
そ
の

息
子
は
ス
キ
ー
を
せ
ず
に
温
泉
巡
り
を
楽
し

ん
で
い
た
。

　旅
館
さ
か
や
で
は
、
冬
場
は
ス
キ
ー
客
以

外
の
お
客
様
を
な
る
べ
く
取
ら
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
。
温
泉
旅
館
は
、
基
本
的
に
冬
場

は
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

市
場
に
打
っ
て
出
る
こ
と
は
非
常
に
大
変
な

た
め
、
オ
ン
シ
ー
ズ
ン
の
お
客
様
を
し
っ
か

り
取
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
や
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
を
着
て
温
泉
街

や
旅
館
内
を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る
ス
キ
ー
客

と
、
静
か
な
雪
見
の
温
泉
宿
を
目
指
し
て
来

た
客
層
と
で
は
、
求
め
る
も
の
が
か
な
り
異

な
っ
て
く
る
。
温
泉
メ
イ
ン
の
方
に
は
春
以

降
が
お
す
す
め
と
お
伝
え
す
る
な
ど
、
ミ
ス

マ
ッ
チ
を
未
然
に
防
ぐ
工
夫
を
し
て
い
る
。

参
加
者
…
買
収
し
た
宿
の
解
体
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
決
め
た
き
っ
か
け
は
何
か
。

森
氏
…
50
年
前
に
つ
く
っ
た
建
物
で
、
ア
ス

ベ
ス
ト
の
問
題
な
ど
、
い
つ
か
は
処
理
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
足
音
は
聞
こ
え
て

い
た
が
、
ま
だ
行
動
制
限
な
ど
が
始
ま
る
前

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
と
は
直

接
関
係
な
く
実
行
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
本
格

化
す
る
前
に
着
工
し
た
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
各
種
支
援
メ
ニ
ュ
ー
は
適
用
で
き
ず
、

宿
泊
需
要
も
回
復
し
て
い
な
い
の
で
苦
し
い

部
分
は
あ
る
。
一
方
、
木
材
が
高
騰
し
て
お

り
タ
イ
ミ
ン
グ
が
少
し
遅
れ
た
ら
工
事
費
用

は
も
っ
と
か
か
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

参
加
者
…
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
以
外
で
、

他
の
温
泉
地
や
ス
キ
ー
場
と
連
携
す
る
こ
と

は
あ
る
か
。

森
氏
…
ス
キ
ー
関
係
で
は
、M

t.6

（
マ
ウ
ン

ト
シ
ッ
ク
ス
）
と
い
う
団
体
が
昔
か
ら
続
い

て
い
る
。
老
舗
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
草

津
や
蔵
王
も
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
お
り
、
情

報
交
換
の
場
づ
く
り
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
研

修
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

参
加
者
…V

ail R
eso
rts

の
エ
ピ
ッ
ク
パ

ス
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
。

森
氏
…
エ
ピ
ッ
ク
パ
ス
を
購
入
し
て
お
く
と
、

日
本
の
白
馬
と
ル
ス
ツ
を
含
む
様
々
な
ス
キ

ー
場
が
約
10
万
円
の
負
担
で
利
用
で
き
る
。

一
方
、
シ
ー
ズ
ン
中
に
ベ
イ
ル
の
窓
口
で
1

日
券
を
購
入
す
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
2
万
円

を
超
え
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
消
費
者
は
、
シ

ー
ズ
ン
中
に
窓
口
で
現
金
で
購
入
す
る
の
で

は
な
く
、
シ
ー
ズ
ン
前
に
ネ
ッ
ト
上
で
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
す
る
よ
う
に
誘
導
さ
れ
て

い
る
。

　キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
す
る
メ
リ

ッ
ト
は
、
顧
客
情
報
を
把
握
し
様
々
に
活
用

で
き
る
こ
と
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
東
部

の
ス
キ
ー
場
は
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
く
て

も
、
中
央
部
や
西
部
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が

良
け
れ
ば
、
そ
う
し
た
情
報
を
顧
客
に
提
供

し
、
満
足
度
を
下
げ
な
い
よ
う
に
対
応
が
で

「たびとしょCafe」

27回第

「
和
のスキ
ー
リ
ゾ
ー
ト 

野
沢
温
泉
と

ス
ポ
ーツイベン
ト
」を
開
催

森 

晃（
も
り
・
あ
き
ら
）

1
9
9
2
年
米
国
コ
ロ
ラ
ド・マ
ウ
ン
テ
ン・カ
レ
ッ
ジ 

ス
キ
ー
場
運
営
学
部
卒
。

現
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
ア
ル
ペ
ン
委
員
会
副
委
員
長
、長
野
県
ス
キ
ー
連
盟
競
技
本
部
長
、野
沢
温
泉
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
理
事
長
。

2
0
1
6・2
0
2
0
年
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
W
杯
苗
場
大
会
競
技
委
員
長
を
務
め
る
等
、ス
キ
ー
大
会
運
営
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
。

「
旅
館
さ
か
や
」の
代
表
取
締
役
を
は
じ
め
、野
沢
温
泉
旅
館
組
合
理
事
、全
国
旅
館
組
合
青
年
部
副
部
長
、

日
本
旅
館
協
会
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
委
員
会
委
員
長
等
を
歴
任
し
た
旅
館
業
界
活
動
の
他
、

野
沢
温
泉
観
光
協
会
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
部
会
長
と
し
て
海
外
誘
客
事
業
に
も
従
事
。

G
u
est sp

ea
ker

活 動 報 告
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来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。海

外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
例
の
紹
介

●
日
本
の
他
の
ス
キ
ー
場
で
は
、
英
語
が
話

せ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
外
国
人
に
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
せ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、

私
た
ち
は
愛
情
を
持
っ
て
自
分
た
ち
の
言
葉

で
伝
え
る
こ
と
が
効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
な
る
と
考
え
、
全
て
自
分
た
ち
で

行
っ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
香
港
、

ロ
ン
ド
ン
等
、
12
〜
13
年
の
間
に
約
40
回
の

海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
た
。

●
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
は
、
長
野
|

新
潟
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
予

算
で
実
施
し
て
い
る
。
構
成
団
体
は
、
J
R

東
日
本
、
白
馬
村
、
志
賀
高
原
の
山
ノ
内
町
、

野
沢
温
泉
村
、
妙
高
市
、
新
潟
県
、
長
野
県
。

現
地
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
海
外
の
旅
行

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や
マ
ス
コ
ミ
の
招
へ
い
、
広

告
掲
載
や
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

●
非
常
口
サ
イ
ン
の
ピ
ク
ト
サ
イ
ン
を

「M
r.E
scap

e

」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
―
な
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
に
仕
立
て
て
、
忙
し
く
て
ス
ト

レ
ス
フ
ル
なM

r.E
scap

e

が
、
野
沢
温
泉

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
元
気
に
な
っ
て
帰
っ

て
い
く
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
（
図
参
照
）
で

プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
て
い
る
。

●
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
野
沢
温
泉
は
日
本
最
大

規
模
の
ス
キ
ー
場
で
、
累
積
積
雪
量
の
年
間

平
均
が
12
m
を
超
え
る
ほ
ど
雪
が
豊
富
で
あ

る
こ
と
、
伝
統
的
な
温
泉
の
町
で
大
湯
と
呼

ば
れ
る
共
同
浴
場
や
道
祖
神
祭
り
も
あ
り
、

日
本
な
ら
で
は
の
体
験
が
で
き
る
こ
と
、
温

泉
街
は
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
か
つ
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
豊
か
な
飲
食
店
や
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り

散
策
が
楽
し
め
る
こ
と
、
宿
の
タ
イ
プ
も

様
々
で
あ
る
こ
と
、
温
泉
は
美
肌
や
若
返
り

の
湯
と
し
て
有
名
で
あ
る
こ
と
、
温
泉
街
と

ス
キ
ー
場
は
動
く
歩
道
で
結
ば
れ
て
い
る
こ

と
、
ス
ノ
ー
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
も
非
常
に
近

い
場
所
に
あ
る
こ
と
、な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

●
1
0
0
年
前
の
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
創
設
時
に

掲
げ
た
『
ス
キ
ー
普
及
心
身
ノ
錬
磨
及
当
温

泉
ノ
発
達
ヲ
図
ル
』
と
い
う
目
標
は
、
ス
キ

ー
を
利
用
し
て
お
客
様
を
誘
致
し
、
地
域
経

済
と
人
材
を
育
て
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
現

在
に
至
る
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

●
自
身
は
現
在
53
歳
だ
が
、
次
の
世
代
の
人

材
も
育
っ
て
き
て
い
る
。
き
ち
ん
と
責
任
を

持
た
せ
て
仕
事
を
さ
せ
れ
ば
、
人
は
ど
ん
ど

ん
育
つ
。
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
人

を
呼
び
、
人
材
を
育
成
し
、
次
の
世
代
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
、
を
肝
に
銘
じ
な
が
ら
活

動
し
て
い
る
。

 
参
加
者
…
野
沢
温
泉
村
の
人
口
、
宿
泊
事
業

者
の
割
合
は
ど
の
く
ら
い
か
。

森
氏
…
野
沢
温
泉
村
の
人
口
は
現
3
5
0
0

〜
3
6
0
0
人
。
世
帯
数
は
三
百
数
十
軒
あ

り
、
こ
の
う
ち
宿
が
約
2
4
0
軒
。
約
80
軒

は
海
外
の
方
の
所
有
に
な
っ
て
い
る
が
、
転

売
な
ど
大
手
企
業
に
よ
る
派
手
な
動
き
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
基
本
的
に
は
個
人
の
住
宅
や

宿
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
村
が
急
激
に

変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
様
子
は
今
の
と
こ
ろ

な
い
。

　ス
キ
ー
選
手
を
目
指
し
て
移
住
を
希
望
す

る
方
は
一
定
程
度
い
る
が
、
村
内
に
は
空
き

家
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
不
動
産
屋
さ
ん
も
な

い
た
め
、
移
住
者
の
希
望
に
添
え
ず
に
い
る

状
況
。

参
加
者
…
雪
の
な
い
夏
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
。

森
氏
…
一
般
的
に
、
温
泉
旅
館
は
冬
が
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
で
そ
れ
以
外
の
季
節
が
オ
ン
シ
ー

ズ
ン
。
野
沢
温
泉
に
は
約
25
軒
の
旅
館
が
あ

り
、
一
般
的
な
温
泉
旅
館
と
同
様
の
サ
イ
ク

ル
で
営
業
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
が
あ
り
ゴ

ン
ド
ラ
な
ど
の
設
備
も
あ
る
た
め
、
温
泉
と

に
あ
わ
せ
て
補
助
金
制
度
を
立
ち
上
げ
て
、

和
式
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
様
々
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
進
め
た
。
1
9
9
8
（
平
成
10
）

年
に
は
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
。

白
馬
と
志
賀
高
原
が
中
心
だ
っ
た
が
、
野
沢

温
泉
は
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
と
い
う
、
鉄
砲
を
か

つ
い
で
走
っ
て
打
つ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
非
常

に
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
の
会
場
と
な
っ
た
。

●
2
0
2
0
年
に
は
最
新
型
の
ゴ
ン
ド
ラ
を

導
入
し
た
。
3
6
0
度
ガ
ラ
ス
張
り
で
景
色

が
良
く
、
非
常
に
評
判
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
の
入
込
状
況

●
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
来
場
者
数
は
、

1
9
9
2
〜
93
年
あ
た
り
が
ピ
ー
ク
で
年
間

1
1
0
万
人
が
来
場
し
て
い
た
。
2
0
0
8

年
に
ピ
ー
ク
時
の
約
30
％
で
あ
る
31
万
人
ま

で
下
が
る
と
、
そ
の
後
は
様
々
な
努
力
の
甲

斐
あ
っ
て
42
万
人
ま
で
盛
り
返
し
た
。
し
か

し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
2
0
2
1
年
は
22

万
人
ま
で
落
ち
込
み
、
2
0
2
2
年
は
30
万

人
あ
た
り
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い
る
。

●
2
0
1
8
〜
2
0
1
9
年
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
は
42
万
人
の
利
用
が
あ

り
、
内
13
万
人
泊
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
だ
っ
た
。

繁
忙
期
に
は
1
日
平
均
2
0
0
0
人
を
超
え

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
訪
れ
、
8
割
位
の
方
は

宿
の
外
で
夕
食
を
食
べ
る
た
め
、
夕
方
に
な

る
と
街
中
は
外
国
の
よ
う
な
雰
囲
気
に
な
っ

た
。
野
沢
温
泉
、
白
馬
、
志
賀
高
原
、
妙
高

高
原
で
行
っ
て
い
る
共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
成
果
が
表
れ
て
い
た
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
内
訳
は
、
約
60
%
が
オ

セ
ア
ニ
ア
、
約
25
％
が
ア
ジ
ア
と
な
っ
て
い

る
。
中
国
本
土
は
約
4
%
で
、
他
の
日
本
の

観
光
地
に
比
べ
て
非
常
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
小

さ
い
。

野
沢
温
泉

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
活
動

●
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
ス
キ
ー
大

会
の
誘
致
・
開
催
、
会
費
収
入
、
補
助
金
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
収
入
源
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。
1
9
7
1
年
か
ら
2
0
2
0
年
ま
で

の
約
50
年
間
の
収
入
は
、
10
億
円
を
超
え
る
。

●
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
、
当
初
野
沢
温

泉
は
競
技
開
催
予
定
地
で
は
な
か
っ
た
た
め
、

代
わ
り
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
選
手
育

成
に
力
を
入
れ
た
。
村
か
ら
の
委
託
事
業
と

し
て
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
選
手
強
化
育
成
事
業

を
請
け
負
い
、
約
10
年
間
で
約
3
億
3
0
0
0

万
円
の
予
算
が
つ
い
た
。
そ
の
後
、
12
年
間

で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
10
名
、
世
界
選
手
権
に

12
名
が
出
場
し
、
全
日
本
選
手
権
で
は
16
名

の
選
手
が
優
勝
し
た
。
そ
の
後
、
予
算
が
大

き
く
減
っ
て
か
ら
は
、
16
年
間
で
2
名
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
し
か
出
て
い
な
い
。
つ
ま

り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る

よ
う
な
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
選
手
を
育
て
る
た
め

に
は
、
そ
れ
な
り
の
金
額
を
か
け
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
。

●
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
日
影
ゲ
レ
ン
デ
は
、

昼
間
は
一
般
客
も
滑
れ
る
が
、
夜
は
ナ
イ
タ

ー
施
設
を
完
備
し
て
地
元
選
手
専
用
に
な
る
。

海
外
遠
征
に
は
、
ま
だ
出
場
で
き
な
い
若
い

選
手
た
ち
も
応
援
に
連
れ
て
い
く
こ
と
で
、

世
界
で
戦
う
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
若
い

う
ち
か
ら
感
じ
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

環
境
を
整
え
る
こ
と
で
地
元
選
手
を
育
成
し
、

選
手
た
ち
は
「
N
O
Z
A
W
A
」
と
つ
け
た

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
身
に
着
け
て
世
界
の
舞
台

で
活
躍
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

誘
致
と
人
材
育
成

●
野
沢
温
泉
で
は
、
11
年
連
続
で
全
国
中
学

校
ス
キ
ー
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。
高
校
球

児
に
と
っ
て
の
甲
子
園
の
よ
う
に
、
全
国
の

ス
キ
ー
選
手
に
と
っ
て
野
沢
温
泉
は
憧
れ
の

聖
地
と
し
て
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

●
2
0
1
6
年
と
2
0
2
0
年
に
新
潟
県
の

苗
場
を
会
場
に
し
て
ス
キ
ー
ア
ル
ペ
ン
の
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
際
は
、
英
語

を
話
す
こ
と
が
で
き
て
国
際
レ
ベ
ル
の
大
会

運
営
が
で
き
る
手
腕
を
買
わ
れ
、
野
沢
温
泉

か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
て
一
緒
に
大
会

運
営
を
行
っ
た
。
コ
ー
ス
整
備
や
大
会
当
日

の
対
応
も
含
め
、
野
沢
温
泉
の
ス
タ
ッ
フ
が

指
揮
を
執
っ
て
対
応
し
た
。
世
界
大
会
の
運

営
を
通
し
て
、
世
界
基
準
の
コ
ー
ス
整
備
、

選
手
や
来
場
者
の
も
て
な
し
方
な
ど
、
様
々

な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

●
野
沢
温
泉
に
と
っ
て
、
ス
キ
ー
の
中
心
地

で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
。
野
沢

温
泉
＝
ス
キ
ー
の
メ
ッ
カ
で
あ
り
続
け
る
こ

と
が
お
客
様
に
対
す
る
大
き
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
と
な
る
。
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
の

開
催
は
そ
の
代
表
的
な
取
り
組
み
。
ま
た
、

野
沢
温
泉
が
ス
キ
ー
の
中
心
地
で
あ
り
、
常

に
ス
キ
ー
や
ス
キ
ー
大
会
が
身
近
に
あ
る
環

境
を
つ
く
る
こ
と
で
、
世
界
レ
ベ
ル
の
大
会
で

活
躍
で
き
る
選
手
や
世
界
レ
ベ
ル
の
大
会
運

営
を
牽
引
で
き
る
人
材
の
育
成
に
つ
な
が
る
。

●
こ
う
し
た
人
材
は
ス
キ
ー
選
手
引
退
後
も
、

海
外
留
学
を
し
た
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
観
光
局

職
員
に
な
っ
た
り
と
世
界
で
活
躍
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
人
脈
の
存
在
が
効
果
的
な
海
外
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
ス
キ
ー
人
材
の
育
成
が
、
村
の
将

和
の
滞
在
型

ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
形
成

●
自
身
が
社
長
を
務
め
る
旅
館
さ
か
や
は
明

治
時
代
の
創
業
。
2
0
0
9
年
に
は
別
の
旅

館
を
買
収
し
て
離
れ
と
し
た
。
本
館
と
離
れ

を
合
わ
せ
て
、
年
間
2
万
人
強
の
宿
泊
客
、

約
4
億
円
の
売
り
上
げ
が
あ
る
。
2
0
2
0

年
に
は
、
そ
れ
ま
で
改
修
し
て
利
用
し
て
い

た
離
れ
を
解
体
工
事
し
、
新
築
し
た
。

●
北
米
の
ス
キ
ー
場
は
、
ス
キ
ー
場
に
ふ
さ

わ
し
い
山
を
見
つ
け
、
資
本
を
投
入
し
て
ス

キ
ー
場
を
建
設
し
、
そ
の
後
に
街
を
つ
く
る
、

と
い
う
流
れ
が
主
流
。
一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

や
日
本
の
ス
キ
ー
場
は
、
最
初
に
街
が
あ
り

そ
の
裏
山
に
ス
キ
ー
場
を
建
設
す
る
と
い
う

流
れ
な
の
で
、
デ
ザ
イ
ン
が
う
ま
く
い
か
ず

不
便
で
あ
る
こ
と
も
多
い
。

●
海
外
の
ス
キ
ー
関
連
の
展
示
会
や
商
談
会

な
ど
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ

カ
な
ど
世
界
中
の
ス
キ
ー
場
が
参
戦
し
て
い

る
。
野
沢
温
泉
の
ラ
イ
バ
ル
は
こ
う
し
た
世

界
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
。

●
海
外
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
日
本
の
ス
キ

ー
リ
ゾ
ー
ト
が
負
け
な
い
た
め
に
は
、
日
本

独
自
の
ス
キ
ー
文
化
と
日
本
の
村
で
差
別
化

を
図
る
「
和
の
滞
在
型
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」

の
形
成
が
不
可
欠
。
雪
質
の
良
さ
だ
け
で
は

な
く
、
日
本
な
ら
で
は
の
温
泉
街
や
お
祭
り

も
大
き
な
魅
力
と
な
る
。
国
の
観
光
戦
略
実

行
推
進
会
議
で
発
表
し
た
後
、
ス
キ
ー
リ
ゾ

ー
ト
に
対
し
て
出
国
税
を
原
資
と
す
る
支
援

が
行
わ
れ
、
野
沢
温
泉
で
は
英
語
W
E
B
サ

イ
ト
の
一
元
化
や
人
工
降
雪
機
の
設
置
な
ど

を
行
っ
た
。

●
ア
メ
リ
カ
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
会
社
で
あ
る

V
ail R

eso
rts

が
発
行
し
て
い
る
エ
ピ
ッ

ク
パ
ス
は
、
世
界
中
で
か
な
り
大
き
な
存
在

感
を
示
し
始
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、V

ail 

R
eso
rts

が
買
収
し
た
り
連
携
し
て
い
る

世
界
中
の
ス
キ
ー
場
で
使
え
る
リ
フ
ト
券
で
、

W
E
B
サ
イ
ト
上
で
シ
ー
ズ
ン
前
に
販
売
す

る
こ
と
で
来
場
者
の
囲
い
込
み
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
得
ら
れ
た
顧
客
情

報
を
用
い
て
精
力
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

●
海
外
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
が
運
営
し
て
い
る

W
E
B
サ
イ
ト
は
販
売
が
大
き
な
目
的
に
な

っ
て
い
る
が
、
日
本
の
ス
キ
ー
場
や
観
光
地

が
運
営
し
て
い
る
W
E
B
サ
イ
ト
の
多
く
は

情
報
の
一
方
的
な
発
信
が
中
心
。
W
E
B
サ

イ
ト
内
で
お
客
様
を
誘
導
し
予
約
へ
つ
な
げ

る
と
い
う
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
顧
客
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て

し
っ
か
り
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
。
自
分
た

ち
さ
え
売
れ
れ
ば
よ
い
と
い
う
発
想
で
は
な

く
、
日
本
全
体
と
し
て
成
長
し
て
い
く
と
い

う
視
点
が
必
要
。

野
沢
温
泉
と

ス
キ
ー
の
歴
史

●
野
沢
温
泉
に
ス
キ
ー
が
伝
わ
っ
た
の
は
、

日
本
に
ス
キ
ー
が
伝
わ
っ
た
1
年
後
の

1
9
1
2
（
明
治
45
）
年
。
そ
の
約
10
年
後

に
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
倶
楽
部
が
設
立
さ
れ
た
。

設
立
時
の
会
則
に
は
『
ス
キ
ー
普
及
心
身
ノ

錬
磨
及
当
温
泉
ノ
発
達
ヲ
図
ル
』と
あ
り
、「
ス

キ
ー
人
口
を
増
や
し
心
と
身
体
を
鍛
え
る
こ

と
、
そ
し
て
野
沢
温
泉
の
発
展
を
図
る
こ
と
」

が
活
動
目
的
と
さ
れ
た
。
ス
キ
ー
客
が
大
勢

や
っ
て
く
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
ス
キ
ー
客

の
受
入
を
通
し
て
野
沢
温
泉
を
発
展
さ
せ
よ

う
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
現
在
取
り
組
ん

で
い
る〝
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
に
よ

り
地
域
経
済
と
人
材
を
育
て
る
〞と
い
う
発

想
が
1
0
0
年
前
に
既
に
生
ま
れ
て
い
た
。

●
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
設
立
後
、
大
学
の
ス
キ
ー

部
を
は
じ
め
多
く
の
ス
キ
ー
客
が
野
沢
温
泉

を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
初
年
度
に
は

3
4
5
人
泊
だ
っ
た
も
の
が
、
4
年
後
に
は

5
0
9
3
人
泊
に
急
増
し
た
。
そ
れ
ま
で
の

日
本
の
寒
村
の
冬
は
、
雪
に
閉
ざ
さ
れ
農
作

業
は
で
き
ず
内
職
を
し
た
り
出
稼
ぎ
に
出
る

し
か
な
か
っ
た
が
、
ス
キ
ー
を
き
っ
か
け
に
冬

で
も
村
内
で
商
売
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
1
9
3
0
（
昭
和
5
）
年
に
ス
キ
ー
の
全

国
大
会
を
誘
致
し
、
1
9
4
8
（
昭
和
23
）

年
に
は
国
民
体
育
大
会
の
実
質
的
に
第
1
回

目
の
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
が
開
か
れ
た
。

●
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
4
本
の
リ
フ
ト
は
、

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
中
心
と
な
り
村
民
が
お
金

を
出
し
合
っ
て
建
設
し
た
も
の
。
1
9
6
3

（
昭
和
38
）
年
、
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
の
到
来
に

よ
り
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
利
用
者
が
急
増

す
る
と
、
単
独
で
は
管
理
し
き
れ
な
い
と
判

断
し
た
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
4
つ
の
リ
フ
ト

を
無
償
で
村
に
移
管
し
た
。
そ
の
代
わ
り
、

ス
キ
ー
場
が
続
く
限
り
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
運

営
費
を
拠
出
す
る
取
り
決
め
に
な
っ
て
お
り
、

移
管
か
ら
約
60
年
が
経
つ
現
在
で
も
そ
の
関

係
は
続
い
て
い
る
。

●
野
沢
温
泉
で
は
国
際
大
会
も
多
く
手
掛
け

て
い
る
。
1
9
9
5
（
平
成
7
）
年
に
開
催

さ
れ
た
第
15
回
イ
ン
タ
ー
ス
キ
ー
（
世
界
ス

キ
ー
指
導
者
会
議
）
野
沢
温
泉
大
会
の
際
に

は
、
35
カ
国
か
ら
1
2
0
0
人
を
超
え
る
宿

泊
客
を
受
け
入
れ
た
。
こ
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

　2
0
2
2
年
3
月
22
日
（
火
）、「
和
の
ス

キ
ー
リ
ゾ
ー
ト 

野
沢
温
泉
と
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
」を
テ
ー
マ
に
、第
27
回
た
び
と
し
ょ

C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。

　2
0
2
1
年
夏
、
2
0
2
2
年
冬
と
、
二

つ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
連
続
し
て
開
催
さ
れ
、

選
手
た
ち
の
活
躍
に
多
く
の
人
が
熱
い
声
援

を
送
り
ま
し
た
。
長
野
県
の
北
東
部
に
位
置

す
る
野
沢
温
泉
村
は
、
古
く
か
ら
温
泉
と
ス

キ
ー
の
村
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
数
多
く
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
手
掛
け
る
こ
と
で
地

域
を
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
1
9
2
3
年

の
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
設
立
以
降
、

「
地
域
振
興
は
人
材
育
成
か
ら
」
を
理
念
に

掲
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て〝
人
材
〞を
育
成

し
て
い
ま
す
。
選
手
も
引
退
後
は
大
会
運
営

や
人
材
育
成
を
行
う
側
に
ま
わ
っ
て
、
地
域

の
発
展
に
貢
献
す
る
と
い
う
循
環
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
家
業
の
旅
館
経
営
と
と
も
に
、

長
年
に
わ
た
り
ス
キ
ー
大
会
の
運
営
に
携
わ

っ
て
お
ら
れ
る
、
旅
館
さ
か
や
代
表
取
締
役

で
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
理
事
長
の
森 

晃
氏
を
お
招
き
し
、
野
沢
温
泉
の
地
域
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

き
る
。

　ス
キ
ー
場
側
に
は
売
り
上
げ
の
約
7
割
が

支
払
わ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
が
、

顧
客
情
報
は
全
てV

ail R
eso
rts

に
集
約

さ
れ
て
し
ま
う
。
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
限
ら

ず
日
本
の
D
X
は
非
常
に
遅
れ
て
い
る
分
野

で
あ
り
、
世
界
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

参
加
者
…
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
客
層
に
つ

い
て
詳
し
く
知
り
た
い
。

森
氏
…
大
会
出
場
選
手
と
関
係
者
に
つ
い
て

は
受
益
者
負
担
と
し
て
1
人
3
0
0
〜
5
0
0

円
を
宿
経
由
で
徴
収
し
て
お
り
、
そ
の
収
益

か
ら
逆
算
す
る
形
で
受
入
人
数
の
把
握
は
容

易
。
ま
た
、
野
沢
温
泉
に
は
競
技
者
専
用
の

コ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
の
リ
フ
ト
利
用
人
数
も

把
握
し
て
い
る
。

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
数
は
日
本
の
ス
キ
ー
リ

ゾ
ー
ト
で
最
も
正
確
に
把
握
し
て
い
る
と
思

う
。
各
宿
に
対
し
て
、
観
光
協
会
の
ス
タ
ッ

フ
が
電
話
で
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
発
地

別
に
人
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。

　実
効
性
の
あ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の

た
め
に
は
、
人
数
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と

が
不
可
欠
。
正
確
な
人
数
や
属
性
を
把
握
す

る
た
め
に
は
、
窓
口
で
の
購
入
者
デ
ー
タ
の

積
み
上
げ
や
電
話
に
よ
る
宿
へ
の
聞
き
取
り

調
査
で
は
、
推
計
値
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
正

確
性
に
限
界
が
あ
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
あ
れ
ば
、流
入
経
路
や
居
住
地
な
ど
、様
々

な
情
報
を
正
確
に
把
握
で
き
る
。

参
加
者
…
自
身
は
白
馬
に
移
住
し
て
宿
泊
業

に
携
わ
っ
て
い
る
が
、
後
継
者
不
足
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
野
沢
で
育
っ
た
子
ど
も
の

う
ち
、
野
沢
で
仕
事
に
就
く
割
合
は
ど
の
く

ら
い
か
。

森
氏
…
後
継
者
不
足
と
い
う
問
題
に
は
、
自

業
自
得
の
部
分
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
る
。

野
沢
温
泉
で
は
、
バ
ブ
ル
期
に
1
1
0
万
の

利
用
客
が
あ
っ
た
の
が
30
万
人
ま
で
下
が
っ

て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
親
が

子
ど
も
に
対
し
て
「
ス
キ
ー
で
は
儲
か
ら
な

い
し
借
金
ば
か
り
で
大
変
だ
。
都
会
に
出
て

就
職
し
た
方
が
よ
っ
ぽ
ど
楽
だ
」
な
ど
と
話

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
自
分

の
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
は
な
い
と
聞
か
さ
れ
て
育
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
、
大
人
に
な
っ
て
も
地
元
に
帰
っ
て
こ

な
い
。
そ
の
た
め
、
自
身
の
活
動
で
は
、
い

か
に
こ
の
村
が
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
帰
っ
て
く

る
価
値
や
人
に
自
慢
す
る
価
値
が
あ
る
か
を
、

小
中
学
生
に
伝
え
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

　野
沢
温
泉
で
育
っ
た
ス
キ
ー
選
手
た
ち
は
、

ス
キ
ー
選
手
で
は
な
い
人
に
比
べ
て
U
タ
ー

ン
率
が
非
常
に
高
い
。
他
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
に
比
べ
て
も
、
ス
キ
ー
大
会
の
運
営
や
ス

キ
ー
指
導
者
と
し
て
地
元
に
戻
っ
て
く
る
人

数
が
突
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
野
沢
温
泉

が
ス
キ
ー
の
メ
ッ
カ
で
あ
り
、
そ
の
特
別
な

場
所
で
自
分
が
ス
キ
ー
を
し
て
い
る
の
だ
と

小
さ
い
頃
か
ら
実
感
し
て
育
ち
、
村
や
ス
キ

ー
場
に
対
し
て
誇
り
を
持
っ
て
い
る
か
ら
。

地
元
に
対
す
る
誇
り
を
育
む
教
育
が
重
要
。

参
加
者
…
繁
忙
期
と
閑
散
期
が
あ
る
中
で
、

ど
の
よ
う
に
人
材
確
保
を
し
て
い
る
か
。

森
氏
…
コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
、
サ
ー
ビ
ス
業
や

宿
泊
業
の
求
人
数
は
少
な
い
状
況
に
あ
る
。

野
沢
温
泉
で
求
人
を
出
し
た
と
こ
ろ
日
本
に

留
学
し
て
い
る
外
国
人
を
中
心
に
か
な
り
の

応
募
が
あ
っ
た
。
今
後
、
留
学
生
も
日
本
へ

の
入
国
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
景
気
が
回

復
す
れ
ば
他
産
業
へ
希
望
者
が
流
れ
て
し
ま

う
可
能
性
を
考
え
る
と
、
今
の
う
ち
に
少
し

無
理
を
し
て
も
人
材
を
確
保
す
る
方
が
良
い

と
考
え
て
い
る
。
将
来
的
に
、
日
本
人
人
材

が
宿
泊
業
に
流
れ
込
む
と
い
う
こ
と
は
想
定

し
に
く
く
、
外
国
人
人
材
も
積
極
的
に
採
用

す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
人
で
な
け
れ
ば
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
な
い
と
い
う
既
成
概
念

を
捨
て
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
と
思

う
。

お
わ
り
に

　参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
現
場
感
の
あ

る
お
話
で
面
白
か
っ
た
」、「
デ
ー
タ
蓄
積
の

た
め
に
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
重
要
と
い

う
部
分
が
よ
く
わ
か
っ
た
」、「
父
親
が
ス
キ

ー
好
き
で
自
身
も
ス
キ
ー
に
慣
れ
親
し
ん
で

育
っ
て
き
た
の
で
、
ス
キ
ー
集
落
の
取
り
組

み
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
勉
強
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
ご
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
ス
キ
ー
を
通
し
て
地
元
の
良
さ
に
触
れ
な

が
ら
大
き
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
大
人

に
な
っ
て
か
ら
も
地
元
に
対
す
る
誇
り
を
持

ち
、街
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
人
材
に
な
る
」

と
い
う
お
話
が
印
象
的
で
し
た
。
温
泉
地
や

ス
キ
ー
場
に
限
ら
ず
全
国
の
ど
の
地
域
で
も
、

自
分
の
地
域
に
誇
り
を
持
ち
地
域
を
愛
す
る

こ
と
が
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
基
盤
に
な
る
と

感
じ
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
政
策
研
究
部 

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室 

副
主
任
研
究
員

門
脇
茉
海
）

こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を

提
供
し
て
い
る
。
世
界
中
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
は
夏
の
集
客
に
非
常
に
苦
労
し
て
い
る
が
、

野
沢
温
泉
も
ス
キ
ー
の
印
象
が
強
い
た
め
か
、

夏
の
イ
メ
ー
ジ
が
弱
い
部
分
も
あ
る
。

参
加
者
…
国
際
大
会
の
運
営
に
か
か
る
準
備

や
ス
タ
ッ
フ
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、

ス
タ
ッ
フ
に
は
選
手
経
験
者
が
多
い
の
か
。

森
氏
…
苗
場
で
開
催
さ
れ
た
ス
キ
ー
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
は
、
2
日
間
の
レ
ー
ス
で
選
手

の
輸
送
な
ど
も
含
め
た
予
算
が
約
3
億

4
0
0
0
万
円
で
、
関
係
者
数
も
膨
大
に
な

る
。
一
方
、
全
国
大
会
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の

予
選
規
模
だ
と
、
40
〜
50
名
ほ
ど
で
回
し
て

い
る
。

　雪
上
で
の
作
業
は
あ
る
程
度
ス
キ
ー
技
術

が
な
け
れ
ば
不
可
能
。
コ
ー
ス
設
営
時
に
は
、

棒
や
旗
な
ど
を
数
十
本
抱
え
た
状
態
で
ア
イ

ス
バ
ー
ン
の
急
斜
面
を
滑
る
と
い
う
こ
と
も

必
要
だ
が
、
こ
う
し
た
作
業
は
一
般
人
に
は

難
し
く
、
元
ス
キ
ー
選
手
が
担
当
し
て
い
る
。

ま
た
、
テ
ン
ト
設
営
な
ど
、
ス
キ
ー
技
術
と

直
接
関
係
な
い
こ
と
で
も
、
伝
統
あ
る
ス
キ

ー
場
の
人
た
ち
の
方
が
熟
練
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
。

参
加
者
…
野
沢
温
泉
に
は
全
世
界
の
様
々
な

国
か
ら
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
訪
れ
て
い
る
が
、
住

民
へ
の
影
響
は
ど
の
よ
う
な
形
で
見
ら
れ
る

か
。

森
氏
…
村
の
子
ど
も
た
ち
は
、
約
10
年
間
に

わ
た
っ
て
外
国
人
が
街
に
あ
ふ
れ
て
い
る
状

態
を
当
た
り
前
の
も
の
と
し
て
見
て
お
り
、

外
国
人
を
身
近
に
感
じ
て
い
る
。
小
学
校
に

も
様
々
な
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
が
通

っ
て
い
る
。
ま
だ
英
語
が
で
き
な
い
の
で
直

接
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
完
璧
と
は
い

か
な
い
が
、
外
国
人
を
見
て
怯
ん
だ
り
気
後

れ
し
た
り
す
る
こ
と
は
非
常
に
少
な
い
。

　国
際
的
な
交
流
が
日
常
的
で
あ
る
一
方
で
、

昔
な
が
ら
の
文
化
も
残
っ
て
い
る
。
温
泉
、

道
路
、
水
路
を
管
理
し
て
い
る
「
野
澤
組
」

と
呼
ば
れ
る
組
織
は
、
昔
は
日
本
中
ど
こ
に

で
も
あ
っ
た
惣
の
一
つ
で
、
現
在
は
野
沢
に

し
か
残
っ
て
い
な
い
。

　変
え
る
と
こ
ろ
と
変
え
な
い
と
こ
ろ
、
そ

の
両
方
が
現
在
の
野
沢
温
泉
を
形
づ
く
っ
て

い
る
。

参
加
者
…
冬
に
野
沢
温
泉
を
訪
れ
る
日
本
人

客
は
、
ス
キ
ー
客
が
ほ
ぼ
1
0
0
％
な
の
か
。

温
泉
目
的
の
方
も
い
る
の
か
。

森
氏
…
ス
キ
ー
を
し
な
い
宿
泊
客
も
も
ち
ろ

ん
い
る
。
た
と
え
ば
、
昨
日
の
宿
泊
客
は
3

世
代
家
族
7
名
で
宿
泊
さ
れ
、
祖
母
と
そ
の

息
子
は
ス
キ
ー
を
せ
ず
に
温
泉
巡
り
を
楽
し

ん
で
い
た
。

　旅
館
さ
か
や
で
は
、
冬
場
は
ス
キ
ー
客
以

外
の
お
客
様
を
な
る
べ
く
取
ら
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
。
温
泉
旅
館
は
、
基
本
的
に
冬
場

は
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

市
場
に
打
っ
て
出
る
こ
と
は
非
常
に
大
変
な

た
め
、
オ
ン
シ
ー
ズ
ン
の
お
客
様
を
し
っ
か

り
取
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
や
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
を
着
て
温
泉
街

や
旅
館
内
を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る
ス
キ
ー
客

と
、
静
か
な
雪
見
の
温
泉
宿
を
目
指
し
て
来

た
客
層
と
で
は
、
求
め
る
も
の
が
か
な
り
異

な
っ
て
く
る
。
温
泉
メ
イ
ン
の
方
に
は
春
以

降
が
お
す
す
め
と
お
伝
え
す
る
な
ど
、
ミ
ス

マ
ッ
チ
を
未
然
に
防
ぐ
工
夫
を
し
て
い
る
。

参
加
者
…
買
収
し
た
宿
の
解
体
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
決
め
た
き
っ
か
け
は
何
か
。

森
氏
…
50
年
前
に
つ
く
っ
た
建
物
で
、
ア
ス

ベ
ス
ト
の
問
題
な
ど
、
い
つ
か
は
処
理
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
足
音
は
聞
こ
え
て

い
た
が
、
ま
だ
行
動
制
限
な
ど
が
始
ま
る
前

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
と
は
直

接
関
係
な
く
実
行
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
本
格

化
す
る
前
に
着
工
し
た
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
各
種
支
援
メ
ニ
ュ
ー
は
適
用
で
き
ず
、

宿
泊
需
要
も
回
復
し
て
い
な
い
の
で
苦
し
い

部
分
は
あ
る
。
一
方
、
木
材
が
高
騰
し
て
お

り
タ
イ
ミ
ン
グ
が
少
し
遅
れ
た
ら
工
事
費
用

は
も
っ
と
か
か
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

参
加
者
…
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
以
外
で
、

他
の
温
泉
地
や
ス
キ
ー
場
と
連
携
す
る
こ
と

は
あ
る
か
。

森
氏
…
ス
キ
ー
関
係
で
は
、M

t.6

（
マ
ウ
ン

ト
シ
ッ
ク
ス
）
と
い
う
団
体
が
昔
か
ら
続
い

て
い
る
。
老
舗
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
草

津
や
蔵
王
も
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
お
り
、
情

報
交
換
の
場
づ
く
り
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
研

修
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

参
加
者
…V

ail R
eso
rts

の
エ
ピ
ッ
ク
パ

ス
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
。

森
氏
…
エ
ピ
ッ
ク
パ
ス
を
購
入
し
て
お
く
と
、

日
本
の
白
馬
と
ル
ス
ツ
を
含
む
様
々
な
ス
キ

ー
場
が
約
10
万
円
の
負
担
で
利
用
で
き
る
。

一
方
、
シ
ー
ズ
ン
中
に
ベ
イ
ル
の
窓
口
で
1

日
券
を
購
入
す
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
2
万
円

を
超
え
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
消
費
者
は
、
シ

ー
ズ
ン
中
に
窓
口
で
現
金
で
購
入
す
る
の
で

は
な
く
、
シ
ー
ズ
ン
前
に
ネ
ッ
ト
上
で
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
す
る
よ
う
に
誘
導
さ
れ
て

い
る
。

　キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
す
る
メ
リ

ッ
ト
は
、
顧
客
情
報
を
把
握
し
様
々
に
活
用

で
き
る
こ
と
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
東
部

の
ス
キ
ー
場
は
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
く
て

も
、
中
央
部
や
西
部
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が

良
け
れ
ば
、
そ
う
し
た
情
報
を
顧
客
に
提
供

し
、
満
足
度
を
下
げ
な
い
よ
う
に
対
応
が
で

【
第
1
部
】

話
題
提
供
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来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。海

外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
例
の
紹
介

●
日
本
の
他
の
ス
キ
ー
場
で
は
、
英
語
が
話

せ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
外
国
人
に
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
せ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、

私
た
ち
は
愛
情
を
持
っ
て
自
分
た
ち
の
言
葉

で
伝
え
る
こ
と
が
効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
な
る
と
考
え
、
全
て
自
分
た
ち
で

行
っ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
香
港
、

ロ
ン
ド
ン
等
、
12
〜
13
年
の
間
に
約
40
回
の

海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
た
。

●
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
は
、
長
野
|

新
潟
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
予

算
で
実
施
し
て
い
る
。
構
成
団
体
は
、
J
R

東
日
本
、
白
馬
村
、
志
賀
高
原
の
山
ノ
内
町
、

野
沢
温
泉
村
、
妙
高
市
、
新
潟
県
、
長
野
県
。

現
地
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
海
外
の
旅
行

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や
マ
ス
コ
ミ
の
招
へ
い
、
広

告
掲
載
や
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

●
非
常
口
サ
イ
ン
の
ピ
ク
ト
サ
イ
ン
を

「M
r.E
scap

e

」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
―
な
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
に
仕
立
て
て
、
忙
し
く
て
ス
ト

レ
ス
フ
ル
なM

r.E
scap

e

が
、
野
沢
温
泉

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
元
気
に
な
っ
て
帰
っ

て
い
く
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
（
図
参
照
）
で

プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
て
い
る
。

●
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
野
沢
温
泉
は
日
本
最
大

規
模
の
ス
キ
ー
場
で
、
累
積
積
雪
量
の
年
間

平
均
が
12
m
を
超
え
る
ほ
ど
雪
が
豊
富
で
あ

る
こ
と
、
伝
統
的
な
温
泉
の
町
で
大
湯
と
呼

ば
れ
る
共
同
浴
場
や
道
祖
神
祭
り
も
あ
り
、

日
本
な
ら
で
は
の
体
験
が
で
き
る
こ
と
、
温

泉
街
は
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
か
つ
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
豊
か
な
飲
食
店
や
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り

散
策
が
楽
し
め
る
こ
と
、
宿
の
タ
イ
プ
も

様
々
で
あ
る
こ
と
、
温
泉
は
美
肌
や
若
返
り

の
湯
と
し
て
有
名
で
あ
る
こ
と
、
温
泉
街
と

ス
キ
ー
場
は
動
く
歩
道
で
結
ば
れ
て
い
る
こ

と
、
ス
ノ
ー
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
も
非
常
に
近

い
場
所
に
あ
る
こ
と
、な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

●
1
0
0
年
前
の
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
創
設
時
に

掲
げ
た
『
ス
キ
ー
普
及
心
身
ノ
錬
磨
及
当
温

泉
ノ
発
達
ヲ
図
ル
』
と
い
う
目
標
は
、
ス
キ

ー
を
利
用
し
て
お
客
様
を
誘
致
し
、
地
域
経

済
と
人
材
を
育
て
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
現

在
に
至
る
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

●
自
身
は
現
在
53
歳
だ
が
、
次
の
世
代
の
人

材
も
育
っ
て
き
て
い
る
。
き
ち
ん
と
責
任
を

持
た
せ
て
仕
事
を
さ
せ
れ
ば
、
人
は
ど
ん
ど

ん
育
つ
。
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
人

を
呼
び
、
人
材
を
育
成
し
、
次
の
世
代
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
、
を
肝
に
銘
じ
な
が
ら
活

動
し
て
い
る
。

 
参
加
者
…
野
沢
温
泉
村
の
人
口
、
宿
泊
事
業

者
の
割
合
は
ど
の
く
ら
い
か
。

森
氏
…
野
沢
温
泉
村
の
人
口
は
現
3
5
0
0

〜
3
6
0
0
人
。
世
帯
数
は
三
百
数
十
軒
あ

り
、
こ
の
う
ち
宿
が
約
2
4
0
軒
。
約
80
軒

は
海
外
の
方
の
所
有
に
な
っ
て
い
る
が
、
転

売
な
ど
大
手
企
業
に
よ
る
派
手
な
動
き
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
基
本
的
に
は
個
人
の
住
宅
や

宿
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
村
が
急
激
に

変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
様
子
は
今
の
と
こ
ろ

な
い
。

　ス
キ
ー
選
手
を
目
指
し
て
移
住
を
希
望
す

る
方
は
一
定
程
度
い
る
が
、
村
内
に
は
空
き

家
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
不
動
産
屋
さ
ん
も
な

い
た
め
、
移
住
者
の
希
望
に
添
え
ず
に
い
る

状
況
。

参
加
者
…
雪
の
な
い
夏
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
。

森
氏
…
一
般
的
に
、
温
泉
旅
館
は
冬
が
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
で
そ
れ
以
外
の
季
節
が
オ
ン
シ
ー

ズ
ン
。
野
沢
温
泉
に
は
約
25
軒
の
旅
館
が
あ

り
、
一
般
的
な
温
泉
旅
館
と
同
様
の
サ
イ
ク

ル
で
営
業
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
が
あ
り
ゴ

ン
ド
ラ
な
ど
の
設
備
も
あ
る
た
め
、
温
泉
と

に
あ
わ
せ
て
補
助
金
制
度
を
立
ち
上
げ
て
、

和
式
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
様
々
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
進
め
た
。
1
9
9
8
（
平
成
10
）

年
に
は
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
。

白
馬
と
志
賀
高
原
が
中
心
だ
っ
た
が
、
野
沢

温
泉
は
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
と
い
う
、
鉄
砲
を
か

つ
い
で
走
っ
て
打
つ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
非
常

に
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
の
会
場
と
な
っ
た
。

●
2
0
2
0
年
に
は
最
新
型
の
ゴ
ン
ド
ラ
を

導
入
し
た
。
3
6
0
度
ガ
ラ
ス
張
り
で
景
色

が
良
く
、
非
常
に
評
判
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
の
入
込
状
況

●
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
来
場
者
数
は
、

1
9
9
2
〜
93
年
あ
た
り
が
ピ
ー
ク
で
年
間

1
1
0
万
人
が
来
場
し
て
い
た
。
2
0
0
8

年
に
ピ
ー
ク
時
の
約
30
％
で
あ
る
31
万
人
ま

で
下
が
る
と
、
そ
の
後
は
様
々
な
努
力
の
甲

斐
あ
っ
て
42
万
人
ま
で
盛
り
返
し
た
。
し
か

し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
2
0
2
1
年
は
22

万
人
ま
で
落
ち
込
み
、
2
0
2
2
年
は
30
万

人
あ
た
り
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い
る
。

●
2
0
1
8
〜
2
0
1
9
年
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
は
42
万
人
の
利
用
が
あ

り
、
内
13
万
人
泊
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
だ
っ
た
。

繁
忙
期
に
は
1
日
平
均
2
0
0
0
人
を
超
え

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
訪
れ
、
8
割
位
の
方
は

宿
の
外
で
夕
食
を
食
べ
る
た
め
、
夕
方
に
な

る
と
街
中
は
外
国
の
よ
う
な
雰
囲
気
に
な
っ

た
。
野
沢
温
泉
、
白
馬
、
志
賀
高
原
、
妙
高

高
原
で
行
っ
て
い
る
共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
成
果
が
表
れ
て
い
た
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
内
訳
は
、
約
60
%
が
オ

セ
ア
ニ
ア
、
約
25
％
が
ア
ジ
ア
と
な
っ
て
い

る
。
中
国
本
土
は
約
4
%
で
、
他
の
日
本
の

観
光
地
に
比
べ
て
非
常
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
小

さ
い
。

野
沢
温
泉

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
活
動

●
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
ス
キ
ー
大

会
の
誘
致
・
開
催
、
会
費
収
入
、
補
助
金
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
収
入
源
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。
1
9
7
1
年
か
ら
2
0
2
0
年
ま
で

の
約
50
年
間
の
収
入
は
、
10
億
円
を
超
え
る
。

●
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
、
当
初
野
沢
温

泉
は
競
技
開
催
予
定
地
で
は
な
か
っ
た
た
め
、

代
わ
り
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
選
手
育

成
に
力
を
入
れ
た
。
村
か
ら
の
委
託
事
業
と

し
て
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
選
手
強
化
育
成
事
業

を
請
け
負
い
、
約
10
年
間
で
約
3
億
3
0
0
0

万
円
の
予
算
が
つ
い
た
。
そ
の
後
、
12
年
間

で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
10
名
、
世
界
選
手
権
に

12
名
が
出
場
し
、
全
日
本
選
手
権
で
は
16
名

の
選
手
が
優
勝
し
た
。
そ
の
後
、
予
算
が
大

き
く
減
っ
て
か
ら
は
、
16
年
間
で
2
名
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
し
か
出
て
い
な
い
。
つ
ま

り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る

よ
う
な
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
選
手
を
育
て
る
た
め

に
は
、
そ
れ
な
り
の
金
額
を
か
け
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
。

●
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
日
影
ゲ
レ
ン
デ
は
、

昼
間
は
一
般
客
も
滑
れ
る
が
、
夜
は
ナ
イ
タ

ー
施
設
を
完
備
し
て
地
元
選
手
専
用
に
な
る
。

海
外
遠
征
に
は
、
ま
だ
出
場
で
き
な
い
若
い

選
手
た
ち
も
応
援
に
連
れ
て
い
く
こ
と
で
、

世
界
で
戦
う
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
若
い

う
ち
か
ら
感
じ
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

環
境
を
整
え
る
こ
と
で
地
元
選
手
を
育
成
し
、

選
手
た
ち
は
「
N
O
Z
A
W
A
」
と
つ
け
た

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
身
に
着
け
て
世
界
の
舞
台

で
活
躍
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

誘
致
と
人
材
育
成

●
野
沢
温
泉
で
は
、
11
年
連
続
で
全
国
中
学

校
ス
キ
ー
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。
高
校
球

児
に
と
っ
て
の
甲
子
園
の
よ
う
に
、
全
国
の

ス
キ
ー
選
手
に
と
っ
て
野
沢
温
泉
は
憧
れ
の

聖
地
と
し
て
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

●
2
0
1
6
年
と
2
0
2
0
年
に
新
潟
県
の

苗
場
を
会
場
に
し
て
ス
キ
ー
ア
ル
ペ
ン
の
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
際
は
、
英
語

を
話
す
こ
と
が
で
き
て
国
際
レ
ベ
ル
の
大
会

運
営
が
で
き
る
手
腕
を
買
わ
れ
、
野
沢
温
泉

か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
て
一
緒
に
大
会

運
営
を
行
っ
た
。
コ
ー
ス
整
備
や
大
会
当
日

の
対
応
も
含
め
、
野
沢
温
泉
の
ス
タ
ッ
フ
が

指
揮
を
執
っ
て
対
応
し
た
。
世
界
大
会
の
運

営
を
通
し
て
、
世
界
基
準
の
コ
ー
ス
整
備
、

選
手
や
来
場
者
の
も
て
な
し
方
な
ど
、
様
々

な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

●
野
沢
温
泉
に
と
っ
て
、
ス
キ
ー
の
中
心
地

で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
。
野
沢

温
泉
＝
ス
キ
ー
の
メ
ッ
カ
で
あ
り
続
け
る
こ

と
が
お
客
様
に
対
す
る
大
き
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
と
な
る
。
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
の

開
催
は
そ
の
代
表
的
な
取
り
組
み
。
ま
た
、

野
沢
温
泉
が
ス
キ
ー
の
中
心
地
で
あ
り
、
常

に
ス
キ
ー
や
ス
キ
ー
大
会
が
身
近
に
あ
る
環

境
を
つ
く
る
こ
と
で
、
世
界
レ
ベ
ル
の
大
会
で

活
躍
で
き
る
選
手
や
世
界
レ
ベ
ル
の
大
会
運

営
を
牽
引
で
き
る
人
材
の
育
成
に
つ
な
が
る
。

●
こ
う
し
た
人
材
は
ス
キ
ー
選
手
引
退
後
も
、

海
外
留
学
を
し
た
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
観
光
局

職
員
に
な
っ
た
り
と
世
界
で
活
躍
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
人
脈
の
存
在
が
効
果
的
な
海
外
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
ス
キ
ー
人
材
の
育
成
が
、
村
の
将

和
の
滞
在
型

ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
形
成

●
自
身
が
社
長
を
務
め
る
旅
館
さ
か
や
は
明

治
時
代
の
創
業
。
2
0
0
9
年
に
は
別
の
旅

館
を
買
収
し
て
離
れ
と
し
た
。
本
館
と
離
れ

を
合
わ
せ
て
、
年
間
2
万
人
強
の
宿
泊
客
、

約
4
億
円
の
売
り
上
げ
が
あ
る
。
2
0
2
0

年
に
は
、
そ
れ
ま
で
改
修
し
て
利
用
し
て
い

た
離
れ
を
解
体
工
事
し
、
新
築
し
た
。

●
北
米
の
ス
キ
ー
場
は
、
ス
キ
ー
場
に
ふ
さ

わ
し
い
山
を
見
つ
け
、
資
本
を
投
入
し
て
ス

キ
ー
場
を
建
設
し
、
そ
の
後
に
街
を
つ
く
る
、

と
い
う
流
れ
が
主
流
。
一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

や
日
本
の
ス
キ
ー
場
は
、
最
初
に
街
が
あ
り

そ
の
裏
山
に
ス
キ
ー
場
を
建
設
す
る
と
い
う

流
れ
な
の
で
、
デ
ザ
イ
ン
が
う
ま
く
い
か
ず

不
便
で
あ
る
こ
と
も
多
い
。

●
海
外
の
ス
キ
ー
関
連
の
展
示
会
や
商
談
会

な
ど
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ

カ
な
ど
世
界
中
の
ス
キ
ー
場
が
参
戦
し
て
い

る
。
野
沢
温
泉
の
ラ
イ
バ
ル
は
こ
う
し
た
世

界
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
。

●
海
外
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
日
本
の
ス
キ

ー
リ
ゾ
ー
ト
が
負
け
な
い
た
め
に
は
、
日
本

独
自
の
ス
キ
ー
文
化
と
日
本
の
村
で
差
別
化

を
図
る
「
和
の
滞
在
型
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」

の
形
成
が
不
可
欠
。
雪
質
の
良
さ
だ
け
で
は

な
く
、
日
本
な
ら
で
は
の
温
泉
街
や
お
祭
り

も
大
き
な
魅
力
と
な
る
。
国
の
観
光
戦
略
実

行
推
進
会
議
で
発
表
し
た
後
、
ス
キ
ー
リ
ゾ

ー
ト
に
対
し
て
出
国
税
を
原
資
と
す
る
支
援

が
行
わ
れ
、
野
沢
温
泉
で
は
英
語
W
E
B
サ

イ
ト
の
一
元
化
や
人
工
降
雪
機
の
設
置
な
ど

を
行
っ
た
。

●
ア
メ
リ
カ
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
会
社
で
あ
る

V
ail R

eso
rts

が
発
行
し
て
い
る
エ
ピ
ッ

ク
パ
ス
は
、
世
界
中
で
か
な
り
大
き
な
存
在

感
を
示
し
始
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、V

ail 

R
eso
rts

が
買
収
し
た
り
連
携
し
て
い
る

世
界
中
の
ス
キ
ー
場
で
使
え
る
リ
フ
ト
券
で
、

W
E
B
サ
イ
ト
上
で
シ
ー
ズ
ン
前
に
販
売
す

る
こ
と
で
来
場
者
の
囲
い
込
み
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
得
ら
れ
た
顧
客
情

報
を
用
い
て
精
力
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

●
海
外
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
が
運
営
し
て
い
る

W
E
B
サ
イ
ト
は
販
売
が
大
き
な
目
的
に
な

っ
て
い
る
が
、
日
本
の
ス
キ
ー
場
や
観
光
地

が
運
営
し
て
い
る
W
E
B
サ
イ
ト
の
多
く
は

情
報
の
一
方
的
な
発
信
が
中
心
。
W
E
B
サ

イ
ト
内
で
お
客
様
を
誘
導
し
予
約
へ
つ
な
げ

る
と
い
う
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
顧
客
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て

し
っ
か
り
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
。
自
分
た

ち
さ
え
売
れ
れ
ば
よ
い
と
い
う
発
想
で
は
な

く
、
日
本
全
体
と
し
て
成
長
し
て
い
く
と
い

う
視
点
が
必
要
。

野
沢
温
泉
と

ス
キ
ー
の
歴
史

●
野
沢
温
泉
に
ス
キ
ー
が
伝
わ
っ
た
の
は
、

日
本
に
ス
キ
ー
が
伝
わ
っ
た
1
年
後
の

1
9
1
2
（
明
治
45
）
年
。
そ
の
約
10
年
後

に
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
倶
楽
部
が
設
立
さ
れ
た
。

設
立
時
の
会
則
に
は
『
ス
キ
ー
普
及
心
身
ノ

錬
磨
及
当
温
泉
ノ
発
達
ヲ
図
ル
』と
あ
り
、「
ス

キ
ー
人
口
を
増
や
し
心
と
身
体
を
鍛
え
る
こ

と
、
そ
し
て
野
沢
温
泉
の
発
展
を
図
る
こ
と
」

が
活
動
目
的
と
さ
れ
た
。
ス
キ
ー
客
が
大
勢

や
っ
て
く
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
ス
キ
ー
客

の
受
入
を
通
し
て
野
沢
温
泉
を
発
展
さ
せ
よ

う
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
現
在
取
り
組
ん

で
い
る〝
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
に
よ

り
地
域
経
済
と
人
材
を
育
て
る
〞と
い
う
発

想
が
1
0
0
年
前
に
既
に
生
ま
れ
て
い
た
。

●
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
設
立
後
、
大
学
の
ス
キ
ー

部
を
は
じ
め
多
く
の
ス
キ
ー
客
が
野
沢
温
泉

を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
初
年
度
に
は

3
4
5
人
泊
だ
っ
た
も
の
が
、
4
年
後
に
は

5
0
9
3
人
泊
に
急
増
し
た
。
そ
れ
ま
で
の

日
本
の
寒
村
の
冬
は
、
雪
に
閉
ざ
さ
れ
農
作

業
は
で
き
ず
内
職
を
し
た
り
出
稼
ぎ
に
出
る

し
か
な
か
っ
た
が
、
ス
キ
ー
を
き
っ
か
け
に
冬

で
も
村
内
で
商
売
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
1
9
3
0
（
昭
和
5
）
年
に
ス
キ
ー
の
全

国
大
会
を
誘
致
し
、
1
9
4
8
（
昭
和
23
）

年
に
は
国
民
体
育
大
会
の
実
質
的
に
第
1
回

目
の
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
が
開
か
れ
た
。

●
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
4
本
の
リ
フ
ト
は
、

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
中
心
と
な
り
村
民
が
お
金

を
出
し
合
っ
て
建
設
し
た
も
の
。
1
9
6
3

（
昭
和
38
）
年
、
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
の
到
来
に

よ
り
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
利
用
者
が
急
増

す
る
と
、
単
独
で
は
管
理
し
き
れ
な
い
と
判

断
し
た
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
4
つ
の
リ
フ
ト

を
無
償
で
村
に
移
管
し
た
。
そ
の
代
わ
り
、

ス
キ
ー
場
が
続
く
限
り
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
運

営
費
を
拠
出
す
る
取
り
決
め
に
な
っ
て
お
り
、

移
管
か
ら
約
60
年
が
経
つ
現
在
で
も
そ
の
関

係
は
続
い
て
い
る
。

●
野
沢
温
泉
で
は
国
際
大
会
も
多
く
手
掛
け

て
い
る
。
1
9
9
5
（
平
成
7
）
年
に
開
催

さ
れ
た
第
15
回
イ
ン
タ
ー
ス
キ
ー
（
世
界
ス

キ
ー
指
導
者
会
議
）
野
沢
温
泉
大
会
の
際
に

は
、
35
カ
国
か
ら
1
2
0
0
人
を
超
え
る
宿

泊
客
を
受
け
入
れ
た
。
こ
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

　2
0
2
2
年
3
月
22
日
（
火
）、「
和
の
ス

キ
ー
リ
ゾ
ー
ト 

野
沢
温
泉
と
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
」を
テ
ー
マ
に
、第
27
回
た
び
と
し
ょ

C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。

　2
0
2
1
年
夏
、
2
0
2
2
年
冬
と
、
二

つ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
連
続
し
て
開
催
さ
れ
、

選
手
た
ち
の
活
躍
に
多
く
の
人
が
熱
い
声
援

を
送
り
ま
し
た
。
長
野
県
の
北
東
部
に
位
置

す
る
野
沢
温
泉
村
は
、
古
く
か
ら
温
泉
と
ス

キ
ー
の
村
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
数
多
く
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
手
掛
け
る
こ
と
で
地

域
を
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
1
9
2
3
年

の
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
設
立
以
降
、

「
地
域
振
興
は
人
材
育
成
か
ら
」
を
理
念
に

掲
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て〝
人
材
〞を
育
成

し
て
い
ま
す
。
選
手
も
引
退
後
は
大
会
運
営

や
人
材
育
成
を
行
う
側
に
ま
わ
っ
て
、
地
域

の
発
展
に
貢
献
す
る
と
い
う
循
環
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
家
業
の
旅
館
経
営
と
と
も
に
、

長
年
に
わ
た
り
ス
キ
ー
大
会
の
運
営
に
携
わ

っ
て
お
ら
れ
る
、
旅
館
さ
か
や
代
表
取
締
役

で
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
理
事
長
の
森 

晃
氏
を
お
招
き
し
、
野
沢
温
泉
の
地
域
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

き
る
。

　ス
キ
ー
場
側
に
は
売
り
上
げ
の
約
7
割
が

支
払
わ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
が
、

顧
客
情
報
は
全
てV
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eso
rts

に
集
約

さ
れ
て
し
ま
う
。
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
限
ら

ず
日
本
の
D
X
は
非
常
に
遅
れ
て
い
る
分
野

で
あ
り
、
世
界
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

参
加
者
…
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
客
層
に
つ

い
て
詳
し
く
知
り
た
い
。

森
氏
…
大
会
出
場
選
手
と
関
係
者
に
つ
い
て

は
受
益
者
負
担
と
し
て
1
人
3
0
0
〜
5
0
0

円
を
宿
経
由
で
徴
収
し
て
お
り
、
そ
の
収
益

か
ら
逆
算
す
る
形
で
受
入
人
数
の
把
握
は
容

易
。
ま
た
、
野
沢
温
泉
に
は
競
技
者
専
用
の

コ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
の
リ
フ
ト
利
用
人
数
も

把
握
し
て
い
る
。

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
数
は
日
本
の
ス
キ
ー
リ

ゾ
ー
ト
で
最
も
正
確
に
把
握
し
て
い
る
と
思

う
。
各
宿
に
対
し
て
、
観
光
協
会
の
ス
タ
ッ

フ
が
電
話
で
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
発
地

別
に
人
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。

　実
効
性
の
あ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の

た
め
に
は
、
人
数
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と

が
不
可
欠
。
正
確
な
人
数
や
属
性
を
把
握
す

る
た
め
に
は
、
窓
口
で
の
購
入
者
デ
ー
タ
の

積
み
上
げ
や
電
話
に
よ
る
宿
へ
の
聞
き
取
り

調
査
で
は
、
推
計
値
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
正

確
性
に
限
界
が
あ
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
あ
れ
ば
、流
入
経
路
や
居
住
地
な
ど
、様
々

な
情
報
を
正
確
に
把
握
で
き
る
。

参
加
者
…
自
身
は
白
馬
に
移
住
し
て
宿
泊
業

に
携
わ
っ
て
い
る
が
、
後
継
者
不
足
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
野
沢
で
育
っ
た
子
ど
も
の

う
ち
、
野
沢
で
仕
事
に
就
く
割
合
は
ど
の
く

ら
い
か
。

森
氏
…
後
継
者
不
足
と
い
う
問
題
に
は
、
自

業
自
得
の
部
分
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
る
。

野
沢
温
泉
で
は
、
バ
ブ
ル
期
に
1
1
0
万
の

利
用
客
が
あ
っ
た
の
が
30
万
人
ま
で
下
が
っ

て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
親
が

子
ど
も
に
対
し
て
「
ス
キ
ー
で
は
儲
か
ら
な

い
し
借
金
ば
か
り
で
大
変
だ
。
都
会
に
出
て

就
職
し
た
方
が
よ
っ
ぽ
ど
楽
だ
」
な
ど
と
話

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
自
分

の
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
は
な
い
と
聞
か
さ
れ
て
育
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
、
大
人
に
な
っ
て
も
地
元
に
帰
っ
て
こ

な
い
。
そ
の
た
め
、
自
身
の
活
動
で
は
、
い

か
に
こ
の
村
が
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
帰
っ
て
く

る
価
値
や
人
に
自
慢
す
る
価
値
が
あ
る
か
を
、

小
中
学
生
に
伝
え
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

　野
沢
温
泉
で
育
っ
た
ス
キ
ー
選
手
た
ち
は
、

ス
キ
ー
選
手
で
は
な
い
人
に
比
べ
て
U
タ
ー

ン
率
が
非
常
に
高
い
。
他
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
に
比
べ
て
も
、
ス
キ
ー
大
会
の
運
営
や
ス

キ
ー
指
導
者
と
し
て
地
元
に
戻
っ
て
く
る
人

数
が
突
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
野
沢
温
泉

が
ス
キ
ー
の
メ
ッ
カ
で
あ
り
、
そ
の
特
別
な

場
所
で
自
分
が
ス
キ
ー
を
し
て
い
る
の
だ
と

小
さ
い
頃
か
ら
実
感
し
て
育
ち
、
村
や
ス
キ

ー
場
に
対
し
て
誇
り
を
持
っ
て
い
る
か
ら
。

地
元
に
対
す
る
誇
り
を
育
む
教
育
が
重
要
。

参
加
者
…
繁
忙
期
と
閑
散
期
が
あ
る
中
で
、

ど
の
よ
う
に
人
材
確
保
を
し
て
い
る
か
。

森
氏
…
コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
、
サ
ー
ビ
ス
業
や

宿
泊
業
の
求
人
数
は
少
な
い
状
況
に
あ
る
。

野
沢
温
泉
で
求
人
を
出
し
た
と
こ
ろ
日
本
に

留
学
し
て
い
る
外
国
人
を
中
心
に
か
な
り
の

応
募
が
あ
っ
た
。
今
後
、
留
学
生
も
日
本
へ

の
入
国
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
景
気
が
回

復
す
れ
ば
他
産
業
へ
希
望
者
が
流
れ
て
し
ま

う
可
能
性
を
考
え
る
と
、
今
の
う
ち
に
少
し

無
理
を
し
て
も
人
材
を
確
保
す
る
方
が
良
い

と
考
え
て
い
る
。
将
来
的
に
、
日
本
人
人
材

が
宿
泊
業
に
流
れ
込
む
と
い
う
こ
と
は
想
定

し
に
く
く
、
外
国
人
人
材
も
積
極
的
に
採
用

す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
人
で
な
け
れ
ば
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
な
い
と
い
う
既
成
概
念

を
捨
て
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
と
思

う
。

お
わ
り
に

　参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
現
場
感
の
あ

る
お
話
で
面
白
か
っ
た
」、「
デ
ー
タ
蓄
積
の

た
め
に
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
重
要
と
い

う
部
分
が
よ
く
わ
か
っ
た
」、「
父
親
が
ス
キ

ー
好
き
で
自
身
も
ス
キ
ー
に
慣
れ
親
し
ん
で

育
っ
て
き
た
の
で
、
ス
キ
ー
集
落
の
取
り
組

み
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
勉
強
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
ご
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
ス
キ
ー
を
通
し
て
地
元
の
良
さ
に
触
れ
な

が
ら
大
き
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
大
人

に
な
っ
て
か
ら
も
地
元
に
対
す
る
誇
り
を
持

ち
、街
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
人
材
に
な
る
」

と
い
う
お
話
が
印
象
的
で
し
た
。
温
泉
地
や

ス
キ
ー
場
に
限
ら
ず
全
国
の
ど
の
地
域
で
も
、

自
分
の
地
域
に
誇
り
を
持
ち
地
域
を
愛
す
る

こ
と
が
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
基
盤
に
な
る
と

感
じ
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
政
策
研
究
部 

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室 

副
主
任
研
究
員

門
脇
茉
海
）

こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を

提
供
し
て
い
る
。
世
界
中
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
は
夏
の
集
客
に
非
常
に
苦
労
し
て
い
る
が
、

野
沢
温
泉
も
ス
キ
ー
の
印
象
が
強
い
た
め
か
、

夏
の
イ
メ
ー
ジ
が
弱
い
部
分
も
あ
る
。

参
加
者
…
国
際
大
会
の
運
営
に
か
か
る
準
備

や
ス
タ
ッ
フ
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、

ス
タ
ッ
フ
に
は
選
手
経
験
者
が
多
い
の
か
。

森
氏
…
苗
場
で
開
催
さ
れ
た
ス
キ
ー
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
は
、
2
日
間
の
レ
ー
ス
で
選
手

の
輸
送
な
ど
も
含
め
た
予
算
が
約
3
億

4
0
0
0
万
円
で
、
関
係
者
数
も
膨
大
に
な

る
。
一
方
、
全
国
大
会
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の

予
選
規
模
だ
と
、
40
〜
50
名
ほ
ど
で
回
し
て

い
る
。

　雪
上
で
の
作
業
は
あ
る
程
度
ス
キ
ー
技
術

が
な
け
れ
ば
不
可
能
。
コ
ー
ス
設
営
時
に
は
、

棒
や
旗
な
ど
を
数
十
本
抱
え
た
状
態
で
ア
イ

ス
バ
ー
ン
の
急
斜
面
を
滑
る
と
い
う
こ
と
も

必
要
だ
が
、
こ
う
し
た
作
業
は
一
般
人
に
は

難
し
く
、
元
ス
キ
ー
選
手
が
担
当
し
て
い
る
。

ま
た
、
テ
ン
ト
設
営
な
ど
、
ス
キ
ー
技
術
と

直
接
関
係
な
い
こ
と
で
も
、
伝
統
あ
る
ス
キ

ー
場
の
人
た
ち
の
方
が
熟
練
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
。

参
加
者
…
野
沢
温
泉
に
は
全
世
界
の
様
々
な

国
か
ら
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
訪
れ
て
い
る
が
、
住

民
へ
の
影
響
は
ど
の
よ
う
な
形
で
見
ら
れ
る

か
。

森
氏
…
村
の
子
ど
も
た
ち
は
、
約
10
年
間
に

わ
た
っ
て
外
国
人
が
街
に
あ
ふ
れ
て
い
る
状

態
を
当
た
り
前
の
も
の
と
し
て
見
て
お
り
、

外
国
人
を
身
近
に
感
じ
て
い
る
。
小
学
校
に

も
様
々
な
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
が
通

っ
て
い
る
。
ま
だ
英
語
が
で
き
な
い
の
で
直

接
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
完
璧
と
は
い

か
な
い
が
、
外
国
人
を
見
て
怯
ん
だ
り
気
後

れ
し
た
り
す
る
こ
と
は
非
常
に
少
な
い
。

　国
際
的
な
交
流
が
日
常
的
で
あ
る
一
方
で
、

昔
な
が
ら
の
文
化
も
残
っ
て
い
る
。
温
泉
、

道
路
、
水
路
を
管
理
し
て
い
る
「
野
澤
組
」

と
呼
ば
れ
る
組
織
は
、
昔
は
日
本
中
ど
こ
に

で
も
あ
っ
た
惣
の
一
つ
で
、
現
在
は
野
沢
に

し
か
残
っ
て
い
な
い
。

　変
え
る
と
こ
ろ
と
変
え
な
い
と
こ
ろ
、
そ

の
両
方
が
現
在
の
野
沢
温
泉
を
形
づ
く
っ
て

い
る
。

参
加
者
…
冬
に
野
沢
温
泉
を
訪
れ
る
日
本
人

客
は
、
ス
キ
ー
客
が
ほ
ぼ
1
0
0
％
な
の
か
。

温
泉
目
的
の
方
も
い
る
の
か
。

森
氏
…
ス
キ
ー
を
し
な
い
宿
泊
客
も
も
ち
ろ

ん
い
る
。
た
と
え
ば
、
昨
日
の
宿
泊
客
は
3

世
代
家
族
7
名
で
宿
泊
さ
れ
、
祖
母
と
そ
の

息
子
は
ス
キ
ー
を
せ
ず
に
温
泉
巡
り
を
楽
し

ん
で
い
た
。

　旅
館
さ
か
や
で
は
、
冬
場
は
ス
キ
ー
客
以

外
の
お
客
様
を
な
る
べ
く
取
ら
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
。
温
泉
旅
館
は
、
基
本
的
に
冬
場

は
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

市
場
に
打
っ
て
出
る
こ
と
は
非
常
に
大
変
な

た
め
、
オ
ン
シ
ー
ズ
ン
の
お
客
様
を
し
っ
か

り
取
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
や
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
を
着
て
温
泉
街

や
旅
館
内
を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る
ス
キ
ー
客

と
、
静
か
な
雪
見
の
温
泉
宿
を
目
指
し
て
来

た
客
層
と
で
は
、
求
め
る
も
の
が
か
な
り
異

な
っ
て
く
る
。
温
泉
メ
イ
ン
の
方
に
は
春
以

降
が
お
す
す
め
と
お
伝
え
す
る
な
ど
、
ミ
ス

マ
ッ
チ
を
未
然
に
防
ぐ
工
夫
を
し
て
い
る
。

参
加
者
…
買
収
し
た
宿
の
解
体
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
決
め
た
き
っ
か
け
は
何
か
。

森
氏
…
50
年
前
に
つ
く
っ
た
建
物
で
、
ア
ス

ベ
ス
ト
の
問
題
な
ど
、
い
つ
か
は
処
理
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
足
音
は
聞
こ
え
て

い
た
が
、
ま
だ
行
動
制
限
な
ど
が
始
ま
る
前

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
と
は
直

接
関
係
な
く
実
行
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
本
格

化
す
る
前
に
着
工
し
た
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
各
種
支
援
メ
ニ
ュ
ー
は
適
用
で
き
ず
、

宿
泊
需
要
も
回
復
し
て
い
な
い
の
で
苦
し
い

部
分
は
あ
る
。
一
方
、
木
材
が
高
騰
し
て
お

り
タ
イ
ミ
ン
グ
が
少
し
遅
れ
た
ら
工
事
費
用

は
も
っ
と
か
か
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

参
加
者
…
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
以
外
で
、

他
の
温
泉
地
や
ス
キ
ー
場
と
連
携
す
る
こ
と

は
あ
る
か
。

森
氏
…
ス
キ
ー
関
係
で
は
、M

t.6

（
マ
ウ
ン

ト
シ
ッ
ク
ス
）
と
い
う
団
体
が
昔
か
ら
続
い

て
い
る
。
老
舗
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
草

津
や
蔵
王
も
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
お
り
、
情

報
交
換
の
場
づ
く
り
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
研

修
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

参
加
者
…V

ail R
eso
rts

の
エ
ピ
ッ
ク
パ

ス
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
。

森
氏
…
エ
ピ
ッ
ク
パ
ス
を
購
入
し
て
お
く
と
、

日
本
の
白
馬
と
ル
ス
ツ
を
含
む
様
々
な
ス
キ

ー
場
が
約
10
万
円
の
負
担
で
利
用
で
き
る
。

一
方
、
シ
ー
ズ
ン
中
に
ベ
イ
ル
の
窓
口
で
1

日
券
を
購
入
す
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
2
万
円

を
超
え
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
消
費
者
は
、
シ

ー
ズ
ン
中
に
窓
口
で
現
金
で
購
入
す
る
の
で

は
な
く
、
シ
ー
ズ
ン
前
に
ネ
ッ
ト
上
で
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
す
る
よ
う
に
誘
導
さ
れ
て

い
る
。

　キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
す
る
メ
リ

ッ
ト
は
、
顧
客
情
報
を
把
握
し
様
々
に
活
用

で
き
る
こ
と
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
東
部

の
ス
キ
ー
場
は
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
く
て

も
、
中
央
部
や
西
部
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が

良
け
れ
ば
、
そ
う
し
た
情
報
を
顧
客
に
提
供

し
、
満
足
度
を
下
げ
な
い
よ
う
に
対
応
が
で

【
第
1
部
】

話
題
提
供
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来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。海

外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
例
の
紹
介

●
日
本
の
他
の
ス
キ
ー
場
で
は
、
英
語
が
話

せ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
外
国
人
に
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
せ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、

私
た
ち
は
愛
情
を
持
っ
て
自
分
た
ち
の
言
葉

で
伝
え
る
こ
と
が
効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
な
る
と
考
え
、
全
て
自
分
た
ち
で

行
っ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
香
港
、

ロ
ン
ド
ン
等
、
12
〜
13
年
の
間
に
約
40
回
の

海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
た
。

●
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
は
、
長
野
|

新
潟
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
予

算
で
実
施
し
て
い
る
。
構
成
団
体
は
、
J
R

東
日
本
、
白
馬
村
、
志
賀
高
原
の
山
ノ
内
町
、

野
沢
温
泉
村
、
妙
高
市
、
新
潟
県
、
長
野
県
。

現
地
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
海
外
の
旅
行

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や
マ
ス
コ
ミ
の
招
へ
い
、
広

告
掲
載
や
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

●
非
常
口
サ
イ
ン
の
ピ
ク
ト
サ
イ
ン
を

「M
r.E
scap

e

」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
―
な
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
に
仕
立
て
て
、
忙
し
く
て
ス
ト

レ
ス
フ
ル
なM

r.E
scap

e

が
、
野
沢
温
泉

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
元
気
に
な
っ
て
帰
っ

て
い
く
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
（
図
参
照
）
で

プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
て
い
る
。

●
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
野
沢
温
泉
は
日
本
最
大

規
模
の
ス
キ
ー
場
で
、
累
積
積
雪
量
の
年
間

平
均
が
12
m
を
超
え
る
ほ
ど
雪
が
豊
富
で
あ

る
こ
と
、
伝
統
的
な
温
泉
の
町
で
大
湯
と
呼

ば
れ
る
共
同
浴
場
や
道
祖
神
祭
り
も
あ
り
、

日
本
な
ら
で
は
の
体
験
が
で
き
る
こ
と
、
温

泉
街
は
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
か
つ
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
豊
か
な
飲
食
店
や
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り

散
策
が
楽
し
め
る
こ
と
、
宿
の
タ
イ
プ
も

様
々
で
あ
る
こ
と
、
温
泉
は
美
肌
や
若
返
り

の
湯
と
し
て
有
名
で
あ
る
こ
と
、
温
泉
街
と

ス
キ
ー
場
は
動
く
歩
道
で
結
ば
れ
て
い
る
こ

と
、
ス
ノ
ー
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
も
非
常
に
近

い
場
所
に
あ
る
こ
と
、な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

●
1
0
0
年
前
の
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
創
設
時
に

掲
げ
た
『
ス
キ
ー
普
及
心
身
ノ
錬
磨
及
当
温

泉
ノ
発
達
ヲ
図
ル
』
と
い
う
目
標
は
、
ス
キ

ー
を
利
用
し
て
お
客
様
を
誘
致
し
、
地
域
経

済
と
人
材
を
育
て
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
現

在
に
至
る
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

●
自
身
は
現
在
53
歳
だ
が
、
次
の
世
代
の
人

材
も
育
っ
て
き
て
い
る
。
き
ち
ん
と
責
任
を

持
た
せ
て
仕
事
を
さ
せ
れ
ば
、
人
は
ど
ん
ど

ん
育
つ
。
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
人

を
呼
び
、
人
材
を
育
成
し
、
次
の
世
代
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
、
を
肝
に
銘
じ
な
が
ら
活

動
し
て
い
る
。

 
参
加
者
…
野
沢
温
泉
村
の
人
口
、
宿
泊
事
業

者
の
割
合
は
ど
の
く
ら
い
か
。

森
氏
…
野
沢
温
泉
村
の
人
口
は
現
3
5
0
0

〜
3
6
0
0
人
。
世
帯
数
は
三
百
数
十
軒
あ

り
、
こ
の
う
ち
宿
が
約
2
4
0
軒
。
約
80
軒

は
海
外
の
方
の
所
有
に
な
っ
て
い
る
が
、
転

売
な
ど
大
手
企
業
に
よ
る
派
手
な
動
き
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
基
本
的
に
は
個
人
の
住
宅
や

宿
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
村
が
急
激
に

変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
様
子
は
今
の
と
こ
ろ

な
い
。

　ス
キ
ー
選
手
を
目
指
し
て
移
住
を
希
望
す

る
方
は
一
定
程
度
い
る
が
、
村
内
に
は
空
き

家
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
不
動
産
屋
さ
ん
も
な

い
た
め
、
移
住
者
の
希
望
に
添
え
ず
に
い
る

状
況
。

参
加
者
…
雪
の
な
い
夏
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
。

森
氏
…
一
般
的
に
、
温
泉
旅
館
は
冬
が
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
で
そ
れ
以
外
の
季
節
が
オ
ン
シ
ー

ズ
ン
。
野
沢
温
泉
に
は
約
25
軒
の
旅
館
が
あ

り
、
一
般
的
な
温
泉
旅
館
と
同
様
の
サ
イ
ク

ル
で
営
業
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
が
あ
り
ゴ

ン
ド
ラ
な
ど
の
設
備
も
あ
る
た
め
、
温
泉
と

に
あ
わ
せ
て
補
助
金
制
度
を
立
ち
上
げ
て
、

和
式
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
様
々
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
進
め
た
。
1
9
9
8
（
平
成
10
）

年
に
は
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
。

白
馬
と
志
賀
高
原
が
中
心
だ
っ
た
が
、
野
沢

温
泉
は
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
と
い
う
、
鉄
砲
を
か

つ
い
で
走
っ
て
打
つ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
非
常

に
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
の
会
場
と
な
っ
た
。

●
2
0
2
0
年
に
は
最
新
型
の
ゴ
ン
ド
ラ
を

導
入
し
た
。
3
6
0
度
ガ
ラ
ス
張
り
で
景
色

が
良
く
、
非
常
に
評
判
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
の
入
込
状
況

●
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
来
場
者
数
は
、

1
9
9
2
〜
93
年
あ
た
り
が
ピ
ー
ク
で
年
間

1
1
0
万
人
が
来
場
し
て
い
た
。
2
0
0
8

年
に
ピ
ー
ク
時
の
約
30
％
で
あ
る
31
万
人
ま

で
下
が
る
と
、
そ
の
後
は
様
々
な
努
力
の
甲

斐
あ
っ
て
42
万
人
ま
で
盛
り
返
し
た
。
し
か

し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
2
0
2
1
年
は
22

万
人
ま
で
落
ち
込
み
、
2
0
2
2
年
は
30
万

人
あ
た
り
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い
る
。

●
2
0
1
8
〜
2
0
1
9
年
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
は
42
万
人
の
利
用
が
あ

り
、
内
13
万
人
泊
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
だ
っ
た
。

繁
忙
期
に
は
1
日
平
均
2
0
0
0
人
を
超
え

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
訪
れ
、
8
割
位
の
方
は

宿
の
外
で
夕
食
を
食
べ
る
た
め
、
夕
方
に
な

る
と
街
中
は
外
国
の
よ
う
な
雰
囲
気
に
な
っ

た
。
野
沢
温
泉
、
白
馬
、
志
賀
高
原
、
妙
高

高
原
で
行
っ
て
い
る
共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
成
果
が
表
れ
て
い
た
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
内
訳
は
、
約
60
%
が
オ

セ
ア
ニ
ア
、
約
25
％
が
ア
ジ
ア
と
な
っ
て
い

る
。
中
国
本
土
は
約
4
%
で
、
他
の
日
本
の

観
光
地
に
比
べ
て
非
常
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
小

さ
い
。

野
沢
温
泉

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
活
動

●
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
ス
キ
ー
大

会
の
誘
致
・
開
催
、
会
費
収
入
、
補
助
金
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
収
入
源
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。
1
9
7
1
年
か
ら
2
0
2
0
年
ま
で

の
約
50
年
間
の
収
入
は
、
10
億
円
を
超
え
る
。

●
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
、
当
初
野
沢
温

泉
は
競
技
開
催
予
定
地
で
は
な
か
っ
た
た
め
、

代
わ
り
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
選
手
育

成
に
力
を
入
れ
た
。
村
か
ら
の
委
託
事
業
と

し
て
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
選
手
強
化
育
成
事
業

を
請
け
負
い
、
約
10
年
間
で
約
3
億
3
0
0
0

万
円
の
予
算
が
つ
い
た
。
そ
の
後
、
12
年
間

で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
10
名
、
世
界
選
手
権
に

12
名
が
出
場
し
、
全
日
本
選
手
権
で
は
16
名

の
選
手
が
優
勝
し
た
。
そ
の
後
、
予
算
が
大

き
く
減
っ
て
か
ら
は
、
16
年
間
で
2
名
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
し
か
出
て
い
な
い
。
つ
ま

り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る

よ
う
な
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
選
手
を
育
て
る
た
め

に
は
、
そ
れ
な
り
の
金
額
を
か
け
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
。

●
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
日
影
ゲ
レ
ン
デ
は
、

昼
間
は
一
般
客
も
滑
れ
る
が
、
夜
は
ナ
イ
タ

ー
施
設
を
完
備
し
て
地
元
選
手
専
用
に
な
る
。

海
外
遠
征
に
は
、
ま
だ
出
場
で
き
な
い
若
い

選
手
た
ち
も
応
援
に
連
れ
て
い
く
こ
と
で
、

世
界
で
戦
う
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
若
い

う
ち
か
ら
感
じ
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

環
境
を
整
え
る
こ
と
で
地
元
選
手
を
育
成
し
、

選
手
た
ち
は
「
N
O
Z
A
W
A
」
と
つ
け
た

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
身
に
着
け
て
世
界
の
舞
台

で
活
躍
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

誘
致
と
人
材
育
成

●
野
沢
温
泉
で
は
、
11
年
連
続
で
全
国
中
学

校
ス
キ
ー
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。
高
校
球

児
に
と
っ
て
の
甲
子
園
の
よ
う
に
、
全
国
の

ス
キ
ー
選
手
に
と
っ
て
野
沢
温
泉
は
憧
れ
の

聖
地
と
し
て
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

●
2
0
1
6
年
と
2
0
2
0
年
に
新
潟
県
の

苗
場
を
会
場
に
し
て
ス
キ
ー
ア
ル
ペ
ン
の
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
際
は
、
英
語

を
話
す
こ
と
が
で
き
て
国
際
レ
ベ
ル
の
大
会

運
営
が
で
き
る
手
腕
を
買
わ
れ
、
野
沢
温
泉

か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
て
一
緒
に
大
会

運
営
を
行
っ
た
。
コ
ー
ス
整
備
や
大
会
当
日

の
対
応
も
含
め
、
野
沢
温
泉
の
ス
タ
ッ
フ
が

指
揮
を
執
っ
て
対
応
し
た
。
世
界
大
会
の
運

営
を
通
し
て
、
世
界
基
準
の
コ
ー
ス
整
備
、

選
手
や
来
場
者
の
も
て
な
し
方
な
ど
、
様
々

な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

●
野
沢
温
泉
に
と
っ
て
、
ス
キ
ー
の
中
心
地

で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
。
野
沢

温
泉
＝
ス
キ
ー
の
メ
ッ
カ
で
あ
り
続
け
る
こ

と
が
お
客
様
に
対
す
る
大
き
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
と
な
る
。
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
の

開
催
は
そ
の
代
表
的
な
取
り
組
み
。
ま
た
、

野
沢
温
泉
が
ス
キ
ー
の
中
心
地
で
あ
り
、
常

に
ス
キ
ー
や
ス
キ
ー
大
会
が
身
近
に
あ
る
環

境
を
つ
く
る
こ
と
で
、
世
界
レ
ベ
ル
の
大
会
で

活
躍
で
き
る
選
手
や
世
界
レ
ベ
ル
の
大
会
運

営
を
牽
引
で
き
る
人
材
の
育
成
に
つ
な
が
る
。

●
こ
う
し
た
人
材
は
ス
キ
ー
選
手
引
退
後
も
、

海
外
留
学
を
し
た
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
観
光
局

職
員
に
な
っ
た
り
と
世
界
で
活
躍
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
人
脈
の
存
在
が
効
果
的
な
海
外
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
ス
キ
ー
人
材
の
育
成
が
、
村
の
将

和
の
滞
在
型

ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
形
成

●
自
身
が
社
長
を
務
め
る
旅
館
さ
か
や
は
明

治
時
代
の
創
業
。
2
0
0
9
年
に
は
別
の
旅

館
を
買
収
し
て
離
れ
と
し
た
。
本
館
と
離
れ

を
合
わ
せ
て
、
年
間
2
万
人
強
の
宿
泊
客
、

約
4
億
円
の
売
り
上
げ
が
あ
る
。
2
0
2
0

年
に
は
、
そ
れ
ま
で
改
修
し
て
利
用
し
て
い

た
離
れ
を
解
体
工
事
し
、
新
築
し
た
。

●
北
米
の
ス
キ
ー
場
は
、
ス
キ
ー
場
に
ふ
さ

わ
し
い
山
を
見
つ
け
、
資
本
を
投
入
し
て
ス

キ
ー
場
を
建
設
し
、
そ
の
後
に
街
を
つ
く
る
、

と
い
う
流
れ
が
主
流
。
一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

や
日
本
の
ス
キ
ー
場
は
、
最
初
に
街
が
あ
り

そ
の
裏
山
に
ス
キ
ー
場
を
建
設
す
る
と
い
う

流
れ
な
の
で
、
デ
ザ
イ
ン
が
う
ま
く
い
か
ず

不
便
で
あ
る
こ
と
も
多
い
。

●
海
外
の
ス
キ
ー
関
連
の
展
示
会
や
商
談
会

な
ど
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ

カ
な
ど
世
界
中
の
ス
キ
ー
場
が
参
戦
し
て
い

る
。
野
沢
温
泉
の
ラ
イ
バ
ル
は
こ
う
し
た
世

界
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
。

●
海
外
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
日
本
の
ス
キ

ー
リ
ゾ
ー
ト
が
負
け
な
い
た
め
に
は
、
日
本

独
自
の
ス
キ
ー
文
化
と
日
本
の
村
で
差
別
化

を
図
る
「
和
の
滞
在
型
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」

の
形
成
が
不
可
欠
。
雪
質
の
良
さ
だ
け
で
は

な
く
、
日
本
な
ら
で
は
の
温
泉
街
や
お
祭
り

も
大
き
な
魅
力
と
な
る
。
国
の
観
光
戦
略
実

行
推
進
会
議
で
発
表
し
た
後
、
ス
キ
ー
リ
ゾ

ー
ト
に
対
し
て
出
国
税
を
原
資
と
す
る
支
援

が
行
わ
れ
、
野
沢
温
泉
で
は
英
語
W
E
B
サ

イ
ト
の
一
元
化
や
人
工
降
雪
機
の
設
置
な
ど

を
行
っ
た
。

●
ア
メ
リ
カ
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
会
社
で
あ
る

V
ail R

eso
rts

が
発
行
し
て
い
る
エ
ピ
ッ

ク
パ
ス
は
、
世
界
中
で
か
な
り
大
き
な
存
在

感
を
示
し
始
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、V

ail 

R
eso
rts

が
買
収
し
た
り
連
携
し
て
い
る

世
界
中
の
ス
キ
ー
場
で
使
え
る
リ
フ
ト
券
で
、

W
E
B
サ
イ
ト
上
で
シ
ー
ズ
ン
前
に
販
売
す

る
こ
と
で
来
場
者
の
囲
い
込
み
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
得
ら
れ
た
顧
客
情

報
を
用
い
て
精
力
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

●
海
外
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
が
運
営
し
て
い
る

W
E
B
サ
イ
ト
は
販
売
が
大
き
な
目
的
に
な

っ
て
い
る
が
、
日
本
の
ス
キ
ー
場
や
観
光
地

が
運
営
し
て
い
る
W
E
B
サ
イ
ト
の
多
く
は

情
報
の
一
方
的
な
発
信
が
中
心
。
W
E
B
サ

イ
ト
内
で
お
客
様
を
誘
導
し
予
約
へ
つ
な
げ

る
と
い
う
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
顧
客
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て

し
っ
か
り
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
。
自
分
た

ち
さ
え
売
れ
れ
ば
よ
い
と
い
う
発
想
で
は
な

く
、
日
本
全
体
と
し
て
成
長
し
て
い
く
と
い

う
視
点
が
必
要
。

野
沢
温
泉
と

ス
キ
ー
の
歴
史

●
野
沢
温
泉
に
ス
キ
ー
が
伝
わ
っ
た
の
は
、

日
本
に
ス
キ
ー
が
伝
わ
っ
た
1
年
後
の

1
9
1
2
（
明
治
45
）
年
。
そ
の
約
10
年
後

に
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
倶
楽
部
が
設
立
さ
れ
た
。

設
立
時
の
会
則
に
は
『
ス
キ
ー
普
及
心
身
ノ

錬
磨
及
当
温
泉
ノ
発
達
ヲ
図
ル
』と
あ
り
、「
ス

キ
ー
人
口
を
増
や
し
心
と
身
体
を
鍛
え
る
こ

と
、
そ
し
て
野
沢
温
泉
の
発
展
を
図
る
こ
と
」

が
活
動
目
的
と
さ
れ
た
。
ス
キ
ー
客
が
大
勢

や
っ
て
く
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
ス
キ
ー
客

の
受
入
を
通
し
て
野
沢
温
泉
を
発
展
さ
せ
よ

う
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
現
在
取
り
組
ん

で
い
る〝
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
に
よ

り
地
域
経
済
と
人
材
を
育
て
る
〞と
い
う
発

想
が
1
0
0
年
前
に
既
に
生
ま
れ
て
い
た
。

●
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
設
立
後
、
大
学
の
ス
キ
ー

部
を
は
じ
め
多
く
の
ス
キ
ー
客
が
野
沢
温
泉

を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
初
年
度
に
は

3
4
5
人
泊
だ
っ
た
も
の
が
、
4
年
後
に
は

5
0
9
3
人
泊
に
急
増
し
た
。
そ
れ
ま
で
の

日
本
の
寒
村
の
冬
は
、
雪
に
閉
ざ
さ
れ
農
作

業
は
で
き
ず
内
職
を
し
た
り
出
稼
ぎ
に
出
る

し
か
な
か
っ
た
が
、
ス
キ
ー
を
き
っ
か
け
に
冬

で
も
村
内
で
商
売
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
1
9
3
0
（
昭
和
5
）
年
に
ス
キ
ー
の
全

国
大
会
を
誘
致
し
、
1
9
4
8
（
昭
和
23
）

年
に
は
国
民
体
育
大
会
の
実
質
的
に
第
1
回

目
の
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
が
開
か
れ
た
。

●
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
4
本
の
リ
フ
ト
は
、

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
中
心
と
な
り
村
民
が
お
金

を
出
し
合
っ
て
建
設
し
た
も
の
。
1
9
6
3

（
昭
和
38
）
年
、
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
の
到
来
に

よ
り
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
利
用
者
が
急
増

す
る
と
、
単
独
で
は
管
理
し
き
れ
な
い
と
判

断
し
た
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
4
つ
の
リ
フ
ト

を
無
償
で
村
に
移
管
し
た
。
そ
の
代
わ
り
、

ス
キ
ー
場
が
続
く
限
り
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
運

営
費
を
拠
出
す
る
取
り
決
め
に
な
っ
て
お
り
、

移
管
か
ら
約
60
年
が
経
つ
現
在
で
も
そ
の
関

係
は
続
い
て
い
る
。

●
野
沢
温
泉
で
は
国
際
大
会
も
多
く
手
掛
け

て
い
る
。
1
9
9
5
（
平
成
7
）
年
に
開
催

さ
れ
た
第
15
回
イ
ン
タ
ー
ス
キ
ー
（
世
界
ス

キ
ー
指
導
者
会
議
）
野
沢
温
泉
大
会
の
際
に

は
、
35
カ
国
か
ら
1
2
0
0
人
を
超
え
る
宿

泊
客
を
受
け
入
れ
た
。
こ
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

　2
0
2
2
年
3
月
22
日
（
火
）、「
和
の
ス

キ
ー
リ
ゾ
ー
ト 

野
沢
温
泉
と
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
」を
テ
ー
マ
に
、第
27
回
た
び
と
し
ょ

C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。

　2
0
2
1
年
夏
、
2
0
2
2
年
冬
と
、
二

つ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
連
続
し
て
開
催
さ
れ
、

選
手
た
ち
の
活
躍
に
多
く
の
人
が
熱
い
声
援

を
送
り
ま
し
た
。
長
野
県
の
北
東
部
に
位
置

す
る
野
沢
温
泉
村
は
、
古
く
か
ら
温
泉
と
ス

キ
ー
の
村
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
数
多
く
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
手
掛
け
る
こ
と
で
地

域
を
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
1
9
2
3
年

の
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
設
立
以
降
、

「
地
域
振
興
は
人
材
育
成
か
ら
」
を
理
念
に

掲
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て〝
人
材
〞を
育
成

し
て
い
ま
す
。
選
手
も
引
退
後
は
大
会
運
営

や
人
材
育
成
を
行
う
側
に
ま
わ
っ
て
、
地
域

の
発
展
に
貢
献
す
る
と
い
う
循
環
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
家
業
の
旅
館
経
営
と
と
も
に
、

長
年
に
わ
た
り
ス
キ
ー
大
会
の
運
営
に
携
わ

っ
て
お
ら
れ
る
、
旅
館
さ
か
や
代
表
取
締
役

で
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
理
事
長
の
森 

晃
氏
を
お
招
き
し
、
野
沢
温
泉
の
地
域
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

き
る
。

　ス
キ
ー
場
側
に
は
売
り
上
げ
の
約
7
割
が

支
払
わ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
が
、

顧
客
情
報
は
全
てV

ail R
eso
rts

に
集
約

さ
れ
て
し
ま
う
。
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
限
ら

ず
日
本
の
D
X
は
非
常
に
遅
れ
て
い
る
分
野

で
あ
り
、
世
界
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

参
加
者
…
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
客
層
に
つ

い
て
詳
し
く
知
り
た
い
。

森
氏
…
大
会
出
場
選
手
と
関
係
者
に
つ
い
て

は
受
益
者
負
担
と
し
て
1
人
3
0
0
〜
5
0
0

円
を
宿
経
由
で
徴
収
し
て
お
り
、
そ
の
収
益

か
ら
逆
算
す
る
形
で
受
入
人
数
の
把
握
は
容

易
。
ま
た
、
野
沢
温
泉
に
は
競
技
者
専
用
の

コ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
の
リ
フ
ト
利
用
人
数
も

把
握
し
て
い
る
。

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
数
は
日
本
の
ス
キ
ー
リ

ゾ
ー
ト
で
最
も
正
確
に
把
握
し
て
い
る
と
思

う
。
各
宿
に
対
し
て
、
観
光
協
会
の
ス
タ
ッ

フ
が
電
話
で
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
発
地

別
に
人
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。

　実
効
性
の
あ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の

た
め
に
は
、
人
数
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と

が
不
可
欠
。
正
確
な
人
数
や
属
性
を
把
握
す

る
た
め
に
は
、
窓
口
で
の
購
入
者
デ
ー
タ
の

積
み
上
げ
や
電
話
に
よ
る
宿
へ
の
聞
き
取
り

調
査
で
は
、
推
計
値
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
正

確
性
に
限
界
が
あ
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
あ
れ
ば
、流
入
経
路
や
居
住
地
な
ど
、様
々

な
情
報
を
正
確
に
把
握
で
き
る
。

参
加
者
…
自
身
は
白
馬
に
移
住
し
て
宿
泊
業

に
携
わ
っ
て
い
る
が
、
後
継
者
不
足
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
野
沢
で
育
っ
た
子
ど
も
の

う
ち
、
野
沢
で
仕
事
に
就
く
割
合
は
ど
の
く

ら
い
か
。

森
氏
…
後
継
者
不
足
と
い
う
問
題
に
は
、
自

業
自
得
の
部
分
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
る
。

野
沢
温
泉
で
は
、
バ
ブ
ル
期
に
1
1
0
万
の

利
用
客
が
あ
っ
た
の
が
30
万
人
ま
で
下
が
っ

て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
親
が

子
ど
も
に
対
し
て
「
ス
キ
ー
で
は
儲
か
ら
な

い
し
借
金
ば
か
り
で
大
変
だ
。
都
会
に
出
て

就
職
し
た
方
が
よ
っ
ぽ
ど
楽
だ
」
な
ど
と
話

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
自
分

の
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
は
な
い
と
聞
か
さ
れ
て
育
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
、
大
人
に
な
っ
て
も
地
元
に
帰
っ
て
こ

な
い
。
そ
の
た
め
、
自
身
の
活
動
で
は
、
い

か
に
こ
の
村
が
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
帰
っ
て
く

る
価
値
や
人
に
自
慢
す
る
価
値
が
あ
る
か
を
、

小
中
学
生
に
伝
え
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

　野
沢
温
泉
で
育
っ
た
ス
キ
ー
選
手
た
ち
は
、

ス
キ
ー
選
手
で
は
な
い
人
に
比
べ
て
U
タ
ー

ン
率
が
非
常
に
高
い
。
他
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
に
比
べ
て
も
、
ス
キ
ー
大
会
の
運
営
や
ス

キ
ー
指
導
者
と
し
て
地
元
に
戻
っ
て
く
る
人

数
が
突
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
野
沢
温
泉

が
ス
キ
ー
の
メ
ッ
カ
で
あ
り
、
そ
の
特
別
な

場
所
で
自
分
が
ス
キ
ー
を
し
て
い
る
の
だ
と

小
さ
い
頃
か
ら
実
感
し
て
育
ち
、
村
や
ス
キ

ー
場
に
対
し
て
誇
り
を
持
っ
て
い
る
か
ら
。

地
元
に
対
す
る
誇
り
を
育
む
教
育
が
重
要
。

参
加
者
…
繁
忙
期
と
閑
散
期
が
あ
る
中
で
、

ど
の
よ
う
に
人
材
確
保
を
し
て
い
る
か
。

森
氏
…
コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
、
サ
ー
ビ
ス
業
や

宿
泊
業
の
求
人
数
は
少
な
い
状
況
に
あ
る
。

野
沢
温
泉
で
求
人
を
出
し
た
と
こ
ろ
日
本
に

留
学
し
て
い
る
外
国
人
を
中
心
に
か
な
り
の

応
募
が
あ
っ
た
。
今
後
、
留
学
生
も
日
本
へ

の
入
国
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
景
気
が
回

復
す
れ
ば
他
産
業
へ
希
望
者
が
流
れ
て
し
ま

う
可
能
性
を
考
え
る
と
、
今
の
う
ち
に
少
し

無
理
を
し
て
も
人
材
を
確
保
す
る
方
が
良
い

と
考
え
て
い
る
。
将
来
的
に
、
日
本
人
人
材

が
宿
泊
業
に
流
れ
込
む
と
い
う
こ
と
は
想
定

し
に
く
く
、
外
国
人
人
材
も
積
極
的
に
採
用

す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
人
で
な
け
れ
ば
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
な
い
と
い
う
既
成
概
念

を
捨
て
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
と
思

う
。

お
わ
り
に

　参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
現
場
感
の
あ

る
お
話
で
面
白
か
っ
た
」、「
デ
ー
タ
蓄
積
の

た
め
に
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
重
要
と
い

う
部
分
が
よ
く
わ
か
っ
た
」、「
父
親
が
ス
キ

ー
好
き
で
自
身
も
ス
キ
ー
に
慣
れ
親
し
ん
で

育
っ
て
き
た
の
で
、
ス
キ
ー
集
落
の
取
り
組

み
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
勉
強
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
ご
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
ス
キ
ー
を
通
し
て
地
元
の
良
さ
に
触
れ
な

が
ら
大
き
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
大
人

に
な
っ
て
か
ら
も
地
元
に
対
す
る
誇
り
を
持

ち
、街
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
人
材
に
な
る
」

と
い
う
お
話
が
印
象
的
で
し
た
。
温
泉
地
や

ス
キ
ー
場
に
限
ら
ず
全
国
の
ど
の
地
域
で
も
、

自
分
の
地
域
に
誇
り
を
持
ち
地
域
を
愛
す
る

こ
と
が
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
基
盤
に
な
る
と

感
じ
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
政
策
研
究
部 

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室 

副
主
任
研
究
員

門
脇
茉
海
）

こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を

提
供
し
て
い
る
。
世
界
中
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
は
夏
の
集
客
に
非
常
に
苦
労
し
て
い
る
が
、

野
沢
温
泉
も
ス
キ
ー
の
印
象
が
強
い
た
め
か
、

夏
の
イ
メ
ー
ジ
が
弱
い
部
分
も
あ
る
。

参
加
者
…
国
際
大
会
の
運
営
に
か
か
る
準
備

や
ス
タ
ッ
フ
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、

ス
タ
ッ
フ
に
は
選
手
経
験
者
が
多
い
の
か
。

森
氏
…
苗
場
で
開
催
さ
れ
た
ス
キ
ー
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
は
、
2
日
間
の
レ
ー
ス
で
選
手

の
輸
送
な
ど
も
含
め
た
予
算
が
約
3
億

4
0
0
0
万
円
で
、
関
係
者
数
も
膨
大
に
な

る
。
一
方
、
全
国
大
会
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の

予
選
規
模
だ
と
、
40
〜
50
名
ほ
ど
で
回
し
て

い
る
。

　雪
上
で
の
作
業
は
あ
る
程
度
ス
キ
ー
技
術

が
な
け
れ
ば
不
可
能
。
コ
ー
ス
設
営
時
に
は
、

棒
や
旗
な
ど
を
数
十
本
抱
え
た
状
態
で
ア
イ

ス
バ
ー
ン
の
急
斜
面
を
滑
る
と
い
う
こ
と
も

必
要
だ
が
、
こ
う
し
た
作
業
は
一
般
人
に
は

難
し
く
、
元
ス
キ
ー
選
手
が
担
当
し
て
い
る
。

ま
た
、
テ
ン
ト
設
営
な
ど
、
ス
キ
ー
技
術
と

直
接
関
係
な
い
こ
と
で
も
、
伝
統
あ
る
ス
キ

ー
場
の
人
た
ち
の
方
が
熟
練
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
。

参
加
者
…
野
沢
温
泉
に
は
全
世
界
の
様
々
な

国
か
ら
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
訪
れ
て
い
る
が
、
住

民
へ
の
影
響
は
ど
の
よ
う
な
形
で
見
ら
れ
る

か
。

森
氏
…
村
の
子
ど
も
た
ち
は
、
約
10
年
間
に

わ
た
っ
て
外
国
人
が
街
に
あ
ふ
れ
て
い
る
状

態
を
当
た
り
前
の
も
の
と
し
て
見
て
お
り
、

外
国
人
を
身
近
に
感
じ
て
い
る
。
小
学
校
に

も
様
々
な
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
が
通

っ
て
い
る
。
ま
だ
英
語
が
で
き
な
い
の
で
直

接
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
完
璧
と
は
い

か
な
い
が
、
外
国
人
を
見
て
怯
ん
だ
り
気
後

れ
し
た
り
す
る
こ
と
は
非
常
に
少
な
い
。

　国
際
的
な
交
流
が
日
常
的
で
あ
る
一
方
で
、

昔
な
が
ら
の
文
化
も
残
っ
て
い
る
。
温
泉
、

道
路
、
水
路
を
管
理
し
て
い
る
「
野
澤
組
」

と
呼
ば
れ
る
組
織
は
、
昔
は
日
本
中
ど
こ
に

で
も
あ
っ
た
惣
の
一
つ
で
、
現
在
は
野
沢
に

し
か
残
っ
て
い
な
い
。

　変
え
る
と
こ
ろ
と
変
え
な
い
と
こ
ろ
、
そ

の
両
方
が
現
在
の
野
沢
温
泉
を
形
づ
く
っ
て

い
る
。

参
加
者
…
冬
に
野
沢
温
泉
を
訪
れ
る
日
本
人

客
は
、
ス
キ
ー
客
が
ほ
ぼ
1
0
0
％
な
の
か
。

温
泉
目
的
の
方
も
い
る
の
か
。

森
氏
…
ス
キ
ー
を
し
な
い
宿
泊
客
も
も
ち
ろ

ん
い
る
。
た
と
え
ば
、
昨
日
の
宿
泊
客
は
3

世
代
家
族
7
名
で
宿
泊
さ
れ
、
祖
母
と
そ
の

息
子
は
ス
キ
ー
を
せ
ず
に
温
泉
巡
り
を
楽
し

ん
で
い
た
。

　旅
館
さ
か
や
で
は
、
冬
場
は
ス
キ
ー
客
以

外
の
お
客
様
を
な
る
べ
く
取
ら
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
。
温
泉
旅
館
は
、
基
本
的
に
冬
場

は
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

市
場
に
打
っ
て
出
る
こ
と
は
非
常
に
大
変
な

た
め
、
オ
ン
シ
ー
ズ
ン
の
お
客
様
を
し
っ
か

り
取
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
や
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
を
着
て
温
泉
街

や
旅
館
内
を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る
ス
キ
ー
客

と
、
静
か
な
雪
見
の
温
泉
宿
を
目
指
し
て
来

た
客
層
と
で
は
、
求
め
る
も
の
が
か
な
り
異

な
っ
て
く
る
。
温
泉
メ
イ
ン
の
方
に
は
春
以

降
が
お
す
す
め
と
お
伝
え
す
る
な
ど
、
ミ
ス

マ
ッ
チ
を
未
然
に
防
ぐ
工
夫
を
し
て
い
る
。

参
加
者
…
買
収
し
た
宿
の
解
体
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
決
め
た
き
っ
か
け
は
何
か
。

森
氏
…
50
年
前
に
つ
く
っ
た
建
物
で
、
ア
ス

ベ
ス
ト
の
問
題
な
ど
、
い
つ
か
は
処
理
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
足
音
は
聞
こ
え
て

い
た
が
、
ま
だ
行
動
制
限
な
ど
が
始
ま
る
前

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
と
は
直

接
関
係
な
く
実
行
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
本
格

化
す
る
前
に
着
工
し
た
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
各
種
支
援
メ
ニ
ュ
ー
は
適
用
で
き
ず
、

宿
泊
需
要
も
回
復
し
て
い
な
い
の
で
苦
し
い

部
分
は
あ
る
。
一
方
、
木
材
が
高
騰
し
て
お

り
タ
イ
ミ
ン
グ
が
少
し
遅
れ
た
ら
工
事
費
用

は
も
っ
と
か
か
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

参
加
者
…
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
以
外
で
、

他
の
温
泉
地
や
ス
キ
ー
場
と
連
携
す
る
こ
と

は
あ
る
か
。

森
氏
…
ス
キ
ー
関
係
で
は
、M

t.6

（
マ
ウ
ン

ト
シ
ッ
ク
ス
）
と
い
う
団
体
が
昔
か
ら
続
い

て
い
る
。
老
舗
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
草

津
や
蔵
王
も
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
お
り
、
情

報
交
換
の
場
づ
く
り
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
研

修
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

参
加
者
…V

ail R
eso
rts

の
エ
ピ
ッ
ク
パ

ス
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
。

森
氏
…
エ
ピ
ッ
ク
パ
ス
を
購
入
し
て
お
く
と
、

日
本
の
白
馬
と
ル
ス
ツ
を
含
む
様
々
な
ス
キ

ー
場
が
約
10
万
円
の
負
担
で
利
用
で
き
る
。

一
方
、
シ
ー
ズ
ン
中
に
ベ
イ
ル
の
窓
口
で
1

日
券
を
購
入
す
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
2
万
円

を
超
え
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
消
費
者
は
、
シ

ー
ズ
ン
中
に
窓
口
で
現
金
で
購
入
す
る
の
で

は
な
く
、
シ
ー
ズ
ン
前
に
ネ
ッ
ト
上
で
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
す
る
よ
う
に
誘
導
さ
れ
て

い
る
。

　キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
す
る
メ
リ

ッ
ト
は
、
顧
客
情
報
を
把
握
し
様
々
に
活
用

で
き
る
こ
と
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
東
部

の
ス
キ
ー
場
は
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
く
て

も
、
中
央
部
や
西
部
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が

良
け
れ
ば
、
そ
う
し
た
情
報
を
顧
客
に
提
供

し
、
満
足
度
を
下
げ
な
い
よ
う
に
対
応
が
で

【
第
2
部
】

意
見
交
換

スキーをし、温泉に入り、
風呂上がりにビールを
飲むという3セットを、
「NOZAWAONSEN 
TRIATHLON！と称
してアピールしている。
このMr.Escapeのデ
ザインはプロのデザイ
ナーに依頼して製作し
たもの。（森氏講演資
料より抜粋）

図 海外向け
プロモーション用資料

【
第
2
部
】

意
見
交
換

図 海外向け
プロモーション用資料

そ
う

ひ
る
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来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。海

外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
例
の
紹
介

●
日
本
の
他
の
ス
キ
ー
場
で
は
、
英
語
が
話

せ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
外
国
人
に
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
せ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、

私
た
ち
は
愛
情
を
持
っ
て
自
分
た
ち
の
言
葉

で
伝
え
る
こ
と
が
効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
な
る
と
考
え
、
全
て
自
分
た
ち
で

行
っ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
香
港
、

ロ
ン
ド
ン
等
、
12
〜
13
年
の
間
に
約
40
回
の

海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
た
。

●
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
は
、
長
野
|

新
潟
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
予

算
で
実
施
し
て
い
る
。
構
成
団
体
は
、
J
R

東
日
本
、
白
馬
村
、
志
賀
高
原
の
山
ノ
内
町
、

野
沢
温
泉
村
、
妙
高
市
、
新
潟
県
、
長
野
県
。

現
地
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
海
外
の
旅
行

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や
マ
ス
コ
ミ
の
招
へ
い
、
広

告
掲
載
や
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

●
非
常
口
サ
イ
ン
の
ピ
ク
ト
サ
イ
ン
を

「M
r.E
scap

e

」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
―
な
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
に
仕
立
て
て
、
忙
し
く
て
ス
ト

レ
ス
フ
ル
なM

r.E
scap

e

が
、
野
沢
温
泉

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
元
気
に
な
っ
て
帰
っ

て
い
く
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
（
図
参
照
）
で

プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
て
い
る
。

●
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
野
沢
温
泉
は
日
本
最
大

規
模
の
ス
キ
ー
場
で
、
累
積
積
雪
量
の
年
間

平
均
が
12
m
を
超
え
る
ほ
ど
雪
が
豊
富
で
あ

る
こ
と
、
伝
統
的
な
温
泉
の
町
で
大
湯
と
呼

ば
れ
る
共
同
浴
場
や
道
祖
神
祭
り
も
あ
り
、

日
本
な
ら
で
は
の
体
験
が
で
き
る
こ
と
、
温

泉
街
は
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
か
つ
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
豊
か
な
飲
食
店
や
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り

散
策
が
楽
し
め
る
こ
と
、
宿
の
タ
イ
プ
も

様
々
で
あ
る
こ
と
、
温
泉
は
美
肌
や
若
返
り

の
湯
と
し
て
有
名
で
あ
る
こ
と
、
温
泉
街
と

ス
キ
ー
場
は
動
く
歩
道
で
結
ば
れ
て
い
る
こ

と
、
ス
ノ
ー
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
も
非
常
に
近

い
場
所
に
あ
る
こ
と
、な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

●
1
0
0
年
前
の
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
創
設
時
に

掲
げ
た
『
ス
キ
ー
普
及
心
身
ノ
錬
磨
及
当
温

泉
ノ
発
達
ヲ
図
ル
』
と
い
う
目
標
は
、
ス
キ

ー
を
利
用
し
て
お
客
様
を
誘
致
し
、
地
域
経

済
と
人
材
を
育
て
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
現

在
に
至
る
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

●
自
身
は
現
在
53
歳
だ
が
、
次
の
世
代
の
人

材
も
育
っ
て
き
て
い
る
。
き
ち
ん
と
責
任
を

持
た
せ
て
仕
事
を
さ
せ
れ
ば
、
人
は
ど
ん
ど

ん
育
つ
。
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
人

を
呼
び
、
人
材
を
育
成
し
、
次
の
世
代
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
、
を
肝
に
銘
じ
な
が
ら
活

動
し
て
い
る
。

 
参
加
者
…
野
沢
温
泉
村
の
人
口
、
宿
泊
事
業

者
の
割
合
は
ど
の
く
ら
い
か
。

森
氏
…
野
沢
温
泉
村
の
人
口
は
現
3
5
0
0

〜
3
6
0
0
人
。
世
帯
数
は
三
百
数
十
軒
あ

り
、
こ
の
う
ち
宿
が
約
2
4
0
軒
。
約
80
軒

は
海
外
の
方
の
所
有
に
な
っ
て
い
る
が
、
転

売
な
ど
大
手
企
業
に
よ
る
派
手
な
動
き
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
基
本
的
に
は
個
人
の
住
宅
や

宿
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
村
が
急
激
に

変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
様
子
は
今
の
と
こ
ろ

な
い
。

　ス
キ
ー
選
手
を
目
指
し
て
移
住
を
希
望
す

る
方
は
一
定
程
度
い
る
が
、
村
内
に
は
空
き

家
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
不
動
産
屋
さ
ん
も
な

い
た
め
、
移
住
者
の
希
望
に
添
え
ず
に
い
る

状
況
。

参
加
者
…
雪
の
な
い
夏
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
。

森
氏
…
一
般
的
に
、
温
泉
旅
館
は
冬
が
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
で
そ
れ
以
外
の
季
節
が
オ
ン
シ
ー

ズ
ン
。
野
沢
温
泉
に
は
約
25
軒
の
旅
館
が
あ

り
、
一
般
的
な
温
泉
旅
館
と
同
様
の
サ
イ
ク

ル
で
営
業
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
が
あ
り
ゴ

ン
ド
ラ
な
ど
の
設
備
も
あ
る
た
め
、
温
泉
と

に
あ
わ
せ
て
補
助
金
制
度
を
立
ち
上
げ
て
、

和
式
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
様
々
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
進
め
た
。
1
9
9
8
（
平
成
10
）

年
に
は
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
。

白
馬
と
志
賀
高
原
が
中
心
だ
っ
た
が
、
野
沢

温
泉
は
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
と
い
う
、
鉄
砲
を
か

つ
い
で
走
っ
て
打
つ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
非
常

に
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
の
会
場
と
な
っ
た
。

●
2
0
2
0
年
に
は
最
新
型
の
ゴ
ン
ド
ラ
を

導
入
し
た
。
3
6
0
度
ガ
ラ
ス
張
り
で
景
色

が
良
く
、
非
常
に
評
判
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
の
入
込
状
況

●
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
来
場
者
数
は
、

1
9
9
2
〜
93
年
あ
た
り
が
ピ
ー
ク
で
年
間

1
1
0
万
人
が
来
場
し
て
い
た
。
2
0
0
8

年
に
ピ
ー
ク
時
の
約
30
％
で
あ
る
31
万
人
ま

で
下
が
る
と
、
そ
の
後
は
様
々
な
努
力
の
甲

斐
あ
っ
て
42
万
人
ま
で
盛
り
返
し
た
。
し
か

し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
2
0
2
1
年
は
22

万
人
ま
で
落
ち
込
み
、
2
0
2
2
年
は
30
万

人
あ
た
り
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い
る
。

●
2
0
1
8
〜
2
0
1
9
年
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
は
42
万
人
の
利
用
が
あ

り
、
内
13
万
人
泊
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
だ
っ
た
。

繁
忙
期
に
は
1
日
平
均
2
0
0
0
人
を
超
え

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
訪
れ
、
8
割
位
の
方
は

宿
の
外
で
夕
食
を
食
べ
る
た
め
、
夕
方
に
な

る
と
街
中
は
外
国
の
よ
う
な
雰
囲
気
に
な
っ

た
。
野
沢
温
泉
、
白
馬
、
志
賀
高
原
、
妙
高

高
原
で
行
っ
て
い
る
共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
成
果
が
表
れ
て
い
た
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
内
訳
は
、
約
60
%
が
オ

セ
ア
ニ
ア
、
約
25
％
が
ア
ジ
ア
と
な
っ
て
い

る
。
中
国
本
土
は
約
4
%
で
、
他
の
日
本
の

観
光
地
に
比
べ
て
非
常
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
小

さ
い
。

野
沢
温
泉

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
活
動

●
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
ス
キ
ー
大

会
の
誘
致
・
開
催
、
会
費
収
入
、
補
助
金
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
収
入
源
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。
1
9
7
1
年
か
ら
2
0
2
0
年
ま
で

の
約
50
年
間
の
収
入
は
、
10
億
円
を
超
え
る
。

●
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
、
当
初
野
沢
温

泉
は
競
技
開
催
予
定
地
で
は
な
か
っ
た
た
め
、

代
わ
り
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
選
手
育

成
に
力
を
入
れ
た
。
村
か
ら
の
委
託
事
業
と

し
て
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
選
手
強
化
育
成
事
業

を
請
け
負
い
、
約
10
年
間
で
約
3
億
3
0
0
0

万
円
の
予
算
が
つ
い
た
。
そ
の
後
、
12
年
間

で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
10
名
、
世
界
選
手
権
に

12
名
が
出
場
し
、
全
日
本
選
手
権
で
は
16
名

の
選
手
が
優
勝
し
た
。
そ
の
後
、
予
算
が
大

き
く
減
っ
て
か
ら
は
、
16
年
間
で
2
名
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
し
か
出
て
い
な
い
。
つ
ま

り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る

よ
う
な
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
選
手
を
育
て
る
た
め

に
は
、
そ
れ
な
り
の
金
額
を
か
け
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
。

●
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
日
影
ゲ
レ
ン
デ
は
、

昼
間
は
一
般
客
も
滑
れ
る
が
、
夜
は
ナ
イ
タ

ー
施
設
を
完
備
し
て
地
元
選
手
専
用
に
な
る
。

海
外
遠
征
に
は
、
ま
だ
出
場
で
き
な
い
若
い

選
手
た
ち
も
応
援
に
連
れ
て
い
く
こ
と
で
、

世
界
で
戦
う
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
若
い

う
ち
か
ら
感
じ
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

環
境
を
整
え
る
こ
と
で
地
元
選
手
を
育
成
し
、

選
手
た
ち
は
「
N
O
Z
A
W
A
」
と
つ
け
た

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
身
に
着
け
て
世
界
の
舞
台

で
活
躍
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

誘
致
と
人
材
育
成

●
野
沢
温
泉
で
は
、
11
年
連
続
で
全
国
中
学

校
ス
キ
ー
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。
高
校
球

児
に
と
っ
て
の
甲
子
園
の
よ
う
に
、
全
国
の

ス
キ
ー
選
手
に
と
っ
て
野
沢
温
泉
は
憧
れ
の

聖
地
と
し
て
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

●
2
0
1
6
年
と
2
0
2
0
年
に
新
潟
県
の

苗
場
を
会
場
に
し
て
ス
キ
ー
ア
ル
ペ
ン
の
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
際
は
、
英
語

を
話
す
こ
と
が
で
き
て
国
際
レ
ベ
ル
の
大
会

運
営
が
で
き
る
手
腕
を
買
わ
れ
、
野
沢
温
泉

か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
て
一
緒
に
大
会

運
営
を
行
っ
た
。
コ
ー
ス
整
備
や
大
会
当
日

の
対
応
も
含
め
、
野
沢
温
泉
の
ス
タ
ッ
フ
が

指
揮
を
執
っ
て
対
応
し
た
。
世
界
大
会
の
運

営
を
通
し
て
、
世
界
基
準
の
コ
ー
ス
整
備
、

選
手
や
来
場
者
の
も
て
な
し
方
な
ど
、
様
々

な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

●
野
沢
温
泉
に
と
っ
て
、
ス
キ
ー
の
中
心
地

で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
。
野
沢

温
泉
＝
ス
キ
ー
の
メ
ッ
カ
で
あ
り
続
け
る
こ

と
が
お
客
様
に
対
す
る
大
き
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
と
な
る
。
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
の

開
催
は
そ
の
代
表
的
な
取
り
組
み
。
ま
た
、

野
沢
温
泉
が
ス
キ
ー
の
中
心
地
で
あ
り
、
常

に
ス
キ
ー
や
ス
キ
ー
大
会
が
身
近
に
あ
る
環

境
を
つ
く
る
こ
と
で
、
世
界
レ
ベ
ル
の
大
会
で

活
躍
で
き
る
選
手
や
世
界
レ
ベ
ル
の
大
会
運

営
を
牽
引
で
き
る
人
材
の
育
成
に
つ
な
が
る
。

●
こ
う
し
た
人
材
は
ス
キ
ー
選
手
引
退
後
も
、

海
外
留
学
を
し
た
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
観
光
局

職
員
に
な
っ
た
り
と
世
界
で
活
躍
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
人
脈
の
存
在
が
効
果
的
な
海
外
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
ス
キ
ー
人
材
の
育
成
が
、
村
の
将

和
の
滞
在
型

ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
形
成

●
自
身
が
社
長
を
務
め
る
旅
館
さ
か
や
は
明

治
時
代
の
創
業
。
2
0
0
9
年
に
は
別
の
旅

館
を
買
収
し
て
離
れ
と
し
た
。
本
館
と
離
れ

を
合
わ
せ
て
、
年
間
2
万
人
強
の
宿
泊
客
、

約
4
億
円
の
売
り
上
げ
が
あ
る
。
2
0
2
0

年
に
は
、
そ
れ
ま
で
改
修
し
て
利
用
し
て
い

た
離
れ
を
解
体
工
事
し
、
新
築
し
た
。

●
北
米
の
ス
キ
ー
場
は
、
ス
キ
ー
場
に
ふ
さ

わ
し
い
山
を
見
つ
け
、
資
本
を
投
入
し
て
ス

キ
ー
場
を
建
設
し
、
そ
の
後
に
街
を
つ
く
る
、

と
い
う
流
れ
が
主
流
。
一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

や
日
本
の
ス
キ
ー
場
は
、
最
初
に
街
が
あ
り

そ
の
裏
山
に
ス
キ
ー
場
を
建
設
す
る
と
い
う

流
れ
な
の
で
、
デ
ザ
イ
ン
が
う
ま
く
い
か
ず

不
便
で
あ
る
こ
と
も
多
い
。

●
海
外
の
ス
キ
ー
関
連
の
展
示
会
や
商
談
会

な
ど
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ

カ
な
ど
世
界
中
の
ス
キ
ー
場
が
参
戦
し
て
い

る
。
野
沢
温
泉
の
ラ
イ
バ
ル
は
こ
う
し
た
世

界
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
。

●
海
外
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
日
本
の
ス
キ

ー
リ
ゾ
ー
ト
が
負
け
な
い
た
め
に
は
、
日
本

独
自
の
ス
キ
ー
文
化
と
日
本
の
村
で
差
別
化

を
図
る
「
和
の
滞
在
型
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」

の
形
成
が
不
可
欠
。
雪
質
の
良
さ
だ
け
で
は

な
く
、
日
本
な
ら
で
は
の
温
泉
街
や
お
祭
り

も
大
き
な
魅
力
と
な
る
。
国
の
観
光
戦
略
実

行
推
進
会
議
で
発
表
し
た
後
、
ス
キ
ー
リ
ゾ

ー
ト
に
対
し
て
出
国
税
を
原
資
と
す
る
支
援

が
行
わ
れ
、
野
沢
温
泉
で
は
英
語
W
E
B
サ

イ
ト
の
一
元
化
や
人
工
降
雪
機
の
設
置
な
ど

を
行
っ
た
。

●
ア
メ
リ
カ
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
会
社
で
あ
る

V
ail R

eso
rts

が
発
行
し
て
い
る
エ
ピ
ッ

ク
パ
ス
は
、
世
界
中
で
か
な
り
大
き
な
存
在

感
を
示
し
始
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、V

ail 

R
eso
rts

が
買
収
し
た
り
連
携
し
て
い
る

世
界
中
の
ス
キ
ー
場
で
使
え
る
リ
フ
ト
券
で
、

W
E
B
サ
イ
ト
上
で
シ
ー
ズ
ン
前
に
販
売
す

る
こ
と
で
来
場
者
の
囲
い
込
み
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
得
ら
れ
た
顧
客
情

報
を
用
い
て
精
力
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

●
海
外
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
が
運
営
し
て
い
る

W
E
B
サ
イ
ト
は
販
売
が
大
き
な
目
的
に
な

っ
て
い
る
が
、
日
本
の
ス
キ
ー
場
や
観
光
地

が
運
営
し
て
い
る
W
E
B
サ
イ
ト
の
多
く
は

情
報
の
一
方
的
な
発
信
が
中
心
。
W
E
B
サ

イ
ト
内
で
お
客
様
を
誘
導
し
予
約
へ
つ
な
げ

る
と
い
う
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
顧
客
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て

し
っ
か
り
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
。
自
分
た

ち
さ
え
売
れ
れ
ば
よ
い
と
い
う
発
想
で
は
な

く
、
日
本
全
体
と
し
て
成
長
し
て
い
く
と
い

う
視
点
が
必
要
。

野
沢
温
泉
と

ス
キ
ー
の
歴
史

●
野
沢
温
泉
に
ス
キ
ー
が
伝
わ
っ
た
の
は
、

日
本
に
ス
キ
ー
が
伝
わ
っ
た
1
年
後
の

1
9
1
2
（
明
治
45
）
年
。
そ
の
約
10
年
後

に
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
倶
楽
部
が
設
立
さ
れ
た
。

設
立
時
の
会
則
に
は
『
ス
キ
ー
普
及
心
身
ノ

錬
磨
及
当
温
泉
ノ
発
達
ヲ
図
ル
』と
あ
り
、「
ス

キ
ー
人
口
を
増
や
し
心
と
身
体
を
鍛
え
る
こ

と
、
そ
し
て
野
沢
温
泉
の
発
展
を
図
る
こ
と
」

が
活
動
目
的
と
さ
れ
た
。
ス
キ
ー
客
が
大
勢

や
っ
て
く
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
ス
キ
ー
客

の
受
入
を
通
し
て
野
沢
温
泉
を
発
展
さ
せ
よ

う
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
現
在
取
り
組
ん

で
い
る〝
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
に
よ

り
地
域
経
済
と
人
材
を
育
て
る
〞と
い
う
発

想
が
1
0
0
年
前
に
既
に
生
ま
れ
て
い
た
。

●
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
設
立
後
、
大
学
の
ス
キ
ー

部
を
は
じ
め
多
く
の
ス
キ
ー
客
が
野
沢
温
泉

を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
初
年
度
に
は

3
4
5
人
泊
だ
っ
た
も
の
が
、
4
年
後
に
は

5
0
9
3
人
泊
に
急
増
し
た
。
そ
れ
ま
で
の

日
本
の
寒
村
の
冬
は
、
雪
に
閉
ざ
さ
れ
農
作

業
は
で
き
ず
内
職
を
し
た
り
出
稼
ぎ
に
出
る

し
か
な
か
っ
た
が
、
ス
キ
ー
を
き
っ
か
け
に
冬

で
も
村
内
で
商
売
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
1
9
3
0
（
昭
和
5
）
年
に
ス
キ
ー
の
全

国
大
会
を
誘
致
し
、
1
9
4
8
（
昭
和
23
）

年
に
は
国
民
体
育
大
会
の
実
質
的
に
第
1
回

目
の
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
が
開
か
れ
た
。

●
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
4
本
の
リ
フ
ト
は
、

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
中
心
と
な
り
村
民
が
お
金

を
出
し
合
っ
て
建
設
し
た
も
の
。
1
9
6
3

（
昭
和
38
）
年
、
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
の
到
来
に

よ
り
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
利
用
者
が
急
増

す
る
と
、
単
独
で
は
管
理
し
き
れ
な
い
と
判

断
し
た
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
4
つ
の
リ
フ
ト

を
無
償
で
村
に
移
管
し
た
。
そ
の
代
わ
り
、

ス
キ
ー
場
が
続
く
限
り
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
運

営
費
を
拠
出
す
る
取
り
決
め
に
な
っ
て
お
り
、

移
管
か
ら
約
60
年
が
経
つ
現
在
で
も
そ
の
関

係
は
続
い
て
い
る
。

●
野
沢
温
泉
で
は
国
際
大
会
も
多
く
手
掛
け

て
い
る
。
1
9
9
5
（
平
成
7
）
年
に
開
催

さ
れ
た
第
15
回
イ
ン
タ
ー
ス
キ
ー
（
世
界
ス

キ
ー
指
導
者
会
議
）
野
沢
温
泉
大
会
の
際
に

は
、
35
カ
国
か
ら
1
2
0
0
人
を
超
え
る
宿

泊
客
を
受
け
入
れ
た
。
こ
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

　2
0
2
2
年
3
月
22
日
（
火
）、「
和
の
ス

キ
ー
リ
ゾ
ー
ト 

野
沢
温
泉
と
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
」を
テ
ー
マ
に
、第
27
回
た
び
と
し
ょ

C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。

　2
0
2
1
年
夏
、
2
0
2
2
年
冬
と
、
二

つ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
連
続
し
て
開
催
さ
れ
、

選
手
た
ち
の
活
躍
に
多
く
の
人
が
熱
い
声
援

を
送
り
ま
し
た
。
長
野
県
の
北
東
部
に
位
置

す
る
野
沢
温
泉
村
は
、
古
く
か
ら
温
泉
と
ス

キ
ー
の
村
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
数
多
く
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
手
掛
け
る
こ
と
で
地

域
を
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
1
9
2
3
年

の
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
設
立
以
降
、

「
地
域
振
興
は
人
材
育
成
か
ら
」
を
理
念
に

掲
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て〝
人
材
〞を
育
成

し
て
い
ま
す
。
選
手
も
引
退
後
は
大
会
運
営

や
人
材
育
成
を
行
う
側
に
ま
わ
っ
て
、
地
域

の
発
展
に
貢
献
す
る
と
い
う
循
環
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
家
業
の
旅
館
経
営
と
と
も
に
、

長
年
に
わ
た
り
ス
キ
ー
大
会
の
運
営
に
携
わ

っ
て
お
ら
れ
る
、
旅
館
さ
か
や
代
表
取
締
役

で
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
理
事
長
の
森 

晃
氏
を
お
招
き
し
、
野
沢
温
泉
の
地
域
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

き
る
。

　ス
キ
ー
場
側
に
は
売
り
上
げ
の
約
7
割
が

支
払
わ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
が
、

顧
客
情
報
は
全
てV

ail R
eso
rts

に
集
約

さ
れ
て
し
ま
う
。
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
限
ら

ず
日
本
の
D
X
は
非
常
に
遅
れ
て
い
る
分
野

で
あ
り
、
世
界
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

参
加
者
…
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
客
層
に
つ

い
て
詳
し
く
知
り
た
い
。

森
氏
…
大
会
出
場
選
手
と
関
係
者
に
つ
い
て

は
受
益
者
負
担
と
し
て
1
人
3
0
0
〜
5
0
0

円
を
宿
経
由
で
徴
収
し
て
お
り
、
そ
の
収
益

か
ら
逆
算
す
る
形
で
受
入
人
数
の
把
握
は
容

易
。
ま
た
、
野
沢
温
泉
に
は
競
技
者
専
用
の

コ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
の
リ
フ
ト
利
用
人
数
も

把
握
し
て
い
る
。

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
数
は
日
本
の
ス
キ
ー
リ

ゾ
ー
ト
で
最
も
正
確
に
把
握
し
て
い
る
と
思

う
。
各
宿
に
対
し
て
、
観
光
協
会
の
ス
タ
ッ

フ
が
電
話
で
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
発
地

別
に
人
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。

　実
効
性
の
あ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の

た
め
に
は
、
人
数
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と

が
不
可
欠
。
正
確
な
人
数
や
属
性
を
把
握
す

る
た
め
に
は
、
窓
口
で
の
購
入
者
デ
ー
タ
の

積
み
上
げ
や
電
話
に
よ
る
宿
へ
の
聞
き
取
り

調
査
で
は
、
推
計
値
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
正

確
性
に
限
界
が
あ
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
あ
れ
ば
、流
入
経
路
や
居
住
地
な
ど
、様
々

な
情
報
を
正
確
に
把
握
で
き
る
。

参
加
者
…
自
身
は
白
馬
に
移
住
し
て
宿
泊
業

に
携
わ
っ
て
い
る
が
、
後
継
者
不
足
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
野
沢
で
育
っ
た
子
ど
も
の

う
ち
、
野
沢
で
仕
事
に
就
く
割
合
は
ど
の
く

ら
い
か
。

森
氏
…
後
継
者
不
足
と
い
う
問
題
に
は
、
自

業
自
得
の
部
分
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
る
。

野
沢
温
泉
で
は
、
バ
ブ
ル
期
に
1
1
0
万
の

利
用
客
が
あ
っ
た
の
が
30
万
人
ま
で
下
が
っ

て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
親
が

子
ど
も
に
対
し
て
「
ス
キ
ー
で
は
儲
か
ら
な

い
し
借
金
ば
か
り
で
大
変
だ
。
都
会
に
出
て

就
職
し
た
方
が
よ
っ
ぽ
ど
楽
だ
」
な
ど
と
話

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
自
分

の
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
は
な
い
と
聞
か
さ
れ
て
育
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
、
大
人
に
な
っ
て
も
地
元
に
帰
っ
て
こ

な
い
。
そ
の
た
め
、
自
身
の
活
動
で
は
、
い

か
に
こ
の
村
が
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
帰
っ
て
く

る
価
値
や
人
に
自
慢
す
る
価
値
が
あ
る
か
を
、

小
中
学
生
に
伝
え
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

　野
沢
温
泉
で
育
っ
た
ス
キ
ー
選
手
た
ち
は
、

ス
キ
ー
選
手
で
は
な
い
人
に
比
べ
て
U
タ
ー

ン
率
が
非
常
に
高
い
。
他
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
に
比
べ
て
も
、
ス
キ
ー
大
会
の
運
営
や
ス

キ
ー
指
導
者
と
し
て
地
元
に
戻
っ
て
く
る
人

数
が
突
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
野
沢
温
泉

が
ス
キ
ー
の
メ
ッ
カ
で
あ
り
、
そ
の
特
別
な

場
所
で
自
分
が
ス
キ
ー
を
し
て
い
る
の
だ
と

小
さ
い
頃
か
ら
実
感
し
て
育
ち
、
村
や
ス
キ

ー
場
に
対
し
て
誇
り
を
持
っ
て
い
る
か
ら
。

地
元
に
対
す
る
誇
り
を
育
む
教
育
が
重
要
。

参
加
者
…
繁
忙
期
と
閑
散
期
が
あ
る
中
で
、

ど
の
よ
う
に
人
材
確
保
を
し
て
い
る
か
。

森
氏
…
コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
、
サ
ー
ビ
ス
業
や

宿
泊
業
の
求
人
数
は
少
な
い
状
況
に
あ
る
。

野
沢
温
泉
で
求
人
を
出
し
た
と
こ
ろ
日
本
に

留
学
し
て
い
る
外
国
人
を
中
心
に
か
な
り
の

応
募
が
あ
っ
た
。
今
後
、
留
学
生
も
日
本
へ

の
入
国
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
景
気
が
回

復
す
れ
ば
他
産
業
へ
希
望
者
が
流
れ
て
し
ま

う
可
能
性
を
考
え
る
と
、
今
の
う
ち
に
少
し

無
理
を
し
て
も
人
材
を
確
保
す
る
方
が
良
い

と
考
え
て
い
る
。
将
来
的
に
、
日
本
人
人
材

が
宿
泊
業
に
流
れ
込
む
と
い
う
こ
と
は
想
定

し
に
く
く
、
外
国
人
人
材
も
積
極
的
に
採
用

す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
人
で
な
け
れ
ば
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
な
い
と
い
う
既
成
概
念

を
捨
て
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
と
思

う
。

お
わ
り
に

　参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
現
場
感
の
あ

る
お
話
で
面
白
か
っ
た
」、「
デ
ー
タ
蓄
積
の

た
め
に
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
重
要
と
い

う
部
分
が
よ
く
わ
か
っ
た
」、「
父
親
が
ス
キ

ー
好
き
で
自
身
も
ス
キ
ー
に
慣
れ
親
し
ん
で

育
っ
て
き
た
の
で
、
ス
キ
ー
集
落
の
取
り
組

み
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
勉
強
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
ご
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
ス
キ
ー
を
通
し
て
地
元
の
良
さ
に
触
れ
な

が
ら
大
き
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
大
人

に
な
っ
て
か
ら
も
地
元
に
対
す
る
誇
り
を
持

ち
、街
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
人
材
に
な
る
」

と
い
う
お
話
が
印
象
的
で
し
た
。
温
泉
地
や

ス
キ
ー
場
に
限
ら
ず
全
国
の
ど
の
地
域
で
も
、

自
分
の
地
域
に
誇
り
を
持
ち
地
域
を
愛
す
る

こ
と
が
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
基
盤
に
な
る
と

感
じ
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
政
策
研
究
部 

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室 

副
主
任
研
究
員

門
脇
茉
海
）

こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を

提
供
し
て
い
る
。
世
界
中
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
は
夏
の
集
客
に
非
常
に
苦
労
し
て
い
る
が
、

野
沢
温
泉
も
ス
キ
ー
の
印
象
が
強
い
た
め
か
、

夏
の
イ
メ
ー
ジ
が
弱
い
部
分
も
あ
る
。

参
加
者
…
国
際
大
会
の
運
営
に
か
か
る
準
備

や
ス
タ
ッ
フ
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、

ス
タ
ッ
フ
に
は
選
手
経
験
者
が
多
い
の
か
。

森
氏
…
苗
場
で
開
催
さ
れ
た
ス
キ
ー
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
は
、
2
日
間
の
レ
ー
ス
で
選
手

の
輸
送
な
ど
も
含
め
た
予
算
が
約
3
億

4
0
0
0
万
円
で
、
関
係
者
数
も
膨
大
に
な

る
。
一
方
、
全
国
大
会
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の

予
選
規
模
だ
と
、
40
〜
50
名
ほ
ど
で
回
し
て

い
る
。

　雪
上
で
の
作
業
は
あ
る
程
度
ス
キ
ー
技
術

が
な
け
れ
ば
不
可
能
。
コ
ー
ス
設
営
時
に
は
、

棒
や
旗
な
ど
を
数
十
本
抱
え
た
状
態
で
ア
イ

ス
バ
ー
ン
の
急
斜
面
を
滑
る
と
い
う
こ
と
も

必
要
だ
が
、
こ
う
し
た
作
業
は
一
般
人
に
は

難
し
く
、
元
ス
キ
ー
選
手
が
担
当
し
て
い
る
。

ま
た
、
テ
ン
ト
設
営
な
ど
、
ス
キ
ー
技
術
と

直
接
関
係
な
い
こ
と
で
も
、
伝
統
あ
る
ス
キ

ー
場
の
人
た
ち
の
方
が
熟
練
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
。

参
加
者
…
野
沢
温
泉
に
は
全
世
界
の
様
々
な

国
か
ら
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
訪
れ
て
い
る
が
、
住

民
へ
の
影
響
は
ど
の
よ
う
な
形
で
見
ら
れ
る

か
。

森
氏
…
村
の
子
ど
も
た
ち
は
、
約
10
年
間
に

わ
た
っ
て
外
国
人
が
街
に
あ
ふ
れ
て
い
る
状

態
を
当
た
り
前
の
も
の
と
し
て
見
て
お
り
、

外
国
人
を
身
近
に
感
じ
て
い
る
。
小
学
校
に

も
様
々
な
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
が
通

っ
て
い
る
。
ま
だ
英
語
が
で
き
な
い
の
で
直

接
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
完
璧
と
は
い

か
な
い
が
、
外
国
人
を
見
て
怯
ん
だ
り
気
後

れ
し
た
り
す
る
こ
と
は
非
常
に
少
な
い
。

　国
際
的
な
交
流
が
日
常
的
で
あ
る
一
方
で
、

昔
な
が
ら
の
文
化
も
残
っ
て
い
る
。
温
泉
、

道
路
、
水
路
を
管
理
し
て
い
る
「
野
澤
組
」

と
呼
ば
れ
る
組
織
は
、
昔
は
日
本
中
ど
こ
に

で
も
あ
っ
た
惣
の
一
つ
で
、
現
在
は
野
沢
に

し
か
残
っ
て
い
な
い
。

　変
え
る
と
こ
ろ
と
変
え
な
い
と
こ
ろ
、
そ

の
両
方
が
現
在
の
野
沢
温
泉
を
形
づ
く
っ
て

い
る
。

参
加
者
…
冬
に
野
沢
温
泉
を
訪
れ
る
日
本
人

客
は
、
ス
キ
ー
客
が
ほ
ぼ
1
0
0
％
な
の
か
。

温
泉
目
的
の
方
も
い
る
の
か
。

森
氏
…
ス
キ
ー
を
し
な
い
宿
泊
客
も
も
ち
ろ

ん
い
る
。
た
と
え
ば
、
昨
日
の
宿
泊
客
は
3

世
代
家
族
7
名
で
宿
泊
さ
れ
、
祖
母
と
そ
の

息
子
は
ス
キ
ー
を
せ
ず
に
温
泉
巡
り
を
楽
し

ん
で
い
た
。

　旅
館
さ
か
や
で
は
、
冬
場
は
ス
キ
ー
客
以

外
の
お
客
様
を
な
る
べ
く
取
ら
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
。
温
泉
旅
館
は
、
基
本
的
に
冬
場

は
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

市
場
に
打
っ
て
出
る
こ
と
は
非
常
に
大
変
な

た
め
、
オ
ン
シ
ー
ズ
ン
の
お
客
様
を
し
っ
か

り
取
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
や
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
を
着
て
温
泉
街

や
旅
館
内
を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る
ス
キ
ー
客

と
、
静
か
な
雪
見
の
温
泉
宿
を
目
指
し
て
来

た
客
層
と
で
は
、
求
め
る
も
の
が
か
な
り
異

な
っ
て
く
る
。
温
泉
メ
イ
ン
の
方
に
は
春
以

降
が
お
す
す
め
と
お
伝
え
す
る
な
ど
、
ミ
ス

マ
ッ
チ
を
未
然
に
防
ぐ
工
夫
を
し
て
い
る
。

参
加
者
…
買
収
し
た
宿
の
解
体
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
決
め
た
き
っ
か
け
は
何
か
。

森
氏
…
50
年
前
に
つ
く
っ
た
建
物
で
、
ア
ス

ベ
ス
ト
の
問
題
な
ど
、
い
つ
か
は
処
理
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
足
音
は
聞
こ
え
て

い
た
が
、
ま
だ
行
動
制
限
な
ど
が
始
ま
る
前

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
と
は
直

接
関
係
な
く
実
行
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
本
格

化
す
る
前
に
着
工
し
た
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
各
種
支
援
メ
ニ
ュ
ー
は
適
用
で
き
ず
、

宿
泊
需
要
も
回
復
し
て
い
な
い
の
で
苦
し
い

部
分
は
あ
る
。
一
方
、
木
材
が
高
騰
し
て
お

り
タ
イ
ミ
ン
グ
が
少
し
遅
れ
た
ら
工
事
費
用

は
も
っ
と
か
か
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

参
加
者
…
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
以
外
で
、

他
の
温
泉
地
や
ス
キ
ー
場
と
連
携
す
る
こ
と

は
あ
る
か
。

森
氏
…
ス
キ
ー
関
係
で
は
、M

t.6

（
マ
ウ
ン

ト
シ
ッ
ク
ス
）
と
い
う
団
体
が
昔
か
ら
続
い

て
い
る
。
老
舗
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
草

津
や
蔵
王
も
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
お
り
、
情

報
交
換
の
場
づ
く
り
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
研

修
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

参
加
者
…V

ail R
eso
rts

の
エ
ピ
ッ
ク
パ

ス
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
。

森
氏
…
エ
ピ
ッ
ク
パ
ス
を
購
入
し
て
お
く
と
、

日
本
の
白
馬
と
ル
ス
ツ
を
含
む
様
々
な
ス
キ

ー
場
が
約
10
万
円
の
負
担
で
利
用
で
き
る
。

一
方
、
シ
ー
ズ
ン
中
に
ベ
イ
ル
の
窓
口
で
1

日
券
を
購
入
す
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
2
万
円

を
超
え
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
消
費
者
は
、
シ

ー
ズ
ン
中
に
窓
口
で
現
金
で
購
入
す
る
の
で

は
な
く
、
シ
ー
ズ
ン
前
に
ネ
ッ
ト
上
で
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
す
る
よ
う
に
誘
導
さ
れ
て

い
る
。

　キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
す
る
メ
リ

ッ
ト
は
、
顧
客
情
報
を
把
握
し
様
々
に
活
用

で
き
る
こ
と
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
東
部

の
ス
キ
ー
場
は
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
く
て

も
、
中
央
部
や
西
部
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が

良
け
れ
ば
、
そ
う
し
た
情
報
を
顧
客
に
提
供

し
、
満
足
度
を
下
げ
な
い
よ
う
に
対
応
が
で

【
第
2
部
】

意
見
交
換

スキーをし、温泉に入り、
風呂上がりにビールを
飲むという3セットを、
「NOZAWAONSEN 
TRIATHLON！と称
してアピールしている。
このMr.Escapeのデ
ザインはプロのデザイ
ナーに依頼して製作し
たもの。（森氏講演資
料より抜粋）

図 海外向け
プロモーション用資料

【
第
2
部
】

意
見
交
換

図 海外向け
プロモーション用資料

そ
う

ひ
る
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来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。海

外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
例
の
紹
介

●
日
本
の
他
の
ス
キ
ー
場
で
は
、
英
語
が
話

せ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
外
国
人
に
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
せ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、

私
た
ち
は
愛
情
を
持
っ
て
自
分
た
ち
の
言
葉

で
伝
え
る
こ
と
が
効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
な
る
と
考
え
、
全
て
自
分
た
ち
で

行
っ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
香
港
、

ロ
ン
ド
ン
等
、
12
〜
13
年
の
間
に
約
40
回
の

海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
た
。

●
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
は
、
長
野
|

新
潟
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
予

算
で
実
施
し
て
い
る
。
構
成
団
体
は
、
J
R

東
日
本
、
白
馬
村
、
志
賀
高
原
の
山
ノ
内
町
、

野
沢
温
泉
村
、
妙
高
市
、
新
潟
県
、
長
野
県
。

現
地
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
海
外
の
旅
行

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や
マ
ス
コ
ミ
の
招
へ
い
、
広

告
掲
載
や
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

●
非
常
口
サ
イ
ン
の
ピ
ク
ト
サ
イ
ン
を

「M
r.E
scap

e

」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
―
な
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
に
仕
立
て
て
、
忙
し
く
て
ス
ト

レ
ス
フ
ル
なM

r.E
scap

e

が
、
野
沢
温
泉

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
元
気
に
な
っ
て
帰
っ

て
い
く
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
（
図
参
照
）
で

プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
て
い
る
。

●
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
野
沢
温
泉
は
日
本
最
大

規
模
の
ス
キ
ー
場
で
、
累
積
積
雪
量
の
年
間

平
均
が
12
m
を
超
え
る
ほ
ど
雪
が
豊
富
で
あ

る
こ
と
、
伝
統
的
な
温
泉
の
町
で
大
湯
と
呼

ば
れ
る
共
同
浴
場
や
道
祖
神
祭
り
も
あ
り
、

日
本
な
ら
で
は
の
体
験
が
で
き
る
こ
と
、
温

泉
街
は
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
か
つ
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
豊
か
な
飲
食
店
や
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り

散
策
が
楽
し
め
る
こ
と
、
宿
の
タ
イ
プ
も

様
々
で
あ
る
こ
と
、
温
泉
は
美
肌
や
若
返
り

の
湯
と
し
て
有
名
で
あ
る
こ
と
、
温
泉
街
と

ス
キ
ー
場
は
動
く
歩
道
で
結
ば
れ
て
い
る
こ

と
、
ス
ノ
ー
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
も
非
常
に
近

い
場
所
に
あ
る
こ
と
、な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

●
1
0
0
年
前
の
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
創
設
時
に

掲
げ
た
『
ス
キ
ー
普
及
心
身
ノ
錬
磨
及
当
温

泉
ノ
発
達
ヲ
図
ル
』
と
い
う
目
標
は
、
ス
キ

ー
を
利
用
し
て
お
客
様
を
誘
致
し
、
地
域
経

済
と
人
材
を
育
て
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
現

在
に
至
る
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

●
自
身
は
現
在
53
歳
だ
が
、
次
の
世
代
の
人

材
も
育
っ
て
き
て
い
る
。
き
ち
ん
と
責
任
を

持
た
せ
て
仕
事
を
さ
せ
れ
ば
、
人
は
ど
ん
ど

ん
育
つ
。
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
人

を
呼
び
、
人
材
を
育
成
し
、
次
の
世
代
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
、
を
肝
に
銘
じ
な
が
ら
活

動
し
て
い
る
。

 
参
加
者
…
野
沢
温
泉
村
の
人
口
、
宿
泊
事
業

者
の
割
合
は
ど
の
く
ら
い
か
。

森
氏
…
野
沢
温
泉
村
の
人
口
は
現
3
5
0
0

〜
3
6
0
0
人
。
世
帯
数
は
三
百
数
十
軒
あ

り
、
こ
の
う
ち
宿
が
約
2
4
0
軒
。
約
80
軒

は
海
外
の
方
の
所
有
に
な
っ
て
い
る
が
、
転

売
な
ど
大
手
企
業
に
よ
る
派
手
な
動
き
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
基
本
的
に
は
個
人
の
住
宅
や

宿
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
村
が
急
激
に

変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
様
子
は
今
の
と
こ
ろ

な
い
。

　ス
キ
ー
選
手
を
目
指
し
て
移
住
を
希
望
す

る
方
は
一
定
程
度
い
る
が
、
村
内
に
は
空
き

家
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
不
動
産
屋
さ
ん
も
な

い
た
め
、
移
住
者
の
希
望
に
添
え
ず
に
い
る

状
況
。

参
加
者
…
雪
の
な
い
夏
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
。

森
氏
…
一
般
的
に
、
温
泉
旅
館
は
冬
が
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
で
そ
れ
以
外
の
季
節
が
オ
ン
シ
ー

ズ
ン
。
野
沢
温
泉
に
は
約
25
軒
の
旅
館
が
あ

り
、
一
般
的
な
温
泉
旅
館
と
同
様
の
サ
イ
ク

ル
で
営
業
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
が
あ
り
ゴ

ン
ド
ラ
な
ど
の
設
備
も
あ
る
た
め
、
温
泉
と

に
あ
わ
せ
て
補
助
金
制
度
を
立
ち
上
げ
て
、

和
式
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
様
々
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
進
め
た
。
1
9
9
8
（
平
成
10
）

年
に
は
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
。

白
馬
と
志
賀
高
原
が
中
心
だ
っ
た
が
、
野
沢

温
泉
は
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
と
い
う
、
鉄
砲
を
か

つ
い
で
走
っ
て
打
つ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
非
常

に
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
の
会
場
と
な
っ
た
。

●
2
0
2
0
年
に
は
最
新
型
の
ゴ
ン
ド
ラ
を

導
入
し
た
。
3
6
0
度
ガ
ラ
ス
張
り
で
景
色

が
良
く
、
非
常
に
評
判
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
の
入
込
状
況

●
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
来
場
者
数
は
、

1
9
9
2
〜
93
年
あ
た
り
が
ピ
ー
ク
で
年
間

1
1
0
万
人
が
来
場
し
て
い
た
。
2
0
0
8

年
に
ピ
ー
ク
時
の
約
30
％
で
あ
る
31
万
人
ま

で
下
が
る
と
、
そ
の
後
は
様
々
な
努
力
の
甲

斐
あ
っ
て
42
万
人
ま
で
盛
り
返
し
た
。
し
か

し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
2
0
2
1
年
は
22

万
人
ま
で
落
ち
込
み
、
2
0
2
2
年
は
30
万

人
あ
た
り
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い
る
。

●
2
0
1
8
〜
2
0
1
9
年
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
は
42
万
人
の
利
用
が
あ

り
、
内
13
万
人
泊
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
だ
っ
た
。

繁
忙
期
に
は
1
日
平
均
2
0
0
0
人
を
超
え

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
訪
れ
、
8
割
位
の
方
は

宿
の
外
で
夕
食
を
食
べ
る
た
め
、
夕
方
に
な

る
と
街
中
は
外
国
の
よ
う
な
雰
囲
気
に
な
っ

た
。
野
沢
温
泉
、
白
馬
、
志
賀
高
原
、
妙
高

高
原
で
行
っ
て
い
る
共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
成
果
が
表
れ
て
い
た
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
内
訳
は
、
約
60
%
が
オ

セ
ア
ニ
ア
、
約
25
％
が
ア
ジ
ア
と
な
っ
て
い

る
。
中
国
本
土
は
約
4
%
で
、
他
の
日
本
の

観
光
地
に
比
べ
て
非
常
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
小

さ
い
。

野
沢
温
泉

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
活
動

●
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
ス
キ
ー
大

会
の
誘
致
・
開
催
、
会
費
収
入
、
補
助
金
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
収
入
源
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。
1
9
7
1
年
か
ら
2
0
2
0
年
ま
で

の
約
50
年
間
の
収
入
は
、
10
億
円
を
超
え
る
。

●
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
、
当
初
野
沢
温

泉
は
競
技
開
催
予
定
地
で
は
な
か
っ
た
た
め
、

代
わ
り
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
選
手
育

成
に
力
を
入
れ
た
。
村
か
ら
の
委
託
事
業
と

し
て
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
選
手
強
化
育
成
事
業

を
請
け
負
い
、
約
10
年
間
で
約
3
億
3
0
0
0

万
円
の
予
算
が
つ
い
た
。
そ
の
後
、
12
年
間

で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
10
名
、
世
界
選
手
権
に

12
名
が
出
場
し
、
全
日
本
選
手
権
で
は
16
名

の
選
手
が
優
勝
し
た
。
そ
の
後
、
予
算
が
大

き
く
減
っ
て
か
ら
は
、
16
年
間
で
2
名
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
し
か
出
て
い
な
い
。
つ
ま

り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る

よ
う
な
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
選
手
を
育
て
る
た
め

に
は
、
そ
れ
な
り
の
金
額
を
か
け
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
。

●
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
日
影
ゲ
レ
ン
デ
は
、

昼
間
は
一
般
客
も
滑
れ
る
が
、
夜
は
ナ
イ
タ

ー
施
設
を
完
備
し
て
地
元
選
手
専
用
に
な
る
。

海
外
遠
征
に
は
、
ま
だ
出
場
で
き
な
い
若
い

選
手
た
ち
も
応
援
に
連
れ
て
い
く
こ
と
で
、

世
界
で
戦
う
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
若
い

う
ち
か
ら
感
じ
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

環
境
を
整
え
る
こ
と
で
地
元
選
手
を
育
成
し
、

選
手
た
ち
は
「
N
O
Z
A
W
A
」
と
つ
け
た

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
身
に
着
け
て
世
界
の
舞
台

で
活
躍
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

誘
致
と
人
材
育
成

●
野
沢
温
泉
で
は
、
11
年
連
続
で
全
国
中
学

校
ス
キ
ー
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。
高
校
球

児
に
と
っ
て
の
甲
子
園
の
よ
う
に
、
全
国
の

ス
キ
ー
選
手
に
と
っ
て
野
沢
温
泉
は
憧
れ
の

聖
地
と
し
て
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

●
2
0
1
6
年
と
2
0
2
0
年
に
新
潟
県
の

苗
場
を
会
場
に
し
て
ス
キ
ー
ア
ル
ペ
ン
の
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
際
は
、
英
語

を
話
す
こ
と
が
で
き
て
国
際
レ
ベ
ル
の
大
会

運
営
が
で
き
る
手
腕
を
買
わ
れ
、
野
沢
温
泉

か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
て
一
緒
に
大
会

運
営
を
行
っ
た
。
コ
ー
ス
整
備
や
大
会
当
日

の
対
応
も
含
め
、
野
沢
温
泉
の
ス
タ
ッ
フ
が

指
揮
を
執
っ
て
対
応
し
た
。
世
界
大
会
の
運

営
を
通
し
て
、
世
界
基
準
の
コ
ー
ス
整
備
、

選
手
や
来
場
者
の
も
て
な
し
方
な
ど
、
様
々

な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

●
野
沢
温
泉
に
と
っ
て
、
ス
キ
ー
の
中
心
地

で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
。
野
沢

温
泉
＝
ス
キ
ー
の
メ
ッ
カ
で
あ
り
続
け
る
こ

と
が
お
客
様
に
対
す
る
大
き
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
と
な
る
。
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
の

開
催
は
そ
の
代
表
的
な
取
り
組
み
。
ま
た
、

野
沢
温
泉
が
ス
キ
ー
の
中
心
地
で
あ
り
、
常

に
ス
キ
ー
や
ス
キ
ー
大
会
が
身
近
に
あ
る
環

境
を
つ
く
る
こ
と
で
、
世
界
レ
ベ
ル
の
大
会
で

活
躍
で
き
る
選
手
や
世
界
レ
ベ
ル
の
大
会
運

営
を
牽
引
で
き
る
人
材
の
育
成
に
つ
な
が
る
。

●
こ
う
し
た
人
材
は
ス
キ
ー
選
手
引
退
後
も
、

海
外
留
学
を
し
た
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
観
光
局

職
員
に
な
っ
た
り
と
世
界
で
活
躍
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
人
脈
の
存
在
が
効
果
的
な
海
外
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
ス
キ
ー
人
材
の
育
成
が
、
村
の
将

和
の
滞
在
型

ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
形
成

●
自
身
が
社
長
を
務
め
る
旅
館
さ
か
や
は
明

治
時
代
の
創
業
。
2
0
0
9
年
に
は
別
の
旅

館
を
買
収
し
て
離
れ
と
し
た
。
本
館
と
離
れ

を
合
わ
せ
て
、
年
間
2
万
人
強
の
宿
泊
客
、

約
4
億
円
の
売
り
上
げ
が
あ
る
。
2
0
2
0

年
に
は
、
そ
れ
ま
で
改
修
し
て
利
用
し
て
い

た
離
れ
を
解
体
工
事
し
、
新
築
し
た
。

●
北
米
の
ス
キ
ー
場
は
、
ス
キ
ー
場
に
ふ
さ

わ
し
い
山
を
見
つ
け
、
資
本
を
投
入
し
て
ス

キ
ー
場
を
建
設
し
、
そ
の
後
に
街
を
つ
く
る
、

と
い
う
流
れ
が
主
流
。
一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

や
日
本
の
ス
キ
ー
場
は
、
最
初
に
街
が
あ
り

そ
の
裏
山
に
ス
キ
ー
場
を
建
設
す
る
と
い
う

流
れ
な
の
で
、
デ
ザ
イ
ン
が
う
ま
く
い
か
ず

不
便
で
あ
る
こ
と
も
多
い
。

●
海
外
の
ス
キ
ー
関
連
の
展
示
会
や
商
談
会

な
ど
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ

カ
な
ど
世
界
中
の
ス
キ
ー
場
が
参
戦
し
て
い

る
。
野
沢
温
泉
の
ラ
イ
バ
ル
は
こ
う
し
た
世

界
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
。

●
海
外
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
日
本
の
ス
キ

ー
リ
ゾ
ー
ト
が
負
け
な
い
た
め
に
は
、
日
本

独
自
の
ス
キ
ー
文
化
と
日
本
の
村
で
差
別
化

を
図
る
「
和
の
滞
在
型
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」

の
形
成
が
不
可
欠
。
雪
質
の
良
さ
だ
け
で
は

な
く
、
日
本
な
ら
で
は
の
温
泉
街
や
お
祭
り

も
大
き
な
魅
力
と
な
る
。
国
の
観
光
戦
略
実

行
推
進
会
議
で
発
表
し
た
後
、
ス
キ
ー
リ
ゾ

ー
ト
に
対
し
て
出
国
税
を
原
資
と
す
る
支
援

が
行
わ
れ
、
野
沢
温
泉
で
は
英
語
W
E
B
サ

イ
ト
の
一
元
化
や
人
工
降
雪
機
の
設
置
な
ど

を
行
っ
た
。

●
ア
メ
リ
カ
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
会
社
で
あ
る

V
ail R

eso
rts

が
発
行
し
て
い
る
エ
ピ
ッ

ク
パ
ス
は
、
世
界
中
で
か
な
り
大
き
な
存
在

感
を
示
し
始
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、V

ail 

R
eso
rts

が
買
収
し
た
り
連
携
し
て
い
る

世
界
中
の
ス
キ
ー
場
で
使
え
る
リ
フ
ト
券
で
、

W
E
B
サ
イ
ト
上
で
シ
ー
ズ
ン
前
に
販
売
す

る
こ
と
で
来
場
者
の
囲
い
込
み
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
得
ら
れ
た
顧
客
情

報
を
用
い
て
精
力
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

●
海
外
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
が
運
営
し
て
い
る

W
E
B
サ
イ
ト
は
販
売
が
大
き
な
目
的
に
な

っ
て
い
る
が
、
日
本
の
ス
キ
ー
場
や
観
光
地

が
運
営
し
て
い
る
W
E
B
サ
イ
ト
の
多
く
は

情
報
の
一
方
的
な
発
信
が
中
心
。
W
E
B
サ

イ
ト
内
で
お
客
様
を
誘
導
し
予
約
へ
つ
な
げ

る
と
い
う
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
顧
客
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て

し
っ
か
り
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
。
自
分
た

ち
さ
え
売
れ
れ
ば
よ
い
と
い
う
発
想
で
は
な

く
、
日
本
全
体
と
し
て
成
長
し
て
い
く
と
い

う
視
点
が
必
要
。

野
沢
温
泉
と

ス
キ
ー
の
歴
史

●
野
沢
温
泉
に
ス
キ
ー
が
伝
わ
っ
た
の
は
、

日
本
に
ス
キ
ー
が
伝
わ
っ
た
1
年
後
の

1
9
1
2
（
明
治
45
）
年
。
そ
の
約
10
年
後

に
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
倶
楽
部
が
設
立
さ
れ
た
。

設
立
時
の
会
則
に
は
『
ス
キ
ー
普
及
心
身
ノ

錬
磨
及
当
温
泉
ノ
発
達
ヲ
図
ル
』と
あ
り
、「
ス

キ
ー
人
口
を
増
や
し
心
と
身
体
を
鍛
え
る
こ

と
、
そ
し
て
野
沢
温
泉
の
発
展
を
図
る
こ
と
」

が
活
動
目
的
と
さ
れ
た
。
ス
キ
ー
客
が
大
勢

や
っ
て
く
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
ス
キ
ー
客

の
受
入
を
通
し
て
野
沢
温
泉
を
発
展
さ
せ
よ

う
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
現
在
取
り
組
ん

で
い
る〝
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
に
よ

り
地
域
経
済
と
人
材
を
育
て
る
〞と
い
う
発

想
が
1
0
0
年
前
に
既
に
生
ま
れ
て
い
た
。

●
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
設
立
後
、
大
学
の
ス
キ
ー

部
を
は
じ
め
多
く
の
ス
キ
ー
客
が
野
沢
温
泉

を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
初
年
度
に
は

3
4
5
人
泊
だ
っ
た
も
の
が
、
4
年
後
に
は

5
0
9
3
人
泊
に
急
増
し
た
。
そ
れ
ま
で
の

日
本
の
寒
村
の
冬
は
、
雪
に
閉
ざ
さ
れ
農
作

業
は
で
き
ず
内
職
を
し
た
り
出
稼
ぎ
に
出
る

し
か
な
か
っ
た
が
、
ス
キ
ー
を
き
っ
か
け
に
冬

で
も
村
内
で
商
売
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
1
9
3
0
（
昭
和
5
）
年
に
ス
キ
ー
の
全

国
大
会
を
誘
致
し
、
1
9
4
8
（
昭
和
23
）

年
に
は
国
民
体
育
大
会
の
実
質
的
に
第
1
回

目
の
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
が
開
か
れ
た
。

●
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
4
本
の
リ
フ
ト
は
、

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
中
心
と
な
り
村
民
が
お
金

を
出
し
合
っ
て
建
設
し
た
も
の
。
1
9
6
3

（
昭
和
38
）
年
、
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
の
到
来
に

よ
り
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
利
用
者
が
急
増

す
る
と
、
単
独
で
は
管
理
し
き
れ
な
い
と
判

断
し
た
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
4
つ
の
リ
フ
ト

を
無
償
で
村
に
移
管
し
た
。
そ
の
代
わ
り
、

ス
キ
ー
場
が
続
く
限
り
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
運

営
費
を
拠
出
す
る
取
り
決
め
に
な
っ
て
お
り
、

移
管
か
ら
約
60
年
が
経
つ
現
在
で
も
そ
の
関

係
は
続
い
て
い
る
。

●
野
沢
温
泉
で
は
国
際
大
会
も
多
く
手
掛
け

て
い
る
。
1
9
9
5
（
平
成
7
）
年
に
開
催

さ
れ
た
第
15
回
イ
ン
タ
ー
ス
キ
ー
（
世
界
ス

キ
ー
指
導
者
会
議
）
野
沢
温
泉
大
会
の
際
に

は
、
35
カ
国
か
ら
1
2
0
0
人
を
超
え
る
宿

泊
客
を
受
け
入
れ
た
。
こ
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

　2
0
2
2
年
3
月
22
日
（
火
）、「
和
の
ス

キ
ー
リ
ゾ
ー
ト 

野
沢
温
泉
と
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
」を
テ
ー
マ
に
、第
27
回
た
び
と
し
ょ

C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。

　2
0
2
1
年
夏
、
2
0
2
2
年
冬
と
、
二

つ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
連
続
し
て
開
催
さ
れ
、

選
手
た
ち
の
活
躍
に
多
く
の
人
が
熱
い
声
援

を
送
り
ま
し
た
。
長
野
県
の
北
東
部
に
位
置

す
る
野
沢
温
泉
村
は
、
古
く
か
ら
温
泉
と
ス

キ
ー
の
村
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
数
多
く
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
手
掛
け
る
こ
と
で
地

域
を
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
1
9
2
3
年

の
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
設
立
以
降
、

「
地
域
振
興
は
人
材
育
成
か
ら
」
を
理
念
に

掲
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て〝
人
材
〞を
育
成

し
て
い
ま
す
。
選
手
も
引
退
後
は
大
会
運
営

や
人
材
育
成
を
行
う
側
に
ま
わ
っ
て
、
地
域

の
発
展
に
貢
献
す
る
と
い
う
循
環
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
家
業
の
旅
館
経
営
と
と
も
に
、

長
年
に
わ
た
り
ス
キ
ー
大
会
の
運
営
に
携
わ

っ
て
お
ら
れ
る
、
旅
館
さ
か
や
代
表
取
締
役

で
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
理
事
長
の
森 

晃
氏
を
お
招
き
し
、
野
沢
温
泉
の
地
域
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

き
る
。

　ス
キ
ー
場
側
に
は
売
り
上
げ
の
約
7
割
が

支
払
わ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
が
、

顧
客
情
報
は
全
てV
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に
集
約

さ
れ
て
し
ま
う
。
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
限
ら

ず
日
本
の
D
X
は
非
常
に
遅
れ
て
い
る
分
野

で
あ
り
、
世
界
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

参
加
者
…
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
客
層
に
つ

い
て
詳
し
く
知
り
た
い
。

森
氏
…
大
会
出
場
選
手
と
関
係
者
に
つ
い
て

は
受
益
者
負
担
と
し
て
1
人
3
0
0
〜
5
0
0

円
を
宿
経
由
で
徴
収
し
て
お
り
、
そ
の
収
益

か
ら
逆
算
す
る
形
で
受
入
人
数
の
把
握
は
容

易
。
ま
た
、
野
沢
温
泉
に
は
競
技
者
専
用
の

コ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
の
リ
フ
ト
利
用
人
数
も

把
握
し
て
い
る
。

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
数
は
日
本
の
ス
キ
ー
リ

ゾ
ー
ト
で
最
も
正
確
に
把
握
し
て
い
る
と
思

う
。
各
宿
に
対
し
て
、
観
光
協
会
の
ス
タ
ッ

フ
が
電
話
で
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
発
地

別
に
人
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。

　実
効
性
の
あ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の

た
め
に
は
、
人
数
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と

が
不
可
欠
。
正
確
な
人
数
や
属
性
を
把
握
す

る
た
め
に
は
、
窓
口
で
の
購
入
者
デ
ー
タ
の

積
み
上
げ
や
電
話
に
よ
る
宿
へ
の
聞
き
取
り

調
査
で
は
、
推
計
値
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
正

確
性
に
限
界
が
あ
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
あ
れ
ば
、流
入
経
路
や
居
住
地
な
ど
、様
々

な
情
報
を
正
確
に
把
握
で
き
る
。

参
加
者
…
自
身
は
白
馬
に
移
住
し
て
宿
泊
業

に
携
わ
っ
て
い
る
が
、
後
継
者
不
足
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
野
沢
で
育
っ
た
子
ど
も
の

う
ち
、
野
沢
で
仕
事
に
就
く
割
合
は
ど
の
く

ら
い
か
。

森
氏
…
後
継
者
不
足
と
い
う
問
題
に
は
、
自

業
自
得
の
部
分
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
る
。

野
沢
温
泉
で
は
、
バ
ブ
ル
期
に
1
1
0
万
の

利
用
客
が
あ
っ
た
の
が
30
万
人
ま
で
下
が
っ

て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
親
が

子
ど
も
に
対
し
て
「
ス
キ
ー
で
は
儲
か
ら
な

い
し
借
金
ば
か
り
で
大
変
だ
。
都
会
に
出
て

就
職
し
た
方
が
よ
っ
ぽ
ど
楽
だ
」
な
ど
と
話

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
自
分

の
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
は
な
い
と
聞
か
さ
れ
て
育
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
、
大
人
に
な
っ
て
も
地
元
に
帰
っ
て
こ

な
い
。
そ
の
た
め
、
自
身
の
活
動
で
は
、
い

か
に
こ
の
村
が
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
帰
っ
て
く

る
価
値
や
人
に
自
慢
す
る
価
値
が
あ
る
か
を
、

小
中
学
生
に
伝
え
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

　野
沢
温
泉
で
育
っ
た
ス
キ
ー
選
手
た
ち
は
、

ス
キ
ー
選
手
で
は
な
い
人
に
比
べ
て
U
タ
ー

ン
率
が
非
常
に
高
い
。
他
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
に
比
べ
て
も
、
ス
キ
ー
大
会
の
運
営
や
ス

キ
ー
指
導
者
と
し
て
地
元
に
戻
っ
て
く
る
人

数
が
突
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
野
沢
温
泉

が
ス
キ
ー
の
メ
ッ
カ
で
あ
り
、
そ
の
特
別
な

場
所
で
自
分
が
ス
キ
ー
を
し
て
い
る
の
だ
と

小
さ
い
頃
か
ら
実
感
し
て
育
ち
、
村
や
ス
キ

ー
場
に
対
し
て
誇
り
を
持
っ
て
い
る
か
ら
。

地
元
に
対
す
る
誇
り
を
育
む
教
育
が
重
要
。

参
加
者
…
繁
忙
期
と
閑
散
期
が
あ
る
中
で
、

ど
の
よ
う
に
人
材
確
保
を
し
て
い
る
か
。

森
氏
…
コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
、
サ
ー
ビ
ス
業
や

宿
泊
業
の
求
人
数
は
少
な
い
状
況
に
あ
る
。

野
沢
温
泉
で
求
人
を
出
し
た
と
こ
ろ
日
本
に

留
学
し
て
い
る
外
国
人
を
中
心
に
か
な
り
の

応
募
が
あ
っ
た
。
今
後
、
留
学
生
も
日
本
へ

の
入
国
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
景
気
が
回

復
す
れ
ば
他
産
業
へ
希
望
者
が
流
れ
て
し
ま

う
可
能
性
を
考
え
る
と
、
今
の
う
ち
に
少
し

無
理
を
し
て
も
人
材
を
確
保
す
る
方
が
良
い

と
考
え
て
い
る
。
将
来
的
に
、
日
本
人
人
材

が
宿
泊
業
に
流
れ
込
む
と
い
う
こ
と
は
想
定

し
に
く
く
、
外
国
人
人
材
も
積
極
的
に
採
用

す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
人
で
な
け
れ
ば
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
な
い
と
い
う
既
成
概
念

を
捨
て
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
と
思

う
。

お
わ
り
に

　参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
現
場
感
の
あ

る
お
話
で
面
白
か
っ
た
」、「
デ
ー
タ
蓄
積
の

た
め
に
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
重
要
と
い

う
部
分
が
よ
く
わ
か
っ
た
」、「
父
親
が
ス
キ

ー
好
き
で
自
身
も
ス
キ
ー
に
慣
れ
親
し
ん
で

育
っ
て
き
た
の
で
、
ス
キ
ー
集
落
の
取
り
組

み
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
勉
強
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
ご
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
ス
キ
ー
を
通
し
て
地
元
の
良
さ
に
触
れ
な

が
ら
大
き
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
大
人

に
な
っ
て
か
ら
も
地
元
に
対
す
る
誇
り
を
持

ち
、街
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
人
材
に
な
る
」

と
い
う
お
話
が
印
象
的
で
し
た
。
温
泉
地
や

ス
キ
ー
場
に
限
ら
ず
全
国
の
ど
の
地
域
で
も
、

自
分
の
地
域
に
誇
り
を
持
ち
地
域
を
愛
す
る

こ
と
が
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
基
盤
に
な
る
と

感
じ
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
政
策
研
究
部 

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室 

副
主
任
研
究
員

門
脇
茉
海
）

こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を

提
供
し
て
い
る
。
世
界
中
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
は
夏
の
集
客
に
非
常
に
苦
労
し
て
い
る
が
、

野
沢
温
泉
も
ス
キ
ー
の
印
象
が
強
い
た
め
か
、

夏
の
イ
メ
ー
ジ
が
弱
い
部
分
も
あ
る
。

参
加
者
…
国
際
大
会
の
運
営
に
か
か
る
準
備

や
ス
タ
ッ
フ
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、

ス
タ
ッ
フ
に
は
選
手
経
験
者
が
多
い
の
か
。

森
氏
…
苗
場
で
開
催
さ
れ
た
ス
キ
ー
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
は
、
2
日
間
の
レ
ー
ス
で
選
手

の
輸
送
な
ど
も
含
め
た
予
算
が
約
3
億

4
0
0
0
万
円
で
、
関
係
者
数
も
膨
大
に
な

る
。
一
方
、
全
国
大
会
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の

予
選
規
模
だ
と
、
40
〜
50
名
ほ
ど
で
回
し
て

い
る
。

　雪
上
で
の
作
業
は
あ
る
程
度
ス
キ
ー
技
術

が
な
け
れ
ば
不
可
能
。
コ
ー
ス
設
営
時
に
は
、

棒
や
旗
な
ど
を
数
十
本
抱
え
た
状
態
で
ア
イ

ス
バ
ー
ン
の
急
斜
面
を
滑
る
と
い
う
こ
と
も

必
要
だ
が
、
こ
う
し
た
作
業
は
一
般
人
に
は

難
し
く
、
元
ス
キ
ー
選
手
が
担
当
し
て
い
る
。

ま
た
、
テ
ン
ト
設
営
な
ど
、
ス
キ
ー
技
術
と

直
接
関
係
な
い
こ
と
で
も
、
伝
統
あ
る
ス
キ

ー
場
の
人
た
ち
の
方
が
熟
練
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
。

参
加
者
…
野
沢
温
泉
に
は
全
世
界
の
様
々
な

国
か
ら
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
訪
れ
て
い
る
が
、
住

民
へ
の
影
響
は
ど
の
よ
う
な
形
で
見
ら
れ
る

か
。

森
氏
…
村
の
子
ど
も
た
ち
は
、
約
10
年
間
に

わ
た
っ
て
外
国
人
が
街
に
あ
ふ
れ
て
い
る
状

態
を
当
た
り
前
の
も
の
と
し
て
見
て
お
り
、

外
国
人
を
身
近
に
感
じ
て
い
る
。
小
学
校
に

も
様
々
な
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
が
通

っ
て
い
る
。
ま
だ
英
語
が
で
き
な
い
の
で
直

接
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
完
璧
と
は
い

か
な
い
が
、
外
国
人
を
見
て
怯
ん
だ
り
気
後

れ
し
た
り
す
る
こ
と
は
非
常
に
少
な
い
。

　国
際
的
な
交
流
が
日
常
的
で
あ
る
一
方
で
、

昔
な
が
ら
の
文
化
も
残
っ
て
い
る
。
温
泉
、

道
路
、
水
路
を
管
理
し
て
い
る
「
野
澤
組
」

と
呼
ば
れ
る
組
織
は
、
昔
は
日
本
中
ど
こ
に

で
も
あ
っ
た
惣
の
一
つ
で
、
現
在
は
野
沢
に

し
か
残
っ
て
い
な
い
。

　変
え
る
と
こ
ろ
と
変
え
な
い
と
こ
ろ
、
そ

の
両
方
が
現
在
の
野
沢
温
泉
を
形
づ
く
っ
て

い
る
。

参
加
者
…
冬
に
野
沢
温
泉
を
訪
れ
る
日
本
人

客
は
、
ス
キ
ー
客
が
ほ
ぼ
1
0
0
％
な
の
か
。

温
泉
目
的
の
方
も
い
る
の
か
。

森
氏
…
ス
キ
ー
を
し
な
い
宿
泊
客
も
も
ち
ろ

ん
い
る
。
た
と
え
ば
、
昨
日
の
宿
泊
客
は
3

世
代
家
族
7
名
で
宿
泊
さ
れ
、
祖
母
と
そ
の

息
子
は
ス
キ
ー
を
せ
ず
に
温
泉
巡
り
を
楽
し

ん
で
い
た
。

　旅
館
さ
か
や
で
は
、
冬
場
は
ス
キ
ー
客
以

外
の
お
客
様
を
な
る
べ
く
取
ら
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
。
温
泉
旅
館
は
、
基
本
的
に
冬
場

は
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

市
場
に
打
っ
て
出
る
こ
と
は
非
常
に
大
変
な

た
め
、
オ
ン
シ
ー
ズ
ン
の
お
客
様
を
し
っ
か

り
取
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
や
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
を
着
て
温
泉
街

や
旅
館
内
を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る
ス
キ
ー
客

と
、
静
か
な
雪
見
の
温
泉
宿
を
目
指
し
て
来

た
客
層
と
で
は
、
求
め
る
も
の
が
か
な
り
異

な
っ
て
く
る
。
温
泉
メ
イ
ン
の
方
に
は
春
以

降
が
お
す
す
め
と
お
伝
え
す
る
な
ど
、
ミ
ス

マ
ッ
チ
を
未
然
に
防
ぐ
工
夫
を
し
て
い
る
。

参
加
者
…
買
収
し
た
宿
の
解
体
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
決
め
た
き
っ
か
け
は
何
か
。

森
氏
…
50
年
前
に
つ
く
っ
た
建
物
で
、
ア
ス

ベ
ス
ト
の
問
題
な
ど
、
い
つ
か
は
処
理
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
足
音
は
聞
こ
え
て

い
た
が
、
ま
だ
行
動
制
限
な
ど
が
始
ま
る
前

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
と
は
直

接
関
係
な
く
実
行
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
本
格

化
す
る
前
に
着
工
し
た
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
各
種
支
援
メ
ニ
ュ
ー
は
適
用
で
き
ず
、

宿
泊
需
要
も
回
復
し
て
い
な
い
の
で
苦
し
い

部
分
は
あ
る
。
一
方
、
木
材
が
高
騰
し
て
お

り
タ
イ
ミ
ン
グ
が
少
し
遅
れ
た
ら
工
事
費
用

は
も
っ
と
か
か
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

参
加
者
…
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
以
外
で
、

他
の
温
泉
地
や
ス
キ
ー
場
と
連
携
す
る
こ
と

は
あ
る
か
。

森
氏
…
ス
キ
ー
関
係
で
は
、M

t.6

（
マ
ウ
ン

ト
シ
ッ
ク
ス
）
と
い
う
団
体
が
昔
か
ら
続
い

て
い
る
。
老
舗
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
草

津
や
蔵
王
も
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
お
り
、
情

報
交
換
の
場
づ
く
り
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
研

修
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

参
加
者
…V

ail R
eso
rts

の
エ
ピ
ッ
ク
パ

ス
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
。

森
氏
…
エ
ピ
ッ
ク
パ
ス
を
購
入
し
て
お
く
と
、

日
本
の
白
馬
と
ル
ス
ツ
を
含
む
様
々
な
ス
キ

ー
場
が
約
10
万
円
の
負
担
で
利
用
で
き
る
。

一
方
、
シ
ー
ズ
ン
中
に
ベ
イ
ル
の
窓
口
で
1

日
券
を
購
入
す
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
2
万
円

を
超
え
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
消
費
者
は
、
シ

ー
ズ
ン
中
に
窓
口
で
現
金
で
購
入
す
る
の
で

は
な
く
、
シ
ー
ズ
ン
前
に
ネ
ッ
ト
上
で
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
す
る
よ
う
に
誘
導
さ
れ
て

い
る
。

　キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
す
る
メ
リ

ッ
ト
は
、
顧
客
情
報
を
把
握
し
様
々
に
活
用

で
き
る
こ
と
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
東
部

の
ス
キ
ー
場
は
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
く
て

も
、
中
央
部
や
西
部
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が

良
け
れ
ば
、
そ
う
し
た
情
報
を
顧
客
に
提
供

し
、
満
足
度
を
下
げ
な
い
よ
う
に
対
応
が
で
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蔵
野
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
当
時
の
渋
谷
に
は
牛
を
飼
っ
て
い

る
牛
乳
屋
や
文
人
の
家
が
あ
っ
た
と
記
述
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
書
籍
に
具
体
的
な

内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
内
容

（
昔
）
と
今
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
参
加

者
に
伝
え
ら
れ
る
の
で
、
往
時
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
気
分
を
味
わ
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

　無
国
籍
通
り
か
ら
、
一
気
に
煩
雑
な
通
り

に
入
る
。
こ
の
混
雑
し
始
め
る
様
子
が
、
縄

文
時
代
か
ら
明
治
ま
で
を
歩
き
、
現
代
に
戻

っ
て
き
た
今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー
の
時
代
の
動

き
を
ま
さ
に
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
オ

ル
ガ
ン
坂
・
宮
下
公
園
（
旧
渋
谷
川
）
に
向

か
っ
て
下
っ
て
い
る
の
で
、
ま
さ
に
「
ダ
イ

チ
（
台
地
）」
か
ら
谷
に
向
か
う
過
程
を
参
加

者
は
体
感
で
き
る
。

宮
益
御
嶽
神
社

　宮
益
坂
を
少
し
上
る
と
左
側
に
見
え
て
く

る
の
が
宮
益
御
嶽
神
社
で
あ
る
。
宮
益
御
嶽

神
社
は
、
旧
宮
益
町
の
鎮
守
で
渋
谷
宮
益
町

の
由
来
と
な
っ
て
い
る
。
階
段
を
上
が
る
と
、

こ
の
地
と
は
結
び
付
か
な
い
こ
と
ば
が
入
る
。

「
小
川
」「
れ
ん
げ
」
だ
。「
小
川
」
と
は
か
つ

て
こ
の
下
を
流
れ
て
い
た
河
骨
川
（
こ
う
ほ

ね
が
わ
）
の
こ
と
で
あ
り
、「
れ
ん
げ
」
は
主

に
水
を
抜
い
た
田
ん
ぼ
な
ど
に
咲
く
こ
と
か

ら
、
こ
の
あ
た
り
は
水
田
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
。

　以
上
の
こ
と
は
、
明
治
初
期
か
ら
中
期
に

か
け
て
関
東
地
方
を
対
象
に
作
成
さ
れ
た

「
迅
速
測
図
」
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
往
時
の
資
料
も
参

考
と
し
た
い
。
往
時
の
資
料
と
の
見
比
べ
や

歌
詞
に
隠
さ
れ
た
当
時
の
背
景
を
見
る
こ
と

で
参
加
者
は
往
時
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
今
回
の
場
合
、

「
小
川
」
や
「
れ
ん
げ
」
と
い
っ
た
単
語
か
ら

連
想
さ
れ
る
当
時
の
様
子
を
ク
イ
ズ
形
式
で

出
す
こ
と
で
、
参
加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
繋
が
る
。
な
お
、「
春
の
小
川
」

の
認
知
度
に
は
世
代
・
地
域
差
が
あ
る
よ
う

だ
。
参
加
者
の
世
代
や
出
身
地
が
異
な
る

場
合
は
、
話
題
提
供
の
一
つ
と
し
て
こ
の
よ

う
な
ポ
イ
ン
ト
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ

る
。代

々
木
公
園

　代
々
木
公
園
は
、
か
つ
て
「
陸
軍
代
々
木

練
兵
場
」
や
「
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
（
在
日

米
軍
場
施
設
）」
な
ど
が
置
か
れ
て
い
た
地

で
あ
る
。
代
々
木
練
兵
場
は
終
戦
を
迎
え
、

米
軍
に
接
収
さ
れ
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
と
な

る
が
、
公
園
内
に
は
当
時
の
木
造
平
屋
の
住

居
が
一
つ
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

　代
々
木
公
園
内
に
は
、
1
9
1
0
（
明
治

43
）
年
12
月
に
徳
川
好
敏
陸
軍
大
尉
と
日
野

熊
蔵
陸
軍
大
尉
が
日
本
で
初
め
て
の
飛
行
機

飛
行
に
成
功
し
た
こ
と
か
ら
「
日
本
航
空
發

始
之
地
」
と
い
う
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

飛
行
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
当
時
は

現
在
の
よ
う
に
木
々
が
生
い
茂
っ
て
い
な
い

様
子
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　代
々
木
公
園
を
出
て
ケ
ヤ
キ
並
木
を
抜
け

交
差
点
を
右
に
抜
け
る
と
、
二
・
二
六
事
件

慰
霊
像
が
あ
る
。
渋
谷
区
役
所
周
辺
が
「
陸

軍
刑
務
所
」
だ
っ
た
時
代
、
陸
軍
青
年
将
校

の
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
事
件
で
死
刑
と
な
っ
た

15
名
を
弔
っ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
こ
に
航
空
に

関
す
る
碑
が
立
っ
て
い
る
の
か
、
往
時
に
練

兵
場
や
刑
務
所
が
あ
っ
た
と
い
う
土
地
や
歴

史
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
参
加
者
に
新
た

な
事
実
に
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

　今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー
に
お

い
て
、
水
野
氏
が
ツ
ア
ー
企

画
者
と
し
て
旅
行
商
品
を
考

え
る
に
あ
た
っ
て
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
た
見
ど
こ
ろ
は
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

代
々
木
八
幡
宮

　代
々
木
八
幡
宮
に
は
、
縄

文
時
代
に
人
が
住
ん
で
い
た

痕
跡
が
残
る
代
々
木
八
幡
遺

跡
（
渋
谷
区
指
定
史
跡
）
が

あ
る
。
境
内
の
片
隅
に
あ
る

出
土
品
陳
列
館
に
は
、
当
時

の
暮
ら
し
を
表
現
し
た
模
型

と
縄
文
時
代
の
こ
の
地
の
様

子
を
描
い
た
絵
が
あ
る
。
こ

の
絵
に
は
丘
陵
地
に
あ
る
集

落
と
海
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

実
は
、
た
だ
絵
を
見
る
だ
け

で
は
わ
か
ら
な
い
気
づ
き
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
高
低
差
と
時
代
の
変
化
で
あ
る
。

　ま
ず
、高
低
差
に
つ
い
て
見
て
み
る
。代
々

木
八
幡
駅
の
標
高
は
約
22
m
、
代
々
木
八
幡

宮
の
標
高
は
約
37
m
と
、
思
い
の
ほ
か
高
低

差
が
あ
る
。
こ
の
高
低
差
を
感
じ
な
が
ら
歩

く
と
、
代
々
木
八
幡
宮
が
武
蔵
野
台
地
の
突

端
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
参
加
者
は
、
実

際
に
駅
か
ら
八
幡
宮
ま
で
約
2
5
0
m
の

距
離
を
歩
い
て
高
低
差
を
体
感
し
、
台
地
の

突
端
に
自
分
の
足
で
立
つ
と
い
う
体
験
が
で

き
る
。

　続
い
て
、
時
代
の
変
化
は
、
隆
起
や
堆
積
、

海
進
に
よ
る
高
低
差
や
地
質
と
い
っ
た
地
学

的
な
観
点
に
加
え
、
竪
穴
式
住
居
や
出
土
品

を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
に
集
落
が

あ
っ
た
こ
と
、
食
料
を
調
達
し
や
す
く
見
通

し
の
良
い
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
参
加
者
に

解
説
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
歩
く
↓
見
る
↓
学
ぶ
の
よ

う
に
順
を
追
っ
て
解
説
す
る
こ
と
で
、
な
ぜ

代
々
木
八
幡
駅
か
ら
代
々
木
八
幡
宮
に
来
た

の
か
を
説
明
で
き
、
コ
ー
ス
テ
ー
マ
の
「
ダ

イ
チ
」
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

春
の
小
川
記
念
碑

　作
詞
家
・
高
野
辰
之
は
、
代
々
木
村
を
背

景
に
童
謡
「
春
の
小
川
」
を
作
詞
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
1
番
の
歌
詞
に
は
、
現
在
の

　2
0
2
2
年
7
月
22
日（
金
）、「『
気
づ
き
』

が
旅
の
カ
ギ
〜
渋
谷
で
ダ
イ
チ
を
感
じ
る
旅

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
28
回
た
び
と
し
ょ

C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ

ー
カ
ー
に
は
、
風
の
旅
行
社
【
風
カ
ル
チ
ャ

ー
ク
ラ
ブ
】
企
画
担
当
の
水
野
恭
一
氏
を
お

招
き
し
ま
し
た
。

　2
0
2
0
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
っ
て
、
風
の
旅
行
社
で
も
大
き
な
打
撃

を
受
け
ま
し
た
。
風
の
旅
行
社
は
、
主
に
ネ

パ
ー
ル
や
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
個
人
向
け
海
外
旅

行
ツ
ア
ー
を
手
掛
け
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
以
降
は
国
内
の
テ
ー
マ
型
ツ
ア
ー
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　今
回
は
水
野
氏
が
旅
行
商
品
を
考
え
る
に

あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
・
イ
メ
ー

ジ
で
企
画
を
構
築
し
て
い
く
の
か
、
各
ポ
イ

ン
ト
の
歴
史
や
背
景
を
基
に
ど
の
よ
う
な
事

実
が
隠
れ
て
い
る
の
か
を
探
す
視
点
や
、
そ

の
対
象
の
背
景
に
対
す
る
見
方
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
前
半
は
渋
谷
を

舞
台
と
し
た
「
ダ
イ
チ
（
台
地
）」
を
感
じ
る

ミ
ニ
ツ
ア
ー
を
行
い
、
後
半
は
今
回
の
コ
ー

ス
や
旅
行
商
品
を
作
る
に
あ
た
っ
て
の
考
え

方
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。
ミ
ニ
ツ
ア
ー
は
、
代
々
木
八
幡
駅
に

集
合
し
、
遺
跡
の
残
る
代
々
木
八
幡
宮
や
独

特
の
地
形
が
わ
か
る
ポ
イ
ン
ト
を
通
り
、

代
々
木
公
園
か
ら
渋
谷
駅
ま
で
歩
く
コ
ー
ス

で
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
対
面
で
の
開
催
が
難
し
か

っ
た
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
み
で
し
た
が
、

こ
の
度
、
約
2
年
ぶ
り
の
リ
ア
ル
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
お
届
け
し
ま

す
。

低
差
と
そ
れ
に
付
随
す
る〝
水
〞の
流
れ
を
更

に
深
掘
り
し
た
構
成
を
と
っ
て
い
る
（
図
）。

月
に
一
度
開
催
す
る
全
10
回
の
日
帰
り
ツ
ア

ー
で
、
講
師
と
と
も
に
武
蔵
野
台
地
の
自
然

や
文
化
資
源
を
散
策
し
な
が
ら
「
武
蔵
野
」

と
い
う
土
地
と
歴
史
を
感
じ
る
ツ
ア
ー
だ
と

い
う
。
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
台
地
の
出
発
地

点
を
武
蔵
野
台
地
の
東
端
と
し
て
、
今
回
の

ミ
ニ
ツ
ア
ー
の
道
の
り
を
歩
く
。
こ
の
ツ
ア

ー
に
つ
い
て
も
、
参
加
者
か
ら
意
見
が
寄
せ

ら
れ
た
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見
交
換

参
加
者
…
今
回
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
や
シ
リ
ー

ズ
の
よ
う
な
旅
行
商
品
は
、
ど
の
よ
う
な
層

の
方
が
多
い
の
だ
ろ
う
か
。『
ブ
ラ
タ
モ
リ

（
N
H
K
）』
で
は
地
理
学
的
な
観
点
か
ら
各

地
の
学
芸
員
や
ガ
イ
ド
が
情
報
を
伝
え
て
い

る
が
、
今
回
の
場
合
は
ど
の
よ
う
な
ガ
イ
ド

が
案
内
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

水
野
氏
…
参
加
者
は
風
の
旅
行
社
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
が

多
い
。
ツ
ア
ー
に
は
、
必
ず
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
講
師
が
同
行
し
、
開
催
場
所
に
よ
っ
て
そ

の
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
方
に
解
説
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

参
加
者
…
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て「
風
の
旅

行
社
物
語 

旅
行
会
社
の
つ
く
り
か
た

（
2
0
0
8
年
）」を
拝
読
し
た
。
こ
の
本
の
中

で
は
、
風
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
の
こ
と
に
つ
い

て
も
記
載
が
あ
る
が
、
利
益
を
上
げ
る
構
造

に
な
っ
て
い
な
い
と
書
か
れ
て
い
る
。
出
版
か

ら
14
年
が
経
つ
が
、
今
ま
で
ど
の
よ
う
に
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
進
め
て
き
た
の
か
。
ま

た
、
利
益
を
上
げ
る
た
め
の
工
夫
が
あ
れ
ば

伺
い
た
い
。

水
野
氏
…
シ
リ
ー
ズ
の
よ
う
な
日
帰
り
講
座

を
開
催
す
る
こ
と
で
入
り
口
を
広
く
し
て
、

適
度
な
値
段
の
日
帰
り
旅
行
に
参
加
し
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
講

師
の
話
を
聞
い
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、

同
じ
よ
う
な
テ
ー
マ
で
宿
泊
旅
行
を
つ
く
る
。

そ
の
後
も
、
同
様
の
海
外
へ
の
テ
ー
マ
型
旅

行
を
つ
く
る
な
ど
徐
々
に
範
囲
を
広
げ
、
利

益
が
大
き
く
な
る
よ
う
な
構
造
と
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
一
部
で
は
「
武

蔵
野
の
水
み
ち
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
が
、

更
に
派
生
し
て
福
島
県
の
安
積
疏
水
を
訪
問

す
る
宿
泊
旅
行
も
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
対

象
と
な
る
地
域
の
学
芸
員
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
解
説
を
し
て
も
ら
う
な
ど
の
特
別
感

を
付
与
す
る
、
宿
泊
付
き
の
ツ
ア
ー
を
作
る

な
ど
に
ま
で
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
利
益

に
は
繋
が
ら
な
い
だ
ろ
う
。

参
加
者
…
風
の
旅
行
社
は
海
外
を
メ
イ
ン
に

販
売
し
て
い
た
会
社
か
と
思
う
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
国
内
旅
行
の
販
売
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
と
思
う
。
旅
行
内
容
の
組
立
や
国
内
・

海
外
旅
行
の
違
い
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

水
野
氏
…
ツ
ア
ー
の
作
り
方
で
異
な
る
点
は
、

海
外
旅
行
の
方
が
テ
ー
マ
を
絞
り
や
す
く
、

圧
倒
的
に
企
画
を
作
り
や
す
い
と
い
う
こ
と

だ
。
ネ
パ
ー
ル
の
場
合
、
ヒ
ン
ズ
ー
文
化
も

し
く
は
小
乗
仏
教
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
文
化
、

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の
テ
ー
マ
が
あ
る
。
具

体
的
な
ツ
ア
ー
例
を
挙
げ
る
と
、
小
乗
仏
教

の
お
祭
り
で
は
チ
ベ
ッ
ト
学
の
専
門
家
に
同

行
い
た
だ
き
、
四
つ
の
観
音
様
を
巡
り
な
が

ら
、
お
祭
り
の
起
源
を
知
り
、
現
地
の
方
と

交
流
す
る
、
そ
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
を
作
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
国
内
ツ
ア
ー
で
は
、
既
に

知
識
が
豊
富
な
参
加
者
が
多
い
た
め
、
よ
り

特
化
し
た
ツ
ア
ー
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
持
続
的
な
ツ
ア
ー
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
大
変
さ
も
あ
る
。

参
加
者
…
近
年
、
テ
ー
マ
型
ツ
ア
ー
は
他
社

で
も
実
施
し
て
い
る
が
、
風
カ
ル
チ
ャ
ー
ク

ラ
ブ
だ
け
の
強
み
は
な
に
か
。

水
野
氏
…
風
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
の
強
み
は
、

講
師
の
専
門
性
と
案
内
と
解
説
の
ス
キ
ル
だ
。

こ
の
2
つ
の
能
力
に
長
け
た
講
師
を
独
自
に

探
し
、
ツ
ア
ー
に
同
行
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
そ
う
い
っ
た
講
師
を
探
す
コ
ツ
は

あ
る
の
か
。

水
野
氏
…
こ
れ
は
私
の
分
野
で
も
あ
る
が
ツ

ア
ー
登
山
を
企
画
す
る
場
合
、
長
年
の
登
山

の
経
験
が
あ
る
た
め
、
山
岳
ガ
イ
ド
の
良
し

悪
し
は
す
ぐ
わ
か
る
。
ま
た
、
海
外
を
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
持
っ
て
い
る
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
研
究
者
と
の
交
流
か
ら
講

師
を
お
願
い
し
た
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
関
す
る
ツ
ア
ー
だ
。
風
の

旅
行
社
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
で
博
士
号
を
取
る

た
め
に
渡
航
を
予
定
し
て
い
た
方
々
の
手
配

を
担
当
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
研
究
者

の
方
々
に
声
を
か
け
て
室
内
講
座
と
国
内
・

海
外
ツ
ア
ー
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

も
あ
る
。

参
加
者
…
私
が
所
属
し
て
い
る
観
光
協
会
で

も
歩
く
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
い
る
。
参
加
者

も
多
い
が
、
年
齢
層
と
日
程
の
設
定
に
迷
っ

て
い
る
。
平
日
の
場
合
、
若
い
方
は
参
加
が

し
づ
ら
い
と
思
う
が
、
今
回
の
シ
リ
ー
ズ
は

平
日
・
土
日
の
ど
ち
ら
か
。
ま
た
、
今
回
紹

介
い
た
だ
い
た
シ
リ
ー
ズ
の
大
き
な
テ
ー
マ

は
「
武
蔵
野
台
地
」
で
、
そ
の
地
形
を
歩
い

て
感
じ
な
が
ら
、
歴
史
や
植
物
な
ど
に
触
れ

る
と
い
う
こ
と
を
ツ
ア
ー
内
容
と
し
て
い
る

と
い
う
理
解
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

水
野
氏
…
シ
リ
ー
ズ
は
、
若
い
方
に
も
参
加

特
に
重
視
し
た
構
成
で
あ
っ
た
。
構
成
に
ス

ト
ー
リ
ー
性
を
持
た
せ
る
こ
と
は
、
水
野
氏

が
大
切
に
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

 
　ミ
ニ
ツ
ア
ー
後
は
、
旅
の
図
書
館
に
移

動
し
た
。
水
野
氏
か
ら
は
、
今
回
歩
い
た
コ

ー
ス
の
振
り
返
り
と
、
今
回
の
ツ
ア
ー
の
テ

ー
マ
や
着
眼
点
を
実
際
の
旅
行
商
品
に
反
映

し
た
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ

た
。　振

り
返
り
で
は
、「
江
戸
後
期
古
地
図
」

や
「
武
蔵
野
（
国
木
田
独
歩
著
）」、「
迅
速
測

図
」
と
国
土
地
理
院
地
図
を
比
較
す
る
サ
イ

ト
な
ど
の
資
料
を
用
い
て
、
歩
い
て
回
っ
た

見
ど
こ
ろ
の
周
辺
の
様
子
や
台
地
（
武
蔵
野

台
地
）
の
全
体
像
を
再
確
認
し
た
。

　で
は
、
水
野
氏
で
あ
れ
ば
、
今
回
の
ミ
ニ

ツ
ア
ー
の
「
ダ
イ
チ
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
発

展
さ
せ
、
ど
の
よ
う
な
点
に
着
目
し
て
、
ど

の
よ
う
な
旅
行
商
品
を
つ
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
疑
問
に
答
え
る
よ
う
に「
シ
リ
ー
ズ『
武

蔵
野
ダ
イ
チ
（
台
地
）
を
歩
く
』
―
武
蔵
野
・

今
昔
物
語
―
」（
以
下
、
シ
リ
ー
ズ
）
に
つ
い

て
紹
介
が
あ
っ
た
。
シ
リ
ー
ズ
は
、
今
回
ミ

ニ
ツ
ア
ー
で
着
目
し
た
、
武
蔵
野
台
地
の
高

「たびとしょCafe」

28回第

「『
気
づ
き
』が
旅
の
カ
ギ

〜
渋
谷
で
ダイ
チ
を
感
じ
る
旅
〜
」を
開
催

水
野 

恭
一（
み
ず
の
・
き
ょ
う
い
ち
）

風
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
企
画
担
当
。

1
9
4
8
年
2
月
に
文
京
区
雑
司
が
谷
生
ま
れ
。

1
9
7
0
年
大
学
卒
業
後
、子
ど
も
英
語
学
習
の
団
体
に
所
属
し
、

3
年
後
長
野
県
小
谷
村
栂
池
高
原
に
て
ス
キ
ー
ロ
ッ
ジ
を
開
業
。

そ
の
後
、宿
を
売
却
し
、1
9
9
4
年（
株
）風
の
旅
行
社
に
入
社
。

2
0
0
2
年「
風
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
」を
担
当
し
、現
在
に
至
る
。

G
u
est sp

ea
ker

活 動 報 告
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
土
日
に
設
定
し
て

い
る
。
た
だ
、
土
日
に
開
催
す
る
か
ら
と
い

っ
て
若
い
方
の
参
加
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
。

聖
地
巡
礼
ツ
ア
ー
の
よ
う
な
も
の
で
な
い
と

若
い
方
の
集
客
は
望
み
に
く
い
。
シ
リ
ー
ズ

の
大
き
な
テ
ー
マ
は「
武
蔵
野
台
地
」で
あ
る
。

今
回
の
シ
リ
ー
ズ
は
日
帰
り
ツ
ア
ー
の
み
だ

が
、
テ
ー
マ
に
合
う
よ
う
な
宿
泊
施
設
が
あ

れ
ば
宿
泊
付
き
の
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
も
よ

い
と
思
う
。

参
加
者
…
提
示
い
た
だ
い
た
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

毎
回
花
の
こ
と
に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
が
、

花
に
興
味
を
持
つ
参
加
者
は
多
い
の
か
。

水
野
氏
…
花
に
関
心
の
あ
る
参
加
者
は
多
い
。

花
は
重
要
な
ツ
ア
ー
ポ
イ
ン
ト
で
、
里
山
を

歩
い
て
山
野
草
を
探
し
て
巡
る
講
座
を
実
施

す
る
ほ
ど
人
気
が
あ
り
、
軽
い
登
山
ツ
ア
ー

で
も
山
野
草
が
好
き
な
方
が
必
ず
い
る
。
自

分
自
身
も
何
十
回
と
同
行
す
る
う
ち
に
随
分

と
山
野
草
の
名
前
を
覚
え
た
。
ま
た
、
巨
木

も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
、
里
山
ツ
ア
ー
に
組

み
込
む
こ
と
も
あ
る
。
地
域
の
教
育
委
員
会

の
サ
イ
ト
を
調
べ
る
と
、
天
然
記
念
物
や
文

化
財
が
一
覧
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
中

か
ら
面
白
そ
う
な
資
源
を
訪
ね
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
は
、
里
山
で
い
ろ
い

ろ
な
人
が
作
り
守
っ
て
き
た
文
化
財
や
天
然

記
念
物
を
見
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
る

ツ
ア
ー
を
作
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

参
加
者
…
ツ
ア
ー
を
組
む
際
の
行
政
や
観
光

協
会
な
ど
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

水
野
氏
…
教
育
委
員
会
の
学
芸
員
の
方
な
ど

は
、
土
地
勘
も
あ
り
深
い
話
を
し
て
く
れ
る

の
で
、
参
加
者
の
満
足
度
も
高
い
。
ま
た
、

大
き
な
神
社
を
訪
問
す
る
場
合
は
、
事
前
に

お
願
い
し
て
神
職
の
方
に
歴
史
や
い
わ
れ
な

ど
に
つ
い
て
聞
い
た
り
し
て
い
る
。
質
の
高

い
観
光
協
会
と
は
今
で
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。

参
加
者
…
普
通
に
歩
い
て
い
る
と
通
り
過
ぎ

て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
今
回
お
話

し
い
た
だ
い
た
と
思
う
が
、
解
説
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
資
源
の
基
準
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

ま
た
、
ツ
ア
ー
に
組
み
込
む
ポ
イ
ン
ト
が
あ

れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

水
野
氏
…
教
育
委
員
会
な
ど
の
文
化
財
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
中
心
に
、

資
源
の
基
準
や
見
ど
こ
ろ
情
報
を
見
つ
け
出

し
て
い
る
。
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を

巡
る
こ
と
が
ツ
ア
ー
の
目
的
な
の
で
、
時
間

配
分
を
し
つ
つ
そ
の
行
程
の
中
で
、
追
加
で

立
ち
寄
り
た
い
文
化
財
や
天
然
記
念
物
を
選

ん
で
い
る
。
追
加
の
立
ち
寄
り
箇
所
は
、
講

師
の
専
門
外
の
場
合
が
あ
る
が
、
そ
の
際
は

講
師
や
参
加
者
に
説
明
の
看
板
を
声
に
出
し

て
読
ん
で
も
ら
う
な
ど
の
対
応
を
す
る
。
文

字
面
よ
り
も
声
に
出
し
て
読
む
と
耳
に
入
り

や
す
い
た
め
、
説
明
看
板
の
音
読
を
得
意
と

す
る
講
師
も
い
る
。

参
加
者
…
そ
れ
で
は
、
今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー

で
は
、「
台
地
」
を
感
じ
る
行
程
を
先
に
作
り
、

そ
の
道
の
り
上
に
あ
る
資
源
を
選
ん
だ
と
考

え
て
よ
い
の
か
。

水
野
氏
…
そ
う
だ
。
参
加
者
の
方
に
は
、
地

形
・
様
相
が
変
わ
っ
た
場
所
で
、
当
時
の
台

地
イ
メ
ー
ジ
の
喚
起
を
し
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
碑
や
神
社
な
ど
、

台
地
に
関
す
る
行
程
上
に
あ
る
も
の
で
興
味

深
い
も
の
を
選
択
し
た
。
例
え
ば
今
回
の
場

合
、
尾
根
状
に
な
っ
て
い
る
代
々
木
八
幡
宮

周
辺
に
は
、
や
は
り
縄
文
遺
跡
が
あ
っ
た
。

半
島
に
な
っ
て
い
る
た
め
両
サ
イ
ド
は
谷
に

な
っ
て
川
が
流
れ
て
お
り
、
河
骨
川
か
ら
宇

田
川
に
繋
が
る
。
そ
し
て
、「
春
の
小
川
」

と
の
関
連
性
も
見
え
て
く
る
。「
春
の
小
川
」

の
歌
詞
の
中
に
は
、
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
作
詞
さ
れ
た
当
時
は
田
ん
ぼ
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に

行
程
を
組
み
、
終
着
点
ま
で
の
距
離
な
ど
を

考
え
な
が
ら
代
々
木
公
園
内
や
国
木
田
独
歩

の
住
居
跡
な
ど
を
巡
っ
た
。
 

お
わ
り
に

　参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
渋
谷
に
対
す

る
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
」、「
身
近
な
と
こ

ろ
を
改
め
て
確
認
で
き
た
」
な
ど
の
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
暑
い
中
で

の
開
催
に
な
り
ま
し
た
が
、
実
地
の
ツ
ア
ー

も
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　企
画
者
自
身
が
自
分
自
身
の
足
で
歩
き
・

目
で
見
て
・
五
感
で
感
じ
る
こ
と
の
重
要
さ
、

ま
た
、
直
接
感
じ
る
だ
け
で
な
く
、
学
び
知

っ
て
い
な
け
れ
ば
、
参
加
者
に
そ
の
驚
き
や

感
動
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、
一
部
を
「
動
く
た
び
と
し
ょ

C
a
f
e
」を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

今
回
は
、
そ
の
一
環
と
し
て〝
場
所
が
動
く
〞

〝
体
が
動
く
〞
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を

テ
ー
マ
に
行
い
ま
し
た
。
自
分
自
身
の
足
で

踏
み
だ
す
こ
と
で
、
今
ま
で
見
え
て
い
な
か

っ
た
こ
と
に
、
気
づ
き
・
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
、
こ
れ
は
観
光
に
接
す
る
う
え
で
と
て

も
大
切
な
こ
と
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室

研
究
員

　仲 

七
重
）

国
木
田
独
歩
の
住
居
跡

　1
8
0
0
年
代
後
半
、
作
家
・
国
木
田
独

歩
は
現
在
の
N
H
K
放
送
セ
ン
タ
ー
前
に
住

居
を
構
え
て
い
た
。
随
筆
「
武
蔵
野
」
を
書

い
た
際
に
、
独
歩
は
武
蔵
野
を
あ
て
も
な
く

歩
い
て
い
た
と
い
う
。
武
蔵
野
と
い
え
ば
、

渋
谷
よ
り
も
う
少
し
西
の
印
象
で
あ
る
が
、

独
歩
の
視
点
か
ら
は
当
時
の
渋
谷
村
が
「
武

渋
谷
の
喧
騒
か
ら
離
れ
た
よ
う
な
神
聖
な
空

気
に
包
ま
れ
る
。
周
囲
は
ビ
ル
で
囲
ま
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
が
過
去
と
現
在
を
繋
ぐ
今
の

渋
谷
を
表
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
こ
の
雰

囲
気
こ
そ
が
参
加
者
に
と
っ
て
は
驚
き
・
感

動
で
あ
り
、
新
鮮
な
体
験
で
あ
る
。

　今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー
で
は
始
ま
り
と
終
わ

り
を
そ
の
土
地
の
神
様
の
元
を
参
拝
す
る
と

い
う
構
成
を
と
っ
た
。
水
野
氏
は
、
コ
ー
ス

ル
ー
ト
に
神
社
や
土
地
の
産
土
が
あ
る
と
必

ず
訪
れ
る
。
神
社
を
訪
問
す
れ
ば
、

そ
の
土
地
の
歴
史
や
い
わ
れ
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　今
回
の
コ
ー
ス
は
、①
台
地
を

自
分
で
歩
き
な
が
ら
高
低
差
を
感

じ
る
こ
と
、②
縄
文
時
代
か
ら
明

治
時
代
、
戦
後
と
時
の
流
れ
を
感

じ
る
こ
と
、
こ
の
2
つ
の
流
れ
を
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蔵
野
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
当
時
の
渋
谷
に
は
牛
を
飼
っ
て
い

る
牛
乳
屋
や
文
人
の
家
が
あ
っ
た
と
記
述
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
書
籍
に
具
体
的
な

内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
内
容

（
昔
）
と
今
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
参
加

者
に
伝
え
ら
れ
る
の
で
、
往
時
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
気
分
を
味
わ
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

　無
国
籍
通
り
か
ら
、
一
気
に
煩
雑
な
通
り

に
入
る
。
こ
の
混
雑
し
始
め
る
様
子
が
、
縄

文
時
代
か
ら
明
治
ま
で
を
歩
き
、
現
代
に
戻

っ
て
き
た
今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー
の
時
代
の
動

き
を
ま
さ
に
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
オ

ル
ガ
ン
坂
・
宮
下
公
園
（
旧
渋
谷
川
）
に
向

か
っ
て
下
っ
て
い
る
の
で
、
ま
さ
に
「
ダ
イ

チ
（
台
地
）」
か
ら
谷
に
向
か
う
過
程
を
参
加

者
は
体
感
で
き
る
。

宮
益
御
嶽
神
社

　宮
益
坂
を
少
し
上
る
と
左
側
に
見
え
て
く

る
の
が
宮
益
御
嶽
神
社
で
あ
る
。
宮
益
御
嶽

神
社
は
、
旧
宮
益
町
の
鎮
守
で
渋
谷
宮
益
町

の
由
来
と
な
っ
て
い
る
。
階
段
を
上
が
る
と
、

こ
の
地
と
は
結
び
付
か
な
い
こ
と
ば
が
入
る
。

「
小
川
」「
れ
ん
げ
」
だ
。「
小
川
」
と
は
か
つ

て
こ
の
下
を
流
れ
て
い
た
河
骨
川
（
こ
う
ほ

ね
が
わ
）
の
こ
と
で
あ
り
、「
れ
ん
げ
」
は
主

に
水
を
抜
い
た
田
ん
ぼ
な
ど
に
咲
く
こ
と
か

ら
、
こ
の
あ
た
り
は
水
田
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
。

　以
上
の
こ
と
は
、
明
治
初
期
か
ら
中
期
に

か
け
て
関
東
地
方
を
対
象
に
作
成
さ
れ
た

「
迅
速
測
図
」
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
往
時
の
資
料
も
参

考
と
し
た
い
。
往
時
の
資
料
と
の
見
比
べ
や

歌
詞
に
隠
さ
れ
た
当
時
の
背
景
を
見
る
こ
と

で
参
加
者
は
往
時
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
今
回
の
場
合
、

「
小
川
」
や
「
れ
ん
げ
」
と
い
っ
た
単
語
か
ら

連
想
さ
れ
る
当
時
の
様
子
を
ク
イ
ズ
形
式
で

出
す
こ
と
で
、
参
加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
繋
が
る
。
な
お
、「
春
の
小
川
」

の
認
知
度
に
は
世
代
・
地
域
差
が
あ
る
よ
う

だ
。
参
加
者
の
世
代
や
出
身
地
が
異
な
る

場
合
は
、
話
題
提
供
の
一
つ
と
し
て
こ
の
よ

う
な
ポ
イ
ン
ト
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ

る
。代

々
木
公
園

　代
々
木
公
園
は
、
か
つ
て
「
陸
軍
代
々
木

練
兵
場
」
や
「
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
（
在
日

米
軍
場
施
設
）」
な
ど
が
置
か
れ
て
い
た
地

で
あ
る
。
代
々
木
練
兵
場
は
終
戦
を
迎
え
、

米
軍
に
接
収
さ
れ
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
と
な

る
が
、
公
園
内
に
は
当
時
の
木
造
平
屋
の
住

居
が
一
つ
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

　代
々
木
公
園
内
に
は
、
1
9
1
0
（
明
治

43
）
年
12
月
に
徳
川
好
敏
陸
軍
大
尉
と
日
野

熊
蔵
陸
軍
大
尉
が
日
本
で
初
め
て
の
飛
行
機

飛
行
に
成
功
し
た
こ
と
か
ら
「
日
本
航
空
發

始
之
地
」
と
い
う
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

飛
行
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
当
時
は

現
在
の
よ
う
に
木
々
が
生
い
茂
っ
て
い
な
い

様
子
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　代
々
木
公
園
を
出
て
ケ
ヤ
キ
並
木
を
抜
け

交
差
点
を
右
に
抜
け
る
と
、
二
・
二
六
事
件

慰
霊
像
が
あ
る
。
渋
谷
区
役
所
周
辺
が
「
陸

軍
刑
務
所
」
だ
っ
た
時
代
、
陸
軍
青
年
将
校

の
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
事
件
で
死
刑
と
な
っ
た

15
名
を
弔
っ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
こ
に
航
空
に

関
す
る
碑
が
立
っ
て
い
る
の
か
、
往
時
に
練

兵
場
や
刑
務
所
が
あ
っ
た
と
い
う
土
地
や
歴

史
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
参
加
者
に
新
た

な
事
実
に
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

　今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー
に
お

い
て
、
水
野
氏
が
ツ
ア
ー
企

画
者
と
し
て
旅
行
商
品
を
考

え
る
に
あ
た
っ
て
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
た
見
ど
こ
ろ
は
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

代
々
木
八
幡
宮

　代
々
木
八
幡
宮
に
は
、
縄

文
時
代
に
人
が
住
ん
で
い
た

痕
跡
が
残
る
代
々
木
八
幡
遺

跡
（
渋
谷
区
指
定
史
跡
）
が

あ
る
。
境
内
の
片
隅
に
あ
る

出
土
品
陳
列
館
に
は
、
当
時

の
暮
ら
し
を
表
現
し
た
模
型

と
縄
文
時
代
の
こ
の
地
の
様

子
を
描
い
た
絵
が
あ
る
。
こ

の
絵
に
は
丘
陵
地
に
あ
る
集

落
と
海
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

実
は
、
た
だ
絵
を
見
る
だ
け

で
は
わ
か
ら
な
い
気
づ
き
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
高
低
差
と
時
代
の
変
化
で
あ
る
。

　ま
ず
、高
低
差
に
つ
い
て
見
て
み
る
。代
々

木
八
幡
駅
の
標
高
は
約
22
m
、
代
々
木
八
幡

宮
の
標
高
は
約
37
m
と
、
思
い
の
ほ
か
高
低

差
が
あ
る
。
こ
の
高
低
差
を
感
じ
な
が
ら
歩

く
と
、
代
々
木
八
幡
宮
が
武
蔵
野
台
地
の
突

端
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
参
加
者
は
、
実

際
に
駅
か
ら
八
幡
宮
ま
で
約
2
5
0
m
の

距
離
を
歩
い
て
高
低
差
を
体
感
し
、
台
地
の

突
端
に
自
分
の
足
で
立
つ
と
い
う
体
験
が
で

き
る
。

　続
い
て
、
時
代
の
変
化
は
、
隆
起
や
堆
積
、

海
進
に
よ
る
高
低
差
や
地
質
と
い
っ
た
地
学

的
な
観
点
に
加
え
、
竪
穴
式
住
居
や
出
土
品

を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
に
集
落
が

あ
っ
た
こ
と
、
食
料
を
調
達
し
や
す
く
見
通

し
の
良
い
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
参
加
者
に

解
説
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
歩
く
↓
見
る
↓
学
ぶ
の
よ

う
に
順
を
追
っ
て
解
説
す
る
こ
と
で
、
な
ぜ

代
々
木
八
幡
駅
か
ら
代
々
木
八
幡
宮
に
来
た

の
か
を
説
明
で
き
、
コ
ー
ス
テ
ー
マ
の
「
ダ

イ
チ
」
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

春
の
小
川
記
念
碑

　作
詞
家
・
高
野
辰
之
は
、
代
々
木
村
を
背

景
に
童
謡
「
春
の
小
川
」
を
作
詞
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
1
番
の
歌
詞
に
は
、
現
在
の

　2
0
2
2
年
7
月
22
日（
金
）、「『
気
づ
き
』

が
旅
の
カ
ギ
〜
渋
谷
で
ダ
イ
チ
を
感
じ
る
旅

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
28
回
た
び
と
し
ょ

C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ

ー
カ
ー
に
は
、
風
の
旅
行
社
【
風
カ
ル
チ
ャ

ー
ク
ラ
ブ
】
企
画
担
当
の
水
野
恭
一
氏
を
お

招
き
し
ま
し
た
。

　2
0
2
0
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
っ
て
、
風
の
旅
行
社
で
も
大
き
な
打
撃

を
受
け
ま
し
た
。
風
の
旅
行
社
は
、
主
に
ネ

パ
ー
ル
や
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
個
人
向
け
海
外
旅

行
ツ
ア
ー
を
手
掛
け
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
以
降
は
国
内
の
テ
ー
マ
型
ツ
ア
ー
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　今
回
は
水
野
氏
が
旅
行
商
品
を
考
え
る
に

あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
・
イ
メ
ー

ジ
で
企
画
を
構
築
し
て
い
く
の
か
、
各
ポ
イ

ン
ト
の
歴
史
や
背
景
を
基
に
ど
の
よ
う
な
事

実
が
隠
れ
て
い
る
の
か
を
探
す
視
点
や
、
そ

の
対
象
の
背
景
に
対
す
る
見
方
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
前
半
は
渋
谷
を

舞
台
と
し
た
「
ダ
イ
チ
（
台
地
）」
を
感
じ
る

ミ
ニ
ツ
ア
ー
を
行
い
、
後
半
は
今
回
の
コ
ー

ス
や
旅
行
商
品
を
作
る
に
あ
た
っ
て
の
考
え

方
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。
ミ
ニ
ツ
ア
ー
は
、
代
々
木
八
幡
駅
に

集
合
し
、
遺
跡
の
残
る
代
々
木
八
幡
宮
や
独

特
の
地
形
が
わ
か
る
ポ
イ
ン
ト
を
通
り
、

代
々
木
公
園
か
ら
渋
谷
駅
ま
で
歩
く
コ
ー
ス

で
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
対
面
で
の
開
催
が
難
し
か

っ
た
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
み
で
し
た
が
、

こ
の
度
、
約
2
年
ぶ
り
の
リ
ア
ル
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
お
届
け
し
ま

す
。

低
差
と
そ
れ
に
付
随
す
る〝
水
〞の
流
れ
を
更

に
深
掘
り
し
た
構
成
を
と
っ
て
い
る
（
図
）。

月
に
一
度
開
催
す
る
全
10
回
の
日
帰
り
ツ
ア

ー
で
、
講
師
と
と
も
に
武
蔵
野
台
地
の
自
然

や
文
化
資
源
を
散
策
し
な
が
ら
「
武
蔵
野
」

と
い
う
土
地
と
歴
史
を
感
じ
る
ツ
ア
ー
だ
と

い
う
。
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
台
地
の
出
発
地

点
を
武
蔵
野
台
地
の
東
端
と
し
て
、
今
回
の

ミ
ニ
ツ
ア
ー
の
道
の
り
を
歩
く
。
こ
の
ツ
ア

ー
に
つ
い
て
も
、
参
加
者
か
ら
意
見
が
寄
せ

ら
れ
た
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見
交
換

参
加
者
…
今
回
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
や
シ
リ
ー

ズ
の
よ
う
な
旅
行
商
品
は
、
ど
の
よ
う
な
層

の
方
が
多
い
の
だ
ろ
う
か
。『
ブ
ラ
タ
モ
リ

（
N
H
K
）』
で
は
地
理
学
的
な
観
点
か
ら
各

地
の
学
芸
員
や
ガ
イ
ド
が
情
報
を
伝
え
て
い

る
が
、
今
回
の
場
合
は
ど
の
よ
う
な
ガ
イ
ド

が
案
内
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

水
野
氏
…
参
加
者
は
風
の
旅
行
社
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
が

多
い
。
ツ
ア
ー
に
は
、
必
ず
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
講
師
が
同
行
し
、
開
催
場
所
に
よ
っ
て
そ

の
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
方
に
解
説
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

参
加
者
…
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て「
風
の
旅

行
社
物
語 

旅
行
会
社
の
つ
く
り
か
た

（
2
0
0
8
年
）」を
拝
読
し
た
。
こ
の
本
の
中

で
は
、
風
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
の
こ
と
に
つ
い

て
も
記
載
が
あ
る
が
、
利
益
を
上
げ
る
構
造

に
な
っ
て
い
な
い
と
書
か
れ
て
い
る
。
出
版
か

ら
14
年
が
経
つ
が
、
今
ま
で
ど
の
よ
う
に
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
進
め
て
き
た
の
か
。
ま

た
、
利
益
を
上
げ
る
た
め
の
工
夫
が
あ
れ
ば

伺
い
た
い
。

水
野
氏
…
シ
リ
ー
ズ
の
よ
う
な
日
帰
り
講
座

を
開
催
す
る
こ
と
で
入
り
口
を
広
く
し
て
、

適
度
な
値
段
の
日
帰
り
旅
行
に
参
加
し
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
講

師
の
話
を
聞
い
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、

同
じ
よ
う
な
テ
ー
マ
で
宿
泊
旅
行
を
つ
く
る
。

そ
の
後
も
、
同
様
の
海
外
へ
の
テ
ー
マ
型
旅

行
を
つ
く
る
な
ど
徐
々
に
範
囲
を
広
げ
、
利

益
が
大
き
く
な
る
よ
う
な
構
造
と
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
一
部
で
は
「
武

蔵
野
の
水
み
ち
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
が
、

更
に
派
生
し
て
福
島
県
の
安
積
疏
水
を
訪
問

す
る
宿
泊
旅
行
も
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
対

象
と
な
る
地
域
の
学
芸
員
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
解
説
を
し
て
も
ら
う
な
ど
の
特
別
感

を
付
与
す
る
、
宿
泊
付
き
の
ツ
ア
ー
を
作
る

な
ど
に
ま
で
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
利
益

に
は
繋
が
ら
な
い
だ
ろ
う
。

参
加
者
…
風
の
旅
行
社
は
海
外
を
メ
イ
ン
に

販
売
し
て
い
た
会
社
か
と
思
う
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
国
内
旅
行
の
販
売
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
と
思
う
。
旅
行
内
容
の
組
立
や
国
内
・

海
外
旅
行
の
違
い
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

水
野
氏
…
ツ
ア
ー
の
作
り
方
で
異
な
る
点
は
、

海
外
旅
行
の
方
が
テ
ー
マ
を
絞
り
や
す
く
、

圧
倒
的
に
企
画
を
作
り
や
す
い
と
い
う
こ
と

だ
。
ネ
パ
ー
ル
の
場
合
、
ヒ
ン
ズ
ー
文
化
も

し
く
は
小
乗
仏
教
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
文
化
、

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の
テ
ー
マ
が
あ
る
。
具

体
的
な
ツ
ア
ー
例
を
挙
げ
る
と
、
小
乗
仏
教

の
お
祭
り
で
は
チ
ベ
ッ
ト
学
の
専
門
家
に
同

行
い
た
だ
き
、
四
つ
の
観
音
様
を
巡
り
な
が

ら
、
お
祭
り
の
起
源
を
知
り
、
現
地
の
方
と

交
流
す
る
、
そ
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
を
作
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
国
内
ツ
ア
ー
で
は
、
既
に

知
識
が
豊
富
な
参
加
者
が
多
い
た
め
、
よ
り

特
化
し
た
ツ
ア
ー
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
持
続
的
な
ツ
ア
ー
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
大
変
さ
も
あ
る
。

参
加
者
…
近
年
、
テ
ー
マ
型
ツ
ア
ー
は
他
社

で
も
実
施
し
て
い
る
が
、
風
カ
ル
チ
ャ
ー
ク

ラ
ブ
だ
け
の
強
み
は
な
に
か
。

水
野
氏
…
風
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
の
強
み
は
、

講
師
の
専
門
性
と
案
内
と
解
説
の
ス
キ
ル
だ
。

こ
の
2
つ
の
能
力
に
長
け
た
講
師
を
独
自
に

探
し
、
ツ
ア
ー
に
同
行
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
そ
う
い
っ
た
講
師
を
探
す
コ
ツ
は

あ
る
の
か
。

水
野
氏
…
こ
れ
は
私
の
分
野
で
も
あ
る
が
ツ

ア
ー
登
山
を
企
画
す
る
場
合
、
長
年
の
登
山

の
経
験
が
あ
る
た
め
、
山
岳
ガ
イ
ド
の
良
し

悪
し
は
す
ぐ
わ
か
る
。
ま
た
、
海
外
を
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
持
っ
て
い
る
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
研
究
者
と
の
交
流
か
ら
講

師
を
お
願
い
し
た
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
関
す
る
ツ
ア
ー
だ
。
風
の

旅
行
社
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
で
博
士
号
を
取
る

た
め
に
渡
航
を
予
定
し
て
い
た
方
々
の
手
配

を
担
当
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
研
究
者

の
方
々
に
声
を
か
け
て
室
内
講
座
と
国
内
・

海
外
ツ
ア
ー
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

も
あ
る
。

参
加
者
…
私
が
所
属
し
て
い
る
観
光
協
会
で

も
歩
く
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
い
る
。
参
加
者

も
多
い
が
、
年
齢
層
と
日
程
の
設
定
に
迷
っ

て
い
る
。
平
日
の
場
合
、
若
い
方
は
参
加
が

し
づ
ら
い
と
思
う
が
、
今
回
の
シ
リ
ー
ズ
は

平
日
・
土
日
の
ど
ち
ら
か
。
ま
た
、
今
回
紹

介
い
た
だ
い
た
シ
リ
ー
ズ
の
大
き
な
テ
ー
マ

は
「
武
蔵
野
台
地
」
で
、
そ
の
地
形
を
歩
い

て
感
じ
な
が
ら
、
歴
史
や
植
物
な
ど
に
触
れ

る
と
い
う
こ
と
を
ツ
ア
ー
内
容
と
し
て
い
る

と
い
う
理
解
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

水
野
氏
…
シ
リ
ー
ズ
は
、
若
い
方
に
も
参
加

特
に
重
視
し
た
構
成
で
あ
っ
た
。
構
成
に
ス

ト
ー
リ
ー
性
を
持
た
せ
る
こ
と
は
、
水
野
氏

が
大
切
に
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

 
　ミ
ニ
ツ
ア
ー
後
は
、
旅
の
図
書
館
に
移

動
し
た
。
水
野
氏
か
ら
は
、
今
回
歩
い
た
コ

ー
ス
の
振
り
返
り
と
、
今
回
の
ツ
ア
ー
の
テ

ー
マ
や
着
眼
点
を
実
際
の
旅
行
商
品
に
反
映

し
た
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ

た
。　振

り
返
り
で
は
、「
江
戸
後
期
古
地
図
」

や
「
武
蔵
野
（
国
木
田
独
歩
著
）」、「
迅
速
測

図
」
と
国
土
地
理
院
地
図
を
比
較
す
る
サ
イ

ト
な
ど
の
資
料
を
用
い
て
、
歩
い
て
回
っ
た

見
ど
こ
ろ
の
周
辺
の
様
子
や
台
地
（
武
蔵
野

台
地
）
の
全
体
像
を
再
確
認
し
た
。

　で
は
、
水
野
氏
で
あ
れ
ば
、
今
回
の
ミ
ニ

ツ
ア
ー
の
「
ダ
イ
チ
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
発

展
さ
せ
、
ど
の
よ
う
な
点
に
着
目
し
て
、
ど

の
よ
う
な
旅
行
商
品
を
つ
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
疑
問
に
答
え
る
よ
う
に「
シ
リ
ー
ズ『
武

蔵
野
ダ
イ
チ
（
台
地
）
を
歩
く
』
―
武
蔵
野
・

今
昔
物
語
―
」（
以
下
、
シ
リ
ー
ズ
）
に
つ
い

て
紹
介
が
あ
っ
た
。
シ
リ
ー
ズ
は
、
今
回
ミ

ニ
ツ
ア
ー
で
着
目
し
た
、
武
蔵
野
台
地
の
高

【
第
1
部
】

ミ
ニ
ツ
ア
ー

コ
ー
ス
区
間
…

所
要
時
間
…
…

見
ど
こ
ろ
…
…

小
田
急
線
代
々
木
八
幡
駅
〜

東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線
渋
谷
駅

徒
歩・約
2
時
間

代
々
木
八
幡
宮

春
の
小
川
記
念
碑

代
々
木
公
園

国
木
田
独
歩
の
住
居
跡

宮
益
御
嶽
神
社

し
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
土
日
に
設
定
し
て

い
る
。
た
だ
、
土
日
に
開
催
す
る
か
ら
と
い

っ
て
若
い
方
の
参
加
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
。

聖
地
巡
礼
ツ
ア
ー
の
よ
う
な
も
の
で
な
い
と

若
い
方
の
集
客
は
望
み
に
く
い
。
シ
リ
ー
ズ

の
大
き
な
テ
ー
マ
は「
武
蔵
野
台
地
」で
あ
る
。

今
回
の
シ
リ
ー
ズ
は
日
帰
り
ツ
ア
ー
の
み
だ

が
、
テ
ー
マ
に
合
う
よ
う
な
宿
泊
施
設
が
あ

れ
ば
宿
泊
付
き
の
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
も
よ

い
と
思
う
。

参
加
者
…
提
示
い
た
だ
い
た
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

毎
回
花
の
こ
と
に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
が
、

花
に
興
味
を
持
つ
参
加
者
は
多
い
の
か
。

水
野
氏
…
花
に
関
心
の
あ
る
参
加
者
は
多
い
。

花
は
重
要
な
ツ
ア
ー
ポ
イ
ン
ト
で
、
里
山
を

歩
い
て
山
野
草
を
探
し
て
巡
る
講
座
を
実
施

す
る
ほ
ど
人
気
が
あ
り
、
軽
い
登
山
ツ
ア
ー

で
も
山
野
草
が
好
き
な
方
が
必
ず
い
る
。
自

分
自
身
も
何
十
回
と
同
行
す
る
う
ち
に
随
分

と
山
野
草
の
名
前
を
覚
え
た
。
ま
た
、
巨
木

も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
、
里
山
ツ
ア
ー
に
組

み
込
む
こ
と
も
あ
る
。
地
域
の
教
育
委
員
会

の
サ
イ
ト
を
調
べ
る
と
、
天
然
記
念
物
や
文

化
財
が
一
覧
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
中

か
ら
面
白
そ
う
な
資
源
を
訪
ね
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
は
、
里
山
で
い
ろ
い

ろ
な
人
が
作
り
守
っ
て
き
た
文
化
財
や
天
然

記
念
物
を
見
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
る

ツ
ア
ー
を
作
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

参
加
者
…
ツ
ア
ー
を
組
む
際
の
行
政
や
観
光

協
会
な
ど
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

水
野
氏
…
教
育
委
員
会
の
学
芸
員
の
方
な
ど

は
、
土
地
勘
も
あ
り
深
い
話
を
し
て
く
れ
る

の
で
、
参
加
者
の
満
足
度
も
高
い
。
ま
た
、

大
き
な
神
社
を
訪
問
す
る
場
合
は
、
事
前
に

お
願
い
し
て
神
職
の
方
に
歴
史
や
い
わ
れ
な

ど
に
つ
い
て
聞
い
た
り
し
て
い
る
。
質
の
高

い
観
光
協
会
と
は
今
で
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。

参
加
者
…
普
通
に
歩
い
て
い
る
と
通
り
過
ぎ

て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
今
回
お
話

し
い
た
だ
い
た
と
思
う
が
、
解
説
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
資
源
の
基
準
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

ま
た
、
ツ
ア
ー
に
組
み
込
む
ポ
イ
ン
ト
が
あ

れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

水
野
氏
…
教
育
委
員
会
な
ど
の
文
化
財
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
中
心
に
、

資
源
の
基
準
や
見
ど
こ
ろ
情
報
を
見
つ
け
出

し
て
い
る
。
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を

巡
る
こ
と
が
ツ
ア
ー
の
目
的
な
の
で
、
時
間

配
分
を
し
つ
つ
そ
の
行
程
の
中
で
、
追
加
で

立
ち
寄
り
た
い
文
化
財
や
天
然
記
念
物
を
選

ん
で
い
る
。
追
加
の
立
ち
寄
り
箇
所
は
、
講

師
の
専
門
外
の
場
合
が
あ
る
が
、
そ
の
際
は

講
師
や
参
加
者
に
説
明
の
看
板
を
声
に
出
し

て
読
ん
で
も
ら
う
な
ど
の
対
応
を
す
る
。
文

字
面
よ
り
も
声
に
出
し
て
読
む
と
耳
に
入
り

や
す
い
た
め
、
説
明
看
板
の
音
読
を
得
意
と

す
る
講
師
も
い
る
。

参
加
者
…
そ
れ
で
は
、
今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー

で
は
、「
台
地
」
を
感
じ
る
行
程
を
先
に
作
り
、

そ
の
道
の
り
上
に
あ
る
資
源
を
選
ん
だ
と
考

え
て
よ
い
の
か
。

水
野
氏
…
そ
う
だ
。
参
加
者
の
方
に
は
、
地

形
・
様
相
が
変
わ
っ
た
場
所
で
、
当
時
の
台

地
イ
メ
ー
ジ
の
喚
起
を
し
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
碑
や
神
社
な
ど
、

台
地
に
関
す
る
行
程
上
に
あ
る
も
の
で
興
味

深
い
も
の
を
選
択
し
た
。
例
え
ば
今
回
の
場

合
、
尾
根
状
に
な
っ
て
い
る
代
々
木
八
幡
宮

周
辺
に
は
、
や
は
り
縄
文
遺
跡
が
あ
っ
た
。

半
島
に
な
っ
て
い
る
た
め
両
サ
イ
ド
は
谷
に

な
っ
て
川
が
流
れ
て
お
り
、
河
骨
川
か
ら
宇

田
川
に
繋
が
る
。
そ
し
て
、「
春
の
小
川
」

と
の
関
連
性
も
見
え
て
く
る
。「
春
の
小
川
」

の
歌
詞
の
中
に
は
、
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
作
詞
さ
れ
た
当
時
は
田
ん
ぼ
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に

行
程
を
組
み
、
終
着
点
ま
で
の
距
離
な
ど
を

考
え
な
が
ら
代
々
木
公
園
内
や
国
木
田
独
歩

の
住
居
跡
な
ど
を
巡
っ
た
。
 

お
わ
り
に

　参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
渋
谷
に
対
す

る
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
」、「
身
近
な
と
こ

ろ
を
改
め
て
確
認
で
き
た
」
な
ど
の
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
暑
い
中
で

の
開
催
に
な
り
ま
し
た
が
、
実
地
の
ツ
ア
ー

も
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　企
画
者
自
身
が
自
分
自
身
の
足
で
歩
き
・

目
で
見
て
・
五
感
で
感
じ
る
こ
と
の
重
要
さ
、

ま
た
、
直
接
感
じ
る
だ
け
で
な
く
、
学
び
知

っ
て
い
な
け
れ
ば
、
参
加
者
に
そ
の
驚
き
や

感
動
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、
一
部
を
「
動
く
た
び
と
し
ょ

C
a
f
e
」を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

今
回
は
、
そ
の
一
環
と
し
て〝
場
所
が
動
く
〞

〝
体
が
動
く
〞
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を

テ
ー
マ
に
行
い
ま
し
た
。
自
分
自
身
の
足
で

踏
み
だ
す
こ
と
で
、
今
ま
で
見
え
て
い
な
か

っ
た
こ
と
に
、
気
づ
き
・
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
、
こ
れ
は
観
光
に
接
す
る
う
え
で
と
て

も
大
切
な
こ
と
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室

研
究
員

　仲 

七
重
）

国
木
田
独
歩
の
住
居
跡

　1
8
0
0
年
代
後
半
、
作
家
・
国
木
田
独

歩
は
現
在
の
N
H
K
放
送
セ
ン
タ
ー
前
に
住

居
を
構
え
て
い
た
。
随
筆
「
武
蔵
野
」
を
書

い
た
際
に
、
独
歩
は
武
蔵
野
を
あ
て
も
な
く

歩
い
て
い
た
と
い
う
。
武
蔵
野
と
い
え
ば
、

渋
谷
よ
り
も
う
少
し
西
の
印
象
で
あ
る
が
、

独
歩
の
視
点
か
ら
は
当
時
の
渋
谷
村
が
「
武

渋
谷
の
喧
騒
か
ら
離
れ
た
よ
う
な
神
聖
な
空

気
に
包
ま
れ
る
。
周
囲
は
ビ
ル
で
囲
ま
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
が
過
去
と
現
在
を
繋
ぐ
今
の

渋
谷
を
表
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
こ
の
雰

囲
気
こ
そ
が
参
加
者
に
と
っ
て
は
驚
き
・
感

動
で
あ
り
、
新
鮮
な
体
験
で
あ
る
。

　今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー
で
は
始
ま
り
と
終
わ

り
を
そ
の
土
地
の
神
様
の
元
を
参
拝
す
る
と

い
う
構
成
を
と
っ
た
。
水
野
氏
は
、
コ
ー
ス

ル
ー
ト
に
神
社
や
土
地
の
産
土
が
あ
る
と
必

ず
訪
れ
る
。
神
社
を
訪
問
す
れ
ば
、

そ
の
土
地
の
歴
史
や
い
わ
れ
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　今
回
の
コ
ー
ス
は
、①
台
地
を

自
分
で
歩
き
な
が
ら
高
低
差
を
感

じ
る
こ
と
、②
縄
文
時
代
か
ら
明

治
時
代
、
戦
後
と
時
の
流
れ
を
感

じ
る
こ
と
、
こ
の
2
つ
の
流
れ
を
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蔵
野
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
当
時
の
渋
谷
に
は
牛
を
飼
っ
て
い

る
牛
乳
屋
や
文
人
の
家
が
あ
っ
た
と
記
述
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
書
籍
に
具
体
的
な

内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
内
容

（
昔
）
と
今
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
参
加

者
に
伝
え
ら
れ
る
の
で
、
往
時
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
気
分
を
味
わ
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

　無
国
籍
通
り
か
ら
、
一
気
に
煩
雑
な
通
り

に
入
る
。
こ
の
混
雑
し
始
め
る
様
子
が
、
縄

文
時
代
か
ら
明
治
ま
で
を
歩
き
、
現
代
に
戻

っ
て
き
た
今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー
の
時
代
の
動

き
を
ま
さ
に
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
オ

ル
ガ
ン
坂
・
宮
下
公
園
（
旧
渋
谷
川
）
に
向

か
っ
て
下
っ
て
い
る
の
で
、
ま
さ
に
「
ダ
イ

チ
（
台
地
）」
か
ら
谷
に
向
か
う
過
程
を
参
加

者
は
体
感
で
き
る
。

宮
益
御
嶽
神
社

　宮
益
坂
を
少
し
上
る
と
左
側
に
見
え
て
く

る
の
が
宮
益
御
嶽
神
社
で
あ
る
。
宮
益
御
嶽

神
社
は
、
旧
宮
益
町
の
鎮
守
で
渋
谷
宮
益
町

の
由
来
と
な
っ
て
い
る
。
階
段
を
上
が
る
と
、

こ
の
地
と
は
結
び
付
か
な
い
こ
と
ば
が
入
る
。

「
小
川
」「
れ
ん
げ
」
だ
。「
小
川
」
と
は
か
つ

て
こ
の
下
を
流
れ
て
い
た
河
骨
川
（
こ
う
ほ

ね
が
わ
）
の
こ
と
で
あ
り
、「
れ
ん
げ
」
は
主

に
水
を
抜
い
た
田
ん
ぼ
な
ど
に
咲
く
こ
と
か

ら
、
こ
の
あ
た
り
は
水
田
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
。

　以
上
の
こ
と
は
、
明
治
初
期
か
ら
中
期
に

か
け
て
関
東
地
方
を
対
象
に
作
成
さ
れ
た

「
迅
速
測
図
」
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
往
時
の
資
料
も
参

考
と
し
た
い
。
往
時
の
資
料
と
の
見
比
べ
や

歌
詞
に
隠
さ
れ
た
当
時
の
背
景
を
見
る
こ
と

で
参
加
者
は
往
時
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
今
回
の
場
合
、

「
小
川
」
や
「
れ
ん
げ
」
と
い
っ
た
単
語
か
ら

連
想
さ
れ
る
当
時
の
様
子
を
ク
イ
ズ
形
式
で

出
す
こ
と
で
、
参
加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
繋
が
る
。
な
お
、「
春
の
小
川
」

の
認
知
度
に
は
世
代
・
地
域
差
が
あ
る
よ
う

だ
。
参
加
者
の
世
代
や
出
身
地
が
異
な
る

場
合
は
、
話
題
提
供
の
一
つ
と
し
て
こ
の
よ

う
な
ポ
イ
ン
ト
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ

る
。代

々
木
公
園

　代
々
木
公
園
は
、
か
つ
て
「
陸
軍
代
々
木

練
兵
場
」
や
「
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
（
在
日

米
軍
場
施
設
）」
な
ど
が
置
か
れ
て
い
た
地

で
あ
る
。
代
々
木
練
兵
場
は
終
戦
を
迎
え
、

米
軍
に
接
収
さ
れ
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
と
な

る
が
、
公
園
内
に
は
当
時
の
木
造
平
屋
の
住

居
が
一
つ
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

　代
々
木
公
園
内
に
は
、
1
9
1
0
（
明
治

43
）
年
12
月
に
徳
川
好
敏
陸
軍
大
尉
と
日
野

熊
蔵
陸
軍
大
尉
が
日
本
で
初
め
て
の
飛
行
機

飛
行
に
成
功
し
た
こ
と
か
ら
「
日
本
航
空
發

始
之
地
」
と
い
う
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

飛
行
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
当
時
は

現
在
の
よ
う
に
木
々
が
生
い
茂
っ
て
い
な
い

様
子
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　代
々
木
公
園
を
出
て
ケ
ヤ
キ
並
木
を
抜
け

交
差
点
を
右
に
抜
け
る
と
、
二
・
二
六
事
件

慰
霊
像
が
あ
る
。
渋
谷
区
役
所
周
辺
が
「
陸

軍
刑
務
所
」
だ
っ
た
時
代
、
陸
軍
青
年
将
校

の
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
事
件
で
死
刑
と
な
っ
た

15
名
を
弔
っ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
こ
に
航
空
に

関
す
る
碑
が
立
っ
て
い
る
の
か
、
往
時
に
練

兵
場
や
刑
務
所
が
あ
っ
た
と
い
う
土
地
や
歴

史
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
参
加
者
に
新
た

な
事
実
に
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

　今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー
に
お

い
て
、
水
野
氏
が
ツ
ア
ー
企

画
者
と
し
て
旅
行
商
品
を
考

え
る
に
あ
た
っ
て
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
た
見
ど
こ
ろ
は
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

代
々
木
八
幡
宮

　代
々
木
八
幡
宮
に
は
、
縄

文
時
代
に
人
が
住
ん
で
い
た

痕
跡
が
残
る
代
々
木
八
幡
遺

跡
（
渋
谷
区
指
定
史
跡
）
が

あ
る
。
境
内
の
片
隅
に
あ
る

出
土
品
陳
列
館
に
は
、
当
時

の
暮
ら
し
を
表
現
し
た
模
型

と
縄
文
時
代
の
こ
の
地
の
様

子
を
描
い
た
絵
が
あ
る
。
こ

の
絵
に
は
丘
陵
地
に
あ
る
集

落
と
海
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

実
は
、
た
だ
絵
を
見
る
だ
け

で
は
わ
か
ら
な
い
気
づ
き
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
高
低
差
と
時
代
の
変
化
で
あ
る
。

　ま
ず
、高
低
差
に
つ
い
て
見
て
み
る
。代
々

木
八
幡
駅
の
標
高
は
約
22
m
、
代
々
木
八
幡

宮
の
標
高
は
約
37
m
と
、
思
い
の
ほ
か
高
低

差
が
あ
る
。
こ
の
高
低
差
を
感
じ
な
が
ら
歩

く
と
、
代
々
木
八
幡
宮
が
武
蔵
野
台
地
の
突

端
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
参
加
者
は
、
実

際
に
駅
か
ら
八
幡
宮
ま
で
約
2
5
0
m
の

距
離
を
歩
い
て
高
低
差
を
体
感
し
、
台
地
の

突
端
に
自
分
の
足
で
立
つ
と
い
う
体
験
が
で

き
る
。

　続
い
て
、
時
代
の
変
化
は
、
隆
起
や
堆
積
、

海
進
に
よ
る
高
低
差
や
地
質
と
い
っ
た
地
学

的
な
観
点
に
加
え
、
竪
穴
式
住
居
や
出
土
品

を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
に
集
落
が

あ
っ
た
こ
と
、
食
料
を
調
達
し
や
す
く
見
通

し
の
良
い
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
参
加
者
に

解
説
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
歩
く
↓
見
る
↓
学
ぶ
の
よ

う
に
順
を
追
っ
て
解
説
す
る
こ
と
で
、
な
ぜ

代
々
木
八
幡
駅
か
ら
代
々
木
八
幡
宮
に
来
た

の
か
を
説
明
で
き
、
コ
ー
ス
テ
ー
マ
の
「
ダ

イ
チ
」
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

春
の
小
川
記
念
碑

　作
詞
家
・
高
野
辰
之
は
、
代
々
木
村
を
背

景
に
童
謡
「
春
の
小
川
」
を
作
詞
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
1
番
の
歌
詞
に
は
、
現
在
の

　2
0
2
2
年
7
月
22
日（
金
）、「『
気
づ
き
』

が
旅
の
カ
ギ
〜
渋
谷
で
ダ
イ
チ
を
感
じ
る
旅

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
28
回
た
び
と
し
ょ

C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ

ー
カ
ー
に
は
、
風
の
旅
行
社
【
風
カ
ル
チ
ャ

ー
ク
ラ
ブ
】
企
画
担
当
の
水
野
恭
一
氏
を
お

招
き
し
ま
し
た
。

　2
0
2
0
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
っ
て
、
風
の
旅
行
社
で
も
大
き
な
打
撃

を
受
け
ま
し
た
。
風
の
旅
行
社
は
、
主
に
ネ

パ
ー
ル
や
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
個
人
向
け
海
外
旅

行
ツ
ア
ー
を
手
掛
け
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
以
降
は
国
内
の
テ
ー
マ
型
ツ
ア
ー
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　今
回
は
水
野
氏
が
旅
行
商
品
を
考
え
る
に

あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
・
イ
メ
ー

ジ
で
企
画
を
構
築
し
て
い
く
の
か
、
各
ポ
イ

ン
ト
の
歴
史
や
背
景
を
基
に
ど
の
よ
う
な
事

実
が
隠
れ
て
い
る
の
か
を
探
す
視
点
や
、
そ

の
対
象
の
背
景
に
対
す
る
見
方
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
前
半
は
渋
谷
を

舞
台
と
し
た
「
ダ
イ
チ
（
台
地
）」
を
感
じ
る

ミ
ニ
ツ
ア
ー
を
行
い
、
後
半
は
今
回
の
コ
ー

ス
や
旅
行
商
品
を
作
る
に
あ
た
っ
て
の
考
え

方
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。
ミ
ニ
ツ
ア
ー
は
、
代
々
木
八
幡
駅
に

集
合
し
、
遺
跡
の
残
る
代
々
木
八
幡
宮
や
独

特
の
地
形
が
わ
か
る
ポ
イ
ン
ト
を
通
り
、

代
々
木
公
園
か
ら
渋
谷
駅
ま
で
歩
く
コ
ー
ス

で
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
対
面
で
の
開
催
が
難
し
か

っ
た
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
み
で
し
た
が
、

こ
の
度
、
約
2
年
ぶ
り
の
リ
ア
ル
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
お
届
け
し
ま

す
。

低
差
と
そ
れ
に
付
随
す
る〝
水
〞の
流
れ
を
更

に
深
掘
り
し
た
構
成
を
と
っ
て
い
る
（
図
）。

月
に
一
度
開
催
す
る
全
10
回
の
日
帰
り
ツ
ア

ー
で
、
講
師
と
と
も
に
武
蔵
野
台
地
の
自
然

や
文
化
資
源
を
散
策
し
な
が
ら
「
武
蔵
野
」

と
い
う
土
地
と
歴
史
を
感
じ
る
ツ
ア
ー
だ
と

い
う
。
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
台
地
の
出
発
地

点
を
武
蔵
野
台
地
の
東
端
と
し
て
、
今
回
の

ミ
ニ
ツ
ア
ー
の
道
の
り
を
歩
く
。
こ
の
ツ
ア

ー
に
つ
い
て
も
、
参
加
者
か
ら
意
見
が
寄
せ

ら
れ
た
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見
交
換

参
加
者
…
今
回
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
や
シ
リ
ー

ズ
の
よ
う
な
旅
行
商
品
は
、
ど
の
よ
う
な
層

の
方
が
多
い
の
だ
ろ
う
か
。『
ブ
ラ
タ
モ
リ

（
N
H
K
）』
で
は
地
理
学
的
な
観
点
か
ら
各

地
の
学
芸
員
や
ガ
イ
ド
が
情
報
を
伝
え
て
い

る
が
、
今
回
の
場
合
は
ど
の
よ
う
な
ガ
イ
ド

が
案
内
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

水
野
氏
…
参
加
者
は
風
の
旅
行
社
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
が

多
い
。
ツ
ア
ー
に
は
、
必
ず
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
講
師
が
同
行
し
、
開
催
場
所
に
よ
っ
て
そ

の
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
方
に
解
説
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

参
加
者
…
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て「
風
の
旅

行
社
物
語 

旅
行
会
社
の
つ
く
り
か
た

（
2
0
0
8
年
）」を
拝
読
し
た
。
こ
の
本
の
中

で
は
、
風
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
の
こ
と
に
つ
い

て
も
記
載
が
あ
る
が
、
利
益
を
上
げ
る
構
造

に
な
っ
て
い
な
い
と
書
か
れ
て
い
る
。
出
版
か

ら
14
年
が
経
つ
が
、
今
ま
で
ど
の
よ
う
に
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
進
め
て
き
た
の
か
。
ま

た
、
利
益
を
上
げ
る
た
め
の
工
夫
が
あ
れ
ば

伺
い
た
い
。

水
野
氏
…
シ
リ
ー
ズ
の
よ
う
な
日
帰
り
講
座

を
開
催
す
る
こ
と
で
入
り
口
を
広
く
し
て
、

適
度
な
値
段
の
日
帰
り
旅
行
に
参
加
し
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
講

師
の
話
を
聞
い
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、

同
じ
よ
う
な
テ
ー
マ
で
宿
泊
旅
行
を
つ
く
る
。

そ
の
後
も
、
同
様
の
海
外
へ
の
テ
ー
マ
型
旅

行
を
つ
く
る
な
ど
徐
々
に
範
囲
を
広
げ
、
利

益
が
大
き
く
な
る
よ
う
な
構
造
と
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
一
部
で
は
「
武

蔵
野
の
水
み
ち
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
が
、

更
に
派
生
し
て
福
島
県
の
安
積
疏
水
を
訪
問

す
る
宿
泊
旅
行
も
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
対

象
と
な
る
地
域
の
学
芸
員
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
解
説
を
し
て
も
ら
う
な
ど
の
特
別
感

を
付
与
す
る
、
宿
泊
付
き
の
ツ
ア
ー
を
作
る

な
ど
に
ま
で
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
利
益

に
は
繋
が
ら
な
い
だ
ろ
う
。

参
加
者
…
風
の
旅
行
社
は
海
外
を
メ
イ
ン
に

販
売
し
て
い
た
会
社
か
と
思
う
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
国
内
旅
行
の
販
売
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
と
思
う
。
旅
行
内
容
の
組
立
や
国
内
・

海
外
旅
行
の
違
い
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

水
野
氏
…
ツ
ア
ー
の
作
り
方
で
異
な
る
点
は
、

海
外
旅
行
の
方
が
テ
ー
マ
を
絞
り
や
す
く
、

圧
倒
的
に
企
画
を
作
り
や
す
い
と
い
う
こ
と

だ
。
ネ
パ
ー
ル
の
場
合
、
ヒ
ン
ズ
ー
文
化
も

し
く
は
小
乗
仏
教
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
文
化
、

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の
テ
ー
マ
が
あ
る
。
具

体
的
な
ツ
ア
ー
例
を
挙
げ
る
と
、
小
乗
仏
教

の
お
祭
り
で
は
チ
ベ
ッ
ト
学
の
専
門
家
に
同

行
い
た
だ
き
、
四
つ
の
観
音
様
を
巡
り
な
が

ら
、
お
祭
り
の
起
源
を
知
り
、
現
地
の
方
と

交
流
す
る
、
そ
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
を
作
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
国
内
ツ
ア
ー
で
は
、
既
に

知
識
が
豊
富
な
参
加
者
が
多
い
た
め
、
よ
り

特
化
し
た
ツ
ア
ー
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
持
続
的
な
ツ
ア
ー
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
大
変
さ
も
あ
る
。

参
加
者
…
近
年
、
テ
ー
マ
型
ツ
ア
ー
は
他
社

で
も
実
施
し
て
い
る
が
、
風
カ
ル
チ
ャ
ー
ク

ラ
ブ
だ
け
の
強
み
は
な
に
か
。

水
野
氏
…
風
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
の
強
み
は
、

講
師
の
専
門
性
と
案
内
と
解
説
の
ス
キ
ル
だ
。

こ
の
2
つ
の
能
力
に
長
け
た
講
師
を
独
自
に

探
し
、
ツ
ア
ー
に
同
行
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
そ
う
い
っ
た
講
師
を
探
す
コ
ツ
は

あ
る
の
か
。

水
野
氏
…
こ
れ
は
私
の
分
野
で
も
あ
る
が
ツ

ア
ー
登
山
を
企
画
す
る
場
合
、
長
年
の
登
山

の
経
験
が
あ
る
た
め
、
山
岳
ガ
イ
ド
の
良
し

悪
し
は
す
ぐ
わ
か
る
。
ま
た
、
海
外
を
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
持
っ
て
い
る
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
研
究
者
と
の
交
流
か
ら
講

師
を
お
願
い
し
た
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
関
す
る
ツ
ア
ー
だ
。
風
の

旅
行
社
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
で
博
士
号
を
取
る

た
め
に
渡
航
を
予
定
し
て
い
た
方
々
の
手
配

を
担
当
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
研
究
者

の
方
々
に
声
を
か
け
て
室
内
講
座
と
国
内
・

海
外
ツ
ア
ー
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

も
あ
る
。

参
加
者
…
私
が
所
属
し
て
い
る
観
光
協
会
で

も
歩
く
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
い
る
。
参
加
者

も
多
い
が
、
年
齢
層
と
日
程
の
設
定
に
迷
っ

て
い
る
。
平
日
の
場
合
、
若
い
方
は
参
加
が

し
づ
ら
い
と
思
う
が
、
今
回
の
シ
リ
ー
ズ
は

平
日
・
土
日
の
ど
ち
ら
か
。
ま
た
、
今
回
紹

介
い
た
だ
い
た
シ
リ
ー
ズ
の
大
き
な
テ
ー
マ

は
「
武
蔵
野
台
地
」
で
、
そ
の
地
形
を
歩
い

て
感
じ
な
が
ら
、
歴
史
や
植
物
な
ど
に
触
れ

る
と
い
う
こ
と
を
ツ
ア
ー
内
容
と
し
て
い
る

と
い
う
理
解
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

水
野
氏
…
シ
リ
ー
ズ
は
、
若
い
方
に
も
参
加

特
に
重
視
し
た
構
成
で
あ
っ
た
。
構
成
に
ス

ト
ー
リ
ー
性
を
持
た
せ
る
こ
と
は
、
水
野
氏

が
大
切
に
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

 
　ミ
ニ
ツ
ア
ー
後
は
、
旅
の
図
書
館
に
移

動
し
た
。
水
野
氏
か
ら
は
、
今
回
歩
い
た
コ

ー
ス
の
振
り
返
り
と
、
今
回
の
ツ
ア
ー
の
テ

ー
マ
や
着
眼
点
を
実
際
の
旅
行
商
品
に
反
映

し
た
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ

た
。　振

り
返
り
で
は
、「
江
戸
後
期
古
地
図
」

や
「
武
蔵
野
（
国
木
田
独
歩
著
）」、「
迅
速
測

図
」
と
国
土
地
理
院
地
図
を
比
較
す
る
サ
イ

ト
な
ど
の
資
料
を
用
い
て
、
歩
い
て
回
っ
た

見
ど
こ
ろ
の
周
辺
の
様
子
や
台
地
（
武
蔵
野

台
地
）
の
全
体
像
を
再
確
認
し
た
。

　で
は
、
水
野
氏
で
あ
れ
ば
、
今
回
の
ミ
ニ

ツ
ア
ー
の
「
ダ
イ
チ
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
発

展
さ
せ
、
ど
の
よ
う
な
点
に
着
目
し
て
、
ど

の
よ
う
な
旅
行
商
品
を
つ
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
疑
問
に
答
え
る
よ
う
に「
シ
リ
ー
ズ『
武

蔵
野
ダ
イ
チ
（
台
地
）
を
歩
く
』
―
武
蔵
野
・

今
昔
物
語
―
」（
以
下
、
シ
リ
ー
ズ
）
に
つ
い

て
紹
介
が
あ
っ
た
。
シ
リ
ー
ズ
は
、
今
回
ミ

ニ
ツ
ア
ー
で
着
目
し
た
、
武
蔵
野
台
地
の
高

【
第
1
部
】

ミ
ニ
ツ
ア
ー

コ
ー
ス
区
間
…

所
要
時
間
…
…

見
ど
こ
ろ
…
…

小
田
急
線
代
々
木
八
幡
駅
〜

東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線
渋
谷
駅

徒
歩・約
2
時
間

代
々
木
八
幡
宮

春
の
小
川
記
念
碑

代
々
木
公
園

国
木
田
独
歩
の
住
居
跡

宮
益
御
嶽
神
社

し
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
土
日
に
設
定
し
て

い
る
。
た
だ
、
土
日
に
開
催
す
る
か
ら
と
い

っ
て
若
い
方
の
参
加
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
。

聖
地
巡
礼
ツ
ア
ー
の
よ
う
な
も
の
で
な
い
と

若
い
方
の
集
客
は
望
み
に
く
い
。
シ
リ
ー
ズ

の
大
き
な
テ
ー
マ
は「
武
蔵
野
台
地
」で
あ
る
。

今
回
の
シ
リ
ー
ズ
は
日
帰
り
ツ
ア
ー
の
み
だ

が
、
テ
ー
マ
に
合
う
よ
う
な
宿
泊
施
設
が
あ

れ
ば
宿
泊
付
き
の
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
も
よ

い
と
思
う
。

参
加
者
…
提
示
い
た
だ
い
た
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

毎
回
花
の
こ
と
に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
が
、

花
に
興
味
を
持
つ
参
加
者
は
多
い
の
か
。

水
野
氏
…
花
に
関
心
の
あ
る
参
加
者
は
多
い
。

花
は
重
要
な
ツ
ア
ー
ポ
イ
ン
ト
で
、
里
山
を

歩
い
て
山
野
草
を
探
し
て
巡
る
講
座
を
実
施

す
る
ほ
ど
人
気
が
あ
り
、
軽
い
登
山
ツ
ア
ー

で
も
山
野
草
が
好
き
な
方
が
必
ず
い
る
。
自

分
自
身
も
何
十
回
と
同
行
す
る
う
ち
に
随
分

と
山
野
草
の
名
前
を
覚
え
た
。
ま
た
、
巨
木

も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
、
里
山
ツ
ア
ー
に
組

み
込
む
こ
と
も
あ
る
。
地
域
の
教
育
委
員
会

の
サ
イ
ト
を
調
べ
る
と
、
天
然
記
念
物
や
文

化
財
が
一
覧
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
中

か
ら
面
白
そ
う
な
資
源
を
訪
ね
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
は
、
里
山
で
い
ろ
い

ろ
な
人
が
作
り
守
っ
て
き
た
文
化
財
や
天
然

記
念
物
を
見
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
る

ツ
ア
ー
を
作
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

参
加
者
…
ツ
ア
ー
を
組
む
際
の
行
政
や
観
光

協
会
な
ど
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

水
野
氏
…
教
育
委
員
会
の
学
芸
員
の
方
な
ど

は
、
土
地
勘
も
あ
り
深
い
話
を
し
て
く
れ
る

の
で
、
参
加
者
の
満
足
度
も
高
い
。
ま
た
、

大
き
な
神
社
を
訪
問
す
る
場
合
は
、
事
前
に

お
願
い
し
て
神
職
の
方
に
歴
史
や
い
わ
れ
な

ど
に
つ
い
て
聞
い
た
り
し
て
い
る
。
質
の
高

い
観
光
協
会
と
は
今
で
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。

参
加
者
…
普
通
に
歩
い
て
い
る
と
通
り
過
ぎ

て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
今
回
お
話

し
い
た
だ
い
た
と
思
う
が
、
解
説
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
資
源
の
基
準
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

ま
た
、
ツ
ア
ー
に
組
み
込
む
ポ
イ
ン
ト
が
あ

れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

水
野
氏
…
教
育
委
員
会
な
ど
の
文
化
財
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
中
心
に
、

資
源
の
基
準
や
見
ど
こ
ろ
情
報
を
見
つ
け
出

し
て
い
る
。
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を

巡
る
こ
と
が
ツ
ア
ー
の
目
的
な
の
で
、
時
間

配
分
を
し
つ
つ
そ
の
行
程
の
中
で
、
追
加
で

立
ち
寄
り
た
い
文
化
財
や
天
然
記
念
物
を
選

ん
で
い
る
。
追
加
の
立
ち
寄
り
箇
所
は
、
講

師
の
専
門
外
の
場
合
が
あ
る
が
、
そ
の
際
は

講
師
や
参
加
者
に
説
明
の
看
板
を
声
に
出
し

て
読
ん
で
も
ら
う
な
ど
の
対
応
を
す
る
。
文

字
面
よ
り
も
声
に
出
し
て
読
む
と
耳
に
入
り

や
す
い
た
め
、
説
明
看
板
の
音
読
を
得
意
と

す
る
講
師
も
い
る
。

参
加
者
…
そ
れ
で
は
、
今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー

で
は
、「
台
地
」
を
感
じ
る
行
程
を
先
に
作
り
、

そ
の
道
の
り
上
に
あ
る
資
源
を
選
ん
だ
と
考

え
て
よ
い
の
か
。

水
野
氏
…
そ
う
だ
。
参
加
者
の
方
に
は
、
地

形
・
様
相
が
変
わ
っ
た
場
所
で
、
当
時
の
台

地
イ
メ
ー
ジ
の
喚
起
を
し
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
碑
や
神
社
な
ど
、

台
地
に
関
す
る
行
程
上
に
あ
る
も
の
で
興
味

深
い
も
の
を
選
択
し
た
。
例
え
ば
今
回
の
場

合
、
尾
根
状
に
な
っ
て
い
る
代
々
木
八
幡
宮

周
辺
に
は
、
や
は
り
縄
文
遺
跡
が
あ
っ
た
。

半
島
に
な
っ
て
い
る
た
め
両
サ
イ
ド
は
谷
に

な
っ
て
川
が
流
れ
て
お
り
、
河
骨
川
か
ら
宇

田
川
に
繋
が
る
。
そ
し
て
、「
春
の
小
川
」

と
の
関
連
性
も
見
え
て
く
る
。「
春
の
小
川
」

の
歌
詞
の
中
に
は
、
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
作
詞
さ
れ
た
当
時
は
田
ん
ぼ
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に

行
程
を
組
み
、
終
着
点
ま
で
の
距
離
な
ど
を

考
え
な
が
ら
代
々
木
公
園
内
や
国
木
田
独
歩

の
住
居
跡
な
ど
を
巡
っ
た
。
 

お
わ
り
に

　参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
渋
谷
に
対
す

る
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
」、「
身
近
な
と
こ

ろ
を
改
め
て
確
認
で
き
た
」
な
ど
の
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
暑
い
中
で

の
開
催
に
な
り
ま
し
た
が
、
実
地
の
ツ
ア
ー

も
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　企
画
者
自
身
が
自
分
自
身
の
足
で
歩
き
・

目
で
見
て
・
五
感
で
感
じ
る
こ
と
の
重
要
さ
、

ま
た
、
直
接
感
じ
る
だ
け
で
な
く
、
学
び
知

っ
て
い
な
け
れ
ば
、
参
加
者
に
そ
の
驚
き
や

感
動
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、
一
部
を
「
動
く
た
び
と
し
ょ

C
a
f
e
」を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

今
回
は
、
そ
の
一
環
と
し
て〝
場
所
が
動
く
〞

〝
体
が
動
く
〞
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を

テ
ー
マ
に
行
い
ま
し
た
。
自
分
自
身
の
足
で

踏
み
だ
す
こ
と
で
、
今
ま
で
見
え
て
い
な
か

っ
た
こ
と
に
、
気
づ
き
・
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
、
こ
れ
は
観
光
に
接
す
る
う
え
で
と
て

も
大
切
な
こ
と
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室

研
究
員

　仲 

七
重
）

国
木
田
独
歩
の
住
居
跡

　1
8
0
0
年
代
後
半
、
作
家
・
国
木
田
独

歩
は
現
在
の
N
H
K
放
送
セ
ン
タ
ー
前
に
住

居
を
構
え
て
い
た
。
随
筆
「
武
蔵
野
」
を
書

い
た
際
に
、
独
歩
は
武
蔵
野
を
あ
て
も
な
く

歩
い
て
い
た
と
い
う
。
武
蔵
野
と
い
え
ば
、

渋
谷
よ
り
も
う
少
し
西
の
印
象
で
あ
る
が
、

独
歩
の
視
点
か
ら
は
当
時
の
渋
谷
村
が
「
武

渋
谷
の
喧
騒
か
ら
離
れ
た
よ
う
な
神
聖
な
空

気
に
包
ま
れ
る
。
周
囲
は
ビ
ル
で
囲
ま
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
が
過
去
と
現
在
を
繋
ぐ
今
の

渋
谷
を
表
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
こ
の
雰

囲
気
こ
そ
が
参
加
者
に
と
っ
て
は
驚
き
・
感

動
で
あ
り
、
新
鮮
な
体
験
で
あ
る
。

　今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー
で
は
始
ま
り
と
終
わ

り
を
そ
の
土
地
の
神
様
の
元
を
参
拝
す
る
と

い
う
構
成
を
と
っ
た
。
水
野
氏
は
、
コ
ー
ス

ル
ー
ト
に
神
社
や
土
地
の
産
土
が
あ
る
と
必

ず
訪
れ
る
。
神
社
を
訪
問
す
れ
ば
、

そ
の
土
地
の
歴
史
や
い
わ
れ
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　今
回
の
コ
ー
ス
は
、①
台
地
を

自
分
で
歩
き
な
が
ら
高
低
差
を
感

じ
る
こ
と
、②
縄
文
時
代
か
ら
明

治
時
代
、
戦
後
と
時
の
流
れ
を
感

じ
る
こ
と
、
こ
の
2
つ
の
流
れ
を
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蔵
野
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
当
時
の
渋
谷
に
は
牛
を
飼
っ
て
い

る
牛
乳
屋
や
文
人
の
家
が
あ
っ
た
と
記
述
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
書
籍
に
具
体
的
な

内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
内
容

（
昔
）
と
今
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
参
加

者
に
伝
え
ら
れ
る
の
で
、
往
時
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
気
分
を
味
わ
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

　無
国
籍
通
り
か
ら
、
一
気
に
煩
雑
な
通
り

に
入
る
。
こ
の
混
雑
し
始
め
る
様
子
が
、
縄

文
時
代
か
ら
明
治
ま
で
を
歩
き
、
現
代
に
戻

っ
て
き
た
今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー
の
時
代
の
動

き
を
ま
さ
に
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
オ

ル
ガ
ン
坂
・
宮
下
公
園
（
旧
渋
谷
川
）
に
向

か
っ
て
下
っ
て
い
る
の
で
、
ま
さ
に
「
ダ
イ

チ
（
台
地
）」
か
ら
谷
に
向
か
う
過
程
を
参
加

者
は
体
感
で
き
る
。

宮
益
御
嶽
神
社

　宮
益
坂
を
少
し
上
る
と
左
側
に
見
え
て
く

る
の
が
宮
益
御
嶽
神
社
で
あ
る
。
宮
益
御
嶽

神
社
は
、
旧
宮
益
町
の
鎮
守
で
渋
谷
宮
益
町

の
由
来
と
な
っ
て
い
る
。
階
段
を
上
が
る
と
、

こ
の
地
と
は
結
び
付
か
な
い
こ
と
ば
が
入
る
。

「
小
川
」「
れ
ん
げ
」
だ
。「
小
川
」
と
は
か
つ

て
こ
の
下
を
流
れ
て
い
た
河
骨
川
（
こ
う
ほ

ね
が
わ
）
の
こ
と
で
あ
り
、「
れ
ん
げ
」
は
主

に
水
を
抜
い
た
田
ん
ぼ
な
ど
に
咲
く
こ
と
か

ら
、
こ
の
あ
た
り
は
水
田
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
。

　以
上
の
こ
と
は
、
明
治
初
期
か
ら
中
期
に

か
け
て
関
東
地
方
を
対
象
に
作
成
さ
れ
た

「
迅
速
測
図
」
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
往
時
の
資
料
も
参

考
と
し
た
い
。
往
時
の
資
料
と
の
見
比
べ
や

歌
詞
に
隠
さ
れ
た
当
時
の
背
景
を
見
る
こ
と

で
参
加
者
は
往
時
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
今
回
の
場
合
、

「
小
川
」
や
「
れ
ん
げ
」
と
い
っ
た
単
語
か
ら

連
想
さ
れ
る
当
時
の
様
子
を
ク
イ
ズ
形
式
で

出
す
こ
と
で
、
参
加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
繋
が
る
。
な
お
、「
春
の
小
川
」

の
認
知
度
に
は
世
代
・
地
域
差
が
あ
る
よ
う

だ
。
参
加
者
の
世
代
や
出
身
地
が
異
な
る

場
合
は
、
話
題
提
供
の
一
つ
と
し
て
こ
の
よ

う
な
ポ
イ
ン
ト
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ

る
。代

々
木
公
園

　代
々
木
公
園
は
、
か
つ
て
「
陸
軍
代
々
木

練
兵
場
」
や
「
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
（
在
日

米
軍
場
施
設
）」
な
ど
が
置
か
れ
て
い
た
地

で
あ
る
。
代
々
木
練
兵
場
は
終
戦
を
迎
え
、

米
軍
に
接
収
さ
れ
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
と
な

る
が
、
公
園
内
に
は
当
時
の
木
造
平
屋
の
住

居
が
一
つ
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

　代
々
木
公
園
内
に
は
、
1
9
1
0
（
明
治

43
）
年
12
月
に
徳
川
好
敏
陸
軍
大
尉
と
日
野

熊
蔵
陸
軍
大
尉
が
日
本
で
初
め
て
の
飛
行
機

飛
行
に
成
功
し
た
こ
と
か
ら
「
日
本
航
空
發

始
之
地
」
と
い
う
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

飛
行
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
当
時
は

現
在
の
よ
う
に
木
々
が
生
い
茂
っ
て
い
な
い

様
子
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　代
々
木
公
園
を
出
て
ケ
ヤ
キ
並
木
を
抜
け

交
差
点
を
右
に
抜
け
る
と
、
二
・
二
六
事
件

慰
霊
像
が
あ
る
。
渋
谷
区
役
所
周
辺
が
「
陸

軍
刑
務
所
」
だ
っ
た
時
代
、
陸
軍
青
年
将
校

の
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
事
件
で
死
刑
と
な
っ
た

15
名
を
弔
っ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
こ
に
航
空
に

関
す
る
碑
が
立
っ
て
い
る
の
か
、
往
時
に
練

兵
場
や
刑
務
所
が
あ
っ
た
と
い
う
土
地
や
歴

史
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
参
加
者
に
新
た

な
事
実
に
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

　今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー
に
お

い
て
、
水
野
氏
が
ツ
ア
ー
企

画
者
と
し
て
旅
行
商
品
を
考

え
る
に
あ
た
っ
て
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
た
見
ど
こ
ろ
は
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

代
々
木
八
幡
宮

　代
々
木
八
幡
宮
に
は
、
縄

文
時
代
に
人
が
住
ん
で
い
た

痕
跡
が
残
る
代
々
木
八
幡
遺

跡
（
渋
谷
区
指
定
史
跡
）
が

あ
る
。
境
内
の
片
隅
に
あ
る

出
土
品
陳
列
館
に
は
、
当
時

の
暮
ら
し
を
表
現
し
た
模
型

と
縄
文
時
代
の
こ
の
地
の
様

子
を
描
い
た
絵
が
あ
る
。
こ

の
絵
に
は
丘
陵
地
に
あ
る
集

落
と
海
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

実
は
、
た
だ
絵
を
見
る
だ
け

で
は
わ
か
ら
な
い
気
づ
き
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
高
低
差
と
時
代
の
変
化
で
あ
る
。

　ま
ず
、高
低
差
に
つ
い
て
見
て
み
る
。代
々

木
八
幡
駅
の
標
高
は
約
22
m
、
代
々
木
八
幡

宮
の
標
高
は
約
37
m
と
、
思
い
の
ほ
か
高
低

差
が
あ
る
。
こ
の
高
低
差
を
感
じ
な
が
ら
歩

く
と
、
代
々
木
八
幡
宮
が
武
蔵
野
台
地
の
突

端
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
参
加
者
は
、
実

際
に
駅
か
ら
八
幡
宮
ま
で
約
2
5
0
m
の

距
離
を
歩
い
て
高
低
差
を
体
感
し
、
台
地
の

突
端
に
自
分
の
足
で
立
つ
と
い
う
体
験
が
で

き
る
。

　続
い
て
、
時
代
の
変
化
は
、
隆
起
や
堆
積
、

海
進
に
よ
る
高
低
差
や
地
質
と
い
っ
た
地
学

的
な
観
点
に
加
え
、
竪
穴
式
住
居
や
出
土
品

を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
に
集
落
が

あ
っ
た
こ
と
、
食
料
を
調
達
し
や
す
く
見
通

し
の
良
い
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
参
加
者
に

解
説
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
歩
く
↓
見
る
↓
学
ぶ
の
よ

う
に
順
を
追
っ
て
解
説
す
る
こ
と
で
、
な
ぜ

代
々
木
八
幡
駅
か
ら
代
々
木
八
幡
宮
に
来
た

の
か
を
説
明
で
き
、
コ
ー
ス
テ
ー
マ
の
「
ダ

イ
チ
」
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

春
の
小
川
記
念
碑

　作
詞
家
・
高
野
辰
之
は
、
代
々
木
村
を
背

景
に
童
謡
「
春
の
小
川
」
を
作
詞
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
1
番
の
歌
詞
に
は
、
現
在
の

　2
0
2
2
年
7
月
22
日（
金
）、「『
気
づ
き
』

が
旅
の
カ
ギ
〜
渋
谷
で
ダ
イ
チ
を
感
じ
る
旅

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
28
回
た
び
と
し
ょ

C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ

ー
カ
ー
に
は
、
風
の
旅
行
社
【
風
カ
ル
チ
ャ

ー
ク
ラ
ブ
】
企
画
担
当
の
水
野
恭
一
氏
を
お

招
き
し
ま
し
た
。

　2
0
2
0
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
っ
て
、
風
の
旅
行
社
で
も
大
き
な
打
撃

を
受
け
ま
し
た
。
風
の
旅
行
社
は
、
主
に
ネ

パ
ー
ル
や
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
個
人
向
け
海
外
旅

行
ツ
ア
ー
を
手
掛
け
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
以
降
は
国
内
の
テ
ー
マ
型
ツ
ア
ー
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　今
回
は
水
野
氏
が
旅
行
商
品
を
考
え
る
に

あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
・
イ
メ
ー

ジ
で
企
画
を
構
築
し
て
い
く
の
か
、
各
ポ
イ

ン
ト
の
歴
史
や
背
景
を
基
に
ど
の
よ
う
な
事

実
が
隠
れ
て
い
る
の
か
を
探
す
視
点
や
、
そ

の
対
象
の
背
景
に
対
す
る
見
方
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
前
半
は
渋
谷
を

舞
台
と
し
た
「
ダ
イ
チ
（
台
地
）」
を
感
じ
る

ミ
ニ
ツ
ア
ー
を
行
い
、
後
半
は
今
回
の
コ
ー

ス
や
旅
行
商
品
を
作
る
に
あ
た
っ
て
の
考
え

方
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。
ミ
ニ
ツ
ア
ー
は
、
代
々
木
八
幡
駅
に

集
合
し
、
遺
跡
の
残
る
代
々
木
八
幡
宮
や
独

特
の
地
形
が
わ
か
る
ポ
イ
ン
ト
を
通
り
、

代
々
木
公
園
か
ら
渋
谷
駅
ま
で
歩
く
コ
ー
ス

で
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
対
面
で
の
開
催
が
難
し
か

っ
た
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
み
で
し
た
が
、

こ
の
度
、
約
2
年
ぶ
り
の
リ
ア
ル
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
お
届
け
し
ま

す
。

低
差
と
そ
れ
に
付
随
す
る〝
水
〞の
流
れ
を
更

に
深
掘
り
し
た
構
成
を
と
っ
て
い
る
（
図
）。

月
に
一
度
開
催
す
る
全
10
回
の
日
帰
り
ツ
ア

ー
で
、
講
師
と
と
も
に
武
蔵
野
台
地
の
自
然

や
文
化
資
源
を
散
策
し
な
が
ら
「
武
蔵
野
」

と
い
う
土
地
と
歴
史
を
感
じ
る
ツ
ア
ー
だ
と

い
う
。
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
台
地
の
出
発
地

点
を
武
蔵
野
台
地
の
東
端
と
し
て
、
今
回
の

ミ
ニ
ツ
ア
ー
の
道
の
り
を
歩
く
。
こ
の
ツ
ア

ー
に
つ
い
て
も
、
参
加
者
か
ら
意
見
が
寄
せ

ら
れ
た
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見
交
換

参
加
者
…
今
回
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
や
シ
リ
ー

ズ
の
よ
う
な
旅
行
商
品
は
、
ど
の
よ
う
な
層

の
方
が
多
い
の
だ
ろ
う
か
。『
ブ
ラ
タ
モ
リ

（
N
H
K
）』
で
は
地
理
学
的
な
観
点
か
ら
各

地
の
学
芸
員
や
ガ
イ
ド
が
情
報
を
伝
え
て
い

る
が
、
今
回
の
場
合
は
ど
の
よ
う
な
ガ
イ
ド

が
案
内
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

水
野
氏
…
参
加
者
は
風
の
旅
行
社
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
が

多
い
。
ツ
ア
ー
に
は
、
必
ず
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
講
師
が
同
行
し
、
開
催
場
所
に
よ
っ
て
そ

の
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
方
に
解
説
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

参
加
者
…
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て「
風
の
旅

行
社
物
語 

旅
行
会
社
の
つ
く
り
か
た

（
2
0
0
8
年
）」を
拝
読
し
た
。
こ
の
本
の
中

で
は
、
風
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
の
こ
と
に
つ
い

て
も
記
載
が
あ
る
が
、
利
益
を
上
げ
る
構
造

に
な
っ
て
い
な
い
と
書
か
れ
て
い
る
。
出
版
か

ら
14
年
が
経
つ
が
、
今
ま
で
ど
の
よ
う
に
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
進
め
て
き
た
の
か
。
ま

た
、
利
益
を
上
げ
る
た
め
の
工
夫
が
あ
れ
ば

伺
い
た
い
。

水
野
氏
…
シ
リ
ー
ズ
の
よ
う
な
日
帰
り
講
座

を
開
催
す
る
こ
と
で
入
り
口
を
広
く
し
て
、

適
度
な
値
段
の
日
帰
り
旅
行
に
参
加
し
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
講

師
の
話
を
聞
い
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、

同
じ
よ
う
な
テ
ー
マ
で
宿
泊
旅
行
を
つ
く
る
。

そ
の
後
も
、
同
様
の
海
外
へ
の
テ
ー
マ
型
旅

行
を
つ
く
る
な
ど
徐
々
に
範
囲
を
広
げ
、
利

益
が
大
き
く
な
る
よ
う
な
構
造
と
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
一
部
で
は
「
武

蔵
野
の
水
み
ち
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
が
、

更
に
派
生
し
て
福
島
県
の
安
積
疏
水
を
訪
問

す
る
宿
泊
旅
行
も
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
対

象
と
な
る
地
域
の
学
芸
員
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
解
説
を
し
て
も
ら
う
な
ど
の
特
別
感

を
付
与
す
る
、
宿
泊
付
き
の
ツ
ア
ー
を
作
る

な
ど
に
ま
で
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
利
益

に
は
繋
が
ら
な
い
だ
ろ
う
。

参
加
者
…
風
の
旅
行
社
は
海
外
を
メ
イ
ン
に

販
売
し
て
い
た
会
社
か
と
思
う
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
国
内
旅
行
の
販
売
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
と
思
う
。
旅
行
内
容
の
組
立
や
国
内
・

海
外
旅
行
の
違
い
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

水
野
氏
…
ツ
ア
ー
の
作
り
方
で
異
な
る
点
は
、

海
外
旅
行
の
方
が
テ
ー
マ
を
絞
り
や
す
く
、

圧
倒
的
に
企
画
を
作
り
や
す
い
と
い
う
こ
と

だ
。
ネ
パ
ー
ル
の
場
合
、
ヒ
ン
ズ
ー
文
化
も

し
く
は
小
乗
仏
教
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
文
化
、

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の
テ
ー
マ
が
あ
る
。
具

体
的
な
ツ
ア
ー
例
を
挙
げ
る
と
、
小
乗
仏
教

の
お
祭
り
で
は
チ
ベ
ッ
ト
学
の
専
門
家
に
同

行
い
た
だ
き
、
四
つ
の
観
音
様
を
巡
り
な
が

ら
、
お
祭
り
の
起
源
を
知
り
、
現
地
の
方
と

交
流
す
る
、
そ
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
を
作
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
国
内
ツ
ア
ー
で
は
、
既
に

知
識
が
豊
富
な
参
加
者
が
多
い
た
め
、
よ
り

特
化
し
た
ツ
ア
ー
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
持
続
的
な
ツ
ア
ー
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
大
変
さ
も
あ
る
。

参
加
者
…
近
年
、
テ
ー
マ
型
ツ
ア
ー
は
他
社

で
も
実
施
し
て
い
る
が
、
風
カ
ル
チ
ャ
ー
ク

ラ
ブ
だ
け
の
強
み
は
な
に
か
。

水
野
氏
…
風
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
の
強
み
は
、

講
師
の
専
門
性
と
案
内
と
解
説
の
ス
キ
ル
だ
。

こ
の
2
つ
の
能
力
に
長
け
た
講
師
を
独
自
に

探
し
、
ツ
ア
ー
に
同
行
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
そ
う
い
っ
た
講
師
を
探
す
コ
ツ
は

あ
る
の
か
。

水
野
氏
…
こ
れ
は
私
の
分
野
で
も
あ
る
が
ツ

ア
ー
登
山
を
企
画
す
る
場
合
、
長
年
の
登
山

の
経
験
が
あ
る
た
め
、
山
岳
ガ
イ
ド
の
良
し

悪
し
は
す
ぐ
わ
か
る
。
ま
た
、
海
外
を
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
持
っ
て
い
る
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
研
究
者
と
の
交
流
か
ら
講

師
を
お
願
い
し
た
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
関
す
る
ツ
ア
ー
だ
。
風
の

旅
行
社
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
で
博
士
号
を
取
る

た
め
に
渡
航
を
予
定
し
て
い
た
方
々
の
手
配

を
担
当
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
研
究
者

の
方
々
に
声
を
か
け
て
室
内
講
座
と
国
内
・

海
外
ツ
ア
ー
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

も
あ
る
。

参
加
者
…
私
が
所
属
し
て
い
る
観
光
協
会
で

も
歩
く
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
い
る
。
参
加
者

も
多
い
が
、
年
齢
層
と
日
程
の
設
定
に
迷
っ

て
い
る
。
平
日
の
場
合
、
若
い
方
は
参
加
が

し
づ
ら
い
と
思
う
が
、
今
回
の
シ
リ
ー
ズ
は

平
日
・
土
日
の
ど
ち
ら
か
。
ま
た
、
今
回
紹

介
い
た
だ
い
た
シ
リ
ー
ズ
の
大
き
な
テ
ー
マ

は
「
武
蔵
野
台
地
」
で
、
そ
の
地
形
を
歩
い

て
感
じ
な
が
ら
、
歴
史
や
植
物
な
ど
に
触
れ

る
と
い
う
こ
と
を
ツ
ア
ー
内
容
と
し
て
い
る

と
い
う
理
解
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

水
野
氏
…
シ
リ
ー
ズ
は
、
若
い
方
に
も
参
加

特
に
重
視
し
た
構
成
で
あ
っ
た
。
構
成
に
ス

ト
ー
リ
ー
性
を
持
た
せ
る
こ
と
は
、
水
野
氏

が
大
切
に
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

 
　ミ
ニ
ツ
ア
ー
後
は
、
旅
の
図
書
館
に
移

動
し
た
。
水
野
氏
か
ら
は
、
今
回
歩
い
た
コ

ー
ス
の
振
り
返
り
と
、
今
回
の
ツ
ア
ー
の
テ

ー
マ
や
着
眼
点
を
実
際
の
旅
行
商
品
に
反
映

し
た
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ

た
。　振

り
返
り
で
は
、「
江
戸
後
期
古
地
図
」

や
「
武
蔵
野
（
国
木
田
独
歩
著
）」、「
迅
速
測

図
」
と
国
土
地
理
院
地
図
を
比
較
す
る
サ
イ

ト
な
ど
の
資
料
を
用
い
て
、
歩
い
て
回
っ
た

見
ど
こ
ろ
の
周
辺
の
様
子
や
台
地
（
武
蔵
野

台
地
）
の
全
体
像
を
再
確
認
し
た
。

　で
は
、
水
野
氏
で
あ
れ
ば
、
今
回
の
ミ
ニ

ツ
ア
ー
の
「
ダ
イ
チ
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
発

展
さ
せ
、
ど
の
よ
う
な
点
に
着
目
し
て
、
ど

の
よ
う
な
旅
行
商
品
を
つ
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
疑
問
に
答
え
る
よ
う
に「
シ
リ
ー
ズ『
武

蔵
野
ダ
イ
チ
（
台
地
）
を
歩
く
』
―
武
蔵
野
・

今
昔
物
語
―
」（
以
下
、
シ
リ
ー
ズ
）
に
つ
い

て
紹
介
が
あ
っ
た
。
シ
リ
ー
ズ
は
、
今
回
ミ

ニ
ツ
ア
ー
で
着
目
し
た
、
武
蔵
野
台
地
の
高

【
第
2
部
】

し
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
土
日
に
設
定
し
て

い
る
。
た
だ
、
土
日
に
開
催
す
る
か
ら
と
い

っ
て
若
い
方
の
参
加
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
。

聖
地
巡
礼
ツ
ア
ー
の
よ
う
な
も
の
で
な
い
と

若
い
方
の
集
客
は
望
み
に
く
い
。
シ
リ
ー
ズ

の
大
き
な
テ
ー
マ
は「
武
蔵
野
台
地
」で
あ
る
。

今
回
の
シ
リ
ー
ズ
は
日
帰
り
ツ
ア
ー
の
み
だ

が
、
テ
ー
マ
に
合
う
よ
う
な
宿
泊
施
設
が
あ

れ
ば
宿
泊
付
き
の
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
も
よ

い
と
思
う
。

参
加
者
…
提
示
い
た
だ
い
た
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

毎
回
花
の
こ
と
に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
が
、

花
に
興
味
を
持
つ
参
加
者
は
多
い
の
か
。

水
野
氏
…
花
に
関
心
の
あ
る
参
加
者
は
多
い
。

花
は
重
要
な
ツ
ア
ー
ポ
イ
ン
ト
で
、
里
山
を

歩
い
て
山
野
草
を
探
し
て
巡
る
講
座
を
実
施

す
る
ほ
ど
人
気
が
あ
り
、
軽
い
登
山
ツ
ア
ー

で
も
山
野
草
が
好
き
な
方
が
必
ず
い
る
。
自

分
自
身
も
何
十
回
と
同
行
す
る
う
ち
に
随
分

と
山
野
草
の
名
前
を
覚
え
た
。
ま
た
、
巨
木

も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
、
里
山
ツ
ア
ー
に
組

み
込
む
こ
と
も
あ
る
。
地
域
の
教
育
委
員
会

の
サ
イ
ト
を
調
べ
る
と
、
天
然
記
念
物
や
文

化
財
が
一
覧
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
中

か
ら
面
白
そ
う
な
資
源
を
訪
ね
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
は
、
里
山
で
い
ろ
い

ろ
な
人
が
作
り
守
っ
て
き
た
文
化
財
や
天
然

記
念
物
を
見
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
る

ツ
ア
ー
を
作
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

参
加
者
…
ツ
ア
ー
を
組
む
際
の
行
政
や
観
光

協
会
な
ど
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

水
野
氏
…
教
育
委
員
会
の
学
芸
員
の
方
な
ど

は
、
土
地
勘
も
あ
り
深
い
話
を
し
て
く
れ
る

の
で
、
参
加
者
の
満
足
度
も
高
い
。
ま
た
、

大
き
な
神
社
を
訪
問
す
る
場
合
は
、
事
前
に

お
願
い
し
て
神
職
の
方
に
歴
史
や
い
わ
れ
な

ど
に
つ
い
て
聞
い
た
り
し
て
い
る
。
質
の
高

い
観
光
協
会
と
は
今
で
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。

参
加
者
…
普
通
に
歩
い
て
い
る
と
通
り
過
ぎ

て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
今
回
お
話

し
い
た
だ
い
た
と
思
う
が
、
解
説
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
資
源
の
基
準
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

ま
た
、
ツ
ア
ー
に
組
み
込
む
ポ
イ
ン
ト
が
あ

れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

水
野
氏
…
教
育
委
員
会
な
ど
の
文
化
財
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
中
心
に
、

資
源
の
基
準
や
見
ど
こ
ろ
情
報
を
見
つ
け
出

し
て
い
る
。
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を

巡
る
こ
と
が
ツ
ア
ー
の
目
的
な
の
で
、
時
間

配
分
を
し
つ
つ
そ
の
行
程
の
中
で
、
追
加
で

立
ち
寄
り
た
い
文
化
財
や
天
然
記
念
物
を
選

ん
で
い
る
。
追
加
の
立
ち
寄
り
箇
所
は
、
講

師
の
専
門
外
の
場
合
が
あ
る
が
、
そ
の
際
は

講
師
や
参
加
者
に
説
明
の
看
板
を
声
に
出
し

て
読
ん
で
も
ら
う
な
ど
の
対
応
を
す
る
。
文

字
面
よ
り
も
声
に
出
し
て
読
む
と
耳
に
入
り

や
す
い
た
め
、
説
明
看
板
の
音
読
を
得
意
と

す
る
講
師
も
い
る
。

参
加
者
…
そ
れ
で
は
、
今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー

で
は
、「
台
地
」
を
感
じ
る
行
程
を
先
に
作
り
、

そ
の
道
の
り
上
に
あ
る
資
源
を
選
ん
だ
と
考

え
て
よ
い
の
か
。

水
野
氏
…
そ
う
だ
。
参
加
者
の
方
に
は
、
地

形
・
様
相
が
変
わ
っ
た
場
所
で
、
当
時
の
台

地
イ
メ
ー
ジ
の
喚
起
を
し
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
碑
や
神
社
な
ど
、

台
地
に
関
す
る
行
程
上
に
あ
る
も
の
で
興
味

深
い
も
の
を
選
択
し
た
。
例
え
ば
今
回
の
場

合
、
尾
根
状
に
な
っ
て
い
る
代
々
木
八
幡
宮

周
辺
に
は
、
や
は
り
縄
文
遺
跡
が
あ
っ
た
。

半
島
に
な
っ
て
い
る
た
め
両
サ
イ
ド
は
谷
に

な
っ
て
川
が
流
れ
て
お
り
、
河
骨
川
か
ら
宇

田
川
に
繋
が
る
。
そ
し
て
、「
春
の
小
川
」

と
の
関
連
性
も
見
え
て
く
る
。「
春
の
小
川
」

の
歌
詞
の
中
に
は
、
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
作
詞
さ
れ
た
当
時
は
田
ん
ぼ
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に

行
程
を
組
み
、
終
着
点
ま
で
の
距
離
な
ど
を

考
え
な
が
ら
代
々
木
公
園
内
や
国
木
田
独
歩

の
住
居
跡
な
ど
を
巡
っ
た
。
 

お
わ
り
に

　参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
渋
谷
に
対
す

る
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
」、「
身
近
な
と
こ

ろ
を
改
め
て
確
認
で
き
た
」
な
ど
の
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
暑
い
中
で

の
開
催
に
な
り
ま
し
た
が
、
実
地
の
ツ
ア
ー

も
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　企
画
者
自
身
が
自
分
自
身
の
足
で
歩
き
・

目
で
見
て
・
五
感
で
感
じ
る
こ
と
の
重
要
さ
、

ま
た
、
直
接
感
じ
る
だ
け
で
な
く
、
学
び
知

っ
て
い
な
け
れ
ば
、
参
加
者
に
そ
の
驚
き
や

感
動
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、
一
部
を
「
動
く
た
び
と
し
ょ

C
a
f
e
」を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

今
回
は
、
そ
の
一
環
と
し
て〝
場
所
が
動
く
〞

〝
体
が
動
く
〞
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を

テ
ー
マ
に
行
い
ま
し
た
。
自
分
自
身
の
足
で

踏
み
だ
す
こ
と
で
、
今
ま
で
見
え
て
い
な
か

っ
た
こ
と
に
、
気
づ
き
・
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
、
こ
れ
は
観
光
に
接
す
る
う
え
で
と
て

も
大
切
な
こ
と
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室

研
究
員

　仲 

七
重
）

図シリーズ「武蔵野ダイチ（台地）を歩く」―武蔵野・今昔物語―

国
木
田
独
歩
の
住
居
跡

　1
8
0
0
年
代
後
半
、
作
家
・
国
木
田
独

歩
は
現
在
の
N
H
K
放
送
セ
ン
タ
ー
前
に
住

居
を
構
え
て
い
た
。
随
筆
「
武
蔵
野
」
を
書

い
た
際
に
、
独
歩
は
武
蔵
野
を
あ
て
も
な
く

歩
い
て
い
た
と
い
う
。
武
蔵
野
と
い
え
ば
、

渋
谷
よ
り
も
う
少
し
西
の
印
象
で
あ
る
が
、

独
歩
の
視
点
か
ら
は
当
時
の
渋
谷
村
が
「
武

渋
谷
の
喧
騒
か
ら
離
れ
た
よ
う
な
神
聖
な
空

気
に
包
ま
れ
る
。
周
囲
は
ビ
ル
で
囲
ま
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
が
過
去
と
現
在
を
繋
ぐ
今
の

渋
谷
を
表
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
こ
の
雰

囲
気
こ
そ
が
参
加
者
に
と
っ
て
は
驚
き
・
感

動
で
あ
り
、
新
鮮
な
体
験
で
あ
る
。

　今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー
で
は
始
ま
り
と
終
わ

り
を
そ
の
土
地
の
神
様
の
元
を
参
拝
す
る
と

い
う
構
成
を
と
っ
た
。
水
野
氏
は
、
コ
ー
ス

ル
ー
ト
に
神
社
や
土
地
の
産
土
が
あ
る
と
必

ず
訪
れ
る
。
神
社
を
訪
問
す
れ
ば
、

そ
の
土
地
の
歴
史
や
い
わ
れ
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　今
回
の
コ
ー
ス
は
、①
台
地
を

自
分
で
歩
き
な
が
ら
高
低
差
を
感

じ
る
こ
と
、②
縄
文
時
代
か
ら
明

治
時
代
、
戦
後
と
時
の
流
れ
を
感

じ
る
こ
と
、
こ
の
2
つ
の
流
れ
を
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蔵
野
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
当
時
の
渋
谷
に
は
牛
を
飼
っ
て
い

る
牛
乳
屋
や
文
人
の
家
が
あ
っ
た
と
記
述
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
書
籍
に
具
体
的
な

内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
内
容

（
昔
）
と
今
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
参
加

者
に
伝
え
ら
れ
る
の
で
、
往
時
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
気
分
を
味
わ
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

　無
国
籍
通
り
か
ら
、
一
気
に
煩
雑
な
通
り

に
入
る
。
こ
の
混
雑
し
始
め
る
様
子
が
、
縄

文
時
代
か
ら
明
治
ま
で
を
歩
き
、
現
代
に
戻

っ
て
き
た
今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー
の
時
代
の
動

き
を
ま
さ
に
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
オ

ル
ガ
ン
坂
・
宮
下
公
園
（
旧
渋
谷
川
）
に
向

か
っ
て
下
っ
て
い
る
の
で
、
ま
さ
に
「
ダ
イ

チ
（
台
地
）」
か
ら
谷
に
向
か
う
過
程
を
参
加

者
は
体
感
で
き
る
。

宮
益
御
嶽
神
社

　宮
益
坂
を
少
し
上
る
と
左
側
に
見
え
て
く

る
の
が
宮
益
御
嶽
神
社
で
あ
る
。
宮
益
御
嶽

神
社
は
、
旧
宮
益
町
の
鎮
守
で
渋
谷
宮
益
町

の
由
来
と
な
っ
て
い
る
。
階
段
を
上
が
る
と
、

こ
の
地
と
は
結
び
付
か
な
い
こ
と
ば
が
入
る
。

「
小
川
」「
れ
ん
げ
」
だ
。「
小
川
」
と
は
か
つ

て
こ
の
下
を
流
れ
て
い
た
河
骨
川
（
こ
う
ほ

ね
が
わ
）
の
こ
と
で
あ
り
、「
れ
ん
げ
」
は
主

に
水
を
抜
い
た
田
ん
ぼ
な
ど
に
咲
く
こ
と
か

ら
、
こ
の
あ
た
り
は
水
田
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
。

　以
上
の
こ
と
は
、
明
治
初
期
か
ら
中
期
に

か
け
て
関
東
地
方
を
対
象
に
作
成
さ
れ
た

「
迅
速
測
図
」
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
往
時
の
資
料
も
参

考
と
し
た
い
。
往
時
の
資
料
と
の
見
比
べ
や

歌
詞
に
隠
さ
れ
た
当
時
の
背
景
を
見
る
こ
と

で
参
加
者
は
往
時
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
今
回
の
場
合
、

「
小
川
」
や
「
れ
ん
げ
」
と
い
っ
た
単
語
か
ら

連
想
さ
れ
る
当
時
の
様
子
を
ク
イ
ズ
形
式
で

出
す
こ
と
で
、
参
加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
繋
が
る
。
な
お
、「
春
の
小
川
」

の
認
知
度
に
は
世
代
・
地
域
差
が
あ
る
よ
う

だ
。
参
加
者
の
世
代
や
出
身
地
が
異
な
る

場
合
は
、
話
題
提
供
の
一
つ
と
し
て
こ
の
よ

う
な
ポ
イ
ン
ト
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ

る
。代

々
木
公
園

　代
々
木
公
園
は
、
か
つ
て
「
陸
軍
代
々
木

練
兵
場
」
や
「
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
（
在
日

米
軍
場
施
設
）」
な
ど
が
置
か
れ
て
い
た
地

で
あ
る
。
代
々
木
練
兵
場
は
終
戦
を
迎
え
、

米
軍
に
接
収
さ
れ
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
と
な

る
が
、
公
園
内
に
は
当
時
の
木
造
平
屋
の
住

居
が
一
つ
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

　代
々
木
公
園
内
に
は
、
1
9
1
0
（
明
治

43
）
年
12
月
に
徳
川
好
敏
陸
軍
大
尉
と
日
野

熊
蔵
陸
軍
大
尉
が
日
本
で
初
め
て
の
飛
行
機

飛
行
に
成
功
し
た
こ
と
か
ら
「
日
本
航
空
發

始
之
地
」
と
い
う
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

飛
行
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
当
時
は

現
在
の
よ
う
に
木
々
が
生
い
茂
っ
て
い
な
い

様
子
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　代
々
木
公
園
を
出
て
ケ
ヤ
キ
並
木
を
抜
け

交
差
点
を
右
に
抜
け
る
と
、
二
・
二
六
事
件

慰
霊
像
が
あ
る
。
渋
谷
区
役
所
周
辺
が
「
陸

軍
刑
務
所
」
だ
っ
た
時
代
、
陸
軍
青
年
将
校

の
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
事
件
で
死
刑
と
な
っ
た

15
名
を
弔
っ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
こ
に
航
空
に

関
す
る
碑
が
立
っ
て
い
る
の
か
、
往
時
に
練

兵
場
や
刑
務
所
が
あ
っ
た
と
い
う
土
地
や
歴

史
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
参
加
者
に
新
た

な
事
実
に
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

　今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー
に
お

い
て
、
水
野
氏
が
ツ
ア
ー
企

画
者
と
し
て
旅
行
商
品
を
考

え
る
に
あ
た
っ
て
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
た
見
ど
こ
ろ
は
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

代
々
木
八
幡
宮

　代
々
木
八
幡
宮
に
は
、
縄

文
時
代
に
人
が
住
ん
で
い
た

痕
跡
が
残
る
代
々
木
八
幡
遺

跡
（
渋
谷
区
指
定
史
跡
）
が

あ
る
。
境
内
の
片
隅
に
あ
る

出
土
品
陳
列
館
に
は
、
当
時

の
暮
ら
し
を
表
現
し
た
模
型

と
縄
文
時
代
の
こ
の
地
の
様

子
を
描
い
た
絵
が
あ
る
。
こ

の
絵
に
は
丘
陵
地
に
あ
る
集

落
と
海
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

実
は
、
た
だ
絵
を
見
る
だ
け

で
は
わ
か
ら
な
い
気
づ
き
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
高
低
差
と
時
代
の
変
化
で
あ
る
。

　ま
ず
、高
低
差
に
つ
い
て
見
て
み
る
。代
々

木
八
幡
駅
の
標
高
は
約
22
m
、
代
々
木
八
幡

宮
の
標
高
は
約
37
m
と
、
思
い
の
ほ
か
高
低

差
が
あ
る
。
こ
の
高
低
差
を
感
じ
な
が
ら
歩

く
と
、
代
々
木
八
幡
宮
が
武
蔵
野
台
地
の
突

端
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
参
加
者
は
、
実

際
に
駅
か
ら
八
幡
宮
ま
で
約
2
5
0
m
の

距
離
を
歩
い
て
高
低
差
を
体
感
し
、
台
地
の

突
端
に
自
分
の
足
で
立
つ
と
い
う
体
験
が
で

き
る
。

　続
い
て
、
時
代
の
変
化
は
、
隆
起
や
堆
積
、

海
進
に
よ
る
高
低
差
や
地
質
と
い
っ
た
地
学

的
な
観
点
に
加
え
、
竪
穴
式
住
居
や
出
土
品

を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
に
集
落
が

あ
っ
た
こ
と
、
食
料
を
調
達
し
や
す
く
見
通

し
の
良
い
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
参
加
者
に

解
説
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
歩
く
↓
見
る
↓
学
ぶ
の
よ

う
に
順
を
追
っ
て
解
説
す
る
こ
と
で
、
な
ぜ

代
々
木
八
幡
駅
か
ら
代
々
木
八
幡
宮
に
来
た

の
か
を
説
明
で
き
、
コ
ー
ス
テ
ー
マ
の
「
ダ

イ
チ
」
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

春
の
小
川
記
念
碑

　作
詞
家
・
高
野
辰
之
は
、
代
々
木
村
を
背

景
に
童
謡
「
春
の
小
川
」
を
作
詞
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
1
番
の
歌
詞
に
は
、
現
在
の

　2
0
2
2
年
7
月
22
日（
金
）、「『
気
づ
き
』

が
旅
の
カ
ギ
〜
渋
谷
で
ダ
イ
チ
を
感
じ
る
旅

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
28
回
た
び
と
し
ょ

C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ

ー
カ
ー
に
は
、
風
の
旅
行
社
【
風
カ
ル
チ
ャ

ー
ク
ラ
ブ
】
企
画
担
当
の
水
野
恭
一
氏
を
お

招
き
し
ま
し
た
。

　2
0
2
0
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
っ
て
、
風
の
旅
行
社
で
も
大
き
な
打
撃

を
受
け
ま
し
た
。
風
の
旅
行
社
は
、
主
に
ネ

パ
ー
ル
や
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
個
人
向
け
海
外
旅

行
ツ
ア
ー
を
手
掛
け
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
以
降
は
国
内
の
テ
ー
マ
型
ツ
ア
ー
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　今
回
は
水
野
氏
が
旅
行
商
品
を
考
え
る
に

あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
・
イ
メ
ー

ジ
で
企
画
を
構
築
し
て
い
く
の
か
、
各
ポ
イ

ン
ト
の
歴
史
や
背
景
を
基
に
ど
の
よ
う
な
事

実
が
隠
れ
て
い
る
の
か
を
探
す
視
点
や
、
そ

の
対
象
の
背
景
に
対
す
る
見
方
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
前
半
は
渋
谷
を

舞
台
と
し
た
「
ダ
イ
チ
（
台
地
）」
を
感
じ
る

ミ
ニ
ツ
ア
ー
を
行
い
、
後
半
は
今
回
の
コ
ー

ス
や
旅
行
商
品
を
作
る
に
あ
た
っ
て
の
考
え

方
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。
ミ
ニ
ツ
ア
ー
は
、
代
々
木
八
幡
駅
に

集
合
し
、
遺
跡
の
残
る
代
々
木
八
幡
宮
や
独

特
の
地
形
が
わ
か
る
ポ
イ
ン
ト
を
通
り
、

代
々
木
公
園
か
ら
渋
谷
駅
ま
で
歩
く
コ
ー
ス

で
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
対
面
で
の
開
催
が
難
し
か

っ
た
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
み
で
し
た
が
、

こ
の
度
、
約
2
年
ぶ
り
の
リ
ア
ル
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
お
届
け
し
ま

す
。

低
差
と
そ
れ
に
付
随
す
る〝
水
〞の
流
れ
を
更

に
深
掘
り
し
た
構
成
を
と
っ
て
い
る
（
図
）。

月
に
一
度
開
催
す
る
全
10
回
の
日
帰
り
ツ
ア

ー
で
、
講
師
と
と
も
に
武
蔵
野
台
地
の
自
然

や
文
化
資
源
を
散
策
し
な
が
ら
「
武
蔵
野
」

と
い
う
土
地
と
歴
史
を
感
じ
る
ツ
ア
ー
だ
と

い
う
。
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
台
地
の
出
発
地

点
を
武
蔵
野
台
地
の
東
端
と
し
て
、
今
回
の

ミ
ニ
ツ
ア
ー
の
道
の
り
を
歩
く
。
こ
の
ツ
ア

ー
に
つ
い
て
も
、
参
加
者
か
ら
意
見
が
寄
せ

ら
れ
た
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見
交
換

参
加
者
…
今
回
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
や
シ
リ
ー

ズ
の
よ
う
な
旅
行
商
品
は
、
ど
の
よ
う
な
層

の
方
が
多
い
の
だ
ろ
う
か
。『
ブ
ラ
タ
モ
リ

（
N
H
K
）』
で
は
地
理
学
的
な
観
点
か
ら
各

地
の
学
芸
員
や
ガ
イ
ド
が
情
報
を
伝
え
て
い

る
が
、
今
回
の
場
合
は
ど
の
よ
う
な
ガ
イ
ド

が
案
内
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

水
野
氏
…
参
加
者
は
風
の
旅
行
社
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
が

多
い
。
ツ
ア
ー
に
は
、
必
ず
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
講
師
が
同
行
し
、
開
催
場
所
に
よ
っ
て
そ

の
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
方
に
解
説
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

参
加
者
…
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て「
風
の
旅

行
社
物
語 

旅
行
会
社
の
つ
く
り
か
た

（
2
0
0
8
年
）」を
拝
読
し
た
。
こ
の
本
の
中

で
は
、
風
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
の
こ
と
に
つ
い

て
も
記
載
が
あ
る
が
、
利
益
を
上
げ
る
構
造

に
な
っ
て
い
な
い
と
書
か
れ
て
い
る
。
出
版
か

ら
14
年
が
経
つ
が
、
今
ま
で
ど
の
よ
う
に
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
進
め
て
き
た
の
か
。
ま

た
、
利
益
を
上
げ
る
た
め
の
工
夫
が
あ
れ
ば

伺
い
た
い
。

水
野
氏
…
シ
リ
ー
ズ
の
よ
う
な
日
帰
り
講
座

を
開
催
す
る
こ
と
で
入
り
口
を
広
く
し
て
、

適
度
な
値
段
の
日
帰
り
旅
行
に
参
加
し
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
講

師
の
話
を
聞
い
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、

同
じ
よ
う
な
テ
ー
マ
で
宿
泊
旅
行
を
つ
く
る
。

そ
の
後
も
、
同
様
の
海
外
へ
の
テ
ー
マ
型
旅

行
を
つ
く
る
な
ど
徐
々
に
範
囲
を
広
げ
、
利

益
が
大
き
く
な
る
よ
う
な
構
造
と
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
一
部
で
は
「
武

蔵
野
の
水
み
ち
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
が
、

更
に
派
生
し
て
福
島
県
の
安
積
疏
水
を
訪
問

す
る
宿
泊
旅
行
も
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
対

象
と
な
る
地
域
の
学
芸
員
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
解
説
を
し
て
も
ら
う
な
ど
の
特
別
感

を
付
与
す
る
、
宿
泊
付
き
の
ツ
ア
ー
を
作
る

な
ど
に
ま
で
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
利
益

に
は
繋
が
ら
な
い
だ
ろ
う
。

参
加
者
…
風
の
旅
行
社
は
海
外
を
メ
イ
ン
に

販
売
し
て
い
た
会
社
か
と
思
う
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
国
内
旅
行
の
販
売
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
と
思
う
。
旅
行
内
容
の
組
立
や
国
内
・

海
外
旅
行
の
違
い
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

水
野
氏
…
ツ
ア
ー
の
作
り
方
で
異
な
る
点
は
、

海
外
旅
行
の
方
が
テ
ー
マ
を
絞
り
や
す
く
、

圧
倒
的
に
企
画
を
作
り
や
す
い
と
い
う
こ
と

だ
。
ネ
パ
ー
ル
の
場
合
、
ヒ
ン
ズ
ー
文
化
も

し
く
は
小
乗
仏
教
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
文
化
、

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の
テ
ー
マ
が
あ
る
。
具

体
的
な
ツ
ア
ー
例
を
挙
げ
る
と
、
小
乗
仏
教

の
お
祭
り
で
は
チ
ベ
ッ
ト
学
の
専
門
家
に
同

行
い
た
だ
き
、
四
つ
の
観
音
様
を
巡
り
な
が

ら
、
お
祭
り
の
起
源
を
知
り
、
現
地
の
方
と

交
流
す
る
、
そ
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
を
作
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
国
内
ツ
ア
ー
で
は
、
既
に

知
識
が
豊
富
な
参
加
者
が
多
い
た
め
、
よ
り

特
化
し
た
ツ
ア
ー
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
持
続
的
な
ツ
ア
ー
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
大
変
さ
も
あ
る
。

参
加
者
…
近
年
、
テ
ー
マ
型
ツ
ア
ー
は
他
社

で
も
実
施
し
て
い
る
が
、
風
カ
ル
チ
ャ
ー
ク

ラ
ブ
だ
け
の
強
み
は
な
に
か
。

水
野
氏
…
風
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
の
強
み
は
、

講
師
の
専
門
性
と
案
内
と
解
説
の
ス
キ
ル
だ
。

こ
の
2
つ
の
能
力
に
長
け
た
講
師
を
独
自
に

探
し
、
ツ
ア
ー
に
同
行
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
そ
う
い
っ
た
講
師
を
探
す
コ
ツ
は

あ
る
の
か
。

水
野
氏
…
こ
れ
は
私
の
分
野
で
も
あ
る
が
ツ

ア
ー
登
山
を
企
画
す
る
場
合
、
長
年
の
登
山

の
経
験
が
あ
る
た
め
、
山
岳
ガ
イ
ド
の
良
し

悪
し
は
す
ぐ
わ
か
る
。
ま
た
、
海
外
を
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
持
っ
て
い
る
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
研
究
者
と
の
交
流
か
ら
講

師
を
お
願
い
し
た
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
関
す
る
ツ
ア
ー
だ
。
風
の

旅
行
社
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
で
博
士
号
を
取
る

た
め
に
渡
航
を
予
定
し
て
い
た
方
々
の
手
配

を
担
当
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
研
究
者

の
方
々
に
声
を
か
け
て
室
内
講
座
と
国
内
・

海
外
ツ
ア
ー
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

も
あ
る
。

参
加
者
…
私
が
所
属
し
て
い
る
観
光
協
会
で

も
歩
く
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
い
る
。
参
加
者

も
多
い
が
、
年
齢
層
と
日
程
の
設
定
に
迷
っ

て
い
る
。
平
日
の
場
合
、
若
い
方
は
参
加
が

し
づ
ら
い
と
思
う
が
、
今
回
の
シ
リ
ー
ズ
は

平
日
・
土
日
の
ど
ち
ら
か
。
ま
た
、
今
回
紹

介
い
た
だ
い
た
シ
リ
ー
ズ
の
大
き
な
テ
ー
マ

は
「
武
蔵
野
台
地
」
で
、
そ
の
地
形
を
歩
い

て
感
じ
な
が
ら
、
歴
史
や
植
物
な
ど
に
触
れ

る
と
い
う
こ
と
を
ツ
ア
ー
内
容
と
し
て
い
る

と
い
う
理
解
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

水
野
氏
…
シ
リ
ー
ズ
は
、
若
い
方
に
も
参
加

特
に
重
視
し
た
構
成
で
あ
っ
た
。
構
成
に
ス

ト
ー
リ
ー
性
を
持
た
せ
る
こ
と
は
、
水
野
氏

が
大
切
に
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

 
　ミ
ニ
ツ
ア
ー
後
は
、
旅
の
図
書
館
に
移

動
し
た
。
水
野
氏
か
ら
は
、
今
回
歩
い
た
コ

ー
ス
の
振
り
返
り
と
、
今
回
の
ツ
ア
ー
の
テ

ー
マ
や
着
眼
点
を
実
際
の
旅
行
商
品
に
反
映

し
た
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ

た
。　振

り
返
り
で
は
、「
江
戸
後
期
古
地
図
」

や
「
武
蔵
野
（
国
木
田
独
歩
著
）」、「
迅
速
測

図
」
と
国
土
地
理
院
地
図
を
比
較
す
る
サ
イ

ト
な
ど
の
資
料
を
用
い
て
、
歩
い
て
回
っ
た

見
ど
こ
ろ
の
周
辺
の
様
子
や
台
地
（
武
蔵
野

台
地
）
の
全
体
像
を
再
確
認
し
た
。

　で
は
、
水
野
氏
で
あ
れ
ば
、
今
回
の
ミ
ニ

ツ
ア
ー
の
「
ダ
イ
チ
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
発

展
さ
せ
、
ど
の
よ
う
な
点
に
着
目
し
て
、
ど

の
よ
う
な
旅
行
商
品
を
つ
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
疑
問
に
答
え
る
よ
う
に「
シ
リ
ー
ズ『
武

蔵
野
ダ
イ
チ
（
台
地
）
を
歩
く
』
―
武
蔵
野
・

今
昔
物
語
―
」（
以
下
、
シ
リ
ー
ズ
）
に
つ
い

て
紹
介
が
あ
っ
た
。
シ
リ
ー
ズ
は
、
今
回
ミ

ニ
ツ
ア
ー
で
着
目
し
た
、
武
蔵
野
台
地
の
高

【
第
2
部
】

し
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
土
日
に
設
定
し
て

い
る
。
た
だ
、
土
日
に
開
催
す
る
か
ら
と
い

っ
て
若
い
方
の
参
加
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
。

聖
地
巡
礼
ツ
ア
ー
の
よ
う
な
も
の
で
な
い
と

若
い
方
の
集
客
は
望
み
に
く
い
。
シ
リ
ー
ズ

の
大
き
な
テ
ー
マ
は「
武
蔵
野
台
地
」で
あ
る
。

今
回
の
シ
リ
ー
ズ
は
日
帰
り
ツ
ア
ー
の
み
だ

が
、
テ
ー
マ
に
合
う
よ
う
な
宿
泊
施
設
が
あ

れ
ば
宿
泊
付
き
の
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
も
よ

い
と
思
う
。

参
加
者
…
提
示
い
た
だ
い
た
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

毎
回
花
の
こ
と
に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
が
、

花
に
興
味
を
持
つ
参
加
者
は
多
い
の
か
。

水
野
氏
…
花
に
関
心
の
あ
る
参
加
者
は
多
い
。

花
は
重
要
な
ツ
ア
ー
ポ
イ
ン
ト
で
、
里
山
を

歩
い
て
山
野
草
を
探
し
て
巡
る
講
座
を
実
施

す
る
ほ
ど
人
気
が
あ
り
、
軽
い
登
山
ツ
ア
ー

で
も
山
野
草
が
好
き
な
方
が
必
ず
い
る
。
自

分
自
身
も
何
十
回
と
同
行
す
る
う
ち
に
随
分

と
山
野
草
の
名
前
を
覚
え
た
。
ま
た
、
巨
木

も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
、
里
山
ツ
ア
ー
に
組

み
込
む
こ
と
も
あ
る
。
地
域
の
教
育
委
員
会

の
サ
イ
ト
を
調
べ
る
と
、
天
然
記
念
物
や
文

化
財
が
一
覧
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
中

か
ら
面
白
そ
う
な
資
源
を
訪
ね
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
は
、
里
山
で
い
ろ
い

ろ
な
人
が
作
り
守
っ
て
き
た
文
化
財
や
天
然

記
念
物
を
見
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
る

ツ
ア
ー
を
作
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

参
加
者
…
ツ
ア
ー
を
組
む
際
の
行
政
や
観
光

協
会
な
ど
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

水
野
氏
…
教
育
委
員
会
の
学
芸
員
の
方
な
ど

は
、
土
地
勘
も
あ
り
深
い
話
を
し
て
く
れ
る

の
で
、
参
加
者
の
満
足
度
も
高
い
。
ま
た
、

大
き
な
神
社
を
訪
問
す
る
場
合
は
、
事
前
に

お
願
い
し
て
神
職
の
方
に
歴
史
や
い
わ
れ
な

ど
に
つ
い
て
聞
い
た
り
し
て
い
る
。
質
の
高

い
観
光
協
会
と
は
今
で
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。

参
加
者
…
普
通
に
歩
い
て
い
る
と
通
り
過
ぎ

て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
今
回
お
話

し
い
た
だ
い
た
と
思
う
が
、
解
説
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
資
源
の
基
準
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

ま
た
、
ツ
ア
ー
に
組
み
込
む
ポ
イ
ン
ト
が
あ

れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

水
野
氏
…
教
育
委
員
会
な
ど
の
文
化
財
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
中
心
に
、

資
源
の
基
準
や
見
ど
こ
ろ
情
報
を
見
つ
け
出

し
て
い
る
。
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を

巡
る
こ
と
が
ツ
ア
ー
の
目
的
な
の
で
、
時
間

配
分
を
し
つ
つ
そ
の
行
程
の
中
で
、
追
加
で

立
ち
寄
り
た
い
文
化
財
や
天
然
記
念
物
を
選

ん
で
い
る
。
追
加
の
立
ち
寄
り
箇
所
は
、
講

師
の
専
門
外
の
場
合
が
あ
る
が
、
そ
の
際
は

講
師
や
参
加
者
に
説
明
の
看
板
を
声
に
出
し

て
読
ん
で
も
ら
う
な
ど
の
対
応
を
す
る
。
文

字
面
よ
り
も
声
に
出
し
て
読
む
と
耳
に
入
り

や
す
い
た
め
、
説
明
看
板
の
音
読
を
得
意
と

す
る
講
師
も
い
る
。

参
加
者
…
そ
れ
で
は
、
今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー

で
は
、「
台
地
」
を
感
じ
る
行
程
を
先
に
作
り
、

そ
の
道
の
り
上
に
あ
る
資
源
を
選
ん
だ
と
考

え
て
よ
い
の
か
。

水
野
氏
…
そ
う
だ
。
参
加
者
の
方
に
は
、
地

形
・
様
相
が
変
わ
っ
た
場
所
で
、
当
時
の
台

地
イ
メ
ー
ジ
の
喚
起
を
し
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
碑
や
神
社
な
ど
、

台
地
に
関
す
る
行
程
上
に
あ
る
も
の
で
興
味

深
い
も
の
を
選
択
し
た
。
例
え
ば
今
回
の
場

合
、
尾
根
状
に
な
っ
て
い
る
代
々
木
八
幡
宮

周
辺
に
は
、
や
は
り
縄
文
遺
跡
が
あ
っ
た
。

半
島
に
な
っ
て
い
る
た
め
両
サ
イ
ド
は
谷
に

な
っ
て
川
が
流
れ
て
お
り
、
河
骨
川
か
ら
宇

田
川
に
繋
が
る
。
そ
し
て
、「
春
の
小
川
」

と
の
関
連
性
も
見
え
て
く
る
。「
春
の
小
川
」

の
歌
詞
の
中
に
は
、
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
作
詞
さ
れ
た
当
時
は
田
ん
ぼ
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に

行
程
を
組
み
、
終
着
点
ま
で
の
距
離
な
ど
を

考
え
な
が
ら
代
々
木
公
園
内
や
国
木
田
独
歩

の
住
居
跡
な
ど
を
巡
っ
た
。
 

お
わ
り
に

　参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
渋
谷
に
対
す

る
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
」、「
身
近
な
と
こ

ろ
を
改
め
て
確
認
で
き
た
」
な
ど
の
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
暑
い
中
で

の
開
催
に
な
り
ま
し
た
が
、
実
地
の
ツ
ア
ー

も
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　企
画
者
自
身
が
自
分
自
身
の
足
で
歩
き
・

目
で
見
て
・
五
感
で
感
じ
る
こ
と
の
重
要
さ
、

ま
た
、
直
接
感
じ
る
だ
け
で
な
く
、
学
び
知

っ
て
い
な
け
れ
ば
、
参
加
者
に
そ
の
驚
き
や

感
動
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、
一
部
を
「
動
く
た
び
と
し
ょ

C
a
f
e
」を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

今
回
は
、
そ
の
一
環
と
し
て〝
場
所
が
動
く
〞

〝
体
が
動
く
〞
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を

テ
ー
マ
に
行
い
ま
し
た
。
自
分
自
身
の
足
で

踏
み
だ
す
こ
と
で
、
今
ま
で
見
え
て
い
な
か

っ
た
こ
と
に
、
気
づ
き
・
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
、
こ
れ
は
観
光
に
接
す
る
う
え
で
と
て

も
大
切
な
こ
と
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室

研
究
員

　仲 

七
重
）

図シリーズ「武蔵野ダイチ（台地）を歩く」―武蔵野・今昔物語―

国
木
田
独
歩
の
住
居
跡

　1
8
0
0
年
代
後
半
、
作
家
・
国
木
田
独

歩
は
現
在
の
N
H
K
放
送
セ
ン
タ
ー
前
に
住

居
を
構
え
て
い
た
。
随
筆
「
武
蔵
野
」
を
書

い
た
際
に
、
独
歩
は
武
蔵
野
を
あ
て
も
な
く

歩
い
て
い
た
と
い
う
。
武
蔵
野
と
い
え
ば
、

渋
谷
よ
り
も
う
少
し
西
の
印
象
で
あ
る
が
、

独
歩
の
視
点
か
ら
は
当
時
の
渋
谷
村
が
「
武

渋
谷
の
喧
騒
か
ら
離
れ
た
よ
う
な
神
聖
な
空

気
に
包
ま
れ
る
。
周
囲
は
ビ
ル
で
囲
ま
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
が
過
去
と
現
在
を
繋
ぐ
今
の

渋
谷
を
表
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
こ
の
雰

囲
気
こ
そ
が
参
加
者
に
と
っ
て
は
驚
き
・
感

動
で
あ
り
、
新
鮮
な
体
験
で
あ
る
。

　今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー
で
は
始
ま
り
と
終
わ

り
を
そ
の
土
地
の
神
様
の
元
を
参
拝
す
る
と

い
う
構
成
を
と
っ
た
。
水
野
氏
は
、
コ
ー
ス

ル
ー
ト
に
神
社
や
土
地
の
産
土
が
あ
る
と
必

ず
訪
れ
る
。
神
社
を
訪
問
す
れ
ば
、

そ
の
土
地
の
歴
史
や
い
わ
れ
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　今
回
の
コ
ー
ス
は
、①
台
地
を

自
分
で
歩
き
な
が
ら
高
低
差
を
感

じ
る
こ
と
、②
縄
文
時
代
か
ら
明

治
時
代
、
戦
後
と
時
の
流
れ
を
感

じ
る
こ
と
、
こ
の
2
つ
の
流
れ
を
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蔵
野
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
当
時
の
渋
谷
に
は
牛
を
飼
っ
て
い

る
牛
乳
屋
や
文
人
の
家
が
あ
っ
た
と
記
述
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
書
籍
に
具
体
的
な

内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
内
容

（
昔
）
と
今
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
参
加

者
に
伝
え
ら
れ
る
の
で
、
往
時
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
気
分
を
味
わ
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

　無
国
籍
通
り
か
ら
、
一
気
に
煩
雑
な
通
り

に
入
る
。
こ
の
混
雑
し
始
め
る
様
子
が
、
縄

文
時
代
か
ら
明
治
ま
で
を
歩
き
、
現
代
に
戻

っ
て
き
た
今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー
の
時
代
の
動

き
を
ま
さ
に
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
オ

ル
ガ
ン
坂
・
宮
下
公
園
（
旧
渋
谷
川
）
に
向

か
っ
て
下
っ
て
い
る
の
で
、
ま
さ
に
「
ダ
イ

チ
（
台
地
）」
か
ら
谷
に
向
か
う
過
程
を
参
加

者
は
体
感
で
き
る
。

宮
益
御
嶽
神
社

　宮
益
坂
を
少
し
上
る
と
左
側
に
見
え
て
く

る
の
が
宮
益
御
嶽
神
社
で
あ
る
。
宮
益
御
嶽

神
社
は
、
旧
宮
益
町
の
鎮
守
で
渋
谷
宮
益
町

の
由
来
と
な
っ
て
い
る
。
階
段
を
上
が
る
と
、

こ
の
地
と
は
結
び
付
か
な
い
こ
と
ば
が
入
る
。

「
小
川
」「
れ
ん
げ
」
だ
。「
小
川
」
と
は
か
つ

て
こ
の
下
を
流
れ
て
い
た
河
骨
川
（
こ
う
ほ

ね
が
わ
）
の
こ
と
で
あ
り
、「
れ
ん
げ
」
は
主

に
水
を
抜
い
た
田
ん
ぼ
な
ど
に
咲
く
こ
と
か

ら
、
こ
の
あ
た
り
は
水
田
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
。

　以
上
の
こ
と
は
、
明
治
初
期
か
ら
中
期
に

か
け
て
関
東
地
方
を
対
象
に
作
成
さ
れ
た

「
迅
速
測
図
」
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
往
時
の
資
料
も
参

考
と
し
た
い
。
往
時
の
資
料
と
の
見
比
べ
や

歌
詞
に
隠
さ
れ
た
当
時
の
背
景
を
見
る
こ
と

で
参
加
者
は
往
時
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
今
回
の
場
合
、

「
小
川
」
や
「
れ
ん
げ
」
と
い
っ
た
単
語
か
ら

連
想
さ
れ
る
当
時
の
様
子
を
ク
イ
ズ
形
式
で

出
す
こ
と
で
、
参
加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
繋
が
る
。
な
お
、「
春
の
小
川
」

の
認
知
度
に
は
世
代
・
地
域
差
が
あ
る
よ
う

だ
。
参
加
者
の
世
代
や
出
身
地
が
異
な
る

場
合
は
、
話
題
提
供
の
一
つ
と
し
て
こ
の
よ

う
な
ポ
イ
ン
ト
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ

る
。代

々
木
公
園

　代
々
木
公
園
は
、
か
つ
て
「
陸
軍
代
々
木

練
兵
場
」
や
「
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
（
在
日

米
軍
場
施
設
）」
な
ど
が
置
か
れ
て
い
た
地

で
あ
る
。
代
々
木
練
兵
場
は
終
戦
を
迎
え
、

米
軍
に
接
収
さ
れ
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
と
な

る
が
、
公
園
内
に
は
当
時
の
木
造
平
屋
の
住

居
が
一
つ
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

　代
々
木
公
園
内
に
は
、
1
9
1
0
（
明
治

43
）
年
12
月
に
徳
川
好
敏
陸
軍
大
尉
と
日
野

熊
蔵
陸
軍
大
尉
が
日
本
で
初
め
て
の
飛
行
機

飛
行
に
成
功
し
た
こ
と
か
ら
「
日
本
航
空
發

始
之
地
」
と
い
う
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

飛
行
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
当
時
は

現
在
の
よ
う
に
木
々
が
生
い
茂
っ
て
い
な
い

様
子
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　代
々
木
公
園
を
出
て
ケ
ヤ
キ
並
木
を
抜
け

交
差
点
を
右
に
抜
け
る
と
、
二
・
二
六
事
件

慰
霊
像
が
あ
る
。
渋
谷
区
役
所
周
辺
が
「
陸

軍
刑
務
所
」
だ
っ
た
時
代
、
陸
軍
青
年
将
校

の
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
事
件
で
死
刑
と
な
っ
た

15
名
を
弔
っ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
こ
に
航
空
に

関
す
る
碑
が
立
っ
て
い
る
の
か
、
往
時
に
練

兵
場
や
刑
務
所
が
あ
っ
た
と
い
う
土
地
や
歴

史
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
参
加
者
に
新
た

な
事
実
に
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

　今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー
に
お

い
て
、
水
野
氏
が
ツ
ア
ー
企

画
者
と
し
て
旅
行
商
品
を
考

え
る
に
あ
た
っ
て
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
た
見
ど
こ
ろ
は
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

代
々
木
八
幡
宮

　代
々
木
八
幡
宮
に
は
、
縄

文
時
代
に
人
が
住
ん
で
い
た

痕
跡
が
残
る
代
々
木
八
幡
遺

跡
（
渋
谷
区
指
定
史
跡
）
が

あ
る
。
境
内
の
片
隅
に
あ
る

出
土
品
陳
列
館
に
は
、
当
時

の
暮
ら
し
を
表
現
し
た
模
型

と
縄
文
時
代
の
こ
の
地
の
様

子
を
描
い
た
絵
が
あ
る
。
こ

の
絵
に
は
丘
陵
地
に
あ
る
集

落
と
海
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

実
は
、
た
だ
絵
を
見
る
だ
け

で
は
わ
か
ら
な
い
気
づ
き
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
高
低
差
と
時
代
の
変
化
で
あ
る
。

　ま
ず
、高
低
差
に
つ
い
て
見
て
み
る
。代
々

木
八
幡
駅
の
標
高
は
約
22
m
、
代
々
木
八
幡

宮
の
標
高
は
約
37
m
と
、
思
い
の
ほ
か
高
低

差
が
あ
る
。
こ
の
高
低
差
を
感
じ
な
が
ら
歩

く
と
、
代
々
木
八
幡
宮
が
武
蔵
野
台
地
の
突

端
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
参
加
者
は
、
実

際
に
駅
か
ら
八
幡
宮
ま
で
約
2
5
0
m
の

距
離
を
歩
い
て
高
低
差
を
体
感
し
、
台
地
の

突
端
に
自
分
の
足
で
立
つ
と
い
う
体
験
が
で

き
る
。

　続
い
て
、
時
代
の
変
化
は
、
隆
起
や
堆
積
、

海
進
に
よ
る
高
低
差
や
地
質
と
い
っ
た
地
学

的
な
観
点
に
加
え
、
竪
穴
式
住
居
や
出
土
品

を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
に
集
落
が

あ
っ
た
こ
と
、
食
料
を
調
達
し
や
す
く
見
通

し
の
良
い
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
参
加
者
に

解
説
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
歩
く
↓
見
る
↓
学
ぶ
の
よ

う
に
順
を
追
っ
て
解
説
す
る
こ
と
で
、
な
ぜ

代
々
木
八
幡
駅
か
ら
代
々
木
八
幡
宮
に
来
た

の
か
を
説
明
で
き
、
コ
ー
ス
テ
ー
マ
の
「
ダ

イ
チ
」
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

春
の
小
川
記
念
碑

　作
詞
家
・
高
野
辰
之
は
、
代
々
木
村
を
背

景
に
童
謡
「
春
の
小
川
」
を
作
詞
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
1
番
の
歌
詞
に
は
、
現
在
の

　2
0
2
2
年
7
月
22
日（
金
）、「『
気
づ
き
』

が
旅
の
カ
ギ
〜
渋
谷
で
ダ
イ
チ
を
感
じ
る
旅

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
28
回
た
び
と
し
ょ

C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ

ー
カ
ー
に
は
、
風
の
旅
行
社
【
風
カ
ル
チ
ャ

ー
ク
ラ
ブ
】
企
画
担
当
の
水
野
恭
一
氏
を
お

招
き
し
ま
し
た
。

　2
0
2
0
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
っ
て
、
風
の
旅
行
社
で
も
大
き
な
打
撃

を
受
け
ま
し
た
。
風
の
旅
行
社
は
、
主
に
ネ

パ
ー
ル
や
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
個
人
向
け
海
外
旅

行
ツ
ア
ー
を
手
掛
け
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
以
降
は
国
内
の
テ
ー
マ
型
ツ
ア
ー
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　今
回
は
水
野
氏
が
旅
行
商
品
を
考
え
る
に

あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
・
イ
メ
ー

ジ
で
企
画
を
構
築
し
て
い
く
の
か
、
各
ポ
イ

ン
ト
の
歴
史
や
背
景
を
基
に
ど
の
よ
う
な
事

実
が
隠
れ
て
い
る
の
か
を
探
す
視
点
や
、
そ

の
対
象
の
背
景
に
対
す
る
見
方
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
前
半
は
渋
谷
を

舞
台
と
し
た
「
ダ
イ
チ
（
台
地
）」
を
感
じ
る

ミ
ニ
ツ
ア
ー
を
行
い
、
後
半
は
今
回
の
コ
ー

ス
や
旅
行
商
品
を
作
る
に
あ
た
っ
て
の
考
え

方
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。
ミ
ニ
ツ
ア
ー
は
、
代
々
木
八
幡
駅
に

集
合
し
、
遺
跡
の
残
る
代
々
木
八
幡
宮
や
独

特
の
地
形
が
わ
か
る
ポ
イ
ン
ト
を
通
り
、

代
々
木
公
園
か
ら
渋
谷
駅
ま
で
歩
く
コ
ー
ス

で
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
対
面
で
の
開
催
が
難
し
か

っ
た
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
み
で
し
た
が
、

こ
の
度
、
約
2
年
ぶ
り
の
リ
ア
ル
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
お
届
け
し
ま

す
。

低
差
と
そ
れ
に
付
随
す
る〝
水
〞の
流
れ
を
更

に
深
掘
り
し
た
構
成
を
と
っ
て
い
る
（
図
）。

月
に
一
度
開
催
す
る
全
10
回
の
日
帰
り
ツ
ア

ー
で
、
講
師
と
と
も
に
武
蔵
野
台
地
の
自
然

や
文
化
資
源
を
散
策
し
な
が
ら
「
武
蔵
野
」

と
い
う
土
地
と
歴
史
を
感
じ
る
ツ
ア
ー
だ
と

い
う
。
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
台
地
の
出
発
地

点
を
武
蔵
野
台
地
の
東
端
と
し
て
、
今
回
の

ミ
ニ
ツ
ア
ー
の
道
の
り
を
歩
く
。
こ
の
ツ
ア

ー
に
つ
い
て
も
、
参
加
者
か
ら
意
見
が
寄
せ

ら
れ
た
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見
交
換

参
加
者
…
今
回
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
や
シ
リ
ー

ズ
の
よ
う
な
旅
行
商
品
は
、
ど
の
よ
う
な
層

の
方
が
多
い
の
だ
ろ
う
か
。『
ブ
ラ
タ
モ
リ

（
N
H
K
）』
で
は
地
理
学
的
な
観
点
か
ら
各

地
の
学
芸
員
や
ガ
イ
ド
が
情
報
を
伝
え
て
い

る
が
、
今
回
の
場
合
は
ど
の
よ
う
な
ガ
イ
ド

が
案
内
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

水
野
氏
…
参
加
者
は
風
の
旅
行
社
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
が

多
い
。
ツ
ア
ー
に
は
、
必
ず
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
講
師
が
同
行
し
、
開
催
場
所
に
よ
っ
て
そ

の
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
方
に
解
説
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

参
加
者
…
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て「
風
の
旅

行
社
物
語 

旅
行
会
社
の
つ
く
り
か
た

（
2
0
0
8
年
）」を
拝
読
し
た
。
こ
の
本
の
中

で
は
、
風
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
の
こ
と
に
つ
い

て
も
記
載
が
あ
る
が
、
利
益
を
上
げ
る
構
造

に
な
っ
て
い
な
い
と
書
か
れ
て
い
る
。
出
版
か

ら
14
年
が
経
つ
が
、
今
ま
で
ど
の
よ
う
に
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
進
め
て
き
た
の
か
。
ま

た
、
利
益
を
上
げ
る
た
め
の
工
夫
が
あ
れ
ば

伺
い
た
い
。

水
野
氏
…
シ
リ
ー
ズ
の
よ
う
な
日
帰
り
講
座

を
開
催
す
る
こ
と
で
入
り
口
を
広
く
し
て
、

適
度
な
値
段
の
日
帰
り
旅
行
に
参
加
し
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
講

師
の
話
を
聞
い
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、

同
じ
よ
う
な
テ
ー
マ
で
宿
泊
旅
行
を
つ
く
る
。

そ
の
後
も
、
同
様
の
海
外
へ
の
テ
ー
マ
型
旅

行
を
つ
く
る
な
ど
徐
々
に
範
囲
を
広
げ
、
利

益
が
大
き
く
な
る
よ
う
な
構
造
と
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
一
部
で
は
「
武

蔵
野
の
水
み
ち
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
が
、

更
に
派
生
し
て
福
島
県
の
安
積
疏
水
を
訪
問

す
る
宿
泊
旅
行
も
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
対

象
と
な
る
地
域
の
学
芸
員
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
解
説
を
し
て
も
ら
う
な
ど
の
特
別
感

を
付
与
す
る
、
宿
泊
付
き
の
ツ
ア
ー
を
作
る

な
ど
に
ま
で
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
利
益

に
は
繋
が
ら
な
い
だ
ろ
う
。

参
加
者
…
風
の
旅
行
社
は
海
外
を
メ
イ
ン
に

販
売
し
て
い
た
会
社
か
と
思
う
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
国
内
旅
行
の
販
売
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
と
思
う
。
旅
行
内
容
の
組
立
や
国
内
・

海
外
旅
行
の
違
い
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

水
野
氏
…
ツ
ア
ー
の
作
り
方
で
異
な
る
点
は
、

海
外
旅
行
の
方
が
テ
ー
マ
を
絞
り
や
す
く
、

圧
倒
的
に
企
画
を
作
り
や
す
い
と
い
う
こ
と

だ
。
ネ
パ
ー
ル
の
場
合
、
ヒ
ン
ズ
ー
文
化
も

し
く
は
小
乗
仏
教
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
文
化
、

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の
テ
ー
マ
が
あ
る
。
具

体
的
な
ツ
ア
ー
例
を
挙
げ
る
と
、
小
乗
仏
教

の
お
祭
り
で
は
チ
ベ
ッ
ト
学
の
専
門
家
に
同

行
い
た
だ
き
、
四
つ
の
観
音
様
を
巡
り
な
が

ら
、
お
祭
り
の
起
源
を
知
り
、
現
地
の
方
と

交
流
す
る
、
そ
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
を
作
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
国
内
ツ
ア
ー
で
は
、
既
に

知
識
が
豊
富
な
参
加
者
が
多
い
た
め
、
よ
り

特
化
し
た
ツ
ア
ー
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
持
続
的
な
ツ
ア
ー
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
大
変
さ
も
あ
る
。

参
加
者
…
近
年
、
テ
ー
マ
型
ツ
ア
ー
は
他
社

で
も
実
施
し
て
い
る
が
、
風
カ
ル
チ
ャ
ー
ク

ラ
ブ
だ
け
の
強
み
は
な
に
か
。

水
野
氏
…
風
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
の
強
み
は
、

講
師
の
専
門
性
と
案
内
と
解
説
の
ス
キ
ル
だ
。

こ
の
2
つ
の
能
力
に
長
け
た
講
師
を
独
自
に

探
し
、
ツ
ア
ー
に
同
行
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
そ
う
い
っ
た
講
師
を
探
す
コ
ツ
は

あ
る
の
か
。

水
野
氏
…
こ
れ
は
私
の
分
野
で
も
あ
る
が
ツ

ア
ー
登
山
を
企
画
す
る
場
合
、
長
年
の
登
山

の
経
験
が
あ
る
た
め
、
山
岳
ガ
イ
ド
の
良
し

悪
し
は
す
ぐ
わ
か
る
。
ま
た
、
海
外
を
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
持
っ
て
い
る
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
研
究
者
と
の
交
流
か
ら
講

師
を
お
願
い
し
た
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
関
す
る
ツ
ア
ー
だ
。
風
の

旅
行
社
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
で
博
士
号
を
取
る

た
め
に
渡
航
を
予
定
し
て
い
た
方
々
の
手
配

を
担
当
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
研
究
者

の
方
々
に
声
を
か
け
て
室
内
講
座
と
国
内
・

海
外
ツ
ア
ー
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

も
あ
る
。

参
加
者
…
私
が
所
属
し
て
い
る
観
光
協
会
で

も
歩
く
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
い
る
。
参
加
者

も
多
い
が
、
年
齢
層
と
日
程
の
設
定
に
迷
っ

て
い
る
。
平
日
の
場
合
、
若
い
方
は
参
加
が

し
づ
ら
い
と
思
う
が
、
今
回
の
シ
リ
ー
ズ
は

平
日
・
土
日
の
ど
ち
ら
か
。
ま
た
、
今
回
紹

介
い
た
だ
い
た
シ
リ
ー
ズ
の
大
き
な
テ
ー
マ

は
「
武
蔵
野
台
地
」
で
、
そ
の
地
形
を
歩
い

て
感
じ
な
が
ら
、
歴
史
や
植
物
な
ど
に
触
れ

る
と
い
う
こ
と
を
ツ
ア
ー
内
容
と
し
て
い
る

と
い
う
理
解
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

水
野
氏
…
シ
リ
ー
ズ
は
、
若
い
方
に
も
参
加

特
に
重
視
し
た
構
成
で
あ
っ
た
。
構
成
に
ス

ト
ー
リ
ー
性
を
持
た
せ
る
こ
と
は
、
水
野
氏

が
大
切
に
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

 
　ミ
ニ
ツ
ア
ー
後
は
、
旅
の
図
書
館
に
移

動
し
た
。
水
野
氏
か
ら
は
、
今
回
歩
い
た
コ

ー
ス
の
振
り
返
り
と
、
今
回
の
ツ
ア
ー
の
テ

ー
マ
や
着
眼
点
を
実
際
の
旅
行
商
品
に
反
映

し
た
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ

た
。　振

り
返
り
で
は
、「
江
戸
後
期
古
地
図
」

や
「
武
蔵
野
（
国
木
田
独
歩
著
）」、「
迅
速
測

図
」
と
国
土
地
理
院
地
図
を
比
較
す
る
サ
イ

ト
な
ど
の
資
料
を
用
い
て
、
歩
い
て
回
っ
た

見
ど
こ
ろ
の
周
辺
の
様
子
や
台
地
（
武
蔵
野

台
地
）
の
全
体
像
を
再
確
認
し
た
。

　で
は
、
水
野
氏
で
あ
れ
ば
、
今
回
の
ミ
ニ

ツ
ア
ー
の
「
ダ
イ
チ
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
発

展
さ
せ
、
ど
の
よ
う
な
点
に
着
目
し
て
、
ど

の
よ
う
な
旅
行
商
品
を
つ
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
疑
問
に
答
え
る
よ
う
に「
シ
リ
ー
ズ『
武

蔵
野
ダ
イ
チ
（
台
地
）
を
歩
く
』
―
武
蔵
野
・

今
昔
物
語
―
」（
以
下
、
シ
リ
ー
ズ
）
に
つ
い

て
紹
介
が
あ
っ
た
。
シ
リ
ー
ズ
は
、
今
回
ミ

ニ
ツ
ア
ー
で
着
目
し
た
、
武
蔵
野
台
地
の
高

し
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
土
日
に
設
定
し
て

い
る
。
た
だ
、
土
日
に
開
催
す
る
か
ら
と
い

っ
て
若
い
方
の
参
加
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
。

聖
地
巡
礼
ツ
ア
ー
の
よ
う
な
も
の
で
な
い
と

若
い
方
の
集
客
は
望
み
に
く
い
。
シ
リ
ー
ズ

の
大
き
な
テ
ー
マ
は「
武
蔵
野
台
地
」で
あ
る
。

今
回
の
シ
リ
ー
ズ
は
日
帰
り
ツ
ア
ー
の
み
だ

が
、
テ
ー
マ
に
合
う
よ
う
な
宿
泊
施
設
が
あ

れ
ば
宿
泊
付
き
の
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
も
よ

い
と
思
う
。

参
加
者
…
提
示
い
た
だ
い
た
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

毎
回
花
の
こ
と
に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
が
、

花
に
興
味
を
持
つ
参
加
者
は
多
い
の
か
。

水
野
氏
…
花
に
関
心
の
あ
る
参
加
者
は
多
い
。

花
は
重
要
な
ツ
ア
ー
ポ
イ
ン
ト
で
、
里
山
を

歩
い
て
山
野
草
を
探
し
て
巡
る
講
座
を
実
施

す
る
ほ
ど
人
気
が
あ
り
、
軽
い
登
山
ツ
ア
ー

で
も
山
野
草
が
好
き
な
方
が
必
ず
い
る
。
自

分
自
身
も
何
十
回
と
同
行
す
る
う
ち
に
随
分

と
山
野
草
の
名
前
を
覚
え
た
。
ま
た
、
巨
木

も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
、
里
山
ツ
ア
ー
に
組

み
込
む
こ
と
も
あ
る
。
地
域
の
教
育
委
員
会

の
サ
イ
ト
を
調
べ
る
と
、
天
然
記
念
物
や
文

化
財
が
一
覧
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
中

か
ら
面
白
そ
う
な
資
源
を
訪
ね
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
は
、
里
山
で
い
ろ
い

ろ
な
人
が
作
り
守
っ
て
き
た
文
化
財
や
天
然

記
念
物
を
見
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
る

ツ
ア
ー
を
作
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

参
加
者
…
ツ
ア
ー
を
組
む
際
の
行
政
や
観
光

協
会
な
ど
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

水
野
氏
…
教
育
委
員
会
の
学
芸
員
の
方
な
ど

は
、
土
地
勘
も
あ
り
深
い
話
を
し
て
く
れ
る

の
で
、
参
加
者
の
満
足
度
も
高
い
。
ま
た
、

大
き
な
神
社
を
訪
問
す
る
場
合
は
、
事
前
に

お
願
い
し
て
神
職
の
方
に
歴
史
や
い
わ
れ
な

ど
に
つ
い
て
聞
い
た
り
し
て
い
る
。
質
の
高

い
観
光
協
会
と
は
今
で
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。

参
加
者
…
普
通
に
歩
い
て
い
る
と
通
り
過
ぎ

て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
今
回
お
話

し
い
た
だ
い
た
と
思
う
が
、
解
説
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
資
源
の
基
準
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

ま
た
、
ツ
ア
ー
に
組
み
込
む
ポ
イ
ン
ト
が
あ

れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

水
野
氏
…
教
育
委
員
会
な
ど
の
文
化
財
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
中
心
に
、

資
源
の
基
準
や
見
ど
こ
ろ
情
報
を
見
つ
け
出

し
て
い
る
。
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を

巡
る
こ
と
が
ツ
ア
ー
の
目
的
な
の
で
、
時
間

配
分
を
し
つ
つ
そ
の
行
程
の
中
で
、
追
加
で

立
ち
寄
り
た
い
文
化
財
や
天
然
記
念
物
を
選

ん
で
い
る
。
追
加
の
立
ち
寄
り
箇
所
は
、
講

師
の
専
門
外
の
場
合
が
あ
る
が
、
そ
の
際
は

講
師
や
参
加
者
に
説
明
の
看
板
を
声
に
出
し

て
読
ん
で
も
ら
う
な
ど
の
対
応
を
す
る
。
文

字
面
よ
り
も
声
に
出
し
て
読
む
と
耳
に
入
り

や
す
い
た
め
、
説
明
看
板
の
音
読
を
得
意
と

す
る
講
師
も
い
る
。

参
加
者
…
そ
れ
で
は
、
今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー

で
は
、「
台
地
」
を
感
じ
る
行
程
を
先
に
作
り
、

そ
の
道
の
り
上
に
あ
る
資
源
を
選
ん
だ
と
考

え
て
よ
い
の
か
。

水
野
氏
…
そ
う
だ
。
参
加
者
の
方
に
は
、
地

形
・
様
相
が
変
わ
っ
た
場
所
で
、
当
時
の
台

地
イ
メ
ー
ジ
の
喚
起
を
し
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
碑
や
神
社
な
ど
、

台
地
に
関
す
る
行
程
上
に
あ
る
も
の
で
興
味

深
い
も
の
を
選
択
し
た
。
例
え
ば
今
回
の
場

合
、
尾
根
状
に
な
っ
て
い
る
代
々
木
八
幡
宮

周
辺
に
は
、
や
は
り
縄
文
遺
跡
が
あ
っ
た
。

半
島
に
な
っ
て
い
る
た
め
両
サ
イ
ド
は
谷
に

な
っ
て
川
が
流
れ
て
お
り
、
河
骨
川
か
ら
宇

田
川
に
繋
が
る
。
そ
し
て
、「
春
の
小
川
」

と
の
関
連
性
も
見
え
て
く
る
。「
春
の
小
川
」

の
歌
詞
の
中
に
は
、
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
作
詞
さ
れ
た
当
時
は
田
ん
ぼ
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に

行
程
を
組
み
、
終
着
点
ま
で
の
距
離
な
ど
を

考
え
な
が
ら
代
々
木
公
園
内
や
国
木
田
独
歩

の
住
居
跡
な
ど
を
巡
っ
た
。
 

お
わ
り
に

　参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
渋
谷
に
対
す

る
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
」、「
身
近
な
と
こ

ろ
を
改
め
て
確
認
で
き
た
」
な
ど
の
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
暑
い
中
で

の
開
催
に
な
り
ま
し
た
が
、
実
地
の
ツ
ア
ー

も
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　企
画
者
自
身
が
自
分
自
身
の
足
で
歩
き
・

目
で
見
て
・
五
感
で
感
じ
る
こ
と
の
重
要
さ
、

ま
た
、
直
接
感
じ
る
だ
け
で
な
く
、
学
び
知

っ
て
い
な
け
れ
ば
、
参
加
者
に
そ
の
驚
き
や

感
動
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、
一
部
を
「
動
く
た
び
と
し
ょ

C
a
f
e
」を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

今
回
は
、
そ
の
一
環
と
し
て〝
場
所
が
動
く
〞

〝
体
が
動
く
〞
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を

テ
ー
マ
に
行
い
ま
し
た
。
自
分
自
身
の
足
で

踏
み
だ
す
こ
と
で
、
今
ま
で
見
え
て
い
な
か

っ
た
こ
と
に
、
気
づ
き
・
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
、
こ
れ
は
観
光
に
接
す
る
う
え
で
と
て

も
大
切
な
こ
と
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室

研
究
員

　仲 

七
重
）

国
木
田
独
歩
の
住
居
跡

　1
8
0
0
年
代
後
半
、
作
家
・
国
木
田
独

歩
は
現
在
の
N
H
K
放
送
セ
ン
タ
ー
前
に
住

居
を
構
え
て
い
た
。
随
筆
「
武
蔵
野
」
を
書

い
た
際
に
、
独
歩
は
武
蔵
野
を
あ
て
も
な
く

歩
い
て
い
た
と
い
う
。
武
蔵
野
と
い
え
ば
、

渋
谷
よ
り
も
う
少
し
西
の
印
象
で
あ
る
が
、

独
歩
の
視
点
か
ら
は
当
時
の
渋
谷
村
が
「
武

渋
谷
の
喧
騒
か
ら
離
れ
た
よ
う
な
神
聖
な
空

気
に
包
ま
れ
る
。
周
囲
は
ビ
ル
で
囲
ま
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
が
過
去
と
現
在
を
繋
ぐ
今
の

渋
谷
を
表
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
こ
の
雰

囲
気
こ
そ
が
参
加
者
に
と
っ
て
は
驚
き
・
感

動
で
あ
り
、
新
鮮
な
体
験
で
あ
る
。

　今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー
で
は
始
ま
り
と
終
わ

り
を
そ
の
土
地
の
神
様
の
元
を
参
拝
す
る
と

い
う
構
成
を
と
っ
た
。
水
野
氏
は
、
コ
ー
ス

ル
ー
ト
に
神
社
や
土
地
の
産
土
が
あ
る
と
必

ず
訪
れ
る
。
神
社
を
訪
問
す
れ
ば
、

そ
の
土
地
の
歴
史
や
い
わ
れ
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　今
回
の
コ
ー
ス
は
、①
台
地
を

自
分
で
歩
き
な
が
ら
高
低
差
を
感

じ
る
こ
と
、②
縄
文
時
代
か
ら
明

治
時
代
、
戦
後
と
時
の
流
れ
を
感

じ
る
こ
と
、
こ
の
2
つ
の
流
れ
を

54



蔵
野
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
当
時
の
渋
谷
に
は
牛
を
飼
っ
て
い

る
牛
乳
屋
や
文
人
の
家
が
あ
っ
た
と
記
述
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
書
籍
に
具
体
的
な

内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
内
容

（
昔
）
と
今
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
参
加

者
に
伝
え
ら
れ
る
の
で
、
往
時
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
気
分
を
味
わ
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

　無
国
籍
通
り
か
ら
、
一
気
に
煩
雑
な
通
り

に
入
る
。
こ
の
混
雑
し
始
め
る
様
子
が
、
縄

文
時
代
か
ら
明
治
ま
で
を
歩
き
、
現
代
に
戻

っ
て
き
た
今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー
の
時
代
の
動

き
を
ま
さ
に
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
オ

ル
ガ
ン
坂
・
宮
下
公
園
（
旧
渋
谷
川
）
に
向

か
っ
て
下
っ
て
い
る
の
で
、
ま
さ
に
「
ダ
イ

チ
（
台
地
）」
か
ら
谷
に
向
か
う
過
程
を
参
加

者
は
体
感
で
き
る
。

宮
益
御
嶽
神
社

　宮
益
坂
を
少
し
上
る
と
左
側
に
見
え
て
く

る
の
が
宮
益
御
嶽
神
社
で
あ
る
。
宮
益
御
嶽

神
社
は
、
旧
宮
益
町
の
鎮
守
で
渋
谷
宮
益
町

の
由
来
と
な
っ
て
い
る
。
階
段
を
上
が
る
と
、

こ
の
地
と
は
結
び
付
か
な
い
こ
と
ば
が
入
る
。

「
小
川
」「
れ
ん
げ
」
だ
。「
小
川
」
と
は
か
つ

て
こ
の
下
を
流
れ
て
い
た
河
骨
川
（
こ
う
ほ

ね
が
わ
）
の
こ
と
で
あ
り
、「
れ
ん
げ
」
は
主

に
水
を
抜
い
た
田
ん
ぼ
な
ど
に
咲
く
こ
と
か

ら
、
こ
の
あ
た
り
は
水
田
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
。

　以
上
の
こ
と
は
、
明
治
初
期
か
ら
中
期
に

か
け
て
関
東
地
方
を
対
象
に
作
成
さ
れ
た

「
迅
速
測
図
」
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
往
時
の
資
料
も
参

考
と
し
た
い
。
往
時
の
資
料
と
の
見
比
べ
や

歌
詞
に
隠
さ
れ
た
当
時
の
背
景
を
見
る
こ
と

で
参
加
者
は
往
時
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
今
回
の
場
合
、

「
小
川
」
や
「
れ
ん
げ
」
と
い
っ
た
単
語
か
ら

連
想
さ
れ
る
当
時
の
様
子
を
ク
イ
ズ
形
式
で

出
す
こ
と
で
、
参
加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
繋
が
る
。
な
お
、「
春
の
小
川
」

の
認
知
度
に
は
世
代
・
地
域
差
が
あ
る
よ
う

だ
。
参
加
者
の
世
代
や
出
身
地
が
異
な
る

場
合
は
、
話
題
提
供
の
一
つ
と
し
て
こ
の
よ

う
な
ポ
イ
ン
ト
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ

る
。代

々
木
公
園

　代
々
木
公
園
は
、
か
つ
て
「
陸
軍
代
々
木

練
兵
場
」
や
「
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
（
在
日

米
軍
場
施
設
）」
な
ど
が
置
か
れ
て
い
た
地

で
あ
る
。
代
々
木
練
兵
場
は
終
戦
を
迎
え
、

米
軍
に
接
収
さ
れ
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
と
な

る
が
、
公
園
内
に
は
当
時
の
木
造
平
屋
の
住

居
が
一
つ
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

　代
々
木
公
園
内
に
は
、
1
9
1
0
（
明
治

43
）
年
12
月
に
徳
川
好
敏
陸
軍
大
尉
と
日
野

熊
蔵
陸
軍
大
尉
が
日
本
で
初
め
て
の
飛
行
機

飛
行
に
成
功
し
た
こ
と
か
ら
「
日
本
航
空
發

始
之
地
」
と
い
う
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

飛
行
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
当
時
は

現
在
の
よ
う
に
木
々
が
生
い
茂
っ
て
い
な
い

様
子
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　代
々
木
公
園
を
出
て
ケ
ヤ
キ
並
木
を
抜
け

交
差
点
を
右
に
抜
け
る
と
、
二
・
二
六
事
件

慰
霊
像
が
あ
る
。
渋
谷
区
役
所
周
辺
が
「
陸

軍
刑
務
所
」
だ
っ
た
時
代
、
陸
軍
青
年
将
校

の
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
事
件
で
死
刑
と
な
っ
た

15
名
を
弔
っ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
こ
に
航
空
に

関
す
る
碑
が
立
っ
て
い
る
の
か
、
往
時
に
練

兵
場
や
刑
務
所
が
あ
っ
た
と
い
う
土
地
や
歴

史
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
参
加
者
に
新
た

な
事
実
に
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

　今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー
に
お

い
て
、
水
野
氏
が
ツ
ア
ー
企

画
者
と
し
て
旅
行
商
品
を
考

え
る
に
あ
た
っ
て
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
た
見
ど
こ
ろ
は
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

代
々
木
八
幡
宮

　代
々
木
八
幡
宮
に
は
、
縄

文
時
代
に
人
が
住
ん
で
い
た

痕
跡
が
残
る
代
々
木
八
幡
遺

跡
（
渋
谷
区
指
定
史
跡
）
が

あ
る
。
境
内
の
片
隅
に
あ
る

出
土
品
陳
列
館
に
は
、
当
時

の
暮
ら
し
を
表
現
し
た
模
型

と
縄
文
時
代
の
こ
の
地
の
様

子
を
描
い
た
絵
が
あ
る
。
こ

の
絵
に
は
丘
陵
地
に
あ
る
集

落
と
海
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

実
は
、
た
だ
絵
を
見
る
だ
け

で
は
わ
か
ら
な
い
気
づ
き
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
高
低
差
と
時
代
の
変
化
で
あ
る
。

　ま
ず
、高
低
差
に
つ
い
て
見
て
み
る
。代
々

木
八
幡
駅
の
標
高
は
約
22
m
、
代
々
木
八
幡

宮
の
標
高
は
約
37
m
と
、
思
い
の
ほ
か
高
低

差
が
あ
る
。
こ
の
高
低
差
を
感
じ
な
が
ら
歩

く
と
、
代
々
木
八
幡
宮
が
武
蔵
野
台
地
の
突

端
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
参
加
者
は
、
実

際
に
駅
か
ら
八
幡
宮
ま
で
約
2
5
0
m
の

距
離
を
歩
い
て
高
低
差
を
体
感
し
、
台
地
の

突
端
に
自
分
の
足
で
立
つ
と
い
う
体
験
が
で

き
る
。

　続
い
て
、
時
代
の
変
化
は
、
隆
起
や
堆
積
、

海
進
に
よ
る
高
低
差
や
地
質
と
い
っ
た
地
学

的
な
観
点
に
加
え
、
竪
穴
式
住
居
や
出
土
品

を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
に
集
落
が

あ
っ
た
こ
と
、
食
料
を
調
達
し
や
す
く
見
通

し
の
良
い
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
参
加
者
に

解
説
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
歩
く
↓
見
る
↓
学
ぶ
の
よ

う
に
順
を
追
っ
て
解
説
す
る
こ
と
で
、
な
ぜ

代
々
木
八
幡
駅
か
ら
代
々
木
八
幡
宮
に
来
た

の
か
を
説
明
で
き
、
コ
ー
ス
テ
ー
マ
の
「
ダ

イ
チ
」
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

春
の
小
川
記
念
碑

　作
詞
家
・
高
野
辰
之
は
、
代
々
木
村
を
背

景
に
童
謡
「
春
の
小
川
」
を
作
詞
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
1
番
の
歌
詞
に
は
、
現
在
の

　2
0
2
2
年
7
月
22
日（
金
）、「『
気
づ
き
』

が
旅
の
カ
ギ
〜
渋
谷
で
ダ
イ
チ
を
感
じ
る
旅

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
28
回
た
び
と
し
ょ

C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ

ー
カ
ー
に
は
、
風
の
旅
行
社
【
風
カ
ル
チ
ャ

ー
ク
ラ
ブ
】
企
画
担
当
の
水
野
恭
一
氏
を
お

招
き
し
ま
し
た
。

　2
0
2
0
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
っ
て
、
風
の
旅
行
社
で
も
大
き
な
打
撃

を
受
け
ま
し
た
。
風
の
旅
行
社
は
、
主
に
ネ

パ
ー
ル
や
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
個
人
向
け
海
外
旅

行
ツ
ア
ー
を
手
掛
け
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
以
降
は
国
内
の
テ
ー
マ
型
ツ
ア
ー
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　今
回
は
水
野
氏
が
旅
行
商
品
を
考
え
る
に

あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
・
イ
メ
ー

ジ
で
企
画
を
構
築
し
て
い
く
の
か
、
各
ポ
イ

ン
ト
の
歴
史
や
背
景
を
基
に
ど
の
よ
う
な
事

実
が
隠
れ
て
い
る
の
か
を
探
す
視
点
や
、
そ

の
対
象
の
背
景
に
対
す
る
見
方
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
前
半
は
渋
谷
を

舞
台
と
し
た
「
ダ
イ
チ
（
台
地
）」
を
感
じ
る

ミ
ニ
ツ
ア
ー
を
行
い
、
後
半
は
今
回
の
コ
ー

ス
や
旅
行
商
品
を
作
る
に
あ
た
っ
て
の
考
え

方
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。
ミ
ニ
ツ
ア
ー
は
、
代
々
木
八
幡
駅
に

集
合
し
、
遺
跡
の
残
る
代
々
木
八
幡
宮
や
独

特
の
地
形
が
わ
か
る
ポ
イ
ン
ト
を
通
り
、

代
々
木
公
園
か
ら
渋
谷
駅
ま
で
歩
く
コ
ー
ス

で
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
対
面
で
の
開
催
が
難
し
か

っ
た
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
み
で
し
た
が
、

こ
の
度
、
約
2
年
ぶ
り
の
リ
ア
ル
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
お
届
け
し
ま

す
。

低
差
と
そ
れ
に
付
随
す
る〝
水
〞の
流
れ
を
更

に
深
掘
り
し
た
構
成
を
と
っ
て
い
る
（
図
）。

月
に
一
度
開
催
す
る
全
10
回
の
日
帰
り
ツ
ア

ー
で
、
講
師
と
と
も
に
武
蔵
野
台
地
の
自
然

や
文
化
資
源
を
散
策
し
な
が
ら
「
武
蔵
野
」

と
い
う
土
地
と
歴
史
を
感
じ
る
ツ
ア
ー
だ
と

い
う
。
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
台
地
の
出
発
地

点
を
武
蔵
野
台
地
の
東
端
と
し
て
、
今
回
の

ミ
ニ
ツ
ア
ー
の
道
の
り
を
歩
く
。
こ
の
ツ
ア

ー
に
つ
い
て
も
、
参
加
者
か
ら
意
見
が
寄
せ

ら
れ
た
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見
交
換

参
加
者
…
今
回
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
や
シ
リ
ー

ズ
の
よ
う
な
旅
行
商
品
は
、
ど
の
よ
う
な
層

の
方
が
多
い
の
だ
ろ
う
か
。『
ブ
ラ
タ
モ
リ

（
N
H
K
）』
で
は
地
理
学
的
な
観
点
か
ら
各

地
の
学
芸
員
や
ガ
イ
ド
が
情
報
を
伝
え
て
い

る
が
、
今
回
の
場
合
は
ど
の
よ
う
な
ガ
イ
ド

が
案
内
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

水
野
氏
…
参
加
者
は
風
の
旅
行
社
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
が

多
い
。
ツ
ア
ー
に
は
、
必
ず
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
講
師
が
同
行
し
、
開
催
場
所
に
よ
っ
て
そ

の
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
方
に
解
説
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

参
加
者
…
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て「
風
の
旅

行
社
物
語 

旅
行
会
社
の
つ
く
り
か
た

（
2
0
0
8
年
）」を
拝
読
し
た
。
こ
の
本
の
中

で
は
、
風
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
の
こ
と
に
つ
い

て
も
記
載
が
あ
る
が
、
利
益
を
上
げ
る
構
造

に
な
っ
て
い
な
い
と
書
か
れ
て
い
る
。
出
版
か

ら
14
年
が
経
つ
が
、
今
ま
で
ど
の
よ
う
に
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
進
め
て
き
た
の
か
。
ま

た
、
利
益
を
上
げ
る
た
め
の
工
夫
が
あ
れ
ば

伺
い
た
い
。

水
野
氏
…
シ
リ
ー
ズ
の
よ
う
な
日
帰
り
講
座

を
開
催
す
る
こ
と
で
入
り
口
を
広
く
し
て
、

適
度
な
値
段
の
日
帰
り
旅
行
に
参
加
し
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
講

師
の
話
を
聞
い
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、

同
じ
よ
う
な
テ
ー
マ
で
宿
泊
旅
行
を
つ
く
る
。

そ
の
後
も
、
同
様
の
海
外
へ
の
テ
ー
マ
型
旅

行
を
つ
く
る
な
ど
徐
々
に
範
囲
を
広
げ
、
利

益
が
大
き
く
な
る
よ
う
な
構
造
と
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
一
部
で
は
「
武

蔵
野
の
水
み
ち
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
が
、

更
に
派
生
し
て
福
島
県
の
安
積
疏
水
を
訪
問

す
る
宿
泊
旅
行
も
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
対

象
と
な
る
地
域
の
学
芸
員
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
解
説
を
し
て
も
ら
う
な
ど
の
特
別
感

を
付
与
す
る
、
宿
泊
付
き
の
ツ
ア
ー
を
作
る

な
ど
に
ま
で
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
利
益

に
は
繋
が
ら
な
い
だ
ろ
う
。

参
加
者
…
風
の
旅
行
社
は
海
外
を
メ
イ
ン
に

販
売
し
て
い
た
会
社
か
と
思
う
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
国
内
旅
行
の
販
売
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
と
思
う
。
旅
行
内
容
の
組
立
や
国
内
・

海
外
旅
行
の
違
い
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

水
野
氏
…
ツ
ア
ー
の
作
り
方
で
異
な
る
点
は
、

海
外
旅
行
の
方
が
テ
ー
マ
を
絞
り
や
す
く
、

圧
倒
的
に
企
画
を
作
り
や
す
い
と
い
う
こ
と

だ
。
ネ
パ
ー
ル
の
場
合
、
ヒ
ン
ズ
ー
文
化
も

し
く
は
小
乗
仏
教
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
文
化
、

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の
テ
ー
マ
が
あ
る
。
具

体
的
な
ツ
ア
ー
例
を
挙
げ
る
と
、
小
乗
仏
教

の
お
祭
り
で
は
チ
ベ
ッ
ト
学
の
専
門
家
に
同

行
い
た
だ
き
、
四
つ
の
観
音
様
を
巡
り
な
が

ら
、
お
祭
り
の
起
源
を
知
り
、
現
地
の
方
と

交
流
す
る
、
そ
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
を
作
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
国
内
ツ
ア
ー
で
は
、
既
に

知
識
が
豊
富
な
参
加
者
が
多
い
た
め
、
よ
り

特
化
し
た
ツ
ア
ー
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
持
続
的
な
ツ
ア
ー
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
大
変
さ
も
あ
る
。

参
加
者
…
近
年
、
テ
ー
マ
型
ツ
ア
ー
は
他
社

で
も
実
施
し
て
い
る
が
、
風
カ
ル
チ
ャ
ー
ク

ラ
ブ
だ
け
の
強
み
は
な
に
か
。

水
野
氏
…
風
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
の
強
み
は
、

講
師
の
専
門
性
と
案
内
と
解
説
の
ス
キ
ル
だ
。

こ
の
2
つ
の
能
力
に
長
け
た
講
師
を
独
自
に

探
し
、
ツ
ア
ー
に
同
行
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
そ
う
い
っ
た
講
師
を
探
す
コ
ツ
は

あ
る
の
か
。

水
野
氏
…
こ
れ
は
私
の
分
野
で
も
あ
る
が
ツ

ア
ー
登
山
を
企
画
す
る
場
合
、
長
年
の
登
山

の
経
験
が
あ
る
た
め
、
山
岳
ガ
イ
ド
の
良
し

悪
し
は
す
ぐ
わ
か
る
。
ま
た
、
海
外
を
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
持
っ
て
い
る
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
研
究
者
と
の
交
流
か
ら
講

師
を
お
願
い
し
た
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
関
す
る
ツ
ア
ー
だ
。
風
の

旅
行
社
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
で
博
士
号
を
取
る

た
め
に
渡
航
を
予
定
し
て
い
た
方
々
の
手
配

を
担
当
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
研
究
者

の
方
々
に
声
を
か
け
て
室
内
講
座
と
国
内
・

海
外
ツ
ア
ー
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

も
あ
る
。

参
加
者
…
私
が
所
属
し
て
い
る
観
光
協
会
で

も
歩
く
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
い
る
。
参
加
者

も
多
い
が
、
年
齢
層
と
日
程
の
設
定
に
迷
っ

て
い
る
。
平
日
の
場
合
、
若
い
方
は
参
加
が

し
づ
ら
い
と
思
う
が
、
今
回
の
シ
リ
ー
ズ
は

平
日
・
土
日
の
ど
ち
ら
か
。
ま
た
、
今
回
紹

介
い
た
だ
い
た
シ
リ
ー
ズ
の
大
き
な
テ
ー
マ

は
「
武
蔵
野
台
地
」
で
、
そ
の
地
形
を
歩
い

て
感
じ
な
が
ら
、
歴
史
や
植
物
な
ど
に
触
れ

る
と
い
う
こ
と
を
ツ
ア
ー
内
容
と
し
て
い
る

と
い
う
理
解
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

水
野
氏
…
シ
リ
ー
ズ
は
、
若
い
方
に
も
参
加

特
に
重
視
し
た
構
成
で
あ
っ
た
。
構
成
に
ス

ト
ー
リ
ー
性
を
持
た
せ
る
こ
と
は
、
水
野
氏

が
大
切
に
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

 
　ミ
ニ
ツ
ア
ー
後
は
、
旅
の
図
書
館
に
移

動
し
た
。
水
野
氏
か
ら
は
、
今
回
歩
い
た
コ

ー
ス
の
振
り
返
り
と
、
今
回
の
ツ
ア
ー
の
テ

ー
マ
や
着
眼
点
を
実
際
の
旅
行
商
品
に
反
映

し
た
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ

た
。　振

り
返
り
で
は
、「
江
戸
後
期
古
地
図
」

や
「
武
蔵
野
（
国
木
田
独
歩
著
）」、「
迅
速
測

図
」
と
国
土
地
理
院
地
図
を
比
較
す
る
サ
イ

ト
な
ど
の
資
料
を
用
い
て
、
歩
い
て
回
っ
た

見
ど
こ
ろ
の
周
辺
の
様
子
や
台
地
（
武
蔵
野

台
地
）
の
全
体
像
を
再
確
認
し
た
。

　で
は
、
水
野
氏
で
あ
れ
ば
、
今
回
の
ミ
ニ

ツ
ア
ー
の
「
ダ
イ
チ
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
発

展
さ
せ
、
ど
の
よ
う
な
点
に
着
目
し
て
、
ど

の
よ
う
な
旅
行
商
品
を
つ
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
疑
問
に
答
え
る
よ
う
に「
シ
リ
ー
ズ『
武

蔵
野
ダ
イ
チ
（
台
地
）
を
歩
く
』
―
武
蔵
野
・

今
昔
物
語
―
」（
以
下
、
シ
リ
ー
ズ
）
に
つ
い

て
紹
介
が
あ
っ
た
。
シ
リ
ー
ズ
は
、
今
回
ミ

ニ
ツ
ア
ー
で
着
目
し
た
、
武
蔵
野
台
地
の
高

し
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
土
日
に
設
定
し
て

い
る
。
た
だ
、
土
日
に
開
催
す
る
か
ら
と
い

っ
て
若
い
方
の
参
加
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
。

聖
地
巡
礼
ツ
ア
ー
の
よ
う
な
も
の
で
な
い
と

若
い
方
の
集
客
は
望
み
に
く
い
。
シ
リ
ー
ズ

の
大
き
な
テ
ー
マ
は「
武
蔵
野
台
地
」で
あ
る
。

今
回
の
シ
リ
ー
ズ
は
日
帰
り
ツ
ア
ー
の
み
だ

が
、
テ
ー
マ
に
合
う
よ
う
な
宿
泊
施
設
が
あ

れ
ば
宿
泊
付
き
の
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
も
よ

い
と
思
う
。

参
加
者
…
提
示
い
た
だ
い
た
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

毎
回
花
の
こ
と
に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
が
、

花
に
興
味
を
持
つ
参
加
者
は
多
い
の
か
。

水
野
氏
…
花
に
関
心
の
あ
る
参
加
者
は
多
い
。

花
は
重
要
な
ツ
ア
ー
ポ
イ
ン
ト
で
、
里
山
を

歩
い
て
山
野
草
を
探
し
て
巡
る
講
座
を
実
施

す
る
ほ
ど
人
気
が
あ
り
、
軽
い
登
山
ツ
ア
ー

で
も
山
野
草
が
好
き
な
方
が
必
ず
い
る
。
自

分
自
身
も
何
十
回
と
同
行
す
る
う
ち
に
随
分

と
山
野
草
の
名
前
を
覚
え
た
。
ま
た
、
巨
木

も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
、
里
山
ツ
ア
ー
に
組

み
込
む
こ
と
も
あ
る
。
地
域
の
教
育
委
員
会

の
サ
イ
ト
を
調
べ
る
と
、
天
然
記
念
物
や
文

化
財
が
一
覧
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
中

か
ら
面
白
そ
う
な
資
源
を
訪
ね
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
は
、
里
山
で
い
ろ
い

ろ
な
人
が
作
り
守
っ
て
き
た
文
化
財
や
天
然

記
念
物
を
見
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
る

ツ
ア
ー
を
作
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

参
加
者
…
ツ
ア
ー
を
組
む
際
の
行
政
や
観
光

協
会
な
ど
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

水
野
氏
…
教
育
委
員
会
の
学
芸
員
の
方
な
ど

は
、
土
地
勘
も
あ
り
深
い
話
を
し
て
く
れ
る

の
で
、
参
加
者
の
満
足
度
も
高
い
。
ま
た
、

大
き
な
神
社
を
訪
問
す
る
場
合
は
、
事
前
に

お
願
い
し
て
神
職
の
方
に
歴
史
や
い
わ
れ
な

ど
に
つ
い
て
聞
い
た
り
し
て
い
る
。
質
の
高

い
観
光
協
会
と
は
今
で
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。

参
加
者
…
普
通
に
歩
い
て
い
る
と
通
り
過
ぎ

て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
今
回
お
話

し
い
た
だ
い
た
と
思
う
が
、
解
説
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
資
源
の
基
準
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

ま
た
、
ツ
ア
ー
に
組
み
込
む
ポ
イ
ン
ト
が
あ

れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

水
野
氏
…
教
育
委
員
会
な
ど
の
文
化
財
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
中
心
に
、

資
源
の
基
準
や
見
ど
こ
ろ
情
報
を
見
つ
け
出

し
て
い
る
。
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を

巡
る
こ
と
が
ツ
ア
ー
の
目
的
な
の
で
、
時
間

配
分
を
し
つ
つ
そ
の
行
程
の
中
で
、
追
加
で

立
ち
寄
り
た
い
文
化
財
や
天
然
記
念
物
を
選

ん
で
い
る
。
追
加
の
立
ち
寄
り
箇
所
は
、
講

師
の
専
門
外
の
場
合
が
あ
る
が
、
そ
の
際
は

講
師
や
参
加
者
に
説
明
の
看
板
を
声
に
出
し

て
読
ん
で
も
ら
う
な
ど
の
対
応
を
す
る
。
文

字
面
よ
り
も
声
に
出
し
て
読
む
と
耳
に
入
り

や
す
い
た
め
、
説
明
看
板
の
音
読
を
得
意
と

す
る
講
師
も
い
る
。

参
加
者
…
そ
れ
で
は
、
今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー

で
は
、「
台
地
」
を
感
じ
る
行
程
を
先
に
作
り
、

そ
の
道
の
り
上
に
あ
る
資
源
を
選
ん
だ
と
考

え
て
よ
い
の
か
。

水
野
氏
…
そ
う
だ
。
参
加
者
の
方
に
は
、
地

形
・
様
相
が
変
わ
っ
た
場
所
で
、
当
時
の
台

地
イ
メ
ー
ジ
の
喚
起
を
し
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
碑
や
神
社
な
ど
、

台
地
に
関
す
る
行
程
上
に
あ
る
も
の
で
興
味

深
い
も
の
を
選
択
し
た
。
例
え
ば
今
回
の
場

合
、
尾
根
状
に
な
っ
て
い
る
代
々
木
八
幡
宮

周
辺
に
は
、
や
は
り
縄
文
遺
跡
が
あ
っ
た
。

半
島
に
な
っ
て
い
る
た
め
両
サ
イ
ド
は
谷
に

な
っ
て
川
が
流
れ
て
お
り
、
河
骨
川
か
ら
宇

田
川
に
繋
が
る
。
そ
し
て
、「
春
の
小
川
」

と
の
関
連
性
も
見
え
て
く
る
。「
春
の
小
川
」

の
歌
詞
の
中
に
は
、
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
作
詞
さ
れ
た
当
時
は
田
ん
ぼ
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に

行
程
を
組
み
、
終
着
点
ま
で
の
距
離
な
ど
を

考
え
な
が
ら
代
々
木
公
園
内
や
国
木
田
独
歩

の
住
居
跡
な
ど
を
巡
っ
た
。
 

お
わ
り
に

　参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
渋
谷
に
対
す

る
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
」、「
身
近
な
と
こ

ろ
を
改
め
て
確
認
で
き
た
」
な
ど
の
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
暑
い
中
で

の
開
催
に
な
り
ま
し
た
が
、
実
地
の
ツ
ア
ー

も
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　企
画
者
自
身
が
自
分
自
身
の
足
で
歩
き
・

目
で
見
て
・
五
感
で
感
じ
る
こ
と
の
重
要
さ
、

ま
た
、
直
接
感
じ
る
だ
け
で
な
く
、
学
び
知

っ
て
い
な
け
れ
ば
、
参
加
者
に
そ
の
驚
き
や

感
動
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、
一
部
を
「
動
く
た
び
と
し
ょ

C
a
f
e
」を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

今
回
は
、
そ
の
一
環
と
し
て〝
場
所
が
動
く
〞

〝
体
が
動
く
〞
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を

テ
ー
マ
に
行
い
ま
し
た
。
自
分
自
身
の
足
で

踏
み
だ
す
こ
と
で
、
今
ま
で
見
え
て
い
な
か

っ
た
こ
と
に
、
気
づ
き
・
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
、
こ
れ
は
観
光
に
接
す
る
う
え
で
と
て

も
大
切
な
こ
と
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室

研
究
員

　仲 

七
重
）

国
木
田
独
歩
の
住
居
跡

　1
8
0
0
年
代
後
半
、
作
家
・
国
木
田
独

歩
は
現
在
の
N
H
K
放
送
セ
ン
タ
ー
前
に
住

居
を
構
え
て
い
た
。
随
筆
「
武
蔵
野
」
を
書

い
た
際
に
、
独
歩
は
武
蔵
野
を
あ
て
も
な
く

歩
い
て
い
た
と
い
う
。
武
蔵
野
と
い
え
ば
、

渋
谷
よ
り
も
う
少
し
西
の
印
象
で
あ
る
が
、

独
歩
の
視
点
か
ら
は
当
時
の
渋
谷
村
が
「
武

渋
谷
の
喧
騒
か
ら
離
れ
た
よ
う
な
神
聖
な
空

気
に
包
ま
れ
る
。
周
囲
は
ビ
ル
で
囲
ま
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
が
過
去
と
現
在
を
繋
ぐ
今
の

渋
谷
を
表
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
こ
の
雰

囲
気
こ
そ
が
参
加
者
に
と
っ
て
は
驚
き
・
感

動
で
あ
り
、
新
鮮
な
体
験
で
あ
る
。

　今
回
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー
で
は
始
ま
り
と
終
わ

り
を
そ
の
土
地
の
神
様
の
元
を
参
拝
す
る
と

い
う
構
成
を
と
っ
た
。
水
野
氏
は
、
コ
ー
ス

ル
ー
ト
に
神
社
や
土
地
の
産
土
が
あ
る
と
必

ず
訪
れ
る
。
神
社
を
訪
問
す
れ
ば
、

そ
の
土
地
の
歴
史
や
い
わ
れ
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　今
回
の
コ
ー
ス
は
、①
台
地
を

自
分
で
歩
き
な
が
ら
高
低
差
を
感

じ
る
こ
と
、②
縄
文
時
代
か
ら
明

治
時
代
、
戦
後
と
時
の
流
れ
を
感

じ
る
こ
と
、
こ
の
2
つ
の
流
れ
を
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図
１
：『
観
光
の
レ
ッ
ス
ン
』（
新
曜
社
、2
0
2
1
年
）

図2:ツーリズム・リテラシーの3層
構造（『観光のレッスン』12頁より）

山
口 

誠（
や
ま
ぐ
ち・ま
こ
と
）

獨
協
大
学
外
国
語
学
部
交
流
文
化
学
科
教
授
。東
京
大
学
大
学
院

人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。博
士（
社
会
情
報
学
）。専

門
は
観
光
研
究
、メ
ディ
ア
研
究
、歴
史
社
会
学
。著
書
に『
客
室
乗

務
員
の
誕
生
』（
岩
波
新
書
）、『
ニ
ッ
ポ
ン
の
海
外
旅
行
』（
ち
く
ま
新

書
）、『
グ
ア
ム
と
日
本
人
』（
岩
波
新
書
）、『
英
語
講
座
の
誕
生
』（
講
談
社
選
書
メ
チ

エ
）、共
著
に『
観
光
の
レ
ッ
ス
ン
』（
新
曜
社
）、『「
地
球
の
歩
き
方
」の
歩
き
方
』（
新
潮

社
）な
ど
が
あ
る
。

ツーリズム・リテラシー

第3層　観光地

第2層　観光業

第1層　観光者

コミュニティのリテラシー

メディエーターのリテラシー

ツーリストのリテラシー

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

獨
協
大
学
外
国
語
学
部
交
流
文
化
学
科

山
口
ゼ
ミ

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

15
回

第

よ
り
よ
い
観
光
は
「
ま
ち
」
や
「
ひ
と
」
を
つ
く
り
、そ
し
て
「
せ
か
い
」
を
つ
く
る
。

ツ
ー
リ
ス
ト
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
実
践
し
、「
観
る
」
こ
と
を
探
究
す
る
ゼ
ミ
。

ル
・
ア
ー
ツ
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
考
え
方
か
ら
、
私
た
ち
の
ゼ
ミ

で
は
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
修
得
を

目
指
し
て
、
と
く
に
ツ
ー
リ
ス
ト
の
リ
テ
ラ

シ
ー
を
実
践
す
る
メ
ソ
ッ
ド
の
研
究
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
い
ま
挑
戦
し
て
い
る
の

は
、m

u
seu
m
in
g to
u
rism

（
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ミ
ン
グ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
と
い
う
新
た
な

観
光
の
ス
タ
イ
ル
を
模
索
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。

m
u
seu
m
in
g

３
・tou

rism
 

 

― 

世
界
を
「
観
る
」
実
験

　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
美
術
館
や
博
物
館
な
ど
）

で
作
品
や
展
示
品
と
向
き
合
う
と
き
、
人
は

「
何
か
」
を
見
出
そ
う
と
意
識
を
集
中
し
、

非
日
常
の
濃
密
な
時
間
を
過
ご
し
て「
対
話
」

を
試
み
ま
す
。そ
ん
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で「
観

る
」
行
為
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
観
る
」
体

験
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。

　
す
る
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
中
で
じ
っ
く
り

「
観
る
」
よ
う
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
外
の

世
界
も
し
っ
か
り「
観
る
」こ
と
が
で
き
れ
ば
、

き
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
モ
ノ
や
コ
ト
が
観
え
る

よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
新
た
な
世
界
観
を
創

出
し
、
多
様
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
行
き
方
＝
生

き
方
を
実
践
で
き
る
ツ
ー
リ
ス
ト
の
方
法
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
―
―
こ

れ
がm

u
seu
m
in
g to
u
rism

（
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ミ
ン
グ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
の
考
え
方
で
す

（
図
3
）。

　
こ
れ
は
2
0
2
1
年
の
夏
に
ゼ
ミ
生
た
ち

が
考
案
し
た
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、
ゼ
ミ
で

実
験
と
議
論
を
積
み
重
ね
て
い
る
「
新
し
い

観
光
の
か
た
ち
」で
す
。こ
こ
で
重
要
な
の
は
、

た
だ
世
界
を
「
観
る
」
だ
け
で
終
わ
ら
ず
、

そ
の
「
世
界
観
」
を
写
真
と
文
章
で
表
現
す

る
こ
と
と
連
結
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、ツ
イ
ッ
タ
ー
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、

ブ
ロ
グ
な
ど
の
S
N
S
を
活
用
し
、
わ
た
し

ま
た
メ
ー
ル
や
手
紙
で
も
活
躍
す
る
様
子
を

知
ら
さ
れ
る
と
、
冒
頭
の
問
い
に
対
す
る
答

え
の
よ
う
な
も
の
を
、
卒
業
生
た
ち
か
ら
教

え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
に
な
り
ま
す
。

　
よ
く
見
聞
き
す
る
言
い
回
し
で
恐
縮
で
す

が
、
観
光
を
大
学
で
学
ぶ
意
義
は
、
観
光
系

の
仕
事
に
就
く
か
否
か
で
は
な
く
、
観
光
的

な
も
の
の
観
え
方
や
考
え
方
を
身
に
つ
け
る

こ
と
に
あ
る
―
―
こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
の
言
葉

で
い
い
か
え
れ
ば
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ

シ
ー
の
修
得
こ
そ
が
観
光
を
大
学
で
学
ぶ
意

義
で
あ
り
、
な
か
で
も
「
ツ
ー
リ
ス
ト
の
リ

テ
ラ
シ
ー
」
の
高
度
な
実
践
が
独
自
の
価
値

に
な
る
、
と
い
え
ま
す
。

ツ
ー
リ
ス
ト
の

２
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
、「
よ

り
よ
い
観
光
を
実
践
す
る
た
め
の
技
法
と
思

考
」
を
意
味
し
ま
す
。
獨
協
大
学
に
所
属
す

る
須
永
和
博
・
鈴
木
涼
太
郎
・
山
口
誠
の
3

人
が『
観
光
の
レ
ッ
ス
ン
―
―
ツ
ー
リ
ズ
ム
・

リ
テ
ラ
シ
ー
入
門
』（
新
曜
社
、2
0
2
1
年
）

で
提
起
し
た
概
念
で
あ
り
、
そ
れ
は
①
ツ
ー

リ
ス
ト
（
観
光
者
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー
、②
メ
デ

ィ
エ
ー
タ
ー
（
観
光
業
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー
、③

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
観
光
地
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー

の
3
層
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
（
図
1
、
2
）。

　
こ
れ
ま
で
観
光
教
育
で
は
、
第
2
層
の
メ

デ
ィ
エ
ー
タ
ー
（
観
光
業
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー

が
主
役
で
し
た
。
ホ
テ
ル
や
旅
行
会
社
を
は

じ
め
と
す
る
観
光
業
の
現
場
で
求
め
ら
れ
る

実
技
と
思
考
、
あ
る
い
は
持
続
可
能
な
観
光

業
の
開
発
と
経
営
な
ど
、
観
光
と
い
う
事
業

の
よ
き
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
り
メ
デ
ィ
エ
ー
タ

ー
と
な
る
た
め
の
教
育
が
、
日
本
を
含
む
世

界
各
地
の
大
学
で
お
こ
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
よ
り
よ
き
観
光
業
の
リ
テ
ラ
シ
ー

は
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
近
年
で
は
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
教

育
と
研
究
が
、
い
く
つ
か
の
大
学
で
実
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
第
3
層
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
（
観
光
地
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー
と
関
わ
る

新
た
な
潮
流
で
あ
り
、
観
光
に
よ
る
地
域
振

興
の
経
済
的
な
効
果
だ
け
で
な
く
、
文
化
的

か
つ
社
会
的
な
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
他
の
学
術
分
野
で
は
成
し
え
な
い

独
自
の
貢
献
を
達
成
で
き
る
と
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
こ
う
し
て
実
績
の
あ
る
観
光
業
の
リ
テ
ラ

シ
ー
（
第
2
層
）
や
、
注
目
を
集
め
る
地
域

づ
く
り
の
リ
テ
ラ
シ
ー
（
第
3
層
）
と
比
べ

た
と
き
、な
ぜ
か
第
1
層
の
ツ
ー
リ
ス
ト（
観

光
者
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー
は
見
過
ご
さ
れ
、
大

学
教
育
だ
け
で
な
く
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
社
会
教
育
で
も
ほ
と
ん
ど
放
置
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
と
き
に
有
名
人
や
知
識
人
が

自
ら
の
旅
を
体
験
的
に
語
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、「
よ
り
よ
く
観
光
す
る
た
め
の
リ
テ
ラ

シ
ー
」
を
実
証
的
に
研
究
し
、
そ
の
学
的
成

果
を
体
系
的
に
教
育
す
る
機
会
は
、
他
の
2

層
と
比
べ
る
こ
と
さ
え
難
し
い
ほ
ど
、
じ
つ

に
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
第
1
層
の
ツ
ー
リ
ス
ト
の
リ
テ
ラ

シ
ー
は
、
観
光
業
に
従
事
す
る
人
、
ま
た
地

域
振
興
に
取
り
組
む
人
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
う

し
た
観
光
系
の
仕
事
に
就
く
か
否
か
を
問
わ

て
い
ま
す
。

　
ゼ
ミ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
3
年
生

を
中
心
に
実
行
し
、
4
年
生
に
な
る
と
後

輩
を
サ
ポ
ー
ト
し
つ
つ
卒
業
論
文
の
執
筆

や
写
真
集
の
制
作
な
ど
に
取
り
組
み
、
そ

し
て
卒
業
し
て
い
き
ま
す
。
や
が
て
卒
業

生
の
誰
か
が
「
里
帰
り
」
し
て
、
新
た
な

後
輩
た
ち
と
語
り
合
い
、
い
ろ
い
ろ
な
世

界
の
観
方
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
―
―
よ
い

ツ
ー
リ
ス
ト
た
ち
は
、
別
の
よ
い
ツ
ー
リ

ス
ト
た
ち
を
生
み
出
す
こ
と
も
、
私
は
こ

の
ゼ
ミ
で
よ
く
目
撃
し
て
き
ま
し
た
。

　
よ
り
よ
く
世
界
を
観
る
こ
と
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
ツ
ー
リ
ス
ト
た
ち
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ

て
い
く
。
そ
う
し
て
多
様
な
世
界
観
が
表
現

さ
れ
、
他
の
ツ
ー
リ
ス
ト
た
ち
と
共
有
さ
れ

て
い
く
こ
と
で
、
観
光
こ
そ
が
多
様
で
豊
か

な
次
世
代
の
世
界
を
生
み
出
す
希
望
と
な
る

こ
と
が
で
き
る
。
よ
り
よ
い
観
光
は
「
ま
ち
」

や
「
ひ
と
」
を
つ
く
り
、
そ
し
て
「
せ
か
い
」

を
つ
く
る
―
―
こ
こ
に
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ

ラ
シ
ー
を
修
得
す
る
価
値
が
あ
り
、
そ
し
て

観
光
こ
そ
を
大
学
で
学
ぶ
こ
と
の
意
義
が
あ

る
、
と
考
え
ま
す
。

　
よ
り
よ
い
ツ
ー
リ
ス
ト
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
次

に
実
践
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
私

た
ち
の
ゼ
ミ
は
ワ
ク
ワ
ク
す
る
観
光
の
レ
ッ
ス
ン

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
写
真
2
）

1
・
観
光
を
学
ぶ
価
値

　
な
ぜ
観
光
を
学
ぶ
の
か
。
し
か
も
貴
重
な

四
年
間
と
5
0
0
万
円
近
い
学
費
を
か
け
て
、

大
学
で
観
光
を
学
ぶ
価
値
と
は
何
か
―
―
コ

ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
こ
の
問
い
に
答
え
る
こ
と

は
難
し
い
で
す
。

　
私
が
担
当
す
る
ゼ
ミ
に
は
、
3
年
生
と
4

年
生
が
各
10
人
程
度
、
あ
わ
せ
て
20
人
あ
ま

り
の
ゼ
ミ
生
が
い
ま
す
。
自
分
の
学
生
時
代

を
忘
れ
た
く
な
る
ほ
ど
、
み
ん
な
真
摯
に
ゼ

ミ
の
研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
卒
業
後
に
観
光
系
の
仕
事
に
就
職
す

る
ゼ
ミ
生
は
3
割
ほ
ど
で
、
多
い
年
で
も
半

数
を
超
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
観
光
を

学
ぶ
ゼ
ミ
と
し
て
は
、失
格
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
た
と
え
ば
卒
業
生
の
う
ち
、
観
光
系
の
仕

事
は
外
資
ホ
テ
ル
や
客
室
乗
務
員
が
多
く
、

そ
れ
に
旅
行
会
社
な
ど
が
続
き
ま
す
。
一
方

で
非
観
光
系
の
仕
事
は
多
種
多
様
で
、
新
聞

記
者
を
は
じ
め
テ
レ
ビ
・
広
告
・
出
版
な
ど

の
メ
デ
ィ
ア
関
係
が
多
く
、
商
社
や
製
造
業

が
そ
れ
に
続
き
、
大
学
院
に
進
学
す
る
人
や

外
務
省
の
専
門
職
員
に
な
る
人
も
い
ま
す
。

　
そ
う
し
て
卒
業
し
た
ゼ
ミ
生
の
何
人
か
が
、

と
き
ど
き
「
里
帰
り
」
し
ま
す
。
現
役
の
後

輩
た
ち
へ
手
土
産
ぐ
ら
い
持
参
す
れ
ば
い
い

も
の
を
、
だ
い
た
い
手
ぶ
ら
で
来
ま
す
。
む

し
ろ
有
給
休
暇
を
取
得
し
て
、
数
時
間
の
ゼ

ミ
に
参
加
し
て
、
終
了
後
も
後
輩
た
ち
と
話

し
込
む
人
が
多
い
。
学
生
の
こ
ろ
に
は
み
え

な
か
っ
た
こ
と
が
、「
里
帰
り
」
す
る
と
み

え
て
く
る
そ
う
で
、
そ
れ
を
伝
え
よ
う
と
熱

っ
ぽ
く
語
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
大
学
で
観

光
を
学
ん
で
よ
か
っ
た
、
い
ま
の
仕
事
に
活

き
て
い
る
、
と
い
う
人
は
、
観
光
系
よ
り
も

非
観
光
系
の
仕
事
に
就
い
た
人
に
多
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
「
里
帰
り
」
の
と
き
に
話
を
聞
き
、

の
「
観
る
」
を
表
現
し
て
、
そ
の
世
界
観
を

発
信
す
る
こ
と
を
試
み
ま
す
。
そ
う
し
て
わ

た
し
の
「
観
る
」
こ
と
が
誰
か
の
「
観
る
」
と

結
び
つ
き
、
多
様
な
世
界
観
を
表
現
で
き
る

新
た
な
観
光
の
か
た
ち
を
求
め
て
、
実
験
と

考
察
を
重
ね
て
い
ま
す
（
写
真
1
）。

よ
い
ツ
ー
リ
ス
ト
は
、

４
・
別
の
よ
い
ツ
ー
リ
ス
ト

を
生
み
出
す

　m
useum

ing tourism

を
は
じ
め
、
こ
の

ゼ
ミ
で
は
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、
で

き
る
だ
け
新
し
い
研
究
活
動
を
ゼ
ロ
か
ら
構

築
し
ま
す
。
担
当
教
員
は
他
大
学
の
研
究
者

や
企
業
の
専
門
家
か
ら
助
言
を
も
ら
い
、
ゼ

ミ
で
実
験
で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
具

現
化
す
る
こ
と
に
奔
走
し
ま
す
が
、
ひ
と
た

び
動
き
出
し
た
ら
、
あ
と
は
ゼ
ミ
生
た
ち
の

創
意
工
夫
に
お
任
せ
で
す
。

　
す
る
と
、
こ
ち
ら
の
予
想
を
は
る
か
に
超

え
た
ゼ
ミ
生
た
ち
の
自
由
な
実
践
を
、
よ
く

目
撃
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
迫
真
の
文
章

や
独
自
の
写
真
が
ゼ
ミ
で
シ
ェ
ア
さ
れ
た
と

き
、
ま
る
で
旅
先
で
息
を
の
む
光
景
を
目
撃

し
た
か
の
よ
う
な
感
覚
に
包
ま
れ
ま
す
。
そ

れ
は
小
さ
い
な
が
ら
も
一
つ
の
「
世
界
観
」

が
誕
生
し
、
共
有
さ
れ
た
瞬
間
で
あ
り
、
私

た
ち
は
そ
の
「
観
光
の
表
現
」
へ
心
か
ら
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　
他
方
で
実
験
が
空
回
り
し
て
失
敗
が
重
な

り
、
ゼ
ミ
生
も
教
員
も
疲
弊
す
る
日
々
が
続

く
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
歴
代

の
ゼ
ミ
生
た
ち
は
く
じ
け
ず
に
研
究
活
動
に

取
り
組
み
、
優
れ
た
研
究
成
果
を
遂
げ
た
と

き
に
は
観
光
系
の
学
会
で
発
表
し
た
り
、
新

聞
や
雑
誌
に
寄
稿
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
い
ま

はm
u
seu
m
in
g to
u
rism

を
修
学
旅
行

や
研
修
の
一
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
装
で
き

な
い
か
、
ま
た
公
開
講
座
や
観
光
地
で
の
レ

ビ
ュ
ー
（
ク
チ
コ
ミ
）
実
験
に
応
用
で
き
な

い
か
な
ど
、
そ
の
具
体
的
な
方
法
を
検
討
し

ず
、
す
べ
て
の
人
に
関
わ
る
基
幹
的
な
リ
テ

ラ
シ
ー
で
す
。
な
ぜ
な
ら
観
光
は
、
楽
器
の

演
奏
や
語
学
の
学
習
と
同
じ
く
、
独
学
で
も

「
で
き
る
よ
う
に
な
る
」部
分
は
あ
り
ま
す
が
、

し
か
し
優
れ
た
メ
ソ
ッ
ド
と
一
定
の
時
間
を

か
け
て
し
っ
か
り
学
び
問
う
こ
と
で
、
高
度

に
実
践
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
文
化
的
活
動

の
一
つ
だ
か
ら
で
す
。

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
う
ち
、
第

1
層
の
ツ
ー
リ
ス
ト
の
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、
し

っ
か
り
修
得
す
れ
ば
一
生
も
の
の
財
産
に
な

り
ま
す
。
よ
り
よ
く
観
光
す
る
た
め
の
リ
テ

ラ
シ
ー
を
大
学
で
学
び
、
よ
り
よ
い
次
世
代

の
ツ
ー
リ
ス
ト
に
な
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は

さ
ら
に
よ
く
世
界
を
観
る
こ
と
が
で
き
、
も

っ
と
多
様
で
豊
か
な
行
き
方
＝
生
き
方
を
実

践
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
う
し
て
、い
ま
ま
で
見
え
な
か
っ
た「
世

界
」
を
「
観
る
」
技
能
や
、
見
え
て
い
た
の

に
気
づ
か
な
か
っ
た
「
世
界
」
を
「
観
る
」
技

能
―
―
す
な
わ
ち
「
世
界
」＋「
観
」
と
し
て

の
「
世
界
観
」
を
高
度
化
す
る
ツ
ー
リ
ス
ト

の
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、
大
学
の
4
年
間
で
こ
そ

体
系
的
か
つ
学
術
的
に
修
得
す
べ
き
知
で
す
。

そ
れ
は
卒
業
後
に
就
く
仕
事
が
観
光
系
か
非

観
光
系
か
を
問
わ
ず
、
変
化
し
続
け
る
こ
れ

か
ら
の
世
界
で
活
躍
す
る
人
び
と
に
と
っ
て

価
値
の
あ
る
、
優
れ
て
21
世
紀
型
の
リ
ベ
ラ
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図
１
：『
観
光
の
レ
ッ
ス
ン
』（
新
曜
社
、2
0
2
1
年
）

図2:ツーリズム・リテラシーの3層
構造（『観光のレッスン』12頁より）

山
口 

誠（
や
ま
ぐ
ち・ま
こ
と
）
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部
交
流
文
化
学
科
教
授
。東
京
大
学
大
学
院

人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。博
士（
社
会
情
報
学
）。専

門
は
観
光
研
究
、メ
ディ
ア
研
究
、歴
史
社
会
学
。著
書
に『
客
室
乗

務
員
の
誕
生
』（
岩
波
新
書
）、『
ニ
ッ
ポ
ン
の
海
外
旅
行
』（
ち
く
ま
新

書
）、『
グ
ア
ム
と
日
本
人
』（
岩
波
新
書
）、『
英
語
講
座
の
誕
生
』（
講
談
社
選
書
メ
チ

エ
）、共
著
に『
観
光
の
レ
ッ
ス
ン
』（
新
曜
社
）、『「
地
球
の
歩
き
方
」の
歩
き
方
』（
新
潮

社
）な
ど
が
あ
る
。

ツーリズム・リテラシー

第3層　観光地

第2層　観光業

第1層　観光者

コミュニティのリテラシー

メディエーターのリテラシー

ツーリストのリテラシー

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

獨
協
大
学
外
国
語
学
部
交
流
文
化
学
科

山
口
ゼ
ミ

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

15
回

第

よ
り
よ
い
観
光
は
「
ま
ち
」
や
「
ひ
と
」
を
つ
く
り
、そ
し
て
「
せ
か
い
」
を
つ
く
る
。

ツ
ー
リ
ス
ト
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
実
践
し
、「
観
る
」
こ
と
を
探
究
す
る
ゼ
ミ
。

ル
・
ア
ー
ツ
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
考
え
方
か
ら
、
私
た
ち
の
ゼ
ミ

で
は
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
修
得
を

目
指
し
て
、
と
く
に
ツ
ー
リ
ス
ト
の
リ
テ
ラ

シ
ー
を
実
践
す
る
メ
ソ
ッ
ド
の
研
究
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
い
ま
挑
戦
し
て
い
る
の

は
、m

u
seu
m
in
g to
u
rism

（
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ミ
ン
グ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
と
い
う
新
た
な

観
光
の
ス
タ
イ
ル
を
模
索
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。

m
u
seu
m
in
g

３
・tou

rism
 

 

― 

世
界
を
「
観
る
」
実
験

　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
美
術
館
や
博
物
館
な
ど
）

で
作
品
や
展
示
品
と
向
き
合
う
と
き
、
人
は

「
何
か
」
を
見
出
そ
う
と
意
識
を
集
中
し
、

非
日
常
の
濃
密
な
時
間
を
過
ご
し
て「
対
話
」

を
試
み
ま
す
。そ
ん
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で「
観

る
」
行
為
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
観
る
」
体

験
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。

　
す
る
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
中
で
じ
っ
く
り

「
観
る
」
よ
う
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
外
の

世
界
も
し
っ
か
り「
観
る
」こ
と
が
で
き
れ
ば
、

き
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
モ
ノ
や
コ
ト
が
観
え
る

よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
新
た
な
世
界
観
を
創

出
し
、
多
様
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
行
き
方
＝
生

き
方
を
実
践
で
き
る
ツ
ー
リ
ス
ト
の
方
法
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
―
―
こ

れ
がm

u
seu
m
in
g to
u
rism

（
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ミ
ン
グ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
の
考
え
方
で
す

（
図
3
）。

　
こ
れ
は
2
0
2
1
年
の
夏
に
ゼ
ミ
生
た
ち

が
考
案
し
た
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、
ゼ
ミ
で

実
験
と
議
論
を
積
み
重
ね
て
い
る
「
新
し
い

観
光
の
か
た
ち
」で
す
。こ
こ
で
重
要
な
の
は
、

た
だ
世
界
を
「
観
る
」
だ
け
で
終
わ
ら
ず
、

そ
の
「
世
界
観
」
を
写
真
と
文
章
で
表
現
す

る
こ
と
と
連
結
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、ツ
イ
ッ
タ
ー
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、

ブ
ロ
グ
な
ど
の
S
N
S
を
活
用
し
、
わ
た
し

ま
た
メ
ー
ル
や
手
紙
で
も
活
躍
す
る
様
子
を

知
ら
さ
れ
る
と
、
冒
頭
の
問
い
に
対
す
る
答

え
の
よ
う
な
も
の
を
、
卒
業
生
た
ち
か
ら
教

え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
に
な
り
ま
す
。

　
よ
く
見
聞
き
す
る
言
い
回
し
で
恐
縮
で
す

が
、
観
光
を
大
学
で
学
ぶ
意
義
は
、
観
光
系

の
仕
事
に
就
く
か
否
か
で
は
な
く
、
観
光
的

な
も
の
の
観
え
方
や
考
え
方
を
身
に
つ
け
る

こ
と
に
あ
る
―
―
こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
の
言
葉

で
い
い
か
え
れ
ば
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ

シ
ー
の
修
得
こ
そ
が
観
光
を
大
学
で
学
ぶ
意

義
で
あ
り
、
な
か
で
も
「
ツ
ー
リ
ス
ト
の
リ

テ
ラ
シ
ー
」
の
高
度
な
実
践
が
独
自
の
価
値

に
な
る
、
と
い
え
ま
す
。

ツ
ー
リ
ス
ト
の

２
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
、「
よ

り
よ
い
観
光
を
実
践
す
る
た
め
の
技
法
と
思

考
」
を
意
味
し
ま
す
。
獨
協
大
学
に
所
属
す

る
須
永
和
博
・
鈴
木
涼
太
郎
・
山
口
誠
の
3

人
が『
観
光
の
レ
ッ
ス
ン
―
―
ツ
ー
リ
ズ
ム
・

リ
テ
ラ
シ
ー
入
門
』（
新
曜
社
、2
0
2
1
年
）

で
提
起
し
た
概
念
で
あ
り
、
そ
れ
は
①
ツ
ー

リ
ス
ト
（
観
光
者
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー
、②
メ
デ

ィ
エ
ー
タ
ー
（
観
光
業
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー
、③

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
観
光
地
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー

の
3
層
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
（
図
1
、
2
）。

　
こ
れ
ま
で
観
光
教
育
で
は
、
第
2
層
の
メ

デ
ィ
エ
ー
タ
ー
（
観
光
業
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー

が
主
役
で
し
た
。
ホ
テ
ル
や
旅
行
会
社
を
は

じ
め
と
す
る
観
光
業
の
現
場
で
求
め
ら
れ
る

実
技
と
思
考
、
あ
る
い
は
持
続
可
能
な
観
光

業
の
開
発
と
経
営
な
ど
、
観
光
と
い
う
事
業

の
よ
き
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
り
メ
デ
ィ
エ
ー
タ

ー
と
な
る
た
め
の
教
育
が
、
日
本
を
含
む
世

界
各
地
の
大
学
で
お
こ
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
よ
り
よ
き
観
光
業
の
リ
テ
ラ
シ
ー

は
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
近
年
で
は
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
教

育
と
研
究
が
、
い
く
つ
か
の
大
学
で
実
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
第
3
層
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
（
観
光
地
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー
と
関
わ
る

新
た
な
潮
流
で
あ
り
、
観
光
に
よ
る
地
域
振

興
の
経
済
的
な
効
果
だ
け
で
な
く
、
文
化
的

か
つ
社
会
的
な
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
他
の
学
術
分
野
で
は
成
し
え
な
い

独
自
の
貢
献
を
達
成
で
き
る
と
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
こ
う
し
て
実
績
の
あ
る
観
光
業
の
リ
テ
ラ

シ
ー
（
第
2
層
）
や
、
注
目
を
集
め
る
地
域

づ
く
り
の
リ
テ
ラ
シ
ー
（
第
3
層
）
と
比
べ

た
と
き
、な
ぜ
か
第
1
層
の
ツ
ー
リ
ス
ト（
観

光
者
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー
は
見
過
ご
さ
れ
、
大

学
教
育
だ
け
で
な
く
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
社
会
教
育
で
も
ほ
と
ん
ど
放
置
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
と
き
に
有
名
人
や
知
識
人
が

自
ら
の
旅
を
体
験
的
に
語
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、「
よ
り
よ
く
観
光
す
る
た
め
の
リ
テ
ラ

シ
ー
」
を
実
証
的
に
研
究
し
、
そ
の
学
的
成

果
を
体
系
的
に
教
育
す
る
機
会
は
、
他
の
2

層
と
比
べ
る
こ
と
さ
え
難
し
い
ほ
ど
、
じ
つ

に
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
第
1
層
の
ツ
ー
リ
ス
ト
の
リ
テ
ラ

シ
ー
は
、
観
光
業
に
従
事
す
る
人
、
ま
た
地

域
振
興
に
取
り
組
む
人
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
う

し
た
観
光
系
の
仕
事
に
就
く
か
否
か
を
問
わ

て
い
ま
す
。

　
ゼ
ミ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
3
年
生

を
中
心
に
実
行
し
、
4
年
生
に
な
る
と
後

輩
を
サ
ポ
ー
ト
し
つ
つ
卒
業
論
文
の
執
筆

や
写
真
集
の
制
作
な
ど
に
取
り
組
み
、
そ

し
て
卒
業
し
て
い
き
ま
す
。
や
が
て
卒
業

生
の
誰
か
が
「
里
帰
り
」
し
て
、
新
た
な

後
輩
た
ち
と
語
り
合
い
、
い
ろ
い
ろ
な
世

界
の
観
方
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
―
―
よ
い

ツ
ー
リ
ス
ト
た
ち
は
、
別
の
よ
い
ツ
ー
リ

ス
ト
た
ち
を
生
み
出
す
こ
と
も
、
私
は
こ

の
ゼ
ミ
で
よ
く
目
撃
し
て
き
ま
し
た
。

　
よ
り
よ
く
世
界
を
観
る
こ
と
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
ツ
ー
リ
ス
ト
た
ち
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ

て
い
く
。
そ
う
し
て
多
様
な
世
界
観
が
表
現

さ
れ
、
他
の
ツ
ー
リ
ス
ト
た
ち
と
共
有
さ
れ

て
い
く
こ
と
で
、
観
光
こ
そ
が
多
様
で
豊
か

な
次
世
代
の
世
界
を
生
み
出
す
希
望
と
な
る

こ
と
が
で
き
る
。
よ
り
よ
い
観
光
は
「
ま
ち
」

や
「
ひ
と
」
を
つ
く
り
、
そ
し
て
「
せ
か
い
」

を
つ
く
る
―
―
こ
こ
に
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ

ラ
シ
ー
を
修
得
す
る
価
値
が
あ
り
、
そ
し
て

観
光
こ
そ
を
大
学
で
学
ぶ
こ
と
の
意
義
が
あ

る
、
と
考
え
ま
す
。

　
よ
り
よ
い
ツ
ー
リ
ス
ト
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
次

に
実
践
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
私

た
ち
の
ゼ
ミ
は
ワ
ク
ワ
ク
す
る
観
光
の
レ
ッ
ス
ン

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
写
真
2
）

1
・
観
光
を
学
ぶ
価
値

　
な
ぜ
観
光
を
学
ぶ
の
か
。
し
か
も
貴
重
な

四
年
間
と
5
0
0
万
円
近
い
学
費
を
か
け
て
、

大
学
で
観
光
を
学
ぶ
価
値
と
は
何
か
―
―
コ

ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
こ
の
問
い
に
答
え
る
こ
と

は
難
し
い
で
す
。

　
私
が
担
当
す
る
ゼ
ミ
に
は
、
3
年
生
と
4

年
生
が
各
10
人
程
度
、
あ
わ
せ
て
20
人
あ
ま

り
の
ゼ
ミ
生
が
い
ま
す
。
自
分
の
学
生
時
代

を
忘
れ
た
く
な
る
ほ
ど
、
み
ん
な
真
摯
に
ゼ

ミ
の
研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
卒
業
後
に
観
光
系
の
仕
事
に
就
職
す

る
ゼ
ミ
生
は
3
割
ほ
ど
で
、
多
い
年
で
も
半

数
を
超
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
観
光
を

学
ぶ
ゼ
ミ
と
し
て
は
、失
格
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
た
と
え
ば
卒
業
生
の
う
ち
、
観
光
系
の
仕

事
は
外
資
ホ
テ
ル
や
客
室
乗
務
員
が
多
く
、

そ
れ
に
旅
行
会
社
な
ど
が
続
き
ま
す
。
一
方

で
非
観
光
系
の
仕
事
は
多
種
多
様
で
、
新
聞

記
者
を
は
じ
め
テ
レ
ビ
・
広
告
・
出
版
な
ど

の
メ
デ
ィ
ア
関
係
が
多
く
、
商
社
や
製
造
業

が
そ
れ
に
続
き
、
大
学
院
に
進
学
す
る
人
や

外
務
省
の
専
門
職
員
に
な
る
人
も
い
ま
す
。

　
そ
う
し
て
卒
業
し
た
ゼ
ミ
生
の
何
人
か
が
、

と
き
ど
き
「
里
帰
り
」
し
ま
す
。
現
役
の
後

輩
た
ち
へ
手
土
産
ぐ
ら
い
持
参
す
れ
ば
い
い

も
の
を
、
だ
い
た
い
手
ぶ
ら
で
来
ま
す
。
む

し
ろ
有
給
休
暇
を
取
得
し
て
、
数
時
間
の
ゼ

ミ
に
参
加
し
て
、
終
了
後
も
後
輩
た
ち
と
話

し
込
む
人
が
多
い
。
学
生
の
こ
ろ
に
は
み
え

な
か
っ
た
こ
と
が
、「
里
帰
り
」
す
る
と
み

え
て
く
る
そ
う
で
、
そ
れ
を
伝
え
よ
う
と
熱

っ
ぽ
く
語
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
大
学
で
観

光
を
学
ん
で
よ
か
っ
た
、
い
ま
の
仕
事
に
活

き
て
い
る
、
と
い
う
人
は
、
観
光
系
よ
り
も

非
観
光
系
の
仕
事
に
就
い
た
人
に
多
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
「
里
帰
り
」
の
と
き
に
話
を
聞
き
、

の
「
観
る
」
を
表
現
し
て
、
そ
の
世
界
観
を

発
信
す
る
こ
と
を
試
み
ま
す
。
そ
う
し
て
わ

た
し
の
「
観
る
」
こ
と
が
誰
か
の
「
観
る
」
と

結
び
つ
き
、
多
様
な
世
界
観
を
表
現
で
き
る

新
た
な
観
光
の
か
た
ち
を
求
め
て
、
実
験
と

考
察
を
重
ね
て
い
ま
す
（
写
真
1
）。

よ
い
ツ
ー
リ
ス
ト
は
、

４
・
別
の
よ
い
ツ
ー
リ
ス
ト

を
生
み
出
す

　m
useum

ing tourism

を
は
じ
め
、
こ
の

ゼ
ミ
で
は
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、
で

き
る
だ
け
新
し
い
研
究
活
動
を
ゼ
ロ
か
ら
構

築
し
ま
す
。
担
当
教
員
は
他
大
学
の
研
究
者

や
企
業
の
専
門
家
か
ら
助
言
を
も
ら
い
、
ゼ

ミ
で
実
験
で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
具

現
化
す
る
こ
と
に
奔
走
し
ま
す
が
、
ひ
と
た

び
動
き
出
し
た
ら
、
あ
と
は
ゼ
ミ
生
た
ち
の

創
意
工
夫
に
お
任
せ
で
す
。

　
す
る
と
、
こ
ち
ら
の
予
想
を
は
る
か
に
超

え
た
ゼ
ミ
生
た
ち
の
自
由
な
実
践
を
、
よ
く

目
撃
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
迫
真
の
文
章

や
独
自
の
写
真
が
ゼ
ミ
で
シ
ェ
ア
さ
れ
た
と

き
、
ま
る
で
旅
先
で
息
を
の
む
光
景
を
目
撃

し
た
か
の
よ
う
な
感
覚
に
包
ま
れ
ま
す
。
そ

れ
は
小
さ
い
な
が
ら
も
一
つ
の
「
世
界
観
」

が
誕
生
し
、
共
有
さ
れ
た
瞬
間
で
あ
り
、
私

た
ち
は
そ
の
「
観
光
の
表
現
」
へ
心
か
ら
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　
他
方
で
実
験
が
空
回
り
し
て
失
敗
が
重
な

り
、
ゼ
ミ
生
も
教
員
も
疲
弊
す
る
日
々
が
続

く
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
歴
代

の
ゼ
ミ
生
た
ち
は
く
じ
け
ず
に
研
究
活
動
に

取
り
組
み
、
優
れ
た
研
究
成
果
を
遂
げ
た
と

き
に
は
観
光
系
の
学
会
で
発
表
し
た
り
、
新

聞
や
雑
誌
に
寄
稿
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
い
ま

はm
u
seu
m
in
g to
u
rism

を
修
学
旅
行

や
研
修
の
一
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
装
で
き

な
い
か
、
ま
た
公
開
講
座
や
観
光
地
で
の
レ

ビ
ュ
ー
（
ク
チ
コ
ミ
）
実
験
に
応
用
で
き
な

い
か
な
ど
、
そ
の
具
体
的
な
方
法
を
検
討
し

ず
、
す
べ
て
の
人
に
関
わ
る
基
幹
的
な
リ
テ

ラ
シ
ー
で
す
。
な
ぜ
な
ら
観
光
は
、
楽
器
の

演
奏
や
語
学
の
学
習
と
同
じ
く
、
独
学
で
も

「
で
き
る
よ
う
に
な
る
」部
分
は
あ
り
ま
す
が
、

し
か
し
優
れ
た
メ
ソ
ッ
ド
と
一
定
の
時
間
を

か
け
て
し
っ
か
り
学
び
問
う
こ
と
で
、
高
度

に
実
践
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
文
化
的
活
動

の
一
つ
だ
か
ら
で
す
。

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
う
ち
、
第

1
層
の
ツ
ー
リ
ス
ト
の
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、
し

っ
か
り
修
得
す
れ
ば
一
生
も
の
の
財
産
に
な

り
ま
す
。
よ
り
よ
く
観
光
す
る
た
め
の
リ
テ

ラ
シ
ー
を
大
学
で
学
び
、
よ
り
よ
い
次
世
代

の
ツ
ー
リ
ス
ト
に
な
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は

さ
ら
に
よ
く
世
界
を
観
る
こ
と
が
で
き
、
も

っ
と
多
様
で
豊
か
な
行
き
方
＝
生
き
方
を
実

践
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
う
し
て
、い
ま
ま
で
見
え
な
か
っ
た「
世

界
」
を
「
観
る
」
技
能
や
、
見
え
て
い
た
の

に
気
づ
か
な
か
っ
た
「
世
界
」
を
「
観
る
」
技

能
―
―
す
な
わ
ち
「
世
界
」＋「
観
」
と
し
て

の
「
世
界
観
」
を
高
度
化
す
る
ツ
ー
リ
ス
ト

の
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、
大
学
の
4
年
間
で
こ
そ

体
系
的
か
つ
学
術
的
に
修
得
す
べ
き
知
で
す
。

そ
れ
は
卒
業
後
に
就
く
仕
事
が
観
光
系
か
非

観
光
系
か
を
問
わ
ず
、
変
化
し
続
け
る
こ
れ

か
ら
の
世
界
で
活
躍
す
る
人
び
と
に
と
っ
て

価
値
の
あ
る
、
優
れ
て
21
世
紀
型
の
リ
ベ
ラ
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作例❶

ル
・
ア
ー
ツ
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
考
え
方
か
ら
、
私
た
ち
の
ゼ
ミ

で
は
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
修
得
を

目
指
し
て
、
と
く
に
ツ
ー
リ
ス
ト
の
リ
テ
ラ

シ
ー
を
実
践
す
る
メ
ソ
ッ
ド
の
研
究
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
い
ま
挑
戦
し
て
い
る
の

は
、m

u
seu
m
in
g to
u
rism

（
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ミ
ン
グ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
と
い
う
新
た
な

観
光
の
ス
タ
イ
ル
を
模
索
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。

m
u
seu
m
in
g

３
・tou

rism
 

 

― 

世
界
を
「
観
る
」
実
験

　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
美
術
館
や
博
物
館
な
ど
）

で
作
品
や
展
示
品
と
向
き
合
う
と
き
、
人
は

「
何
か
」
を
見
出
そ
う
と
意
識
を
集
中
し
、

非
日
常
の
濃
密
な
時
間
を
過
ご
し
て「
対
話
」

を
試
み
ま
す
。そ
ん
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で「
観

る
」
行
為
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
観
る
」
体

験
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。

　
す
る
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
中
で
じ
っ
く
り

「
観
る
」
よ
う
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
外
の

世
界
も
し
っ
か
り「
観
る
」こ
と
が
で
き
れ
ば
、

き
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
モ
ノ
や
コ
ト
が
観
え
る

よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
新
た
な
世
界
観
を
創

出
し
、
多
様
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
行
き
方
＝
生

き
方
を
実
践
で
き
る
ツ
ー
リ
ス
ト
の
方
法
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
―
―
こ

れ
がm
u
seu
m
in
g to
u
rism

（
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ミ
ン
グ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
の
考
え
方
で
す

（
図
3
）。

　
こ
れ
は
2
0
2
1
年
の
夏
に
ゼ
ミ
生
た
ち

が
考
案
し
た
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、
ゼ
ミ
で

実
験
と
議
論
を
積
み
重
ね
て
い
る
「
新
し
い

観
光
の
か
た
ち
」で
す
。こ
こ
で
重
要
な
の
は
、

た
だ
世
界
を
「
観
る
」
だ
け
で
終
わ
ら
ず
、

そ
の
「
世
界
観
」
を
写
真
と
文
章
で
表
現
す

る
こ
と
と
連
結
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、ツ
イ
ッ
タ
ー
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、

ブ
ロ
グ
な
ど
の
S
N
S
を
活
用
し
、
わ
た
し

ま
た
メ
ー
ル
や
手
紙
で
も
活
躍
す
る
様
子
を

知
ら
さ
れ
る
と
、
冒
頭
の
問
い
に
対
す
る
答

え
の
よ
う
な
も
の
を
、
卒
業
生
た
ち
か
ら
教

え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
に
な
り
ま
す
。

　
よ
く
見
聞
き
す
る
言
い
回
し
で
恐
縮
で
す

が
、
観
光
を
大
学
で
学
ぶ
意
義
は
、
観
光
系

の
仕
事
に
就
く
か
否
か
で
は
な
く
、
観
光
的

な
も
の
の
観
え
方
や
考
え
方
を
身
に
つ
け
る

こ
と
に
あ
る
―
―
こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
の
言
葉

で
い
い
か
え
れ
ば
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ

シ
ー
の
修
得
こ
そ
が
観
光
を
大
学
で
学
ぶ
意

義
で
あ
り
、
な
か
で
も
「
ツ
ー
リ
ス
ト
の
リ

テ
ラ
シ
ー
」
の
高
度
な
実
践
が
独
自
の
価
値

に
な
る
、
と
い
え
ま
す
。

ツ
ー
リ
ス
ト
の

２
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
、「
よ

り
よ
い
観
光
を
実
践
す
る
た
め
の
技
法
と
思

考
」
を
意
味
し
ま
す
。
獨
協
大
学
に
所
属
す

る
須
永
和
博
・
鈴
木
涼
太
郎
・
山
口
誠
の
3

人
が『
観
光
の
レ
ッ
ス
ン
―
―
ツ
ー
リ
ズ
ム
・

リ
テ
ラ
シ
ー
入
門
』（
新
曜
社
、2
0
2
1
年
）

で
提
起
し
た
概
念
で
あ
り
、
そ
れ
は
①
ツ
ー

リ
ス
ト
（
観
光
者
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー
、②
メ
デ

ィ
エ
ー
タ
ー
（
観
光
業
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー
、③

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
観
光
地
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー

の
3
層
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
（
図
1
、
2
）。

　
こ
れ
ま
で
観
光
教
育
で
は
、
第
2
層
の
メ

デ
ィ
エ
ー
タ
ー
（
観
光
業
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー

が
主
役
で
し
た
。
ホ
テ
ル
や
旅
行
会
社
を
は

じ
め
と
す
る
観
光
業
の
現
場
で
求
め
ら
れ
る

実
技
と
思
考
、
あ
る
い
は
持
続
可
能
な
観
光

業
の
開
発
と
経
営
な
ど
、
観
光
と
い
う
事
業

の
よ
き
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
り
メ
デ
ィ
エ
ー
タ

ー
と
な
る
た
め
の
教
育
が
、
日
本
を
含
む
世

界
各
地
の
大
学
で
お
こ
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
よ
り
よ
き
観
光
業
の
リ
テ
ラ
シ
ー

は
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
近
年
で
は
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
教

育
と
研
究
が
、
い
く
つ
か
の
大
学
で
実
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
第
3
層
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
（
観
光
地
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー
と
関
わ
る

新
た
な
潮
流
で
あ
り
、
観
光
に
よ
る
地
域
振

興
の
経
済
的
な
効
果
だ
け
で
な
く
、
文
化
的

か
つ
社
会
的
な
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
他
の
学
術
分
野
で
は
成
し
え
な
い

独
自
の
貢
献
を
達
成
で
き
る
と
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
こ
う
し
て
実
績
の
あ
る
観
光
業
の
リ
テ
ラ

シ
ー
（
第
2
層
）
や
、
注
目
を
集
め
る
地
域

づ
く
り
の
リ
テ
ラ
シ
ー
（
第
3
層
）
と
比
べ

た
と
き
、な
ぜ
か
第
1
層
の
ツ
ー
リ
ス
ト（
観

光
者
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー
は
見
過
ご
さ
れ
、
大

学
教
育
だ
け
で
な
く
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
社
会
教
育
で
も
ほ
と
ん
ど
放
置
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
と
き
に
有
名
人
や
知
識
人
が

自
ら
の
旅
を
体
験
的
に
語
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、「
よ
り
よ
く
観
光
す
る
た
め
の
リ
テ
ラ

シ
ー
」
を
実
証
的
に
研
究
し
、
そ
の
学
的
成

果
を
体
系
的
に
教
育
す
る
機
会
は
、
他
の
2

層
と
比
べ
る
こ
と
さ
え
難
し
い
ほ
ど
、
じ
つ

に
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
第
1
層
の
ツ
ー
リ
ス
ト
の
リ
テ
ラ

シ
ー
は
、
観
光
業
に
従
事
す
る
人
、
ま
た
地

域
振
興
に
取
り
組
む
人
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
う

し
た
観
光
系
の
仕
事
に
就
く
か
否
か
を
問
わ

て
い
ま
す
。

　
ゼ
ミ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
3
年
生

を
中
心
に
実
行
し
、
4
年
生
に
な
る
と
後

輩
を
サ
ポ
ー
ト
し
つ
つ
卒
業
論
文
の
執
筆

や
写
真
集
の
制
作
な
ど
に
取
り
組
み
、
そ

し
て
卒
業
し
て
い
き
ま
す
。
や
が
て
卒
業

生
の
誰
か
が
「
里
帰
り
」
し
て
、
新
た
な

後
輩
た
ち
と
語
り
合
い
、
い
ろ
い
ろ
な
世

界
の
観
方
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
―
―
よ
い

ツ
ー
リ
ス
ト
た
ち
は
、
別
の
よ
い
ツ
ー
リ

ス
ト
た
ち
を
生
み
出
す
こ
と
も
、
私
は
こ

の
ゼ
ミ
で
よ
く
目
撃
し
て
き
ま
し
た
。

　
よ
り
よ
く
世
界
を
観
る
こ
と
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
ツ
ー
リ
ス
ト
た
ち
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ

て
い
く
。
そ
う
し
て
多
様
な
世
界
観
が
表
現

さ
れ
、
他
の
ツ
ー
リ
ス
ト
た
ち
と
共
有
さ
れ

て
い
く
こ
と
で
、
観
光
こ
そ
が
多
様
で
豊
か

な
次
世
代
の
世
界
を
生
み
出
す
希
望
と
な
る

こ
と
が
で
き
る
。
よ
り
よ
い
観
光
は
「
ま
ち
」

や
「
ひ
と
」
を
つ
く
り
、
そ
し
て
「
せ
か
い
」

を
つ
く
る
―
―
こ
こ
に
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ

ラ
シ
ー
を
修
得
す
る
価
値
が
あ
り
、
そ
し
て

観
光
こ
そ
を
大
学
で
学
ぶ
こ
と
の
意
義
が
あ

る
、
と
考
え
ま
す
。

　
よ
り
よ
い
ツ
ー
リ
ス
ト
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
次

に
実
践
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
私

た
ち
の
ゼ
ミ
は
ワ
ク
ワ
ク
す
る
観
光
の
レ
ッ
ス
ン

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
写
真
2
）

1
・
観
光
を
学
ぶ
価
値

　
な
ぜ
観
光
を
学
ぶ
の
か
。
し
か
も
貴
重
な

四
年
間
と
5
0
0
万
円
近
い
学
費
を
か
け
て
、

大
学
で
観
光
を
学
ぶ
価
値
と
は
何
か
―
―
コ

ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
こ
の
問
い
に
答
え
る
こ
と

は
難
し
い
で
す
。

　
私
が
担
当
す
る
ゼ
ミ
に
は
、
3
年
生
と
4

年
生
が
各
10
人
程
度
、
あ
わ
せ
て
20
人
あ
ま

り
の
ゼ
ミ
生
が
い
ま
す
。
自
分
の
学
生
時
代

を
忘
れ
た
く
な
る
ほ
ど
、
み
ん
な
真
摯
に
ゼ

ミ
の
研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
卒
業
後
に
観
光
系
の
仕
事
に
就
職
す

る
ゼ
ミ
生
は
3
割
ほ
ど
で
、
多
い
年
で
も
半

数
を
超
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
観
光
を

学
ぶ
ゼ
ミ
と
し
て
は
、失
格
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
た
と
え
ば
卒
業
生
の
う
ち
、
観
光
系
の
仕

事
は
外
資
ホ
テ
ル
や
客
室
乗
務
員
が
多
く
、

そ
れ
に
旅
行
会
社
な
ど
が
続
き
ま
す
。
一
方

で
非
観
光
系
の
仕
事
は
多
種
多
様
で
、
新
聞

記
者
を
は
じ
め
テ
レ
ビ
・
広
告
・
出
版
な
ど

の
メ
デ
ィ
ア
関
係
が
多
く
、
商
社
や
製
造
業

が
そ
れ
に
続
き
、
大
学
院
に
進
学
す
る
人
や

外
務
省
の
専
門
職
員
に
な
る
人
も
い
ま
す
。

　
そ
う
し
て
卒
業
し
た
ゼ
ミ
生
の
何
人
か
が
、

と
き
ど
き
「
里
帰
り
」
し
ま
す
。
現
役
の
後

輩
た
ち
へ
手
土
産
ぐ
ら
い
持
参
す
れ
ば
い
い

も
の
を
、
だ
い
た
い
手
ぶ
ら
で
来
ま
す
。
む

し
ろ
有
給
休
暇
を
取
得
し
て
、
数
時
間
の
ゼ

ミ
に
参
加
し
て
、
終
了
後
も
後
輩
た
ち
と
話

し
込
む
人
が
多
い
。
学
生
の
こ
ろ
に
は
み
え

な
か
っ
た
こ
と
が
、「
里
帰
り
」
す
る
と
み

え
て
く
る
そ
う
で
、
そ
れ
を
伝
え
よ
う
と
熱

っ
ぽ
く
語
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
大
学
で
観

光
を
学
ん
で
よ
か
っ
た
、
い
ま
の
仕
事
に
活

き
て
い
る
、
と
い
う
人
は
、
観
光
系
よ
り
も

非
観
光
系
の
仕
事
に
就
い
た
人
に
多
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
「
里
帰
り
」
の
と
き
に
話
を
聞
き
、

の
「
観
る
」
を
表
現
し
て
、
そ
の
世
界
観
を

発
信
す
る
こ
と
を
試
み
ま
す
。
そ
う
し
て
わ

た
し
の
「
観
る
」
こ
と
が
誰
か
の
「
観
る
」
と

結
び
つ
き
、
多
様
な
世
界
観
を
表
現
で
き
る

新
た
な
観
光
の
か
た
ち
を
求
め
て
、
実
験
と

考
察
を
重
ね
て
い
ま
す
（
写
真
1
）。

よ
い
ツ
ー
リ
ス
ト
は
、

４
・
別
の
よ
い
ツ
ー
リ
ス
ト

を
生
み
出
す

　m
useum

ing tourism

を
は
じ
め
、
こ
の

ゼ
ミ
で
は
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、
で

き
る
だ
け
新
し
い
研
究
活
動
を
ゼ
ロ
か
ら
構

築
し
ま
す
。
担
当
教
員
は
他
大
学
の
研
究
者

や
企
業
の
専
門
家
か
ら
助
言
を
も
ら
い
、
ゼ

ミ
で
実
験
で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
具

現
化
す
る
こ
と
に
奔
走
し
ま
す
が
、
ひ
と
た

び
動
き
出
し
た
ら
、
あ
と
は
ゼ
ミ
生
た
ち
の

創
意
工
夫
に
お
任
せ
で
す
。

　
す
る
と
、
こ
ち
ら
の
予
想
を
は
る
か
に
超

え
た
ゼ
ミ
生
た
ち
の
自
由
な
実
践
を
、
よ
く

目
撃
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
迫
真
の
文
章

や
独
自
の
写
真
が
ゼ
ミ
で
シ
ェ
ア
さ
れ
た
と

き
、
ま
る
で
旅
先
で
息
を
の
む
光
景
を
目
撃

し
た
か
の
よ
う
な
感
覚
に
包
ま
れ
ま
す
。
そ

れ
は
小
さ
い
な
が
ら
も
一
つ
の
「
世
界
観
」

が
誕
生
し
、
共
有
さ
れ
た
瞬
間
で
あ
り
、
私

た
ち
は
そ
の
「
観
光
の
表
現
」
へ
心
か
ら
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　
他
方
で
実
験
が
空
回
り
し
て
失
敗
が
重
な

り
、
ゼ
ミ
生
も
教
員
も
疲
弊
す
る
日
々
が
続

く
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
歴
代

の
ゼ
ミ
生
た
ち
は
く
じ
け
ず
に
研
究
活
動
に

取
り
組
み
、
優
れ
た
研
究
成
果
を
遂
げ
た
と

き
に
は
観
光
系
の
学
会
で
発
表
し
た
り
、
新

聞
や
雑
誌
に
寄
稿
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
い
ま

はm
u
seu
m
in
g to
u
rism

を
修
学
旅
行

や
研
修
の
一
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
装
で
き

な
い
か
、
ま
た
公
開
講
座
や
観
光
地
で
の
レ

ビ
ュ
ー
（
ク
チ
コ
ミ
）
実
験
に
応
用
で
き
な

い
か
な
ど
、
そ
の
具
体
的
な
方
法
を
検
討
し

ず
、
す
べ
て
の
人
に
関
わ
る
基
幹
的
な
リ
テ

ラ
シ
ー
で
す
。
な
ぜ
な
ら
観
光
は
、
楽
器
の

演
奏
や
語
学
の
学
習
と
同
じ
く
、
独
学
で
も

「
で
き
る
よ
う
に
な
る
」部
分
は
あ
り
ま
す
が
、

し
か
し
優
れ
た
メ
ソ
ッ
ド
と
一
定
の
時
間
を

か
け
て
し
っ
か
り
学
び
問
う
こ
と
で
、
高
度

に
実
践
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
文
化
的
活
動

の
一
つ
だ
か
ら
で
す
。

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
う
ち
、
第

1
層
の
ツ
ー
リ
ス
ト
の
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、
し

っ
か
り
修
得
す
れ
ば
一
生
も
の
の
財
産
に
な

り
ま
す
。
よ
り
よ
く
観
光
す
る
た
め
の
リ
テ

ラ
シ
ー
を
大
学
で
学
び
、
よ
り
よ
い
次
世
代

の
ツ
ー
リ
ス
ト
に
な
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は

さ
ら
に
よ
く
世
界
を
観
る
こ
と
が
で
き
、
も

っ
と
多
様
で
豊
か
な
行
き
方
＝
生
き
方
を
実

践
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
う
し
て
、い
ま
ま
で
見
え
な
か
っ
た「
世

界
」
を
「
観
る
」
技
能
や
、
見
え
て
い
た
の

に
気
づ
か
な
か
っ
た
「
世
界
」
を
「
観
る
」
技

能
―
―
す
な
わ
ち
「
世
界
」＋「
観
」
と
し
て

の
「
世
界
観
」
を
高
度
化
す
る
ツ
ー
リ
ス
ト

の
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、
大
学
の
4
年
間
で
こ
そ

体
系
的
か
つ
学
術
的
に
修
得
す
べ
き
知
で
す
。

そ
れ
は
卒
業
後
に
就
く
仕
事
が
観
光
系
か
非

観
光
系
か
を
問
わ
ず
、
変
化
し
続
け
る
こ
れ

か
ら
の
世
界
で
活
躍
す
る
人
び
と
に
と
っ
て

価
値
の
あ
る
、
優
れ
て
21
世
紀
型
の
リ
ベ
ラ

の
作例❶

　
た
と
え
ば
ゼ
ミ
生
の
み

ん
な
で
美
術
館
を
訪
れ
ま

す
。学
生
の
特
典
制
度
の
お

か
げ
で
常
設
展
を
無
料
で

鑑
賞
で
き
る
所
も
多
く
、集

合
時
間
を
決
め
て
自
由
に

展
示
を
観
て
ま
わ
り
、そ
れ

ぞ
れ
が
一
つ
の
作
品
や
テ

ー
マ
を
選
び
ま
す
。そ
し
て

1
0
0
字
で
思
い
想
い
の

「
観
た
こ
と
」を
表
現
し
、可

能
な
ら
写
真
を
撮
り
、ゼ

ミ
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
・
ア
カ
ウ

ン
ト
へ
投
稿
し
ま
す
。再
集

合
の
後
、全
員
が
全
員
の
レ

ビ
ュ
ー
を
読
ん
で
投
票
し
、

そ
の
結
果
を
参
考
に
議
論

し
、観
光
か
ら
生
ま
れ
た
ば

か
り
の
表
現
と
そ
の
世
界

観
を
共
有
し
ま
す
。場
所

や
テ
ー
マ
を
変
え
て
繰
り

返
し
て
い
く
と
、「
観
る
」リ

テ
ラ
シ
ー
が
個
人
で
も
集

合
で
も
高
ま
っ
て
い
く
こ
と

が
実
感
で
き
ま
す
。（
作
例

❶
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
そ
の

も
の
を「
観
る
」こ
と
に
挑

戦
し
た
3
人
の
レ
ビ
ュ
ー
で

す
。）

お弁当箱
東京都美術館（上野）

　「お昼休みが始まったから、お弁当
を食べよう」
　そんな感覚で、あいている時間があ
れば、東京都美術館（都美）を訪れてみ
るのもいいかもしれない。都美では常
に複数の公募展が開催され、無料で鑑
賞できるものも多くある。お財布さえ
持たずに楽しめる芸術が、そこにある。
　1926年に日本で最初の公立美術館
として開館した都美。そこでは画家に
とっての登竜門とされる院展・二科展・
文展（今の日展）が開催されていた。
2007年には国立新美術館の開館に伴
い、それらの大規模な団体展は会場を
移した。この影響を受け、都美の代名
詞は失われたように思われたが、より
一層身近な作品発表の場となった。
　現在は、週単位で様々な団体が絵画・
彫刻・書道・ジュエリーなど、幅広い
作品を展示している。また、小学生か
ら大学生まで、学校で製作した作品の
展覧会も開催され、誰もが芸術に触れ
られる場となっている。過去のもので
はない、自由で新しい作品が展示され
ている都美は、開館当初からギャラリ
ーとして、日本の「今」をみせ続けて

きた。
　どんな芸術作品も展示する都美。こ
の美術館は、ただの箱だ。公募作品は
入れ替わり続け、そのとき限りのライ
ンナップを揃えている。この箱はまる
で、その日のおかずを詰め込むお弁当
箱のようだ。
　この「お弁当箱」は、芸術作品であ
れば何でも入れられ、誰でもそれを食
べることができる。
　それぞれが得意とする一品を持ち寄
ってできた、みんなの「お弁当」。そ
んな箱の中では、優劣も可否も存在し
ない。年齢も職業も全く異なる芸術家
による、唯一無二の作品が数多く集ま
る都美。そこは誰もが興味を超えた作
品に出会うことができる場である。た
とえば多くの公募展が集まった箱の中
に、決められた順路はない。自分なり
の順序とペースで館内をみてまわる。
この芸術の楽しみ方は、お弁当の味わ
い方と同じだ。
　自分でつくって持っていくもよし、
誰かがつくったものを楽しむもよし。
　この「お弁当箱」は全ての人を芸術家
にも、観る者にもさせる。両者にとっ
て美術の世界と出会える場、いわばア
ートへの入り口としての美術館である。
　お弁当箱に何が入っているかは、蓋
を開けるまで分からない。都美という
箱の中身も、足を運んでみなければ分

からない。美術館に入った先でどんな
作品が待っているのか、どんな作品に
出会えるのか。ワクワクしながら正門
をくぐり、都美という「お弁当箱」の
蓋を自分の手で開けることができる。
都美には新しいアートの楽しみ方が詰
まっているのだ。
　都美は誰でも受け入れる。
　誰もがつくり手にも受け取り手にも
なれるこの箱で、アートの新しい遊び
方が生まれる。何でも入る箱の中から
広がるアートの世界は無限だ。これほ
ど広いアートの世界に出会えるのが東
京都美術館である。
　上野にある「みんなのお弁当箱」。
その中身は入れ替わり続けている。訪
れる度に違う順番でお箸を進め、満腹
になるまで味わう。都美の開館時間は、
お弁当を味わうためのお昼休みである。
夢中になって食べる時間はあっという
間だ。

山本理子、佐々木花恵、柿沼 伶

museu
ming tourism
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東京都美術館

図３:museuming tourismの概念図

写真１:museuming tourismをするゼミ生たち

作例❶

ル
・
ア
ー
ツ
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
考
え
方
か
ら
、
私
た
ち
の
ゼ
ミ

で
は
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
修
得
を

目
指
し
て
、
と
く
に
ツ
ー
リ
ス
ト
の
リ
テ
ラ

シ
ー
を
実
践
す
る
メ
ソ
ッ
ド
の
研
究
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
い
ま
挑
戦
し
て
い
る
の

は
、m

u
seu
m
in
g to
u
rism

（
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ミ
ン
グ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
と
い
う
新
た
な

観
光
の
ス
タ
イ
ル
を
模
索
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。

m
u
seu
m
in
g

３
・tou

rism
 

 

― 

世
界
を
「
観
る
」
実
験

　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
美
術
館
や
博
物
館
な
ど
）

で
作
品
や
展
示
品
と
向
き
合
う
と
き
、
人
は

「
何
か
」
を
見
出
そ
う
と
意
識
を
集
中
し
、

非
日
常
の
濃
密
な
時
間
を
過
ご
し
て「
対
話
」

を
試
み
ま
す
。そ
ん
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で「
観

る
」
行
為
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
観
る
」
体

験
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。

　
す
る
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
中
で
じ
っ
く
り

「
観
る
」
よ
う
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
外
の

世
界
も
し
っ
か
り「
観
る
」こ
と
が
で
き
れ
ば
、

き
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
モ
ノ
や
コ
ト
が
観
え
る

よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
新
た
な
世
界
観
を
創

出
し
、
多
様
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
行
き
方
＝
生

き
方
を
実
践
で
き
る
ツ
ー
リ
ス
ト
の
方
法
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
―
―
こ

れ
がm

u
seu
m
in
g to
u
rism

（
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ミ
ン
グ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
の
考
え
方
で
す

（
図
3
）。

　
こ
れ
は
2
0
2
1
年
の
夏
に
ゼ
ミ
生
た
ち

が
考
案
し
た
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、
ゼ
ミ
で

実
験
と
議
論
を
積
み
重
ね
て
い
る
「
新
し
い

観
光
の
か
た
ち
」で
す
。こ
こ
で
重
要
な
の
は
、

た
だ
世
界
を
「
観
る
」
だ
け
で
終
わ
ら
ず
、

そ
の
「
世
界
観
」
を
写
真
と
文
章
で
表
現
す

る
こ
と
と
連
結
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、ツ
イ
ッ
タ
ー
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、

ブ
ロ
グ
な
ど
の
S
N
S
を
活
用
し
、
わ
た
し

ま
た
メ
ー
ル
や
手
紙
で
も
活
躍
す
る
様
子
を

知
ら
さ
れ
る
と
、
冒
頭
の
問
い
に
対
す
る
答

え
の
よ
う
な
も
の
を
、
卒
業
生
た
ち
か
ら
教

え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
に
な
り
ま
す
。

　
よ
く
見
聞
き
す
る
言
い
回
し
で
恐
縮
で
す

が
、
観
光
を
大
学
で
学
ぶ
意
義
は
、
観
光
系

の
仕
事
に
就
く
か
否
か
で
は
な
く
、
観
光
的

な
も
の
の
観
え
方
や
考
え
方
を
身
に
つ
け
る

こ
と
に
あ
る
―
―
こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
の
言
葉

で
い
い
か
え
れ
ば
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ

シ
ー
の
修
得
こ
そ
が
観
光
を
大
学
で
学
ぶ
意

義
で
あ
り
、
な
か
で
も
「
ツ
ー
リ
ス
ト
の
リ

テ
ラ
シ
ー
」
の
高
度
な
実
践
が
独
自
の
価
値

に
な
る
、
と
い
え
ま
す
。

ツ
ー
リ
ス
ト
の

２
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
、「
よ

り
よ
い
観
光
を
実
践
す
る
た
め
の
技
法
と
思

考
」
を
意
味
し
ま
す
。
獨
協
大
学
に
所
属
す

る
須
永
和
博
・
鈴
木
涼
太
郎
・
山
口
誠
の
3

人
が『
観
光
の
レ
ッ
ス
ン
―
―
ツ
ー
リ
ズ
ム
・

リ
テ
ラ
シ
ー
入
門
』（
新
曜
社
、2
0
2
1
年
）

で
提
起
し
た
概
念
で
あ
り
、
そ
れ
は
①
ツ
ー

リ
ス
ト
（
観
光
者
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー
、②
メ
デ

ィ
エ
ー
タ
ー
（
観
光
業
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー
、③

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
観
光
地
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー

の
3
層
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
（
図
1
、
2
）。

　
こ
れ
ま
で
観
光
教
育
で
は
、
第
2
層
の
メ

デ
ィ
エ
ー
タ
ー
（
観
光
業
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー

が
主
役
で
し
た
。
ホ
テ
ル
や
旅
行
会
社
を
は

じ
め
と
す
る
観
光
業
の
現
場
で
求
め
ら
れ
る

実
技
と
思
考
、
あ
る
い
は
持
続
可
能
な
観
光

業
の
開
発
と
経
営
な
ど
、
観
光
と
い
う
事
業

の
よ
き
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
り
メ
デ
ィ
エ
ー
タ

ー
と
な
る
た
め
の
教
育
が
、
日
本
を
含
む
世

界
各
地
の
大
学
で
お
こ
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
よ
り
よ
き
観
光
業
の
リ
テ
ラ
シ
ー

は
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
近
年
で
は
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
教

育
と
研
究
が
、
い
く
つ
か
の
大
学
で
実
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
第
3
層
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
（
観
光
地
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー
と
関
わ
る

新
た
な
潮
流
で
あ
り
、
観
光
に
よ
る
地
域
振

興
の
経
済
的
な
効
果
だ
け
で
な
く
、
文
化
的

か
つ
社
会
的
な
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
他
の
学
術
分
野
で
は
成
し
え
な
い

独
自
の
貢
献
を
達
成
で
き
る
と
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
こ
う
し
て
実
績
の
あ
る
観
光
業
の
リ
テ
ラ

シ
ー
（
第
2
層
）
や
、
注
目
を
集
め
る
地
域

づ
く
り
の
リ
テ
ラ
シ
ー
（
第
3
層
）
と
比
べ

た
と
き
、な
ぜ
か
第
1
層
の
ツ
ー
リ
ス
ト（
観

光
者
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー
は
見
過
ご
さ
れ
、
大

学
教
育
だ
け
で
な
く
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
社
会
教
育
で
も
ほ
と
ん
ど
放
置
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
と
き
に
有
名
人
や
知
識
人
が

自
ら
の
旅
を
体
験
的
に
語
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、「
よ
り
よ
く
観
光
す
る
た
め
の
リ
テ
ラ

シ
ー
」
を
実
証
的
に
研
究
し
、
そ
の
学
的
成

果
を
体
系
的
に
教
育
す
る
機
会
は
、
他
の
2

層
と
比
べ
る
こ
と
さ
え
難
し
い
ほ
ど
、
じ
つ

に
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
第
1
層
の
ツ
ー
リ
ス
ト
の
リ
テ
ラ

シ
ー
は
、
観
光
業
に
従
事
す
る
人
、
ま
た
地

域
振
興
に
取
り
組
む
人
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
う

し
た
観
光
系
の
仕
事
に
就
く
か
否
か
を
問
わ

て
い
ま
す
。

　
ゼ
ミ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
3
年
生

を
中
心
に
実
行
し
、
4
年
生
に
な
る
と
後

輩
を
サ
ポ
ー
ト
し
つ
つ
卒
業
論
文
の
執
筆

や
写
真
集
の
制
作
な
ど
に
取
り
組
み
、
そ

し
て
卒
業
し
て
い
き
ま
す
。
や
が
て
卒
業

生
の
誰
か
が
「
里
帰
り
」
し
て
、
新
た
な

後
輩
た
ち
と
語
り
合
い
、
い
ろ
い
ろ
な
世

界
の
観
方
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
―
―
よ
い

ツ
ー
リ
ス
ト
た
ち
は
、
別
の
よ
い
ツ
ー
リ

ス
ト
た
ち
を
生
み
出
す
こ
と
も
、
私
は
こ

の
ゼ
ミ
で
よ
く
目
撃
し
て
き
ま
し
た
。

　
よ
り
よ
く
世
界
を
観
る
こ
と
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
ツ
ー
リ
ス
ト
た
ち
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ

て
い
く
。
そ
う
し
て
多
様
な
世
界
観
が
表
現

さ
れ
、
他
の
ツ
ー
リ
ス
ト
た
ち
と
共
有
さ
れ

て
い
く
こ
と
で
、
観
光
こ
そ
が
多
様
で
豊
か

な
次
世
代
の
世
界
を
生
み
出
す
希
望
と
な
る

こ
と
が
で
き
る
。
よ
り
よ
い
観
光
は
「
ま
ち
」

や
「
ひ
と
」
を
つ
く
り
、
そ
し
て
「
せ
か
い
」

を
つ
く
る
―
―
こ
こ
に
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ

ラ
シ
ー
を
修
得
す
る
価
値
が
あ
り
、
そ
し
て

観
光
こ
そ
を
大
学
で
学
ぶ
こ
と
の
意
義
が
あ

る
、
と
考
え
ま
す
。

　
よ
り
よ
い
ツ
ー
リ
ス
ト
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
次

に
実
践
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
私

た
ち
の
ゼ
ミ
は
ワ
ク
ワ
ク
す
る
観
光
の
レ
ッ
ス
ン

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
写
真
2
）

1
・
観
光
を
学
ぶ
価
値

　
な
ぜ
観
光
を
学
ぶ
の
か
。
し
か
も
貴
重
な

四
年
間
と
5
0
0
万
円
近
い
学
費
を
か
け
て
、

大
学
で
観
光
を
学
ぶ
価
値
と
は
何
か
―
―
コ

ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
こ
の
問
い
に
答
え
る
こ
と

は
難
し
い
で
す
。

　
私
が
担
当
す
る
ゼ
ミ
に
は
、
3
年
生
と
4

年
生
が
各
10
人
程
度
、
あ
わ
せ
て
20
人
あ
ま

り
の
ゼ
ミ
生
が
い
ま
す
。
自
分
の
学
生
時
代

を
忘
れ
た
く
な
る
ほ
ど
、
み
ん
な
真
摯
に
ゼ

ミ
の
研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
卒
業
後
に
観
光
系
の
仕
事
に
就
職
す

る
ゼ
ミ
生
は
3
割
ほ
ど
で
、
多
い
年
で
も
半

数
を
超
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
観
光
を

学
ぶ
ゼ
ミ
と
し
て
は
、失
格
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
た
と
え
ば
卒
業
生
の
う
ち
、
観
光
系
の
仕

事
は
外
資
ホ
テ
ル
や
客
室
乗
務
員
が
多
く
、

そ
れ
に
旅
行
会
社
な
ど
が
続
き
ま
す
。
一
方

で
非
観
光
系
の
仕
事
は
多
種
多
様
で
、
新
聞

記
者
を
は
じ
め
テ
レ
ビ
・
広
告
・
出
版
な
ど

の
メ
デ
ィ
ア
関
係
が
多
く
、
商
社
や
製
造
業

が
そ
れ
に
続
き
、
大
学
院
に
進
学
す
る
人
や

外
務
省
の
専
門
職
員
に
な
る
人
も
い
ま
す
。

　
そ
う
し
て
卒
業
し
た
ゼ
ミ
生
の
何
人
か
が
、

と
き
ど
き
「
里
帰
り
」
し
ま
す
。
現
役
の
後

輩
た
ち
へ
手
土
産
ぐ
ら
い
持
参
す
れ
ば
い
い

も
の
を
、
だ
い
た
い
手
ぶ
ら
で
来
ま
す
。
む

し
ろ
有
給
休
暇
を
取
得
し
て
、
数
時
間
の
ゼ

ミ
に
参
加
し
て
、
終
了
後
も
後
輩
た
ち
と
話

し
込
む
人
が
多
い
。
学
生
の
こ
ろ
に
は
み
え

な
か
っ
た
こ
と
が
、「
里
帰
り
」
す
る
と
み

え
て
く
る
そ
う
で
、
そ
れ
を
伝
え
よ
う
と
熱

っ
ぽ
く
語
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
大
学
で
観

光
を
学
ん
で
よ
か
っ
た
、
い
ま
の
仕
事
に
活

き
て
い
る
、
と
い
う
人
は
、
観
光
系
よ
り
も

非
観
光
系
の
仕
事
に
就
い
た
人
に
多
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
「
里
帰
り
」
の
と
き
に
話
を
聞
き
、

の
「
観
る
」
を
表
現
し
て
、
そ
の
世
界
観
を

発
信
す
る
こ
と
を
試
み
ま
す
。
そ
う
し
て
わ

た
し
の
「
観
る
」
こ
と
が
誰
か
の
「
観
る
」
と

結
び
つ
き
、
多
様
な
世
界
観
を
表
現
で
き
る

新
た
な
観
光
の
か
た
ち
を
求
め
て
、
実
験
と

考
察
を
重
ね
て
い
ま
す
（
写
真
1
）。

よ
い
ツ
ー
リ
ス
ト
は
、

４
・
別
の
よ
い
ツ
ー
リ
ス
ト

を
生
み
出
す

　m
useum

ing tourism

を
は
じ
め
、
こ
の

ゼ
ミ
で
は
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、
で

き
る
だ
け
新
し
い
研
究
活
動
を
ゼ
ロ
か
ら
構

築
し
ま
す
。
担
当
教
員
は
他
大
学
の
研
究
者

や
企
業
の
専
門
家
か
ら
助
言
を
も
ら
い
、
ゼ

ミ
で
実
験
で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
具

現
化
す
る
こ
と
に
奔
走
し
ま
す
が
、
ひ
と
た

び
動
き
出
し
た
ら
、
あ
と
は
ゼ
ミ
生
た
ち
の

創
意
工
夫
に
お
任
せ
で
す
。

　
す
る
と
、
こ
ち
ら
の
予
想
を
は
る
か
に
超

え
た
ゼ
ミ
生
た
ち
の
自
由
な
実
践
を
、
よ
く

目
撃
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
迫
真
の
文
章

や
独
自
の
写
真
が
ゼ
ミ
で
シ
ェ
ア
さ
れ
た
と

き
、
ま
る
で
旅
先
で
息
を
の
む
光
景
を
目
撃

し
た
か
の
よ
う
な
感
覚
に
包
ま
れ
ま
す
。
そ

れ
は
小
さ
い
な
が
ら
も
一
つ
の
「
世
界
観
」

が
誕
生
し
、
共
有
さ
れ
た
瞬
間
で
あ
り
、
私

た
ち
は
そ
の
「
観
光
の
表
現
」
へ
心
か
ら
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　
他
方
で
実
験
が
空
回
り
し
て
失
敗
が
重
な

り
、
ゼ
ミ
生
も
教
員
も
疲
弊
す
る
日
々
が
続

く
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
歴
代

の
ゼ
ミ
生
た
ち
は
く
じ
け
ず
に
研
究
活
動
に

取
り
組
み
、
優
れ
た
研
究
成
果
を
遂
げ
た
と

き
に
は
観
光
系
の
学
会
で
発
表
し
た
り
、
新

聞
や
雑
誌
に
寄
稿
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
い
ま

はm
u
seu
m
in
g to
u
rism

を
修
学
旅
行

や
研
修
の
一
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
装
で
き

な
い
か
、
ま
た
公
開
講
座
や
観
光
地
で
の
レ

ビ
ュ
ー
（
ク
チ
コ
ミ
）
実
験
に
応
用
で
き
な

い
か
な
ど
、
そ
の
具
体
的
な
方
法
を
検
討
し

ず
、
す
べ
て
の
人
に
関
わ
る
基
幹
的
な
リ
テ

ラ
シ
ー
で
す
。
な
ぜ
な
ら
観
光
は
、
楽
器
の

演
奏
や
語
学
の
学
習
と
同
じ
く
、
独
学
で
も

「
で
き
る
よ
う
に
な
る
」部
分
は
あ
り
ま
す
が
、

し
か
し
優
れ
た
メ
ソ
ッ
ド
と
一
定
の
時
間
を

か
け
て
し
っ
か
り
学
び
問
う
こ
と
で
、
高
度

に
実
践
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
文
化
的
活
動

の
一
つ
だ
か
ら
で
す
。

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
う
ち
、
第

1
層
の
ツ
ー
リ
ス
ト
の
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、
し

っ
か
り
修
得
す
れ
ば
一
生
も
の
の
財
産
に
な

り
ま
す
。
よ
り
よ
く
観
光
す
る
た
め
の
リ
テ

ラ
シ
ー
を
大
学
で
学
び
、
よ
り
よ
い
次
世
代

の
ツ
ー
リ
ス
ト
に
な
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は

さ
ら
に
よ
く
世
界
を
観
る
こ
と
が
で
き
、
も

っ
と
多
様
で
豊
か
な
行
き
方
＝
生
き
方
を
実

践
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
う
し
て
、い
ま
ま
で
見
え
な
か
っ
た「
世

界
」
を
「
観
る
」
技
能
や
、
見
え
て
い
た
の

に
気
づ
か
な
か
っ
た
「
世
界
」
を
「
観
る
」
技

能
―
―
す
な
わ
ち
「
世
界
」＋「
観
」
と
し
て

の
「
世
界
観
」
を
高
度
化
す
る
ツ
ー
リ
ス
ト

の
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、
大
学
の
4
年
間
で
こ
そ

体
系
的
か
つ
学
術
的
に
修
得
す
べ
き
知
で
す
。

そ
れ
は
卒
業
後
に
就
く
仕
事
が
観
光
系
か
非

観
光
系
か
を
問
わ
ず
、
変
化
し
続
け
る
こ
れ

か
ら
の
世
界
で
活
躍
す
る
人
び
と
に
と
っ
て

価
値
の
あ
る
、
優
れ
て
21
世
紀
型
の
リ
ベ
ラ

の
作例❶

　
た
と
え
ば
ゼ
ミ
生
の
み

ん
な
で
美
術
館
を
訪
れ
ま

す
。学
生
の
特
典
制
度
の
お

か
げ
で
常
設
展
を
無
料
で

鑑
賞
で
き
る
所
も
多
く
、集

合
時
間
を
決
め
て
自
由
に

展
示
を
観
て
ま
わ
り
、そ
れ

ぞ
れ
が
一
つ
の
作
品
や
テ

ー
マ
を
選
び
ま
す
。そ
し
て

1
0
0
字
で
思
い
想
い
の

「
観
た
こ
と
」を
表
現
し
、可

能
な
ら
写
真
を
撮
り
、ゼ

ミ
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
・
ア
カ
ウ

ン
ト
へ
投
稿
し
ま
す
。再
集

合
の
後
、全
員
が
全
員
の
レ

ビ
ュ
ー
を
読
ん
で
投
票
し
、

そ
の
結
果
を
参
考
に
議
論

し
、観
光
か
ら
生
ま
れ
た
ば

か
り
の
表
現
と
そ
の
世
界

観
を
共
有
し
ま
す
。場
所

や
テ
ー
マ
を
変
え
て
繰
り

返
し
て
い
く
と
、「
観
る
」リ

テ
ラ
シ
ー
が
個
人
で
も
集

合
で
も
高
ま
っ
て
い
く
こ
と

が
実
感
で
き
ま
す
。（
作
例

❶
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
そ
の

も
の
を「
観
る
」こ
と
に
挑

戦
し
た
3
人
の
レ
ビ
ュ
ー
で

す
。）

お弁当箱
東京都美術館（上野）

　「お昼休みが始まったから、お弁当
を食べよう」
　そんな感覚で、あいている時間があ
れば、東京都美術館（都美）を訪れてみ
るのもいいかもしれない。都美では常
に複数の公募展が開催され、無料で鑑
賞できるものも多くある。お財布さえ
持たずに楽しめる芸術が、そこにある。
　1926年に日本で最初の公立美術館
として開館した都美。そこでは画家に
とっての登竜門とされる院展・二科展・
文展（今の日展）が開催されていた。
2007年には国立新美術館の開館に伴
い、それらの大規模な団体展は会場を
移した。この影響を受け、都美の代名
詞は失われたように思われたが、より
一層身近な作品発表の場となった。
　現在は、週単位で様々な団体が絵画・
彫刻・書道・ジュエリーなど、幅広い
作品を展示している。また、小学生か
ら大学生まで、学校で製作した作品の
展覧会も開催され、誰もが芸術に触れ
られる場となっている。過去のもので
はない、自由で新しい作品が展示され
ている都美は、開館当初からギャラリ
ーとして、日本の「今」をみせ続けて

きた。
　どんな芸術作品も展示する都美。こ
の美術館は、ただの箱だ。公募作品は
入れ替わり続け、そのとき限りのライ
ンナップを揃えている。この箱はまる
で、その日のおかずを詰め込むお弁当
箱のようだ。
　この「お弁当箱」は、芸術作品であ
れば何でも入れられ、誰でもそれを食
べることができる。
　それぞれが得意とする一品を持ち寄
ってできた、みんなの「お弁当」。そ
んな箱の中では、優劣も可否も存在し
ない。年齢も職業も全く異なる芸術家
による、唯一無二の作品が数多く集ま
る都美。そこは誰もが興味を超えた作
品に出会うことができる場である。た
とえば多くの公募展が集まった箱の中
に、決められた順路はない。自分なり
の順序とペースで館内をみてまわる。
この芸術の楽しみ方は、お弁当の味わ
い方と同じだ。
　自分でつくって持っていくもよし、
誰かがつくったものを楽しむもよし。
　この「お弁当箱」は全ての人を芸術家
にも、観る者にもさせる。両者にとっ
て美術の世界と出会える場、いわばア
ートへの入り口としての美術館である。
　お弁当箱に何が入っているかは、蓋
を開けるまで分からない。都美という
箱の中身も、足を運んでみなければ分

からない。美術館に入った先でどんな
作品が待っているのか、どんな作品に
出会えるのか。ワクワクしながら正門
をくぐり、都美という「お弁当箱」の
蓋を自分の手で開けることができる。
都美には新しいアートの楽しみ方が詰
まっているのだ。
　都美は誰でも受け入れる。
　誰もがつくり手にも受け取り手にも
なれるこの箱で、アートの新しい遊び
方が生まれる。何でも入る箱の中から
広がるアートの世界は無限だ。これほ
ど広いアートの世界に出会えるのが東
京都美術館である。
　上野にある「みんなのお弁当箱」。
その中身は入れ替わり続けている。訪
れる度に違う順番でお箸を進め、満腹
になるまで味わう。都美の開館時間は、
お弁当を味わうためのお昼休みである。
夢中になって食べる時間はあっという
間だ。

山本理子、佐々木花恵、柿沼 伶

museu
ming tourism

第255号 October 202259
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作例❸

　m
u
se
u
m
in
g

の
応
用

と
し
て
、都
内
に
多
数
あ
る

現
代
ア
ー
ト
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー（
画
廊
）を
各
自
で
自
由

に
訪
れ
、同
じ
時
代
を
生
き

る
表
現
と
出
会
い
、そ
の
表

現
者
た
ち（
作
家
、画
廊
関

係
者
、他
の
鑑
賞
者
な
ど
）

と
交
流
し
、そ
こ
か
ら「
観

た
こ
と
」を
1
0
0
字
レ
ビ

ュ
ー
で
表
現
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
トm

u
s
e
u
m
in
g
-

co
n
tem
p
o
ra
ry

に
挑
戦

中
で
す
。評
価
の
定
ま
っ
た

過
去
の
名
画
で
は
な
く
、他

な
ら
ぬ〈
い
ま
〉の
表
現
に

つ
い
て「
観
る
」レ
ビ
ュ
ー
を

S
N
S
で
共
有
す
る
と
、ど

の
よ
う
な「
観
光
の
螺
旋
」

が
生
ま
れ
る
の
か（
生
ま
れ

な
い
の
か
）を
実
験
し
て
い

ま
す
。こ
の
他
に
も
大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
や
日
常
生
活
の

場
でm

u
se
u
m
in
g

を
お

こ
な
い
、ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

外
の
世
界
も
よ
り
よ
く「
観

る
」メ
ソ
ッ
ド
を
研
究
し
て

い
ま
す
。（
作
例
❷
と
作
例

❸
は
2
0
2
2
年
9
月
の

合
宿
で
ゼ
ミ
生
が
S
N
S

に
ア
ッ
プ
し
た
レ
ビ
ュ
ー
で

す
。）

museuming-
contemporary
by 吉田真稀

わたしだけが、この部屋に。
だが、顔を隠してしまう。

あえて、透明なカーテンで。
薄いベールで、わたしを偽る。

隠れたい。けど、孤独から逃れたい。

みえるか、みえないかの狭間で、
人は他者を強く意識する。

作例❷
museuming-
contemporary
by 吉海冬那

触れる

手のひらを伝って
気持ちを与え、同時に与えられる

共有された気持ちは
色彩となってごちゃ混ぜに
場に溢れ出す

ひとつの行為が、世界を変化させる

もっと触れてみたい

の
作例❷ &作例❸

museu
ming tourism

60



　趣
味
が
読
書
と
い
う
人
は
、
私
の

世
代
に
は
多
か
っ
た
。
私
も
そ
の
濫

読
者
の
一
人
で
月
10
冊
ほ
ど
購
入
す

る
。
た
だ
、
書
籍
に
よ
り
読
み
方
が

変
わ
る
。
さ
っ
さ
と
済
ま
す
の
は
新

書
で
2
0
0
ペ
ー
ジ
程
度
の
も
の
で
、

2
時
間
ぐ
ら
い
で
雑
に
読
む
。
楽
し

み
の
た
め
に
じ
っ
く
り
と
読
む
の
は
、

主
に
海
外
ミ
ス
テ
リ
ー
で
現
在
フ
ォ

　多
種
多
様
な
活
字
を
読
ん
で
い
き
、

脳
内
が
思
考
で
溢
れ
て
収
拾
が
つ
か

な
く
な
っ
た
こ
ろ
か
ら
、書
籍
は「
あ

る
種
の
毒
性
」
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、

「
読
ん
だ
ら
そ
の
場
で
忘
れ
る
」
こ

と
を
心
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今

で
も
そ
の
習
慣
が
身
に
付
い
て
い
る
。

書
庫
が
一
杯
に
な
り
ど
う
し
よ
う
か

と
思
っ
て
い
た
こ
ろ
、
古
書
が
売
り

や
す
く
な
っ
た
。
最
近
は
ほ
ぼ
ネ
ッ

ト
で
売
っ
て
し
ま
い
、
で
き
る
だ
け

側
に
お
か
な
い
こ
と
を
心
が
け
る
。

最
近
、
読
了
し
た
本
は
庭
の
石
と
同

じ
価
値
し
か
な
い
と
思
っ
た
り
す
る
。

石
と
同
程
度
に
重
い
か
ら
に
他
な
ら

な
い
。

　思
考
を
自
由
に
す
る
に
は「
記
憶
」

よ
り
も
「
忘
却
」
の
能
力
を
発
揮
す

る
の
が
最
良
の
方
法
で
、
現
物
が
な

け
れ
ば
そ
の
証
拠
さ
え
消
え
る
。
現

在
、
長
く
手
元
に
あ
る
の
は
『
菜
根

譚
』（
中
国
の
明
時
代 

洪
自
誠
が
の

こ
し
た
随
筆
集
）
程
度
。

　こ
の
よ
う
な
本
に
対
す
る
考
え
方

を
持
っ
て
い
て
も
脳
裏
に
残
る
言
葉

が
あ
る
。「
マ
ー
フ
ィ
ー
の
言
葉
」
に

忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
よ
う
に
。

　90
年
代
中
盤
、
地
域
の
疲
弊
か
ら

ま
ち
づ
く
り
事
業
を
始
め
た
。
21
世

紀
に
入
り
、
N
P
O
や
社
団
法
人
を

立
ち
上
げ
、
運
動
体
も
法
人
化
し
て

い
っ
た
。
法
人
化
す
る
と
、
そ
の
目

指
す
と
こ
ろ
と
社
会
や
政
治
構
造
が

ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
が
多
く
な
り
、

わたしの
１冊
27回第

『
ク
レ
イ
ジ
ー

パ
ワ
ー
』

ジ
ョ
ン・エ
ル
キ
ン
ト
ン 

著
、

パ
メ
ラ・ハ
ー
テ
ィ
ガ
ン 

著
、

関
根
智
美 

翻
訳

英
治
出
版

『
劣
化
国
家
』

ニ
ー
ア
ル・

フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン 

著
、

櫻
井
祐
子 

翻
訳

東
洋
経
済
新
報
社

鶴
田
浩
一
郎（
つ
る
た・こ
う
い
ち
ろ
う
）

大
分
県
別
府
市
生
ま
れ
。成
蹊
大
学
卒
業
後
、日
本
貿
易
振
興
会
を
経
て

1
9
8
1
年
に
帰
郷
。1
9
9
0
年
、（
株
）鶴
田
ホ
テ
ル
代
表
取
締
役
社
長
に

就
任
し
現
在
に
至
る
。ホ
テ
ル
経
営
の
か
た
わ
ら
大
型
温
泉
地
別
府
の
地
域
づ

く
り
に
参
画
。2
0
0
1
年
よ
り
地
域
資
源
を
活
用
し
参
加
交
流
型
商
品
を
作

り
出
し
地
域
を
元
気
に
す
る
イ
ベ
ン
ト「
ハ
ッ
ト
ウ・オ
ン
パ
ク（
別
府
八
湯
温
泉
泊
覧
会
）」を
立
ち

上
げ
る
。2
0
1
0
年
、地
域
活
性
化
の
手
法
と
し
て
全
国
約
80
箇
所
に
普
及
し
た
オ
ン
パ
ク
の
仲

間
達
と
、（
社
）ジ
ャ
パ
ン・オ
ン
パ
ク
を
設
立（
2
0
2
0
年（
社
）オ
ン
パ
ク
に
名
称
変
更
）し
、さ
ら

な
る
普
及
を
は
か
っ
て
い
る
。

考
え
方
や
組
織
の
理
論
武
装
を
し
て

い
な
い
と
「
情
理
」
だ
け
で
動
く
こ

と
に
な
る
。
こ
の
場
合
の
「
情
理
」

は
地
域
情
理
で
、
濃
い
人
間
関
係
や

私
益
な
ど
人
間
が
持
つ
本
来
の
欲
求

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
な
と
き
に
出
会
っ
た
本

が
『
ク
レ
イ
ジ
ー
パ
ワ
ー
』（
ジ
ョ
ン
・

エ
ル
キ
ン
ト
ン
、
パ
メ
ラ
・
ハ
ー
テ

ィ
ガ
ン
著
）（
2
0
0
8
年
）
や
『
劣

化
国
家
』（
ニ
ー
ア
ル
・
フ
ァ
ー
ガ
ソ

ン
著
）（
2
0
1
3
年
）
で
あ
る
。

　前
者
の
原
題
は
「T

H
E
 P
O
W
E
R

O
F
 U
N
R
E
A
S
O
N
A
B
L
E
 

P
E
O
P
L
E

」
で
翻
訳
と
か
な
り
か

け
離
れ
て
い
る
が
、
社
会
起
業
家
を

描
い
た
も
の
。こ
の
と
き
初
め
て「
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」
が
社
会

の
発
展
に
い
か
に
重
要
か
を
確
認
で

き
、
N
P
O
等
で
行
う
社
会
的
事
業

の
理
屈
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　た
だ
、
こ
こ
は
出
発
点
に
し
か
す

ぎ
な
い
こ
と
も
分
か
っ
て
い
た
が
、

そ
の
後
、
日
本
に
お
け
る
N
P
O
や

社
会
起
業
家
な
ど
の
研
究
が
大
学
等

に
お
い
て
も
進
ま
ず
、
迷
走
し
て
い

る
よ
う
に
も
思
え
る
。

　後
者
は
扉
を
あ
け
る
と
、
次
の
言

葉
が
待
っ
て
い
る
。「
常
識
の
あ
る

人
は
、
自
分
を
世
間
に
合
わ
せ
よ
う

と
す
る
。
非
常
識
な
人
は
、
世
間
を

自
分
に
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
。
ゆ
え

に
非
常
識
の
人
が
い
な
け
れ
ば
、
こ

の
世
の
進
歩
は
あ
り
得
な
い
」（
ジ
ョ

ー
ジ
・
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ー
）。
こ

れ
だ
け
で
も
迷
い
が
吹
っ
切
れ
た
。

『
劣
化
国
家
』
は
政
治
、
経
済
、
法
、

社
会
の
4
つ
の
制
度
を
概
説
し
た
も

の
で
、
自
分
の
現
在
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

を
俯
瞰
し
確
認
す
る
た
め
の
整
理
方

法
を
教
え
て
く
れ
た
。

　民
間
の
ま
ち
づ
く
り
は
政
治
や
行

政
か
ら
み
る
と
、
そ
れ
を
補
完
す
る

も
の
と
し
か
考
え
な
い
人
達
も
い
る

が
、
実
際
、
成
功
す
る
確
率
の
高
い

事
業
は
民
間
の
組
織
活
動
か
ら
新
し

い
シ
ー
ズ
が
産
ま
れ
て
く
る
も
の
だ
。

い
ず
れ
に
し
ろ
成
功
す
る
確
率
は
2

割
程
度
で
、
10
事
業
ほ
ど
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
か
な
い
と
継
続
事
業
と
は

な
り
え
ず
、組
織
の
維
持
も
で
き
な
い
。

鶴
田
浩
一
郎

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ツ
ル
タ
代
表
取
締
役
社
長

N
P
O

法
人
ハ
ッ
ト
ウ
・
オ
ン
パ
ク
理
事

一
般
社
団
法
人
オ
ン
パ
ク
相
談
役

ロ
ー
し
て
い
る
著
者
は
7
人
。
ほ
ぼ

毎
年
新
し
い
著
作
を
1
冊
以
上
は
読

む
こ
と
が
で
き
る
。

　10
代
後
半
か
ら
20
代
に
か
け
て
精

神
的
な
成
長
期
の
読
書
は
、
人
格
形

成
や
思
想
の
あ
り
か
た
に
影
響
を
与

え
る
。
寺
山
修
司
の
『
書
を
捨
て
よ
、

町
へ
出
よ
う
』（
1
9
7
5
年
）
に
は
、

タ
イ
ト
ル
を
見
た
だ
け
で
も
共
感

し
て
、
本
を
売
り
払
っ
て
旅
に
で
て

し
ま
う
。
ま
た
、
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・

フ
ロ
ム
の
『
自
由
か
ら
の
逃
走
』

（
1
9
5
2
年
）
を
読
む
と
社
会
構

造
へ
の
猜
疑
心
が
確
信
へ
と
変
わ
っ

て
い
く
よ
う
に
。

導
か
れ
る
書
物

第255号 October 202261



「観光文化」の創刊は1976年。
読者は、観光にかかわる省庁・各地方公共団体の方々が最も多く、
次いで大学等の研究機関、観光産業界、全国の大学図書館、

公立図書館の順となっています。
季刊誌として年４回の発行です。

全文公開
PDF版、WEB版

「観光文化」は発行とほぼ同時に当財団ホームページで全文公開しています。
現在、180号（2006年11月発行）以降のものをご覧いただけます。

また、241号（2019年4月発行）からは、PDF版に加えてWEB版での全文公開も開始。
スマートフォンなど小さな画面でも快適に閲覧していただけるようにしました。

https://www.jtb.or.jp/book/tourism-culture/

定期購読のご案内

当財団ホームページで全文公開している「観光文化」ですが、
「続けて冊子で読みたい」という要望をいただくことも多いため、

定期購読のお申し込みも承っております。
当財団ホームページからお申し込みください。

https://www.jtb.or.jp/book/subscription-2/

単号販売のご案内

単号での販売も行っています。
オンデマンド印刷版として、創刊号（1976年）から最新号まで、全ての号を購入いただけます。

アマゾン、楽天ブックス、三省堂書店オンデマンドでお買い求めください。
定価1,100円（税込。169号～214号は1,540円）。

全文公開と購 読 のご案 内

１年間
（年4冊。季刊）

※お申し込み時点の最新号から４回分をお送りします。開始号については変更可能です。

3,080円
（税込、4冊分。1冊あたり700円＋税＝定価の30％off。送料込分）

※途中キャンセルはできませんこと、予めご了承ください。
※お申し込みの確認がとれ次第、請求書をお送りいたします。

※お支払いは銀行振込のみとなります。※振込手数料はご負担をお願いいたします。
※自動継続としておりません。

4冊分お送りした後、次号発行の1か月前を目安に、
メールで継続の意思確認をさせていただきます。
返信いただかなければ自動解約となります。

期間

購読料

お問い合わせ

観光文化振興部編集室までお願いいたします。
TEL:03‒5770‒8364 FAX:03‒5770‒8359 E‒mail:jtbfbook@jtb.or.jp

観光文化
機関誌

この一年間に発行した『観光文化』を紹介します。
バックナンバーの紹介

観光文化
機関誌

サステナブルツーリズム
が、大きな注目を集めて
いる。しかし、その概念は
幅広く、それぞれの立
場・視点から語られ、語
られる側、主に観光地
や事業者側に混乱を生
んでいないだろうか。サ
ステナブルツーリズムの
概念・現象の整理を行
い、観光地・事業者等の
主体別に、選択的に取り
組むべきことなどがわか
るように、サステナブル
ツーリズム概念の再構
築（リコンストラクショ
ン）を試みた。A4判92

ページ／1,000円 + 税

254号（2022年8月発行） 
特集 サステナブルツーリズム・リコンストラクション

「地域と旅行者をつなぐ
仕事」であるガイド業が、
地域経済の中で大きな
役割を果たす観光地も
でてきた。だが、その活
動が定着したのは比較
的最近のことでもあり、
ガイドやガイド業の活動
ぶりがあまりに知られて
いない。まずは、そのこと
をお知らせすることが重
要だと思った。A4判92
ページ／1,000円 + 税

253号（2022年5月発行） 
特集 ガイドという仕事

コロナ禍によって、旅行
市場や観光地づくりに
おける変化がより加速
度的に進む、と想定して
います。
具体的にどのように変
化していくのでしょうか。
今号の「観光文化」では、
公益財団法人日本交通
公社の研究員が、①どの
ような課題意識を持ち、
②どのような研究フレー
ムで研究活動に取り組
み、③現時点で何が見
えてきたのか、また④今
後の展開などについて、
「少し先の未来のための

7つの研究」として、その概要を紹介しています。
今回の特集が、観光に関わる方々にとって、今後の観光振興を考
える一助になれば嬉しく思います。A4判80ページ／1000円+税

252号（2022年2月発行） 
特集 今後の観光文化創造に貢献する研究領域

日本でスポーツを中心
に地域づくりをしようと
いう考え方が広まる契
機となったのは、地域密
着を掲げたJリーグの発
足（1993年）と、「2002 
FIFAワールドカップ」の
誘致活動であると言わ
れる。近年では2019年
に開催された「ラグビー
ワールドカップ2019日
本大会」での盛り上がり
が思い出される。2021
年に入ってもコロナ禍は
依然として収束の兆しを
見せなかったが、夏季に
は1年延期となった東京

オリンピック・パラリンピックが開催され、熱戦が各地で繰り広げ
られた。今回の「観光文化」では、長い年月をかけて地域のスポ
ーツ振興や国際交流事業に取り組んできた5つの地域に、取組
の歴史、現状と課題、今後の展開を、コロナ禍で開催された東京
オリンピック・パラリンピックにどのように向き合ってきたのかなど
も含めてご寄稿いただいた。「国際スポーツイベントと地域振興」
の要諦を考えるきっかけになれば幸いである。 A4判52ページ／
1000円+税

251号（2021年11月発行） 
特集 国際スポーツイベントと地域振興
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当財団ホームページで全文公開している「観光文化」ですが、
「続けて冊子で読みたい」という要望をいただくことも多いため、

定期購読のお申し込みも承っております。
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アマゾン、楽天ブックス、三省堂書店オンデマンドでお買い求めください。
定価1,100円（税込。169号～214号は1,540円）。

全文公開と購読のご案内

１年間
（年4冊。季刊）

※お申し込み時点の最新号から４回分をお送りします。開始号については変更可能です。

3,080円
（税込、4冊分。1冊あたり700円＋税＝定価の30％off。送料込分）

※途中キャンセルはできませんこと、予めご了承ください。
※お申し込みの確認がとれ次第、請求書をお送りいたします。

※お支払いは銀行振込のみとなります。※振込手数料はご負担をお願いいたします。
※自動継続としておりません。

4冊分お送りした後、次号発行の1か月前を目安に、
メールで継続の意思確認をさせていただきます。
返信いただかなければ自動解約となります。

期間

購読料

お問い合わせ

観光文化振興部編集室までお願いいたします。
TEL:03‒5770‒8364 FAX:03‒5770‒8359 E‒mail:jtbfbook@jtb.or.jp

観光文化
機関誌

この一年間に発行した『観光文化』を紹介します。
バックナンバーの紹介

観光文化
機関誌

サステナブルツーリズム
が、大きな注目を集めて
いる。しかし、その概念は
幅広く、それぞれの立
場・視点から語られ、語
られる側、主に観光地
や事業者側に混乱を生
んでいないだろうか。サ
ステナブルツーリズムの
概念・現象の整理を行
い、観光地・事業者等の
主体別に、選択的に取り
組むべきことなどがわか
るように、サステナブル
ツーリズム概念の再構
築（リコンストラクショ
ン）を試みた。A4判92

ページ／1,000円 + 税

254号（2022年8月発行） 
特集 サステナブルツーリズム・リコンストラクション

「地域と旅行者をつなぐ
仕事」であるガイド業が、
地域経済の中で大きな
役割を果たす観光地も
でてきた。だが、その活
動が定着したのは比較
的最近のことでもあり、
ガイドやガイド業の活動
ぶりがあまりに知られて
いない。まずは、そのこと
をお知らせすることが重
要だと思った。A4判92
ページ／1,000円 + 税

253号（2022年5月発行） 
特集 ガイドという仕事

コロナ禍によって、旅行
市場や観光地づくりに
おける変化がより加速
度的に進む、と想定して
います。
具体的にどのように変
化していくのでしょうか。
今号の「観光文化」では、
公益財団法人日本交通
公社の研究員が、①どの
ような課題意識を持ち、
②どのような研究フレー
ムで研究活動に取り組
み、③現時点で何が見
えてきたのか、また④今
後の展開などについて、
「少し先の未来のための

7つの研究」として、その概要を紹介しています。
今回の特集が、観光に関わる方々にとって、今後の観光振興を考
える一助になれば嬉しく思います。A4判80ページ／1000円+税

252号（2022年2月発行） 
特集 今後の観光文化創造に貢献する研究領域

日本でスポーツを中心
に地域づくりをしようと
いう考え方が広まる契
機となったのは、地域密
着を掲げたJリーグの発
足（1993年）と、「2002 
FIFAワールドカップ」の
誘致活動であると言わ
れる。近年では2019年
に開催された「ラグビー
ワールドカップ2019日
本大会」での盛り上がり
が思い出される。2021
年に入ってもコロナ禍は
依然として収束の兆しを
見せなかったが、夏季に
は1年延期となった東京

オリンピック・パラリンピックが開催され、熱戦が各地で繰り広げ
られた。今回の「観光文化」では、長い年月をかけて地域のスポ
ーツ振興や国際交流事業に取り組んできた5つの地域に、取組
の歴史、現状と課題、今後の展開を、コロナ禍で開催された東京
オリンピック・パラリンピックにどのように向き合ってきたのかなど
も含めてご寄稿いただいた。「国際スポーツイベントと地域振興」
の要諦を考えるきっかけになれば幸いである。 A4判52ページ／
1000円+税

251号（2021年11月発行） 
特集 国際スポーツイベントと地域振興
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公益財団法人 日本交通公社
の

近刊

日本人やインバウンド
の旅行市場をはじめ、
観光産業、観光地、観
光政策などについて、
各種統計資料や、当財
団が実施した独自の調
査結果をもとに、直近
一年の動向を概観して
います。2014年発行分
からは、これまで発行し
てきた『旅行者動向』、
『Market Insight』で取
り扱っていた日本人の
国内旅行や海外旅行
に関する意識調査結
果を組み込んだ形でリ
ニューアルを行いまし
た。また2022年版も昨
年度に引き続き「新型

コロナウイルス感染症の流行と日本人の旅行」の章を加えました。
2021年10月発行／A4判216ページ／定価2,200円（本体2,000
円 + 税）

『旅行年報2022』（発行：2022年10月）

『温泉まちづくり　2021年度温泉まちづくり研究会
総括レポート』
（発行：2022年3月）

「温泉まちづくり研究
会」は、7つの温泉地
（北海道阿寒湖温泉、
群馬県草津温泉、三重
県鳥羽温泉郷、兵庫県
有馬温泉、愛媛県道後
温泉、大分県由布院温
泉、熊本県黒川温泉）
が、日本の温泉地、温
泉旅館が抱える課題に
ついて、共に解決の方
向性を探り、活性化に
資することを目指して
います。本書は2021年
度に「温泉まちづくり研
究会」にて議論を行っ
た結果をとりまとめたも
のです。今年度の温泉
まちづくり研究会では、

「小さな世界都市」を掲げ、世界に通用するローカルを磨く特徴的な
政策を打ち出してきた豊岡市の取り組みや、温泉×スキーという強
みを活かし、官民が一体となって国際的に認知度の高いまちづくりと
人づくりを行っている野沢温泉の取り組みなどを学びました。また、
当研究会では、コロナ禍で改めて認識した、温泉地として大切にして
いきたいことを「温泉まちづくり研究会 由布院宣言2021」として発表
しました。温泉地の方々が変化を前向きに捉え、具体的なアクション
を起こすヒントにしていただけたら幸いです。A4判100ページ／定価
1,650円（本体1,500円+税）

64



観光文化
機関誌

発行日●2022年10月26日
発行所●公益財団法人日本交通公社

〒107-0062 東京都港区南青山二丁目7番29号 日本交通公社ビル
  t 03-5770-8350 https://www.jtb.or.jp

川口繁治郎（川口デザイン）
株式会社ぷれす
佐川印刷株式会社

菅野正洋

光山清秀
有沢徹郎、吉澤清良
t 03-5770-8364
Mail:kankoubunka@jtb.or.jp

©2022 JTBF 禁無断転載
ISSN　0385-5554

デザイン●

校閲・校正●

制作・印刷●

企画・構成●

発行人●

編集人●

編集室●

第 号
第46巻 第 4 号 通巻 第255号

255

公益財団法人日本交通公社
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「旅の図書館」
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アクセス

〒107-0062
東京都港区南青山二丁目7番29号 日本交通公社ビル
東京メトロ銀座線、半蔵門線、都営大江戸線
「青山一丁目」5番出口から徒歩3分
●青山通りからお越しの方…楽天クリムゾンハウス青山のビルをくぐり、
　レストラン『NARISAWA』の前を通る公開空地を通り抜けると
　正面左側が日本交通公社ビルです。
●外苑東通りからお越しの方…コンビニエンスストア『ポプラ』の角を西に曲がり、
　2つめの交差点を越え、約10m先左側が日本交通公社ビルです。
●駐車場はございません。

NARISAWA

楽天クリムゾン
ハウス青山

ポプラ

赤坂御用地

外
苑
東通り

外
苑
東
通
り



第 号
第46巻 第4号 通巻 第255号

機関誌

255

〒107-0062 東京都港区南青山二丁目7番29号 日本交通公社ビル
TEL：03-5770-8350
https://www.jtb.or.jp

禁無断転載

ISSN 0385-5554 

これからの京都観光
～観光課題・
社会課題解決先進都市へ～
門川大作（京都市長）

活動報告

訪日
インバウンド市場の
本格的な
再始動に向けて
柿島あかね（JTBF）

諸外国の「国外からの
入国に関する規制」の
動向

第27回
たびとしょCafe
「和のスキーリゾート
野沢温泉と
スポーツイベント」を
開催
森 晃（野沢温泉スキークラブ）

文：門脇茉海（JTBF）
ゲスト

巻頭言

特集 1

特集 2

コロナ禍における
地域の取り組み
【事例1】 沖縄県
量と質が両立する
「エシカル」な観光地への
転換を目指す
下地芳郎（沖縄観光コンベンションビューロー）
【事例2】 京都市
コロナ禍にとらわれず
DMOが本来すべきことを着実に実行
堀江卓矢（京都市観光協会）
【事例3】 倶知安町
住民の信頼を
重視した
各種事業を展開
鈴木紀彦（倶知安観光協会）

特集 3

観光政策の動向
齊藤敬一郎（観光庁）

特集 4 視座

観光の「バージョンチェック」と
「更新（アップデート）」への期待

菅野正洋（JTBF）

水野恭一（風の旅行社）
文：仲七重（JTBF）
ゲスト

活動報告
第28回
たびとしょCafe
「『気づき』が
旅のカギ～渋谷で
ダイチを感じる旅～」を
開催

連載
観光を学ぶということ
第15回
獨協大学 外国語学部
山口ゼミ
山口誠（獨協大学）

わたしの1冊
第27回
『クレイジーパワー』
ジョン・エルキントン 著
パメラ・ハーティガン 著
関根智美 翻訳
英治出版
『劣化国家』
ニーアル・ファーガソン 著
櫻井祐子 翻訳
東洋経済新報社
鶴田浩一郎
（一般社団法人オンパク）

特
集

菅野正洋
（JTBF）

○インタビュー
ユッタサック・
スパソーン
（タイ国政府観光庁）

October
2022

機関誌
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